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1

InstallShield 2014 Express Edition
最新のテ ク ノ ロジをサポー ト する速 く て簡単なイ ンス ト ールにおいて、 InstallShield は業界標準です。 InstallShield 

を使用し て、 信頼できる イ ンス ト ールを記録的に短い時間でビルド する こ とができます。 また、 最新テ ク ノ ロジ

がサポー ト されていますので、 イ ンス ト ール関連のエラーを避ける こ とができます。

InstallShield ヘルプ ラ イブラ リ には、 InstallShield の機能性および機能についての情報が掲載されています。 ヘルプ 

ラ イブラ リは、 次のセクシ ョ ンに分かれています。

テーブル 1-1 • ヘルプ ラ イブラ リのセク シ ョ ン

セクシ ョ ン 説明

InstallShield 2014 Express 

Edition の新しい機能

InstallShield 2014 Express Edition の新しい機能および強化内容に関する情報です。

InstallShield Express Edition 

の以前のバージ ョ ンの新

機能

InstallShield の以前のバージ ョ ンで加えられた変更に関する情報です。

ターゲッ ト  システムの要

件

ターゲッ ト  システムの要件を一覧にし ます。

InstallShield を管理者権限

を使って、 または管理者

権限を持たずに起動する

違い

管理者権限を持たずに InstallShield を実行し ている場合に利用できない機能につい

てアラー ト し ます。 また、 管理者と非管理者コ ンテキス ト を切り替えた場合で、

プロジ ェ ク ト でマ ッ プ された ド ラ イブを使用し た際に発生する可能性のある問題

についても説明し ます。

ヘルプの使い方 InstallShield ド キュ メ ン ト に関する情報が提供されています。

ス ター ト  ガイ ド InstallShield に慣れていただき、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の作成の開始、 および 

InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスのカス タ マイズに役立つ情報が掲載されて

います。
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第 1 章 : InstallShield 2014 Express Edition

InstallShield 2014 Express Edition の新しい機能
メ モ • InstallShield ヘルプラ イブラ リは、 InstallShield と イ ン タ ラ ク ト するよ う設計されているので、 InstallShield 内

からヘルプを開 く こ と をお勧めし ます。 ヘルプ フ ァ イルを別のフ ォルダーやシステムにコ ピーする と、 多 く の機

能が正常に機能し ないこ とがあ り ます。

InstallShield に関し てよ く 寄せられる質問や、 ド キュ メ ン ト に記載されていない新規の情報については ナレ ッ ジ

ベースを参照し て く だ さい。

InstallShield 2014 Express Edition の新しい機能

新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

新しい .NET Framework 4.5.1 用 InstallShield 前提条件

InstallShield には、 プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる新しい InstallShield 前提条件が含まれています :

• Microsoft .NET Framework 4.5.1 ( 完全版 )

• Microsoft .NET Framework 4.5.1 (Web イ ンス ト ーラー )

イ ンス ト ールの作成 ユーザーフ レン ド リーで信頼できる イ ンスールの作成方法、 およびその作成手順

がステ ッ プご と ([ プログラムの追加と削除 ] のための情報指定から イ ンス ト ール

のビルド、 テス ト および配布まで ) に説明されています。

アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ

プデー ト

製品ア ッ プデー ト のために用意されている様々な タ イプのア ッ プグレー ド および

パッ チの計画および実装の仕方をステ ッ プご とに見てい く こ とができます。 また、

FlexNet Connect を利用し て、 どのよ う にエン ド ユーザーに入手可能なア ッ プグ

レー ド およびパッ チについて通知するかについても説明されています。

追加のイ ンス ト ール オプ

シ ョ ン

InstallShield で幅広 く 提供されているオプシ ョ ンの説明です ( 例、 Windows Installer 

サービス を イ ンス ト ールに含める、 アプ リ ケーシ ョ ンのターゲッ ト  システム要件

を指定する )。

InstallShield と外部アプ リ

ケーシ ョ ンの統合

InstallShield と Microsoft Visual Studio や Microsoft Visual Studio Team Foundation 

Server (TFS) などのサー ドパーテ ィ  ツールとの統合について詳細を説明し ます。

リ フ ァ レンス InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスのリ フ ァ レンス情報 ( イ ンス ト ールの作

成、 ビルド、 実行時に発生する可能性があるエラーと警告、 およびサンプル エン

ド ユーザー ダイアログ ) が包括的に網羅されています。

よ く 寄せられる質問 

(FAQ)

InstallShield およびプロジ ェ ク ト の作成について頻繁に寄せられる質問に答えるヘ

ルプ ト ピ ッ ク を見つける こ とができます。

テーブル 1-1 • ヘルプ ラ イブラ リのセク シ ョ ン ( 続き )

セクシ ョ ン 説明
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第 1 章 : InstallShield 2014 Express Edition

InstallShield 2014 Express Edition の新しい機能
これらの  前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムに、 .NET Framework 4.5.1 を イ ンス ト ールし ます。

サブ フ ォルダーにサポー ト  フ ァ イルを含める機能

InstallShield では、 今回よ り、 サポー ト フ ァ イルにユーザー設定のフ ォルダー構造を指定できます。 [ セ ッ ト ア ッ

プ フ ァ イル ] ビ ューのノ ー ドの 1 つの下にサブ フ ォルダーを追加するには、 そのノ ー ド を右ク リ ッ ク し てから [

新しいフ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。 サブ フ ォルダーが追加され、 必要に応じ てその名前を変更する こ とがで

きます。 ネス ト されたフ ォルダー構造を追加する こ と もできます。 フ ァ イルをサブ フ ォルダーに追加するには、

右側のペイ ンを選択し てから、 [ フ ァ イルの挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 実行時、 イ ンス ト ールがサポー ト  フ ォル

ダーと フ ァ イルを ターゲッ ト  システム上の一時デ ィ レ ク ト リ である SUPPORTDIR にコ ピーし て、 製品のイ ンス

ト ール処理中に使用できるよ う にし ます。 サポー ト  フ ォルダーと フ ァ イルは、 イ ンス ト ールが完了する と削除さ

れます。

詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルの追加」 を参照し て く ださい。

フ ァ イルと フ ォルダーの削除に関するサポー ト

InstallShield では、 実行時にターゲッ ト  システムから削除する フ ァ イルと フ ォルダーを簡単に指定する こ とができ

るビル ト イ ン サポー ト が提供されています。 このフ ァ イルと フ ォルダーの削除機能は、 アプ リ ケーシ ョ ンによ っ

て作成される フ ァ イルの削除など、 イ ンス ト ールが追跡を行わない処理に使用する と便利です。

フ ァ イルまたはフ ォルダーの削除は、 次のイベン ト の 1 つにスケジュールできます :

• フ ァ イルまたはフ ォルダーの機能がイ ンス ト ールされる と き

• フ ァ イルまたはフ ォルダーの機能がアン イ ンス ト ールされる と き

• フ ァ イルまたはフ ォルダーの機能がイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールされる と き

削除されるアイテムがフ ォルダーの場合、 そのフ ォルダーが空の場合のみ削除されます。

プロジ ェ ク ト 内のフ ァ イルまたはフ ォルダーの削除を構成するには、 [ フ ァ イル ] ビ ューを使います。 このビ ュー

で、 削除する フ ァ イルまたはフ ォルダーを含むフ ォルダーを選択し ます。 次に、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター

のフ ァ イル ] ペイ ンを右ク リ ッ ク し てから [ フ ァ イルの削除を追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が表示する [

プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスで、 使用可能な削除の設定を構成し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい :

• ターゲッ ト  システムから フ ァ イルと フ ォルダーを削除する

• フ ァ イル 削除の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

強化機能

InstallShield には、 以下のよ う な強化機能が搭載されています。

実行時に [ 使用許諾契約 ] ダイアログで [ 印刷 ] の選択肢を提供できる機能

[ 使用許諾契約 ] ダイアログの [ 印刷 ] ボタ ンの機能が強化されま し た。 エン ド ユーザーが [ 印刷 ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し たと きにデフ ォル ト  プ リ ン ターに直接印刷する代わり に、 今回よ り、 印刷選択ダイアログ ボ ッ クスが開

きます。
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第 1 章 : InstallShield 2014 Express Edition

InstallShield Express Edition の以前のバージ ョ ンの新機能
レジス ト リ関連のシステム検索における 64 ビ ッ ト  サポー ト

システム検索ウ ィ ザー ド を使って、 Windows Installer がターゲッ ト  システム上にある特定のフ ァ イル、 フ ォル

ダー、 レジス ト リ キー、 または .ini の値について行う検索を定義できます。 システム検索ウ ィ ザー ドのレジス ト

リ関連のパネルには、 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムのレジス ト リの 64 ビ ッ ト 領域をチ ェ ッ クするかど うかを指

定できる新しいチ ェ ッ ク ボ ッ クスが追加されま し た。

• システム検索ウ ィ ザー ド

• 検索方法パネル ( レジス ト リ検索オプシ ョ ン )

• 32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム両方をサポー ト する難し さについて

新しい FlexNet Connect 13.06 再配布可能フ ァ イル

InstallShield はプロジ ェ ク ト で FlexNet Connect 13.06 をサポー ト し ます。 InstallShield の [ ア ッ プデー ト 通知 ] 

ビ ューで、 2 つの FlexNet Connect 13.06 マージ モジュール (Common Software Manager が含まれているマージ モ

ジュールと、 含まれていないマージ モジュール ) のどち らかを含みます。

InstallShield Express Edition の以前のバージ ョ ンの新
機能

このセクシ ョ ンでは、 InstallShield Express Edition の以前のバージ ョ ンで リ リース された機能と強化点が説明され

ています。

• InstallShield 2013 SP1 Express Edition の新しい機能

• InstallShield 2013 Express Edition の新しい機能

• InstallShield 2012 Spring SP1 Express Edition の新しい機能

• InstallShield 2012 Spring Express Edition の新しい機能

• InstallShield 2012 SP1 Express Edition の新しい機能

• InstallShield 2012 Express Edition の新しい機能

• InstallShield 2011 Express Edition の新しい機能

• InstallShield 2010 Express Edition Expansion Pack for Visual Studio 2010 の新しい機能

• InstallShield 2010 Express Edition SP1 の新しい機能

• InstallShield 2010 Express Edition の新しい機能

• InstallShield 2009 Express Edition の新しい機能

• InstallShield 2008 Express Edition の新しい機能

• InstallShield 12 Express Edition の新しい機能
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InstallShield Express Edition の以前のバージ ョ ンの新機能
InstallShield 2013 SP1 Express Edition の新しい機能

InstallShield 2013 Service Pack 1 (SP1) には、 Windows 8.1、 Windows Server 2012 R2、 および Visual Studio 2013 をサ

ポー ト するための変更が含まれています。

Windows 8.1 および Windows Server 2012 R2 システムを ターゲ ッ ト にできる機能

InstallShield では、 イ ンス ト ールに Windows 8.1 または Windows Server 2012 R2 が必要である こ と を指定できます。

また、 これらのオペレーテ ィ ング システムに対する機能条件をビルド する こ と もできます。

Windows 8.1 および Windows Server 2012 R2 にイ ンス ト ール可能な InstallShield 前提条件は、 必要に応じ て、 これら

のシステムにイ ンス ト ールされるよ う に更新されています。 以前これらのシステムでは、 前提条件がデフ ォル ト

では実行されませんで し た。 これは、 次の InstallShield 前提条件に適用し ます :

• FSharp Redistributable Package 2.0

• JRE_SE 1.7.0_02 (x64)

• JRE_SE 1.7.0_02 (x86)

• Microsoft .NET Framework 3.0 OS Component

• Microsoft .NET Framework 3.5 SP1 (Windows 機能 )

• Microsoft .NET Framework 4.5 Full

• Microsoft .NET Framework 4.5 Web

• Microsoft App-V 5.0 SP1 Desktop Client (x64)

• Microsoft App-V 5.0 SP1 Desktop Client (x86)

• Microsoft ReportViewer 2010

• Microsoft SQL CE 3.5 SP2

• Microsoft SQL Server 2005 Express SP3 (x86 & x64Wow)

• Microsoft SQL Server 2005 Express SP3 (x86)

• Microsoft SQL Server 2008 Express SP1 (x64)

• Microsoft SQL Server 2008 Express SP1 (x86 & x64Wow)

• Microsoft SQL Server 2008 Express SP1 (x86)

• Microsoft SQL Server 2008 Management Objects 10.00.2531 (IA64)

• Microsoft SQL Server 2008 Management Objects 10.00.2531 (x64)

• Microsoft SQL Server 2008 Management Objects 10.00.2531 (x86)

• Microsoft SQL Server 2008 Native Client 10.00.2531 (IA64)

• Microsoft SQL Server 2008 Native Client 10.00.2531 (x64)

• Microsoft SQL Server 2008 Native Client 10.00.2531 (x86)
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InstallShield Express Edition の以前のバージ ョ ンの新機能
• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express RTM (x64)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express RTM (x86 & x64Wow)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express RTM (x86)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express SP2 (x64)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express SP2 (x86 & x64Wow)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express SP2 (x86)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Native Client 10.50.1600.1 (IA64)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Native Client 10.50.1600.1 (x64)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Native Client 10.50.1600.1 (x86)

• Microsoft SQL Server 2012 Express LocalDB RTM (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Express LocalDB RTM (x86)

• Microsoft SQL Server 2012 Express RTM (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Express RTM (x86 & x64Wow)

• Microsoft SQL Server 2012 Express RTM (x86)

• Microsoft SQL Server 2012 Native Client (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Native Client (x86)

• Microsoft SQL Server Compact 4.0 (x64)

• Microsoft SQL Server Compact 4.0 (x86)

• Microsoft SQL Server Native Client 9.00.4035 (IA64)

• Microsoft SQL Server Native Client 9.00.4035 (x64)

• Microsoft SQL Server Native Client 9.00.4035 (x86)

• Microsoft SQL Server System CLR Types 10.00.2531 (IA64)

• Microsoft SQL Server System CLR Types 10.00.2531 (x64)

• Microsoft SQL Server System CLR Types 10.00.2531 (x86)

• Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再配布可能パッ ケージ MFC のセキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2538242(x64)

• Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再配布可能パッ ケージ MFC のセキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2538242(x86)

• Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再配布可能パッ ケージ (x86)

• Microsoft Visual C++ 2008 SP1 再配布可能パッ ケージ MFC のセキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2538243(x64)

• Microsoft Visual C++ 2008 SP1 再配布可能パッ ケージ MFC のセキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2538243(x86)

• Microsoft Visual C++ 2008 SP1 再配布可能パッ ケージ (x64)
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InstallShield Express Edition の以前のバージ ョ ンの新機能
• Microsoft Visual C++ 2008 SP1 再配布可能パッ ケージ (x86)

• Microsoft Visual C++ 2010 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Microsoft Visual C++ 2010 再配布可能パッ ケージ (x86)

• Microsoft Visual C++ 2010 RTM 再配布可能パッ ケージ MFC のセキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2467173 (x64)

• Microsoft Visual C++ 2010 RTM 再配布可能パッ ケージ MFC のセキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2467173 (x86)

• Microsoft Visual C++ 2010 SP1 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Microsoft Visual C++ 2010 SP1 再配布可能パッ ケージ (x86)

• Microsoft Visual C++ 2012 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Microsoft Visual C++ 2012 再配布可能パッ ケージ (x86)

• Microsoft Visual C++ 2012 Update 1 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Microsoft Visual C++ 2012 Update 1 再配布可能パッ ケージ (x86)

• Microsoft VSTO 2010 Runtime (x64)

• Microsoft VSTO 2010 Runtime

Microsoft Visual Studio 2013 のサポー ト

InstallShield は、 Visual Studio 2013 をサポー ト し ます。 このバージ ョ ンの Visual Studio 内部から InstallShield プロ

ジ ェ ク ト を作成できます。

新しい Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 用の InstallShield 前提条件

InstallShield には、 プロジ ェ ク ト に追加可能な新しい SQL Server 関連の InstallShield 前提条件が含まれています :

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 LocalDB (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 LocalDB (x86)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 (x86 & x64Wow)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 (x86)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 Management Objects (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 Management Objects (x86)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 System CLR Types (x64)

• Microsoft SQL Server 2012 Express SP1 System CLR Types (x86)

これらの InstallShield 前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムにテ ク ノ ロジーがイ ンス ト ールされま

す。
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InstallShield Express Edition の以前のバージ ョ ンの新機能
新しい、 Visual Studio ソ リ ューシ ョ ン フ ォルダーの定義済みパス変数

ハイ レベルなベース デ ィ レ ク ト リ を参照する、 VSSolutionFolder と呼ばれる新しい定義済みパス変数をプロジ ェ ク

ト で使用できます。 このサポー ト を使う と、 InstallShield プロジ ェ ク ト で Visual Studio ソ リ ューシ ョ ン フ ォルダー

内にある姉妹プロジ ェ ク ト のフ ァ イルへのス タ テ ィ ッ ク リ ン ク を含める こ とができます。 異なるマシン上のプロ

ジ ェ ク ト で作業を行う場合、 VSSolutionFolder パス変数を使用するス タ テ ィ ッ ク リ ン クは、 姉妹プロジ ェ ク ト の

フ ァ イルへの正しいパスを参照する こ とができます。

VSSolutionFolder パス変数は、 InstallShield が Visual Studio ソ リ ューシ ョ ン内で開かれた と きに自動的に定義されま

す。 また、 MSBuild を使って InstallShield プロジ ェ ク ト を含むソ リ ューシ ョ ンをビルド する と きにも、 自動的に定

義されます。 ただ し、 Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンな し で InstallShield プロジ ェ ク ト を開いた場合、

VSSolutionFolder が自動的に定義される こ とはあり ません。 た と えば、 InstallShield プロジ ェ ク ト を、 Visual Studio 

を開かずに InstallShield イ ン ターフ ェ イスで直接開いた場合、 VSSolutionFolder は定義されません。 同様に、 コマ

ン ド ラ イ ン ツール IsCmdBld.exe や、 MSBuild で .isproj フ ァ イルを使用する場合、 VSSolutionFolder は定義されませ

ん。 IsCmdBld.exe を使って InstallShield プロジ ェ ク ト のリ リースをビルド するには、 -L コ マン ド ラ イ ン パラ メ ー

ターを使って、 VSSolutionFolder の値を設定し ます。 このプロパテ ィ は、 デフ ォル ト のターゲッ ト  フ ァ イルが使用

されたと き、 ItemGroup InstallShieldPathVariableOverrides と し て公開されます。

InstallShield プロジ ェ ク ト で VSSolutionFolder パス変数を含むパスを持つソース フ ァ イルを含み、 それを 

VSSolutionFolder パス変数がサポー ト されていない環境でビルド する と、 次のよ う なビルド エラーが発生する可能

性があ り ます :

• -6103: フ ァ イル <VSSolutionFolder>\MyFile.exe が見つかり ません

• -6271: フ ァ イル <VSSolutionFolder>\MyFile.exe が見つかり ませんで し た。 このフ ァ イルの MsiFileHash テーブ

ルをビルド中にエラーが発生し ま し た。 指定し た場所にフ ァ イルが存在する こ と を確認し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい ：

• Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンで VSSolutionFolder パス 変数を使用する

• フ ァ イルと フ ォルダーをプロジ ェ ク ト に追加する

• MSBuild を使用し て、 コマン ド ラ イ ンから リ リースをビルド する

InstallShield 2013 Express Edition の新しい機能

新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

.NET Framework 3.5 SP1、 Microsoft Visual C++ 2012、 および SQL Server 2008 R2 Express SP2 用の新しい 

InstallShield 前提条件

InstallShield には、 Express プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる以下の新しい InstallShield 前提条件が含まれてい

ます :

• Microsoft .NET Framework 3.5 SP1 (Windows 機能 )

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express SP2 (x64)

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express SP2 (x86 & x64Wow)
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• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express SP2 (x86)

• Microsoft Visual C++ 2012 Update 1 再配布可能パッ ケージ (x64)

• Microsoft Visual C++ 2012 Update 1 再配布可能パッ ケージ (x86)

これらの前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムに様々なテ ク ノ ロジを イ ンス ト ールし ます。

Windows サービスを イ ンス ト ールおよび開始できる機能

InstallShield は、 サービスのイ ンス ト ール中にサービスを イ ンス ト ール、 およびアン イ ンス ト ール中にサービスを

削除するサポー ト を含みます。 また、 オプシ ョ ンでイ ンス ト ール後にサービスを開始、 システム起動時に毎回自

動的にサービスを開始、 または ( サービス コ ン ト ロール マネージャ を通し てサービスが要求された と きに ) オン

デマン ド でサービスを開始するサポー ト が含まれています。

プロジ ェ ク ト に含まれるサービスの情報を構成するには、 [ サービス ] ビ ューを使用し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい。

• Windows サービスのイ ンス ト ールおよび構成

• [ サービス ] ビ ュー

64 ビ ッ ト の場所を ターゲ ッ ト する イ ンス ト ールを作成する機能

Microsoft では、 既存の 32 ビ ッ ト のアプ リ ケーシ ョ ンがシームレスに動作する 64 バージ ョ ンの Windows がデザイ

ン されています。 また、 同一コー ドが再コ ンパイルされたバージ ョ ンが 64 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン と し てシー

ムレスに動作する 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンの Windows もデザイ ン されています。 これら をサポー ト するため、 64 

ビ ッ ト  バージ ョ ンの Windows では、 32 ビ ッ ト の部分と 64 ビ ッ ト の部分が、 フ ァ イルを個別の場所に格納する方

法 ( 例、 Program Files と Program Files (x86)、 System32 と SysWow64) と レジス ト リ キーを分ける方法 

(HKLM\Software と HKLM\Software\Wow6432Node) とい う 2 つ方法で分離されています。 し たがって、 エン ド 

ユーザーが 32 ビ ッ ト 版 Windows Installer ベースのイ ンス ト ールを 64 ビ ッ ト  システムにイ ンス ト ールし よ う とす

る と、 Program Files、 System32、 および HKLM\Software といった場所へのイ ンス ト ールが構成されている フ ァ イ

ル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ エン ト リは、 それぞれ Program Files (x86)、 SysWow64、

HKLM\Software\Wow6432Node に リ ダイ レ ク ト されます。

InstallShield Express Edition では、 今回よ り、 64 ビ ッ ト  システムを ターゲッ ト と し て 64 ビ ッ ト の場所 ( た と えば、

Program Files (x86) ではな く  Program Files、 SysWow64 ではな く  System32、 HKLM\Software\Wow6432Node ではな

く  HKLM\Software) にイ ンス ト ールする 64 ビ ッ ト  パッ ケージを作成するためのサポー ト が含まれています。 以

前、 このサポー ト は InstallShield Premier Edition および InstallShield Professional Edition でのみ提供されていま し た。

この 64 ビ ッ ト  サポー ト を有効化するため、 InstallShield Express Edition には以下の変更が追加されています :

• [ フ ァ イル ] ビ ューに、 64 ビ ッ ト の場所用の定義済みフ ォルダーが含まれています。 フ ァ イルまたはフ ォルダ

― を 64 ビ ッ ト  フ ォルダーにイ ンス ト ールする こ と を指定するには、 適切な定義済み 64 ビ ッ ト  フ ォルダー

にフ ァ イルまたはフ ォルダ ― を追加し て く ださい。 たと えば、 フ ォルダーを 64 ビ ッ ト  システム上の 64 

ビ ッ ト  Program Files フ ォルダーにイ ンス ト ールするには、 このビ ューでそのフ ォルダーを 

[ProgramFiles64Folder] ノ ー ド に追加し ます。 64 ビ ッ ト  フ ォルダーは、 デフ ォル ト では表示されません。 この

ビ ューで 64 ビ ッ ト  フ ォルダーを表示するには ： [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで

フ ォルダーを右ク リ ッ ク し て、 [ 定義済みフ ォルダーを表示 ] をポイ ン ト し てから [ProgramFiles64Folder] を ク

リ ッ ク し ます。
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• [ レジス ト リ ] ビ ューに、 64 ビ ッ ト  レジス ト リの場所のサポー ト が追加されま し た。 このビ ューの [ イ ンス

ト ール先コ ンピ ュータのレジス ト リ ビ ュー ] ペイ ンの SOFTWARE レジス ト リ エン ト リは 2 つのノ ー ド 

(SOFTWARE (32 ビ ッ ト ) および SOFTWARE (64 ビ ッ ト )) に分割されま し た。 レジス ト リ エン ト リ を 64 ビ ッ

ト  の場所にイ ンス ト ールする こ と を指定するには、 そのエン ト リ を SOFTWARE (64 ビ ッ ト ) ノ ー ド、 または

サブ ノ ー ド に追加し ます。

プロジ ェ ク ト 内の任意のフ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ エン ト リ を 64 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールするよ

う に構成し た場合、 ビルド時に InstallShield は、 64 ビ ッ ト  システム上の 64 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールする 64 

ビ ッ ト  (x64) .msi パッ ケージをビルド し ます。

64 ビ ッ ト  Windows Installer ベースのイ ンス ト ールは、 64 ビ ッ ト  システム上でのみ 64 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ー

ルし ます。 これを 32 ビ ッ ト  システム上で実行する こ とはできません。 32 ビ ッ ト  Windows Installer ベースのイ ンス

ト ールを 64 ビ ッ ト  システム上で実行する こ とができますが、 64 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールする こ とはできま

せん。 製品が 32 ビ ッ ト  システムと 64 ビ ッ ト  システムの両方を ターゲッ ト にする場合、 InstallShield Express 

Edition を使って 32 ビ ッ ト  システムを ターゲッ ト とするプロジ ェ ク ト と、 64 ビ ッ ト  システムを ターゲッ ト とする

プロジ ェ ク ト を個別に作成できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• 32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム両方をサポー ト する難し さについて

• フ ァ イルと フ ォルダーをプロジ ェ ク ト に追加する

• [ フ ァ イル ] ビ ューで定義済みフ ォルダーを表示する

• レジス ト リの編集

• イ ンス ト ール先フ ォルダー

Windows 8 [ ス ター ト ] 画面にシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めし ないよ う に防ぐサポー ト

InstallShield では、 Windows 8 ターゲッ ト  システム上で、 イ ンス ト ールに含まれる各シ ョ ー ト カ ッ ト をデフ ォル ト

で [ ス ター ト ] 画面にピン留めするかど うかを指定できます。 イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製

品のシ ョ ー ト カ ッ ト のピン留めを無効化し たい場合があ り ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト のピン留めを無効化し た場合で

も、 システム上のすべてのシ ョ ー ト カ ッ ト を含むアプ リ ケーシ ョ ン一覧には、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト が表示されま

す。

シ ョ ー ト カ ッ ト を [ ス ター ト ] 画面にピン留めするのを防ぐには、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] ビ ューで

シ ョ ー ト カ ッ ト の新しい "Windows 8 [ 開始 ] 画面にピン留めする " 設定を使用し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい :

• Windows 8 [ ス ター ト ] 画面にシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めするかど うかを指定する 

• [ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] ビ ュー 

InstallShield 2012 Spring SP1 Express Edition の新しい機能

InstallShield 2012 Spring Service Pack 1 (SP1) には、 Windows 8、 Windows Server 2012、 および Visual Studio 2012 の

最終版をサポー ト するための変更が含まれています。 また、 その他の変更も含まれています。
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InstallShield Express Edition の以前のバージ ョ ンの新機能
Visual Studio 2012、 .NET Framework 4.5、 および Visual C++ 2012 のサポー ト

InstallShield Visual Studio 2012 の最終版をサポー ト するための変更が含まれてお り、 このバージ ョ ンの Visual 

Studio イ ン ターフ ェ イス内部でイ ンス ト ールおよび製品の開発が可能です。

さ らに、 InstallShield には 2 つの .NET Framework 用 InstallShield 前提条件および新しい 2 つの Visual C++ 用 

InstallShield 前提条件が提供されています :

• Microsoft .NET Framework 4.5 Full

• Microsoft .NET Framework 4.5 Web

• Microsoft Visual C++ 2012 再配布可能パッ ケージ (x86)

• Microsoft Visual C++ 2012 再配布可能パッ ケージ (x64)

.NET Framework の Web 前提条件には、 イ ン ターネ ッ ト 接続が必要です。 この前提条件は、 必要に応じ て、 必須の

再配布可能フ ァ イルをダウンロー ド し ます。 完全な前提条件は、 イ ン ターネ ッ ト への接続が不要なス タ ン ド アロ

ン イ ンス ト ールです。

追加の変更

InstallShield 2012 Spring SP1 で解決されている問題の一覧は、 リ リース ノ ー ト をご覧 く だ さい。 リ リース ノ ー ト

は、 InstallShield の [ ヘルプ ] メ ニューからご覧になる こ とができます。

InstallShield 2012 Spring Express Edition の新しい機能

新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

Windows 8 および Windows Server 2012 システムを ターゲ ッ ト できる機能

InstallShield では、 イ ンス ト ールに Windows 8 または Windows Server 2012 が必要である こ と を指定できます。 ま

た、 これらのオペレーテ ィ ング システムに対する機能条件をビルド する こ と もできます。

Windows 8 および Windows Server 2012 にイ ンス ト ール可能な InstallShield 前提条件は、 必要に応じ て、 これらのシ

ステムにイ ンス ト ールされるよ う に更新されています。 以前これらのシステムでは、 前提条件がデフ ォル ト では

実行されませんで し た。 これは、 次の InstallShield 前提条件に適用し ます :

• FSharp Redistributable Package 2.0

• Microsoft ReportViewer 2010

• Microsoft SQL CE 3.5 SP2

• Microsoft SQL Server 2005 Express SP3

• Microsoft SQL Server 2008 Express SP1

• Microsoft SQL Server 2008 Management Objects 10.00.2531

• Microsoft SQL Server 2008 Native Client 10.00.2531

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express RTM
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InstallShield Express Edition の以前のバージ ョ ンの新機能
• Microsoft SQL Server 2008 R2 Native Client 10.50.1600.1

• Microsoft SQL Server Native Client 9.00.4035

• Microsoft SQL Server System CLR 型 10.00.2531

• Microsoft Visual C++ 2005 SP1 Redistributable MFC セキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2538242

• Microsoft Visual C++ 2005 SP1 Redistributable Package

• Microsoft Visual C++ 2008 SP1 Redistributable MFC セキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2538243

• Microsoft Visual C++ 2008 SP1 Redistributable Package

• Microsoft Visual C++ 2010 再配布可能パッ ケージ

• Microsoft Visual C++ 2010 RTM Redistributable MFC セキュ リ テ ィ 更新プログラム KB2467173

• Microsoft Visual C++ 2010 SP1 Redistributable Package

• Microsoft VSTO 2010 Runtime

Microsoft Visual Studio 2012 のベータ サポー ト

InstallShield には Visual Studio 2012 ベータのサポー ト が含まれています。 このバージ ョ ンの Visual Studio 内部から 

InstallShield プロジ ェ ク ト を作成できます。

Microsoft .NET Framework 4.5 前提条件

InstallShield には、 Express プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる 2 つの新しい .NET 関連の InstallShield 前提条件

が含まれています。

• Microsoft .NET Framework 4.5 Full

• Microsoft .NET Framework 4.5 Web

これらの InstallShield 前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムに、 ベータ バージ ョ ンの .NET 

Framework 4.5 を イ ンス ト ールし ます。

Web 前提条件には、 イ ン ターネ ッ ト への接続が必要です。 この前提条件は、 必要に応じ て、 必須の再配布可能

フ ァ イルをダウンロー ド し ます。 完全な前提条件は、 イ ン ターネ ッ ト への接続が不要なス タ ン ド アロン イ ンス

ト ールです。

Microsoft SQL Server 2012 の前提条件

InstallShield には、 Express プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる新しい SQL Server 2012 関連の InstallShield 前提

条件が含まれています。

• Microsoft SQL Server 2012 Express

• Microsoft SQL Server 2012 Express LocalDB

• Microsoft SQL Server 2012 Native Client

InstallShield には、 Microsoft SQL Server 2012 Express の依存関係である Microsoft .NET Framework 3.5 SP1 Update 

KB956250 を イ ンス ト ールする InstallShield 前提条件も含まれています。
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これらの InstallShield 前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムにテ ク ノ ロジーがイ ンス ト ールされま

す。

SQL Server Compact 4.0 および JRE SE 1.7 の新しい InstallShield 前提条件

InstallShield には、 Express プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる新しい InstallShield 前提条件が含まれています :

• Java Runtime Environment Second Edition (JRE SE) 1.7

• SQL Server Compact 4.0

これらの InstallShield 前提条件は、 サポー ト されている ターゲッ ト  システムにテ ク ノ ロジーがイ ンス ト ールされま

す。

新しい FlexNet Connect 13.03 再配布可能フ ァ イル

InstallShield は、 Express プロジ ェ ク ト で FlexNet Connect 13.03 をサポー ト し ます。 InstallShield の [ ア ッ プデー ト

通知 ] ビ ューで、 2 つの FlexNet Connect 13.03 マージ モジュール (Common Software Manager が含まれているマー

ジ モジュールと、 含まれていないマージ モジュール ) のどち らかを含みます。

InstallShield 2012 SP1 Express Edition の新しい機能

強化機能

InstallShield には、 以下のよ う な強化機能が搭載されています。

ソ フ ト ウ ェ ア識別タグのデジ タル署名サポー ト

プロジ ェ ク ト にソ フ ト ウ ェ ア ID タグを含めて [ リ リース ] ビ ューで .pfx フ ァ イルを使って リ リースに署名を行う

こ と を設定する と、 InstallShield がビルド時にタグをデジ タル署名し ます。 タグ フ ァ イルに署名するためには、

.NET Framework 2.0 以降をビルド マシンにイ ンス ト ールする必要があり ます。

詳細については、 「製品のソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含める」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 2012 Express Edition の新しい機能

新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

Internet Explorer 9、 SQL Server 2008 R2 Native Client、 Windows Identity Foundation、 その他の再配布可能フ ァ

イル用の新しい InstallShield 前提条件

InstallShield には、 プロジ ェ ク ト に追加可能な新しい InstallShield 前提条件が含まれています :

• Internet Explorer 9

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Native Client 10.50.1600.1

• Windows Identity Foundation

• Microsoft VSTO 2010 Runtime (x64)
InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド ISE-2100-UG00 13



第 1 章 : InstallShield 2014 Express Edition

InstallShield Express Edition の以前のバージ ョ ンの新機能
• Microsoft Office 2010 PIA ( この前提条件は Microsoft Office 2010 Primary Interop Assemblies を イ ンス ト ールし ま

す。 この前提条件を使用するには、 マイ ク ロ ソ フ ト の Web サイ ト から PrimaryInteropAssembly.exe フ ァ イルを

ダウンロー ド および実行し て、 .msi フ ァ イルを抽出し ます。 ) 

COM 抽出機能の強化

InstallShield では、 COM 抽出時に新しい監視方式をサポー ト し ます。 Windows Vista 以降のシステム上で 

InstallShield を使用し ている場合、 この新しい方式がデフ ォル ト と な り ます。 この方法は、 カーネル ド ラ イバーを

使って、 ビルド時のダイナ ミ ッ ク COM 抽出中、 およびデザイ ン時のス タ テ ィ ッ ク COM 抽出中に変更されたレジ

ス ト リ領域を監視し ます。 この新しい方式は、 DLL が既存のレジス ト リ エン ト リ を読み込んでビルド マシンへの

変更を妨げる以前の方法の利点を組み合わせたものです。

必要な場合、 UseAPIRegistryHooks レジス ト リ値 (32 ビ ッ ト  マシンの場合は 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\InstallShield\RegSpy レジス ト リ キーに含まれる、 64 ビ ッ ト  マシンの場合は 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\InstallShield\RegSpy レジス ト リ キーに含まれる ) の値データ を

設定し て 3 つの異なる COM 抽出方式を切り替える こ とができます。 使用可能な REG_DWORD 値データ :

• 0—API フ ッ ク を使って、 既存 DLL のレジス ト リ エン ト リ を読み取り ます。

• 1— レジス ト リのリ ダイ レ ク ト を使って、 ビルド マシン上の登録済み DLL への変更を防止し ます。 値を設定

し なかった場合、 これが Windows XP および Windows Server 2003 システム上でのデフ ォル ト 動作と な り ます。

• 2— 新しいカーネル モー ドの監視を使って、 2 つのメ ソ ッ ドの両方の利点を組み合わせます。 値を設定し な

かった場合、 これが Windows Vista 以降のシステム上でのデフ ォル ト 動作と な り ます。

Adobe Reader 10、 Internet Explorer 9、 および Microsoft Office 用の定義済みシステム検索

InstallShield に新しい定義済みシステム検索が追加されま し た :

• Adobe Reader 10

• Internet Explorer 9

• Microsoft Office 2010

• Microsoft Office 2007

• Microsoft Office 2003

イ ンス ト ールでこれらの 1 つ以上が必要な場合、 [ 要件 ] ビ ューまたはプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ー

ル要件 ] ページを使って、 これらのシステム検索をプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 エン ド ユーザーが

イ ンス ト ールを起動する と、 Windows Installer はターゲッ ト  システムの要件が満た されているかど うかを確認し ま

す。 要件が満たされていない場合、 イ ンス ト ールでシステム検索用に定義されているエラー メ ッ セージが表示さ

れます。

ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ機能のサポー ト

ISO/IEC 19770-2 は、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを作成するための国際規格です。 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグは、 製品名、

製品エデ ィ シ ョ ン、 パブ リ ッ シャーなど、 ソ フ ト ウ ェ アに関する説明的な情報を含む XML ベースのフ ァ イルで

す。 ソ フ ト ウ ェ ア資産管理ツールは、 企業でイ ンス ト ールされている ソ フ ト ウェ アについての正確なアプ リ ケー

シ ョ ン ID を提供する目的で、 タグ内のデータ を収集するツールです。
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ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ機能は、 業界標準と し て現在進化しつつある もので、 この機能によ り、 独立系ソ フ ト ウ ェ

ア ベンダーは、 顧客に対し て、 ソ フ ト ウ ェ ア資産管理およびラ イセンス最適化イニシアチブに有用な、 よ り適切

な情報を提供する こ とができる、 よ り洗練されたアプ リ ケーシ ョ ンを作る こ とができるよ う にな り ます。 製品の

イ ンス ト ール パッ ケージに識別タグを持たせる こ と で、 顧客は、 イ ンス ト ールし た製品の内部的使用状況を監視

できるツールが使えるよ う にな り ます。 これによ り、 顧客がソ フ ト ウェ ア会社などから入手し て精神のラ イセン

スの数を管理および最適化する こ とができるよ う にな り、 ラ イセンス契約内容に違反する リ スクがな く な り ます。

InstallShield の [ 一般情報 ] ビ ューには、 製品の識別タグを作成するために必要な情報を指定するための新しい設

定がい く つかあ り ます。 また、 ビルド時にタグを自動生成し て、 それを イ ンス ト ールに含めるかど うかを指定で

きる新しい " ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの使用 " 設定も追加されま し た。 この設定のデフ ォル ト 値は [ はい ] です。

" ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの使用 " 設定で [ はい ] が選択されている時に、 4 つの必須識別設定 ([ 一般情報 ] ビ ュー

の " 一意な ID"、 " 一意な登録 ID"、 " タグ作成者 "、 および " タグ作成者 ID" 設定 ) のう ち最低 1 つの値が設定さ

れていなかった場合、 空白の設定ご とに、 ビルド警告 -7235 が一回発生し ます。 このビルド警告では、 特定の必

須タグが空白であるために、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグが作成されず、 イ ンス ト ールに含まれなかったこ とが通知さ

れます。 この警告を解決するには、 各設定に適切な値を入力するか、 または " ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの使用 " 設

定で [ いいえ ] を選択し ます。

この機能は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• 製品のソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含める

• 一般情報の設定

InstallShield 2011 Express Edition の新しい機能

新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

Team Foundation Server (TFS) との統合

InstallShield では、 Team Foundation Server (TFS) 2010 との統合サポー ト が強化されています。

Visual Studio 2010 内から InstallShield を使用する場合、 Source Control Explorer にアクセス し て、 InstallShield プロ

ジ ェ ク ト を Team Foundation バージ ョ ン コ ン ト ロールと統合し、 InstallShield プロジ ェ ク ト と Visual Studio ソ

リ ューシ ョ ンへの変更を管理する こ とができます。

Team Foundation Build を使って、 InstallShield プロジ ェ ク ト と Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンを定期的、 またはオン

デマン ド でコ ンパイル、 テス ト 、 およびデプロ イする こ と もできます。 イ ンス ト ールはソ リ ューシ ョ ンがビルド

される度に、 自動的に最新のソース フ ァ イルで更新されます。

さ らに、 InstallShield と Visual Stuio が搭載された同じ マシン上に Team Explorer を イ ンス ト ールし た場合、 Visual 

Studio で開かれている InstallShield プロジ ェ ク ト 内から Team Explorer を使用できます。 これで、 次のよ う な タ ス

ク を行う こ とができます :

• InstallShield プロジ ェ ク ト での作業中にソース管理エクスプローラーを使用。

• InstallShield プロジ ェ ク ト と Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンのビルド を構成。

• 新しいビルド をキューに配置。
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• InstallShield プロジ ェ ク ト と Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンのバグやタ スクなどの作業項目を追跡する。 

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• Microsoft Visual Studio Team Foundation Server との統合

• InstallShield プロジ ェ ク ト を Team Explorer に追加する

SQL Server 2008 R2 Express、 SQL Server Native Client、 Visual C++ 2010 用の新しい InstallShield 前提条件お

よびその他の再配布可能フ ァ イル

InstallShield には、 Express プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる多 く の新しい InstallShield 前提条件が追加されて

います :

• Microsoft SQL Server 2008 R2 Express

• Microsoft SQL Server 2008 Native Client 10.00.2531

• Microsoft SQL Server Native Client 9.00.4035

• Microsoft SQL Server System CLR 型 10.00.2531

• Microsoft SQL Server 2008 Management Objects 10.00.2531

• Microsoft Visual C++ 2010 再配布可能パッ ケージ

• Microsoft Visual C++ 2008 SP1 Redistributable Package

• Windows Installer 3.1 - 日本語

• MSXML 6.0 SP1 - 日本語

• Microsoft .NET Framework 4.0 Client Language Pack - 日本語

• Microsoft .NET Framework 4.0 Full Language Pack - 日本語

InstallShield 前提条件の検索パスを指定できる機能

InstallShield では、 今回よ り、 InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq フ ァ イル ) を検索する フ ォルダを指定できます。

この機能によ って、 複数の開発者の間で InstallShield 前提条件を共有し、 それら を ソース コー ド管理システムで保

管する こ とが容易にな り ます。 以前は、 InstallShield が .prq フ ァ イルを検索するのは、 InstallShield Program Files フ ォ

ルダー \SetupPrerequisites のみで し た。

InstallShield でフ ォルダーを指定する と き、 い く つかの方法があり ます :

• InstallShield 内部から編集またはビルド を行う場合、 [ ツール ] メ ニューで [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ クする と表

示される [ オプシ ョ ン ] ボ ッ クスにある新しい [ 前提条件 ] タ ブを使って、 マシン共通および現在のユーザー

のフ ォルダを コ ンマ区切りのリ ス ト で指定できます。 このタ ブは、 マージ モジュールの検索パスを指定でき

る、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ マージ モジュール ] タ ブ と似ています。

• ISCmdBld.exe を使ってコマン ド ラ イ ンから ビルド を行う場合、 新しい -prqpath  パラ メ ーターを使って、 コ ンマ

区切りのフ ォルダーのリ ス ト を指定できます。

.ini フ ァ イルを使って ISCmdBld.exe パラ メ ーターを指定する場合、 .ini フ ァ イルの [Mode] セクシ ョ ンで新しい 

PrerequisitePath パラ メ ーターを使用し て、 フ ォルダのコ ンマ区切りのリ ス ト を指定できます。
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• MSBuild または Team Foundation Server (TFS) を使ってビルド する場合、 InstallShield タ スクで新しい 

PrerequisitePath パラ メ ーターを使います。 このパラ メ ーターは、 デフ ォル ト のターゲッ ト  フ ァ イルが使用さ

れたと き、 ItemGroup InstallShieldPrerequisitePath と し て露出されます。 複数のパスを指定するには、 順序指

定されたパスの配列を使用し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい :

• InstallShield 前提条件を含むデ ィ レ ク ト リ を指定する

• [ 前提条件 ] タ ブ

• IsCmdBld.exe

• .ini フ ァ イルでコ マン ド ラ イ ン ビルド パラ メ ーターを渡す

• Microsoft ビルド エンジン (MSBuild)

Setup.exe および Update.exe のカス タム バージ ョ ン リ ソースのプロパテ ィ を指定できる機能

InstallShield では、 今回よ り、 ビルド時に作成する Setup.exe フ ァ イルでカス タム バージ ョ ン リ ソースのプロパ

テ ィ を使用できます。 バージ ョ ン リ ソースのプロパテ ィ は、 Setup.exe の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表

示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し

て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し た と きに表示されます。 このサポー ト は、 Express プロジ ェ ク ト で提供されてい

ます。 カス タム バージ ョ ン リ ソースのプロパテ ィ を指定できる機能は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト で作成し た 

Update.exe フ ァ イルにも使用できます。

[ リ リース ] ビ ューにある リ リースの [Setup.exe] タ ブに 2 つの新しい設定が追加されま し た。 これらの設定を

使って、 カス タム著作権情報およびフ ァ イルの説明を指定する こ とができます。

InstallShield がビルド時に Setup.exe 起動ツールの以下のバージ ョ ン リ ソースを構成する と き、 今回よ り、 [ 一般情

報 ] ビ ューおよび [ リ リース ] ビ ューで入力されたカス タム情報を使用し ます。

• 会社名

• 製品名

• 製品バージ ョ ン

• 著作権情報

• フ ァ イル バージ ョ ン

• フ ァ イルの説明

以前、 InstallShield は多 く の場合にカス タム情報を使用し ませんで し た。 たと えば、 InstallShield が以前に作成し た 

Setup.exe フ ァ イルには、 その Setup.exe フ ァ イルをビルド し た InstallShield のバージ ョ ン固有の詳細が含まれま し

た。 このため、 Setup.exe の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに、 製品の著作権情報ではな く 、 InstallShield の著

作権情報が表示されま し た。

" 会社名 "、 " 製品名 "、 " 製品バージ ョ ン "、 " 説明 "、 " 著作権情報 " といった新しい設定を使って、 InstallShield 

で Update.exe フ ァ イルをビルド する と きに使用する カス タム情報を指定できます。 QuickPatch プロジ ェ ク ト の場

合、 [ 一般情報 ] ビ ューの [ ビルドの設定 ] 領域にある [ 詳細 ] タ ブで設定できます。

以前、 InstallShield は Update.exe フ ァ イルにカス タム バージ ョ ン リ ソース情報を使用し ませんで し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい。
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• セ ッ ト ア ッ プ起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ マイズする

• Setup.exe タ ブ

• ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ マイズする

• [ 詳細 ] タ ブ

カス タム アクシ ョ ンの強化 : 新しいカス タム アクシ ョ ンの種類 ( 新しい メ ンテナンス モー ド シーケンスの

オプシ ョ ン、 ロールバッ クおよび コ ミ ッ ト  カス タム アクシ ョ ンのサポー ト )

InstallShield には、 カス タム アクシ ョ ンをサポー ト するい く つかの新しい機能が搭載されています。

MSI DLL カス タム アクシ ョ ン

InstallShield では、 今回よ り、 プロジ ェ ク ト に MSI DLL カス タム アク シ ョ ンを追加できます。 MSI DLL カス タム ア

クシ ョ ンは C または C++ DLL から エクスポー ト されたエン ト リポイ ン ト 関数を呼び出し ます。 DLL は、 イ ンス

ト ールのラ ン タ イムでイ ンス ト ールするか、 .msi パッ ケージの Binary テーブル内に埋め込むこ とができます。 MSI 

DLL カス タム アクシ ョ ンは、 以前のバージ ョ ンの InstallShield でサポー ト されていた唯一の DLL の種類である標

準 DLL カス タム アクシ ョ ンよ り も柔軟に DLL フ ァ イルのソース場所を選択する こ とができます。 イ ンス ト ール

の一部では標準 DLL アクシ ョ ンを Binary テーブルに格納する こ とはできないため、 標準 DLL アクシ ョ ンの場合は

製品と と もにイ ンス ト ールする必要があ り ます。 しかし、 イ ンス ト ールのこの同じ部分で、 MSI DLL アクシ ョ ン

の場合は Binary テーブルに格納するか、 または製品と共にイ ンス ト ールする こ とができます。

MSI DLL カス タム アクシ ョ ンの場合、 戻り値ゼロは成功、 ゼロ以外の戻り値は失敗またはキャ ンセルを示し ます。

これは、 標準 DLL カス タム アクシ ョ ン以外、 その他すべて種類のカス タム アクシ ョ ンで共通です。 標準 DLL カ

ス タム アクシ ョ ンの場合、 ゼロ以外の戻り値は成功、 ゼロは失敗を意味し ます。

JScript カス タム アクシ ョ ン

InstallShield では、 プロジ ェ ク ト に JScript カス タム アクシ ョ ンを追加できます。 JScript カス タム アクシ ョ ンを含

む Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を Express プロジ ェ ク ト  (.ise) に変換する と、InstallShield は今

回よ り、 JScript カス タム アクシ ョ ンを含みます。

個別のメ ンテナンスおよびアン イ ンス ト ールシーケンス

[ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューに、 メ ンテナンス中にのみ発生させるアクシ ョ ンをスケジュールする こ とができる 

[ メ ンテナンス中のカス タム アクシ ョ ン ] ノ ー ドが追加されま し た。 以下のシーケンス ノ ー ドが、 [ アン イ ンス

ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] ノ ー ドから、 この新しい [ メ ンテナンス中のカス タム アクシ ョ ン ] ノ ー ド に移

動し ま し た :

• 初期化の後 ( 最初のダイアログの前 )

• [ メ ンテナンス - よ う こそ ] ダイアログの後

• [ メ ンテナンスの種類 ] ダイアログの後

• [ 削除の準備完了 ] ダイアログの後

• [ セ ッ ト ア ッ プ進行状況 ] ダイアログの後

• [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログの後
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2 つのシーケンス、 [ システム変更の前 ] および [ システム変更の後 ] は、 引き続きアン イ ンス ト ールに適用する

ため、 [ アン イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] ノ ー ドの下に残り ます。 これらのシーケンス中にスケジュー

ルされている カス タムアクシ ョ ンはすべて、 アン イ ンス ト ール中に実行されますが、 修復などのメ ンテナンス処

理中には実行されません。

ロールバッ ク アクシ ョ ン、 コ ミ ッ ト  アクシ ョ ン、 および関連設定

[ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューに追加された新しい " スク リ プ ト 内実行 " 設定を使って、 実行シーケンスの 「遅

延」、 「ロールバッ ク」、 「コ ミ ッ ト 」 のどの反復でカス タム アクシ ョ ンを ト リ ガーするのかを選択できます。 遅延

アクシ ョ ンは、 システムにラ ン タ イム変更を行います。 ロールバッ ク アクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールが完了する前

にエラーが発生し た場合、 またはエン ド ユーザーがイ ンス ト ールのキャ ンセルを行った場合に、 システムに行わ

れた変更を元に戻すために実行されます。 コ ミ ッ ト  アクシ ョ ンは、 遅延アクシ ョ ンによ って保存された一時的な

情報のク リーンア ッ プを行います。 " スク リ プ ト 内実行 " 設定を使って、 アクシ ョ ンをユーザー コ ンテキス ト  (

イ ンス ト ールを実行中のユーザーの権限 ) で実行するのか、 システム コ ンテキス ト  ( 昇格された権限 ) で実行する

のかを指定する こ と もできます。

この新しい " スク リ プ ト 内実行 " 設定は、 即時実行モー ド でシーケンス されていないカス タム アクシ ョ ンを選択

し たと きに、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューに表示されます。 即時実行モー ド で実行されるアクシ ョ ンは、 常に

ユーザー コ ンテキス ト で実行し、 Windows Installer のプロパテ ィ の設定や、 ターゲッ ト  システムのチ ェ ッ ク を行

います。

以前の InstallShield Express Edition では、 イ ンス ト ールの遅延シーケンスにスケジュールされたカス タム アクシ ョ

ンはすべて、 ユーザーコ ンテキス ト で遅延実行モー ド で起動し ま し た。 InstallShield はロールバッ ク またはコ ミ ッ

ト  カス タム アクシ ョ ンをサポー ト せず、 システム コ ンテキス ト でのカス タム アク シ ョ ンの実行もサポー ト し ま

せんで し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• カス タム アクシ ョ ンを使用する

• Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ン

• VBScript および JScript カス タム アクシ ョ ン

• アクシ ョ ンの実行のオプシ ョ ン

Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ と マージ モジュール プロジ ェ ク ト を既存の InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー

ト する機能 ( プロジ ェ ク ト  コ ンバーターの強化 )

InstallShield を使って、Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト または Visual Studio マージ モジュール プロジ ェ ク

ト  (.vdproj) を Express プロジ ェ ク ト  (.ise) にイ ンポー ト できます。 この機能を使って、 Visual Studio プロジ ェ ク ト

に含まれている同じデータ と設定を含む InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を開発できます。 ウ ィ ザー ド を

使って、 プロジ ェ ク ト 出力、 フ ァ イル、 レジス ト リ キー、 フ ァ イル拡張子、 カス タム アクシ ョ ン、 ターゲッ ト  

システム検索、 および起動条件を Visual Studio プロジ ェ ク ト から既存の InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し

ます。

Visual Studio プロジ ェ ク ト を既存の InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト するには、 InstallShield の Visual Studio 

デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を使います。 このウ ィ ザー ド では、 Visual Studio プロジ ェ ク

ト 内の特定の設定を イ ンポー ト するか、 無視するかを選択する こ とができます。
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Visual Studio プロジ ェ ク ト を新しい InstallShield プロジ ェ ク ト に変換するための、 これまでのサポー ト が拡張され

ま し た。 Visual Studio プロジ ェ ク ト に定義済み前提条件が含まれている場合、 InstallShield は今回よ り、 プロジ ェ

ク ト の変換中にそれら を対応する InstallShield 前提条件に変換し ます。 これと同じ前提条件の変換機能が、 Visual 

Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト するための新しいウ ィ ザー ド にも搭載されていま

す。

Visual Studio プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のプロジ ェ ク ト 出力が含まれている場合は、 変換プロセスの代わり にイ ン

ポー ト  ウ ィ ザー ド を使用し ます。 InstallShield プロジ ェ ク ト は、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュー

ル プロジ ェ ク ト およびそのプロジ ェ ク ト 依存関係が含まれているのと同じ Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンに含まれ

ていな く てはな り ません。 イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を使ってプロジ ェ ク ト 出力を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ン

ポー ト するためには、 InstallShield を Visual Studio 内部で開いて く ださい。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい。

• Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換またはイ ンポー ト する

• Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド

SQL Server 2008 Express SP1 および Adobe Reader 9 のための定義済みシステム検索

InstallShield に新しい定義済みシステム検索が追加されま し た : 

• SQL Server 2008 Express SP1

• Adobe Reader 9

イ ンス ト ールでこれらのいずれか、 または両方が必要な場合、 [ 要件 ] ビ ューまたはプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の 

[ イ ンス ト ール要件 ] ページを使って、 これらのシステム検索をプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 エン ド 

ユーザーがイ ンス ト ールを起動する と、 Windows Installer はターゲッ ト  システムの要件が満た されているかど うか

を確認し ます。 要件が満た されていない場合、 イ ンス ト ールでシステム検索用に定義されているエラー メ ッ セー

ジが表示されます。

この機能は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

IIS Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リの MIME の種類を構成する機能

[IIS 構成 ] ビ ューに新し く 追加された "MIME の種類 " 設定を使って、 プロジ ェ ク ト に含まれる Web サイ ト 、 アプ

リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リの MIME の種類を構成できます。 この設定を使って、 ターゲッ ト  システ

ム上の Web サーバーから ブ ラウザーまたはメ ール ク ラ イアン ト に送信できる コ ンテンツの種類を指定できます。

この機能は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• Web サイ ト における MIME の種類設定 

• アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ における MIME の種類設定 

イ メ ージ ビルボー ドのループ サポー ト

[ ビルボー ド ] ビ ューに新し く 追加された " ビルボー ド のループ " 設定を使って、 イ ンス ト ールがフ ァ イルの転送

を完了するまでイ メ ージ ビルボー ド を継続し てループ表示し てから適切な [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログを

表示するかど うかを指定できます。
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この設定で [ はい ] を選択し て、 ビルボー ド に割り当てた時間よ り も フ ァ イルの転送に時間がかかった場合、 イ ン

ス ト ールは最初のビルボー ドから再び表示し ます。 必要な場合、 ループはフ ァ イルの転送が終了するまで継続し

ます。 この設定のデフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。 これは、 InstallShield の以前のバージ ョ ンの動作と同じ です。

以前は、 ビルボー ド に割り当てられた時間よ り も フ ァ イルの転送に時間がかかった場合、 イ ンス ト ールはフ ァ イ

ル転送が終了するまで最後のビルボー ド を表示し続け、 ビルボー ド をループ し ませんで し た。

この機能は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ビルボー ド を含むイ ンス ト ールの実行時の動作

• ビルボー ド設定

新しい FlexNet Connect 12.01 再配布可能フ ァ イル

InstallShield、 InstallShield プロジ ェ ク ト で FlexNet Connect 12.01 をサポー ト し ます。 InstallShield の [ ア ッ プデー ト

通知 ] ビ ューを使って、 2 つの FlexNet Connect 12.01 マージ モジュールう ち、 いずれかが含まれています 

(Common Software Manager が含まれているマージ モジュールと、 含まれていないマージ モジュール )。

強化機能

InstallShield には、 以下のよ う な強化機能が搭載されています。

InstallShield の Unicode ビ ュー

InstallShield のい く つかのビ ューは、 すべての言語からの文字を表示および入力できるよ う に強化されています。

たと えば、 英語マシン上で [ 要件 ] ビ ューにおいてソ フ ト ウェ アの要件を構成する と きに、 システム ソ フ ト ウ ェ

ア要件メ ッ セージに中国語の文字を使用できるよ う にな り ま し た。 以前は、 メ ッ セージ内の文字が疑問符で表示

されま し た。

InstallShield で Unicode サポー ト が強化された領域は、 [ 要件 ] ビ ューおよび [ リ リース ] ビ ュー内のリ リースのタ

ブです。 InstallShield 2010 Express Edition よ り、 その他の多 く のビ ューで Unicode がサポー ト されています。

強化は、 Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Visual Studio Web セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト から プロジ ェ ク ト 出力を追加するサポー ト

Web セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト を含む Visual Studio ソ リ ューシ ョ ン と、InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を

作成し た場合に、 Visual Studio 内部から InstallShield を使用し ている と き、 今回よ り、 Web セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ

ク ト のプロジ ェ ク ト 出力を InstallShield プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。

Update.exe マニフ ェ ス ト に必要実行レベルを指定する機能

" 必要実行レベル " 設定は、QuickPatch プロジ ェ ク ト で [ 一般情報 ] ビ ューの [ ビルドの設定 ] 領域にある [ 詳細 ] 

タ ブで使用できます。 この新しい設定を使って、 Windows Vista 以降のプ ラ ッ ト フ ォーム上でプロジ ェ ク ト の 

Update.exe フ ァ イルがア ッ プグレー ド を実行するために必要とする最低実行レベルを指定し ます。 InstallShield が、

必要レベルを指定するマニフ ェ ス ト を追加し ます。 デフ ォル ト で、 InstallShield は以前のセ ッ ト ア ッ プ起動ツール

のマニフ ェ ス ト で構成されたレベルを使用し ます。
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以前、 " 必要実行レベル " 設定は Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールでのみ使用できま し た。 Update.exe パッ チを作

成する と き、 InstallShield は以前のセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーのマニフ ェ ス ト で構成された実行レベルを必要と し ま

し た。

詳細については、 「[ 詳細 ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

非圧縮 .cab フ ァ イルの作成機能

[ リ リース ] ビ ューで選択された リ リースの [ ビルド ] タ ブに、 新しい "Cab の最適化タ イプ " 設定が追加されま

し た。 " 圧縮 " 設定で [ 圧縮 ] またはカス タム オプシ ョ ンの 1 つを選択し た場合、 "Cab 最適化タ イプ " 設定を

使って、 リ リースの .cab フ ァ イルをビルド する と きに InstallShield が使用する圧縮の種類を指定し ます。 使用可能

なオプシ ョ ンには、 [LZX 圧縮 ]、 [MSZIP 圧縮 ]、 または [ 非圧縮 ] があ り ます。

"Cab の最適化タ イプ " 設定は、 これまでの " サイズの最適化 " 設定に取って代わり ます。 " サイズの最適化 " 設

定は、 LZX 圧縮と MSZIP 圧縮のみをサポー ト し、 非圧縮オプシ ョ ンは提供されていませんで し た。

この強化は、 Express プロジ ェ ク ト で提供されています。

詳細については、 「[ ビルド ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューと [ 前提条件 ] ビ ューの新しい [ 更新 ] ボタ ン

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに、 表示される再配布可能フ ァ イルのリ ス ト を更新するための新しい [ 更新 ] ボタ

ンが追加されま し た。 以前は、 InstallShield でこのビ ューが開かれている状態でコ ンピ ュータに再配布可能フ ァ イ

ルを追加し たと き、 更新済みのリ ス ト を表示するためには、 プロジ ェ ク ト を一度閉じ てから再び開 く 必要があり

ま し た。

重要な情報

InstallShield の複数エデ ィ シ ョ ンを イ ンス ト ールする

InstallShield 2011 の Premier、 Professional、 または Express は、 1 度に同じ システム上に 1 つのエデ ィ シ ョ ンのみ

を イ ンス ト ールできます。

InstallShield の複数バージ ョ ンを イ ンス ト ールする

InstallShield 2014 Express Edition は、 同じ マシン上で別のバージ ョ ンの InstallShield と共存する こ とができます。

InstallShield 2010 Express Edition Expansion Pack for Visual Studio 
2010 の新しい機能

InstallShield 2010 Expansion Pack for Visual Studio 2010 は、 Visual Studio 2010 および .NET Framework 4 の最終版を

サポー ト するための変更が含まれています。 また、 その他の変更も含まれています。

Microsoft .NET Framework 4 前提条件

InstallShield には、 Express プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる 4 つの新しい .NET 関連の InstallShield 前提条件

が含まれています。

• Microsoft .NET Framework 4.0 Full
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• Microsoft .NET Framework 4.0 Full (Web ダウンロー ド )

• Microsoft .NET Framework 4.0 Client

• Microsoft .NET Framework 4.0 Client (Web ダウンロー ド )

これらの前提条件ついて以下の点にご注意 く だ さい :

• 完全版の前提条件は、 .NET Framework 4 を ターゲッ ト にするアプ リ ケーシ ョ ンを実行および開発するのに必

要な .NET Framework ラ ン タ イムと関連フ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。

• ク ラ イアン ト 前提条件は、 ほとんどのク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンを実行するのに必要な .NET Framework 

ラ ン タ イムと関連フ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。

• 2 つの Web ダウンロー ド前提条件には、 イ ン ターネ ッ ト への接続が必要です。 これらの前提条件のダウン

ロー ド には、 適切な場合、 再配布可能フ ァ イルが必要です。 その他 2 つの前提条件は、 イ ン ターネ ッ ト への

接続が不要なス タ ン ド アロン イ ンス ト ールです。

.NET Framework 4.0 には、 Windows Installer 3.1 以降、 および Windows Imaging Component が必要です。 し たがって、

.NET Framework 4.0 Full 前提条件は、 以下の InstallShield 前提条件を依存関係と し ます :

• Windows Installer 3.1 (x86)

• Windows Imaging Component (x86)

• Windows Server 2003 SP1 (x86) 用 Windows Installer 3.1

• Windows Imaging Component (x64)

• Windows Server 2003 SP1 (IA64) 用 Windows Installer 3.1

• Windows Server 2003 SP1 (x64) 用 Windows Installer 3.1

• Windows XP (x64) 用 Microsoft Windows Installer 3.1

また、 .NET Framework 4.0 Client 前提条件は、 以下の InstallShield 前提条件を依存関係と し ます :

• Windows Installer 3.1 (x86)

• Windows Imaging Component (x86)

• Windows Server 2003 SP1 (x86) 用 Windows Installer 3.1

• Windows Imaging Component (x64)

• Windows Server 2003 SP1 (x64) 用 Windows Installer 3.1

• Windows XP (x64) 用 Microsoft Windows Installer 3.1

し たがって、 任意の .NET Framework 4.0 前提条件をプロジ ェ ク ト に追加する と、 InstallShield はデフ ォル ト で 

Windows Installer と Windows Imaging Component の前提条件をを イ ンス ト ールに追加し ます。 このため、 イ ンス

ト ールのサイズが大き く なる こ とがあ り ます。

 Visual Studio 2010 サポー ト のための追加前提条件

InstallShield には、 Express プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる以下の新しい InstallShield 前提条件が含まれてい

ます :
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• Microsoft SQL CE 3.5 SP2

• Microsoft ReportViewer 2010

• Microsoft VSTO 2010 Runtime

• FSharp Redistributable Package 2.0

• Microsoft Office 2007 PIA ( この前提条件は Microsoft Office 2007 Primary Interop Assemblies を イ ンス ト ールし ま

す。 この前提条件を使用するには、 マイ ク ロ ソ フ ト の Web サイ ト から PrimaryInteropAssembly.exe フ ァ イルをダ

ウンロー ド および実行し て o2007pia.msi フ ァ イルを抽出し ます。 ) システム上の .msi パッ ケージの場所によ っ

て、 .prq フ ァ イル内の o2007pia.msi イ ンス ト ールのパスを変更し な く てはならない場合があ り ます。 )

.NET Framework 4 用の定義済みシステム検索

InstallShield に 2 つの新しい定義済みシステム検索が追加されま し た :

• Microsoft .NET Framework 4.0 Full パッ ケージ

• Microsoft .NET Framework 4.0 Client パッ ケージ

イ ンス ト ールでこれらのいずれかが必要な場合、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ール要件 ] ページまた

は [ 要件 ] ビ ューを使って、 これらのシステム検索をプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 エン ド ユーザー

がイ ンス ト ールを起動する と、 Windows Installer はターゲッ ト  システムの要件が満た されているかど うかを確認し

ます。 要件が満た されていない場合、 イ ンス ト ールでシステム検索用に定義されているエラー メ ッ セージが表示

されます。

この機能は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield 2010 Express Edition SP1 の新しい機能

InstallShield 2010 Express Edition Service Pack 1 (SP1) には、 Windows 7、 Windows Server 2008 R2、 および Windows 

Installer 4.5 の最終版をサポー ト するための変更が含まれています。 また、 その他の変更も含まれています。

重要 • InstallShield 2010 SP1 で InstallShield 2010 を開 く と き、 プロジ ェ ク ト を InstallShield 2010 SP1 にア ッ プグ

レー ド する こ と を許可する必要があ り ます。 InstallShield 2010 SP1 では、 InstallShield 2010 プロジ ェ ク ト で使用で

きないテーブルをサポー ト するため、 ア ッ プグレー ド中にこれらのテーブルを追加し な く てはな り ません。

InstallShield 2010 SP1 プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの InstallShield (SP1 を適用する前の InstallShield 2010 を含

む ) で開 く こ とはできませんので、 ご注意 く ださい。 このため、 複数のユーザーが InstallShield プロジ ェ ク ト を開

いて編集する場合、 すべてのユーザーが同時に SP1 パッ チを適用するよ う にし て く だ さい。

 InstallShield 2010 プロジ ェ ク ト を InstallShield 2010 SP1 で開 く と、 そのプロジ ェ ク ト を新しいバージ ョ ンに変換す

るかど うかをたずねる メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する と、 変換が行われる前にプロ

ジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが作成されます。
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Setup.exe マニフ ェ ス ト には、 Windows 7 および Windows Server 2008 R2 システム上で 
Program Compatibility Assistant の ト リ ガーを回避するための、 互換性セクシ ョ ンが追加され
ま し た。

InstallShield プロジ ェ ク ト で、 イ ンス ト ール用のセ ッ ト ア ッ プ起動ツールの作成を構成し た場合、 InstallShield が

セ ッ ト ア ッ プ起動ツールに対し て作成するマニフ ェ ス ト には、 今回よ り互換性セクシ ョ ンが含まれます。 以前は、

この互換性セクシ ョ ンが含まれておらず、 Windows 7 および Windows Server 2008 R2 システム上でイ ンス ト ールの

終了時に Program Compatibility Assistant (PCA) ダイアログ ボ ッ クスが表示されま し た。 この PCA ダイアログ ボ ッ

クスは、 プログラムが正し く イ ンス ト ールされなかった可能性がある こ と を通知し ま し た。 このダイアログ ボ ッ

クスは、 イ ンス ト ールがアプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ール キーを作成し なかった場合に表示されま し た。 こ

の状況は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールをキャ ンセルし た場合、 またはイ ンス ト ールが正し く 完了し なかった

場合に発生し ます。

追加の変更

InstallShield 2010 Express Edition SP1 で解決されている問題の一覧は、 リ リース ノ ー ト をご覧 く だ さい。 リ リース 

ノ ー ト は、 InstallShield の [ ヘルプ ] メ ニューからご覧になる こ とができます。

InstallShield 2010 Express Edition の新しい機能

新しい機能

InstallShield 2010 Express Edition には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

Windows 7 および Windows Server 2008 R2 システムを ターゲ ッ ト にできる機能

InstallShield では、 イ ンス ト ールに Windows 7 または Windows Server 2008 R2 が必要である こ と を指定できます。

また、 これらのオペレーテ ィ ング システム用の機能条件やカス タム アクシ ョ ン条件をビルド する こ とができま

す。

Windows 7 および Windows Server 2008 R2 で タ スクバーにイ ンス ト ールの進行状況を表示するサポー ト

Windows 7 と Windows Server 2008 R2 で実行される イ ンス ト ールは、 今回よ り、 フ ァ イル転送中に Windows タ スク

バーに進行状況バーを表示し ます。 これは、 [ ビルボー ド ] ビ ューで構成されたビルボー ド を表示する イ ンス ト ー

ルに適用し ます。 進行状況バーは、 Windows の以前のバージ ョ ンのタ スクバーには表示されません。 また、 セ ッ

ト ア ッ プの初期化中、 または InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール中にも表示されません。

Beta Windows Installer 5 におけるユーザーご と イ ンス ト ールをサポー ト

[ ダイアログ ] ビ ューにある "[ すべてのユーザー ] オプシ ョ ンの表示 " 設定では、 Windows Installer 5 のベータ版

で提供されている MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ が使用できます。 この設定を使って、 エン ド ユーザーが製品

をすべてのユーザー、 または現在のユーザーのみにイ ンス ト ールするかを選択できるオプシ ョ ンを提供するかど

うかを指定できます。 この設定で選択し た値に基づいて、 [ イ ンス ト ールの準備完了 ] ダイアログに、 エン ド ユー

ザーが製品を イ ンス ト ールする方法を指定できるボタ ンが含まれます。 このボタ ンは、 Windows 7 または Windows 

Server 2008 R2 が搭載されたシステム上でイ ンス ト ールが実行されたと きに表示されます。

"[ すべてのユーザー ] オプシ ョ ンの表示 " 設定は、 [ ダイアログ ] ビ ューで メ イ ン [ ダイアログ ] ノ ー ド を選択す

る と使用できます。 以前は、 このビ ューの [ ユーザー情報 ] ダイアログを選択する と使用できま し た。

この機能は、 Express プロジ ェ ク ト で提供されています。
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詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• ユーザーご とのイ ンス ト ールと マシンご とのイ ンス ト ールの違い

• すべてのエン ド ユーザー ダイアログのためのグローバル ダイアログ設定

Windows Installer 5 Beta における大きいパッ ケージのイ ンス ト ールにかかる所要時間の短縮機能をサポー ト

[ 一般情報 ] ビ ューにある " 高速イ ンス ト ール " 設定では、 大きい Windows Installer パッ ケージのイ ンス ト ールに

かかる所要時間を短縮するのに役立つ 1 つまたは複数のオプシ ョ ンを選択できます。 た と えば、 イ ンス ト ールに

ついてシステム復元ポイ ン ト を保存し ないこ と を指定できます。 イ ンス ト ールがフ ァ イル コステ ィ ングのみを実

行し て、 その他のコス ト  チ ェ ッ ク をスキッ プするよ う に指定する こ と も可能です。

この設定は、 新しい Windows Installer プロパテ ィ  MSIFASTINSTALL を構成し ます。 このプロパテ ィ は、 コマン ド

ラ イ ンで設定できます。 Windows Installer 5 で、 このプロパテ ィ がサポー ト されています。 以前のバージ ョ ンの 

Windows Installer はこれを無視し ます。

この設定は、 Express プロジ ェ ク ト で提供されています。

詳細については、 " 高速イ ンス ト ール " 設定の説明を参照し て く だ さい。

フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのアクセス許可を設定するための新しいサポー ト

InstallShield では、 ロ ッ クダウン環境で製品を実行するエン ド ユーザー向けに、 フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレ

ジス ト リ キーを保護するための新しい方法が提供されています : 新しいカス タム InstallShield 処理を使う と、

InstallShield は .msi データベースのカス タム ISLockPermissions テーブルに製品のアクセス許可情報を格納し ます

InstallShield はまた、 アクセス許可を設定するためのカス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加し ます。 このサ

ポー ト は、 Express プロジ ェ ク ト で提供されています。

以前、 InstallShield でアクセス許可を設定するための唯一のオプシ ョ ンは、 従来型の Windows Installer 処理のみで

し た。 このオプシ ョ ンを使う と、 .msi データベースの LockPermissions テーブルに製品のアクセス許可情報が格納

されます。 新しい [ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンには、 従来型の Windows Installer 処理よ り も多 く の利

点があ り ます :

• カス タム オプシ ョ ンを使う と、 従来型の Windows Installer 処理オプシ ョ ンではサポー ト されていない、 多 く

のよ く 知られているセキュ リ テ ィ 識別子 (SID) を使用できます。

• 従来型のオプシ ョ ン とは違い、 カス タム オプシ ョ ンでは、 サポー ト 対象の SID に翻訳されたユーザー名を使

用できます。 従来型のオプシ ョ ンで、 非英語システム上で翻訳された名前を使ってアクセス許可を設定する

と、 イ ンス ト ールが失敗する可能性があ り ます。

• カス タム オプシ ョ ンを使う と、 指定するアクセス許可を特定のユーザーまたはグループが所持する こ と を拒

否できます。 従来型の処理で、 これは不可能です。

• カス タム オプシ ョ ンを使って、 ターゲッ ト  システムに既存する フ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ 

キーに、 アクセス許可を追加できます。 このと き、 そのオブジ ェ ク ト に既存するアクセス許可は削除されま

せん。 従来型の処理では、 既存するアクセス許可が削除されま し た。

• このカス タム オプシ ョ ンを使って、 フ ォルダー ( またはレジス ト リ キー ) のアクセス許可を構成し、 その

フ ォルダーのサブ フ ォルダーおよびフ ァ イル ( またはレジス ト リ キーのサブキー ) すべてに同じ アクセス許

可を適用するかど うかを指定できます。 従来型の処理では、 フ ォルダー内のサブ フ ォルダーまたはフ ァ イル (

レジス ト リ キーの下にあるサブ キー ) にアクセス許可を構成する場合、 ターゲッ ト  システム上で作成された

親は、 自動的に子のアクセス許可を継承し ます。
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• カス タム オプシ ョ ンを使って、 イ ンス ト ール中に作成される新しいユーザーのアクセス許可を構成できます。

従来型の処理では、 実行時にユーザーがターゲッ ト  システム上に既存する必要があったため、 これは不可能

で し た。

[ 一般情報 ] ビ ューに追加された " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定を使って、 プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イル、

フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーに設定する新しいアクセス許可について、 新しいカス タム InstallShield 処理ま

たは従来型の Windows Installer 処理のどち ら を使用するかを指定できます。 プロジ ェ ク ト で既にい く つかのアクセ

ス許可を構成済みの場合にこの設定の値を変更する場合、 InstallShield では、 既存アクセス許可に別の処理方法を

使用するかど うかを指定できます。 すべての新しいプロジ ェ ク ト における、 この設定のデフ ォル ト 値は [ カス タ

ム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンです。 プロジ ェ ク ト を InstallShield 2009 Express Edition 以前から InstallShield 2010 

Express Edition にア ッ プグレー ド し た場合、 この設定のデフ ォル ト 値は [ 従来型の Windows Installer 処理 ] オプ

シ ョ ンです。 この新しい設定は、 Express プロジ ェ ク ト で使用できます。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのセキュ リ テ ィ 保護

• プロジ ェ ク ト で、 ロ ッ クダウン環境でのアクセス許可タ イプを選択する

Windows Installer、 .NET Framework、 Crystal Reports、 およびその他の再配布可能フ ァ イルのための新しい 

InstallShield 前提条件

InstallShield には、 Express プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる多 く の新しい InstallShield 前提条件が追加されて

います :

• Windows Installer 4.5 (Windows Installer 4.5 用の InstallShield 前提条件は、 Microsoft KB958655 の修正を含みま

す。 )

• Windows Installer 4.5 Update (Windows Installer 4.5 用の InstallShield 前提条件は、 Microsoft KB958655 の修正を含

みます。 このア ッ プデー ト には、 Windows Installer 4.5 がターゲッ ト  システム上にイ ンス ト ール済みでな く て

はな り ません。 )

• Windows Installer 3.1、 Windows Installer 3.0、 および Windows Installer 2.0 ( これらのバージ ョ ンの Windows 

Installer 再配布可能フ ァ イルは、 以前、 [ リ リース ] ビ ューを使ってプロジ ェ ク ト に Windows Installer を追加す

る と利用する こ とができま し た。 InstallShield 前提条件と し ては提供されていませんで し た。 )

• .NET Framework 3.0 SP1

• .NET Framework 2.0 SP2

• Internet Explorer 8

• Microsoft SQL Server 2008 Express SP1 

• Microsoft SQL Server 2005 Express SP3

• Microsoft Visual C++ 2005 SP1 Redistributable Package

• Crystal Reports Basic for Visual Studio 2008 (Visual Studio 2008 と共にイ ンス ト ールされた Crystal Reports Basic 

と共に使用できる前提条件。 システム上の .msi パッ ケージの場所によ って、.prq フ ァ イル内の Crystal Reports 

Basic のパスを変更し な く てはならない場合があり ます。 )
InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド ISE-2100-UG00 27



第 1 章 : InstallShield 2014 Express Edition

InstallShield Express Edition の以前のバージ ョ ンの新機能
仮想デ ィ レ ク ト リ を使わずに IIS Web サイ ト を Web サイ ト に追加できる機能

InstallShield では、 今回よ り、 IIS Web アプ リ ケーシ ョ ンを Web サイ ト に追加できます。 そのためには、 [IIS 構成 ] 

ビ ューで Web サイ ト を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいアプ リ ケーシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいアプ リ ケー

シ ョ ンを追加し た後、 その設定を右側のペイ ンで構成できます。

また、 InstallShield ではアプ リ ケーシ ョ ン無し で仮想デ ィ レ ク ト リ を作成する こ と もできます。 以前は、 仮想デ ィ

レ ク ト リ を作成するたびに、 アプ リ ケーシ ョ ン も自動的に作成されま し た。

この機能は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい :

• Web サイ ト の作成と アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リの追加

• » [IIS 構成 ] ビ ュー

新しい FlexNet Connect 11.6 再配布可能フ ァ イル

InstallShield は、 Express プロジ ェ ク ト で FlexNet Connect 11.6 をサポー ト し ます。 InstallShield の [ ア ッ プデー ト 通

知 ] ビ ューを使って、 2 つの FlexNet Connect 11.6 マージ モジュールう ち、 いずれかが含まれています (Common 

Software Manager が含まれているマージ モジュールと、 含まれていないマージ モジュール )。 これらのマージモ

ジュールは、 FlexNet Connect 11 マージ モジュールに取って代わり ます。

強化機能

InstallShield 2010 Express Edition には、 次のよ う な新しい強化機能が含まれています。

ユーザビ リ テ ィ の強化点

InstallShield の一部のビ ューは、 その生産性とユーザビ リ テ ィ が強化されています。 た と えば、 一部のビ ューには

オプシ ョ ンを簡単に見つけられるツールバーが含まれています。 い く つかのビ ューでは、 グリ ッ ド内の行を整列

する方法を カス タ マイズできます。 検索機能があるビ ューでは、 よ り迅速に検索が行われます。 主要な例は以下

のとお り です :

• [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー — このビ ューに含まれる新しいツールバーとグループ ボ ッ クス領域は、 強力

な検索および組織化機能を提供し ます。 列ヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クス領域に ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プ し

て、 再配布可能フ ァ イルのリ ス ト を階層形式で表示する こ とができます。 また、 ツールバーの検索ボ ッ クス

に文字列を入力する と、 InstallShield はその文字を含まないすべての再配布可能フ ァ イルを隠し ます。

• [IIS 構成 ] ビ ュー — このビ ューは IIS 7 に似せて外観デザイ ンが一新され、 設定がタ ブではな く グ リ ッ ド で表

示されるよ う にな り ま し た。 グ リ ッ ド には、 カテゴ リ別、 またはアルフ ァベ ッ ト 順にグリ ッ ド設定を並べ替

えるためのボタ ンがあ り ます。 このビ ューのグ リ ッ ドの中から設定の 1 つを選択する と、 右下のペイ ンにそ

の設定のヘルプ情報が表示されます。

• [ 一般情報 ] ビ ュー — このビ ュー内の設定はい く つかのカテゴ リ にグループ分けされていて、 特定の設定を見

つけやす く なっています。 カテゴ リ別またはアルフ ァベ ッ ト 順にグリ ッ ド設定を並べ替える こ とができるボ

タ ン もあ り ます。
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また、 リ リースをビルド またはプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する と きに表示される [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウが強化さ

れま し た。 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウ、 またその個別のタ ブは、 InstallShield のワークスペースの任意の側面に固定する

か、 独立し た場所に ド ラ ッ グする こ とができます。 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウまたはそのタ ブの 1 つを InstallShield イ ン

ターフ ェ イスの端に ド ラ ッ グする と、 固定ウ ィ ン ド ウと し て表示されます。 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウまたはそのタ ブの 

1 つを InstallShield イ ン ターフ ェ イスの端から離れた場所に ド ラ ッ グする と、 取り外されます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• 様々なビ ューで、 [ グループ ボ ッ クス ] 領域を使って作業する

• [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウを固定する / 取り外す

.NET Framework および Internet Explorer 8 のための定義済みシステム検索

InstallShield に 2 つの新しい定義済みシステム検索が追加されま し た :

• Microsoft .NET Framework 3.5 SP1

• Internet Explorer 8

イ ンス ト ールでこれらのいずれか、 または両方が必要な場合、 [ 要件 ] ビ ューまたはプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の 

[ イ ンス ト ール要件 ] ページを使って、 これらのシステム検索をプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 エン ド 

ユーザーがイ ンス ト ールを起動する と、 Windows Installer はターゲッ ト  システムの要件が満た されているかど うか

を確認し ます。 要件が満た されていない場合、 イ ンス ト ールでシステム検索用に定義されているエラー メ ッ セー

ジが表示されます。

この強化は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield 2009 Express Edition の新しい機能

新しい機能

InstallShield 2009 Express Edition には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

InstallShield 前提条件を機能と関連付けて、 イ ンス ト ールを連鎖させる機能

InstallShield では、 InstallShield 前提条件を 1 つまたは複数の機能と関連付けられるよ う にな り ま し た。 この新しい

種類の InstallShield 前提条件は、 機能前提条件と呼ばれます。 機能前提条件は、 前提条件を含む機能がイ ンス ト ー

ルされたと きに、 その前提条件がシステム上に既にイ ンス ト ールされていない場合にイ ンス ト ールされます。

プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件を含める と、 複数のイ ンス ト ールを連鎖する こ とができるため、 1 度に 1 つ

の実行シーケンスのみしか実行できない Windows Installer 制限をバイパスできます。 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャーは、 連鎖を管理するブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン と し ての役割を果たし ます。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使って、 InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト に追加し て、 その前提条件を メ イ ン 

イ ンス ト ールの前に実行するのか、 メ イ ン イ ンス ト ールに含まれる 1 つまたは複数の機能と関連付けるのかを指

定できます。

以前は、 すべての InstallShield 前提条件イ ンス ト ールが、 メ イ ン イ ンス ト ールの実行前に実行されたため、

InstallShield 前提条件を機能に関連付ける こ とはできませんで し た。 この種類の前提条件は今後も使用できますが、

今回よ り、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件と呼ばれます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい :
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• セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い

• プロジ ェ ク ト で、 InstallShield 前提条件を機能に関連付ける

• InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールの実行時の動作

• プロジ ェ ク ト に含まれている InstallShield 前提条件を使って作業する

ビルボー ド の強化 - Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf) ビルボー ド と、 よ り多 く のイ メ ージ ビル

ボー ド フ ァ イル タ イプ (.gif、 .jpg、 .jpeg)、 新しいビルボー ド ス タ イル、 およびビルボー ドのプレビ ュー機

能をサポー ト

InstallShield には新しいビルボー ド関連の機能が含まれており、 イ ンス ト ールのフ ァ イル転送段階における外観を

よ り柔軟に制御する こ とができます。

• プロジ ェ ク ト に Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf) をビルボー ド と し て追加できます。

Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルは、 ビデオ、 動画、 音声、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ イ ン ターフ ェ イス、 ゲーム、

テキス ト 、 その他の .swf フ ァ イルがサポー ト するあらゆる要素で構成されます。

• InstallShield では .gif、 .jpg、 および .jpeg フ ァ イルをビルボー ド と し て使用できます。 以前は、 .bmp フ ァ イルし

かサポー ト されていませんで し た。

• InstallShield には新しい " ビルボー ドの種類 " 設定が含まれていて、 イ ンス ト ールで使用するビルボー ドのス

タ イルを指定できます。 た と えば、 イ ンス ト ールが全画面背景を使用し、 ビルボー ド を前景に、 また小さい

進行状況ボ ッ クスを画面の右下に表示するス タ イルがあり ます。 別のス タ イルでは、 イ ンス ト ールがビル

ボー ド を表示する標準サイズのダイアログを表示し ます。 このダイアログの下の部分に、 進行状況バーが表

示されます。

• InstallShield では、 リ リースをビルド および実行せずに、 実行時にビルボー ドがどのよ う に表示されるのかを

プレビ ューできます。 ビルボー ド をプレビ ューする と、 そのビルボー ド に現在構成されている背景色、 位置、

および関連設定を使ったビルボー ドの外観を確認できます。

InstallShield の [ ビルボー ド ] ビ ューでは、 ビルボー ド フ ァ イルを追加し た り、 ビルボー ド関連の設定を構成し た

り、 ビルボー ド をプレビ ューし た り できます。

この機能は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい :

• ビルボー ドの表示

• ビルボー ド フ ァ イルの種類

• ビルボー ドの種類

• Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド を追加する

• イ メ ージ ビルボー ドの追加

• リ リースをビルド または起動せずにビルボー ド をプレビ ューする

• ビルボー ド を含むイ ンス ト ールの実行時の動作

• [ ビルボー ド ] ビ ュー
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Windows Installer 4.5 再配布可能フ ァ イル

InstallShield には、 Windows Installer 4.5 用に以下の InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) が含まれています :

• Windows Vista と Server 2008 (x86) 用 Windows Installer 4.5

• Windows Server 2003 SP1 以降 (x86) 用 Windows Installer 4.5

• Windows XP SP2 以降 (x86) 用 Windows Installer 4.5

この機能は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

詳細については、 「Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く ださい。

Setup.exe および Update.exe ブー ト ス ト ラ ッパの Unicode バージ ョ ンを作成する機能

今回よ り、 プロジ ェ ク ト で Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールを作成する と き、 Unicode バージ ョ ンで作成するか、

または ANSI バージ ョ ンで作成するかを指定する こ とができます。 以前、 プロジ ェ ク ト にセ ッ ト ア ッ プ起動ツール

が含まれている と き、 常に ANSI バージ ョ ンがビルド されていま し た。 Unicode バージ ョ ンのビルドはサポー ト さ

れていませんで し た。

Unicode セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは、 ターゲッ ト  システムで 2 バイ ト 言語のための適切なコー ド ページが実行さ

れているいないにかかわらず、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールのユーザー イ ン ターフ ェ イスで 2 バイ ト 文字を正し く 表

示する こ とができます。 ANSI セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは、 ターゲッ ト  システムで適切なコー ド ページが実行さ

れている場合のみ、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツール ダイアログで 2 バイ ト 文字を正し く 表示し ます。 適切なコー ド ペー

ジが実行されていない場合、 これらのダイアログで 2 バイ ト 文字が文字化けし て表示されます。

[ リ リース ] ビ ューで リ リースについて表示される Setup.exe タ ブに新し く 追加された " 最短初期化時間 " 設定を

利用し て、 Unicode を使うか、 または ANSI を使うかを指定する こ とができます。 すべての新しい Express プロ

ジ ェ ク ト では、 Unicode がデフ ォル ト と し て使用されます。

QuickPatch パッ ケージについて Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールを作成する と き も、 Unicode バージ ョ ンで作成

するか、 または ANSI バージ ョ ンで作成するかを指定する こ とができます。 [ 一般情報 ] ビ ューの [ ビルドの設定 ] 

領域にある [ 詳細 ] タ ブに新し く 追加された " ア ッ プデー ト  ラ ンチャの種類 " 設定を利用し て、 Unicode を使う

か、 ANSI を使う かを指定する こ とができます。 すべての新しい QuickPatch プロジ ェ ク ト では、 Unicode がデフ ォ

ル ト と し て使用されます。

Setup.exe ブー ト ス ト ラ ッパのログフ ァ イルを作成する機能

Express プロジ ェ ク ト で、 新しい /debuglog コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターが Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールに追

加されま し た。 このコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使用し て、 デバッ グ用のログ フ ァ イルを生成する こ とができ

ます。 詳細については、 「/debuglog」 を参照し て く だ さい。

新しい Microsoft .NET 再配布可能フ ァ イル

InstallShield には、 今回新し く  Express プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる .NET 関連の InstallShield 前提条件が

多数含まれています。

• Microsoft .NET Framework 3.5 (Web ダウンロー ド版 )

• Microsoft .NET Framework 3.5 ( 完全パッ ケージ )

• Microsoft .NET Framework 3.5 言語パッ ク

• Microsoft .NET Framework 3.0 SP1 (Web ダウンロー ド版 )
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• Microsoft .NET Framework 3.0 言語パッ ク

• Microsoft .NET Framework 2.0 SP1

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使って、 これらの InstallShield 前提条件をどれでも プロジ ェ ク ト に追加する こ と

ができます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• .NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ追加する

• Microsoft .NET Framework および Microsoft .NET Framework 言語パッ クの前提条件を含める

Setup.exe にス ト リームされる フ ァ イルを圧縮し、 圧縮レベルを指定できる機能

今回よ り、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールを使用する リ リースをビルド し たと き、 InstallShield によ って、

Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされる フ ァ イルが圧縮されるよ う にな り ま し た。 InstallShield が使用するデフ ォル

ト の圧縮レベルは、 フ ァ イルのサイズと実行時に圧縮フ ァ イルを展開するために必要な時間のバラ ンスを と って

の目安です。 圧縮レベルを変更する場合、 または圧縮を し ない場合、 マシン全体に適用する設定を利用し てデ

フ ォル ト のレベルをオーバーラ イ ド する こ とができます。

デフ ォル ト で、 ビルド時に InstallShield がフ ァ イルを Setup.exe フ ァ イルにス ト リームする と き、 .cab フ ァ イル拡張

子を持つフ ァ イルは圧縮されません。 これは、 .cab フ ァ イルが既に圧縮されている フ ァ イルであるためです。 デ

フ ォル ト の圧縮除外一覧を変更し て、 他の種類のフ ァ イルや特定のフ ァ イルを必要に応じ て選択する こ とができ

ます。 除外一覧は、 マシン全体に適用される設定です。

詳細については、 「Setup.exe にス ト リームされる フ ァ イルの圧縮レベルを構成する」 を参照し て く だ さい。

マルチパー ト  .cab フ ァ イルのサポー ト

.cab フ ァ イルには、 い く つかの制限事項があ り ます。 たと えば、 単一 .cab フ ァ イルの最大サイズは 2 GB に設定

されています。 また、 サイズの大きい .cab フ ァ イルを署名し よ う し た と き、 およびサイズの大きい署名済み .cab 

フ ァ イルのデジ タル署名を検証し よ う と し た と きに ト ラ ブルが生じ た経験があるユーザーもいるかも しれません。

今回よ り、 これらの制限事項を回避するために、 .cab フ ァ イルのデフ ォル ト の制限が 600 MB に設定されま し た。

InstallShield で、 リ リースの .cab フ ァ イルを作成し ている と き、 この制限に達する と、 データが 2 つ以上の .cab 

フ ァ イルに分割され、 マルチパー ト の .cab フ ァ イルが作成されます。

最大サイズは必要に応じ て変更する こ とができます。 InstallShield でマルチパー ト  .cab フ ァ イルを作成し ない場

合、 単一の .cab フ ァ イルを作成するよ う に構成できます。

この機能は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。 また、 この機能は、 すべてのフ ァ イルが単一フ ァ イルの .msi 

パッ ケージまたは Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールに埋め込まれている圧縮済み SingleImage リ リースをビルド し

ている場合のみ適用し ます。 

詳細については、 「.cab フ ァ イルの最大サイズを構成する」 を参照し て く ださい。

Windows Server 2008 上に IIS 7 Web サイ ト を イ ンス ト ールするためのサポー ト

InstallShield では、 今回よ り、 Windows Server 2008 システム上で IIS 7 Web サイ ト と仮想デ ィ レ ク ト リの作成なら

びに管理ができるよ う にな り ま し た。 この機能は、 Express プロジ ェ ク ト で提供されています。
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追加された Microsoft SQL Server 2005 Express SP2 前提条件

InstallShield に Microsoft SQL Server 2005 Express Edition SP2 の InstallShield 前提条件が追加されま し た。 この 

InstallShield 前提条件は、 Express プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。

Microsoft Visual Studio 2008 サポー ト

InstallShield が Visual Studio 2008 と統合され、 イ ンス ト ールと製品の開発を同じ Visual Studio イ ン ターフ ェ イス内

で行えるよ う にな り ま し た。

Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換できる機能

InstallShield を使って、 今回よ り、 Visual Studio 2008、 Visual Studio 2005、 Visual Studio .NET 2003、 または Visual 

Studio .NET セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を Express プロジ ェ ク ト  (.ise) に変換できます。

詳細については、 「Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換またはイ ンポー ト する」 を参照し

て く ださい。

新しい FlexNet Connect 11 再配布可能フ ァ イル

InstallShield は、 FlexNet Connect 11 をサポー ト し ます。 InstallShield の [ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューを使って、 2 つ

の FlexNet Connect 11 マージ モジュールう ち、 いずれかが含まれています (Common Software Manager が含まれて

いるマージ モジュールと、 含まれていないマージ モジュール )。

強化機能

InstallShield 2009 Express Edition には、 次のよ う な新しい強化機能が含まれています。

ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク

プロジ ェ ク ト にダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を追加、 または変更する と き、 InstallShield がコ ンポーネン ト を作成

する方法について、 新しいベス ト  プ ラ ク テ ィ スを使用するか、 これまで と同様にデ ィ レ ク ト リ ご とに 1 つのコ ン

ポーネン ト 作成するのかを指定できるよ う にな り ま し た。

コ ンポーネン ト は、 個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位です。 InstallShield Express Edition では、 コ ン

ポーネン ト が自動で作成されます。

コ ンポーネン ト 作成のベス ト  プ ラ ク テ ィ スに従う と、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を持つフ ォルダーにある各ポータ ブル

実行可能フ ァ イル (PE) フ ァ イルにコ ンポーネン ト が別々に作成されます。 このコ ンポーネン ト 作成メ ソ ッ ド を、

改良された QuickPatch パッ ケージの機能と併用する こ と で、 Windows Installer のコ ンポーネン ト 規則に準拠する

パッ チを作成する こ とができます。

以前、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク をプロジ ェ ク ト に追加する と、 ビルド 時に、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を持つす

べてのフ ァ イルについてコ ンポーネン ト が 1 つ自動的に作成されていま し た。 ただ し、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ

ン クに PE フ ァ イルが含まれている と き、 コ ンポーネン ト の作成時に Windows Installer ベス ト  プラ ク テ ィ スが実行

されませんで し た。

デフ ォル ト で、 InstallShield は .exe、 .dll、 .ocx、 .vxd、 .chm、 .hlp、 .tlb、 および .ax を PE フ ァ イルと し て認識し ま

す。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスにある [ フ ァ イルの拡張子 ] タ ブで、 この一覧を変更する こ とができま

す。

[ ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス ] ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クは、 Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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詳し く は、 次を参照し て く だ さい :

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルの適切なコ ンポーネン ト 作成方法を判別する

• [ フ ァ イルの拡張子 ] タ ブ

仮想デ ィ レ ク ト リ を使わずに IIS Web サイ ト を イ ンス ト ールできる機能

InstallShield は、 今回よ り、 仮想デ ィ レ ク ト リ を一切含まない IIS Web サイ ト のイ ンス ト ールをサポー ト できるよ

う にな り ま し た。 このサポー ト は、 InstallShield で作成されたすべての新しい Web サイ ト に有効です。

以前、 InstallShield では、 仮想デ ィ レ ク ト リのない Web サイ ト のイ ンス ト ールはサポー ト されていませんで し た。

そのため、 イ ンス ト ールに含まれる Web サイ ト が仮想デ ィ レ ク ト リ を持たない場合、 実行時 Web サイ ト が作成さ

れませんで し た。

InstallShield 2008 Express Edition プロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド し た と き、 プロ

ジ ェ ク ト に既に Web サイ ト が含まれている場合、 仮想デ ィ レ ク ト リのない Web サイ ト はイ ンス ト ールできませ

ん。 仮想デ ィ レ ク ト リのない Web サイ ト のイ ンス ト ールできるよ う にするには、 それを手動で InstallShield 2014 

Express Edition プロジ ェ ク ト から削除し、 新しい Web サイ ト と し て再度プロジ ェ ク ト に追加する必要があ り ます。

この強化は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

詳細については、 「Web サイ ト の作成と アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リの追加」 を参照し て く だ さい。

QuickPatch パッ ケージの簡素化

今回よ り、 一般的に以前の InstallShield でビルド されたパッ ケージに比べて新しいサブ機能と ビル ト イ ン 

InstallShield カス タム アクシ ョ ンの数が少ない、 簡素化された QuickPatch パッ ケージのビルドが可能と な り ま し

た。 QuickPatch プロジ ェ ク ト の [ 詳細 ] タ ブに追加された "QuickPatch の簡素化 " 設定で、 この新しいタ イプの 

QuickPatch パッ ケージを作成するかど うかを指定できます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• QuickPatch パッ ケージを簡素化するかど うかを指定する

• [ 詳細 ] タ ブ

パッ チ と QuickPatch パッ ケージをパスワー ド で保護する機能

今回よ り、 QuickPatch パッ ケージをパスワー ド で保護するためのパスワー ド 設定が追加されま し た。 これらの設

定は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト の [ 詳細 ] タ ブ上にあ り ます。

QuickPatch パッ ケージをパスワー ド で保護する と、 すべてのエン ド ユーザーはパッ ケージを イ ンス ト ールする時

に、 ア ッ プデー ト を起動するためのパスワー ド ( 大文字と小文字を区別する ) を入力し な く てはな り ません。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい。

• QuickPatch パッ ケージをパスワー ド で保護する

• [ 詳細 ] タ ブ
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/v コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを複数回使用し て、 Setup.exe から .msi フ ァ イルに複数のパラ メ ーターを渡

すこ とができる機能

Setup.exe から Msiexec.exe へ複数の引数を渡す場合、 コマン ド ラ イ ンで /v  オプシ ョ ンを各引数ご とに 1 回ずつ、 複

数回使用する こ とができます。 以前、 /v オプシ ョ ンの使用は 1 回に限られていたため、 すべてのパラ メ ーターは

このイ ンス タ ンスを通し て渡されていま し た。

この強化は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

詳細については、 「Setup.exe」 を参照し て く だ さい。

.NET Framework 用の定義済みシステム検索

InstallShield に、 次の新しい定義済みシステム検索が追加されま し た。

• Microsoft .NET Framework 3.5

• Microsoft .NET Framework 3.0 SP1

• Microsoft .NET Framework 3.0

• Microsoft .NET Framework 2.0 SP1

• Microsoft .NET Framework 2.0

• Microsoft .NET Framework 1.1

• Microsoft .NET Framework 1.0

イ ンス ト ールでこれらのいずれかが必要な場合、 [ 要件 ] ビ ューまたはプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ー

ル要件 ] ページを使って、 これらのシステム検索をプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 エン ド ユーザーが

イ ンス ト ールを起動する と、 Windows Installer はターゲッ ト  システムの要件が満た されているかど うかを確認し ま

す。 要件が満たされていない場合、 イ ンス ト ールでシステム検索用に定義されているエラー メ ッ セージが表示さ

れます。

この強化は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield 2008 Express Edition の新しい機能

新しい機能

InstallShield 2008 Express Edition には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

Express プロジ ェ ク ト 用の新しいエン ド ユーザー ダイアログ テーマ

ダイアログ テーマは、 エン ド ユーザー ダイアログに統一感のとれた個性的な印象を与える こ とができる、 あらか

じめ定義されている 1 セ ッ ト のイ メ ージです。 [ ダイアログ ] ビ ューの新しい " グローバル ダイアログ テーマ " 

設定で選択し たテーマ オプシ ョ ンを変更し て、 プロジ ェ ク ト に提供されているテーマから任意のテーマを選択し、

プロジ ェ ク ト で使用されているすべての内部および外部ダイアログ (Setup.exe 初期化ダイアログを含む ) に適用す

る こ とができます。

この機能に関する詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• ダイアログのテーマ
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• ダイアログ テーマの選択または変更

• すべてのエン ド ユーザー ダイアログのためのグローバル ダイアログ設定

デジ タル署名の強化

ビルド時に、 製品の実行可能フ ァ イルを含むイ ンス ト ール内のすべてのフ ァ イルにデジ タル署名が可能にな り ま

し た。 また、 今回よ り、 デジ タル署名に personal information exchange フ ァ イル (.pfx) が使用できるよ う にな り ま し

た。 Express プロジ ェ ク ト  タ イプでは、 この機能がサポー ト されています。

新しい [ リ リース ] ビ ューの [ 署名 ] タ ブでは、 InstallShield がフ ァ イルに署名する と きに使用するデジ タル署名に

関する情報 ( 証明機関よ り付与されたデジ タル署名フ ァ イルなど ) を指定し ます。 [ 署名 ] タ ブでまた、 デジ タル

署名をする イ ンス ト ール内のフ ァ イルを指定する こ と もできます。

署名に .pfx フ ァ イルを指定する と、 InstallShield でフ ァ イルが署名される と き SignTool.exe が使用されます。 .spc 

フ ァ イルと .pvk フ ァ イルを指定する と、 フ ァ イルの署名に Signcode.exe が使用されます。 .pfx フ ァ イルは、 よ り多

く の異なる環境 ( ロ ッ ク されたビルド マシンなど ) で動作するため、 よ り頻繁に利用されています。 InstallShield 

でデジ タル署名パスワー ド を指定する と き、 .pfx フ ァ イルを使用し ている場合、 パスワー ドのプロンプ ト は表示さ

れな く な り ます。 .spc フ ァ イルと .pvk フ ァ イルを使用し ている場合は、 パスワー ドのプロンプ ト が表示される こ

とがあ り ます。

以前、 InstallShield では、 .msi フ ァ イルと Setup.exe フ ァ イルのみ署名が可能で し た。 また、 デジ タル署名と し て指

定できるのは .spc フ ァ イルと .pvk フ ァ イルのみで、 .pfx フ ァ イルを指定する こ とはできませんで し た。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい。

• デジ タル署名と セキュ リ テ ィ

• ビルド時に リ リース と そのフ ァ イルにデジ タル署名を行う

• [ 署名 ] タ ブ

イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス (IIS) 7.0 と SSL のサポー ト

InstallShield には今回よ り IIS 7 のサポー ト も含まれています。

また、 イ ンス ト ールに、 Web サイ ト の SSL 証明書を含める こ と もできます。 SSL サーバー証明書を含める こ とに

よ り、 ユーザーは Web サーバーの認証および Web コ ンテンツの有効性の確認を行う こ とができる と共に、 セキュ

リ テ ィ で保護された接続を確立する こ とができます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• » [IIS 構成 ] ビ ュー

• Web サイ ト の SSL 証明書を指定する

• InstallShield における IIS サポー ト のバージ ョ ン固有情報

新しい Microsoft .NET Framework 3.0 前提条件条件

InstallShield には今回、 Express プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる .NET Framework 3.0 前提条件が含まれていま

す。

詳細については、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ追加する」 を参照し て く だ さい。
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Visual C++ 8.0 マージ モジュールの追加

InstallShield に、 Visual C++ 8.0 SP1 のマージ モジュール ( バージ ョ ン 8.0.50727.762) が追加されま し た。

ダイアログ ボタ ンの UAC シールド  アイ コ ンのサポー ト

イ ンス ト ールが Windows Vista システム上で実行されている と き、 イ ンス ト ールが昇格された権限でまだ実行され

ていない場合、 ReadyToInstall ダイアログの [ イ ンス ト ール ] ボタ ン と ReadyToRemove ダイアログの [ 削除 ] ボタ

ンに [ ユーザー アカウン ト 制御 (UAC)] シールド アイ コ ンが表示されます。

InstallShield は昇格された権限で実行されます。 このため、 Windows Vista システムでイ ンス ト ールを InstallShield 

内から起動し たと き、 イ ンス ト ールは昇格された権限で実行され、 [ ユーザー アカウン ト 制御 (UAC)] シールド ア

イ コ ンは ReadyToInstall と ReadyToRemove ダイアログの [ イ ンス ト ール ] ボタ ンに表示されません。

UAC シールド アイ コ ンがあるダイアログのサンプル スク リーンは、 「[ イ ンス ト ールの準備完了 ] ダイアログ」 を

ご覧 く ださい。

追加された SQL Server 2005 Express Edition SP1 セ ッ ト ア ッ プ前提条件

InstallShield に Microsoft SQL Server 2005 Express Edition SP1 のセ ッ ト ア ッ プ前提条件が追加されま し た。 この

セ ッ ト ア ッ プ前提条件は、 Express プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。

更新された DirectX 9.0c オブジ ェ ク ト

DirectX 9.0c オブジ ェ ク ト は今回よ り、 すべての最新の DirectX 9.0c コア と オプシ ョ ンのコ ンポーネン ト を イ ンス

ト ールし ます。

また、 DirectX 9 オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド にも一部変更が加えられま し た。 このウ ィ ザー ド では今回よ り、 再配布

可能フ ァ イルを Disk1 フ ォルダーに含めるか、 または .msi フ ァ イルにス ト リームするかを指定する こ とができま

す。 この変更によ り、 圧縮イ ンス ト ールで DirectX 9 オブジ ェ ク ト が使用できるよ う にな り ま し た。 また、 サイ レ

ン ト  イ ンス ト ールでも今回よ り DirectX 9 オブジ ェ ク ト が使用できるよ う にな り ま し た。

DirectX イ ンス ト ールを起動する カス タム アクシ ョ ンは今回よ り、 Windows Vista システムで昇格された権限を

使って実行できるよ う に、 [ 実行 ] シーケンスにスケジュールされ、 遅延システム コ ンテキス ト で実行されます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい :

• DirectX 9.0 オブジ ェ ク ト を含める

• DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド

Windows Server 2008 システムを ターゲ ッ ト する機能

InstallShield では、 Windows Server 2008 がイ ンス ト ールに必須である と指定する こ とができます。 また、 機能およ

びコ ンポーネン ト に Windows Server 2008 に関連する条件をビルド する こ と もできます。

新しい MSXML 6 SP1 セ ッ ト ア ッ プ前提条件

InstallShield に、 Express プロジ ェ ク ト に追加する こ とができる新しい MSXML 6.0 SP1 セ ッ ト ア ッ プ前提条件が追

加されま し た。
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FlexNet Connect サポー ト

Express プロジ ェ ク ト に FlexNet Connect 6.1 または 5.x の再配布可能フ ァ イルを追加する こ とができます。 [ ア ッ

プデー ト 通知 ] ビ ューで、 プロジ ェ ク ト に含める FlexNet Connect のバージ ョ ンを選択する こ とができます。 バー

ジ ョ ン 6.1、 または [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ マージ モジュール ] タ ブにある [ マージ モジュールの

場所 ] 領域で指定されている場所にイ ンス ト ールされている任意のレガシー バージ ョ ンを含める こ とができます。

[ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューに、 FlexNet Connect 6.1 がサポー ト する新しい " ベンダー データベース " 設定が追加

されま し た。

強化機能

InstallShield 2008 Express Edition には、 次のよ う な新しい強化機能が含まれています。

リ リ ースにおけるユーザビ リ テ ィ の強化点

[ リ リース ] ビ ュー ( 旧 [ リ リースのビルド ] ビ ュー ) のリ リースの設定が、 カテゴ リ別に複数のタ ブで再構成さ

れま し た。

[ リ リースの配布 ] ビ ューにあった設定は、 [ リ リース ] ビ ューの新しい [ ポス ト ビルド ] タ ブに移されま し た。 [

ポス ト ビルド ] タ ブには、 ビルド 時に リ リースを フ ォルダーまたは FTP サイ ト に自動的に配布できるよ う に構成

できる設定があ り ます。

[ リ リース ] ビ ューで リ リースを ク リ ッ ク し た と きに表示される コマン ド に、 新しい [ 配布 ] コマン ドが追加され

ま し た。 このコマン ド を選択する と、 リ リースに関連するすべてのフ ァ イルが [ ポス ト ビルド ] タ ブで指定された

場所にコ ピーされます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい :

• [ ビルド ] タ ブ

• Setup.exe タ ブ

• [ 署名 ] タ ブ

• [.NET/J#] タ ブ

• [ イ ン ターネ ッ ト ] タ ブ

• [ イベン ト ] タ ブ

• イ ンス ト ールのテス ト と実行

• フ ォルダーまたは FTP サイ ト に リ リースを自動的に配布する

[ フ ァ イル ] ビ ュー、 [ レジス ト リ ] ビ ュー、 および [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューにおけるユーザビ リ テ ィ

の強化

[ フ ァ イル ] ビ ューにおける強化内容は次のとおり です :

• [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ン内でフ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 新しい [ １  つ上の

フ ォルダーを開 く ] コマン ド を ク リ ッ クできます。 Windows エクスプローラー ウ ィ ン ド ウが開き、 右ク リ ッ

ク し て選択し たフ ァ イルを含むフ ォルダーが表示されます。
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• [ イ ンス ト ール先のコ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンを右ク リ ッ クする と、 新しい [ 追加 ] ボタ ンを使用で

きます。 このコマン ド を使う と [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが表示され、 プロジ ェ ク ト に追加する フ ァ イル

を参照する こ とができます。

• このビ ューの右上に、 新しい リ ン ク ([ ソース ペイ ンの表示 ] または [ ソース ペイ ンの非表示 ]) が追加されま

し た。 この新しい リ ン ク を使う と、 このビ ューの上部に表示される [ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] 

ペイ ンおよび [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンを表示または非表示に切り替える こ とができます。

この 2 つのペイ ンを非表示にし て Windows エクスプローラー ウ ィ ン ド ウを開き、 InstallShield 内に表示されて

いる残りの 2 つのペイ ンに Windows エクスプローラー ウ ィ ン ド ウから直接フ ァ イルを ド ラ ッ グ アン ド ド

ロ ッ プする こ とができます。

[ レジス ト リ ] ビ ューの右上にも新しい リ ン ク ([ ソース ペイ ンの表示 ] または [ ソース ペイ ンの非表示 ]) が追加

されま し た。 この新しい リ ン ク を使う と、 このビ ューの上部に表示される [ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] 

ペイ ンおよび [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンを表示または非表示に切り替える こ とができます。

また、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに 2 つの強化点が加えられま し た :

• このビ ューの右側のペイ ンに、 左上のペイ ンで選択されたマージ モジュール、 オブジ ェ ク ト 、 またはセ ッ ト

ア ッ プ前提条件に関する詳細が表示されます。 このビ ューの右上にある [ 詳細の表示 ] または [ 詳細の非表示

] リ ン ク を ク リ ッ クする と、 この詳細ペイ ンを表示または非表示に切り替える こ とができます。

• セ ッ ト ア ッ プ前提条件の [ 詳細 ] ペイ ンに、 選択されたセ ッ ト ア ッ プ前提条件に関する完全な情報が表示され

ます。 この情報には、 前提条件に構成されている条件、 コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター、 およびその他の情報

が含まれます。

[ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] ビ ューにおける機能強化

[ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] ビ ューの一部が強化されま し た。

• シ ョ ー ト カ ッ ト に使用されるアイ コ ンを変更するには、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト を右ク リ ッ ク し て、 新しい [

シ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンの変更 ] コ マン ド を ク リ ッ ク し ます。 [ アイ コ ンの変更 ] ダイアログ ボ ッ クスが開

き、 シ ョ ー ト カ ッ ト が実行時にターゲッ ト  システムで作成される と きに使用されるアイ コ ン フ ァ イルと関連

付けられたアイ コ ン イ ンデッ クスを選択する こ とができます。

• [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーに一覧表示されるシ ョ ー ト カ ッ ト は、 ターゲッ ト  システムで使用される

アイ コ ン イ メ ージ と共に表示されます。 以前、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーでは、 アイ コ ンがシ ョ ー

ト カ ッ ト に指定されていても、 すべての種類のシ ョ ー ト カ ッ ト に異なる イ メ ージが使用されていま し た。

強化内容についての詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• シ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ンを指定する

• [ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] ビ ュー

セ ッ ト ア ッ プ前提条件の機能強化

選択し た リ リースについて、 Express プロジ ェ ク ト のセ ッ ト ア ッ プ前提条件をど こに配置するかを指定できる "

セ ッ ト ア ッ プ前提条件の場所 " 設定が [ リ リース ] ビ ューの Setup.exe タ ブに追加されま し た。

デフ ォル ト 値は、 [ 個々の選択に従う ] です。 このオプシ ョ ンでは、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで個々の前提条

件について指定された場所が使用されます。
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この他に、 [Web からダウンロー ド する ]、 ［Setup.exe から抽出する ]、 [ ソース メ デ ィ アから コ ピーする ] とい う

オプシ ョ ンがあ り ます。 これらの 3 つのオプシ ョ ンは、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで各セ ッ ト ア ッ プ前提条件

のプロパテ ィ について指定された場所をオーバーラ イ ド し ます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• 特定の InstallShield 前提条件の実行時の場所を指定する

• リ リース レベルでの InstallShield 前提条件のラ ン タ イムの場所を指定する

• Setup.exe タ ブ

SecureCustomProperties プロパテ ィ の強化されたサポー ト

[ 実行 ] シーケンスで昇格された権限が必要なイ ンス ト ールの [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスにパブ

リ ッ ク プロパテ ィ が設定されている場合、 そのプロパテ ィ の値を [ 実行 ] シーケンスに渡すためには、 プロパ

テ ィ が SecureCustomProperties プロパテ ィ の値と し て リ ス ト されているか、 または制限付きパブ リ ッ ク プロパ

テ ィ である必要があ り ます。

InstallShield は今回よ り、 場合によ って [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスから [ 実行 ] シーケンスに渡す

必要があるプロパテ ィ を SecureCustomProperties プロパテ ィ に自動的に追加し ます。 詳細については、 「パブ リ ッ

ク プロパテ ィ が制限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ である必要がある こ と を指定する」 を参照し て く だ さい。

Express プロジ ェ ク ト におけるダウングレー ドの自動防止

エン ド ユーザーが現在のバージ ョ ンの製品を イ ンス ト ールし た と き、 同製品の将来のメ ジャー バージ ョ ンを上書

きできないよ う にするために、 現在のイ ンス ト ールが将来のメ ジャー バージ ョ ンを上書きするのを防ぐサポー ト

が自動的に追加されます。 詳細については、 「現在のイ ンス ト ールによる同製品の将来のメ ジャー バージ ョ ンの上

書きを防ぐ」 を参照し て く だ さい。

ALLUSERS と [ ユーザー情報 ] ダイアログの変更

InstallShield 2008 Express Edition よ り、 すべての新規 Express プロジ ェ ク ト では、 デフ ォル ト で ALLUSERS プロパ

テ ィ が 1 に設定されています。 ほとんどのイ ンス ト ールは、 マシンご とに管理者権限を使用し て実行される必要

があるため、 これが推奨される実装です。

InstallShield 12 Express Edition 以前で作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド

し たと き、 ALLUSERS プロパテ ィ の値は自動的に変更されません。 また、 このプロパテ ィ が以前のプロジ ェ ク ト

で定義されていない場合も、 自動的に追加されません。 [ 一般情報 ] ビ ューに、 ALLUSERS の値を設定できる新し

い ALLUSERS 設定が追加されま し た。

また、 InstallShield 2008 Express Edition から、 デフ ォル ト で、 すべての Express プロジ ェ ク ト の [ ユーザー情報 ] ダ

イアログは、 エン ド ユーザーが製品をすべてのユーザーにイ ンス ト ールするか、 または現在のユーザーのみにイ

ンス ト ールするかを指定できる ラジオ ボタ ンを表示し ないよ う になっています。 このダイアログについては、 こ

れが推奨される実装です。

InstallShield 12 Express Edition 以前で作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド

し たと き、 [ ユーザー情報 ] ダイアログは自動的に変更されません。 [ ダイアログ ] ビ ューを利用し て、 このダイ

アログのラジオ グループ ボタ ンの表示と非表示を切り替える こ とができます。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい :

• ユーザーご とのイ ンス ト ールと マシンご とのイ ンス ト ールの違い
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• 一般情報の設定

• ALLUSERS

• [ ユーザー情報 ] ダイアログ

コ マン ド ラ イ ンまたは MSBuild タ スク パラ メ ーターで製品バージ ョ ンを変更する機能

-y コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターが、 IsCmdBld.exe を使用し たコ マン ド ラ イ ン ビルド用に追加されま し た。 このパ

ラ メ ーターを使用し て、 コマン ド ラ イ ン ビルドから製品のバージ ョ ンを指定する こ とができます。

また、 MSBuild の InstallShield タ スクに、 MSBuild で製品バージ ョ ンを指定する こ とができる ProductVersion パラ

メ ーターが追加されま し た。 このプロパテ ィ は、 デフ ォル ト のターゲッ ト  フ ァ イルが使用されたと き、 プロパ

テ ィ  InstallShieldProductVersion と し て露出されます。

-y コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターまたは InstallShield タ スク ProductVersion パラ メ ーターは、 製品バージ ョ ンのビ

ルド バージ ョ ン (3 番目のフ ィ ールド ) を増加する と き、 特に便利です。

詳し く は、 次を参照し て く だ さい。

• IsCmdBld.exe

• Microsoft ビルド エンジン (MSBuild)

IIS Web サーバーで CMD コマン ドが SSI #exec デ ィ レ ク テ ィ ブに使用されるのを許可するかど うかを指定す

るための新しい設定

IIS Web サーバーを構成し て、 #exec デ ィ レ クテ ィ ブの CMD コマン ドがシ ェル コマン ドの実行に使用されるのを

防いだ り、 CMD コマン ドがこのタ イプのコマン ドの実行に使用される こ と を許可する こ とができます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\W3SVC\Parameters レジス ト リ キーの 

SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値によ って、 CMD コ マン ドが許可されているかど うかが判別されます。

InstallShield の [IIS 構成 ] ビ ューに、 新しい "SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値 " 設定が追加されま し た。 この

設定を使って、 イ ンス ト ールがターゲッ ト  システム上で SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値をどのよ う に構成す

るのかを指定する こ とができます。 また、 SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を実行時に変更し ないよ う に指定

する こ と もできます ( デフ ォル ト 動作 )。

詳細については、 「Web サーバーで CMD コマン ドが SSI #exec デ ィ レ ク テ ィ ブに使用されるのを許可するかど う

かを指定する」 を参照し て く だ さい。

IIS Web サイ ト 用の新しい " ホス ト  ヘ ッ ダー名 " 設定

[IIS 構成 ] ビ ュー内の Web サイ ト について、 [Web サイ ト ] タ ブに追加された新しい " ホス ト  ヘ ッ ダー名 " 設定を

使って、 イ ンス ト ール中に追加された IIS Web サイ ト を識別するホス ト  ヘ ッ ダー名を指定する こ とができます。

詳細については、 「Web サイ ト の IIS ホス ト  ヘ ッ ダー名を指定する」 を参照し て く だ さい。

.msi フ ァ イルから参照されていないデ ィ レ ク ト リ を削除する機能

[ リ リース ] ビ ューの [ ビルド ] タ ブに、 新しい " 未使用のデ ィ レ ク ト リ を保持する " 設定が追加されま し た。 こ

の設定を使って、 選択された リ リースをビルド する と きに、 InstallShield が .msi フ ァ イルの Directory テーブルか

ら未使用のデ ィ レ ク ト リ を削除するかど うかを指定する こ とができます。 デフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

この設定は、 Express プロジ ェ ク ト で提供されています。
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詳細については、 「[ ビルド ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

InstallFinalize アクシ ョ ンの後 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールするかど うかを指定できる新しい

チ ェ ッ ク ボ ッ クス

[ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューの [ イ ンス ト ール ] タ ブ に新しい [InstallFinalize アクシ ョ ンの後でイ ンス ト ー

ルする ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが追加されま し た。 プロジ ェ ク ト 内の選択された COM+ アプ リ ケーシ ョ ンに、 グロー

バル アセンブ リ キャ ッ シュ (GAC) にイ ンス ト ールする必要がある .NET アセンブ リが含まれている場合、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 ISComponentServiceFinalize アクシ ョ ンは

選択し た COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを InstallFinalize アクシ ョ ンの後でイ ンス ト ールし ます。 Windows Installer は、

InstallFinalize が実行されるまでスク リ プ ト 内のセ ッ シ ョ ンで加えられた変更を コ ミ ッ ト し ません。

Express プロジ ェ ク ト に追加された定義済みシステム検索

InstallShield に、 次の新しい定義済みシステム検索が追加されま し た。

• Adobe Reader 7

• Adobe Reader 6

• Internet Explorer 7.0

イ ンス ト ールでこれらの製品のいずれかが必要な場合、 [ 要件 ] ビ ューまたはプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ン

ス ト ール要件 ] ページを使って、 これらのシステム検索をプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 エン ド ユー

ザーがイ ンス ト ールを起動する と、 Windows Installer はターゲッ ト  システムの要件が満た されているかど うかを確

認し ます。 要件が満た されていない場合、 イ ンス ト ールでシステム検索用に定義されているエラー メ ッ セージが

表示されます。

パッ チ表示情報における強化

[ 識別 ] タ ブ ( 旧名 [ アン イ ンス ト ール ] タ ブ ) では、 Windows Installer 3.0 以降を実行し ているシステムの [ プログ

ラムの追加と削除 ] で QuickPatch パッ ケージについて表示される情報を指定する こ とができます。 QuickPatch プ

ロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューにある このタ ブには、 表示名、 製造元名、 サポー ト  URL などのアイテムについ

ての設定があ り ます。 QuickPatch プロジ ェ ク ト で最新のセ ッ ト ア ッ プを変更するたびに、 最新のセ ッ ト ア ッ プか

らの [ プログラムの追加と削除 ] 情報が [ 識別 ] タ ブにある設定の値と し て使用されます。 必要に応じ て、 [ 識別 ] 

タ ブの値をオーバーラ イ ド する こ と もできます。 また、 [ パッ チのアン イ ンス ト ールを許可する (Windows Installer 

3.0 が必要 )] チ ェ ッ ク ボ ッ クスも今回 [ 共通 ] タ ブに追加されま し た。 この設定は以前、 [ アン イ ンス ト ール ] タ

ブで提供されていま し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• [ 共通 ] タ ブ (QuickPatch プロジ ェ ク ト )

• [ 識別 ] タ ブ (QuickPatch プロジ ェ ク ト )

最短初期化時間の指定機能

[ リ リース ] ビ ューにある リ リースについての Setup.exe タ ブに " 最短初期化時間 " 設定が新し く 追加されま し た。

この設定を利用し て、 エン ド ユーザーがこのリ リースを実行し た時に、 イ ンス ト ールが初期化ダイアログ ( およ

びスプラ ッ シュ画面 ) を表示する最短時間 ( 秒 ) を指定できます。

詳細については、 「Setup.exe タ ブ」 を参照し て く だ さい。
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InstallShield 12 Express Edition の新しい機能

InstallShield には、 以下のよ う な新しい機能が搭載されています。

Windows Vista システムを ターゲ ッ ト する機能

InstallShield では、 Windows Vista がイ ンス ト ールに必須である と指定する こ とができます。 また、 機能に Windows 

Vista に関連する条件をビルド する こ と もできます。

ユーザー アカウン ト 制御のサポー ト

InstallShield では、 Microsoft が Windows Vista に追加し たユーザー アカウン ト 制御機能がサポー ト されています。 [

一般情報 ] ビ ューに新し く 追加された " 管理者権限 " 設定を使って、 イ ンス ト ールが管理者権限を必要とするか

ど うかをプロジ ェ ク ト 全体に対し て指定する こ とができます。 また、 [ リ リースのビルド ] ビ ューの " 必要実行レ

ベル " 設定では、 Setup.exe フ ァ イルが Windows Vista プ ラ ッ ト フ ォーム上でイ ンス ト ール ( セ ッ ト ア ッ プ起動ツー

ル、 すべてのセ ッ ト ア ッ プ前提条件、 および .msi フ ァ イル ) を実行する と きに必要な最小特権レベルを指定でき

ます。

詳細については、 次を参照し て く だ さい :

• 一般情報の設定

• Windows Vista 以降のプラ ッ ト フ ォームでのセ ッ ト ア ッ プ起動ツールの必要実行レベルを指定する

デジ タル署名の強化

イ ンス ト ールにデジ タル署名情報を指定し た場合、 InstallShield は自動的に MsiDigitalCertificate および 

MsiPatchCertificate テーブルへ必要な情報を追加し ます。 MsiPatchCertificate テーブルには、 ユーザー アカウン ト

制御 （UAC) のパッ チを有効化するために必要な情報が含まれています。 これによ り、 管理者以外のユーザーが適

用する こ とができる QuickPatch を作成する こ とができます。

また、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ールのビルド ] ページで、 イ ンス ト ールにデジ タル署名情報を指

定できるよ う にな り ま し た。 また、 [ リ リースのビルド ] ビ ューですべてのメ デ ィ ア タ イプに対し てデジ タル署名

情報を指定できるよ う にな り ま し た。 以前は、 WebDeployment メ デ ィ ア タ イプのみにデジ タル署名情報を指定す

る こ とができま し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• 非管理者パッ チのイ ンス ト ールを準備する

• デジ タル署名と セキュ リ テ ィ

再起動マネージャー イ ン フ ラス ト ラ クチャによる再起動回数の最小化をサポー ト

イ ンス ト ール終了後のシステム再起動は、 エン ド ユーザーにと って不都合なものです。 Certified for Windows Vista 

ロゴ プログラムの要件の 1 つに、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール完了後自動的にアプ リ ケーシ ョ ンを閉じ て再起

動を行う こ とができるオプシ ョ ンを含まな く てはならないとい う項目があり ます。

この品質ガイ ド ラ イ ンをサポー ト するため、 すべて Express プロジ ェ ク ト で MsiRMFilesInUse ダイアログが提供さ

れています。 イ ンス ト ール中に更新が必要なフ ァ イルが他のアプ リ ケーシ ョ ンによ って使用中の場合、 イ ンス

ト ールでこのダイアログが表示されます。 詳し く は、 次を参照し て く だ さい :

• Windows Vista 以降のシステムの再起動を最小限にする
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InstallShield Express Edition の以前のバージ ョ ンの新機能
• MsiRMFilesInUse ダイアログ

プロジ ェ ク ト 全体における Windows Installer 4.0 ログ フ ァ イルのサポー ト

InstallShield では、 Windows Installer 4.0 が実装される と き、 イ ンス ト ールのログ記録を行うかど うかをプロジ ェ ク

ト 全体に指定する こ とができます。 このため、 コマン ド ラ イ ンを使用し た り、 レジス ト リ を使ってログ パラ メ ー

ターの設定し た りする必要があ り ません。 また、 ログ記録される メ ッ セージの種類を カス タ マイズする こ と もで

きます。

ログ記録を有効にするには、 [ 一般情報 ] ビ ューの新しい "MSI ログの作成 " 設定を使用し ます。 この設定の省略

記号ボタ ンボタ ンを ク リ ッ クする と、 [Windows Installer 4.0 以降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスが表

示されます。 このダイアログ ボ ッ クスで、 ログ記録を行うかど うか指定し ます。 また、 ログ記録される メ ッ セー

ジの種類を カス タ マイズする と き、 このダイアログ ボ ッ クスで、 デフ ォル ト のログ パラ メ ーターをオーバーラ イ

ド し ます。

ログ記録を有効にする と、 Windows Installer 4.0 によ り ログ フ ァ イルが製品のイ ンス ト ール中に作成され、

MsiLogFileLocation プロパテ ィ にログ フ ァ イルのパスが書き込まれます。 また、 [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ]、 [ セ ッ ト

ア ッ プの異常終了 ]、 および [ セ ッ ト ア ッ プの中断 ] ダイアログに [Windows Installer ログの表示 ] チ ェ ッ ク ボ ッ ク

スが追加されま し た。 エン ド ユーザーがこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから [ 終了 ] を ク リ ッ クする と、 テキ

ス ト  フ ァ イル ビ ューアーまたはエデ ィ ターでログ フ ァ イルが開きます。

詳細については、 「Windows Installer イ ンス ト ールをログ記録するかど うかを指定する」 を参照し て く ださい。

複数言語ユーザー イ ン ターフ ェ イス (MUI) のサポー ト

Windows Installer 4.0 によ って実行される複数言語アプ リ ケーシ ョ ン用のイ ンス ト ールを作成する と き、

InstallShield を使って Windows 複数言語ユーザー イ ン ターフ ェ イス (MUI) のサポー ト を含むシ ョ ー ト カ ッ ト を作成

する こ とができます。 [ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] ビ ューでは、 選択されたシ ョ ー ト カ ッ ト に対し て、 次の 4 

つの新しい設定が使用できるよ う にな り ま し た :

• 表示リ ソース DLL

• 表示リ ソース ID

• 説明リ ソース DLL

• 説明リ ソース ID

これらの新しい設定は、 Windows Installer 4.0 の Shortcut テーブルにある新しい 4 つの列に対応し ています。 詳細

については、 「シ ョ ー ト カ ッ ト の設定」 を参照し て く だ さい。

COM 抽出と依存関係スキャナーにおけるレジス ト リ およびフ ァ イルのフ ィ ルター機能の強化

InstallShield  と共にイ ンス ト ールされている新しい Filters.xml を編集し て、 COM サーバーから必要のない COM 

データが抽出されるのを防ぐ こ とができます。 この Filters.xml フ ァ イルを編集する こ とによ り、 COM 抽出から除外

されるレジス ト リ キーの一覧を カス タ マイズする こ とができます。

Filters.xml フ ァ イルに、 ス タ テ ィ ッ ク依存関係スキャ ン、 ダイナ ミ ッ ク依存関係スキャ ン、 および Visual Basic 依存

関係スキャ ンで含めるまたは除外する フ ァ イルがリ ス ト されます。 以前は、 2 つの異なる フ ァ イル (Userscan.ini と 

Iswiscan.ini) が除外および選択の対象になる フ ァ イルを リ ス ト するために使用されていま し た。

詳細については、 次を参照し て く だ さい。

• COM 抽出のレジス ト リ変更を フ ィ ルターする
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• 依存関係スキャナーでフ ァ イルを フ ィ ルターする

強化されたス ター ト  ページ

ス ター ト  ページで表示される最近開いたプロジ ェ ク ト の一覧に、 プロジ ェ ク ト の種類を表示する列が挿入されま

し た。 また、 一覧に表示されるプロジ ェ ク ト の最大数が、 4 つから 8 つに増えま し た。

ア ッ プグレー ド と アセンブ リ に関する Windows Installer の問題に対するワークアラウン ド

デフ ォル ト で、 [ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューで作成されたア ッ プグレー ドは、 製品の新しいバージ ョ ンを イ ンス

ト ールする前に古いバージ ョ ンを削除するよ う に構成されます。 言い換える と、 RemoveExistingProducts アクシ ョ

ンが InstallFinalize アクシ ョ ンの前にスケジュールされています。 製品がグローバル アセンブ リ キャ ッ シュ (GAC) 

にイ ンス ト ールされているアセンブ リ を含んでいる場合、 このデフ ォル ト  シーケンス動作によ り、 ア ッ プグレー

ドが適用された後にアセンブ リが GAC から消えて し ま う とい う問題が発生する場合があ り ます。 この問題は、

Windows Installer の参照カウン ト がアセンブ リ に対し て適切に実行されないとい う問題に起因し てお り、 結果的

に、 ア ッ プグレー ド でアセンブ リが削除された後再イ ンス ト ールされないとい う問題につながっています。

この Windows Installer の問題を回避するために、 InstallShield では今回よ り、 新しいバージ ョ ンの製品が古いバー

ジ ョ ンが削除される前にイ ンス ト ールされるよ う にプロジ ェ ク ト を構成する こ とができます。

詳細については、 「ア ッ プグレー ド中にグローバル アセンブ リ キャ ッ シュからアセンブ リが削除されるのを防ぐ

方法」 を参照し て く だ さい。

ターゲ ッ ト  システムの要件
InstallShield を使って、 Windows ベースのシステムを ターゲッ ト にするイ ンス ト ールを素早 く ビルド、 テス ト およ

び配布する こ とができます。

デスク ト ッ プ コ ンピ ューターの要件

オペレーテ ィ ング システム

ターゲッ ト  システムは、 次のオペレーテ ィ ング システムの最低要件を満た さ な く てはな り ません :

• Windows XP

• Windows Server 2003

• Windows Vista

• Windows Server 2008

• Windows 7

• Windows Server 2008 R2

• Windows 8

• Windows Server 2012

• Windows 8.1

• Windows Server 2012 R2
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ターゲッ ト  システムで、 SSE2 イ ンス ト ラ クシ ョ ン セ ッ ト がサポー ト されている こ とが必須です。

イ ンス ト ーラー エンジンの要件

各イ ンス ト ーラー エンジンの最小ターゲッ ト  システム要件は、 以下のとお り です。

32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム両方をサポー ト す
る難し さについて

製品が 32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム両方をサポー ト する場合、 製品のイ ンス ト ールを作成する と

き、 以下の基本的な Windows Installer の競合についてご注意 く だ さい。

• 32 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージで、 64 ビ ッ ト  フ ァ イルまたはレジス ト リの場所にイ ンス ト ールする こ

とはできません。

• 64 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージを 32 ビ ッ ト  システムで実行する こ とはできません。

Windows Installer は、 32 ビ ッ ト  システム上で 32 ビ ッ ト の場所、 および 64 ビ ッ ト  システム上で 64 ビ ッ ト の場所

にイ ンス ト ールする、 マルチアーキテ クチャの Windows Installer パッ ケージの作成をサポー ト し ません。

テーブル 1-2 • デスク ト ッ プ コ ンピ ューターのターゲッ ト  システム要件

イ ンス ト ーラー エンジン オペレーテ ィ ング システム、 その他の要件

Windows Installer 5.0

( これは再配布可能フ ァ イル

と し ては利用できません。 )

Windows 7 以降、 Windows Server 2008 R2 以降

Windows Installer 4.5 Windows XP SP2 以降、 Windows Server 2003 SP1 以降

Windows Installer 4.0

( これは再配布可能フ ァ イル

と し ては利用できません。 )

Windows Vista、 Windows Server 2008

Windows Installer 3.1 Windows 2000 SP3 以降、 Windows Server 2003 以降

Windows Installer 3.0 Windows 2000 SP3 以降、 Windows Server 2003 以降

Windows Installer 2.0 Windows 95 以降

(InstallShield は Windows 95、 Windows 98、 Windows NT 4、 または Windows Me の

サポー ト を含みません。 )
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32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト  サポー ト との重要な相違点

32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージの違い

Template Summary プロパテ ィ が Intel である と き、 Windows Installer パッ ケージは、 32 ビ ッ ト と し て取り扱われま

す。 Template Summary プロパテ ィ が x64 である場合、 Windows Installer パッ ケージは 64 ビ ッ ト と し て取り扱われ

ます。 32 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージは、 32 ビ ッ ト  システムと、 ほとんどの 64 ビ ッ ト  システム上で実行

し ます。 ただし、 64 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージは、 64 ビ ッ ト  システム上でのみ実行し ます。 64 ビ ッ ト  

Windows Installer パッ ケージを 32 ビ ッ ト  システム上で実行する と、 ラ ン タ イム エラー 1633 が発生し ます :

「このイ ンス ト ール パッ ケージはこの種類のプロセ ッサでサポー ト されていません。 プロダク ト  ベンダーに問い合わせて く だ さ

い。」

InstallShield Express Edition は、 Template Summary プロパテ ィ を自動的に構成し ます。

32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト の違い

コ ンポーネン ト は、 個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位です。 コ ンポーネン ト には、 ターゲッ ト  シス

テムにイ ンス ト ールされる フ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 その他のデータが含まれます。 ( 詳細については、

「イ ンス ト ールの基本」 を参照し て く だ さい。 InstallShield Express Edition は、 ビルド時に Windows Installer パッ

ケージの各コ ンポーネン ト を自動的に作成し、 適切な場合は、 それぞれのコ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト と し てマー

ク し ます。

32 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージに 64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト を含める こ とはできませんが、 64 ビ ッ ト  

Windows Installer パッ ケージには 32 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト と 64 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト のどち らか、 あるいはそ

の両方を混在させる こ とができます。

Windows Installer が 64 ビ ッ ト  システム上で 64 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールする場合、 64 ビ ッ ト の場所用のデー

タ を含む 64 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージのコ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト と し てマークする必要があ り ます。

64 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージのコ ンポーネン ト が 64 ビ ッ ト と し てマーク されていない場合、 そのデータ

は 32 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールされます。

32 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージの 32 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト は、 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト  システム上で、

32 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールされます。 64 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージの 32 ビ ッ ト  コ ンポーネン ト は、

64 ビ ッ ト  システム上で 32 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールされます。

32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト  フ ァ イルの場所の違い

Microsoft では、 既存の 32 ビ ッ ト のアプ リ ケーシ ョ ンがシームレスに動作する 64 バージ ョ ンの Windows がデザイ

ン されています。 また、 同一コー ドが再コ ンパイルされたバージ ョ ンが 64 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン と し てシー

ムレスに動作する 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンの Windows もデザイ ン されています。 これをサポー ト するため、 Windows 

の 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンは 32 ビ ッ ト  フ ァ イルと 64 ビ ッ ト フ ァ イルを個別の場所に格納し て分離し ます。

64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムは、 通常 2 つの Program Files フ ォルダーを持ちます :

• Program Files 　 - 64 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン用

• Program Files (x86) 　 - 32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン用

64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムは、 一般的に 2 つの Common Files フ ォルダー ( 各 Program Files フ ォルダーに 1 つ

) を持ちます :

• Program Files\Common Files 　 - 64 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン用
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• Program Files (x86)\Common Files 　 - 32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン用

64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムには、 2 つのシステム フ ォルダーがあり ます :

• System32 - 64 ビ ッ ト  ラ イブ ラ リ と実行可能フ ァ イル用

• SysWOW64 - 32 ビ ッ ト  ラ イブラ リ と実行可能フ ァ イル用

32 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージで、 製品のフ ァ イルと フ ォルダーを Program Files フ ォルダーにイ ンス ト ー

ルするよ う に構成されている場合、 Windows Installer は 32 ビ ッ ト  システム上の Program Files フ ォルダーに、 これ

らのフ ァ イルと フ ォルダーを イ ンス ト ールし ます。 ただ し、 エン ド ユーザーが 32 ビ ッ ト  イ ンス ト ールを 64 ビ ッ

ト  システムで実行し た場合、 Windows Installer はフ ァ イルと フ ォルダーを Program Files (x86) フ ォルダーにイ ンス

ト ールし ます。

同様に、 32 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージで、 製品のフ ァ イルと フ ォルダーを System32 フ ォルダーにイ ンス

ト ールするよ う に構成されている場合、 Windows Installer はこれらのフ ァ イルと フ ォルダーを 32 ビ ッ ト  システム

上では System32 に、 64 ビ ッ ト  システム上では SysWOW64 にイ ンス ト ールし ます。

32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト  レジス ト リの場所の違い

64 ビ ッ ト  システム上で 32 ビ ッ ト  データ と 64 ビ ッ ト  データの分離は、 レジス ト リ でも行われます。 64 ビ ッ ト  

ターゲッ ト  システムは、 通常 2 つの HKEY_LOCAL_MACHINE\Software キーを持ちます :

• HKLM\Software - 64 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン用

• HKLM\Software\Wow6432Node - 32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン用

32 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージで、 HKLM\Software の下にある製品のレジス ト リ データ を イ ンス ト ールす

るよ う に構成されている場合、 Windows Installer は 32 ビ ッ ト  システム上でそのデータ を HKLM\Software キーの下

に、 64 ビ ッ ト  システム上で HKLM\Software\Wow6432Node の下にイ ンス ト ールし ます。

ヒ ン ト • 64 ビ ッ ト  システム上で 32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンによるレジス ト リの表示を確認するには、 32 ビ ッ ト  

バージ ョ ンのレジス ト リ エデ ィ ター (SysWOW64 フ ォルダーの regedit.exe フ ァ イル ) を起動し ます。

32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージを決定する

ほとんどの開発者は、 すべてのエン ド ユーザー向けに 32 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージの作成を選択し ま

す。 通常、 32 ビ ッ ト  パッ ケージはエン ド ユーザーが Windows の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンか 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンの

いずれを実行し ているかに関わらず、 エン ド ユーアーのマシン上で正し く 実行し、 製品が設計通り に動作し ます。

製品が 32 ビ ッ ト  システム用の 32 ビ ッ ト の製品フ ァ イル、および 64 ビ ッ ト  システム用の 64 ビ ッ ト の製品フ ァ イ

ルで構成されている場合、 32 ビ ッ ト  システム上にイ ンス ト ールするエン ド ユーザー向けに 32 ビ ッ ト  Windows 

Installer パッ ケージを、 また 64 ビ ッ ト システム上にイ ンス ト ールするエン ド ユーザー向けに 64 ビ ッ ト  Windows 

Installer パッ ケージを個別に作成する こ とがあ り ます。

製品が 64 ビ ッ ト 版 Windows を持つエン ド ユーザーのみを ターゲッ ト とする場合、 32 ビ ッ ト ではな く 、 64 ビ ッ ト  

Windows Installer パッ ケージを作成し たい場合があ り ます。

InstallShield における 32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のサポー ト

InstallShield では、 次の種類のイ ンス ト ールを作成するためのサポー ト が提供されています :
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• 32 ビ ッ ト  フ ァ イルと レジス ト リの場所にイ ンス ト ールする 32 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージ。

• 64 ビ ッ ト  フ ァ イルと レジス ト リの場所にイ ンス ト ールする 64 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージ。 この種類

のパッ ケージは、 32 ビ ッ ト  フ ァ イルと レジス ト リの場所にも イ ンス ト ールが可能です。

InstallShield が 64 ビ ッ ト または 32 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージのどち ら をビル ド するかを決定する方

法。

ビルド時に次の条件の 1 つまたは両方が True 評価された と き、 InstallShield は 64 ビ ッ ト  Windows Installer パッ

ケージを作成し ます (Template Summary プロパテ ィ には x64 が指定されています ):

• Express プロジ ェ ク ト の [ フ ァ イル ] ビ ューで、 1 つ以上のフ ァ イルまたはフ ォルダ ― が 

CommonFiles64Folder、 ProgramFiles64Folder、 または System64Folder にイ ンス ト ールされるよ う に構成されて

いる。

• Express プロジ ェ ク ト の [ レジス ト リ ] ビ ューで、 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE (64 ビ ッ ト ) ノ ー ドの下

に 1 つ以上のレジス ト リ エン ト リが含まれている。

また、 InstallShield が 64 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージをビルド する と き、 64 ビ ッ ト の場所のフ ァ イル、 フ ォ

ルダー、 およびレジス ト リ エン ト リ を含むコ ンポーネン ト を 64 ビ ッ ト と し てマーク し ます。

前述の条件がいずれも True でない場合、 InstallShield は 32 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージを作成し ます 

(Template Summary プロパテ ィ には Intel が指定されています ): また、 パッ ケージに含まれる コ ンポーネン ト は 64 

ビ ッ ト と し てマーク されません。 このよ う な状況の場合、 すべてのフ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ エン ト リ

は、 ターゲッ ト  システムが 64 ビ ッ ト であっても、 すべて 32 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールされます。

エデ ィ シ ョ ン • 一部の 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム ( た と えば、 Windows Server Core システム ) は、WOW64 (32-

bit Windows-on-Windows) をサポー ト し ません。 これらの 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムは 32 ビ ッ ト  Windows 

Installer パッ ケージを実行できません。 InstallShield Premier Edition および Professional Edition は、 これらのシステ

ムで動作する 64 ビ ッ ト 専用 Windows Installer パッ ケージの作成をサポー ト し ます。

また、 InstallShield Premier Edition および  Professional Edition には、 単一のプロジ ェ ク ト  フ ァ イルから 2 つの 

Windows Installer パッ ケージ (32 ビ ッ ト 版と 64 ビ ッ ト 版 ) を作成する機能、 およびリ リース フ ラグを使ってビル

ド時に各リ リースでプロジ ェ ク ト の様々な部分を含めるまたは除外する こ とができる機能がサポー ト されていま

す。 InstallShield Express Edition を使って 32 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージおよび 64 ビ ッ ト  Windows Installer 

パッ ケージを作成するには、 2 つの個別の Express プロジ ェ ク ト を作成し な く てはな り ません。

InstallShield Premier Edition では、 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールがサポー ト されていて、 64 ビ ッ ト  

Windows Installer パッ ケージ と 32 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージを組み合わせて単一のイ ンス ト ールを作成す

る こ と で、 製品のイ ンス ト ール配布を簡素化する こ とができます。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールは、

実行時に各ターゲッ ト  システムに適切なパッ ケージを実行し ます。

Express プロジ ェ ク ト に 64 ビ ッ ト  マージ モジュールを含める

InstallShield では、 Express プロジ ェ ク ト に 64 ビ ッ ト  マージ モジュールを含める こ とができます。 1 つ以上の 64 

ビ ッ ト  コ ンポーネン ト が含まれた 64 ビ ッ ト  マージ モジュールを Express プロジ ェ ク ト に追加する場合、 64 ビ ッ

ト の場所にイ ンス ト ールされるよ う に構成された 1 つ以上のフ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ エン ト リ

を含まな く てはな り ません。 そ う でない場合、 ビルド時に次のエラーが発生し ます。
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InstallShield を管理者権限を使って、 または管理者権限を持たずに起動する違い
エラー -5008 ： この 32 ビ ッ ト  パッ ケージを 64 ビ ッ ト  データに含める こ とはできません。 64 ビ ッ ト  データは、 マージ モ

ジュールに含まれている可能性があ り ます。

Express プロジ ェ ク ト に 64 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールするよ う に構成された 1 つ以上のフ ァ イル、 フ ォルダー、

またはレジス ト リ エン ト リが含まれていない場合、 InstallShield がビルド時に 32 ビ ッ ト  Windows Instaloler パッ

ケージを作成し よ う と し ます。 ただ し、 32 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージに 1 つ以上の 64 ビ ッ ト  コ ンポー

ネン ト を含む 64 ビ ッ ト  マージ モジュールを含める こ とはできません。

InstallShield を管理者権限を使って、 または管理者
権限を持たずに起動する違い

管理者権限を持たずに InstallShield を起動し た場合、 以下の機能は使用できなせん :

• COM 抽出 —COM サーバーからの COM 情報の抽出には、 管理者権限が必要です。

InstallShield を管理者権限を持たずに実行し ている場合に、 プロジ ェ ク ト で COM サーバーから COM 情報の抽

出を行う よ う に指定し てから リ リースをビルド し よ う とする と、 ビルド エラー -6017 が発生し ます。

• 再配布可能フ ァ イルのダウンロー ド —[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー内から再配布可能フ ァ イルをダウンロー

ド するには、 管理者権限が必要です。 これは、 InstallShield がフ ァ イルをマシンご との場所にダウンロー ド す

る際に管理者権限が必要なためです。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー内から再配布可能フ ァ イルをダウンロー ド し よ う と し た と き、 管理者権限が無

い場合には次のメ ッ セージが表示されます :

ダウンロー ドが失敗し ま し た。 管理者と し て実行し ている こ と、 および使用中のマシンがイ ン ターネ ッ ト に

接続されている こ と を確認し て く だ さい。 再試行し ますか ?

• InstallShield 前提条件に [ すべてのユーザー] の場所を指定できる機能 —[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの 

[ 前提条件 ] タ ブを使って、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに表示する InstallShield 前提条件を含むフ ォルダー

を指定できます。 このタ ブで [ すべてのユーザー ] の場所を変更するためには管理者権限が必要です。 これ

は、 InstallShield がレジス ト リ内でマシンご との場所に情報を書き込むためです。 し たがって、 InstallShield を

管理者権限を持たずに実行し ている場合、 このタ ブの [ すべてのユーザー ] の場所は無効と なっています。

• マージ モジュールに [ すべてのユーザー ] の場所を指定できる機能 —[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [

マージ モジュール ] タ ブを使って、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに表示するマージ モジュールを含むフ ォ

ルダーを指定できます。 このタ ブで [ すべてのユーザー ] の場所を変更するためには管理者権限が必要です。

これは、 InstallShield がレジス ト リ内でマシンご との場所に情報を書き込むためです。 し たがって、

InstallShield を管理者権限を持たずに実行し ている場合、 このタ ブの [ すべてのユーザー ] の場所は無効と

なっています。

• Regasm.exe および InstallUtilLib.dll の場所を編集できる機能 — [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [.NET] タ

ブで、 .NET Framework に含まれているユーテ ィ リ テ ィ である Regasm.exe および InstallUtilLib.dll フ ァ イルの場所

を指定できます。 これらのユーテ ィ リ テ ィ は COM interop と .NET カス タム アクシ ョ ンで利用されます。

[.NET] タ ブでこれらの場所を変更するためには管理者権限が必要です。 これは、 InstallShield がレジス ト リ内

でマシンご との場所に情報を書き込むためです。 し たがって、 InstallShield を管理者権限を持たずに実行し て

いる場合、 このタ ブの場所設定は無効と なっています。

• ア ッ プデー ト をチ ェ ッ クする頻度を指定できる機能 —[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ ア ッ プデー ト ] 

タ ブにある " ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プデー ト を確認する " オプシ ョ ンを使って、 InstallShield がソ フ ト ウ ェ アの
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ヘルプの使い方
ア ッ プデー ト をチ ェ ッ クする頻度を指定できます。 このタ ブでチ ェ ッ クの頻度を変更するためには管理者権

限が必要です。 これは、 InstallShield がレジス ト リ内でマシンご との場所に情報を書き込むためです。 し た

がって、 InstallShield を管理者権限を持たずに実行し ている場合、 このタ ブの " ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プデー ト

を確認する " オプシ ョ ンは無効と なっています。

管理者コ ンテキス ト と非管理者コ ンテキス ト の切り替えを行い、 プロジ ェ ク ト でマ ッ プ された ド ラ イブの場所を

使用し ている場合、 問題が発生する こ とがあ り ます。 た と えば、 管理者権限を持たずに Windows Explorer を使っ

て ド ラ イブ名を共有ネ ッ ト ワーク フ ォルダーにマ ッ プ し た場合、 InstallShield の非管理者イ ンス タ ンスではこのド

ラ イブにアクセスできますが、 管理者イ ンス タ ンスではアクセスできません。 同様に、 管理者権限を持っている

場合に Windows Explorer を使って ド ラ イブ名を共有ネ ッ ト ワーク フ ォルダーにマ ッ プする と、 InstallShield の管理

者イ ンス タ ンスではこの場所にアクセスできますが、 非管理者イ ンス タ ンスではアクセスできません。 このため、

プロジ ェ ク ト でネ ッ ト ワークの場所を参照する場合は、 UNC パス ( た と えば、 \\server\share) を使用するか、 管

理者と非管理者の両方で ド ラ イブ名をマ ッ ピングする こ と をお勧めし ます。

Visual Studio 内から InstallShield を使用し ている場合、 管理者権限を持たない可能性があり ます。 デフ ォル ト では、

Windows Vista 以降のシステム上で Visual Studio のシ ョ ー ト カ ッ ト をダブルク リ ッ ク し て起動し た場合、 管理者権

限はあ り ません。

タ スク : Windows Vista 以降のシステム上で管理者権限を使って Visual Studio 内部から InstallShield を実行するには、 以下の

手順に従います :

1. [ ス ター ト ] メ ニューで Visual Studio のシ ョ ー ト カ ッ ト を右ク リ ッ ク し てから、 [ 管理者と し て実行 ] を ク

リ ッ ク し ます。

2. 新しい InstallShield プロジ ェ ク ト を作成するか、 または既存のプロジ ェ ク ト を開きます。 詳細は、 以下のどち

らかを参照し て く だ さい :

• Microsoft Visual Studio で InstallShield プロジ ェ ク ト を作成する

• Microsoft Visual Studio で InstallShield プロジ ェ ク ト を開 く

ヘルプの使い方
フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アは、 役に立つ情報やヘルプ リ ソースがいつでもすぐ取り出せる こ とがいかに重要かを

理解し ています。 InstallShield のイ ン ターフ ェ イスのさ まざまなビ ュー内に埋め込まれている イ ン ラ イ ン ヘルプだ

けでな く 、 ヘルプ ラ イブ ラ リ (InstallShield と共にイ ンス ト ールされているオン ラ イ ン ヘルプ ラ イブラ リ )、 およ

び HelpNet も InstallShield に含まれています。

InstallShield ヘルプ ラ イブ ラ リ

製品に関し てご不明な点があ り ま し たら、 まず InstallShield ヘルプ ラ イブラ リ を参照し て く ださい。 ヘルプ ラ イ

ブラ リは、 InstallShield を使用するための総合ユーザー ガイ ド です。

InstallShield の [ ヘルプ ] メ ニューから InstallShield ヘルプ ラ イブラ リ にアクセスするには、 F1 を押すか、 イ ン

ターフ ェ イスの [ ヘルプ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

オン ラ イ ン ヘルプの利用に、 イ ン ターネ ッ ト の接続は必要あ り ません。 オン ラ イ ン  ヘルプ ビ ューアーは、 基本

的に、 個人のニーズに基づいてテ クニカル情報を表示、 検索、 フ ィ ルターするためのツールです。
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ヘルプの使い方
Web ベースのオン ラ イ ン ヘルプ

Web ベースのオン ラ イ ン ヘルプは、 24 時間いつでも、 http://helpnet.installshield.com から利用する こ とができま

す。 このヘルプ リ ソース セン ターよ り、 最新の情報がほぼリ アル タ イムに入手可能です。

ヘルプ規則

この文書では、 読者が特定の情報をすぐに見つけられるよ う に、 アラー ト およびス タ イル規則が使用されていま

す。 

リーダー アラー ト 規則

この文書では、 補助的または重要な情報を読者に通知するために、 リーダー アラー ト が使用されています。 以下

の表では、 各アラー ト の意味が説明されています。

テーブル 1-3 • リーダー アラー ト 規則

イ
メ ー
ジ アラー ト 名 説明

ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス アラー ト では、 タ スク を実行する と きの最も良い方法

が説明されています。

注意 [ 注意 ] は、 製品の機能が正常に動作するために非常に重要な情報です。

エデ ィ シ ョ ン メ モ [ エデ ィ シ ョ ン メ モ ] は、 Professional Edition、 Premier Edition など、 特定の

エデ ィ シ ョ ンの製品に適用する情報です。

重要メ モ [ 重要メ モ ] は、 ユーザーにと って重要な情報です。 必ず読むよ う にし て く

だ さい。

メ モ [ メ モ ] は、 留意すべき情報にユーザーの注意を引 く ために使用されていま

す。

プロジ ェ ク ト  メ モ [ プロジ ェ ク ト  メ モ ] は、 基本の MSI プロジ ェ ク ト またはマージ モジュー

ル プロジ ェ ク ト など、 プロジ ェ ク ト の種類ご とに異なる情報をハイ ラ イ ト

するために使用されています。

タ スク [ タ スク ] アイ コ ンは、 実行手順を示し ます。

ヒ ン ト [ ヒ ン ト ] は、 目的の機能をよ り良 く 利用するためのヒ ン ト やア ドバイスで

す。

Windows ロゴ ガイ ド ラ

イ ン

[Windows ロゴ ガイ ド ラ イ ン ] アラー ト は、 Microsoft ロゴのコ ンプ ラ イアン

スの要件と推奨事項に沿う情報です。
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ス タ イル規則

以下は、 このド キュ メ ン ト で使用されているス タ イル規則です。

テーブル 1-4 • ス タ イル規則

ス タ イル 例 説明

ユーザー イ ン

ターフ ェ イス

の要素

[ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し

ます。

タ スクで参照されたユーザー イ ン ター

フ ェ イスの要素は太字で表示されます。

変数 fileName 変数には斜体が使われています。

コー ド #define HWND_BROADCAST 0xffff コー ドの抜粋は等幅書体で表示されてい

ます。

ユーザー入力

のテキス ト

$D(install) と入力し ます。 リ テ ラル値と し て入力されたテキス ト は、

等幅書体、 太字、 青色で表示されます。

フ ァ イル名と

デ ィ レ ク ト リ 

パス

マイ フ ァ イルは、 C:\MyDocuments\SampleCode 

デ ィ レ ク ト リ にあり ます。

フ ァ イル名およびデ ィ レ ク ト リ パスは等

幅書体で表示されます。

.INI フ ァ イル 

テキス ト

Windows Installer パッ ケージが実行されたと き

に [ よ う こそ ] ダイアログ ボ ッ クスのみを表示

する場合、 LimitedUI=Y とい う行を .ini フ ァ イルに

挿入し ます。

.INI フ ァ イルのテキス ト は等幅書体で表示

されます。

コマン ド ラ イ

ン ステー ト メ

ン ト

イ ンス ト ールをサイ レン ト で実行するには、 次

を入力し ます :

Setup.exe /s /v/qn

コマン ド ラ イ ン ステー ト メ ン ト およびパ

ラ メ ーターは、 等幅書体で表示されます。

環境変数 windir 環境変数の値を設定し ます。 環境変数は等幅書体で表示されます。

例 「管理」 および 「一般」 と名づけられた 2 つのグ

ループを作成し ます。

例は太字で表示されます。

関数 FeatureAddItem は、 スク リ プ ト で作成された機

能セ ッ ト に新しい機能を追加し ます。 

関数は太字で表示されます。

Properties " 名前 " プロパテ ィ で、 プロジ ェ ク ト のすべて

のコ ン ト ロール間で重複し ない名前を入力し ま

す。

プロパテ ィ は太字で表示されます。

画面出力 正し く ないパラ メ ーターを入力し た場合、 「指定

されたパスが見つかり ません。」 とい う メ ッ セージ

が表示されます。

( ログ フ ァ イルまたはコ ン ソールからの ) 

スク リーン出力は、 等幅書体、 青色で表

示されます。
InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド ISE-2100-UG00 53



第 1 章 : InstallShield 2014 Express Edition

ヘルプの使い方
コ ンテキス ト  ヘルプを使用する

プロジ ェ ク ト の作業中に、 ソ フ ト ウ ェ ア オブジ ェ ク ト を ク リ ッ クする と、 [ ヘルプ ] ウ ィ ン ド ウにヘルプ情報が表

示されます。 これは、 「コ ンテキス ト 」 ヘルプ と も呼ばれます。

ヘルプ情報は、 エクスプローラー ウ ィ ン ド ウで表示される選択されたソ フ ト ウ ェ ア オブジ ェ ク ト の各プロパテ ィ

でも参照する こ とができ、 プロパテ ィ の設定方法を見る こ とができます。
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お問い合わせ先
フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アは本社を イ リ ノ イ州イ タ スカに置き、 世界各地に拠点を持ちます。

会社所在地および連絡先を含む、 フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アに関する情報については、 http://www.installshield.com 

を参照し て く ださい。
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ス ター ト  ガイ ド
InstallShield では、 安定し た Windows Installer イ ンス ト ールを簡単に作成する こ とができる強力な機能と、 作業時

間を大幅に節約する こ とができるツールが多数提供されています。 InstallShield ヘルプ ラ イブラ リは、 InstallShield 

で提供されている機能をよ り効果的に活用するためのリ ソースです。 まず最初にどの ト ピ ッ クから読み始めるか

は、 InstallShield イ ンス ト ール作成ソ フ ト ウ ェ アの利用経験によ って異な り ます。 下のテーブルは、 それぞれの経

験レベルに応じ て様々な ト ピ ッ クに リ ン ク し ています。

テーブル 2-1 • ス ター ト  ガイ ド ロー ド マ ッ プ

経験レベル ト ッ プ ヘルプ ト ピ ッ ク

イ ンス ト ールを以前に作成し た経験な し。 イ ンス ト ールに関する一般的な情報については、 次の ト ピ ッ ク

を参照し て く だ さい。

• イ ンス ト ールの基本

• アプ リ ケーシ ョ ン ラ イ フサイ クル

InstallShield を利用するのは初めて。 イ ンス ト ール作成経験はあるが、 InstallShield を利用するのは初

めての場合、 次の ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

• InstallShield イ ン ターフ ェ イスを使って作業する

• プロジ ェ ク ト について

• チュー ト リ アル

• サポー ト されているアプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング言語
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イ ンス ト ールの基本
イ ンス ト ールとは、 一言で説明する と、 フ ァ イルおよびプログラムをユーザーのマシンにイ ンス ト ールするため

に使われる 「パッ ケージ」 を意味し ます。 イ ンス ト ールは、 イ ンス ト ーラー エンジン と対話するロジ ッ ク、 並び

にアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルで構成される集合体です。 イ ンス ト ールの最も基本的な役割は、 アプ リ ケーシ ョ ン

フ ァ イルを ソース媒体からエン ド ユーザーのコ ンピ ューターへ転送する こ と です。 Windows オペレーテ ィ ング シ

ステムは大変複雑なため、 InstallShield のよ う なユーテ ィ リ テ ィ のヘルプな しに、 効果的で首尾一貫し たイ ンス

ト ールを簡単に作成する こ とはできません。

イ ンス ト ールは、 「製品」、 「機能」、 「コ ンポーネン ト 」 の 3 つの階層に分けられます。 次の図はこの階層を説明し

ます。

図 2-1: イ ンス ト ールの階層構造

製品は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の中で最も上位にある構成区分です。 製品は、 通常 1 つのメ イ ン アプ リ ケー

シ ョ ン ( たと えば、 ワー ド プロセ ッサ ) と、 そのアプ リ ケーシ ョ ンが必要とするすべてのフ ァ イルとデータ で構成

されます。 一連のアプ リ ケーシ ョ ンが 1 つの製品と なる こ と も可能です。

他のフ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ ア製品を利用

し た経験がある。

フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウェ アの他の製品を利用し たこ とがある場

合、 次の ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

• InstallShield の以前のバージ ョ ンからの移行する

• InstallShield の Premier Edition または Professional Edition へ

のア ッ プグレー ド

• プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト

• イ ンス ト ールの概要

InstallShield の中級、 または上級レベルユー

ザー。

InstallShield を使い慣れている場合、 次の ト ピ ッ クの参照をお勧

めし ます :

• エラーと警告

テーブル 2-1 • ス ター ト  ガイ ド ロー ド マ ッ プ ( 続き )

経験レベル ト ッ プ ヘルプ ト ピ ッ ク
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イ ンス ト ールの概要
機能は、 エン ド ユーザーから見て、 個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位です。 イ ンス ト ール プログラ

ムの設計者は一般的に、 どの機能を イ ンス ト ールし、 どの機能を ソース メ デ ィ アに残すのかをユーザーが選択で

きるよ う にし ます。 ワー ド プロセ ッサ製品では、 メ イ ンの実行可能フ ァ イルが 1 つの機能で、 オプシ ョ ンの辞書

が別の機能と なっている場合があ り ます。 機能には必要な要素のすべてが含まれてお り、 兄弟機能を必要と し な

いのが原則です。 た と えば、 類語辞典機能はユーザーがイ ンス ト ールし ないこ と を選択できる辞書機能を必要と

はし ません。 ただ し、 機能にサブ機能を含める こ と もできます。 サブ機能がある と、 エン ド ユーザーはイ ンス

ト ールする フ ァ イルやデータ を さ らに細か く 選択できるよ う にな り ます。

プロジ ェ ク ト 内の各機能は 1 つ以上のコ ンポーネン ト で構成されます。 コ ンポーネン ト は、 個別にイ ンス ト ール

可能な最小の製品構成単位です。 InstallShield Express Edition では、 コ ンポーネン ト が自動で作成されます。 各コ

ンポーネン ト に分かれた機能の内訳は、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスのど こにも表示されません。 ま

た、 コ ンポーネン ト はエン ド ユーザーには表示されません。 各コ ンポーネン ト は類似のプロパテ ィ を持つフ ァ イ

ル ( およびその他のリ ソース ) を含んでいます。 たと えば、 コ ンポーネン ト 内のフ ァ イルはすべてエン ド ユー

ザーのマシン上の同じデ ィ レ ク ト リ にイ ンス ト ールされます。 また、 コ ンポーネン ト 内のフ ァ イルはすべて同じ

オペレーテ ィ ング システムまたは言語に適用される必要があ り ます。 辞書機能には複数の言語別辞書コ ンポーネ

ン ト が含まれている場合が考えられます。 コ ンポーネン ト はフ ァ イルだけでな く 、 レジス ト リデータ、 シ ョ ー ト

カ ッ ト 、 フ ァ イル拡張子情報、 およびユーザーのマシンに書き込まれるその他のシステムデータ を通常含んでい

ます。

イ ンス ト ールの概要
セ ッ ト ア ッ プについて詳し く ご存知ない方でも、 過去に使用し た経験はあるで し ょ う。 コ ンピ ューターにソ フ ト

ウ ェ アを イ ンス ト ールし たこ とがある方は、 実行中のイ ンス ト ールをエン ド ユーザーの視点でご覧になっていま

す。 セ ッ ト ア ッ プはフ ァ イルを ソース メ デ ィ アから ローカル ド ラ イブに転送し ます。 レジス ト リ エン ト リの作

成、 シ ョ ー ト カ ッ ト の作成や COM サーバーの登録も し ます。 一般的に、 セ ッ ト ア ッ プはターゲッ ト  マシンおよ

びユーザーの情報を収集し ます。

イ ンス ト ールの典型的な要素

フ ァ イル転送の実行

フ ァ イル転送とは、 CD またはフ ロ ッ ピー デ ィ スクのよ う なソース メ デ ィ アから、 フ ァ イルをエン ド ユーザーの

マシンにあるローカル ド ラ イブへコ ピーする こ と を指し ます。 エン ド ユーザーが選ぶ構成によ って、 すべての

フ ァ イルまたは一部のみがローカル デ ィ スクに転送されます。 フ ァ イル転送の間、 セ ッ ト ア ッ プは新機能や便利

な ヒ ン ト などの製品情報を提供するビルボー ド を表示し ます。 フ ァ イル転送処理の進行状況がわかるステータ ス 

バーも表示されます。

ユーザー イ ン ターフ ェ イスの表示

セ ッ ト ア ッ プのユーザー イ ン ターフ ェ イスはエン ド ユーザーに情報やセ ッ ト ア ッ プの設定オプシ ョ ンを提供し ま

す。 エン ド ユーザーは、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスを通し て製品の一部を イ ンス ト ールするか、 一部のフ ァ イル

を ソース メ デ ィ アに残すか、 使用許諾契約を表示するか、 またはイ ンス ト ールを正し く 構成するためのイ ンス

ト ーラーに情報を提供するかなどを選択できます。 ユーザー イ ン ターフ ェ イスはニーズに合わせてカス タ マイズ

が可能です。 たと えば、 ソ フ ト ウ ェ アを不正な使用から保護するために、 イ ンス ト ールの前にシ リ アル番号の入

力をユーザーに求めるよ う に指定できます。
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アプ リ ケーシ ョ ン ラ イ フサイ クル
シ ョ ー ト カ ッ ト の作成

シ ョ ー ト カ ッ ト はセ ッ ト ア ッ プ中にエン ド ユーザーのマシンで作成ができる フ ァ イルおよびアプ リ ケーシ ョ ンへ

のリ ン クです。 シ ョ ー ト カ ッ ト は通常、 ターゲッ ト  マシンのデスク ト ッ プまたは [ ス ター ト ] メ ニューに配置さ

れ、 プログラムまたはそのフ ァ イルへ素早 く 簡単にアクセスできるよ う にし ます。

フ ァ イル関連の登録

識別されたフ ァ イルの種類を製品が使用し ている場合は、 そのフ ァ イルの種類をエン ド ユーザーのシステムに登

録する必要があ り ます。 た と えば、 メ モ帳は .txt 拡張子でフ ァ イルを作成し ます。 エン ド ユーザーのシステムで

フ ァ イルの種類の識別を可能にするには、 システムのレジス ト リ に登録されている必要があり ます。 フ ァ イルタ

イプの登録のプロセスはセ ッ ト ア ッ プ時に処理されています。

COM、 COM+、 および DCOM フ ァ イルの登録

ActiveX、 COM や COM+ フ ァ イルなどの COM サーバーは、 アプ リ ケーシ ョ ンがフ ァ イルのイ ン ターフ ェ イスにア

クセスできるよ う に特殊な登録方法が必要です。 これまでは、 EXE、 DLL、 および OCX はイ ンス ト ールの間に

フ ァ イルを登録させる、 自動登録機能を備えていま し た。 ただ し、 しかし、 自己登録だけでは、 問題が発生する

場合もあ り ます。 エン ド ユーザーは、 どの情報が登録されたか、 またフ ァ イルがアン イ ンス ト ールされた と きに

レジス ト リ エン ト リが完全にク リーンア ッ プ されたか確かではあ り ません。

Windows Installer サービスが提供し ている ソ リ ューシ ョ ンは、 必要なレジス ト リ エン ト リ をセ ッ ト ア ッ プの間書き

込み、 COM コ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ールされる と きに削除し ます。 この方法は、 COM サーバーが正し く 登

録されているか確認し ます。

製品をアン イ ンス ト ールに登録

製品をアン イ ンス ト ールする場合、 オペレーテ ィ ング システムは製品の存在を認知し ている必要があ り ます。

セ ッ ト ア ッ プはオペレーテ ィ ング システムに製品を登録するので簡単にアン イ ンス ト ールができます。 Windows 

2000 ロゴ プログラム要件では、 この登録を必要と し ます。 この処理で登録されるほとんどの情報は、 コ ン ト ロー

ル パネルの [ プログラムの追加と削除 ] でエン ド ユーザーに提供されます。 たと えば、 テ クニカル サポー ト の連

絡先情報、 製品ア ッ プデー ト の情報、 製品バージ ョ ン、 および製品のパブ リ ッ シャーの情報はこのプロセスです

べて登録されます。

アプ リ ケーシ ョ ン ラ イ フサイ クル
アプ リ ケーシ ョ ンのラ イ フ サイ クルは、 顧客がアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールし た段階ですべて終了ではあ り

ません。 ソ フ ト ウ ェ ア ベンダーと し て、 初回イ ンス ト ールが顧客のデスク ト ッ プで完了し ただけでは、 アプ リ

ケーシ ョ ンが成功し た とは言えません。 顧客は、 製品のア ッ プデー ト や強化内容、 および重要な情報に簡単にア

クセスできる こ と を当然と考えています。 この意味で顧客とのコ ミ ュニケーシ ョ ンやアプ リ ケーシ ョ ンの状態を

監視できる こ とは、 将来的な利益と発展には非常に重要です。

ソ フ ト ウ ェ ア ベンダーの中には、 顧客主導のコ ミ ュニケーシ ョ ンを要求しがちですが、 積極的に顧客との対話の

機会を持たないベンダーは、 多 く のチャ ンスを逃すこ とにな り ます。 顧客が Web サイ ト またはユーザー コ ミ ュニ

テ ィ を頻繁に訪れない限り、 彼らはア ッ プデー ト 、 ア ッ プグレー ド、 パッ チ、 および一般的な技術記事などの情

報を見逃すこ とにな り、 ベンダーは収益とサービスの機会を逃す結果と な り ます。
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InstallShield の起動
図 2-2: FlexNet Connect のアプ リ ケーシ ョ ン ラ イ フサイ クルの管理方法

上記のダイアグラムは、 アプ リ ケーシ ョ ン ラ イ フサイ クルの管理における FlexNet Connect の役割を図式し たも

のです。

1. イ ンス ト ールの作成 — を利用し て、 ソ フ ト ウェ ア開発者はすべてのプラ ッ ト フ ォーム上で実行可能なイ ンス

ト ールを容易に作成する こ とができます。

2. イ ンス ト ールの実行 —InstallShield 技術を使って作成されたイ ンス ト ールは、 世界中 4 億以上のマシン上にイ

ンス ト ールされています。

3. ア ッ プデー ト の作成 —InstallShield を使用する と、 ソ フ ト ウ ェ ア開発者は素早 く パッ チおよびア ッ プデー ト を

ビルド する こ とができます。

4. ユーザーへの通知 —FlexNet Connect は、 新しいア ッ プデー ト のイ ンス ト ールが入手可能である こ と を各ユー

ザーに通知し ます。

5. ダウンロー ド と イ ンス ト ール — FlexNet Connect はア ッ プデー ト のダウンロー ド およびイ ンス ト ールをシーム

レスに統合し、 一括処理し ます。

6. レポー ト の表示  — FlexNet Connect はア ッ プデー ト の利用率について即座にフ ィ ー ドバッ ク を提供し ます。

InstallShield の起動
InstallShield のス ター ト  ページは、 InstallShield が起動された と き最初に表示されるページです。 ス ター ト  ページ

を使う と、 製品情報、 前回開いたプロジ ェ ク ト 、 InstallShield リ ソースに簡単にアクセスする こ とができます。
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InstallShield ス ター ト  ページ

InstallShield ス ター ト ページから、 製品情報、 最近開いたプロジ ェ ク ト 、 InstallShield のリ ソースに簡単にアクセス

する こ とができます。 [ ス ター ト  ページ ] は次のセクシ ョ ンに分かれています。

テーブル 2-2 • ス ター ト  ページのセク シ ョ ン

セクシ ョ ン 説明

プロジ ェ ク ト  タ スク プロジ ェ ク ト  タ スク を ク リ ッ ク し て、 新規プロジ ェ ク ト を簡単に作成し た り、 既存プ

ロジ ェ ク ト を開 く こ とができる他、 InstallShield のイ ンス ト ール付属のサンプル プロ

ジ ェ ク ト を参照する こ と もできます。 

ヘルプ ト ピ ッ ク アクセスの多いヘルプ ト ピ ッ ク を このセクシ ョ ンに示し ます。 [ ス ター ト ] ページか

ら InstallShield ヘルプ ラ イブ ラ リ全体にアクセスするには、 F1 を押すか [ リ ソース ] 

セクシ ョ ンのヘルプ ラ イブ ラ リ リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

( 最近開いたプロジ ェ

ク ト )

ス ター ト  ページの中央には、 前回アクセス し たプロジ ェ ク ト 、 プロジ ェ ク ト  タ イプ、

および前回変更が加えられた日時が表示されます。 

ス ター ト  ガイ ド InstallShield およびイ ンス ト ール作成ツールに関する知識レベルに基づいて、

InstallShield ヘルプ ラ イブラ リのどの ト ピ ッ ク を読むべきかを案内するス ター ト  ガイ

ド を ク リ ッ ク し て く ださい。
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プロジ ェ ク ト について
プロジ ェ ク ト について
イ ンス ト ールを作成する と、 InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ise) も作成されます。 このフ ァ イルに、 イ ンス

ト ール フ ァ イル ( .msi) フ ァ イルをビルド するために必要なすべてのロジ ッ クや情報が格納されます。 InstallShield 

プロジ ェ ク ト は、 プロジ ェ ク ト の出力を構成する フ ァ イル、 フ ォルダーおよびオペレーシ ョ ンを指定し ます。 プ

ロジ ェ ク ト の出力はイ ンス ト ールです。

プロジ ェ ク ト は、 必要度に応じ てシンプルにも複雑にもな り ます。 シンプルなプロジ ェ ク ト は、 フ ァ イル、 機能、

レジス ト リ エン ト リのみとい う こ と もあ り ます。 よ り複雑なプロジ ェ ク ト はこれらの他さ らに、 再配布可能フ ァ

イル、 初期化フ ァ イルの変更を含み、 外部の .dll フ ァ イル関数を呼び出すこ と もあり ます。

リ ソース [ リ ソース ]  セクシ ョ ンには、 役に立つ InstallShield 情報へのリ ン クが表示されていま

す。

• ヘルプ ラ イブ ラ リ — InstallShield のマニュアルを表示し ます。

• InstallShield コ ミ ュニテ ィ — 他の InstallShield ユーザーとの情報交換、 質問の投

稿、 または回答の検索ができる Web ベースのフ ォーラムです。

• オン ラ イ ン セ ミ ナー —InstallShield の評価、 またフ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ ア製品

を最大限に利用するのに役立つ Web ベースの無料セ ミ ナーへのリ ン クです。

• ダウンロー ド — 最新版の InstallShield 前提条件、 InstallShield マージ モジュール、

オブジ ェ ク ト 、 ならびにサービス パッ ク、 パッ チなど、 ご使用中の InstallShield 

バージ ョ ンで利用できるダウンロー ドへのリ ン クです。

• リ リース ノ ー ト — フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ ア Web サイ ト のナレ ッ ジ ベースに掲

載されている リ リース ノ ー ト を表示し ます。

• 既知の問題 — ご使用中の InstallShield バージ ョ ンに関する既知の問題を取り扱う

ナレ ッ ジベース記事を表示し、 ワーク アラウン ド および解決策を提供し ます。

• ア ッ プグレー ド アラー ト — ナレ ッ ジベース記事が表示され、 InstallShield の初期

のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition に

ア ッ プグレー ド し たと きに発生する可能性がある問題についての情報が提供され

ます。 また、 新しい InstallShield 2014 Express Edition プロジ ェ ク ト と以前のバー

ジ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト 間の潜在的な動作の違いについて

もアラー ト し ます。

• RSS フ ィ ー ド —InstallShield ナレ ッ ジ ベース記事をサブスク ラ イブできる Web 

ページが表示されます。

お問い合わせ フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ ア Web サイ ト の [ サポー ト ] にアクセス し た り、 カス タ マー 

エクスペ リ エンス向上プログラムに参加するには、 このセクシ ョ ンにある リ ン クの 1 

つを ク リ ッ ク し て く ださい。

テーブル 2-2 • ス ター ト  ページのセク シ ョ ン ( 続き )

セクシ ョ ン 説明
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プロジ ェ ク ト の種類

InstallShield は様々なプロジ ェ ク ト の種類を提供し、 エン ド ユーザー向けの最適なプロジ ェ ク ト の作成を支援し ま

す。

• Express プロジ ェ ク ト —Express プロジ ェ ク ト は、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスを提供するため

に Windows Installer を利用し ます。 このプロジ ェ ク ト の種類を選択し た場合、 機能を作成し、 アプ リ ケーシ ョ

ン フ ァ イルおよび他の配布可能なデータ をすべて指定する必要があ り ます。

• QuickPatch プロジ ェ ク ト  — このプロジ ェ ク ト  タ イプは、 サイズの小さいシングル ア ッ プグレー ド をエン ド

ユーザーへ配布し たいイ ンス ト ール作成者にお勧めし ます。 QuickPatch の作成は、 新規 QuickPatch ウ ィ ザー

ド を使って開始し て く だ さい。

• Visual Basic .NET ウ ィ ザー ド —Visual Basic .NET、 Visual C++ .NET および C# .NET 用の Visual Studio .NET ウ ィ

ザー ド を起動する と き、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• Visual C++ .NET ウ ィ ザー ド —Visual Basic .NET、 Visual C++ .NET および C# .NET 用の Visual Studio .NET ウ ィ

ザー ド を起動する と き、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• C# .NET ウ ィ ザー ド —Visual Basic .NET、 Visual C++ .NET および C# .NET 用の Visual Studio .NET ウ ィ ザー ド を

起動する と き、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

Express プロジ ェ ク ト

Express は InstallShield でイ ンス ト ールを作成するための標準プロジ ェ ク ト  タ イプです。 Express プロジ ェ ク ト は、

イ ンス ト ール全体を実行に Windows Installer サービスを使用し ます。 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イス

のフ ローは、 .msi パッ ケージで直接作成する こ とができ、 Windows Installer サービスはユーザー イ ン ターフ ェ イス

のネイテ ィ ブなレンダ リ ング機能を使用し て、 エン ド ユーザーに UI を表示し ます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト

QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 規模の小さいシングル ア ッ プグレー ド をユーザーへ配布し たいイ ンス ト ール作成者

へお勧めするプロジ ェ ク ト の種類です。 カス タム アクシ ョ ンの追加、 .ini データの変更などのよ り広範囲におよび

変更には通常、 標準パッ チが必要です。

QuickPatch はカス タ マイズ可能な範囲が限られてはいますが、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューを使わないシンプルな

パッ チ構成方法と し て利用できます。 基本的にどち らのパッ チ作成方法も同じ配布タ イプ (.msp と .exe フ ァ イル ) 

を作成し ます。

QuickPatch では、 次のすべてを実行する こ とができます。

• 元のイ ンス ト ールまたは以前の QuickPatch へ新しいフ ァ イルを追加する。

• 元のイ ンス ト ールのフ ァ イルを削除する。

• 以前の QuickPatch と共に追加されたフ ァ イルを削除する。

• 上記と同じ操作をレジス ト リ エン ト リ で実行する。

• 元のイ ンス ト ールに含まれていたが、 現在の QuickPatch プロジ ェ ク ト には適用し ないカス タム アクシ ョ ンを

削除する。
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QuickPatch プロジ ェ ク ト の作成は、 新規 QuickPatch ウ ィ ザー ド で始めます。 ウ ィ ザー ド を完了する と、

QuickPatch プロジ ェ ク ト に必要な基本条件をすべて満たすこ とができます。 プロジ ェ ク ト 設定はそのあと 

InstallShield で開いた時に構成する こ とができます。

プロジ ェ ク ト の使用

InstallShield では、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト から InstallShield 内で機能性を再使用する こ とができる InstallShield 

オブジ ェ ク ト  プロジ ェ ク ト まで、 様々な種類のプロジ ェ ク ト を作成、 編集、 ア ッ プグレー ド および保存する こ と

ができます。

このセクシ ョ ン内のページでは、 特定のプロジ ェ ク ト  タ イプの作成方法、 プロジ ェ ク ト の保存方法、 およびその

他の関連情報を含むさ まざまな ト ピ ッ クが網羅されています。

新規プロジ ェ ク ト の作成

InstallShield プロジ ェ ク ト を新規に作成する と き、 その方法はい く つかあり ます。

タ スク : 新しいプロジ ェ ク ト を作成するには、 以下のいずれかを行います。

• ツールバーまたは ス ター ト  ページで [ 新規プロジ ェ ク ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• Ctrl+N を押し ます。

• [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 新規 ] を ク リ ッ ク し ます。

これらの手順を行う と、 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスが起動されるので、 そこから作成するプロジ ェ

ク ト を選択できます。 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスでイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を選択する と、 プ

ロジ ェ ク ト 作成を支援するプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト が起動し ます。

Microsoft Visual Studio 内から プロジ ェ ク ト を作成する

Microsoft Visual Studio .NET ワークスペース内から InstallShield プロジ ェ ク ト を作成する こ とができます。 詳細につ

いては、 「Microsoft Visual Studio で InstallShield プロジ ェ ク ト を作成する」 を参照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト を開 く

タ スク : 既存の InstallShield プロジ ェ ク ト を開 く には、 次のいずれかの操作を実行し ます。

• ツールバーにある [ プロジ ェ ク ト を開 く ] ボタ ンを ク リ ッ クする。

• [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

• CTRL+O を押す。

• ス ター ト  ページで、 [ 既存のプロジ ェ ク ト を開 く ] リ ン ク を ク リ ッ クするか、 または [ 最近開いたプロジ ェ ク

ト ] リ ン ク を ク リ ッ クする。
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• デスク ト ッ プ上または Windows エクスプローラー内でプロジ ェ ク ト  フ ァ イルをダブルク リ ッ クする。

特定のフ ァ イルまたはフ ァ イル リ ン ク を ク リ ッ ク し た場合を除き、 上のすべてのオプシ ョ ンで [ 開 く ] ダイアロ

グ ボ ッ クスが開 く ので、 こ こでプロジ ェ ク ト  フ ァ イルを参照する。

開きたいイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト がバージ ョ ン 3 以前の InstallShield Express で作成されている場合は、

「InstallShield の以前のバージ ョ ンからの移行する」 を参照し て く だ さい。

以前のバージ ョ ンの InstallShield で作成されたプロジ ェ ク ト を開 く

タ スク : 以前のバージ ョ ンの InstallShield で作成されたプロジ ェ ク ト を開 く には、 以下の手順に従います :

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [InstallShield Express プロジ ェ ク ト を開 く ] ダイアログ 

ボ ッ クスが開きます。

2. [ フ ァ イルの種類 ] リ ス ト から、 開きたいプロジ ェ ク ト の種類を選択し ます。

3. 必要なプロジ ェ ク ト フ ァ イルを選択し ます。

4. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し て、 このプロジ ェ ク ト の移行を開始し ます。

プロジ ェ ク ト の保存

新しいプロジ ェ ク ト を作成する と、 プロジ ェ ク ト は自動的に [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クス で指定し

た名前と場所を使って保存されます。

InstallShield では、 開いたプロジ ェ ク ト のコ ピーを新しいプロジ ェ ク ト と し て別の名前をつけて新しい場所に保存

する こ とができます。

新しい名前と場所でプロジ ェ ク ト を保存する

新しい名前をつけて新しい場所にプロジ ェ ク ト 保存し た と き、 名前が変更されたプロジ ェ ク ト フ ァ イルおよびそ

の関連フ ァ イル並びにフ ォルダーのコ ピーが新しい場所に保存されます。 次回プロジ ェ ク ト を保存する際、 変更

はすべてこの新しいフ ォルダーに保存されます。

タ スク : 新しい名前を付けて、 新しい場所にプロジ ェ ク ト を保存するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 名前を付けて保存 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 名前を付けて保存 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

2. [ 名前を付て保存 ] ボ ッ クスで、 適切な場所を選択し ます。
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メ モ • プロジ ェ ク ト を外部依存関係と共に保存する と、 新しいプロジ ェ ク ト はこれらのフ ァ イルの元のコ ピーをポ

イ ン ト し ます。 コ ピーは複製されません。 し たがって、 オ リ ジナルのプロジ ェ ク ト を削除する場合は、 新しいプ

ロジ ェ ク ト で使用する可能性のある フ ァ イルを削除し ないよ う に注意し て く だ さい。

デフ ォル ト のプロジ ェ ク ト の場所を変更する

すべての新しいプロジ ェ ク ト は次のデフ ォル ト の保存場所に保存されます :

C:\InstallShield 2014 Projects

タ スク : イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に新しいデフ ォル ト の場所を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。 Options ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. [ フ ァ イルの場所 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ プロジ ェ ク ト の場所 ] ボ ッ クスで、 新しいパスを入力するか、 または [ 参照 ] を ク リ ッ ク し て適切な場所を

見つけます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield で作成するすべての新しいプロジ ェ ク ト のデフ ォル ト の場所には、 指定された場所が使用されます。

このフ ォルダーはすべての新規プロジ ェ ク ト に対し て使用されますが、 既存のプロジ ェ ク ト は以前の場所にその

まま保存されます。

GUID

GUID は、 グローバル固有 ID (Globally Unique Identifier) の略です。 GUID は 128 ビ ッ ト 長で、 各 GUID は GUID 生成

に使用されるアルゴ リズムによ って一意になるよ う に生成されます。 GUID は固有でなければならないため、 COM 

ク ラスや製品コー ド、 およびその他のさ まざまなコー ド を識別するのに使用する こ とができます。

たと えば製品を イ ンス ト ールし た後で、

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Uninstall の下にキーを作成し、 イ ンス ト ー

ルの製品コー ド に従って命名する こ とができます。 このキーは製品名に従って命名されていたこ とがあり ま し た。

しかし このために競合が起きる可能性があ り ま し た。 2 つのイ ンス ト ールが同じ マシンにイ ンス ト ールされて、 両

方が同じ製品名を共有する場合、 同じ レジス ト リキーが共有される こ とになったからです。 GUID が使用されるよ

う になったため、 このよ う な競合が起きる こ とがな く な り ま し た。

GUID は {5D607F6A-AF48-4003-AFA8-69E019A4496F} のよ う な形式です。 GUID の文字はすべて大文字でなければ

な り ません。
InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド ISE-2100-UG00 67



第 2 章 : ス ター ト  ガイ ド

サンプル フ ァ イル
プロジ ェ ク ト の GUID

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成する と、 プロジ ェ ク ト に関連し た多 く の異なる GUID ができます。

プロジ ェ ク ト で GUID を変更する必要がある場合についての情報は、 「パッ ケージ コー ド、 製品バージ ョ ン、 およ

び製品コー ドのア ッ プデー ト 」 を参照し て く ださい。

サンプル フ ァ イル
い く つかのサンプル フ ァ イルが InstallShield に含まれています。 これらのフ ァ イルは、 次の場所の Samples フ ォ

ルダーに格納されています。

InstallShield Program Files フ ォルダー \Samples

これらのフ ァ イルは、 InstallShield ヘルプ ラ イブラ リ で提供されているチュー ト リ アルと共に使用する こ とができ

ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト
InstallShield が提供するプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を使って、 基本イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を短期間で簡単に作

成する こ とができます。 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト はイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 作業のフ レームワーク を提供

し、 プロジ ェ ク ト 作成プロセスの手順を案内し、 その関連情報を提供し ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト のし く み

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を新し く 作成する と、 [ プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト ] ビ ューが自動的に開きます。 プ

ロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト は Express プロジ ェ ク ト  タ イプで使用できます。

テーブル 2-3 • GUID

GUID 名 説明

製品コー ド と製品 GUID 製品 GUID は、 アプ リ ケーシ ョ ンを一意に識

別し ます。

パッ ケージコー ド とパッ ケージ GUID パッ ケージ コー ドはイ ンス ト ール パッ ケージ

を一意に識別し ます。

QuickPatch GUID パッ チ GUID は QuickPatch パッ ケージを一意

に識別し ます。

ア ッ プグレー ド コー ド と ア ッ プグレー ド 

GUID

ア ッ プグレー ド GUID はア ッ プグレー ドの目

的で製品のフ ァ ミ リーを識別し ます。 これは

ア ッ プグレー ド に重要です。
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プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で入力し た情報は、 基本と なるプロジ ェ ク ト  フ ァ イルに直接保存されます。 そこで、

イ ンス ト ール デザイナー ( 下記参照 ) に切替えて、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスの機能を最大限に活かし て情報

を表示し た り変更し た りする こ とができます。 この場合、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を使用する と、 必要に応じ

てイ ンス ト ール デザイナーを使用する高度なイ ンス ト ールのために基礎を作成し ます。

イ ンス ト ールデザイナとの統合

Express プロジ ェ ク ト  タ イプに提供されている [ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブには、 InstallShield イ ン ターフ ェ

イスのビ ューがすべて表示されます。 こ こから、 よ り複雑でパワフルな要素を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加

する こ とができます。 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成し てから、 イ ンス ト ールデ

ザイナー を使用し てプロジ ェ ク ト 要素を微調整する こ とができます。

イ ンス ト ール デザイナーと プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト は同時に実行されます。 一方に変更を加える と、 すぐにも

う一方にその変更が反映されます。 た と えば、 [ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブである機能を削除する と、 その機

能はイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト からな く な り、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でも表示されな く な り ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を使用する

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を新し く 作成する と、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト が自動的に開きます。 ウ ェルカム 

ページには、 イ ンス ト ール デザイ ンのダイアグラムがあ り、 イ ンス ト ール作成の手順が一目で分かるよ う になっ

ています。 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を使ってプロジ ェ ク ト を作成するか、 [ イ ンス ト ールデザイナ ] タ ブを ク

リ ッ ク し て基本のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を さ らに定義し ます。

リ ス ト コ ン ト ロールの使用

適用する場合は各ページには最大で 3 つのリ ス ト コ ン ト ロールが含まれ、 これらはイ ンス ト ールの作成と情報の

検索に役立ちます。

• その他のオプシ ョ ン — プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト  ページにある特定部分に関する追加構成オプシ ョ ンを提供

し ます。 これらは、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の機能のための他よ り一般的ではないオプシ ョ ンです。

• 他の場所 — 現在のプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト のページに対応する イ ンス ト ール デザイナー内のビ ュー。 リ ン

ク を ク リ ッ クする と、 イ ンス ト ール デザイナが起動され、 そのビ ューがアク テ ィ ブにな り ます。

• ヘルプ リ ン ク — このリ ス ト は現在のプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト  ページに関連するヘルプ ト ピ ッ クへのリ ン

ク を提供し ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト 内を移動する

タ スク : 別のプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト に移動するには、 次のどれかを実行し ます。

• 特定のページに直接移動するには、 ページの下部にあるナビゲーシ ョ ン バーで表示されている該当するアイ

コ ンを ク リ ッ ク し ます。

• プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の手順に従う には、 以下の通り に実行し ます。

• [ 次へ ] または [ 戻る ] 矢印ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 前 / 後ろに移動し ます。
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• CTRL+TAB を押すと、 次のページに移動し、 CTRL+SHIFT+TAB を押すと、 前のページに移動し ます。

• [ ホーム ] に戻ってイ ンス ト ールデザイ ン解説図を表示するには、 ナビゲーシ ョ ンバーの [ ホーム ] ボタ ンを

ク リ ッ ク し ます。

イ ンス ト ール デザイナーを開 く

[ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブには、 InstallShield イ ンス ト ール開発環境 (IDE) のビ ューが表示されます。 こ こか

ら、 よ り複雑でパワフルな要素を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 イ ンス ト ール デザイ

ナーでビ ューを開 く には、 [ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

メ モ • イ ンス ト ール デザイナーと プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト は同時に実行されます。 一方に変更を加える と、 す

ぐにも う一方にその変更が反映されます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を非表示にする

タ スク : プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を非表示にするには、 以下の手順を実行し ます。

[ ビ ュー ] メ ニューで、 [ プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト  コマン ドの隣にあったチ ェ ッ ク マークが消えて、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト が非表

示と な り ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト は [ ビ ュー ] メ ニューで選択されるまで非表示のままです。 新しいプロジ ェ ク ト を作

成し て、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト  コマン ドが選択解除されている場合は、 イ ンス ト ール デザイナーがデフ ォ

ル ト のタ ブ と な り ます。

[ アプ リ ケーシ ョ ン情報 ] ページ

[ アプ リ ケーシ ョ ン情報 ] ページで、 プロジ ェ ク ト がイ ンス ト ールするアプ リ ケーシ ョ ンに関する情報を指定する

こ とができます。 これには、 アプ リ ケーシ ョ ン名とバージ ョ ン、 会社名、 Web サイ ト  ア ド レス、 およびアプ リ

ケーシ ョ ン アイ コ ンがあ り ます。

コ ン ト ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ]

コ ン ト ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] には、 コ ンピ ューター システムにイ ンス ト ールされているア

プ リ ケーシ ョ ンの一覧が表示されます。 特定のプログラムについての情報を表示し た り、 プログラムを追加、 変

更または削除する こ とができます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン情報 ] ページに提供する情報は、 アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス

ト ールされた時にその [ プログラムの追加と削除 ] の情報を完成する際に利用されます。
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イ ンス ト ールの会社名と製品名

会社名と製品名は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の数箇所で使用されます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内で会社名はどのよ う に使われますか？

会社名は、 アプ リ ケーシ ョ ンのデフ ォル ト  イ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ を設定するのに使用されます。 また、 エン

ド ユーザーのシステム上のアプ リ ケーシ ョ ンのコ ン ト ロール パネルにある [ プログラムの追加と削除 ] でも使用

されます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内で製品名はどのよ う に使われますか？

製品名はアプ リ ケーシ ョ ンの [ プログラムの追加と削除 ] ( サポー ト 情報リ ン ク ) で使用されてます。 これはデ

フ ォル ト  イ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リの設定にも使用されます。

[ イ ンス ト ール要件 ] ページ

[ イ ンス ト ール要件 ] ページでは、 ターゲッ ト  システムのイ ンス ト ールの要件を簡単に設定する こ とができます。

たと えば、 アプ リ ケーシ ョ ンに特定の OS が必要な場合、 このページの最初の部分で示すこ とができます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でオペレーテ ィ ング システム要件を指定する

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ール要件 ] ページでオペレーテ ィ ング システム要件を指定する と、

InstallShield が起動条件を作成し ます。 これらの条件は .msi フ ァ イルの LaunchCondition テーブルに追加されます。

InstallShield がオペレーテ ィ ング システム起動条件を作成する方法

[ イ ンス ト ール要件 ] ページでオペレーテ ィ ング システム要件を指定する と、 アプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト し ない

オペレーテ ィ ング システムを除外する こ とにな り ます。

たと えば、 最新 Windows オペレーテ ィ ング システムのチ ェ ッ ク ボ ッ クスのみを選択し た場合、 InstallShield は [ イ

ンス ト ール要件 ] ページで選択し なかったオペレーテ ィ ング システムを除外する起動条件を作成し ます。 この起

動条件タ イプでは、 将来的に リ リース される Windows オペレーテ ィ ング システムのバージ ョ ンが自動的にサポー

ト されます。 これは起動条件で除外されていないためです。

イ ンス ト ールによる要件確認のタ イ ミ ング

必要なソ フ ト ウ ェ アまたはオペレーテ ィ ング システムがターゲッ ト  システムに確実に存在するよ う、 イ ンス ト ー

ルはフ ァ イル転送を開始する前にイ ンス ト ールについてこれらの必要条件を確認し ます。

ソ フ ト ウ ェ ア要件のラ ン タ イム メ ッ セージを変更する

イ ンス ト ールにソ フ ト ウ ェ ア要件があ り、 ターゲッ ト  システムに選択されたソ フ ト ウ ェ アがない場合、 ラ ン タ イ

ムのメ ッ セージがイ ンス ト ール中に表示されます。 表示される メ ッ セージは編集できます。
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タ スク : ラ ン タ イム メ ッ セージを編集するには、 以下の手順を実行し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ イ ンス ト ール要件 ] ページを開きます。

2. ソ フ ト ウエア要件に関する質問には、 [ はい ] を選びます。

3. アプ リ ケーシ ョ ンに必要なソ フ ト ウ ェ アを選択し ます。 デフ ォル ト のラ ン タ イム メ ッ セージが右側に表示さ

れます。

4. ラ ン タ イム メ ッ セージを編集し ます。

カス タム イ ンス ト ール要件の作成

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト またはイ ンス ト ール デザイナー (IDE) の [ 必要条件 ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト で ターゲッ ト  システムの必要条件を指定する こ とができます。 システム ソ フ ト ウ ェ ア要件を指定す

る と き、 システム検索ウ ィ ザー ド を使用し ます。 [ システム検索ウ ィ ザー ド ] は、 イ ンス ト ール前にターゲッ ト の

システム上にある特定のフ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リキーまたは .ini 値を探す Windows Installer 機能を提供

し ます。

タ スク : プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト のシステム検索ウ ィ ザー ドへアクセスするには、 以下の手順を実行し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ イ ンス ト ール要件 ] ページを開きます。

2. [ 他のオプシ ョ ン ] 領域で、 [ カス タム ソ フ ト ウ ェ ア条件の作成 ] を ク リ ッ ク し ます。

[ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] ページ

[ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] ページで、 イ ンス ト ール プログラムがエン ド ユーザーに対し て表示する機能を

指定する こ とができます。 機能とは、 ユーザーから見て個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位のこ と で

す。 イ ンス ト ール中に [ カス タム ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプを選択する と、 個々の機能がエン ド ユーザーに対し て表

示されます。

メ モ • 機能には、 サブ機能やサブサブ機能などを含める こ と も可能で、 セ ッ ト ア ッ プ プログラムの要求に応じ て

必要なレベルの多層構造化が可能です。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で機能を追加する

タ スク : 機能を追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ イ ンス ト ール要件 ] ページを開きます。

2. イ ンス ト ール アーキテ クチャ を カス タ マイズし ますか ? の質問で、 [ はい ] を選択し ます。
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3. メ イ ン機能を追加するには、 [ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] エクスプローラーを ク リ ッ ク し ます。 サブ機能

を追加するには、 親機能と なる機能を ク リ ッ ク し てから [ 新規作成 ] を ク リ ッ ク し ます。 プロジ ェ ク ト  アシ

ス タ ン ト は新しい機能を作成し ます。

4. 機能に名前を付けるか、 後で [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し て名前を入力し ます。

複数機能イ ンス ト ールを作成するかど うかを判断する

機能は、 エン ド ユーザーから見たイ ンス ト ールの構成ブロ ッ クです。 このため、 機能はイ ンス ト ール内部での機

能上はっ き り と区別できる要素を象徴し な く てはな り ません。

アプ リ ケーシ ョ ンに機能的に異なるブロ ッ クが複数存在する場合、 複数機能イ ンス ト ールを作成し な く てはな り

ません。 たと えば、 イ ンス ト ールにアプ リ ケーシ ョ ン (.exe フ ァ イル ) とヘルプ ラ イブラ リ (.hlp フ ァ イル ) を含む

場合、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト は各要素につき 1 つの機能と し た最低 2 つの機能を含まな く てはな り ません。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト 内での複数機能イ ンス ト ールの作成に関する詳しい情報は、 「複数の機能を持つイ ンス

ト ールを作成する」 をご覧下さい。

複数の機能を持つイ ンス ト ールを作成する

イ ンス ト ール デザイナー (IDE) のプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を利用し て、 複数機能を持つイ ンス ト ールを作成す

る こ とができます。

タ スク : プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で複数機能イ ンス ト ールを作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ イ ンス ト ール要件 ] ページを開きます。

2. イ ンス ト ール アーキテ クチャ を カス タ マイズするには [ はい ] を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] エクスプローラーを ク リ ッ ク し てから、 [ 新規作成 ] を ク リ ッ ク し ます。 プ

ロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト は新規機能を作成し ます。

4. F2 を押すか、 機能を右ク リ ッ ク し て、 [ 名前の変更 ] を選択し て新しい機能の名前を付けます。

5. 同じ レベルに別の機能を追加するには、 [ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] エクスプローラーを ク リ ッ ク し てか

ら [ 新規作成 ] を ク リ ッ ク し ます。 サブ機能を作成するには、 親機能と なる機能を ク リ ッ ク し てから [ 新規作

成 ] を ク リ ッ ク し ます。 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト は新しい機能を作成し ます。

6. 必要に応じ て機能およびサブ機能を追加し ます。

デフ ォル ト の機能

デフ ォル ト の機能の概念はプロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でのみ存在し ます。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加され

たすべてのリ ソース ( たと えば、 フ ァ イルまたはレジス ト リデータ ) は機能に割り当てる必要があ り ます。 リ ソー

スが機能に割り当てられていない場合、 それらは実行時にターゲッ ト  システムへイ ンス ト ールされません。
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デフ ォル ト の機能を利用する と、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でのオーサリ ング作業が簡素化されます。 プロジ ェ

ク ト リ ソースが確実にイ ンス ト ールされるよ う機能への割り当てに気を配る必要はあり ません。 レジス ト リデー

タ を追加する と き、 新規シ ョ ー ト カ ッ ト を作成する と き、 またはすべてのアプ リ ケーシ ョ ンデータが選択された

時にフ ァ イルを追加する と き、 これらすべてのリ ソースはデフ ォル ト 機能へ追加されます。 これによ り、 プロ

ジ ェ ク ト  アシス タ ン ト に追加するすべてのプロジ ェ ク ト  リ ソースは、 ユーザーがイ ンス ト ールを実行し た と きに

ターゲッ ト  システムへイ ンス ト ールされます。

デフ ォル ト の機能の設定

デフ ォル ト の機能は、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] ページで設定する こ とがで

きます。

機能が存在し ない、 またはデフ ォル ト の機能が選択されていない場合はど う な り ますか ?

[ イ ンス ト ール アーキテ クチャ ] ページへ移動し た と き、 および [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ]、 [ アプ リ ケー

シ ョ ン シ ョ ー ト カ ッ ト ]、 または [ アプ リ ケーシ ョ ン レジス ト リ ] ページにデータ を追加し た と き、 InstallShield 

は 最初のルー ト 機能をデフ ォル ト の機能と し て選択し ます。 機能が存在し ない場合、 InstallShield がサイ レン ト で

作成し ます。

機能の階層を定義する

最上位の機能とは、 機能階層の最も上にある機能です。 最上位の機能にはイ ンス ト ールするアプ リ ケーシ ョ ン、

ヘルプ ラ イブ ラ リ機能、 そし てサンプル プロジ ェ ク ト 機能などを含みます。

最上位の機能の下には、 サブ機能または子機能があ り ます。 これはイ ンス ト ールの都合上、 別の機能に依存し て

いる機能です。 親機能 ( 最上位の機能 ) がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされないと、 子機能も イ ンス ト ー

ルされません。

[ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ] ページ

[ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ] ページでは、 機能に関連付ける フ ァ イルを指定する こ とができます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で機能にフ ァ イルを追加する

タ スク : フ ァ イルを機能に追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ] ページを開きます。

2. ページ上部にある機能リ ス ト で、 フ ァ イルが含まれる機能を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] エクスプローラーで、 フ ァ イルを追加する フ ォルダーを選択し ます。

4. [ フ ァ イルを追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

5. 追加する フ ァ イルを参照し ます。
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6. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し て、 選択し た機能にフ ァ イルを追加し ます。 「追加し たフ ァ イルには依存関係がある可

能性があ り ます」 とい う メ ッ セージが表示されます。

7. イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に依存関係を自動的に追加するよ う にする場合は、 [ はい ] を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で機能から フ ァ イルを削除する

タ スク : フ ァ イルを機能から削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ] ページを開きます。

2. 削除する フ ァ イルを ク リ ッ ク し て、 Delete キーを押し ます。

固定のフ ォルダーの場所へフ ァ イルを追加する

ターゲッ ト  システム上のどの場所にプロジ ェ ク ト フ ァ イルを イ ンス ト ールするのかが明白な場合、 固定フ ォル

ダーの場所へのパスをハー ド コー ド で入力する こ とができます。

タ スク : プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でフ ァ イルを固定フ ォルダーの場所へ追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ] ページを開きます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいフ ォルダー ] を選択し ます。

3. 新しいフ ォルダーの名前には、 た と えば C: の様にイ ンス ト ール先を含む ド ラ イブ名を入力し ます。

4. ド ラ イブ名フ ォルダーの下にサブ フ ォルダーを追加し て、 詳しいイ ンス ト ール先のパスを定義し ます。

追加の定義済みフ ォルダーを表示する

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ] ページには、 一般的によ く 利用される定義済みフ ォ

ルダーが表示されます。 このページで定義済みフ ォルダーを表示または非表示にする こ とができます。

タ スク : 追加定義済みフ ォルダーを表示するには、 以下の手順に従います :

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ] ページを開きます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] を右ク リ ッ ク し て、 [ 定義済みフ ォルダーを表示 ] を選択し ます。

3. 定義済みフ ォルダーのリ ス ト で表示する フ ォルダーを選択し ます。

ヒ ン ト • 定義済みフ ォルダーを非表示にするには、 定義済みフ ォルダーのリ ス ト で該当する ものについて選択を解

除し ます。
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[ アプ リ ケーシ ョ ンのシ ョ ー ト カ ッ ト ] ページ

[ アプ リ ケーシ ョ ン シ ョ ー ト カ ッ ト ] ページでは、 ターゲッ ト  システムのデスク ト ッ プ、 または [ ス ター ト ] メ

ニュー上にあるアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルのシ ョ ー ト カ ッ ト を指定できます。 デフ ォル ト で、 このページは [ プ

ロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト ] を使ってプロジ ェ ク ト に追加された各実行可能フ ァ イルのシ ョ ー ト カ ッ ト を表示し ま

す。 これらは削除する こ とができ、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に入れたシ ョ ー ト カ ッ ト を他のフ ァ イルに追加す

る こ と もできます。

フ ァ イル拡張子

フ ァ イル名拡張子の関連付け、 つま り フ ァ イルの関連付けは、 特定の種類のフ ァ イルを開 く のにどのアプ リ ケー

シ ョ ンを使用すべきかを Windows に指示するためのレジス ト リ設定です。 た と えば、 Windows は通常 Windows の

Notepad を使用し てテキス ト フ ァ イル (.txt の拡張子を持つフ ァ イル ) を開き、 Microsoft ペイ ン ト を使用し てビ ッ

ト マ ッ プ フ ァ イル (.bmp 拡張子を持つフ ァ イル ) を開きます。

フ ァ イル拡張子を使って、 フ ァ イルにアクセスせずにフ ァ イルの種類を識別する こ とができます。 フ ァ イル名の

末尾に接尾辞 (.abc) が追加されます。 フ ァ イル拡張子はまた、 別のアプ リ ケーシ ョ ンが拡張子に基づいてその

フ ァ イルと互換性があるかど うか ( たと えば、 そのフ ァ イルを開 く のか変更するのか ) を識別するのにも便利で

す。

InstallShield で、 [ フ ァ イルの拡張子 ] ビ ューで独自のフ ァ イル拡張子を登録する こ とができます。 フ ァ イル拡張子

を登録する と、 エン ド ユーザーがフ ァ イルを開いたと き、 ターゲッ ト  マシンのオペレーテ ィ ング システムが特

定のフ ァ イル拡張子と共にアプ リ ケーシ ョ ンを利用し てフ ァ イルを開 く よ う指示する こ とができます。

タ スク : プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ フ ァ イル拡張子 ] ビ ューへアクセスするには、 以下の手順を実行し ます。

[ アプ リ ケーシ ョ ン シ ョ ー ト カ ッ ト ] ページの [ その他のオプシ ョ ン ] エ リ アで、 [ フ ァ イルの拡張子 ] を ク リ ッ

ク し ます。 [ フ ァ イルの拡張子 ] ビ ューが開きます。

イ ンス ト ールに含まれていないフ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する

既にターゲッ ト  システム上に存在する フ ァ イルを対象と し たシ ョ ー ト カ ッ ト を作成するよ う にイ ンス ト ールを設

定できます。 このフ ァ イルはイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含まれている必要はあ り ません。

タ スク : イ ンス ト ールに含まれていないフ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. イ ンス ト ール デザイナーを開きます。

2. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し

ます。

3. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラで、 シ ョ ー ト カ ッ ト のイ ンス ト ール先を右ク リ ッ ク し てから、 [ 既存フ ァ

イルへの新しいシ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [ シ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ ト の参照 ] ダイアログが開き

ます。

4. ターゲッ ト  フ ァ イルの場所を参照し て " フ ァ イル名 " 設定にフ ァ イルの名前を入力し ます。
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5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

6. シ ョ ー ト カ ッ ト の設定を構成し ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でデフ ォル ト のシ ョ ー ト カ ッ ト を変更する

タ スク : デフ ォル ト のシ ョ ー ト カ ッ ト を変更するには、 以下の手順に従います :

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン シ ョ ー ト カ ッ ト ] ページを開きます。

2. 変更するシ ョ ー ト カ ッ ト を選択し ます。

3. 必要に応じ て変更を行います。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲ ッ ト にフ ァ イル拡張子を関
連付ける

フ ァ イル拡張子と シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト を関連付ける こ とができます。 これを行う と き、 Windows はター

ゲッ ト  フ ァ イルを使用し、 指定された拡張子のフ ァ イルを開きます。 たと えば、 .txt と入力する と、 エン ド ユー

ザーが 　 .txt フ ァ イルを開 く 際、 このシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト フ ァ イルが起動し て開きます。

タ スク : シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト を フ ァ イル拡張子に関連付けるには、 以下の手順に従います :

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン シ ョ ー ト カ ッ ト ] ページを開きます。

2. シ ョ ー ト カ ッ ト を ク リ ッ ク し て、 シ ョ ー ト カ ッ ト  オプシ ョ ンを有効にし ます。

3. [ シ ョ ー ト カ ッ ト と フ ァ イル拡張子を関連付けるオプシ ョ ン ] を選択し ます。

4. このシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト と関連付ける フ ァ イル拡張子を入力し ます ( 例、 txt)。 カ ンマで区切って複

数の拡張子を追加する こ と もできます。

[ アプ リ ケーシ ョ ン レジス ト リ ] ページ

[ アプ リ ケーシ ョ ン レジス ト リ ] ページでは、 アプ リ ケーシ ョ ンに必要なレジス ト リ データ を指定できます。

レジス ト リの更新

レジス ト リはコ ンピ ューターの構成情報が入ったデータベースです。 コ ンピ ューターのレジス ト リ に情報には

ユーザープロ フ ィ ール、 コ ンピ ューターにイ ンス ト ールされたハー ド ウエアおよびソ フ ト ウェ ア、 プロパテ ィ 設

定が含まれます。
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アプ リ ケーシ ョ ンに必要なレジス ト リデータの調べ方

アプ リ ケーシ ョ ン開発者にレジス ト リ情報をたずねて く だ さい。 特に、 イ ンス ト ールするアプ リ ケーシ ョ ンに

ユーザー固有 (HKEY_CURRENT_USER) またはマシン固有 (HKEY_LOCAL_MACHINE) の設定が必要かど うかを知る必

要があ り ます。

開発者から イ ンス ト ールに追加する .reg フ ァ イルを受け取り ます。 InstallShield では、 .reg フ ァ イルを イ ンス ト ー

ル プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する こ とができます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でレジス ト リ データ を構成する

タ スク : レジス ト リ データ を構成するには、 以下の手順に従います。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ンのレジス ト リ ] ページを開きます。

2. レジス ト リ データの構成についての質問に対し て、 [ はい ] を選択し ます。

3. データ を追加するレジス ト リ アイテムを右ク リ ッ ク し て、 [ 新規 ] を選択し てから [ キー ] をポイ ン ト し ま

す。

4. キーに名前を入力し ます。

5. キーを右ク リ ッ ク し、 [ 新規 ] を選択し てから適切なコ マン ド をポイ ン ト し ます。 登録するデータのタ イプに

よ って、 [ デフ ォル ト 値 ]、 [ 文字列値 ]、 [ バイナ リ値 ]、 [ DWORD 値 ]、 [ 拡張可能文字列値 ] または [ 複数行

値 ] から選択し ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でレジス ト リ データの値を変更する

タ スク : レジス ト リ データ を変更するには、 以下の手順に従います。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ンのレジス ト リ ] ページを開きます。

2. データ をダブルク リ ッ クする。 [ 編集 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. データ を編集し て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

機能にレジス ト リ データ を関連付ける

Express プロジ ェ ク ト では、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン レジス ト リ ] ページで追加し たすべ

てのレジス ト リ データがプロジ ェ ク ト のデフ ォル ト の機能へ追加されます。 イ ンス ト ール デザイナーでレジス ト

リ データ を別の機能に関連付ける こ とができます。
78 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 2 章 : ス ター ト  ガイ ド

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト
タ スク : イ ンス ト ール デザイナーを使って、 レジス ト リ データ をデフ ォル ト の機能以外の機能に関連付けるには、 以下の

手順を実行し ます :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビ ュー フ ィ ルター ] リ ス ト で、 レジス ト リ データ を関連付ける機能を選択し ます。

3. レジス ト リ データ を適切なレジス ト リの場所で作成するか、 またはド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ し ます。

レジス ト リ データ で変数データ型を使用する

プロジ ェ ク ト • この情報は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield ではイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 用レジス ト リデータ を作成する際に、 変数データ型またはプロパテ ィ

を利用する こ とができます。

タ スク : レジス ト リ で INSTALLDIR を変数と し て使用するには、 以下の手順に従います :

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ アプ リ ケーシ ョ ンのレジス ト リ ] ページを開きます。

2. [ はい ] を選択し て、 アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ールするレジス ト リ データ を構成する こ と を示し ます。

3. HKEY_CLASSES_ROOT を右ク リ ッ ク し、 [ 新規 ] をポイ ン ト し てから、 [ キー ] を ク リ ッ ク し ます。

4. キーに [ イ ンス ト ール先 ] とい う名前を付けます。

5. [ イ ンス ト ール先 ] キーを右ク リ ッ ク し、 [ 新規 ] をポイ ン ト し てから、 [ 文字列値 ] を ク リ ッ ク し ます。

6. 文字列値に My Installation Location と名前を付けます。

7. My Installation Location キーをダブルク リ ッ ク し ます。 [ データの編集 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

8. " 値データ " フ ィ ールド に [INSTALLDIR] と入力し ます。

実行時に、 [INSTALLDIR] の値はイ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ と置き換えられます。

アプ リ ケーシ ョ ン パス

アプ リ ケーシ ョ ン パスのレジス ト リ キーには、 指定アプ リ ケーシ ョ ンの .dll フ ァ イル用のプラ イベー ト 検索パス

と し て Windows が使用するデータが含まれます。 アプ リ ケーシ ョ ンの .dll フ ァ イルを PATH 環境変数で指定され

ていないデ ィ レ ク ト リ ( および、 アプ リ ケーシ ョ ンのデ ィ レ ク ト リ以外 ) にイ ンス ト ールする場合は 、 イ ンス

ト ール中に .dll フ ァ イル デ ィ レ ク ト リ を含む適切なアプ リ ケーシ ョ ン パスを設定するよ う にし て く ださい。 アプ

リ ケーシ ョ ン パス情報は、 レジス ト リの HKLM\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\App 

Paths\AppName.exe の下に格納されます。
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[ イ ンス ト ール イ ン タ ビ ュー ] ページ

[ イ ンス ト ール イ ン タ ビ ュー ] ページで、 イ ンス ト ール プログラムの実行時に、 エン ド ユーザーに表示するダイ

アログ ボ ッ クスを指定できます。 このページでの回答に従って、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト は対応するダイアロ

グ ボ ッ クスを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト でイ ンス ト ールに使用するダイアログを指定する

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ール イ ン タ ビ ュー ] ページに表示される質問に答える と、 作成し たイ ン

ス ト ール プログラムが実行される と きにエン ド ユーザーに対し て表示されるダイアログを指定する こ とができま

す。

タ スク : イ ンス ト ールのダイアログを指定するには、 次の手順に従います。

1. 使用許諾契約ダイアログを表示し ますか ?—[ はい ] を選択し て、 使用許諾契約書フ ァ イルを参照し ます。

2. ユーザーに対し て会社名とユーザー名の入力をプロンプ ト し ますか ?  — [ はい ] を選択し てこの情報を要求す

るダイアログを表示し ます。

3. ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール場所を変更する こ とができるよ う にし ますか ? —  [ はい ] を選択

し て、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールの場所を変更できるよ う にし ます。 詳細については、 「エン ド ユーザー

による イ ンス ト ール先の変更を許可する」 を参照し て く だ さい。

4. ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンの特定部分のみ選択し てイ ンス ト ールできるよ う にし ますか ? — [ はい ] を選択

し て、 エン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンの特定部分のみイ ンス ト ールできるよ う にし ます。 詳細について

は、 「イ ンス ト ールが選択できる イ ンス ト ールを作成する」 を参照し て く だ さい。

5. イ ンス ト ールの完了時にアプ リ ケーシ ョ ンを起動するオプシ ョ ンをユーザーに提供し ますか ?—[ はい ] を選

択し て、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを参照し ます。 このオプシ ョ ンが [ はい ] に設定される と、 最後のダイ

アログにはチ ェ ッ ク ボ ッ クスがあ り、 エン ド ユーザーが [ 完了 ] ボタ ンを押すと アプ リ ケーシ ョ ンが直ちに

起動し ます。

ヒ ン ト • カス タム グラ フ ィ ッ ク を イ ンス ト ール ダイアログに追加するには、 [ 他のオプシ ョ ン ] セクシ ョ ンで リ ン

ク を ク リ ッ ク し、 [ ダイアログイ メ ージ ] ダイアログ ボ ッ クスを起動し ます。

エン ド ユーザーによる イ ンス ト ール先の変更を許可する

エン ド ユーザーがシステム上でソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ール場所を選べるよ う に、 イ ンス ト ール場所の変更を許

可する こ とができます。

Windows Installer プロパテ ィ  INSTALLDIR はデフ ォル ト のイ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ と し て機能し ます。 ユーザー

がイ ンス ト ール先を変更できるよ う にし た場合、 イ ンス ト ール中に [ イ ンス ト ール先フ ォルダー ] ダイアログが表

示されます。
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使用許諾契約書

アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールするためには、 エン ド ユーザーは特定の法的条件に同意し な く てはな り ません。

たと えば、 ほとんどのソ フ ト ウ ェ ア ベンダーはユーザーによる ソ フ ト ウ ェ アのコ ピーや第三者への配布を禁止し

ています。

エン ド ユーザーがソ フ ト ウ ェ アイ ンス ト ールに関連する法的条件を確実に認識するよ う、 イ ンス ト ールは実行時

にエン ド ユーザー使用許諾契約書 (EULA) を [ 使用許諾契約 ] ダイアログに表示する こ とができます。 EULA はソ

フ ト ウ ェ アの使用についてエン ド ユーザーとの間に交わされる法的契約です。

[ 使用許諾契約書 ] ダイアログは、 使用許諾契約テキス ト および [ はい ]/[ いいえ ] オプシ ョ ンを表示し ます。 エ

ン ド ユーザーが EULA に同意し ない場合、 ソ フ ト ウ ェ アはイ ンス ト ールされる こ と な く イ ンス ト ール処理が終了

し ます。

タ スク : プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で [ 使用許諾契約書 ] ダイアログをプロジ ェ ク ト へ追加するには、 以下の手順を実行

し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ イ ンス ト ール イ ン タ ビ ュー ] ページを開きます。

2. [ はい ] を選択し て [ 使用許諾契約 ] ダイアログの追加を指定し ます。

3. 使用許諾契約書フ ァ イルへのパスを入力する、 またはフ ァ イルを参照し ます。 フ ァ イルはリ ッ チ テキス ト 形

式 (.rtf) でな く てはな り ません。

イ ンス ト ールが選択できる イ ンス ト ールを作成する

エン ド ユーザーがイ ンス ト ールする部分を選択し てシステムにイ ンス ト ールするよ う なイ ンス ト ールを作成する

こ とができます。 これは、 イ ンス ト ール内で使用できる機能の一覧を表示する カス タムイ ンス ト ールです。 エン

ド ユーザーは実行時に表示されるダイアログでイ ンス ト ールする機能を選択する こ とができます。

たと えば、 イ ンス ト ールの中にアプ リ ケーシ ョ ンの実行可能フ ァ イル （.exe） フ ァ イル、 ド キュ メ ン ト （.chm）

フ ァ イル、 およびサンプルフ ァ イルが入っている と し ます。 これらのフ ァ イルはすべて異なる機能の中に入って

いて、 オプシ ョ ン一覧からエン ド ユーザーに提供されます。 エン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンのみを必要とす

る場合は、 実行可能フ ァ イルだけを イ ンス ト ールし、 ド キュ メ ン ト  フ ァ イルとサンプル フ ァ イルはイ ンス ト ール

し ないよ う に選択する こ とができます。

[ イ ンス ト ールのビルド ] ページ

ヒ ン ト • 以下の手順は、 (Visual Studio との統合を行わず ) InstallShield 内部でビルド された リ リースに適用し ます。

Visual Studio 内部から InstallShield リ リースをビルド する方法については、 「Microsoft Visual Studio で リ リースをビ

ルド する」 を参照し て く だ さい。

[ イ ンス ト ールのビルド ] ページでは、 ビルド する タ イプを指定し、 再配布可能フ ァ イルを コ ピーする場所も指定

する こ とができます。 パッ ケージにデジ タル署名を行う こ と もできます。
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プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト から イ ンス ト ールをビルド する

ヒ ン ト • 以下の手順は、 (Visual Studio との統合を行わず ) InstallShield 内部でビルド された リ リースに適用し ます。

Visual Studio 内部から InstallShield リ リースをビルド する方法については、 「Microsoft Visual Studio で リ リースをビ

ルド する」 を参照し て く だ さい。

タ スク : イ ンス ト ールをビルド するには次の手順を実行し ます。

1. プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト で、 [ イ ンス ト ールのビルド ] ページを開きます。

2. イ ンス ト ールのイ メ ージの種類を選択し ます。

3. InstallShield で、 ビルド後に自動的にイ ンス ト ールを別の場所にコ ピーする場合、 各ビルド オプシ ョ ンのオプ

シ ョ ン配布の設定 リ ン ク を ク リ ッ ク し て、 場所を指定し ます。

ビルド後に InstallShield がイ ンス ト ールを配布するよ う に設定する場合、 各ビルド オプシ ョ ンの オプシ ョ ン配

布の設定 リ ン ク を ク リ ッ ク し て、 ビルド後に配布 をチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

4. Setup.exe フ ァ イルにデジ タル署名を行い、 アプ リ ケーシ ョ ンに含まれる コー ドが変更または破損し ていない

こ と をエン ド ユーザーに対し て保証するには、 [ セ ッ ト ア ッ プにデジ タル署名する ] ハイパーリ ン ク  を ク

リ ッ ク し ます。 [ セ ッ ト ア ッ プにデジ タル署名する ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 必要に応じ て設定を指

定し ます。

5. [ イ ンス ト ールのビルド ] を ク リ ッ ク し ます。

出力ウ ィ ン ド ウが開き、 ビルド プロセスについての情報が表示されます。 [ 出力 ] タ ブがログフ ァ イル情報を表示

する と、 ビルドが完了し ます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の完了後 : 次のステ ッ プ

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の一連のページでフ ィ ールドへの入力を完了する と、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の枠

組みが完成し ます。 これは機能する イ ンス ト ールと し て利用する こ とができ、 また必要に応じ て さ らにカス タ マ

イズする こ と も可能です。

プロジ ェ ク ト を さ らにカス タ マイズする

イ ンス ト ールデザイナから、 InstallShield で利用可能なすべてのイ ンス ト ール作成ビ ューへ簡単にアクセスする こ

とができます。 [ プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト ] ワークスペースの上部にある [ イ ンス ト ールデザイナ ] タ ブを ク

リ ッ ク し てビ ューを表示し ます。

イ ンス ト ール デザイナー内には、 作成中のプロジ ェ ク ト の種類で利用可能なビ ューが一覧と なった [ ビ ュー リ ス

ト ] があり ます。 ワークスペースの左側に [ ビ ュー リ ス ト ] を表示するには、 F4 を押し ます。

InstallShield ビ ューについて詳しい情報

各 InstallShield ビ ューの詳細については、 「ビ ュー リ フ ァ レンス」 を参照し て く だ さい。
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InstallShield イ ン ターフ ェ イスを使って作業する
InstallShield イ ン ターフ ェ イスは、 メ ニュー バー、 ツールバー、 ダイアログ ボ ッ クスなど通常の Windows ベース

の要素を も ったグラ フ ィ ッ クなユーザー イ ン ターフ ェ イスです。 このセクシ ョ ンでは、 これらの要素を使用し た

基本的な タ スクの実行方法、 および、 イ ン ターフ ェ イスのカス タ マイズの方法について説明し ます。

ビ ュー リ ス ト を表示する

タ スク : InstallShield イ ン ターフ ェ イスでビ ュー リ ス ト を表示するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield イ ン ターフ ェ イス上部の [ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

2. 以下のいずれかの方法でビ ュー リ ス ト を表示し ます。

• [ ビ ュー ] メ ニューで、 [ ビ ュー リ ス ト ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield イ ン ターフ ェ イスの左側に、

ビ ュー リ ス ト が表示されます。

• ツールバーの [ ビ ュー リ ス ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• F4 を押すと、 [ ビ ュー リ ス ト ] が表示または非表示にな り ます。

Opening Views in the InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスで
ビ ューを開 く

InstallShield での多 く の手順では、 まず最初にイ ンス ト ール開発環境 (IDE) で特定のビ ューを開きます。

タ スク : ビ ューを開 く には、 以下の手順を実行し ます。

1. [ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。 IDE の左側にビ ュー リ ス ト が表示されます。 ビ ュー リ

ス ト  が表示されない場合、 「ビ ュー リ ス ト を表示する」 を参照し て く だ さい。

2. ビ ュー リ ス ト で、 開 く ビ ューを選択し ます。 使用できるすべてのビ ューを表示するには、 [ ビ ュー リ ス ト ] 

フ ォルダーを展開し ます。

様々なビ ューで、 [ グループ ボ ッ クス ] 領域を使って作業する

InstallShield の多 く のビ ューには、 ビ ュー内の行をグループ分けする こ とができるグループ ボ ッ クス領域があり ま

す。 このグループ ボ ッ クスを含むビ ューでは、 行ヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クス ([ フ ィ ールド ご とにグループ分け

する と きは、 こ こにフ ィ ールド名を ド ラ ッ グし ます。 ] と表示される領域 ) に ド ラ ッ グするするだけで、 複数階層

のグループに分ける こ とができます。 ビ ュー内の行は、 グループ ボ ッ クスの配列に従って階層構造で表示されま

す。 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューは、 グループ ボ ッ クスを含むビ ューの １  つです。

グループ ボ ッ クスを使用する際、 以下の点を参考にし て く ださい :
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• 列ヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クス領域に移動する と き、 列ヘ ッ ダーを ド ラ ッ グし てグループ ボ ッ クスに ド ロ ッ

プ し ます。

• 列ヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クス領域にコ ピーする と き、 CTRL キーを押し ながら列ヘ ッ ダーを ド ラ ッ グし て

グループ ボ ッ クスに ド ロ ッ プ し ます。 この場合、 列ヘ ッ ダーはそのままの位置に残り、 またグループ ボ ッ ク

スにも表示されます。

• グループ ボ ッ クスのヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クス領域に ド ロ ッ プする と き、 別の列ヘ ッ ダー上に ド ロ ッ プす

る こ とができます。 これによ って、 行が階層構造で表示されます。

• 列ヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クスから削除するには、 グループ ボ ッ クス領域からそれを ド ラ ッ グし て列ヘ ッ

ダーの行に ド ロ ッ プ し ます。 列ヘ ッ ダーの行を ド ラ ッ グする と、 それを ド ロ ッ プ し た と きに列ヘ ッ ダー行の

どの位置に表示されるのかが、 矢印で示されます。

• グ リ ッ ド内のアイテムを特定の列ヘ ッ ダーご とに並べ替えるには、 グループ ボ ッ クス内または列ヘ ッ ダー行

内の列ヘ ッ ダーを ク リ ッ ク し ます。

次の例を使って、 ビ ュー内のコ ンテンツをグループ ボ ッ クスを使ってグループ化する様々な方法をデモンス ト

レーシ ョ ン し ます。

デフ ォル ト の動作 : グループ ボ ッ クス領域を空白にする

デフ ォル ト で、 グループ ボ ッ クスに列ヘ ッ ダーは表示されません。 次のスク リーン シ ョ ッ ト は、 [ 再配布可能

フ ァ イル ] ビ ューの一部です。 項目が [ 名前 ] 列で整列し ています。

図 2-3: [ グループ ボ ッ クス ] 領域を空白にする

1 つの列ヘ ッ ダーでグループ化する

CTRL を押し ながらグループ ボ ッ クスに列ヘ ッ ダーを ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする と き、 グリ ッ ドの行が項目ご

とにグループ化されます。 次のスク リーン シ ョ ッ ト は、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューの一部です。 行は、 プロ

ジ ェ ク ト に追加された再配布可能フ ァ イル ( チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択状態になっている再配布可能フ ァ イル ) を

識別しやすいよ う に編成されています。
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図 2-4: 1 つの列ヘ ッ ダーで行をグループ化する

2 つの列ヘ ッ ダーでグループ化する

CTRL を押し ながらグループ ボ ッ クスに列ヘ ッ ダーを ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする と き、 グリ ッ ドの行が複数の

項目ご とにグループ化されます。 次のスク リーン シ ョ ッ ト は、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューの一部です。 プロ

ジ ェ ク ト に追加された InstallShield 前提条件と マージ モジュールが、 識別しやす く グループ化されます。

図 2-5: チ ェ ッ ク ボ ッ クス列および種類列ご とに行を並べ替える
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ツールバーの表示または非表示

タ スク : ツールバーを表示または非表示にするには、 以下の手順を実行し ます。

• ツールバーを右ク リ ッ ク し て表示する、 または非表示にするツールバーを選択し ます。

• [ ツール ] メ ニューで、 [ カス タ マイズ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ カス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。 表示する各ツールバーのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 非表示にする各ツールバーのチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを選択解除し ます。

ツールバーにボタ ンおよび メ ニューを追加する

タ スク : ツールバーにボタ ンまたはメ ニューを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. 変更するツールバーが表示されている こ と を確認し ます。

2. [ ツール ] メ ニューで、 [ カス タ マイズ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ カス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。

3. [ コマン ド ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ カテゴ リ ] ボ ッ クスで、 追加するボタ ンまたはメ ニューのカテゴ リ を ク リ ッ ク し ます。

5. [ コマン ド ] ボ ッ クスから、 ボタ ンまたはメ ニューを適切なツールバーへド ラ ッ グし ます。

ヒ ン ト • 独自のカス タムツールバーを作成するには、 ボタ ンまたはメ ニューをツールバーの近 く にある灰色の空白

部分に ド ラ ッ グし ます。

ツールバーからボタ ンおよび メ ニューを削除する

タ スク : ツールバーからボタ ンまたはメ ニューを削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. 変更するツールバーが表示されている こ と を確認し ます。

2. [ ツール ] メ ニューで、 [ カス タ マイズ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ カス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。

3. 削除するボタ ンまたはメ ニューを右ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。
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カス タム ツールバーの作成

タ スク : カス タム ツールバーを作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ツール ] メ ニューで、 [ カス タ マイズ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ カス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。

2. [ ツールバー ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 新規 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 新規ツールバー ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. [ ツールバーの名前 ] テキス ト  ボ ッ クスにツールバーの説明的な名前を入力し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

5. メ ニューまたはボタ ンを追加し て、 新規作成し たツールバーを カス タ マイズし ます。

[ 出力 ] ウ ィ ン ド ウを固定する / 取り外す

[ 出力 ] ウ ィ ン ド ウ、 またその個別のタ ブは、 InstallShield のワークスペースの任意の側面に固定するか、 独立し た

場所に ド ラ ッ グする こ とができます。

[ 出力 ] ウ ィ ン ド ウまたはそのタ ブの 1 つを InstallShield イ ン ターフ ェ イスの端に ド ラ ッ グする と、 固定ウ ィ ン ド

ウと し て表示されます。 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウまたはそのタ ブの 1 つを InstallShield イ ン ターフ ェ イスの端から離れ

た場所に ド ラ ッ グする と、 取り外されます。

タ スク : [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウを取り外すには、 以下の手順に従います :

[ 出力 ] ウ ィ ン ド ウのタ イ ト ル バーを新しい場所に ド ラ ッ グし ます。 必要に応じ て、 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウのサイズ

を変更し ます。

タ スク : [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウを固定するには、 以下の手順に従います :

[ 出力 ] ウ ィ ン ド ウのタ イ ト ル バーを InstallShield イ ン ターフ ェ イスの右、 左、 上、 下の端に ド ラ ッ グし ます。

タ スク : [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウのタ ブを取り外すには、 以下の手順に従います :

タ ブを新しい場所に ド ラ ッ グし ます。 必要に応じ て、 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウのサイズを変更し ます。

タ スク : [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウのタ ブの 1 つを固定するには、 以下の手順に従います :

タ ブを InstallShield イ ン ターフ ェ イスの右、 左、 上、 下の端に ド ラ ッ グし ます。
InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド ISE-2100-UG00 87



第 2 章 : ス ター ト  ガイ ド

InstallShield の詳細設定を構成する
InstallShield の詳細設定を構成する
InstallShield  プログラム フ ァ イルの中に Settings.xml とい う フ ァ イルがあ り ます。 このフ ァ イルで、 InstallShield の

ためのマシン全体に関する詳細設定が一部含まれています。 InstallShield を イ ンス ト ールし た と き、 使用し ている 

InstallShield の言語に応じ て Settings.xml が次の場所の 1 つにイ ンス ト ールされます。

• 英語 —InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0409

• 日本語 —InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0411

通常、 Settings.xml フ ァ イルの変更は推奨されません。 ただ し、 あるケースでは、 このフ ァ イルでの変更が必要にな

る場合があ り ます。 このセクシ ョ ンでは、 Settings.xml の変更が必要にある場合のシナリ オがい く つか説明されてい

ます :

• デジ タル署名のタ イムス タ ンプ サーバーを変更する

• Setup.exe にス ト リームされる フ ァ イルの圧縮レベルを構成する

• .cab フ ァ イルの最大サイズを構成する

注意 • Settings.xml フ ァ イルには重要なデータが含まれているため、 フ ァ イルが間違って編集された場合、

InstallShield が正し く 動作し な く なる こ とがあり ます。 このフ ァ イルを編集する場合、 十分な注意が必要です。

デジ タル署名のタ イムス タ ンプ サーバーを変更する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• Express

• QuickPatch

リ リースのデジ タル署名情報を指定する と、 InstallShield はビルド中に、 VeriSign のサーバー (http://

timestamp.verisign.com/scripts/timstamp.dll) をデフ ォル ト のタ イムス タ ンプ サーバーと し て使用し ます。

InstallShield には、 そのデフ ォル ト  サーバーを異なる タ イム ス タ ンプ サーバーに変更できるマシン全体の設定が

あ り ます。 この設定を使って、 タ イムス タ ンプを無効にする こ と もできます。

注意 • 次の手順では、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを変更する必要があり ます。

このフ ァ イルには重要なデータが含まれているため、 フ ァ イルが間違って編集された場合、 InstallShield が正し く

動作し な く なる こ とがあ り ます。 このフ ァ イルを編集する場合、 十分な注意が必要です。
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タ スク : デジ タル署名のタ イムス タ ンプ サーバーを構成するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield を閉じ ます。

2. InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを見つけます。 Settings.xml は、 使用し ている 

InstallShield の言語に応じ て、 次のいずれかの場所にイ ンス ト ールされています :

• 英語 —InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0409

• 日本語 —InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0411

3. あと で元のバージ ョ ンに戻す必要がある と きのために、 Settings.xml フ ァ イルのバッ クア ッ プ コ ピーを作成し

ます。

4. テキス ト  エデ ィ ターまたは XML フ ァ イル エデ ィ ターを使って、 Settings.xml フ ァ イルを開きます。

5. <DigitalSignature> 要素を検索し ます。 要素は次のよ う に表示されています :

<DigitalSignature Timestamp="http://timestamp.verisign.com/scripts/timstamp.dll"/>

6. 別のタ イムス タ ンプ サーバーでオーバーラ イ ド するには、 Timestamp 属性の値を適切な URL に設定し ます。

タ イムス タ ンプを無効にするには、 Timestamp  属性の値を空白にし ます :

<DigitalSignature Timestamp=""/>

メ モ • タ イムス タ ンプを無効にする と、 デジ タル署名の有効期間に影響し ます。

7. Settings.xml フ ァ イルを保存し ます。

8. XML コー ドが適切に構成されている こ と を確認し て く ださい。 不適切なコー ドは、 InstallShield で問題が発生

する可能性があ り ます。 ほとんどの場合、 イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラーで Settings.xml フ ァ イルを開い

て、 不適切に書かれた XML コー ド を確認する こ とができます。 フ ァ イル内にある主な要素は、 縮小、 展開が

可能です。 これらが不可能な場合、 コー ド にエラーが無いか確認し て く だ さい。

デジ タル署名情報を含むリ リースをビルド するたびに、 構成された設定に基づいて InstallShield によ って タ イムス

タ ンプが設定されます。

Setup.exe にス ト リームされる フ ァ イルの圧縮レベルを構成する

InstallShield には、 ビルド時に Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされる フ ァ イルに使用する圧縮レベルを指定する こ

とができる設定が含まれています ( マシン全体に適用されます )。 以下は、 Setup.exe フ ァ イルにス ト リームする こ

とができる フ ァ イルの例です :

• すべての製品フ ァ イル ( すべてのフ ァ イルが Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールに圧縮される リ リースの場合 )

• "Setup.exe から抽出 " の場所がある InstallShield 前提条件イ ンス ト ール

• "Setup.exe から抽出 " の場所がある .NET Framework イ ンス ト ール

• "Setup.exe から抽出 " の場所がある Windows Installer イ ンス ト ール
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InstallShield では、 フ ァ イルが Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされる と き、 圧縮から除外する フ ァ イルを指定する

こ とができます ( ワイルド カー ド文字の使用可 )。

注意 • 次の手順では、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを変更する必要があり ます。

このフ ァ イルには重要なデータが含まれているため、 フ ァ イルが間違って編集された場合、 InstallShield が正し く

動作し な く なる こ とがあ り ます。 このフ ァ イルを編集する場合、 十分な注意が必要です。

タ スク : ス ト リームされたフ ァ イルの圧縮設定を構成するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield を閉じ ます。

2. InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを見つけます。 Settings.xml は、 使用し ている 

InstallShield の言語に応じ て、 次のいずれかの場所にイ ンス ト ールされています :

• 英語 —InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0409

• 日本語 —InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0411

3. あと で元のバージ ョ ンに戻す必要がある と きのために、 Settings.xml のバッ クア ッ プ コ ピーを作成し ます。

4. テキス ト  エデ ィ ターまたは XML フ ァ イル エデ ィ ターを使って、 Settings.xml フ ァ イルを開きます。

5. <StreamCompression> 要素を検索し ます。 要素は次のよ う に表示されています :

<StreamCompression exclude="*.CAB" compressionlevel="-1"/>

6. フ ァ イルが Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされる と き、 特定のフ ァ イルまたはフ ァ イルの種類を圧縮から除

外する場合、 除外属性の値を これらのフ ァ イルの名前に設定し ます。 次の事項に注意し て く だ さい。

• 複数のフ ァ イルを指定する場合、 各フ ァ イル名を カ ンマで区切り ます。

• ワイルド カー ド文字の指定には、 アス タ リ スク (*) を使用し ます。

たと えば、 .cab フ ァ イル、 .exe フ ァ イル、 および test.txt とい う名前のフ ァ イルを圧縮から除外するよ う に指

定する場合、 除外属性の値を次のよ う に設定し ます :

<StreamCompression exclude="*.CAB,*EXE,test.txt" compressionlevel="-1"/>

.cab フ ァ イルは圧縮フ ァ イルであるため、 デフ ォル ト の値は *.CAB に設定されています。

7. 以下のいずれかを実行し ます。

• 圧縮フ ァ イルのサイズと実行時に圧縮フ ァ イルを展開するために必要な時間のバラ ンスを考慮に入れた

圧縮レベルを使用する場合、 compressionlevel 属性の値を -1 に設定し ます。 これがデフ ォル ト の値です。

• 特定の圧縮レベルを指定する場合、 compressionlevel 属性の値に 0 から 9 の間の数値を指定し ます。 0 は

圧縮な し を意味し、 9 が最大圧縮を意味し ます。

一般的に、 0 から 9 の値を指定し た場合、 指定し た値が大きいほど、 圧縮されたフ ァ イルのサイズは小

さ く な り、 実行時にフ ァ イルを展開する と きの時間が長 く な り ます。

8. Settings.xml フ ァ イルを保存し ます。
90 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 2 章 : ス ター ト  ガイ ド

InstallShield の詳細設定を構成する
9. XML コー ドが適切に構成されている こ と を確認し て く ださい。 不適切なコー ドは、 InstallShield で問題が発生

する可能性があ り ます。 ほとんどの場合、 イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラーで Settings.xml フ ァ イルを開い

て、 不適切に書かれた XML コー ド を確認する こ とができます。 フ ァ イル内にある主な要素は、 縮小、 展開が

可能です。 これらが不可能な場合、 コー ド にエラーが無いか確認し て く だ さい。

圧縮された リ リースをビルド し た と き、 構成し た設定に従って、 フ ァ イルが Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされ

ます。

 .cab フ ァ イルの最大サイズを構成する

メ モ • この情報は、 すべてのフ ァ イルが単一フ ァ イルの .msi パッ ケージまたは Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツール

に埋め込まれている圧縮済みネ ッ ト ワーク イ メ ージ リ リースをビルド し ている場合のみ適用し ます。

.cab フ ァ イルには、 い く つかの制限事項があ り ます。 たと えば、 単一 .cab フ ァ イルの最大サイズは 2 GB に設定

されています。 また、 サイズの大きい .cab フ ァ イルを署名し よ う し た と き、 およびサイズの大きい署名済み .cab 

フ ァ イルのデジ タル署名を検証し よ う と し た と きに ト ラ ブルが生じ た経験があるユーザーもいるかも しれません。

これらの制限事項のワークアラウン ド と し て、 InstallShield では、 圧縮 SingleImage タ イプのリ リースに対し てビル

ド される各 .cab フ ァ イルの最大サイズを指定する こ とができます ( 設定はマシン全体に適用されます )。

InstallShield で、 リ リースの .cab フ ァ イルを作成し ている と き、 構成し た .cab フ ァ イルのし きい値に達する と、

データが 2 つ以上の .cab フ ァ イルに分割され、 マルチパー ト の .cab フ ァ イルが作成されます。 InstallShield でマル

チパー ト  .cab フ ァ イルを作成し ない場合、 単一の .cab フ ァ イルにデータ を格納するよ う に構成できます。

注意 • 次の手順では、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを変更する必要があり ます。

このフ ァ イルには重要なデータが含まれているため、 フ ァ イルが間違って編集された場合、 InstallShield が正し く

動作し な く なる こ とがあ り ます。 このフ ァ イルを編集する場合、 十分な注意が必要です。

タ スク : InstallShield でマルチパー ト  .cab フ ァ イルを作成するかど うか、 また .cab フ ァ イルの最大サイズを指定する場合、

以下の手順に従います :

1. InstallShield を閉じ ます。

2. InstallShield と共にイ ンス ト ールされている Settings.xml フ ァ イルを見つけます。 Settings.xml は、 使用し ている 

InstallShield の言語に応じ て、 次のいずれかの場所にイ ンス ト ールされています :

• 英語 —InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0409

• 日本語 —InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0411

3. あと で元のバージ ョ ンに戻す必要がある と きのために、 Settings.xml のバッ クア ッ プ コ ピーを作成し ます。

4. テキス ト  エデ ィ ターまたは XML フ ァ イル エデ ィ ターを使って、 Settings.xml フ ァ イルを開きます。

5. <CompressedNetworkCABSize> 要素を検索し ます。 要素は次のよ う に表示されています :

<CompressedNetworkCABSize default="600"/>
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6. 以下のいずれかを実行し ます。

• .cab フ ァ イルの最大サイズを設定する場合、 デフ ォル ト 属性の値と し てサイズを MB で入力し ます。 上

記の例では、 最大サイズは 600 に設定されています。 .cab フ ァ イルの最大サイズは 2 GB (2048 MB) に設

定されているため、 値は 2048 以下でなければな り ません。

デフ ォル ト 値は 600 です。

• InstallShield でマルチパー ト  .cab フ ァ イルを作成し ない場合、 デフ ォル ト 属性の値を -1 に設定し ます。

7. Settings.xml フ ァ イルを保存し ます。

8. XML コー ドが適切に構成されている こ と を確認し て く ださい。 不適切なコー ドは、 InstallShield で問題が発生

する可能性があ り ます。 ほとんどの場合、 イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラーで Settings.xml フ ァ イルを開い

て、 不適切に書かれた XML コー ド を確認する こ とができます。 フ ァ イル内にある主な要素は、 縮小、 展開が

可能です。 これらが不可能な場合、 コー ド にエラーが無いか確認し て く だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ン プロジ ェ ク ト  タ イプの 1 つに圧縮された SingleImage リ リースをビルド し た と き、 Settings.xml 

フ ァ イルで構成し た要件に従って .cab フ ァ イルが作成されます。 Settings.xml フ ァ イルで指定し た値に応じ て、 .cab 

フ ァ イルが .msi パッ ケージの Media テーブルに表示されます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンからの移行する
以前のバージ ョ ンの InstallShield または InstallShield Express で作成し たセ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト がある場合、

新しいバージ ョ ンの InstallShield でそれらのプロジ ェ ク ト を開 く こ とができます。以前のバージ ョ ン と InstallShield 

2014 Express Edition では基本的な技術が異なるため、 古いプロジ ェ ク ト から新しいプロジ ェ ク ト へのア ッ プグ

レー ド プロセスにおいて、 必ずし も 1 対 1 の相関関係で新規プロジ ェ ク ト が作成されるわけではあり ません。 た

と えば、 以前のバージ ョ ンの InstallShield Express に存在し ていた InstallShield オブジ ェ ク ト は、 マージ モジュー

ルによ って置換されます。 場合によ っては、 以前のプロジ ェ ク ト に 2 つのオブジ ェ ク ト があった場合でも、 新し

いプロジ ェ ク ト では 1 つのマージ モジュールに置換される場合があ り ます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンからの移行については、 ド キュ メ ン ト の本セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

InstallShield 2013 Express Edition 以前からのプロジ ェ ク ト をア ッ
プグレー ド する

以下は、 InstallShield 2013 Express Edition および以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 

Express Edition にア ッ プグレー ド する際に発生する可能性のある問題についての情報です。 また、 新しい 

InstallShield 2014 Express Edition プロジ ェ ク ト と InstallShield 2013 Express Edition および以前のバージ ョ ンから 

InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト 間の潜在的な動作の違いについてもアラー

ト し ます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド に関する一般情
報

InstallShield 2014 Express Edition を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を

新しいバージ ョ ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する

と、 変換が行われる前に、 例えば .774 とい う フ ァ イル拡張子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが
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作成されます。 以前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ イ

ル名から .774 を取り除いて く だ さい。 InstallShield 2014 Express Edition プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの 

InstallShield で開 く こ とはできませんので注意し て く だ さい。

InstallShield Express Edition バージ ョ ン (InstallShield 2013 Express Edition 以前、 InstallShield 12 Express Edition 以前、

および InstallShield Express 5 以前 ) で作成し た既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグ

レー ド する こ とができます。 InstallShield MultiPlatform または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト は 

InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド する こ とはできませんので、 ご注意 く だ さい。

InstallShield 2012 Express Edition 以前からのプロジ ェ ク ト をア ッ
プグレー ド する

以下は、 InstallShield 2012 Spring Express Edition および以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 

2014 Express Edition にア ッ プグレー ド する際に発生する可能性のある問題についての情報です。 また、 新しい 

InstallShield 2014 Express Edition プロジ ェ ク ト と InstallShield 2012 Spring Express Edition および以前のバージ ョ ンか

ら InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト 間の潜在的な動作の違いについてもア

ラー ト し ます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド に関する一般情
報

InstallShield 2014 Express Edition を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を

新しいバージ ョ ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する

と、 変換が行われる前に、 例えば .773 とい う フ ァ イル拡張子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが

作成されます。 以前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ イ

ル名から .773 を取り除いて く だ さい。 InstallShield 2014 Express Edition プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの 

InstallShield で開 く こ とはできませんので注意し て く だ さい。

InstallShield Express Edition バージ ョ ン (InstallShield 2012 Spring Express Edition 以前、InstallShield 12 Express Edition 

以前、 および InstallShield Express 5 以前 ) で作成し た既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition にア ッ

プグレー ド する こ とができます。 InstallShield MultiPlatform または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト

は InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド する こ とはできませんので、 ご注意 く だ さい。

すべてのプロジ ェ ク ト に影響する変更 ( 新規プロジ ェ ク ト およびア ッ プグレー ド されたプロ
ジ ェ ク ト )

ターゲ ッ ト  システムの要件における変更

InstallShield は、 今後 Windows 2000 システム用のイ ンス ト ール作成をサポー ト し ません。

InstallShield は、 今後 モバイル デバイス用のイ ンス ト ール作成をサポー ト し ません。 そのため、 [ モバイル デバイ

ス ] ビ ューおよびスマー ト  デバイス プロジ ェ ク ト  タ イプは、 今回よ り InstallShield に含まれていません。 スマー

ト  デバイス プロジ ェ ク ト を InstallShield 2012 Spring Express Edition 以前から InstallShield 2014 Express Edition に

ア ッ プグレー ド し よ う とする と、 InstallShield 2014 Express Edition がエラー メ ッ セージを表示し て、 プロジ ェ ク ト

を開 く こ とができません。 InstallShield 2012 Spring Express Edition 以前から InstallShield 2014 Express Edition にプロ

ジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド し て、 プロジ ェ ク ト がデスク ト ッ プ プラ ッ ト フ ォームを ターゲッ ト と し、 モバイル デ

バイス サポー ト を含む場合、 InstallShield はア ッ プグレー ド中にモバイル デバイス サポー ト を削除し て警告をロ

グ記録し ます。
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InstallShield を実行するシステムの要件に関する変更

InstallShield を実行するための最小オペレーテ ィ ング システム要件は、 Windows XP SP3  または Windows Server 

2003 SP2  です。 以前、 オペレーテ ィ ング システムの最小要件は、 これらのオペレーテ ィ ング システムのどち ら

かの RTM バージ ョ ンで し た。

InstallShield 2012 Express Edition 以前からのプロジ ェ ク ト をア ッ
プグレー ド する

以下は、 InstallShield 2012 Express Edition および以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 

Express Edition にア ッ プグレー ド する際に発生する可能性のある問題についての情報です。 また、 新しい 

InstallShield 2014 Express Edition プロジ ェ ク ト と InstallShield 2012 Express Edition および以前のバージ ョ ンから 

InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト 間の潜在的な動作の違いについてもアラー

ト し ます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド に関する一般情
報

InstallShield 2014 Express Edition を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を

新しいバージ ョ ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する

と、 変換が行われる前に、 例えば .772 とい う フ ァ イル拡張子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが

作成されます。 以前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ イ

ル名から .772 を取り除いて く だ さい。 InstallShield 2014 Express Edition プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの 

InstallShield で開 く こ とはできませんので注意し て く だ さい。

InstallShield Express Edition バージ ョ ン (InstallShield 2012 Express Edition 以前、 InstallShield 12 Express Edition 以前、

および InstallShield Express 5 以前 ) で作成し た既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグ

レー ド する こ とができます。 InstallShield MultiPlatform または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト は 

InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド する こ とはできませんので、 ご注意 く だ さい。

InstallShield 2011 Express Edition 以前からのプロジ ェ ク ト をア ッ
プグレー ド する

以下は、 InstallShield 2011 Express Edition および以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 

Express Edition にア ッ プグレー ド する際に発生する可能性のある問題についての情報です。 また、 新しい 

InstallShield 2014 Express Edition プロジ ェ ク ト と InstallShield 2011 Express Edition および以前のバージ ョ ンから 

InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト 間の潜在的な動作の違いについてもアラー

ト し ます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド に関する一般情
報

InstallShield 2014 Express Edition を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を

新しいバージ ョ ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する

と、 変換が行われる前に、 例えば 0.771 とい う フ ァ イル拡張子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピー

が作成されます。 以前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ
94 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 2 章 : ス ター ト  ガイ ド

InstallShield の以前のバージ ョ ンからの移行する
イル名から 0.771 を取り除いて く だ さい。 InstallShield 2014 Express Edition プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの 

InstallShield で開 く こ とはできませんので注意し て く だ さい。

InstallShield Express Edition バージ ョ ン (InstallShield 2011 Express Edition 以前、 InstallShield 12 Express Edition 以前、

および InstallShield Express 5 以前 ) で作成し た既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグ

レー ド する こ とができます。 InstallShield MultiPlatform または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト は 

InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド する こ とはできませんので、 ご注意 く だ さい。

すべてのプロジ ェ ク ト に影響する変更 ( 新規プロジ ェ ク ト およびア ッ プグレー ド されたプロ
ジ ェ ク ト )

このセクシ ョ ンでは、 新規プロジ ェ ク ト および InstallShield の以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト に影響する変更について説明されています。

Express プロジ ェ ク ト におけるビルド警告 -7235

デフ ォル ト で、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ機能は、 すべての Express プロジ ェ ク ト で有効になっています。 これは、

InstallShield 2014 Express Edition で作成された新しいプロジ ェ ク ト 、 および InstallShield の以前のバージ ョ ンから 

InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト に適用し ます。

Express プロジ ェ ク ト で、 必須識別タグ設定 ([ 一般情報 ] ビ ューの " 一意な ID"、 " タグ作成者 "、 " タグ作成者 

ID" 設定 ) にデータ を入力せずにリ リースをビルド する と、 そのプロジ ェ ク ト で タグ機能を有効のままにし ておい

た場合、 ビルド警告 -7235 が発生し ます。 このビルド警告では、 特定の必須タグが空白であるために、 ソ フ ト

ウ ェ ア識別タグが作成されず、 イ ンス ト ールに含まれなかったこ とが通知されます。 この警告を解決するには、 [

一般情報 ] ビ ューで、 各設定に適切な値を入力するか、 または " ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの使用 " 設定で [ いいえ ] 

を選択し ます。 

COM 抽出の変更

InstallShield では、 COM 抽出時に新しい監視方式をサポー ト し ます。 Windows Vista 以降のシステムまたは Windows 

Server 2008 以降のシステム上で、 InstallShield を使用し ている場合、 この新しい方式がデフ ォル ト と な り ます。 こ

の方法は、 カーネル ド ラ イバーを使って、 ビルド時のダイナ ミ ッ ク COM 抽出中、 およびデザイ ン時のス タ

テ ィ ッ ク COM 抽出中に変更されたレジス ト リ領域を監視し ます。 この新しい方式は、 DLL が既存のレジス ト リ 

エン ト リ を読み込んでビルド マシンへの変更を妨げる以前の方法の利点を組み合わせたものです。

必要な場合、 UseAPIRegistryHooks レジス ト リ値 (32 ビ ッ ト  マシンの場合は 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\InstallShield\RegSpy レジス ト リ キーに含まれる、 64 ビ ッ ト  マシンの場合は 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\InstallShield\RegSpy レジス ト リ キーに含まれる ) の値データ を

設定し て 3 つの異なる COM 抽出方式を切り替える こ とができます。 使用可能な REG_DWORD 値データ :

• 0—API フ ッ ク を使って、 既存 DLL のレジス ト リ エン ト リ を読み取り ます。

• 1— レジス ト リのリ ダイ レ ク ト を使って、 ビルド マシン上の登録済み DLL への変更を防止し ます。 値を設定

し なかった場合、 これが Windows XP および Windows Server 2003 システム上でのデフ ォル ト 動作と な り ます。

• 2— 新しいカーネル モー ドの監視を使って、 2 つのメ ソ ッ ドの両方の利点を組み合わせます。 値が設定されて

いない場合、 これが Windows Vista 以降および Windows Server 2008 以降のシステム上でのデフ ォル ト 動作と

な り ます。

この機能は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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InstallShield 2010 Express Edition 以前からのプロジ ェ ク ト をア ッ
プグレー ド する

以下は、 InstallShield 2010 Express Edition および以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 

Express Edition にア ッ プグレー ド する際に発生する可能性のある問題についての情報です。 また、 新しい 

InstallShield 2014 Express Edition プロジ ェ ク ト と InstallShield 2010 Express Edition および以前のバージ ョ ンから 

InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト 間の潜在的な動作の違いについてもアラー

ト し ます。

InstallShield の以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド に関する一般情
報

InstallShield 2014 Express Edition を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を

新しいバージ ョ ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する

と、 変換が行われる前に、 例えば .770 とい う フ ァ イル拡張子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが

作成されます。 以前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ イ

ル名から .770 を取り除いて く だ さい。 InstallShield 2014 Express Edition プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの 

InstallShield で開 く こ とはできませんので注意し て く だ さい。

InstallShield Express Edition バージ ョ ン (InstallShield 2010 Express Edition 以前、 InstallShield 12 Express Edition 以前、

および InstallShield Express 5 以前 ) で作成し た既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグ

レー ド する こ とができます。 InstallShield MultiPlatform または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト は 

InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド する こ とはできませんので、 ご注意 く だ さい。

すべてのプロジ ェ ク ト に影響する変更 ( 新規プロジ ェ ク ト およびア ッ プグレー ド されたプロ
ジ ェ ク ト )

このセクシ ョ ンでは、 新規プロジ ェ ク ト および InstallShield の以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト に影響する変更について説明されています。

Visual Studio 2003 以前の統合サポー ト の終了

Visual Studio 内部から直接 InstallShield プロジ ェ ク ト を作成、 編集、 およびビルド するには、 Visual Studio 2005 以

降が必要です。 InstallShield を Visual Studio 2003 以前と統合する こ とはできな く な り ま し た。

InstallShield は Setup.exe および Update.exe の Unicode バージ ョ ンのみをビルド ( 今回よ り、 ANSI バージ ョ

ンは作成できません )

今回よ り、 ではすべての Setup.exe と Update.exe フ ァ イルが Unicode でビルド されます。 これは、 InstallShield 2014 

Express Edition で作成されたすべての新しい Express プロジ ェ ク ト と QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。 ま

た、 InstallShield の以前のバージ ョ ンから InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド されたすべてのプロ

ジ ェ ク ト にも適用し ます。 このため、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールを Unicode バージ ョ ンまたは ANSI バージ ョ ンのど

ち らでビルド するかを指定するためのこれまでの設定は削除されま し た :

• Express プロジ ェ ク ト の [ リ リース ] ビ ューにある リ リースの [Setup.exe] タ ブにあった " セ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャの種類 " 設定が削除されま し た。

• QuickPatch プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューの [ ビルドの設定 ] 領域にある [ 詳細 ] タ ブから、 " ア ッ プ

デー ト  ラ ンチャの種類 " 設定が削除されま し た。
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[ リ リース ] ビ ューの [ ポス ト ビルド ] タ ブの新しい名前

[ リ リース ] ビ ューで リ リースを選択する と表示される タ ブの 1 つである [ ポス ト ビルド ] タ ブの名前が変更され

ま し た。 今回よ り、 このタ ブは [ イベン ト ] タ ブ と呼ばれます。 この変更は、 情報提供を目的と し て報告されてい

ます。

新規プロジ ェ ク ト に影響し、 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト に影響し ない変更

このセクシ ョ ンでは、 潜在的に新規プロジ ェ ク ト に影響し、 以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト には影響し ない InstallShield の変更について説明されています。 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト の場

合、 手動による変更が必要になる場合があ り ます。 

既存のプロジ ェ ク ト における既存の InstallShield 前提条件のデザイ ン時およびビルド時の場所変更

今回よ り、 InstallShield が InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq フ ァ イル )、 その関連データ フ ァ イル、 および依存

関係を検索する フ ォルダーを指定できるよ う にな り ま し た。 以前は、 InstallShield が .prq フ ァ イルを検索する フ ォ

ルダーは、 InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites のみで し た。

InstallShield 前提条件を InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites フ ォルダの場所から、 [ オプシ ョ ン ] ダ

イアログ ボ ッ クスの [ プロパテ ィ ] タ ブで定義し た新しいカス タム場所に移動させた場合、 InstallShield 2010 

Express Edition 以前のプロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド する と きに以下の手順が

必要な場合があ り ます :

1. [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで、 プロジ ェ ク ト に含まれているが、 カス タム場所に存在する各 InstallShield 

前提条件のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。 そのデータ フ ァ イルまたは依存関係がデフ ォル ト の場所から

カス タム場所に移動されている各 InstallShield 前提条件のチ ェ ッ ク ボ ッ クスも ク リ ア し ます。

2. 新しい [ 更新 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 手順 1 で、 プロジ ェ ク ト から削除し た各 InstallShield 前提条件のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

InstallShield がプロジ ェ ク ト の ISSetupPrerequisites テーブルから前提条件のパスを削除し ます。 InstallShield 2010 

Express Edition 以前のプロジ ェ ク ト では、 このテーブルには完全パスが格納されま し た。 前提条件のチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを ク リ ア し てから、 [ 更新 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ないで再び選択し た場合、 InstallShield は 

ISSetupPrerequisites テーブルにフ ァ イル名のみではな く 、 引き続き完全パスを使用し ます。

InstallShield 2010 Express Edition 以前のプロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド し た場合

で、 InstallShield 前提条件の場所を変更し てから、 プロジ ェ ク ト にその前提条件を追加し た場合、 この [ 更新 ] 手

順を行う必要はあ り ません。 また、 InstallShield 2014 Express Edition を使って新しいプロジ ェ ク ト を作成し た場合

も、 [ 更新 ] 手順は不要です。 両方の状況において、 InstallShield はプロジ ェ ク ト の ISSetupPrerequisites テーブル

にパスを含みません。 このため、 デフ ォル ト  パスではな く 、 カス タム検索パスを利用する こ とができます。

InstallShield 2009 Express Edition 以前からのプロジ ェ ク ト をア ッ
プグレー ド する

以下は、 InstallShield 2009 Express Edition および以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 

Express Edition にア ッ プグレー ド する際に発生する可能性のある問題についての情報です。 また、 新しい 

InstallShield 2014 Express Edition プロジ ェ ク ト と InstallShield 2009 Express Edition および以前のバージ ョ ンから 

InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト 間の潜在的な動作の違いについてもアラー

ト し ます。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンからの移行する
InstallShield Express Edition の以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド
に関する一般情報

InstallShield 2014 Express Edition を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を

新しいバージ ョ ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する

と、 変換が行われる前に、 例えば .768 とい う フ ァ イル拡張子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが

作成されます。 以前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ イ

ル名から .768 を取り除いて く だ さい。 InstallShield 2014 Express Edition プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの 

InstallShield Express Edition で開 く こ とはできませんので注意し て く だ さい。

InstallShield Express Edition バージ ョ ン (InstallShield 2009 Express Edition 以前、 InstallShield 12 Express Edition 以前、

および InstallShield Express 5 以前 ) で作成し た既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグ

レー ド する こ とができます。 InstallShield MultiPlatform または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト は 

InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド する こ とはできませんので、 ご注意 く だ さい。

InstallShield の複数エデ ィ シ ョ ンを イ ンス ト ールする

InstallShield 2010 の Premier、 Professional、 または Express は、 同時に同じ システム上に 1 つのエデ ィ シ ョ ンのみ

を イ ンス ト ールできます。 以前は、 InstallShield バージ ョ ンの Premier または Professional Edition がイ ンス ト ール

された同じ システム上に Express Edition を イ ンス ト ールする こ とが可能で し た。

InstallShield を実行できるサポー ト 対象オペレーテ ィ ング システムのリ ス ト における変更

今回よ り、 InstallShield ( オーサリ ング環境 ) を実行するシステムの最小オペレーテ ィ ング システム要件は、 

Windows XP または Windows Server 2003 です。 以前、 最小オペレーテ ィ ング システム要件は Windows 2000 XP3  で

し た。

すべてのプロジ ェ ク ト に影響する変更 ( 新規プロジ ェ ク ト およびア ッ プグレー ド されたプロ
ジ ェ ク ト )

このセクシ ョ ンでは、 新規プロジ ェ ク ト および InstallShield の以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト に影響する変更について説明されています。

Setup.exe が Windows 9x、 Windows NT4、 または Windows システムで実行不可能と な り ま し た

InstallShield で作成された Setup.exe イ ンス ト ールは、 Windows 9x、 Windows NT4、 または Windows Me 上で実行不可

能と な り ます。 エン ド ユーザーが Setup.exe を Windows 9x または Windows Me システム上で実行し よ う とする と、

「FullSetup.exePathAndFileName フ ァ イルには、 Windows の新しいバージ ョ ンが必要です。  Windows のバージ ョ ンを

ア ッ プグレー ド し て く だ さい。」 とい う エラー メ ッ セージが表示されます。 Windows NT4 システム上では、

Windows はメ ッ セージボ ッ クスを表示し て、 「FullSetup.exePathAndFileName は有効な Windows NT アプ リ ケーシ ョ ンで

はあ り ません。」 と エラーを通知し ます。

InstallShield では、 機能またはカス タム アクシ ョ ンの条件を作成する と き、 あるいは [ 要件 ] ビ ューでシステム 

ハー ド ウ ェ ア要件を構成する と きに、 これらのレガシー オペレーテ ィ ング システムを選択する こ とができな く な

り ま し た。InstallShield 2009 Express Edition 以前で作成された InstallScript プロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express 

Edition にア ッ プグレー ド し たと きに、 以前のプロジ ェ ク ト のオペレーテ ィ ング システムの設定にこれらのレガ

シー オペレーテ ィ ング  システムのみへの参照が含まれている場合、 レガシー オペレーテ ィ ング システムのオプ

シ ョ ンが、 [ 任意の OS バージ ョ ン ] オプシ ョ ンで置き換えられます。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンからの移行する
Windows Installer 1.x 再配布可能フ ァ イルが使用できな く な り ま し た

Windows Installer 1.x 再配布可能フ ァ イルは、 サポー ト されていない Windows のレガシー バージ ョ ンのみを ター

ゲッ ト とするため、 今後 InstallShield では使用できな く な り ま し た。 以前は、 [ リ リース ] ビ ューを使って、 プロ

ジ ェ ク ト に Windows Installer 1.x 再配布可能フ ァ イルを追加する こ とが可能で し た。

VBScript ラ ン タ イム フ ァ イルの再配布可能フ ァ イルが使用できな く な り ま し た

InstallShield では、 今回よ り、 VBScript ラ ン タ イム フ ァ イル用の InstallShield オブジ ェ ク ト が提供されていません。

この再配布可能フ ァ イルは、 今ではサポー ト されていない Windows の古いバージ ョ ンを ターゲッ ト と し ます。

QuickPatch の作成

InstallShield は、 QuickPatch リ リースの作成時に Windows Installer 4.5 パッ チ テ ク ノ ロジを使用し ます。 この変更

は、 情報提供を目的と し て報告されています。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューの変更

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューには、 強力な検索機能と組織化機能を提供する新しいツールバーとグループ ボ ッ ク

ス領域が追加されま し た。 このビ ューの新しい [ 詳細の表示 ] ボタ ンを使って、 選択し た再配布可能フ ァ イルにつ

いての詳細ペイ ンの表示 / 非表示を切り替える こ とができます。 詳細ペイ ンで、 再配布可能フ ァ イルがイ ンス

ト ールする フ ァ イルなどの情報を確認する こ とができます。 [ 詳細の表示 ] ボタ ンは、 以前、 このビ ューの右上に

あった [ 詳細の表示 ] および [ 詳細の非表示 ] リ ン クの代わり と な り ます。

新しいグループ ボ ッ クス領域は、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューの新しいツールバーの下にあり ます。 列ヘ ッ ダー

を、 このグループ ボ ッ クス領域に ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プ し て、 再配布可能フ ァ イルのリ ス ト を階層形式で表

示する こ とができます。 すべての再配布可能フ ァ イルをチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されているアイテムと選択され

ていないアイテムご とに 2 つのグループに分けて表示するには、 チ ェ ッ ク ボ ッ クス列をグループ ボ ッ クス領域に

ド ラ ッ グし ます。 これで、 プロジ ェ ク ト に含まれているすべての再配布可能フ ァ イルを認識しやす く な り ます。

これは、 以前、 任意の再配布可能フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから [ 選択し たアイテムのみを表示 ] を ク リ ッ ク し た

と きの動作と似ています。 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで [ 選択し たアイテムのみを表示 ] コマン ドは、 今後使

用できません。

詳細については、 「様々なビ ューで、 [ グループ ボ ッ クス ] 領域を使って作業する」 を参照し て く だ さい。

新規プロジ ェ ク ト に影響し、 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト に影響し ない変更

このセクシ ョ ンでは、 潜在的に新規プロジ ェ ク ト に影響し、 以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト には影響し ない InstallShield の変更について説明されています。 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト の場

合、 手動による変更が必要になる場合があ り ます。

フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのアクセス許可を保護するためのサポー ト 変更点

[ 一般情報 ] ビ ューに追加された " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定を使って、 プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イル、

フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーに設定する新しいアクセス許可について、 新しいカス タム InstallShield 処理ま

たは従来型の Windows Installer 処理のどち ら を使用するかを指定できます。 新しい [ カス タム InstallShield 処理 ] 

オプシ ョ ンには、 [ 従来型の Windows Installer 処理 ] オプシ ョ ンよ り も多 く の利点があ り ます。

すべての新しいプロジ ェ ク ト における、 この設定のデフ ォル ト 値は [ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンです。

プロジ ェ ク ト を InstallShield 2009 Express Edition 以前から InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド し た

場合、 この設定のデフ ォル ト 値は [ 従来型の Windows Installer 処理 ] オプシ ョ ンです。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンからの移行する
この新しい設定は、 Express プロジ ェ ク ト で使用できます。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのセキュ リ テ ィ 保護

• プロジ ェ ク ト で、 ロ ッ クダウン環境でのアクセス許可タ イプを選択する

ユーザーご と イ ンス ト ールの Windows Installer 5 Beta サポー ト における [ イ ンス ト ールの準備完了 ] ダイア

ログの変更

[ ダイアログ ] ビ ューにある "[ すべてのユーザー ] オプシ ョ ンの表示 " 設定では、 Windows Installer 5 のベータ版

で提供されている MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ が使用できます。 この設定を使って、 エン ド ユーザーが製品

をすべてのユーザー、 または現在のユーザーのみにイ ンス ト ールするかを選択できるオプシ ョ ンを提供するかど

うかを指定できます。 この設定で選択し た値に基づいて、 [ イ ンス ト ールの準備完了 ] ダイアログに、 エン ド ユー

ザーが製品を イ ンス ト ールする方法を指定できるボタ ンが含まれます。 このボタ ンは、 Windows 7 または Windows 

Server 2008 R2 が搭載されたシステム上でイ ンス ト ールが実行されたと きに表示されます。

"[ すべてのユーザー ] オプシ ョ ンの表示 " 設定は、 [ ダイアログ ] ビ ューで メ イ ン [ ダイアログ ] ノ ー ド を選択す

る と使用できます。 以前は、 このビ ューの [ ユーザー情報 ] ダイアログを選択する と使用できま し た。

InstallShield 2014 Express Edition で新しい Express プロジ ェ ク ト を作成し た と き、 "[ すべてのユーザー ] オプシ ョ

ンの表示 " 設定のデフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。 プロジ ェ ク ト を InstallShield 2009 Express Edition 以前から 

InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド する場合、 この値は次のよ う に設定されます :

• 以前のプロジ ェ ク ト で [ いいえ ] が選択されている場合、 ア ッ プグレー ド後のプロジ ェ ク ト では [ いいえ ] が

選択されます。

• 以前のプロジ ェ ク ト で [ はい ] が選択されている場合、 ア ッ プグレー ド後のプロジ ェ ク ト では [ はい ( すべて

のシステム )] が選択されます。 し たがって、 ターゲッ ト  システムに Windows 7 または Windows Server 2008 

R2 が搭載されている場合、 [ イ ンス ト ールの準備完了 ] ダイアログに、 エン ド ユーザーが製品のイ ンス ト ー

ル方法を指定できるボタ ンが含まれます。 ターゲッ ト  システムが Windows Vista 以前、 または Windows Server 

2008 以前である場合、 [ ユーザー情報 ] ダイアログに、 ユーザーが製品を イ ンス ト ールする方法を指定できる

ボタ ンが含まれます。

必要に応じ て、 値を変更できます。

Trialware サポー ト

Trialware ビ ューを含むのは InstallShield Premier Edition のみです。 このエデ ィ シ ョ ンでは、 Try and Die タ イプの 

Trialware を作成できます。 InstallShield は今後、 Try and Buy/ プロダク ト  アク テ ィ ベーシ ョ ン タ イプの Trialware 

を作成するためのサポー ト を含みません。

Compact プロジ ェ ク ト

InstallShield は、 今後 Compact プロジ ェ ク ト をサポー ト し ません。

Visual Studio の統合

Microsoft Visual Studio の統合は 1 回につき Express Edition の １  バージ ョ ン とのみ可能です。 システムで最後にイ

ンス ト ールまたは修復された InstallShield のバージ ョ ンが Visual Studio の統合に使用されます。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンからの移行する
InstallShield 2008 Express Edition 以前からのプロジ ェ ク ト をア ッ
プグレー ド する

以下は、 InstallShield 2008 Express Edition 以前から InstallShield 2014 Express Edition へア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト に影響が出る可能性がある変更についての説明です。

InstallShield Express Edition の以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド
する

InstallShield 2014 Express Edition を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を

新しいバージ ョ ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する

と、 変換が行われる前に、 例えば .765 とい う フ ァ イル拡張子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが

作成されます。 以前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ イ

ル名から .766 を取り除いて く だ さい。 InstallShield 2014 Express Edition プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの 

InstallShield Express Edition で開 く こ とはできませんので注意し て く だ さい。

次の InstallShield Express Edition バージ ョ ンで作成し た既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition に移行

する こ とができます : InstallShield 12 Express Edition 以前と InstallShield Express 5 以前。 InstallShield MultiPlatform 

または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト は InstallShield 2014 Express Edition に移行する こ とはでき

ませんの注意し て く だ さい。

すべてのプロジ ェ ク ト に影響する変更 ( 新規プロジ ェ ク ト およびア ッ プグレー ド されたプロ
ジ ェ ク ト )

このセクシ ョ ンでは、 新規プロジ ェ ク ト および InstallShield の以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト に影響する変更について説明されています。

新しい リ リ ース と新しい QuickPatch プロジ ェ ク ト 用の新しいデフ ォル ト  セ ッ ト ア ッ プ起動ツールの値 : 

Windows Installer を含めない

新しい Express または QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成し たと き、 Windows Installer エンジンの再配布可能フ ァ イル

がデフ ォル ト で含まれな く な り ま し た :

• Express プロジ ェ ク ト では、 Setup.exe タ ブにある " セ ッ ト ア ッ プ起動ツール " 設定のデフ ォル ト 値は、 現在 [

はい (MSI エンジンを含めない )] が設定されています。 この設定の以前のデフ ォル ト 値は [ はい (Windows NT 

および Windows 9x MSI エンジンを含める )] で し た。

• QuickPatch プロジ ェ ク ト では、[ 一般情報 ] ビ ューの [ 共通 ] タ ブにある [Windows Installer 2.0 エンジンを含め

る ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス と [Windows Installer 3.1 エンジンを含める ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスは、デフ ォル ト でク リ ア

になっています。 以前、 これらのチ ェ ッ ク ボ ッ クスはデフ ォル ト で選択されていま し た。

この変更は、 InstallShield 2014 Express Edition で作成されたすべての新しい Express プロジ ェ ク ト と QuickPatch プ

ロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield 2008 Express Edition 以前で作成された Express プロジ ェ ク ト または QuickPatch プロジ ェ ク ト を 

InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド し た と き、 上記の設定の値は自動的に変更されません。
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InstallShield の以前のバージ ョ ンからの移行する
ビルド時に Setup.exe と ISSetup.dll にス ト リームされる フ ァ イルの圧縮

今回よ り、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールを使用する リ リースをビルド し たと き、 InstallShield によ って、 ビル

ド時に Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされる フ ァ イルが圧縮されるよ う にな り ま し た。 InstallShield が使用するデ

フ ォル ト の圧縮レベルは、 フ ァ イルのサイズと実行時に圧縮フ ァ イルを展開するために必要な時間のバラ ンスを

と っての目安です。 これは、 すべての新しいプロジ ェ ク ト および InstallShield 2008 Express Edition 以前から 

InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド された既存の Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

圧縮レベルを変更する場合、 または圧縮を し ない場合、 マシン全体に適用する設定を利用し てデフ ォル ト のレベ

ルをオーバーラ イ ド する こ とができます。 詳細については、 「Setup.exe にス ト リームされる フ ァ イルの圧縮レベ

ルを構成する」 を参照し て く だ さい。

以前、 InstallShield には、 ビルド時に Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされたフ ァ イルを圧縮するサポー ト が含まれ

ていませんで し た。 このため、 InstallShield 2008 Express Edition 以前でビルド された リ リース と InstallShield 2014 

Express Edition のデフ ォル ト 圧縮レベルでビルド された同じ リ リースを比較し たと き、 Setup.exe のフ ァ イル サイ

ズに若干違いがある場合があ り ます。 また、 フ ァ イルの展開にかかる時間にも差が生じ る場合があり ます。

マルチパー ト  .cab フ ァ イル

InstallShield には、 今回よ り、 ビルド時に SingleImage リ リースについて作成し た各 .cab フ ァ イル に対し て 600 MB 

がデフ ォル ト 制限と し て設定されています。 SingleImage リ リースでは、 すべてのフ ァ イルが単一フ ァ イルの .msi 

パッ ケージまたは Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールに埋め込まれています。 InstallShield で、 この種類のリ リース

について .cab フ ァ イルを作成し ている と き、 この制限に達する と、 データが 2 つ以上の .cab フ ァ イルに分割さ

れ、 マルチパー ト の .cab フ ァ イルが作成されます。 これは、 すべての新しいプロジ ェ ク ト および InstallShield 2008 

Express Edition 以前から InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド された既存の Express プロジ ェ ク ト に

適用し ます。

.cab サイズの制限は必要に応じ て変更する こ とができます。 InstallShield でマルチパー ト  .cab フ ァ イルを作成し な

い場合、 単一の .cab フ ァ イルを作成するよ う に構成できます。 詳細については、 「.cab フ ァ イルの最大サイズを構

成する」 を参照し て く だ さい。

以前、 InstallShield では、 マルチパー ト  .cab フ ァ イルを作成できなかったため、 .cab フ ァ イルのサイズのビル ト イ

ン制限もあ り ませんで し た。

プロキシ サーバーのサポー ト

特定のフ ァ イルがターゲッ ト  システム上で必要な場合のみ、 イ ンス ト ールがそのフ ァ イルをダウンロー ド するよ

う に構成できます。 た と えば、 Windows Installer エンジン、 .NET Framework、 および一部の InstallShield 前提条件

が、 一部またはほとんどのターゲッ ト  システム上に既在する可能性があ り ます。 これらのフ ァ イルを イ ンス ト ー

ルに埋め込む代わり に、 必要なフ ァ イルだけを実行時にダウンロー ド するよ う にプロジ ェ ク ト を構成する こ とが

できます。 こ う する こ と で、 イ ンス ト ール全体のサイズを抑える こ とができます。

エン ド ユーザーがプロキシ サーバーを使ってイ ン ターネ ッ ト にアクセスする場合で、 イ ンス ト ールがフ ァ イルを

ダウンロー ド するよ う に構成されている と、 今回よ り、 イ ンス ト ールはダウンロー ド中に、 Internet Explorer で手

動で構成されたシステム プロキシ設定を使用するよ う にな り ま し た。 これは、 ターゲッ ト  システム上で別のブ ラ

ウザーがデフ ォル ト と し て設定されている場合でも同じ です。

InstallShield は、 Internet Explorer の " 設定を自動的に検出する " 設定をサポー ト し ませんので、 ご注意 く だ さい。

( エン ド ユーザーが使用し ている Internet Explorer で、 LAN 接続に対し て [ 設定を自動的に検出する ] チ ェ ッ ク 

ボ ッ クスが選択されている と きに、 イ ンス ト ールでフ ァ イルのダウンロー ドが必要な場合、 フ ァ イルのダウン

ロー ドができないため、 イ ンス ト ールは失敗し ます。 エン ド ユーザーが使用し ている Internet Explorer で、 LAN 接

続に対し て [ 設定を自動的に検出する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている可能性がある と き、 ダウンロー ド さ
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れるよ う に構成する代わり に、 すべてのフ ァ イルを イ ンス ト ールに埋めこんだ方が良い場合ばあり ます。 フ ァ イ

ルが埋めこ まれている場合、 失敗は避けられます。 ) ただ し、 InstallShield は Internet Explorer の LAN 接続用にセ ッ

ト ア ッ プ された自動構成スク リ プ ト 機能をサポー ト し ます。

この動作は、 InstallShield 2009 におけるすべてのプロジ ェ ク ト 、 および以前のバージ ョ ンで作成され、 InstallShield 

2009 にア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト でも同様です。 

InstallShield 2008 以前では、 デフ ォル ト  ブ ラウザーと し て指定されているブ ラウザーで構成されているプロキシ 

サーバーの設定が使用されていま し たが、 場合によ って失敗し、 次のよ う な問題が発生し ていま し た :

• Netscape 6 または 7 がデフ ォル ト  ブ ラウザーの場合、 Netscape 4 の設定が使用される。 Netscape 8 または 9 

がデフ ォル ト  ブ ラウザーの場合、 システム (Internet Explorer) の設定が使用される。

• Netscape 4 の設定が使用された場合、 プロキシ サーバーの一覧のみが正し く 読み込まれ、 イ ンポー ト される。

プロキシ バイパス一覧は読み込まれるが、 正し く イ ンポー ト されない。

• Internet Explorer 4 と互換性がない設定 ( 例、 オー ト プロキシ スク リ プ ト 設定 ) はイ ンポー ト されない。

• イ ンス ト ールでデフ ォル ト  ブ ラウザーの判別に使用する方法が Windows Vista と互換性がない。 このため、

Windows Vista で、 デフ ォル ト  ブラウザーが正し く 判別されない可能性があった。

新規プロジ ェ ク ト に影響し、 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト に影響し ない変更

このセクシ ョ ンでは、 潜在的に新規プロジ ェ ク ト に影響し、 以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド されたプロ

ジ ェ ク ト には影響し ない InstallShield の変更について説明されています。 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト の場

合、 手動による変更が必要になる場合があ り ます。

Setup.exe および Update.exe ブー ト ス ト ラ ッパの Unicode バージ ョ ンを作成する機能

今回よ り、 プロジ ェ ク ト で Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールを作成する と き、 Unicode バージ ョ ンで作成するか、

または ANSI バージ ョ ンで作成するかを指定する こ とができます。 以前、 プロジ ェ ク ト にセ ッ ト ア ッ プ起動ツール

が含まれている と き、 常に ANSI バージ ョ ンがビルド されていま し た。 Unicode バージ ョ ンのビルドはサポー ト さ

れていませんで し た。

Unicode セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは、 ターゲッ ト  システムで 2 バイ ト 言語のための適切なコー ド ページが実行さ

れているいないにかかわらず、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールのユーザー イ ン ターフ ェ イスで 2 バイ ト 文字を正し く 表

示する こ とができます。 ANSI セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは、 ターゲッ ト  システムで適切なコー ド ページが実行さ

れている場合のみ、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツール ダイアログで 2 バイ ト 文字を正し く 表示し ます。 適切なコー ド ペー

ジが実行されていない場合、 これらのダイアログで 2 バイ ト 文字が文字化けし て表示されます。

InstallShield 2014 Express Edition で新しい Express プロジ ェ ク ト を作成する と、 デフ ォル ト のセ ッ ト ア ッ プ起動

ツールの種類は Unicode にな り ます。 また、 InstallShield 2014 Express Edition で新しい QuickPatch プロジ ェ ク ト を

作成し たと き も、 デフ ォル ト のア ッ プデー ト  ラ ンチャの種類は Unicode にな り ます。

Express プロジ ェ ク ト または QuickPatch プロジ ェ ク ト を InstallShield 2008 Express Edition 以前から InstallShield 

2014 Express Edition へア ッ プグレー ド し た場合、 既存のパッ チのア ッ プデー ト  ラ ンチャの種類はすべて ANSI で

す。 種類は、 必要に応じ てオーバーラ イ ドが可能です。
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ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク

プロジ ェ ク ト にダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を追加、 または変更する と き、 InstallShield がコ ンポーネン ト を作成

する方法について、 新しいベス ト  プ ラ ク テ ィ スを使用するか、 これまで と同様にデ ィ レ ク ト リ ご とに 1 つのコ ン

ポーネン ト 作成するのかを指定できます。 これらのメ ソ ッ ドは、 Express プロジ ェ ク ト のダイナ ミ ッ ク フ ァ イル 

リ ン クに適用されます。

で新しいダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を作成する と、 InstallShield はデフ ォル ト でベス ト  プ ラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ド

を使用し ます。

InstallShield 2008 Express Edition 以前で作成されたすべてのダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クは、 [1 つのデ ィ レ ク ト

リ ご とに 1 つのコ ンポーネン ト ] メ ソ ッ ド を使用し ます。 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クがあるプロジ ェ ク ト を 

InstallShield 2008 Express Edition 以前から InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド し た場合、InstallShield 

は、 既存するダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クのコ ンポーネン ト を作成する と き、 継続し て [ デ ィ レ ク ト リ ご とに 1 

つのコ ンポーネン ト ] メ ソ ッ ド を使用し ます。 ア ッ プグレー ド されたプロジ ェ ク ト で作成し た新しいダイナ ミ ッ

ク フ ァ イル リ ン クには、 デフ ォル ト でベス ト  プラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ドが使われます。 2 つのコ ンポーネン ト 作成

メ ソ ッ ド および適切な メ ソ ッ ドの選択方法については、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルの適切なコ ンポーネ

ン ト 作成方法を判別する」 を参照し て く だ さい。

仮想デ ィ レ ク ト リのない IIS Web サイ ト

InstallShield は、 今回よ り、 仮想デ ィ レ ク ト リ を一切含まない IIS Web サイ ト のイ ンス ト ールをサポー ト できるよ

う にな り ま し た。 このサポー ト は、 新しい InstallShield 2014 Express Edition プロジ ェ ク ト で作成されたすべての新

しい Web サイ ト にも有効です。 このサポー ト は、 プロジ ェ ク ト を InstallShield 2008 Express Edition 以前から 

InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド し、 新しい Web サイ ト を追加し た場合も有効です。

InstallShield 2008 Express Edition プロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド し た と き、 プロ

ジ ェ ク ト に既に Web サイ ト が含まれている場合、 仮想デ ィ レ ク ト リのない Web サイ ト はイ ンス ト ールできませ

ん。 仮想デ ィ レ ク ト リのない Web サイ ト のイ ンス ト ールできるよ う にするには、 それを手動で InstallShield 2014 

Express Edition プロジ ェ ク ト から削除し、 新しい Web サイ ト と し て再度プロジ ェ ク ト に追加する必要があ り ます。

QuickPatch パッ ケージの簡素化

QuickPatch プロジ ェ ク ト の [ 詳細 ] タ ブにある新しい "QuickPatch の簡素化 " 設定は、 InstallShield で QuickPatch 

パッ ケージのビルド方法を決定し ます。 簡素化された QuickPatch には、 簡素化されていない QuickPatch パッ ケー

ジに比べ、 よ り少ない数の新しいサブ機能と カス タム アクシ ョ ンが含まれています。

場合によ って、 QuickPatch パッ ケージの簡素化ができない場合があ り ます。 た と えば、 イ ンス ト ール済みのフ ァ

イルを削除するよ う に QuickPatch パッ ケージを構成し た場合、 簡素化は行えません。

新しい QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成し た と き、 "QuickPatch の簡素化 " 設定のデフ ォル ト 値は [ はい ] に設定さ

れています。 ただ し、 QuickPatch プロジ ェ ク ト を InstallShield 2008 Express Edition 以前から InstallShield 2014 

Express Edition へア ッ プグレー ド し た場合、 この設定の値は [ いいえ ] にな り ます。 この値は、 必要に応じ て変更

が可能です。 詳細については、 「QuickPatch パッ ケージを簡素化するかど う かを指定する」 を参照し て く だ さい。

SetARPINSTALLLOCATION カス タム アクシ ョ ンのデフ ォル ト 条件

デフ ォル ト で、 すべての新しい Express プロジ ェ ク ト には、 ビル ト イ ン InstallShield カス タム アクシ ョ ン 

SetARPINSTALLLOCATION が含まれています。 このカス タム アク シ ョ ン (ARPINSTALLLOCATION プロパテ ィ の値

を製品のプラ イマ リ フ ォルダーの完全修飾パスに設定し ます ) は、 [ イ ンス ト ール ]-[ 実行 ] シーケンスにシーケ
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ンス され、 条件を持ちません。 InstallShield 2008 Express Edition 以前では、 このカス タム アクシ ョ ンのデフ ォル ト

条件は Not Installed で し た。 デフ ォル ト の [Not Installed] 条件を使用する と、 カス タム アクシ ョ ンはメ ンテナンス 

モー ド中に実行されず、 その結果 ARPINSTALLLOCATION プロパテ ィ の値が空白にな り ます。

InstallShield 12 Express Edition 以前からのプロジ ェ ク ト をア ッ プ
グレー ド する

以下は、 InstallShield 12 Express Edition 以前から InstallShield 2014 Express Edition へア ッ プグレー ド されたプロジ ェ

ク ト に影響が出る可能性がある変更についての説明です。

InstallShield Express Edition の以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド
する

InstallShield 2014 Express Edition を使って以前のバージ ョ ンで作成されたプロジ ェ ク ト を開 く と、 プロジ ェ ク ト を

新しいバージ ョ ンに変換するかど うかを質問する メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されます。 [ 変換する ] を選択する

と、 変換が行われる前に、 例えば .765 とい う フ ァ イル拡張子が付加されたプロジ ェ ク ト のバッ クア ッ プ コ ピーが

作成されます。 以前のバージ ョ ンの InstallShield でこのプロジ ェ ク ト を再度開 く 場合、 元のプロジ ェ ク ト のフ ァ イ

ル名から .765 を取り除いて く だ さい。 InstallShield 2014 Express Edition プロジ ェ ク ト を以前のバージ ョ ンの 

InstallShield Express Edition で開 く こ とはできませんので注意し て く だ さい。

次の InstallShield Express Edition バージ ョ ンで作成し た既存プロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition に移行

する こ とができます : InstallShield 12 Express Edition 以前と InstallShield Express 5 以前。 InstallShield MultiPlatform 

または InstallShield Universal で作成されたプロジ ェ ク ト は InstallShield 2014 Express Edition に移行する こ とはでき

ませんの注意し て く だ さい。

ターゲ ッ ト  システムにおける Windows 9x、 Windows NT 4、 および Windows Me のサポー ト の
終了

InstallShield では、 Windows 9x、 Windows NT4、 および Windows Me システムのためのイ ンス ト ールを作成する こ と

ができな く な り ま し た。 エン ド ユーザーのコ ンピ ューターで、 これらのオペレーテ ィ ング システムのいずれかが

使用されている と きに、 InstallShield 2014 Express Edition でビルド されたイ ンス ト ールを実行し よ う とする と、 予

期し ない結果が発生する こ とがあ り ます。

COM 抽出

今回よ り、 InstallShield を使用し て COM サーバーから COM 情報を抽出する と、 データは TypeLib テーブルではな

く  Registry テーブルに書き込まれます。 マイ ク ロ ソ フ ト 社は TypeLib テーブルを使用し ないこ と を強 く 推奨し て

います。

デフ ォル ト で、 ビルド時に未使用のデ ィ レ ク ト リ を .msi フ ァ イルから自動的に削除する

InstallShield 12 Express Edition 以前のバージ ョ ンを使って作成し た Express プロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 

Express Edition にア ッ プグレー ド する と、 [ リ リース ] ビ ューの [ ビルド ] タ ブに新し く 追加された " 未使用の

デ ィ レ ク ト リ を保持する " 設定は、 デフ ォル ト で [ いいえ ] に設定されています。 し たがって、 Directory テーブ

ルの Directory 列に一覧表示されているデ ィ レ ク ト リが .msi フ ァ イル内の既知の場所で参照されない場合、 ビルド

時に InstallShield が作成する .msi フ ァ イルの Directory テーブルからそのデ ィ レ ク ト リは削除されます。 これは
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マージ モジュールがマージ されてから削除されますが、 .msi フ ァ イルに存在するデ ィ レ ク ト リのみが削除の対象

と な り ます。 し たがって、 マージ モジュールの Directory テーブルに新しい未使用のデ ィ レ ク ト リが含まれている

場合、 そのデ ィ レ ク ト リはイ ンス ト ールに追加されます。

あるケースにおいては、 " 未使用のデ ィ レ ク ト リ を保持する " 設定の値を [ はい ] に変更し たほうが良い場合があ

り ます。 たと えば、 プロジ ェ ク ト に、 プロジ ェ ク ト の他の領域では参照されていないデ ィ レ ク ト リ を使用し てい

る カス タム アクシ ョ ンが含まれている場合、 " 未使用のデ ィ レ ク ト リ を保持する " 設定の値を [ はい ] に設定する

こ と もできます。

ダウングレー ドの自動防止

新しい Express プロジ ェ ク ト を作成し たと き、 [ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューに ISPreventDowngrade とい う名前

のア ッ プグレー ド アイテムが含まれています。 ISPreventDowngrade は、 現在のイ ンス ト ールが将来のメ ジャー 

バージ ョ ンの製品を上書きするのを防ぎます。プロジ ェ ク ト を InstallShield 12 Express Edition 以前から InstallShield 

2014 Express Edition に移行し たと き、 ISPreventDowngrade アイテムは自動的に追加されません。

ダウングレー ド防止のサポー ト を手動で追加する方法については、 「現在のイ ンス ト ールによる同製品の将来のメ

ジャー バージ ョ ンの上書き を防ぐ」 を参照し て く ださい。

ダイアログ ボタ ンの UAC シールド アイ コ ンのサポー ト

イ ンス ト ールが Windows Vista システム上で実行されている と き、 イ ンス ト ールが昇格された権限でまだ実行され

ていない場合、 [ イ ンス ト ールの準備完了 ] ダイアログの [ イ ンス ト ール ] ボタ ン と [ アン イ ンス ト ールの準備完

了 ] ダイアログの [ 削除 ] ボタ ンに [ ユーザー アカウン ト 制御 (UAC)] シールド アイ コ ンが表示されます。 これ

は、 すべての新しいプロジ ェ ク ト および InstallShield 12 Express Edition 以前から移行されたプロジ ェ ク ト に適用し

ます。

InstallShield は昇格された権限で実行されます。 このため、 Windows Vista システムでイ ンス ト ールを InstallShield 

内から起動し たと き、 イ ンス ト ールは昇格された権限で実行され、 [ ユーザー アカウン ト 制御 (UAC)] シールド ア

イ コ ンは [ イ ンス ト ールの準備完了 ] と [ アン イ ンス ト ールの準備完了 ] ダイアログで表示されません。

ALLUSERS と [ ユーザー情報 ] ダイアログの変更

InstallShield 2008 Express Edition よ り、 すべての新規 Express プロジ ェ ク ト では、 デフ ォル ト で ALLUSERS プロパ

テ ィ が 1 に設定されています。 ほとんどのイ ンス ト ールは、 マシンご とに管理者権限を使用し て実行される必要

があるため、 これが推奨される実装です。

InstallShield 12 Express Edition 以前で作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド

し たと き、 ALLUSERS プロパテ ィ の値は自動的に変更されません。 また、 このプロパテ ィ が以前のプロジ ェ ク ト

で定義されていない場合も、 自動的に追加されません。

新規または移行し たプロジ ェ ク ト で ALLUSERS の値を変更するには、 [ 一般情報 ] ビ ューを利用し ます。 詳細につ

いては、 「一般情報の設定」 を参照し て く だ さい。

また、 InstallShield 2008 Express Edition から、 デフ ォル ト で、 すべての Express プロジ ェ ク ト の [ ユーザー情報 ] ダ

イアログは、 エン ド ユーザーが製品をすべてのユーザーにイ ンス ト ールするか、 または現在のユーザーのみにイ

ンス ト ールするかを指定できる ラジオ ボタ ンを表示し ないよ う になっています。 このダイアログについては、 こ

れが推奨される実装です。

InstallShield 12 Express Edition 以前で作成されたプロジ ェ ク ト を InstallShield 2014 Express Edition にア ッ プグレー ド

し たと き、 [ ユーザー情報 ] ダイアログは自動的に変更されません。
106 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 2 章 : ス ター ト  ガイ ド

InstallShield の以前のバージ ョ ンからの移行する
詳細については、 「ユーザーご とのイ ンス ト ールと マシンご とのイ ンス ト ールの違い」 を参照し て く だ さい。

リ リースの " キャ ッ シュ パス " 設定における新しいデフ ォル ト 値

今回よ り、 [ リ リース ] ビ ューの " キャ ッ シュ パス " 設定における圧縮リ リースのためのデフ ォル ト 値が 

[LocalAppDataFolder]Downloaded Installations に設定されています。 以前のデフ ォル ト 値 [WindowsFolder]Downloaded 

Installations は、 ロ ッ ク されたシステムで使用できないこ とがあ り ます。 プロジ ェ ク ト を InstallShield 12 Express 

Edition 以前から InstallShield 2014 Express Edition に移行し たと き、 " キャ ッ シュ パス " 設定は自動的に変更されま

せん。 必要な場合、 この値を手動で変更し ます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト におけるパッ チの作成

今回のリ リースよ り、 InstallShield は QuickPatch パッ ケージの作成に Patchwiz.dll のバージ ョ ン 3.1 を使用し ます。

DemoShield のサポー ト

DemoShield は現在販売されていません。 サポー ト も終了し ま し た。 このため、 今後 InstallShield に DemoShield は

統合されません。 

InstallShield Express 2.x から プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する

現在のバージ ョ ンの InstallShield と InstallShield Express 3.0 以前のバージ ョ ン と では技術的に多 く の違いがあり ま

す。 InstallShield Express 2.x は、 従来のセ ッ ト ア ッ プ アーキテ クチャに基づき、 Setup.exe とい う実行可能フ ァ イ

ルが作成されます。 この実行可能フ ァ イルには、 イ ンス ト ールを実行するために必要なすべての論理が含まれま

す。 現在のバージ ョ ンの InstallShield では、 出力フ ァ イル は Windows Installer サービス と イ ン タ ラ ク ト するために

必要なすべての情報を含んだ リ レーシ ョ ナル データベース (.msi) です。 これらの大きな違いによ り、 以前の 

InstallShield プロジ ェ ク ト が現在のアーキテ クチャに適合し ない場合があり ます。 また、 移行の結果と し て作成さ

れた新しいプロジ ェ ク ト にも相違が生じ ます。 セ ッ ト ア ッ プをビルド し て配布する前に、 これらの失われた部分

を満たす必要があ り ます。

プロジ ェ ク ト の種類

InstallShield の以前のバージ ョ ンでは、 新しいセ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト を作成する と き、 プロジ ェ ク ト の種類を

選択するよ う にプロンプ ト が表示されていま し た。 現在のバージ ョ ンの InstallShield には、 プロジ ェ ク ト の種類に

相当する ものはあ り ません。 作成するプロジ ェ ク ト の種類は、 セ ッ ト ア ッ プに追加する フ ァ イルと どのよ う なシ

ステム変更を加えるかによ って異な り ます。 あるプロジ ェ ク ト  タ イプを選択し て集められたすべての情報は、 新

しい InstallShield プロジ ェ ク ト に移行されます。

フ ァ イル、 フ ァ イルグループ、 およびコ ンポーネン ト

セ ッ ト ア ッ プに追加し たすべてのフ ァ イルは新しい InstallShield プロジ ェ ク ト に転送されます。 旧バージ ョ ンの 

InstallShield では、 フ ァ イルはフ ァ イル グループに追加され、 フ ァ イル グループはコ ンポーネン ト に追加されま し

た。 現在のバージ ョ ンの InstallShield では、 フ ァ イルは機能に追加されます。 上位レベルは存在し ません。 し た

がって、 セ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト を移行する場合、 フ ァ イルはフ ァ イルグループに関連付けられません。 その

代わり に、 すべてのフ ァ イルは機能に属し ます。 旧プロジ ェ ク ト の各コ ンポーネン ト に対し て、 1 つの機能が新し

いプロジ ェ ク ト 内に作成されます。 フ ァ イル グループは、 イ ンス ト ール先フ ォルダーにマ ッ プ し ます。 詳細につ

いては、 「イ ンス ト ール先フ ォルダー」 を参照し て く だ さい。
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セ ッ ト ア ッ プの種類

[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] では、 旧バージ ョ ン と同様の機能を現在バージ ョ ンの InstallShield でも提供し ています。 2 

つの主な違いは、 セ ッ ト ア ッ プの種類が以前はコ ンポーネン ト に基づいていた点です。 最新バージ ョ ンの 

InstallShield では、 コ ンポーネン ト は存在し ません。 コ ンポーネン ト は機能に置換されま し た。 以前の InstallShield 

Express プロジ ェ ク ト で指定し たセ ッ ト ア ッ プの種類は、 新しい InstallShield 内で再び作成されます。 詳細につい

ては、 「セ ッ ト ア ッ プの種類について」 を参照し て く だ さい。

InstallShield オブジ ェ ク ト

InstallShield オブジ ェ ク ト はマージ モジュールに置換されま し た。 プロジ ェ ク ト で使用し たオブジ ェ ク ト によ って

提供される機能を提供するマージ モジュールが存在する場合、 そのモジュールはセ ッ ト ア ッ プに追加されます。

セ ッ ト ア ッ プにマージ モジュールにも含まれている フ ァ イルが含まれている場合、 モジュールは単一のフ ァ イル

ではな く セ ッ ト ア ッ プに追加されます。

詳細については、 「イ ンス ト ールに再配布可能フ ァ イルを含める」 を参照し て く だ さい。

InstallShield エ クステンシ ョ ン

InstallShield エクステンシ ョ ンはカス タム アクシ ョ ンに置換されま し た。 カス タム アクシ ョ ンを使用する と、 DLL 

の関数を呼び出し た り、 実行可能フ ァ イルを起動する こ とができます。 これら 2 つのタ スクの 1 つを実行するエ

クステンシ ョ ンがあった場合、 そのエクステンシ ョ ンは新しいプロジ ェ ク ト 内でカス タム アク シ ョ ンに変換され

ます。 詳細については、 「カス タム アクシ ョ ンを使用する」 を参照し て く ださい。

レジス ト リ エン ト リ

以前のプロジ ェ ク ト のすべてのレジス ト リ データは、 新しいプロジ ェ ク ト に追加されます。 

シ ョ ー ト カ ッ ト

新しい InstallShield のシ ョ ー ト カ ッ ト は、 以前のバージ ョ ンに比べ大幅に堅牢にな り ま し た。 以前のセ ッ ト ア ッ プ

にあったシ ョ ー ト カ ッ ト は、 新しいセ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト に移行されます。 ただ し、 最新バージ ョ ンの 

InstallShield には多 く のシ ョ ー ト カ ッ ト の設定があるため、 ホ ッ ト キーの割り当て、 アイ コ ン イ ンデッ クス、 作業

デ ィ レ ク ト リ など、 プロジ ェ ク ト 内の各シ ョ ー ト カ ッ ト の設定を、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] ビ ューに移動

し て構成する こ と も一案です。 ただ し、 これらのプロパテ ィ は必須ではあり ません。

各設定の詳細については、 「シ ョ ー ト カ ッ ト の設定」 を参照し て く だ さい。

ダイアログ

最新バージ ョ ンの InstallShield の実行時ダイアログは旧バージ ョ ンのものとは外観が異な り ますが、 同様の機能を

持ちます。 たと えば、 [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイアログは、 これまで と同じ目的で使用されます。 このダイアロ

グでは顧客が使用するセ ッ ト ア ッ プの種類を選択できます。 以前の InstallShield Express プロジ ェ ク ト で選択し た

同じ ダイアログが、 新しいプロジ ェ ク ト に含まれます。

以前のバージ ョ ンの InstallShield Express と最新バージ ョ ンのダイアログの主な違いは、 .rtf フ ァ イルの使用にあ り

ます。 使用許諾契約または readme フ ァ イルに リ ン クする場合、 以前のバージ ョ ンの InstallShield Express ではテキ

ス ト  (.txt) フ ァ イルを使用し ていま し た。 最新バージ ョ ンの InstallShield では、 リ ッ チ テキス ト  (.rtf) フ ァ イルを使

用する必要があ り ます。 以前に作成された .txt フ ァ イルは、 移行プロセスの一部と し て .rtf フ ァ イルに変換されま

す。
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配布メ デ ィ ア

以前のバージ ョ ンの InstallShield Express で選択し た メ デ ィ アの種類は、 新しい InstallShield セ ッ ト ア ッ プには移行

されません。 [ リ リースのビルド ] ビ ューの利用可能な メ デ ィ アのタ イプのリ ス ト から メ デ ィ アを選択し ます。 利

用可能なそれぞれのタ イプについての詳細は、 「メ デ ィ アの種類」 を参照し て く だ さい。

以前にセ ッ ト ア ッ プを フ ロ ッ ピーデ ィ スクで配布し てある場合は、 「フ ロ ッ ピー デ ィ スクで配布する リ リースをビ

ルド する」 を参照し て く ださい。

16 ビ ッ ト  セ ッ ト ア ッ プ

Windows Installer サービスは 32 ビ ッ ト オペレーテ ィ ング システム上でのみ実行可能なため、 16 ビ ッ ト セ ッ ト ア ッ

プは 32 ビ ッ ト セ ッ ト ア ッ プ と同様には移行されません。 16 ビ ッ ト セ ッ ト ア ッ プで作成し たフ ァ イル、 シ ョ ー ト

カ ッ ト 、 およびその他の設定はすべて移行されますが、 セ ッ ト ア ッ プに含めている自己登録 16-bit フ ァ イルは自

己登録し ません。 実際、 セ ッ ト ア ッ プが 16 ビ ッ ト システム上で実行できないため、 16 ビ ッ ト フ ァ イルをセ ッ ト

ア ッ プに含める理由があ り ません。

Languages

InstallShield には多数の言語のビル ト イ ン サポー ト があり ます。 以前のバージ ョ ンの InstallShield Express のプロ

ジ ェ ク ト 言語が サポー ト 言語 の 1 つと一致する場合、 新しい InstallShield のセ ッ ト ア ッ プはその言語のラ ン タ イ

ム文字列と一緒に作成されます。 た と えば、 フ ラ ンス語にローカ ラ イズされたセ ッ ト ア ッ プを最新バージ ョ ンの 

InstallShield に移行し よ う と し た場合、 新しい InstallShield プロジ ェ ク ト のすべての設定はフ ラ ンス語にな り ます。

以前のバージ ョ ンの InstallShield Express プロジ ェ ク ト がサポー ト されていない言語で実行されている と、 新しい

プロジ ェ ク ト のラ ン タ イム文字列は英語で表示されます。 ただ し、 だから といってセ ッ ト ア ッ プを希望の言語で

実行できないわけではあ り ません。 すべてのラ ン タ イム文字列は [ テキス ト と メ ッ セージ ] ビ ューで翻訳できま

す。

InstallShield の Premier Edition または Professional 
Edition へのア ッ プグレー ド

イ ンス ト ールに InstallShield Express Edition で提供されている以上の機能が必要になった場合、 既存の InstallShield 

プロジ ェ ク ト を使って、 InstallShield Premier または Professional Edition でイ ンス ト ールを作成する こ とができま

す。 Premier Edition と Professional Edition には、 よ り複雑なイ ンス ト ールで必要なカス タ マイズ機能が多数用意さ

れています。

Premier Edition のみで提供されている機能

以下は、 Premier Edition で提供されていて、 Professional および Express Edition で提供されていない機能の一部で

す :

• スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの作成およびビルド機能 — 複数の .msi パッ ケージ、 .msp パッ ケー

ジ、 InstallScript パッ ケージ、 .exe パッ ケージ、 および Windows Installer ｎ  ト ラ ンザクシ ョ ンだけでな く 、 複

数の InstallShield 前提条件にも対し て、 最新のカス タ マイズ可能なユーザー イ ン ターフ ェ イスを持つブー ト ス

ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ンを作成する こ とができます。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールでは、 複数の

個別のイ ンス ト ールを、 統合されたユーザー イ ン ターフ ェ イスを使用する単一のイ ンス ト ールにパッ ケージ

化し、 条件付きで、 必要に応じ て、 ターゲッ ト  システムでパッ ケージを起動するセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー 

(Setup.exe) を使用し ます。
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• 仮想化サポー ト  — Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 仮想化パッ クに含まれています。 このアシス タ ン ト を

使って、 Microsoft App-V 形式で、 カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンを作成する こ とができます。 仮想化技術を

使って、 アプ リ ケーシ ョ ンを独自の環境に隔離する こ と で、 既存アプ リ ケーシ ョ ン との競合を回避し た り、

基盤と なるオペレーテ ィ ング システムの変更を避けた りする こ とが可能です。

• アプ リ ケーシ ョ ン仮想化適合性スイー ト —InstallShield では、 製品を仮想化するための準備が整っているかど

うかを判断するのに役立つ、 新しい検証スイー ト が提供されています。 これらのスイー ト に含まれている 

InstallShield 仮想化内部整合性検証ツール (ISVICE) を使って、 Microsoft App-V 4.x、 Microsoft App-V 5、

Microsoft Server App-V、 VMware ThinApp、 および Citrix XenApp との適合性をチ ェ ッ クできます。 顧客に仮想

バージ ョ ンの提供を考慮する場合に、 検証スイー ト を使用し て、 製品をどのよ う にビルド するか豊富な情報

に基づいた意思決定を行う こ とができます。

• DIM フ ァ イルのサポー ト  — DIM プロジ ェ ク ト の作成機能は InstallShield Premier Edition で使用できます。 この

サポー ト は、 コ ラボレーシ ョ ン ア ド オン、 InstallShield Developer Installation Manifest Editor でも提供されてい

ます。 DIM フ ァ イルを基本の MSI プロジ ェ ク ト に追加する機能は、 InstallShield Premier Edition で提供されて

います。

DIM プロジ ェ ク ト は、 機能サイズのプロジ ェ ク ト で、 イ ンス ト ール パッ ケージの別個に分かれている部分を

構成する製品フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ、 テキス ト  フ ァ イルの変更、 IIS Web サイ ト 、

および要素など、 関連するアイテムを集めたものです。 DIM を利用する こ とによ り、 複数のチーム メ ンバー

が、 イ ンス ト ールの開発を同時に携わる こ とができます。 各ソ フ ト ウェ ア開発者またはチームメ ンバーは、

異なる DIM について個別で作業する こ とができ、 リ リース エンジニアは、 1 つまたは複数の基本の MSI プロ

ジ ェ ク ト でそれら を参照する こ とができます。

• 複数言語イ ンス ト ール — 複数の言語でエン ド ユーザー テキス ト を表示する単一のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト

を作成し、 言語固有のフ ァ イルの条件付き イ ンス ト ールを処理できます。 翻訳済みの文字列を利用し て、 ダ

イアログおよび メ ッ セージを 34 の追加言語の 1 つに変更する こ とができます。

プロジ ェ ク ト • アラ ビア語 ( サウジアラ ビア ) とヘブ ラ イ語の 2 つの言語サポー ト は、 基本の MSI と マージ 

モジュール プロジ ェ ク ト でのみ利用できます。

• アラ ビア語 ( サウジアラ ビア ) とヘブラ イ語サポー ト  — InstallShield Premier Edition は、 右から左方向へ読み書

きするアラ ビア語 ( サウジアラ ビア ) とヘブラ イ語のサポー ト を含みます。 デフ ォル ト のエン ド ユーザー ダ

イアログ文字列のすべてが、 これらの言語で利用できます。

これらの言語は右から左方向に読まれるため、 Premier Edition では、 アラ ビア語とヘブ ラ イ語ダイアログの ミ

ラーリ ングが サポー ト されています。 このサポー ト によ り、 アラ ブ語とヘブラ イ語のダイアログでは、 右か

ら左方向へのレ イアウ ト が使用されます。 た と えば、 英語やその他の左から右に読まれる言語のダイアログ

で右側にあるボタ ンは、 右から左に読まれる言語のダイアログでは左側に移動されます。

• ビルド前、 ビルド中、 およびビルド後に実行する コマン ド を指定する機能 — InstallShield Premier Edition には、

ビルド プロセスの様々な段階で実行する コマン ド を指定できる リ リース設定が含まれています。 次のビルド 

イベン ト で実行する コマン ド をスケジュールする こ とができます : (a) InstallShield がリ リースのビルド を開始

する前、(b) InstallShield が .msi パッ ケージおよび ( 製品のデータ フ ァ イルが .cab フ ァ イルに格納される場合 ) 

.cab フ ァ イルをビルド し た後、 .msi パッ ケージに署名が行われて、 Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされる前、

(c) InstallShield がリ リースをビルド ならびに署名を行った後。

• InstallShield MSI ツール用の追加のラ イセンス — InstallShield には、 InstallShield MSI Diff、 InstallShield MSI 

Query、 InstallShield MSI Sleuth、 および InstallShield MSI Grep 用のラ イセンスが追加で含まれています。 これ

らのツールを利用し て、 Windows Installer パッ ケージに関連する問題を解決する こ とができます。 InstallShield 
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Premier Edition には、 別のマシンに InstallShield 以外のツールのみを イ ンス ト ールできる、 個別のイ ンス ト ー

ルおよび追加ラ イセンスが含まれています。 詳しい使用条件については、 InstallShield MSI ツールの使用許諾

契約書を参照し て く だ さい。

• 既存の IIS Web サイ ト から プロジ ェ ク ト への IIS データのイ ンポー ト 機能 — InstallShield では、 IIS スキャナー 

(IISscan.exe) が提供されています。 このコマン ド ラ イ ン ツールを使って、 既存の IIS Web サイ ト をスキャ ン し

て、 Web サイ ト に関する IIS データ を記録できます。 IIS スキャナーは、 Web サイ ト 、 その仮想デ ィ レ ク ト リ、

アプ リ ケーシ ョ ン、 およびアプ リ ケーシ ョ ン プールすべての設定を含む XML フ ァ イルを作成し ます。 この 

XML フ ァ イルを使って、 InstallShield Premier Edition の [IIS 構成 ] ビ ューに IIS データ を イ ンポー ト できます。

IIS データ をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し てから、 必要に応じ て、 [IIS 構成 ] ビ ューを使って IIS の設定を変更

できます。

• InstallShield Collaboration — InstallShield Premier Edition には、 InstallShield Collaboration for Visual Studio のラ イ

センスが含まれています。

• ネ ッ ト ワーク リポジ ト リ — ネ ッ ト ワーク リポジ ト リは、 複数のイ ンス ト ール作成者が必要に応じ アクセスで

き、 プロジ ェ ク ト で再利用する こ とができる イ ンス ト ール要素のコ レ クシ ョ ンです。 ネ ッ ト ワーク リポジ ト

リは、 イ ンス ト ール作成者同士のコ ラボレーシ ョ ン作業を促進し、 ネ ッ ト ワークに格納されます。

• InstallShield ベス ト  プラ ク テ ィ ス スイー ト — InstallShield には、 InstallShield ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス スイー ト と

い う名前の 1 セ ッ ト の検証ツールが含まれています。 イ ンス ト ールがベス ト  プラ ク テ ィ ス ガイ ド ラ イ ンに違

反し ている場合、 このスイー ト の InstallShield ベス ト  プラ ク テ ィ ス (ISBP) 検証ツールによ って警告されます。

• 追加のダイアログ テーマ  — い く つかのダイアログ テーマは InstallShield Premier Edition のみで提供されてい

ます。

Premier Edition および Professional Edition のみで提供されている機能

以下は、 Premier Edition および Professional Edition で提供されていて、 Express Edition では提供されていない機能

の一部です :

• ア ドバンス ト  UI イ ンス ト ールの作成およびビルド機能 — 単一の .msi パッ ケージ、 .msp パッ ケージ、 および 

InstallScript パッ ケージだけでな く  InstallShield 前提条件にも対し て、 最新のカス タ マイズ可能なユーザー イ

ン ターフ ェ イスを持つブー ト スラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ンを作成する こ とができます。 ア ドバンス ト  UI では、

条件付きで、 必要に応じ て、 ターゲッ ト  システムでパッ ケージを起動するセ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャー 

(Setup.exe) を使用し ます。

(InstallShield Premier Edition の スイー ト / ア ドバンス ト  UI 機能には、 この機能に対し て、 さ らに拡張サポー

ト が追加されています。 スイー ト / ア ドバンス ト  UI 機能を利用する と、 複数の .msi パッ ケージ、 .msp パッ

ケージ、 InstallScript パッ ケージ、 .exe パッ ケージ、 サイ ド ロー ド アプ リ ケーシ ョ ン パッ ケージ (.appx)、 およ

び Windows Installer ｎ  ト ラ ンザクシ ョ ンだけでな く 、 複数の InstallShield 前提条件も、 モダンでカス タ マイズ

可能なユーザー イ ン ターフ ェ イスを持つ単一のアプ リ ケーシ ョ ンにパッ ケージできます。 )

• Standalone Build— このツールは InstallShield Premier および Professional Edition で使用できます。 Standalone 

Build を使って、 ビルド マシン上に InstallShield のイ ンス ト ール ビルド機能のみ、 および希望する任意の再配

布可能フ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。 Standalone Build 用の追加ラ イセンスを購入する こ と もできます。

• ダイアログ エデ ィ ター — ダイアログ エデ ィ ターを利用し て、 既存のエン ド ユーザー ダイアログのレ イアウ

ト を変更し た り、 新規カス タム ダイアログを作成する こ とができます。 プロジ ェ ク ト 全体でダイアログを イ

ンポー ト およびエクスポー ト し て、 共有する こ とができます。 プロジ ェ ク ト でサポー ト し ている各言語用に、

別のダイアログを作成し ます。
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• InstallShield MSI ツール  — InstallShield の Premier と Professional Edition には、 InstallShield MSI Diff、

InstallShield MSI Query、 InstallShield MSI Sleuth、 および InstallShield MSI Grep とい う ツールが含まれています。

これらのツールを利用し て、 Windows Installer パッ ケージに関連する問題を解決する こ とができます。

• オー ト メ ーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス — スク リ プ ト を指定し て、 新しいフ ァ イルの追加、 機能の追加または削

除、 製品名と ア ッ プグレー ド コー ドの変更、 リ リースの設定の変更、 概要情報ス ト リーム項目の変更、 リ

リース フ ラグの変更、 プロパテ ィ の変更、 ビルド処理の開始などを行う こ とができます。

• リ リースのカス タ マイズ — プロジ ェ ク ト のどの部分を圧縮し、 どの機能をどのデ ィ スクに配置し て、 どの言

語を含めるか定義し ます。 ローカ ラ イズ作業をサポー ト するために、 言語に基づいてアプ リ ケーシ ョ ンデー

タ を フ ィ ルタ リ ングし て く だ さい。

• ソース コー ド管理の統合 — プロジ ェ ク ト を ソース コー ド管理システムにチ ェ ッ ク イ ンおよびチ ェ ッ クアウ ト

するプロセスを単純化し、 プロジ ェ ク ト の差分を検出する と きに容量を節約し ます。 InstallShield Premier 

Edition および Professional Edition で提供されている SCC の統合は、 様々なソース コー ド管理システムとの統

合をサポー ト し ます。

• 柔軟なローカ リゼーシ ョ ン サポー ト  — InstallShield Premier Edition および Professional Edition には [ 文字列エ

デ ィ ター ] ビ ューが搭載されていて、 イ ンス ト ール中、 実行時に表示される翻訳可能なテキス ト 文字列すべ

てを一箇所にま とめて管理できます。 このビ ューを使って、 ボタ ン テキス ト から機能の説明まで全ての文字

列を編集できます。 このビ ューを使って、 文字列エン ト リ を翻訳可能な形式にエクスポー ト し てから、 翻訳

済み文字列をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する こ と もできます。

• プロジ ェ ク ト 検証 — 標準 .cub フ ァ イルを使って、 イ ンス ト ールと マージ モジュールを検証し ます。 ア ッ プグ

レー ド とパッ チの検証を利用し て、 潜在的に存在するア ッ プグレー ド に関する問題を検出し、 リ リース され

る前にそれら を解決し ます。

• パッ チの作成 — QuickPatch プロジ ェ ク ト の作成のほか、 Premier Edition と Professional Edition では、 製品の以

前のバージ ョ ンに対するア ッ プデー ト を含む標準パッ チを作成する こ とができます。 

• 複数製品バージ ョ ンの管理 — 1 つのプロジ ェ ク ト から、 評価版、 デバッ グ版、 標準版、 拡張版などのバー

ジ ョ ンをビルド し ます。 ユーザー定義フ ラグを使って、 リ リースに特定の機能、 InstallShield 前提条件、 およ

びその他の要素を選択 ( または除外 ) する こ とができます。

• InstallScript のサポー ト  — InstallShield の Premier Edition と Professional Edition では、 シンプルかつパワフルな

プログラム言語 InstallScript がサポー ト されています。 InstallScript カス タム アクシ ョ ンを Windows Installer 

ベースのイ ンス ト ールに追加し た り、 Windows Installer エンジンの代わり に InstallScript エンジンを使用し て

イ ンス ト ール全体を制御する InstallScript プロジ ェ ク ト を作成し た り できます。

• 柔軟なカス タム アクシ ョ ン サポー ト  —  InstallShield Premier Edition および Professional Edition は、 Express 

Edition では提供されていない種類のい く つかのカス タム アクシ ョ ンをサポー ト し ます。 これらの追加カス タ

ム アクシ ョ ンを利用し て、 プロパテ ィ の設定、 デ ィ レ ク ト リの設定、 マネージ アセンブ リ内でのパブ リ ッ ク 

メ ソ ッ ドの呼び出し、 または特定の条件下でエラー メ ッ セージを表示し てイ ンス ト ールを中止する こ とが可

能です。

• 柔軟なシ ョ ー ト カ ッ ト  サポー ト —InstallShield Premier Edition および Professional Edition には、 Express Edition 

では構成する こ とができない、 シ ョ ー ト カ ッ ト の様々な詳細設定を構成するためのサポー ト が含まれていま

す。 たと えば、 Premier Edition と Professional Edition では、 プロジ ェ ク ト 内のシ ョ ー ト カ ッ ト を タ スクバーま

たは [ ス ター ト ] メ ニューにピン留めし ないよ う に防ぐ こ とができます。 また、 エン ド ユーザーが製品を イ

ンス ト ールし た後に、 [ ス ター ト ] メ ニューにあるシ ョ ー ト カ ッ ト を、 新し く イ ンス ト ールされた製品と し て

強調表示し ないよ う に防ぐ こ とができます。 これらのシ ョ ー ト カ ッ ト  オプシ ョ ンは、 しばしばイ ンス ト ール

の一部と なるツールまたは付属的な製品に使用されます。
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• マージ モジュールの作成と編集  — 他のアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール パッ ケージで再利用できるよ う に、

プロジ ェ ク ト の小さい単位をパッ ケージする こ とができます。 独自に作成し たもの、 または、 製品に含まれ

るすべてのモジュールを再利用できます。 さ らに詳細なカス タ マイズを行う ために、 モジュールを開いて編

集する こ とができます。

• プロジ ェ ク ト のテンプレー ト  — イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト やマージ モジュールプロジ ェ ク ト の作成する と

き、 その出発点と し て利用できるすべてのデフ ォル ト 設定とデザイ ン要素を含むプロジ ェ ク ト  テンプレー ト

を作成できます。

• 複数の IIS Web サイ ト  — InstallShield Express および Limited Edition では、 1 つのイ ンス ト ールによ って 1 つの 

Web サイ ト のみイ ンス ト ールできます。 Premier Edition および Professional Edition では、 1 つのイ ンス ト ール

によ って複数の Web サイ ト を イ ンス ト ールできます。

• IIS アプ リ ケーシ ョ ン プールと Web サービス拡張のサポー ト  — IIS アプ リ ケーシ ョ ン プールと Web サービス

拡張を管理し ます。

• Windows サービスの詳細サポー ト —InstallShieldExpress Edition では、 サービスに関するい く つかの作業がサ

ポー ト されていますが、 InstallShield Premier Edition および Professional Edition では、 サービスに関する追加の

柔軟性が提供されています。 た と えば、 Premier Edition および Professional Edition ではイ ンス ト ールおよびア

ン イ ンス ト ール中にサービスを開始、 停止、 または削除する こ とができます。 サービスはイ ンス ト ールの一

部である場合と、 ターゲッ ト  システムに既存する場合があ り ます。 これらのエデ ィ シ ョ ンではまた、

Windows Installer 5 で利用可能な拡張サービス カス タ マイズ オプシ ョ ンを構成する こ と もできます。

• SQL サポー ト   — SQL サーバーへの接続、 データベース スキーマおよびデータのイ ンポー ト 、 SQL スク リ プ

ト と機能の関連付けなど多数サポー ト されています。

• テキス ト  フ ァ イルまたは XML フ ァ イルを変更できる機能 — [ テキス ト  フ ァ イルの変更 ] ビ ューまたは [XML 

フ ァ イルの変更 ] ビ ューを使って、 実行時にターゲッ ト  システム上で変更する フ ァ イルを構成できます。

• 64 ビ ッ ト 専用サポー ト  — Windows Server Core は、 WOW64 (32-bit Windows-on-Windows) サポー ト の無効化を

サポー ト し ます。 この構成がよ り一般化するのに伴い、 64 ビ ッ ト のアプ リ ケーシ ョ ンが 32 ビ ッ ト の機能に

全 く 依存し ないでイ ンス ト ールできるよ う にする こ とが必要と な り ます。 これを実現するため、 InstallShield 

Premier Edition および InstallShield Professional Edition では 64 ビ ッ ト 専用 .msi パッ ケージのビルド が可能で

す。 これらは、 WOW 64 機能を搭載し ていない 64 ビ ッ ト 版の Windows ベースのシステム上で実行し ます。

•  InstallShield 前提条件エデ ィ ター — このツールを使用し て、 新しい InstallShield 前提条件を作成し た り、 既存

の前提条件を変更し た り できます。

• Setup.exe および Update.exe のカス タム アイ コ ン — ビルド時に作成する — Setup.exe および Update.exe フ ァ イル

に使用する カス タム アイ コ ン (.exe、 .dll、 または .ico フ ァ イル ) を指定し ます。 アイ コ ンは Setup.exe の [ プロ

パテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザー

が Setup.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し た と きに表示されます。 エン ド ユー

ザーが Windows Explorer で Setup.exe フ ァ イルを参照し たと きにも、 このアイ コ ンが表示されます。

• Setup.exe の有効期限日 — Setup.exe の有効期限日と有効期限メ ッ セージを設定し ます。 エン ド ユーザーが 

Setup.exe をプロジ ェ ク ト で指定された日付以降に実行する と、 有効期限切れメ ッ セージが表示されて、 イ ン

ス ト ールが終了し ます。

• ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使った複数パッ ケージのイ ンス ト ールをサポー ト   — Windows Installer 4.5 以降では、

ト ラ ンザクシ ョ ン処理を使った複数パッ ケージのイ ンス ト ールをサポー ト し ます。 InstallShield Premier Edition 

および Professional Edition では、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に連鎖 .msi パッ ケージを追加できます。 パッ

ケージ並びに追加 .msi パッ ケージは連鎖されて、 単一 ト ラ ンザクシ ョ ン と し て処理されます。 ト ラ ンザク

シ ョ ンに含まれる 1 つまたは複数のパッ ケージが正し く イ ンス ト ールされなかった場合、 またはエン ド ユー
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Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換またはイ ンポー ト する
ザーがイ ンス ト ールをキャ ンセルし た場合、 Windows Installer は全てのパッ ケージについてロールバッ ク を開

始し て、 システムを以前の状態に復元し ます。

• 様々なプロジ ェ ク ト 要素をエクスポー ト および再利用できる機能 — 既存のプロジ ェ ク ト の一部 ( ダイアログ、

カス タム アクシ ョ ン、 または機能 ) をマージ モジュールまたは別のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に移動し て、

効率を高めます。

• 複数イ ンス タ ンスのサポー ト  — エン ド ユーザーが製品の複数のイ ンス タ ンスを同じ マシン上に同じユーザー 

コ ンテキス ト でイ ンス ト ールできる イ ンス ト ールを作成し ます。

• デバイス ド ラ イバー サポー ト  — Premier Edition および Professional Edition に搭載されているデバイス ド ラ イ

バー サポー ト は、 Microsoft の DIFxApp (Driver Installation Frameworks for Applications) を使って、 イ ンス ト ール

からデバイス ド ラ イバーを イ ンス ト ールする処理を簡素化し ます。

• 追加のダイアログ テーマ — い く つかのダイアログ テーマは InstallShield Premier Edition および Professional 

Edition のみで提供されています。 Limited および Express Edition で提供されてるテーマは 2 種類だけです。

• Visual Studio マージ モジュール プロジ ェ ク ト の変換 —InstallShield Premier Edition および Professional Edition 

では、 Visual Studio マージ モジュール プロジ ェ ク ト を InstallShield マージ モジュール プロジ ェ ク ト に変換で

きます。 その他のプロジ ェ ク ト で使用するマージ モジュールをビルド する と き、 この変換処理が必要です。

• COM+ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシ サポー ト  — イ ンス ト ール中に COM+ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシを管理し

ます。 COM+ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシはサーバー アプ リ ケーシ ョ ン属性のサブセ ッ ト で構成され、 これは

ク ラ イアン ト  コ ンピ ューターからアプ リ ケーシ ョ ンが存在するマシンへのリ モー ト  アクセスを可能にし ま

す。

各エデ ィ シ ョ ンで提供されている機能についての詳細情報は、 InstallShield セールスに問い合わせるか、 http://

www.installshield.com にアクセス し て く ださい。

Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク
ト に変換またはイ ンポー ト する

Visual Studio は、 制限付きでセ ッ ト ア ッ プおよびマージ モジュール プロジ ェ ク ト の作成をサポー ト し ます。

InstallShield を使って、 高度な機能を使ったイ ンス ト ールを作成できるよ う に、 次の処理を行う こ とができます :

• Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を Express プロジ ェ ク ト  (.ise) にイ

ンポー ト 。 イ ンポー ト 処理中に、 Visual Studio プロジ ェ ク ト 内の特定の設定について、 それら を イ ンポー ト す

るか無視するかを選択できます。

• Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト を Express プロジ ェ ク ト に変換。

イ ンポー ト および変換機能を使って、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に含まれている同じデータ と設定を含む 

InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成できます。

メ モ • Visual Studio プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のプロジ ェ ク ト 出力が含まれている場合、 InstallShield を使ってその 

Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト できますが、 InstallShield がその Visual Studio 

プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換する こ とはできません。
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エデ ィ シ ョ ン • Premier Edition および Professional Edition では、 その他にも Visual Studio マージ モジュール プロ

ジ ェ ク ト を InstallShield マージ モジュール プロジ ェ ク ト に変換する こ とができます。 この処理は、 その他のプロ

ジ ェ ク ト で使用するマージ モジュールをビルド する と きに必要です。

サポー ト 対象の Visual Studio バージ ョ ン :

• Visual Studio 2010

• Visual Studio 2008

• Visual Studio 2005

• Visual Studio .NET 2003

• Visual Studio .NET

Visual Studio プロジ ェ ク ト の代わり に InstallShield プロジ ェ ク ト を使用する こ との利点

Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト を InstallShield Express プロジ ェ ク ト に変換する と、 InstallShield の機能を

使ってプロジ ェ ク ト を カス タ マイズする こ とができます。

以下は、 InstallShield プロジ ェ ク ト で実行可能で Visual Studio プロジ ェ ク ト では実行不可能ない く つかのタ スクの

一覧です :

• 機能の管理。

• IIS Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リの管理。

• .msi データベースの Binary テーブルに格納されているか、 製品と共にイ ンス ト ールされる ソース フ ァ イルを

使用する DLL、 実行可能フ ァ イル、 および VBScript 、 および JScript カス タム アクシ ョ ンの作成。 実行可能

フ ァ イル カス タム アクシ ョ ンは、 ターゲッ ト  システム上に既に存在する ソース フ ァ イルもサポー ト し ます。

(Visual Studio では、 すべてのカス タム アクシ ョ ンは製品と共にイ ンス ト ールされる必要があり ます。 )

• フ ァ イル転送中に表示するビルボー ドの追加。

• ターゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イルのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する。

• COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを管理する。

イ ンポー ト 処理

InstallShield を使って、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト を InstallShield Express プ

ロジ ェ ク ト にイ ンポー ト できます。

メ モ • InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ またはマージ モジュール プロジ ェ ク

ト に 1 つ以上のプロジ ェ ク ト 出力が含まれている場合、 その InstallShield は、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたは

マージ モジュール プロジ ェ ク ト およびそのプロジ ェ ク ト のすべての依存関係を含む、 同じ Visual Studio ソ リ ュー

シ ョ ンに含まれていな く てはな り ません。

プロジ ェ ク ト 出力を含む Visual Studio プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト するには、 Visual Studio 内部から InstallShield を

使用し な く てはな り ません。 InstallShield プロジ ェ ク ト が InstallShield で開かれていて、 Visual Studio 内部から開か
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れていない場合に、 プロジ ェ ク ト 出力を含む Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト

し よ う とする と、 エラーが発生し ます。

タ スク : Visual Studio プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を Express プロジ ェ ク ト  (.ise) にイ ンポー ト するには、 以下の手順に従います :

1. Express プロジ ェ ク ト を開 く か、 作成する。

2. [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで、 [Visua ｌ  Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し

ます。

3. Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドのパネルを完成させる。

InstallShield は、 ウ ィ ザー ド で構成された設定に基づいて Visual Studio プロジ ェ ク ト を現在開かれている Express 

プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し ます。 InstallShield がプロジ ェ ク ト を イ ンポー ト する と き、 [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウにプロ

ジ ェ ク ト のイ ンポー ト  ステータ スが表示されます。 出力ウ ィ ン ド ウでは、 変換プロセスの各ステ ッ プが表示され、

すべての変換エラーと警告が一覧で表示されます。 InstallShield はすべてのフ ァ イル、 レジス ト リ エン ト リ、 およ

びその他のアプ リ ケーシ ョ ン データ を、 Visual Studio プロジ ェ ク ト から  InstallShield プロジ ェ ク ト の [ 常にイ ンス

ト ール ] 機能にイ ンポー ト し ます。

変換プロセス

InstallShield を使って、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト を変換する と、 InstallShield では InstallShield 

Express プロジ ェ ク ト  (.ise) が作成されます。

タ スク : Visual Studio プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ise) に変換するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield を開きます。

2. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. [ フ ァ イルの種類 ] ボ ッ クスで、 Visual Basic セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト (*.vdproj) を選択し ます。

4. 開 く  Visual Studio プロジ ェ ク ト の場所を参照し、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを選択し ます。

5. [ 開 く ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト の設定に基づいて InstallShield プロジ ェ ク ト を作成し ます。 InstallShield 

は、 .ism フ ァ イルを .vdproj フ ァ イルと同じ フ ォルダーに格納し ます。 .ise フ ァ イルが作成される と、 [ 出力 ] ウ ィ

ン ド ウにプロジ ェ ク ト 変換のステータ スが表示されます。 出力ウ ィ ン ド ウでは、 変換プロセスの各ステ ッ プが表

示され、 すべての変換エラーと警告が一覧で表示されます。

変換処理が成功する と、 その新しい InstallShield プロジ ェ ク ト が InstallShield で表示されます。
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イ ンポー ト 後および変換後のタ スク

前提条件タ スク

Visual Studio では、1 つ以上の定義済み前提条件を Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト 内の 1 つ以上の構成に

追加する こ とができます。 InstallShield のイ ンポー ト 処理は、 すべての構成に含まれるすべての前提条件を、 対応

する InstallShield 前提条件に変換し よ う と し ます。 InstallShield に対応する InstallShield 前提条件が含まれていない

場合、 警告 -9071 が発生し て、 その前提条件が変換されなかったこ と を通知し ます。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition と InstallShield Professional Edition には、 InstallShield 前提条件エデ ィ

ターが含まれています。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターを利用し て、 カス タム InstallShield 前提条件を定義し た

り、 既存の InstallShield 前提条件の設定を編集し た り できます。 これらの InstallShield のエデ ィ シ ョ ンの 1 つをご

利用の場合、 製品のイ ンス ト ール中に起動される独自の InstallShield 前提条件を作成する こ とができます。

また、 InstallShield Premier Edition および InstallShield Professional Edition では、 単一のプロジ ェ ク ト から イ ンス

ト ールの異なるバージ ョ ン ( 評価、 デバッ グ、 標準、 高度なバージ ョ ンなど ) をビルド するためのリ リース フ ラ

グを設定できます。 これらのエデ ィ シ ョ ンを使って、 ビルド時に選択済みのリ リース フ ラグに基づいて 

InstallShield 前提条件を含んだ り除外し た り できます。 た と えば、 製品のデバッ グ版を作成する と きに、 ビルド に 

InstallShield 前提条件を含めた く ない場合、 リ リース フ ラグを適切な InstallShield 前提条件に割り当てて、 リ リー

スに含める リ リース フ ラグを指定し ます。

ユーザー イ ン ターフ ェ イスのタ スク

イ ンポー ト および変換処理では、 Visual Studio プロジ ェ ク ト からのダイアログを InstallShield プロジ ェ ク ト に組み

込みません。 プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト または変換し た後、 InstallShield の [ ダイアログ ] ビ ューでプロジ ェ ク ト

に含まれるダイアログの設定を構成する こ とができます。

言語のタ スク

Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し たと きに、 以下の条件がある場合、

InstallShield はプロジ ェ ク ト に含まれる既存の文字列エン ト リ値を Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語のデフ ォル ト

文字列エン ト リ値で置換し ます :

• Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド で、 Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語を イ ンポー ト す

る こ と を指定し た。

• Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語が InstallShield プロジ ェ ク ト の言語と一致し ない。 (Visual Studio で、

Localization プロパテ ィ がプロジ ェ ク ト の言語を示し ます。 )

たと えば、 Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド で Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語を イ ンポー

ト する場合に、 InstallShield プロジ ェ ク ト の言語がスペイ ン語で、 Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語がド イ ツ語の

と き、 InstallShield はスペイ ン語のラ ン タ イム文字列をデフ ォル ト のド イ ツ語翻訳と置換し ます。 このため、 [ 一

般情報 ] ビ ュー内の " 発行者 " 設定を更新し ている場合など、 文字列エン ト リの値を編集し た後にウ ィ ザー ド で 

Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語を イ ンポー ト する と、 InstallShield は " 発行者 " 設定の値およびその他の文字列

の値を、 デフ ォル ト のド イ ツ語の文字列エン ト リの値に置換し ます。

このため、 Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト 中にプロジ ェ ク ト 言語を変更する場合は、 [ 一般情報 ] ビ ュー

と [ テキス ト と メ ッ セージ ] ビ ューで設定を確認の上、 適切な場合は文字列エン ト リ を変更し て く だ さい。
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InstallShield のア ッ プデー ト を取得する
.NET イ ンス ト ーラー ク ラスのタ スク

Visual Studio プロジ ェ ク ト に .NET イ ンス ト ーラー ク ラス カス タム アクシ ョ ンが含まれる場合、 InstallShield が変

換処理中に .NET アセンブ リの .NET イ ンス ト ーラー ク ラス情報を構成し ます。 (InstallShield は、 [ フ ァ イルのプロ

パテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [COM & .NET 設定 ] タ ブにある [Installer ク ラス ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、

実行時に適切な タ イ ミ ングでアセンブ リの Install、 Commit、 Rollback、 および Uninstall メ ソ ッ ド を呼び出すこ と を

示し ます。 )InstallShield は、 Visutal Studio における .NET イ ンス ト ーラー ク ラス カス タム アクシ ョ ンの Condition 

プロパテ ィ をサポー ト し ません。 このため、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に条件がある .NET イ ンス ト ーラー ク ラス 

カス タム アクシ ョ ンが含まれている場合、 プロジ ェ ク ト を変換し たあと、 InstallShield の [ 機能 ] ビ ューを使って、

.NET アセンブ リ を含む機能の条件を作成し たほうが良い場合があり ます。

追加のタ スク

InstallShield の他のビ ューを利用する と、 プロジ ェ ク ト に追加の変更も行う こ とができます。

メ モ • Visual Studio では、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ォルダーに複数のフ ォーマ ッ ト されたプロパテ ィ が含まれたデ ィ レ

ク ト リ パス ( 例、 [ProgramFilesFolder][Manufacturer]\[ProductName]) を指定できます。 Visual Studio プロジ ェ ク ト

は、 実行時にデ ィ レ ク ト リ カス タム アク シ ョ ンを使用し て、 パスを解決し ます。 ただし、 InstallShield では、 この

種類のデ ィ レ ク ト リ パスはサポー ト されていません。 し たがって、 InstallShield はパスを イ ンポー ト および変換処

理中に解決し、 パスの INSTALLDIR プロパテ ィ を使用し ます。

InstallShield のア ッ プデー ト を取得する
イ ン ターネ ッ ト へのアクセスがな場合、 InstallShield の [ ア ッ プデー ト の確認 ] 機能を使う と、 ご使用中のバー

ジ ョ ンの InstallShield で利用可能な最新の InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 オブジ ェ ク ト 、 およびサー

ビス パッ ク、 パッ チ、 またはその他のア ッ プデー ト を入手する こ とができます。

タ スク : ア ッ プデー ト を確認するには、 以下の手順に従います :

[ ツール ] メ ニューで、 [ ア ッ プデー ト の確認 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が FlexNet Connect を起動し、 ア ッ プデー ト の確認を行います。 ア ッ プデー ト が利用可能な場合、 次の

処理を行う こ とができます。

• システムに対するア ッ プデー ト を確認する。

• ア ッ プデー ト に関する説明を読む。

• 選択し たア ッ プデー ト をダウンロー ド およびイ ンス ト ールする。
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InstallShield 実行時の言語サポー ト
InstallShield 実行時の言語サポー ト

エデ ィ シ ョ ン • 言語サポー ト は、 ご利用になる InstallShield のエデ ィ シ ョ ンによ って異な り ます。

特定の言語で実行する イ ンス ト ールを作成する こ とができます。 このイ ンス ト ールでは、 イ ンス ト ール中に表示

される実行時ダイアログのテキス ト が指定し た言語で表示されます。

イ ンス ト ールを複数言語で配布する場合、 まず最初に １ つの言語でイ ンス ト ールを完成させる必要があり ます。

プロジ ェ ク ト を作成する場合、 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスにある [ プロジ ェ ク ト 言語 ] リ ス ト に表

示されているサポー ト 言語から 言語を １  つ選択し ます。 選択された言語が、 イ ンス ト ールのすべての実行時ダ

イアログで使用される言語にな り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンを配布する各言語でイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を別々に作成する こ とができます。 たと えばイ

ンス ト ールを英語と ド イ ツ語の両方で配布する場合、 プロジ ェ ク ト 言語に英語を選択し たイ ンス ト ール プロジ ェ

ク ト と、 プロジ ェ ク ト 言語に ド イ ツ語を選択し た 2 つの異なる イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成する こ とができ

ます。

イ ンス ト ールを別の言語で表示する場合、 文字列エン ト リ をエクスポー ト し、 その文字列を翻訳し、 再びプロ

ジ ェ ク ト にイ ンポー ト し ます。

メ モ • 文字列エン ト リのエクスポー ト と イ ンポー ト を行って翻訳し ないかぎ り、 プロジ ェ ク ト 作成後に言語を変更

する こ とはできません。

プロジ ェ ク ト 作成後、 [ テキス ト と メ ッ セージ ] ビ ューで実行時ダイアログに表示されるテキス ト を編集する こ と

ができます。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield で提供されている Express プロジ ェ ク ト  タ イプでは、 各イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に

つき １  つの言語のみサポー ト されます。 複数の言語で実行する イ ンス ト ールを作成する場合は、 複数言語で実行

可能なプロジ ェ ク ト を作成するためのビル ト イ ン サポー ト が搭載されている InstallShield Premier Edition へのア ッ

プグレー ド を推奨し ます。 また、 ビルド時と ラ ン タ イム時の両方において、 イ ンス ト ールされる フ ァ イルを言語

別に細か く 管理する機能も提供されています。 さ らに、 InstallShield Premier Edition では、 あらかじめ組み込まれ

ている言語以外にも、 サポー ト されていない言語を追加する こ とができます。

サポー ト されている ラ ン タ イム言語

エデ ィ シ ョ ン • 言語サポー ト は、 ご利用になる InstallShield のエデ ィ シ ョ ンによ って異な り ます。

アラ ビア語 ( サウジ アラ ビア ) とヘブ ラ イ語のサポー ト は、 Premier Edition でのみ提供されています。
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InstallShield 実行時の言語サポー ト
次の表は、 InstallShield がサポー ト する ラ ン タ イム言語、 ならびに各言語の言語識別子、 または LCID を示し ます。

ID は、 特定の言語を識別する整数の値です。

テーブル 2-4 • 言語識別子

言語 Identifier

バスク語 1069

ブルガ リ ア語 1026

カ タ ロニア語 1027

中国語 ( 簡体字 ) 2052

中国語 ( 繁体 ) 1028

ク ロアチア語 1050

チ ェ コ語 1029

デンマーク語 1030

オラ ンダ語 1043

英語 (U.S.) 1033

フ ィ ン ラ ン ド語 1035

フ ラ ンス語 ( カナダ ) 3084

フ ラ ンス語 ( フ ラ ンス ) 1036

ド イ ツ語 1031

ギリ シャ語 1032

ハンガ リー語 1038

イ ン ド ネシア語 1057

イ タ リ ア語 1040

日本語 1041

韓国語 1042

ノルウ ェー語 1044
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サポー ト されているアプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング言語
エデ ィ シ ョ ン • InstallShield で提供されている Express プロジ ェ ク ト  タ イプでは、 各イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に

つき １  つの言語のみサポー ト されます。 複数の言語で実行する イ ンス ト ールを作成する場合は、 複数言語で実行

可能なプロジ ェ ク ト を作成するためのビル ト イ ン サポー ト が搭載されている InstallShield Premier Edition へのア ッ

プグレー ド を推奨し ます。 また、 ビルド時と ラ ン タ イム時の両方において、 イ ンス ト ールされる フ ァ イルを言語

別に細か く 管理する機能も提供されています。 さ らに、 InstallShield Premier Edition では、 あらかじめ組み込まれ

ている言語以外にも、 サポー ト されていない言語を追加する こ とができます。

サポー ト されているアプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ
ング言語

InstallShield は、 Java, Pascal, C++, Visual Basic, Delphi, C# .NET, Visual Basic .NET, ASP .NET, および Cobol など、 任

意のプログラム言語でアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールを作成できます。

上記の言語以外でアプ リ ケーシ ョ ンを作成し た場合でも、 InstallShield 使ってそのアプ リ ケーシ ョ ンのためのイ ン

ス ト ールを作成する こ とができます。 また、 アプ リ ケーシ ョ ンを配布はし ないけれど も、 フ ァ イルやデータベー

スをパッ ケージ し たい場合、 InstallShield を作業のために使用できます。

ポーラ ン ド語 1045

ポル ト ガル語 ( ブラジル ) 1046

ポル ト ガル語 ( ポル ト ガル ) 2070

ルーマニア語 1048

ロシア語 1049

セルビア語 ( キリル ) 3098

スロバキア語 1051

スロヴェ ニア語 1060

スペイ ン語 1034

スウ ェーデン語 1053

タ イ語 1054

ト ルコ語 1055

テーブル 2-4 • 言語識別子 ( 続き )

言語 Identifier
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サポー ト されているアプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング言語
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チュー ト リ アル
このセクシ ョ ンでは、 InstallShield を使ったイ ンス ト ールの作成手順をステ ッ プ バイ ステ ッ プで説明し ます。

テーブル 3-1 • チュー ト リ アルの種類

チュー ト リ ア
ル 説明

基本チュー ト

リ アル

InstallShield ビ ュー リ ス ト を使って、 基本のイ ンス ト ール作成方法につい

てステ ッ プ バイ ステ ッ プで説明し ます。
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基本チュー ト リ アル
このチュー ト リ アルは、 InstallShield ビ ュー リ ス ト を使いながら、 基本のイ ンス ト ールを作成する方法をステ ッ プ 

バイ ステ ッ プで説明し ます。 必要なフ ァ イルはすべて、 InstallShield Program Files フ ォルダー

\Samples\WindowsInstaller\Basic Installation Project\Data Files サブフ ォルダーにあ り ます。

基本チュー ト リ アルは次のタ スクで構成されています。

• プロジ ェ ク ト の新規作成

• セ ッ ト ア ッ プの編成

• アプ リ ケーシ ョ ン データの指定

• ターゲッ ト  システムの構成

• セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ

• セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義

• リ リースの準備

• 概要

プロジ ェ ク ト の新規作成

タ スク : チュー ト リ アルを開始するには、 以下の手順を実行し ます。

1. InstallShield を起動し ます。

2. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 新規 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. [ プロジ ェ ク ト 名 ] ボ ッ クスに、 Othello.ise と入力し ます。

4. [ プロジ ェ ク ト 言語 ] ボ ッ クスで、 英語 (U.S) を選択し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield のイ ンス ト ール開発環境 (IDE) が開きます。

セ ッ ト ア ッ プの編成

プロジ ェ ク ト のビルド に必要な最初の手順と し て、 編成情報を設定し ます。 これは、 [ ビ ュー リ ス ト ] にある [

セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の手順に関連し たビ ューで行います。

一般情報

[ 一般情報 ] ビ ューには、 アプ リ ケーシ ョ ンの情報、 会社名、 アプ リ ケーシ ョ ンについて詳細を知るために顧客が

アクセスできる Web サイ ト などの情報を入力できます。
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タ スク : 一般情報を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある  [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " 製品名 " 設定に次を入力 :

Othello

3. INSTALLDIR 設定に次を入力 :

[ProgramFilesFolder]Othello

4. " サブジ ェ ク ト " 設定に次を入力 :

Othello

5. " 作成者 " 設定には、 自分の名前を入力し ます。

6. "[ 概要情報ス ト リーム ] のコ メ ン ト " 設定には次を入力 :

このイ ンス ト ールには、 My Sample を イ ンス ト ールするために必要なロジ ッ ク とデータが含まれています。

7. このパッ ケージのアイ コ ンを提供し ます :

a. " 表示アイ コ ン " 設定を ク リ ッ ク し てから、 省略記号ボタ ン (...)  を ク リ ッ ク し ます。 [ アイ コ ンの変更 ] 

ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

b. [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

c. 次のデ ィ レ ク ト リ に移動し ます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Samples\WindowsInstaller\Basic Installation Project\Data Files

d. Othello.exe を選択し ます。

e. [ 開 く ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが閉じ て、 InstallShield が選択されたフ ァ

イルのパス と名前を " フ ァ イル名 " 設定に追加し ます。

f. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

機能

イ ンス ト ール編成の次のステ ッ プは、 機能を作成する こ と です。 これらの機能は、 実行時にフ ァ イルとデータ を

イ ンス ト ールするために使用し ます。 InstallShield は自動的に " 常にイ ンス ト ール " と呼ばれる機能を作成し ます。

これはプロジ ェ ク ト に唯一必要な機能です。 ただ し、 これを構成する必要があり ます。

タ スク : [ 常にイ ンス ト ール ] 機能を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト から [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " 説明 " 設定に次を入力 :

Othello ゲームの実行可能フ ァ イル。
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3. " 必須 " 設定で [ はい ] を選択し ます。

4. " 可視 " 設定で [ 非表示 ] を選択し ます。

5. " ア ドバタ イズ " 設定で [ ア ドバタ イズ不可 ] を選択し ます。

6. " コ メ ン ト " 設定に次を入力 :

これが唯一の機能です。

セ ッ ト ア ッ プの種類

[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューでは、 イ ンス ト ール中にエン ド ユーザーが選択できるセ ッ ト ア ッ プを設定できま

す。 このイ ンス ト ールでは、 必要なイ ンス ト ールの種類は 1 つだけです。

タ スク : セ ッ ト ア ッ プの種類を構成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 標準 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

3. [ 最小 ] および [ カス タム ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス を ク リ ア し ます。

メ モ • このチュー ト リ アルでは残りのビ ューはこのプロジ ェ ク ト と関係ないため無視し ます。 ご自分でプロジ ェ ク

ト を作成される場合は、 これらのビ ューが必要か確認し て く だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ン データの指定

この基本セ ッ ト ア ッ プの設定の次の手順と し て、 アプ リ ケーシ ョ ンデータ を指定し ます。 このチュー ト リ アルで

は、 既に定義されている機能へフ ァ イルの追加し ます。

フ ァ イル

タ スク : 既存の機能にフ ァ イルを追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. このビ ューの上部で、 InstallShield Program Files フ ォルダー \Samples\WindowsInstaller\Basic Installation Project\Data Files 

フ ォルダーに移動し てから、 そのフ ォルダーを ク リ ッ ク し て開きます。 [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] 

ペイ ンにフ ァ イルが表示されます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 フ ォルダー名の一部と し て [INSTALLDIR] を含む

フ ォルダーを見つけます。

4. [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ン から、 Othello.exe と 3 つの .gif フ ァ イルを [ イ ンス ト ール先コ ン

ピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンにある [INSTALLDIR] フ ォルダーへド ラ ッ グし ます。
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ターゲッ ト  システムの構成

ターゲッ ト  システムの設定には、 シ ョ ー ト カ ッ ト 作成、 レジス ト リ変更、 ODBC リ ソースの設定、 .ini フ ァ イルの

変更、 フ ァ イル拡張子の設定、 および環境変数の設定などが含まれます。 ただ し このチュー ト リ アルでは、

シ ョ ー ト カ ッ ト の作成のみを取り上げます。

シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー

[ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] ビ ューで、 ターゲッ ト  システムにアプ リ ケーシ ョ ンのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する

こ とができます。

タ スク : 製品のシ ョ ー ト カ ッ ト を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し

ます。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 [ プログラム メ ニュー ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいシ ョ ー ト

カ ッ ト ] を選択し ます。 [ シ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ ト を参照する ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. [ フ ァ イル ] ビ ューでプロジ ェ ク ト に追加し た Othello.exe フ ァ イルのイ ンス ト ール先を参照し ます。

4. シ ョ ー ト カ ッ ト を Othello と名付けます。

5. " 説明 " 設定に次を入力 :

Othello ゲームへのシ ョ ー ト カ ッ ト

6. " 作業デ ィ レ ク ト リ " 設定で [INSTALLDIR] を選択し ます。

7. " 実行 " 設定で [ 標準ウ ィ ン ド ウ ] を選択し ます。

8. " 機能 " 設定で [ 常にイ ンス ト ール ]  を選択し ます。

メ モ • このチュー ト リ アルでは残りのビ ューはこのプロジ ェ ク ト と関係ないため無視し ます。 ご自分でプロジ ェ ク

ト を作成される場合は、 これらのビ ューが必要か確認し て く だ さい。

セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ

セ ッ ト ア ッ プの外観を カス タ マイズする作業には、 イ ンス ト ール中にエン ド ユーザーに表示されるダイアログの

設定、 ダイアログの表示方法の指定、 イ ンス ト ール中にビルボー ド を表示するかど うかの指定、 および表示する

テキス ト の指定などが含まれます。 このチュー ト リ アルでは、 ダイアログを設定するだけにし ます。

ダイアログ

[ ダイアログ ] ビ ューでは、 イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスを構成するエン ド ユーザー ダイアログを

選択および設定できます。 チュー ト リ アルでは、 " グローバル ダイアログ設定 " プロパテ ィ はデフ ォル ト 値のま

ま残し ます。
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タ スク : エン ド ユーザーに表示するダイアログを カス タ マイズするには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ 使用許諾契約書 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し て、 [ イ ンス ト ール先

フ ォルダー ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先フ ォルダー ] ダイアログを選択し てから、 " イ ンス ト ール先変更の表示 " 設定で [ はい ] を

選択し ます。

メ モ • このチュー ト リ アルでは残りのビ ューはこのプロジ ェ ク ト と関係ないため無視し ます。 ご自分でプロジ ェ ク

ト を作成される場合は、 これらのビ ューが必要か確認し て く だ さい。

セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義

[ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] ビ ュー リ ス ト に含まれるビ ューでは、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス

ト ールに必要な条件を指定し、 Windows Installer で本来サポー ト し ていない機能を追加し、 またイ ンス ト ール中に

必要なフ ァ イルを追加できます。 このチュー ト リ アルではイ ンス ト ールの最小要件だけを定義し ます。

要件

[ 要件 ] ビ ューで ターゲッ ト  システムの必要条件を設定し ます。 これらの条件が満た されない場合､製品はエン ド 

ユーザーのシステム上にイ ンス ト ールされません。 Othello は比較的シンプルなアプ リ ケーシ ョ ンですが、 Pentium 

プロセ ッサが必要です。

タ スク : イ ンス ト ールの必要条件を設定するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ 要件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " プロセ ッサ " 設定で、 [Pentium、 またはそれ以上 ] を選択し ます。

メ モ • このチュー ト リ アルでは残りのビ ューはこのプロジ ェ ク ト と関係ないため無視し ます。 ご自分でプロジ ェ ク

ト を作成される場合は、 これらのビ ューが必要か確認し て く だ さい。

リ リースの準備

[ リ リース ] ビ ューでは、 配布メ デ ィ アの構成 / ビルド / テス ト のほか、 それをエン ド ユーザーに配布する こ とが

できます。

リ リースのビルド

[ リ リース ] ビ ューでは、 イ ンス ト ール情報を .msi フ ァ イルにコ ンパイルし ます。
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タ スク : このチュー ト リ アルプロジ ェ ク ト を リ リース と し てビルド するには以下の手順に従います :

1. [ リ リースの準備 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルド ] エクスプローラーで、 CD_ROM を右ク リ ッ ク し て [ ビルド ] を選択し ます。

ビルドが始まる と、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスの下部に [ 出力 ] ウ ィ ン ド ウが表示され、 ビルドの進行状況と

エラー メ ッ セージがこ こに表示されます。

ビルド プロセスが完了する と、 イ ンス ト ール フ ァ イルは Othello プロジ ェ ク ト がある フ ォルダーのサブ フ ォル

ダーに配置されます。

ヒ ン ト • このチュー ト リ アルでは CD_ROM リ リースのビルド について説明し ていますが、 メ デ ィ アの種類には他

のオプシ ョ ン もい く つかあ り ます。 た と えば、 WebDeployment タ イプを使う と、 Web 上での配布用に特別に設計

されたイ ンス ト ールを作成する こ とができます。

リ リースのテス ト

[ リ リース ] ビ ューではまた、 イ ンス ト ール プログラムが期待通り に動作するかど うかをプレビ ューする こ とがで

きます。

タ スク : リ リースをテス ト するには次の操作を実行し ます。

1. [ リ リースの準備 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルド ] エクスプローラーで、 CD_ROM を右ク リ ッ ク し て [ セ ッ ト ア ッ プの実行 ] を選択し ます。 イ ンス

ト ールが起動し て、 Othello プログラムを イ ンス ト ールし ます。

3. イ ンス ト ール プログラムの指示に従います。 これは、 このイ ンス ト ール プログラムを配布し た と きにエン ド

ユーザーが経験する ラ ン タ イム経験と同じ です。

4. イ ンス ト ールが完了し たら、 フ ァ イルとデータが正し く イ ンス ト ールされている こ と を確認し ます。

5. C:\Program Files\Othello ( またはこのプログラムのイ ンス ト ール先に選んだフ ォルダー ) に移動し て、 Othello.exe 

がある こ と を確認し ます。

6. デスク ト ッ プに Othello と名づけられたシ ョ ー ト カ ッ ト がある こ と も確認し ます。 このシ ョ ー ト カ ッ ト をダブ

ルク リ ッ ク し て、 正し く 設定されている こ と を確認し ます。

リ リースの配布

このイ ンス ト ール作成における最終段階は、 ターゲッ ト  メ デ ィ アへの配布です。 これはチュー ト リ アルであって

顧客に配布するアプ リ ケーシ ョ ン用のイ ンス ト ールではないので、 この手順はオプシ ョ ン と な り ます。
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タ スク : リ リースを配布するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ リ リースの準備 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. CD-ROM ド ラ イブに空の CD-ROM が入っている こ と を確認し ます。

3. [ ビルド ] エクスプローラーで、 CD_ROM を ク リ ッ ク し ます。

4. [ イベン ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. " フ ォルダーにコ ピー " 設定を ク リ ッ ク し ます。 この設定の右側に省略記号ボタ ン (...)] ボタ ンが表示されま

す。

6. 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ォルダーの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

7. CD-ROM ド ラ イブを参照し て [OK] を ク リ ッ ク し ます。

8. [ ビルド ] エクスプローラーで、 CD_ROM を右ク リ ッ ク し て [ 配布 ] を選択し ます。

CD-ROM への直接コ ピーが可能な場合、 必要なイ ンス ト ール フ ァ イルはすべてこの場所にコ ピーされます。

概要

チュー ト リ アルの完了です。 こ こで習得し たこ と を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に適用し てみま し ょ う。 ほとんど

のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト には、 このチュー ト リ アルで説明し てある手順と コ ンセプ ト が必要です。
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イ ンス ト ールの作成
コ ンピ ューターにアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールし たこ とがある方は、 実行中のイ ンス ト ールを既にエン ド 

ユーザーの視点でご覧になっています。 イ ンス ト ールの主要な役割は、 ソース メ デ ィ アから ローカル ド ラ イブへ

フ ァ イルを転送する こ と です。 イ ンス ト ールはまた、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスを表示し てエン ド ユーザーの選

択を取得し、 ターゲッ ト  システムを構成し ( た と えば、 必要なレジス ト リ エン ト リやシ ョ ー ト カ ッ ト の作成 )、

またイ ンス ト ール済みアプ リ ケーシ ョ ンの変更またはアン イ ンス ト ールを行います。 イ ンス ト ールの作成は次の

タ スクの一部またはすべての処理を含みます。

イ ンス ト ール情報の指定

[ 一般情報 ] ビ ューで入力し た基本情報はイ ンス ト ールのいろいろな箇所で使用されます。

フ ァ イルの編成と転送

フ ァ イル転送は CD または DVD のよ う なソース メ デ ィ アから フ ァ イルをエン ド ユーザーのマシンにあるローカル

ド ラ イブへコ ピーし ます。 エン ド ユーザーが選択し た構成 ( セ ッ ト ア ッ プの種類や機能の選択 ) にし たがって、 す

べてのフ ァ イルまたは一部のみがローカル デ ィ スクに転送されます。

イ ンス ト ールする フ ァ イルをセ ッ ト ア ッ プの種類および機能に編成し て、 エン ド ユーザーが最も適切なフ ァ イル

を選択できるよ う にし ます。

ターゲ ッ ト  システムの構成

フ ァ イルを イ ンス ト ールするだけでな く 、 シ ョ ー ト カ ッ ト やプログラムフ ォルダーの作成、 レジス ト リの変更、

初期化フ ァ イル (.ini フ ァ イル ) データの変更、 ODBC リ ソースの構成、 環境変数や Windows サービスのイ ンス

ト ールと開始など、 多 く のイ ンス ト ールではターゲッ ト  システムの構成が必要です。

イ ンス ト ール動作のカス タ マイズ

InstallShield では、 幅広いカス タ マイズ オプシ ョ ンが提供されています。 イ ンス ト ールはカス タム アクシ ョ ンを

使って、 .dll 関数の呼び出し、 実行可能フ ァ イルの起動、 VBScript コー ドの実行、 または JScript コー ドの実行を

行います。
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まず始めに
エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスの定義

イ ンス ト ールのエン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスは、 エン ド ユーザーに対し て情報およびイ ンス ト ール構成オプ

シ ョ ンを提供し ます。 エン ド ユーザーは、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスを通し て製品の一部を イ ンス ト ールするか、

一部のフ ァ イルを ソース メ デ ィ アに残すか、 使用許諾契約を表示するか、 またはイ ンス ト ールを正し く 構成する

ためのイ ンス ト ーラーに情報を提供するかなどを選択できます。

ユーザー イ ン ターフ ェ イスはイ ンス ト ールのニーズに合わせたカス タ マイズが可能です。 たと えば、 ソ フ ト ウ ェ

アを不正な使用から保護するために、 イ ンス ト ールの前にシ リ アル番号の入力をユーザーに求めるよ う に指定で

きます。 フ ァ イル転送中、 イ ンス ト ールは新機能や便利な ヒ ン ト などの製品情報を提供するビルボー ド を表示し

ます。 フ ァ イル転送処理の進行状況がわかるステータ ス バーも表示されます。

サーバーの構成

サーバー側のイ ンス ト ールでは、 場合によ って、 新しいイ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス (IIS) Web 

サイ ト の作成および管理、 または COM+ アプ リ ケーシ ョ ン と コ ンポーネン ト の管理が必要です。

イ ンス ト ールに FlexNet Connect のア ッ プデー ト 通知機能を追加する

FlexNet Connect を利用し て、 Web に接続し ているエン ド ユーザーに対し てアプ リ ケーシ ョ ンのパッ チ、 ア ッ プ

デー ト 、 および製品情報が入手可能である こ と を自動的に通知する こ とができます。 FlexNet Connect 機能を活用

するためには、 元のイ ンス ト ールで FlexNet Connect の有効化が必要です。

イ ンス ト ールに メ ンテナンス と アン イ ンス ト ール機能を追加する

アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ール、 変更、 または修復を行う ためには、 アプ リ ケーシ ョ ンの存在がオペレー

テ ィ ング システムで示されな く てはな り ません。 これに対応するには、 アプ リ ケーシ ョ ンを簡単に メ ンテナンス

またはアン イ ンス ト ールできるよ う に、 イ ンス ト ールでアプ リ ケーシ ョ ンをオペレーテ ィ ング システムに登録し

ます。

この処理で登録されるほとんどの情報は、 コ ン ト ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] でエン ド ユーザー

に提供されます。 た と えば、 テ クニカル サポー ト の連絡先情報、 製品更新の情報、 製品のバージ ョ ン、 および製

品発行元の情報はこのプロセスで登録されます。

イ ンス ト ールのビルド、 テス ト 、 および配布

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成し た後は、 イ ンス ト ールのビルド、 テス ト および配布が必要です。 つま りユー

ザーへリ リースする フ ァ イルを作成し、 イ ンス ト ールのエラーをテス ト し、 オプシ ョ ン と し てローカル、 ネ ッ ト

ワークまたは FTP サイ ト へフ ァ イルを コ ピーし ます。

まず始めに
InstallShield ヘルプ ラ イブラ リの 「まず始めに」 は、 イ ンス ト ール作成者が InstallShield で新規のイ ンス ト ール プ

ロジ ェ ク ト を作成する と きに役に立つ情報が盛り込まれています。 各 ト ピ ッ クでは、 Windows Installer、 Designed 

for Windows ロゴ ガイ ド ラ イ ン、 およびイ ンス ト ール開発のその他の分野についてのバッ クグラ ン ド情報を読むこ

とができます。
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まず始めに
Windows Installer 入門

Windows Installer イ ンス ト ール プログラムは .msi パッ ケージ と し て配布され、 パッ ケージは Windows Installer デー

タベース (.msi データベース ) と関連データ フ ァ イル (.cab フ ァ イル、 非圧縮データ フ ァ イルなど ) から構成され

ます。 .msi データベースは COM 構造のス ト レージ と し て実装され、 ターゲッ ト  システム上で処理される変更に

ついて記述する何十ものテーブルで構成されます。 次に、 .msi テーブルのい く つかの例を挙げます :

• File - イ ンス ト ールされる フ ァ イルを記述する

• Registry - 書き込まれるレジス ト リ データ を記述する

• Shortcut - シ ョ ー ト カ ッ ト の設定を記述する

その他の .msi データベース テーブルは、 イ ンス ト ールのユーザー  イ ン ターフ ェ イスの外観と動作を記述し た り、

Windows サービスおよび ODBC 情報を構成し た り、 ターゲッ ト  システムの特徴を確定し た り、 イ ンス ト ール中に

使用されるアイ コ ンやその他のバイナ リ データ を保管し た り し ます。

開発者の視点から見て、 Windows Installer イ ンス ト ール プログラムの最も大きな変更点は、 スク リ プ ト を明示的に

書き込む必要がないとい う点です。 その代わり、 Windows Installer ベースのイ ンス ト ールは標準カス タムアクシ ョ

ンを実行し て、 ダイアログを表示し た り、 ターゲッ ト  システムを ク エ リ し た り、 ターゲッ ト  システムに変更を加

えた り し ます。 これらのアクシ ョ ンはシーケンスに配置されていて、 アクシ ョ ンの集合が順番に並べられていま

す。

Windows Installer は製品のイ ンス ト ール管理専用のアプ リ ケーシ ョ ン プログラム イ ン ターフ ェ イス関数の集合 ( ま

たは API) を含みます。 Windows Installer で提供されている機能を活用するには、 アプ リ ケーシ ョ ンが Windows 

Installer API を呼び出す必要があ り ます。

Windows オペレーテ ィ ング システムに統合されている Windows Installer は、 アプ リ ケーシ ョ ンやシステム ツール

を管理するためのイ ン ターフ ェ イスだけでな く 、 コ ンポーネン ト の管理を行う ための標準フ ォーマ ッ ト も提供し

ます。 様々なバージ ョ ンの Windows Installer が Windows オペレーテ ィ ング システムの再配布可能フ ァ イルと し て

利用できます。

.msi データベース テーブルを直接編集し て Windows Installer パッ ケージを作成する こ とは可能ですが、 多数の

テーブルと その関連性を編集するには非常な困難を伴います。 InstallShield は、 Windows Installer 用のイ ンス ト ール

開発過程を様々なビ ューに分け、 .msi データベースにまつわる実装についての詳細の多 く のを開発者の目から遮

るグラ フ ィ カル エデ ィ ターやウ ィ ザー ド を提供し ます。

Windows Installer テ ク ノ ロジについての詳細は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リ を参照し て く だ さい。

イ ンス ト ール中におけるユーザー アカウン ト 制御のプロンプ ト
の数を最小化する

Windows Vista 以降およびユーザー アカウン ト 制御 (UAC) の目的は、 ユーザーが常に標準ユーザーと し て実行でき

るよ う にする こ と です。 昇格が必要になる こ とは、 ほとんどあり ませんが、 必要と なる場合、 できるだけ短い時

間に限られる必要があ り ます。
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まず始めに
InstallShield のい く つかの異なる領域では、 昇格された権限を要求するために、 イ ンス ト ールで UAC の同意または

資格情報プロンプ ト を起動するかど うかが問題にな り ます。 Windows Vista 以降のシステムでエン ド ユーザーがイ

ンス ト ールを実行する際の UAC の動作を適切に定義するためには、 これらの異なる設定をよ く 理解する こ とが必

要です。 また、 これらの設定を使って、 場合によ り、 イ ンス ト ール中に表示される UAC プロンプ ト の数を最小限

に抑える こ と もできます。

構成方法によ って、 InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールがイ ンス ト ール中のい く つかの時点で、 Windows 

Vista 以降のシステム上で昇格された権限のプロンプ ト を表示する こ とができます :

1. エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルを起動する と き

2. Setup.exe フ ァ イルが、 昇格された権限を必要とするセ ッ ト ア ッ プ前提条件を起動する と き

3. イ ンス ト ールされる 1 つまたは複数の機能に関連付けられた機能前提条件が含まれるため、

ISInstallPrerequisites カス タム アクシ ョ ンが Setup.exe フ ァ イルを機能前提条件イ ンス ト ール モー ド で再起動

する と き

ISInstallPrerequisites カス タム アクシ ョ ンは、 昇格された権限のプロンプ ト が表示される前に、 機能前提条件

が昇格された権限を必要とするかど うかを検証し ませんので、 ご注意 く だ さい。 また、 ISInstallPrerequisites 

カス タム アクシ ョ ンは、 機能前提条件のイ ンス ト ールが必要かど うかを決定するために機能前提条件の条件

を確認する こ と もあ り ません。 昇格された権限のプロンプ ト は常に表示されます。

4. Windows Installer が .msi パッ ケージの [ 実行 ] シーケンスを開始する と き

InstallShield における UAC 関連の設定

以下は、 Windows Vista 以降のシステム上で、 イ ンス ト ール中に UAC プロンプ ト を表示するかど うかを判断するた

めの InstallShield の設定です。

• 必要実行レベル —[ リ リース ] ビ ューにある この設定を使用し て、 イ ンス ト ールの Setup.exe フ ァ イルが必要と

する最小実行レベルを指定し ます。 InstallShield は、 Setup.exe ラ ンチャに埋め込まれるアプ リ ケーシ ョ ン マニ

フ ェ ス ト で選択し た値 ( 管理者、 最高権限、 または起動者 ) を使用し ます。 詳細については、 「Windows Vista 

以降のプラ ッ ト フ ォームでのセ ッ ト ア ッ プ起動ツールの必要実行レベルを指定する」 を参照し て く だ さい。

• （InstallShield 前提条件で ) 管理者権限を必要とする —[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューにある InstallShield 前提条

件ための [ 詳細 ] ペイ ンに、 前提条件のイ ンス ト ールに管理者権限が必要かど うかを示す読み取り専用設定が

あ り ます。

• 管理者権限が必要 ([ 一般情報 ] ビ ュー )—[ 一般情報 ] ビ ューにある この設定を使用し て、 イ ンス ト ールの .msi 

パッ ケージの [ 実行 ] シーケンスで管理者権限が必要かど うかを指定し ます。 [ いいえ ] を設定し た場合、

InstallShield は Word Count Summary プロパテ ィ  の 3 ビ ッ ト 目を設定し て、 製品のイ ンス ト ールに昇格された

権限が必要である こ と を示し ます。 詳細については、 「[ 一般情報 ] ビ ュー」 を参照し て く だ さい。

また、 InstallShield 前提条件の種類 ( セ ッ ト ア ッ プ前提条件または機能前提条件 )— は、 UAC プロンプ ト が Windows 

Vista 以降のシステム上でのイ ンス ト ール中に表示されるかど うかに影響を及ぼす可能性があ り ます。 これら 2 種

類の InstallShield 前提条件についての詳細は、 「セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い」 を参照し て く だ さ

い。

以下は、 Windows Vista 以降における UAC 関連の動作についての注意点です :

• " 必要実行レベル " が [ 起動者 ] に設定されていて、 イ ンス ト ールが管理者権限を必要とする InstallShield 前

提条件を含み、 [ 一般情報 ] ビ ューの " 管理者権限 " が [ いいえ ] に設定されている場合、 イ ンス ト ール中、

プロンプ ト はエン ド ユーザーに表示されません。
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• " 必要実行レベル " が [ 起動者 ] に設定されていて、 イ ンス ト ールが管理者権限を必要とするセ ッ ト ア ッ プ前

提条件を含み、 [ 一般情報 ] ビ ューの " 管理者権限 " が [ いいえ ] に設定されている場合、 イ ンス ト ール中、

プロンプ ト はエン ド ユーザーに 1 回のみ表示されます。 再起動がある場合、 再起動ご とに、 １  回のみ UAC 

プロンプ ト が表示されます。

• セ ッ ト ア ッ プ起動ツールの完全ユーザー イ ン ターフ ェ イスが表示される場合で、 イ ンス ト ールする必要があ

るセ ッ ト ア ッ プ前提条件がイ ンス ト ールに含まれている と き、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは通常、 メ イ ン イ ン

ス ト ールが開始する前にセ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログを表示し ます。 イ ンス ト ールが必要な 1 つまたは

複数のセ ッ ト ア ッ プ前提条件が管理者権限を必要とする と き、 メ ッ セージ ボ ッ クスの [ イ ンス ト ール ] ボタ

ンが、 エン ド ユーザーに昇格された権限が必要である こ と を通知するシールド アイ コ ン と共に表示されます。

• 再起動後、 イ ンス ト ールが続行し、 権限の昇格が必要な場合、 続行メ ッ セージ ボ ッ クスの [OK] ボタ ンがシー

ルド アイ コ ン と共に表示されます。 権限の昇格が必要がない場合、 シールド ボタ ンは表示されません。

• イ ンス ト ールに、 ターゲッ ト  マシンにイ ンス ト ールし なければならないセ ッ ト ア ッ プ前提条件が複数あ り、

このう ち １  つまたは複数のセ ッ ト ア ッ プ前提条件が管理者権限を必要とする場合、 UAC プロンプ ト が、 一番

最初のセ ッ ト ア ッ プ前提条件がイ ンス ト ールされる前に表示されます。 これによ り、 それぞれの前提条件の

イ ンス ト ールご とに別々の UAC プロンプ ト を要求する こ と な く 、 昇格された権限をすべての前提条件に対し

て使用できるよ う になる場合があ り ます。 ただ し、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件のイ ンス ト ールで再起動がある場

合、 管理者権限は失われる こ とにな り、 これによ り、 残りの前提条件が管理者権限を必要とする場合、 UAC 

プロンプ ト が表示される こ とがあ り ますので注意し て く だ さい。

• イ ンス ト ールに、 ターゲッ ト  マシンにイ ンス ト ールし なければならないセ ッ ト ア ッ プ前提条件が複数あ り、

このう ち １  つまたは複数のセ ッ ト ア ッ プ前提条件が管理者権限を必要とする場合、 UAC プロンプ ト が、 一番

最初のセ ッ ト ア ッ プ前提条件がイ ンス ト ールされる前に表示されます。 これによ り、 それぞれの前提条件の

イ ンス ト ールご とに別々の UAC プロンプ ト を要求する こ と な く 、 昇格された権限をすべての前提条件に対し

て使用できるよ う になる場合があ り ます。 ただ し、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件のイ ンス ト ールで再起動がある場

合、 管理者権限は失われる こ とにな り、 これによ り、 残りの前提条件が管理者権限を必要とする場合、 UAC 

プロンプ ト が表示される こ とがあ り ますので注意し て く だ さい。

機能前提条件では動作が若干異な り ます。 イ ンス ト ールが、 前提条件に関連付けられている機能を イ ンス

ト ールする場合、 ISInstallPrerequisites カス タム アクシ ョ ンが機能前提条件イ ンス ト ール モー ド で Setup.exe 

を再起動する と きに UAC プロンプ ト が表示されます。 これは、 機能前提条件のいずれかが昇格された権限を

必要とするかど うかに関わらず発生し ます。 また、 これは機能前提条件のイ ンス ト ールが必要かど うかを決

定するために機能前提条件のいずれかが評価される前に発生し ます。 機能前提条件イ ンス ト ールによ って再

起動が行われる場合、 管理者権限は失われますのでご注意 く だ さい。 再起動のあと、 再び ReadyToInstall ダイ

アログが表示され、 エン ド ユーザーは残りのイ ンス ト ールを続行するために [ イ ンス ト ール ] ボタ ンを ク

リ ッ クする必要があ り ます。 この場合、 ISInstallPrerequisites カス タム アクシ ョ ンが機能前提条件イ ンス ト ー

ル モー ド で Setup.exe を再起動する と き、 UAC プロンプ ト が再び表示されます。

• [ 一般情報 ] ビ ューの " 管理者権限が必要 " が [ いいえ ] に設定されている状態で、 適切な権限を もたずに 

.msi パッ ケージがタ スク を実行し よ う とする と、 Windows Installer によ って実行時エラーが表示される場合が

あ り ます。

• 権限がイ ンス ト ールの終わり で昇格され、 [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログが製品を起動する と、 昇格され

た権限が製品に引き継がれます。 通常、 昇格された権限を使用し たアプ リ ケーシ ョ ンの実行は推奨されてい

ません。
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例 : UAC プロンプ ト が Setup.exe と、 再起動後に管理者権限が必要な前提条件に表示される

次のダイアグラムでは、 Windows Vista 以降が標準ユーザーまたは限られた権限を持つ管理者ユーザーに昇格され

た権限を要求し ています。 この例は、 Windows Vista 以降のシステム上の UAC のデフ ォル ト 設定に基づいていま

す。 この図表は、 Setup.exe、 2 つのセ ッ ト ア ッ プ前提条件、 機能前提条件、 および .msi パッ ケージの [ 実行 ] シー

ケンスで昇格が必要なイ ンス ト ールを説明し ます。 Setup.exe フ ァ イルに、 管理者を必要実行レベルと し て指定す

るマニフ ェ ス ト があるため、 昇格された権限はイ ンス ト ールの各部分で使用されます。 昇格された権限は再起動

中に失われるため、 2 つ目の UAC プロンプ ト が表示されます。
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図 4-1: " 必要実行レベル " が [ 管理者 ] に設定されている イ ンス ト ールのダイアグラム
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Windows ロゴ プログラムの要件

WWindows 8 デスク ト ッ プ アプ リの認定を受けるために製品と そのイ ンス ト ールが満た さ な く てはならない要件の

一覧が、 マイ ク ロ ソ フ ト によ って確立されています。 要件では、 製品が Windows システムで実行されたと き、 よ

り高い互換性と安定性、 および安全性を持つこ とができる基準が規定されています。 Windows 8 デスク ト ッ プ ア

プ リの認定要件を満たす製品は、 Compatible with Windows 8 ロゴを表示できます。

Windows ロゴの取得に関する詳細は、 「MSDN」 を参照し て く だ さい。 この Web サイ ト には、 Windows ロゴ プログ

ラムに関する情報が掲載されています。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition と InstallShield Professional Edition には、 製品がマイ ク ロ ソ フ ト の 

Windows ロゴ プログラムのイ ンス ト ール要件を満た し ているかど うかを識別する と きに役立つ Windows 検証ス

イー ト が含まれています。 パッ ケージまたはマージ モジュールが 1 つ以上の検証規則に違反し た場合、

InstallShield は違反の対象と なった特定の規則をレポー ト し、 問題を解決するための追加情報を提供し ます。

Windows ロゴ • InstallShield ヘルプ ラ イブ ラ リ全体を通し て、 情報が Windows ロゴ プログラム ガイ ド ラ イ ンのコ ン

プラ イアンスに関連する箇所では Windows Logo ガイ ド ラ イ ン アラー ト が表示されています。

現在のイ ンス ト ールによる同製品の将来のメ ジャー バージ ョ ン
の上書き を防ぐ

プロジ ェ ク ト • この情報は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield には、 現在のイ ンス ト ールが同製品の将来のメ ジャー バージ ョ ンを上書きするのを防ぐ機能が含まれ

ています。 すべての新しい Express プロジ ェ ク ト には、 デフ ォル ト で、 この機能が含まれています。

Windows ロゴ • Windows ロゴ プログラムの要件に従う と、 イ ンス ト ール パッ ケージは、 エン ド ユーザーによ って

製品の以前のバージ ョ ンがイ ンス ト ールされた と き、 将来のバージ ョ ンが上書き されるのを防ぐ必要があり ます。

タ スク : エン ド ユーザーが製品の現在のバージ ョ ンを イ ンス ト ールし た と きに、 将来のメ ジャー バージ ョ ンが上書き され

るのを防ぐためのサポー ト を追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ ア ッ プグレー ド パス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ア ッ プグレー ド パス ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 [ ダウングレー ドの防止 ] を ク リ ッ ク し ます。
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ISPreventDowngrade アイテムが [ ア ッ プグレー ド パス ] エクスプローラーに追加されます。 エン ド ユーザーがこ

のバージ ョ ンの製品をよ り新しいバージ ョ ンの製品に上書き イ ンス ト ールし よ う と し た と き、 エラー メ ッ セージ

が表示され、 新しいバージ ョ ンが既にイ ンス ト ールされている こ と を通知し ます。 エン ド ユーザーがエラー メ ッ

セージ ボ ッ クスを閉じ る と、 イ ンス ト ールは終了し ます。

ヒ ン ト • プロジ ェ ク ト からダウングレー ド防止機能を削除するには、 [ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューにある 

ISPreventDowngrade アイテムを右ク リ ッ ク し てから、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

非管理者パッ チのイ ンス ト ールを準備する

Windows Installer 3.0 以上では、 管理者以外による イ ンス ト ールが可能なパッ チを作成する こ とができます。 非管

理者によるパッ チは厳しい条件が満た された と きのみ利用する こ とができます。 た と えば、 パッ チが更新する

ベース イ ンス ト ールは、 パッ チ パッ ケージの署名に使用される証明書を含まな く てはな り ません。 満た されなけ

ればならない他の基準については、 「非管理者パッ チ」 を参照し て く だ さい。

タ スク : 後で非管理者 QuickPatch パッ ケージによ ってア ッ プデー ト が可能なベース イ ンス ト ールを作成するには、 次の手

順を実行し ます。

1. [ リ リースの準備 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルド ] エクスプローラーで、 作成または変更する メ デ ィ ア タ イプを選択し ます。

3. [ 署名 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. デジ タル署名情報を指定し ます。

InstallShield が、 必要な情報を MsiDigitalCertificate テーブルおよび MsiPatchCertificate テーブルに追加し ます。 こ

れによ って、 非管理者による イ ンス ト ールが可能な QuickPatch パッ ケージの作成が可能と な り ます。
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イ ンス ト ール情報を指定する
イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成を開始する と き、 まず最初にイ ンス ト ールの重要情報を指定する必要があ り ま

す。 イ ンス ト ール情報は、 イ ンス ト ールを編成する と きに設定および決定が必要な上位レベルのプロパテ ィ およ

び考慮によ って定義する こ とができます。 これには、 製品およびプロジ ェ ク ト のプロパテ ィ の指定と " プログラ

ムの追加と削除 " のプロパテ ィ の構成が含まれます。

一般的なプロジ ェ ク ト 設定を構成する

InstallShield は、 プロジ ェ ク ト 設定を単一イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト フ ァ イル (.ise フ ァ イル ) に保管し ます。 この

フ ァ イルには、 プロジ ェ ク ト についてのすべての情報が格納されています。 [ 一般情報 ] ビ ューを使う と、 作成者

名、 プロジ ェ ク ト がサポー ト する言語、 および記入する コ メ ン ト など、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト についての基

本情報を編集する こ とができます。

[ 一般情報 ] ビ ューではまた、 製品名、 製品コー ド (GUID)、 およびバージ ョ ン番号といった一般的な製品情報も構

成できます。 製品は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の構成中で最上位のものです。 イ ンス ト ールは複数の機能に分

割でき、 これらが製品のサブセ ッ ト にな り ます。

各プロジ ェ ク ト と プロジ ェ ク ト 設定についての詳細は、 「[ 一般情報 ] ビ ュー」 を参照し て く だ さい。

製品コー ドの設定

製品コー ドは製品を識別する固有の文字列です。 イ ンス ト ールは実行時に製品コー ド を使用し て、 その製品が既

にイ ンス ト ール済みであるかど うかを判断し ます。

製品を一意に識別する GUID を入力するか、 [ 一般情報 ] ビ ューの " 製品コー ド " 設定にある [ 新しい GUID の生

成 ] ボタ ン ({...}) を ク リ ッ ク し て、 自動的に新しい GUID を生成し ます。 イ ンス ト ールが、 この GUID を実行時に登

録し ます。

注意 • この製品コー ドは製品を一意に識別するため、 製品のリ リースを配布し てからはこのコー ド を変更し ないこ

と をお勧めし ます。

製品名の指定

[ 一般情報 ] ビ ューの " 製品名 " 設定に製品の名前を入力し ます。 こ こに入力する名前は、 イ ンス ト ールを作成す

る製品の名前です。 この値は、 プロジ ェ ク ト 全体を通し て、 次のよ う な名前に使用されます。

• プロジ ェ ク ト の場所の下にある ソースフ ァ イルフ ォルダーの名前

• InstallShield がビルド する Windows Installer パッ ケージ (.msi フ ァ イル ) の名前

• 実行時ダイアログ

• Windows ロゴ要件に従って登録される情報レジス ト リキー情報値は以下の場所にあ り、 エン ド ユーザーが製

品を変更または削除するのに使用できる [ プログラムの追加と削除 ] で使用されます。
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HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Uninstall\< 製品コー ド >

入力値はソース フ ァ イルのパスに組み込まれるため、 製品名には次のいずれの文字も含める こ とはできません : \ 

/ : * ?" < > | -

ヒ ン ト • 製品名にアンパサン ド (&) を含める場合、 エン ド ユーザーダイアログで名前を正し く 表示するには、 2 つ

のアンパサン ド (&&) を使用する必要があ り ます。 たと えば New & Improved Product と表示する場合、 製品名を 

New && Improved Product と入力し ます。

製品バージ ョ ンを指定する

製品のバージ ョ ン番号を指定する と き、 必ず有効な製品バージ ョ ンを入力し て く だ さい。 バージ ョ ンには、 数値

のみを使用できます。 一般的なフ ォーマ ッ ト は aaa.bbb.ccccc または aaa.bbb.ccccc.ddddd で、 aaa はメ ジャー バー

ジ ョ ン番号、 bbb はマイナー バージ ョ ン番号、 ccccc はビルド 番号、 および ddddd はバージ ョ ン番号を示し ます。

aaa と bbb の最大値は 255 です。 ccccc と ddddd の最大値は、 65,535 です。

実行時に、 イ ンス ト ールが、 イ ンス ト ールされる製品のバージ ョ ン番号を登録し ます。 完全なバージ ョ ン文字列

が [ プログラムの追加と削除 ] に表示されます。 製品バージ ョ ン番号は、 その一部を イ ンス ト ール エンジンが

ア ッ プグレー ドの適用を判断するために使用するため、 重要です。

製品バージ ョ ンは、 [ 一般情報 ] ビ ューで構成できます。

製品のバージ ョ ンを指定する と きに 4 番目のフ ィ ールド (ddddd) を含める こ と もできますが、 イ ンス ト ールは異な

る製品バージ ョ ンを区別する と きに製品バージ ョ ンのこの部分を無視し ます。

リ リースに Setup.exe フ ァ イルが含まれる場合、 指定し た製品バージ ョ ンが Setup.exe の [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスに表示されます。 詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ マイズす

る」 を参照し て く だ さい。

ア ッ プグレー ド コー ド を設定する

ア ッ プグレー ド コー ドは関連のある一連の製品を識別する GUID です。 Windows Installer は、 イ ンス ト ール済みの

製品のメ ジャー ア ッ プグレー ド を行う際に、 製品のア ッ プグレー ド コー ド を使用し ます。 UpgradeCode プロパ

テ ィ に格納されるア ッ プグレー ド コー ドは、 製品のすべてのバージ ョ ンにおいて同一でな く てはな り ません。

新しい製品の GUID を構成するには、 [ 一般情報 ] ビ ューの " ア ッ プグレー ド コー ド " 設定を使用し ます。 製品の

よ り新しいバージ ョ ンのア ッ プグレー ド を作成する場合、 [ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューまたは QuickPatch プロ

ジ ェ ク ト で同じ ア ッ プグレー ド GUID を入力し ます。

[ プログラムの追加と削除 ] 情報を構成する

[ 一般情報 ] ビ ューの [ プログラムの追加と削除 ] 領域にある設定は、 [ プログラムの追加と削除 ] ツールに表示さ

れる情報です。

特定の " プログラムの追加と削除 " 設定に値を入力し なかった場合、 サンプルの値が灰色テキス ト で表示されま

す。 この値は例と し て表示されているため、 最終的に Windows Installer データベースには含まれません。
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概要情報ス ト リーム データ を入力する

概要情報ス ト リームには、 会社や、 イ ンス ト ール中のソ フ ト ウ ェ アに関する情報が含まれます。 この情報は、 .msi 

フ ァ イルを右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を選択し てアクセスできます。 その後、 [ 概要 ] タ ブを ク リ ッ ク し て、

概要情報を確認し ます。

デフ ォル ト の製品イ ンス ト ール先フ ォルダー (INSTALLDIR) の設定

プロジ ェ ク ト の INSTALLDIR プロパテ ィ は、 製品に含まれるすべてのフ ァ イル用のデフ ォル ト  フ ォルダーと し て

機能し ます。 その値の割り当て先は、 Windows Installer フ ォルダーのプロパテ ィ である INSTALLDIR と な り、 これ

はデフ ォル ト の機能のイ ンス ト ール先フ ォルダーの役割を果た し ます。

Windows ロゴ • Windows ロゴ要件による と、 ターゲッ ト  システムの言語にかかわらず、 製品のフ ァ イルのデフ ォル

ト のイ ンス ト ール先を Program Files のサブ フ ォルダー、 またはエン ド ユーザー のアプ リ ケーシ ョ ン データ フ ォ

ルダーにする必要があ り ます。 ProgramFilesFolder を製品のイ ンス ト ール先フ ォルダー設定の親フ ォルダーと し て

使用する と、 フ ァ イルは正しい場所にイ ンス ト ールされます。

INSTALLDIR のデフ ォル ト 値は次の通り です :

[ProgramFilesFolder] 会社名 \ 製品名

タ スク : 製品の INSTALLDIR プロパテ ィ を設定するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある  [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. ビル ト イ ン Windows Installer デ ィ レ ク ト リ をパスの一部と し て使用するには、 INSTALLDIR 設定で、 省略記号

ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。。 [INSTALLDIR の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 [ イ ンス ト ール先

デ ィ レ ク ト リ ] ボ ッ クスで、 イ ンス ト ール先のフ ォルダーを選択し ます。

その代わり に、 INSTALLDIR 設定に手動でパスを入力する こ と もできます。

メ モ • [INSTALLDIR の設定 ] ダイアログ ボ ッ クスで新しいフ ォルダーを選択する と、 INSTALLDIR 設定の値がオー

バーラ イ ド されます。 た と えば [ProgramFilesFolder]My Company\Program のよ う に、 円記号でサブ フ ォルダーを分

割する こ とによ って、 フ ォルダー プロパテ ィ のサブフ ォルダーを指定できます。

イ ンス ト ール先フ ォルダーを指定する と きは、 閉じ角かっ こ (]) または円記号 (\) の前後にスペースを入れる こ と

はできません。 た と えば、 次のよ う なパスは有効ではあ り ません。

[ProgramFilesFolder] \ 会社名 \default

[ProgramFilesFolder]YourCompany\ default

INSTALLDIR などのイ ンス ト ール フ ォルダー プロパテ ィ を使用し ている場合、 デフ ォル ト 値を指定し ている こ と

にな り ます。 エン ド ユーザーは、 Msiexec.exe 起動時に、 コマン ド ラ イ ンでプロパテ ィ を設定し た り、 [ カス タム 

セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログで機能に対し て新しいイ ンス ト ール先フ ォルダーを選択する こ とによ り、 この値を変

更できます。
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INSTALLDIR と レジス ト リ

イ ンス ト ールのデフ ォル ト  イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を、 ターゲッ ト  システムのレジス ト リ で見つかったキー

の値に設定できます。 このデ ィ レ ク ト リは、 [ 一般情報 ] ビ ューの INSTALLDIR プロパテ ィ に格納されています。

レジス ト リ  エン ト リが INSTALLDIR の値になるよ う に設定する場合、 イ ンス ト ールを開始する前に、 ターゲッ ト  

システムにレジス ト リ エン ト リがなければならないとい う制約があ り ます。 レジス ト リ エン ト リが見つからない

場合、 INSTALLDIR に前回入力し た有効値が設定されます。

たと えば、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を初回で作成し たと き、 INSTALLDIR の値は [ProgramFilesFolder] 会社名

\Default に設定されます。 これをレジス ト リから読み取るよ う に変更し よ う と し て、 レジス ト リ エン ト リが見つか

らない場合、 INSTALLDIR は以前の値である [ProgramFilesFolder] 会社名 \Default に戻り ます。

INSTALLDIR のレジス ト リからの設定

タ スク : レジス ト リから INSTALLDIR 値を設定するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある  [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. INSTALLDIR 設定で、 使用する値を含むレジス ト リ キーへの完全パスを入力し ます。 例 :

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\Current Version\AppPaths\App.exe\

この値を HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\Current\Version\AppPaths\App.exe に設定する と、 

InstallShield は "AppPaths" キー にある App.exe とい う文字列から この値を取得し ます。 この値に 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\Current\Version\AppPaths\App.exe\ ( 末尾に円記号を付加 ) を設定す

る と、 InstallShield は、 App.exe と名づけられたキーのデフ ォル ト 値から この値を取得し ます。

メ モ • 行末の円記号 (\) は、 指定子の最後の部分がキーの名前であって値の名前ではないこ と を意味し ます。

ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのセ
キュ リ テ ィ 保護

InstallShield では、 ロ ッ クダウン環境において製品を実行するエン ド ユーザー向けに、 フ ァ イル、 フ ォルダー、 お

よびレジス ト リ キーを保護するための異なる方法が提供されています :

• 従来型の Windows Installer 処理 —InstallShield は、 .msi データベースの LockPermissions テーブルを使って、 製

品のアクセス許可情報を格納し ます。

• カス タム InstallShield 処理 — InstallShield は、 .msi データベースの ISLockPermissions テーブルを使って、 製品

のアクセス許可情報を格納し ます。 InstallShield はまた、 プロジ ェ ク ト にカス タム アクシ ョ ンを追加し ます。

これらの方法を使って、 特定グループおよびユーザーにフ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーのアクセ

ス許可を割り当てる こ とができます。 た と えば、 管理者グループに特定のフ ァ イルについての [ 読み取り ]、 [ 書

き込み ]、 および [ 削除 ] アクセス許可を割り当てる こ とができますが、 別のグループのすべてにユーザーについ

ては [ 読み取り ] 許可のみ割り当てる こ とができます。
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使用するオプシ ョ ンを決定する

次のテーブルでは、 アクセス許可を設定するため様々な方法を比較し ます。

テーブル 4-1 • ロ ッ クダウン環境下でオブジ ェ ク ト  ( フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キー ) をセキュ リ
テ ィ 保護するための異なる方法

比較カテゴ リ 利用できるサポー ト について

広 く 知られているセ

キュ リ テ ィ 識別子 (SID)

• 従来型の Windows Installer 処理 — 限られた数の SID (Administrators、 Everyone) 

をサポー ト し ます。

• カス タム InstallShield 処理 — 多 く の SID (Administrators、 Authenticated Users、

Creator Owner、 Everyone、 Guests、 Interactive、 Local Service、 Local System、

Network Service、 Power Users、 Remote Desktop Users、 および Users) をサポー

ト し ます。

翻訳された SID の名前 • 従来型の Windows Installer 処理 — 翻訳された SID の名前をサポー ト し ません。

翻訳された名前を使用する と、 イ ンス ト ールは失敗し ます。

• カス タム InstallShield 処理 — サポー ト されている、 よ く 知られる SID 

(Administrators、 Authenticated Users、 Creator Owner、 Everyone、 Guests、

Interactive、 Local Service、 Local System、 Network Service、 Power Users、

Remote Desktop Users、 および Users) の翻訳されたすべての SID の名前をサ

ポー ト し ます。

特定のアクセス許可を

拒否できる機能

• 従来型の Windows Installer 処理 — サポー ト されていません。 この処理を使って、

特定のアクセス許可を設定できます。 アクセス許可を拒否する こ とはできませ

ん。 し たがって、 ユーザーにフ ァ イルの読み取り専用アクセスを付与する こ と

ができます。 ただし、 ユーザーが読み取り専用アクセスを所有する こ と を防ぐ

こ とはできません。

• カス タム InstallShield 処理 — サポー ト されています。 このオプシ ョ ンを使って、

指定するアクセス許可を特定のユーザーまたはグループが所持する こ と を拒否

するかど うかを指定できます。

既存するアクセス許可

に対する影響

• 従来型の Windows Installer 処理 — 既存のアクセス許可を削除する こ とができま

す。 た と えば、 ターゲッ ト  システム上のフ ォルダーに Everyone ユーザーのアク

セス許可が既に設定されている場合で、 イ ンス ト ールが Administrators ユーザー

のアクセス許可を設定する と き、 このオプシ ョ ンを使って Administrators ユー

ザー用のアクセス許可を設定できます。 ただし、 既存する Everyone のアクセス

許可は削除されます。

• カス タム InstallShield 処理 — カス タム オプシ ョ ンを使って、 ターゲッ ト  システ

ムに既存する フ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーに、 アクセス許可

を追加できます。 このと き、 そのオブジ ェ ク ト に既存するアクセス許可は削除

されません。 たと えば、 ターゲッ ト  システム上のフ ォルダーに Everyone ユー

ザーのアクセス許可が既に設定されている場合で、 イ ンス ト ールが 

Administrators ユーザーのアクセス許可を設定する と き、 これらのオプシ ョ ンを

使って既存する Everyone ユーザーのアクセス許可を削除する こ と な く 、

Administrators ユーザー用のアクセス許可を設定できます。
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どち らのオプシ ョ ンでも、 イ ンス ト ールの一部と し てイ ンス ト ールされないオブジ ェ ク ト に対し てアクセス許可

を設定する こ とはできません。

[ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンまたは [ 従来型の Windows Installer 処理 ] オプシ ョ ン
についての詳細

Express プロジ ェ ク ト では、 カス タム InstallShield 処理または Windows Installer 処理のどち ら を使用するかを指定し

な く てはな り ません。 詳し く は、 「プロジ ェ ク ト で、 ロ ッ クダウン環境でのアクセス許可タ イプを選択する」 をご

覧 く ださい。

いずれかのオプシ ョ ンを使ってフ ァ イルまたはフ ォルダーのアクセス許可を設定する方法については、 「フ ァ イル

と フ ォルダーのアクセス許可を構成する」 を参照し て く だ さい。 これらのオプシ ョ ンの 1 つを使ってレジス ト リ 

キーのアクセス許可を設定する方法については、 「レジス ト リ キーのアクセス許可を構成する」 を参照し て く だ さ

い。

プロジ ェ ク ト で、 ロ ッ クダウン環境でのアクセス許可タ イプを選択する

InstallShield には、 ロ ッ クダウン環境にあるエン ド ユーザー向けにフ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キー

のアクセス許可を イ ンス ト ールがどのよ う に構成するかを指定できる、 プロジ ェ ク ト 全体に反映される設定があ

り ます。

タ スク : プロジ ェ ク ト に対し て、 ロ ッ クダウン環境でのアクセス許可タ イプを選択するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある  [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• カス タム InstallShield 処理 —InstallShield は、 プロジ ェ ク ト にカス タム テーブルと カス タム アクシ ョ ンを

追加し て、 ターゲッ ト  システム上のアクセス許可を設定し ます。 これがデフ ォル ト の値です。

子オブジ ェ ク ト  ( サブ

フ ォルダー、 フ ァ イ

ル、 およびサブキー ) 

にアクセス許可を反映

させる機能

• 従来型の Windows Installer 処理 — サポー ト されていません。 フ ォルダー内のサ

ブ フ ォルダーまたはフ ァ イル ( またはレジス ト リ キーの下にあるサブ キー ) に

アクセス許可を構成する場合、 ターゲッ ト  システム上で作成された親は、 自動

的に子のアクセス許可を継承し ます。

• カス タム InstallShield 処理 — サポー ト されています。 このオプシ ョ ンを使って、

フ ォルダー ( またはレジス ト リ キー ) のアクセス許可を構成し、 そのフ ォル

ダーのサブフ ォルダーおよびフ ァ イル ( またはレジス ト リ キーのサブキー ) す

べてに同じ アクセス許可を適用するかど うかを指定できます。

イ ンス ト ール中に作成

された新しいユーザー

に対するアクセス許可

を設定できる機能

• 従来型の Windows Installer 処理 — サポー ト されていません。

• カス タム InstallShield 処理 — サポー ト されています。 イ ンス ト ール中に新しい

ユーザーが作成される場合、 そのユーザーに対するアクセス許可を構成できま

す。

テーブル 4-1 • ロ ッ クダウン環境下でオブジ ェ ク ト  ( フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キー ) をセキュ リ
テ ィ 保護するための異なる方法 ( 続き )

比較カテゴ リ 利用できるサポー ト について
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• 従来型の Windows Installer 処理 — InstallShield は、 .msi データベースの LockPermissions テーブルを使っ

て、 製品のアクセス許可情報を格納し ます。

これらの 2 つのオプシ ョ ンについての詳細な比較情報は、 「ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 お

よびレジス ト リ キーのセキュ リ テ ィ 保護」 を参照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト で次にフ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ キーのアクセス許可を構成する と き、 InstallShield 

は選択済みのロ ッ クダウン環境でのアクセス許可を使用し ます。

• [ 従来型の Windows Installer 処理 ] オプシ ョ ンを選択し た場合、InstallShield はプロジ ェ ク ト で LockPermissions 

テーブルを使用し ます。

• [ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンを選択し た場合、 InstallShield はプロジ ェ ク ト で ISLockPermissions 

テーブルを使用し、 さ らに ISLockPermissionsCost と ISLockPermissionsInstall カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ

ク ト に追加し ます。

" ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定の値を変更する時に、 プロジ ェ ク ト にフ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト リ 

キーのアクセス許可が既に含まれている場合、 InstallShield は適切なテーブルにアクセス許可データ を移行するか

ど うかを問い合わせる メ ッ セージ ボ ッ クスを表示し ます。 データの移行を選択する と、 選択済みのオプシ ョ ンに

対応するテーブルにデータが移動されます。 [ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンから [ 従来型の Windows 

Installer 処理 ] オプシ ョ ンに切り替える と、 プロジ ェ ク ト から ISLockPermissionsCost と ISLockPermissionsInstall カ

ス タム アクシ ョ ン も削除されます。

Windows Installer イ ンス ト ールをログ記録するかど うかを指定する

InstallShield では、 Windows Installer 4.0 以降がイ ンス ト ールのログ記録を行うかど うかを、 プロジ ェ ク ト 全体にわ

たって指定する こ とができます。 また、 ログ記録される メ ッ セージの種類を カス タ マイズする こ と もできます。

タ スク : Windows Installer 4.0 以降で、 プロジ ェ ク ト 全体のログ情報を指定するには、 次の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある  [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [MSI ログの作成 ] 設定を ク リ ッ ク し て、 省略記号ボタ ン (...)] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [Windows Installer 4.0 

以降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 カス タム オプシ ョ ンを選択する場合、 MsiLogging 値を入力し ます。

MsiLogging 値の有効なパラ メ ーターのリ ス ト は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの MsiLogging Property を

参照し て く だ さい。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

結果は、 [Windows Installer 4.0 以降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスで行った選択によ って異な り ま

す。

• [ いいえ ] を選択する と、 ログ記録は行なわれません｡これがデフ ォル ト の値です。

• [ はい ] を選択する と、 InstallShield は MsiLogging プロパテ ィ にデフ ォル ト 値である voicewarmupx を挿入し ま

す。 Windows Installer 4.0 が搭載された ターゲッ ト  システム上でイ ンス ト ールが実行される と、 次の処理が行

なわれます。

• voicewarmupx のデフ ォル ト  ログ モー ド に従って、 イ ンス ト ーラーがログ フ ァ イルを作成し ます。
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• イ ンス ト ーラーが、 MsiLogFileLocation プロパテ ィ に、 ログ フ ァ イルのパスを挿入し ます。

• SetupCompleteSuccess、 SetupCompleteError および SetupInterrupted ダイアログに [Windows Installer ログ

を表示 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが追加されます。 エン ド ユーザーがこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから [

終了 ] を ク リ ッ クする と、 テキス ト  フ ァ イル ビ ューアーまたはエデ ィ ターでログ フ ァ イルが開きます。

• [ カス タム ] を選択する と、 InstallShield は、 このボ ッ クスに指定された値を MsiLogging プロパテ ィ に挿入し ま

す。 Windows Installer 4.0 が搭載された ターゲッ ト  システム上でイ ンス ト ールが実行される と、 次の処理が行

なわれます。

• このボ ッ クスに指定されたカス タム値に基づいて、 イ ンス ト ーラーがログ フ ァ イルを作成し ます。

• イ ンス ト ーラーが、 MsiLogFileLocation プロパテ ィ に、 ログ フ ァ イルのパスを挿入し ます。

• SetupCompleteSuccess、 SetupCompleteError および SetupInterrupted ダイアログに [Windows Installer ログ

を表示 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが追加されます。 エン ド ユーザーがこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから [

終了 ] を ク リ ッ クする と、 テキス ト  フ ァ イル ビ ューアーまたはエデ ィ ターでログ フ ァ イルが開きます。

以前のバージ ョ ンの Windows Installer は MsiLogging 設定を無視し ます。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer を実

行中のシステム上で表示される実行時ダイアログでは、 [Windows Installer ログを表示 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスは表示

されません。

重要 • MsiLogFileLocation プロパテ ィ は、 読み取り専用のため、 ログ フ ァ イルの場所の設定および変更には使用で

きません。

製品のソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含める

プロジ ェ ク ト • この情報は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

ISO/IEC 19770-2 は、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを作成するための国際規格です。 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグは、 製品名、

製品エデ ィ シ ョ ン、 パブ リ ッ シャーなど、 ソ フ ト ウ ェ アに関する説明的な情報を含むサイズが小さい XML ベース

のフ ァ イルです。 ソ フ ト ウ ェ ア資産管理ツールは、 企業でイ ンス ト ールされている ソ フ ト ウェ アについての正確

なアプ リ ケーシ ョ ン ID を提供する目的で、 タグ内のデータ を収集するツールです。

ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ機能は、 業界標準と し て現在進化しつつある もので、 この機能によ り、 独立系ソ フ ト ウ ェ

ア ベンダーは、 顧客に対し て、 ソ フ ト ウ ェ ア資産管理およびラ イセンス最適化イニシアチブに有用な、 よ り適切

な情報を提供する こ とができる、 よ り洗練されたアプ リ ケーシ ョ ンを作る こ とができるよ う にな り ます。 製品の

イ ンス ト ール パッ ケージに識別タグを持たせる こ と で、 顧客は、 イ ンス ト ールし た製品の内部的使用状況を監視

できるツールが使えるよ う にな り ます。 これによ り、 顧客が入手済み製品のラ イセンスの数を把握、 管理および

最適化する こ とができるよ う にな り ます。

適切にタグを作成するためには、 [ 一般情報 ] ビ ューにある " 製品名 " や " 製品バージ ョ ン " 設定といった基本設

定を構成する必要があ り ます。 また、 [ 一般情報 ] ビ ューにある識別タグ関連の設定も構成し な く てはな り ませ

ん。
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タ スク : イ ンス ト ールにソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含めるには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある  [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. このビ ュー内の [ ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ ] 領域で、 必要に応じ て設定の値を変更し ます。

" ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの使用 " 設定を使って、 イ ンス ト ールにタグを含めるかど うかを指定できます。 デ

フ ォル ト 値の [ はい ] を選択し てから、 必要に応じ て [ ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ ] 領域にあるその他の設定を構

成し ます。

ビルド時に以下の条件が True 評価された場合、 InstallShield がビルド する イ ンス ト ールにソ フ ト ウ ェ ア識別タグが

追加されます :

• [ 一般情報 ] ビ ューの " ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの使用 " 設定に、 デフ ォル ト 値の [ はい ] が選択されている。

• [ 一般情報 ] ビ ューの " 一意な ID"" タグ作成者 "、 および " タグ作成者 ID" 設定に値が設定されている。

タグ機能が有効である場合に、 前述の 3 つのタグ識別設定のう ち 1 つでも値が不足し ている場合、 InstallShield は

ビルド警告を生成し て、 リ リースにタグが含まれなかったこ と を通知し ます。 この警告を解決するためには、 必

要に応じ て [ 一般情報 ] ビ ューの [ ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ ] 領域にある設定を構成し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト で タグ機能を使用する と き、 InstallShield はタグをプロジ ェ ク ト の [ 常にイ ンス ト ール ] 機能に追加

し ます。 実行時、 フ ァ イルは 2 つの異なる場所にイ ンス ト ールされます :

• INSTALLDIR 

• CommonAppDataFolder 

プロジ ェ ク ト にソ フ ト ウ ェ ア ID タグを含めて [ リ リース ] ビ ューで .pfx フ ァ イルを使って リ リースに署名を行う

こ と を設定する と、 InstallShield がビルド時にタグをデジ タル署名し ます。 タグ フ ァ イルに署名するためには、

.NET Framework 3.5 以降をビルド マシンにイ ンス ト ールする必要があり ます。
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イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
イ ンス ト ールの一番重要な タ スクは、 フ ァ イルを配布メ デ ィ アからエン ド ユーザーのハー ド デ ィ スクへ転送する

こ と です。 InstallShield イ ンス ト ールでは、 フ ァ イルは階層構造で編成されます。 フ ァ イルは機能 ( およびオプ

シ ョ ンでサブ機能 ) に含まれ、 セ ッ ト ア ッ プの種類に関連付けられています。

実行時に、 エン ド ユーザーは、 単純にセ ッ ト ア ッ プの種類、 または、 可能な場合、 イ ンス ト ールする機能および

サブ機能を選択するだけです。

ある フ ァ イルが、 他のフ ァ イルの関数に依存し て タ スク を実行する こ とがよ く あり ます。 ただ し、 イ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト にアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを含める際に、 依存関係と呼ばれる他のフ ァ イルに気が付かない場合

があ り ます。 依存関係フ ァ イルが識別しやす く なるよ う に、 InstallShield には自動的に依存関係をプロジ ェ ク ト に

追加する 3 種類の依存関係スキャナーがあり ます。

プロジ ェ ク ト への個別フ ァ イルの追加に加え、 再配布可能フ ァ イル (InstallShield 前提条件、 マージ モジュールお

よびオブジ ェ ク ト ) も含める こ とができます。 再配布可能フ ァ イルには、 特定の機能性を イ ンス ト ールするのに

必要なロジ ッ ク と フ ァ イルが含まれています。 た と えば、 Java Runtime Environment (JRE) フ ァ イルを インス ト ー

ルに含める場合、 JRE の InstallShield 前提条件を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し ます。

イ ンス ト ールをデザイ ンする

機能とは、 ユーザーから見て個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位のこ と です。 イ ンス ト ール中に [ カ

ス タム ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプを選択する と、 個々の機能がエン ド ユーザーに対し て表示されます。

機能

機能は、 エン ド ユーザーから見たアプ リ ケーシ ョ ンの構成要素です。 各機能は、 た と えばヘルプ フ ァ イルのよ う

な製品の特定の機能を表し ます。 エン ド ユーザーは、 製品の別個の機能を イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール

できます。

たと えば、 ハー ド デ ィ スクの容量に制限のあるエン ド ユーザーは、 製品チュー ト リ アルを イ ンス ト ールし ないよ

う選択できます。 そのユーザーは、 後で別のコ ンピ ューターを購入するか、 または既存のコ ンピ ューター上のリ

ソースに空きを作り、 前にアン イ ンス ト ールし た製品チュー ト リ アルを イ ンス ト ールする こ と もできます。

アプ リ ケーシ ョ ンの機能に対応し、 異なるセ ッ ト ア ッ プの種類で使用または削除できるよ う に、 アプ リ ケーシ ョ

ンを機能に分割する必要があ り ます。

セ ッ ト ア ッ プの種類

[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] を利用する と、 エン ド ユーザーは製品全体または一部分を選択し てイ ンス ト ールする こ と

ができます。 デフ ォル ト のセ ッ ト ア ッ プの種類は 「標準」、 「最小」 および 「カス タム」 です。

セ ッ ト ア ッ プの種類は機能に基づいています。 各セ ッ ト ア ッ プの種類に関連する機能を選択し ます。 次に、 エン

ド ユーザーが特定のセ ッ ト ア ッ プの種類を選択する と、 そのセ ッ ト ア ッ プの種類に関連付けられた機能だけがイ

ンス ト ールされます。
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アプ リ ケーシ ョ ンを機能に分ける

アプ リ ケーシ ョ ンを、 ヘルプ フ ァ イル、 ク リ ッ プ アー ト  フ ァ イル、 プログラム フ ァ イルなどの非依存な部分に

分けます。 これによ り、 エン ド ユーザーはアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールする際オプシ ョ ンを組み合わせる こ

とができます。 た と えば、 アプ リ ケーシ ョ ンにサイズが大き く 画像の多いク リ ッ プ アー ト  フ ァ イルが含まれてい

る場合、 ク リ ッ プ アー ト  フ ァ イルを機能にする こ とができます。 これによ り、 エン ド ユーザーはフ ァ イルを イ ン

ス ト ールするかし ないかを選択する こ とができます。 これは、 使用できる リ ソースが限られている場合に極めて

重要な機能です。

アプ リ ケーシ ョ ンを機能に分ける際、 かならずエン ド ユーザーが特定のニーズを実現するため、 分けた部分をい

く つかの方法で再度組み合わせる こ とができるよ う にし ます。 これを行う際、 システム管理者から顧客サービス

担当者、 開発者などすべてのユーザーのニーズについて考慮し ます。 ユーザーのすべてのグループに対応する こ

とによ って、 アプ リ ケーシ ョ ンの配布と使用の増加を促すこ とにな り ます。

各機能には、 ヘルプ フ ァ イルのよ う に 1 つの機能性があ り、 この機能性にし たがって明確に定義を行う こ と で認

識および理解されやす く し ます。 機能には、 ユーザーが選択で自ら機能を イ ンス ト ールし て使用できる独立し た

機能性が必要です。

ある機能が別の機能を必要とする場合、 依存する機能を も う一方の子にし ます。

混乱を避けるため、 システムやアプ リ ケーシ ョ ンの管理に関するあらゆる情報をユーザーに透過にし ます。

機能の定義

機能は、 エン ド ユーザーから見たプ リ ケーシ ョ ンの構成要素です。 これは、 ヘルプ フ ァ イルや製品スイー ト の一

部などの製品の特定機能を表し、 エン ド ユーザーがこれら を イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールするかど うか

を決定できます。 アプ リ ケーシ ョ ン全体は特定の目的を実行する機能ご とに分ける必要があり ます。 機能は、 [ 機

能 ] ビ ューで作成できます。

機能には必要な要素のすべてが含まれてお り、 兄弟機能を必要と し ないのが原則です。 た と えば、 類語辞典機能

はエン ド ユーザーがイ ンス ト ールを し ない選択ができる辞書機能を必要と し ません。 ただし、 " 親 " 機能のサブ機

能を イ ンス ト ールに含める こ と もできます。 サブ機能によ って、 イ ンス ト ールする フ ァ イルやデータ をエン ド

ユーザーがさ らに細か く 選択できるよ う にな り ます。

サブ機能は機能を さ らに分割し たものです。 すべての機能とサブ機能が表示される場合、 エン ド ユーザーは機能

のどの部分を イ ンス ト ールするかを [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログで選択できます。

ヒ ン ト • 多 く のサブ機能を作成できますが、 編成のためにデザイ ンを可能な限り単純にし てお く よ う お勧めし ま

す。

機能の作成

[ 機能 ] ビ ューを使って、 プロジ ェ ク ト の機能およびサブ機能を作成できます。
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タ スク : 機能を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト から [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 [ 新しい機能 ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield はデフ ォル ト 名 

NewFeaturen (n は連続番号です ) を持つ新しい機能を作成し ます。

3. 機能の名前を入力し ます。 機能の名前を変更するには、 機能を右ク リ ッ ク し て [ 名前の変更 ] を ク リ ッ ク し ま

す。

4. 右側のペイ ンで機能の設定を構成し ます。

サブ機能を作成する

タ スク : サブ機能を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト から [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] エクスプローラーでサブ機能を含める親機能を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield はデフ ォル ト 名 NewFeaturen (n は連続番号です ) を持つ新しい機能を作成し ます。

3. サブ機能の名前を入力し ます。 サブ機能の名前を変更するには、 それを右ク リ ッ ク し て [ 名前の変更 ] を ク

リ ッ ク し ます。

4. 右側のペイ ンで機能の設定を構成し ます。

ヒ ン ト • 新しい機能を追加し、 機能の名前に KFeature 1\Feature 2\Feature 3 と入力する こ と で、 ネス ト された複数の

機能を一度に作成する こ とができます。 InstallShield は、 Feature 3 が Feature 2 のサブ機能であ り、 Feature 2 が 

Feature 1 のサブ機能である、 ネス ト された機能構造を作成し ます。

機能の設定を構成する

タ スク : 機能の設定を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト から [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する機能を選択し ます。

3. 右側ペイ ンに表示されているグ リ ッ ド内の設定を構成し ます。
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機能の条件を設定する

イ ンス ト ールの機能に特定のオペレーテ ィ ング システムまたはアプ リ ケーシ ョ ンが必要である と指定する必要が

ある場合、 一案と し て機能の １  つを条件付きでイ ンス ト ールする こ とができます。 ターゲッ ト  システムが要件

を満たさ ない場合、 機能はイ ンス ト ールされません。

メ モ • [ 常にイ ンス ト ール ] 機能の条件は作成できません。

タ スク : プロジ ェ ク ト の機能に条件を設定するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト から [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する機能を選択し ます。

3. " 条件 " 設定を ク リ ッ ク し て、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

4. オペレーテ ィ ング システム条件を作成するには、 以下の手順に従います :

a. [ オペレーテ ィ ング システム ] タ ブを ク リ ッ ク し ます

b. [ すべてのオペレーテ ィ ング システム ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し て、 条件で ターゲッ ト するオペ

レーテ ィ ング システムを選択し ます。

ソ フ ト ウ ェ ア条件を作成するには、 以下の手順に従います :

a. [ ソ フ ト ウ ェ ア ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

b. 以下のいずれかを実行し ます ( 複数可 )。

• 選択された機能に対し て、 アプ リ ケーシ ョ ンがターゲッ ト  システムに存在し ている必要がある場合、

そのアプ リ ケーシ ョ ンをチ ェ ッ ク ボ ッ クスを、 チ ェ ッ ク済み状態 ( 緑色 ) に設定し ます。 チ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを この状態にするには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスに緑色のチ ェ ッ クマークが表れるまで繰り

返し ク リ ッ ク し ます。

• 選択された機能に対し て、 アプ リ ケーシ ョ ンがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされていてはい

けない場合、 そのアプ リ ケーシ ョ ンをチ ェ ッ ク ボ ッ クスを、 赤い X 印に設定し ます。 チ ェ ッ ク ボ ッ

クスを この状態にするには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスに赤の X が表われるまで繰り返し ク リ ッ ク し ま

す。

• ソ フ ト ウ ェ ア条件を削除にするには、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスが空になるまで繰り返し ク リ ッ ク し ます。

空のチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 条件がソ フ ト ウ ェ アにまった く 影響されないこ と を示し ます。

• アプ リ ケーシ ョ ンがリ ス ト に無い場合、 [ 新規要件の作成 ] を ク リ ッ ク し ます。 システム検索 ウ ィ

ザー ドが開き、 こ こで指定されたフ ァ イルがターゲッ ト  システムに存在するかど うかに基づいて新

しい条件を作成し ます。 新しい条件が作成され、 [ システム ソ フ ト ウ ェ ア要件 ] エクスプローラーに

追加されます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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条件がグ リ ッ ド に追加されます。 機能は、 そのオペレーテ ィ ング システム条件が 1 つでも True で、 且つ他の条件

もすべて True のと き イ ンス ト ールされます。

機能をエン ド ユーザーへ表示する

InstallShield では、 その機能を [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログでエン ド ユーザーにど う表示するかを指定し

ます。

[ 機能 ] ビ ューにある機能の " 表示 " 設定を使って、 機能を表示するかど うか、 およびどのよ う に表示するかを指

定できます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

メ モ • この設定で [ 表示し ない ] を選択し ても、 機能がイ ンス ト ールされるかど うかには影響し ません。 非表示に

し た機能は、 自動的にすべてイ ンス ト ールされる とい うわけではな く 、 イ ンス ト ールが必要な機能の場合は選択

解除できず、 イ ンス ト ールするべきではない機能の場合は選択できないよ う にな り ます。

機能のイ ンス ト ールを必須にする

機能の " 必須 " 設定を [ はい ] にする と、 エン ド ユーザーが [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログで選択を解除で

きな く な り ます。 その機能はターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされます。

" 必須 " 設定が [ いいえ ] に設定されている と、 機能はデフ ォル ト でイ ンス ト ールされますが、 エン ド ユーザーは

選択を解除できます。

機能のア ドバタ イズ

InstallShield では、 機能のア ドバタ イズを選択的に有効または無効にする こ とができます。 ア ド バタ イズされた機

能は、 イ ンス ト ール過程ですぐにはイ ンス ト ールされません。 要求された と きにイ ンス ト ールされます。 機能を

割り当てる と、 その機能はすでにイ ンス ト ールされているよ う に見えますが、 エン ド ユーザーが要求するまでは

イ ンス ト ールされません。 ( 機能を割り当てる と シ ョ ー ト カ ッ ト がイ ンス ト ールされ、 コ ン ト ロール パネルの [ プ

ログラムの追加と削除 ] アプレ ッ ト から イ ンス ト ールできます。 ただ し割り当てられた機能は、 ユーザーが要求

テーブル 4-1 • " 表示 " 設定で使用できるオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

閉じ て表示する デフ ォル ト でサブ機能が閉じ た状態で、 [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイア

ログに機能を表示し ます。

展開し て表示する デフ ォル ト でサブ機能が展開し た状態で、 [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイ

アログに機能を表示し ます。

非表示 機能がエン ド ユーザーに対し て [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログに表

示されます。
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するまではア ドバタ イズされるだけです。 ) パブ リ ッ シュ された機能は、 イ ンス ト ーラーから要求されるまで ター

ゲッ ト  システムに表示されません。 ( パブ リ ッ シュ された機能には、 エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イス要素があ

り ません。 これらのイ ンス ト ールは、 プログラム上で行うか、 MIME の種類を関連付けて行います。 )

[ 機能 ] ビ ューの " ア ドバタ イズ " 設定を使って、 ア ドバタ イズを許可するかど うかを指定し ます。 この設定で選

択できるオプシ ョ ンは、 次のとお り です :

機能のア ドバタ イズを有効にする と、 ア ドバタ イズを阻止するその他の要素がない限り、 イ ンス ト ールが実行さ

れているモー ド にかかわらず機能はア ドバタ イズされます｡ Custom Setup ダイアログで、 エン ド ユーザーはすぐに

イ ンス ト ールする機能とあと で使用する機能を制御できます。

ア ドバタ イズする場合には、 通常、 アプ リ ケーシ ョ ンでこの機能をサポー ト し ている必要があり ます。 た と えば、

ある製品でスペルチ ェ ッ ク機能をア ドバタ イズする と し ます。 アプ リ ケーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イスは、 メ ニュー

コマン ド またはツールバーボタ ンから、 スペルチ ェ ッ ク を提供し ます。 さ らに、 機能のイ ンス ト ール状態を確認

し、 カス タ マーが [ スペルチ ェ ッ ク ] コマン ド またはボタ ンを ク リ ッ クする と それがイ ンス ト ールされるよ う にア

プ リ ケーシ ョ ンに書き込む必要があ り ます。

機能の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定を設定する

機能の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定によ って、 この機能のフ ァ イルを ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールする

か、 または CD-ROM やネ ッ ト ワークサーバーのよ う なソース メ デ ィ アから実行するかが決定されます。 新しい機

能のデフ ォル ト 値は " ローカルを優先 " です。 これは、 選択された機能のフ ァ イルがターゲッ ト  システムにイ ン

ス ト ールされる こ と を意味し ます。

テーブル 4-2 • " ア ド バタ イズ " 設定で使用できるオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ア ドバタ イズを許可する エン ド ユーザーは、 CustomSetp ダイアログで、 この機能のア ドバタ イズ 

オプシ ョ ンを選択できます。 ア ドバタ イズは許可されますが、 イ ンス ト ー

ル実行時のデフ ォル ト のオプシ ョ ンではあり ません。

ア ドバタ イズを優先する 機能は、 デフ ォル ト でア ドバタ イズされます。 エン ド ユーザーは、

CustomSetup ダイアログの機能のア ドバタ イズ オプシ ョ ンを変更できま

す。

ア ドバタ イズを許可し ない この機能には、 ア ドバタ イズは許可されません。 エン ド ユーザーは、

CustomSetup ダイアログで機能のア ドバタ イズを選択できません。

サポー ト されていない場合にア

ドバタ イズを無効にする

ア ドバタ イズ メ ン ト は、 Internet Explorer 4.01 以上のシステムでのみ機能し

ます。 この条件を満た さ ないターゲッ ト  システムでは、 ア ドバタ イズは許

可されません。 ターゲッ ト  システムがア ドバタ イズをサポー ト する場合、

ア ドバタ イズは許可されます。
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タ スク : " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定を変更し て、 機能のフ ァ イルがソース メ デ ィ アからのみ実行されるよ う にするに

は、 以下の手順に従います :

1. [ 編成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する機能を選択し ます。

3. " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定で、 [ ソースを優先 ] を選択し ます。

ヒ ン ト • [ 親を優先 ] を選択する と、 サブ機能にその親機能と同じ値が指定されます。

[ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログで機能の順序を変える

[ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログで表示される機能は、 [ 機能 ] ビ ューの機能の一覧と同じ順番で表示されま

す。

タ スク : [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログで機能の順序を変えるには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト から [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 移動する機能を右ク リ ッ ク し て、 [ 上に移動 ]  または  [ 下に移動 ]  を ク リ ッ ク し ます。 機能を左右に移動し

て、 別の機能のサブ機能にする こ と もできます。

ヒ ン ト • 単純な ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ操作で、 機能の順序を変更をする こ と もできます。 機能またはサブ機能

は、 すべてこの方法で移動できます。

セ ッ ト ア ッ プの種類について

[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] を利用する と、 エン ド ユーザーは製品全体または一部分を選択し てイ ンス ト ールする こ と

ができます。 デフ ォル ト のセ ッ ト ア ッ プの種類は 「標準」、 「最小」 および 「カス タム」 です。

[ 標準 ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプは通常、 アプ リ ケーシ ョ ンの大部分の機能を含んでいます。 [ カス タム ] セ ッ ト ア ッ

プ タ イプは、 イ ンス ト ールする機能をエン ド ユーザーが選択する こ とができます。 [ 最小 ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプ

は通常、 アプ リ ケーシ ョ ンを実行するために必要な機能だけを含みます。 この種類のセ ッ ト ア ッ プはデ ィ スクの

容量に制限がある ノ ー ト ブ ッ ク コ ンピ ューターなどのエン ド ユーザーのためにデザイ ン されています。

セ ッ ト ア ッ プの種類は機能に基づいています。 各セ ッ ト ア ッ プの種類に関連する機能を選択し ます。 次に、 エン

ド ユーザーが特定のセ ッ ト ア ッ プの種類を選択する と、 そのセ ッ ト ア ッ プの種類に関連付けられた機能だけがイ

ンス ト ールされます。
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[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] で機能を指定する

タ スク : 各セ ッ ト ア ッ プの種類に含める機能を指定するには、 次の手順を実行し ます :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューを開きます。

2. [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] エクスプローラーで、 編集するセ ッ ト ア ッ プの種類を ク リ ッ ク し ます。 イ ンス ト ール

に含まれるすべての機能は下のペイ ンに表示されます。

3. 選択し たセ ッ ト ア ッ プの種類に含めない機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

セ ッ ト ア ッ プの種類の名前を変更する

[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューで名前を変更するのは、 [ テキス ト と メ ッ セージ ] ビ ューで [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] 

ダイアログのリ ソースを更新するのと同じ です。

タ スク : セ ッ ト ア ッ プの種類の名前を変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューを開きます。

2. [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] エクスプローラーで、 編集するセ ッ ト ア ッ プの種類を ク リ ッ ク し、 [ 名前の変更 ] を

ク リ ッ ク し ます。 

また、 セ ッ ト ア ッ プの種類を右ク リ ッ ク し て、 F2 を押すこ と もできます｡

3. セ ッ ト ア ッ プの種類に新しい名前を付けます。 この名前は、 イ ンス ト ール中に [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイア

ログで表示されます。

メ モ • セ ッ ト ア ッ プの種類にアクセラ レータ キーを提供する場合、 名前の文字の前にアンパサン ド (&) を入力し て

く ださい。 たと えば、 カス タム (&S) とい う名前は、 S に下線が付いたカス タム (S) とい う ラベルにな り ます。 エン

ド ユーザーがセ ッ ト ア ッ プ時に S キーを押すこ と でそのオプシ ョ ン ボタ ンを選択する こ とができるよ う にな り ま

す。 アンパサン ド (&) 記号をアクセラ レータ キーと し て設定するには、 && のよ う に入力し ます。

セ ッ ト ア ッ プの種類を指定する

タ スク : セ ッ ト ア ッ プに含めるセ ッ ト ア ッ プの種類を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューを開きます。

2. [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] エクスプローラーで、 イ ンス ト ールに含めないセ ッ ト ア ッ プの種類のチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを ク リ ア し ます。
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3. オプシ ョ ンで、 " 説明 " プロパテ ィ  フ ィ ールド に説明を入力する こ と もできます。 複数行にわたる説明を入

力するには、 エスケープ シーケンス \n を使います。 たと えば、 InstallShield\nExpress Edition と入力し た場合、 [

セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイアログに表示される説明は次のよ う にな り ます ：

InstallShield

Express Edition

イ ンス ト ールにセ ッ ト ア ッ プの種類を １  つだけ含める

すべてのエン ド ユーザーに同じ フ ァ イルを イ ンス ト ールし ても ら う必要がある場合、 [ 標準 ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプ

のみをプロジ ェ ク ト に含めます。 イ ンス ト ールが実行される と き、 [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイアログ は表示され

ず、 エン ド ユーザーはイ ンス ト ールする機能を選択する こ とはできません。 すべての機能がイ ンス ト ールされま

す。

タ スク : イ ンス ト ールにセ ッ ト ア ッ プの種類を １  つだけ含めるには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューを開きます。

2. [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] エクスプローラーで、 [ 最小 ] と [ カス タム ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイアログはイ ンス ト ールに含まれません。 このため、 エン ド ユーザーは製品を部分的に

選択し てイ ンス ト ールする こ とができません。

実行時にセ ッ ト ア ッ プの種類にアクセスする

_IsSetupTypeMin プロパテ ィ は、 エン ド ユーザーが [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイアログで選択し たセ ッ ト ア ッ プの

種類を格納し ます。

タ スク : イ ンス ト ールの実行時に選択し たセ ッ ト ア ッ プの種類にアクセスするには、 以下のいずれかを実行し ます。

• 新しい DLL カス タム アクシ ョ ンで、 Windows Installer の MsiGetProperty 関数 を使用する。

• 以下の VBScript コー ド を使用する。

' 選択されたセ ッ ト ア ッ プの種類の値を取得

Dim sSetupType

sSetupType= Session.Property("_IsSetupTypeMin")

' 表示する。

MsgBox sSetupType

_IsSetupTypeMin プロパテ ィ には、 デフ ォル ト のセ ッ ト ア ッ プの種類名 [ 標準 ]、 [ 最小 ] および [ カス タム ] のみ

含まれています。 [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューで [ 最小 ] を MySetupType に名前変更し て、 エン ド ユーザーが名

前変更されたセ ッ ト ア ッ プ タ イプを選択し た場合も、 _IsSetupTypeMin には MySetupType ではな く  [ 最小 ] が入り

ます。
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フ ァ イルと フ ォルダーを含める

フ ァ イルは、 製品の核である と と もにイ ンス ト ールの核でもあり ます。 新しいフ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加す

る と き、 関連付ける機能を選択する必要があ り ます。 機能は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを実行し、 [ カス タ

ム ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプを選択し た と きに表示される ものです。 機能がイ ンス ト ールに選択された場合、 機能の

フ ァ イルがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされます。

[ フ ァ イル ] ビ ューでプロジ ェ ク ト にフ ァ イルを追加する こ とができます。

フ ァ イルと フ ォルダーをプロジ ェ ク ト に追加する

[ フ ァ イル ] ビ ューで [ フ ァ イル ] エクスプローラーを使って、 プロジ ェ ク ト にフ ォルダーと フ ァ イルを追加し ま

す。

タ スク : [ フ ァ イル ] エクスプローラーを使ってフ ァ イルと フ ォルダーを追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] リ ス ト で、 追加する フ ァ イルまたはフ ォルダ ― を含める機能を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 フ ォルダーまたはフ ァ イルを追加する フ ォルダー

を選択し ます。

INSTALLDIR は、 デフ ォル ト でアプ リ ケーシ ョ ンに含まれる フ ァ イルのルー ト  デ ィ レ ク ト リ であるため、 最

も一般的に使用される ターゲッ ト の場所です。

フ ォルダーまたはフ ァ イルを追加する定義済みフ ォルダーがこのペイ ンに表示されていない場合、 それを追

加する こ とができます。 詳し く は、 「[ フ ァ イル ] ビ ューで定義済みフ ォルダーを表示する」 をご覧 く だ さい。

ヒ ン ト • 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上の 64 ビ ッ ト  フ ァ イルの場所 ( た と えば、 Program Files Folder (x86) では

な く  Program Files フ ォルダー ) にイ ンス ト ールされる 64 ビ ッ ト  イ ンス ト ールを作成する場合 、 64 ビ ッ ト  フ ォル

ダー (ProgramFiles64Folder、 CommonFiles64Folder、 または System64Folder)、 または [ フ ァ イル ] ビ ューのサブ

フ ォルダ ― の 1 つ を選択し ます。

64 ビ ッ ト  イ ンス ト ールを 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムで実行する こ とはできません。 詳細については、 「32 

ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム両方をサポー ト する難し さについて」 を参照し て く だ さい。

4. オプシ ョ ンで、 イ ンス ト ールがターゲッ ト  システム上に作成する カス タム フ ォルダーを追加するには、 新し

いフ ォルダーを含める フ ォルダーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいフ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。

5. [ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 追加する フ ァ イルが含まれる フ ォルダーに移動し ます。

6. [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンから [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンに、 そ

のフ ァ イルを ド ラ ッ グし ます。
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ヒ ン ト • フ ォルダー全体を イ ンス ト ール先フ ォルダーに追加する場合、 [ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペ

イ ンから [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] に、 そのフ ォルダーを ド ラ ッ グし ます。

ソースパス変数

定義済みフ ォルダーから フ ァ イルを追加する と き、 通常 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンの [

リ ン ク先 ] 列には、 ほとんどのフ ァ イルに対し て絶対パスではな く パス変数が表示されます。 これによ ってイ ン

ス ト ール プロジ ェ ク ト の移植性が高ま り ます。 プロジ ェ ク ト を別の開発マシンに移動する場合、 パス変数によ っ

てフ ァ イルパスのア ッ プデー ト が不要にな り ます。

メ モ • 以前のバージ ョ ンの InstallShield を使って作成し たプロジ ェ ク ト へ追加済みのフ ァ イルは、 [ リ ン ク先 ] 列に

ある絶対パスを表示し ます。 パス変数を表示するには、 フ ァ イルを削除し て再びプロジ ェ ク ト へ追加する必要が

あ り ます。

サポー ト されているデフ ォル ト のパス変数は次の通り です。

テーブル 4-3 • サポー ト されているデフ ォル ト  パス変数

変数 デフ ォル ト  パス

<CommonFilesFolder> C:\Program Files\Common Files

<ISProductFolder> C:\Program Files\InstallShield\2014

<ISProjectDataFolder> C:\InstallShield 2014 Projects\ プロジ ェ ク ト 名

プロジ ェ ク ト 名 は、 プロジ ェ ク ト 名から フ ァ イル拡張子を取ったものです。

<ISProjectFolder> C:\InstallShield 2014 Projects

<ISRedistPlatformDependentExpre

ssFolder>

C:\Program Files\InstallShield\2014\Redist\Language Independent\i386 Express

<ISRedistPlatformDependentFolde

r>

C:\Program Files\InstallShield\2014\Redist\Language Independent\i386

<ProgramFilesFolder> C:\Program Files

<SystemFolder> C:\WINDOWS\system32

<VSSolutionFolder> 状況によ って異なる。 この変数は、 ハイ レベルの基本デ ィ レ ク ト リ を参照

し ます。 このサポー ト によ って、 InstallShield プロジ ェ ク ト で Visual Studio 

ソ リ ューシ ョ ン フ ォルダー内にある姉妹プロジ ェ ク ト のフ ァ イルへのス タ

テ ィ ッ ク リ ン ク を含むこ とができます。 詳細については、 「Visual Studio ソ

リ ューシ ョ ンで VSSolutionFolder パス 変数を使用する」 を参照し て く だ さ

い。
InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド ISE-2100-UG00 163



第 4 章 : 

イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
コ ンテキス ト  メ ニューを使ってフ ァ イルを ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする

[ フ ァ イル ] ビ ューを使う と、 ソース コ ンピ ューターから ターゲッ ト  システムのイ ンス ト ール先までフ ォルダー

を ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする こ とができます。 ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ペイ ンから [ イ ンス ト ール

先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンにフ ァ イルを ド ラ ッ グする場合、 多 く のオプシ ョ ンがあ り ます。

タ スク : コ ンテキス ト  メ ニュー コマン ド を表示するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ン、 または、 [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンで、

フ ォルダーまたはフ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ン、 また

は、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンへド ラ ッ グし ます。 そ し てマウス ボタ ンを離し ま

す。

フ ォルダーまたはフ ァ イルを追加する定義済みフ ォルダーが [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] 

ペイ ンに表示されていない場合、 それを追加する こ とができます。 詳し く は、 「[ フ ァ イル ] ビ ューで定義済

みフ ォルダーを表示する」 をご覧 く だ さい。

InstallShield は、 い く つかのコマン ド を含むコ ンテキス ト  メ ニューを表示し ます。

<WindowsFolder> C:\WINDOWS

テーブル 4-4 • コ ンテキス ト  メ ニューから使用できる コマン ド

オプシ ョ ン 説明

追加 選択されたフ ォルダー、 サブ フ ォルダーおよび / またはフ ァ イルを追加し

ます。 これはデフ ォル ト のド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プの動作と同じ です。

ソース構造を保持し たまま追加 ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル / フ ォルダー構造を保持し ながら、 選択

されたフ ォルダー、 サブ フ ォルダーおよび / またはフ ァ イルを追加し ます。

このコマン ドは、 ソース フ ォルダーが定義済みのイ ンス ト ール先フ ォル

ダーと一致する場合にのみ使用できます。 さ らに、 フ ァ イル / フ ォルダー

を ド ロ ッ プする イ ンス ト ール先は、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォ

ルダー ] ペイ ンのイ ンス ト ール先コ ンピ ューターである必要があ り ます。

フ ォルダーのみを追加 選択されたフ ォルダーと、 選択されたフ ォルダーに含まれるすべてのサブ

フ ォルダーのみを追加し ます。 このオプシ ョ ンは、 選択されたフ ォルダー

またはサブ フ ォルダーに含まれている フ ァ イルは追加されません。

テーブル 4-3 • サポー ト されているデフ ォル ト  パス変数 ( 続き )

変数 デフ ォル ト  パス
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ヒ ン ト • 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上の 64 ビ ッ ト の場所 ( たと えば、 Program Files Folder (x86) ではな く  

Program Files フ ォルダー ) にイ ンス ト ールされる 64 ビ ッ ト  イ ンス ト ールを作成する場合 、 64 ビ ッ ト  フ ォルダー 

(ProgramFiles64Folder、 CommonFiles64Folder、 または System64Folder)、 または [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターの

フ ォルダー ] ペイ ンのサブ フ ォルダ ― の 1 つ を使用し ます。

64 ビ ッ ト  イ ンス ト ールを 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムで実行する こ とはできません。 詳細については、 「32 

ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム両方をサポー ト する難し さについて」 を参照し て く だ さい。

ハー ド コー ド化されたイ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を指定する

タ スク : 特定のド ラ イブをハー ド コー ド化されたイ ンス ト ール先と し て指定するには、 次の手順を実行し ます :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 フ ォルダーを右ク リ ッ ク し、 [ イ ンス ト ール先コ

ンピ ューター ] を右ク リ ッ ク し、 [ 追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] エクスプロー

ラーに新しいフ ォルダーが追加され、 フ ォルダー名が編集できるよ う に選択されます。

3. ド ラ イブ文字を入力し、 続けてコ ロンを入力し ます ( 例、 C:)。

4. ENTER を押し ます。

ソース構造を保持し たまま フ ォ

ルダーのみを追加

選択されたフ ォルダーと、 選択されたフ ォルダーに含まれるすべてのサブ

フ ォルダーのみを追加し ます。 このオプシ ョ ンは、 選択されたフ ォルダー

またはサブ フ ォルダーに含まれている フ ァ イルは追加されません。 このオ

プシ ョ ンは、 また、 ソース コ ンピ ューターで見つかったフ ォルダー構造を

保持し ます。

このコマン ドは、 ソース フ ォルダーが定義済みのイ ンス ト ール先フ ォル

ダーと一致する場合にのみ使用できます。 さ らに、 フ ァ イル / フ ォルダー

を ド ロ ッ プする イ ンス ト ール先は、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォ

ルダー ] ペイ ンのイ ンス ト ール先コ ンピ ューターである必要があ り ます。

Cancel 変更を加えずに ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ操作を終了し ます。

テーブル 4-4 • コ ンテキス ト  メ ニューから使用できる コマン ド ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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タ スク : ド ラ イブ文字フ ォルダーの下のフ ォルダーおよびサブ フ ォルダーを指定し てハー ド コー ド化されたイ ンス ト ール

先パスを作成するには、 以下の手順に従います :

1. フ ォルダーを追加する ド ラ イブ フ ォルダー ( たと えば C:) またはサブ フ ォルダーを追加する フ ォルダーを右ク

リ ッ ク し、 [ 追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいフ ォルダーが追加され、 フ ォルダー名が編集できるよ う に選択

されます。

2. フ ォルダー名を入力し ます。

3. ENTER を押し ます。

ターゲ ッ ト  システムから フ ァ イルと フ ォルダーを削除する

InstallShield では、 実行時にターゲッ ト  システムから削除する フ ァ イルと フ ォルダーを簡単に指定する こ とができ

るビル ト イ ン サポー ト が提供されています。 このフ ァ イルと フ ォルダーの削除機能は、 アプ リ ケーシ ョ ンによ っ

て作成される フ ァ イルの削除など、 イ ンス ト ールが追跡を行わない処理に使用する と便利です。

フ ァ イルまたはフ ォルダーの削除は、 次のイベン ト の 1 つにスケジュールできます :

• フ ァ イルまたはフ ォルダーの機能がイ ンス ト ールされる と き

• フ ァ イルまたはフ ォルダーの機能がアン イ ンス ト ールされる と き

• フ ァ イルまたはフ ォルダーの機能がイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールされる と き

削除されるアイテムがフ ォルダーの場合、 そのフ ォルダーが空の場合のみ削除されます。

タ スク : フ ァ イルと フ ォルダーの削除を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 削除する フ ァ イルまたはフ ォルダーを含むフ ォル

ダーを選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンを右ク リ ッ ク し てから [ フ ァ イルの削除を追加 ] を ク

リ ッ ク し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. 必要に応じ て設定を指定し ます。 詳細については、 「フ ァ イル 削除の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス」 を

参照し て く だ さい。

InstallShield によ って、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンにフ ァ イルまたはフ ォルダー アイ コ

ンが追加されます。 アイ コ ンに赤い Ｘ  印がついて、 削除される項目を参照し ている こ と を示し ます。

プロジ ェ ク ト でフ ァ イルと フ ォルダーを管理する と きのヒ ン ト

ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プ処理、 CTRL+C や CTRL+P といった一般的なキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト 、 およびアイテ

ムを右ク リ ッ クする と表示される コ ンテキス ト  メ ニューを使って、 フ ァ イルと フ ォルダーを異なる イ ンス ト ール

先フ ォルダーや機能へ簡単に移動させる こ とができます。
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プロジ ェ ク ト 内のフ ァ イルと フ ォルダーのイ ンス ト ール先を管理する

タ スク : プロジ ェ ク ト 内のフ ァ イルと フ ォルダーのイ ンス ト ール先を管理するには、 次の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 以下のいずれかを実行し ます :

• フ ァ イルまたはフ ォルダーの設定を変更するには、 アイテムを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク

リ ッ ク し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス が開き、 こ こで必要に応じ て設定を編集できます。

• ある イ ンス ト ール先フ ォルダーから別のイ ンス ト ール先フ ォルダーにフ ァ イルを移動させるには、 [ イ ン

ス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンの １  つの場所から [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターの

フ ォルダー ] ペイ ン内の適切なフ ォルダーに ド ラ ッ グし ます。

• ある イ ンス ト ール先フ ォルダーから別のイ ンス ト ール先フ ォルダーにフ ォルダーを移動させるには、 [ イ

ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンの １  つの場所から同じペイ ン内の適切なフ ォルダー

に ド ラ ッ グし ます。

• １  つの場所から別の場所にフ ァ イルまたはフ ォルダーを コ ピーするには、 CTRL を押し ながら、 アイテ

ムを １  つの場所から別の場所へド ラ ッ グし ます。

別の方法と し て、 アイテムを ク リ ッ プボー ド にコ ピーし てから、 それを適切な場所に貼り付ける こ と も

できます。 アイテムを右ク リ ッ ク し てから [ コ ピー ] を ク リ ッ クするか、 それを ク リ ッ ク し て CTRL+C 

を押し ます。 次にフ ァ イルを含める別のフ ォルダーを選択し ます。 そのフ ォルダーを右ク リ ッ ク し て [ 貼

り付け ] を ク リ ッ クするか、 フ ォルダーを ク リ ッ ク し てから CTRL+P を押し ます。

• プロジ ェ ク ト から フ ァ イルまたはフ ォルダーを削除するには、 それを右ク リ ッ ク し てから [ 削除 ] を ク

リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルと機能の関連付けを管理する

タ スク : プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルと機能の関連付けを管理するには、 次の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イルと機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 機能の関連付けを管理する フ ァ イルを含む機能を選択し ます。 右側の [ フ ァ イル ] ペイ ンにフ ァ イルが表示さ

れます。

3. 以下のいずれかを実行し ます :

• フ ァ イルを １  つの機能から別の機能にコ ピーするには、 [ フ ァ イル ] ペイ ンからその機能を ド ラ ッ グし

て適切な機能に ド ロ ッ プ し ます。

• フ ァ イルを １  つの場所から別の場所にコ ピーするには、 CTRL を押し ながら、 フ ァ イルを １  つの機能か

ら別の機能に ド ラ ッ グし ます。

別の方法と し て、 フ ァ イルを ク リ ッ プボー ド にコ ピーし てから、 それを適切な機能に貼り付ける こ と も

できます。 フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから [ コ ピー ] を ク リ ッ クするか、 それを ク リ ッ ク し て CTRL+C 

を押し ます。 次にフ ァ イルを含める別の機能を選択し ます。 その [ フ ァ イル ] ペイ ンを右ク リ ッ ク し て [

貼り付け ] を ク リ ッ クするか、 フ ォルダーを ク リ ッ ク し てから CTRL+P を押し ます。
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• フ ァ イルを機能から削除するには、 そのフ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

個別のフ ァ イルに対し て ターゲ ッ ト  システム要件を指定する

[ フ ァ イル ] ビ ューでは、 各フ ァ イルご とにターゲッ ト  オペレーテ ィ ング システム要件を指定する こ とができま

す。

タ スク : ターゲッ ト オペレーテ ィ ング システム要件を指定するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンで、 フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て [ プロパテ ィ ] を選択し

ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. [ 詳細 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ ターゲッ ト  オペレーテ ィ ング システム ] 領域で、 フ ァ イルの対象と なるオペレーテ ィ ング システムを指定

し ます。 特定のオペレーテ ィ ング システムを選択するには、 [ すべてのオペレーテ ィ ング システム ] チ ェ ッ

ク ボ ッ クスを ク リ アする必要があ り ます。

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク

デ ィ レ ク ト リのコ ンテンツをすべてプロジ ェ ク ト に追加する場合、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を使用できま

す。 ダイナ ミ ッ ク リ ン クにソース フ ォルダーを選択する と、 ビルド時にそのフ ォルダー内のフ ァ イルがリ リース

に追加されます。 ソース フ ォルダーは常にビルドの前にスキャ ン され、 すべての新規または変更フ ァ イルが自動

的に リ リースへ組み込まれます。 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クは、 フ ォルダー内のフ ァ イル一覧 ( および該当す

る場合、 サブ フ ォルダー内のフ ァ イル一覧 ) がビルド と ビルドの間で変わる可能性がある と き便利です。

重要 • ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの使用は注意が必要です。 ダイナ ミ ッ ク リ ン クが参照する ソース フ ァ イル

からダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルを誤って削除し て し まった場合、 そのフ ァ イルは、 次回リ リースをビル

ド し たと き、 リ リースに含まれません。 このと き、 ビルドの警告やエラーも表示されません。 製品は問題な く イ

ンス ト ールされる場合があ り ますが、 誤って削除されたダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルがイ ンス ト ールされ

ないため、 適切に動作し ない可能性があ り ます。 このため、 重要な実行可能フ ァ イル ( 例、 .exe,、 dll、 .ocx フ ァ イ

ル ) にダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を使用し ないこ とが推奨されます ( 特に、 製品でこれらのフ ァ イルが正常に

実行される必要がある場合 )。

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を作成する と き、 可能なかぎ り、 デ ィ レ ク ト リ ご と メ ソ ッ ド ではな く 、 ベス ト  プ

ラ クテ ィ ス メ ソ ッ ド を使用する こ と をお勧めし ます。 ただし、 どち らのメ ソ ッ ド でも、 ターゲッ ト  イ メ ージにあ

る フ ァ イルがパッ チのダイナ ミ ッ ク リ ン クから削除される と、 パッ チが正し く イ ンス ト ールされない場合があ り

ます。
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ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルを フ ィ ルターする

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を構成する と き、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ォルダーのサブ フ ォルダーを含め

るかど うかを指定する こ とができます。 ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルを さ らに細か く フ ィ ルターする場合、

ダイナ ミ ッ ク リ ン クに含める、 または除外する フ ァ イルの特定の名前を指定する こ とができます。 また、 ワイル

ド カー ド を使用し て、 追加または除外する特定のフ ァ イルやフ ァ イルの種類のみを指定する こ とができます。

たと えば、 すべての画像フ ァ イルがサウン ド フ ァ イルと共に 1 つのフ ォルダーの中にある と き、 画像フ ァ イルの

みダイナ ミ ッ ク リ ン ク を付加する場合、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ォルダーに .bmp フ ァ イルと .ico フ ァ イル

のみを含めるよ う に指定する こ とができます。 これを行う には、 以下の例のよ う に、 選択パターンにアス タ リ ス

ク (*) を使用し ます :

*.bmp、 *.ico

特定のフ ァ イルを選択または除外する場合、 選択また除外のパターン ボ ッ クスに完全なフ ァ イル名を入力し ます。

詳細については、 「フ ァ イルを動的に追加する」 を参照し て く だ さい。

InstallShield イ ン ターフ ェ イスで、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イル / フ ォルダーを静的
フ ァ イル / フ ォルダーから識別する

InstallShield イ ン ターフ ェ イスでダイナ ミ ッ ク フ ァ イルが表示される と き、 フ ァ イルのアイ コ ンに左隅に、 フ ァ イ

ルにダイナ ミ ッ ク リ ン クがある こ と を示すイ メ ージが表示されます :

同じ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イルのイ メ ージが、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク も含まれているサブ フ ォルダーのアイ

コ ンにも含まれています。

InstallShield イ ン ターフ ェ イスが静的フ ァ イルと フ ォルダーに表示するアイ コ ンは、 このダイナ ミ ッ ク リ ン クのイ

メ ージを含みません。

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの制限事項

重要 • ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの使用は注意が必要です。 ダイナ ミ ッ ク リ ン クが参照する ソース フ ァ イル

からダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルを誤って削除し て し まった場合、 そのフ ァ イルは、 次回リ リースをビル

ド し たと き、 リ リースに含まれません。 このと き、 ビルドの警告やエラーも表示されません。 製品は問題な く イ

ンス ト ールされる場合があ り ますが、 誤って削除されたダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルがイ ンス ト ールされ

ないため、 適切に動作し ない可能性があ り ます。 このため、 重要な実行可能フ ァ イル ( 例、 .exe,、 dll、 .ocx フ ァ イ

ル ) にダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を使用し ないこ とが推奨されます ( 特に、 製品でこれらのフ ァ イルが正常に

実行される必要がある場合 )。

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を作成する と き、 可能なかぎ り、 デ ィ レ ク ト リ ご と メ ソ ッ ド ではな く 、 ベス ト  プ

ラ クテ ィ ス メ ソ ッ ド を使用する こ と をお勧めし ます。 ただし、 どち らのメ ソ ッ ド でも、 ターゲッ ト  イ メ ージにあ

る フ ァ イルがパッ チのダイナ ミ ッ ク リ ン クから削除される と、 パッ チが正し く イ ンス ト ールされない場合があ り

ます。
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プロジ ェ ク ト でダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの使用を検討する と き、 次の制限事項に注意し て く だ さい。

• ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イル (DLF) へカス タム アクシ ョ ンを作成する こ とはできません。

• フ ァ イル拡張子を動的に リ ン ク されたフ ァ イルに作成する こ とはできません。

• 動的に リ ン ク されたフ ァ イルから COM 情報を抽出する こ とはできません。

• " 共有 "、 " パーマネン ト "、 " 上書き禁止 " といったプロパテ ィ を動的にリ ン ク されたフ ァ イルに設定する こ

とはできません。

• .NET Installer ク ラス機能を、 動的にリ ン ク されたフ ァ イルに設定する こ とはできません。

• COM Interop を動的に リ ン ク されたフ ァ イルで有効にするよ う に指定する こ とはできません。

• デフ ォル ト のフ ァ イル設定 ([ 読み取り専用 ]、 [ 非表示 ] など ) を変更する こ とはできません。

• 動的に リ ン ク されたフ ァ イルにフ ァ イルのアクセス許可を設定する こ とはできません。

• 動的に リ ン ク されたフ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する こ とはできません。

• 動的に リ ン ク されたフ ァ イルについて、 ス タ テ ィ ッ ク スキャ ンまたはダイナ ミ ッ ク スキャ ンを実行する こ と

はできません。

• Setup Complete Success エン ド ユーザー ダイアログから動的に リ ン ク されたフ ァ イルを起動する こ とはでき

ません。

プロジ ェ ク ト に ( ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を使わずに ) 直接追加し たフ ァ イルは、 すべて内部名 (FileKey) を持ちます。

カス タム アクシ ョ ン、 フ ァ イル拡張子、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 または他の種類のアイテムを作成し たと き、 この内部

名を実際にポイ ン ト し ます。

ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を使ってフ ァ イルをプロジ ェ ク ト を追加する と、 そのフ ァ イルは物理的にプロジ ェ ク ト に追

加されていません。 つま り、 これらのフ ァ イルが、 カス タム アクシ ョ ン、 フ ァ イル拡張子などに関連付ける こ と

ができる FileKeys を含んでいないこ と を意味し ます。

ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルの適切なコ ンポーネン ト 作成方法を判別する

InstallShield では、 ダイナ ミ ッ クにリ ン ク されたフ ァ イルのコ ンポーネン ト を作成する と き、 ベス ト プ ラ ク テ ィ ス

を使用する方法と 1 つのデ ィ レ ク ト リ に対し て 1 つのコ ンポーネン ト を配置する 2 つの作成方法が提供されてい

ます。 ( コ ンポーネン ト は、 個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位です。 InstallShield Express Edition で

は、 コ ンポーネン ト が自動で作成されます。 詳細については、 「イ ンス ト ールの基本」 を参照し て く だ さい。 )

ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス方式を使用する

ダイナ ミ ッ ク リ ン ク作成のベス ト  プ ラ ク テ ィ スに従う と、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クの選択と除外のフ ィ ルター基準

を満たすすべてのフ ァ イルに対し て、 次のタ スクがビルド時に実行されます :

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ォルダーにある各ポータ ブル実行可能 (PE) フ ァ イルについてコ ンポーネン ト が

別々に作成されます。 各 PE フ ァ イルは、 そのコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルです。

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クのルー ト  レベルにあるすべての非 PE フ ァ イルがリ ン ク を含むコ ンポーネン ト に追加さ

れます。
170 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 4 章 : 

イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• ダイナ ミ ッ ク リ ン クにサブ フ ォルダーが含まれている場合、 サブフ ォルダー内にあるすべての非 PE フ ァ イ

ルに新しいコ ンポーネン ト が作成されます。 ダイナ ミ ッ ク リ ン クに複数のサブフ ォルダーが含まれている場

合、 各サブ フ ォルダー内のすべての非 PE フ ァ イルにコ ンポーネン ト が １  つずつ別々に作成されます。

これは、 すべての新しいダイナ ミ ッ ク リ ン クについてのデフ ォル ト 機能です。

ヒ ン ト • [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルの拡張子 ] タ ブでは、 PE フ ァ イルと し て指定する フ ァ イ

ルの種類を選択できます。

デ ィ レ ク ト リ ご と方式を使用する

ダイナ ミ ッ ク リ ン クの作成にデ ィ レ ク ト リ ご と メ ソ ッ ドが使用される と、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クの選択と除外の

フ ィ ルター基準を満たすすべてのフ ァ イルに対し て、 次のタ スクがビルド時に実行されます :

• フ ァ イルの種類に関わらず、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある ソース フ ォルダーのルー ト  レベルにあるすべての

フ ァ イルにコ ンポーネン ト が 1 つ作成されます。

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クに 1 つまたは複数のサブ フ ォルダーが含まれている場合、 フ ァ イルの種類に関わらず、

各サブ フ ォルダーのすべてのフ ァ イルにコ ンポーネン ト が 1 つずつ作成されます。 サブ フ ォルダーのコ ン

ポーネン ト 内にある最初のダイナ ミ ッ ク リ ン クが付いたフ ァ イルが、 そのコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルで

す。

ダイナ ミ ッ ク リ ン ク作成のためのこのメ ソ ッ ドは、 ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ドが導入される前に InstallShield 

で提供されていた従来型のメ ソ ッ ド です。

利用するダイナ ミ ッ ク リ ン ク作成メ ソ ッ ド を判別する

ほとんどのダイナ ミ ッ ク リ ン クの場合、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クの作成に、 ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ドが好まれ

ます。 このメ ソ ッ ド を、 改良された QuickPatch パッ ケージの機能と併用する こ と で、 Windows Installer のコ ンポー

ネン ト 規則に準拠するパッ チを作成する こ とができます。

ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ドは、 プロジ ェ ク ト を InstallShield の Premier または Professional Edition にア ッ プグ

レー ド する可能性がある と き も推奨されます。 これらのエデ ィ シ ョ ンを利用し て、 マイナー ア ッ プグレー ド と ス

モール ア ッ プデー ト を作成する こ とができます。 マイナー ア ッ プグレー ド と スモール ア ッ プデー ト の場合、 コ

ンポーネン ト 、 キー フ ァ イル、 および機能 - コ ンポーネン ト の編成は、 以前およびその後の .msi データベース間

で保持されている必要があ り ます。 パッ チの場合、 File テーブル キーも保持される必要があり ます。 各コ ンポー

ネン ト 名と コ ンポーネン ト  コー ド （および、 場合によ り、 キー フ ァ イル ) はビルド時にダイナ ミ ッ ク フ ァ イル 

リ ン クのデ ィ レ ク ト リ ご と メ ソ ッ ド によ って変更されるため、 問題が発生する場合があり ます。 ベス ト  プラ ク

テ ィ ス メ ソ ッ ドの利点は、 デ ィ レ ク ト リ ご と メ ソ ッ ド に比べ、 予測可能性がよ り高 く なる こ と です。

初期のバージ ョ ンの製品にパッ チを作成する と き、 初期のイ ンス ト ールにデ ィ レ ク ト リ ご と メ ソ ッ ド を使ったダ

イナ ミ ッ ク リ ン ク を含む場合、 同ダイナ ミ ッ ク リ ン クに対し てデ ィ レ ク ト リ ご と メ ソ ッ ド を続けて使用する必要

があ り ます。 ただ し、 ア ッ プグレー ド プロジ ェ ク ト に新しいダイナ ミ ッ ク リ ン ク を追加し た場合、 これらの新し

いダイナ ミ ッ ク リ ン クに対し てベス ト  プ ラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ド を使用する こ とができます。 つま り、 同じ プロ

ジ ェ ク ト で両方の種類のダイナ ミ ッ ク リ ン ク を混合し て使用し、 ア ッ プグレー ド を配布するパッ チを作成できる

とい う こ と です。
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重要 • ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルのコ ンポーネン ト を作成する と き、 可能なかぎ り、 デ ィ レ ク ト リ ご と

メ ソ ッ ド ではな く 、 ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ド を使用する こ と をお勧めし ます。 ただ し、 どち らのメ ソ ッ ド で

も、 ターゲッ ト  イ メ ージにある フ ァ イルがア ッ プグレー ド またはパッ チのダイナ ミ ッ ク リ ン クから削除される

と、 マイナー ア ッ プグレー ド、 スモール ア ッ プデー ト 、 またはパッ チが正し く イ ンス ト ールされない場合があ り

ます。

メ モ • パッ ケージに含まれている フ ァ イルがターゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イルを上書きする と き 

Windows Installer が使用する規則については、 「ターゲッ ト  マシン上でフ ァ イルを上書きする」 をご覧 く だ さい。

利用するダイナ ミ ッ ク リ ン クの作成メ ソ ッ ド を指定する

[ フ ォルダーのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルのリ ン ク ] タ ブでは、 利用する コ ンポーネン ト の作

成メ ソ ッ ド を指定する こ とができます。

フ ァ イルを動的に追加する

タ スク : イ ンス ト ールでフ ァ イルを動的にフ ォルダーに追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] 一覧で、 フ ァ イルに関連付ける機能を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 動的にリ ン ク されたフ ァ イルを含むフ ォルダーを

右ク リ ッ ク し て、 [ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク ] を ク リ ッ ク し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが

開きます。

ヒ ン ト • [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 動的に リ ン ク されたフ ァ イルを含むフ ォ

ルダーが既に存在し ない場合、 それをまず最初に作成し ます。 詳し く は、 「フ ァ イルと フ ォルダーをプロジ ェ

ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

4. [ フ ァ イルのリ ン ク ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. ダイナ ミ ッ ク リ ン ク を定義し て、 [OK] を ク リ ッ ク し て く だ さい。
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ターゲ ッ ト  マシン上でフ ァ イルを上書きする

[ フ ァ イル ] ビ ューでは、 イ ンス ト ールに含まれる フ ァ イルの " 上書き " プロパテ ィ を指定する こ とができます。

Windows Installer Service はイ ンス ト ールに含まれる フ ァ イルがターゲッ ト  システムに既に存在する場合に、 各

フ ァ イルを置換するかど うか判断するために上書きプロパテ ィ を利用し ます。

[ フ ァ イル ] ビ ューで定義済みフ ォルダーを表示する

タ スク : 定義済みのイ ンス ト ール先フ ォルダーを表示するには、 次の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] を右ク リ ッ ク

し て、 [ 定義済みフ ォルダーの表示 ] をポイ ン ト し、 使用する定義済みフ ォルダーを ク リ ッ ク し ます。

テーブル 4-5 • フ ァ イルの上書き規則

" フ ァ イル上書き " プロパテ ィ
値 ターゲッ ト マシン上での動作

Windows Installer バージ ョ ン規則

( 推奨 ) (W)

このオプシ ョ ンを選択する と、 ターゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イ

ルを置き換えするかど うかを判別に Windows Installer バージ ョ ン規則が使

われます。 Windows Installer は次の規則を強制し ます。

• バージ ョ ン付き フ ァ イル — ターゲッ ト  マシン上のフ ァ イルの方がイ ン

ス ト ールされるバージ ョ ンよ り新しい場合でも、 常に最新バージ ョ ン

のフ ァ イルが保持されます。 さ らに、 バージ ョ ン指定されていない

フ ァ イルではな く 、 バージ ョ ン指定されたフ ァ イルが保持されます。

• フ ァ イル言語 — 他の要素が同じ場合、 イ ンス ト ールと同じ言語を持つ

フ ァ イルが他言語のバージ ョ ンよ り優先的に保持されます。 この規則

に対する例外はフ ァ イルが複数言語だった場合にのみ適用されます。

単一言語のバージ ョ ンのフ ァ イルに対し て複数言語のフ ァ イルが保持

されます。

• 日付 — ターゲッ ト マシン上に既に存在する フ ァ イルの変更日がその

フ ァ イルの作成日以降であった場合、 フ ァ イルは上書き されません。

この規則によ ってア ッ プグレー ド または再イ ンス ト ール中にユーザー

環境設定フ ァ イルが消去されるのを防ぐ こ とができます。

上書き し ない このオプシ ョ ンを選択する と、 ( ターゲ ッ ト  システムに存在する場合 ) 

フ ァ イルは、 フ ァ イルのバージ ョ ンに関係な く 、 決し て上書き されません。

常に上書き このオプシ ョ ンを選択する と、 ( ターゲ ッ ト  システムに存在する場合 ) 

フ ァ イルは、 フ ァ イルのバージ ョ ンに関係な く 、 常に上書き されます。
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プロジ ェ ク ト でフ ァ イルと フ ォルダーを検索する

多数のフ ォルダーと フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加し た と き、 特定のフ ォルダーまたはフ ァ イルの検索に手間が

掛かる こ とがあ り ます。 [ フ ァ イル ] ビ ューでフ ォルダーおよびフ ァ イルの検索を行う こ とができます。

InstallShield は、 マ ッ チ し たものをすべて見つけ、 最初に検索されたものをハイ ラ イ ト で表示し ます。 検索条件に

マ ッ チ し たものがすべて見つかるまで検索を続ける こ とができます。

タ スク : プロジ ェ ク ト でフ ァ イルと フ ォルダーを検索するには、 以下の手順を従います。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ]  ペイ ンで、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] を選択し ます。

3. [ 編集 ]  メ ニューで、 [ 検索 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 検索 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

また、 CTRL+F を押し ても同様の結果が得られます。

4. [ 検索する文字列 ] ボ ッ クスで、 検索するテキス ト を入力し ます。 *.exe などのワイルド カー ド を利用する こ と

ができます。

5. [ 検索対象 ] でフ ァ イル、 フ ォルダー、 またはその両方を検索するかど うかを指定し ます。

6. その他に必要な基準を指定し ます。

7. [ 次を検索 ] を ク リ ッ ク し ます。 検索基準に一致し たものがあった と き、 最初のアイテムは、 [ イ ンス ト ール

先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンまたは [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンのどち ら

かで選択されます。

8. 条件に一致する次のアイテムがある場合にそれを検索するには、 F3 キーを押し ます。 このステ ッ プを必要に

応じ て繰り返し ます。

フ ァ イルと フ ォルダーのアクセス許可を構成する

InstallShield で、 ロ ッ クダウン された環境で製品を実行するエン ド ユーザーのために、 フ ァ イルと フ ォルダーを保

護するための設定を構成する こ とができます。 フ ァ イルまたはフ ォルダーのアクセス許可を特定のグループ と

ユーザーに割り当てる こ とができます。 た と えば、 管理者グループに特定のフ ァ イルについての [ 読み取り ]、 [

書き込み ]、 および [ 削除 ] アクセス許可を割り当てる こ とができますが、 別のグループのすべてにユーザーにつ

いては [ 読み取り ] 許可のみ割り当てる こ とができます。

タ スク : フ ァ イルまたはフ ォルダーのアクセス許可を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. フ ァ イルの場合 : [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンで、 フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て [ プロ

パテ ィ ] を選択し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

フ ォルダーの場合 : [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 フ ォルダーを右ク リ ッ ク し て [

プロパテ ィ ] を選択し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. [ アクセス許可 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。
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4. 必要に応じ て、 アクセス許可を追加 / 変更 / 削除し ます。 詳細については、 「フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リの [ ア

クセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューにある " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定の選択に従って、 は ISLockPermissions 

テーブルまたは LockPermissions テーブルのどち らかにアクセス許可データ を追加し ます。 詳細については、

「ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのセキュ リ テ ィ 保護」 を参照し て く だ

さい。

イ ンス ト ールに再配布可能フ ァ イルを含める

InstallShield は、 一般によ く 利用されるサー ドパーテ ィ 再配布可能フ ァ イルを含み、 .NET Framework のよ う な技術

に対するサポー ト を イ ンス ト ールに簡単に組み込むこ とができます。 プロジ ェ ク ト へ再配布可能フ ァ イルを追加

する と、 再配布可能フ ァ イルおよびすべての関連フ ァ イルがイ ンス ト ールへ追加されます。 これによ って再配布

可能フ ァ イルのパッ ケージ処理が簡素化され、 内部または外部での利用で一貫性が保たれます。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューには、 InstallShield に含まれているすべての InstallShield 前提条件、 マージ モジュー

ル、 およびオブジ ェ ク ト が含まれています。

InstallShield 前提条件

InstallShield 前提条件 は、 製品が必要とする製品、 またはテ ク ノ ロジ フ レームワークのためのイ ンス ト ールです。

既存の InstallShield 前提条件は、 どれでも イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。

プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件を含める と、 複数のイ ンス ト ールを連鎖する こ とができるため、 1 度に 1 つ

の実行シーケンスのみしか実行できない Windows Installer 制限をバイパスできます。 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動

ツールは、 連鎖を管理するブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン と し ての役割を果たし ます。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition と InstallShield Professional Edition には、 InstallShield 前提条件エデ ィ

ターが含まれています。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターを利用し て、 カス タム InstallShield 前提条件を定義し た

り、 既存の InstallShield 前提条件の設定を編集し た り できます。

InstallShield では、 次の 2 つのタ イプの InstallShield 前提条件がサポー ト されています :

• セ ッ ト ア ッ プ前提条件 — この種類の前提条件のイ ンス ト ールは、 イ ンス ト ールの実行の前に実行されます。

• 機能前提条件 — この種類の前提条件は、 1 つまたは複数の機能に関連付けられています。 機能前提条件は、

前提条件を含む機能がイ ンス ト ールされた と きに、 その前提条件がシステム上に既にイ ンス ト ールされてい

ない場合にイ ンス ト ールされます。 し たがって、 機能の条件がターゲッ ト  システム上で満たされていない場

合、 またはエン ド ユーザーが機能のイ ンス ト ールを行わないこ と を選択し た場合、 その機能はイ ンス ト ール

されません。 その結果、 イ ンス ト ールされる別の機能にも機能前提条件が関連付けられていない限り、 関連

付けられた機能前提条件はいずれも イ ンス ト ールされません。

マージ モジュール

マージ モジュール (.msm フ ァ イル ) には、 個別機能を イ ンス ト ールするために必要なロジ ッ ク と フ ァ イルのすべ

てが含まれています。 た と えば、 一部のアプ リ ケーシ ョ ンには、 Visual Basic ラ ン タ イム ラ イブラ リが必要です。

機能にフ ァ イルを含めてイ ンス ト ール要件を調べる必要はな く 、 プロジ ェ ク ト に含まれる機能の 1 つに Microsoft 

C++ ラ ン タ イム ラ イブ ラ リ を添付するだけでこれを実行できます。
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メ モ • [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに含まれているマージ モジュールの多 く は Microsoft またはその他のサー ド

パーテ ィ による ものです。 InstallShield では、 これらのモジュールを無料配布する こ とによ って、 イ ンス ト ール プ

ロジ ェ ク ト の作成を支援し ます。 ただ し、 サー ドパーテ ィ が作成し たモジュールに存在する問題を InstallShield が

修正し た り直すこ とはできません。 サー ド パーテ ィ が作成し たモジュールに関する問題は、 ベンダーへお問い合

わせ く ださい。

オブジ ェ ク ト

オブジ ェ ク ト には、 マージ モジュール同様、 個別の機能を イ ンス ト ールするために必要なロジ ッ ク と フ ァ イルが

すべて含まれています。 InstallShield に含まれる DirectX オブジ ェ ク ト などのオブジ ェ ク ト は、 ウ ィ ザー ド を使っ

てカス タ マイズする必要があ り ます。 オブジ ェ ク ト を イ ンス ト ールに追加する と、 すぐに該当する カス タ マイズ

ウ ィ ザー ドが開きます。 オブジ ェ ク ト を追加時点でカス タ マイズする こ と も、 ウ ィ ザー ド をいったんキャ ンセル

し、 後でオブジ ェ ク ト を右ク リ ッ ク し て [ オブジ ェ ク ト の設定変更 ] を選択する こ とによ ってカス タ マイズする こ

と もできます。

ラ イブ再配布可能フ ァ イルギャ ラ リー

多 く の再配布可能フ ァ イルはサイズが大きいため、 プロジ ェ ク ト で利用可能なものでも InstallShield のイ ンス ト ー

ルと同時にコ ンピ ューターへ追加されない場合があ り ます。 その場合も、 これらの再配布可能フ ァ イルはイ ン

ターネ ッ ト から コ ンピ ューターへダウンロー ド する こ とができます。

構成可能マージ モジュール

構成可能な再配布可能フ ァ イルは、 マージ モジュールまたは ModuleConfiguration テーブルで少な く と も 1 つの行

を持ち、 ModuleSubstitution テーブルで少な く と も 1 行によ って参照されるオブジ ェ ク ト です。 これによ って再配

布可能フ ァ イルの値を変更する こ とができます。 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで構成可能モジュールを選択し た

場合、 表示される [ マージ モジュール構成可能値 ] ダイアログ ボ ッ クスでモジュール追加時にそれを構成する こ

とができます。 マージ モジュールを後でカス タ マイズするには、 それを右ク リ ッ ク し て [ マージ モジュールの構

成 ] を選択し ます。

再配布可能フ ァ イルの出荷

InstallShield は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に組み込むこ とが可能なサー ドパーテ ィ 再配布可能フ ァ イルを提供し

ます。 プロジ ェ ク ト に、 た と えば Crystal Reports といった再配布可能技術を含む場合、 その再配布可能フ ァ イル

についてベンダーから ラ イセンスが付与されていな く てはな り ません。 適切なラ イセンス無しにこれらの技術を

再配布する こ とは法的に許可されていません。 詳細は、 ベンダーのマニュアルを参照し て く だ さい。

InstallShield プロジ ェ ク ト で リ リースをビルド する時、 InstallShield によ ってビルド出力に様々な InstallShield 再配

布可能フ ァ イルが含まれます。 InstallShield の使用許諾契約に基づいて、 ビルド出力に含まれる これらの 

InstallShield 再配布可能フ ァ イルを使用する こ とができます。 これらのフ ァ イルのほとんどは InstallShield Program 

Files フ ォルダー \Redist フ ォルダーにイ ンス ト ールされ、 必要に応じ てビルド に含まれます。 以下は InstallShield 再

配布可能フ ァ イルのリ ス ト です。

• _isres_LanguageID.dll

• ClrSuitePSHelper.dll
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• ClrWrap.dll

• CommonHelper.dll

• corecomp.ini

• default.pal

• DLLWrap.dll

• DotNetInstaller.exe

• DRMInstallerMSI.dll

• DRMInstallerPro.dll

• EulaScrollWatcher.dll

• FileBrowse.dll

• IISHelper.dll

• InstallShield.ClrHelper.dll

• InstallShield.Interop.Msi.dll

• ISChain.exe

• ISChainPackages.dll

• ISComSrv.dll

• ISExpHlp.dll

• isexternalui.dll

• IsLockPermissions.dll

• ISNetAPI.dll

• ISNetworkShares.dll

• ISRegSvr.dll

• Isrt.dll

• ISScheduledTasks.dll

• IsSchRpl.dll

• ISSetup.dll

• ISSQLSrv.dll

• ISWindowsFeaturesAction.dll

• ISWindowsFeaturesAction64.dll

• ISXmlCfg.dll

• Layout.bin
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• PowerShellWrap.dll

• PrqLaunch.dll

• QuickPatchHelper.dll

• SerialNumCAHelper.dll

• SetAllUsers.dll

• Setup.exe

• Setup.ini

• setup.inx

• setup.isn

• setup.skin

• Setup_UI.dll

• SetupSuite.exe

• SetupSuite64.exe

• SFHelper.dll

• SuiteAppxHelper.exe

• InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\Themes デ ィ レ ク ト リのサブ フ ォルダ ― にイ ンス ト ールされる イ

メ ージ フ ァ イル

再配布可能フ ァ イルギャ ラ リーを管理する

多 く の再配布可能フ ァ イルはサイズが大きいため、 プロジ ェ ク ト で利用可能なものでも InstallShield のイ ンス ト ー

ルと同時にコ ンピ ューターへ追加されない場合があ り ます。 その場合も、 これらの再配布可能フ ァ イルはイ ン

ターネ ッ ト から コ ンピ ューターへダウンロー ド する こ とができます。

アイ コ ンの種類から再配布可能フ ァ イルのステータ スを判断する こ とができます。 利用可能なアイ コ ンのリ ス ト

と それぞれの説明は以下の通り です。

テーブル 4-6 • 再配布可能フ ァ イルのアイ コ ン

アイ コ ン 説明

この InstallShield 前提条件はコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされます。

この InstallShield 前提条件ははコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされず、 ダウンロー ド し て利用

する こ とができます。

この InstallShield 前提条件はプロジ ェ ク ト に含まれていますが、 その場所は [ オプシ ョ ン ] ダ

イアログ ボ ッ クスの [ 前提条件 ] タ ブ で指定されたデ ィ レ ク ト リの 1 つと し て リ ス ト されま

せん。
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ヒ ン ト • ご利用のコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされていないオブジ ェ ク ト またはマージ モジュールを追加する

場合、 プロジ ェ ク ト をビルド し た と きにビルド エラーが生成されます。 ビルド エラーを避けるには、 リ リースか

ら再配布可能フ ァ イルを削除するか、 プロジ ェ ク ト を再ビルド する前にダウンロー ド し ます。 再配布可能フ ァ イ

ルがコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされていない場合、 その再配布可能フ ァ イルの [ 場所 ] 列で [ ダウンロー ドが

必要 ] が指定されます。

ラ イブ再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーについて

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで表示される再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーには、 イ ンス ト ールに含むこ とができ

る InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 オブジ ェ ク ト が含まれています。

InstallShield 前提条件

InstallShield では、多数の InstallShield 前提条件が提供されています。 すべての InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) 

は、 次の場所に格納されています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites

マージ モジュール

マージ モジュールは、 さ まざまなソースから利用する こ とができます。 InstallShield  には多 く の再配布可能モ

ジュールが含まれていますが、 新しいバージ ョ ンがある場合や、 他のソ フ ト ウェ ア開発会社から必要なモジュー

ルがリ リース されている場合があ り ます。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに一覧表示されているマージ モジュール フ ァ イルのソースは、 [ オプシ ョ ン ] ダイ

アログ ボ ッ クスの [ マージ モジュール ] タ ブで指定されたフ ォルダーです。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

にアクセスするには、 [ ツール ] メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。

このマージ モジュールはコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされます。

このマージ モジュールはコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされず、 ダウンロー ド し て利用する

こ とができます。

ご利用のコ ンピ ューターにはこのマージ モジュールの古いバージ ョ ンがイ ンス ト ールされて

います。 最新版のダウンロー ドが可能です。

このオブジ ェ ク ト はコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされます。

このオブジ ェ ク ト はコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされず、 ダウンロー ド し て利用する こ と

ができます。

ご利用のコ ンピ ューターにはこのオブジ ェ ク ト の古いバージ ョ ンがイ ンス ト ールされていま

す。 最新版のダウンロー ドが可能です。

テーブル 4-6 • 再配布可能フ ァ イルのアイ コ ン ( 続き )

アイ コ ン 説明
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次のデ ィ レ ク ト リは InstallShield に付属されているモジュールのデフ ォル ト の場所です。

InstallShield Program Files フ ォルダー \Modules\i386

オブジ ェ ク ト

InstallShield は、 多 く の再配布可能オブジ ェ ク ト を提供し ます。 さ らに、 他の開発者が作成し たオブジ ェ ク ト をプ

ロジ ェ ク ト に追加する こ と も考えられます。

InstallShield に付属されているオブジ ェ ク ト のデフ ォル ト の場所は以下の通り です。

InstallShield Program Files フ ォルダー \Objects

上記の場所に含まれるオブジ ェ ク ト は 再配布可能フ ァ イルビ ューに一覧表示されています。

再配布可能フ ァ イルを コ ンピ ューターにダウンロー ド する

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使用し て、 最新の InstallShield 前提条件、 マージ モジュールとオブジ ェ ク ト を フ

レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ ア Web サイ ト から コ ンピ ューターへダウンロー ド する こ とができます。 再配布可能フ ァ イ

ルがコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされていない場合、 その再配布可能フ ァ イルの [ 場所 ] 列で [ ダウンロー ドが

必要 ] が指定されます。

タ スク : 特定の InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 オブジ ェ ク ト をダウンロー ド するには、 以下の手順を実行し ま

す :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. すべてのタ イプ、 InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 またはオブジ ェ ク ト のう ち、 どの種類の再配布

可能フ ァ イルを表示するのかを指定するには [ 表示するオブジ ェ ク ト タ イプ ] リ ス ト で適切なオプシ ョ ンを選

択し ます。

3. ダウンロー ド する InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 または、 オブジ ェ ク ト を右ク リ ッ ク し て、 [ 選

択し たアイテムをダウンロー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

タ スク : イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に必要なすべての InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 およびオブジ ェ ク ト を

ダウンロー ド するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、、 またはオブジ ェ ク ト のどれかを右ク リ ッ ク し て [ 必要なアイテ

ムをすべてダウンロー ド ] を ク リ ッ ク し ます。
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再配布可能フ ァ イルギャ ラ リーに InstallShield 前提条件を追加する

タ スク : 再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーへ InstallShield 前提条件を追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. 新規または更新された InstallShield 前提条件 (.prq) フ ァ イルを取得し ます。 

2. Windows Explorer を利用し て、 新しい前提条件を次の場所にコ ピーし ます。

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites

3. 現在 InstallShield が開いている場合は閉じ ます。

4. InstallShield を起動し ます。

変更が [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに反映されます。

再配布可能フ ァ イルギャ ラ リーから InstallShield 前提条件を削除する

タ スク : 再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーから InstallShield 前提条件を削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. InstallShield を閉じ ます。

2. Windows Explorer を利用し てギャ ラ リーから削除する InstallShield 前提条件を探し て削除し ます。 InstallShield 

セ ッ ト ア ッ プ前提条件フ ァ イルは、 次のデ ィ レ ク ト リ に格納されています :

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites

3. InstallShield を起動し ます。

変更が [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに反映されます。

マージ モジュールを参照する

プロジ ェ ク ト に追加するマージ モジュールが [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに表示されていない場合、 それを検

索し てプロジ ェ ク ト および [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに追加する こ とができます。

タ スク : マージ モジュールを参照するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. アイテムを右ク リ ッ ク し て、 マージ モジュールの参照を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開

きます。

3. マージ モジュールフ ァ イルを参照し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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マージ モジュールを参照し た場合に起きる こ と

InstallShield は、 マージ モジュールへの参照を明示パス と し て維持し ません。 そのかわり、 マージ モジュール 

GUID と マージ モジュールロケールに基づいてマージ モジュールのキーを生成し ます。 InstallShield がマージ モ

ジュールにアクセスする時、 そのキーと一致する フ ァ イルを [ マージ モジュールの場所 ] ボ ッ クスで指定し た

フ ォルダー内で探し ます。 [ マージ モジュールの場所 ] ボ ッ クスは、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ マー

ジ モジュール ] タ ブにあり ます。

マージ モジュールを参照する場合、 マージ モジュールを含むフ ォルダーへのパスがマージ モジュールの場所

ボ ッ クス内のパスのリ ス ト へ追加されます。 さ らに GUID: ロケールキーが選択されたフ ァ イルに基づいてイ ンス

ト ール プロジ ェ ク ト に追加されます。

イ ンス ト ールへの影響

マージ モジュールの場所ボ ッ クスにある 2 つのマージ モジュールが GUID: ロケール キーを持つ場合、 フ ァ イル

名が異なる場合でも 1 つだけがイ ンス ト ールに含まれます。 InstallShield による  [ マージ モジュールの場所 ] ボ ッ

クスの検索方法のため、 どのマージ モジュールが含まれるかを予期するのは不可能です。

マージ モジュールの場所ボ ッ クス内のデ ィ レ ク ト リ数の限定

共有マージ モジュールギャ ラ リ を使用する場合、 ターゲッ ト マシンに存在するバージ ョ ンよ り古いか新しいバー

ジ ョ ンのマージ モジュールが存在する可能性があ り ます。 このため、 マージ モジュールの場所ボ ッ クスのデ ィ レ

ク ト リ数を制限し た方が賢明な場合があ り ます。

タ スク : デ ィ レ ク ト リ数を制限するには、 次のいずれかを実行し ます。

• Windows エクスプローラーを使用し て、 [ マージ モジュールの場所 ] ボ ッ クスに既に リ ス ト されている フ ォル

ダーの 1 つにマージ モジュールを コ ピーし ます。

• 検索パスからデフ ォル ト のフ ォルダーを削除し て、 共有の場所だけが参照されるよ う にし ます。

再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーにマージ モジュールを追加する

タ スク : 再配布可能フ ァ イルギャ ラ リーへマージ モジュールを追加するには、 以下の手順に従います :

1. 新規、 またはア ッ プデー ト されたマージ モジュールを取得し ます。

2. Windows Explorer を使用し て、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ マージ モジュールのオプシ ョ ン ] タ ブ

で指定されたフ ォルダーの 1 つに新しいモジュールを コ ピーし ます。

InstallShield に付属されているモジュールのデフ ォル ト の場所は以下の通り です :

Program Files フ ォルダー \InstallShield フ ォルダー \Modules\i386

3. 現在 InstallShield が開いている場合は閉じ ます。

4. InstallShield を起動し ます。

変更が [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに反映されます。
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再配布可能フ ァ イルギャ ラ リーからマージ モジュールを削除する

タ スク : 再配布可能フ ァ イル ギャ ラ リーからモジュールを削除するには、 以下の手順に従います :

1. 現在 InstallShield が開いている場合は閉じ ます。

2. Windows Explorer を利用し てギャ ラ リーから削除するマージ モジュールを探し て削除し ます。 [ オプシ ョ ン ] 

ダイアログ ボ ッ クスの [ マージ モジュールのオプシ ョ ン ] タ ブで指定されたデ ィ レ ク ト リ をすべて検索し て

下さい。

3. InstallShield を起動し ます。

変更が [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに反映されます。

メ モ • イ ンス ト ールに現在関連付けられているマージ モジュールを削除する と [ マージ モジュールが見つかり ま

せん ] とい う メ ッ セージが表示され、 モジュールを イ ンス ト ールに追加できないこ と を通知し ます。

InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 およびオブジ ェ ク ト をプロジ ェ ク ト
に組み込む

InstallShield では、 InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 および InstallScript オブジ ェ ク ト と し てパッ ケージ

化されている多数のサー ド パーテ ィ 再配布可能フ ァ イルが提供されています。 これらのビル ト イ ン再配布可能

フ ァ イルを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 詳し く は、 ド キュ メ ン ト の該当セク シ ョ ンを

ご覧 く ださい。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition と InstallShield Professional Edition には、 InstallShield 前提条件エデ ィ

ターが含まれています。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターを利用し て、 カス タム InstallShield 前提条件を定義し た

り、 既存の InstallShield 前提条件の設定を編集し た り できます。 また、 これらのエデ ィ シ ョ ンには、 自作のマージ 

モジュールを作成する と きに利用できるマージ モジュール プロジ ェ ク ト  タ イプが含まれています。

InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 およびオブジ ェ ク ト をプロジ ェ ク ト に追加する

2 つの種類の再配布可能フ ァ イル ( マージ モジュールおよびオブジ ェ ク ト ) は、 イ ンス ト ールされるために機能へ

の関連付けが必要です。 マージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト の関連付けを行う と き、 関連付ける こ とができる

機能やサブ機能の数に制限はあ り ません

InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト に追加し た場合、 その前提条件はメ イ ンのイ ンス ト ールが開始される前に実

行されるため、 デフ ォル ト でどの機能にも関連付けられていません。 これらの前提条件は、 セ ッ ト ア ッ プ前提条

件と呼ばれます。 必要に応じ て、 InstallShield 前提条件を現在プロジ ェ ク ト に存在する 1 つ以上の機能に関連付け

る こ とができます。
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タ スク : プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件、 マージ モジュールやオブジ ェ ク ト を追加するには、 以下の手順に従います

:

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 追加する再配布可能フ ァ イルの前にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 オブジ ェ ク ト を選択し た場合、 関

連するウ ィ ザー ドが開いてカス タ マイズ処理の手順を案内し ます。

3. マージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト の場合 : [ 条件付き イ ンス ト ール ] ペイ ンで、 この再配布可能フ ァ イル

を含める必要がある各機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

前提条件を機能を関連付けられている場合 : [ 条件付き イ ンス ト ール ] ペイ ンで、 この前提条件を含める必要

がある各機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 機能に前提条件を関連付けない場合、 [ 機能の選択の前に

イ ンス ト ールする ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択状態のままにし ておきます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、

InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト に追加し た と き、 デフ ォル ト で選択されています。

ヒ ン ト • [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューの右側のペイ ンに、 提供されている再配布可能フ ァ イルの一覧から選択さ

れたマージ モジュール、 オブジ ェ ク ト 、 または InstallShield 前提条件の詳細が表示されます。 この詳細ペイ ンで、

再配布可能フ ァ イルがイ ンス ト ールする フ ァ イルなどの情報を確認する こ とができます。 このビ ューで [ 詳細を

表示 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 詳細の表示 / 非表示を切り替える こ とができます。

メ モ • プロジ ェ ク ト に追加し た InstallShield 前提条件の [ 場所 ] 列で [ ダウンロー ドが必要 ] を指定し た場合、 その

前提条件はコ ンピ ューターにイ ンス ト ールされません。 前提条件をプロジ ェ ク ト に含める必要がある場合、 コ ン

ピ ューターにイ ン ターネ ッ ト からその前提条件をダウンロー ド する こ とができます。 1 つまたは複数の前提条件を

ダウンロー ド し ないで リ リースをビルド し た場合で、 さ らに前提条件を Setup.exe から抽出する、 または (Web から

エン ド ユーザーのコ ンピ ューターへダウンロー ド するのではな く ) ソース メ デ ィ アから コ ピーするを指定し た場

合、 1 つまたは複数のビルド エラーが生成される可能性があ り ます。 ビルド エラーを除去するには、 プロジ ェ ク

ト から前提条件を削除し てコ ンピ ューターにダウンロー ド するか、 またはリ リースの InstallShield 前提条件の場所

をダウンロー ド オプシ ョ ンに変更し てから、 リ リースを再ビルド し ます。

InstallShield 前提条件とオブジ ェ ク ト の取得

一部の InstallShield 前提条件とオブジ ェ ク ト は、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされませんので注意し て く だ さ

い。 これらについては、 場合によ り、 ダウンロー ド する必要があり ます。 詳細については、 「InstallShield のア ッ プ

デー ト を取得する」 を参照し て く だ さい。
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プロジ ェ ク ト から InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 またはオブジ ェ ク ト を削除する

タ スク : プロジ ェ ク ト から InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 またはオブジ ェ ク ト を削除するには、 以下の手順に

従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. イ ンス ト ールから削除する InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 またはオブジ ェ ク ト の前にあるチ ェ ッ

ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

再配布可能フ ァ イルと、 それに関連付けられている依存関係はすべて自動的に削除されます。

InstallShield 前提条件、 マージ モジュールおよびオブジ ェ ク ト のフ ァ イルを判別する

InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 オブジ ェ ク ト 内にある フ ァ イルの一覧を表示する必要がある場合は、

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー内でそれら を表示できます。 このビ ューの右側のペイ ンに、 提供されている再配布

可能フ ァ イルの一覧から選択された InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 またはオブジ ェ ク ト の詳細が表示

されます。 この詳細ペイ ンで、 再配布可能フ ァ イルがイ ンス ト ールする フ ァ イルなどの情報を確認する こ とがで

きます。 このビ ューで [ 詳細を表示 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 詳細の表示 / 非表示を切り替える こ とができます。

ヒ ン ト • マージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルを参照する他の方法は、 ナレ ッ ジベース記事 

Q106474 を参照し て く ださい。 この記事はダウンロー ドが可能な [ マージ モジュール依存関係 ] ビ ューアーへの

リ ン ク を含んでいます。

プロジ ェ ク ト に含まれている InstallShield 前提条件を使って作業する

InstallShield 前提条件 は、 製品が必要とする製品、 またはテ ク ノ ロジ フ レームワークのためのイ ンス ト ールです。

InstallShield で提供されている InstallShield 前提条件の一例と し て、 Java Runtime Environment (JRE) および SQL 

Server Express Edition があ り ます。 既存の InstallShield 前提条件は、 どれでも イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加す

る こ とができます。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition と InstallShield Professional Edition には、 InstallShield 前提条件エデ ィ

ターが含まれています。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターを利用し て、 カス タム InstallShield 前提条件を定義し た

り、 既存の InstallShield 前提条件の設定を編集し た り できます。

プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件を含める と、 複数のイ ンス ト ールを連鎖する こ とができるため、 1 度に 1 つ

の実行シーケンスのみしか実行できない Windows Installer 制限をバイパスできます。 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動

ツールは、 連鎖を管理するブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン と し ての役割を果たし ます。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューでは、 InstallShield 前提条件を Express プロジ ェ ク ト に追加し ます。
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セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い

メ イ ンのイ ンス ト ールの [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスが開始する前に実行される InstallShield 前提条

件は、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件と呼ばれます。 セ ッ ト ア ッ プ前提条件は、 イ ンス ト ールされている製品のすべての

構成に対し てイ ンス ト ールする必要がある、 または、 それ自身のイ ンス ト ールで使用する機能を提供するベース 

アプ リ ケーシ ョ ンおよびテ ク ノ ロジ フ レームワークに適し ています。 プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件を追加

する と、 デフ ォル ト でセ ッ ト ア ッ プ前提条件タ イプの InstallShield 前提条件にな り ます。

Express プロジ ェ ク ト  タ イプでは、 InstallShield 前提条件を メ イ ンのイ ンス ト ールに含まれる機能に関連付ける こ

とができます。 InstallShield 前提条件が 1 つまたは複数の機能と関連付けられている場合、 それは 機能前提条件と

呼ばれます。 機能の前提条件は、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールする機能を選択し た と き イ ンス ト ールされます。

つま り、 マージ モジュール同様、 機能前提条件は、 それを含む 1 つまたは複数の機能がイ ンス ト ールされた と き

のみイ ンス ト ールされます。 このため、 機能前提条件は、 イ ンス ト ールされている製品の一部の構成に対し ての

みイ ンス ト ールする必要がある、 および、 それ自身のイ ンス ト ールでは使用されないアプ リ ケーシ ョ ンまたはコ

ンポーネン ト に適し ています。

ニーズに最も適し た InstallShield 前提条件の種類を判別する と きに役に立つ情報は、 次のセクシ ョ ンで読むこ とが

できます :

セ ッ ト ア ッ プ前提条件の特別考慮

次は、 1 つまたは複数のセ ッ ト ア ッ プ前提条件をプロジ ェ ク ト に含める と き、 次のヒ ン ト を参考にし て く ださい :

.NET Framework の要件

製品の実行に、 .NET Framework がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされている必要がある場合、 .NET 

Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に含める こ とができます。 .NET Framework がターゲッ ト  システム

にないと き、 イ ンス ト ール中にイ ンス ト ールされます。 詳細については、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルを

プロジ ェ ク ト へ追加する」 を参照し て く だ さい。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition および InstallShield Professional Edition では、 Windows Installer エンジン

および .NET Framework のイ ンス ト ールの前後でイ ンス ト ールされるよ う に InstallShield 前提条件を構成する こ と

ができます。

セ ッ ト ア ッ プ起動ツールの代わり に .msi パッ ケージを起動する

セ ッ ト ア ッ プ前提条件が含まれている イ ンス ト ールで、 エン ド ユーザーが、 製品の Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動

ツールを起動する代わり に、 .msi パッ ケージを直接起動し た場合、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件のイ ンス ト ールは実行

されません。 前提条件がターゲッ ト  システムに存在し ないと き、 製品が適切に動作し ないこ とがあ り ます。 これ

は、 .msi パッ ケージが Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされない非圧縮のリ リースをビルド し た と き発生する こ と

があ り ます。

機能前提条件の特別考慮

次は、 1 つまたは複数の機能前提条件をプロジ ェ ク ト に含める と き、 次のヒ ン ト を参考にし て く ださい :
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Windows Installer の要件

プロジ ェ ク ト に Windows Installer を イ ンス ト ールする前提条件が含まれている場合、 前提条件は機能前提条件では

な く セ ッ ト ア ッ プ前提条件にな り ます。 し たがって、 この前提条件を機能に関連付ける こ とはできません。

.NET Framework の要件

Windows Installer を イ ンス ト ールする前提条件が含まれているプロジ ェ ク ト で、 イ ンス ト ールで .NET Framework が

存在し ている必要がある場合 ( フ ァ イルを GAC にイ ンス ト ール場合など )、 .NET Framework の前提条件は機能前

提条件ではな く セ ッ ト ア ッ プ前提条件である必要があ り ます。 し たがって、 この前提条件を機能に関連付ける こ

とはできません。

機能前提条件の再起動に関する潜在的な問題

プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件が含まれていて、 潜在的に再起動の必要がある場合、 この前提条件を機能に

関連付けないこ と をお勧めし ます。 機能前提条件によ って再起動が ト リ ガーされた場合、 再起動のあと再び 

ReadyToInstall ダイアログが表示され、 エン ド ユーザーは [ イ ンス ト ール ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て残りのイ ンス

ト ールを続行する必要があ り ます。

必要デ ィ スク容量の計算

Windows Installer がフ ァ イルのコス ト 計算関連のアクシ ョ ンを実行する と き、 機能の前提条件で必要なデ ィ スク容

量は自動的には含まれません。 し たがって、 CustomSetup ダイアログが実行時に表示された場合、 異なる機能に

表示された空きデ ィ スク領域の容量は、 機能前提条件に必要なデ ィ スク容量が考慮されないため正確ではない場

合があ り ます。 また、 可能性と し て、 メ イ ン イ ンス ト ールに機能前提条件を付加し たと き、 ターゲッ ト  システム

のデ ィ スク空き容量が足り な く なる とい う こ と も発生し ます。 このよ う な場合、 イ ンス ト ールの途中で ターゲッ

ト  システムの空きデ ィ スク容量が足り な く なる こ とがあ り ます。

プロジ ェ ク ト で、 InstallShield 前提条件を機能に関連付ける

プロジ ェ ク ト で、 InstallShield 前提条件が機能と関連付けられている場合、 それは 機能前提条件と見な されます。

機能に関連付けられていない場合、 それは セ ッ ト ア ッ プ前提条件と見な されます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件を追加し たと き、 デフ ォル ト で、 その前提条件がセ ッ ト ア ッ プ

前提条件と し て追加されます。 セ ッ ト ア ッ プ前提条件は、 それをプロジ ェ ク ト に既に存在する 1 つまたは複数の

機能に関連付ける こ と で機能前提条件にする こ とができます。

タ スク : InstallShield 前提条件を機能に関連付けるには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 再配布可能フ ァ イルの一覧で、 機能に関連付ける InstallShield 前提条件を選択し ます。

メ モ • InstallShield 前提条件のチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 既に選択されている必要があ り ます。 選択されたチ ェ ッ

ク ボ ッ クスは、 前提条件がプロジ ェ ク ト に含められる こ と を示し ます。 詳細については、 「InstallShield 前提

条件、 マージ モジュール、 およびオブジ ェ ク ト をプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く ださい。
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3. [ 条件付イ ンス ト ール ] ペイ ン内で、 この InstallShield 前提条件を追加するすべての機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し ます。

前提条件を新しい機能に関連付ける場合、 まずその機能を作成する必要があり ます。 新しい機能の作成方法につ

いては、 「機能の作成」 をご覧 く ださい。

前提条件をプロジ ェ ク ト 内のすべての機能に関連付けたあと で新しい機能を追加し た場合、 その機能前提条件は

新しい機能に自動的に関連付けられません。

メ モ • 機能前提条件には、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件には適用されない制限事項があ り ます。 詳細については、 「セ ッ

ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト で、 機能から InstallShield 前提条件の関連付けを解除する

プロジ ェ ク ト で、 InstallShield 前提条件が機能と関連付けられている場合、 それは 機能前提条件と見な されます。

機能に関連付けられていない場合、 それは セ ッ ト ア ッ プ前提条件と見な されます。

タ スク : 機能から InstallShield 前提条件を削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 再配布可能フ ァ イルの一覧で、 機能との関連付けを解除する InstallShield 前提条件を選択し ます。

3. [ 条件付き イ ンス ト ール ] ペイ ンで、 [ 機能の選択の前にイ ンス ト ールする ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト に追加し た と き、 デフ ォル ト で選択されてい

ます。

メ モ • セ ッ ト ア ッ プ前提条件には、 機能前提条件にはない利点がい く つかあ り ます。 詳細については、 「セ ッ ト

ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール順を指定する

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューでは、 プロジ ェ ク ト に複数の InstallShield 前提条件を含める場合、 それら を イ ンス

ト ールする順番を指定する こ とができます。

タ スク : InstallShield 前提条件がターゲッ ト  マシン上にイ ンス ト ールされる順番を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 必要な InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト に追加し ていない場合、 それを行います。

3. 任意の再配布可能フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 InstallShield 前提条件の順番を設定を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield[ 前提条件のイ ンス ト ール順 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。
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4. リ ス ト から前提条件を選択し てから上下矢印を ク リ ッ ク し てイ ンス ト ールの順に並べます。

メ モ • 順番を指定する と き、 InstallShield では、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能の前提条件の違いは識別されません。

し たがって、 プロジ ェ ク ト にセ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件が混在する場合、 [InstallShield 前提条件のイ ン

ス ト ール順 ] ダイアログ ボ ッ クスで、 それらがすべて同じ一覧内に表示されます。 実行時に、 メ イ ンのイ ンス

ト ールが起動される前、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールはセ ッ ト ア ッ プ前提条件のみ評価し ( 必要時のみ )、

[InstallShield 前提条件のイ ンス ト ール順 ] ダイアログ ボ ッ クスで指定し た順番でそれら を イ ンス ト ールし ます。 こ

のあと、 イ ンス ト ールの後半で、 Windows Installer エンジンによ って機能前提条件のみが評価され ( 必要時のみ )、

それらが指定された順番でイ ンス ト ールされます。

セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件 (2 つの異なる種類の InstallShield 前提条件 ) の違いについては、 「セ ッ ト

ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件を含むリ リースを構成する

InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールをパッ ケージする場合、 以下のいずれか 1 つの方法を使ってエン ド ユー

ザーに対し て InstallShield 前提条件フ ァ イルを提供する こ とができます。

• InstallShield 前提条件フ ァ イルを、 ソース メ デ ィ アに格納する。

• InstallShield 前提条件フ ァ イルを Setup.exe に圧縮し、 実行時に必要に応じ て抽出されるよ う に設定する。

• 必要な場合、 イ ンス ト ールはプロジ ェ ク ト に含まれた InstallShield 前提条件フ ァ イルを、 必要に応じ て各前提

条件の InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) で指定し た URL からダウンロー ド する こ とができます。

イ ンス ト ールに含まれる各 InstallShield 前提条件の提供方法を指定する こ とができます。 詳細については、 「特定

の InstallShield 前提条件の実行時の場所を指定する」 を参照し て く だ さい。

リ リースに含まれるすべての InstallShield 前提条件を同じ方法で利用可能にする場合、 リ リース レベルで個別の方

法をオーバーラ イ ド する こ と も可能です。 詳細については、 「リ リース レベルでの InstallShield 前提条件のラ ン タ

イムの場所を指定する」 を参照し て く だ さい。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition および InstallShield Professional Edition では、 Windows Installer エンジン

および .NET Framework のイ ンス ト ールの前後でイ ンス ト ールされるよ う に InstallShield 前提条件を構成する こ と

ができます。

InstallShield 前提条件を含むデ ィ レ ク ト リ を指定する

InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) のデフ ォル ト の場所は、 以下のとお り です :

InstallShield Program Files フ ォルダー \SetupPrerequisites

InstallShield では、 ローカル マシンまたはネ ッ ト ワーク上の追加の場所または代替の場所を指定する こ とができま

す。 この柔軟な機能を使って、 InstallShield 前提条件を ソース コー ド 管理システムに格納し、 InstallShield 前提条件

の共通のセ ッ ト を他のチーム メ ンバーと共有する こ とができます。

InstallShield では、 InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) の検索パスを指定するい く つかの方法があ り ます :
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• InstallShield 内部から編集またはビルド を行う場合、 [ ツール ] メ ニューで [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ クする と表

示される [ オプシ ョ ン ] ボ ッ クスにある [ 前提条件 ] タ ブを使って、 マシン共通および現在のユーザーのフ ォ

ルダを コ ンマ区切りのリ ス ト で指定できます。

• ISCmdBld.exe を使って、 コマン ド ラ イ ンから ビルド する場合は、 -prqpath パラ メ ーターを使ってフ ォルダのコ

ンマ区切りのリ ス ト を指定し ます。

.ini フ ァ イルを使って ISCmdBld.exe パラ メ ーターを指定する場合、.ini フ ァ イルの [Mode] セクシ ョ ンで新しい 

PrerequisitePath パラ メ ーターを使用し て、 フ ォルダのコ ンマ区切りのリ ス ト を指定できます。

• MSBuild または Team Foundation Server (TFS) を使ってビルド する場合、InstallShield タ スクで PrerequisitePath 

パラ メ ーターを使います。 このパラ メ ーターは、 デフ ォル ト のターゲッ ト  フ ァ イルが使用されたと き、

ItemGroup InstallShieldPrerequisitePath と し て露出されます。 複数のパスを指定するには、 順序指定されたパ

スの配列を使用し ます。

ハー ド コー ド化されたパスの代わり に、 以下の例のよ う にパスにパス変数を使用する こ とができます :

<ISProductFolder>\SetupPrerequisites,<ISProjectFolder>\MyCustomPrerequisites

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 前提条件 ] タ ブで指定されている

様々な検索パスに含まれている .prq フ ァ イルに対応する InstallShield 前提条件の名前がリ ス ト されます。 同じ .prq 

フ ァ イルが複数の検索パスに含まれている場合、 InstallShield は最初に検出されたイ ンス タ ンスのみを表示し ます。

InstallShield は、 最初に [ 前提条件 ] タ ブでユーザーご との設定に リ ス ト された各パスをチ ェ ッ クする。 次に、 マ

シン共通の設定に リ ス ト されている各パスをチ ェ ッ ク し ます。

ビルド時、 プロジ ェ ク ト に 1 つ以上の InstallShield 前提条件が含まれている場合、 InstallShield が指定された場所

を検索し て、 必要に応じ て適切な InstallShield 前提条件を リ リースに含みます。 同じ .prq フ ァ イルが複数の検索パ

スに含まれている場合、 InstallShield は最初に検出されたイ ンス タ ンスのみをビルド に含みます。 .prq フ ァ イルの

検索は以下の順で行われます :

1. InstallShield が -prqpath コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター、 PrerequisitePath .ini  フ ァ イル パラ メ ーター、 または 

InstallShield タ スクの PrerequisitePath パラ メ ーターを通し て指定されたパスをチ ェ ッ クする。

2. InstallShield が [ 前提条件 ] タ ブでユーザーご との設定にリ ス ト された各パスをチ ェ ッ クする。

3. InstallShield が [ 前提条件 ] タ ブのマシン共通の設定にリ ス ト された各パスをチ ェ ッ クする。

4. 前述の場所のいずれにもパスが指定されていない場合、 InstallShield はデフ ォル ト の場所 (InstallShield Program 

Files フ ォルダー \SetupPrerequisites) をチ ェ ッ ク し ます。

特定の InstallShield 前提条件の実行時の場所を指定する

InstallShield では、 プロジ ェ ク ト の各 InstallShield 前提条件に異なる実行時の場所を指定する こ とができます。

タ スク : イ ンス ト ールに含まれる各 InstallShield 前提条件に異なる場所を指定するには、 次の手順に従います。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. イ ンス ト ールに含める InstallShield 前提条件の 1 つのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

3. InstallShield 前提条件を右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield[ 前提条件のプロパ

テ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。
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4. [ ビルドの場所 ] リ ス ト で、 適切なオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

指定し た場所は、 リ リース レベルでオーバーラ イ ド する こ とができます。 個々の InstallShield 前提条件に選択し た

値のオーバーラ イ ド を禁止するには、 リ リース レベルの設定にある "InstallShield 前提条件の場所 " 設定を [ 個々

の選択に従う ] に設定し ます。 詳細については、 「リ リース レベルでの InstallShield 前提条件のラ ン タ イムの場所

を指定する」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件を含むリ リースをビルド する

InstallShield は、 前提条件を含まないプロジ ェ ク ト の Setup.exe フ ァ イルをビルド する と き、 以下の場所に格納され

たベース Setup.exe  フ ァ イルから ビルド を始めます。

InstallShield Program Files フ ォルダー \redist\Language Independent\i386

但し、 InstallShield が前提条件を含むプロジ ェ ク ト の Setup.exe をビルド する と き、 Setup.exe フ ァ イルをベース と し

て利用する こ とはできません。 これは、 Setup.exe フ ァ イルに前提条件を含むこ とができないためです。 代わり に 

SetupPrereq.exe と呼ばれる、 多少サイズが大きいフ ァ イルを利用し ます。 このベース SetupPrereq.exe フ ァ イルは

ベース Setup.exe フ ァ イルと同じデ ィ レ ク ト リ に配置されています。 2 つの異なるベースフ ァ イル (Setup.exe および

SetupPrereq.exe) が利用されるため、 エン ド ユーザーに配布される最終ビルド Setup.exe フ ァ イルの追加サイズ オー

バーヘ ッ ドは、 実際プロジ ェ ク ト に前提条件を含む作業を行う イ ンス ト ール作成者にのみ負担が掛かる こ とにな

り ます。

InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールの実行時の動作

ヒ ン ト • セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件 (2 つの異なる種類の InstallShield 前提条件 ) の違いについては、

「セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件の違い」 を参照し て く だ さい。

InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールの概要

次のプロシージャは、 エン ド ユーザーがセ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件を含むイ ンス ト ールを起動し た と

きに、 一般的に実行時に発生する事柄の説明です。

1. セ ッ ト ア ッ プ起動ツール ( 通常、 Setup.exe と呼ばれます ) は、 必要に応じ て言語の選択ダイアログを表示し ま

す。

2. セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは、 必要に応じ てセ ッ ト ア ッ プの前提条件ダイアログを表示し、 セ ッ ト ア ッ プ前提

条件イ ンス ト ールを起動し ます。

3. イ ンス ト ールは、 エン ド ユーザーが機能を選択し た り、 項目を構成し た り できる イ ンス ト ール UI を表示し ま

す。 イ ンス ト ール UI は、 進行状況ダイアログを表示し ます。

4. セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは、 必要に応じ て、 次のよ う に、 機能の前提条件のイ ンス ト ールを起動し ます。

a. ビル ト イ ン InstallShield カス タム アクシ ョ ン ISInstallPrerequisites (SetupProgress ダイアログと 

ExecuteAction アク シ ョ ンの間にスケジュールされる ) は、 イ ンス ト ールする こ とが選択された機能を 

Windows Installer プロパテ ィ  IsPrerequisiteFeatures のリ ス ト と比較し ます。 全 く 一致し なかった場合、 機

能前提条件はイ ンス ト ールされません。
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b. ISInstallPrerequisites アクシ ョ ンは、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールを検索および起動し、 またイ ンス ト ール中

の機能のリ ス ト を提供し ます。 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールのパスは、 Windows Installer プロパテ ィ  

SETUPEXEDIR と SETUPEXENAME によ って識別されます :

[SETUPEXEDIR]\[SETUPEXENAME]

ISInstallPrerequisites は、 その場所でセ ッ ト ア ッ プ起動ツールが見つからなかった場合、 別の場所を検索

し ます。 初回のイ ンス ト ールでは、 SourceDir が確認されます。 メ ンテナンス モー ド では、 イ ンス ト ール 

ソース パスに関連するパスが確認されます。

ISInstallPrerequisites がセ ッ ト ア ッ プ起動ツールが見つけられなかった場合、 または、 複数の .exe フ ァ イ

ルが見つかった場合、 エン ド ユーザーにプロンプ ト が表示され、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツール フ ァ イルを参

照するよ う に要求し ます。 エン ド ユーザーがフ ァ イルを識別する と、 イ ンス ト ールが続行し ます。 そ う

でない場合、 イ ンス ト ールは終了し ます。

c. セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは、 機能のリ ス ト を評価し てイ ンス ト ールする機能前提条件を選択し、 また適

切なイ ンス ト ールを起動し ます。

5. イ ンス ト ールはエン ド ユーザーの選択にし たがって、 ターゲッ ト  システム上で変更を完了し ます。

6. 進行状況ダイアログから [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログに切り替わり ます。

InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イス

ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールする必要があるセ ッ ト ア ッ プ前提条件が 1 つ以上ある場合、 通常、 メ イ ン イ

ンス ト ールの実行が開始される前に、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログが表示されます。 このセ ッ ト ア ッ プ前提

条件によ って、 ターゲッ ト  システムに不足し ている非表示のセ ッ ト ア ッ プ前提条件がすべて表示されます。 エン

ド ユーザーがこのダイアログで [ イ ンス ト ール ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 必要なセ ッ ト ア ッ プ前提条件のイ ン

ス ト ールが起動されます管理者権限が必要と マーク されているセ ッ ト ア ッ プ前提条件が 1 つ以上あり、 かつ、 イ

ンス ト ールがユーザー アカウン ト 制御 (UAC) が有効にされたシステムで実行される場合、 このダイアログの [ イ

ンス ト ール ] ボタ ンが、 昇格された権限が必要である こ と をエン ド ユーザーに通知するシールド アイ コ ン と共に

表示されます。
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図 4-1: [ イ ンス ト ールするセ ッ ト ア ッ プ前提条件 ] リ ス ト を表示するサンプル [ セ ッ ト ア ッ プ前提条件 ] ダイアロ
グ

セ ッ ト ア ッ プ前提条件が非表示と構成された場合、 この前提条件はセ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログに表示され

ませんが、 イ ンス ト ールはされます。 イ ンス ト ールに含まれるすべてのセ ッ ト ア ッ プ前提条件が隠されている場

合、 セ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログの代わり に、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールの標準初期ダイアログがイ ンス ト ー

ルで表示されます。

セ ッ ト ア ッ プ前提条件のイ ンス ト ールが起動する フ ァ イルが .msi パッ ケージで、 前提条件が進行状況を表示する

よ う にマーク されている場合、 前提条件のイ ンス ト ール中、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスで、 Windows Installer から

のイ ンス ト ールの進行状況メ ッ セージおよびステータ ス バージ ョ ンが表示されます。

セ ッ ト ア ッ プ前提条件がエン ド ユーザーによ ってオプシ ョ ンでイ ンス ト ールされる と構成されている場合、 エン

ド ユーザーが前提条件を イ ンス ト ールするかど うかを選択する こ とができる メ ッ セージ ボ ッ クスが表示されま

す。
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図 4-2: オプシ ョ ン前提条件のメ ッ セージ ボ ッ クス

イ ンス ト ールに機能前提条件が含まれている場合、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールが表示するすべての前提条件のダイ

アログでそれらが表示されません。 ただ し、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスでは、 必要に応じ て進行状況メ ッ セージ

が表示されます。 また、 機能前提条件がオプシ ョ ン と マーク されている場合、 オプシ ョ ンの前提条件メ ッ セージ 

ボ ッ クスが表示されます。

サイ レン ト  シナ リ オ — 抑制されたユーザー イ ン ターフ ェ イス

セ ッ ト ア ッ プ前提条件と機能前提条件は、 イ ンス ト ールがサイ レン ト で実行される と き も イ ンス ト ールされます。

InstallShield 前提条件は、 次のすべてのシナリ オでサポー ト されています ：

• サイ レン ト  セ ッ ト ア ッ プ起動ツールと可視の .msi パッ ケージ — セ ッ ト ア ッ プ起動ツールのユーザー イ ン

ターフ ェ イスは抑制されますが、 .msi パッ ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イスは表示されます。 た と えば、

エン ド ユーザーは次のコマン ド ラ イ ン ステー ト メ ン ト を使用できます :

Setup.exe /s

このシナ リ オでは、 言語の選択ダイアログと セ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログは表示されません。

• 可視のセ ッ ト ア ッ プ起動ツールとサイ レン ト  .msi パッ ケージ — セ ッ ト ア ッ プ起動ツールのユーザー イ ン ター

フ ェ イスは表示されますが、 .msi パッ ケージのユーザー イ ン ターフ ェ イスは抑制されます。 た と えば、 エン

ド ユーザーは次のコマン ド ラ イ ン ステー ト メ ン ト を使用できます :

Setup.exe /v“/qn”

このシナ リ オでは、 メ イ ン イ ンス ト ールの言語の選択ダイアログと セ ッ ト ア ッ プ前提条件ダイアログは表示

されません。 ただ し、 エン ド ユーザーは、 イ ンス ト ールする機能を指定する と き、 コ マン ド ラ イ ンから  

ADDLOCAL、 ADDSOURCE、 ADDDEFAULT、 ADVERTISE などの Windows Installer プロパテ ィ を設定する こ と

ができます。

• サイ レン ト  セ ッ ト ア ッ プ起動ツールとサイ レン ト  .msi パッ ケージ — セ ッ ト ア ッ プ起動ツールと .msi パッ ケー

ジのユーザー イ ン ターフ ェ イスは抑制されます。 たと えば、 エン ド ユーザーは次のコマン ド ラ イ ン ステー ト

メ ン ト を使用できます :

Setup.exe /s /v“/qn”

このシナ リ オでは、 すべてのセ ッ ト ア ッ プ起動ツールと .msi パッ ケージのダイアログが抑制されます。

メ イ ン イ ンス ト ール内にある .msi パッ ケージの UI シーケンスがスキッ プ される と、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは  

ADDLOCAL、 ADDSOURCE、 ADDDEFAULT、 ADVERTISE などの Windows Installer プロパテ ィ を評価し て、 イ ンス

ト ールが必要な機能前提条件があるかど うかを判別し、 その結果にし たがって、 機能前提条件を イ ンス ト ールし

ます。
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UAC のプロンプ ト

構成方法によ って、 InstallShield 前提条件を含むイ ンス ト ールがイ ンス ト ール中のい く つかの時点で、 Windows 

Vista 以降のシステム上で昇格された権限のプロンプ ト を表示する こ とができます :

1. エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルを起動する と き

2. Setup.exe フ ァ イルが、 昇格された権限を必要とするセ ッ ト ア ッ プ前提条件を起動する と き

3. Setup.exe フ ァ イルが、 昇格された権限を必要とする機能前提条件を起動する と き

4. Windows Installer が .msi パッ ケージの [ 実行 ] シーケンスを開始する と き

詳細については、 「イ ンス ト ール中におけるユーザー アカウン ト 制御のプロンプ ト の数を最小化する」 を参照し て

く ださい。

InstallShield 前提条件の動作を変更する

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition および InstallShield Professional Edition には、 InstallShield 前提条件エ

デ ィ ターが含まれてお り、 これを使って InstallShield 前提条件の動作を変更する こ とができます。

InstallShield の Premier Edition と Professional Edition で提供されている InstallShield 前提条件エデ ィ ターを利用し

て、 特定の前提条件の動作および構成の設定を構成する こ とができます。 た と えば、 InstallShield 前提条件エデ ィ

ターを使って、 次のタ スク を実行する こ とができます :

• 実行時に、 前提条件を セ ッ ト ア ッ プの前提条件ダイアログで表示するかど うかを指定し ます。

• 前提条件がオプシ ョ ンかど うかを指定し ます。

• Windows Installer エンジンおよび .NET Framework  のイ ンス ト ールの前または後でイ ンス ト ールされるよ う に 

InstallShield 前提条件を構成し ます。

• サイ レン ト で実行、 前提条件が起動されたと き、 それに渡される コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定し ます。

• 前提条件に管理者権限が必要かど うかを指定し ます。

イ ンス ト ールに InstallShield 前提条件が含まれていたアプ リ ケーシ ョ ンをアン イ ンス ト ールする

イ ンス ト ールがアプ リ ケーシ ョ ンおよび 1 つまたは複数の InstallShield 前提条件から構成される場合があ り ます。

エン ド ユーザーがコ ン ト ロール パネルのプログラムの追加と削除を使ってアプ リ ケーシ ョ ンをアン イ ンス ト ール

し た場合、 InstallShield 前提条件はマシン上にイ ンス ト ールされたままの状態です。 InstallShield 前提条件イ ンス

ト ールによ って、 [ プログラムの追加と削除 ] にエン ト リが追加された場合、 エン ド ユーザーは [ プログラムの追

加と削除 ] を通し て InstallShield 前提条件を削除する こ とができます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含まれているマージ モジュールとオブジ ェ ク ト を
使って作業する

ド キュ メ ン ト のこのセクシ ョ ンでは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内からマージ モジュールおよびオブジ ェ ク ト を

使用する方法について説明し ます。
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エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition と InstallShield Professional Edition では、 ユーザーが自分でマージ モ

ジュールを作成する こ とができます。

マージ モジュールを含むデ ィ レ ク ト リ を指定する

InstallShield では、 ローカル マシンまたはネ ッ ト ワーク上でマージ モジュール (.msm フ ァ イル ) を格納する場所を

指定できます。 この柔軟な機能を使って、 マージ モジュールを ソース コー ド 管理システムに格納し、 マージ モ

ジュールの共通のセ ッ ト を他のチーム メ ンバーと共有する こ とができます。

InstallShield では、 マージ モジュールの検索パスを指定するい く つかの方法があり ます :

• InstallShield 内部から編集またはビルド を行う場合、 [ ツール ] メ ニューで [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ クする と表

示される [ オプシ ョ ン ] ボ ッ クスにある [ マージ モジュール オプシ ョ ン ] タ ブを使って、 マシン共通および

現在のユーザーのフ ォルダを コ ンマ区切りのリ ス ト で指定できます。

• ISCmdBld.exe を使って、 コマン ド ラ イ ンから ビルド する場合は、 -o パラ メ ーターを使ってフ ォルダのコ ンマ

区切りのリ ス ト を指定し ます。

.ini フ ァ イルを使って ISCmdBld.exe パラ メ ーターを指定する場合、.ini フ ァ イルの [Mode] セクシ ョ ンで新しい 

MergeModulePath パラ メ ーターを使用し て、 フ ォルダのコ ンマ区切りのリ ス ト を指定できます。

• MSBuild または Team Foundation Server (TFS) を使ってビルド する場合、 InstallShield タ スクで 

MergeModulePath パラ メ ーター を使います。 このプロパテ ィ は、 デフ ォル ト のターゲッ ト  フ ァ イルが使用さ

れたと き、 ItemGroup InstallShieldMergeModulePath と し て露出されます。 複数のパスを指定するには、 順序指

定されたパスの配列を使用し ます。

ハー ド コー ド化されたパスの代わり に、 以下の例のよ う にパスにパス変数を使用する こ とができます :

<ISProductFolder>\MergeModules,<ISProjectFolder>\MyCustomMergeModules

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューには、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ マージ モジュール ] タ ブで指定され

ている様々な検索パスに含まれているマージ モジュールフ ァ イルに対応するマージ モジュールの名前がリ ス ト さ

れます。 同じ マージ モジュールが複数の検索パスに含まれている場合、 InstallShield は最初に検出されたイ ンス タ

ンスのみを表示し ます。 InstallShield は、 最初に [ マージ モジュール ] タ ブでユーザーご との設定にリ ス ト された

各パスをチ ェ ッ ク し ます。 次に、 マシン共通の設定に リ ス ト されている各パスをチ ェ ッ ク し ます。

ビルド時、 プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のマージ モジュールが含まれている場合、 InstallShield が指定された場所を検

索し て、 必要に応じ て適切なマージ モジュールを リ リースに含みます。 同じ マージ モジュールが複数の検索パス

に含まれている場合、 InstallShield は最初に検出されたイ ンス タ ンスのみをビルド に含みます。 マージ モジュール

の検索は以下の順で行われます :

1. InstallShield が [ マージ モジュール ] タ ブでユーザーご との設定にリ ス ト された各パスをチ ェ ッ クする。

2. InstallShield が [ マージ モジュール ] タ ブのマシン共通の設定にリ ス ト された各パスをチ ェ ッ クする。

3. InstallShield が -o コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター、 MergeModulePath .ini  フ ァ イル パラ メ ーター、 または 

InstallShield タ スクの MergeModulePath パラ メ ーターを通し て指定されたパスをチ ェ ッ クする。

4. 前述の場所のど こにもパスが指定されていない場合、 InstallShield は次の順序でデフ ォル ト  デ ィ レ ク ト リ を

チ ェ ッ ク し ます :
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a. InstallShield Program Files フ ォルダー \System

b. InstallShield Program Files フ ォルダー \Modules\i386

c. InstallShield Program Files フ ォルダー \Objects

d. InstallShield Program Files フ ォルダー \Modules\i386\Japanese

e. InstallShield Program Files フ ォルダー \Modules\i386\German

f. Program Files フ ォルダー \Common Files\Merge Modules

オブジ ェ ク ト およびマージ モジュールの構成を変更する

オブジ ェ ク ト またはマージ モジュールをプロジ ェ ク ト に追加し た後、 場合によ って構成を変更する必要があ り ま

す。

タ スク : オブジ ェ ク ト またはマージ モジュールをプロジ ェ ク ト に含めた後、 その構成を変更するには、 以下の手順に従い

ます :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 変更するオブジ ェ ク ト またはマージ モジュールを右ク リ ッ ク し て、 [ オブジ ェ ク ト の設定を変更する ]、 また

は [ マージ モジュールの構成 ] を選択し ます。 該当のウ ィ ザー ドが開いて、 構成を変更する こ とができます。

マージ モジュールの除外と依存関係

マージ モジュールを イ ンス ト ールに追加する場合、 そのモジュールに適し た条件が必要です。 それらの条件とは、

マージ モジュールの除外と依存関係です。

モジュールの依存関係

モジュールが作成される時、 その依存関係も設定されます。 つま り依存関係を含まない限り、 モジュールが動作

し ないとい う こ と です。 InstallShield は、 依存関係がローカルの再配布可能フ ァ イルギャ ラ リーに格納されている

場合、 モジュールの依存関係を自動的にイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に関連付けます。 これらのモジュールが見つ

からなかった場合は、 各モジュールのコ ピーを取得し て再配布可能フ ァ イルビ ューでこれら を イ ンス ト ール プロ

ジ ェ ク ト に関連付ける必要があ り ます。

モジュールの除外

一部のモジュールは他のモジュールがある と、 正常に作動し ません。 この場合モジュール作成者は他のモジュー

ルを除外し て、 再配布可能フ ァ イルビ ューの [ 説明 ] ウ ィ ン ド ウに必要なモジュールが表示されるよ う にし な く て

はな り ません。 新し く 関連付けられたモジュールに除外があり、 かつ除外されたモジュールが既にセ ッ ト ア ッ プ

に関連付けられている場合、 InstallShield はイ ンス ト ール内の同モジュールへのすべての参照を削除し ます。

注意 • 除外するモジュールの追加後にイ ンス ト ールに追加されるすべての除外されたモジュールは削除されず、 ま

た互換性がないこ と を示す警告が表示される こ と もあ り ません。
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マージ モジュールのイ ンス ト ール先をオーバーラ イ ド する

サー ドパーテ ィ  マージ モジュールは変更すべきではあり ませんが、 い く つかのサー ド パーテ ィ  マージ モジュー

ルおよび InstallShield 作成のマージ モジュールのイ ンス ト ール先を上書きする こ とは可能です。

メ モ • この手順は、 マージ モジュールの TARGETDIR デ ィ レ ク ト リ、 または TARGETDIR から直接派生し たデ ィ レ

ク ト リのみを転送し ます。 マージ モジュールが定義済みフ ォルダー ( たと えば、 SystemFolder) へフ ァ イルを送る

よ う に構成されている場合 、 モジュールのイ ンス ト ール先をオーバーラ イ ド する こ とはできません。

タ スク : マージ モジュールのイ ンス ト ール先をオーバーラ イ ド するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 再配布可能フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. マージ モジュールの横にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 イ ンス ト ールに追加し ます。

3. モジュールを右ク リ ッ ク し て、 プロパテ ィ を ク リ ッ ク し ます。 [ マージ モジュールプロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クス が表示されます。

4. [ イ ンス ト ール先 ] ボ ッ クスで、 イ ンス ト ール先を入力するか、 定義済みのイ ンス ト ール先から 1 つ選択し ま

す。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

6. [ 条件付き イ ンス ト ール ] ペイ ンで、 マージ モジュールを含める機能を選択し ます ( 複数可 )。

マージ モジュールに関する ト ラ ブルシューテ ィ ング

イ ンス ト ールに現在関連付けられているマージ モジュールを削除する と、[ マージ モジュールが見つかり ません ] 

とい う メ ッ セージが表示されます。 このこ とによ り、 そのモジュールを イ ンス ト ールに追加できないこ とがわか

り ます。

Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する

Windows Installer は Windows のほとんどのバージ ョ ンに組み込まれていますが、 Windows Inslaller ベースのイ ンス

ト ールは Windows Installer の最新バージ ョ ンでのみ動作する特定の機能に依存し ている可能性があ り ます。

InstallShield では、 Windows Installer の再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に含める こ とができます。 Windows 

Installer 実行可能フ ァ イルのプロジ ェ ク ト への追加方法は、 イ ンス ト ールに必要な Windows Installer のバージ ョ ン

によ って異な り ます。

Windows Installer の各バージ ョ ンご との最小オペレーテ ィ ング システム要件の一覧は、 「ターゲッ ト  システムの要

件」 を参照し て く だ さい。 Windows の各バージ ョ ンで一緒に リ リース された Windows Installer のバージ ョ ン一覧に

ついては、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Released Versions of Windows Installer」 をご覧 く だ さい。

Windows Installer 5 と Windows Installer 4 は、 再配布可能フ ァ イルと し て提供されていません。
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Windows Installer の配布

デフ ォル ト で、 InstallShield は Setup.exe をセ ッ ト ア ッ プ パッ ケージ と同時に作成し ます。 セ ッ ト ア ッ プ起動ツール

は、 イ ンス ト ールで Windows Installer エンジンを イ ンス ト ールする場合、 必ず必要です。

Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に含めるには、 以下のいずれかを実行し ます :

• Windows Installer 4.5 の場合 — プロジ ェ ク ト に 1 つまたは複数の Microsoft Windows Installer 前提条件を追加し

ます。 InstallShield は、 異なるバージ ョ ンの Windows を ターゲッ ト とするい く つかのバージ ョ ンを含みます。

詳細については、 「Microsoft Windows Installer の前提条件を含める」 を参照し て く だ さい。

• Windows Installer 3.1、 3.0、 または 2.0 の場合 —[ リ リース ] ビ ューの Setup.exe タ ブでは、 Setup.exe ラ ンチャー

を使用するかど うか、 これらの Windows Installer 再配布可能フ ァ イルの 1 つのバージ ョ ンを含めるかど うか、

および含める Windows Installer のバージ ョ ンなどの情報を指定する こ とができます。 詳細については、

「Setup.exe タ ブ」 を参照し て く ださい。

代り に、 プロジ ェ ク ト に 1 つまたは複数の Microsoft Windows Installer 前提条件を追加する こ と と もできます。

詳細については、 「Microsoft Windows Installer の前提条件を含める」 を参照し て く だ さい。

イ ンス ト ール プロセスの概要

実行時、 Setup.exe は Windows Installer が既にターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされているかど うかを判別し ま

す。 ターゲッ ト  システムに Windows Installer が見つかり、 かつ、 最小バージ ョ ンの要件を満た し た場合、 イ ンス

ト ール パッ ケージが起動されます。 Windows Installer がイ ンス ト ールされていない場合や、 または新しいバージ ョ

ンを イ ンス ト ールする必要がある場合、 Setup.exe は Windows Installer を イ ンス ト ールし てから イ ンス ト ール パッ

ケージを起動し ます。 Windows Installer を更新するためにシステムを再起動する必要がある こ とに注意し て く ださ

い。

Microsoft Windows Installer の前提条件を含める

InstallShield には、 複数の Windows Installer バージ ョ ン用の InstallShield 前提条件が含まれています。 [ 再配布可能

フ ァ イル ] ビ ューを利用し てプロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件を追加できます。

.NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ追加する

製品の実行に、 .NET Framework がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされている必要がある場合、 .NET 

Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 .NET Framework がターゲッ ト  システ

ムにないと き、 イ ンス ト ール中にイ ンス ト ールされます。

プロジ ェ ク ト に、 .NET Framework の言語パッ クの再配布可能フ ァ イルを含める こ と もできます。 言語パッ クには、

英語以外の言語のための翻訳済みテキス ト  ( エラー メ ッ セージなど ) が含まれています。

.NET Framework および .NET Framework 言語パッ ク をプロジ ェ ク ト に追加する方法は、 アプ リ ケーシ ョ ンに必要な 

.NET Framework のバージ ョ ンによ って異な り ます。

メ モ • 一部の .NET Framework バージ ョ ンは、 以前の .NET Framework バージ ョ ンを含みます :

• .NET Framework 3.5 は、 .NET Framework 3.0 SP1 と .NET Framework 2.0 SP1 を含みます

• .NET 3.0 Framework SP1 は .NET Framework 2.0 SP1 を含みます。
InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド ISE-2100-UG00 199



第 4 章 : 

イ ンス ト ールのフ ァ イルを編成する
• .NET 3.0 Framework RTM は .NET Framework 2.0 RTM を含みます。

.NET サポー ト をプロジ ェ ク ト に含めるには、 以下のいずれかを実行し ます :

• .NET Framework 4.5 Full、 4.5 Web、 4.0 Full、 4.0 Client、 3.5 SP1、 3.5、 3.0 SP1、 3.0, 2.0 SP2、 または 2.0 SP1 再

配布可能フ ァ イルの場合 — 適切な Microsoft .NET Framework 前提条件を追加し ます。

詳細については、 「Microsoft .NET Framework および Microsoft .NET Framework 言語パッ クの前提条件を含め

る」 を参照し て く だ さい。

• .NET Framework 2.0、 1.1、 または 1.0 再配布可能フ ァ イルの場合 —[ リ リース ] ビ ューの .NET/J# タ ブで、 リ

リースの .NET に関する設定を構成し ます。

InstallShield 前提条件の取得

一部の InstallShield 前提条件は、 InstallShield と共にイ ンス ト ールされていませんので注意し て く だ さい。 これらに

ついては、 場合によ り、 ダウンロー ド する必要があ り ます。 詳細については、 「InstallShield のア ッ プデー ト を取得

する」 を参照し て く だ さい。

Microsoft .NET Framework および Microsoft .NET Framework 言語パッ クの前提条件を含める

InstallShield には、 一部のバージ ョ ンの .NET Framework と .NET Framework 言語パッ クの InstallShield 前提条件が含

まれています。 これらのバージ ョ ンの .NET Framework と言語パッ ク を再配布する場合、 これらの InstallShield 前

提条件をプロジ ェ ク ト に含める こ とができます。

以下は、 InstallShield 前提条件と し て提供されている .NET Framework 再配布可能フ ァ イルの一覧です。 関連する言

語パッ ク 前提条件も、 配布されている場合、 含まれています。

• Microsoft .NET Framework 4.5( 完全パッ ケージに 1 つ、 Web パッ ケージに １  つの InstallShield 前提条件が含ま

れています。 サイズは Web パッ ケージのほうが小さいですが、 実行時にターゲッ ト  システムでイ ン ターネ ッ

ト 接続が必要にな り ます。 )

• Microsoft .NET Framework 4 Full。 これは、 .NET Framework 4 を ターゲッ ト にするアプ リ ケーシ ョ ンを実行およ

び開発するのに必要な .NET Framework ラ ン タ イムと関連フ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。 ( 完全パッ ケージ

に 1 つ、 Web ダウンロー ド パッ ケージに １  つの InstallShield 前提条件が含まれています。 サイズは Web ダウ

ンロー ド パッ ケージのほうが小さいですが、 実行時にターゲッ ト  システムでイ ン ターネ ッ ト 接続が必要にな

り ます。 )

• Microsoft .NET Framework 4 Client。 ほとんどのク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを実行するために必要な .NET 

Framework ラ ン タ イムおよび関連フ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。 ( 完全パッ ケージに 1 つ、 Web ダウンロー

ド パッ ケージに １  つの InstallShield 前提条件が含まれています。 サイズは Web ダウンロー ド パッ ケージの

ほうが小さいですが、 実行時にターゲッ ト  システムでイ ン ターネ ッ ト 接続が必要にな り ます。 )

• Microsoft .NET Framework 3.5 ( 完全パッ ケージに 1 つ、Web ダウンロー ド パッ ケージに １  つの InstallShield 前

提条件が含まれています。 サイズは Web ダウンロー ド パッ ケージのほう が小さいですが、 実行時にターゲッ

ト  システムでイ ン ターネ ッ ト 接続が必要にな り ます。 )

• Microsoft .NET Framework 3.0 SP1 ( これは、実行時にターゲッ ト  システムでイ ン ターネ ッ ト 接続が必要になる 

Web ダウンロー ド パッ ケージです。 )

• Microsoft .NET Framework 3.0

• Microsoft .NET Framework 2.0 SP2
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• Microsoft .NET Framework 2.0 SP1

ヒ ン ト • .NET Framework 再配布可能フ ァ イルの他のバージ ョ ンに関する詳細は、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ

イルをプロジ ェ ク ト へ追加する」 を参照し て く だ さい。

これらの InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールは、 サイ レン ト  モー ド で実行されます。 し たがって、 .NET 

Framework イ ンス ト ールが実行される と きの言語は、 問題にな り ません。

InstallShield 前提条件のイ ンス ト ールは、 特定の HKEY_LOCAL_MACHINE キーの Install または InstallSuccess の値

データ を確認し て、 .NET Framework の対応するバージ ョ ンが既にターゲッ ト  マシンにイ ンス ト ールされているか

ど うかを確認し ます。 詳細については、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで InstallShield 前提条件を ク リ ッ ク し て、 [

詳細 ] ペイ ンで定義された条件を参照し て く だ さい。

DirectX 9.0 オブジ ェ ク ト を含める

DirectX は、 最新のグラ フ ィ ッ ク カー ド を含む、 マルチ メ デ ィ ア アプ リ ケーシ ョ ンおよびハー ド ウ ェ アの API ラ

イブラ リがサポー ト と し ています。 製品を ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールするために DirectX が必要な場合、

DirectX オブジ ェ ク ト をプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 ターゲッ ト  システムに DirectX がない場合、

DirectX がイ ンス ト ール時にイ ンス ト ールされます。

イ ンス ト ール後、 DirectX ラ ン タ イムはアン イ ンス ト ールできません。 DirectX はシステム コ ンポーネン ト である

ため、 エン ド ユーザーが DirectX をアン イ ンス ト ールするには、 オペレーテ ィ ング システムの再イ ンス ト ールが

必要にな り ます。

ヒ ン ト • DirectX オブジ ェ ク ト は InstallShield と共にイ ンス ト ールされないため、 ダウンロー ド する必要があり ま

す。 詳細については、 「再配布可能フ ァ イルを コ ンピ ューターにダウンロー ド する」 を参照し て く だ さい。

再配布可能フ ァ イル

DirectX は DirectX 9.0c コアおよびオプシ ョ ンのコ ンポーネン ト をすべてイ ンス ト ールし ます。

DirectX オブジ ェ ク ト をプロジ ェ ク ト に含める

DirectX オブジ ェ ク ト を Express プロジ ェ ク ト に含める と、 DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドが起動されます。

DirectX オブジ ェ ク ト は、 圧縮、 非圧縮の両方のイ ンス ト ールで使用する こ とができます。 DirectX オブジ ェ ク ト  

ウ ィ ザー ド を利用し て、 DirectX フ ァ イルを Disk1 フ ォルダーに含めるか、 または .msi フ ァ イルにス ト リームする

かを指定する こ とができます。

• フ ァ イルを Disk1 フ ォルダーにある フ ォルダーに含めるよ う に指定する と、 ビルド時に作成中のイ ンス ト ー

ルに対し て DirectX フ ォルダーが作成され、 リ リースの Disk1 フ ォルダーに配置されます。 DirectX フ ォル

ダーは [ セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] ビ ューの Disk1 領域に表示されます。

• フ ァ イルを Disk1 フ ォルダーに含めないよ う に指定する と、 フ ァ イルはイ ンス ト ールの .msi フ ァ イルに埋め

込まれます。
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メ モ • DirectX イ ンス ト ールを起動する カス タム アクシ ョ ンは Windows Vista 以降のシステムで昇格された権限を

使って実行できるよ う に、 [ 実行 ] シーケンスにスケジュールされ、 遅延システム コ ンテキス ト で実行されます。

Express プロジ ェ ク ト の DirectX オブジ ェ ク ト  フ ァ イルを更新する

ある DirectX フ ァ イルのア ッ プデー ト を入手し て、 DirectX オブジ ェ ク ト に含める場合、 それら を適切な 

InstallShield Program Files サブ フ ォルダーに他の DirectX フ ァ イルと共に配置し ます。 保存先 :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Objects\DirectX9c\Redist

一部のフ ァ イルが製品で必要な く 、 イ ンス ト ールに含める必要がない場合、 それら を フ ォルダーから削除する こ

と もできます。 InstallShield の現在のバージ ョ ンがリ リース されてからマイ ク ロ ソ フ ト がリ リース し ている可能性

があるア ッ プデー ト に関する詳細など、 DirectX 再配布可能フ ァ イルの関する詳しい情報は、 最新の DirectX SDK 

または マイ ク ロ ソ フ ト の Web サイ ト  (http://msdn.microsoft.com/directx) をご覧 く ださい。

ビルド時に、 InstallShield がリ リースのビルド をする と き、 DirectX フ ォルダー内の再配布可能フ ァ イルはすべて使

用されます。

アプ リ ケーシ ョ ンの依存関係を識別する

ある フ ァ イルが、 他のフ ァ イルの関数に依存し て タ スク を実行する こ とがよ く あり ます。 ただ し、 イ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト にアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを含める際に、 「依存関係」 と呼ばれる他のフ ァ イルに気が付かない場

合があ り ます。 InstallShield では、 これらのフ ァ イルを見つけて作業を行う次のスキャ ン ウ ィ ザー ドが用意されて

います。 スキャナーには、 [ 依存関係 ] ビ ューからアクセスできます。

ス タ テ ィ ッ クおよびダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を使用する場合、 InstallShield を使ってス タ テ ィ ッ クまたは

ダイナ ミ ッ ク スキャ ンを実行する と き必ず自動的に選択または除外される フ ァ イルを指定する こ とができます。

詳細については、 「依存関係スキャナーでフ ァ イルを フ ィ ルターする」 を参照し て く だ さい。

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を利用し て、 プロジ ェ ク ト に既に追加されている フ ァ イルをスキャ ン し て必要

な依存関係があるかど うかをチ ェ ッ クする こ とができます。 このウ ィ ザー ドはプロジ ェ ク ト に含まれるすべての

ポータ ブル実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、 .ocx、 .sys、 .com、 .drv、 .scr、 および .cpl フ ァ イル ) をスキャ ン し て、 必

要な依存関係を確認し ます。 ウ ィ ザー ド で検出された依存関係のリ ス ト が表示され、 それぞれをプロジ ェ ク ト に

含めるかど うかを指定する こ とができます。

テーブル 4-7 • InstallShield で提供されているスキャ ン ウ ィ ザー ド

スキャナー 関数

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー

ド

プロジ ェ ク ト のポータ ブル実行可能フ ァ イル (.exe、 .ocx、 .com、 .tlb、 .hlp、

および .chm) を探し、 必要な依存関係を検出し ます。

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー

ド

実行可能フ ァ イルが実行中にシステムを監視し て、 実行可能フ ァ イルで必

要と なる可能性がある .dll または .ocx フ ァ イルを確認し ます。
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プロジ ェ ク ト に追加された新規フ ァ イルは、 フ ァ イルが依存し ている同じ機能に追加されるので、 イ ンス ト ール

が必要な と きに確実に実行されます。

このウ ィ ザー ド に関する詳しい情報は、 「ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド」 をご覧 く だ さい。

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは、 実行可能フ ァ イルの実行中にシステムを監視する使い易いツールです。

ウ ィ ザー ド では実行可能フ ァ イルが必要とする可能性のある .dll および .ocx フ ァ イルのリ ス ト が表示され、 それ

ぞれをプロジ ェ ク ト に含めるかど うかを指定できます。

スキャ ンする実行可能フ ァ イルは、 既にプロジ ェ ク ト に含められている ものでも、 後からウ ィ ザー ド で追加する

ものでも構いません。

このウ ィ ザー ド に関する詳しい情報は、 「ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド」 をご覧 く だ さい。

依存関係スキャナー結果の確認

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド およびダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を使ってプロジ ェ ク ト をスキャ ン し

て、 製品が必要とする可能性のあるその他のフ ァ イルを識別する こ とができます。 両方のウ ィ ザー ド パネルには、

プロジ ェ ク ト に追加する必要がある可能性の高いフ ァ イルおよびマージ モジュールのリ ス ト が表示されます。 ス

キャ ン結果をよ く 確認し て、 指定された各フ ァ イルやマージ モジュールをプロジ ェ ク ト に追加する必要があるか

ど うかを判断し て く だ さい。

両方のスキャナーは、 異なる方法で依存関係を識別し ます。 1 つのキャナーでは識別されなかった依存関係が、 も

う 1 つのスキャナーによ って識別される場合もあり ます。 そのため、 ス タ テ ィ ッ ク スキャナーおよびダイナ ミ ッ

ク スキャナーの両方を使って、 依存関係の可能性がある フ ァ イルのよ り完全な リ ス ト を作成する こ と をお勧めし

ます。 一部の状況において、 依存関係スキャナーが製品で必要のないフ ァ イルまたはマージ モジュールを依存関

係と し て識別する場合もあ り ます。 その場合、 ウ ィ ザー ド では識別された各依存関係を含めた り除外し た りする

こ とが可能なので、 不要なフ ァ イルまたはマージ モジュールを除外する こ とができます。 さ らに、 InstallShield を

使ってス タ テ ィ ッ クまたはダイナ ミ ッ ク スキャ ンを行う と きは常に自動的に含めた り除外し た りする フ ァ イルを

マシン全体で指定する こ と も可能です。 詳細については、 「依存関係スキャナーでフ ァ イルを フ ィ ルターする」 を

参照し て く ださい。

依存関係を識別する と きに最も良い結果を得るために、 ク リーン マシン上で製品と そのイ ンス ト ールを十分にテ

ス ト する こ とが推奨されます。 製品が予定通り に動作し なかった場合、 マシン上で足り ない依存関係がないか、

またそれを イ ンス ト ールに含むべきかど うかを判断し て く だ さい。

依存関係スキャナーでフ ァ イルを フ ィ ルターする

ス タ テ ィ ッ クおよびダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を実行する と、 イ ンス ト ールに追加し た く ない依存関係

フ ァ イルが一覧表示される こ とがあ り ます。 スキャナーを実行するたびにこれらのフ ァ イルが追加されないよ う

にするために、 Filters.xml を編集できます。 このフ ァ イルを使う と、 スキャナーが無視する、 または含める フ ァ イ

ルを指定できます。

Filters.xml は、 次の場所にあり ます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Support
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フ ァ イルは、 スキャナーが正し く 動作するために、 編集後も この場所に残る必要があり ます。

ヒ ン ト • Filters.xml フ ァ イルを使って、 COM 抽出中にどのレジス ト リ項目を除外するのかを制御する こ と もできま

す。 詳細については、 「COM 抽出のレジス ト リ変更を フ ィ ルターする」 を参照し て く だ さい。

フ ァ イルを除外する

Filters.xml フ ァ イルの <Exclude> 要素には、 スキャナーが除外する各フ ァ イルのサブ要素を追加し ます。 こ こに リ

ス ト されたフ ァ イルは、 スキャナーによ ってイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加される こ とはあ り ません。

デフ ォル ト で <Exclude> 要素には、 すべての Windows ベースのマシン上に存在する一般的なシステム フ ァ イルの

サブ要素が含まれています。

フ ァ イルを含める

Filters.xml フ ァ イルの <Include> 要素を使う と、 Exclude 要素のサブ要素である個別のフ ァ イルをオーバーラ イ ド す

る こ とができます。 スキャナーは、 <Include> 要素のサブ要素に リ ス ト されている フ ァ イルをすべてイ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト に追加し ます。 これは <Exclude> 要素のサブ要素に リ ス ト されている フ ァ イルにも適用されます。

メ モ • 次の重要なオペレーテ ィ ング システム フ ァ イルは、 <Include> 要素のサブ要素に追加し てスキャナーでは認

識されません。

• kernel32.dll

• ntdll.dll

• user32.dll

• gdi32.dll

• advapi32.dll

• shell32.dll

• ole32.dll

<Exclude> および <Include> 要素にフ ァ イルを指定する

<Exclude> または <Include> 要素にフ ァ イルを リ ス ト する場合、 そのフ ァ イルをサブ要素と し て追加し な く てはな

り ません。 適切にフ ォーマ ッ ト されたサブ要素のサンプルは次の通り です。
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<File name="myfile.dll" path="[SystemFolder]" We="needthis"/>

その他の属性はすべてオプシ ョ ンで、 スキャナーが認識する こ とはあ り ません。 例えば前述の We 属性と、 それに

対応する "needthis" 値のよ う に、 特定の項目が含まれるまたは除外される理由を説明する属性を追加し たい場合

があ り ます。

重要 • その場合、 XML コー ドが適切に書かれている こ と を再確認し て く だ さい。 不適切な場合には、 すべての

フ ィ ルターが失敗し ます。 多 く の場合、 イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラーで Filters.xml フ ァ イルを開いて、 不適切

に書かれた XML コー ド を確認する こ とができます。 <Filters>、 <Include>、 および <Exclude> 要素は縮小および展開

が可能です。 これらが不可能な場合、 コー ド にエラーが無いか確認し て く だ さい。

<Exclude> または <Include> 要素にサブ要素を追加し た場合、 それらが誤ってコ メ ン ト アウ ト されたセクシ ョ ンに

配置されていないこ と を確認し て く だ さい。 InstallShield は Filters.xml フ ァ イルのコ メ ン ト アウ ト 部分を無視し ま

す。

次のサンプル XML コー ド で、 Filters.xml フ ァ イルの形式を説明し ます。

<Filters>

<Include>

<!-- この要素にフ ァ イルを追加する方法

-->

<File name="mfc42.dll" We="needthis"/>

<Include>

<Exclude>

<!-- この要素にフ ァ イルを追加する方法

-->

<Registry key="HKEY_CLASSES_ROOT\Interface\{00020404-0000-0000-C000-000000000046}"/>

<File name="12520437.cpx" path="[SystemFolder]" W2kSp4="WPF" WxpSp2="WPF" W2k3Sp1="WPF" WinMe="WPF"/>

<File name="12520850.cpx" path="[SystemFolder]" W2kSp4="WPF" WxpSp2="WPF" W2k3Sp1="WPF" WinMe="WPF"/>

</Exclude>

</Filters>

COM サーバーの登録

ほとんどのアプ リ ケーシ ョ ンでは、 正常に機能するために特定の COM サーバーが必要です。 COM サーバーがオ

ペレーテ ィ ング システムで認識されるよ う にするには、 登録が必要です。

InstallShield がサポー ト する、 ターゲッ ト マシンへの COM サーバー登録方法には 2 種類あ り ます。

テーブル 4-8 • <File> サブ要素で利用可能な属性

属性 説明

名前 この属性は小文字のみ使用可能です。 この属性の値 ( 例えば、 前述の myfile.dll) は、 含めるま

たは除外する フ ァ イルの名前を示し ます。

パス この属性はオプシ ョ ンです。 この属性の値 ( 例えば、 前述の [SystemFolder]) は、 フ ァ イルの

パスを示し ます。
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• COM 情報を フ ァ イルから抽出し て、 イ ンス ト ール中に COM サーバーを登録する と きに使用する こ とができ

ます。

• 自己登録をサポー ト する フ ァ イルであれば、 自己登録が可能です。 自動登録は、 Windows Installer で COM 情

報を取り出すこ とによ り フ ァ イルを登録または登録解除する場合に比べて信頼性に欠けます。

最初に リ ス ト されている、 COM 情報を抽出する方法が推奨されます。

重要 • WinRunner など一部のアプ リ ケーシ ョ ンは、 COM 抽出エンジンにフ ッ ク .dll フ ァ イルを挿入し ます。 その結

果、 COM 抽出が失敗し て メ ッ セージ 「ISRegSpy は、 次のモジュール %1 がこのプロセスにフ ッ ク され、 そのため

に ISRegSpy の誤動作が発生し ている こ と を検出し ま し た。 アプ リ ケーシ ョ ンをシャ ッ ト ダウン し て COM 抽出を

再起動し て く ださい。」 このメ ッ セージが表示された場合、 ダイアログ ボ ッ クスの指示通り アプ リ ケーシ ョ ンを

シャ ッ ト ダウン し て COM 抽出を再開し ます。

自己登録ではない .exe フ ァ イルには、 " 自己登録 " プロパテ ィ を選択し ないで く だ さい。 .exe フ ァ イルを自己登

録するには、 /regserver コマン ド を使って .exe フ ァ イルを起動する必要があり ます。 ただ し、 .exe フ ァ イルがコ マ

ン ド ラ イ ン スイ ッ チをサポー ト し ない場合、 ビルド時の抽出中に .exe が起動されます。

タ スク : InstallShield に COM サーバーを登録するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 登録する フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て  [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが

開きます。

3. [COM と .NET の設定 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ 登録タ イプ ] リ ス ト から、 フ ァ イル上で実行する登録のタ イプを選択し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

COM 抽出のレジス ト リ変更を フ ィ ルターする

InstallShield による COM サーバーからの不必要な COM データの抽出 ( ビルド時またはデザイ ン時 ) を阻止するた

めに、 Filters.xml フ ァ イルを編集し て特定のレジス ト リ キーを除外する こ とができます。 Filters.xml は、 次の場所に

あ り ます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Support

フ ァ イルは、 COM 抽出が正し く 動作するために、 編集後も この場所に残る必要があり ます。

ヒ ン ト • Filters.xml フ ァ イルを使って、 依存関係のスキャ ン中にどのフ ァ イルを除外するまたは含めるのかを制御す

る こ と もできます。 詳細については、 「依存関係スキャナーでフ ァ イルを フ ィ ルターする」 を参照し て く だ さい。
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COM 抽出から レジス ト リ キーを除外する

Filters.xml フ ァ イルの <Exclude> 要素には、 COM 抽出プロセスが除外する各レジス ト リ キーのサブ要素を追加し ま

す。 こ こに リ ス ト されているすべてのキーは、 製品がアン イ ンス ト ールされるのと同時にアン イ ンス ト ールされ

る こ とはあ り ません。

デフ ォル ト で、 <Exclude> 要素は必要と される一般的なシステム レジス ト リ キーのサブ要素を含みます。

<Exclude> 要素にレジス ト リ キーを指定する

<Exclude> 要素にキーを リ ス ト する場合、 そのキーをレジス ト リ サブ要素と し て追加し な く てはな り ません。

InprocServer32 レジス ト リ キー、 そのすべての値、 およびそのサブキーのすべてに対する変更を阻止する、 適切

にフ ォーマ ッ ト されたレジス ト リ サブ要素のサンプルは次の通り です。

<Registry key="HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{00000231-0000-0010-8000-

00AA006D2EA4}\InprocServer32"/>

InprocServer32 レジス ト リ キーのデフ ォル ト 値のみに対する変更を阻止する、 適切にフ ォーマ ッ ト されたレジス

ト リ サブ要素は次の通り です。

<Registry key="HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{00000231-0000-0010-8000-00AA006D2EA4}\InprocServer32" 

value=""/>

InprocServer32 レジス ト リ キーの ThreadingModel 値名のみに対する変更を阻止する、 適切にフ ォーマ ッ ト された

レジス ト リ サブ要素は次の通り です。

<Registry key="HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{00000231-0000-0010-8000-00AA006D2EA4}\InprocServer32" 

value="ThreadingModel"/>

<Registry> サブ要素のその他の属性はオプシ ョ ンで、 COM 抽出プロセスでは認識されません。 特定の項目が除外

される理由を説明するために、 属性を追加する こ と もできます。

テーブル 4-9 • <Registry> サブ要素で利用可能な属性

属性 説明

キー この属性は小文字のみ使用可能です。 この属性の値 ( 例えば、 前述の 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes\CLSID\{00000231-0000-

0010-8000-00AA006D2EA4}\InprocServer32) は、 フ ィ ルターを行う レジス

ト リ キーの名前を示し ます。

値 この属性はオプシ ョ ンです。

• レジス ト リ キー全体に対する変更を阻止するには、 値属性を含まな

いで く だ さい。

• 特定のキーのデフ ォル ト 値に対する変更を阻止するには、 この属性

の値を ヌルに設定し ます。

• 特定のキーの値名に対する変更を阻止するには、 この属性の値をそ

のレジス ト リ値の名前に設定し ます。
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重要 • その場合、 XML コー ドが適切に書かれている こ と を再確認し て く だ さい。 不適切な場合には、 すべての

フ ィ ルターが失敗し ます。 多 く の場合、 イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラーで Filters.xml フ ァ イルを開いて、 不適切

に書かれた XML コー ド を確認する こ とができます。 <Filters>、 <Include>、 および <Exclude> 要素は縮小および展開

が可能です。 これらが不可能な場合、 コー ド にエラーが無いか確認し て く だ さい。

<Exclude> または <Include> 要素にサブ要素を追加し た場合、 それらが誤ってコ メ ン ト アウ ト されたセクシ ョ ンに

配置されていないこ と を確認し て く だ さい。 InstallShield は Filters.xml フ ァ イルのコ メ ン ト アウ ト 部分を無視し ま

す。

次のサンプル XML コー ド で、 Filters.xml フ ァ イルの形式を説明し ます。

<Filters>

<Include>

<!-- この要素にフ ァ イルを追加する方法

-->

<Include>

<Exclude>

<!-- この要素にフ ァ イルを追加する方法

-->

<Registry key="HKEY_CLASSES_ROOT\Interface\{00020404-0000-0000-C000-000000000046}"/>

<File name="12520437.cpx" path="[SystemFolder]" W2kSp4="WPF" WxpSp2="WPF" W2k3Sp1="WPF" WinMe="WPF"/>

<File name="12520850.cpx" path="[SystemFolder]" W2kSp4="WPF" WxpSp2="WPF" W2k3Sp1="WPF" WinMe="WPF"/>

</Exclude>

</Filters>
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ターゲ ッ ト  システムの構成
すべてのイ ンス ト ールは、 何らかの方法で ターゲッ ト  システムを変更し ます。 簡単なイ ンス ト ールでは、 フ ァ イ

ルを コ ピーするだけのものもあ り ます。 よ り複雑なイ ンス ト ールでは、 レジス ト リの変更、 フ ァ イルの関連付け

を作成、 .ini フ ァ イルの編集、 シ ョ ー ト カ ッ ト の作成、 ODBC リ ソースの構成、 環境変数の使用、 および Windows 

サービスのイ ンス ト ールと開始が行われます。 ターゲッ ト  システムの構成方法に関する詳しい情報は、 ド キュ メ

ン ト のこのセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

シ ョ ー ト カ ッ ト およびプログラム フ ォルダーの作成

シ ョ ー ト カ ッ ト と プログラム フ ォルダーを使用する と、 イ ンス ト ールし たアプ リ ケーシ ョ ンにすばや く アクセス

できます。 イ ンス ト ールでシ ョ ー ト カ ッ ト と プログラム フ ォルダーがデスク ト ッ プ、 [ ス ター ト ] メ ニュー、 およ

びその他さ まざまな場所に作成されるよ う にイ ンス ト ールを構成する こ とができます。 シ ョ ー ト カ ッ ト と フ ォル

ダーは、 それらが所属する機能がイ ンス ト ールに選択された場合にのみ、 ターゲッ ト  システムに作成されます。

シ ョ ー ト カ ッ ト の種類

InstallShield では、 い く つかのタ イプのシ ョ ー ト カ ッ ト が提供されています。

テーブル 4-1 • シ ョ ー ト カ ッ ト の種類

シ ョ ー ト カ ッ ト の種類 説明

新しいシ ョ ー ト カ ッ ト プロジ ェ ク ト に存在する フ ァ イルへの標準のシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます。

新しいア ドバタ イズ 

シ ョ ー ト カ ッ ト

ア ドバタ イズ シ ョ ー ト カ ッ ト の作成機能のフ ァ イルはエン ド ユーザーがシ ョ ー ト

カ ッ ト を起動するまで ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされません。

メ モ • ア ドバタ イズ シ ョ ー ト カ ッ ト は、 ポータ ブル実行可能フ ァ イルと し て指定さ

れたフ ァ イルにのみ作成する こ とができます。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

の [ フ ァ イル拡張子 ] タ ブで、 ポータ ブル実行可能フ ァ イルと し て扱う フ ァ イルを

指定する こ とができます。

既存フ ァ イルへの新し

いシ ョ ー ト カ ッ ト

ターゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます。 た

と えば、 Internet Explorer または UNC パスへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する と きに利

用できます。

新しいフ ォルダー プログラム フ ォルダーを作成し ます。 たと えば、 会社名の下にシ ョ ー ト カ ッ ト を表

示し たい場合は、 プログラム フ ォルダーを作成する こ とができます。

新しいアン イ ンス ト ー

ル シ ョ ー ト カ ッ ト

製品のアン イ ンス ト ール プロセスを自動的に開始するシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ま

す。
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シ ョ ー ト カ ッ ト の作成

シ ョ ー ト カ ッ ト を作成する前に、 まずシ ョ ー ト カ ッ ト がポイ ン ト する フ ァ イルを含むコ ンポーネン ト を作成する

必要があ り ます。

タ スク : 新しいシ ョ ー ト カ ッ ト を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で [ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リの 1 つを右ク リ ッ ク し て、 適切なコマ

ン ド を ク リ ッ ク し ます。 使用可能なコマン ドの一覧は、 「シ ョ ー ト カ ッ ト の種類」 をご覧 く だ さい。

新しいシ ョ ー ト カ ッ ト が、 新しいシ ョ ー ト カ ッ ト N とい う デフ ォル ト 名で追加されます ( こ こ で N は連続番

号です )。

3. 新しい名前を入力するか、 または名前を後で右ク リ ッ ク し てから [ 名前の変更 ] を選択し て新しい名前を付け

ます。

4. シ ョ ー ト カ ッ ト の設定を構成し ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト と フ ォルダーについて構成可能な各設定についての詳細は、 以下を参照し て く だ さい :

• シ ョ ー ト カ ッ ト の設定

• フ ォルダーの設定

メ モ • た と えば、 会社名の下にシ ョ ー ト カ ッ ト を表示し たい場合は、 プログラム フ ォルダーを作成する こ とがで

きます。 シ ョ ー ト カ ッ ト のフ ォルダーを作成し た後、 そのフ ォルダーを右ク リ ッ ク し、 [ 新しいシ ョ ー ト カ ッ ト ] 

を選択し て、 シ ョ ー ト カ ッ ト を作成できます。

動的に リ ン ク されたフ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する こ とはできません。 詳細については、 「ダイナ ミ ッ ク 

フ ァ イル リ ン クの制限事項」 を参照し て く ださい。

シ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ンを指定する

InstallShield では、 実行時にターゲッ ト  システムで作成されるシ ョ ー ト カ ッ ト に使用されるアイ コ ンを指定する こ

とができます。

タ スク : シ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ンを指定するには、 以下の手順に従います。

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で [ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 アイ コ ンを指定するシ ョ ー ト カ ッ ト を ク リ ッ ク し ます。 シ ョ ー ト

カ ッ ト の設定が、 右のペイ ンに表示されます。
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3. " アイ コ ン フ ァ イル " 設定で、 作成するシ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ンが含まれている フ ァ イルを指定し ます。

アイ コ ン リ ソースを含む .ico フ ァ イル、 または実行可能フ ァ イル (.dll または .exe) を指定する必要があ り ま

す。 アイ コ ンを含むフ ァ イルの完全修飾パスを入力するか、 または省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し て参照し

ます。

4. 指定し たアイ コ ン フ ァ イルに 1 つ以上のアイ コ ン リ ソースがある場合、 " アイ コ ン イ ンデッ クス " 設定にイ

ンデッ クスを入力し ます。

負の数以外の整数を指定する と、 実行可能フ ァ イルのアイ コ ン リ ソースの順番が参照されます。 た と えば、 0 

はフ ァ イル内の最初のアイ コ ン、 1 は 2 番目のアイ コ ン、 2 は 3 番目のアイ コ ンを参照し ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト がターゲッ ト  システム上に既に存在する フ ァ イルのためのものでない場合、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エ

クスプローラーでそのシ ョ ー ト カ ッ ト に表示されるアイ コ ンが指定し たアイ コ ンに変更されます。

既存フ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト の場合、 アイ コ ン フ ァ イルは実行時まで判明し ません。 し たがって、 [ シ ョ ー

ト カ ッ ト ] エクスプローラーでは、 ターゲッ ト  システム上で実行時に使用されるアイ コ ンの代わり に、 各シ ョ ー

ト カ ッ ト に次のアイ コ ンが表示されます。

" アイ コ ン フ ァ イル " 設定で選択されたフ ァ イルがアイ コ ンを含まない場合、 このアイ コ ンが [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] 

エクスプローラーのシ ョ ー ト カ ッ ト に使用されます。

プロジ ェ ク ト • Windows Installer では、 機能がア ドバタ イズされる と きに別のアイ コ ンが必要なため、 InstallShield 

は指定し た実行フ ァ イルからアイ コ ンを取り出し ます。

ヒ ン ト • [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] ビ ューのアイ コ ンを右ク リ ッ ク し てから、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンの変更 ] を ク

リ ッ ク し てシ ョ ー ト カ ッ ト  アイ コ ンを変更する こ と もできます。 " アイ コ ン フ ァ イル " 設定と " アイ コ ン イ ン

デッ クス " 設定の値が、 この方法で指定された値で更新されます。

ソース メ デ ィ アにシ ョ ー ト カ ッ ト を置 く

タ スク : ソース メ デ ィ アに機能のシ ョ ー ト カ ッ ト を配置するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト から [ 機能 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] エクスプローラーで、 機能を ク リ ッ ク し ます。

3. " リ モー ト  イ ンス ト ール " プロパテ ィ を [ ソースを優先 ] に設定し ます。

4. 非圧縮 CD-ROM と し て リ リースをビルド し ます。

5. 機能のア ドバタ イズ シ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ます。
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これらの設定で、 機能に含まれるすべてのフ ァ イルは CD に残り、 ローカルマシンにはイ ンス ト ールされません。

エン ド ユーザーがア ドバタ イズ シ ョ ー ト カ ッ ト を起動する と、 Windows Installer が起動し ( エン ド ユーザーへは表

示されません )、 ResolveSource アクシ ョ ンが実行されます。 このアクシ ョ ンは SourceDir の値を判断し ます。 ビル

ドは非圧縮のため、 SourceDir は CD ド ラ イブへのパスを含み、 CD 上でフ ァ イルへ解決し ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト にア クセスできるキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を指定する

キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト  ( ホ ッ ト  キーと も呼ばれます ) を使って、 マウスを使う代わり に CTRL+ALT+A などの

キーの組み合わせを押さ える こ と で、 素早 く 処理を行う こ とができます。 キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を製品の

シ ョ ー ト カ ッ ト に割り当てる と、 エン ド ユーザーは適切なホ ッ ト  キーを押し てシ ョ ー ト カ ッ ト を起動できます。

注意 • ターゲッ ト  システム上の既存のキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト と競合する可能性があるため、 シ ョ ー ト カ ッ ト

のキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を構成する こ とは避ける こ と をお推めし ます。

タ スク : キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト をプロジ ェ ク ト 内のシ ョ ー ト カ ッ ト に割り当てるには、 以下の手順に従います。

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で [ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 ホ ッ ト キーを指定するシ ョ ー ト カ ッ ト を選択し ます。

3. " ホ ッ ト  キー " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ ホ ッ ト キー ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。

4. このシ ョ ー ト カ ッ ト に使用するキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を押し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

" ホ ッ ト  キー " 設定に、 押されたキーの組み合わせを示す適切な 10 進数の値が表示されます。

たと えば、 キーの組み合わせが CTRL+ALT+A の場合、 この設定には 1601 と表示されます。 この数値は、 CTRL の 

16 進数の値 (200 ) と ALT の 16 真数の値 (400)、 および論理 Or 演算子を組み合わせて取得されます。 次に、 この

数値 (600) に A キーの 16 進数値 (41) を追加し、 最後に 10 進数値に変換し ます。 この例では、 10 進数に変換され

る数値は 641 で、 変換後は 1601 と な り ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト 名の変更

新しいシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する、 デフ ォル ト の内部名で表示されます。 この名前はエン ド ユーザーに表示され

ませんが、 プロジ ェ ク ト に関連し た名前に変更する こ とができます。
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タ スク : シ ョ ー ト カ ッ ト の名前を変更するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で [ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 名前を変更するシ ョ ー ト カ ッ ト を右ク リ ッ ク し て、 [ 名前の変更 ] 

を ク リ ッ ク し ます。

3. 新しい名前を入力し ます。

Windows 8 [ ス ター ト ] 画面にシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めするかど うかを指定する

InstallShield では、 Windows 8 ターゲッ ト  マシン上で、 シ ョ ー ト カ ッ ト をデフ ォル ト で [ ス ター ト ] 画面にピン留め

するかど うかを指定できます。 ピン留めを無効化する場合、 イ ンス ト ールは Windows 8 で使用可能になった 

Windows シ ェル プロパテ ィ を設定し ます。 イ ンス ト ールの一部であるツールまたは従属的な製品のシ ョ ー ト カ ッ

ト のピン留めを無効化し たい場合があ り ます。

以前のバージ ョ ンの Windows はこのシ ョ ー ト カ ッ ト  プロパテ ィ を無視し ます。

タ スク : Windows 8 [ ス ター ト ] 画面にシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めするかど うかを指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で [ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 構成するシ ョ ー ト カ ッ ト を選択し ます。 シ ョ ー ト カ ッ ト の設定が、

右のペイ ンに表示されます。

3. "Windows 8 [ ス ター ト ] 画面にピン留めする " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを指定し ます :

• はい - シ ョ ー ト カ ッ ト が Windows 8 システムにイ ンス ト ールされる と き、 [ ス ター ト ] 画面にピン留めさ

れます。 エン ド ユーザーは、 オプシ ョ ンでシ ョ ー ト カ ッ ト のピン留めを外すこ とができます。 デフ ォル

ト では、 これが設定されています。

• いいえ - シ ョ ー ト カ ッ ト が Windows 8 システムにイ ンス ト ールされる と き、 [ ス ター ト ] 画面にピン留め

されません。 システム上のすべてのアプ リ ケーシ ョ ンへのシ ョ ー ト カ ッ ト を含むアプ リのリ ス ト に表示

されます。

Windows 8 は、 アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ールによ ってシ ョ ー ト カ ッ ト が削除された後でも、 シ ョ ー ト カ ッ

ト の [ ス ター ト ] 画面へのピン留めに関する情報を保持し ます。 そのため、 シ ョ ー ト カ ッ ト がイ ンス ト ール済みの

場合、 ターゲッ ト  システム上でこの設定は効果を持ちません。 この機能をテス ト する際、 シ ョ ー ト カ ッ ト と その

ターゲッ ト が既にイ ンス ト ールされていない、 ク リーン マシン上でテス ト するよ う にし て下さい。

また、 一部のエン ド ユーザーから、 Windows Installer がシ ェル プロパテ ィ を構成するシ ョ ー ト カ ッ ト を イ ンス

ト ールし ている と きに発生する、 以下のよ う な メ ッ セージを含むラ ン タ イム警告またはエラーが報告されていま

す :

シ ョ ー ト カ ッ ト  ’[2].lnk’ のプロパテ ィ  [1]  を設定できませんで し た。
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このメ ッ セージで、 [1] は Windows Installer が設定し よ う と し ているシ ェル プロパテ ィ の名前で、 [2].lnk はシ ョ ー

ト カ ッ ト  フ ァ イルの名前です。 その場合、 .lnk フ ァ イルが別のプロセスによ ってロ ッ ク されているかのよ う に見

られます。

アン イ ンス ト ール シ ョ ー ト カ ッ ト の作成

アン イ ンス ト ール用のシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する こ とは可能ですが、 [ プログラムの追加と削除 ] コ ン ト ロール パ

ネルを使用し て製品をアン イ ンス ト ールする方法をお勧めし ます。 アン イ ンス ト ール シ ョ ー ト カ ッ ト の作成は必

要し ない場合、 以下で手順を実行し ます。

タ スク : 製品のアン イ ンス ト ールを自動的に開始するシ ョ ー ト カ ッ ト を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ システム構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 アン イ ンス ト ール シ ョ ー ト カ ッ ト を含める フ ォルダーを右ク リ ッ ク

し て、 [ 新しいアン イ ンス ト ール シ ョ ー ト カ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。 " アン イ ンス ト ール " とい う デフ ォル

ト 名で新しいシ ョ ー ト カ ッ ト が作成されます。

3. シ ョ ー ト カ ッ ト の名前を入力し ます。 機能の名前を変更するには、 機能を右ク リ ッ ク し て [ 名前の変更 ] を ク

リ ッ ク し ます。

4. 必要に応じ て設定を指定し ます。

レジス ト リの編集

Windows レジス ト リは、 アプ リ ケーシ ョ ン と オペレーシ ョ ン システムで使用される構成情報を含むシステム全体

のデータベースです。 このレジス ト リは、 次を含むすべての情報を格納し ます。

• 会社名、 製品名、 バージ ョ ン番号等のアプ リ ケーシ ョ ン情報

• アプ リ ケーシ ョ ンの実行を可能にするパス情報

• エン ド ユーザーが、 システム上にある他のアプ リ ケーシ ョ ンを妨げる こ と な く 簡単にアプ リ ケーシ ョ ンをア

ン イ ンス ト ールができるアン イ ンス ト ール情報

• アプ リ ケーシ ョ ンによ って作成される文書のためのシステム全体のフ ァ イル関連付け

• ラ イセンス情報

• ウ ィ ン ド ウの位置等のアプ リ ケーシ ョ ン オプシ ョ ンのデフ ォル ト の設定

キー、 値名、 および値

レジス ト リは [ コ ンピ ューター ] エクスプローラー ( またはターゲッ ト のオペレーテ ィ ング システムによ っては [

マイ コ ンピ ューター ] エクスプローラー ) の下に階層化されている一連のキーで構成されます。 [ コ ンピ ューター

] のすぐ下には、 い く つかのルー ト キーがあ り ます。 イ ンス ト ールは、 レジス ト リのどのキーにもキーと値を追加

する こ とができます。 以下は、 通常イ ンス ト ールによ って影響を受けるルー ト キーです。

• HKEY_LOCAL_MACHINE
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• HKEY_USERS

• HKEY_CURRENT_USER

• HKEY_CLASSES_ROOT

キーは、 レジス ト リ内の名前が付けられた場所です。 キーは、 サブキー、 値名、 値のペア、 およびデフ ォル ト  (

名前が付いていない ) 値を含むこ とができます。 値名と値のペアは、 キーの下の ２  つの部分からなるデータ構造

です。 値名はキーの下のス ト レージの値を見分けます。 また、 その値は値名に関連付けられた実際のデータ です。

値名が値に特定されていない場合、 その値はそのキーのデフ ォル ト 値にな り ます。 各キーは、 デフ ォル ト  ( 名前

の付いていない ) 値を 1 つのみ持つこ とができます。

terms キーとサブキーはお互い関連し ている こ とに注意し て く だ さい。 レジス ト リ では、 別のキーの下のキーを、

レジス ト リ階層の別のキーに関連し てそれをど う参照するかによ って、 サブキーまたはキーと し て参照する こ と

もできます。

InstallShield プロジ ェ ク ト と レジス ト リ

InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューを利用し て、 エン ド ユーザーのレジス ト リ を変更する作業を簡単に行う こ と

ができます。 Windows のレジス ト リ エデ ィ ターとほぼ同じ よ う にこのビ ューを使用し て、 キーおよび値を作成し

ます。

すべてのレジス ト リ データは機能に関連付けられている必要があ り ます。 機能がイ ンス ト ールに選択される と、

その機能に関連付けられたレジス ト リ データがターゲッ ト  システムにセ ッ ト ア ッ プ されます。

注意 • レジス ト リは Windows オペレーテ ィ ング システムの重要な部分なので、 レジス ト リ をむやみに変更または

削除する こ とは避けて く だ さい。 不可欠なレジス ト リ キーが変更される と、 システムが機能し な く なる こ とがあ

り ます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software と HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node の違い

[ レジス ト リ ] ビ ューで HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE (32 ビ ッ ト ) ノ ー ド にレジス ト リ データ を追加する

と、 Windows Installer はそのデータ を 32 ビ ッ ト 版のターゲッ ト  システムの HKEY_LOCAL_MACHINE\Software キー

の下にイ ンス ト ールし ますが、 64 ビ ッ ト 版のターゲッ ト  システムの場合は 

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node キーの下にイ ンス ト ールし ます。

レジス ト リ データ を [ レジス ト リ ] ビ ューの HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE (64 ビ ッ ト ) ノ ー ド に追加する

と、 InstallShield はビルド時にプロジ ェ ク ト に 64 ビ ッ ト  Windows Installer パッ ケージを作成し ます。 この 64 ビ ッ

ト  Windows Installer パッ ケージを 32 ビ ッ ト 版のターゲッ ト  システム上で実行する こ とはできません。 この状況下

では、 Windows Installer は 64 ビ ッ ト 版のターゲッ ト  システム上で HKEY_LOCAL_MACHINE\Software キーの下にレ

ジス ト リ データ を イ ンス ト ールし ます。

し たがって、 64 ビ ッ ト  イ ンス ト ールを作成し ていて、 レジス ト リ エン ト リ を 64 ビ ッ ト  レジス ト リの場所 

(HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node ではな く 、 HKEY_LOCAL_MACHINE\Software の下 ) にイ ンス ト ー

ルし たい場合、 そのエン ト リ を SOFTWARE (64 ビ ッ ト ) ノ ー ド、 またはそのサブ ノ ー ド に追加し て く だ さい。 32 

ビ ッ ト 版のイ ンス ト ールを作成し ている場合、 SOFTWARE (64 ビ ッ ト ) ノ ー ドの下にデータ を入力する こ とは避け

ます。

詳細については、 「32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム両方をサポー ト する難し さについて」 を参照し て

く ださい。
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ヒ ン ト • 64 ビ ッ ト  システム上で 32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンによるレジス ト リの表示を確認するには、 32 ビ ッ ト  

バージ ョ ンのレジス ト リ エデ ィ ター (SysWOW64 フ ォルダーの regedit.exe フ ァ イル ) を起動し ます。

機能ご とにレジス ト リ エン ト リ を フ ィ ルターする

[ レジス ト リ ] ビ ューには、 機能一覧が含まれています。 [ 機能 ] 一覧にはプロジ ェ ク ト 内での機能とサブ機能の階

層構造が含まれています。 [ ビ ューフ ィ ルター ] では、 レジス ト リ データ をビ ューに表示する機能を選択する こ と

ができます。

機能の階層にサブ機能が含まれる場合、 親機能を選択する と その機能のレジス ト リ エン ト リのみが表示されます。

こ こにサブ機能のレジス ト リ エン ト リは表示されません。

プロジ ェ ク ト でのすべてのレジス ト リ エン ト リの表示

イ ンス ト ールのすべてのレジス ト リ エン ト リ を表示するには、 [ 機能 ] 一覧で [ すべてのアプ リ ケーシ ョ ン デー

タ ] オプシ ョ ンを選択し ます。

[ すべてのアプ リ ケーシ ョ ンデータ ]  でビ ューを フ ィ ルターし て、 レジス ト リキーと値を変更、 名前の変更、 また

は削除する こ とができます。

[ レジス ト リ ] ビ ューの [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンでレジス ト リ キーを ク リ ッ

クする と、 InstallShield は、 そのキーのすべてのレジス ト リ データ を [ レジス ト リ ] ビ ューの右下のペイ ンに表示

し ます。

キーに値を設定し ていない場合、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ン データ を選択し ても レジス ト リ データは表示され

ません。

レジス ト リキ－の作成

タ スク : 機能のイ ンス ト ール時にレジス ト リ キーがターゲッ ト  システムで作成されるよ う に指定するには、 次の手順を実

行し ます。

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] 一覧で、 新しいキーに関連付ける機能を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、その下に新しいキーを作成するレジス ト リ 

キーを ク リ ッ ク し ます。

4. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 レジス ト リ キーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新規

作成 ] をポイ ン ト し て、 [ キー ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が、 新しいキー -#n ( こ こで n は連続番号です ) とい う名前で新しいキーを追加し ます。 こ こ でキー名

をわかりやすい名前に変更するか、 または後でキーを右ク リ ッ ク し て [ 名前の変更 ] を選択し、 新しい名前を付け

ます。 新しいキーが、 空のデフ ォル ト 文字列値と共に作成されます。

値名とデータ を変更するには、 「レジス ト リ値の作成」 を参照し て く ださい。
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ヒ ン ト • 64 ビ ッ ト  イ ンス ト ールを作成し ていて、 レジス ト リ エン ト リ を 64 ビ ッ ト  レジス ト リの場所 

(HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node ではな く 、 HKEY_LOCAL_MACHINE\Software の下 ) にイ ンス ト ー

ルし たい場合、 そのエン ト リ を SOFTWARE (64 ビ ッ ト ) ノ ー ド、 またはそのサブ ノ ー ド に追加し て く だ さい。 64 

ビ ッ ト  イ ンス ト ールを 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムで実行する こ とはできません。 詳細については、 「32 ビ ッ

ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム両方をサポー ト する難し さについて」 を参照し て く だ さい。

レジス ト リ エン ト リ を ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ し てレジス ト リ キーを作成する

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にレジス ト リ エン ト リ を追加する最も手軽な方法は、 [ レジス ト リ ] ビ ューの [ ソース

] ペイ ンから レジス ト リ エン ト リのひとつを ド ラ ッ グし、 [ イ ンス ト ール先 ] ペイ ンに ド ロ ッ プする方法です。

キー全体を [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンに ド ロ ッ プする と、 そのキーのすべて

のサブキーと値が選択し た機能に追加されます。

タ スク : ソース コ ンピ ューターから イ ンス ト ール先コ ンピ ューターにレジス ト リ エン ト リ を ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プする

には、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] 一覧で、 新しいキーに関連付ける機能を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、その下に新しいキーを作成するレジス ト リ 

キーを ク リ ッ ク し ます。

4. [ ソース コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 イ ンス ト ールに含めるキーを選択し、 [ イ ンス ト ー

ル先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンのイ ンス ト ール先フ ォルダーに ド ラ ッ グし ます。 キー全体

を [ イ ンス ト ール先 ] ペイ ンに ド ロ ッ プする と、 そのキーのすべてのサブキーと値がイ ンス ト ールに追加され

ます。

ヒ ン ト • 64 ビ ッ ト  イ ンス ト ールを作成し ていて、 レジス ト リ エン ト リ を 64 ビ ッ ト  レジス ト リの場所 

(HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node ではな く 、 HKEY_LOCAL_MACHINE\Software の下 ) にイ ンス ト ー

ルし たい場合、 そのエン ト リ を SOFTWARE (64 ビ ッ ト ) ノ ー ド、 またはそのサブ ノ ー ド に追加し て く だ さい。 64 

ビ ッ ト  イ ンス ト ールを 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムで実行する こ とはできません。 詳細については、 「32 ビ ッ

ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム両方をサポー ト する難し さについて」 を参照し て く だ さい。
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コ ンテキス ト  メ ニューを使ってキーを ド ラ ッ グ & ド ロ ッ プする

コ ンテキス ト  メ ニューを使って、 複数のキーや値を一度に移動する こ とができます。 レジス ト リ エン ト リ を右ク

リ ッ ク し、 それを イ ンス ト ール先に ド ラ ッ グし、 コ ンテキス ト  メ ニューから [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

データ を他のマシンから イ ンポー ト する

ただし、 ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プ操作は、 レジス ト リ エン ト リがイ ンス ト ール開発システムに存在する場合に

のみ有効です。 別のマシンから レジス ト リ データ を取得する場合、 REG フ ァ イルのイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を使っ

て、 データ を イ ンポー ト できます。

.reg フ ァ イルから レジス ト リ データ を イ ンポー ト する

InstallShield では、 別のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のレジス ト リ (.reg) フ ァ イル、 または InstallShield の外で作成し

た既存のレジス ト リ フ ァ イルを イ ンポー ト する こ とができます。

InstallShield は、 Regedit のエクスポー ト によ って作成された .reg フ ァ イル、 またはその形式を正確に従う フ ァ イル

を イ ンポー ト する こ とができます。 InstallShield では、 複数行のレジス ト リ値はサポー ト されていません。

タ スク : .reg フ ァ イルから レジス ト リ データ を イ ンポー ト するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] 一覧で、 .reg フ ァ イルを イ ンポー ト する機能を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 レジス ト リ データ を追加するレジス ト リ 

キーを右ク リ ッ ク し てから、 [REG フ ァ イルのイ ンポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 レジス ト リのイ ンポー ト  ウ ィ

ザー ドが開きます。

4. レジス ト リ イ ンポー ト  ウ ィ ザー ドの指示に従ってレジス ト リ データ を追加し ます。

レジス ト リ データ を機能に追加する と、 関連付けられた機能がイ ンス ト ールされる と き、 ターゲッ ト  システムに

イ ンス ト ールされます。

テーブル 4-2 • レジス ト リ エン ト リのコ ンテキス ト  メ ニューから使用できる コマン ド

オプシ ョ ン 説明

すべてのキーと値 すべての選択されたキー、 サブキーおよび値を追加し ます。

キーと その値のみ 選択されたキーと そのキーの値のみを追加し ます。 サブキーは追加されません。

このキーのみ 選択されたキーのみ追加し、 そのサブキーまたは値は追加されません。

キャ ンセル 変更を加えずに ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プ操作を終了し ます。
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レジス ト リ キーの削除

タ スク : レジス ト リ キーを削除するには、 以下の手順を実行し ます :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] 一覧で、 レジス ト リ キーを含む機能を選択するか、 [ すべてのアプ リ ケーシ ョ ン データ ] を選択し て、

製品のすべてのレジス ト リ キーを表示し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 削除するレジス ト リ キーを右ク リ ッ ク し

て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

レジス ト リ値の作成

タ スク : 新しいレジス ト リ値を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] 一覧で、 値を追加するレジス ト リ キーを含む機能を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 値を追加するキーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新

規作成 ] をポイ ン ト し、 登録するデータの種類を ク リ ッ ク し ます。 以下は、 使用可能なレジス ト リ値の種類

です。

InstallShield が、 New Value-#n ( こ こで n は連続番号です ) とい う名前で新しい値を追加し ます。 こ こ で値名をわか

りやすい名前に変更するか、 または後で値を右ク リ ッ ク し て [ 名前の変更 ] を選択し、 新しい名前を付けます。

テーブル 4-3 • レジス ト リ値の種類

オプシ ョ ン 説明

デフ ォル ト 値 キーのデフ ォル ト 値。

文字列値 規定の長さのテキス ト 文字列。

バイナ リ値 この値は 16 進数値と し て解析され、 格納されます。

DWORD 値 4 バイ ト  (32 bit) の長さの数値で表示されるデータ。

複数文字列値 ヌル文字で終わる文字列配列、 および 2 つの ヌル文字で終わる文字列配列と し

てフ ォーマ ッ ト された複数テキス ト 文字列。 このコ マン ド を選択する と、 [ 複

数行文字列値 ] ダイアログ ボ ッ クスが起動し ます。

展開可能な文字列値 この値は展開可能な文字列と し て解析され、 格納されます。 MSDN (Microsoft 

Developer's Network) による と、 展開可能な文字列レジス ト リ値は、 環境変数へ

の非展開参照を含むヌル文字で終わる文字列です ( 例、 %PATH%)。
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ヒ ン ト • 64 ビ ッ ト  イ ンス ト ールを作成し ていて、 レジス ト リ エン ト リ を 64 ビ ッ ト  レジス ト リの場所 

(HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node ではな く 、 HKEY_LOCAL_MACHINE\Software の下 ) にイ ンス ト ー

ルし たい場合、 そのエン ト リ を SOFTWARE (64 ビ ッ ト ) ノ ー ド、 またはそのサブ ノ ー ド に追加し て く だ さい。 64 

ビ ッ ト  イ ンス ト ールを 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムで実行する こ とはできません。 詳細については、 「32 ビ ッ

ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム両方をサポー ト する難し さについて」 を参照し て く だ さい。

レジス ト リ値データの変更

タ スク : レジス ト リ値のデータ を変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] 一覧で、 変更するレジス ト リ データ を含む機能を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ データ ] ペイ ンで、 変更する値をダブルク リ ッ ク し ます。 [

データの編集 ] ダイアログ ボ ッ クスまたは [ 複数行文字列値 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. ダイアログ ボ ッ クスで情報をすべて入力し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

Windows Installer のプロパテ ィ をレジス ト リ値に使って、 後で自分の製品で使用する情報を保存する こ とができま

す。 たと えば、 ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール先を保存する場合は、 レジス ト リ値に [INSTALLDIR] と入力し ます。

詳細については、 「Windows Installer プロパテ ィ  リ フ ァ レンス」 を参照し て く だ さい。

メ モ • 角カ ッ コ ([]) を含む値を追加するには、 各カ ッ コの前に円記号 (\) を入れて、 それを カ ッ コで括り ます。 こ

れを省略する と、 Windows Installer はこの値をプロパテ ィ と認識し ます。 たと えば、 レジス ト リ に [stuff] と書き込

む場合、 値名に [\[]stuff[\]] を使用し ます。

レジス ト リ値の削除

タ スク : レジス ト リ値をプロジ ェ ク ト から削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] 一覧で、 削除するレジス ト リ値を含む機能を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 削除する値を含むレジス ト リ キーを ク

リ ッ ク し ます。 すべてのレジス ト リ値が、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ データ ] ペイ ンに一

覧表示されます。

4. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ データ ]  ペイ ンで、 削除するレジス ト リ値を右ク リ ッ ク し て

から [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。
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複数レジス ト リ文字列値を 1 行の文字列へ入力する

タ スク : 複数の文字列値を一行の文字列に入力するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] 一覧で、 追加するレジス ト リ値を含む機能を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 追加する値を含めるレジス ト リ キーを右

ク リ ッ ク し て、 [ 新規作成 ] をポイ ン ト し て、 [ 複数行文字列値 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 複数行文字列値 ] ダイ

アログ ボ ッ クスが開きます。

4. 値情報を入力し て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

このエン ト リの " 種類 " フ ィ ールド には REG_MULTI_SZ、 " データ " フ ィ ールド には フ ァ イル名パス と表示されま

す。

レジス ト リ エン ト リ で環境変数を参照する

REG_EXPAND_SZ 文字列値を使用する と、 レジス ト リ に格納されているパスに環境変数を使用できます。 これらの

エン ト リは、 オペレーテ ィ ング システムで環境変数と し て認識されるために、 特別な形式を必要と し ます。 レジ

ス ト リ に表示される REG_EXPAND_SZ 値の形式は、 %TEMP% です。 TEMP は、 TEMP デ ィ レ ク ト リの標準環境変数で

す。

タ スク : レジス ト リ エン ト リの環境変数を参照するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] 一覧で、 追加するレジス ト リ値を含む機能を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 追加する値を含めるレジス ト リ キーを右

ク リ ッ ク し て、 [ 新規作成 ] をポイ ン ト し て、 [ 文字列値 ] を ク リ ッ ク し ます。

4. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ データ ] ペイ ンで、 値を右ク リ ッ ク し て [ 変更 ] を選択し ま

す。

5. 値データ を入力するには、 まず  # 記号で始め、 それから環境変数を入力し ます。 環境変数名は % マークで囲

みます。 例、 #%TEMP%。

このエン ト リの " 種類 " フ ィ ールド には REG_EXPAND_SZ、 " データ " フ ィ ールド には %TEMP% と表示されます。

ヒ ン ト • 64 ビ ッ ト  イ ンス ト ールを作成し ていて、 レジス ト リ エン ト リ を 64 ビ ッ ト  レジス ト リの場所 

(HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node ではな く 、 HKEY_LOCAL_MACHINE\Software の下 ) にイ ンス ト ー

ルし たい場合、 そのエン ト リ を SOFTWARE (64 ビ ッ ト ) ノ ー ド、 またはそのサブ ノ ー ド に追加し て く だ さい。 64 

ビ ッ ト  イ ンス ト ールを 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムで実行する こ とはできません。 詳細については、 「32 ビ ッ

ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム両方をサポー ト する難し さについて」 を参照し て く だ さい。
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レジス ト リ キーのアクセス許可を構成する

InstallShield で、 ロ ッ クダウン された環境で製品を実行するエン ド ユーザーのために、 レジス ト リ キーを保護する

ための設定を構成する こ とができます。 レジス ト リ キーのアクセス許可を特定のグループ とユーザーに割り当て

る こ とができます。 た と えば、 管理者グループに特定のレジス ト リ キーについての [ 読み取り ]、 [ 書き込み ]、

および [ 削除 ] アクセス許可を割り当てる こ とができますが、 別のグループのすべてにユーザーについては [ 読み

取り ] 許可のみ割り当てる こ とができます。

タ スク : レジス ト リ キーのアクセス許可を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンでレジス ト リ キーを右ク リ ッ ク し、 [ アクセス

許可 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 必要に応じ て、 アクセス許可を追加 / 変更 / 削除し ます。 詳細については、 「レジス ト リ キーの [ アクセス許

可 ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューにある " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定の選択に従って、 は ISLockPermissions 

テーブルまたは LockPermissions テーブルのどち らかにアクセス許可データ を追加し ます。 詳細については、

「ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのセキュ リ テ ィ 保護」 を参照し て く だ

さい。

Registry のプ ラ イマ リ キーを指定する

Windows Installer では、 Registry テーブルに追加する各レジス ト リ キーと値について、 一意のプ ラマ リ キーが必要

です。 レジス ト リ エン ト リの作成状況が目で確認できるよ う に、 InstallShield ではビルド時に、 データベースの 

Registry テーブルの各エン ト リ に一意の名前が割り当てられます。

カス タム アクシ ョ ンを作成する と きに、 エン ト リのプ ラ イマ リ キーが必要になる と きがあり ます。InstallShield の 

[ レジス ト リ ] ビ ューでは、 レジス ト リ キーまたは値のプラ イマ リ キーを指定できます。

タ スク : レジス ト リ キ－または値のプ ラ イマ リ キーを指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] 一覧で、 追加するレジス ト リ値を含む機能を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンで、 指定するプラ イマ リ キーに関連付けられ

ているレジス ト リ キーを右ク リ ッ ク し、 [MSI 値 ] を ク リ ッ ク し ます。 [MSI 値 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。

4. キーの名前を入力し ます。 プラ イマ リ キーは Windows Installer 識別子でなければならないので、 名前には文

字、 数字、 下線 (_)、 およびピ リ オ ド (.) だけを使用し、 名前の最初には文字または下線を使用し ます。

値を指定し ない場合、 InstallShield によ って、 Registry テーブルのこのエン ト リ に一意のプ ラ イマ リ キーが生成さ

れます。
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レジス ト リ フ ラグ

レジス ト リ フ ラグを使用する と、 レジス ト リ エン ト リのイ ンス ト ールと アン イ ンス ト ールを制御できます。 レジ

ス ト リ エン ト リは、 所属先の機能がイ ンス ト ールされる とデフ ォル ト でイ ンス ト ールされます。 ターゲッ ト  シス

テムで所属先の機能が削除された と きは、 これらのレジス ト リ エン ト リ も削除されます。 製品をアン イ ンス ト ー

ルし た後も レジス ト リ エン ト リ を ターゲッ ト  システムに残し てお く 場合や、 既に存在し ない場合にのみレジス ト

リ エン ト リ を作成する場合には、 そのキーのイ ンス ト ールフ ラグを設定する必要があ り ます。

InstallShield では、 イ ンス ト ール動作はサブキー レベルで設定されます。 あるキー以下のすべての値には同じ イ ン

ス ト ール動作およびアン イ ンス ト ール動作が設定されなければな り ません。

キーのレジス ト リ フ ラグを変更するには、 [ レジス ト リ ] ビ ューでプロジ ェ ク ト のキーの 1 つを右ク リ ッ ク し てか

ら、 以下のテーブルに リ ス ト されている任意のコマン ド を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 4-4 • レジス ト リ フ ラグ

アイ コ
ン コマン ド 説明

自動 これはすべてのレジス ト リキ－のデフ ォル ト のオプシ ョ ンです。 キーが既に

存在し ない場合、 イ ンス ト ールがそれを作成し ます。 アン イ ンス ト ール中、

キーが空白の場合は、 それが削除されます。

イ ンス ト ールのみ 

(+)

プロジ ェ ク ト • このレジス ト リ フ ラグの種類は、 Express プロジ ェ ク ト で使用

できます。

キーが存在し ない場合は、 作成されます。 このキーが所属する機能がアン イ

ンス ト ールされる と き、 このキーはターゲッ ト  システムに残り ます。

このオプシ ョ ンは、 サブキーまたは値を含まないキーにのみ使用できます。

すべてのキーをア

ン イ ンス ト ール (-)

プロジ ェ ク ト • このレジス ト リ フ ラグの種類は、 Express プロジ ェ ク ト で使用

できます。

このフ ラグが空のキーに割り当てられた場合、 キーはイ ンス ト ール時に作成

されません。 このフ ラグが値を含むキーに割り当てられていて、 そのキーが

ターゲッ ト  システムに存在し ない場合、 イ ンス ト ール時にそのキーと値が作

成されます。 どち らの場合においても、 キー、 すべてのサブキー、 および値

はアン イ ンス ト ール時に削除されます。 これはサブキーや値がイ ンス ト ール

後に追加された場合も同様です。
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レジス ト リ キーのイ ンス ト ール / アン イ ンス ト ール動作を設定する

InstallShield では、 レジス ト リ エン ト リのイ ンス ト ールと アン イ ンス ト ール動作はサブキー レベルで設定されま

す。

タ スク : レジス ト リ キーのイ ンス ト ール / アン イ ンス ト ール動作を設定するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ レジス ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] 一覧で、 動作を設定するレジス ト リ キーに対応する機能を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ ] ビ ュー ペイ ンでレジス ト リ キーを右ク リ ッ ク し、 適切な動

作を ク リ ッ ク し ます。

イ ンス ト ール / アン イ ンス ト ール動作のオプシ ョ ン

InstallShield では、 イ ンス ト ールと アン イ ンス ト ール動作はサブキー レベルで設定されます。 あるキー以下のすべ

ての値には同じ イ ンス ト ール動作およびアン イ ンス ト ール動作が設定されなければな り ません。 使用可能なオプ

シ ョ ンの一覧は、 「レジス ト リ フ ラグ」 をご覧 く ださい。

ユーザーご と イ ンス ト ールでのレジス ト リ エン ト リの扱い方

現在のユーザーが HKEY_LOCAL_MACHINE の下にあるキーを変更するための十分な権限を持っている とはかぎ り ま

せん。 そのよ う な場合、 HKEY_CURRENT_USER の下にエン ト リ を書き こむ必要があり ます。

[ レジス ト リ ] ビ ューで HKEY_USER_SELECTABLE を選択する と、 イ ンス ト ールのタ イプ とユーザーのアクセス権

限にし たがって、 適切なレジス ト リ ハイブの下にエン ト リが作成されます。

• ユーザーご とのイ ンス ト ール ( イ ンス ト ールがユーザーレベルのアクセス権限を持つユーザーによ って実行

されている場合 ) では、 これらのエン ト リは HKEY_CURRENT_USER の下に作成されます。

存在し ない場合は

イ ンス ト ール、 存

在する場合はアン

イ ンス ト ール (*)

プロジ ェ ク ト • このレジス ト リ フ ラグの種類は、 Express プロジ ェ ク ト で使用

できます。

このオプシ ョ ンは、 １  つの例外 ( 自動レジス ト リ フ ラグ ) を除いて、 デフ ォ

ル ト の動作に似ています。 自動レジス ト リ フ ラグの場合、 アン イ ンス ト ール

中にそのキーが空白でないと き、 それは削除されません。 [ 存在し ない場合は

イ ンス ト ール、 存在する場合はアン イ ンス ト ール (*)] フ ラグの場合、 アン イ

ンス ト ール中にレジス ト リ キーが存在する と きは、 そのサブキーまたは値が

残されているかど うかに関わらず、 キーが削除されます。

テーブル 4-4 • レジス ト リ フ ラグ ( 続き )

アイ コ
ン コマン ド 説明
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• マシンご とのイ ンス ト ール (ALLUSERS がヌル以外で、 ユーザーが管理者である場合 ) では、 エン ト リは 

HKEY_LOCAL_MACHINE の下に書き込まれます。

[ レジス ト リ ] ビ ューのリ フ レ ッ シュ

タ スク : [ レジス ト リ ] ビ ューを リ フ レ ッ シュするには、 以下の手順を実行し ます。

F12 キーを押し ます。

フ ァ イル拡張子をアプ リ ケーシ ョ ン アイ コ ンに関連付ける

フ ァ イルの関連付けは、 特定の種類のフ ァ イルを開 く のにどの製品を使用すべきかを Windows に指示するための

レジス ト リ設定です。 た と えば、 Windows では、 テキス ト  フ ァ イル (.txt) を開 く と、 通常 Notepad.exe が起動し ま

す。

システムで登録済みフ ァ イルを表示および変更するには、 Windows エクスプローラーを開き、 [ ツール ] メ ニュー

で、 [ フ ォルダー オプシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。 フ ァ イルの関連付けの構成方法を見るには、 [ フ ォルダー オプ

シ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス の [ フ ァ イルの種類 ] タ ブを使用し ます。

似たよ う な方法で、 Windows エクスプローラーでフ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し て該

当のフ ァ イルに関連付けられているアプ リ ケーシ ョ ンを識別する こ と もできます。

フ ァ イルの関連付けは HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes と HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE\Classes 

の両方に格納され、 マージ されたデータは HKEY_CLASSES_ROOT の下に表示されます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のフ ァ イルの関連付けを作成する

ベス ト プラ クテ ィ ス ガイ ド ラ イ ンは、 プロジ ェ ク ト で作成または使用されるすべての表示タ イプのフ ァ イルに対

し てフ ァ イルの関連付けを作成する こ と を推奨し ています。 InstallShield の [ フ ァ イルの拡張子 ] ビ ューでは、 イ

ンス ト ール  プロジ ェ ク ト でフ ァ イルの関連付けを素早 く 簡単に作成する こ とができます。 エン ド ユーザーがフ ァ

イルの関連付けを含む機能を イ ンス ト ールと、 フ ァ イルの関連付けはターゲッ ト  マシンに登録されます。 エン ト

リが、 レジス ト リの適切な場所に作成され、 ProgID を通し てフ ァ イルの種類が アプ リ ケーシ ョ ンにリ ン ク付けさ

れます。 ProgID は、 時折、 フ ァ イルの種類のアプ リ ケーシ ョ ン ID またはタグ名と呼ばれ、 アプ リ ケーシ ョ ンを一

意に識別し、 オペレーテ ィ ング システムが関連付けを確認できるよ う にし ます。

フ ァ イル拡張子の関連付けを作成する

フ ァ イルの関連付けを作成し て、 フ ァ イル拡張子を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の実行可能 (.exe) フ ァ イルに リ ン

ク付ける こ とができます。 フ ァ イルの関連付けを作成する前に、 .exe フ ァ イルがイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含

まれている必要があ り ますので注意し て く だ さい。

フ ァ イルの関連付けを作成する と き、 動的に リ ン ク されたフ ァ イル を使う こ とはできません。 動的に リ ン ク され

たフ ァ イルは、 動的に リ ン ク されたフ ォルダーのフ ァ イル リ ス ト で一番最初に来る フ ァ イルがデフ ォル ト で選択

されるため、 特定のフ ァ イルを選択する こ とはできません。
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タ スク : フ ァ イル拡張子の関連付けを作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ フ ァ イル拡張子 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ フ ァ イルの拡張子 ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 [ 新しい拡張子 ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が、

extn ( こ こで n は連続番号です ) とい う デフ ォル ト 名で新しいフ ァ イル拡張子を追加し ます。 デフ ォル ト の名

前を置換するには、 使用する拡張子を ド ッ ト を付けずに入力し ます ( た と えば、 .txt ではな く  txt と入力し ま

す )。

3. 拡張子の設定を構成し ます。

.ini フ ァ イル データの変更

初期化 (.ini) フ ァ イルは、 ス ター ト ア ッ プまたは実行時にアプ リ ケーシ ョ ン と Windows システムがアプ リ ケーシ ョ

ンのオプシ ョ ンを指定するために使用する情報を含む特殊なテキス ト  フ ァ イルです。 Boot.ini や Wininit.ini などの 

.ini フ ァ イルは、 オペレーテ ィ ング システムで使用されます。 .ini フ ァ イルには、 プロ フ ァ イル、 構成、 言語、

フ ォ ン ト 、 およびデバイス ド ラ イバー情報を格納する こ とができます。

一般的規則と し て、 アプ リ ケーシ ョ ンの設定は .ini フ ァ イルではな く レジス ト リ に格納する こ とが推奨されていま

す。

.ini フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト

.ini フ ァ イルの情報は、 各カ ッ コ で囲まれたセクシ ョ ン名の下の格納され、 各アイテムは、 以下のよ う に 

keyname=value とい う フ ォーマ ッ ト で表記されます。

[ セクシ ョ ン名 ]

keyname1=value1

keyname2=value2

keyname3=value3

キー データには、 文字列値または整数値を使用できます。

InstallShield プロジ ェ ク ト と .ini フ ァ イル

InstallShield の [INI フ ァ イル変更 ] ビ ューでは、 製品のイ ンス ト ール中、 ターゲッ ト  システム上で行う .ini フ ァ イ

ルの変更を指定する こ とができます。 ターゲッ ト  システムにあるすべての .ini フ ァ イルを編集する こ とができま

すが、 システム .ini フ ァ イルの変更は推奨し ません。

.ini フ ァ イルの編集には 3 つの手順があ り ます。

1. .ini フ ァ イル リ フ ァ レンスの作成するか、 または .ini フ ァ イルを イ ンポー ト し ます。

2. .ini フ ァ イルにセクシ ョ ンを追加し ます。

3. .ini フ ァ イルにキーワー ド を追加し ます。
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.ini フ ァ イルの追加

プロジ ェ ク ト に .ini フ ァ イルを追加する と き、 イ ンス ト ールにある .ini フ ァ イルへのリ フ ァ レンスが作成されま

す。 .ini フ ァ イルに関連付けられた機能がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされる と、 イ ンス ト ールは [INI フ ァ

イルの変更 ] ビ ューで構成し た設定に従って .ini フ ァ イルを変更し ます。

タ スク : .ini フ ァ イルを追加するには、 以下の手順に従います :

1. [INI フ ァ イルの変更 ] ビ ューを開きます。

2. [INI フ ァ イル ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [INI フ ァ イルの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. ターゲッ ト  マシンで編集する フ ァ イル名と拡張子を使用し て 新しい .ini フ ァ イルの名前を変更し ます ( 例、

Boot.ini)。

4. .ini フ ァ イルのプロパテ ィ を編集し ます。

.ini フ ァ イルへのリ フ ァ レンスを作成し たら、 次の手順に進み、 セクシ ョ ンを .ini フ ァ イルに追加し ます。

既存の .ini フ ァ イルを イ ンポー ト する

タ スク : コ ンピ ューターに存在する .ini フ ァ イルを イ ンポー ト するには、 以下の手順に従います :

1. [INI フ ァ イルの変更 ] ビ ューを開きます。

2. [INI フ ァ イル ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [INI フ ァ イルのイ ンポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] 

ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 追加する .ini フ ァ イルを参照し、 選択し たあと [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

.ini フ ァ イルが [INI フ ァ イル ] エクスプローラーに追加されます。 .ini フ ァ イルには各セクシ ョ ンおよびキーワー ド

値の組み合わせは、 [INI フ ァ イル ] エクスプローラー内の個々のアイテムによ って表されます。

.ini フ ァ イルのセクシ ョ ンを指定する

編集する .ini フ ァ イルを指定し た後、 フ ァ イル内の変更するセクシ ョ ンを指定し ます。 各 .ini フ ァ イルは、 １  つ以

上のセクシ ョ ンに分割され、 それぞれのセクシ ョ ンにはキーワー ドがあり ます。 セクシ ョ ンは、 [SectionName] の

よ う に角かっ こ [ ] で囲まれて識別されます。

タ スク : .ini フ ァ イルのセクシ ョ ンを指定するには、 次の操作を実行し ます。

1. [INI フ ァ イルの変更 ] ビ ューを開きます。

2. まだ .ini フ ァ イルを追加、 またはイ ンポー ト し ていない場合、 それを行います。
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3. [INI フ ァ イル ] エクスプローラーで、 セクシ ョ ンを作成する .ini フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ セクシ ョ ンの

追加 ] を選択し ます。 セクシ ョ ンが、 フ ォルダー アイ コ ン と共に [INI フ ァ イル ] エクスプローラーに追加さ

れます。

4. 対象の .ini フ ァ イルで編集するセクシ ョ ンの名前を提供し、 この新しいセクシ ョ ンの名前を変更し ます。 角

かっ こは必要あ り ません。

.ini フ ァ イルにセクシ ョ ンを追加する と、 キーワー ド を追加できます。

.ini フ ァ イルのキーワー ド と その値を指定する

.ini フ ァ イルのキーワー ドは、 .ini フ ァ イルの構造の最下位レベルです。 キーワー ド には、 アプ リ ケーシ ョ ンの終了

から次回の起動までの間に保持し てお く 必要のあるデータ を格納し ます。

プロジ ェ ク ト に .ini フ ァ イルに追加し てから 1 つ以上のセクシ ョ ンを設定し た後、 セクシ ョ ンにキーワー ド を追加

し て、 キーワー ドのプロパテ ィ を構成できます。 キーワー ドのプロパテ ィ には、 キーワー ドの値のほかに実行す

るアクシ ョ ン ( データ値の置換、 既存のデータ値への追加など ) が含まれます。

タ スク : .ini フ ァ イルにキーワー ド を追加するには次の手順を実行し ます。

1. [INI フ ァ イルの変更 ] ビ ューを開きます。

2. [INI フ ァ イル ] エクスプローラーで、キーワー ド を含めるセクシ ョ ンを右ク リ ッ ク し て、[ キーワー ドの追加 ]  

を ク リ ッ ク し ます。 キーワー ド アイテムが [INI フ ァ イル ] エクスプローラーに追加されます。

3. 変更するキーワー ドの名前を使用し て、 この新しいキーワー ドの名前を変更し ます。 新しいエン ト リの場合、 

.ini フ ァ イルに表示される とお り に正確に名前を入力し ます。

4. キーワー ドのプロパテ ィ を編集し ます。

ODBC リ ソースの構成

システム構成のよ り複雑な領域の 1 つに、 ODBC ド ラ イバー、 データ ソース名 (DSN)、 ト ラ ンスレーターの設定が

あ り ます。 ODBC リ ソースは、 すべての必須属性と と もにシステムに正し く 登録されている必要があ り ます。 ま

た、 ド ラ イバーおよび ト ラ ンスレーターの場合、 イ ンス ト ール .dll フ ァ イルなどの必要なフ ァ イルを イ ンス ト ール

する必要があ り ます。 このプロセスは、 ODBC リ ソース ビ ューを使って単純化できます。 このビ ューでは、 開発

システムにイ ンス ト ールされている ド ラ イバー、 データ ソース、 および ト ラ ンスレーターを選択できます。 開発

システムにない ド ラ イバーやデータ ソースをプロジ ェ ク ト に追加する こ と もできます。
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ODBC リ ソースを含める

タ スク : イ ンス ト ールに ODBC リ ソースを含めるには、 以下の手順に従います :

1. [ODBC リ ソース ] ビ ューを開きます。

2. [ODBC リ ソース ] ペイ ンで、 [ ド ラ イバーと DSN] アイテム、 および / または [ ト ラ ンスレーター ] アイテム

を展開し ます。

3. 含める ODBC リ ソースのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

追加の ODBC リ ソースを含める

[ODBC リ ソース ] ビ ューのリ ス ト に表示されていない ODBC ド ラ イバーまたは DSN はイ ンス ト ールする必要があ

る場合があ り ます。 以下は、 そのイ ンス ト ール方法の説明です。

開発システムにイ ンス ト ールされている ト ラ ンスレーターのみが、 [ODBC リ ソース ] ビ ューのリ ス ト に表示され

ます。 このビ ューのリ ス ト に表示されていない ト ラ ンスレーターをプロジ ェ ク ト に追加するには、 まず ト ラ ンス

レーターを開発システムにイ ンス ト ールする必要があ り ます。 ト ラ ンスレーターがイ ンス ト ールされる と、

[ODBC リ ソース ] ビ ューで ト ラ ンスレーターをプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。

タ スク : [ODBC リ ソース ] ビ ューのリ ス ト に表示されていない ド ラ イバーを含めるには、 以下の手順に従います :

1. [ODBC リ ソース ] ビ ューを開きます。

2. [ODBC リ ソース ] ペイ ンで、 [ ド ラ イバーと DSN] を右ク リ ッ ク し て、 [ ド ラ イバーの挿入 ] を ク リ ッ ク し ま

す。 InstallShield が、 NewDrivern ( こ こ で n は連続番号です ) とい う名前で新しい ド ラ イバーを追加し ます。 こ

の新しい ド ラ イバーのチ ェ ッ ク ボ ッ クスはデフ ォル ト で選択されています。

3. ド ラ イバーの新しい名前を入力し ます。

4. [ODBC の属性と プロパテ ィ ] ペイ ンで、 ド ラ イバーのプロパテ ィ を構成し ます。

タ スク : [ODBC リ ソース ] ビ ューのリ ス ト に表示されていない DSN を含めるには、 以下の手順に従います :

1. [ODBC リ ソース ] ビ ューを開きます。

2. [ODBC リ ソース ] エクスプローラーで、 新しい DSN を含める ラ イバを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい ド ラ イバー ] 

を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が、 NewDataResourcen ( こ こ で n は連続番号です ) とい う名前で新しい DSN 

を追加し ます。 この新しい DSN のチ ェ ッ ク ボ ッ クスはデフ ォル ト で選択されています。

3. DSN の新しい名前を入力し ます。

4. [ODBC の属性と プロパテ ィ ] ペイ ンで、 DSN のプロパテ ィ を構成し ます。
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ODBC リ ソースを機能に関連付ける

プロジ ェ ク ト のほとんどのデータ同様に、 ODBC リ ソースも機能に関連付ける必要があ り ます。 機能がターゲッ

ト  システムにイ ンス ト ールされる と き、 ODBC リ ソースは機能の一部と し てイ ンス ト ールされます。 リ ソースが

イ ンス ト ールされる複数の機能に関連付けられている場合、 リ ソースが一回のみイ ンス ト ールされます。

タ スク : ODBC リ ソースを機能に関連付けるには、 以下の手順に従います :

1. [ODBC リ ソース ] ビ ューを開きます。

2. [ODBC リ ソース ] ペイ ンで、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている ド ラ イバー、 DSN または ト ラ ンスレーター

を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 関連付けられている機能 ] ペイ ンで、 ODBC リ ソースを含める各機能のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます ( 複

数可 )。

メ モ • デフ ォル ト では、 ODBC リ ソースは、 [ 常にイ ンス ト ール ] 機能に関連付けられています。 [ODBC リ ソース

] エクスプローラーでは、 少な く と も 1 つの機能を選択する必要があるので、 まず別の機能を選択し ない限り [ 常

にイ ンス ト ール ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択を解除する こ とはできません。 ODBC リ ソースに関連付けられている

機能が 1 つだけの場合、 別の機能を少な く と も 1 つ選択し ない限り、 その機能の選択を ク リ アする こ とはできま

せん。

ODBC リ ソースの属性を設定する

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し た ODBC ド ラ イバーまたは DSN は、 すべて属性を構成する こ とができます。

プロパテ ィ および許可されている属性と値に関する詳細については、 ベンダーのマニュアルを参照し て く だ さい。

タ スク : ODBC リ ソースの属性を設定するには、 以下の手順に従います :

1. [ODBC リ ソース ] ビ ューを開きます。

2. [ODBC リ ソース ] ペイ ンで、 属性を構成する ド ラ イバー、 DSN または ト ラ ンスレーターを ク リ ッ ク し ます。

リ ソースのチ ェ ッ ク ボ ッ クスは既に選択されている必要があ り ます。

3. [ODBC の属性と プロパテ ィ ] ペイ ンで、 リ ソースの設定を構成し ます。

新しい属性を ODBC リ ソースに追加する

InstallShield では、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し た ODBC ド ラ イバーまたは DSN に属性を追加する こ とが

できます。 プロパテ ィ および許可されている属性と値に関する詳細については、 ベンダーのマニュアルを参照し

て く ださい。

ト ラ ンスレーターに属性を追加する こ とはできません。
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タ スク : 新しい属性を ド ラ イバーまたは DSN に追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ODBC リ ソース ] ビ ューを開きます。

2. [ODBC リ ソース ] ペイ ンで、 新しい属性を含める ド ラ イバー、 または DSN を ク リ ッ ク し ます。 リ ソースの

チ ェ ッ ク ボ ッ クスは既に選択されている必要があ り ます。

3. [ODBC の属性と プロパテ ィ ] ペイ ンで、 グリ ッ ドの最後の行を ク リ ッ ク し、 新しいプロパテ ィ と対応する値

を追加し ます。

ODBC リ ソースから属性を削除する

タ スク : ODBC リ ソースから属性を削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ODBC リ ソース ] ビ ューを開きます。

2. [ODBC リ ソース ] ペイ ンで、 削除する属性を含む ODBC リ ソースを ク リ ッ ク し ます。 リ ソースのチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスは既に選択されている必要があ り ます。

3. [ODBC の属性と プロパテ ィ ] ペイ ンで、 削除するプロパテ ィ を右ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

対応する行が [ODBC の属性と プロパテ ィ ] ペイ ンから削除されます。

環境変数を使用する

環境変数は、 イ ンス ト ールと共にターゲッ ト  システム上に設定できる名前と値の組み合わせで、 アプ リ ケーシ ョ

ンおよび実行されているその他のプログラムによ ってアクセスできます。 環境変数はレジス ト リ に格納されます。

[ 環境変数 ] ビ ューでは、 環境変数の新規作成、 既存の変数値の変更、 変数の削除などを行う こ とができます。 環

境変数は、 環境変数をプロジ ェ ク ト に追加し た と きに設定し たプロパテ ィ に従って、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス

ト ール時に作成、 削除または変更されます。

環境変数の設定

タ スク : 新しい環境変数を作成するか、 または既存の環境変数を変更するには、 以下の手順に従います :

1. [ 環境変数 ]  ビ ューを開きます。

2. [ 環境変数 ] を右ク リ ッ ク し て、 [ 環境変数の追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が、 NewEnvironmentn ( こ

こで n は連続番号です ) とい う名前で変数を追加し ます。

3. 変更、 削除または作成する変数名を入力し ます。

4. 環境変数のプロパテ ィ を編集し ます。
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Windows サービスのイ ンス ト ールおよび構成

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Express Edition は、 サービスのイ ンス ト ール中にサービスを イ ンス ト ール、 およびアン

イ ンス ト ール中にサービスを削除するサポー ト を含みます。 また、 オプシ ョ ンでイ ンス ト ール後にサービスを開

始、 システム起動時に毎回自動的にサービスを開始、 または ( サービス コ ン ト ロール マネージャ を通し てサービ

スが要求されたと きに ) オンデマン ド でサービスを開始するサポー ト が含まれています。

InstallShield Premier Edition および Professional Edition は、 サービスに関するその他の柔軟性も提供し ます。 これら

のエデ ィ シ ョ ンをでは、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中にサービスを開始、 停止、 または削除する こ と

ができます。 これらのエデ ィ シ ョ ンではまた、 Windows Installer 5 で利用可能な拡張サービス カス タ マイズ オプ

シ ョ ンを構成する こ と もできます。 さ らに、 Premier Edition および Professional Edition では、 ターゲッ ト  システム

に既存するサービスを構成する こ と もできます。

Windows サービスは、 ログイ ン済みのユーザーが居ない場合でも、 Windows ベースのシステム上で様々なシステム 

タ スク を管理するためにバッ クグラウン ド で実行される実行可能フ ァ イルです。 サービスは実行可能フ ァ イルで

すが、 これはサービス と し て設計されたものであ り、 任意の実行可能フ ァ イルをサービス と し て使用する こ とは

できません。 Windows サービスは、 システム起動時に毎回実行する こ と も、 必要に応じ てオンデマン ド で実行す

る こ と も可能です。 InstallShield を使って、 新しい Windows サービスを イ ンス ト ール、 または既存のサービスを構

成する こ とができます。 Windows で提供されているサービス管理ツールを使って、 システムにイ ンス ト ール済み

のサービスを参照および構成できます。

[ サービス ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ール中にイ ンス ト ール、 およびアン イ ンス ト ール中に削除するサービスの

情報を指定し ます。

タ スク : サービスを イ ンス ト ールするには、 以下の手順に従います :

1. サービス実行可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加し ます。 フ ァ イルの追加に関する情報は、 「フ ァ イルと フ ォ

ルダーをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer はド ラ イバー サービスをサポー ト し ていないので、 サービスは単一実行可能フ ァ イル (.exe) 

である必要があ り ます。

また、 サービスの機能の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定は [ ローカルを優先 ] でな く てはな り ません。 詳細

については、 「機能の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定を設定する」 を参照し て く だ さい。

2. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ サービス ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ サービス ] ノ ー ド を右ク リ ッ ク し て、 [ サービスの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ イ ンス ト ール先フ ァ イルの参

照 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. 手順 1 でプロジ ェ ク ト に追加し た実行可能フ ァ イルを参照し ます。 新しいサービスが追加されます。

5. サービスの新しい名前を入力するか、 後で F2 キーを押し て名前を変更し ます。

こ こで入力する名前は、 サービスの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示される名前と一致し な く ては

な り ません。 ( イ ンス ト ール済みサービスのプロパテ ィ にアクセスするには : [ サービス ] 管理ツールで、 サー

ビスを右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を選択し ます。 )
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6. 追加し たサービスを選択し てから、 右側のペイ ンに表示される設定を必要に応じ て構成し ます。 各設定につ

いての詳細は、 「[ サービス ] ビ ュー」 を参照し て く だ さい。

メ モ • サービスの設定を構成するにあたっては、 サービスの技術的な詳細についてよ く 知ってお く 必要があ り ま

す。

ユーザーご とのイ ンス ト ールと マシンご とのイ ンス ト ールの違
い

2 つの Windows Installer プロパテ ィ および現在のユーザーの権限によ って、 製品のシ ョ ー ト カ ッ ト やレジス ト リ エ

ン ト リ などの構成情報がターゲッ ト  マシン上で All Users プロ フ ァ イルまたは現在のユーザーのプロ フ ァ イルのど

ち らに格納されるべきかが決定されます。

• ALLUSERS によ って、 構成が格納される場所が判別されます。

• MSIINSTALLPERUSER は、 Windows Installer によ って、 パッ ケージが現在のユーザーに対し てのみイ ンス ト ー

ルされる こ と を示し ます。

MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ は、 Windows Installer 5 および Windows 7、 または Windows Server 2008 R2 で

使用できます。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer と Windows は、 このプロパテ ィ を無視し ます。

ALLUSERS、 MSIINSTALLPERUSER、 および Windows 7 または Windows Server 2008 R2

ALLUSERS プロパテ ィ が 1 に設定されていて、 MSIINSTALLPERUSER に 1 が設定されている場合、 Windows 

Installer は、 ユーザーご とにイ ンス ト ールを実行し ます。

マシンご とのイ ンス ト ール時、 Windows Installer は昇格された権限を必要と し、 フ ァ イルと レジス ト リ エン ト リが

マシンご との場所に配置し ます。 ユーザー アカウン ト 制御 (UAC) がターゲッ ト  システムで提供されている場合、

マシンご とのイ ンス ト ールでは、 通常、 ユーザーの権限レベルに応じ て、 同意または認証情報を求めるプロンプ

ト が表示されます。 ユーザーご とのイ ンス ト ールでは、 Windows Installer によ って認証情報を求めるプロンプ ト は

表示されず、 フ ァ イルと レジス ト リ エン ト リはユーザーご との場所に配置し ます。

詳しい情報は、 MSDN Web サイ ト の 「Single Package Authoring」 を参照し て く だ さい。

Windows Vista 以降における ALLUSERS の効果

スク リ プ ト 内実行設定がシステム コ ンテキス ト で遅延実行になっている カス タム アクシ ョ ンは、 Windows で 

LocalSystem アカウン ト に与えられた権限を使ってアクシ ョ ンを実行する と きに使用されます。 これは、 Windows 

Installer がシステム コ ンテキス ト で実行されるためです。 システム コ ンテキス ト で遅延と し てマーク されていな

いアクシ ョ ンは、 ユーザーを偽装し て実行され、 イ ンス ト ールを起動するユーザーが所有する権限を持ちます。

ユーザーご とのイ ンス ト ール (ALLUSERS が設定されていないイ ンス ト ール ) が実行される と、 " システム コ ンテ

キス ト で遅延 " のアクシ ョ ンは、 通常の遅延または即時カス タム アク シ ョ ン と同じ コ ンテキス ト で ( ユーザーを

偽装し て ) 実行されます。 これによ り、 次のよ う な状況で、 カス タム アクシ ョ ンの実行時に問題が起きる可能性

があ り ます。
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• Windows Installer イ ンス ト ールを起動するユーザーが管理者ではないと き、 またはユーザーがイ ンス ト ールを 

Windows Vista 以降で実行し ていて、 ユーザーが管理者グループに属し、 ユーザーがデフ ォル ト で管理者権限

を持たないと き。

• カス タム アクシ ョ ンは、 マシンのマシンご との場所で リ ソース (Program Files フ ォルダーにある フ ァ イル、

HKEY_LOCAL_MACHINE のレジス ト リ キーまたは値 ) を変更し よ う と試みる と き。

これは、 Windows XP または Windows の初期のバージ ョ ンでは問題にはならない可能性があ り ますが、 デフ ォル ト

で Windows Vista 以降では、 ユーザーは完全管理者権限は与えられません。 し たがって、 ALLUSERS が設定されて

いない場合、 " システム コ ンテキス ト で遅延 " のアクシ ョ ンがユーザー偽装で実行される と、 カス タム アクシ ョ

ンは失敗する可能性があ り ます。

 この動作を防ぐには、 マシンご とのイ ンス ト ールを常に、 プロパテ ィ  マネージャーで ALLUSERS を設定し て実

行する こ と をお勧めし ます。 マシンご とのイ ンス ト ールは通常、 ユーザーご とのイ ンス ト ールよ り も管理が簡単

です。

ALLUSERS のデフ ォル ト 値

ALLUSERS プロパテ ィ は、 デフ ォル ト で 1 に設定されています。 イ ンス ト ールを構成し て、 管理者権限を使わな

いでユーザーご とにイ ンス ト ールできるよ う にする場合、 ALLUSERS プロパテ ィ の値を変更し たほうが良い場合

があ り ます。

タ スク : ALLUSERS の値を構成するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある  [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. ALLUSERS 設定で、 適切な値を選択し ます。

使用可能なオプシ ョ ンについては、 「一般情報の設定」 を参照し て く だ さい。

[ イ ンス ト ールの準備 ] ダイアログ と [ ユーザー情報 ] ダイアログのデフ ォル ト  コ ン ト ロー
ル

"All Users オプシ ョ ンの表示 " 設定を使って、 エン ド ユーザーが製品をすべてのユーザー、 または現在のユー

ザーのみにイ ンス ト ールするかを選択できるオプシ ョ ンを提供するかど うかを指定し ます。 この設定は、 [ ダイア

ログ ] ビ ューで [ ダイアログ ] エクスプローラーを ク リ ッ ク し た と きに表示されます。 以下は、 "All Users オプ

シ ョ ンの表示 " 設定に選択できるオプシ ョ ンです :

• いいえ — エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールする方法を指定できるオプシ ョ ンを表示し ません。

• はい (Windows 7 以降のみ )— ターゲッ ト  システムに Windows 7 または Windows Server 2008 R2 がイ ンス ト ール

されている場合、 [ イ ンス ト ールの準備 ] ダイアログにボタ ンが追加されます。 これらのボタ ンを使って、 エ

ン ド ユーザーは製品を イ ンス ト ールする方法を指定できます。 昇格された権限が必要な場合、 [ すべての

ユーザー ] ボタ ンにシールド アイ コ ンが含まれます。 エン ド ユーザーが [ ユーザーご と ] ボタ ンを選択し た

場合、 ALLUSERS プロパテ ィ が 2 に、 MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ が 1 に設定されます。 エン ド ユー

ザーが [ ユーザーご と ] ボタ ンを選択し た場合、 ALLUSERS プロパテ ィ が 1 に設定され、

MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ は設定されません。

• はい ( すべてのシステム )— ターゲッ ト  システムに Windows 7 または Windows Server 2008 R2 がイ ンス ト ール

されている場合、 [ イ ンス ト ールの準備 ] ダイアログにボタ ンが追加されます。 これらのボタ ンを使って、 エ

ン ド ユーザーは製品を イ ンス ト ールする方法を指定できます。 昇格された権限が必要な場合、 [ すべての
234 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 4 章 : 

ターゲッ ト  システムの構成
ユーザー ] ボタ ンにシールド アイ コ ンが含まれます。 エン ド ユーザーが [ ユーザーご と ] ボタ ンを選択し た

場合、 ALLUSERS プロパテ ィ が 2 に、 MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ が 1 に設定されます。 エン ド ユー

ザーが [ ユーザーご と ] ボタ ンを選択し た場合、 ALLUSERS プロパテ ィ が 1 に設定され、

MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ は設定されません。

ターゲッ ト  システムに Windows Vista 以前、 または Windows Server 2008 以前がイ ンス ト ールされている場合、

InstallShield は [ ユーザー情報 ] ダイアログにラジオボタ ンを追加し ます。 これらのラジオ ボタ ンを使って、

エン ド ユーザーはプロジ ェ ク ト を イ ンス ト ールする方法を指定できます。 エン ド ユーザーが [ すべてのユー

ザー ] ラジオ ボタ ンを選択し た場合で、 エン ド ユーザーが昇格された権限を持つ場合、 ALLUSERS プロパ

テ ィ は 1 に設定されます。 エン ド ユーザーが [ ユーザーご と ] ボタ ンを選択し た場合で、 エン ド ユーザーが

昇格された権限を持つ場合、 ALLUSERS プロパテ ィ は空白文字列 ("") に設定されます。

デフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。
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イ ンス ト ール動作のカス タ マイズ
イ ンス ト ール作成の重要な要素は、 それをエン ド ユーザーのニーズに合わせてカス タ マイズする こ と です。 「イ ン

ス ト ール動作のカス タ マイズ」 のヘルプ ト ピ ッ クで、 イ ンス ト ールの機能を拡張するのに役立つ InstallShield の

様々な機能について説明されています。 た と えば、 Windows Installer が直接サポー ト し ていない機能を追加する カ

ス タム アクシ ョ ンを作成するのに役立ちます。 プロジ ェ ク ト のイ ンス ト ール動作を カス タ マイズする方法につい

ての詳細は、 ド キュ メ ン ト のこのセクシ ョ ンを参照し て下さい。

カス タム アクシ ョ ンを使用する

Windows Installer には、 イ ンス ト ールを実行する多 く の標準アクシ ョ ンがあ り ます。 ただし、 イ ンス ト ールで拡張

機能が必要になる場合があ り ます。 そのよ う な場合、 カス タム アクシ ョ ンを使用する と標準アク シ ョ ンの機能を

拡張できます。 これはダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブ ラ リ、 実行可能フ ァ イル、 またはスク リ プ ト を イ ンス ト ールに

含める こ とによ って行う こ とができます。 次のテーブルは、 プロジ ェ ク ト に追加できる異なる カス タム アクシ ョ

ンの種類について説明し ます。

テーブル 4-1 • カス タム アクシ ョ ンの種類

アクシ ョ ンの種類 説明

Windows Installer DLL (MSI DLL) この種類カス タムアクシ ョ ンは、 固定プロ ト タ イプを使って関数をエク

スポー ト する C 関数の呼び出しが可能なラ イブ ラ リ です。

この種類のアクシ ョ ンの利点は、 以下のとおり です :

• Windows Installer DLL は、 通常、 最小限の依存関係を含む。

• ほとんどの Windows 関数がシステム ラ イブ ラ リ で露出される。

• 実行可能フ ァ イル アクシ ョ ン とは異な り、 この種類のアクシ ョ ンは 

Windows Installer API を使って実行中の Windows Installer セ ッ シ ョ ン

にアクセスを し て、 プロパテ ィ 、 デ ィ レ ク ト リ、 その他を使った作

業を行う。

MSI DLL を作成するには、 C/C++ および Windows API コー ドの知識を必

要と し ます。
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標準 DLL この種類のアクシ ョ ンは InstallShield の拡張で、 C 関数の呼び出しが可能

な 　 DLL から関数を呼び出すこ とができます。 アクシ ョ ンに選択する関

数プロ ト タ イプの種類 ( ク ラシ ッ クまたは新規 ) によ って、 関数に使用

するシグネチャが決ま り ます。

• ク ラシ ッ ク — この種類の DLL のプロ ト タ イプは、 InstallShield 

Express の以前のバージ ョ ンで使用されたフ ォーマ ッ ト と同じ

フ ォーマ ッ ト を使用し な く てはな り ません。

• 新規 — この種類の DLL のプロ ト タ イプは、 MSI DLL カス タム アク

シ ョ ンが必要とするシグネチャ と同じ シグネチャ を使用し ます。 プ

ロジ ェ ク ト に追加する新しいカス タム アクシ ョ ンにこの種類のシグ

ネチャ を使用する場合、 標準 DLL よ り も柔軟なスケジュール オプ

シ ョ ンが提供されている MSI DLL カス タム アクシ ョ ンを使用する こ

と をお勧めし ます。

重要 • 標準 DLL カス タム アクシ ョ ンの場合、 ゼロ以外の戻り値は成功、

ゼロは失敗を意味し ます。 MSI DLL カス タム アクシ ョ ンの場合、 戻り値

ゼロは成功、 ゼロ以外の戻り値は失敗またはキャ ンセルを示し ます。

実行可能フ ァ イル この種類のアクシ ョ ンはイ ンス ト ールに含まれている ( 一時サポー ト  

フ ァ イル、 または製品と と もにイ ンス ト ールされる ) またはターゲッ ト  

システムに既存する実行可能フ ァ イルを起動し ます。

この種類のアクシ ョ ンの利点は、 実行可能フ ァ イルで多 く のオペレー

テ ィ ング システムの機能が露出されている点です。 た と えば、 この種類

のアクシ ョ ンを使ってテキス ト  フ ァ イルやその他の一般的な種類のフ ァ

イルを開いた り、 既存のデ ィ レ ク ト リのアクセス許可を設定し た り、

バッ チ フ ァ イルを起動し た り できます。

実行可能フ ァ イル アクシ ョ ンは、 実行中のイ ンス ト ール セ ッ シ ョ ンに

アクセスする こ とができません。 し たがって、 ( コマン ド ラ イ ン引数を

除いて ) Windows Installer プロパテ ィ を実行可能フ ァ イルに渡し た り、 実

行可能フ ァ イルから戻し た りはできません ( レジス ト リやフ ァ イルなど

の外部ス ト レージを除 く )。

ド キュ メ ン ト を開 く 、 またはバッ チ フ ァ イルを起動する と き、 その種類

のド キュ メ ン ト を処理する実行可能フ ァ イルを明示的に参照し な く ては

な り ません。

テーブル 4-1 • カス タム アクシ ョ ンの種類 ( 続き )

アクシ ョ ンの種類 説明
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エデ ィ シ ョ ン • InstallShield の Premier および Professional Edition では、 Express Edition で提供されていない、 い く

つかのカス タム アクシ ョ ンのサポー ト が提供されています。 これらの追加カス タム アクシ ョ ンを利用し て、

InstallScript コー ドの実行、 プロパテ ィ の設定、 デ ィ レ ク ト リの設定、 マネージ アセンブ リ内でのパブ リ ッ ク メ

ソ ッ ドの呼び出し、 または特定の条件下でエラー メ ッ セージを表示し てイ ンス ト ールを中止する こ とが可能です。

Windows Installer DLL カス タム アクシ ョ ン

イ ンス ト ールで InstallShield または Windows Installer サービスでは本来サポー ト されていないアクシ ョ ンを実行す

る必要がある場合、 Windows Installer .dll フ ァ イルからエン ト リ ポイ ン ト 関数を呼び出すカス タム アクシ ョ ンを作

成する こ とができます。 頻繁に MSI DLL アクシ ョ ン と呼ばれる この種類のカス タム アクシ ョ ンを使う場合、 関数

を次のシグネチャで定義し な く てはな り ません。

UINT __stdcall FunctionName (MSIHANDLE hInstall) {...}

関数名には異なる名前を使用できますが、 戻り値の型、 呼び出し規則、 および単一のパラ メ ーターには、 前述の

シグネチャで指定された型を使用する必要があ り ます。 関数シグネチャで使用される MSIHANDLE データ型は、 実

行中のイ ンス ト ールへのハン ドルです。

以下は、 MyFunctionName と呼ばれる関数のサンプル コー ド です。

UINT __stdcall MyFunctionName (MSIHANDLE hInstall)

{

MessageBox(

GetForegroundWindow( ),

TEXT(" これは MyFunctionName"),

TEXT(" カス タム ア クシ ョ ン "),

MB_OK | MB_ICONINFORMATION);

return ERROR_SUCCESS;

}

VBScript または JScript この種類のアクシ ョ ンは  VBScript または JScript コー ド を実行し ます。

この種類のアクシ ョ ンの利点は、 以下のとおり です :

• スク リ プ ト  アクシ ョ ンは、 多 く の場合簡単に実装できます。

• 実行可能フ ァ イル アクシ ョ ン とは異な り、 この種類のアクシ ョ ンは 

Windows Installer API を使って実行中の Windows Installer セ ッ シ ョ ン

にアクセスを し て、 プロパテ ィ 、 デ ィ レ ク ト リ、 その他を使った作

業を行う。

• この種類のアクシ ョ ンは、 文字列の操作といったシンプルな タ スク

に便利です。

VBScript および JScript アクシ ョ ンがターゲッ ト  システムにアクセスす

る と き、 または変更を加える と きにウ ィ ルス対策 / スパイウ ェ ア対策プ

ログラムが ト リ ガ される こ とがよ く あり ますので、 ご注意 く だ さい。

テーブル 4-1 • カス タム アクシ ョ ンの種類 ( 続き )

アクシ ョ ンの種類 説明
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エン ト リ ポイ ン ト 関数は、 アクシ ョ ンが正し く 終了し たこ と を示す ERROR_SUCCESS を戻し ます。 カス タム ア

クシ ョ ンが 0 以外の値を戻し た と き、 カス タム アクシ ョ ンの " 終了コー ド を無視する " 設定で [ いいえ ] が選択

されている場合は、 イ ンス ト ールが終了し ます。 カス タム アク シ ョ ンの " 終了コー ド を無視する " 設定で [ はい ] 

が選択されている場合、 カス タム アクシ ョ ンの戻り値にかかわらずイ ンス ト ールは続行し ます。

MSI DLL の準備ができたら、 カス タム アクシ ョ ンを設計し て、 エン ト リポイ ン ト の関数を呼び出す必要があ り ま

す。 カス タム アクシ ョ ンを作成する方法については、 「MSI DLL カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する」 

を参照し て く ださい。

要件

• Header: Msiquery.h で宣言 

• Library: Msi.lib を使用 

Msiquery.h と Msi.lib はいずれも、 Windows Installer SDK に含まれています。 Windows Installer SDK は マイ ク ロ ソ フ ト

の Web サイ ト からダウンロー ド できます。 上記の 2 つのフ ァ イルのほかに、 Windows Installer SDK には Windows 

Installer API についてのマイ ク ロ ソ フ ト による文書の決定版も含まれています。

MSI DLL カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する

[ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューの中のアイテムは、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中に起動される タ イ ミ ン

グに従って時系列で編成されています。 カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する際、 アク シ ョ ンを適切な

イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール アイテムに追加し てカス タム アクシ ョ ンの起動される タ イ ミ ングを指定し

ます。

タ スク : MSI DLL カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン ] を ク リ ッ

ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラー、 [ メ ンテナンス中のカス タム アクシ ョ ン ] エク

スプローラー、 または [ アン イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーで、 作成する カス タ

ム アクシ ョ ンを含めるアイテムを ク リ ッ ク し ます。

3. アイテムを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい DLL] を選択し ます。 InstallShield が、 NewCustomActionn ( こ こで n は連

続番号です ) とい う名前で新しいカス タム アクシ ョ ンを追加し ます。

4. カス タム アクシ ョ ンの名前を入力し ます。

5. カス タム アクシ ョ ンの設定を構成し ます。

MSI DLL カス タム アクシ ョ ンの設定を構成する

MSI DLL フ ァ イル カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する と、 その設定を構成する必要があ り ます。
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タ スク : プロジ ェ ク ト で MSI DLL カス タム アクシ ョ ンの設定を構成するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン ] を ク リ ッ

ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラー、 [ メ ンテナンス中のカス タム アクシ ョ ン ] エク

スプローラー、 または [ アン イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーで、 構成する カス タ

ム アクシ ョ ンを含めるアイテムを ク リ ッ ク し ます。

3. 右側に表示されているグ リ ッ ド内の設定を構成し ます。

DLL カス タム アクシ ョ ン

イ ンス ト ールで InstallShield または Windows Installer サービスでは本来サポー ト されていないアクシ ョ ンを実行す

る必要がある場合、 .dll フ ァ イルから関数を呼び出すカス タム アクシ ョ ンを作成する こ とができます。 この .dll 

フ ァ イルによ り、 シ リ アル番号を確認するなどの必要に応じ た機能を実行できます。

DLL 関数を呼び出すカス タム アクシ ョ ンを作成する際の最初の手順は、 DLL を書き込むこ と です。 カス タム アク

シ ョ ンを書き込む方法と し て、 2 つの関数プロ ト タ イプを使用できます。

• ク ラシ ッ ク DLL カス タム アクシ ョ ン関数プロ ト タ イプ — この種類の DLL のプロ ト タ イプは、 InstallShield 

Express の以前のバージ ョ ンで使用されたフ ォーマ ッ ト と同じ フ ォーマ ッ ト を使用し な く てはな り ません。

• 新規 DLL カス タム アクシ ョ ン関数プロ ト タ イプ — この種類の DLL のプロ ト タ イプは、 MSI DLL カス タム ア

クシ ョ ンが必要とするシグネチャ と同じ シグネチャ を使用し ます。 プロジ ェ ク ト に追加する新しいカス タム 

アクシ ョ ンにこの種類のシグネチャ を使用する場合、 標準 DLL よ り も柔軟なスケジュール オプシ ョ ンが提供

されている MSI DLL カス タム アクシ ョ ンを使用する こ と をお勧めし ます。

DLL の準備ができたら、 カス タム アクシ ョ ンを設計し て、 エン ト リ ポイ ン ト の関数を呼び出す必要があり ます。

カス タム アクシ ョ ンを作成する方法については、 「DLL カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照

し て く ださい。

Classic DLL カス タム アクシ ョ ン関数プロ ト タ イプ

InstallShield では、 カス タム アクシ ョ ンの結果と し て呼び出される DLL で、 エン ト リ ポイ ン ト 関数の正確なプロ

ト タ イプが必要です。

フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アでは、 Windows プログラ ミ ングや DLL デバッ グに関する技術的なサポー ト は提供し て

いません。 DLL 関数は、 製作者が正し く 作成する責任があり ます。 カス タム DLL 関数のプロ ト タ イプは以下のよ

う に作成し ます。 返される種類、 またはパラ メ ーターの種類や数が異なる と、 カス タム アク シ ョ ンが失敗する原

因と な り ます。

LONG WINAPI Foo(HWND, LPTSTR , LPTSTR, LPTSTR, LPTSTR);

InstallShield は関数プロ ト タ イプを使用し て、 以下の情報を DLL に渡し ます。

1. パラ メ ーター 1 は、 イ ンス ト ールのウ ィ ン ド ウ ハン ドルを渡し ます。 この関数は常に NULL を返し ます。 

2. パラ メ ーター 2 は、 ソース デ ィ レ ク ト リ [SRCDIR] を渡し ます。 
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3. パラ メ ーター 3 は、 サポー ト  デ ィ レ ク ト リ [SUPPORTDIR] を渡し ます。 

4. パラ メ ーター 4 は、 メ イ ン ターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ [INSTALLDIR] を渡し ます。 

5. パラ メ ーター 5 は、 データベース デ ィ レ ク ト リ [DATABASEDIR] を渡し ます。 

カス タム アクシ ョ ンのプロ ト タ イプを作成し て、 [ カス タ マー情報 ] 実行時ダイアログに入力されるシ リ アル番号

を処理する場合、 パラ メ ーター 4 はシ リ アル番号にな り ます。

DLL 関数の本文は、 必要に応じ て自在に作成できます。 当然ながら、 イ ンス ト ールによ り関数に渡される値は有

益に活用する こ とができます。

DLL 関数は、 ルーチンの終了を通知する状態フ ラグと し て、 LONG 型の値を返す必要があ り ます。 関数が 0 を戻

し たと き、 カス タム アクシ ョ ンの " 終了コー ド を無視する " 設定で [ いいえ ] が選択されている場合は、 イ ンス

ト ールが終了し ます。 関数がその他の値を戻し た と き、 カス タム アクシ ョ ンの " 終了コー ド を無視する " 設定で 

[ はい ] が選択されている場合は、 イ ンス ト ールが続行し ます。

サンプル DLL 関数

このセクシ ョ ンでは、 サンプルのソースコー ド を示し ます。 このサンプルには、 関数 Foo() があ り ます。 これは、

関数に渡された値を示す メ ッ セージボ ッ クスを表示し ます。

#include <windows.h>

#ifdef __cplusplus

extern "C" {

#endif

//Foo() 関数の定義

LONG WINAPI Foo(HWND hwnd, LPSTR szSrcDir, LPSTR szSupport, LPSTR szInst, LPSTR szDbase)

{ CHAR szTmp[1024];

int ret;

// 文字列を構成し、 Foo() に渡された値を表示し ます。

wsprintf(szTmp, " クステンシ ョ ンが呼び出されま し た。 hwnd=%x szSrcDir=%s szSupport=%s szInst=%s. 次のいずれかを選択し て く

だ さい " \

 " 終了し ますか ?", hwnd, szSrcDir, szSupport, szInst);

// メ ッ セージ ボ ッ クスに文字列を表示し ます。

ret=MessageBox(hwnd, szTmp, " テス ト  エクステンシ ョ ン ", MB_YESNO);

if (ret==IDYES)

//0 が返される と、 イ ンス ト ールは終了し ます。

return(0);

else 

//0 以外が返される と、 イ ンス ト ールは続行し ます。

return(1);

}

#ifdef __cplusplus

}

#endif

関数によ ってゼロ以外の値が戻される と、 イ ンス ト ールは続行し ます。 ゼロが戻される と、 イ ンス ト ールが終了

し ます。
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上記の DLL 関数を呼び出せるよ う にするには、 DLL を作成し関数を正し く エクスポー ト する と きに、 定義 (.def) 

フ ァ イルを含める必要があ り ます。 次の定義フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に含めます。 LIBRARY の後の名前は、 DLL 

に指定し た名前です。

; mydll.def : DLL のモジュール パラ メ ーターを宣言し ます。 .

LIBRARY  MYDLL

DESCRIPTION‘ サンプル Windows ダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブ ラ リ ’

EXPORTS

Foo @1

新しい DLL カス タム アクシ ョ ン関数プロ ト タ イプ

新しい関数シグネチャ を使用する と、 現在実行中の .msi データベースのハン ド ルを取得する こ とができます。

データベースのハン ドルを取得する と、 任意の Windows Installer API を呼び出すこ とができます。 以下の例は 

ProductName プロパテ ィ  の値の読み出し方法を説明し ます。

UINT __stdcall Action(MSIHANDLE hInstall)

{

TCHAR buffer[32] = {0};

DWORD dWord = 32;

MsiGetProperty(hInstall, TEXT(" 製品名 "), buffer, &dWord);

MessageBox(0,buffer,TEXT(" 製品名を表示 "), MB_OK);

return 1;

}

関数はゼロ以外の値を戻し て、 アクシ ョ ンが正し く 終了し たこ と、 並びにイ ンス ト ールが続行する こ と を示し ま

す。 関数が数値 0 を戻し た と き、 カス タム アクシ ョ ンの " 終了コー ド を無視する " 設定で [ いいえ ] が選択され

ている場合は、 イ ンス ト ールが終了し ます。 カス タム アクシ ョ ンの " 終了コー ド を無視する " 設定で [ はい ] が

選択されている場合、 カス タム アクシ ョ ンの戻り値にかかわらずイ ンス ト ールは続行し ます。

要件

• Header: Msiquery.h で宣言 

• Library: Msi.lib を使用 

Msiquery.h と Msi.lib はいずれも、 Windows Installer SDK に含まれています。 Windows Installer SDK は マイ ク ロ ソ フ ト

の Web サイ ト からダウンロー ド できます。 上記の 2 つのフ ァ イルのほかに、 Windows Installer SDK には Windows 

Installer API についてのマイ ク ロ ソ フ ト による文書の決定版も含まれています。

DLL カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する

[ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューの中のアイテムは、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中に起動される タ イ ミ ン

グに従って時系列で編成されています。 カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する際、 アク シ ョ ンを適切な

イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール アイテムに追加し てカス タム アクシ ョ ンの起動される タ イ ミ ングを指定し

ます。
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タ スク : DLL カス タム アク シ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン ] を ク リ ッ

ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラー、 [ メ ンテナンス中のカス タム アクシ ョ ン ] エク

スプローラー、 または [ アン イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーで、 作成する カス タ

ム アクシ ョ ンを含めるアイテムを ク リ ッ ク し ます。

3. アイテムを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい DLL] を選択し ます。 InstallShield が、 NewCustomActionn ( こ こで n は連

続番号です ) とい う名前で新しいカス タム アクシ ョ ンを追加し ます。

4. カス タム アクシ ョ ンの名前を入力し ます。

5. カス タム アクシ ョ ンの設定を構成し ます。

DLL カス タム アクシ ョ ンの設定を構成する

DLL フ ァ イル カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する と、 その設定を構成する必要があ り ます。

タ スク : プロジ ェ ク ト の DLL カス タム アクシ ョ ンの設定を構成するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン ] を ク リ ッ

ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラー、 [ メ ンテナンス中のカス タム アクシ ョ ン ] エク

スプローラー、 または [ アン イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーで、 構成する カス タ

ム アクシ ョ ンを含めるアイテムを ク リ ッ ク し ます。

3. 右側に表示されているグ リ ッ ド内の設定を構成し ます。

実行可能フ ァ イル カス タム アクシ ョ ン

別のベンダーのイ ンス ト ールを再パッ ケージできないために、 サー ド パーテ ィ ー イ ンス ト ールの起動が必要な場

合があ り ます。 または、 イ ンス ト ール実行中に .avi の実行が必要な場合があり ます。 そのよ う な場合は、 実行可

能フ ァ イルを起動する カス タム アクシ ョ ンを作成できます。

サポー ト されている カス タム アクシ ョ ン タ イプのいずれかによ り、 イ ンス ト ールで実行可能フ ァ イルが起動され

ます。 この種類のカス タム アクシ ョ ンを作成する方法については、 「.exe カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に

追加する」 を参照し て く ださい。
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.exe カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する

[ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューの中のアイテムは、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中に起動される タ イ ミ ン

グに従って時系列で編成されています。 カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する際、 アク シ ョ ンを適切な

イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール アイテムに追加し てカス タム アクシ ョ ンの起動される タ イ ミ ングを指定し

ます。

タ スク : .exe カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン ] を ク リ ッ

ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラー、 [ メ ンテナンス中のカス タム アクシ ョ ン ] エク

スプローラー、 または [ アン イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーで、 作成する カス タ

ム アクシ ョ ンを含めるアイテムを ク リ ッ ク し ます。

3. アイテムを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい EXE] を選択し ます。 InstallShield が、 NewCustomActionn ( こ こで n は連

続番号です ) とい う名前で新しいカス タム アクシ ョ ンを追加し ます。

4. カス タム アクシ ョ ンの名前を入力し ます。

5. カス タム アクシ ョ ンの設定を構成し ます。

.exe カス タム アクシ ョ ンの設定を構成する

.exe フ ァ イル カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する と、 その設定を構成する必要があ り ます。

タ スク : プロジ ェ ク ト の .exe カス タム アクシ ョ ンの設定を構成するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン ] を ク リ ッ

ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラー、 [ メ ンテナンス中のカス タム アクシ ョ ン ] エク

スプローラー、 または [ アン イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーで、 構成する カス タ

ム アクシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 右側に表示されているグ リ ッ ド内の設定を構成し ます。

VBScript および JScript カス タム アクシ ョ ン

イ ンス ト ール要件によ っては、 既存の VBScript フ ァ イル ( .vbs) または JScript (.js) を呼び出すカス タム アクシ ョ

ンを作成する必要がある場合があ り ます。 この種類のカス タム アクシ ョ ンを作成する方法については、 「VBScript 

または JScript カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く だ さい。
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VBScript カス タム アクシ ョ ンの例

INSTALLDIR の値を決定し、 フ ァ イルが存在するかど うかによ ってその値を変更する、 VBScript カス タム アク

シ ョ ンの例を以下に示し ます。

' INSTALLDIR の値を取得

Dim sInstalldir

sInstalldir = Session.Property("INSTALLDIR")

' 表示する。

MsgBox sInstalldir

' フ ァ イルの存在を確認

Dim pFs

Set pFs = CreateObject("Scripting.FileSystemObject")

Dim sSomeFile

sSomeFile = sInstalldir & "31337.txt"

If pFs.FileExists(sSomeFile) Then

' 存在する場合、 INSTALLDIR を変更

Session.Property("INSTALLDIR") = sInstalldir & "New"

End If

VBScript または JScript カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する

[ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューの中のアイテムは、 イ ンス ト ール、 メ ンテナンス、 またはアン イ ンス ト ール中に起

動される タ イ ミ ングに従って時系列で編成されています。 カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する際、 ア

クシ ョ ンを適切なイ ンス ト ール、 メ ンテナンス、 またはアン イ ンス ト ール アイテムに追加し てカス タム アクシ ョ

ンの起動される タ イ ミ ングを指定し ます。

タ スク : VBScript または JScript カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン ] を ク リ ッ

ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラー、 [ メ ンテナンス中のカス タム アクシ ョ ン ] エク

スプローラー、 または [ アン イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーで、 作成する カス タ

ム アクシ ョ ンを含めるアイテムを ク リ ッ ク し ます。

3. アイテムを右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい VBScript] または [ 新しい Jscript] を選択し ます。 InstallShield が、

NewCustomActionn ( こ こで n は連続番号です ) とい う名前で新しいカス タム アクシ ョ ンを追加し ます。

4. カス タム アクシ ョ ンの名前を入力し ます。

5. カス タム アクシ ョ ンの設定を構成し ます。

VBScript または JScript カス タム アクシ ョ ンの設定を構成する

VBScript または JScript カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する と、 その設定を構成する必要があり ます。
246 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 4 章 : 

イ ンス ト ール動作のカス タ マイズ
タ スク : プロジ ェ ク ト の VBScript または JScript カス タム アクシ ョ ンの設定を構成するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン ] を ク リ ッ

ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラー、 または [ アン イ ンス ト ール中のカス タム アク

シ ョ ン ] エクスプローラーで、 構成する カス タム アクシ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 右側に表示されているグ リ ッ ド内の設定を構成し ます。

アクシ ョ ンの実行のオプシ ョ ン

カス タム アクシ ョ ンは、 シーケンスに表示されている順に実行されます。 一部のアクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールの

開始時に実行する必要があ り、 その他のアクシ ョ ンは遅延する必要があり ます。 [ カス タム アクシ ョ ン ]  ビ ュー

にある " スク リ プ ト 内実行 " 設定を使って、 シーケンス内のどの反復処理 ( 遅延、 ロールバッ ク、 またはコ ミ ッ

ト ) によ ってアクシ ョ ンが ト リ ガーされるのかを選択し ます。 この設定を使って、 遅延、 ロールバッ ク、 および

コ ミ ッ ト  アクシ ョ ンのコ ンテキス ト を指定する こ と もできます : アクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールを実行中のユー

ザーの権限を使ったユーザー コ ンテキス ト 、 または昇格された権限を使ったシステム コ ンテキス ト で実行できま

す。 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー内の特定のカス タム アクシ ョ ンに対し てこの設定が表示されない場合、 その

アクシ ョ ンは即時実行と し てスケジュールされます。 即時実行カス タム アクシ ョ ンは、 常にユーザー コ ンテキス

ト で実行し ます。

即時実行

名前のとお り、 即時実行カス タム アクシ ョ ンは、 内部 Windows Installer イ ンス ト ール スク リ プ ト がコ ンパイルさ

れる と きに実行し ます。 .msi フ ァ イルが起動する と、 Windows Installer サービスはイ ンス ト ールデータベースのす

べてのテーブルを内部スク リ プ ト に変換し ます。 このスク リ プ ト は、 イ ンス ト ールのすべてのアクシ ョ ンを表示

順に循環する こ とによ ってビルド されます。 このスク リ プ ト のビルドはすぐに実行されます。 即時実行と し て設

定されているアクシ ョ ンに遭遇する と、 そのアクシ ョ ンが実行されます。 し たがってこのアクシ ョ ンはフ ァ イル

転送が起きる前に起動し ます。 イ ンス ト ールのエン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスが完全にロー ド する前に起動す

る可能性もあ り ます。

一般に、 「即時実行」 にスケジューリ ングされている カス タム アクシ ョ ンはターゲッ ト  システムの変更は行わず、

プロパテ ィ のみを設定し て ターゲッ ト  システムを照会 ( た と えば、 ターゲッ ト  システムが製品のシステム要件に

合っているか確認するなど ) し ます。 Windows Installer のプロパテ ィ を設定する カス タム アクシ ョ ン と、 [ ユー

ザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスで発生するカス タム アクシ ョ ンはすぐに実行されるよ う にスケジューリ ング

する必要があ り ます。

このタ イプのアクシ ョ ンはシステム変更が行われる前に起動するため、 イ ンス ト ールにイ ンス ト ールされている

フ ァ イルを使用できません。

遅延実行

[ 遅延実行 ] は、 Windows Installer が、 [ 即時実行 ] の実行中に作成された内部スク リ プ ト が実行される と きに行わ

れます。 このスク リ プ ト が完全に生成される と、 Windows Installer は新し く コ ンパイルされたスク リ プ ト を実行し

ます。 スク リ プ ト はシーケンス内のすべてのアクシ ョ ンを順番に起動し ます。 ただ し、 アクシ ョ ンをすぐに実行

するよ う スケジューリ ングし た場合は、 そのアクシ ョ ンは遅延実行時に再度起動し ません。
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遅延実行中に起動し たアクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールの一部と し てイ ンス ト ールされている フ ァ イルにアクセスで

きます。 し たがって、 イ ンス ト ールのこの段階で製品と と もにイ ンス ト ールされた DLL フ ァ イルから関数を呼び

出すカス タム アクシ ョ ンを呼び出すこ とができます。 ただし、 遅延実行カス タム アクシ ョ ンを正し く 実行するに

は、 InstallInitialize と InstallFinalize の間で行う必要があり ます。

ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされている フ ァ イルを使用する カス タム アクシ ョ ンや、 既に実行されたその

他のシステム変更を使用する カス タム アクシ ョ ンは、 遅延実行を行う よ う スケジューリ ングする必要があり ます。

ロールバッ ク実行

ロールバッ クは、 イ ンス ト ールにエラーが発生し た時や、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール完了前にキャ ンセルし

た時に実行されます。 ロールバッ ク実行オプシ ョ ンを使用する と、 ロールバッ ク中にのみアクシ ョ ンが実行され

るよ う設定できます。 し たがって、 ロールバッ ク実行できるアクシ ョ ンは、 遅延実行アクシ ョ ンのよ う にイ ンス

ト ールスク リ プ ト に書き込まれます。 遅延実行アクシ ョ ン と異な り、 ロールバッ ク実行アクシ ョ ンはロールバッ

ク中にしか実行されません。 ( ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールが遅延実行中に失敗し た場合

にのみ実行されます。 )

イ ンス ト ール中にターゲッ ト  システムに変更を加える カス タム アクシ ョ ンは、 ロールバッ ク中にロールバッ ク実

行カス タム アクシ ョ ンでやり直されます。 たと えば、 フ ァ イルを作成する カス タム アクシ ョ ンがある場合、 フ ァ

イルを削除する 2 つ目のカス タム アクシ ョ ンを作成し て、 2 番目のアクシ ョ ンをロールバッ ク実行にスケジュー

リ ングし ます。 ( ロールバッ ク カス タム アクシ ョ ンは、 元に戻すカス タム アクシ ョ ンの前にスケジューリ ングし

て く ださい。 )

コ ミ ッ ト 実行

コ ミ ッ ト 実行は、 InstallFinalize アクシ ョ ンが正常に完了するまで実行されません。 つま り、 イ ンス ト ールがフ ァ

イル転送、 COM サーバー登録、 およびシ ョ ー ト カ ッ ト と レジス ト リ エン ト リの作成を完了するまで行われませ

ん。 それから、 コ ミ ッ ト 実行に設定されているアクシ ョ ンはシーケンスで表示されている順番に実行されます。

たと えば、 一時フ ァ イルを作成する カス タム アクシ ョ ンがある場合、 フ ァ イルを削除する 2 つ目のカス タム アク

シ ョ ンを作成し て、 そのアクシ ョ ンを コ ミ ッ ト 実行にスケジューリ ングし ます。

システム コ ンテキス ト での遅延、 ロールバッ ク、 またはコ ミ ッ ト 実行

遅延実行アクシ ョ ン同様、 システム コ ンテキス ト での遅延実行アクシ ョ ン も、 Windows Installer によ って生成され

たスク リ プ ト が実行されるまで起動し ません。 ただ し、 このタ イプのアクシ ョ ンはユーザー偽装を実行し ません。

同様に、 システム コ ンテキス ト でのロールバッ ク実行およびシステム コ ンテキス ト でのコ ミ ッ ト 実行アクシ ョ ン

は、 ユーザー偽装な し で実行し ます。

Windows Vista 以降のシステムで、 昇格された権限が必要なシステム変更を行う場合、 遅延カス タム アクシ ョ ンは

システム コ ンテキス ト で実行し な く てはな り ません。 Windows Vista 以降のシステムで管理者がイ ンス ト ールを実

行する場合でも、 ユーザー コ ンテキス ト での遅延カス タム アクシ ョ ンは、 昇格し た権限を持たない可能性がある

ため、 昇格された権限を必要とする カス タム アクシ ョ ンをユーザー コ ンテキス ト での遅延アクシ ョ ン とするのは

避けるよ う にし て く だ さい。

メ モ • システム コ ンテキス ト で実行するカス タム アクシ ョ ンは、 一般的にネ ッ ト ワーク リ ソースにア クセスでき

ません。
248 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 4 章 : 

イ ンス ト ール動作のカス タ マイズ
カス タム アクシ ョ ンを起動する タ イ ミ ングの変更

[ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューの中のアイテムは、 イ ンス ト ール、 メ ンテナンス、 またはアン イ ンス ト ール中に起

動される タ イ ミ ングに従って時系列で編成されています。 カス タム アクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する際、 ア

クシ ョ ンを適切なイ ンス ト ール、 メ ンテナンス、 またはアン イ ンス ト ール アイテムに追加し てカス タム アクシ ョ

ンの起動される タ イ ミ ングを指定し ます。

タ スク : カス タム アクシ ョ ン起動のタ イ ミ ングを変更するには、 以下の手順に従います :

• カス タム アクシ ョ ンを現在の位置から新しい位置に ド ラ ッ グし ます。

• カス タム アクシ ョ ンを右ク リ ッ ク し て、 [ 上へ移動 ] または [ 下へ移動 ] を選択し ます。

• カス タム アクシ ョ ンを ク リ ッ ク し たあと、 CTRL+ シフ ト + 上矢印、 または CTRL+ シフ ト + 下矢印を押し ま

す。

[ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューは以下の主要なラ ン タ イムのカテゴ リーに分かれています :

• イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン — このラ ン タ イム カテゴ リーにスケジュールされているアクシ ョ ン

は、 製品の初回イ ンス ト ール中に起動し ます。

• メ ンテナンス中のカス タム アクシ ョ ン — このラ ン タ イム カテゴ リーにスケジュールされているアクシ ョ ン

は、 変更および修復モー ド中に起動し ます。 また、 これらのカス タム アクシ ョ ンは、 製品がサイ レン ト でア

ン イ ンス ト ールされる と きにも起動し ます。

• アン イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン — このラ ン タ イム カテゴ リーにスケジュールされているアクシ ョ

ンは、 製品のアン イ ンス ト ール中に起動し ます。

シ リ アル番号を検証する カス タム アクシ ョ ンを使用する

シ リ アル番号の検証には、 カス タム DLL フ ァ イルを使用する必要があ り ます。 この種類の DLL フ ァ イルのコー ド

例は以下の場所にあ り ます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Samples\WindowsInstaller\ValidateSerialNumber

この例では、 シ リ アル番号のフ ォーマ ッ ト は次のよ う にな り ます。

Field1-1505-XXXXXXXXXX

最初のセクシ ョ ンは上記のよ う に表示される必要があ り ます。 ただし、 大文字と小文字の区別はあ り ません。 2 番

目のセクシ ョ ン ( 上記例では 1505) は、 5 で割り切れる値でなければな り ません ( た と えば、 1111 は無効です )。

最後のセクシ ョ ンは 10 桁の任意の英数字です。 ただ し、 このフ ォーマ ッ ト は、 あ く までも例にすぎません。 シ リ

アル番号関数には、 任意のフ ォーマ ッ ト が使用できます。

入力文字のフ ィ ルター

不正な文字の入力を フ ィ ルターするには、 [ ダイアログ ] ビ ューの [ ユーザー情報 ] ダイアログにある " シ リ アル

番号テンプレー ト " フ ィ ールド に ??????-####-?????????? と入力し ます。 疑問符 (?) は英数字を示し、 ナンバー記号 

(#) は数字を示し ます。 この方法でテンプレー ト を設定する と、 シ リ アル番号のフ ィ ールドは 3 つの部分に分か

れ、 各セクシ ョ ンで異なる種類の入力を フ ィ ルターできます。
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その他の考慮事項

関数の検証プロパテ ィ 、 正常時戻り値プロパテ ィ 、 および再試行回数制限プロパテ ィ では、 シ リ アル番号の検証 

DLL フ ァ イルの機能を さ らにカス タ マイズする こ とができます。 " 検証関数 " プロパテ ィ では、 エン ド ユーザーか

ら提供されたシ リ アル番号を検証する .dll 内の関数の名前を入力し ます。

.dll は、 実行されるたびに特定の値を戻し ます。 InstallShield に含まれているサンプル .dll は、 成功時に 1 を戻し、

失敗時に -1 を戻し ます。 し たがって、 " 正常時戻り値 " フ ィ ールド には 1 を入力し ます。 自分で .dll フ ァ イルを

作成する場合、 正常時戻り値には、 ゼロ以外のすべての値を選択する こ とができます。

" 再試行回数制限 " プロパテ ィ では、 無効なシ リ アル番号を入力できる回数を設定し ます。 た と えば、 シ リ アル番

号を 3 回まで入力できるよ う にする場合は、 このフ ィ ールド に 3 と入力し ます。 無効なシ リ アル番号が 3 回入力

される と、 イ ンス ト ールは終了し ます。

サンプル .dll フ ァ イルには、 入力されたシ リ アル番号を分解し てユーザーに表示するユーザー イ ン ターフ ェ イス

要素が含まれています。 さ らにこの要素は、 シ リ アル番号に不正な部分がある場合にはその部分も表示し ます。

この表示は、 シ リ アル番号検証の .dll フ ァ イルをテス ト および ト ラブルシューテ ィ ングする と きに役立ちますが、

最終版のイ ンス ト ールには残さ ないよ う にし ます。

メ モ • InstallShield は、 シ リ アル番号 DLL フ ァ イル カス タム アクシ ョ ンをユーザー定義のカス タム アクシ ョ ンの

後にシーケンス し ます。 つま り、 [ ユーザー情報 ] ダイアログの後に独自のカス タム アクシ ョ ンを追加する と、 イ

ンス ト ールはこのカス タム アクシ ョ ンを、 シ リ アル番号 DLL フ ァ イル カス タム アクシ ョ ンの前に起動し ます。

カス タム アクシ ョ ン ギャ ラ リー

[ カス タム アクシ ョ ン ] ギャ ラ リーには、 既に構成済みの一般的な機能性を持つカス タム アク シ ョ ンが含まれて

います。 このギャ ラ リーのカス タム アクシ ョ ンには、 何の入力も必要あ り ません。 これらは、 イ ンス ト ール プロ

ジ ェ ク ト に追加され、 イ ンス ト ール中に実行されるよ う にデザイ ン されています。 ギャ ラ リーから作成中のイ ン

ス ト ールへアクシ ョ ンを挿入するには、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューにあるアイテムの 1 つを右ク リ ッ ク し て、

[ ギャ ラ リーから追加 ] をポイ ン ト し、 プロジ ェ ク ト に挿入する カス タム アクシ ョ ンを選択し ます。

現在、 このギャ ラ リーに リ ス ト されているアクシ ョ ンは、 [ 最後に再起動をスケジュールする ] アクシ ョ ンのみで

す。 このアクシ ョ ンをプロジ ェ ク ト に追加する と、 イ ンス ト ールの Setup Complete Success ダイアログの後へ自

動的に追加されます。 このアクシ ョ ンによ り、 イ ンス ト ールの完了後ターゲッ ト マシンは再起動し、 .dll フ ァ イル

やその他のフ ァ イルを起動時にシステムに登録できます。 このカス タム アクシ ョ ンの設定を変更する こ と、 また

はイ ンス ト ールの別の部分へスケジュールする こ とはお勧めし ません。 た と えばスケジュールを変更する と、 イ

ンス ト ールがフ ァ イル転送の完了前にターゲッ ト マシンを再起動する原因と な り ます。

製品がイ ンス ト ールされているかど うかの確認をする

次のコー ドは、 ProductCode {8FC71000-88A0-4B41-82B8-8905D4AA904C}  がマシンにイ ンス ト ールされているか

ど うかを確認し ます。 このコー ドは、 New Style DLL カス タム アクシ ョ ン と し ても使用できます。

UINT __stdcall CheckProduct(MSIHANDLE hInstall)

{

int RetVal = 0;

RetVal = MsiQueryProductState("{8FC71000-88A0-4B41-82B8-8905D4AA904C}");

if (RetVal==5))
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{

MessageBox(GetForegroundWindow(),TEXT(" イ ンス ト ールされています "),TEXT("My Product"), MB_OK);

return 1;

}

else

{

MessageBox(GetForegroundWindow(),TEXT(" イ ンス ト ールされていません "),TEXT("My Product"), MB_OK);

return 0;

}

}

以下は MsiQueryProductState の戻り値の一覧です。

セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルを使用する

セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ( サポー ト  フ ァ イルと も呼ばれます ) は、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール処理中の時だ

けターゲッ ト  システムで使用できる フ ァ イルです。 サポー ト  フ ァ イルはイ ンス ト ールが始まる と ターゲ ッ ト  シ

ステムの一時デ ィ レ ク ト リ にコ ピーされ、 イ ンス ト ールが完了する と削除されます。 サポー ト デ ィ レ ク ト リ 

(SUPPORTDIR) はダイナ ミ ッ ク フ ァ イルの場所を表し、 ターゲッ ト  システムご とに異な り ます。 また、 同じ シス

テムでも イ ンス ト ールするたびに異な り ます。

[ セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] ビ ューを使う と、 イ ンス ト ール時にのみターゲッ ト  システム上で使用できるよ う にし

たいフ ァ イルを追加および削除する こ とができます。

イ ンス ト ール中に特定のセ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルにアクセスするには、 サポー ト  デ ィ レ ク ト リ (SUPPORTDIR) の値

を クエ リ し てから、 SUPPORTDIR 値の後にフ ァ イル名を追加し て、 フ ァ イルの完全パスを取得し ます。

テーブル 4-2 • MsiQueryProductState の戻り値

戻り値 説明

-1 製品はア ド バタ イズも イ ンス ト ールも されていま
せん

1 製品はア ド バタ イズされていますが、 イ ンス ト ー
ルされていません

2 製品は別のユーザーにイ ンス ト ールされていま
す。

5 製品は現在のユーザーにイ ンス ト ールされていま
す。
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セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルの追加

タ スク : セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にあるビ ューリ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] を ク

リ ッ ク し ます。

2. オプシ ョ ンで、 フ ァ イルに 1 つ以上のサブ フ ォルダーを作成する こ と もできます。 その場合、 [ サポー ト  

フ ァ イル ] エクスプローラーで、 [ 英語 (U.S)] 領域 ( プロジ ェ ク ト が英語以外の場合は、 該当する言語領域 ) 

を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいフ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいフ ォルダーが追加されます。 フ ォル

ダーに使用する名前を入力し ます。

3. [ サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 追加するサポー ト  フ ァ イルが必要なアイテムを ク リ ッ ク し ます。

たと えば、 プロジ ェ ク ト が英語以外の言語の場合、 英語 (US) アイテム、 または他の言語のアイテムにセ ッ ト

ア ッ プ フ ァ イルを追加する こ とができます。

4. [ フ ァ イル ] ペイ ンで右ク リ ッ ク し て [ フ ァ イルの挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが

開きます。

5. 含める フ ァ イルを参照し ます。 複数のフ ァ イルを選択するには、 フ ァ イルを ク リ ッ ク し ながら CTRL キーを

押し ます。

6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は、 フ ァ イルを [ フ ァ イル ] ペイ ンに追加し ます。

ラ イセンス フ ァ イルの追加

[ サポー ト  フ ァ イル ] ビ ューで、 使用許諾契約書を含むテキス ト  フ ァ イル ( 例、 License.txt) を追加できます。

タ スク : イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にラ イセンスを追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にあるビ ューリ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] を ク

リ ッ ク し ます。

2. オプシ ョ ンで、 ラ イセンスに 1 つ以上のサブ フ ォルダーを作成する こ と もできます。 その場合、 [ サポー ト  

フ ァ イル ] エクスプローラーで、 [ 英語 (U.S)] 領域 ( プロジ ェ ク ト が英語以外の場合は、 該当する言語領域 ) 

を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいフ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいフ ォルダーが追加されます。 フ ォル

ダーに使用する名前を入力し ます。

3. [ サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 ラ イセンス フ ァ イルが必要なアイテムを ク リ ッ ク し ます。 たと

えば、 プロジ ェ ク ト が英語以外の言語の場合、 英語 (US) アイテム、 または他の言語のアイテムにラ イセンス 

フ ァ イルを追加する こ とができます。

4. [ フ ァ イル ] ペイ ンで右ク リ ッ ク し て [ フ ァ イルの挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが

開きます。

5. 含める ラ イセンス フ ァ イルを参照し ます。 複数のフ ァ イルを選択するには、 フ ァ イルを ク リ ッ ク し ながら 

CTRL キーを押し ます。
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6. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ラ イセンス フ ァ イルが [ フ ァ イル ] ペイ ンに追加されます。

イ ンス ト ール中にセ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルにア クセスする

イ ンス ト ール中に特定のセ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルにアクセスするには、 サポー ト  デ ィ レ ク ト リ (SUPPORTDIR) の値

を クエ リ し てから、 SUPPORTDIR 値の後にフ ァ イル名を追加し て、 フ ァ イルの完全パスを取得し ます。 カス タム 

アクシ ョ ン と し て実行し た と き、 次の VBScript は SUPPORTDIR のロケーシ ョ ンを提供し ます。

MsgBox (Session.Property("SUPPORTDIR"))

サポー ト  フ ァ イルの並べ替え

[ セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] ビ ューの [ フ ァ イル ] ペイ ンで、 フ ァ イルと フ ォルダーを並べ替える こ とができます。

タ スク : [ セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] ビ ューでフ ァ イルと フ ォルダーを並べ替えるには、 以下の手順に従います :

1. [ サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 並べ替えるサポー ト  フ ァ イルと フ ォルダーを含むアイテムを ク

リ ッ ク し ます。

2. [ フ ァ イル ] ペイ ンで、 その順番でソー ト する列の見出し を ク リ ッ ク し ます。

Disk1 フ ァ イル

[ セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] ビ ューにある Disk1 機能を使用し て、 イ ンス ト ール メ デ ィ アの Disk1 に入れる フ ァ イル

と フ ォルダーを追加する こ とができます。 これらのフ ァ イルと フ ォルダーは、 イ ンス ト ールの実行時、 ターゲッ

ト  システムに自動的にイ ンス ト ールはされません。 代わり に、 アプ リ ケーシ ョ ンまたはイ ンス ト ール プログラム

から イ ンス ト ール メ デ ィ アに リ ン ク させる こ とができます。

たと えば、 エン ド ユーザーがアクセスできる大きい再配布可能フ ァ イルをアプ リ ケーシ ョ ンに含め、 アプ リ ケー

シ ョ ンのイ ンス ト ールには含めないよ う な場合です。 このよ う なフ ァ イルは Disk1 フ ォルダーに入れます。

Disk1 フ ァ イルは、 InstallShield がメ デ ィ アのサイズを計算する と きに考慮されます。 このため、 Disk1 フ ァ イルを

追加し ても、 リ リースのデ ィ スク サイズの仕様を超える こ とはあ り ません。 この機能は、 イ ンス ト ール時にソー

ス メ デ ィ アから イ ンス ト ール プログラムを起動できるよ う、 デ ィ スク イ メ ージに再配布可能フ ァ イルを格納す

る場合に便利です。
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Disk1 フ ァ イルの追加

タ スク : Disk1 フ ァ イルを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にあるビ ューリ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] を ク

リ ッ ク し ます。

2. [ サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 Disk1 を ク リ ッ ク し ます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンで右ク リ ッ ク し て [ フ ァ イルの挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログが開きます。

4. Disk1 に追加する フ ァ イルを参照し ます。 複数のフ ァ イルを選択するには、 フ ァ イルを ク リ ッ ク し ながら 

CTRL キーを押し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield は、 フ ァ イルを [ フ ァ イル ] ペイ ンに追加し ます。

Disk1 フ ォルダーの追加

Disk1 フ ォルダーにはフ ォルダー全体およびそのコ ンテンツを追加する こ とができます。 プロジ ェ ク ト をビルド し

たと き、 フ ォルダーと フ ァ イルがイ ンス ト ール メ デ ィ アのルー ト に追加されます。

タ スク : Disk1 フ ォルダーを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にあるビ ューリ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] を ク

リ ッ ク し ます。

2. [ サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 Disk1 を ク リ ッ ク し ます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンの任意の場所を右ク リ ッ ク し、 [ フ ォルダーの挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ォルダーの参

照 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. Disk1 に追加する フ ォルダーを参照し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

フ ォルダーが [ フ ァ イル ] ペイ ンに追加されます。

Disk1 フ ァ イルと フ ォルダーを削除する

タ スク : Disk1 から フ ァ イルを削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にあるビ ューリ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] を ク

リ ッ ク し ます。

2. [ サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 Disk1 を ク リ ッ ク し ます。
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3. [ フ ァ イル ] ペイ ンで、 削除する フ ァ イルまたはフ ォルダーを右ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルを削除する

タ スク : プロジ ェ ク ト からセ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルを削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にあるビ ューリ ス ト で、 [ セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] を ク

リ ッ ク し ます。

2. [ サポー ト  フ ァ イル ] エクスプローラーで、 削除するサポー ト  フ ァ イルを含む言語固有のアイテムを ク リ ッ

ク し ます。

3. [ フ ァ イル ] ペイ ンで、 フ ァ イルを右ク リ ッ ク し [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。
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サーバーの構成
イ ンス ト ールを作成し ている と き、 ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされるテ ク ノ ロジに対し てサーバー側の

サポー ト を提供する必要がある こ とに気がつ く こ とがあ り ます。 InstallShield では、 サーバー側のイ ンス ト ールを

簡単に構成する こ とができます。 新しいイ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス (IIS) Web サイ ト の管理、

および InstallShield で作成し たイ ンス ト ールで COM+ アプ リ ケーシ ョ ン と コ ンポーネン ト の管理を行う こ とができ

ます。

COM+ アプ リ ケーシ ョ ン と コ ンポーネン ト の管理

InstallShield の [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューでは、 イ ンス ト ール パッ ケージ用の COM+ アプ リ ケーシ ョ ン と

コ ンポーネン ト を管理する こ とができます。

InstallShield のコ ンポーネン ト  サービスに関する次の情報をお読み く だ さい。

• COM+ システム アプ リ ケーシ ョ ン以外のみプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 し たがって、

InstallShield は [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ュー の [COM+ アプ リ ケーシ ョ ン ] エクスプローラーの下に、

COM+ システム アプ リ ケーシ ョ ン以外のみを表示し ます。

• ローカル マシンにイ ンス ト ールされている COM+ アプ リ ケーシ ョ ンのみが、 [ コ ンポーネン ト  サービス ] 

ビ ューに表示され、 プロジ ェ ク ト に追加する こ とが可能です。

[ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューの外観は、 [ コ ン ト ロール パネル ] の [ コ ンポーネン ト  サービス ] 管理ツール

に似ています。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition と InstallShield Professional Edition では、COM+ サーバー アプ リ ケーシ ョ

ン と アプ リ ケーシ ョ ン プロキシ両方を管理する こ とができる追加機能が [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューで提

供されています。 COM+ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシはサーバー アプ リ ケーシ ョ ン属性のサブセ ッ ト で構成され、

これはク ラ イアン ト  コ ンピ ューターからアプ リ ケーシ ョ ンが存在するマシンへのリ モー ト  アクセスを可能にし

ます。

COM+ アプ リ ケーシ ョ ンの追加

タ スク : COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールに追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューを開きます。

2. [COM+ アプ リ ケーシ ョ ン ] の下で、 プロジ ェ ク ト の追加するアプ リ ケーシ ョ ンのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し

ます。 タ ブ付きのプロパテ ィ  シー ト が開きます。

3. [ イ ンス ト ール ] プロパテ ィ シー ト で、 サーバー イ ンス ト ールのパラ メ ーターを設定し ます。 またこのプロパ

テ ィ シー ト で、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンが所属する機能を選択し ます。

4. タ ブが付いている別のプロパテ ィ シー ト で標準 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンプロパテ ィ を設定し ます。 これらの

プロパテ ィ  シー ト は、 [ コ ン ト ロール パネル ] にある [ コ ンポーネン ト  サービス ] 管理ツールから処理され
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る と き、 各 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられたプロパテ ィ  ダイアログ ボ ッ クスのタ ブに対応し ていま

す。

COM+ アプ リ ケーシ ョ ンの削除

タ スク : COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールから削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューを開きます。

2. [COM+ アプ リ ケーシ ョ ン ] の下で、 プロジ ェ ク ト から削除するアプ リ ケーシ ョ ンのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択

し ます。

イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン サービス

イ ン ターネ ッ ト イ ン フ ォ メ ーシ ョ ンサービス (IIS) は Microsoft が開発し た Web サーバーです。 Web ベースのアプ

リ ケーシ ョ ンをビルド および配布、 Web サイ ト の管理、 およびイ ン ターネ ッ ト またはイ ン ト ラネ ッ ト へ情報をパ

ブ リ ッ シュするための安定し たプラ ッ ト フ ォームを提供し ます。

InstallShield の [IIS 構成 ] ビ ューでは、 新しい IIS Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リ を作成

および管理する こ とができます。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Express Edition では、 1 イ ンス ト ールにつき 1 つの Web サイ ト を イ ンス ト ールできま

す。

InstallShield の以下のエデ ィ シ ョ ンでは、 1 イ ンス ト ールにつき複数の Web サイ ト を作成する こ とができます。 こ

れらのエデ ィ シ ョ ンでは、 IIS アプ リ ケーシ ョ ン プールや Web サービス拡張を管理する こ と もできます :

• Premier

• Professional

さ らに InstallShield Premier Edition には、 既存の IIS Web サイ ト をチ ェ ッ ク し て Web サイ ト 、 その仮想デ ィ レ ク ト

リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 およびアプ リ ケーシ ョ ン プールの設定に関するデータ を記録する IIS スキャナーも含ま

れています。 その IIS データ を InstallShield Premier Edition の [IIS の構成 ] ビ ューにイ ンポー ト できます。 IIS デー

タ をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し てから、 必要に応じ て、 [IIS 構成 ] ビ ューを使って IIS の設定を変更できます。

InstallShield における IIS サポー ト のバージ ョ ン固有情報

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Express Edition では、 1 イ ンス ト ールにつき 1 つの Web サイ ト を イ ンス ト ールできま

す。

InstallShield の以下のエデ ィ シ ョ ンでは、 1 イ ンス ト ールにつき複数の Web サイ ト を作成する こ とができます。 こ

れらのエデ ィ シ ョ ンでは、 IIS アプ リ ケーシ ョ ン プールや Web サービス拡張を管理する こ と もできます :
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• Premier

• Professional

さ らに InstallShield Premier Edition には、 既存の IIS Web サイ ト をチ ェ ッ ク し て Web サイ ト 、 その仮想デ ィ レ ク ト

リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 およびアプ リ ケーシ ョ ン プールの設定に関するデータ を記録する IIS スキャナーも含ま

れています。 その IIS データ を InstallShield Premier Edition の [IIS の構成 ] ビ ューにイ ンポー ト できます。 IIS デー

タ をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し てから、 必要に応じ て、 [IIS 構成 ] ビ ューを使って IIS の設定を変更できます。

以下は、 特定のバージ ョ ンの IIS に関する情報です。

• IIS は Windows 2000 Server 以降および Windows XP 以降のシステムに含まれています。IIS 6 は Windows Server 

2003 システムでのみ利用できます。 IIS 7 は Windows Vista と Windows Server 2008 システムで提供されていま

す。 IIS 7.5 は Windows 7 と Windows Server 2008 R2 システムで提供されています。 IIS は自動的にイ ンス ト ー

ルされません ( デフ ォル ト )。

• [IIS 構成 ] ビ ューにある一部の Web サイ ト と仮想デ ィ レ ク ト リの設定は、 特定のバージ ョ ンの IIS に適用し ま

す。 これらの設定についてのバージ ョ ン固有の情報は、 InstallShield のイ ン ラ イ ン ヘルプ ペイ ンに表示されま

す。 バージ ョ ン固有のプロパテ ィ が構成されていて、 ターゲッ ト  システムに対応するバージ ョ ンの IIS がな

いと き、 IIS はバージ ョ ン固有のプロパテ ィ を無視し ます。

たと えば、 IIS 7 と IIS 6 は、 アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リの " アプ リ ケーシ ョ ン保護 " プロパ

テ ィ をサポー ト し ません。 [IIS 構成 ] ビ ューで、 このプロパテ ィ は、 アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト

リの [ アプ リ ケーシ ョ ンの設定 ] 領域にある設定を使って構成されます。 [IIS 構成 ] ビ ューでこの設定を選択

する と、 右下に表示されるヘルプ ペイ ンに、 この設定が IIS 6 以降には適用し ないこ とが示されます。 この設

定が選択されている と きに、 エン ド ユーザーが製品を IIS 6 以降がある ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールす

る と、 " アプ リ ケーシ ョ ン保護 " 設定は無視されます。

• Windows Vista 以降と Windows Server 2008 以降のシステムでは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で [IIS 構成 ] 

ビ ューの " コ ンテンツのソース パス ( ローカルまたは UNC)" 設定で指定された物理パスにある構成フ ァ イル

に個別の Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リの設定が保管されます。 し たがって、 各 

Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リは、 一意の物理パスを持ちます。 一意の物理パス

を持たなかった場合、 同じ物理パスを持つ 2 つの異なる仮想デ ィ レ ク ト リがある と き、 た と えばテス ト 環境

などで予期し ない動作に遭遇する可能性があ り ます。

たと えば、 同じ物理パスがある 2 つの仮想デ ィ レ ク ト リがあり、 デ ィ レ ク ト リの参照が片方のみで有効にさ

れている と き、 作成された 2 つ目の仮想デ ィ レ ク ト リの " デ ィ レ ク ト リの参照 " 設定は、 1 つ目の仮想デ ィ

レ ク ト リの設定をオーバーラ イ ド し ます。

• Windows Server 2003 を持つシステムでは、 IIS 6 がイ ンス ト ールされていない場合、 他の IIS デ ィ レ ク ト リ お

よびサイ ト は上記にかかわらず作成されます。 IIS 6 固有の設定はスキッ プ されます。

• IIS 5.1 for Windows XP Professional は、 一回につき 1 つの Web サイ ト のみサービス可能です。 これは IIS 5.1 の

制限による ものです。

• InstallShield はバージ ョ ン 5 およびそれ以降の IIS をサポー ト し ます。
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IIS サポー ト の実行時要件

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Express Edition では、 1 イ ンス ト ールにつき 1 つの Web サイ ト を イ ンス ト ールできま

す。

InstallShield の以下のエデ ィ シ ョ ンでは、 1 イ ンス ト ールにつき複数の Web サイ ト を作成する こ とができます。 こ

れらのエデ ィ シ ョ ンでは、 IIS アプ リ ケーシ ョ ン プールや Web サービス拡張を管理する こ と もできます :

• Premier

• Professional

さ らに InstallShield Premier Edition には、 既存の IIS Web サイ ト をチ ェ ッ ク し て Web サイ ト 、 その仮想デ ィ レ ク ト

リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 およびアプ リ ケーシ ョ ン プールの設定に関するデータ を記録する IIS スキャナーも含ま

れています。 その IIS データ を InstallShield Premier Edition の [IIS の構成 ] ビ ューにイ ンポー ト できます。 IIS デー

タ をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し てから、 必要に応じ て、 [IIS 構成 ] ビ ューを使って IIS の設定を変更できます。

InstallShield イ ンス ト ールの IIS サポー ト は、 ターゲッ ト  マシンに IIS がイ ンス ト ールされていて、 エン ド ユー

ザーが管理者権限を持つ場合のみ動作し ます。

IIS の設定を含むパッ ケージのイ ンス ト ール実行中、 InstallShield イ ンス ト ールはターゲッ ト マシンに IIS があるか

ど うかを確認し ます。 IIS がイ ンス ト ールされていない場合、 イ ンス ト ールはエン ド ユーザーにダイアログを表示

し て IIS がイ ンス ト ールされていないこ と を通知し ます。 ダイアログで、 エン ド ユーザーは [ 中止 ]、 [ 再試行 ]、 [

無視 ] のいずれかを選択する こ とができます。

• エン ド ユーザーが [ 中止 ] を選択する と、 イ ンス ト ールが終了し ます。

• エン ド ユーザーが IIS を イ ンス ト ールし てから、 [ 再試行 ] を選択し たと き、 イ ンス ト ールは IIS の存在を再確

認し、 イ ンス ト ールを続行し ます。 エン ド ユーザーが IIS を イ ンス ト ールし ていないにもかかわらず [ 再試行

] を選択し た と き、 イ ンス ト ールは IIS の存在を再確認し、 ダイアログを再度表示し ます。

• エン ド ユーザーが [ 無視 ] を選択する と、 イ ンス ト ールは続行し ますが、 IIS Web サイ ト および仮想デ ィ レ ク

ト リは構成されません。

メ モ • InstallShield では、 イ ンス ト ールを実行し ている ターゲッ ト  マシン以外のターゲッ ト  マシンでの Web サイ

ト の作成はサポー ト されていません 。

Web サーバーで CMD コ マン ドが SSI #exec デ ィ レ ク テ ィ ブに使用されるのを許可
するかど うかを指定する

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Express Edition では、 1 イ ンス ト ールにつき 1 つの Web サイ ト を イ ンス ト ールできま

す。

InstallShield の以下のエデ ィ シ ョ ンでは、 1 イ ンス ト ールにつき複数の Web サイ ト を作成する こ とができます。 こ

れらのエデ ィ シ ョ ンでは、 IIS アプ リ ケーシ ョ ン プールや Web サービス拡張を管理する こ と もできます :

• Premier
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• Professional

さ らに InstallShield Premier Edition には、 既存の IIS Web サイ ト をチ ェ ッ ク し て Web サイ ト 、 その仮想デ ィ レ ク ト

リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 およびアプ リ ケーシ ョ ン プールの設定に関するデータ を記録する IIS スキャナーも含ま

れています。 その IIS データ を InstallShield Premier Edition の [IIS の構成 ] ビ ューにイ ンポー ト できます。 IIS デー

タ をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し てから、 必要に応じ て、 [IIS 構成 ] ビ ューを使って IIS の設定を変更できます。

サーバー側イ ン クルー ド (SSI) デ ィ レ クテ ィ ブは、 コ ンテンツを Web ページに挿入するよ う に Web サーバーに指

示し ます。 #exec タ イプのデ ィ レ ク テ ィ ブによ って、 Web サーバーは Web ページにシ ェル コマン ドの出力を含め

る こ とができます。 

IIS Web サーバーを構成し て、 #exec デ ィ レ クテ ィ ブの CMD コマン ドがシ ェル コマン ドの実行に使用されるのを

防いだ り、 CMD コマン ドがこのタ イプのコマン ドの実行に使用される こ と を許可する こ とができます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\W3SVC\Parameters レジス ト リ キーの 

SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値によ って、 CMD コ マン ドが許可されているかど うかが判別されます。

InstallShield では、 イ ンス ト ール時に、 ターゲッ ト  システム上で SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値をど う構成

するかを指定する こ とができます。 イ ンス ト ールで SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を変更し ない場合、 その

よ う に指定する こ と もできます。

セキュ リ テ ィ に関する懸念によ り、 デフ ォル ト の SSIEnableCmdDirective 値は FALSE (0) になっています。 FALSE 

(0) 値によ り、 エン ド ユーザーによ って承認されていないサーバー側での実行可能フ ァ イルの実行を防ぐ こ とがで

きます。

タ スク : Web サーバーで CMD コマン ドが SSI #exec デ ィ レ クテ ィ ブに使用されるのを許可するかど うかを指定するには、

以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 中央のペイ ンで、 [Web サイ ト ] エクスプローラーを ク リ ッ ク し ます。 右側のペイ ンにシ ョ ー ト カ ッ ト の設定

が表示されます。

3. "SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値 " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

• 無視する — ターゲッ ト  システム上の SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を変更し ません。 デフ ォル ト

では、 これが設定されています。

• FALSE (0)— ターゲッ ト  システム上の SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を 0 に設定し ます。 これによ

り、 サーバー側イ ン クルー ドの #exec CMD デ ィ レ ク テ ィ ブがシ ェル コ マン ドの実行に使用されるを防ぐ

こ とができます。 この値を選択する と、 IIS Web サーバーに #exec CMD デ ィ レ ク テ ィ ブに依存するアプ リ

ケーシ ョ ンが存在し た場合、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の Web サイ ト および仮想デ ィ レ ク ト リがイ ンス

ト ールされたあと、 これらのアプ リ ケーシ ョ ンが誤作動を起こす可能性があり ます。

• TRUE (1)— ターゲッ ト  システム上の SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を 1 に設定し ます。 これによ

り、 サーバー側イ ン クルー ドの #exec CMD デ ィ レ ク テ ィ ブがシ ェル コ マン ドの実行で使用できるよ う に

な り ます。

FALSE または TRUE オプシ ョ ンを選択する と、 値 (FALSE の場合 0、 TRUE の場合 1) が INSTALLSHIELD_SSI_PROP 

プロパテ ィ に格納されます。
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イ ンス ト ール内にある Web サイ ト または仮想デ ィ レ ク ト リがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされて、

"SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値 " 設定で FALSE または TRUE オプシ ョ ンが選択されている場合、

SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値がターゲッ ト  システムで更新されます。

メ モ • 製品のイ ンス ト ール中に SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値が変更された場合でも、 ターゲッ ト  システム

から製品がアン イ ンス ト ールされる と きに、 SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値が変更される こ とはあ り ません。

Web サイ ト の作成と アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リの追加

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Express Edition では、 1 イ ンス ト ールにつき 1 つの Web サイ ト を イ ンス ト ールできま

す。

InstallShield の以下のエデ ィ シ ョ ンでは、 1 イ ンス ト ールにつき複数の Web サイ ト を作成する こ とができます。 こ

れらのエデ ィ シ ョ ンでは、 IIS アプ リ ケーシ ョ ン プールや Web サービス拡張を管理する こ と もできます :

• Premier

• Professional

さ らに InstallShield Premier Edition には、 既存の IIS Web サイ ト をチ ェ ッ ク し て Web サイ ト 、 その仮想デ ィ レ ク ト

リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 およびアプ リ ケーシ ョ ン プールの設定に関するデータ を記録する IIS スキャナーも含ま

れています。 その IIS データ を InstallShield Premier Edition の [IIS の構成 ] ビ ューにイ ンポー ト できます。 IIS デー

タ をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し てから、 必要に応じ て、 [IIS 構成 ] ビ ューを使って IIS の設定を変更できます。

InstallShield の [IIS 構成 ] ビ ューで、 プロジ ェ ク ト に IIS Web サイ ト を追加し ます。 このビ ューではまた、 Web サイ

ト にアプ リ ケーシ ョ ンおよび仮想デ ィ レ ク ト リ を追加する こ と もできます。

タ スク : 実行時にターゲッ ト  システム上で Web サイ ト を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し て、 [Web サイ ト の追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が新

しい Web サイ ト を追加し ます。

3. 設定を構成する Web サイ ト を選択し ます。

ヒ ン ト • InstallShield では、 プロジ ェ ク ト で Web サイ ト の TCP ポー ト とサイ ト 番号を指定できます。 これらの設定

は、 実行時に新しい Web サイ ト が作成されるか、 既存の Web サイ ト が更新されるのかを判断するのに役立ちま

す。 詳細については、 「TCP ポー ト 番号とサイ ト 番号の構成」 を参照し て く だ さい。
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タ スク : 実行時にターゲッ ト  システム上でアプ リ ケーシ ョ ンを作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 アプ リ ケーシ ョ ンを含める Web サイ ト を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しいアプ

リ ケーシ ョ ン ]  を ク リ ッ ク し ます。 新しい リ リースが追加されます。

3. 設定を構成するアプ リ ケーシ ョ ンを選択し ます。

タ スク : 実行時にターゲッ ト  システム上で仮想デ ィ レ ク ト リ を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 ア仮想デ ィ レ ク ト リ を含める Web サイ ト を右ク リ ッ ク し て、 [ 新しい仮

想デ ィ レ ク ト リ ]  を ク リ ッ ク し ます。 新しい仮想デ ィ レ ク ト リが追加されます。

3. 設定を構成する仮想デ ィ レ ク ト リ を選択し ます。

ヒ ン ト • Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リ を機能に関連付ける方法については、 「IIS サ

ポー ト の機能の関連付け」 を参照し て く だ さい。

ネス ト 仮想デ ィ レ ク ト リの作成

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Express Edition では、 1 イ ンス ト ールにつき 1 つの Web サイ ト を イ ンス ト ールできま

す。

InstallShield の以下のエデ ィ シ ョ ンでは、 1 イ ンス ト ールにつき複数の Web サイ ト を作成する こ とができます。 こ

れらのエデ ィ シ ョ ンでは、 IIS アプ リ ケーシ ョ ン プールや Web サービス拡張を管理する こ と もできます :

• Premier

• Professional

さ らに InstallShield Premier Edition には、 既存の IIS Web サイ ト をチ ェ ッ ク し て Web サイ ト 、 その仮想デ ィ レ ク ト

リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 およびアプ リ ケーシ ョ ン プールの設定に関するデータ を記録する IIS スキャナーも含ま

れています。 その IIS データ を InstallShield Premier Edition の [IIS の構成 ] ビ ューにイ ンポー ト できます。 IIS デー

タ をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し てから、 必要に応じ て、 [IIS 構成 ] ビ ューを使って IIS の設定を変更できます。

既存の仮想デ ィ レ ク ト リの下に、 仮想サブデ ィ レ ク ト リ を作成する こ とができます。

また、 イ ンス ト ールの一部と し てイ ンス ト ールされる仮想デ ィ レ ク ト リの下にも仮想サブデ ィ レ ク ト リ を作成す

る こ とができます。 親仮想デ ィ レ ク ト リは、 仮想サブデ ィ レ ク ト リの前にイ ンス ト ールされる必要があり ます。
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タ スク : 既存の仮想デ ィ レ ク ト リの下に仮想デ ィ レ ク ト リ を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 ネス ト 仮想デ ィ レ ク ト リ を含める Web サイ ト を選択し ます。

3. 新しい Web サイ ト を右ク リ ッ ク し て [ 新しい仮想デ ィ レ ク ト リ ] を選択し ます。 新しい仮想デ ィ レ ク ト リが

追加されます。

4. [ 全般 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. " 名前 " 設定で、 既存のデ ィ レ ク ト リ名と、 作成するネス ト 仮想サブデ ィ レ ク ト リの名前を指定し ます。 2 つ

の名前はスラ ッ シュで区切り ます。

たと えば、 VirtualDirectory とい う名前の既存の仮想デ ィ レ ク ト リの下に MySubDirectory とい う名前の仮想

デ ィ レ ク ト リ を作成する場合、 次のよ う に入力し ます :

VirtualDirectory/MySubDirectory

メ モ • 親デ ィ レ ク ト リがターゲッ ト  システムに既に存在し ない場合、 エン ド ユーザーが IIS マネージャーでその

デ ィ レ ク ト リ を開いた と き、 ターゲッ ト  システムでエラーが表示されます。

TCP ポー ト 番号とサイ ト 番号の構成

InstallShield では、 プロジ ェ ク ト で Web サイ ト の TCP ポー ト とサイ ト 番号を指定できます。 これらの設定は、 実

行時に新しい Web サイ ト が作成されるか、 既存の Web サイ ト が更新されるのかを判断するのに役立ちます。 これ

らはまた、 [ イ ン ターネ ッ ト  イ ン フ ォー メ ーシ ョ ン サービス ] ビ ューで構成された Web サイ ト の設定が、 ター

ゲッ ト  システムの Web サイ ト に適用されるかど うかにも影響し ます。

タ スク : We ｂ  サイ ト に TCP ポー ト 番号とサイ ト 番号を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 構成する Web サイ ト を選択し ます。

3. [Web サイ ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [TCP ポー ト ] ボ ッ クス と [ サイ ト 番号 ] ボ ッ クスで、 適切な番号を入力し ます。
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実行時の動作

実行時に、 We ｂ  サイ ト がターゲッ ト  システムに存在し ない場合、 イ ンス ト ールはそれを次の規則に従って作成し

ます。

テーブル 4-1 • 各種サンプル "TCP ポー ト 番号  " および " サイ ト 番号 " 設定値の実行時の結果

InstallShield の "TCP ポー
ト 番号 " 設定

InstallShield の " サイ ト 番
号 " 設定 実行時の結果

0 ゼロ以外の値 "TCP ポー ト 番号 " 設定が 0 で、 " サイ ト 番号 " 設定

が 0 以外のと き、 イ ンス ト ールは Web サイ ト のアプ

リ ケーシ ョ ンおよび仮想デ ィ レ ク ト リ をシステムの最

初のサイ ト 番号にイ ンス ト ールし ます。 指定されたサ

イ ト 番号は無視されます。

た と えば、 ターゲッ ト  システム上の最初のサイ ト 番

号が 1 のと き、 " サイ ト 番号 " 設定に異なるゼロ以外

の番号 ( た と えば、 3) が指定された場合でも、 イ ンス

ト ールは Web サイ ト のアプ リ ケーシ ョ ン と仮想デ ィ

レ ク ト リ をサイ ト 番号 1 にイ ンス ト ールし ます。

イ ンス ト ールは、 [IIS 構成 ] ビ ューで構成された Web 

サイ ト 設定を、 ターゲッ ト  システム上の Web サイ ト

に一切適用し ません。

80 ( ゼロ以外の値 ) 0 ( デフ ォル ト 値 ) 指定された TCP ポー ト がターゲッ ト  システムに存在

する と き、 イ ンス ト ールは TCP ポー ト で実行中の 

Web サイ ト  ( この例では、 ポー ト  80) にアプ リ ケー

シ ョ ン と仮想デ ィ レ ク ト リ を イ ンス ト ールし ます。 イ

ンス ト ールは、 [IIS 構成 ] ビ ューで構成された Web サ

イ ト 設定を、 ターゲッ ト  システム上の Web サイ ト に

一切適用し ません。

TCP ポー ト がターゲッ ト  システムに存在し ない場合、

プロジ ェ ク ト で構成された Web サイ ト の設定を使っ

て新しい Web サイ ト が作成されます。 またイ ンス

ト ールは、 Web サイ ト のアプ リ ケーシ ョ ン と仮想デ ィ

レ ク ト リ を イ ンス ト ールし ます。
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Web サイ ト の IIS ホス ト  ヘ ッ ダー名を指定する

InstallShield では、 ホス ト  ヘ ッ ダー名を指定し て、 イ ンス ト ール中にイ ンス ト ールされる IIS Web サイ ト を識別す

る こ とができます。 ホス ト  ヘ ッ ダー ( ド メ イ ン名と も呼ばれます ) を利用し て、 複数の Web サイ ト を Web サー

バー上の IP ア ド レスに割り当てる こ とができます。

タ スク : Web サイ ト のホス ト  ヘ ッ ダー名を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 ホス ト  ヘ ッ ダー名を指定する Web サイ ト を選択し ます。

3. [Web サイ ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " ホス ト  ヘ ッ ダー名 " 設定で、 使用するホス ト  ヘ ッ ダー名を入力し ます。 例 :

www.mycompany.com

81 ( ゼロ以外の値 ) 3 ( ゼロ以外の値 ) 指定された TCP ポー ト およびサイ ト 番号がターゲッ

ト  システムに存在する と き、 イ ンス ト ールは TCP 

ポー ト で実行中の Web サイ ト  ( この例では、 ポー ト  

3) にアプ リ ケーシ ョ ン と仮想デ ィ レ ク ト リ を イ ンス

ト ールし ます。 イ ンス ト ールは、 [IIS 構成 ] ビ ューで

構成された Web サイ ト 設定を、 ターゲッ ト  システム

上の Web サイ ト に一切適用し ません。

TCP ポー ト がターゲッ ト  システムに存在するが、 サ

イ ト 番号が存在し ない場合、 イ ンス ト ールは新しい 

Web サイ ト およびそのアプ リ ケーシ ョ ン と仮想デ ィ レ

ク ト リ を、 既存のポー ト に新しいサイ ト 番号を使って

イ ンス ト ールし ます。 またイ ンス ト ールは、 [IIS 構成

] ビ ューで設定された Web サイ ト のプロパテ ィ を構成

し ます。

TCP ポー ト がターゲッ ト  システムに存在し ないが、

サイ ト 番号が存在する場合、 イ ンス ト ールは新しい 

Web サイ ト およびそのアプ リ ケーシ ョ ン と仮想デ ィ レ

ク ト リ を この TCP ポー ト にイ ンス ト ールし ます。 ま

たイ ンス ト ールは、 [IIS 構成 ] ビ ューで設定された 

Web サイ ト のプロパテ ィ を構成し ます。

テーブル 4-1 • 各種サンプル "TCP ポー ト 番号  " および " サイ ト 番号 " 設定値の実行時の結果 ( 続き )

InstallShield の "TCP ポー
ト 番号 " 設定

InstallShield の " サイ ト 番
号 " 設定 実行時の結果
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Web サイ ト の SSL 証明書を指定する

サーバー証明書を利用し て、 ユーザーは Web サーバーの認証および Web コ ンテンツの有効性の確認を行う こ とが

できる と共に、 セキュ リ テ ィ で保護された接続を確立する こ とができます。 では、 実行時にイ ンス ト ールできる

よ う に、 イ ンス ト ールに Web サイ ト のサーバー証明書を含める こ とができます。

タ スク : Web サイ ト にイ ンス ト ールする SSL 証明書を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 SSL 証明書を指定する Web サイ ト を選択し ます。

3. "SSL 証明書 " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. イ ンス ト ールするセキュ リ テ ィ 証明書フ ァ イル (.cer または .pfx) を選択し て、 [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

5. 証明書にパスワー ドが必要な場合、 "SSL 証明書パスワー ド " 設定でパスワー ド を指定し ます。

.cer フ ァ イルが Binary テーブルに格納されます。 実行時、 イ ンス ト ールで Web サイ ト と仮想デ ィ レ ク ト リがイ ン

ス ト ールされる と き、 SSL 証明書も イ ンス ト ールされます。

フ ァ イルを IIS 仮想デ ィ レ ク ト リ に追加する

タ スク : フ ァ イルを IIS 仮想デ ィ レ ク ト リ に追加する :

1. IIS Web サイ ト をプロジ ェ ク ト に追加し ていない場合は、 それを行います。 InstallShield が自動的に定義済みの

パス [IISROOTFOLDER] を [ フ ァ イル ] ビ ューへ追加し ます。

2. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 機能 ] リ ス ト で、 フ ァ イルに関連付ける機能を選択し ます。

4. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 フ ァ イルを [IISROOTFOLDER] フ ォルダー、 また

は [IISROOTFOLDER] フ ォルダーのサブ フ ォルダーに追加し ます。

5. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

6. 新しい仮想デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

7. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 作成し た仮想デ ィ レ ク ト リ を ク リ ッ ク し ます。

8. " コ ンテンツ ソース パス ( ローカルまたは UNC)" 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。[ デ ィ レ ク ト

リの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 デフ ォル ト では、 これらのフ ァ イルは IISROOTFOLDER に格納

されています。

9. [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューで追加し た新しいフ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ と同じ ターゲッ ト  デ ィ レ ク ト

リ を入力し ます。

10. [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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イ ンス ト ール時、 フ ァ イルはターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ フ ォルダーへコ ピーされます。 さ らに IIS が存在する場合、

ターゲッ ト  システム上のフ ォルダーに仮想デ ィ レ ク ト リが構成されます。

[IIS 構成 ] ビ ューからアプ リ ケーシ ョ ン と仮想デ ィ レ ク ト リ を削除する

タ スク : アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ を イ ンス ト ールから削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 仮想デ ィ レ ク ト リ を右ク リ ッ ク し てから [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

IIS サポー ト の機能の関連付け

InstallShield では、 プロジ ェ ク ト で、 機能に Web サイ ト を関連付ける こ とができます。 その機能がイ ンス ト ールさ

れる と き、 Web サイ ト と そのアプ リ ケーシ ョ ンおよび仮想デ ィ レ ク ト リのすべてがイ ンス ト ールされます。 選択

された機能がイ ンス ト ールされない場合、 Web サイ ト と そのアプ リ ケーシ ョ ンおよび仮想デ ィ レ ク ト リはイ ンス

ト ールされません。

タ スク : プロジ ェ ク ト で、 機能に Web サイ ト を関連付けるには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで、 機能に関連付ける Web サイ ト を ク リ ッ ク し ます。

3. " 機能 " 設定で、 選択し た IIS データ を含める既存の機能の名前を選択し ます。

ヒ ン ト • プロジ ェ ク ト から機能を削除し た場合、 機能に関連付けられている Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 お

よび仮想デ ィ レ ク ト リ も プロジ ェ ク ト から削除されます。

Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リのアン イ ンス ト ール

イ ンス ト ールによ って作成された Web サイ ト は、 次の条件の両方が True と ならない限り、 削除されません。

• Web サイ ト にアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リが含まれていない。

• [IIS 構成 ] ビ ューにある Web サイ ト の " アンイ ンス ト ール時に削除する " 設定の値が [ はい ] である。

機能がアン イ ンス ト ールされる と、 その Web サイ ト 、 IIS アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リ もアン イ ン

ス ト ールされます。
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Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンの ASP.NET バージ ョ ンを設定する

InstallShield では、 イ ンス ト ールにある Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンの ASP.NET バージ ョ ンを設定する こ

とができます。 ASP.NET バージ ョ ンを指定する と、 Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンが作成された後、

ASP.NET IIS の Registration Tool (Aspnet_regiis.exe) がイ ンス ト ールで実行され、 Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ン

を指定し たバージ ョ ンにマ ッ ピングし ます。

Web サイ ト に ASP.NET バージ ョ ンを指定する と、 IIS はその値を実行時に作成された Web サイ ト およびすべての

そのアプ リ ケーシ ョ ンに使用し ます。

重要 • マイ ク ロ ソ フ ト 社は、 Aspnet_regiis.exe ツールの機能に制限があるため、 Windows Vista または Windows Server 

2008 以降のシステムでの使用を推奨し ていません。 結果と し て、 場合によ り、 アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピングを 

[IIS 構成 ] ビ ューで手動で定義する必要があり ます。 詳細については、 「Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または

仮想デ ィ レ ク ト リのアプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピングを定義する」 を参照し て く だ さい。

ASP.NET 3.0 には Aspnet_regiis.exe ツールは含まれていません。 し たがって、 ASP.NET バージ ョ ンを バージ ョ ン 3 

の ASP.NET に設定できません。

タ スク : プロジ ェ ク ト で Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンの ASP.NET バージ ョ ンを指定するには、 以下の手順に従いま

す :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 ASP.NET バージ ョ ンを指定する Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンを選

択し ます。 Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンの設定が右側に表示されます。

3. "ASP .NET バージ ョ ン " 設定で、 アプ リ ケーシ ョ ンに必要な .NET Framework のバージ ョ ン番号を完全な形で

入力するか、 一覧から選択し ます。

たと えば、 バージ ョ ン 2 の ASP.NET を指定する場合、 2.0.50727 と入力し ます。 バージ ョ ン 1.1 の ASP.NET を

指定するには、 1.1.4322 と入力し ます。

Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リのアプ リ ケーシ ョ ンの
マ ッ ピングを定義する

InstallShield では、 フ ァ イル名拡張子と これらのフ ァ イルを処理するアプ リ ケーシ ョ ン間のマ ッ ピングを定義する

こ とができます。

タ スク : アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピングの追加 / 編集 / 削除を行う には、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 構成する Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リ を選

択し ます。
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3. " アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピング " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ アプ リ ケーシ ョ ンの

マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

4. 以下のいずれかを実行し ます。

a. 新しいマ ッ ピングを追加するには、 [ 追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ アプ リ ケーシ ョ ン拡張子マ ッ ピ

ング ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 詳細については、 「[ アプ リ ケーシ ョ ン拡張子マ ッ ピング ] ダイ

アログ ボ ッ クス」 を参照し て く ださい。

b. 既存のマ ッ ピングを変更するには、 編集するマ ッ ピングを選択し て、 [ 編集 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

c. 既存のマ ッ ピングを削除するには、 それを選択し て、 [ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Web サイ ト または仮想デ ィ レ ク ト リのタ イムアウ ト のパラ メ ーターを指定する

InstallShieldWeb サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リのタ イムアウ ト のパラ メ ーターを指定する

タ スク : タ イムアウ ト のパラ メ ーターを指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 構成する Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リ を選

択し ます。

3. " アプ リ ケーシ ョ ンの設定 " 領域で、 [ 構成 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピング ] ダ

イアログ ボ ッ クスが開きます。

4. " セ ッ シ ョ ン タ イムアウ ト ( 分 )" と "ASP スク リ プ ト  タ イムアウ ト ( 秒 )" 設定で、 適切な タ イムアウ ト 値を

指定し ます。

追加の IIS 仮想デ ィ レ ク ト リのプロパテ ィ を設定する

[IIS 構成 ] ビ ュー内の [Web サイ ト ] エクスプローラーにある仮想デ ィ レ ク ト リ を選択し た と きに表示される タ ブ

には、 IIS 仮想デ ィ レ ク ト リの最も一般的な設定項目が含まれています。 これらのタ ブに含まれていない、 その他

の IIS 仮想デ ィ レ ク ト リ設定を行う こ と もできます。

タ スク : [IIS 構成 ] ビ ューに表示されていない設定を構成するには、 以下の手順に従います :

1. VBScript によ って遅延される カス タム アクシ ョ ンを作成し ます。

2. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ カス タム アクシ ョ ン ] を ク リ ッ

ク し ます。

3. カス タム アクシ ョ ンを [ イ ンス ト ール中のカス タム アクシ ョ ン ] エクスプローラーにある [ セ ッ ト ア ッ プが

正常に完了し た後 ] ダイアログに追加し ます。

4. ADSI オブジ ェ ク ト  モデルを利用し て設定を行います。
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ADSI オブジ ェ ク ト  モデルを使った IIS 仮想デ ィ レ ク ト リ の設定方法については MSDN の文書を参照し て く だ さ

い。

Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リのカス タム エラー 
メ ッ セージを定義する

エン ド ユーザーが Web サイ ト に接続し よ う と し て、 HTTP (Hypertext Transfer Protocol) エラーが発生し た場合、 エ

ン ド ユーザーのブ ラウザーはエラーを説明するデフ ォル ト のメ ッ セージを表示し ます。 HTTP エラー コー ド を

フ ァ イルまたは URL (Uniform Resource Locato ｒ ) へマ ッ ピングする こ と で、 イ ンス ト ールが IIS を構成し て、 デ

フ ォル ト のエラー メ ッ セージの代わり にカス タム エラー メ ッ セージを表示するよ う設定する こ とができます。

タ スク : Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リのカス タムエラー メ ッ セージを構成するには、 以下の

手順を実行し ます。

1. カス タムエラー メ ッ セージを含むフ ァ イルを作成し、 イ ンス ト ールに追加し ます。

2. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. HTTP エラー メ ッ セージを カス タ マイズする Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リ を選

択し ます。 Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リの設定が、 右側に表示されます。

4. " カス タム エラー " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ カス タム エラー ] ダイアログ ボ ッ ク

スが開きます。

5. 変更する HTTP エラーコー ド を選択し、 [ プロパテ ィ の編集 ]  ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 新しいプロパテ ィ

の追加 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

6. フ ァ イルへエラーコー ド をマ ッ プするには、 以下の手順を実行し ます。

a. [ メ ッ セージの種類 ] リ ス ト から [ フ ァ イル ] を選択し ます。

b. [ フ ァ イル ] ボ ッ クスで、 イ ンス ト ール内のカス タム エラー メ ッ セージをポイ ン ト するパスおよびフ ァ

イル名を入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを押し てフ ァ イルを指定し ます。

URL へエラー コー ド をマ ッ プするには、 以下の手順を実行し ます。

a. [ メ ッ セージの種類 ] 一覧から URL を選択し ます。

b. URL ボ ッ クスで、 カス タム エラー メ ッ セージへの URL を入力し ます。

ターゲ ッ ト  マシン上で Web サービスを配布する

ターゲッ ト  システムへ Web サービスを配布するには、 Web サービス専用のフ ァ イルを特定の場所にコ ピーし、 そ

のフ ォルダーに仮想デ ィ レ ク ト リ名を割り当てる必要があ り ます。 これによ り、 HTTP を通し て Web サービスにア

クセスできるよ う にな り ます。

ヒ ン ト • 仮想デ ィ レ ク ト リ をプロジ ェ ク ト に追加する方法については、 「Web サイ ト の作成と アプ リ ケーシ ョ ンま

たは仮想デ ィ レ ク ト リの追加」 をご覧 く だ さい。
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タ スク : ターゲッ ト マシンへ Web サービスを配布するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 機能 ] リ ス ト で、 Web サービスに関連付ける機能を選択し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 ターゲ ッ ト  システムにフ ァ イルを イ ンス ト ールす

るためのフ ォルダー ( ターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ ) を選択し ます。 そのフ ォルダーにフ ァ イルを追加し ます。

このフ ォルダーを [IISROOTFOLDER] とい う フ ォルダーで作成し た新しいフ ォルダーにする こ と もできます。

4. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [IIS 構成 ] を ク リ ッ ク し ます。

5. [Web サイ ト ] エクスプローラーで、 Web サイ ト に関連付けられている仮想デ ィ レ ク ト リ を選択し ます。

6. " コ ンテンツ ソース パス ( ローカルまたは UNC)" 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。[ デ ィ レ ク ト

リの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューで追加し た新しいフ ァ イルを含

むデ ィ レ ク ト リ と同じ ターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ を入力し ます。

イ ンス ト ール時、 フ ァ イルはターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ フ ォルダーへコ ピーされます。 さ らに IIS が存在する場合、

ターゲッ ト  システム上のフ ォルダーに仮想デ ィ レ ク ト リが構成されます。

カス タム アクシ ョ ンを使って IIS 機能を抑制する

カス タム アクシ ョ ンを使って IIS を停止する と、 イ ンス ト ールで IIS がロ ッ ク し たフ ァ イルを上書きできます。 最

新版の IIS を使用し ている場合、 次の VBScript を実行し て Web サイ ト をアンロー ド し、 .dll フ ァ イルを イ ンス ト ー

ルする こ とができます。 これによ って、 IIS を再開させる必要が無 く な り、 実行中の Web サイ ト すべてを ド ロ ッ プ

する こ と もあ り ません。

例 :

Dim DirObjSet DirObj = GetObject("IIS://LocalHost/W3SVC/1/Root/")DirObj.AppUnloadset dirObj = nothing"

IISROOTFOLDER サポー ト の追加

IISROOTFOLDER は、 ターゲッ ト  システム上にある Web サーバーのルー ト  デ ィ レ ク ト リ を判断するのに利用され

る InstallShield デ ィ レ ク ト リ変数です。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で IIS 機能を使用し ていて、 Web サイ ト が既に

追加されている場合 IISROOTFOLDER は自動的に追加されます。

メ モ • [ フ ァ イル ] ビ ューの IISROOTFOLDER デ ィ レ ク ト リ に追加し たフ ァ イルはすべて、 ターゲッ ト  マシンの 

Web サーバーのルー ト  デ ィ レ ク ト リ にイ ンス ト ールされます。 IIS がターゲッ ト マシン上に存在し ない場合、 フ ァ

イルはルー ト フ ォルダーへコ ピーされます。
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IIS_WEBSITE_NAME プロパテ ィ

IIS_WEBSITE_NAME プロパテ ィ は現在使用されていません。 これらのプロパテ ィ が以前のプロジ ェ ク ト  バージ ョ ン

から存在し ている場合、 ア ッ プグレーダはこれら を自動的に処理し ます。 ア ッ プグレーダは Web サイ ト を作成し

て、 サイ ト 番号フ ィ ールド を [IIS_WEBSITE_NAME] に設定し ます。 新しい Web サイ ト には、 任意のプロパテ ィ また

はハー ド コー ド化された番号を使用できます｡

IIS_PORT_NUMBER プロパテ ィ

IIS_PORT_NUMBER プロパテ ィ は現在使用されていません。 これらのプロパテ ィ が以前のプロジ ェ ク ト  バージ ョ ン

から存在し ている場合、 ア ッ プグレーダはこれら を自動的に処理し ます。 ア ッ プグレーダは Web サイ ト を作成し

て、 ポー ト 番号フ ィ ールド を [IIS_PORT_NUMBER] に設定し ます。 新しい Web サイ ト を作成する と、 任意のプロパ

テ ィ またはハー ド コー ド化された番号を使用できます｡
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エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
ヘルプ ラ イブ ラ リのこのセクシ ョ ンでは、 エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスの様々な要素を定義する こ とができ

る、 InstallShield のい く つかの機能について説明されています。 イ ンス ト ール中に表示されるダイアログと ビル

ボー ドからテキス ト まですべてが網羅されています。

ダイアログの使い方

イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスは様々な意味で重要ですが、 特に、 エン ド ユーザーの入力や設定が通

常ユーザー イ ン ターフ ェ イスを通じ て処理される とい う点で非常に重要です。 ユーザー イ ン ターフ ェ イスで目的

の画面を表示する こ とが困難だった り、 理解しに く いと、 ユーザーは製品を イ ンス ト ールする際、 問題を抱える

こ とにな り ます。 イ ンス ト ールの作成手順や、 エン ド ユーザーの操作を簡素化するために、 InstallShield ではい く

つかの定義済みダイアログの利用が可能です。

使用できるダイアログは提供されている ものに限られていますが、 それらの多 く はカス タ マイズでき、 必要な外

観や機能性を持たせる こ とができます。 た と えば、 ダイアログそれぞれの上部にカス タ マイズし たイ メ ージを追

加できるので、 会社のロゴを使用し て強い印象を与える こ とができます。

イ ンス ト ールにダイアログを追加する

タ スク : ダイアログを イ ンス ト ールに追加するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 追加するダイアログのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

ダイアログのテーマ

プロジ ェ ク ト • ダイアログ テーマは Express プロジ ェ ク ト で使用できます。

ダイアログ テーマは、 エン ド ユーザー ダイアログに統一感のとれた個性的な印象を与える こ とができる、 あらか

じめ定義されている 1 セ ッ ト のイ メ ージです。

[ ダイアログ ] ビ ューの " グローバル ダイアログ テーマ " 設定で選択し たテーマ オプシ ョ ンを変更し て、 プロ

ジ ェ ク ト に提供されているテーマから任意のテーマを選択し、 プロジ ェ ク ト で使用されているすべての内部およ

び外部ダイアログ (Setup.exe 初期化ダイアログを含む ) に適用する こ とができます。

メ モ • InstallShield では現在、 独自のダイアログ テーマを作成する こ とはできませんが、 2 つのテーマが用意され

ています。 詳細については、 「ダイアログのテーマ」 を参照し て く だ さい。
InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド ISE-2100-UG00 275



第 4 章 : 

エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスを定義する
ダイアログ テーマの選択または変更

プロジ ェ ク ト • ダイアログ テーマは Express プロジ ェ ク ト で使用できます。

ダイアログ テーマを使用し て、 イ ンス ト ールのエン ド ユーザー ダイアログの外観を変更する こ とができます。 1 

つのプロジ ェ ク ト につき、 1 つのテーマを選択する こ とができます。

タ スク : プロジ ェ ク ト に使用されているダイアログ テーマを変更するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーを ク リ ッ ク し ます。 グローバル ダイアログの設定が、 右のペイ ンに表示され

ます。

3. " グローバル ダイアログ テーマ " 設定で、 使用するテーマを選択し ます。

選択されたテーマが、 プロジ ェ ク ト のダイアログに適用されます。

ダイアログのテーマ

プロジ ェ ク ト • InstallShield の Premier および Professional Edition では、 Express Edition で提供されていない機能が

提供されています。

InstallShield には 2 つの異なるテーマが含まれています。

• Classic テーマ

• InstallShield Blue テーマ

これらのテーマのサンプルは、 「エン ド ユーザー ダイアログ」 セクシ ョ ンをご覧 く ださい。

ダイアログのビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ

各エン ド ユーザー ダイアログには、 以下で説明されている イ メ ージの １  つが含まれています。

スプ ラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ

スプラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージは、 [ スプ ラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ ] ダイアログで表示されます。 このイ メ ー

ジは、 465 ピ クセル ( 幅 ) x 281 ピ クセル ( 高さ ) の .bmp または .jpg フ ァ イルでなければな り ません。

次のサンプル ダイアログ (Classic テーマ と InstallShield Blue テーマ ) では、 デフ ォル ト のスプ ラ ッ シュ ビ ッ ト

マ ッ プ フ ァ イルが表示されています。 デフ ォル ト のイ メ ージは、 独自のイ メ ージ フ ァ イルで置き換える こ とがで

きます。
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図 4-1: Classic テーマの [ スプ ラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ ] ダイアログ

図 4-2: InstallShield Blue テーマの [ スプ ラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ ] ダイアログ

ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ

ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージは、 [ イ ンス ト ール - よ う こそ ] ダイアログと [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログのバッ ク

グラウン ド で表示されます。 このイ メ ージは、 499 ピ クセル ( 幅 ) x 312 ピ クセル ( 高さ ) の .bmp または .jpg フ ァ

イルでなければな り ません。

各ダイアログのビ ッ ト マ ッ プのイ メ ージを変更し た り、 ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージを含むすべてのダイアログで使用

するグローバル ダイアログ イ メ ージを指定し た りする こ とができます。
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次のサンプル ダイアログ (Classic テーマ と InstallShield Blue テーマ ) では、 デフ ォル ト のビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ

が表示されています。 イ メ ージは 2 列に分かれていて、 テキス ト の背後に白色の背景が含まれています。

図 4-3: Classic テーマの [ イ ンス ト ール - よ う こそ ] ダイアログ

図 4-4: InstallShield Blue テーマの [ イ ンス ト ール - よ う こそ ] ダイアログ

バナー ビ ッ ト マ ッ プ

バナー ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージは、 い く つかのダイアログで タ イ ト ル バーのすぐ下に表示されます ( ［使用許諾契

約 ]、 [Readme]、 [ ユーザー情報 ]、 [ イ ンス ト ール先のフ ォルダー ]、 [ データベース フ ォルダー ]、 [ セ ッ ト ア ッ

プの種類 ]、 ［カス タム セ ッ ト ア ッ プ ]、 [ イ ンス ト ールの準備完了 ]、 [ セ ッ ト ア ッ プ進行状況 ])。 このイ メ ージ

は、 499 ピ クセル ( 幅 ) x 58 ピ クセル ( 高さ ) の .bmp または .jpg フ ァ イルでなければな り ません。
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各ダイアログのバナー ビ ッ ト マ ッ プのイ メ ージを変更し た り、 バナー ビ ッ ト マ ッ プを含むすべてのダイアログで

使用するグローバル ダイアログ バナーを指定し た りする こ とができます。

次のサンプル ダイアログ (Classic テーマ と InstallShield Blue テーマ ) では、 バナー ビ ッ ト マ ッ プが表示されてい

ます。 イ メ ージは、 ダイアログのタ イ ト ル領域の右端にある画像です。

図 4-5: Classic テーマの [ 使用許諾契約書 ] ダイアログ

図 4-6: InstallShield Blue テーマの [ 使用許諾契約書 ] ダイアログ
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[ スプ ラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ ] ダイアログのスプ ラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プを変更する

タ スク : [ スプラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ ] ダイアログのスプラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プを変更するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ スプ ラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ ] を ク リ ッ ク し ます。

3. " スプ ラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ " 設定で、 ダイアログのイ メ ージ と し て使用する .bmp または .jpg フ ァ イルへの

パスを入力し ます。 また、 省略記号 (...) ボタ ンを使用し てフ ァ イルを参照する こ と もできます。 イ メ ージは、

465 ( 幅 ) x 281 ( 高さ ) ピ クセルである必要があ り ます。

エン ド ユーザー ダイアログのビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージを変更する

タ スク : エン ド ユーザー ダイアログのビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージを変更するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 ビ ッ ト マ ッ プを変更するダイアログを ク リ ッ ク し ます。

3. " ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ " 設定で、 ダイアログのイ メ ージ と し て使用する .bmp または .jpg フ ァ イルへのパス

を入力し ます。 また、 省略記号 (...) ボタ ンを使用し てフ ァ イルを参照する こ と もできます。 イ メ ージは、 499 

( 幅 ) x 312 ( 高さ ) ピ クセルである必要があり ます。

重要 • また、" グローバル ダイアログ イ メ ージ " プロパテ ィ  ([ ダイアログ ] ビ ューにある [ ダイアログ ] エクスプ

ローラーを ク リ ッ ク し た と き開きます ) を構成する こ と で、 すべてのエン ド ユーザー ダイアログに共通するビ ッ

ト マ ッ プ イ メ ージを構成する こ と もできます。 特定のダイアログに関し て " ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ " 設定の値を

変更し た後に、 " グローバル ダイアログ イ メ ージ " 設定の値を変更する と、 " ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ " 設定の値

は " グローバル ダイアログ イ メ ージ " 設定の値で上書き されます。

エン ド ユーザー ダイアログのバナー ビ ッ ト マ ッ プを変更する

タ スク : エン ド ユーザー ダイアログのバナー ビ ッ ト マ ッ プを変更するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 ビ ッ ト マ ッ プを変更するダイアログを ク リ ッ ク し ます。

3. " バナー ビ ッ ト マ ッ プ " 設定で、 ダイアログのイ メ ージ と し て使用する .bmp または .jpg フ ァ イルへのパスを

入力し ます。 また、 省略記号 (...) ボタ ンを使用し てフ ァ イルを参照する こ と もできます。 イ メ ージは、 499 (

幅 ) x 58 ( 高さ ) ピ クセルである必要があり ます。
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重要 • また、 " グローバル ダイアログ バナー " 設定 ([ ダイアログ ] ビ ューにある [ ダイアログ ] エクスプローラー

を ク リ ッ ク し たと き開きます ) を構成する こ と で、 すべてのエン ド ユーザー ダイアログに共通するバナー イ メ ー

ジを構成する こ と もできます。 特定のダイアログに関し て " バナー ビ ッ ト マ ッ プ " 設定の値を変更し た後に、 "

グローバル ダイアログ バナー " 設定の値を変更する と、 " バナー ビ ッ ト マ ッ プ " 設定の値は " グローバル ダイ

アログ バナー " 設定の値で上書き されます。

エン ド ユーザー ダイアログのグローバル ダイアログ イ メ ージを変更する

タ スク : ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージを含むすべてのエン ド ユーザー ダイアログのビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージを変更するには、 以

下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーを ク リ ッ ク し ます。

3. " グローバル ダイアログ イ メ ージ " 設定で、 ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージを含むすべてのダイアログでビ ッ ト マ ッ

プ イ メ ージ と し て使用する .bmp または .jpg フ ァ イルへのパスを入力し ます。 また、 省略記号 (...) ボタ ンを使

用し てフ ァ イルを参照する こ と もできます。 イ メ ージは、 499 ( 幅 ) x 312 ( 高さ ) ピ クセルである必要があ り

ます。

ヒ ン ト • 個々のダイアログにビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージを設定する こ と もできます。

注意 • 特定のダイアログに関し て " ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ " 設定の値を変更し た後に、 " グローバル ダイアログ 

イ メ ージ " 設定の値を変更する と、 " ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ " 設定の値は " グローバル ダイアログ イ メ ージ " 設

定の値で上書き されます。

エン ド ユーザー ダイアログのグローバル ダイアログ バナーを変更する

タ スク : ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージを含むすべてのエン ド ユーザー ダイアログのバナー ビ ッ ト マ ッ プを変更するには、 以下

の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーを ク リ ッ ク し ます。

3. " グローバル ダイアログ バナー " 設定で、 ビ ッ ト マ ッ プ バナーを含むすべてのダイアログでビ ッ ト マ ッ プ 

バナーと し て使用する .bmp または .jpg フ ァ イルへのパスを入力し ます。 また、 省略記号 (...) ボタ ンを使用し

てフ ァ イルを参照する こ と もできます。 イ メ ージは、 499 ( 幅 ) x 58 ( 高さ ) ピ クセルである必要があ り ます。
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ヒ ン ト • 個々のダイアログにバナー ビ ッ ト マ ッ プを設定する こ と もできます。

注意 • 特定のダイアログに関し て " バナー イ メ ージ " 設定の値を変更し た後に、 " グローバル ダイアログ バナー

" 設定の値を変更する と、 " バナー イ メ ージ " 設定の値は " グローバル ダイアログ バナー " 設定の値で上書き さ

れます。

Windows Vista 以降のシステムの再起動を最小限にする

Windows ロゴ • イ ンス ト ール終了後のシステム再起動は、 エン ド ユーザーにと って不都合なものです。 Windows ロ

ゴ プログラムの要件の 1 つに、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール完了後自動的にアプ リ ケーシ ョ ンを閉じ て再起動

を行う こ とができるオプシ ョ ンを含まな く てはならないとい う項目があり ます。

この要件をサポー ト するため、 すべての Express プロジ ェ ク ト には、 デフ ォル ト で MsiRMFilesInUse ダイアログが

含まれます。 イ ンス ト ール中に更新が必要なフ ァ イル ( 複数可 ) が他のアプ リ ケーシ ョ ンによ って使用中の場合、

Windows Vista 以降のシステム上では [ 使用中のフ ァ イル ( 再起動マネージャー )]  ダイアログが表示されます。 ダ

イアログには、 エン ド ユーザーが選択できる次の 2 つのオプシ ョ ンが含まれます。

• エン ド ユーザーは選択で、 イ ンス ト ールの完了後、 自動的にフ ァ イルを使用中のアプ リ ケーシ ョ ンを閉じ て、

再起動する こ とができる。

• エン ド ユーザーは、 アプ リ ケーシ ョ ンを閉じ ない選択ができる。 イ ンス ト ールの終わり で再起動が必要。

エン ド ユーザー エクスペ リ エンスを最適化するため、 アプ リ ケーシ ョ ンには再起動マネージャー API の利用が推

奨されます。 再起動マネージャーは、 エン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを停止し た時点から正確に、 また効果

的にこれを再開し ます。 詳しい情報は、 「About Restart Manager ( 再起動マネージャー )」 および MSDN Web サイ ト

で再起動マネージャーに関するその他の文書を参照し て く だ さい。

[ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログのオプシ ョ ン

[ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログには、 ターゲッ ト  システム、 イ ンス ト ール中の機能、 および Windows 

Installer のイ ンス ト ール オプシ ョ ンについての情報と緊密に統合された、 洗練されたユーザー イ ン ターフ ェ イス

があ り ます。 これによ って、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを最大限に制御する こ とができます。
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このダイアログが提供する多 く のオプシ ョ ンおよび情報は、 下記で説明されているよ う にセ ッ ト ア ッ プのデザイ

ンで設定された機能のプロパテ ィ によ って決定されます。

実行時に使用許諾契約書を表示する

使用許諾契約書のダイアログは、 イ ンス ト ールのデフ ォル ト  ユーザー イ ン ターフ ェ イスの一部と し て含まれてい

ます。 使用許諾契約書を表示するには、 リ ッ チテキス ト フ ァ イル (.rtf)  を このダイアログに関連付けます。

タ スク : 使用許諾契約書にテキス ト を追加するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ 使用許諾契約書 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. " ラ イセンス フ ァ イル " 設定を ク リ ッ ク し て、 参照 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 使用する .rtf フ ァ イルを参照

し ます。

テーブル 4-1 • [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ア ドバタ イズ ア ドバタ イズ機能を利用する と、 イ ンス ト ールが初回で実行された後、 オ

ン デマン ド でフ ァ イルを イ ンス ト ールする こ とができます。 [ カス タム 

セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログで、 機能を ク リ ッ クする と、 [ 必要な場合にイ ン

ス ト ール ] オプシ ョ ンを選択し て、 その機能を後でイ ンス ト ールするよ う

に指定する こ とができます。

ただ し、 このデフ ォル ト  オプシ ョ ンが表示されるのは、 セ ッ ト ア ッ プの作

成者が機能の " ア ドバタ イズ " 設定に [ はい ]  を選択し た場合のみです。

エン ド ユーザーに対し て機能を

隠す

機能の " 可視 " 設定 を [ いいえ ] に設定する と、[ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] 

ダイアログに機能またはサブ機能は表示されず、 エン ド ユーザーはイ ンス

ト ール オプシ ョ ンを変更できな く な り ます。

すべてのサブ機能を表示する 機能の " 可視 " 設定はまた、 ダイアログが最初に表示された と きに、 サブ

機能が展開されるかど うかを制御し ます。

機能の説明の表示 機能を選択し た と きに [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログの下部に表示

される説明は、 機能の " 説明 " 設定から取得されます。

機能の順序を変更する Custom Setup ダイアログで機能がエン ド ユーザーに対し て表示される順序

を変更する こ とができます。 機能が表示される順序は、 [ 機能 ] ビ ューの順

序から取得されます。 詳細については、 「[ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイア

ログで機能の順序を変える」 を参照し て く だ さい。

機能のイ ンス ト ールを必須にす

る

機能の " 必須 " 設定を [ はい ] に設定する と、 エン ド ユーザーに対し て [

イ ンス ト ールし ない ] オプシ ョ ンが表示されず、 機能を イ ンス ト ールし な

ければならな く な り ます。
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イ ンス ト ールからダイアログを削除する

タ スク : イ ンス ト ールからダイアログを削除するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 削除するダイアログのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

実行時のテキス ト と メ ッ セージを編集する

InstallShield では、 イ ンス ト ール時に表示される文字列を完全にローカ ラ イズする機能が提供されています。 [ 次

へ ] ボタ ンの文字列から機能の説明まですべてを カス タ マイズできます。

InstallShield の [ テキス ト と メ ッ セージ ] ビ ューには、 イ ンス ト ール プロセス中に表示できるすべてのダイアログ

と メ ッ セージが一覧表示されます。 このビ ューにあるダイアログを １  つク リ ッ クする と、 そのダイアログのサン

プル スク リーン シ ョ ッ ト が、 そのダイアログに属するすべての文字列を含む文字列テーブルと共に表示されま

す。 同様に、 このビ ューで メ ッ セージを １  つク リ ッ クする と、 サンプル メ ッ セージ ボ ッ クス とすべての関連す

る文字列を含む文字列テーブルが表示されます。 このビ ューからはすべてのラ ン タ イム文字列にアクセスできま

す。

他の国のユーザーのためにローカ ラ イズする こ とは、 イ ンス ト ールを作成する過程で大変重要です。 InstallShield 

では、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にある ラ ン タ イム文字列のすべてをテキス ト  (.txt) フ ァ イルにエクスポー ト し

て、 翻訳作業の負担を大幅に軽減できます。 文字列をエクスポー ト する場合、 翻訳用に 1 つの共通のフ ァ イル タ

イプで送り、 それを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し直し てローカ ラ イズ済みのユーザー イ ン ターフ ェ

イスを取得する こ とができます。

実行時の文字列を編集する

タ スク : 実行時の文字列を編集するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ テキス ト と メ ッ セージ ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ テキス ト と メ ッ セージ ] エクスプローラーで、 編集するダイアログまたはメ ッ セージを ク リ ッ ク し ます。

3. 編集する文字列の値をダブルク リ ッ ク し、 新しい文字列を入力し ます。

ヒ ン ト • ダイアログ テキス ト で Windows Installer のプロパテ ィ を使用する こ とができます。 Windows Installer のプ

ロパテ ィ を使用するには、 プロパテ ィ を角かっ こで囲みます ( 例、 [INSTALLDIR])。
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テキス ト と メ ッ セージ文字列にコ メ ン ト を追加する

プロジ ェ ク ト でテキス ト またはメ ッ セージ文字列にコ メ ン ト を追加する こ とができます。 これらのコ メ ン ト はエ

ン ド ユーザーには表示されません。 文字列を識別する目的でのみ使用し ます。

タ スク : 文字列にコ メ ン ト を追加するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ テキス ト と メ ッ セージ ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ テキス ト と メ ッ セージ ] エクスプローラーで、 コ メ ン ト を追加するダイアログまたはメ ッ セージを ク リ ッ ク

し て、 コ メ ン ト を追加する文字列を見つけます。

3. 文字列の " コ メ ン ト " の値をダブルク リ ッ ク し て、 コ メ ン ト を入力し ます。 この値を見るために右へスク

ロールする必要がある場合もあ り ます。

テキス ト と メ ッ セージ文字列のフ ォ ン ト を変更する

イ ンス ト ールで使用されているダイアログと メ ッ セージ ボ ッ クスのすべての文字列のデフ ォル ト  フ ォ ン ト と フ ォ

ン ト  サイズは、 [ 一般情報 ] ビ ューで設定されます。 InstallShield では、 １  つ以上の特定の文字列のデフ ォル ト  

フ ォ ン ト またはフ ォ ン ト  サイズをオーバーラ イ ド する こ とができます。

タ スク : 特定の文字列のフ ォ ン ト と フ ォ ン ト  サイズを変更するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ テキス ト と メ ッ セージ ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2. [ テキス ト と メ ッ セージ ] エクスプローラーで、 フ ォ ン ト を変更するダイアログまたはメ ッ セージを ク リ ッ ク

し て、 該当の文字列を見つけます。

3. フ ォ ン ト を変更する文字列の " フ ォ ン ト " の値をダブルク リ ッ ク し ます。

4. 以下のいずれかを実行し ます。

• [ フ ォ ン ト ] リ ス ト で、 適切なフ ォ ン ト を選択し ます。

• " フ ォ ン ト " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ォ ン ト ] ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。 選択し た文字列のフ ォ ン ト と フ ォ ン ト の特徴 ( サイズ、 ス タ イル、 色など ) を選択し、 [OK] を ク

リ ッ ク し ます。

文字列のエ クスポー ト

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で使用されているすべてのラ ン タ イム文字列を翻訳する タ スク を軽減するため、

InstallShield では文字列をテキス ト  (.txt) フ ァ イルにエクスポー ト する こ とができます。 この .txt フ ァ イルを、 翻訳

されたテキス ト で更新する こ とができる翻訳者に渡すこ とができます。 .txt フ ァ イルを イ ンス ト ール プロジ ェ ク

ト にイ ンポー ト し なおすと、 ローカ ラ イズされたユーザー イ ン ターフ ェ イスが完成し ます。
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タ スク : プロジ ェ ク ト 内のラ ン タ イム文字列をすべてエクスポー ト するには、 以下の手順に従います :

1. [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで、 [ 文字列エン ト リのエクスポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 文字列テーブルのエク

スポー ト  ウ ィ ザー ドが開きます。

2. ウ ィ ザー ドのパネルを完成し て、 文字列を .txt フ ァ イルにイ ンポー ト し ます。

文字列テーブルのイ ンポー ト

イ ンス ト ールの文字列を含む .txt フ ァ イルの翻訳が終わり、 その .txt フ ァ イルをプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する

と、 ローカ ラ イズ済みのユーザー イ ン ターフ ェ イスが完成し ます。

タ スク : プロジ ェ ク ト で翻訳済みのラ ン タ イム文字列を イ ンポー ト するには、 以下の手順に従います :

1. [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューで [ 文字列エン ト リのイ ンポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 文字列テーブルのイ ンポー

ト  ウ ィ ザー ドが開きます。

2. ウ ィ ザー ドのパネルを完成し て、 文字列を イ ンポー ト し ます。

ビルボー ドの表示

ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に追加し て、 イ ンス ト ール処理中にエン ド ユーザーに対し て情報を提供できます。 ビ

ルボー ドは、 エン ド ユーザーと連絡を取った り、 広告、 教育、 およびエン ターテイ ン メ ン ト を提示するために使

用する こ とができます。 た と えば、 ビルボー ド を使ってイ ンス ト ール中の製品に含まれる新しい機能の概要や貴

社の他の製品についての情報を提供できます。 各ビルボー ドは、 貴社のグラ フ ィ ッ ク担当者がフ ァ イル転送の外

観を完全にカス タ マイズできる フ ァ イルです。

ビルボー ド フ ァ イルの種類

InstallShield では、 ビルボー ド用に様々な種類のフ ァ イルがサポー ト されています :

• Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf)

• イ メ ージ (.bmp、 .gif、 .jpg、 および .jpeg)

Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを表示するために必要な Adobe Flash Player がターゲッ ト  システムに存在し ない

場合、 イ ンス ト ールはそれを検知し て Flash ビルボー ドの代わり にイ メ ージ ビルボー ド を表示し ます。 このため、

Flash ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に含める場合は、 1 つ以上のイ メ ージ ビルボー ド も プロジ ェ ク ト に含める こ とが

推奨されます。

メ モ • プロジ ェ ク ト に複数のイ メ ージ ビルボー ド を追加する こ とができますが、 Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン 

フ ァ イル ビルボー ドの場合は 1 つだけしか追加できません。
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ビルボー ドの種類

InstallShield は、 異なる種類のビルボー ド をサポー ト し ます。 た と えば、 イ ンス ト ールが全画面背景を使用し、 ビ

ルボー ド を前景に、 また小さい進行状況ボ ッ クスを画面の右下に表示するス タ イルがあり ます。 別のス タ イルで

は、 イ ンス ト ールがビルボー ド を表示する標準サイズのダイアログを表示し ます。 このダイアログの下の部分に、

進行状況バーが表示されます。

各ビルボー ド タ イプの説明とサンプル スク リーンシ ョ ッ ト は、 次のとお り です。

全画面表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クスを表示する

全画面表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クスを表示する タ イプのビルボー ドは、 イ ンス ト ールが標準エン ド ユー

ザー ダイアログを表示する と きに、 全画面の背景も表示し ます。 フ ァ イルの転送中、 イ ンス ト ールが全画面背景

を使用し、 ビルボー ド を前画面に、 また小さい進行状況ボ ッ クスを画面の右下に表示し ます。

図 4-7: 全画面表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クスを表示する

サンプル スク リーンシ ョ ッ ト では、 ビルボー ドは中央にある青緑色の長方形です。 構成可能なビルボー ド設定の

一部は次のよ う に設定されています :

• 原点 —  中央揃え

• タ イ ト ル — A B C

• フ ォ ン ト  — 48 pt. Arial

• 背景色 — 黄色
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ウ ィ ン ド ウ表示、 標準の進行状況を表示する

ウ ィ ン ド ウ表示、 標準の進行状況を表示する タ イプののビルボー ド では、 フ ァ イルの転送中、 イ ンス ト ールはビル

ボー ド を表示する標準サイズのダイアログを表示し ます。 このダイアログの下の部分に、 進行状況バーが表示さ

れます。 このス タ イルの場合、 イ ンス ト ールは背景を表示し ません。

図 4-8: ウ ィ ン ド ウ表示、 標準の進行状況を表示する

サンプル スク リーンシ ョ ッ ト では、 ビルボー ドは青緑色の長方形です。 そのサイズは、 幅が 544 ピ クセルで、 高

さが 281 ピ クセルです。

ウ ィ ン ド ウ表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クスを表示する ( ビルボー ド な し )

ウ ィ ン ド ウ表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クスを表示する ( ビルボー ド な し ) タ イプのビルボー ド では、 フ ァ イ

ル転送中にイ ンス ト ールは小さい進行状況ボ ッ クスを画面の右下に表示し ます。 ビルボー ド または背景は一切表

示し ません。
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図 4-9: ウ ィ ン ド ウ表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クスを表示する ( ビルボー ド な し )

サンプル スク リーンシ ョ ッ ト に見られるよ う に、 進行状況バーが表示されますが、 ビルボー ドは表示されません。

黒色の背景は、 エン ド ユーザーのデスク ト ッ プです。

イ ンス ト ールで使用するビルボー ドの種類を指定する

InstallShield は、 異なる種類のビルボー ド をサポー ト し ます。

タ スク : イ ンス ト ールで使用するビルボー ドの種類を指定するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 中央のペイ ンで、 [ ビルボー ド ] エクスプローラーを ク リ ッ ク し ます。 右側のペイ ンに " ビルボー ドの種類 " 

設定が表示されます。

3. " ビルボー ドの種類 " 設定で、 適切なビルボー ド の種類を選択し ます。

各ビルボー ド タ イプのサンプルは、 「ビルボー ドの種類」 を参照し て く だ さい。
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Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド を追加する

InstallShield を使って、 フ ァ イル転送処理中に Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド を表示できます。Flash 

アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルは、 ビデオ、 動画、 音声、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ イ ン ターフ ェ イス、 ゲーム、 テキス ト 、

その他の .swf フ ァ イルがサポー ト するあらゆる要素で構成されます。 Flash ビデオ フ ァ イル (.flv) や MP3 オーデ ィ

オ フ ァ イルは .swf フ ァ イルに埋め込んで、 フ ァ イル転送中にターゲッ ト  システム上のローカルで使用できるよ う

にする こ とが推奨されます。 .swf フ ァ イルは Web サイ ト 上に配置された外部フ ァ イルを参照する こ とが可能です

が、 この外部実装ではエン ド ユーザーがイ ン ターネ ッ ト に接続されている こ とが必須と な り ます。

タ スク : Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド を イ ンス ト ールに追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルボー ド ] エクスプローラーで、 [Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf)] を右ク リ ッ ク し てから、

[ 新しいビルボー ド ] を選択し ます。 新しいビルボー ド が NewBillboard1 とい う名前で作成されます。

3. ビルボー ドの名前を入力し ます。 この名前はイ ンス ト ールを作成する と きにアイテムを識別するために使用

されます。 この名前はイ ンス ト ール時には表示されません。

4. 右側のペイ ンで、 ビルボー ドの設定を構成し ます。

メ モ • .swf フ ァ イルの作成に使用し た Flash またはその他のツールのバージ ョ ンがターゲッ ト  システムにイ ンス

ト ールされている Flash Player よ り も新しい場合、 ターゲッ ト  システム上で一部の Flash 機能が予定どお り に動作

し ない可能性があ り ます。

イ メ ージ ビルボー ドの追加

フ ァ イル転送処理中に 1 つのイ メ ージ ビルボー ドのみを表示し た り、 一連のイ メ ージ ビルボー ド で、 各ビルボー

ドが特定の時間表示されるよ う設計し た りする こ とができます。 InstallShield は、 .bmp、 .gif、 .jpg、 および .jpeg  イ

メ ージ フ ァ イルをサポー ト し ます。

メ モ • 動画 .gif フ ァ イルはサポー ト されていません。 ビルボー ド で動画を使用し たい場合は、 Adobe Flash アプ リ

ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ドの使用をご検討 く だ さい。

タ スク : イ メ ージ ビルボー ド を イ ンス ト ールに追加するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルボー ド ] エクスプローラーで、 [ イ メ ージ ] を右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいビルボー ド ] を ク リ ッ ク し

ます。 新しいビルボー ド が NewBillboard1 とい う名前で作成されます。

3. ビルボー ドの名前を入力し ます。 この名前はイ ンス ト ールを作成する と きにアイテムを識別するために使用

されます。 この名前はイ ンス ト ール時には表示されません。
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4. 右側のペイ ンで、 ビルボー ドの設定を構成し ます。

ビルボー ド設定の設定を構成する

Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド、 またはイ メ ージ ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に追加する と き、

その設定を構成する必要があ り ます。

タ スク : ビルボー ドの設定を構成するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 中央ペイ ンの [ ビルボー ド ] エクスプローラーで構成するビルボー ド を選択し ます。 右側のペイ ンにビルボー

ドが表示されます。

3. 必要に応じ て設定を構成し ます。

ビルボー ドの各設定についての詳細は、 「Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド と イ メ ージ ビルボー

ドの設定」 を参照し て く だ さい。

リ リースをビルド または起動せずにビルボー ド をプレビ ューする

InstallShield では、 リ リースをビルド および実行せずに、 実行時にビルボー ドがどのよ う に表示されるのかをプレ

ビ ューできます。

ビルボー ド をプレビ ューする と、 そのビルボー ド に現在構成されている背景色、 位置、 および関連設定を使った

ビルボー ドの外観を確認できます。

タ スク : ビルボー ド をプレビ ューするには、 以下の手順を実行し ます。

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 中央ペイ ンの [ ビルボー ド ] エクスプローラーでプレビ ューするビルボー ド を右ク リ ッ ク し てから、 [ ビル

ボー ドのプレビ ュー ] を選択し ます。

InstallShield が、 実行時に表示されるビルボー ドのプレビ ューを表示し ます。

プレビ ューを止めるには、 [ プレビ ュー ] ウ ィ ン ド ウにある [ キャ ンセル ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ヒ ン ト • ビルボー ドのプレビ ューを使う と、 Flash またはイ メ ージ ビルボー ドが、 選択された異なるビルボー ド タ

イプではどのよ う に表示されるのかを確認するのに特に便利です。 ビルボー ド をプレビ ューし、 ビルボー ド タ イ

プの変更し てから、 再度ビルボー ド をプレビ ューする こ とができます。
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ビルボー ドの順番を設定する

イ メ ージ ビルボー ドは、 [ ビルボー ド ] ビ ューで表示されているのと同じ順序で、 上から下に順番に表示されま

す。

タ スク : イ メ ージ ビルボー ドが実行時に表示される順番を変更するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルボー ド ] エクスプローラーで、 移動するビルボー ド を １  つ右ク リ ッ ク し、 [ 上に移動 ] または [ 下に移

動 ] を ク リ ッ ク し ます。

すべてのビルボー ドが正し く 並べ替えられるまで最後のステ ッ プを繰り返し ます。

ビルボー ド を含むイ ンス ト ールの実行時の動作

重要 • イ ンス ト ールにビルボー ドが含まれている場合、 イ ンス ト ールには Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールを含

めな く てはな り ません。 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールが実行時にビルボー ド を表示するため、 これが必須と な り ます。

[ リ リース ] ビ ューにある リ リースについての Setup.exe タ ブでは、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールを使用するかど うか

などの情報を指定する こ とができます。 詳細については、 「Setup.exe タ ブ」 を参照し て く だ さい。

イ ンス ト ールに Flash ビルボー ド と 1 つ以上のイ メ ージ ビルボー ドが含まれている場合、 実行時のフ ァ イル転送

処理中に Flash ビルボー ド またはイ メ ージ ビルボー ドのう ち 1 つのビルボー ド タ イプのみが表示されます。

• Flash Player がターゲッ ト  システムに存在する場合、 イ ンス ト ールは Flash ビルボー ド を表示し ます。

• Flash Player が存在し ない場合、 イ ンス ト ールはイ メ ージ ビルボー ド を表示し ます。

実行時の動作は、 イ ンス ト ールが Flash ビルボー ドかイ メ ージ ビルボー ドのどち ら を表示するかによ って、 多少

異な り ます :

• イ ンス ト ールが Flash ビルボー ド を表示する場合 — フ ァ イル転送が完了する と、 イ ンス ト ールは Flash ビル

ボー ド に割り当てられた時間が経過するまで、 それを表示し続けます。 割り当てられた時間が経過する と、

イ ンス ト ールはビルボー ドの表示を終了し て、 適切な [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログを表示し ます。

フ ァ イル転送が Flash ビルボー ド に割り当てられた時間よ り も長 く かかった場合、 イ ンス ト ールはフ ァ イル転

送が終了するまで、 Flash ビルボー ド を表示し続けます。

• イ ンス ト ールがイ メ ージ ビルボー ド を表示する場合 — フ ァ イル転送が完了する と、 その他のビルボー ドがス

ケジュールされていても、 また現在のビルボー ド に割り当てられた時間が経過し ていな く ても、 イ ンス ト ー

ルはイ メ ージ ビルボー ドの表示を終了し ます。 次に、 イ ンス ト ールは適切な [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイア

ログを表示し ます。

フ ァ イルの転送時間が、 ビルド ボー ド に割り当てられた時間を超える場合、 イ ンス ト ールはフ ァ イル転送が

終了するまでビルボー ド を表示し続けます。 [ ビルボー ド ]  ビ ューの " ビルボー ドのループ " 設定に [ いいえ

] が選択されている場合、 イ ンス ト ールがフ ァ イルの転送を終了する前に最後のビルボー ド に到達し た と き、

イ ンス ト ールはフ ァ イルの転送が終了するまで最後のイ メ ージ ビルボー ド を表示し続けます。 次に、 イ ンス

ト ールは適切な [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログを表示し ます。 この設定に [ はい ] が選択されている場
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合、 イ ンス ト ールがフ ァ イルの転送を終了する前に最後のビルボー ド に到達し た と き、 イ ンス ト ールは最初

のビルボー ドから再び表示を開始し ます。 必要な場合、 フ ァ イルの転送が終了し て [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダ

イアログが表示されるまでループが継続し ます。

メ モ • .swf フ ァ イルの作成に使用し た Flash またはその他のツールのバージ ョ ンがターゲッ ト  システムにイ ンス

ト ールされている Flash Player よ り も新しい場合、 ターゲッ ト  システム上で一部の Flash 機能が予定どお り に動作

し ない可能性があ り ます。

ビルボー ドの削除

タ スク : イ ンス ト ールから ビルボー ド を削除するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ビルボー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルボー ド ] エクスプローラーで、 削除するビルボー ド を右ク リ ッ ク し て [ 削除 ] を選択し ます。
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ア ッ プデー ト 通知のイ ンス ト ールの作成
FlexNet Connect を利用し て、 Web に接続し ているエン ド ユーザーに対し てアプ リ ケーシ ョ ンのパッ チ、 ア ッ プ

デー ト 、 および製品情報が入手可能である こ と を自動的に通知し ます。 FlexNet Connect は製品の古い リ リースを

使用し ているエン ド ユーザーの数を減らすと共に、 Web サイ ト から間違ったア ッ プデー ト がイ ンス ト ールされる

こ と を防ぎます。

FlexNet Connect の実装

FlexNet Connect を利用し てエン ド ユーザーに対し て自動的にア ッ プデー ト を通知する作業には、 大き く 分けて 2 

つのサイ クル ( 初期配布と ア ッ プデー ト 配布 ) があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンの初期配布段階を完了し た後、 その

アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト を顧客に配布するたびにア ッ プデー ト 配布に関する一連の作業を行います。

ア ッ プデー ト 配布の手順に関する詳細は、 FlexNet Connect を利用し てエン ド ユーザーにア ッ プグレー ドの通知を

するをご覧 く ださい。

初回配布

1. InstallShield を使ってアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成し ます。 プロジ ェ ク ト で FlexNet 

Connect を有効にし な く てはな り ません。 FlexNet Connect を有効にする と、 InstallShield は Software Manager 

を イ ンス ト ールに含めます。 このデスク ト ッ プ ツールはアプ リ ケーシ ョ ン と一緒に発送されるので、 エン ド

ユーザーは、 最新のア ッ プデー ト を確認するツールと し て使用する こ とができます。

2. Web ベース管理ポータルの FlexNet Connect Publisher サイ ト にアプ リ ケーシ ョ ンを登録し ます。

3. アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールし てテス ト を行います。

FlexNet Connect には様々なオプシ ョ ンがあ り、 完全ソ リ ューシ ョ ン と し て本製品と共に購入する こ と もできます

し、 またはカス タ マイズ ソ リ ューシ ョ ン と し て個別に購入する こ と もできます。 詳しい情報は、 フ レ クセラ ・ ソ

フ ト ウ ェ ア Web サイ ト をご覧 く ださい。

プロジ ェ ク ト の自動ア ッ プデー ト 通知を有効にする

プロジ ェ ク ト で自動ア ッ プデー ト 通知を有効にする と、 作成中のイ ンス ト ールに約 600 KB のフ ァ イルが追加され

ます。 FlexNet Connect を動作させるためには、 これらのフ ァ イルをアプ リ ケーシ ョ ン と共に配布し な く てはな り

ません。 サーバーの帯域幅の制限や、 その他の理由のためにイ ンス ト ールにこれらのフ ァ イルを含むこ とができ

ない場合、 [ いいえ ] を選択し て自動ア ッ プデー ト 通知を無効にする こ と もできます。 ただ し、 元のイ ンス ト ール

の自動通知が有効でない場合、 エン ド ユーザーにア ッ プデー ト を配布する と きに FlexNet Connect を利用する こ と

はできません。 し たがって [ いいえ ] を選択する と、 将来的に自動ア ッ プデー ト 通知機能を活用する こ とができな

く な り ます。

タ スク : プロジ ェ ク ト の自動ア ッ プデー ト 通知を有効にするには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ ア ッ プグレー ド通知 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. "FlexNet Connect を有効にする " 設定で、 [ はい ] オプシ ョ ンの 1 つを選択し ます。

3. FlexNet Connect に製品を登録するには、 " 製品 / バージ ョ ンは登録済みか ?" プロパテ ィ を選択し て、 埋め込

まれているヘルプ ペイ ンの指示に従います。
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自動ア ッ プデー ト 通知をアプ リ ケーシ ョ ンに導入する機能をアプ リ ケーシ ョ ン と共にイ ンス ト ールする場合、 プ

ロジ ェ ク ト の FlexNet Connect を有効にし ます。 すべての新しいイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト では、 これはデフ ォ

ル ト で無効になっています。

Express プロジ ェ ク ト で FlexNet Connect を有効にする と、 FlexNet Connect マージ モジュールがイ ンス ト ールに追

加されます。 FlexNet Connect マージ モジュールは、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール時にターゲッ ト  マシンに

イ ンス ト ールされる フ ァ イルをい く つか含んでいます。 FlexNet Connect を動作させるためには、 これらのフ ァ イ

ルをアプ リ ケーシ ョ ン と共に配布し な く てはな り ません。 以下は、 イ ンス ト ールされる フ ァ イルの一部です。

• Software Manager (ISUSPM.exe) は、 エン ド ユーザーがア ッ プデー ト および製品情報の確認に使用するアプ リ

ケーシ ョ ンです。 アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト が配布される と、 ダウンロー ド およびリ リース ノ ー ト の

表示用のハイパー リ ン ク と一緒に Software Manager のリ ス ト に表示されます。

• Update Agent (Agent.exe) は、 Software Manager と通知サーバーの間のすべてのコ ミ ュニケーシ ョ ンを処理する

コ ンポーネン ト です。 オプシ ョ ンで、 アプ リ ケーシ ョ ンから直接エージ ェ ン ト へ呼び出し を埋め込んで、 ア

プ リ ケーシ ョ ンによ り融和し たア ッ プデー ト 経験を創造する こ と もできます。

[ セ ッ ト ア ッ プ完了 ] ダイアログに [ ア ッ プデー ト の確認 ] 
チ ェ ッ ク ボ ッ クスを追加する

プロジ ェ ク ト で FlexNet Connect が有効になっている場合、 イ ンス ト ールの最終ダイアログに [ ア ッ プデー ト の確

認 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを追加する こ とができます。 エン ド ユーザーがこの [ はい、 セ ッ ト ア ッ プが完了し たあと、

プログラムのア ッ プデー ト  ( 推奨 ) を確認し ます ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから、 [ 完了 ] ボタ ンを ク リ ッ ク

し てイ ンス ト ールを終了する と、 FlexNet Connect が起動し ます。

タ スク : [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログにア ッ プデー ト の確認チ ェ ッ ク ボ ッ クスを追加するには、 以下の手順に従いま

す :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] を選択し ます。

3. "FlexNet Connect イ ン ターフ ェ イスを使用する " 設定で、 [ はい ] を選択し ます。

ア ッ プデー ト を確認するシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する

ターゲッ ト  マシンで FlexNet Connect を起動するシ ョ ー ト カ ッ ト を作成できます。
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タ スク : ア ッ プデー ト を確認するシ ョ ー ト カ ッ ト を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し

ます。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リの 1 つを右ク リ ッ ク し て、 [ 既存フ ァ

イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト の新規作成 ] を選択し ます。

3. シ ョ ー ト カ ッ ト で次の設定を構成し ます :

アプ リ ケーシ ョ ンを FlexNet Connect に登録する

FlexNet Connect は、 製品コー ド と製品バージ ョ ンを使って製品を一意に識別し ます。 FlexNet Connect と自動ア ッ

プデー ト 通知を適切にテス ト するには、 その前に、 アプ リ ケーシ ョ ンの製品コー ド と製品バージ ョ ンを FlexNet 

Connect に登録する必要があ り ます。 登録する前に FlexNet Connect を実行する と、 エン ド ユーザーに対し て 「製

品が登録されていません」 とい う メ ッ セージが表示されます。

タ スク : 製品コー ド と製品バージ ョ ンを登録するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ ア ッ プグレー ド通知 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. "FlexNet Connect を有効にする " 設定で、 [ はい ] オプシ ョ ンの 1 つを選択し ます。

3. " 製品 / バージ ョ ンは登録済みか ?" 設定を ク リ ッ ク し ます。 ヘルプ ペイ ンに、 この設定の構成方法が表示さ

れます。

4. ヘルプ ペイ ンの指示に従って、 登録手続き を完了し ます。

テーブル 4-1 • ア ッ プデー ト を確認するシ ョ ー ト カ ッ ト の設定

設定 値

表示名 ア ッ プデー ト の確認

ターゲッ ト [ALLUSERSPROFILE]FlexNet\Connect\11\agent.exe

アイ コ ン フ ァ イル <ISProductFolder>\redist\Language Independent\OS 

Independent\UpdateService.ico

引数 /sn[ProductCode]

キー名 ア ッ プデー ト の確認
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プロジ ェ ク ト の自動ア ッ プデー ト 通知を無効にする

プロジ ェ ク ト で自動ア ッ プデー ト 通知を有効にする と、 作成中のイ ンス ト ールに約 600 KB のフ ァ イルが追加され

ます。 FlexNet Connect を動作させるためには、 これらのフ ァ イルをアプ リ ケーシ ョ ン と共に配布し な く てはな り

ません。 サーバーの帯域幅の制限や、 その他の理由のためにイ ンス ト ールにこれらのフ ァ イルを含むこ とができ

ない場合、 [ いいえ ] を選択し て自動ア ッ プデー ト 通知を無効にする こ と もできます。 ただ し、 元のイ ンス ト ール

の自動通知が有効でない場合、 エン ド ユーザーにア ッ プデー ト を配布する と きに FlexNet Connect を利用する こ と

はできません。 し たがって [ いいえ ] を選択する と、 将来的に自動ア ッ プデー ト 通知機能を活用する こ とができな

く な り ます。

タ スク : プロジ ェ ク ト の自動ア ッ プデー ト 通知を無効にするには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ ア ッ プグレー ド通知 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. "FlexNet Connect を有効にする " 設定で、 [ いいえ ] を選択し ます。

FlexNet Connect フ ァ イルがプロジ ェ ク ト から削除されます。

シ ョ ー ト カ ッ ト の削除

FlexNet Connect を呼び出すシ ョ ー ト カ ッ ト を イ ンス ト ールに追加し た場合、 これを手動で削除する必要があり ま

す。

タ スク : シ ョ ー ト カ ッ ト を削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ ターゲッ ト  システムの構成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] を ク リ ッ ク し

ます。

2. [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーで、 シ ョ ー ト カ ッ ト を右ク リ ッ ク し [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。
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メ ンテナンスおよびアン イ ンス ト ールのためのイ ン
ス ト ールを作成する

InstallShield では、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを再実行し て、 プログラム機能の変更し た り、 アプ リ ケーシ ョ

ンの再イ ンス ト ールまたは削除をする こ とができます。 エン ド ユーザーがコ ン ト ロール パネルの [ プログラムの

追加と削除 ]  でアプ リ ケーシ ョ ンを選択する と、 イ ンス ト ールによ って以下を実行できるダイアログ ボ ッ クスが

表示されます。

1. 以前にイ ンス ト ールされなかった機能の個別イ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ール。

2. 最初のイ ンス ト ールで選択された設定でアプ リ ケーシ ョ ンを再イ ンス ト ール

3. アプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ール

アプ リ ケーシ ョ ンの変更、 修正、 アン イ ンス ト ールを行う場合、 オペレーテ ィ ング システムにがアプ リ ケーシ ョ

ンの存在を認知し ている必要があ り ます。 このため、 イ ンス ト ールはオペレーテ ィ ング システムにアプ リ ケー

シ ョ ンを登録し、 従って簡単に メ ンテナンスまたはアン イ ンス ト ールができます。 [ 一般情報 ] ビ ューで必要な情

報を入力し ます。 詳細については、 「イ ンス ト ール情報を指定する」 を参照し て く だ さい。

InstallShield イ ンス ト ールでは、 メ ンテナンス ( 変更および修正 ) は自動的に処理されます。 また、 アンイ ンス

ト ールは自動的に処理されますが、 唯一の例外は、 アン イ ンス ト ール中それ自身で結果を取り消すか、 または、

アン イ ンス ト ール中のみ実行される別のカス タム アクシ ョ ンによ ってその影響を取り消させる必要がある カス タ

ム アクシ ョ ンがある とい う こ と です。

製品が作成し たレジス ト リデータの削除

デフ ォル ト では、 製品のアン イ ンス ト ーラーは、 イ ンス ト ール プログラムが作成し たデータのみを削除し ます。

[ レジス ト リ ] ビ ューで特殊なアン イ ンス ト ール フ ラグを使用する こ とができます。 アン イ ンス ト ール フ ラグは、

アン イ ンス ト ール時に削除するレジス ト リ データ を制御し ます。 特に、 レジス ト リキーで [ キー全体をアン イ ン

ス ト ール ] フ ラグを使用する と、 キーおよびそのすべての値とサブキーがアン イ ンス ト ール時に削除されます。

詳細については、 「レジス ト リ フ ラグ」 を参照し て く ださい。
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イ ンス ト ールのビルド、 テス ト 、 および配布
イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の機能、 フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ、 エン ド ユーザー ダイア

ログ、 およびその他の要素を構成が完了する と、 イ ンス ト ールのリ リースを作成し ビルド できます。 リ リースを

ビルド する と、 イ ンス ト ールのコ ンテンツがパッ ケージ され、 配布メ デ ィ アにコ ピーし て、 必要に応じ て配布ま

たは配置する こ とができるデ ィ スク イ メ ージが作成されます。

テス ト は安定し たイ ンス ト ールを作成するために最も重要です。 InstallShield では、 リ リースのエン ド ユーザー イ

ン ターフ ェ イスのみを部分的にテス ト 実行する こ とが可能です InstallShield のボタ ンを ク リ ッ クするだけで、 イ ン

ス ト ールを実行する こ と もできます。 この方法でイ ンス ト ールを実行し た場合、 エン ド ユーザーのマシン上と

ま った く 同様にイ ンス ト ールが実行し ます。 フ ァ イルはすべて転送され、 シ ョ ー ト カ ッ ト およびレジス ト リ エン

ト リが作成され、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスが表示されます。

イ ンス ト ール作成の最後の手順は、 指定場所への配布です。 ネ ッ ト ワーク ド ラ イブ、 フ ロ ッ ピー デ ィ スク または

ローカル ド ラ イブの別の場所を指定できます。 イ ンス ト ールを配布する と、 イ ンス ト ールをビルド し たと きに作

成されたデ ィ スク イ メ ージが、 指定の場所にコ ピーされます。

リ リースの構成と ビルド

InstallShield でプロジ ェ ク ト のデザイ ンが完了する と、 構成およびビルド し てエン ド ユーザーへ配布できる リ リー

スを作成できます。 リ リースは、 [ リ リース ] ビ ューで設定し たオプシ ョ ンに基づいてビルド されます。

リースのビルド

ヒ ン ト • 以下の手順は、 (Visual Studio との統合を行わず ) InstallShield 内部でビルド された リ リースに適用し ます。

Visual Studio 内部から InstallShield リ リースをビルド する方法については、 「Microsoft Visual Studio で リ リースをビ

ルド する」 を参照し て く だ さい。

タ スク : リ リースをビルド するには、 以下の手順に従います :

1. [ リ リースの準備 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルド ] エクスプローラーで、 ビルド する メ デ ィ アの種類を ク リ ッ ク し ます。

3. ビルドの設定を編集し ます。

4. 選択し た メ デ ィ アの種類を右ク リ ッ ク し て、 [ ビルド ] を ク リ ッ ク し ます。

IsCmdBld.exe を使って、 コマン ド ラ イ ンから リ リースをビルド する こ と もできます。

InstallShield では、 ビルド し たイ ンス ト ール パッ ケージをプロジ ェ ク ト の場所に基づいて リ リースの場所に配置し

ます。 ビルド に失敗し てエラーが生成された場合、 以前のイ ンス ト ール パッ ケージがある と きは、

\DiskImages\Disk1 フ ォルダーに復元されます。
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ヒ ン ト • リ リースをビルド する際、 Windows エクスプローラーが Disk1 フ ォルダーまたはサブフ ォルダーを指定し

ていないこ と を確認し て く だ さい。 Disk1 フ ォルダーが指定されている と、 ビルド 処理は終了し ません。 エクスプ

ローラーがサブ フ ォルダーにアクセス し よ う とする と、 エラーが発生し ます。

非圧縮のビルド を作成する場合、 特定のオペレーテ ィ ング システムの名前を付けた追加のフ ォルダーを イ ンス

ト ールに含める こ とができます。 これによ って、 特定のオペレーテ ィ ング システム用のフ ァ イルが、 別のオペ

レーテ ィ ング システム対象のフ ァ イルと同じ名前を持つ場合にも対応する こ とができます。

セ ッ ト ア ッ プ起動ツールの作成

InstallShield では、 イ ンス ト ールに Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールを含めるかど うかを指定できます。 Setup.exe 

セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは、 次のよ う な場合に必要です :

• 必要に応じ て、 自動的にターゲッ ト  システムの Windows Installer エンジンを更新またはイ ンス ト ールする。

• プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件が含まれている場合。

• プロジ ェ ク ト に .NET Framework が含まれている場合。

• プロジ ェ ク ト にビルボー ドが含まれている場合。

Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールは、 上記のシナ リ オを制御するブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ンです。

[ リ リース ] ビ ューのある リ リースについての Setup.exe タ ブでは、 Setup.exe 起動ツールを使用するかど うかなど

の情報を指定する こ とができます。 詳細については、 「Setup.exe タ ブ」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer と Setup.exe

Windows Installer がターゲッ ト  システムに存在し ない可能性がある、 または、 イ ンス ト ールが特定のバージ ョ ンの 

Windows Installer でのみ使用可能な機能に依存し ている可能性がある場合、 InstallShield では、 Windows Installer を

イ ンス ト ールする再配布可能フ ァ イルを イ ンス ト ールに含めるオプシ ョ ンが提供されます。 このオプシ ョ ンを選

択する と、 InstallShield は ターゲッ ト  システム上で Windows Installer の存在を確認する Setup.exe 起動ツールを作成

し ます。 Windows Installer がイ ンス ト ールされていない場合や、 または新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ールする必要

がある場合、 Setup.exe は Windows Installer イ ンス ト ールを起動し てから イ ンス ト ール パッ ケージを起動し ます。

詳細については、 「Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く ださい。

InstallShield 前提条件と Setup.exe

InstallShield 前提条件を含むプロジ ェ ク ト では、 Setup.exe によ って ターゲッ ト  システムが InstallShield 前提条件を

満たし ているかど うかが確認されるため、 Setup.exe が必須にな り ます。 条件が満たされた場合、 Setup.exe は 

InstallShield 前提条件を イ ンス ト ールし ます。 詳細については、 「プロジ ェ ク ト に含まれている InstallShield 前提条

件を使って作業する」 を参照し て く だ さい。

.NET Framework と Setup.exe

.NET Framework を含むプロジ ェ ク ト では、 Setup.exe がターゲッ ト  システムを検索し て .NET Framework が存在する

かど うかを確認するため、 Setup.exe が必要です。 適切なバージ ョ ンの .NET Framework が存在し ない場合、

Setup.exe によ ってそのバージ ョ ンがイ ンス ト ールされます。
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.NET Framework の追加については、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ追加する」 を参照し て

く ださい。

ビルボー ド と Setup.exe

ビルボー ドは、 実行時に Setup.exe によ って表示されるため、 ビルボー ド を含むプロジ ェ ク ト には、 Setup.exe が必

要です。

ビルボー ド に関する詳細については、 「ビルボー ドの表示」 を参照し て く ださい。

セ ッ ト ア ッ プ起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ マイズする

InstallShield では、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動プログラムのバージ ョ ン リ ソースにカス タム情報を使用できます。

情報が、 セ ッ ト ア ッ プ起動プログラムの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] 

ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルが右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し た

と きに表示されます。

Setup.exe のプロパテ ィ を構成するための InstallShield の設定

次のテーブルは、 Windows の [ 前提条件 ] ダイアログ ボ ッ クスに含まれている様々なプロパテ ィ と、 それら を構

成するのに使用できる InstallShield で対応する設定の一覧です。

メ モ • [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 Windows のバージ ョ ンによ って異な り ます。 た と えば、 Windows 7 

システムでは、 バージ ョ ン リ ソース情報は [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 詳細 ] タ ブに表示されます。

一方、 Windows XP システムでは、 バージ ョ ン リ ソース情報は、 同じ ダイアログボ ッ クスの [ バージ ョ ン ] タ ブに

表示されます。

また、 Windows の一部のバージ ョ ンは、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの一部の設定を表示し ません。

テーブル 4-1 • Setup.exe のプロパテ ィ の情報ソース

Setup.exe プロパテ ィ Setup.exe プロパテ ィ を構成するための InstallShield 設定

会社名 [ 一般情報 ] ビ ューの " 発行者 " 設定

製品名 [ 一般情報 ] ビ ューの " 製品名 " 設定

製品バージ ョ ン と フ ァ イル バー

ジ ョ ン

[ 一般情報 ] ビ ューの " 製品バージ ョ ン " 設定に入力された製品バー

ジ ョ ンに初期化し ます。

フ ァ イル バージ ョ ンは、 常に 4 つのフ ィ ールド で構成されます。 製品

バージ ョ ンに 4 フ ィ ールド よ り も少ないフ ィ ールド を指定する と、 残り

のフ ィ ールド には 0 が挿入されます。 たと えば、 製品バージ ョ ン と し て 

1.1 を指定する と、 Setup.exe のバージ ョ ン リ ソースで使用される フ ァ イ

ル バージ ョ ンは 1.1.0.0 と な り ます。
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著作権情報 InstallShield は、 提供されたカス タム値、 またはデフ ォル ト の 

InstallShield 著作権情報を使用し ます。

" 著作権情報 " フ ィ ールドの値に独自の値を使用するには、 以下の手順

に従います :

1. [ リ リース ] ビ ューで、 構成する リ リースを選択し ます。

2. " カス タム バージ ョ ンのプロパテ ィ を使用する " 設定での Setup.exe 

タ ブで [ はい ] を選択し ます。

3. " 起動ツールの著作権 " 設定に、 Setup.exe フ ァ イルのプロパテ ィ 内

の " 著作権 " フ ィ ールド に使用するテキス ト を入力し ます。

" カス タム バージ ョ ンのプロパテ ィ を使用する " 設定に [ いいえ ] を選

択するか、 " 起動ツールの著作権 " 設定を空白のままにする と、

InstallShield はデフ ォル ト の  InstallShield 著作権情報を使用し ます。

フ ァ イルの説明 InstallShield は、 提供されたカス タム値またはデフ ォル ト の InstallShield 

Setup.exe の説明を使用し ます。

" 説明 " フ ィ ールドの値に独自の値を使用するには、 以下の手順に従い

ます :

1. [ リ リース ] ビ ューで、 構成する リ リースを選択し ます。

2. " カス タム バージ ョ ンのプロパテ ィ を使用する " 設定での Setup.exe 

タ ブで [ はい ] を選択し ます。

3. " フ ァ イルの説明 " 設定に、 Setup.exe フ ァ イルのプロパテ ィ 内の "

説明 " フ ィ ールド に使用するテキス ト を入力し ます。

" カス タム バージ ョ ンのプロパテ ィ を使用する " 設定に [ いいえ ] を選

択する と、 InstallShield はデフ ォル ト の InstallShield Setup.exe の説明を使

用し ます。 [ はい ] を選択し て、 " 説明 " 設定を空白のままに残すと、

InstallShield は [ 一般情報 ] ビ ューの "[ 概要情報ス ト リーム ] のコ メ ン ト

" 設定を使用し ます。 この設定が空白の場合、 InstallShield はデフ ォル ト

の InstallShield Setup.exe の説明を使用し ます。

言語 InstallShield はこのフ ィ ールド に、 プロジ ェ ク ト で指定された言語を使用

し ます。

テーブル 4-1 • Setup.exe のプロパテ ィ の情報ソース ( 続き )

Setup.exe プロパテ ィ Setup.exe プロパテ ィ を構成するための InstallShield 設定
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Setup.exe のプロパテ ィ  ダイアログ ボ ッ クスのサンプル

図 4-1: Windows 7 マシン上における Setup.exe のプロパテ ィ のサンプル
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図 4-2: Windows XP マシン上における Setup.exe のプロパテ ィ のサンプル

ビルドのキャ ンセル

タ スク : 既に起動し たビルド をキャ ンセルするには、 以下の手順に従います :

ツールバー上の [ ビルド の中止 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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ビルド中に製品バージ ョ ンを変更する

InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ise) フ ァ イルまたはビルド済み .msi フ ァ イルの製品バージ ョ ン番号を コマン ド ラ イ ン

を使って変更する こ とはできませんが、 VBScript を使用し て変更する こ とは可能です。 次のコー ド サンプルはビ

ルド済み .msi フ ァ イル、 または .ise プロジ ェ ク ト  フ ァ イルのバージ ョ ン番号を変更し ます。 .ise フ ァ イルを変更

する と、 その .ise フ ァ イルから ビルド される .msi フ ァ イルすべてに同じ ビルド番号が入り ます。

C:\Test.msi と 3.54.0154 が .msi フ ァ イル ( または .ise フ ァ イル ) と使用する製品バージ ョ ンを反映するよ う に変更す

る必要があ り ます。 VBScript がこれらのパラ メ ーターを コマン ド ラ イ ン引数と し て、 またはレジス ト リ エン ト リ

値と し て受け入れるよ う、 スク リ プ ト を更新する こ とができます。

Dim pInstaller

Set pInstaller = CreateObject("WindowsInstaller.Installer")

Dim pDatabase

Set pDatabase = pInstaller.OpenDatabase("C:\Test.msi", 2)

pSQL1 = "SELECT `Value` FROM `Property` WHERE `Property` = 'ProductVersion'"

Dim pView1

Set pView1 = pDatabase.OpenView(pSQL1)

pView1.Execute

Dim pRecord1

Set pRecord1 = pView1.Fetch

If (Not pRecord1 Is Nothing) Then

pRecord1.StringData(1) = "3.54.0154"

Else

MsgBox " エラー "

End If

pView1.Modify 4, pRecord1

pView1.Close

pDatabase.Commit

MsgBox " 完了 "

リ リースのビルド場所

イ ンス ト ールのデ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーは、 リ リースの場所にビルド されます。 圧縮されていないアプ リ

ケーシ ョ ン フ ァ イルの保存に必要な、 すべての補足的なフ ァ イルやフ ォルダーは、 デ ィ スク イ メ ージ フ ォル

ダーのサブ フ ォルダーに配置されます。 リ リースの場所は、 プロジ ェ ク ト の場所のサブ フ ォルダーです。

リ リースは次のフ ォルダーにビルド されます :

< プロジ ェ ク ト の場所 >\< プロジ ェ ク ト 名 >\Express\< リ リースの種類 >\DiskImages\Disk1

デフ ォル ト のプロジ ェ ク ト の場所 ：

C:\InstallShield 2014 Projects
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たと えば、 現在のプロジ ェ ク ト 名が CoolProject で、 リ リースのメ デ ィ ア タ イプが CD-ROM であった場合、 Disk1 

フ ォルダーの場所は次のよ う にな り ます ：

C:\InstallShield 2014 Projects\CoolProject\Express\Cd_rom\DiskImages

非圧縮のビルド を作成する場合、 特定のオペレーテ ィ ング システムの名前を付けた追加のフ ォルダーを イ ンス

ト ールに含める こ とができます。 これによ って、 特定のオペレーテ ィ ング システム用のフ ァ イルが、 別のオペ

レーテ ィ ング システム対象のフ ァ イルと同じ名前を持つ場合にも対応する こ とができます。

ビルド ログと レポー ト

リ リースをビルド する と、 ログと ビルド レポー ト が毎回生成されます。 ログには、 ビルド プロセス中に出力ウ ィ

ン ド ウに表示されるのと同じ情報が含まれます。 ビルド レポー ト にはビルドの正確な概要、 すべての機能、 セ ッ

ト ア ッ プの種類、 マージ モジュール、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク、 およびビルド に含められたフ ァ イルの一覧が含まれ

ます。 ログと レポー ト の両方が生成され、 リ リースをビルド するたびにタ イム ス タ ンプが追加されるため、 セ ッ

ト ア ッ プの内容の手動検証や記録管理にこれら を使用できます。

ク イ ッ ク ビルド

イ ンス ト ールをテス ト する と き、 フ ァ イルに変更がなければイ ンス ト ールのすべてを頻繁にビルド する必要はあ

り ません。 イ ンス ト ールの最初の完全ビルド を実行し た後は、 InstallShield の [ ク イ ッ ク ビルド ] オプシ ョ ンを使

用する こ とができます。 [ ク イ ッ ク ビルド ] オプシ ョ ンはイ ンス ト ールの .msi フ ァ イル部分のみを再ビルド し、 ビ

ルド処理を短 く する こ とができます。 これは文字列またはダイアログをテス ト または修正する と きに便利です。

メ モ • SingleImage メ デ ィ ア タ イプでは [ ク イ ッ ク ビルド ] オプシ ョ ンはサポー ト されていません。 これは .msi 

フ ァ イルが Setup.exe フ ァ イルに含まれているためです。 また、 WebDeployment メ デ ィ ア タ イプでも [ ク イ ッ ク ビ

ルド ] オプシ ョ ンはサポー ト されていません。 これは .msi フ ァ イルが .cab フ ァ イルに含まれているためです。

ク イ ッ ク ビル ド を実行する

タ スク : ク イ ッ ク ビルド を実行するには、 以下の手順に従います :

[ ビルド ] メ ニューで [ ク イ ッ ク ビルド ] を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • SingleImage メ デ ィ ア タ イプでは [ ク イ ッ ク ビルド ] オプシ ョ ンはサポー ト されていません。 これは .msi 

フ ァ イルが Setup.exe フ ァ イルに含まれているためです。 また、 WebDeployment メ デ ィ ア タ イプでも [ ク イ ッ ク ビ

ルド ] オプシ ョ ンはサポー ト されていません。 これは .msi フ ァ イルが .cab フ ァ イルに含まれているためです。
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コマン ド ラ イ ンを使ったビルド

IsCmdBld.exe を使って、 コマン ド ラ イ ンから リ リースをビルド する こ とができます。 この方法を使ったイ ンス ト ー

ルのビルドは、 バッ チ フ ァ イルから ビルド をする と きに便利です。

IsCmdBld.exe は、 デフ ォル ト で次の場所にあり ます。

InstallShield Program Files フ ォルダー \System

ISCmdBld.exe は、 イ ンス ト ールされた場所から移動し ないで く だ さい。

コマン ド ラ イ ンから IsCmdBld.exe へ渡されたパラ メ ーターは、 リ リース タ イプの設定をオーバーラ イ ド し ます。

コ マン ド ラ イ ンからのビルド

タ スク : コマン ド ラ イ ンから イ ンス ト ールをビルド するには、 以下の手順に従います :

1. [ コマン ド ラ イ ン プロンプ ト ] ウ ィ ン ド ウを開きます。

2. デ ィ レ ク ト リ を次のよ う に変更し ます。

InstallShield Program Files フ ォルダー \System

3. コマン ド ラ イ ン実行可能フ ァ イル (IsCmdBld.exe) の名前と必要なパラ メ ーターを入力し ます。

次に、 IsCmdBld.exe を実行し て リ リースをビルド するステー ト メ ン ト の例を示し ます。

IsCmdBld.exe -p "C:\InstallShield 2014 Projects\MyProject1.ise" -c COMP -e y

-p で始まる最初のパラ メ ーターは、 ビルド する InstallShield プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ise) フ ァ イルへのパスです。

2 番目のパラ メ ーター -c COMP は、 パッ ケージを単一フ ァ イルに圧縮するかど うか指定し ます。 最後のパラ メ ー

ター -e y は、 ビルド に Setup.exe を含めるよ う に指定し ます。

.ini フ ァ イルでコ マン ド ラ イ ン ビルド パラ メ ーターを渡す

コマン ド ラ イ ンを使ったビルド中に多 く のパラ メ ーターを渡す場合や、 同じパラ メ ーターを継続的に渡す場合、

.ini フ ァ イルを使う と便利な場合があり ます。 以下は、 IsCmdBld.exe を実行し て、 MySetup.ini フ ァ イルで指定し たパ

ラ メ ーターと共に リ リースをビルド するステー ト メ ン ト の例を示し ます。

ISCmdBld.exe -i "C:\InstallShield 2014 Projects\MySetup.ini"

コマン ド ラ イ ンでパラ メ ーターを渡すと き と同じ情報を .ini フ ァ イルに含める必要があ り ます。 このフ ァ イルには 

4 つのセクシ ョ ンがあ り ます :

• [Project]— このセクシ ョ ンには、 製品構成の名前およびプロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ise) へのパスの エン ト リ を含

めます。 パッ チをビルド し ている場合、 ビルド中のパッ チ構成の名前のエン ト リ を含めます。

• [Release]— このセクシ ョ ンには、 圧縮の種類 ( 圧縮または非圧縮 )、 ビルド フ ラグ、 Setup.exe の設定、 および

リ リース名などのリ リース構成情報のエン ト リ を含めます。
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• [Mode]— このセクシ ョ ンには、 Silent=yes ( リ リースのビルド中に、 ビルド エラーまたは警告メ ッ セージを抑

制する場合 ) のよ う な、 使用可能なオプシ ョ ン エン ト リ を含めます。 このセクシ ョ ンでは、 ログ フ ァ イルを

作成するかど うかを指定する こ と もできます。

• [BuildLocation]— このセクシ ョ ンでは、 リ リースの出力場所をオプシ ョ ンで指定する こ とができます。

一部のセクシ ョ ンは必須ではあ り ません。 コマン ド ラ イ ンから直接パラ メ ーターを渡すこ とに関し ては、 サイ レ

ン ト  ビルドやビルドの場所などの要件のためのパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。 下の .ini フ ァ イルの例では、 こ

れらのパラ メ ーターは [Mode] セクシ ョ ン と [BuildLocation] セクシ ョ ンにあり ます。 デフ ォル ト を使用する場合は、

.ini フ ァ イルから これらのエン ト リ を省略し て く だ さい。 デフ ォル ト では、 ログ フ ァ イルは作成されず、 イ ンス

ト ールもサイ レン ト  モー ド で実行されません。 また、 リ リースは [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イ

ルの場所 ] タ ブで指定されたプロジ ェ ク ト の場所に作成されます。

サンプル .ini フ ァ イル

次のテーブルは、 サンプル .ini フ ァ イルに含まれている 4 つのセクシ ョ ンからのサンプル エン ト リ です。 サンプ

ル エン ト リは、 各テーブルの最初の列に表示されています。 その他の列は、 対応する コマン ド ラ イ ン パラ メ ー

ターと説明です。
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[Project] セクシ ョ ンのエン ト リ

[Release] セクシ ョ ンのエン ト リ

[Mode] セクシ ョ ンのエン ト リ

テーブル 4-2 • サンプル エン ト リ - [Project] セクシ ョ ン (.ini フ ァ イル )

エン ト リ

対応する 
ISCmdBld.exe コ
マン ド ラ イ ン パ
ラ メ ーター 説明

Name="C:\InstallShield 2014 

Projects\Othello.ise"

-p .ise フ ァ イルへのパス。

Product=Othello プロジ ェ ク ト の名前。 このエン ト リ を使って、 [

一般情報 ] ビ ューで指定された値をオーバーラ イ

ド できます。

テーブル 4-3 • サンプル エン ト リ - [Release] セクシ ョ ン (.ini フ ァ イル )

エン ト リ

対応する 
ISCmdBld.exe コ
マン ド ラ イ ン パ
ラ メ ーター 説明

Configuration=COMP -c 圧縮、 非圧縮の違い。

Name=Othello Beta -r リ リース名。

SetupEXE=yes -e Setup.exe フ ァ イルを作成し ます。

テーブル 4-4 • サンプル エン ト リ - [Mode] セクシ ョ ン (.ini フ ァ イル )

エン ト リ

対応する 
ISCmdBld.exe コ
マン ド ラ イ ン パ
ラ メ ーター 説明

Silent=yes -s サイ レン ト  モー ド で実行し ます。

MergeModulePath="C:\..." -o マージ モジュール (.msm フ ァ イル ) のパスを検索

し ます。

詳細については、 「マージ モジュールを含むデ ィ

レ ク ト リ を指定する」 を参照し て く だ さい。
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Microsoft ビルド エンジン (MSBuild)

InstallShield は、 .NET Framework に含まれている Microsoft ビルド エンジン (MSBuild) をサポー ト し ます。 MSBuild 

サポー ト を利用し て、 Visual Studio がイ ンス ト ールされていないビルド ラボ環境で InstallShield プロジ ェ ク ト と共

に Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンをビルド する こ とができます。

概要

MSBuild は、 Visual Studio に依存するビルド を削除するよ う に設計された拡張ビルド フ レームワークです。 .NET 

Framework を使用する と、 コマン ド ラ イ ン、 または MSBuild のすべてのホス ト から プロジ ェ ク ト またはソ リ ュー

シ ョ ンをビルド する こ とができます。 MSBuild についての詳細は、 「MSDN ラ イブラ リ」 を参照し て く だ さい。

MSBuild のタ スク

MSBuild の柔軟性および拡張性は、 タ スク と呼ばれる細か く グループ分けされた内部ビルド手順を通し て制御され

ます。 MSBuild と共に発送される タ スクの １  つは Csc と呼ばれ、 Visual C# プロジ ェ ク ト からのコー ド を コ ンパイ

ルする こ とができます。 InstallShield は、 InstallShield とい う名前の MSBuild タ スク を イ ンス ト ールし ます。 このタ

スクは、 InstallShield プロジ ェ ク ト と、 プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト のビルド ステ ッ プを提供する ターゲッ ト  フ ァ イ

ルをビルド し ます。 このカス タ マイズされた タ スク と ターゲッ ト  フ ァ イルによ って、 MSBuild は InstallShield プロ

ジ ェ ク ト を Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンの一部と し てビルド するのに必要なすべてのアクシ ョ ンを実行する こ と

ができます。

以下のテーブルは、 InstallShield タ スクのパラ メ ーターの説明です。

PrerequisitePath="C:\..." -prqpath InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) の検索パス。

詳細については、 「InstallShield 前提条件を含む

デ ィ レ ク ト リ を指定する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 4-5 • MSBuild InstallShield タ スク

パラ メ ーター 種類 説明

InstallShieldPath 文字列 このパラ メ ーターは、 InstallShield アプ リ ケーシ ョ ンを含む

フ ォルダーへのパスを指定し ます。

プロジ ェ ク ト 文字列 このパラ メ ーターは、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.ise) の場所を指

定し ます。

ProductConfiguration 文字列 このパラ メ ーターは、 リ リースの製品構成を指定し ます。 こ

のパラ メ ーターの値には、 Express が入り ます。

テーブル 4-4 • サンプル エン ト リ - [Mode] セクシ ョ ン (.ini フ ァ イル ) ( 続き )

エン ト リ

対応する 
ISCmdBld.exe コ
マン ド ラ イ ン パ
ラ メ ーター 説明
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ReleaseConfiguration 文字列 このパラ メ ーターは、 リ リース名を指定し ます。 有効なオプ

シ ョ ンは次の通り です。

• カス タム

• CD_ROM

• DVD-10

• DVD-18

• DVD-5

• DVD-9

• SingleImage

• WebDeployment

PatchConfiguration 文字列 このパラ メ ーターは、 InstallShield の Premier Edition または 

Professional Edition でビルド される パッ チ構成の名前を指定し

ます。

エデ ィ シ ョ ン • パッ チの構成は、 InstallShield の Premier Edition 

と Professional Edition ではサポー ト されていますが、 Express 

Edition ではサポー ト されていません。 このため、

PatchConfiguration パラ メ ーターは Express Edition では使用さ

れません。

OutDir 文字列 このパラ メ ーターは、 出力先フ ォルダーと フ ァ イルの保存先

フ ォルダーへの完全修飾パスを指定し ます。

MergeModulePath String[ ] このパラ メ ーターは、 プロジ ェ ク ト で参照するマージ モ

ジュール (.msm フ ァ イル ) を含むフ ォルダーを指定し ます ( 複

数指定可 )。

InstallShield では、 マージ モジュールを含むフ ォルダーを指定

するその他の方法も提供されています。 詳細については、

「マージ モジュールを含むデ ィ レ ク ト リ を指定する」 を参照し

て く だ さい。

PrerequisitePath String[ ] このパラ メ ーターは、 プロジ ェ ク ト で参照される InstallShield 

前提条件フ ァ イル (.prq フ ァ イル ) を含むフ ォルダーをセ ミ コ

ロンで区切って指定し ます ( 複数指定可 )。

InstallShield では、 InstallShield 前提条件フ ァ イル フ ァ イルを含

むフ ォルダーを指定するその他の方法も提供されています。

詳細については、 「InstallShield 前提条件を含むデ ィ レ ク ト リ を

指定する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 4-5 • MSBuild InstallShield タ スク ( 続き )

パラ メ ーター 種類 説明
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ReleaseFlags String[ ] このパラ メ ーターを使用し て、 リ リースに含める リ リース フ

ラグを指定できます。 複数のフ ラグはカ ンマで区切り ます。

エデ ィ シ ョ ン • リ リース フ ラグは InstallShield の Premier 

Edition と Professional Edition ではサポー ト されていますが、

Express Edition ではサポー ト されていません。 このため、

ReleaseFlags パラ メ ーターは Express Edition では使用されませ

ん。

PathVariables ITaskItem [ ] このパラ メ ーターを使用し て、 プロジ ェ ク ト のパス変数を

オーバーラ イ ド する こ とができます。 このパラ メ ーターを使

用し て、 パス変数へのパスを指定し た り、 PathVariable サブ要

素を使用し て、 パス変数の名前の値を定義する こ とができま

す。

同じ Visual Studio ソ リ ューシ ョ ン フ ォルダー内にある姉妹プ

ロジ ェ ク ト のフ ァ イルを参照するには、 VSSolutionFolder と呼

ばれる定義済みのパス変数を使用し ます。 詳細については、

「Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンで VSSolutionFolder パス 変数を

使用する」 を参照し て く だ さい。

MSBuild ITaskItem[ ] プロパテ ィ についての詳細は、 「MSDN ラ

イブ ラ リ」 を参照し て く だ さい。

エデ ィ シ ョ ン • このパラ メ ーターは InstallShield の Premier 

Edition と Professional Edition に適用し ます。

PreprocessorDefines ITaskItem [ ] このパラ メ ーターを使用し て、 プロジ ェ ク ト のプ リ プロセ ッ

サ定義を追加またはオーバーラ イ ド する こ とができます。 こ

のパラ メ ーターを使用し て、 プ リ プロセ ッサ定義の定義を指

定し た り、 Token  サブ要素を使用し て、 プ リ プロセ ッサ定義

の名前の値を定義する こ とができます。

MSBuild ITaskItem[ ] プロパテ ィ についての詳細は、 「MSDN ラ

イブ ラ リ」 を参照し て く だ さい。

エデ ィ シ ョ ン • このパラ メ ーターは InstallShield の Premier 

Edition と Professional Edition に適用し ます。

テーブル 4-5 • MSBuild InstallShield タ スク ( 続き )

パラ メ ーター 種類 説明
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OutputGroups ITaskItem [ ] このパラ メ ーターは、 Visual Studio からのプロジ ェ ク ト 出力グ

ループを指定し ます。 このパラ メ ーターを使用し て、 プロ

ジ ェ ク ト 出力グループのソースの場所へのパスを指定し た り、

次のリ ス ト にあるサブ要素を使用し て、 これらの追加の値を

定義する こ とができます。

• Name— プロジ ェ ク ト の名前

• OutputGroup— プロジ ェ ク ト 出力グループの名前

• TargetPath—プロジ ェ ク ト 出力グループのターゲッ ト  パス 

( ソースの場所とは異な り ます )

MSBuild ITaskItem[ ] プロパテ ィ についての詳細は、 「MSDN ラ

イブ ラ リ」 を参照し て く だ さい。

ビルド 文字列 このパラ メ ーターは、 実行するビルドのタ イプを指定し ます。

次のビルドのタ イプから選択する こ とができます。

• Complete— 完全ビルド を生成する と き、 この値を指定し ま

す。

• Tables— 完全ビルド を既に実行し ていて、 イ ンス ト ールの 

.msi フ ァ イルの部分のみを再ビルド する と き、 この値を指

定し ます。 このタ イプのビルドはク イ ッ ク ビルド と呼ば

れます。 このタ イプのビルドは、 SingleImage タ イプまた

は WebDeployment タ イプのリ リース構成では実行できま

せん。

エデ ィ シ ョ ン • Compile、 TablesAndFiles、 および UpgradeOnly 

は、 InstallShield の Premier Edition と Professional Editions で提

供されている追加の Build の値です。

BuildCompressed ブール値 このパラ メ ーターは、 リ リースを単一フ ァ イルに圧縮するか、

または圧縮せずに複数フ ァ イルと し て残すかを指定し ます。

BuildSetupExe ブール値 このパラ メ ーターは、 イ ンス ト ールと同時に Setup.exe フ ァ イ

ルを作成するかど うかを指定し ます。

ProductVersion 文字列 このパラ メ ーターは、 製品バージ ョ ンを指定し ます。 これは、

製品バージ ョ ンのビルド バージ ョ ン (3 番目のフ ィ ールド ) を

増加する と きに、 特に便利です。

有効な製品バージ ョ ン番号については、 「製品バージ ョ ンを指

定する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 4-5 • MSBuild InstallShield タ スク ( 続き )

パラ メ ーター 種類 説明
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PropertyOverrides ITaskItem[ ] このパラ メ ーターを利用する と、 Windows Installer プロパテ ィ

の値をオーバーラ イ ド し た り、 プロパテ ィ が存在し ないと き、

それを新規作成し た り できます。 このパラ メ ーターを利用す

るには、 値に新しいプロパテ ィ 値があり、 かつ メ タデータ 

Property がそのプロパテ ィ の名前であるアイテムのプロパテ ィ

一覧を含めます。

このパラ メ ーターは、 InstallShield タ スクの PropertyOverrides 

プロパテ ィ に InstallShieldPropertyOverrides ItemGroup パスス

ルーと し て露出されます。

RunMsiValidator 文字列 このパラ メ ーターを使用し て、 .cub フ ァ イルを使って、 .msi 

パッ ケージを検証する こ とができます。

エデ ィ シ ョ ン • このパラ メ ーターは InstallShield の Premier 

Edition と Professional Edition に適用し ます。

RunUpgradeValidation ブール値 このパラ メ ーターは、 ア ッ プグレー ドの検証を実行するかし

ないかを指定し ます。

エデ ィ シ ョ ン • このパラ メ ーターは InstallShield の Premier 

Edition と Professional Edition に適用し ます。

StopOnFirstError ブール値 このパラ メ ーターは、 一番最初のエラーが発生し た時点で、

ビルド を停止するかど うかを指定し ます。

MsiVersion 文字列 このパラ メ ーターは、 ターゲッ ト  マシン上でイ ンス ト ールが

許可する Windows Installer の最小バージ ョ ンを指定し ます。

DotNetFrameworkVersion 文字列 このパラ メ ーターは、 ターゲッ ト  マシン上でイ ンス ト ールが

許可する .NET Framework の最小バージ ョ ンを指定し ます。

DotNetUtilPath 文字列 Regasm.exe と InstallUtilLib.dll は .NET Framework の各バージ ョ ン

に含まれるユーテ ィ リ テ ィ です。 このパラ メ ーターは、 .NET 

イ ンス ト ーラー ク ラスおよび COM Interop を含むリ リースの

ビルド時に使用する、 これらのフ ァ イルの 32 ビ ッ ト  バージ ョ

ンを含むデ ィ レ ク ト リのパスを指定し ます。 これは、 .NET 

Framework 再配布可能フ ァ イルへのパスではあり ません。

Disk1Folder 出力文字列 このパラ メ ーターは、 出力フ ァ イルの場所を指定し ます。

テーブル 4-5 • MSBuild InstallShield タ スク ( 続き )

パラ メ ーター 種類 説明
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MSBuild スク リ プ ト

MBuild は、 1 つのフ ァ イル形式 (XML ビルド スク リ プ ト ) をネイテ ィ ブに理解し ます。 XML ビルド スク リ プ ト は、

Visual C# および Visual Basic .NET プロジ ェ ク ト  (.csproj および .vbproj) のプロジ ェ ク ト  フ ァ イル形式と し て使用さ

れます。MSBuild はまた、 ソ リ ューシ ョ ン フ ァ イルおよび Visual C++ プロジ ェ ク ト  フ ァ イル フ ォーマ ッ ト  (.sln と 

.vcproj) を処理するための内部フ ッ ク も備えています。

InstallShield の Visual Studio との統合では、 MSBuild と互換性のある XML フ ォーマ ッ ト  プロジ ェ ク ト  フ ァ イル 

(.isproj) が使用されています。 これによ り、 MSBuild は、 InstallShield プロジ ェ ク ト を含む Visual Studio ソ リ ュー

シ ョ ンをシームレスにビルド する こ とができます。

.isproj フ ァ イルのカス タ マイズ

InstallShield プロジ ェ ク ト の変更を .isproj フ ァ イルに反映させるには、 .isproj フ ァ イルの上部に PropertyGroup 要素

または ItemGroup 要素 を追加するか、 または既存の PropertyGroup または ItemGroup 要素を更新し ます。 そのあ

と、 InstallShield 関連のパラ メ ーターを必要に応じ て追加し ます。

.isproj フ ァ イルからの、 以下のサンプルコー ドは、 次の処理を行う方法を説明し ます :

• 製品バージ ョ ンを設定する。

• 製品名を設定する。

• カス タム パブ リ ッ ク プロパテ ィ  MY_PROPERTY を My Value に設定する。

• InstallShield 前提条件に以下の検索パス、 <ISProductFolder>\SetupPrerequisites および 

<ISProjectFolder>\MyCustomPrerequisites を指定する。

<PropertyGroup>

<InstallShieldProductVersion>1.2.3</InstallShieldProductVersion>

</PropertyGroup>

<ItemGroup>

<InstallShieldPropertyOverrides Include=" 新しい製品 ">

<Property>ProductName</Property>

</InstallShieldPropertyOverrides>

<InstallShieldPropertyOverrides Include=" 値 ">

<Property>MY_PROPERTY</Property>

</InstallShieldPropertyOverrides>

<InstallShieldPrerequisitePath Include="&lt;ISProductFolder&gt;\SetupPrerequisites"/>

<InstallShieldPrerequisitePath Include="&lt;ISProjectFolder&gt;\MyCustomPrerequisites"/>

</ItemGroup>

MSBuild を使用し て、 コ マン ド ラ イ ンから リ リースをビルド する

メ モ • MSBuild を使って、 InstallShield プロジ ェ ク ト を含む Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンをビルド するには、 .NET 

Framework 3.5 以降が必要です。

MSBuild によ り、 Visual Studio がイ ンス ト ールされていないマシン上で、 簡単にコマン ド ラ イ ンから リ リースをビ

ルド する こ とができます。 唯一マシンにイ ンス ト ールされている必要のある コ ンポーネン ト は、 .NET Framework 

と InstallShield です。 マシン上に Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンのコ ピーを作成し て、 MSBuild を実行し ます。
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タ スク : コマン ド ラ イ ンから MSBuild を使用するには、 以下の手順に従います。

1. [ コマン ド ラ イ ン プロンプ ト ] ウ ィ ン ド ウを開きます。

2. MSBuild.exe を含むデ ィ レ ク ト リへ変更し ます :

C:\Windows\Microsoft.NET\Framework\Version Folder\

3. Visual Studio 統合プロジ ェ ク ト のリ リース ビルド を行う コマン ド ラ イ ン ステー ト メ ン ト を入力し ます。 例 :

MSBuild.exe C:\My Visual Studio Solution を含むフ ォルダー \My Solution.sln /property:Configuration=Release

単一の自己展開型イ ンス ト ール フ ァ イルを作成する

タ スク : 単一の自己展開型イ ンス ト ール フ ァ イルを作成するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ リ リースの準備 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルド ] エクスプローラーで、 SingleImage を ク リ ッ ク し ます。

3. [ ビルド ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " 圧縮 " 設定で、 [ 圧縮 ] を選択し ます。

5. " 圧縮メ デ ィ ア " 設定で [ はい ] を選択し ます。

6. [ ビルド ] エクスプローラーで、 SingleImage を右ク リ ッ ク し [ ビルド ] を ク リ ッ ク し ます。

SingleImage ビルド タ イプでビルド し た リ リースはすべて単一フ ァ イルに圧縮されます。

メ モ • " セ ッ ト ア ッ プ起動ツール " 設定で [ はい ] を選択し た と きに InstallShield が生成する フ ァ イルは、 実行可能

フ ァ イル (.exe) です。実行可能フ ァ イルは Windows Installer データベース (.msi) と、( 適切な場合 ) Windows Installer 

および製品を イ ンス ト ールするのに必要なすべてのフ ァ イルも含みます。 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールを含まない場

合、 生成される単一フ ァ イルは、 製品を イ ンス ト ールするのに必要なロジ ッ クおよびデータすべてを含む .msi 

フ ィ ルです。

Windows Vista 以降のプ ラ ッ ト フ ォームでのセ ッ ト ア ッ プ起動ツールの必要実行レ
ベルを指定する

InstallShield では、 Windows Vista 以降のプ ラ ッ ト フ ォーム上でイ ンス ト ール ( セ ッ ト ア ッ プ起動ツール、

InstallShield 前提条件および .msi フ ァ イル ) を実行するための Setup.exe フ ァ イルが必要とする最低実行レベルを指

定する こ とができます。 プロジ ェ ク ト の個別のリ リースに対し て設定する こ とが可能です。
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タ スク : リ リースの必要実行レベルを指定するには、 次の手順に従います。

1. [ リ リースの準備 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 設定を行う リ リースを選択し ます。

3. " 必要実行レベル " に適切な設定を行います。

4. Setup.exe タ ブを ク リ ッ ク し ます。

選択可能なオプシ ョ ンは、 以下のとお り です。

• 管理者 — Setup.exe の実行には、 管理者権限が必要です。 管理者は、 Setup.exe の実行を承認する必要があ り ま

す。 非管理者は、 管理者と し ての認証が必要にな り ます。

• 最高権限 — Setup.exe の実行には、 管理者権限が推奨されます。 管理者は、 Setup.exe の実行を同意 ( コ ンセン

ト ) する必要があ り ます。 非管理者は、 管理者権限を持たずに Setup.exe を実行し ます。

• 起動者 — Setup.exe の実行に、 管理者権限は必要あり ません。 し たがって、 管理者権限を持たないユーザーも 

Setup.exe を実行する こ とができます。 Setup.exe は、 資格情報または同意 ( コ ンセン ト ) を求める UAC メ ッ

セージを表示し ません。 デフ ォル ト では、 これが設定されています。

" セ ッ ト ア ッ プ起動ツール " 設定が [ はい ] に設定された場合、 InstallShield は Windows アプ リ ケーシ ョ ン マニ

フ ェ ス ト を Setup.exe 起動ツールに埋め込みます。 このマニフ ェ ス ト は選択された実行レベルを指定し ます。

Windows Vista よ り も古いバージ ョ ンのオペレーテ ィ ング システムでは、 必要実行レベルは適用されません。

" セ ッ ト ア ッ プ起動ツール " 設定が [ いいえ ] に設定されている場合、 InstallShield は Windows アプ リ ケーシ ョ ン 

マニフ ェ ス ト を Setup.exe 起動ツールに埋め込みません。

必要実行レベルを昇格する こ との利点は、 Setup.exe を実行するための権限の昇格が、 必要な場合 1 度で済むとい

う点です。 またこれらの権限はイ ンス ト ールに含まれるすべての前提条件および .msi フ ァ イルにも適用できるた

め、 承認を得るためのプロンプ ト を複数回にわたって行う必要があり ません。 た と えば、 すべての前提条件のう

ち 2 つが管理者権限を必要とする場合、 この設定を [ 管理者 ] に変更し ます。 そ う する こ とによ り、 イ ンス ト ール

中、 Windows Installer が Setup.exe フ ァ イルを実行する前、 プロンプ ト はエン ド ユーザーに対し て一度のみ表示され

ます。 ただし、 権限を昇格し て、 イ ンス ト ールの終わり でもアプ リ ケーシ ョ ンを起動する場合、 この昇格された

権限はアプ リ ケーシ ョ ンに適用されますので注意し て く だ さい。 ほとんどの場合、 Windows Vista 以降では、 昇格

された権限を使用し たアプ リ ケーシ ョ ンの実行は推奨されていません。

エン ド ユーザーのイ ンス ト ール エクスペリ エンスは、 イ ンス ト ールが必要とする権限によ ってのみ実行された場

合、 安全性がよ り一層向上し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 システム管理者のみによる実行が必須の場合を除き、

最も低い権限で実行される こ とが理想的です。

イ ン ターネ ッ ト で配布する イ ンス ト ールを作成する

ユーザーがソ フ ト ウ ェ アを受け取る方法は急激に変化し ています。 イ ン ターネ ッ ト  テ ク ノ ロジがそれほど発展し

ていな く 、 高速のイ ン ターネ ッ ト 接続が導入される以前は、 すべてのソ フ ト ウェ アが、 フ ロ ッ ピー デ ィ スクや 

CD-ROM などのリムーバブル メ デ ィ アで発送されていま し た。 ソ フ ト ウ ェ アは現在、 イ ン ターネ ッ ト から直接ダ

ウンロー ド される こ とがほとんどです。 この時間およびコス ト を節約できる ソ フ ト ウェ ア配布プロセスを利用す

るため、 よ り簡単にダウンロー ド およびイ ンス ト ールできる方法で、 イ ンス ト ールをパッ ケージする必要があり

ます。
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Web 用のイ ンス ト ールには、 満たす必要のある条件がい く つかあり ます。

圧縮サイズ

現在、 多 く の人が、 高速ケーブル モデムや DSL 回線を使用し てイ ン ターネ ッ ト に接続し ていますが、 低速度モデ

ムを使用し ている人も多 く います。 アプ リ ケーシ ョ ンのダウンロー ド に必要なオン ラ イ ン時間が増加するため、

パッ ケージ サイズは、 低速の接続を使用し ている人にと って非常に重要です。 

自己展開

多 く のフ ァ イル圧縮ユーテ ィ リ テ ィ は、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを解凍するための特別なク ラ イアン ト 側アプ

リ ケーシ ョ ンが必要です。 このため、 ユーザー側のダウンロー ド と イ ンス ト ール プロセスが複雑なものにな り ま

す。 イ ンス ト ール プロセスをシンプルにするには、 使用する圧縮ユーテ ィ リ テ ィ が他のアプ リ ケーシ ョ ンを必要

と し ないよ う に、 自己展開できる必要があ り ます。

デジ タル署名

顧客がソ フ ト ウ ェ アをダウンロー ド およびイ ンス ト ールする と きの安全を確保するため、 アプ リ ケーシ ョ ンパッ

ケージをデジ タルで署名できます。 デジ タル署名によ り、 ソ フ ト ウェ ア作成者および / または企業がエン ド ユー

ザーに識別され、 発行以来アプ リ ケーシ ョ ン コー ドが変更または改ざんされていないこ とが保証されます。 アプ

リ ケーシ ョ ンにデジ タル署名を付加する詳しい方法については、 「デジ タル署名と セキュ リ テ ィ 」 を参照し て く だ

さい。

使いやすさ

イ ン ターネ ッ ト 配布のイ ンス ト ールのパッ ケージにおいて最も重要なこ とは、 使いやすさ です。 すべての顧客が、

イ ンス ト ール フ ァ イルを保存する場所を指定し た り、 コ ンピ ューターを検索し てこれらのフ ァ イルを自分で探し

た りする こ と を望んでいる とは限り ません。 代わり に、 セ ッ ト ア ッ プが圧縮パッ ケージにシームレスに統合し、

イ ンス ト ールの開始手順を 1 つだけにし ます。

プロキシ サーバーのサポー ト

特定のフ ァ イルがターゲッ ト  システム上で必要な場合のみ、 イ ンス ト ールがそのフ ァ イルをダウンロー ド するよ

う に構成できます。 た と えば、 Windows Installer エンジン、 .NET Framework、 および一部の InstallShield 前提条件

が、 一部またはほとんどのターゲッ ト  システム上に既在する可能性があ り ます。 これらのフ ァ イルを イ ンス ト ー

ルに埋め込む代わり に、 必要なフ ァ イルだけを実行時にダウンロー ド するよ う にプロジ ェ ク ト を構成する こ とが

できます。 こ う する こ と で、 イ ンス ト ール全体のサイズを抑える こ とができます。

エン ド ユーザーがプロキシ サーバーを使ってイ ン ターネ ッ ト にアクセスする場合で、 イ ンス ト ールがフ ァ イルを

ダウンロー ド するよ う に構成されている と き、 イ ンス ト ールはダウンロー ド中に、 Internet Explorer で手動で構成

されたシステム プロキシ設定を使用し ます。 これは、 ターゲッ ト  システム上で別のブ ラウザーがデフ ォル ト と し

て設定されている場合でも同じ です。

InstallShield は、 Internet Explorer の " 設定を自動的に検出する " 設定をサポー ト し ませんので、 ご注意 く だ さい。

( エン ド ユーザーが使用し ている Internet Explorer で、 LAN 接続に対し て [ 設定を自動的に検出する ] チ ェ ッ ク 

ボ ッ クスが選択されている と きに、 イ ンス ト ールでフ ァ イルのダウンロー ドが必要な場合、 フ ァ イルのダウン

ロー ドができないため、 イ ンス ト ールは失敗し ます。 エン ド ユーザーが使用し ている Internet Explorer で、 LAN 接

続に対し て [ 設定を自動的に検出する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている可能性がある と き、 ダウンロー ド さ
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れるよ う に構成する代わり に、 すべてのフ ァ イルを イ ンス ト ールに埋めこんだ方が良い場合ばあり ます。 フ ァ イ

ルが埋めこ まれている場合、 失敗は避けられます。 ) ただ し、 InstallShield は Internet Explorer の LAN 接続用にセ ッ

ト ア ッ プ された自動構成スク リ プ ト 機能をサポー ト し ます。

Web 配布リ リースの作成

タ スク : Web 配布用イ ンス ト ールを作成するには、 以下の手順の従います :

1. 以下のいずれかを実行し て、 Web 配布ウ ィ ザー ド を起動し ます。

• [Web 配布ウ ィ ザー ド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• [ ビルド ] メ ニューで、 [Web 配布ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

• CTRL+W を押す。

2. ウ ィ ザー ドのパネルで必要な情報を入力し ます。

3. ウ ィ ザー ドの [ 概要 ] パネルで、 [[ 完了 ] ボタ ンを ク リ ッ ク後に リ リースをビルド する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを

選択し ます。

4. [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て リ リースをビルド し ます。

[ リ リース ] ビ ューから、 指定の場所にリ リースを配布する こ とができます。 詳細については、 「フ ォルダーまた

は FTP サイ ト に リ リースを自動的に配布する」 を参照し て く ださい。

デジ タル署名と セキュ リ テ ィ

イ ンス ト ールと アプ リ ケーシ ョ ンにデジ タル署名をする こ と で、 イ ンス ト ールやアプ リ ケーシ ョ ン内のコー ドが、

発行時以来、 改ざんまたは変更されていないこ と をエン ド ユーザーに保証する こ とができます。 アプ リ ケーシ ョ

ンにデジ タル署名する と、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを実行し た と きにデジ タル証明書が表示されます。

[ 署名 ] タ ブでは、 InstallShield がフ ァ イルに署名する と きに使用するデジ タル署名に関する情報 ( 証明機関よ り付

与されたデジ タル署名フ ァ イルなど ) を指定し ます。

[ 署名 ] タ ブでまた、 ビルド時にデジ タル署名をする イ ンス ト ール内のフ ァ イルを指定する こ と もできます。

InstallShield は、 作業中のプロジ ェ ク ト の種類に応じ て、 リ リースに含まれる次の任意およびすべてのフ ァ イルに

署名する こ とができます。

• Windows Installer パッ ケージ (.msi フ ァ イル )

• Setup.exe フ ァ イル

• リ リースの任意のフ ァ イル ( アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを含む )

Windows ロゴ • イ ンス ト ールのすべての実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、 .ocx、 .sys、 .cpl、 .drv、 および .scr フ ァ イル ) 

は、 Windows ロゴ プログラムに準拠するためにデジ タル署名が必要です。

[ 署名 ] タ ブにある設定に関する詳しい情報は、 「[ 署名 ] タ ブ」 を参照し て く ださい。
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証明機関

証明機関とは、 デジ タル証明書 ( デジ タル ID と も呼ばれます ) を発行、 管理する VeriSign の よ う な組織です。 証

明機関は、 指定された基準に基づいて要求側の ID を検証し、 デジ タル証明書を発行し ます。 デジ タル証明書を取

得するには、 証明機関に会社と製品に関する特定の情報を提供する必要があり ます。

証明機関の一覧については、 MSDN We ｂ  サイ ト の 「Microsoft Root Certificate Program Members」 を参照し て く だ

さい。

デジ タル証明書フ ァ イル

イ ンス ト ールと アプ リ ケーシ ョ ンに署名を行う場合、 1 つまたは複数のデジ タル証明書フ ァ イルを使用する必要が

あ り ます。 これらのフ ァ イルは、 デジ タル署名を生成するために使用されます。 次の 2 つのオプシ ョ ンが提供さ

れています。

オプシ ョ ン 1 —.spc および .pvk フ ァ イル

証明機関がデジ タル署名を発行する際、 次の 2 つのフ ァ イルが提供されます。

• プラ イベー ト  キー フ ァ イル (.pvk)

• ソ フ ト ウ ェ ア発行元証明書フ ァ イル (.spc)

.pvk フ ァ イルは通常、 パスワー ド に関連付けられています。

InstallShield は、 Signcode.exe を使用し て、 [ リ リース ] ビ ューの [ 署名 ] タ ブで構成し た設定にし たがって .pvk フ ァ

イルと .spc フ ァ イルを使ってフ ァ イルに署名を行います。 Signcode.exe フ ァ イルは、 次のデ ィ レ ク ト リ に 

InstallShield と共にイ ンス ト ールされるマイ ク ロ ソ フ ト のツールです。

InstallShield Program Files フ ォルダー \System

コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを含む Signcode.exe に関する詳しい情報は、 マイ ク ロ ソ フ ト の Web サイ ト をご覧 く

ださい。

オプシ ョ ン 2 —.pfx フ ァ イル

.pvk フ ァ イルと .spc フ ァ イルを使用する代わり に、 personal information exchange フ ァ イル (.pfx) を使用し ても、 イ

ンス ト ールと アプ リ ケーシ ョ ンにデジ タル署名を行う こ とができます。 次のツールを利用し て、 .pvk フ ァ イルと 

.spc フ ァ イルから .pfx フ ァ イルを作成する こ とができます :

• PVK2PFX.exe—Windows Platform SDK の一部で、 Microsoft Visual Studio 2005 にも含まれています。

• pvkimprt.exe— この PVK Digital Certificate Files Importer ツールは、 Microsoft Web サイ ト  (http://

www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=F9992C94-B129-46BC-B240-

414BDFF679A7&displaylang=EN) からダウンロー ド する こ とができます。

.pfx フ ァ イルは通常、 パスワー ド に関連付けられています。

InstallShield は、 SignTool.exe を使用し て、 [ リ リース ] ビ ューの [ 署名 ] タ ブで構成し た設定にし たがって、 .pfx 

フ ァ イルを使ってフ ァ イルに署名を行います。 SignTool.exe フ ァ イルは、 次のデ ィ レ ク ト リ に InstallShield と共にイ

ンス ト ールされるマイ ク ロ ソ フ ト のツールです。

InstallShield Program Files フ ォルダー \System
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ヒ ン ト • フ ァ イルのデジ タル署名には、 .pfx フ ァ イルのほうがよ く 好まれます。 これは、 .pfx フ ァ イルが、 よ り多

く の異なる環境 ( ロ ッ ク されたビルド マシンなど ) で動作するためです。 SignTool.exe ユーテ ィ リ テ ィ は、 パス

ワー ド を コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターと し て受け入れるため、 Signcode.exe がパスワー ド を受け入れられないシナ

リ オでも、 自動的に提供する こ とができます。 し たがって、 InstallShield でデジ タル署名パスワー ド を指定する と

き、 .pfx フ ァ イルを使用し ている場合、 パスワー ドのプロンプ ト は表示されません。

コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを含む SignTool.exe に関する詳しい情報は、 マイ ク ロ ソ フ ト の Web サイ ト をご覧 く だ

さい。

デジ タル証明書フ ァ イルに関する詳細は、 証明機関にお問い合わせ く だ さい。

デジ タル証明書

デジ タル証明書は、 エン ド ユーザーに対し て、 個人、 その会社、 またはその両方の身元を確認し、 エン ド ユー

ザーが受信し よ う と し ているデータが、 Web 上を転送中に変更されなかったこ と を保証する ものです。 証明機関

は、 デジ タル証明書の発行、 管理を行います。

エン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンをダウンロー ド する と き、 デジ タル証明書が表示されます。 デジ タル証明書

は、 いつアプ リ ケーシ ョ ンに署名が付けられたかをエン ド ユーザーに通知し、 そのアプ リ ケーシ ョ ンをダウン

ロー ド し て実行するかど うかをたずねるパネルです。 アプ リ ケーシ ョ ンパッ ケージを承認する場合は [OK] を ク

リ ッ ク し ます。

以下に、 デジ タル証明書の例を示し ます。 デジ タル証明書の外観は、 ブラウザーの種類やバージ ョ ンによ って異

な り ます。

図 4-3: サンプル デジ タル証明書
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ビルド時に リ リース と そのフ ァ イルにデジ タル署名を行う

では、 リ リースに構成できるデジ タル署名の設定があ り ます。 ビルド時に、 InstallShield は構成し た設定を使用し

て、 イ ンス ト ール パッ ケージ、 Setup.exe フ ァ イル、 および、 リ リースにある定義し た基準を満たす他のすべての

フ ァ イルに署名し ます。

タ スク : リ リース と そのフ ァ イルのデジ タル署名を構成するには、 以下の手順に従います。

1. [ リ リースの準備 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルド ] エクスプローラーで、 署名する リ リースを ク リ ッ ク し ます。

3. [ 署名 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. 次の設定を適切に構成し ます。

• 証明書 URL 

• デジ タル証明書フ ァ イル 

• プラ イベー ト  キー フ ァ イル — .pfx フ ァ イルを指定する場合、 .pvk フ ァ イルも指定する必要はあ り ませ

ん。

• 証明書パスワー ド 

5. " 出力フ ァ イルに署名する " 設定で、 署名を行う フ ァ イルを指定し ます (Setup.exe、 .msi パッ ケージ、 その両

方、 またはどち らにも署名し ない )。

6. " パッ ケージ内のフ ァ イルに署名する " 設定で、 イ ンス ト ール内の追加フ ァ イルに署名するかど うかを指定し

ます。

[ はい ] を選択する場合、 " パッ ケージ内のフ ァ イルに署名する " 設定の下にある他の設定を使って、 署名を

行う フ ァ イルと フ ァ イル パターンおよび署名を行わない項目を指定し ます。

署名し ないフ ァ イルと フ ァ イル パターンは、 すべての署名する フ ァ イルと フ ァ イル パターンをオーバーラ イ

ド し ますので注意し て く だ さい。 た と えば、 " 含める " 設定および " 除外する " 設定に *.exe を指定する と、

InstallShield は .exe フ ァ イルに署名を行いません。

ヒ ン ト • [ 署名 ] タ ブにある設定に関する詳しい情報は、 「[ 署名 ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。

ビルド時に、 InstallShield は [ 署名 ] タ ブで指定されたフ ァ イルに署名を行います。 リ リースが、 マージ モジュー

ルを含むイ ンス ト ール用の場合、 フ ァ イルは、 マージ モジュールがマージ される前に署名されます。

リ リース レベルでの InstallShield 前提条件のラ ン タ イムの場所を指定する

InstallShield では、 イ ンス ト ールに含まれている InstallShield 前提条件のラ ン タ イムの場所を指定できます。
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タ スク : リ リースの InstallShield 前提条件の配置場所を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ リ リースの準備 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 構成する リ リースを選択し ます。

3. Setup.exe タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. "InstallShield 前提条件の場所 " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

提供されている各オプシ ョ ンについての詳細は、 「Setup.exe タ ブ」 を参照し て く だ さい。

タ スク : 各 InstallShield 前提条件に対し て異なる場所を指定するには、 次の手順に従います :

1. [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで、 各 InstallShield 前提条件について適切な場所を指定し ます。 詳細について

は、 「特定の InstallShield 前提条件の実行時の場所を指定する」 を参照し て く だ さい。

2. [ リ リースの準備 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

3. 構成する リ リースを選択し ます。

4. Setup.exe タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. InstallShield" 前提条件の場所 " 設定で、 [ 個々の選択に従う ] を選択し ます。

InstallShield 前提条件が別の前提条件の依存フ ァ イルと し てプロジ ェ ク ト に追加される場合、 前提条件依存フ ァ イ

ルの場所は、 それを必要とする前提条件の場所設定に従います。

InstallShield 前提条件を含むリ リースのビルド で次の両方が当てはまる と き、 1 つまたは複数のビルド エラーが発

生する可能性があ り ます。

• 前提条件が、 Setup.exe から抽出される と き、 または ( エン ド ユーザーのコ ンピ ューターに Web からダウン

ロー ド される代わり に ) ソース メ デ ィ アから コ ピーされる と きの InstallShield 前提条件の場所を指定し て く だ

さい。

• 前提条件フ ァ イルはコ ンピ ューターにはあ り ません。

ビルド エラーを除去するには、 プロジ ェ ク ト から InstallShield 前提条件を削除するか、 イ ン ターネ ッ ト から コ ン

ピ ューターに InstallShield 前提条件をダウンロー ド するか、 またはリ リースの InstallShield 前提条件の場所をダウ

ンロー ド オプシ ョ ンに変更し てから、 リ リースを再ビルド し ます。

メ デ ィ アの圧縮

[ リ リース ] ビ ューで使用できる各リ リースの種類 ( 例、 CD_ROM、 DVD、 および SingleImage) には、 " 圧縮 " と呼

ばれる設定が含まれます。 イ ンス ト ールのサイズを縮小できる圧縮アルゴ リズムを使用する場合、 この設定で [

圧縮 ] を選択し ます。 この設定内で、 イ ンス ト ールのフ ァ イルが .cab フ ァ イルに圧縮されます。

フ ァ イルを リ リース メ デ ィ アに圧縮し ない場合、 " 圧縮 " 設定で [ 非圧縮 ] を選択し ます。
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フ ロ ッ ピー デ ィ スクの配布

直接にはサポー ト されていませんが、 [ カス タム ] リ リース タ イプを使用し て、 フ ロ ッ ピーデ ィ スクで リ リースを

配布する こ とができます。 フ ロ ッ ピーデ ィ スクに リ リースをビルド する場合の注意点は以下の通り です ：

• デ ィ スク容量 — 製品がイ ンス ト ールされる前に Windows Installer を イ ンス ト ールする場合、 最初に Windows 

Installer を イ ンス ト ールし な く てはな り ません。 Windows Installer 再配布可能フ ァ イルのサイズに関する要件

のため、 Windows Installer エンジン も配布する必要がある場合、 フ ロ ッ ピーデ ィ スクでイ ンス ト ールを配布す

る こ とは困難です。

• デ ィ スク分割 —InstallShield で作成され、 Windows Installer サービス と イ ン タ ラ ク ト する .msi フ ァ イルは複数の

デ ィ スクに分割する こ とはできません。 また、 .msi フ ァ イルはイ ンス ト ールの最初のデ ィ スクに置 く 必要が

あ り ます。 し たがって、 1 つの圧縮された .msi フ ァ イルにすべてのフ ァ イルを入れよ う とする と、 1 枚のフ

ロ ッ ピーデ ィ スクには収ま らない場合があ り ます。 ただ し、 フ ァ イルを圧縮し ない場合は、 イ ンス ト ールの

一連のデ ィ スクに含める こ とができます。

フ ロ ッ ピー デ ィ スクで配布する リ リースをビルド する

タ スク : フ ロ ッ ピーデ ィ スク配布用のリ リースをビルド するには、 以下の手順に従います :

1. [ リ リースの準備 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルド ] エクスプローラーで、 [ カス タム ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ ビルド ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " メ デ ィ ア サイズ " 設定を 1.4 に設定し ます。

5. " メ デ ィ ア サイズ単位 " 設定で、 MB と入力し ます。

6. " ク ラス タ サイズ " 設定で、 ク ラス タ サイズをデ ィ スク容量に応じ てバイ ト で入力し ます (512 または 1024)。

7. " 圧縮 " 設定で、 [ いいえ ] を選択し ます。

8. "Autorun.inf フ ァ イルの生成 " 設定で、 [ いいえ ] を選択し ます。 

9. Setup.exe タ ブを ク リ ッ ク し ます。

10. " セ ッ ト ア ッ プ起動ツール " 設定で、 [ いいえ ] を選択し ます。

11. [ ビルド ] エクスプローラーで、 [ カス タム ] を右ク リ ッ ク し [ ビルド ] を ク リ ッ ク し ます。

注意 • 複数デ ィ スクのイ ンス ト ールをビルド する場合は、 2 枚目以降のデ ィ スクのボリ ューム ラベルを設定する必

要があ り ます。 ボ リ ューム ラベルは DISK2 (2 枚目のデ ィ スク )、 DISK3 (3 枚目のデ ィ スク ) とい う具合に指定す

る必要があ り ます。 詳細については、 「ボリ ューム ラベルの設定」 を参照し て く ださい。
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ボ リ ューム ラベルの設定

タ スク : CD-ROM または DVD-ROM のボ リ ューム ラベルを設定するには、 以下の手順に従います :

CD-ROM または DVD-ROM 作成ソ フ ト ウ ェ アの要件を調べて く ださい。

タ スク : フ ロ ッ ピーデ ィ スクのボリ ューム ラベルを設定するには、 以下の手順に従います :

1. Windows エクスプローラーを開きます。

2. フ ロ ッ ピーデ ィ スクが入っている ド ラ イブを右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 全般 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ ラベル ] ボ ッ クスで、 適切なボリ ューム ラベルを し ます。

ヒ ン ト • 複数のデ ィ スクのイ ンス ト ールをビルド する場合は、 ニ枚目以降のデ ィ スクのボ リ ューム ラベルを指定

し ます。 ボ リ ューム ラベルの指定方法は、 使用する配布メ デ ィ アによ って異な り ます。 ボ リ ューム ラベルは 

DISK2 (2 枚目のデ ィ スク )、 DISK3 (3 枚目のデ ィ スク ) とい う具合に指定する必要があり ます。

Windows Installer パッ ケージ (.msi) を出力と し て作成する

.msi フ ァ イルを生成し て、 イ ンス ト ールをパッ ケージする こ とができます。

タ スク : .msi フ ァ イルを InstallShield の出力と し て作成するには、 以下の手順に従います :

1. 必要なフ ァ イル、 機能、 レジス ト リ エン ト リ、 シ ョ ー ト カ ッ ト を含むイ ンス ト ールを作成し ます。

2. [ リ リースの準備 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ ビルド ] エクスプローラーで、 ビルド する メ デ ィ アの種類を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • WebDeployment リ リース、 または SingleImage リ リース タ イプを使用し た場合、 エン ド ユーザーがアク

セスできる .msi フ ァ イルを生成する こ とができません。

4. [ ビルド ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. " 圧縮 " 設定で、 [ 非圧縮 ] を選択し ます。 このよ う に設定する と、 InstallShield は Setup.exe フ ァ イルに .msi 

フ ァ イルを埋め込みません。

6. [ ビルド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

リ リースがビルド されて、 < プロジ ェ ク ト の場所 >\< プロジ ェ ク ト 名 >\Express\< リ リースの種類 >\DiskImages\Disk1 フ ォ

ルダーに格納されます。 .msi フ ァ イルはこのフ ォルダーの中にあ り ます。
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Autorun

コ ンピ ューターのド ラ イブにソ フ ト ウ ェ ア CD または DVD を挿入する と、 マルチ メ デ ィ ア ブラウザーが自動的に

起動され、 ソ フ ト ウ ェ アを簡単にイ ンス ト ールできる場合があり ます。 この Autorun 機能は、 CD または DVD の

ルー ト レベルにあるテキス ト  フ ァ イル (Autorun.inf) を使って実現されます。 このフ ァ イルは、 主に CD または DVD 

ブラウザーまたはイ ンス ト ールのどち らかを起動するのに使用されます。

CD または DVD の Autorun を有効にする

タ スク : ターゲッ ト  システムの CD または DVD ド ラ イブに CD または DVD を挿入し た と きに Autorun を有効にするには、

以下の手順を実行し ます :

1. Autorun.inf とい う名前のテキス ト  フ ァ イルを作成し ます。

2. Autorun.inf フ ァ イルで、 エン ド ユーザーが CD または DVD を ド ラ イブに挿入し た時に自動的に起動する フ ァ

イルの名前を指定し ます。 以下の構文を使用し て く だ さい。

[autorun]

open = filename

filename は、 起動する フ ァ イルの名前です。 たと えば、 イ ンス ト ールに Setup.exe を含める場合、 filename の場

所に Setup.exe を指定し ます。

3. Autorun.inf フ ァ イルを CD または DVD のルー ト  レベルに配置し ます。

イ ンス ト ールのテス ト と実行

イ ンス ト ールを配布する前に、 テス ト を行って、 顧客に頼らずに問題を見つける こ とはと ても重要です。

InstallShield では、 ( フ ァ イルを ターゲッ ト  システムにコ ピーする手間をかけずに ) エン ド ユーザー ダイアログを

テス ト し た り、 転送する フ ァ イルを含むイ ンス ト ール全体を実行し た りする こ とができます。

イ ンス ト ールのテス ト と実行

リ リースのテス ト は、 イ ンス ト ールの開発プロセスで必ず必要です。 リ リースをテス ト するには、 以下のいずれ

かの方法を使用し ます。

• イ ンス ト ールの実行 — このオプシ ョ ンを選択する と、 イ ンス ト ールがエン ド ユーザーのマシン上と ま った く

同じ状態で実行されます。 フ ァ イルはすべて転送され、 シ ョ ー ト カ ッ ト およびレジス ト リ エン ト リが作成さ

れ、 エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスが表示されます。 このタ イプのテス ト を InstallShield イ ン ターフ ェ イス

から実行する こ とはできますが、 公に リ リースの前に複数のク リーン マシーンでセ ッ ト ア ッ プをテス ト する

こ と をお勧めし ます。

• イ ンス ト ールのテス ト — イ ンス ト ールをテス ト し た と き、 エン ド ユーザー イ ン ターフ ェ イス要素のみが実行

されます。 フ ァ イルは転送されず、 コ ンピ ューターへの変更もあり ません。 この規則の唯一の例外は、 イ ン

ス ト ールにカス タム アクシ ョ ンがある場合です。 すべてのカス タム アクシ ョ ンはこのテス ト 中に実行されま

す。
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タ スク : イ ンス ト ールをテス ト または実行するには、 以下の手順に従います :

1. [ リ リースの準備 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルド ] エクスプローラーで、 テス ト または実行する リ リースを ク リ ッ ク し ます。

3. ツールバー上の [ 実行 ] ボタ ンまたは [ ユーザー イ ン ターフ ェ イスのテス ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

サイ レン ト  モー ド でイ ンス ト ールを実行する

Setup.exe の起動時に進行状況バーを表示し ない場合、 /s コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使用する こ とができます。

たと えば、 Setup.exe /s を入力する と、 Setup.exe は起動し ますが、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスは表示されません。

.msi パッ ケージもサイ レン ト で実行する場合は、 次のよ う に /v パラ メ ーターを使用し て Setup.exe を通し て /qn コ

マン ド ラ イ ン パラ メ ーターを渡す必要があ り ます :

Setup.exe /s /v/qn

条件イ ンス ト ール

InstallShield では、 い く つかの基準に基づいて条件付イ ンス ト ールを行う こ とができる機能が提供されています。

条件は [ 要件 ] ビ ューを使って指定できます。 イ ンス ト ールを指定された条件に満たないマシンで実行する と、 イ

ンス ト ールは終了し てアプ リ ケーシ ョ ンはイ ンス ト ールされません。

イ ンス ト ールの配布

イ ンス ト ールを作成し たあと、 場合によ り、 指定し た場所へ配布する必要があり ます。 これにはネ ッ ト ワーク ド

ラ イブ、 CD、 ローカル ド ラ イブの別の場所、 または FTP サイ ト が可能です。 イ ンス ト ールを配布する と、 イ ン

ス ト ールをビルド し た と きに作成されたデ ィ スク イ メ ージが、 指定の場所にコ ピーされます。

フ ォルダーまたは FTP サイ ト に リ リースを自動的に配布する

リ リースのビルド と テス ト が完了する と、 残る作業は、 それを適切な場所に配布するのみです。 リ リースを適切

な場所に手動でコ ピーする こ と もできますし、 [ リ リース ] ビ ューの [ イベン ト ] タ ブを使って、 InstallShield がリ

リースを適切な場所 ( ローカル / ネ ッ ト ワークの場所、 または FTP サイ ト ) へ自動的にコ ピーするよ う に構成す

る こ と もできます。

タ スク : InstallShield を構成し て、 リ リースを特定の場所へ自動的に配布するよ う にするには、 以下の手順に従います。

1. [ リ リースの準備 ] の下のビ ュー リ ス ト にある [ リ リース ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ リ リース ] エクスプローラーで、 構成する リ リースを選択し ます。

3. [ イベン ト ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。
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4. 設定を適切に構成し ます。 [ イベン ト ] タ ブにある設定に関する詳しい情報は、 「[ イベン ト ] タ ブ」 を参照し

て く ださい。

メ モ • イ ンス ト ールが 1 つのデ ィ スクのみで構成される場合は、 リ リースの保存場所に Disk1 フ ォルダーの内容が

コ ピーされますが、 フ ォルダーそのものはコ ピーされません。 イ ンス ト ールが複数のデ ィ スクで構成される場合

は、 フ ォルダーおよびその内容がリ リースの保存場所にコ ピーされます。

ビルド を行う度にビルド エンジンが指定された場所に リ リースを コ ピーするよ う に設定するには、 " ビルド後、

配布する " 設定を [ はい ] に選択し ます。
330 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



5

アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト
アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プグレー ド を イ ンス ト ールする こ とは、 アプ リ ケーシ ョ ンのオ リ ジナルリ リースのイ ン

ス ト ールよ り もはるかに一般的な操作です。 この意味で、 効率的で、 信頼のおけるア ッ プグレー ド を作成する こ

とは、 と ても重要な タ スクです。

[ ア ッ プデー ト の更新 ] は、 異なる タ イプのア ッ プグレー ド についての確かなバッ クグラウン ド 情報が提供されて

お り、 一般的なパッ チについての誤解が分かりやす く 説明されています。 " アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト " は

また、 製品に最適なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンを判断するのに役に立ち、 ア ッ プグレー ド、 パッ チを作成す

る手順を案内し ます。 また、 このセクシ ョ ンは、 FlexNet Connect を利用し てどのよ う にエン ド ユーザーに製品の

新しいバージ ョ ンのリ リースついて通知するかについても説明し ます。

ア ッ プグレー ドの概要
ソ フ ト ウ ェ ア アプ リ ケーシ ョ ンの保守は、 開発にかかったコス ト よ り も高 く かかる場合があ り ます。 そのため、

効率的で信頼のおけるア ッ プグレー ド を作成する こ とは重要な タ スクです。 アプ リ ケーシ ョ ンに対する堅牢な

ア ッ プグレー ドの配布が可能かど うかは、 オ リ ジナル イ ンス ト ールパッ ケージがどのよ う に構成され、 配布され

たかによ って左右されます。

Windows Installer は 3 種類 ( スモール ア ッ プデー ト 、 マイナー ア ッ プグレー ド、 および メ ジャー ア ッ プグレー ド ) 

の製品ア ッ プグレー ド をサポー ト し ています。 ア ッ プグレー ドは、 完全イ ンス ト ールまたはパッ チ と し てパッ

ケージする こ とができます。 パッ チはア ッ プグレー ド を実装するための 1 つの仕組みに過ぎません。 ただ し完全

リ リース とは違って、 パッ チはイ ンス ト ール済みのフ ァ イルを最新版に変更するために必要な部分のみをユー

ザーに配布し ます。

メ ジャーア ッ プグレー ド

プロジ ェ ク ト • この情報は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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ア ッ プグレー ドの概要
メ ジャーア ッ プグレー ド では製品の変更規模が大きいため、 パッ ケージコー ド だけでな く 製品バージ ョ ン番号お

よび製品コー ドの両方を変更する価値があ り ます。 た と えばバージ ョ ン 1.2 製品の 2.0 へのア ッ プデー ト です。 メ

ジャーア ッ プグレー ドは、 以前のバージ ョ ンが存在し ない場合は初回イ ンス ト ールと同様に作動し ます。 以前の

バージ ョ ンが存在する場合、 メ ジャーア ッ プグレー ドは通常それをアン イ ンス ト ールし てから新しいバージ ョ ン

を イ ンス ト ールし ます。

メ ジャーア ッ プグレー ドの動作の仕方

Windows Installer のヘルプで示唆されているよ う に、 メ ジャー ア ッ プグレー ド を行う にはイ ンス ト ールの最新バー

ジ ョ ンの製品コー ド を変更する必要があ り ます。

メ モ • イ ンス ト ールの製品コー ドは、 [ 一般情報 ] ビ ューで設定できます。 新しい製品コー ドは、 一意である限り、

特に制約はあ り ません。

最新イ ンス ト ールの製品コー ド を更新し た場合、 [ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューを使って、 ア ッ プグレー ド を行う

以前のすべてのバージ ョ ンについての情報を指定し ます。 これは、 製品の最も新しいイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト

を使って行います。

メ ージャー ア ッ プグレー ドの作成についての詳細は、 「完全イ ンス ト ール ア ッ プグレー ド の作成」 を参照し て く

ださい。

実行時のメ ージャーア ッ プグレー ド

製品の以前のバージ ョ ンがターゲッ ト  マシン上に存在し ない場合にエン ド ユーザーがメ ジャー ア ッ プグレー ド

を実行する と、 初回イ ンス ト ールと し てイ ンス ト ールが行われます。

製品の以前のバージ ョ ンがターゲッ ト  マシン上に存在し ている状態でエン ド ユーザーがメ ージャー ア ッ プグ

レー ド を実行する と、 エン ド ユーザーはあたかも以前のイ ンス ト ールが存在し ないマシン上に最新のアプ リ ケー

シ ョ ンを イ ンス ト ールするかのよ う な印象を受けます。 唯一の異なる点は、 新しい リ ソースがイ ンス ト ールされ

る前に、 イ ンス ト ールはまずターゲッ ト  マシンから古いバージ ョ ンのアプ リ ケーシ ョ ン と そのリ ソースを削除す

る とい う こ と です。 この削除過程は、 [ セ ッ ト ア ッ プ進行状況 ] ダイアログの進行状況バーで表示され、 エン ド

ユーザーはアン イ ンス ト ールの処理状況を直接見る こ とができます。 以前のイ ンス ト ールの削除が完了する と、

最新のイ ンス ト ールからのリ ソースがターゲッ ト マシンにイ ンス ト ールされます。

このタ イプのア ッ プグレー ドは、 つま り、 完全アン イ ンス ト ールと それに続 く アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられ

た リ ソースすべての再イ ンス ト ールからな り ます。 し たがって、 エン ド ユーザーによ って構成されたアプ リ ケー

シ ョ ンのためのすべてのデータはエン ド ユーザーのマシーンから完全に削除される可能性があり ます。 エン ド

ユーザー データの一部を残し てお く 必要がある場合、 このデータのバッ クア ッ プを と ってから、 新しいデータの

イ ンス ト ールが完了し た後それを置き換える カス タム アクシ ョ ンを作成する必要があ り ます。

マイナーア ッ プグレー ド

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition または InstallShield Professional Edition を使う と、 完全イ ンス ト ールと し

てパッ ケージ されたマイナー ア ッ プグレー ド を作成する こ とができます。 InstallShield Premier Edition、
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ア ッ プグレー ドの概要
InstallShield Professional Edition、 または InstallShield Express Edition を使う と、 QuickPatch プロジ ェ ク ト と し てパッ

ケージ されたマイナー ア ッ プグレー ド を作成する こ とができます。

製品データベースおよびフ ァ イルへの変更規模が ProductCode プロパテ ィ を変更するほどではないけれども、 

ProductVersion プロパテ ィ を変更をするだけの価値がある と き、 これをマイナー ア ッ プグレー ド といいます。 つ

ま り、 マイナーア ッ プグレー ドの場合、 パッ ケージコー ド および製品バージ ョ ン番号両方と も以前のイ ンス ト ー

ルパッ ケージ と異な り ますが、 製品コー ドは変わり ません。 バージ ョ ン 1.1 の製品からバージ ョ ン 1.2 へア ッ プ

デー ト はひとつの例です。 マイナーア ッ プグレー ド では、 通常、 異なるバージ ョ ンの間でイ ンス ト ールの構成に

おいて重要な変更は行われません。 フル イ ンス ト ールと し てパッ ケージ されたマイナー ア ッ プグレー ド は、 以

前のバージ ョ ンが存在し ない場合は初回イ ンス ト ールと同様に動作し ますが、 製品が既にイ ンス ト ールされてい

る場合、 その上から イ ンス ト ールを行います。 既存のイ ンス ト ールをア ッ プグレー ド する場合、 マイナーア ッ プ

グレー ドは基本的にバージ ョ ン 1.2 と 1.1 のアプ リ ケーシ ョ ンの差分のみを イ ンス ト ールし ます。

スモール ア ッ プデー ト

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition または InstallShield Professional Edition を使って、 スモール ア ッ プデー

ト を作成できます。

本質的にスモール ア ッ プデー ト は、 イ ンス ト ール済みのアプ リ ケーシ ョ ンのい く つかのフ ァ イルを変更するのに

使用されるア ッ プデー ト  タ イプで、 一般的に小さいバグ修正の配布に使用されます。 スモール ア ッ プデー ト に

は、 ホ ッ ト フ ィ ッ クスなどの製品バージ ョ ンの変更が必要なほど大き く はない変更が含まれます。 スモールア ッ

プデー ト では、 パッ ケージコー ドの変更が必要です。

3.0 以前のバージ ョ ンの Windows Installer と共にイ ンス ト ールされるスモールア ッ プデー ト の短所は、 製品のよ り

新しいバージ ョ ンのためのイ ンス ト ーラーをはじめとする、 外部プログラムは、 オ リ ジナルバージ ョ ン と ア ッ プ

デー ト されたバージ ョ ンを区別する こ とができないとい う こ と です。 また、 3.0 以前のバージ ョ ンの Windows 

Installer は、 スモールア ッ プデー ト を正しい順序で適用する こ とができないこ と もあ り ます。

パッ チの適用

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition または InstallShield Professional Edition を使って、 標準パッ チを作成でき

ます。

パッ チは、 以前のバージ ョ ンの Windows Installer イ ンス ト ールパッ ケージをア ッ プデー ト し てアプ リ ケーシ ョ ンを

ア ッ プデー ト するための効率的な仕組みです。 パッ チはイ ンス ト ール済みのフ ァ イルを新しいフ ァ イルへ変更す

るのに必要な部分のみを カス タ マーに配布し ます。 パッ チが優れている理由のひとつは、 ア ッ プグレー ド を配布

するために必要なア ッ プグレー ドパッ ケージのサイズを、 完全イ ンス ト ール パッ ケージのそれと比べて格段に小

さ く 収める こ とが可能な点です。 ア ッ プグレー ドパッ ケージをできるだけ小さ く する こ と で、 イ ン ターネ ッ ト を

通し てア ッ プグレー ド を簡単に配布する こ とが可能にな り ます。

但し、 パッ チが必ずし も最善のソ リ ューシ ョ ン とは限らないので注意し て く だ さい。 た と えば、 イ ンス ト ールを

圧縮形式から非圧縮形式に変更する場合、 またはその逆を行な う場合、 ア ッ プグレー ドはパッ チではな く 完全イ

ンス ト ールと し てパッ ケージ し な く てはな り ません。 ア ッ プグレー ドの最適なパッ ケージ オプシ ョ ンの選び方に
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最適なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンの決め方
ついては、 「ア ッ プグレー ドのパッ ケージ オプシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

パッ チはパッ チパッ ケージ (.msp) フ ァ イルの形式で配布され、 これをエン ド ユーザーがイ ンス ト ール済みの製品

に適用し ます。 パッ チパッ ケージは、 イ ンス ト ールの旧バージ ョ ンをその数に関わらずア ッ プデー ト する こ とが

できます。 パッ チパッ ケージには、 指定し た以前のバージ ョ ンをア ッ プデー ト するための個別の ト ラ ンスフ ォー

ムおよび指示が含まれています。

パッ チ作成の重要な側面は、 パッ チパッ ケージが作成されるパラ メ ーターを定義するパッ チ作成プロパテ ィ  (.pcp) 

フ ァ イルの生成です。 .pcp フ ァ イルは特定のスキーマを持つデータベースです。

QuickPatch プロジ ェ ク ト

プロジ ェ ク ト • 以前のバージ ョ ンのイ ンス ト ールが次のいずれかのプロジ ェ ク ト  タ イプで作成されている場合、

初期のバージ ョ ンの製品を更新する QuickPatch を作成する こ とができます。

• Express

• QuickPatch

QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 規模の小さいシングル ア ッ プグレー ド をユーザーへ配布し たいイ ンス ト ール作成者

へお勧めするプロジ ェ ク ト の種類です。 カス タム アクシ ョ ンの追加、 .ini データの変更などのよ り広範囲におよび

変更には通常、 標準パッ チが必要です。

QuickPatch は、 そのカス タ マイズの範囲が限られてはいますが、 標準パッ チの作成 (InstallShield Premier Edition お

よび InstallShield Professional Edition で利用可能 ) に代わるシンプルなオーサリ ング方法です。 基本的にどち らの

パッ チ作成方法も同じ配布タ イプ (.msp と .exe フ ァ イル ) を作成し ます。

QuickPatch では、 次のすべてを実行する こ とができます。

• 元のイ ンス ト ールまたは以前の QuickPatch へ新しいフ ァ イルを追加する。

• 元のイ ンス ト ールのフ ァ イルを削除する。

• 以前の QuickPatch と共に追加されたフ ァ イルを削除する。

• 上記と同じ操作をレジス ト リ エン ト リ で実行する。

• 元のイ ンス ト ールに含まれていたが、 現在の QuickPatch プロジ ェ ク ト には適用し ないカス タム アクシ ョ ンを

削除する。

QuickPatch プロジ ェ ク ト の作成は常に、 [ 新規 QuickPatch 作成 ] ウ ィ ザー ドから始めます。 ウ ィ ザー ド を完了す

る と、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に必要な基本条件をすべて満たすこ とができます。 そのあと InstallShield で 

QuickPatch プロジ ェ ク ト が開いたら、 プロジ ェ ク ト 設定を構成する こ とができます。

最適なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンの決め方
ア ッ プグレー ドのイ ンス ト ール作成は、 そのタ イプに関わらず、 製品の以前のバージ ョ ンを持っていないター

ゲッ ト  システムを対象にするかど うかを決める と こ ろから始ま り ます。 それが決まる と、 ア ッ プグレー ドのパッ

ケージにどの種類の方法を使用するかを決める こ とができます。 以下のテーブルは最適な方法を選ぶと きに目安
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最適なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンの決め方
と なる一般的な概要です。 ア ッ プグレー ドのパッ ケージに関するテ クニ ッ クについてよ り掘り下げた内容につい

ては、 「ア ッ プグレー ドのパッ ケージ オプシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

テーブル 5-1 • Express プロジ ェ ク ト の可能なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ン

ターゲッ ト  システ
ムの状況 必要なイ ンス ト ール の種類 ア ッ プデー ト  パッ ケージの技法

ターゲッ ト  システ

ムの中には以前の

バージ ョ ンの製品

がイ ンス ト ールさ

れている ものもあ

り、 製品がま った

く イ ンス ト ールさ

れていないものも

ある。

フ ァ イルのサイズが問題ではない場

合、 以下の両方を行う イ ンス ト ールを

作成する こ と も可能です。

• ターゲッ ト  システムに以前の

バージ ョ ンが存在し ていない場

合、 初回イ ンス ト ールと し て作動

する。

• 既にターゲッ ト  システムにイ ン

ス ト ールされている場合、 既存の

製品をア ッ プデー ト する。

完全イ ンス ト ール ア ッ プグレー ド を作成し ま

す。 詳細については、 「完全イ ンス ト ール ア ッ

プグレー ドの作成」 を参照し て く ださい。

ターゲッ ト  システ

ムの中には以前の

バージ ョ ンの製品

がイ ンス ト ールさ

れている ものもあ

り、 製品がま った

く イ ンス ト ールさ

れていないものも

ある。

以前のバージ ョ ンの製品をア ッ プグ

レー ド を必要とするエン ド ユーザーの

ためのスモール イ ンス ト ールが必要

な場合、 ２  つのイ ンス ト ールを分け

て作成する こ とができます。

• 初回イ ンス ト ールと し て作動する

完全イ ンス ト ール。

• 既にイ ンス ト ールされている製品

の 1 つまたは複数の以前のバー

ジ ョ ンをア ッ プデー ト する小規模

のイ ンス ト ール。 このイ ンス ト ー

ルにはバージ ョ ン とバージ ョ ンの

間で変更があったデータのみが含

まれているので、 完全イ ンス ト ー

ル パッ ケージの配布よ り も狭い

帯域幅を利用し たア ッ プグレー ド

の配布が可能と な り ます。

初回イ ンス ト ール用には、 完全イ ンス ト ール 

ア ッ プグレー ド を作成し ます。 詳細について

は、 「完全イ ンス ト ール ア ッ プグレー ドの作成」

を参照し て く だ さい。

製品の以前のバージ ョ ンを持っているエン ド 

ユーザー向けには、 完全イ ンス ト ール ア ッ プグ

レー ドの代わり に QuickPatch プロジ ェ ク ト を

作成する こ とが可能な場合もあ り ます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト が適切かど うかを判断

するには、 「ア ッ プグレー ドのパッ ケージ オプ

シ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

すべてのターゲッ

ト  システムが製品

の以前のバージ ョ

ンを持っている。

既にイ ンス ト ールされている製品の 1 

つまたは複数の以前のバージ ョ ンを

ア ッ プデー ト する小規模のイ ンス ト ー

ルを作成する こ とができます。 このイ

ンス ト ールにはバージ ョ ン とバージ ョ

ンの間で変更があったデータのみが含

まれているので、 完全イ ンス ト ール 

パッ ケージの配布よ り も狭い帯域幅を

利用し たア ッ プグレー ドの配布が可能

と な り ます。

フル イ ンス ト ール ア ッ プグレー ドの代わり に 

QuickPatch プロジ ェ ク ト の作成が可能かも しれ

ません。 QuickPatch プロジ ェ ク ト が適切かど う

かを判断するには、 「ア ッ プグレー ドのパッ

ケージ オプシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。
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最適なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンの決め方
ア ッ プグレー ドのパッ ケージ オプシ ョ ン

プロジ ェ ク ト • この情報は、 次のプロジ ェ ク ト の種類に適用し ます :

• Express

• QuickPatch

エン ド ユーザーのマシン上にイ ンス ト ール済みの製品のバージ ョ ンを更新する イ ンス ト ールを作成する場合、

ア ッ プグレー ド をパッ ケージする 2 つの選択肢があり ます。

• 以前のバージ ョ ンがイ ンス ト ールされている場合は既存製品をア ッ プデー ト し、 以前のバージ ョ ンが存在し

ない場合は初回イ ンス ト ールと し て作動する完全イ ンス ト ールと し て、 ア ッ プグレー ド をパッ ケージする こ

とが可能です。

• ア ッ プデー ト するバージ ョ ン間で変更されているデータ (.msi データおよびバイ ト レベルのフ ァ イル差分 ) の

みを含む QuickPatch と し てア ッ プグレー ド をパッ ケージする こ とが可能です。

フルイ ンス ト ール パッ ケージ

メ ジャー ア ッ プグレー ドは、 製品の以前のバージ ョ ンが存在し ない場合に初回イ ンス ト ールと同様に動作し ます。

以前のバージ ョ ンが存在する場合、 メ ジャーア ッ プグレー ドは通常それをアン イ ンス ト ールし てから新しいバー

ジ ョ ンを イ ンス ト ールし ます。

QuickPatch パッ ケージ

QuickPatch パッ ケージを利用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルを特定バージ ョ ンにア ッ プデー ト するのに必

要な、 データベースの一部のみを配布する こ とができます。 このため、 フル イ ンス ト ールと し てパッ ケージ され

たア ッ プグレー ド に比べて規模の小さいパッ ケージを作成する こ とが可能です。 つま り、 完全イ ンス ト ールパッ

ケージの配布よ り も狭い帯域幅を利用し たア ッ プグレー ドの配布が可能と な り ます。

メ モ • パッ チはア ッ プグレー ドの一種ではあ り ません。 パッ チは簡単にい う と、 省スペースでア ッ プグレー ド を配

布するためのメ カニズムです。

ア ッ プグレー ドの最適なパッ ケージオプシ ョ ンの決定方法

「最適なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンの決め方」 ト ピ ッ クには、 以前のバージ ョ ンの更新のために最も適切な

パッ ケージの種類を判断する と きに参考と なるテーブルが掲載されています。 QuickPatch がア ッ プグレー ドの

パッ ケージ方法と し て最も適切な メ カニズムである場合もあり ます。 しかし状況によ って、 QuickPatch の代わり
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最適なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンの決め方
にフル イ ンス ト ールと し てア ッ プグレー ド をパッ ケージする方法が適切な場合もあ り ます。 次のテーブルは、

ユーザーのニーズに最も適し たア ッ プグレー ドの種類を決定するお手伝いを し ます。 ア ッ プグレー ドの要件のう

ち 1 つでも QuickPatch に適し ていない場合は、 フル イ ンス ト ール ア ッ プグレー ド を作成する必要があ り ます。

テーブル 5-2 • フル イ ンス ト ール ア ッ プグレー ド と QuickPatch の違い

ア ッ プグレー ド または 
QuickPatch の要件

フル イ ンス ト ール 
ア ッ プグレー ド を作
成する

QuickPatch を作成す
る メ モ

ベース パッ ケージを

ア ッ プグレー ド する多 く

の累積ア ッ プデー ト を適

用できる機能

はい 可 (QuickPatch の簡

素化を使用する場合

)

QuickPatch の簡素化を使用し ない

場合、 15 回以上パッ チを適用する

こ とはできません。 詳細について

は、 「QuickPatch パッ ケージを簡素

化するかど うかを指定する」 を参

照し て く ださい。

.msi パッ ケージ名の変更 はい いいえ .msi フ ァ イルが Setup.exe イ ンス

ト ールのラ ンチャ に圧縮されてい

なければ、 デフ ォル ト のフ ァ イル

名は " 製品名 " プロパテ ィ から取

得されます。

エン ド ユーザーが以前の

バージ ョ ン と最新のバー

ジ ョ ンを同一マシンにイ

ンス ト ールできるよ う に

する

はい いいえ

新しいサブ機能を追加す

る

はい いいえ

フ ァ イルの追加、 変更、

または削除

はい はい

レジス ト リデータの追

加、 変更、 または削除

はい はい QuickPatch で追加する新規レジス

ト リデータはすべて、 既にオ リ ジ

ナルの製品に存在する機能に関連

付ける必要があ り ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト の追加、

変更、 または削除

はい いいえ

カス タム アクシ ョ ンの

追加、 変更、 または削除

はい オ リ ジナルのベース

イ ンス ト ールに含め

られたカス タム ア

クシ ョ ンのみ削除す

る こ とができます。
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最適なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンの決め方
製品の以前のバージ ョ ンをア ッ プデー ト するのに利用するパッ ケージ タ イプを判断する と き、 以下の詳細につい

ても考慮し て く だ さい。

• ターゲッ ト  イ メ ージが Windows Installer 1.2 以前で作成され、ア ッ プグレー ド イ メ ージが Windows Installer 2.0 

以降で作成された場合、 ア ッ プグレー ドは QuickPatch ではな く 完全イ ンス ト ールと し てパッ ケージする必要

があ り ます。 このスキーマの違いを超えたパッ ケージに QuickPatch を作成する と、 問題が発生し ます。

• ア ッ プグレー ドがターゲッ ト  システム上で 1 つまたは複数のフ ァ イルを別の場所に移動する場合、

QuickPatch ではな く フル イ ンス ト ールと し てア ッ プグレー ド をパッ ケージ し な く てはな り ません。 エン ド

ユーザーがターゲッ ト  システム上にある フ ァ イルを移動するア ッ プグレー ド用のパッ チを イ ンス ト ールする

と、 問題が発生する可能性があ り ます。 た と えば、 パッ チが作動し ない、 システム修復が作動し ない、 後続

のパッ チが作動し ない、 またエン ド ユーザーが製品をアン イ ンス ト ールできない等。 ワークアラウン ド と し

て、 古いロケーシ ョ ンにある フ ァ イルを削除し て新しいロケーシ ョ ンにフ ァ イルを追加する QuickPatch を作

成する こ とができます。

• イ ンス ト ールを圧縮形式から非圧縮形式に変更する場合、 またはその逆を行な う場合、 ア ッ プグレー ドは 

QuickPatch ではな く 完全イ ンス ト ールと し てパッ ケージ し な く てはな り ません。 このシナ リ オで QuickPatch 

を利用する と、 ターゲッ ト  システムの修復が作動し ない、 後続の QuickPatch が動作し ない、 またはエン ド

ユーザーが製品をアン イ ンス ト ールできない場合があ り ます。

• フ ァ イルを .cab フ ァ イル間で移動させる必要がある場合、 または .cab フ ァ イル内でフ ァ イル順を変更する必

要がある場合、 ア ッ プグレー ド を QuickPatch ではな く フル イ ンス ト ールと し てパッ ケージ し な く てはな り ま

せん。

• オ リ ジナルイ ンス ト ールのフ ァ イル数が 32,767 を超える と き、 最新版のイ ンス ト ールに含まれる フ ァ イル数

が 32,767 未満の場合、 QuickPatch は失敗し ます。 同様に、 オ リ ジナル イ ンス ト ールのフ ァ イル数が 32,767 

未満のと きに、 最新版のイ ンス ト ールに含まれる フ ァ イル数が 32,767 を超える場合、 QuickPatch は失敗し ま

す。 どち らの場合も、 ア ッ プグレー ド を フルイ ンス ト ールと し てパッ ケージする必要があり ます。

オ リ ジナルイ ンス ト ールと、 最新版イ ンス ト ールの両方のフ ァ イル数が 32,767 を超える ( または両方のフ ァ

イル数が 32,767 未満 ) 場合、 ア ッ プデー ト を QuickPatch と し てパッ ケージする こ とが可能です。

再配布可能フ ァ イルの追

加または削除

はい いいえ

ODBC リ ソースの追加、

変更、 または削除

はい いいえ

.ini フ ァ イルの編集 はい いいえ

IIS Web サイ ト やコ ン

ポーネン ト  サービスの

よ う なサーバー設定を構

成する

はい いいえ

テーブル 5-2 • フル イ ンス ト ール ア ッ プグレー ド と QuickPatch の違い ( 続き )

ア ッ プグレー ド または 
QuickPatch の要件

フル イ ンス ト ール 
ア ッ プグレー ド を作
成する

QuickPatch を作成す
る メ モ
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ア ッ プグレー ド および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
ア ッ プグレー ド および QuickPatch プロジ ェ ク ト を
使用する

ア ッ プグレー ド を フル イ ンス ト ールと し てパッ ケージする場合、 まずイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の最新版を開い

て、 必要に応じ てフ ァ イルおよびレジス ト リ エン ト リ を追加するなどの変更を加えます。

QuickPatch と し てア ッ プグレー ド をパッ ケージする場合、 まず新しい QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成し ます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト では、 QuickPatch を使ってどの以前のリ リースをパッ チするかを指定し ます。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Express Edition では、 ターゲッ ト  マシン上に製品の以前のバージ ョ ンが存在する場合

に、 新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ールする前に古いバージ ョ ンを削除する フル イ ンス ト ール パッ ケージ と し て メ

ジャー ア ッ プグレー ド を作成する こ とができます。 InstallShield Express Edition ではまた、 QuickPatch パッ ケージ

と し てパッ ケージ されたマイナー ア ッ プグレー ド を作成する こ と もできます。 スモール ア ッ プデー ト または標準

パッ チを作成する場合は、 InstallShield Premier Edition または InstallShield Professional Edition へのア ッ プグレー ド

を考慮し て く ださい。

ア ッ プグレー ド および QuickPatch プロジ ェ ク ト の作成方法については、 このセクシ ョ ンにある ト ピ ッ ク を参照し

て く ださい。

フ ァ イルの上書き規則について

Windows Installer サービスは、 デフ ォル ト で、 ア ッ プグレー ドが含むフ ァ イルがターゲッ ト  システムに既に存在す

る フ ァ イルを上書きするかど うかを判断する と きい く つかのフ ァ イルの上書き規則を使用し ます。 これらの規則

は、 REINSTALLMODE プロパテ ィ が o 設定を使用し て ターゲッ ト  システムの古いフ ァ イルを上書き イ ンス ト ール

する と きに適用されます。 この動作を変更するには、 o オプシ ョ ンを次の値の中から 1 つを使って置き換えます。

• p — ターゲッ ト  システム上に対応する フ ァ イルがない場合のみ再イ ンス ト ールし ます。

• e — フ ァ イルが見つからないか、 または、 バージ ョ ンが古いか同じ な と き再イ ンス ト ールし ます。

• d — フ ァ イルが見つからないか異なる と き、 再イ ンス ト ールし ます。

• a — バージ ョ ンに関わらず、 すべてのフ ァ イルを再イ ンス ト ールし ます。

REINSTALLMODE の設定は、 イ ンス ト ール時にすべての機能に適用されるので、 個別に設定する こ とはできませ

ん。 また、 REINSTALLMODE に a を含めるよ う に設定する と、 パッ チの適用中にオ リ ジナルのイ ンス ト ールソー

スを求めるプロンプ ト を引き起こす可能性があ り ます。

パッ ケージ コー ド、 製品バージ ョ ン、 および製品コー ドのア ッ
プデー ト

い く つかの Windows Installer コー ドは製品を識別するのに役立ちます。
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• Package Code — 概要情報ス ト リームの一部。 特定のデータベースを認識し ます。 パッ ケージコー ドは、

Windows Installer プロパテ ィ ではあ り ません。 同じパッ ケージ コー ド を持つ 2 つの .msi データベースの内容は

同じ でなければな り ません。 し たがって、 ビルド ご とにパッ ケージコー ド を変更する必要があり ます。

• ProductVersion  — これは、 製品バージ ョ ンを含む Windows Installer プロパテ ィ です。 Windows Installer は、

バージ ョ ンを比較する際、 ProductVersion プロパテ ィ の最初の 3 つのフ ィ ールドのみを利用する こ とに注意し

て く ださい。 た と えば、 1.2.3.4 の製品バージ ョ ンの場合、 4 は無視されます。 ( これは、 ProductVersion 値の

比較にのみ当てはま り、 フ ァ イル バージ ョ ンの比較には当てはまらないので注意し て く ださい。 )

• ProductCode — これは、 製品の GUID を含む Windows Installer プロパテ ィ です。 た と え ProductName プロパ

テ ィ の値が同じ でも、 Windows Installer は ProductCode GUID が異なる 2 つの製品は相互に関連が無いものと

し て扱います。

• UpgradeCode — これは、 製品フ ァ ミ リーを意味する GUID を含む Windows Installer プロパテ ィ です。

UpgradeCode は、 パッ チ目的のために、 関連製品フ ァ ミ リーのさ まざまなバージ ョ ンや言語すべてで統一さ

れている必要があ り ます。 [ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューでア ッ プグレー ドの UpgradeCode を設定する こ と

ができます。

いづれのア ッ プグレー ド タ イプ も、 イ ンス ト ールされている製品を識別するため、 [ 一般情報 ] ビ ューにあるパッ

ケージ コー ド、 製品バージ ョ ン、 および製品コー ドの様々な組み合わせを変更する必要があ り ます。 ア ッ プグ

レー ド コー ドは、 すべてのバージ ョ ンで 同じ ものを使用する必要があ り ます。 次のテーブルで、 異なる タ イプの

ア ッ プグレー ド に各コー ド をいつ変更すべきかが分かり ます。

完全イ ンス ト ール ア ッ プグレー ドの作成

プロジ ェ ク ト • この情報は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

完全イ ンス ト ール ア ッ プグレー ドが状況に適し た最も有効なア ッ プグレー ド ソ リ ューシ ョ ンである と判断し たな

らば、 [ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューでア ッ プグレー ドの作成を開始し ます。 新しい Express プロジ ェ ク ト を開始

するか、 製品の最新版のイ ンス ト ールを開いて、 必要に応じ てこれを変更する こ とができます。

メ ジャー ア ッ プグレー ドは重要な機能の変更を意味し、 製品コー ド および製品バージ ョ ンの変更が必要と な り ま

す。 これらの値は [ 一般情報 ] ビ ューでア ッ プデー ト する こ とができます。

テーブル 5-3 • 異なる種類のア ッ プグレー ド ご とに変更する必要がある コー ド

パッ ケージ 
コー ド 製品バージ ョ ン 製品コー ド

ア ッ プグレー ド 
コー ド

スモール ア ッ

プデー ト

X

マイナーア ッ プ

グレー ド

X X

メ ジャー ア ッ

プグレー ド

X X X
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メ モ • 製品コー ド を変更する と、 ProductName 値が同じ でも、 Windows Installer は製品の最新版と以前のバージ ョ

ンが関連し ないも とのし て処理し ます。 製品の両方のバージ ョ ンを同じ システム上にイ ンス ト ール可能にするに

は、 製品コー ド および メ イ ン と なる イ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リ ( 多 く の場合、 INSTALLDIR) の両方を変更するだけ

です。

ア ッ プグレー ド パスは、 メ ジャー ア ッ プグレー ド にのみ使用し ます。 [ ア ッ プグレー ドパス ] ビ ューは、 イ ンス

ト ール全体をア ッ プグレー ド するためのもので、 一部のフ ァ イルのア ッ プグレー ド ( パッ チ ) に使用する ものでは

あ り ません。 パッ チ機能が必要な場合は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト  を作成する こ とができます。

製品の以前のバージ ョ ンに対するア ッ プグレー ド を作成する と きに [ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューを使用し な

かった場合、 エン ド ユーザーは新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ールする前に古いバージ ョ ンを手動でアン イ ンス

ト ールし な く てはならないこ とがあ り ます。 [ ア ッ プグレー ドパス ] ビ ューは、 新ら しいバージ ョ ンのイ ンス ト ー

ルだけでな く 、 1 つまたは複数製品のアン イ ンス ト ールも処理する こ とができます。 た と えば、 ユーザーのシステ

ムに製品のバージ ョ ン 1.0 と 2.0 がイ ンス ト ールされている と し て、 バージ ョ ン 3.0 を リ リースする場合、 [ ア ッ

プグレー ドパス ] ビ ューの [ ア ッ プグレー ド パス ] エクスプローラーに以前のバージ ョ ンを両方追加する こ とに

よ って、 どち らか一方、 または両方を削除する こ とができます。 各ア ッ プグレー ドパスは、 [ ア ッ プグレー ド パ

ス ] エクスプローラーに個別に入力する必要があ り ます。

次の表は、 最初のイ ンス ト ール バージ ョ ン と、 2 つの製品ア ッ プデー ト の製品コー ド と ア ッ プグレー ド コー ドの

関係を表し ています。 この情報に基づいてア ッ プグレー ドパスを設定する と、 バージ ョ ン 1,0 はバージ ョ ン 1,1 か 

2,0 に、 バージ ョ ン 1,1 は 2,0 にア ッ プグレー ド し ます。

InstallShield を使用し たア ッ プグレー ド作成に関する詳細は、 InstallShield ヘルプ ラ イブラ リ内の該当セクシ ョ ンを

参照し て く ださい。

ア ッ プグレー ド中にグローバル アセンブ リ キャ ッ シュからアセンブ リが削除さ
れるのを防ぐ方法

プロジ ェ ク ト • この情報は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

デフ ォル ト で、 [ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューで作成されたア ッ プグレー ドは、 製品の新しいバージ ョ ンを イ ンス

ト ールする前に古いバージ ョ ンを削除するよ う に構成されます。 言い換える と、 RemoveExistingProducts アクシ ョ

ンが InstallFinalize アクシ ョ ンの前にスケジュールされています。 製品がグローバル アセンブ リ キャ ッ シュ (GAC) 

にイ ンス ト ールされているアセンブ リ を含んでいる場合、 このデフ ォル ト  シーケンス動作によ り、 ア ッ プグレー

テーブル 5-4 • ア ッ プグレー ドのサンプル コー ド

製品バー
ジ ョ ン 製品コー ド ア ッ プグレー ド コー ド

1.0 {D73FFD24-6087-4D5A-82AB-1F6B1A680433} {A00700B1-2345-6789-ABCD-EF0123456789}

1.1 {D73FFD24-6087-4D5A-82AB-1F6B1A680433} {A00700B1-2345-6789-ABCD-EF0123456789}

2.0 {A1071CCE-11A1-11A2-B1A2-B3000D067A34} {A00700B1-2345-6789-ABCD-EF0123456789}
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ドが適用された後にアセンブ リが GAC から消えて し ま う とい う問題が発生する場合があ り ます。 この問題は、

Windows Installer の参照カウン ト がアセンブ リ に対し て適切に実行されないとい う問題に起因し てお り、 結果的

に、 ア ッ プグレー ド でアセンブ リが削除された後再イ ンス ト ールされないとい う問題につながっています。

この Windows Installer の問題を回避するため、 InstallShield を使って以前のバージ ョ ンが削除される前に製品の新

しいバージ ョ ンを イ ンス ト ールするよ う にプロジ ェ ク ト を構成する こ とができます。

タ スク : 製品の以前のバージ ョ ンが削除される前にア ッ プグレー ドがイ ンス ト ールされるよ う にプロジ ェ ク ト を構成し て、

GAC からアセンブ リが削除されないよ う にするためには、 次の手順を実行し ます。

1. [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にあるビ ュー リ ス ト にある [ ア ッ プグレー ド パス ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ア ッ プグレー ド パス ] ペイ ンで、 [ ア ッ プグレー ド パス ] を選択し ます。

3. 右側にある [ ヘルプ ] ペイ ンで、 [RemoveExistingProducts の並べ替え ] ボタ ンを選択し ます。

InstallShield は、 InstallFinalize アクシ ョ ンの後に RemoveExistingProducts アクシ ョ ンが発生するよ う に並べ替えま

す。

ヒ ン ト • デフ ォル ト の動作に戻すには、 [RemoveExistingProducts の再シーケンス ] ボタ ンを再度ク リ ッ ク し ます。

Windows Installer 問題についての詳細は、 「Microsoft ナレ ッ ジベース記事 : 905238」 を参照し て く だ さい。

ア ッ プグレー ド項目の追加

プロジ ェ ク ト • この情報は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

以前のバージ ョ ンの製品が既に リ リース されている場合に、 エン ド ユーザーが以前のバージ ョ ンを手動でアン イ

ンス ト ールし てから現在のバージ ョ ンを イ ンス ト ールし な く ても、 現在のバージ ョ ンに確実にア ッ プグレー ド で

きるよ う にするには、 [ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューにア ッ プグレー ド情報を入力し ます。

タ スク : ア ッ プグレー ド項目を追加するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューを開きます。

2. [ ア ッ プグレー ド パス ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 [ 新しいア ッ プグレー ド パス ] を選択し ます。 [

開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 以下のいずれかを実行し ます。

• ア ッ プグレー ド するバージ ョ ンのイ ンス ト ールがシステムに存在する場合、 .msi フ ァ イルまたは .exe 

フ ァ イルを参照し てから [ 開 く ] を選択し ます。 InstallShield は、 現在のプロジ ェ ク ト の以前のバージ ョ

ンからア ッ プグレー ド コー ド を コ ピーし ます。

• ア ッ プグレー ド するバージ ョ ンのイ ンス ト ールがシステムに存在し ない場合は、 [ キャ ンセル ] を選択し

ます。
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新しいア ッ プグレー ド項目が追加されます。

ア ッ プグレー ド プロパテ ィ の構成

プロジ ェ ク ト • この情報は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

[ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューでア ッ プグレー ド項目を追加し た場合、 構成可能ない く つかの設定があり ます。 こ

れらの各設定についての情報は、 「ア ッ プグレー ド パスの設定」 を参照し て く ださい。

ア ッ プグレー ド項目の削除

プロジ ェ ク ト • この情報は Express プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク : [ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューからア ッ プグレー ド項目を削除するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューを開きます。

2. [ ア ッ プグレー ド パス ] エクスプローラーで、 ア ッ プグレー ド項目を右ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ] を選択し ます。

パッ チ時の考慮事項

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

以下は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト 作成のためのい く つかのガイ ド ラ イ ンです。

圧縮されたイ ンス ト ールのパッ チ

パッ チの作成プロセスには、 以前のイ ンス ト ールと最新のイ ンス ト ールの非圧縮リ リースが必要です。 イ ンス

ト ールが圧縮されている イ ンス ト ールの場合は、 リ リースの管理用イ メ ージを利用できます。

InstallShield は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト で非圧縮のイ メ ージを指定する と、 自動的にユーザーのために管理イ

メ ージを作成し ます。

ア ッ プデー ト 起動ツール (Update.exe) を作成する

InstallShield では、 ア ッ プデー ト に Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールを含めるかど うかを指定できます。

Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールは次のよ う な場合に必要です。

• 必要に応じ て、 自動的にターゲッ ト  システムの Windows Installer エンジンを更新またはイ ンス ト ールする。

• 必要に応じ て、 .NET Framework を ターゲッ ト  システムに自動的にイ ンス ト ールする。
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Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールは、 上記のシナリ オを制御するブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ンです。

InstallShield で Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールを作成し ないよ う に構成し た場合、 .msp フ ァ イルが作成されま

す。

詳細については、 「QuickPatch パッ ケージに Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールをビルド をするかど うかを指定す

る」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer 3.0 ( およびそれ以上 ) とパッ チ

Windows Installer 3.0 以上には、 多数のパッ チ関連の強化点があ り ます。 パッ チまたは QuickPatch が Windows 

Installer 3.0 以上を用いて ターゲッ ト マシンで適用される場合、 これらの強化点を利用する こ とができます。 詳細

は、 次を参照し て く だ さい :

• パッ チ シーケンス

• パッ チのアン イ ンス ト ール

• 非管理者パッ チ

パッ チ シーケンス

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield では、 ターゲッ ト  マシンにパッ チが提供された順番に関係な く 、 Windows Installer バージ ョ ン 3.0 以降

がイ ンス ト ール済みの製品にスモール ア ッ プデー ト  パッ チを適用する順番を指定する こ とができます。 パッ チ 

シーケンス データ を使って、 Windows Installer が同じパッ チ フ ァ ミ リー内でパッ ケージ された各ア ッ プグレー ド

の適切な関係を認識できるよ う にし ます。 従って、 製品にパッ チ 2 を適用し た後にパッ チ 1 を適用する と、 パッ

チ 2 のフ ァ イルを上書きせずにパッ チ 1 が登録されます。 Windows Installer バージ ョ ン 3.0 以前では、 パッ チ シー

ケンスは無視され、 すべてのスモール ア ッ プデー ト  パッ チは、 ターゲッ ト  マシンに提供された順番で製品に適

用されます。

Windows Installer 3.0 以降で利用可能なパッ チシーケンス機能は、 パッ チ作成処理を簡素化し ます。 次のセクシ ョ

ンでは、 その方法を説明し ます。

Windows Installer 3.0 以前のバージ ョ ンを使って適用されるパッ チを作成する

Windows Installer 3.0 よ り以前のバージ ョ ンを利用し て製品に適用する こ とができるパッ チを作成する必要がある

場合、 スモールア ッ プデー ト 以外の方法を利用する こ とが推奨されます。 スモール ア ッ プデー ト は製品バージ ョ

ンを変更する こ とはあ り ません。 し たがって製品の最新版に利用される イ ンス ト ーラーを含み、 外部プログラム

は、 スモール ア ッ プデー ト を伴う製品およびスモール ア ッ プデー ト を伴わない製品の違いを認識し ません。
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Windows Installer 3.0 以前のバージ ョ ンに限ったシナ リ オでは、 こ う いったイ ンス ト ーラーの制限事項について考

慮する必要があるため、 以前の製品状態について様々な可能性を ターゲッ ト にし な く てはな り ません。 次のテー

ブルに図式化されたサンプル アプ リ ケーシ ョ ンのラ イ フサイ クルで、 それによ って生じ る複雑さ を説明し ます。

Windows Installer 3.0 を使って適用されるパッ チを作成する

Windows Installer 3.0 以降で利用可能なパッ チ シーケンス機能を使う と、 スモール ア ッ プデー ト は製品バージ ョ ン

を変更する こ とはあ り ませんが、 製品の複数の異なるバージ ョ ン用に連続性を持たない 1 つのア ッ プグレー ド を

配布するスモール ア ッ プデー ト を安心し て利用する こ とができます。 スモール ア ッ プデー ト とは違って、 マイ

ナー ア ッ プグレー ドは製品バージ ョ ンを変更し ます。 マイナー ア ッ プグレー ド はまた、 スモール ア ッ プデー ト

パッ チのシーケンス用フ レームワーク を形成し ます。 製品のバージ ョ ン 1.1 用のスモール ア ッ プデー ト がバー

ジ ョ ン 1.2 に適用された場合、 イ ンス ト ーラーはスモール ア ッ プデー ト を ターゲッ ト  システムに登録し て、 1.2 マ

イナー ア ッ プグレー ドが適用される前の段階と同じ要領でそれを適用し ます。

スモール ア ッ プデー ト パッ チはまた、 Windows Installer 3.0 以降を有効にし、 製品に別のパッ チが個別に適用また

は削除されても製品の有効な状態を保ちます。 さ らに、 パッ チ シーケンスを利用する と、 ターゲッ ト  マシン上に

存在する可能性のあるパッ チの組み合わせすべてを考慮する必要な く 、 以前の比較的小さ な製品状態の集ま りか

らア ッ プグレー ド パッ ケージを生成する こ とができます。 次のテーブルに図式化されたサンプル アプ リ ケーシ ョ

ン ラ イ フサイ クルは、 この利点を説明し ます。

テーブル 5-5 • Windows Installer 3.0 以前のバージ ョ ンを使って適用されるパッ チのサンプル アプ リ ケーシ ョ ン ラ
イ フサイ クル

アプ リ ケーシ ョ ン パッ
ケージ

製品バージ ョ
ン

パッ ケージがターゲッ ト にする以前のセ ッ
ト ア ッ プ

1. 基本のイ ンス ト ール 1.0 —

2. マイナー ア ッ プグレー

ド

1.1 1.0

3. マイナー ア ッ プグレー

ド

1.2 1.0, 1.1

4. マイナー ア ッ プグレー

ド

1.3 1.0、 1.1、 1.2、 4

5. マイナー ア ッ プグレー

ド

1.4 1.0、 1.1、 1.2、 1.3

6. メ ジャー ア ッ プグレー

ド

2.0 1.0, 1.1, 1.2, 1.3, 1.4

テーブル 5-6 • Windows Installer 3.0 を使って適用されるパッ チのサンプル アプ リ ケーシ ョ ン ラ イ フサイ クル

アプ リ ケーシ ョ ン パッ
ケージ

パッ チ シーケ
ンス番号

製品バー
ジ ョ ン

パッ ケージがターゲッ ト にす
る以前のセ ッ ト ア ッ プ

1. 基本のイ ンス ト ール — 1.0 —
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上のテーブル内のスモール ア ッ プデー ト のすべては、 同じパッ チ フ ァ ミ リーに所属し ます。 Windows Installer 3.0 

以降はパッ チ フ ァ ミ リーを利用し て、 同じ フ ァ ミ リー内でスモール ア ッ プデー ト  パッ チ と その他すべてのパッ

チを比較し、 各パッ チを ターゲッ ト  マシンに適用する順番を決定し ます。 パッ チ シーケンスは、 パッ チ パッ

ケージ データベースの MsiPatchSequence テーブル に追加されます。 このテーブルは、 同じパッ チ フ ァ ミ リーを

ターゲッ ト にするパッ チの関係を定義し ます。

パッ チのアン イ ンス ト ール

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Windows Installer 3.0 以降はスモールア ッ プデー ト またはマイナーア ッ プグレー ドのパッ チアン イ ンス ト ールを サ

ポー ト し ます。 アン イ ンス ト ールするパッ チは Windows Installer 3.0 以降を利用し てイ ンス ト ールされたものでな

く てはな り ません。 パッ チがアン イ ンス ト ールされた時、 製品はパッ チがイ ンス ト ールされる前の状態に戻り ま

す。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer では、 パッ チの削除を希望するエン ド ユーザーはパッ チ された製品をア

ン イ ンス ト ールし てから、 パッ チを適用せずに製品を再イ ンス ト ールする必要があり ま し た。 この場合、 削除し

ないパッ チについては再び適用する必要があ り ます。

Windows XP SP2 以降を実行中のシステムでは エン ド ユーザーは [ プログラムの追加と削除 ] を使ってパッ チをア

ン イ ンス ト ールする こ とができます。 以前のバージ ョ ンの Windows で Windows Installer 3.0 以降を実行中のシステ

ムでは、 パッ チはコマン ド ラ イ ンからアン イ ンス ト ールし ます。 さ らに詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ヘルプ 

ラ イブラ リの 「Uninstalling Patches」 を参照し て く だ さい。

すべてのパッ チがアン イ ンス ト ール可能ではないため、 パッ チのアン イ ンス ト ールはデフ ォル ト では無効に設定

されています。 た と えば、 パッ チ と し てパッ ケージ された メ ジャーア ッ プグレー ドはアン イ ンス ト ールする こ と

ができません。 エン ド ユーザーへ配布する前にパッ チのアン イ ンス ト ールを充分テス ト する こ とが推奨されます。

アン イ ンス ト ール不可能なパッ チについて さ らに詳しい情報は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの

「Uninstallable Patches」 を参照し て く だ さい。

2. スモール ア ッ プデー

ト

1 1.0 1.0

3. スモール ア ッ プデー

ト

2 1.0 1.0

4. スモール ア ッ プデー

ト

3 1.0 1.0

5. スモール ア ッ プデー

ト

4 1.0 1.0

6. マイナー ア ッ プグ

レー ド

— 1.1 1.0

テーブル 5-6 • Windows Installer 3.0 を使って適用されるパッ チのサンプル アプ リ ケーシ ョ ン ラ イ フサイ クル ( 続き

アプ リ ケーシ ョ ン パッ
ケージ

パッ チ シーケ
ンス番号

製品バー
ジ ョ ン

パッ ケージがターゲッ ト にす
る以前のセ ッ ト ア ッ プ
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非管理者パッ チ

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Windows Installer 3.0 以上では、 管理者以外による イ ンス ト ールが可能なパッ チを作成する こ とができます。 非管

理者によるパッ チは次のすべての条件が満た された場合に利用する こ とができます。

• Microsoft Windows XP 以降のク ラ イアン ト  プラ ッ ト フ ォームの場合、ターゲッ ト マシンが Windows Installer 3.0 

以降を実行中。 サーバー プ ラ ッ ト フ ォームはサポー ト し ていない。

• アプ リ ケーシ ョ ンは CD-ROM または DVD などのリムーバブル メ デ ィ アから イ ンス ト ールされている。

• アプ リ ケーシ ョ ンはマシンご とにイ ンス ト ールされている。

メ モ • ALLUSERS プロパテ ィ がコマン ド ラ イ ンで上書き された場合、 非管理者パッ チは失敗し ます。

• ベース イ ンス ト ールには、 後に続 く すべてのパッ チの署名に使用される証明書を含まれていな く てはな り ま

せん。

• ベース イ ンス ト ールには、 MsiPatchCertificate テーブルを含まれていな く てはな り ません。 このテーブルは

非管理者が後に続 く パッ チを適用し た際、 そのデジ タル署名を照合するために使用される署名者証明書を提

供し ます。 このテーブルには必要に応じ て複数の証明書を含むこ とが可能で、 あとに続 く パッ チは最低 1 つ

の証明書と照合する こ とが可能でな く てはな り ません。 詳細については、 「非管理者パッ チのイ ンス ト ールを

準備する」 を参照し て く だ さい。

• 非管理者パッ チには、 MsiDigitalCertificate テーブルが含まれていな く てはな り ません。 このテーブルには、 署

名済みパッ チの署名証明書が含まれています。

前述の基準のどれにも当てはま らない場合、 エン ド ユーザーはロ ッ クダウン された環境でデジ タル署名済みパッ

チを イ ンス ト ールする こ とができません。

非管理者パッ チの一般的なシナ リ オは、 コ ンピ ューター ゲーム業界で見られます。 コ ンピ ューター ゲーム ユー

ザーの一部は子供で、 自分のユーザープロ フ ァ イルおよび HKEY_CURRENT_USER の下にあるレジス ト リ キー内の

フ ォルダー以外のシステム領域にアクセスが不可能な場合があり ます。 子供がマシンにイ ンス ト ールする内容お

よびアクセスできる範囲を、 彼等の両親が管理者アクセスを利用し てコ ン ト ロールする例が考えられます。 両親

がすべてのアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールし た場合で、 イ ンス ト ール済みのソ フ ト ウェ アに対するパッ チが利

用可能な と きに、 前述の基準がすべて満た された場合、 子供は両親が付き添わな く ても自分で非管理者パッ チを

ダウンロー ド並びにイ ンス ト ールする こ とができます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト の作成および QuickPatch パッ ケージ
の適用

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 規模の小さいシングル ア ッ プグレー ド をユーザーへ配布し たいイ ンス ト ール作成者

へお勧めし ます。 QuickPatch はカス タ マイズ可能な範囲が限られてはいますが、 [ パッ チのデザイ ン ] ビ ューを使

わないシンプルなパッ チ作成方法と し て利用できます。 基本的にどち らのパッ チ作成方法も同じ配布タ イプ (.msp 

と .exe フ ァ イル ) を作成し ます。

既存の .msi フ ァ イルまたは既存の QuickPatch をパッ チする QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成するには、 新規 

QuickPatch 作成ウ ィ ザー ド を利用し ます。 ウ ィ ザー ド を完了する と、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に必要な基本条件

をすべて満たすこ とができます。

既存の QuickPatch をパッ チする QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

既存の QuickPatch プロジ ェ ク ト をベースにし て、 新規 QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成する こ とができます。 これ

は、 オ リ ジナルアプ リ ケーシ ョ ンまたは特定のパッ チ済みバージ ョ ンに対し てパッ チをあてる必要があるエン ド

ユーザすべてに配布する こ とができるパッ チを作成し ます。

注意 • [ 一般情報 ] ビ ューの [ 履歴 ] に表示される リ リースを開いて変更を加えた場合、 最新プロジ ェ ク ト は動作

不可能と な り ます。 これは [ 履歴 ] にある リ リース間で共有されている中間データが不足または改定された可能性

があるためです。 つま り、 既存する QuickPatch プロジ ェ ク ト をパッ チする QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成するた

びに InstallShield は既存の QuickPatch プロジ ェ ク ト  (.ise フ ァ イル ) のモー ド を読み取り専用に変更し ます。

タ スク : 既存の QuickPatch をパッ チする QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. InstallShield で、 パッ チをあてる QuickPatch プロジ ェ ク ト  (.ise フ ァ イル ) を開きます。

2. [ ツール ] メ ニューで、 [QuickPatch の作成 ] を ク リ ッ ク し ます。

新規 QuickPatch プロジ ェ ク ト が InstallShield で開きます。

新規 QuickPatch ウ ィ ザー ド を使用し て、 既存の QuickPatch に QuickPatch を作成する こ と もできます。

QuickPatch パッ ケージを簡素化するかど うかを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト の構成を行う と き、 InstallShield で QuickPatch パッ ケージの作成を簡素化し て、 最もシン

プルなパッ ケージをビルド するかど うか指定する こ とができます。 QuickPatch の簡素化を行う と、 通常の 

QuickPatch パッ ケージに比べて新しいサブ機能と カス タム アクシ ョ ンの数が少ない QuickPatch パッ ケージを生成

できます。
348 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 5 章 : アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト

ア ッ プグレー ド および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
たと えば、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に新しいフ ァ イルと レジス ト リ エン ト リが含まれていて、 が QuickPatch の簡

素化を行わなかった場合、 そのフ ァ イルと レジス ト リ エン ト リ用に新しいサブ機能が作成されます。 さ らに、 特

定の Windows Installer  パッ チ要件に対応するため、 1 つまたは複数のビルド済み カス タム アクシ ョ ンが追加され

ます。 これに対し、 InstallShield が QuickPatch の簡素化を行う 場合、 フ ァ イルまたはレジス ト リ エン ト リは既存

する機能に追加されるため、 特別なビルド済み InstallShield カス タム アクシ ョ ンは必要あ り ません。

メ モ • 次のシナ リ オにおいて、 InstallShield が QuickPatch パッ ケージの作成処理を簡素化する こ とはできません。

• QuickPatch パッ ケージがイ ンス ト ール済みのフ ァ イルを削除する。

• QuickPatch パッ ケージがレジス ト リ キーを削除する、 またはその名前を変更する。

• QuickPatch パッ ケージが、 簡素化されていない通常の QuickPatch イ メ ージを ターゲッ ト とする。 つま り、 [

一般情報 ] ビ ューの [ 履歴 ] 領域で、 簡素化を行わなかった QuickPatch のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た場合、

QuickPatch の簡素化はできないとい う こ と です。 1 つまたは複数の簡素化されていない QuickPatch イ メ ージ

を ターゲッ ト とする簡素化された QuickPatch のビルド を試みる と、 ビルド警告が表示され、 簡素化は行われ

ません。

また、 15 未満の簡素化されていない累積 QuickPatch パッ ケージをベース .msi パッ ケージまたはメ ジャー ア ッ プ

グレー ド パッ ケージに適用できる点にご注意 く ださい。 制限数を超える と、 パッ チを適用中に エラー 2701 が発

生し ます。 正確な制限は、 パッ ケージの機能ツ リーおよび簡素化されていない各 QuickPatch がそのツ リーに追加

するサブ機能の階層数によ って決ま り ます。 Windows Installer の機能ツ リー階層数の制限は 16 レベルです。

簡素化された QuickPatch パッ ケージには、 新しいサブ機能が含まれないため、 この制限があり ません。

タ スク : QuickPatch パッ チを簡素化するかど うかを指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

3. [ 詳細 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. "QuickPatch の簡素化 " 設定で、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• QuickPatch パッ ケージを簡素化する場合、 [ はい ] を選択し ます。 この値は、 新しい QuickPatch プロ

ジ ェ ク ト のデフ ォル ト 値です。

• QuickPatch パッ ケージを簡素化を選択し ない場合、 [ いいえ ] を選択し ます。

パッ チのターゲ ッ ト  リ リースを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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タ スク : QuickPatch プロジ ェ ク ト でどのリ リースをパッ チするのかを指定するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ 履歴 ] を選択し ます。

3. 中間リ リース ( ベース QuickPatch イ メ ージ と現在の QuickPatch イ メ ージの中間と なる リ リース ) の隣にある

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択またはク リ ア し て、 現在のプロジ ェ ク ト でパッ チするのかど うかを指定し ます。

メ モ • ベース QuickPatch イ メ ージまたは現在のプロジ ェ ク ト のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする こ とはできませ

ん。 中間 QuickPa ｔ ｃ ｈ  プロジ ェ ク ト のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする と、 現在の QuickPatch プロジ ェ ク ト を

使って、 アプ リ ケーシ ョ ンの最新イ メ ージ と し て中間イ メ ージを持つマシンをア ッ プグレー ド する こ とはできま

せん。

たと えば、 イ ンス ト ールと し てバージ ョ ン 1.0 を配布し た場合で、 その後オ リ ジナルイ ンス ト ールをバージ ョ ン 

1.1 にア ッ プグレー ド するパッ チを リ リース し た場合。 バージ ョ ン 1.2 QuickPatch を作成し て、 履歴で 1.1 

QuickPatch のチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されていない場合、 1.2 QuickPatch は 1.0 リ リースのア ッ プグレー ド に利用

できますが、 1.1 リ リースには利用できません。

QuickPatch を実行する カス タム ア クシ ョ ンを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク : QuickPatch の適用時に実行する カス タム アクシ ョ ンを指定するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで [ カス タム アクシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

3. カス タム アクシ ョ ンの隣にあるチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択またはク リ ア し て、 QuickPatch のイ ンス ト ール中に

それら を実行するかど うかを指定し ます。

QuickPatch へフ ァ イルを追加する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。
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メ モ • QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 追加する新しいフ ァ イルに新しいターゲッ ト の場所を定義できるサポー ト を

含みません。 そのため、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に新しいフ ァ イルを追加する場合、 そのイ ンス ト ール場所は、

元のイ ンス ト ールで定義されたフ ォルダーでな く てはな り ません。

タ スク : QuickPatch にフ ァ イルを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ パッ チ設定の定義 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 [ 新規フ ァ イルの挿入 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く

] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 追加する フ ァ イルを ク リ ッ ク し て [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 [ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーに

フ ァ イルが追加されます。

4. 新しいフ ァ イルを ク リ ッ ク し てから、 その設定を構成し ます。

QuickPatch の識別情報を指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Windows Installer 3.0 以降は、 QuickPatch がアン イ ンス ト ール不可能な場合も、 適用された各 QuickPatch について

の [ プログラムの追加と削除 ] エン ト リ を ターゲッ ト  システムに追加し ます。

タ スク : QuickPatch の識別情報を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

3. [ 識別 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. 個々の設定を構成し ます。

QuickPatch のアン イ ンス ト ールを有効にする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Windows Installer 3.0 以降は、 スモール ア ッ プデー ト およびマイナー ア ッ プグレー ド用の QuickPatch パッ ケージ

のアン イ ンス ト ールをサポー ト し ます。 ただ し、 すべての QuickPatch パッ ケージがアンイ ンス ト ール可能とい う

訳ではあ り ません。 標準パッ チおよび QuickPatch パッ ケージのアン イ ンス ト ールについての詳細および、 関連す

る制限事項については、 「パッ チのアン イ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。
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タ スク : QuickPatch パッ ケージのアン イ ンス ト ールを有効にするには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

3. [ 共通 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ パッ チのアン イ ンス ト ールを許可する (Windows Installer 3.0 が必要 )] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

QuickPatch パッ ケージをシーケンスする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク : QuickPatch パッ ケージのシーケンスを定義するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

3. [ 詳細 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. 以下のいずれかを実行し ます。

• InstallShield が生成するデフ ォル ト のパッ チ シーケンスを使用するには、 " パッ チ シーケンス エン ト リ

の作成 " プロパテ ィ を [ はい ] に設定し ます。

• パッ チ シーケンスを利用し ない場合は、 このプロパテ ィ を [ いいえ ] に設定し ます。

QuickPatch パッ ケージに署名する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Windows Installer 3.0 以上では、 管理者以外による イ ンス ト ールが可能なパッ チを作成する こ とができます。 非管

理者による QuickPatch パッ ケージは厳しい条件が満た された と きのみ利用する こ とができます。 た と えば、 パッ

チが更新するベース イ ンス ト ールは、 パッ チ パッ ケージの署名に使用される証明書を含まな く てはな り ません。

満たされなければならない他の基準については、 「非管理者パッ チ」 を参照し て く だ さい。

タ スク : パッ チパッ ケージを署名するには、 以下を手順に従います :

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。
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3. [ デジ タル署名 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. [ パッ チ パッ ケージの署名 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

5. デジ タル署名設定を構成し ます。

QuickPatch パッ ケージをパスワー ド で保護する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

セキュ リ テ ィ を さ らに向上させるため、 QuickPatch パッ ケージをパスワー ド で保護する こ とができます。

QuickPatch パッ チをパスワー ド で保護する と、 QuickPatch パッ チを適用するエン ド ユーザーは、 ア ッ プデー ト を

起動するために大文字小文字の区別があるパスワー ド を入力する必要があり ます。

タ スク : QuickPatch パッ ケージをパスワー ド で保護するには、 以下の手順に従います :

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

3. [ 詳細 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. " 起動ツールをパスワー ド で保護 " 設定で、 [ はい ] を選択し ます。

5. " 起動ツールのパスワー ド " 設定に、 パッ チで使用するパスワー ド を指定し ます。

メ モ • パスワー ドは大文字と小文字を区別し ます。

QuickPatch パッ ケージに Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールをビルド をするかど
うかを指定する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield では、 InstallShield で、 作成中の QuickPatch パッ ケージに Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャ を作成する

かど うかを指定できます。

必要に応じ て自動的にターゲッ ト  システムで Windows Installer サービスを更新またはイ ンス ト ールする場合

､ Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールが必要です。 Update.exe 起動ツールが必要になる場合についての詳細は、 「パッ

チ時の考慮事項」 を参照し て く だ さい。

InstallShield で Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールを作成し ないよ う に構成し た場合、 .msp フ ァ イルが作成されま

す。
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タ スク : QuickPatch に Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールを含めるかど うかを指定するには、 以下の手順に従います :

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

3. [ 共通 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4. Update.exe を含める場合、 [Update.exe を作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

Update.exe を含めない場合、 [Update.exe を作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。

ヒ ン ト • [ ビルドの設定 ] 領域にある [ 詳細 ] タ ブを利用し ても、 Update.exe を含めるかど うかを指定する こ とがで

きます。

ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ マイズする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

InstallShield では、 Update.exe ア ッ プデー ト 起動ツールのバージ ョ ン リ ソースにカス タム情報を使用できます。 こ

の情報は、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されます。 [ プロパテ ィ ] ダイア

ログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し た と

きに表示されます。

メ モ • [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 Windows のバージ ョ ンによ って異な り ます。 た と えば、 Windows 7 

システムでは、 バージ ョ ン リ ソース情報は [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 詳細 ] タ ブに表示されます。

一方、 Windows XP システムでは、 バージ ョ ン リ ソース情報は、 同じ ダイアログボ ッ クスの [ バージ ョ ン ] タ ブに

表示されます。

また、 Windows の一部のバージ ョ ンは、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの一部の設定を表示し ません。

Update.exe フ ァ イルの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス と同じ概観を持つ Setup.exe フ ァ イルの [ プロパテ ィ ] ダ

イアログ ボ ッ クスのスク リーンシ ョ ッ ト を見るには、 「セ ッ ト ア ッ プ起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く だ さい。

タ スク : Update.exe 設定のデフ ォル ト の InstallShield 値を独自のカス タム値でオーバーラ イ ド するには、 以下の手順に従い

ます :

1. [ パッ チの設定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 一般情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 一般情報 ] エクスプローラーで、 [ ビルドの設定 ] を選択し ます。

3. [ 詳細 ] タ ブを ク リ ッ ク し てから、 [ ア ッ プデー ト 起動ツールの設定 ] 領域を探し ます。
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4. 以下の設定に、 Update.exe フ ァ イルのプロパテ ィ に使用する値を入力し ます。

• 会社名

• 製品名

• 製品バージ ョ ン

• 説明

• 著作権情報

ヒ ン ト • " 製品バージ ョ ン " 設定は、 Update.exe のフ ァ イル バージ ョ ン と製品バージ ョ ンを更新し ます。 フ ァ イル 

バージ ョ ンは、 常に 4 つのフ ィ ールド で構成されます。 4 フ ィ ールド よ り も少ないフ ィ ールド を指定する と、 残

りのフ ィ ールド には 0 が挿入されます。 た と えば、 製品バージ ョ ン と し て 1.1 を指定する と、 Update.exe のバー

ジ ョ ン リ ソースで使用される フ ァ イル バージ ョ ンは 1.1.0.0 と な り ます。

ア ッ プデー ト 起動ツールの設定を空白のままに残すと、 InstallShield はデフ ォル ト の InstallShield 値を使用し ます。

[ パッ チする フ ァ イル ] エ クスプローラーから フ ァ イルを削除する

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク : [ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーから フ ァ イルを削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ パッ チ設定の定義 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 削除する フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

QuickPatch を使用し たイ ンス ト ール済みフ ァ イルの変更と削除

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

タ スク : QuickPatch と共にイ ンス ト ールされたフ ァ イルを変更または削除するには、 以下の手順に従います :

1. [ パッ チ設定の定義 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーを右ク リ ッ ク し、 [ 既存のフ ァ イルのパッ チ ] を ク リ ッ ク し ます。 [

フ ァ イルの選択 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 変更または削除する フ ァ イルを ク リ ッ ク し ます。 [ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーにフ ァ イルが追加

されます。
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4. [ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーに追加し たばかりのフ ァ イルを ク リ ッ ク し て、 設定を構成し ます。

ヒ ン ト • また、 上記 3、 4 の手順を踏まずに、 直接フ ァ イルまたはフ ォルダーを [ 元のセ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] か

ら [ パッ チする フ ァ イル ] へド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする こ と もできます。

QuickPatch を使用し たレジス ト リデータの追加、 変更および削除

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

QuickPatch プロジ ェ ク ト でレジス ト リデータ を追加、 変更または削除する と きの手順は、 基本的に、 オ リ ジナル

のイ ンス ト ールにそれを行う と き と同じ要領です。 唯一異なる点は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト のレジス ト リデー

タ を追加する前に、 [ レジス ト リ ] ビ ュー上部にある [ ビ ューフ ィ ルター ] リ ス ト 内で既存の機能を選択する必要

がある とい う点です。 QuickPatch では新規機能を追加する こ とができないため、 レジス ト リ データはすべて、 既

にオ リ ジナルの製品に存在する機能に関連付ける必要があ り ます。

ヒ ン ト • QuickPatch プロジ ェ ク ト 用に変更を加えたレジス ト リの設定を変更するには、 まずアイテムを右ク リ ッ

ク し てから [ 取り消す ] を ク リ ッ ク し ます。

グローバル アセンブ リ キャ ッ シュのアセンブ リ をパッ チする

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

Windows Installer 3.0 以上で、 MsiPatchOldAssemblyFile および MsiPatchOldAssemblyName テーブルを利用する と、

パッ チ パッ ケージでオ リ ジナル イ ンス ト ール ソースのラ ン タ イム要求な しにグローバル アセンブ リ キャ ッ シュ 

(GAC) 内のアセンブ リ をパッ チする こ とができます。 デフ ォル ト では、 QuickPatch パッ ケージをビルド する と 

InstallShield がこれらのテーブル用のエン ト リ を自動的に生成し ます。 (QuickPatch プロジ ェ ク ト でこの自動生成を

無効にするには、 "MsiPatchOldAssembly テーブルの生成 " プロパテ ィ を [ いいえ ] に設定し ます。 QuickPatch の

場合、 このプロパテ ィ は [ 一般情報 ] ビ ューのビルドの設定アイテムの [ 詳細 ] タ ブにあり ます。

メ モ • MsiPatchOldAssemblyFile および MsiPatchOldAssemblyName テーブルのエン ト リ を自動生成するためには、 

InstallShield はパッ チを適用する .msi パッ ケージの最新バージ ョ ンへの書き込みアクセスを必要と し ます。

InstallShield は、 このパッ ケージをパッ チ作成の前に変更し ます。 InstallShield はパッ ケージを書き込み可能にし ま

すが、 それが不可能だった場合はビルド警告を生成し、 テーブルエン ト リは作成されません。

これらのテーブルエン ト リはターゲッ ト  システムが Windows Installer 3.0 以上を実行し ている場合のみ適用されま

す。 システムが Windows Installer 2.0 を実行中の場合、 パッ チは実行し ますがこれらのテーブルは無視され、 パッ

チが GAC 内のフ ァ イルを更新する必要がある場合はオ リ ジナルソースパッ ケージを要求し ます。 Update.exe に 

Windows Installer 2.0 エンジンのみを含む場合でも、 InstallShield は、 これらのテーブル エン ト リ を生成し ます。 こ
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れは既に Windows Installer 3.0 以上がイ ンス ト ールされた ターゲッ ト  システムがこれらのテーブル エン ト リ を利用

するためです。

QuickPatch の適用

プロジ ェ ク ト • この情報は、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に適用し ます。

QuickPatch パッ ケージ (.msp) フ ァ イルには、 イ ンス ト ールされた 1 つまたは複数の製品バージ ョ ンをア ッ プグ

レー ド するのに必要な ト ラ ンスフ ォームおよび指示が含まれています。

QuickPatch パッ ケージを適用するには、 Windows Installer v. 1.1 以降がシステムにイ ンス ト ールされている必要が

あ り ます。 またア ッ プデー ト するパッ ケージは、 管理イ メ ージ と し て、 またはローカルにイ ンス ト ールされてい

る必要もあ り ます。 さ らに別の要件と し て、 既存のイ ンス ト ール パッ ケージが、 QuickPatch パッ ケージ と同じ権

限を使って同じユーザー向けにイ ンス ト ールされている必要があり ます。 た と えば製品がすべてのユーザー用と

し てイ ンス ト ールされている場合は、 ア ッ プデー ト もすべてのユーザー用にイ ンス ト ールする必要があり ます。

QuickPatch パッ チを適用する場合、 Windows エクスプローラーで .msp フ ァ イルをダブルク リ ッ クするか、 または

フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て [ 開 く ] を選択するのが最も簡単です。 マイナーア ッ プグレー ドのパッ チを適用する

と、 最初に開 く ダイアログは PatchWelcome ダイアログです。 メ ジャー ア ッ プグレー ドのパッ チを適用する と、

イ ンス ト ールをス タ ン ド アロンで実行し た と きに表示されるよ う な完全ダイアログ シーケンスが表示されます。

MsiExec.exe /p オプシ ョ ンを使用し て、 コマン ド ラ イ ンからパッ チを適用できます。 次のステー ト メ ン ト を入力す

る と、 X:\Product Updates\Build 36\PatchForV1.msp にあるパッ チパッ ケージが適用されます。

msiexec /p "X:\Product Updates\Build 36\PatchForV1.msp"Update.exe

[ 一般情報 ] ビ ューの [ ビルドの設定 ] 領域で、 QuickPatch パッ チ構成の [Update.exe の作成 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択する と、 .msp フ ァ イルが実行可能フ ァ イルにラ ッ プ されます。 次のコマン ド ラ イ ン指定する と、 Update.exe 

によ ってパッ チ パッ ケージが起動されます。

msiexec /p <path to .msp file> REINSTALL=ALL REINSTALLMODE=omus

QuickPatch をサイ レン ト  モー ド で適用する

サイ レン ト  モー ド で QuickPatch を適用する場合、 2 つの方法があ り ます。 /qn コ マン ド ラ イ ン パラ メ ーターを

使って MsiExec.exe を起動するか、 /s を Update.exe へ渡し ます。

サイ レン ト  モー ド で QuickPatch を適用する場合、 考慮を要する重要な点があ り ます。 正し く 動作させるには、

QuickPatch を適用する際に、 Windows Installer のプロパテ ィ  REINSTALL が ALL に、 REINSTALLMODE が omus に設

定されている必要があ り ます。 Update.exe は常にこれらのプロパテ ィ を コマン ド ラ イ ンで設定するため、

QuickPatch パッ ケージが Update.exe を使って適用された場合は、 ユーザーが特別な操作を行う必要はあり ません。

完全なユーザー イ ン ターフ ェ イスを使って QuickPatch パッ ケージを適用する と、 イ ンス ト ールのデフ ォル ト のダ

イアログの 1 つ、 PatchWelcome が表示されます。 こ こには、 正しいオプシ ョ ンを使って REINSTALL および 

REINSTALLMODE を設定するためのコ ン ト ロール イベン ト が含まれています。 ただ し このダイアログは、 エン ド

ユーザー イ ン ターフ ェ イスが抑制されている と表示されないため、 次のよ う にコマン ド ラ イ ンでプロパテ ィ を設

定する必要があ り ます。

msiexec /p <.msp フ ァ イルへのパス > /qn REINSTALL=ALL REINSTALLMODE=omus
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ア ッ プグレー ド および QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用する
QuickPatch は既存する .msi データベースのキャ ッ シュ を変更し ないため、 REINSTALLMODE に v 設定を含める必

要はあ り ません。

FlexNet Connect を利用し てエン ド ユーザーにア ッ プグレー ドの
通知をする

FlexNet Connect を利用し て、 Web に接続し ているエン ド ユーザーに対し てアプ リ ケーシ ョ ンのパッ チ、 ア ッ プ

デー ト 、 および製品情報が入手可能である こ と を自動的に通知し ます。

FlexNet Connect の実装

FlexNet Connect を利用し てエン ド ユーザーに対し て自動的にア ッ プデー ト を通知する作業には、 大き く 分けて 2 

つのサイ クル ( 初期配布と ア ッ プデー ト 配布 ) があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンの初期配布段階を完了し た後、 その

アプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト を顧客に配布するたびにア ッ プデー ト 配布に関する一連の作業を行います。 初

期配布の手順についての詳細は、 「ア ッ プデー ト 通知のイ ンス ト ールの作成」 を参照し て く だ さい。

ア ッ プデー ト 配布

1. InstallShield を使ってアプ リ ケーシ ョ ンのア ッ プデー ト を作成し ます。

2. 新しい製品バージ ョ ンおよび製品コー ド を FlexNet Connect パブ リ ッ シャー サイ ト (Web ベースの管理ポータ

ル ) に登録し ます。

3. FlexNet Connect パブ リ ッ シャー サイ ト にア ッ プデー ト をパブ リ ッ シュ し、 [ メ ッ セージ ステータ ス ] を [ テ

ス ト ] に設定し ます。

4. ア ッ プデー ト をテス ト し ます。

5. FlexNet Connect パブ リ ッ シャー サイ ト にア ッ プデー ト をパブ リ ッ シュ し、 [ メ ッ セージ ステータ ス ] を [ ア

クテ ィ ブ ] に設定し ます。

FlexNet Connect には様々なオプシ ョ ンがあ り、 完全ソ リ ューシ ョ ン と し て本製品と共に購入する こ と もできます

し、 またはカス タ マイズ ソ リ ューシ ョ ン と し て個別に購入する こ と もできます。 詳しい情報は、 フ レ クセラ ・ ソ

フ ト ウ ェ ア Web サイ ト をご覧 く ださい。
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追加のイ ンス ト ール オプシ ョ ン
InstallShield では、 製品を イ ンス ト ールする イ ンス ト ール パッ ケージの作成を支援するだけでな く 、 最終イ ンス

ト ール パッ ケージを強化する他のイ ンス ト ール オプシ ョ ン も提供されています。 このセクシ ョ ンは、 追加のイ ン

ス ト ール オプシ ョ ンに関する説明です。

ターゲ ッ ト  システムの要件を指定する
InstallShield で、 ターゲッ ト  システムのイ ンス ト ール要件を簡単に設定する こ とができます。 た と えば、 製品を適

切に実行するために特定の OS またはアプ リ ケーシ ョ ンが必要な場合、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で指定する こ

とができます。 ターゲッ ト  システムが要件を満たさ ない場合、 イ ンス ト ールが終了し ます。

製品のオペレーテ ィ ング システム要件を指定する

InstallShield では、 製品の要件と し て特定のオペレーテ ィ ング システムを指定する こ とができます。 ターゲッ ト  シ

ステムが要件を満た さ ない場合、 イ ンス ト ールが終了し ます。

タ スク : ターゲッ ト  システムのオペレーテ ィ ング システム要件を指定するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ 要件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 中央のペイ ンで、 [ システム ハー ド ウ ェ アの要件 ] を選択し ます。

3. "OS バージ ョ ン " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ システム ハー ド ウ ェ アの要件 ]  ダイア

ログ ボ ッ クスが開きます。

4. 適切なオペレーテ ィ ング システムの要件を指定し ます。

"OS バージ ョ ン " 設定の値が更新されます。
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ターゲ ッ ト  システムの要件を指定する
ヒ ン ト • 製品のオペレーテ ィ ング システムの要件を指定する と、 実質的に製品をサポー ト し ないオペレーテ ィ ン

グ システムが除外する こ とにな り ます。

たと えば、 最新 Windows オペレーテ ィ ング システムのチ ェ ッ ク ボ ッ クスのみを選択し た場合、 [ 要件 ] ページで

選択し なかったオペレーテ ィ ング システムを除外する起動条件が作成されます。 この起動条件タ イプでは、 将来

的に リ リース される Windows オペレーテ ィ ング システムのバージ ョ ンが自動的にサポー ト されます。 これは起動

条件で除外されていないためです。

製品のプロセ ッサの要件を指定する

製品に特定のプロセ ッサ ク ラスが必要な と き、 製品が互換性のないプロセ ッサを持つシステム上にイ ンス ト ール

されないよ う にする こ とができます。 ターゲッ ト  システムのプロセ ッサが指定された最低要件に満たない場合、

イ ンス ト ールが終了し ます。

タ スク : ターゲッ ト  システムのプロセ ッサ要件を指定するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ 要件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 中央のペイ ンで、 [ システム ハー ド ウ ェ アの要件 ] を選択し ます。

3. " プロセ ッサ " 設定で、 適切なプロセ ッサを選択し ます。

製品の RAM 要件を指定する

製品を適切に実行するために一定の容量の RAM が必要な と き、 容量が満たないシステム上に製品がイ ンス ト ール

されないよ う にする こ とができます。 ターゲッ ト  システムに必要最低限度の容量がない場合、 イ ンス ト ールが終

了し ます。

タ スク : ターゲッ ト  システムの RAM 要件を指定するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ 要件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 中央のペイ ンで、 [ システム ハー ド ウ ェ アの要件 ] を選択し ます。

3. "RAM" 設定で、 適切な値を選択し ます。

製品の画面の解像度要件を指定する

製品を適切に実行するために特定の画面解像度が必要な と き、 画面解像度が満たないシステム上に製品がイ ンス

ト ールされないよ う にする こ とができます。 イ ンス ト ールが実行されるマシンの解像度が指定し た解像度を下回

る場合、 イ ンス ト ールは終了し ます。
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ターゲ ッ ト  システムの要件を指定する
タ スク : ターゲッ ト  システムの画面解像度要件を指定するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ 要件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 中央のペイ ンで、 [ システム ハー ド ウ ェ アの要件 ] を選択し ます。

3. " 画面解像度 " 設定で、 適切な値を選択し ます。

カ ラー深度の要件を指定する

製品を適切に実行するために特定のカ ラー深度が必要な と き、 カ ラー深度が満たないシステム上に製品がイ ンス

ト ールされないよ う にする こ とができます。 ターゲッ ト  システムのカ ラー深度が選択された最低条件に満たない

と き、 イ ンス ト ールが終了し ます。

タ スク : ターゲッ ト  システムのカ ラー深度要件を指定するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ 要件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 中央のペイ ンで、 [ システム ハー ド ウ ェ アの要件 ] を選択し ます。

3. " カ ラー深度 " 設定で、 適切な値を選択し ます。

製品のソ フ ト ウ ェ アの要件を指定する

製品を適切に実行するために特定のソ フ ト ウ ェ アが必要な と き、 そのソ フ ト ウェ アを持たないシステム上に製品

がイ ンス ト ールされないよ う にする こ とができます。 必須のソ フ ト ウェ アがないシステムでイ ンス ト ールが実行

される と、 不足し ている ソ フ ト ウ ェ アの説明がエラー メ ッ セージで表示され、 イ ンス ト ールが終了し ます。

[ 要件 ] ビ ューにある [ システム ソ フ ト ウ ェ アの要件 ] エクスプローラーには、 Adobe Reader や .NET Framework 

などのソ フ ト ウ ェ アのビル ト イ ン要件の条件が含まれています。 これらのビルド イ ン要件を追加する こ と もでき

ますし、 要件を自分で構成する こ と もできます。

タ スク : 既存のソ フ ト ウ ェ アの要件の 1 つをプロジ ェ ク ト に追加するには、 以下の手順に従います ：

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ 要件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ システム ソ フ ト ウ ェ アの要件 ] エクスプローラーで、 プロジ ェ ク ト に追加する ソ フ ト ウ ェ アの条件を見つけ

ます。
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Windows Installer プロパテ ィ を使用する
条件ステータ スを編集するには、 隣に適切なアイ コ ンが表示されるまで条件の隣にある設定を ク リ ッ ク し ま

す。

ヒ ン ト • 新しいソ フ ト ウ ェ ア条件を既存の要件リ ス ト に追加するには、 [ システム ソ フ ト ウ ェ ア要件 ] エクスプ

ローラーを右ク リ ッ ク し て、 [ 新規条件の作成ウ ィ ザー ド ( システム ウ ィ ザー ド )] を ク リ ッ ク し ます。 この後、

システム検索ウ ィ ザー ドが開き、 それを使ってカス タム要件を作成する こ とができます。 詳細については、 「シス

テム検索ウ ィ ザー ド」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer プロパテ ィ を使用する
Windows Installer プロパテ ィ を使用し て、 イ ンス ト ール全体で共通パスおよびユーザー情報の変数を使用できま

す。 これらのプロパテ ィ は、 ダイアログ テキス ト 、 .ini フ ァ イルの変更、 カス タム アクシ ョ ン、 レジス ト リ エン

ト リ で使用できます。 プロパテ ィ の一覧については、 「Windows Installer プロパテ ィ  リ フ ァ レンス」 をご覧 く だ さ

い。

これらのプロパテ ィ を使用する と き、 プロパテ ィ を角かっ こで囲みます。 た と えば、 ダイアログでイ ンス ト ール 

デ ィ レ ク ト リ を表示する場合、 [ テキス ト と メ ッ セージ ] ビ ューで、 次のよ う に入力する こ とができます。

このプロジ ェ ク ト は [INSTALLDIR] にイ ンス ト ールされます。

この文は、 エン ド ユーザーに対し て次のよ う に表示されます。

 このプログラムは C:\Program Files\ 会社名 \ 製品名 にイ ンス ト ールされます。

プロパテ ィ の種類

Windows Installer のプロパテ ィ には 4 つの一般的な種類があり ます。

• パブ リ ッ ク

• プラ イベー ト

• 制限付きパブ リ ッ ク

• 必要

テーブル 6-1 • システム ソ フ ト ウ ェ ア要件の条件のアイ コ ン

アイ コ ン 説明

ソ フ ト ウ ェ ア条件はイ ンス ト ールが続行するのに True でな く てはな り

ません。

ソ フ ト ウ ェ ア条件はイ ンス ト ールが続行するのに False でな く てはな り

ません。

ソ フ ト ウ ェ ア条件は確認されず、 イ ンス ト ールに影響も与えません。
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Windows Installer プロパテ ィ を使用する
メ モ • これらのカテゴ リの一部は重複し ています。 たと えば ProductCode プロパテ ィ は、 必須のプ ラ イベー ト  プ

ロパテ ィ です。

パブ リ ッ ク プロパテ ィ

パブ リ ッ ク プロパテ ィ の名前には、 大文字だけが使用されます。 たと えば INSTALLDIR はパブ リ ッ ク プロパテ ィ

です。 パブ リ ッ ク プロパテ ィ はコマン ド ラ イ ンで指定する こ とが可能で、 イ ンス ト ールの起動に利用し た り、

ユーザー イ ン ターフ ェ イスを利用し て選択するのに利用できます。

メ モ • イ ンス ト ールのユーザー イ ン ターフ ェ イスからの値を、 イ ンス ト ールで ターゲッ ト  システムを変更する時

点まで保持するのはパブ リ ッ ク プロパテ ィ だけです。 エン ド ユーザーに表示されるダイアログのプロパテ ィ の値

を設定する場合、 その値を フ ァ イルまたはレジス ト リ に書き込むよ う にするには、 パブ リ ッ ク プロパテ ィ を使用

するよ う にし て く だ さい ( 例 MY_PUBLIC_PROPERTY)。

プ ラ イベー ト  プロパテ ィ

プラ イベー ト  プロパテ ィ には、 その名前に最低小文字が 1 つ使用され、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスから変更する

こ とはできません。 た と えば ProgramFilesFolder はプラ イベー ト  プロパテ ィ です。 プ ラ イベー ト プロパテ ィ の値

は、 コマン ド ラ イ ンから設定できないので、 エン ド ユーザーが制御する こ とはできません。

制限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ

制限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ では、 ネ ッ ト ワーク管理者がシステム管理者のみが変更できるパブ リ ッ ク プロパ

テ ィ を定義する こ とができます。 これによ り管理者は、 ネ ッ ト ワークの他のユーザーがセ ッ ト ア ッ プを変更する

こ と を心配せずに、 即座に設定を変更できます。 詳細については、 「パブ リ ッ ク プロパテ ィ が制限付きパブ リ ッ ク 

プロパテ ィ である必要がある こ と を指定する」 を参照し て く だ さい。

必須プロパテ ィ

Windows Installer サービスは、 すべての Windows Installer イ ンス ト ールで必要な 5 つのプロパテ ィ に依存し ていま

す。 デフ ォル ト で、 これらのプロパテ ィ は InstallShield を使用し て作成し たイ ンス ト ールすべてに含まれます。

• ProductCode

• ProductLanguage

• Manufacturer

• ProductVersion

• ProductName

条件

多 く のプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールが起動されるまで設定されません。 こ う し たプロパテ ィ には、 ターゲッ ト  シ

ステムからの情報が与えられます。 た と えば、 VersionNT プロパテ ィ は、 イ ンス ト ールが起動されるまで設定され

ません。 オペレーテ ィ ング システムが Windows 2000 以降の場合、 このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  マシンで実行

されている Windows のバージ ョ ンに設定されます。
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実行時に設定し たプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールの起動条件を作成する と き使用する こ とができます。 Windows XP 

のみに製品を イ ンス ト ールする場合は、 条件付き論理を使ってエン ド ユーザーのシステムを確認し、 すべての条

件を満たし た場合に製品を イ ンス ト ールするよ う に設定する こ とができます。

Windows Installer プロパテ ィ  リ フ ァ レンス

Windows Installer のプロパテ ィ を使用し て、 Windows Installer サービスでイ ンス ト ールの特定部分を参照する こ と

ができます。 これらのプロパテ ィ は、 カス タム アクシ ョ ン、 .ini フ ァ イル キーワー ド値、 およびダイアログ テキ

ス ト で使用できます。 プロパテ ィ の詳しい設定方法については、 「Windows Installer プロパテ ィ を使用する」 をご覧

く ださい。

Windows Installer プロパテ ィ の次のカテゴ リはこの ト ピ ッ クに説明されています。 リ ン ク を ク リ ッ クする と直接カ

テゴ リ に移動できます。

• 特別なフ ォルダーと フ ァ イルのプロパテ ィ

• 機能のイ ンス ト ールに関するプロパテ ィ

• その他の構成可能なプロパテ ィ

• ユーザーが提供する情報

• 製品固有のプロパテ ィ

• イ ンス ト ーラーが設定するシステム フ ォルダー

• イ ンス ト ーラーによ り設定されるオペレーテ ィ ング システムのプロパテ ィ

• イ ンス ト ーラーによ り設定されるハー ド ウ ェ ア プロパテ ィ

• イ ンス ト ーラーによ り更新されるステータ スプロパテ ィ

• 日付と時刻のプロパテ ィ

メ モ • イ ンス ト ール用のプロパテ ィ とパス変数の違いに注意し て く ださい。 パス変数は山かっ こ (<>) で囲みます。

どち ら もデ ィ レ ク ト リ を表し ますが、 Windows Installer プロパテ ィ は実行時に使用できるのに対し、 パス変数は、

セ ッ ト ア ッ プを設計、 作成する と きにソースフ ァ イルを指すためにだけ使用できます。 

特別なフ ォルダーと フ ァ イルのプロパテ ィ

特別なフ ォルダーのプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システムに格納された り、 イ ンス ト ールされる フ ァ イルの場所を

定義し ます。 フ ァ イルのプロパテ ィ は特定のフ ァ イルを参照し ます。
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イ ンス ト ールでフ ォルダー プロパテ ィ を使用するには、 プロパテ ィ を角かっ こ ([]) で囲みます。

テーブル 6-2 • フ ォルダーのプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

INSTALLDIR このプロパテ ィ には、 機能内のフ ァ イルのデフ ォル ト のイ ンス

ト ール先が含まれます。 詳細については、 「デフ ォル ト の製品イ ン

ス ト ール先フ ォルダー (INSTALLDIR) の設定」 を参照し て く だ さ

い。

SETUPEXEDIR SETUPEXEDIR プロパテ ィ には、 Setup.exe へのパスが含まれていま

す。 た と えば、 Setup.exe へのパスが C:\MySetups\MyApp\Setup.exe と

する と、 SETUPEXEDIR の値は C:\MySetups\MyApp にな り ます。

メ モ • SETUPEXEDIR の使用には 2 つの制限があ り ます。

• SETUPEXEDIR は Setup.exe によ って設定されます。 エン ド ユー

ザーが .msi パッ ケージを直接実行し た場合、 SETUPEXEDIR は

設定されません。 これに対処するため、 SETUPEXEDIR を使う

イ ンス ト ールと SourceDir を使う イ ンス ト ールの 2 つの実装を

イ ンス ト ールに含める こ とができます。 SETUPEXEDIR の存在

をテス ト し、 存在し ない場合は条件付きで SourceDir 実装を使

用する こ とができます。

• SETUPEXEDIR はアン イ ンス ト ール時に設定されない場合があ

り ます。 エン ド ユーザーが Setup.exe を実行する こ とによ って

アン イ ンス ト ールを ト リ ガーする と、 SETUPEXEDIR は設定さ

れます。 アン イ ンス ト ールが [ プログラムの追加と削除 ] から

実行される と、 SETUPEXEDIR は設定されません。

非圧縮イ ンス ト ールでは、 SourceDir と SETUPEXEDIR は同じ値を

持つので注意が必要です。

SETUPEXENAME プロジ ェ ク ト がビルド される と きに作成される、 セ ッ ト ア ッ プ起

動ツール フ ァ イルの名前を識別し ます。 セ ッ ト ア ッ プ起動ツール 

フ ァ イルの名前が変更された場合、 イ ンス ト ールは実行時に、 こ

のプロパテ ィ 値を更新し ます。 以下のパスは、 このフ ァ イルへの

完全パスを示し ます :

[SETUPEXEDIR]\[SETUPEXENAME]
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機能のイ ンス ト ールに関するプロパテ ィ

以下のセクシ ョ ンでは、 機能のイ ンス ト ールに関するプロパテ ィ が説明されています。 これらのプロパテ ィ を利

用し て、 エン ド ユーザーは機能をどのよ う にイ ンス ト ールするかを指定する こ とができます。

SourceDir このプロパテ ィ は、 すべてのソース フ ァ イルが保存されている

ルー ト  デ ィ レ ク ト リ を格納し ます。

注意 • リ リースがセ ッ ト ア ッ プ起動ツールに圧縮された .msi パッ

ケージを含み、 .msi パッ ケージがローカル マシンにキャ ッ シュ さ

れない場合、 SourceDir はイ ンス ト ール中に参照されますが、 アン

イ ンス ト ールまたはメ ンテナンス中には参照されません。 これら

の状況では、 セ ッ ト ア ッ プ イ メ ージはイ ンス ト ール後に削除され

る一時的な場所から実行されます。

SETUPEXEDIR は、 デ ィ レ ク ト リ識別子 SourceDir の代わり に使用

できます。 SourceDir を使用し たと き、 実行中の .msi パッ ケージ

の場所がポイ ン ト される とい う問題が起こ る こ とがあり ます。 圧

縮イ ンス ト ールの場合、 .msi パッ ケージは一時的な場所にス ト

リームされて、 そこから実行されます。 このため、 SourceDir の値

はエン ド ユーザーのマシン上の一時的な場所にな り、 その値が期

待し ていた値とは異なる場合もあり ます。

TARGETDIR TARGETDIR プロパテ ィ は、 管理イ ンス ト ール時に Windows 

Installer パッ ケージ ( 非圧縮データ フ ァ イル ) がコ ピーされる場所

を表し ます。

テーブル 6-3 • 機能のイ ンス ト ールに関するプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

ADDDEFAULT ADDDEFAULT プロパテ ィ は、 デフ ォル ト の構成でイ ンス ト ールさ

れる機能のリ ス ト を カ ンマで区切って格納し ます。 このプロパ

テ ィ の値を ALL に設定する と、 ユーザーはすべての機能をデフ ォ

ル ト の設定でイ ンス ト ールできます。

ADDLOCAL このプロパテ ィ は、 ローカルにイ ンス ト ールされる機能のリ ス ト

を カ ンマで区切って格納し ます。 各機能には、 イ ンス ト ール用に

選択された機能がローカルにイ ンス ト ールされるか、 ソース メ

デ ィ アから実行されるかを決めるための Remote Installation プロパ

テ ィ があ り ます。

テーブル 6-2 • フ ォルダーのプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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ADDSOURCE このプロパテ ィ は、 ソース メ デ ィ アから実行される機能のリ ス ト

を カ ンマで区切って格納し ます。 このプロパテ ィ が  ALL に設定さ

れる場合、 すべての機能がソース メ デ ィ アから実行されます。

ADVERTISE このプロパテ ィ は、 ア ドバタ イズされる機能のリ ス ト を カ ンマで

区切って格納し ます。

REINSTALL このプロパテ ィ は、 再イ ンス ト ールされる機能のリ ス ト を カ ンマ

で区切って格納し ます。 REINSTALL が ALL に設定されている と、

ユーザーのシステムに既にイ ンス ト ールされているすべての機能

が再イ ンス ト ールされます。

REINSTALLMODE このプロパテ ィ には、 再イ ンス ト ールの種類を指定する文字列が

含まれます。 これらのオプシ ョ ンは、 Msiexec.exe /f コマン ド ラ イ

ン パラ メ ーターで使用可能な値に対応し ます。 このプロパテ ィ の

詳細は、 Windows Installer ヘルプ ラ イブラ リの 「REINSTALLMODE 

Property」 プロパテ ィ  ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

REINSTALLMODE は、 常に REINSTALL と一緒に設定されます。

ReinstallModeText このプロパテ ィ には、 ユーザーが MaintenanceType ダイアログで [

修復 ] を選択し た と きに設定される再イ ンス ト ール オプシ ョ ンが

含まれます。 ReinstallModeText の値はコ ン ト ロール イベン ト  

ReinstallMode に引数と し て渡されます。 このコ ン ト ロール イベン

ト は、 REINSTALLMODE プロパテ ィ で使用可能なオプシ ョ ン と同

じオプシ ョ ンを受け付けます。

ReinstallModeText は定義済みの Windows Installer プロパテ ィ では

あ り ません。

REMOVE このプロパテ ィ は、 削除される機能のリ ス ト を コ ンマで区切って

格納し ます。 REMOVE が ALL に設定されている と、 すべての機能

が削除されます。

COMPADDLOCAL このプロパテ ィ は、 ローカルにイ ンス ト ールされる コ ンポーネン

ト  ID のリ ス ト を カ ンマで区切って格納し ます。 最小のデ ィ スク容

量を使用する コ ンポーネン ト の機能がイ ンス ト ールされます。

COMPADDSOURCE このプロパテ ィ は、 ソース メ デ ィ アから実行される コ ンポーネン

ト  ID のリ ス ト を カ ンマで区切って格納し ます。 最小のデ ィ スク容

量を使用する コ ンポーネン ト の機能がイ ンス ト ールされます。

PATCH パッ チを イ ンス ト ールする と き、 このプロパテ ィ にはパッ チ パッ

ケージへの完全パスが含まれます。

テーブル 6-3 • 機能のイ ンス ト ールに関するプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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以下のセクシ ョ ンでは、 その他各種の構成可能なプロパテ ィ について説明し ます。

テーブル 6-4 • 追加の構成可能プロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

ACTION このプロパテ ィ は、 実行するシーケンス ([ イ ンス ト ール ]、 [ ア ド

バタ イズ ] または [ 管理 ]) を指定し ます。 使用できる値は 

INSTALL、 ADVERTISE および ADMIN です。 ACTION プロパテ ィ

は、 イ ンス ト ーラー起動に使用されたコ マン ド ラ イ ンに基づいて、

自動的に設定されます。

ALLUSERS Windows Installer が、 マシンご と またはユーザーご とのイ ンス ト ー

ルを試みるかど うかを指定し ます。

ALLUSERS の値が 1 に設定されている場合、 Windows Installer はマ

シンご とのイ ンス ト ールを試みます。 マシンご とのイ ンス ト ール

の場合、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ などの構成情報は 

All Users のプロ フ ァ イルに格納されます。

• Windows Vista 以降のシステムでは、 [ ユーザー アカウン ト 制

御 ] が有効にされていて、 ユーザーが管理者権限を持たない

と き、 製品を イ ンス ト ールするためには管理資格情報が必要

です。

• 他のシステムでは、 ユーザーが管理者権限を持たないと き、

イ ンス ト ールはエラー メ ッ セージを表示し て終了し ます。

プロジ ェ ク ト • すべての Express プロジ ェ ク ト で、 このプロパテ ィ

のデフ ォル ト は 1 に設定されています。 詳細については、 「ユー

ザーご とのイ ンス ト ールと マシンご とのイ ンス ト ールの違い」 を

参照し て く だ さい。

ALLUSERS の値が設定されていな く 、 値が空の文字列 (“”) の場

合、 Windows Installer はユーザーご とのイ ンス ト ールを実行し、 構

成情報はユーザーの個人プロ フ ァ イルに格納されます。

ALLUSERS の値が 2 に設定されている場合、 Windows Vista 以降の

システムで、 Windows Installer はマシンご とのイ ンス ト ールを試み

ます。 以前のプラ ッ ト フ ォームでは、 ユーザーに権限がある場合、

Windows Installer は、 マシンご とのイ ンス ト ールを試みます。 それ

以外の場合、 Windows Installer はユーザーご とのイ ンス ト ールを実

行し ます。

ARPAUTHORIZEDCDFPREFIX このプロパテ ィ は、 アプ リ ケーシ ョ ンの更新チャネルの URL を格

納し ます。
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ARPCOMMENTS このプロパテ ィ には、 [ プログラムの追加と削除 ] で表示される こ

の製品に関する コ メ ン ト が含まれます。

ARPCONTACT このプロパテ ィ には、 電子メ ール ア ド レスや電話番号などのサ

ポー ト 連絡先情報が含まれます。

ARPINSTALLLOCATION このプロパテ ィ には、 アプ リ ケーシ ョ ンのプラ イマ リ フ ォルダー

への完全修飾パスが格納されます。 ARPINSTALLLOCATION は、 "

プロパテ ィ の設定 " タ イプのカス タム アクシ ョ ンを使って 

INSTALLDIR の値に設定する こ とができます。

ARPNOREPAIR このプロパテ ィ が 1 に設定されている場合、 プログラム ウ ィ ザー

ド に [ 修復 ] ボタ ンは表示されません。

ARPREADME 製品の Readme フ ァ イルの完全修飾パスまたは URL を保持し ま

す。

ARPSIZE このプロパテ ィ は、 アプ リ ケーシ ョ ンの予測サイズをキロバイ ト

単位で格納し ます。

ARPSYSTEMCOMPONENT このプロパテ ィ を 1 に設定する と、 [ プログラムの追加と削除 ] パ

ネルにプログラムが表示されな く な り ます。

ARPURLINFOABOUT このプロパテ ィ は、 アプ リ ケーシ ョ ンのホームページまたは作成

者のホームページの URL を格納し ます。

ARPURLUPDATEINFO このプロパテ ィ は、 アプ リ ケーシ ョ ンの更新情報の URL を格納し

ます。

ARPNOMODIFY このプロパテ ィ を設定する と、 デフ ォル ト で製品の修正を可能に

する [ プログラムの追加と削除 ] の機能が無効にされます。

ARPNOREMOVE このプロパテ ィ を設定する と、 製品の削除を可能にする [ プログ

ラムの追加と削除 ] の機能が無効にされます。

AVAILABLEFREEREG このプロパテ ィ は、 アプ リ ケーシ ョ ンに必要な追加の空きレジス

ト リ領域の大き さ をキロバイ ト 単位で設定可能にし ます。

CCP_DRIVE このプロパテ ィ は、 競争力のあるア ッ プグレー ド行う特定の製品

のイ ンス ト ールデ ィ スクのルー ト パスを保持し ます。

DISABLEADVTSHORTCUTS このプロパテ ィ は、 ア ドバタ イズされたシ ョ ー ト カ ッ ト の作成を

無効にし ます。

テーブル 6-4 • 追加の構成可能プロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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DISABLEMEDIA この設定は、 イ ンス ト ーラーがソース リ ス ト に メ デ ィ ア情報を追

加できないよ う にし ます。

DISABLEROLLBACK このプロパテ ィ を 1 に設定する と、 イ ンス ト ーラーがイ ンス ト ー

ルプロセス中に変更または削除されたフ ァ イルのコ ピーを保存す

るロールバッ ク スク リ プ ト を作成できないよ う にな り ます。

EXECUTEACTION このプロパテ ィ は、 ExecuteAction アクシ ョ ンによ り開始された

ト ッ プレベルのアクシ ョ ンを設定し ます。

EXECUTEMODE このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ーラーの実行モー ド を設定し ます。

[None] とい う値は、 システムが変更されていないこ と を示し ま

す。 デフ ォル ト 値である [Script] は、 システムへの変更はすべて

スク リ プ ト を通じ て実行される こ と を意味し ます。

INSTALLLEVEL このプロパテ ィ は、 機能の値に対応する値を維持し ます。 イ ンス

ト ールされる機能のレベルが INSTALLLEVEL プロパテ ィ と同じ で

あるかそれよ り小さい場合、 機能がイ ンス ト ールされます。 これ

は、 [ 標準 ] または [ カス タム ] などの異なるセ ッ ト ア ッ プの種類

に使用されます。

LOGACTION ログされるアクシ ョ ン名のリ ス ト はセ ミ コ ロンで区切り ます。

MSIINSTALLPERUSER このプロパテ ィ は、 Windows Installer によ って、 パッ ケージが現在

のユーザーに対し てのみイ ンス ト ールされる こ と を示し ます。

• ALLUSERS プロパテ ィ が 2 に設定されていて、

MSIINSTALLPERUSER に空の文字列 ("") が設定されている場

合、 Windows Installer は、 マシンご とにイ ンス ト ールを実行し

ます。

• ALLUSERS プロパテ ィ が 1 に設定されていて、

MSIINSTALLPERUSER に 1 が設定されている場合、 Windows 

Installer は、 ユーザーご とにイ ンス ト ールを実行し ます。

このプロパテ ィ は、 Windows Installer 5 および Windows 7、 または 

Windows Server 2008 R2 で使用できます。 以前のバージ ョ ンの 

Windows Installer と Windows は、 このプロパテ ィ を無視し ます。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• ユーザーご とのイ ンス ト ールと マシンご とのイ ンス ト ールの

違い 

• MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ  (MSDN Web サイ ト )

テーブル 6-4 • 追加の構成可能プロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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Windows Installer プロパテ ィ を使用する
Privileged このプロパテ ィ は、 ユーザーが管理者である場合、 またはアプ リ

ケーシ ョ ンが管理者が割り当てたアプ リ ケーシ ョ ンである場合に、

程度の高い権限でイ ンス ト ールを実行し ます。

PROMPTROLLBACKCOST このプロパテ ィ は、 デ ィ スク容量不足のためにイ ンス ト ールが続

行できな く なった場合の処理を指定し ます。 ユーザー イ ン ター

フ ェ イス レベルに応じ て、 ユーザーからの入力な し で自動的に

ロールバッ ク を行うか、 あるいはロールバッ ク を無効にし て続行

する こ と をユーザーにたずねるか指定できます。

PRIMARYFOLDER このプロパテ ィ で指定し たフ ォルダーが、 イ ンス ト ールの 「プ ラ

イマ リ」 フ ォルダーにな り ます。 このフ ォルダーに対するパスは、

PrimaryVolumePath プロパテ ィ 、 PrimaryVolumeSpaceAvailable プロ

パテ ィ 、 PrimaryVolumeSpaceRequired プロパテ ィ 、 および 

PrimaryVolumeSpaceRemaining プロパテ ィ の値を決定するために使

用されます。

REBOOT このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールが完了し た後で再起動を強制ま

たは抑止する こ とができます。 使用できる値は次のとお り です。

• F — イ ンス ト ールが完了し た と きに再起動を強制し ます。

• S — ForceReboot アクシ ョ ンによ って発生する再起動を除 く す

べての再起動を抑制し ます。

• R — Windows Installer アクシ ョ ンによ って発生するすべての再

起動を抑制し ます。

ROOTDRIVE このプロパテ ィ は、 管理モー ド では、 最初に見つかった書き込み

可能なネ ッ ト ワーク ド ラ イブにデフ ォル ト のド ラ イブを設定し ま

す。 その他のモー ド では、 使用可能な最大量のデ ィ スク容量を持

つ書き込み可能ローカル ド ラ イブに、 デフ ォル ト のド ラ イブを設

定し ます。

SCRIPTFILE このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ール中に実行されるすべての操作を

含むスク リ プ ト  フ ァ イルの場所を定義し ます。

SEQUENCE このプロパテ ィ は、 テーブルでアクシ ョ ンが実行される順序を示

す .msi データベース テーブルを指定し ます。

SHORTFILENAMES 管理者モー ド で、 このプロパテ ィ は、 短いフ ァ イル名のみが使用

されるよ う に設定できます。

LIMITUI このプロパテ ィ を設定する と、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス レベル

が基本に制限されます。 カス タム ユーザー イ ン ターフ ェ イスを イ

ンス ト ーラーに組み込まれた UI と対話させない場合に便利です。

テーブル 6-4 • 追加の構成可能プロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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ユーザーが提供する情報

以下のセクシ ョ ンでは、 エン ド ユーザーが入力する情報について説明し ます。 エン ド ユーザーが入力する情報に

は、 ユーザー名、 会社名、 または言語などが含まれます。

DefaultUIFont このプロパテ ィ は、 デフ ォル ト のフ ォ ン ト を指定するために、

TextStyle テーブルで見つかったあらかじめ定義されたス タ イルの

1 つに設定し ます。 このプロパテ ィ が設定されない場合、 イ ンス

ト ーラーはシステム フ ォ ン ト を使用し ます。 そのため、 フ ォー

マ ッ ト が壊れる こ とがあり ます。

テーブル 6-5 • ユーザーが提供する情報

プロパテ ィ 名 説明

AdminProperties AdminProperties は、 管理イ ンス ト ール中にプロパテ ィ  セ ッ ト のリ

ス ト を保持し ます。 これらのプロパテ ィ は外部 ( ユーザー名 ) ま

たは内部 ( このページの他のプロパテ ィ ) のいずれかにな り ます。

COMPANYNAME このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールを実行するエン ド ユーザーの組

織名を格納し ます。 この情報は、 [ ユーザー情報 ] ダイアログから

取り出されます。

ISX_SERIALNUM このプロパテ ィ は、 エン ド ユーザーが [ カス タ マー情報 ] ダイア

ログの " シ リ アル番号 " フ ィ ールド に入力し たシ リ アル番号を格

納し ます。

UserLanguageID このプロパテ ィ は、 エン ド ユーザーのデフ ォル ト の言語 ID を保持

し ます。

USERNAME このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールを実行中のエン ド ユーザーの名

前を格納し ます。 エン ド ユーザーの名前は [ ユーザー情報 ] ダイ

アログから取得されます。

ProductLanguage このプロパテ ィ は、 数値で表されたこの製品の言語 ID を格納し ま

す。

テーブル 6-4 • 追加の構成可能プロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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製品固有のプロパテ ィ

Property テーブルで設定できる製品固有のプロパテ ィ に関する情報は以下のとお り です。 これらの種類のプロパ

テ ィ の例と し ては、 テ クニカル サポー ト の電話番号、 製品名、 シ リ アル番号があ り ます。

テーブル 6-6 • 製品固有のプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

ARPHELPLINK このプロパテ ィ は、 テ クニカル サポー ト のイ ン ターネ ッ ト  ア ド レ

スを保持し ます。

この値は、 [ プログラムの追加と削除 ] の " サポー ト  URL" プロパ

テ ィ に設定されます。 セ ッ ト ア ッ プをグローバル化するためには、

文字列テーブル エン ト リ を指定する必要があ り ます。

ARPHELPTELEPHONE このプロパテ ィ は、 テ クニカル サポー ト の電話番号を保持し ま

す。

この値は、 [ プログラムの追加と削除 ] の " サポー ト  電話番号 " 

プロパテ ィ に設定されます。 セ ッ ト ア ッ プをグローバル化するた

めには、 文字列テーブル エン ト リ を指定する必要があ り ます。

ProductCode ProductCode は製品の特定のバージ ョ ンの GUID です。 言語バー

ジ ョ ンやリ リース バージ ョ ンが異なれば、 この ID も異な り ます。

このプロパテ ィ は、 [ 一般情報 ] ビ ューで設定されます。

ProductName このプロパテ ィ は、 製品名を格納し ます ( 例、 InstallShield)。 この

プロパテ ィ は、 [ 一般情報 ] ビ ューで設定されます。

ProductState イ ンス ト ーラーは製品のイ ンス ト ールされた状態にこのプロパ

テ ィ を設定し ます。 このプロパテ ィ は、 以下の 4 つの値のいずれ

か 1 つを保持する こ とができます。

-1 — 製品はイ ンス ト ールおよびア ドバタ イズされていません。

1  — 製品はア ドバタ イズされていますが、 イ ンス ト ールされてい

ません。

2 — 製品は別のユーザー用にイ ンス ト ールされています。

5 — 製品はイ ンス ト ールされており、 現在のユーザーが使用でき

ます。

ProductVersion ProductVersion プロパテ ィ は、 メ ジャー、 マイナー、 およびビル

ド バージ ョ ン番号を AA.BB.CCCC の形式で格納し ます。 このプロ

パテ ィ は、 [ 一般情報 ] ビ ューで設定されます。
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Windows Installer プロパテ ィ を使用する
イ ンス ト ーラーが設定するシステム フ ォルダー

以下のプロパテ ィ は、 エン ド ユーザーのシステムの多 く のフ ォルダーへの完全修飾パスを保持し ます。

Manufacturer 製品メ ーカーの名前を格納し ます。

この値は、 [ プログラムの追加と削除 ] の " 発行者 " プロパテ ィ に

設定されます。 セ ッ ト ア ッ プをグローバル化するためには、 文字

列テーブル エン ト リ を指定する必要があ り ます。

DiskPrompt このプロパテ ィ は、 デ ィ スク を入力するよ う に指示する メ ッ セー

ジ ボ ッ クスに表示される文字列を保持し ます。 “Disk 1” のよ う

に、 デ ィ スクのラベルに印刷されている追加情報に空のテキス ト

を含める こ と も必要です。

DiskSerial DiskSerial プロパテ ィ はこのリ リースの内部シ リ アル番号に設定す

る必要があ り ます。

ComponentDownload このプロパテ ィ は、 文字列識別子 (GUID) によ り製品をダウンロー

ド する URL を保持し ます。

LeftUnit このプロパテ ィ は、 数字の左側に単位を表示し ます。 この構造が

要求される言語に必要です。

UpgradeCode これは、 すでにイ ンス ト ールされている製品の関連セ ッ ト を検索

するために使用される GUID です。

IsAdminPackage このプロパテ ィ は、 現行のイ ンス ト ール パッ ケージが管理イ ンス

ト ールを通じ て作成されている場合、 1 に設定されます。 このプ

ロパテ ィ は、 事後管理イ ンス ト ールを検出するために使用できま

す。

テーブル 6-7 • システム フ ォルダーのプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

AppDataFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーのアプ リ ケーシ ョ ン データ 

フ ォルダーへの完全パスを保持し ます。

CommonAppDataFolder このプロパテ ィ は、 All Users アプ リ ケーシ ョ ン データ フ ォルダー

への完全修飾パスを保持し ます。

CommonFilesFolder このプロパテ ィ の値は、 32 ビ ッ ト  Common Files フ ォルダーへの

完全修飾パスです。

テーブル 6-6 • 製品固有のプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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DesktopFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ デスク ト ッ プ ] フ ォル

ダーへの完全パスを保持するために使用し ます。 セ ッ ト ア ッ プが

すべてのユーザーに対し て実行されている と きに、 ALLUSERS プ

ロパテ ィ が設定されている場合、 DesktopFolder プロパテ ィ にはす

べてのユーザーのデスク ト ッ プ フ ォルダーへの完全パスが保持さ

れます。

FavoritesFolder FavoritesFolder プロパテ ィ は現在のユーザーの Favorites フ ォル

ダーへの完全パスを保持し ます。

FontsFolder このプロパテ ィ は、 Fonts フ ォルダーへの完全パスを保持し ます。

PersonalFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの個人フ ォルダーへの完全パ

スを保持し ます。

ProgramFilesFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの Program Files フ ォルダーへ

の完全パスを保持し ます。

ProgramMenuFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ プログラム ] メ ニューへ

の完全パスを保持するために使用されます。 セ ッ ト ア ッ プがすべ

てのユーザーに対し て実行されている と きに、 ALLUSERS プロパ

テ ィ が設定されている場合、 ProgramMenuFolder プロパテ ィ には

すべてのユーザーの [ プログラム ] メ ニューへの完全パスが保持

されます。

SendToFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの SendTo フ ォルダーへの完

全パスを保持し ます。

StartMenuFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ ス ター ト ] メ ニュー フ ォ

ルダーまでの完全パスを保持するために使用されます。 セ ッ ト

ア ッ プがすべてのユーザーに対し て実行されている と きに、

ALLUSERS プロパテ ィ が設定されている場合、 StartMenuFolder プ

ロパテ ィ にはすべてのユーザーの [ ス ター ト ] メ ニュー フ ォル

ダーへの完全パスが保持されます。

StartupFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ ス ター ト ア ッ プ ] フ ォル

ダーへの完全修飾パスを保持するために使用されます。 セ ッ ト

ア ッ プが All Users に対し て実行されている と きに、 ALLUSERS プ

ロパテ ィ が設定されている場合、 StartupFolder プロパテ ィ にはす

べてのユーザーの [ ス ター ト ] メ ニューへの完全パスが保持され

ます。

SystemFolder このプロパテ ィ は、 32-bit System フ ォルダーまでの完全パスを保

持し ます。

テーブル 6-7 • システム フ ォルダーのプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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Windows Installer プロパテ ィ を使用する
イ ンス ト ーラーによ り設定されるオペレーテ ィ ング システムのプロパテ ィ

以下のプロパテ ィ は、 イ ンス ト ーラーによ り実行時に設定されます。 ターゲッ ト  システム上の環境変数を参照し

ます。

TempFolder このプロパテ ィ は、 Temp フ ォルダーまでの完全パスを保持し ま

す。

TemplateFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの Template フ ォルダーへの完

全パスを保持し ます。

WindowsFolder このプロパテ ィ は、 ユーザーの Windows フ ォルダーへの完全パス

を保持し ます。

WindowsVolume このプロパテ ィ は Windows がイ ンス ト ールされている ド ラ イブに

設定されます。

テーブル 6-8 • オペレーテ ィ ング システムのプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

AdminUser このプロパテ ィ は、 ユーザーが管理者権限を持っている場合、 イ

ンス ト ール時にイ ンス ト ーラによ って設定されます。

ComputerName このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールが実行されている コ ンピ ュー

ターの名前を格納し ます。 このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ーラーの

初期設定時に Windows API の GetComputerName の呼び出しによ っ

て設定されます。

LogonUser このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールを実行するユーザーの名前を格

納し ます。 このプロパテ ィ は、 Windows API の GetUserName の呼

び出しによ って設定されます。

OLEAdvtSupport このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システムで COM を通し たイ ンス

ト ール オン デマン ド をサポー ト し ている場合、 初期化中にイ ンス

ト ーラーによ って設定されます。

ServicePackLevel オペレーテ ィ ング システムのサービスパッ クがイ ンス ト ールされ

ている場合、 このプロパテ ィ は、 そのア ッ プデー ト の数値を格納

し ます。

SharedWindows このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システムで共有ウ ィ ン ド ウが使用

されている と きに設定されます。

テーブル 6-7 • システム フ ォルダーのプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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ShellAdvtSupport このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システムで機能のア ドバタ イズを

サポー ト し ている場合、 初期化中にイ ンス ト ーラーによ って設定

されます。 このプロパテ ィ は、 Windows 98 または Windows 98 以降 

で、 また Internet Explorer 4.01 がイ ンス ト ールされている場合はそ

れ以前のシステムでも自動的に設定されます。

SystemLanguageID このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システムのデフ ォル ト の言語 ID 

を保持し ます。 この値は、 初期化時に GetSystemDefaultLangID を

呼び出すこ とによ って、 イ ンス ト ーラーが定義し ます。

TerminalServer このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システムが Windows Terminal 

Server を装備し たサーバーの場合、 初期化時にイ ンス ト ーラーに

よ って設定されます。

TTCSupport このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システムが True Type のフ ォ ン ト

コ レ クシ ョ ン (TTC) をサポー ト する場合、 初期化時にイ ンス ト ー

ラーによ って設定されます。 JPN - 932、 Taiwan - 950、 China - 

936、 Korea - 949、 Hong Kong - 950 システムは、 TTC をサポー ト

し ます。

Version9X このプロパテ ィ は、 Windows 95 と 98 オペレーテ ィ ング システム

のバージ ョ ン番号を整数と し て格納し ます。 以下の数式が整数を

判別するために使用されます : (MajorVersion * 100) + 

MinorVersionWindows 95 では Version9X は 400 に、Windows 98 では 

410 に、 Windows ME では 490 に設定されます。 Version9X は 

Windows NT ベースのシステムでは設定されません。

VersionDatabase このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ール中に使用されるデータベースの

バージ ョ ン番号を格納し ます。

VersionNT このプロパテ ィ は、 Windows NT ベースのオペレーテ ィ ング シス

テムのバージ ョ ン番号を整数と し て格納し ます。 以下の数式が整

数を判別するために使用されます : (MajorVersion * 100) + 

MinorVersion 特定のオペレーテ ィ ング システムの VersionNT プロ

パテ ィ については、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リ を参照し

て く だ さい。

WindowsBuild このプロパテ ィ は、 実行されているオペレーテ ィ ング システムの

ビルド番号を格納し ます。

MsiNTProductType このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト マシンで実行されている NT オペ

レーテ ィ ング システムの種類を格納し ます。 このプロパテ ィ に

は、 Windows Installer バージ ョ ン 2.0 が必要です。

テーブル 6-8 • オペレーテ ィ ング システムのプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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MsiNTSuiteBackOffice このプロパテ ィ は  Microsoft BackOffice コ ンポーネン ト がイ ンス

ト ールされている場合に 1 に設定されます。 他の場合、 このプロ

パテ ィ は設定されていません。

MsiNTSuiteDataCenter このプロパテ ィ は、 Windows 2000 Datacenter Server がイ ンス ト ー

ルされている場合に 1 に設定されます。 他の場合、 このプロパ

テ ィ は設定されていません。

MsiNTSuiteEnterprise このプロパテ ィ は、 Windows 2000 Advanced Server がイ ンス ト ール

されている場合に 1 に設定されます。 他の場合、 このプロパテ ィ

は設定されていません。

MsiNTSuiteEnterprise このプロパテ ィ は、 Windows 2000 Advanced Server がイ ンス ト ール

されている場合に 1 に設定されます。 他の場合、 このプロパテ ィ

は設定されていません。

MsiNTSuiteSmallBusiness このプロパテ ィ は Microsoft Small Business Server がイ ンス ト ール

されている場合に 1 に設定されます。 他の場合、 このプロパテ ィ

は設定されていません。

MsiNTSuiteSmallBusinessRestricted このプロパテ ィ は、 制限ク ラ イアン ト ラ イセンス付き Microsoft 

Small Business Server がイ ンス ト ールされている場合に 1 に設定

されます。 他の場合、 このプロパテ ィ は設定されていません。

MsiNTSuitePersonal このプロパテ ィ は オペレーテ ィ ング システムが Workstation 

Personal の場合に 1 に設定されます。 他の場合、 このプロパテ ィ

は設定されていません。

MsiNetAssemblySupport このプロパテ ィ は、 オペレ－テ ィ ング システムで .NET Framework 

アセンブ リ をサポー ト する と きに設定されます。 他の場合、 この

プロパテ ィ は設定されていません。 このプロパテ ィ には、 Windows 

Installer バージ ョ ン 2.0 が必要です。

MsiWin32AssemblySupport このプロパテ ィ は、 オペレ－テ ィ ング システムで Win32 アセンブ

リ をサポー ト する と きに設定されます。 他の場合、 このプロパ

テ ィ は設定されていません。 このプロパテ ィ には、 Windows 

Installer バージ ョ ン 2.0 が必要です。

テーブル 6-8 • オペレーテ ィ ング システムのプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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イ ンス ト ーラーによ り設定されるハー ド ウ ェ ア プロパテ ィ

以下のプロパテ ィ は、 実行時にイ ンス ト ーラーによ って設定され、 エン ド ユーザーのシステムの特定のハー ド

ウ ェ ア プロ フ ァ イルの設定を格納し ます。

テーブル 6-9 • ハー ド ウェ アのプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

Alpha このプロパテ ィ は、 プロセ ッサ レベルの数値を格納し、 Alpha プ

ロセ ッサでセ ッ ト ア ッ プが実行される場合にのみ定義されます。 (

このプロパテ ィ は、 Windows Installer バージ ョ ン 1.0 でのみサポー

ト されています。 )

BorderSide このプロパテ ィ は、 ウ ィ ン ド ウの横の境界線の幅をピ クセル単位

で指定し ます。

BorderTop このプロパテ ィ は、 ウ ィ ン ド ウの上の境界線の幅をピ クセル単位

で指定し ます。

CaptionHeight このプロパテ ィ は、 キャ プシ ョ ン領域の高さ をピ クセル単位で指

定し ます。

ColorBits このプロパテ ィ は、 各ピ クセルの隣接カ ラービ ッ ト の数 ( つま り、

ユーザーのモニ ターのカ ラー深度 ) を格納し ます。 た と えば、

ユーザーのモニ ターが 256 色を使用し ている場合、 ColorBits は 8 

に設定されます。

Intel このプロパテ ィ は、 プロセ ッサ レベルの数値を格納し、 Intel 32-

bit プロセ ッサでセ ッ ト ア ッ プが実行される場合にのみ定義されま

す。

PhysicalMemory このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールされている物理メ モ リの大き さ

を メ ガバイ ト 単位で格納し ます。

ScreenX このプロパテ ィ は、 画面の幅をピ クセル単位で定義し ます。

ScreenY このプロパテ ィ は、 画面の高さ をピ クセル単位で定義し ます。

TextHeight このプロパテ ィ は、 テキス ト 文字の高さ を設定し ます。

VirtualMemory このプロパテ ィ には、 使用可能なページ フ ァ イル領域の大き さが

メ ガバイ ト 単位で格納されます。
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イ ンス ト ーラーによ り更新されるステータ スプロパテ ィ

以下のプロパテ ィ は、 イ ンス ト ーラーによ り実行時に設定されます。 これらのプロパテ ィ の値は、 イ ンス ト ール

の状態に関係あ り ません。

テーブル 6-10 • ステータ スのプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

AFTERREBOOT このプロパテ ィ は、 ForceReboot アクシ ョ ンによ り再起動された

直後にイ ンス ト ーラーによ って 1 に設定されます。

CostingComplete このプロパテ ィ は、 コステ ィ ングが始まる とすぐに 1 に設定され、

コステ ィ ングが完了する と 0 に設定されます。

RollbackDisabled イ ンス ト ーラーは、 RollbackDisabled プロパテ ィ をロールバッ クが

無効になるたびに設定し ます。 デフ ォル ト では、 このプロパテ ィ

は設定されていません。

イ ンス ト ール済み このプロパテ ィ は、 製品がすでにイ ンス ト ールされているかど う

かを判別し ます。

OutOfDiskSpace このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールのターゲッ ト になる ド ラ イブに

十分なデ ィ スク容量がない場合に True に設定されます。 それ以外

の場合は False に設定されます。

OutOfNoRbDiskSpace このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ール時のターゲッ ト  デ ィ スクに十分

な空きデ ィ スク容量がない場合、 およびロールバッ ク機能がオフ

になっている場合に True に設定されます。 すべてのターゲッ ト  

デ ィ スクに十分な空き容量がある場合は False に設定されます。

Preselected このプロパテ ィ は、 機能が事前に選択されているかど うかを判別

し、 選択されていない場合は選択ダイアログを表示し ません。

PrimaryVolumePath イ ンス ト ーラーは、 このプロパテ ィ に PRIMARYFOLDER プロパ

テ ィ で指定されたパスを設定し ます。

PrimaryVolumeSpaceAvailable イ ンス ト ーラーは、 このプロパテ ィ に PRIMARYFOLDER プロパ

テ ィ で指定されたボリ ューム上で使用可能なバイ ト 総数 (512 バイ

ト 単位 ) を表す文字列を設定し ます。

PrimaryVolumeSpaceRequired このプロパテ ィ は、 現在選択し ている機能に必要なデ ィ スク容量

の合計をバイ ト 数で表し た文字列 (512 バイ ト 単位で表示 ) を格納

し ます。

PrimaryVolumeSpaceRemaining イ ンス ト ーラーは、 選択されている機能がすべてイ ンス ト ールさ

れた場合に、 システムで使用可能な残りのバイ ト 数を 512 バイ ト

単位で表し た文字列に、 このプロパテ ィ を設定し ます。
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パブ リ ッ ク プロパテ ィ が制限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ であ
る必要がある こ と を指定する

制限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ を利用する と、 ネ ッ ト ワーク管理者は、 システム管理者または昇格された権限を

持つ個人によ ってのみ変更が可能なパブ リ ッ ク プロパテ ィ を定義する こ とができます。 これによ り管理者は、

ネ ッ ト ワークで承認されていないユーザーがイ ンス ト ールを改ざんする可能性がある こ と を心配する こ と な く 、

即座に設定を変更できます。

Windows Installer は、 い く つかのパブ リ ッ ク プロパテ ィ を制限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ と し て見な し ます。 制

限付きパブ リ ッ ク プロパテ ィ の全一覧については、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 「Restricted Public 

Properties」 を参照し て く だ さい。

Resume このプロパテ ィ は、 保留されたセ ッ ト ア ッ プから イ ンス ト ールを

続行する と きにユーザーに表示されるテキス ト 文字列を格納し ま

す。

UpdateStarted このプロパテ ィ は、 システムへの変更がイ ンス ト ール処理の結果

と し て行われる場合に設定されます。

ReplacedInUseFiles このプロパテ ィ は、 現在使用中のフ ァ イルが上書き される場合に

設定されます。 再起動が必要かど うかをチ ェ ッ クするためのカス

タム アクシ ョ ンがこのプロパテ ィ を使用し ます。

NOUSERNAME このプロパテ ィ を 1 に設定する と、 イ ンス ト ーラーは USERNAME 

プロパテ ィ を設定し ません。 デフ ォル ト では、 このプロパテ ィ は

設定されず、 USERNAME プロパテ ィ はレジス ト リから設定されま

す。

NOCOMPANYNAME このプロパテ ィ を 1 に設定する と、 イ ンス ト ーラーは 

COMPANYNAME プロパテ ィ を設定し ません。 デフ ォル ト では、 こ

のプロパテ ィ は設定されず、 COMPANYNAME プロパテ ィ はレジス

ト リから設定されます。

テーブル 6-11 • 日付と時刻のプロパテ ィ

プロパテ ィ 名 説明

日付 このプロパテ ィ は、 現在の日を保持し ます。

Time このプロパテ ィ は、 現在の時間を保持し ます。

テーブル 6-10 • ステータ スのプロパテ ィ  ( 続き )

プロパテ ィ 名 説明
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実行時のシ リ アル番号検証を実装する
追加のパブ リ ッ ク プロパテ ィ を含める場合、 それら を SecureCustomProperties プロパテ ィ に追加する必要があ り

ます。

以下のよ う な タ スク を InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスから実行し た場合、 InstallShield は自動的に該当す

るプロパテ ィ を SecureCustomProperties プロパテ ィ に追加し ます :

• [ 要件 ] ビ ューでプロジ ェ ク ト に追加し た起動条件でパブ リ ッ ク プロパテ ィ を使用する と、 そのパブ リ ッ ク 

プロパテ ィ は SecureCustomProperties プロパテ ィ に追加されます。

• プロパテ ィ を使って設定し たコ ン ト ロールを含むダイアログの場合、 このプロパテ ィ は 

SecureCustomProperties プロパテ ィ に追加されます。

これによ り、 カス タム パブ リ ッ ク プロパテ ィ を [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンスで設定し てから、 [ 実

行 ] シーケンスに渡すこ とができるよ う にな り ます。

実行時のシ リ アル番号検証を実装する
イ ンス ト ールの一部と し て、 エン ド ユーザーが有効なシ リ アル番号を入力し な く てはならないよ う にできます。

これは、 カス タム アクシ ョ ン .dll フ ァ イル と [ カス タ マー情報 ] ラ ン タ イム ダイアログを使用し て設定できます。

タ スク : 製品のシ リ アル番号検証を実装するには、 以下の手順に従います :

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] の下にある [ ダイアログ ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイアログ ] エクスプローラーで、 [ カス タ マー情報 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. " シ リ アル番号を表示 " フ ィ ールド の値を [ はい ] に変更し ます。

4. " シ リ アル番号のテンプレー ト " フ ィ ールド で、 製品のシ リ アル番号に使用する フ ォーマ ッ ト を指定し ます。

たと えば、 次のよ う に入力し ます。

??????-####-??????????

以下は、 このフ ィ ールド についてのガイ ド ラ イ ンです :

• 疑問符 (?) を英数文字にあたる部分に入力し ます。

• 数記号 (#) を数字にあたる部分に入力し ます。

• ダ ッ シュ (-) を使って、 文字列をグループに分けし ます。 ダ ッ シュ (-) は、 1 つの文字グループがそこで

終わり、 次のグループがそこから始まる とい う こ と を示すシ リ アル番号内のブレーク ポイ ン ト を意味し

ます。

5. " シ リ アル番号の検証 DLL" フ ィ ールド に、 シ リ アル番号検証に使用する DLL の場所を入力し ます。 または、

[ 参照 (...)] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 この .dll フ ァ イルを指定し ます。

ヒ ン ト • シ リ アル番号の検証 .dll フ ァ イルのサンプル コー ドは、 InstallShield Program Files フ ォルダー

\Samples\WindowsInstaller\ValidateSerialNumber デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 詳細については、 「シ リ アル番号を検証

する カス タム アクシ ョ ンを使用する」 を参照し て く ださい。
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イ ンス ト ール中と イ ンス ト ール後のシ リ アル番号へのアクセス
6. " 検証関数 " フ ィ ールド で、 検証を実行する .dll フ ァ イル関数の名前を入力し ます。

7. " 正常時の戻り値 " フ ィ ールド に 0 以外の数値を設定し ます。

8. " 再試行回数制限 " 設定で、 エン ド ユーザーがシ リ アル番号を再入力する こ とができる回数を指定し ます。

9. "All Users オプシ ョ ンを表示 " フ ィ ールド を適切に構成し ます。

エン ド ユーザーが [ ユーザー情報 ] ダイアログでシ リ アル番号を入力する と、 .dll フ ァ イルに渡されて検証が行わ

れます。 シ リ アル番号が正常に検証される と、 イ ンス ト ールが続行されます。 シ リ アル番号が無効な場合、 " 再試

行回数制限 " フ ィ ールド で許可する回数に従って、 イ ンス ト ールは終了し ます。

メ モ • InstallShield は、 シ リ アル番号 .dll フ ァ イル カス タム アクシ ョ ンをユーザー定義のカス タム アクシ ョ ンの後

にシーケンス し ます。 つま り、 [ ユーザー情報 ] ダイアログの後に独自のカス タム アクシ ョ ンを追加する と、 イ ン

ス ト ールはこのカス タム アクシ ョ ンを、 シ リ アル番号 .dll フ ァ イル カス タム アクシ ョ ンの前に起動し ます。

イ ンス ト ール中と イ ンス ト ール後のシ リ アル番号へ
のアクセス

エン ド ユーザーのシ リ アル番号を格納する Windows Installer プロパテ ィ は、 ISX_SERIALNUM です。 [ カス タ マー情

報 ] ダイアログの " シ リ アル番号の表示 " 設定で [ はい ] を選択する と、 このダイアログに " シ リ アル番号 " 

フ ィ ールドが含まれて、 Windows Installer がプロパテ ィ を実行時にエン ド ユーザーによ って入力されたシ リ アル番

号に設定し ます。

イ ンス ト ール中

イ ンス ト ール中、 この VBScript サンプルにあるよ う なコー ド を使用し て ISX_SERIALNUM の値にアクセスできま

す。

' シ リ アル番号の値を取得

Dim sSerialNo

sSerialNo= Session.Property("ISX_SERIALNUM")

' 表示する。

MsgBox sSerialNo

重要 • イ ンス ト ール後に ISX_SERIALNUM の値にアクセスできるよ う にするには、 イ ンス ト ールが、 ターゲッ ト  シ

ステムのど こかに ISX_SERIALNUM 値を格納する必要があ り ます。 た と えば、 [ レジス ト リ ] ビ ューで、

[ISX_SERIALNUM] を使う値を追加するレジス ト リ キーを作成し ます。

イ ンス ト ール後

イ ンス ト ール完了後、 イ ンス ト ールによ って ISX_SERIALNUM プロパテ ィ の値がターゲッ ト  システムに書き込ま

れている場合、 シ リ アル番号にアクセスする こ とが可能です。 た と えば、 イ ンス ト ールがその値をレジス ト リ に

か書き込んだ場合、 そのシ リ アル番号のレジス ト リ をチ ェ ッ クする コー ド を作成できます。
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InstallShield と外部アプ リ ケーシ ョ ンの統
合

InstallShield の重要な側面のひとつは、 Microsoft Source Control Interface に準拠する ソース管理ソ フ ト ウ ェ ア との

共存および統合だけでな く 、 Visual Studio(TM) .NET の様な他のソ フ ト ウ ェ ア開発ツールと どのよ う に共存、 およ

び統合するかとい う点です。

このセクシ ョ ンにあるヘルプ ト ピ ッ クで、 InstallShield での外部アプ リ ケーシ ョ ン サポー ト の範囲について各詳細

を参照し て く ださい。

Microsoft Visual Studio との統合
InstallShield では、 Microsoft Visual Studio でイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を直接作成する こ とができます。

InstallShield では、 Microsoft Visual Studio 内部から イ ンス ト ールの作成、 変更、 ビルド を実行する こ とができます。

統合機能

InstallShield は Visual Studio シ ェル内部に完全統合されます。 統合のユニークな機能には以下のよ う なものがあ り

ます。 

• InstallShield のすべてのナビゲーシ ョ ンは Solution Explorer 内に表示されます。

• 各 InstallShield ビ ューは個別のウ ィ ン ド ウに表示されるのでスク ロールする必要は無 く 、 並列表示オプシ ョ ン

も用意されています。

• InstallShield を Visual Studio の外部で実行する こ とができます。

• 他の Visual Studio プロジ ェ ク ト へのダイナ ミ ッ ク リ ン クがあ り、 出力グループの新しいコ ンテンツがイ ンス

ト ールに含まれます。

統合の利点

InstallShield の統合イ ンス ト ール オーサリ ング ソ リ ューシ ョ ンを利用するその他の利点は、 以下の通り です :

• Visual Studio ユーザー イ ン ターフ ェ イスから離れる こ と な く 、 使い慣れたナビゲーシ ョ ン、 レ イアウ ト  オプ

シ ョ ンを使用し ながら、 イ ンス ト ールの作成やカス タ マイズが可能です。
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• イ ンス ト ールはソ リ ューシ ョ ンが作成される度にソース フ ァ イルが更新され、 自動的に最新の状態が保たれ

ます。

• イ ンス ト ールは、 た と えばデバッ グ、 リ リース、 ビルド デ ィ レ ク ト リから自動的に含まれたソース フ ァ イル

といったソ リ ューシ ョ ンの [ ビルド 構成 ] を反映し ます。

• .NET プロパテ ィ と依存関係は自動的にスキャ ン し て、 イ ンス ト ールに含める こ とができます。

メ モ • Visual Studio 内部から直接 InstallShield プロジ ェ ク ト を作成、 編集、 およびビルド するには、 Visual Studio 

2005 以降が必要です。 InstallShield を Visual Studio 2003 以前と統合する こ とはできません。

Visual Studio の統合は 1 度に InstallShield の １  バージ ョ ン とのみ可能です。 システムで最後にイ ンス ト ールまた

は修復された InstallShield のバージ ョ ンが Visual Studio の統合に使用されます。

Microsoft Visual Studio で InstallShield プロジ ェ ク ト を作成する

InstallShield は Microsoft Visual Studio と統合されています。 ソ リ ューシ ョ ン と し て Visual Studio ワークスペース内

から、 InstallShield イ ンス ト ールを作成する こ とができます。

タ スク : Microsoft Visual Studio 内で、 InstallShield プロジ ェ ク ト を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 新規 ] をポイ ン ト し て [ プロジ ェ ク ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 新規プロジ ェ ク ト ] 

ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. Visual Studio 2010 の場合 :  [ イ ンス ト ールされたテンプレー ト ] ボ ッ クスで [InstallShield Express プロジ ェ ク

ト ] を ク リ ッ ク し ます。 次に、 適切なプロジ ェ ク ト の種類を選択し ます。

以前のバージ ョ ンの Visual Studio の場合 :  [ プロジ ェ ク ト の種類 ] ボ ッ クスで [InstallShield Express プロジ ェ

ク ト ] を ク リ ッ ク し ます。 次に、 [ テンプレー ト ] ボ ッ クスで適切なプロジ ェ ク ト の種類を選択し ます。 

3. 必要に応じ て名前と プロジ ェ ク ト の場所の設定を構成し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

Microsoft Visual Studio で InstallShield プロジ ェ ク ト を開 く

InstallShield は Microsoft Visual Studio と統合されています。 ソ リ ューシ ョ ン と し て Visual Studio ワークスペース内

から、 InstallShield イ ンス ト ールを開 く こ とができます。

タ スク : Microsoft Visual Studio 内で InstallShield プロジ ェ ク ト を開 く には、 以下の手順を実行し ます。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューで [ 開 く ] をポイ ン ト し て [ プロジ ェ ク ト ] を ク リ ッ ク し ます。 [ プロジ ェ ク ト を開 く ] 

ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

2. 目的の InstallShield フ ァ イルを参照し ます。 
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3. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 

メ モ • InstallShield Professional または InstallShield Express 3.x バージ ョ ン以前を使って作成し たフ ァ イルは開けま

せん。

 Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンで VSSolutionFolder パス 変数を使
用する

ハイ レベルなベース デ ィ レ ク ト リ を参照する、 VSSolutionFolder と呼ばれる新しい定義済みパス変数をプロジ ェ ク

ト で使用できます。 このサポー ト を使う と、 InstallShield プロジ ェ ク ト で Visual Studio ソ リ ューシ ョ ン フ ォルダー

内にある姉妹プロジ ェ ク ト のフ ァ イルへのス タ テ ィ ッ ク リ ン ク を含める こ とができます。 異なるマシン上のプロ

ジ ェ ク ト で作業を行う場合、 VSSolutionFolder パス変数を使用するス タ テ ィ ッ ク リ ン クは、 姉妹プロジ ェ ク ト の

フ ァ イルへの正しいパスを参照する こ とができます。

VSSolutionFolder パス変数は、 InstallShield が Visual Studio ソ リ ューシ ョ ン内で開かれた と きに自動的に定義されま

す。 また、 MSBuild を使って InstallShield プロジ ェ ク ト を含むソ リ ューシ ョ ンをビルド する と きにも、 自動的に定

義されます。 ただ し、 Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンな し で InstallShield プロジ ェ ク ト を開いた場合、

VSSolutionFolder が自動的に定義される こ とはあり ません。 た と えば、 InstallShield プロジ ェ ク ト を、 Visual Studio 

を開かずに InstallShield イ ン ターフ ェ イスで直接開いた場合、 VSSolutionFolder は定義されません。 同様に、 コマ

ン ド ラ イ ン ツール IsCmdBld.exe や、 MSBuild で .isproj フ ァ イルを使用する場合、 VSSolutionFolder は定義されませ

ん。 IsCmdBld.exe を使って InstallShield プロジ ェ ク ト のリ リースをビルド するには、 -L コ マン ド ラ イ ン パラ メ ー

ターを使って、 VSSolutionFolder の値を設定し ます。 このプロパテ ィ は、 デフ ォル ト のターゲッ ト  フ ァ イルが使用

されたと き、 ItemGroup InstallShieldPathVariableOverrides と し て公開されます。

InstallShield プロジ ェ ク ト で VSSolutionFolder パス変数を含むパスを持つソース フ ァ イルを含み、 それを 

VSSolutionFolder パス変数がサポー ト されていない環境でビルド する と、 次のよ う なビルド エラーが発生する可能

性があ り ます :

• -6103: フ ァ イル <VSSolutionFolder>\MyFile.exe が見つかり ません

• -6271: フ ァ イル <VSSolutionFolder>\MyFile.exe が見つかり ませんで し た。 このフ ァ イルの MsiFileHash テーブ

ルをビルド中にエラーが発生し ま し た。 指定し た場所にフ ァ イルが存在する こ と を確認し ます。

Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンに リ フ ァ レンスを追加する

[ フ ァ イル ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に Visual Studio のリ フ ァ レンスを追加し ます。

タ スク : リ フ ァ レンスを追加するには、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にある [ ソ リ ューシ ョ ン エクスプローラー ] で、 [ フ ァ イル ] をダブ

ルク リ ッ ク し ます。

2. [ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンにある Visual Studio Solution のアイテムには、 現在のソ リ ュー

シ ョ ンに含まれているすべてのプロジ ェ ク ト のサブアイテムがあり ます。 プロジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し てその
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プロジ ェ ク ト の出力グループを表示し ます。 出力グループは [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンに

表示されます。

3. イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト へ出力リ フ ァ レンスを追加するには、 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォル

ダー ] ペイ ンのターゲッ ト  フ ォルダーへ出力を ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プ し ます。

InstallShield ツールバーまたはコ マン ド を Visual Studio ツール
バーに追加する

InstallShield ツールバーおよび個別のツールバー コマン ド ボタ ンを Microsoft Visual Studio ワークスペースに追加す

る こ とができます。

InstallShield  ツールバーを追加する

タ スク : InstallShield  ツールバーを追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. ツールバーの任意の場所を右ク リ ッ ク し てツールバーオプシ ョ ンを表示し ます。 

2. ツールバーを選択し て Visual Studio ワークスペースの上部に追加し ます。 

InstallShield ツールバー コ マン ド ボタ ンを追加する

タ スク : 個別のコマン ド ボタ ンをツールバーへ追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. ツールバーの任意の場所を右ク リ ッ ク し てツールバーオプシ ョ ンを表示し ます。

2. リ ス ト の下から [ カス タ マイズ ] を選択し ます。 [ カス タ マイズ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. [ コマン ド ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。 

4. [ カテゴ リ ] リ ス ト で、 カテゴ リ を選択し て、 特定のカテゴ リ内で利用可能なコマン ド を表示し ます。

5. [ コマン ド ] リ ス ト で、 コマン ド ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 それをツールバーへド ラ ッ グし ます。

Microsoft Visual Studio で リ リースをビルド する

Visual Studio 内での InstallShield プロジ ェ ク ト のリ リースのビルドは、 InstallShield でのリ リースのビルド と異な り

ます。 Visual Studio 内で リ リースをビルド する と き、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を含むソ リ ューシ ョ ン全体をビ

ルド するオプシ ョ ン と、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のみをビルド するオプシ ョ ンがあ り ます。

リ リースをビルド する前に、 リ リースを ソ リ ューシ ョ ン構成と関連付ける必要があり ます。 Visual Studio の構成マ

ネージャーを使って、 リ リースを ソ リ ューシ ョ ン構成と関連付けます。
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タ スク : Visual Studio 内部で リ リースをビルド するには、 以下の手順に従います :

1. Visual Studio の構成マネージャーを使って、 リ リースを適切なソ リ ューシ ョ ン構成にマ ッ プ し ます。

a. [ ビルド ] メ ニューで [ 構成マネージャー ] を ク リ ッ ク し ます。

別の方法と し て、 [ 標準 ] ツールバーで [ ソ リ ューシ ョ ン構成 ] リ ス ト の中から [ 構成マネージャー ] を

選択し ます。

b. [ アク テ ィ ブ ソ リ ューシ ョ ン構成 ] リ ス ト から構成を選択し ます。

c. [ プロジ ェ ク ト  コ ンテキス ト ] ボ ッ クスで、 プロジ ェ ク ト 構成を [ 構成 ]  列にある適切な リ リースにマ ッ

プ し ます。

メ モ • [ ビルド ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択がク リ ア されている と きにソ リ ューシ ョ ンをビルド する と、 選択解

除されたプロジ ェ ク ト 構成はビルド されません。

d. [ 閉じ る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2. [ ビルド ] メ ニューで、 該当する コマン ド を選択し ます :

ヒ ン ト • ソ リ ューシ ョ ン全体をビルド するには、 CTRL+SHIFT+B も使用できます。

.NET アセンブ リ をプロジ ェ ク ト に追加する

InstallShield では、 .NET アセンブ リ フ ァ イルを機能に追加する こ とによ って、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に .NET 

アセンブ リ を追加する こ とができます。

テーブル 7-1 • [ ビルド ] メ ニューのコマン ド

コマン ド 説明

ビルド ソ リ ューシ ョ ン 構成マネージャーで、 ソ リ ューシ ョ ンに含まれている各プロジ ェ ク ト に対し て

何がマ ッ プ されているかに従って全ソ リ ューシ ョ ンをビルド し ます。

ビルド [ イ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト 名 ]

構成マネージャーの [ 構成 ] 列で指定されている リ リースに従って、 イ ンス

ト ール プロジ ェ ク ト のみをビルド し ます。 このオプシ ョ ンは、 [ ソ リ ューシ ョ

ン エクスプローラー ] でイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト が選択されている と きに

有効です。
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タ スク : プロジ ェ ク ト に .NET アセンブ リ を追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にある [ ソ リ ューシ ョ ン エクスプローラー ] で、 [ フ ァ イル ] をダブ

ルク リ ッ ク し ます。

2. 機能に .NET アセンブ リ を追加 し ます。

3. フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開

きます。

4. [COM と .NET の設定 ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. [ ビルド時にスキャ ン ] リ ス ト から [ 依存関係およびプロパテ ィ ] を選択し ます。

ビルド時に、 InstallShield が .NET アセンブ リ をスキャ ン し て、 必要に応じ てその依存関係およびプロパテ ィ を追加

し ます。

Web サービスまたは Web アプ リ ケーシ ョ ンから プロジ ェ ク ト 出
力を追加する

InstallShield には、 拡張 Web サービスサポー ト が搭載されています。 Web サービスまたは Web アプ リ ケーシ ョ ン

プロジ ェ ク ト から プロジ ェ ク ト 出力を追加する と、 プロジ ェ ク ト を Web サービス と し て追加するよ う求める メ ッ

セージが InstallShield によ って表示されます。 [ いいえ ] を選択する と、 プロジ ェ ク ト 出力は通常通り追加されま

す。 [ はい ] を選択する と、 InstallShield は次の操作を行います。

1. IISROOTFORDER とい う イ ンス ト ール先フ ォルダーを作成。

2. 次の Visual Studio プロジ ェ ク ト 出力を IISROOTFOLDER に配布。

[ コ ンテンツ フ ァ イル ] は [IISROOTFOLDER]{VSIPProjectName} に移動

[Primary Output] は [IISROOTFOLDER]{VSIPProjectName}\bin" に移動 

3. ターゲッ ト に [IISROOTFOLDER]{VSIPProjectName} を持つ IISVirtualDirectory を作成。

.NET Framework サポー ト を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト へ追加す
る

アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールで ターゲッ ト  システムに .NET Framework サポー ト が必要と される場合、 このサ

ポー ト を イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加できます。 詳細については、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルを

プロジ ェ ク ト へ追加する」 を参照し て く だ さい。
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Microsoft Visual Studio Team Foundation Server との
統合

Microsoft Visual Studio Team Foundation Server (TFS) は、 製品のチーム開発において タ スク を共同作業で進める こ

とができるツールと テ ク ノ ロジのセ ッ ト です。 は、 Team Foundation Serve との統合をサポー ト し ます。

InstallShield では、 Team Foundation Server との統合をサポー ト し ます。 統合による主要な機能は以下のとお り です

:

• ソース管理 — ソース管理エクスプローラーを使って、 InstallShield プロジ ェ ク ト を Team Foundation のバー

ジ ョ ン管理と統合する こ と で、 InstallShield プロジ ェ ク ト と Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンへの変更を管理でき

ます。

• 自動ビルド —Team Foundation ビルド を使って、 InstallShield プロジ ェ ク ト と Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンを定

期的にコ ンパイル、 テス ト 、 およびデプロ イできます。 イ ンス ト ールはソ リ ューシ ョ ンが作成される度に

ソース フ ァ イルが更新され、 自動的に最新の状態が保たれます。

• プロジ ェ ク ト 管理 —InstallShield プロジ ェ ク ト と Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンのバグ、 タ スク、 およびプロ

ジ ェ ク ト  ド キュ メ ン ト などの作業項目を管理し ます。 プロジ ェ ク ト  ステータ スは、 チーム全体で Team 

System Web Access  内部、 および Team Explorer 内部から使用できます。

統合の要件

InstallShield を Team Foundation Server と統合するには、 InstallShield プロジ ェ ク ト の作成、 ア ッ プデー ト 、 または

ビルド を行う各マシンに InstallShield を イ ンス ト ールし ます。 つま り、 InstallShield プロジ ェ ク ト の作成およびア ッ

プデー ト を行う各マシンに InstallShield のイ ンス ト ールが必要です。 Team Foundation Server に格納されている 

InstallShield プロジ ェ ク ト のビルド エージ ェ ン ト と し て指定されているマシン上にも  を イ ンス ト ールする必要が

あ り ます。 InstallShield のラ イセンスの詳細については、 InstallShield 使用許諾契約書 (EULA) を参照し て く だ さい。

一部の種類のプロジ ェ ク ト およびソ リ ューシ ョ ンをビルド エージ ェ ン ト がビルド するために、 ビルド マシンに追

加のソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールする こ とが必要な場合もあり ます。 た と えば、 C++ プロジ ェ ク ト をビルド する

場合、 C++ コ ンパイ ラやその他の依存関係も必要なため、 ビルド マシンに Visual Studio を イ ンス ト ールする必要

があ り ます。

複数のビルド エージ ェ ン ト を使って Team Foundation Server プロジ ェ ク ト をビルド する場合、 特定のビルド タグ

を InstallShield が搭載されているマシン上の任意のエージ ェ ン ト に割り当てる こ とができます。 また、 InstallShield 

プロジ ェ ク ト 用に作成された各ビルド定義に特殊なビルド タグを適用する こ と もできます。 こ う する こ と で、

InstallShield がイ ンス ト ールされているビルド マシンによ ってのみ InstallShield イ ンス ト ールのビルド に使用され

ます。 ビルド タグの作成およびエージ ェ ン ト 、 ならびにビルド定義への割り当てについての詳細は、 Visual Studio 

Team Foundation Server ド キュ メ ン ト を参照し て く ださい。

64 ビ ッ ト のビルド マシン上でビルド をキューに配置する場合、 InstallShield.Tasks.dll フ ァ イル (32 ビ ッ ト  フ ァ イル ) 

をロー ド するのに 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンの MSBuild が使用されるよ う に InstallShield プロジ ェ ク ト のビルド定義を

構成し て し て く だ さい。 そ う し なければ、 InstallShield.Tasks.dll フ ァ イルをロー ド できなかったこ と を通知するビル

ド エラーが発生し ます。 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンの MSBuild を選択するには、 Team Explorer でビルド定義の [ プロ

セス ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。 次に、 [ 詳細 ] ノ ー ドの下にある "MSBuild プ ラ ッ ト フ ォーム " 設定で [x86] を選択

し ます。 32 ビ ッ ト のビルド マシンを使用し ている場合、 "MSBuild プラ ッ ト フ ォーム " 設定では [ 自動 ] または 

[x86] のどち らかを選択できます。
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Microsoft Visual Studio Team Foundation Server との統合
InstallShield と Visual Stuio が搭載された同じ マシン上に Team Explorer を イ ンス ト ールし た場合、 Visual Studio で

開かれている InstallShield プロジ ェ ク ト 内から Team Explorer を使用できます。 これで、 次のよ う な タ スク を行う

こ とができます :

• InstallShield プロジ ェ ク ト での作業中にソース管理エクスプローラーを使用。

• InstallShield プロジ ェ ク ト と Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンのビルド を構成。

• 新しいビルド をキューに配置。

InstallShield プロジ ェ ク ト を含むソ リ ューシ ョ ンのビルド をキューに配置する と、 ビルド されたイ ンス ト ールはド

ロ ッ プ フ ォルダー内の Install サブ フ ォルダーにコ ピーされます。 InstallShield ビルドが Team Foundation ビルドの

下で実行されている こ と を検出する と、 イ ンス ト ールはソ リ ューシ ョ ンの最終出力の場所 (OutDir) にコ ピーされ

ます。 つま り、 これはバイナ リ デ ィ レ ク ト リ で、 Team Foundation ビルド プロセスの終わり に、 ド ロ ッ プ フ ォル

ダーにコ ピーされます。

InstallShield プロジ ェ ク ト を Team Explorer に追加する

InstallShield と Visual Studio が搭載されている同じ マシン上に Team Explorer を イ ンス ト ールし た場合、 Team 

Explorer を使って、InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ise および .isproj フ ァ イル ) を Team Foundation Server に追加できま

す。

Visual Studio 内から InstallShield プロジ ェ ク ト を作成し たと きに、 プロジ ェ ク ト を ソース管理エクスプローラーに

追加するには、 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスで [ ソース管理に追加 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。 既存の InstallShield プロジ ェ ク ト を ソース管理エクスプローラーに追加するには、 その他のフ ァ イルを追加す

るのと同じ要領でプロジ ェ ク ト を追加し ます。
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リ フ ァ レンス
InstallShield のリ フ ァ レンス情報は次のセクシ ョ ンに分類されます。

テーブル 8-1 • リ フ ァ レンス セクシ ョ ン

セクシ ョ ン 説明

メ ニュー、 ツールバー、 およ

び ウ ィ ン ド ウのリ フ ァ レン

ス

メ ニュー、 ツールバー、 およびウ ィ ン ド ウを含む InstallShield ユーザー イ ン

ターフ ェ イスの様々なコ ンポーネン ト について説明し ます。

ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ

レンス

InstallShield で表示される各ダイアログ ボ ッ クスについてのリ フ ァ レンス情報

を含みます。

ウ ィ ザー ド リ フ ァ レンス InstallShield で利用できる各ウ ィ ザー ドの詳しい情報を提供し ます。

ビ ュー リ フ ァ レンス InstallShield で表示される各ビ ューについて説明し ます。

エラーと警告 イ ンス ト ールの作成、 ビルド、 および実行する際に起こ り う るエラー コー ド

および警告についての情報を提供し ます。 このセクシ ョ ンには、 プロジ ェ ク ト

を InstallShield 製品の以前のバージ ョ ンから最新バージ ョ ンに移行する と きに

起こ り う るエラーと警告についてのリ フ ァ レンス情報も含まれています。

InstallShield カス タム アク

シ ョ ン リ フ ァ レンス

InstallShield で使用できる カス タム アクシ ョ ンそれぞれについて説明し ます。

コマン ド ラ イ ン ツール リ リースのビルド およびイ ンス ト ールの実行などのタ スク を実行するためにコ

マン ド ラ イ ンから使用できるツールを紹介し ます。

エン ド ユーザー ダイアログ InstallShield の [ ダイアログ ] ビ ューで提供されているすべてのエン ド ユーザー 

ダイアログのリ フ ァ レンス と し て使用できます。
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メ ニュー、 ツールバー、 および ウ ィ ン ド ウのリ フ ァ レンス
メ ニュー、 ツールバー、 および ウ ィ ン ド ウのリ
フ ァ レンス

このセクシ ョ ンは、 メ ニュー、 ツールバー、 およびウ ィ ン ド ウを含む InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスの

様々なコ ンポーネン ト について説明し ます。

メ ニュー

InstallShield のメ ニューは、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスの上部のメ ニューバーにあり ます。 メ ニューに

は、 それぞれ、 コマン ドのリ ス ト があ り ます。 一部のコマン ドはその隣にアイ コ ンを持ってお り、 コ マン ド と ア

イ コ ンを手早 く 関連付ける こ とができます。

InstallShield の各メ ニューは、 このセクシ ョ ンで説明されています。

• フ ァ イル

• 編集

• 表示

• 移動

• プロジ ェ ク ト

• ビルド

• ツール

• ヘルプ

[ フ ァ イル ] メ ニュー

次の表は、 [ フ ァ イル ] メ ニューのコマン ド一覧と関連キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト およびアイ コ ンの一覧です。

テーブル 8-1 • フ ァ イル メ ニュー コマン ド

コマン ド シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ン 説明

新規作成 Ctrl + N プロジ ェ ク ト タ イプを選択し て新しいプロジ ェ ク ト を始め

る [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスを起動し ます。

開 く Ctrl + O [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスを起動し ます。 [ 開 く ] ダイアロ

グ ボ ッ クスでは、 既存のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を開 く

こ とができます。

閉じ る 現在のプロジ ェ ク ト を閉じ ます。

保存 Ctrl + S 現在のプロジ ェ ク ト フ ァ イルを保存し ます。
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[ 編集 ] メ ニュー

次のテーブルは、 [ 編集 ] メ ニューのコマン ド一覧と関連キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト の一覧です。

[ 表示 ] メ ニュー

次の表は、 [ 表示 ] メ ニューのコマン ド一覧と関連キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト およびアイ コ ンの一覧です。

名前を付けて

保存

現在のプロジ ェ ク ト フ ァ イルを異なる名前で保存し ます。

1、 2、 3、 4 最後にアクセス し たプロジ ェ ク ト の 1 つを開きます。

終了 現在のプロジ ェ ク ト を閉じ て InstallShield を終了し ます。

テーブル 8-2 • [ 編集 ] メ ニュー コ マン ド

コマン ド シ ョ ー ト カ ッ ト 説明

Undo Ctrl + Z 最後に実行されたアクシ ョ ンを元に戻し ます。

Cut Ctrl + X 選択中のテキス ト を ク リ ッ プボー ド にカ ッ ト し ます。

Copy Ctrl + C 選択中のテキス ト を ク リ ッ プボー ド にコ ピーし ます。

Paste Ctrl + V ク リ ッ プボー ドの内容を貼り付けます。

Find Ctrl + F [ フ ァ イル ] ビ ューでイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加し たフ ォルダーお

よびフ ァ イルを検索する こ とができる、 [ 検索 ] ダイアログ ボ ッ クスを開

きます。 詳細については、 「プロジ ェ ク ト でフ ァ イルと フ ォルダーを検索

する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-3 • [ 表示 ] メ ニュー コ マン ド

コマン ド シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ン 説明

出力ウ ィ ン ド

ウ

出力ウ ィ ン ド ウの表示を切り替えます。

ビ ュー リ ス ト [ ビ ュー リ ス ト ] を切り替えます。

ビ ュー バー F4 ビ ュー バーを切り替えます。

テーブル 8-1 • フ ァ イル メ ニュー コマン ド ( 続き )

コマン ド シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ン 説明
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[ 移動 ] メ ニュー

次の表は、 [ 移動 ] メ ニューのコマン ド一覧と関連キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト およびアイ コ ンの一覧です。 一部の

ビ ューに関する コマン ドは、 InstallShield で開いたプロジ ェ ク ト によ っては、 [ 移動 ] メ ニューからは利用できませ

ん。

ヘ ッ ダー バー ヘ ッ ダーバーを切り替えます。

ツールバー ツールバーを切り替えます。

ステータ ス 

バー

ステータ ス バーを切り替えます。

プロジ ェ ク ト  

アシス タ ン ト

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を表示し ます。

テーブル 8-4 • [ 移動 ] メ ニュー コ マン ド

コマン ド シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ン 説明

前のビ ュー Alt + 上向き矢

印

ビ ュー リ ス ト に表示されている現在のビ ューの 1 つ上の

ビ ューに移動し ます。

次のビ ュー Alt + 下向き矢

印

ビ ュー リ ス ト で表示されている現在のビ ューの 1 つ下の

ビ ューに移動し ます。

戻る Alt + 左向き矢

印

ビ ューを選択する履歴から最後に訪れたビ ューへ移行し ま

す。 ビ ュー履歴に複数のエン ト リがある場合、 これは何回

でも使用する こ とが可能です。

進む Alt + 右向き矢

印

ビ ューを選択する履歴から最後に訪れたビ ューへ移行し ま

す。 最初に [ 戻る ] を ク リ ッ ク し たビ ューに到達するまで続

けられます。

ス ター ト  ペー

ジ

ス ター ト ページに移動し ます。

ヘルプ [ ヘルプ ] ビ ューに移動し ます。

プロジ ェ ク ト  

アシス タ ン ト

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト を表示し ます。

テーブル 8-3 • [ 表示 ] メ ニュー コ マン ド ( 続き )

コマン ド シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ン 説明
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[ プロジ ェ ク ト ] メ ニュー

次のテーブルは [ プロジ ェ ク ト ] メ ニュー コマン ドの一覧です。

セ ッ ト ア ッ プ

の編成

[ 一般情報 ]、 [ 機能 ]、 [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ]、 [ ア ッ プ

デー ト 通知 ] または [ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューを表示す

る こ とができます。

アプ リ ケー

シ ョ ン データ

の指定

[ フ ァ イル ] ビ ュー、 [ フ ァ イルと機能 ] ビ ュー、 [ 再配布可

能フ ァ イル ] ビ ュー、 または [ 依存関係 ] ビ ューを表示する

こ とができます。

ターゲッ ト  シ

ステムの構成

[ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ]、 [ レジス ト リ ]、 [ODBC リ

ソース ]、 [INI フ ァ イルの変更 ]、 [ フ ァ イル拡張子 ]、 [ 環境

変数 ]、 [IIS 構成 ] または [ コ ンポーネン ト  サービス ] 

ビ ューを表示する こ とができます。

セ ッ ト ア ッ プ

外観のカス タ

マイズ

[ ダイアログ ]、 [ ビルボー ド ] または [ テキス ト と メ ッ セー

ジ ] ビ ューを表示できます。

セ ッ ト ア ッ プ

要件およびア

クシ ョ ンの定

義

[ 必要条件 ]、 [ カス タム アクシ ョ ン ] または [ セ ッ ト ア ッ プ 

フ ァ イル ] ビ ューを表示できます。

リ リースの準

備

[ リ リース ] ビ ューを表示する こ とができます。

テーブル 8-5 • [ プロジ ェ ク ト ] メ ニュー コ マン ド

コマン ド 説明

Visual Studio デプロ イ

メ ン ト  プロジ ェ ク ト  

イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド

Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト を InstallShield プロ

ジ ェ ク ト にイ ンポー ト できるウ ィ ザー ド を起動し ます。

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン

の実行

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を起動し ます。

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン

の実行

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を起動し ます。

テーブル 8-4 • [ 移動 ] メ ニュー コ マン ド ( 続き )

コマン ド シ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ン 説明
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[ ビルド ] メ ニュー

次の表は、 [ ビルド ] メ ニューのコマン ド一覧と関連キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト およびアイ コ ンの一覧です。

文字列エン ト リのイ ン

ポー ト

文字列テーブルのイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を起動し ます

文字列エン ト リのエク

スポー ト

文字列テーブルをエクスポー ト  ウ ィ ザー ド を起動し ます。

設定 Msi ログフ ァ イル設定ダイアログ ボ ッ クスを起動し ます。

テーブル 8-6 • [ ビルド ] メ ニューのコマン ド

コマン ド
シ ョ ー ト カ ッ
ト アイ コ ン 説明

ビルド F7 リ リースをデフ ォル ト の設定でビルド するか、 既にリ リース

をビルド済みの場合は、 最後に保存し た設定で リ リースを再

ビルド し ます。

ク イ ッ ク ビル

ド

Shift + F7 イ ンス ト ールの .msi フ ァ イル部分のみを再ビルド し、 完全

再ビルド に比べて変更点を素早 く 確認する こ とができます。

ビルドの停止 Ctrl + Break 現在のビルド プロセスをキャ ンセルし ます。

テス ト Ctrl + T システムを変更する こ と な く イ ンス ト ールのユーザー イ ン

ターフ ェ イス部分を実行する こ とができます。 すべてのカス

タム アクシ ョ ンが実行されます。

実行 Ctrl + F5 IDE を終了せずに完成し たイ ンス ト ールを実行する こ とがで

きます。

アン イ ンス

ト ール

前回実行された リ リースをアン イ ンス ト ールし ます。

Web の配布

ウ ィ ザー ド

Ctrl + W Web の配布ウ ィ ザー ドが起動し、 Web ページから起動する イ

ンス ト ールを作成する こ とができます。

テーブル 8-5 • [ プロジ ェ ク ト ] メ ニュー コ マン ド ( 続き )

コマン ド 説明
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[ ツール ] メ ニュー

次の表は、 [ ツール ] メ ニューのコマン ド一覧と関連キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト およびアイ コ ンの一覧です。

[ ヘルプ ] メ ニュー

次の表は、 [ ヘルプ ] メ ニューのコマン ド一覧と関連キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト およびアイ コ ンの一覧です。

テーブル 8-7 • [ ツール ] メ ニュー コ マン ド

コマン ド アイ コ ン 説明

リ リース フ ォルダーを

開 く

Windows Explorer を起動し、 リ リース フ ォルダーを開きます。

QuickPatch の作成 すべての既存プロジ ェ ク ト を保存し て閉じ るよ う プロンプ ト し てか

ら、 QuickPath ウ ィ ザー ド を起動し ます。

ア ッ プデー ト の確認 サービスパッ クおよび InstallShield への他のア ッ プデー ト を確認し ま

す。 ア ッ プデー ト が利用可能のと き、 ダウンロー ド / イ ンス ト ールし

たいア ッ プデー ト を選択する こ とができます。 

再配布可能フ ァ イル ダ

ウンローダー

再配布可能フ ァ イルダウンローダーウ ィ ザー ド を起動し て、 サー ド

パーテ ィ 再配布可能フ ァ イル、 マージ モジュール、 その他のフ ァ イ

ルをローカルコ ンピ ューターに素早 く ダウンロー ド する こ とができま

す。

テーブル 8-8 • [ ヘルプ ] メ ニュー コ マン ド

コマン ド アイ コ ン 説明

目次 InstallShield ヘルプ ラ イブ ラ リの [ 目次 ] タ ブを表示し ます。

索引 InstallShield ヘルプ ラ イブラ リの [ 索引 ] タ ブを表示し ます。

Search InstallShield ヘルプ ラ イブラ リの [ 検索 ] タ ブを表示し ます。

サポー ト  セン ト ラル Web のサポー ト  セン ト ラルを表示し ます。

InstallShield コ ミ ュニ

テ ィ

Web の [ コ ミ ュニテ ィ ] を表示し ます。

リ リース ノ ー ト InstallShield リ リース ノ ー ト を表示し ます。

Flexera Software Web サ

イ ト

フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウェ アの Web サイ ト に接続し ます。
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ツールバー

InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスでは標準ツールバーを使用する こ とができます。 標準ツールバーを使用し

て、 頻繁に使用する メ ニュー コマン ド に素早 く アクセスする こ とができます。 必要に応じ て、 カス タム ツール

バーを作成し た り、 標準ツールバーを カス タ マイズし た りする こ とができます。 すべてのツールバーはサイズや

配置を変更できるほか、 固定し た り取り外し た りする こ とができます。

標準ツールバー

次のテーブルは標準ツールバージ ョ ンにあるすべてのボタ ンの説明です。

[ ヘルプ ] ビ ュー [ ヘルプ ] ビ ューを表示し ます。

InstallShield Express につ

いて

バージ ョ ン情報を表示し て InstallShield を登録できる [ バージ ョ ン情

報 ] ダイアログ ボ ッ クスを表示し ます。

テーブル 8-9 • 標準ツールバーのボタ ン

ボタ ン 名前 説明

新しいプロジ ェ

ク ト

プロジ ェ ク ト タ イプを選択し て新しいプロジ ェ ク ト を始める [ 新規プロジ ェ ク

ト ] ダイアログ ボ ッ クスを起動し ます。

開 く [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスを起動し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスでは、

既存のイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を開 く こ とができます。

保存 現在のプロジ ェ ク ト フ ァ イルを保存し ます。 

ビ ューバー イ ン ターフ ェ イスの左側に表示されるビ ューバーを表示、 または非表示し ます。

ビ ュー リ ス ト InstallShield IDE で使用できるすべてのビ ューを表示するビ ュー リ ス ト を表示ま

たは非表示にし ます。 

メ モ • また、 F4 を押し て、 ビ ューリ ス ト を表示または非表示にする こ と もでき

ます。

前のビ ュー ビ ュー リ ス ト で表示されている通り、 現在のビ ューの 1 つ上のビ ューを表示し

ます。

テーブル 8-8 • [ ヘルプ ] メ ニュー コ マン ド ( 続き )

コマン ド アイ コ ン 説明
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次のビ ュー ビ ュー リ ス ト で表示されている通り、 現在のビ ューの 1 つ下のビ ューを表示し

ます。

戻る ビ ューを選択し た履歴から、 最後に訪れたビ ューを表示し ます。 ビ ュー履歴に

複数のエン ト リがある場合、 このボタ ンは何回でも ク リ ッ クする こ とが可能で

す。

進む ビ ューを選択し た履歴から最後に訪れたビ ューを表示し ます。 初めに [ 戻る ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し たビ ューに画面が変わるまで、 このボタ ンを ク リ ッ ク し続

ける こ とができます。

ビルド リ リースをデフ ォル ト の設定でビルド するか、 既に リ リースをビルド済みの場

合は、 最後に保存し た設定で リ リースを再ビルド し ます。

ビルドの停止 現在のビルド プロセスをキャ ンセルし ます。

実行 完成し たイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を実行し ます。

メ モ • [ イ ンス ト ール前にアン イ ンス ト ールする ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する

と、 InstallShield はイ ンス ト ールを再実行する前に製品をアン イ ンス ト ールし ま

す。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ プ リ

フ ァ レンス ] タ ブから使用できます。

アン イ ンス ト ー

ル

前回実行された リ リースをアン イ ンス ト ールし ます。

テス ト システムに何の変更も加える こ と な く 、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のユーザー 

イ ン ターフ ェ イスの部分を実行できます。 すべてのカス タム アクシ ョ ンが実行

されます。

Web の配布ウ ィ

ザー ド

Web の配布ウ ィ ザー ドが起動し、 Web ページから起動する イ ンス ト ールを作成

する こ とができます。

リ リース フ ォ

ルダーを開 く

Windows Explorer を起動し、 現在のリ リースの DISK1 フ ォルダーで開きます。 リ

リースがない、 または、 リ リースばまだビルド されていない場合、 Windows 

Explorer がデフ ォル ト のプロジ ェ ク ト の場所に開きます。

[ ヘルプ ] 

ビ ュー

InstallShield について多 く の質問の答えが見つかる IDE ヘルプビ ューを表示し ま

す。

テーブル 8-9 • 標準ツールバーのボタ ン ( 続き )

ボタ ン 名前 説明
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出力ウ ィ ン ド ウ

[ 出力 ] ウ ィ ン ド ウは、 プロジ ェ ク ト をビルド する と InstallShield の画面下部に表示されます。 また、 プロジ ェ ク

ト 変換中にプロジ ェ ク ト に関する情報も表示し ます。 出力ウ ィ ン ド ウには次のよ う な タ ブがあり ます。

テーブル 8-10 • 出力ウ ィ ン ド ウのタ ブ

タ ブ 説明

出力 配布出力情報を保存し、 ビルド出力を表示し ます。 これには、 テキス ト

フ ァ イルと し て保存された出力フ ァ イルへのリ ン クがアク テ ィ ブにな り ま

す。

タ スク プロジ ェ ク ト  ビルド時のエラーや警告メ ッ セージの説明を表示し ます。 エ

ラーおよび警告コー ドは、 ナレ ッ ジベース の各項目にリ ン ク し ています。
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ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
このセクシ ョ ンでは、 InstallShield ユーザー イ ン ターフ ェ イスで使用できる各ダイアログ ボ ッ クスについて説明し

ます。

• [.NET 1.1/2.0 コア言語 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [.NET 1.1/2.0 言語パッ ク ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [MIME の種類を追加 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ アプ リ ケーシ ョ ン拡張子マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ イ ンス ト ール先フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ デ ィ レ ク ト リの参照 /INSTALLDIR の設定 ] ダイアログ

• [ フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス

• シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト を参照するダイアログ ボ ッ クス

• [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ コ ンテンツ ソース パス ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ カス タム エラー ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ ダイアログのイ メ ージ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ セ ッ ト ア ッ プのデジ タル署名 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ レジス ト リ データの編集 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ エラー マ ッ ピングのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ フ ァ イルの詳細 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

• フ ァ イル 削除の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ フ ォルダーのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [InstallShield 前提条件のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [Windows Installer 4.0 以降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ マージ モジュールの構成可能な値 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ マージ モジュールのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

• [MIME の種類 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [MSI 値 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 複数行文字列値 ] ダイアログ ボ ッ クス
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• [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 出力 ] ダイアログ ボ ッ クス

• フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リの [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス

• レジス ト リ キーの [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ アイ コ ンの選択 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [INSTALLDIR の設定 ] ダイアログ ボ ッ クス /[DATABASEDIR の設定 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クス 

• [ システム ハー ド ウ ェ ア要件 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ マージ モジュール検索パスのア ッ プデー ト ] ダイアログ ボ ッ クス

• [Express プロジ ェ ク ト 名のア ッ プグレー ド ] ダイアログ ボ ッ クス

[.NET 1.1/2.0 コ ア言語 ] ダイアログ ボ ッ クス

[.NET 1.1/2.0 コア言語 ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 配布する .NET コア言語を選択し ます。 これは、 .NET 1.1 

コ ア再配布可能フ ァ イルのイ ンス ト ール中に使用される言語です。

".NET Framework バージ ョ ン " 設定でバージ ョ ン 2.0 を選択する と、 このバージ ョ ンの再配布可能フ ァ イルにはす

べての言語が含まれているため､言語オプシ ョ ンはすべて選択されて無効と な り ます。

使用中のシステムに特定の言語がイ ンス ト ールされていない場合、 このダイアログ ボ ッ クス内でその言語の

チ ェ ッ ク ボ ッ クスは無効です。

ヒ ン ト • .NET Framework 再配布可能フ ァ イルの 1 つ以上の言語バージ ョ ンを使用中のシステムにダウンロー ド す

るには、 [ その他の言語をダウンロー ド する ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 再配布可能フ ァ イル ダウンローダ ウ ィ

ザー ドが起動し て、 1 つ以上の再配布可能フ ァ イルを使用中のシステムにダウンロー ド できます。

[.NET 1.1/2.0 言語パッ ク ] ダイアログ ボ ッ クス

[.NET 1.1/2.0 言語パッ ク ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールする .NET 言語パッ

クに対応する言語を選択し ます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 [ リ リース ] ビ ューで、 リ リースの [.NET/J#] タ ブ

にある ".NET 1.1/2.0 言語パッ ク " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と開きます。

使用中のシステムに特定の言語パッ クがイ ンス ト ールされていない場合、 このダイアログ ボ ッ クス内でその言語

のチ ェ ッ ク ボ ッ クスは無効です。
406 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 8 章 : 

ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
ヒ ン ト • 1 つ以上の言語パッ ク を使用中のシステムにダウンロー ド するには、[ その他の言語をダウンロー ド する ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 再配布可能フ ァ イル ダウンローダ ウ ィ ザー ドが起動し て、 言語パッ ク を使用中のシス

テムにダウンロー ド できます。

[MIME の種類を追加 ] ダイアログ ボ ッ クス

[MIME の種類を追加 ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 フ ァ イル拡張子名と プログラム、 又はそれらのフ ァ イルを

処理する イ ン タ プ リ タ間のマ ッ ピングを追加又は変更し ます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 [MIME の種類 ] ダイ

アログ ボ ッ クスの [ 追加 ] または [ 編集 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と開きます。

[ アプ リ ケーシ ョ ン拡張子マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クス

[ アプ リ ケーシ ョ ン拡張子マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 フ ァ イル拡張子名と プログラム、 または

フ ァ イルを処理する イ ン タ プ リ タ間のマ ッ ピングを追加または変更し ます。 このダイアログ ボ ッ クスは [ アプ リ

ケーシ ョ ン マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスで [ 追加 ] を ク リ ッ ク し た時に表示されます。

テーブル 8-1 • [MIME の種類を追加 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

フ ァ イル名拡張子 フ ァ イル名拡張子を入力し ます ( 例、 .abc)。 これはス タ テ ィ ッ ク フ ァ イル名拡張

子です。

実行可能フ ァ イルにワイルド カー ドのアプ リ ケーシ ョ ン マ ッ ピングを使用するに

は、 アス タ リ スク (*) を入力し ます。

MIME タ イプ MIME の種類を入力し ます ( 例、 application/octet-stream )。

テーブル 8-2 • [ アプ リ ケーシ ョ ン拡張子マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

拡張子 アプ リ ケーシ ョ ン ( 例、 .abc) に関連付けられたフ ァ イル名の拡張子を入力し ま

す。

実行可能フ ァ イルにワイルド カー ドのアプ リ ケーシ ョ ン マ ッ ピングを使用するに

は、 アス タ リ スク (*) を入力し ます。

実行可能フ ァ イル パスを入力するか、 [ 参照 ] を ク リ ッ ク し て [ 実行可能フ ァ イルの選択 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスを立ち上げます。 こ こでマ ッ プするプロジ ェ ク ト の実行可能フ ァ イル

を指定し ます。 実行可能フ ァ イルの名前 (.exe or .dll) を入力、 又は [ 参照 ] ボタ ン

を使ってフ ァ イルを検索し ます。 実行可能フ ァ イルは Web サーバーのローカル 

ハー ド ド ラ イブに配置し ます。 
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[ アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クス

[ アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 フ ァ イル拡張子名と そのフ ァ イルを処理するア

プ リ ケーシ ョ ン との間のマ ッ ピングを編集または削除する こ とができます。

[ アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [IIS 構成 ] ビ ュー内から利用する こ とができます。 こ

のダイアログ ボ ッ クスを開 く には、 エクスプローラーで Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト

リ を ク リ ッ ク し ます。 次に、 " アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピング " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

動詞 [ 動詞 ] セクシ ョ ンには、 どの HTTP 動詞をアプ リ ケーシ ョ ンにパスすべきかを指

定できます。

• すべての動詞 — すべての動詞を含める場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

すべてのリ クエス ト をアプ リ ケーシ ョ ンに渡し ます。

• 最大数 — このオプシ ョ ンを選択し て、 アプ リ ケーシ ョ ンに渡す HTTP 動詞を

指定する こ とができます。 動詞を カ ンマで分けます。

スク リ プ ト  エンジン (IIS 6 

以前のみ )

アプ リ ケーシ ョ ンを実行許可な しにデ ィ レ ク ト リ内で実行させたい時、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 基本的にこの設定はイ ン タープ リ タへマ ッ プ さ

れた ASP や IDC といったスク リ プ ト ベースのアプ リ ケーシ ョ ン用のものです。

スク リ プ ト  マ ッ プ されたアプ リ ケーシ ョ ンを実行するためには、 実行許可プロパ

テ ィ で " スク リ プ ト のみ " 又は " スク リ プ ト と実行可能フ ァ イル " オプシ ョ ンを

選択し ます。 スク リ プ ト マ ッ プ されたアプ リ ケーシ ョ ンのみを実行する場合は [

スク リ プ ト のみ ] オプシ ョ ンを選択し ます。 スク リ プ ト  マ ッ プ されたアプ リ ケー

シ ョ ン と実行可能フ ァ イル (.exe and .dll) を実行する場合は [ スク リ プ ト と実行可

能フ ァ イル ] を選択し ます。

この設定は IIS 6 以前に適用し ます。 IIS 7 は、 この設定を無視し ます。

そのフ ァ イルの存在を確

認 (IIS 6 以前のみ )

Web サーバーに対し て、 要求されたスク リ プ ト  フ ァ イルが存在し ている こ と と、

要求し ているユーザーがそのスク リ プ ト  フ ァ イルへのアクセス許可を持っている

こ と を確認するよ う指示するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

スク リ プ ト  フ ァ イルが存在し ない場合、 も し く はエン ド ユーザーがアクセス権を

持っていない場合はブ ラウザーに適切な警告メ ッ セージが表示され、 スク リ プ ト

エンジンは呼び出されません。 このオプシ ョ ンは、 た と えば Perl イ ン タープ リ タ

のよ う な、 スク リ プ ト がアクセス不能の場合に CGI レスポンスを送らない CGI 以

外の実行可能フ ァ イルにマ ッ プ されたスク リ プ ト に使う と便利です。

メ モ • スク リ プ ト がサーバーと スク リ プ ト エンジンによ って 2 度開かれているの

で、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている と きにはパフ ォーマンスが低下し ま

す。

この設定は IIS 6 以前に適用し ます。 IIS 7 は、 この設定を無視し ます。

テーブル 8-2 • [ アプ リ ケーシ ョ ン拡張子マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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メ モ • [ 動詞 ] 列にアス タ リ スク ( ＊ ) が表示された と きは、 指定し た拡張子にすべての動詞が使用されます。

[ イ ンス ト ール先フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス

セ ッ ト ア ッ プにカス タム アクシ ョ ンを含め、 " ソースの場所 " の値と し て [ 製品と共にイ ンス ト ール ] を選択する

と、 " フ ァ イル名 " プロパテ ィ を選択し た と きにこのダイアログが表示されます。 カス タム アクシ ョ ンで使用す

る フ ァ イルが含まれる機能を選択し、 フ ァ イルを探し て [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。

[ デ ィ レ ク ト リの参照 /INSTALLDIR の設定 ] ダイアログ

このダイアログ ボ ッ クスを使用し て、 デ ィ レ ク ト リの参照、 新規作成、 名前の変更、 または削除を行います。

ダイアログ ボ ッ クスの設定

イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ

このフ ィ ールド には、 現在使用できるすべてのイ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リが一覧表示されます。 このフ ィ ール

ド で、 デ ィ レ ク ト リの選択、 作成 、 名前の変更 、 または 削除 を行う こ とができます。

デ ィ レ ク ト リの選択

タ スク : デ ィ レ ク ト リ を選択するには、 次の操作を実行し ます。

1. 選択するデ ィ レ ク ト リ を ク リ ッ ク し ます。

2. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 8-3 • [ アプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

追加 フ ァ イル名拡張子と プログラム、 またはこれらのフ ァ イルを処理する イ ン タープ

リ タ間とのマ ッ ピングを追加するには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 そ う する

と、 [ アプ リ ケーシ ョ ン拡張子マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クス が開きます。

編集 既存するアプ リ ケーシ ョ ン マ ッ ピングを編集するには、 マ ッ ピングを選択し て、

このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

削除 既存するアプ リ ケーシ ョ ン マ ッ ピングを削除するには、 拡張子を選択し て、 この

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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デ ィ レ ク ト リの新規作成

タ スク : 新しいデ ィ レ ク ト リ を作成するには、 次の操作を実行し ます。

1. デ ィ レ ク ト リ または [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] を選択し、 INSERT を押し ます。 選択し たフ ォルダー

またはイ ンス ト ール先コ ンピ ューターの下にデ ィ レ ク ト リが作成されます。

2. デ ィ レ ク ト リ名を入力し ます。

3. 必要であれば デ ィ レ ク ト リ識別子 を入力し ます。

デ ィ レ ク ト リ名の変更

タ スク : デ ィ レ ク ト リの名前を変更するには、 次の操作を実行し ます。

1. デ ィ レ ク ト リ または [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューター ] を選択し、 F2 を押し ます。

2. 新しいデ ィ レ ク ト リ名を入力し ます。 定義済みのデ ィ レ ク ト リ名は変更できないこ とにご注意 く だ さい。

3. 必要に応じ て、 デ ィ レ ク ト リ識別子を変更し て、 デ ィ レ ク ト リの新しい名前と統一させます。

デ ィ レ ク ト リの削除

タ スク : デ ィ レ ク ト リ を選択するには、 次の操作を実行し ます。

デ ィ レ ク ト リ を選択し て DELETE を押し ます。 定義済みデ ィ レ ク ト リは削除できないこ とにご注意 く だ さい。

デ ィ レ ク ト リ を削除する と、 選択し たデ ィ レ ク ト リの下にあるすべてのサブデ ィ レ ク ト リ も一緒に削除されます。

デ ィ レ ク ト リ識別子

[ デ ィ レ ク ト リ識別子 ] ボ ッ クスを使用し て、 デ ィ レ ク ト リ に分かりやすい名前を付ける こ とができます。 

メ モ • デ ィ レ ク ト リ識別子は、 有効な  MSI 識別子 である必要があ り ます。 機能の場合、 デ ィ レ ク ト リ識別子はす

べて大文字である必要があ り ます。

[ フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ フ ァ イルを開 く ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [ リ リース ] ビ ューで、 リ リースの [ 署名 ] タ ブにある " 含めるパター

ン と フ ァ イル " 設定または " 除外するパターン と フ ァ イル " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ クする と表示さ

れます。 [ フ ァ イルを参照 ] ダイアログ ボ ッ クスで、 プロジ ェ ク ト のス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルに署名を行うかど う
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かを指定できます。 また、 ワイルド カー ド文字と し てアス タ リ スク (*) を使用する こ と もできます。 ワイルド カー

ド文字の使用は、 プロジ ェ ク ト に動的に リ ン ク されたフ ァ イル含め、 特定のパターンに一致するすべてのフ ァ イ

ルに署名を行う場合、 特に便利です。

Windows ロゴ • イ ンス ト ールのすべての実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、 .ocx、 .sys、 .cpl、 .drv、 および .scr フ ァ イル ) 

は、 Windows ロゴ プログラムに準拠するためにデジ タル署名が必要です。

このダイアログ ボ ッ クスで [OK] を ク リ ッ クする と、 " 含めるパターン と フ ァ イル " 設定の下に新しい " 含める " 

設定、 または " 除外するパターン と フ ァ イル " 設定の下に新しい " 除外する " 設定が追加されます。

署名し ないフ ァ イルと フ ァ イル パターンは、 すべての署名する フ ァ イルと フ ァ イル パターンをオーバーラ イ ド し

ますので注意し て く だ さい。 た と えば、 " 含める " 設定および " 除外する " 設定に *.exe を指定する と、

InstallShield は .exe フ ァ イルに署名を行いません。

テーブル 8-4 • [ フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

署名する フ ァ イルを選

択

このボ ッ クスは、 " 含めるパターン と フ ァ イル " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ

クする と表示されます。

このダイアログ ボ ッ クスでは、 [ フ ァ イルの種類を表示する ] 一覧で選択し たフ ァ イ

ルの種類に一致するプロジ ェ ク ト にあるすべての静的に含められたフ ァ イルが一覧

表示されます。 い く つかのデフ ォル ト  フ ァ イル パターン (*.dll など ) も一覧表示され

ます。

ビルド時に InstallShield で署名するプロジ ェ ク ト 内のフ ァ イルの種類に対応する フ ァ

イルと フ ァ イル パターンのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

署名をスキッ プする

フ ァ イルを選択

このボ ッ クスは、 " 除外するパターン と フ ァ イル " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ クする と表示されます。

このダイアログ ボ ッ クスでは、 [ フ ァ イルの種類を表示する ] 一覧で選択し たフ ァ イ

ルの種類に一致するプロジ ェ ク ト にあるすべての静的に含められたフ ァ イルが一覧

表示されます。 い く つかのデフ ォル ト  フ ァ イル パターン (*.dll など ) も一覧表示され

ます。

ビルド時に、 ある フ ァ イルと フ ァ イル パターンが InstallShield によ って署名されるの

を避ける場合、 該当する フ ァ イルと フ ァ イル パターンのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し

ます。

フ ァ イルの種類を表示

する

この一覧を使用し て、 [ 署名する フ ァ イルを選択 ] ボ ッ クスまたは [ 署名をスキッ プ

する フ ァ イルを選択 ] ボ ッ クスで表示される フ ァ イルの種類を フ ィ ルターし ます。
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シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト を参照するダイアログ ボ ッ クス

[ シ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ ト の参照 ] ダイアログ ボ ッ クスを利用し て、 シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト を指定でき

ます。

[ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クス

[ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスを使用し て、 プロジ ェ ク ト の機能と カス タム アク シ ョ ンのオペレーテ ィ ン

グ システム条件と ソ フ ト ウ ェ ア条件を作成する こ とができます。 さ らに、 カス タム アクシ ョ ンに機能条件を作成

する こ と もできます。

タ スク : [ 条件ビルダー ] ダイアログ ボ ッ クスを起動するには、 以下のいずれかを実行し ます。

機能またはカス タム アクシ ョ ンの " 条件 " 設定で、 省略記号ボタ ン (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

メ モ • [ 常にイ ンス ト ール ] 機能の条件は作成できません。

ダイアログ ボ ッ クスの設定

[ オペレーテ ィ ング システム ] タ ブ

[ オペレーテ ィ ング システム ] タ ブでは、 機能のイ ンス ト ールまたはカス タム アク シ ョ ンの実行を行う ために、

ターゲッ ト  システムが指定のオペレーテ ィ ング システムを使用し ている こ と を条件と し て設定する こ とができま

す。 ターゲッ ト  システムが指定のオペレーテ ィ ング システムを使用し ていない場合､ 機能はイ ンス ト ールされず、

カス タム アクシ ョ ン も起動されません。

テーブル 8-5 • [ シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

検索先 このボ ッ クスには、 現在使用できるすべてのイ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト

リがリ ス ト されます。

フ ァ イルリ ス ト このリ ス ト には、 [ 検索先 ] ボ ッ クスで識別されたデ ィ レ ク ト リ で見つ

かったフ ァ イルが表示されます。

フ ァ イル名 シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト を、 選択し たイ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ

の特定のフ ァ イルにする場合、 このボ ッ クスにそのフ ァ イル名を入力し

ます。

フ ァ イルの種類 このリ ス ト を使って、 フ ァ イル リ ス ト に表示される フ ァ イルの種類を

フ ィ ルターできます。
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[ ソ フ ト ウ ェ ア ] タ ブ

[ ソ フ ト ウ ェ ア ] タ ブで、 ソ フ ト ウ ェ ア要件の条件を作成できます。 このタ ブで指定されたソ フ ト ウ ェ アがター

ゲッ ト  システムで見つからない場合、 関連付けられた機能はイ ンス ト ールされず、 カス タム アクシ ョ ン も起動さ

れません。

ソ フ ト ウ ェ ア要件の設定

ソ フ ト ウ ェ アがターゲッ ト  システムに存在するかど うかに基づいてソ フ ト ウ ェ ア要件の条件を設定し ます。 ソ フ

ト ウ ェ アがターゲッ ト  システムに存在する と きに、 カス タム アクシ ョ ンの実行または機能のイ ンス ト ールを行う

場合、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスをチ ェ ッ ク済みの状態  に設定し ますチ ェ ッ ク ボ ッ クスを この状態にするには、 この

ボ ッ クスに緑色のチ ェ ッ クマークが表れるまで繰り返し ク リ ッ ク し ます。

ソ フ ト ウ ェ アがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされていないと き カス タム アクシ ョ ンの実行または機能のイ

ンス ト ールを行う場合、 ソ フ ト ウ ェ アの前のチ ェ ッ ク ボ ッ クスに赤の “X” を設定し ます ( )。 チ ェ ッ ク ボ ッ クス

を この状態にするには、 このボ ッ クスに赤の X が表われるまで繰り返し ク リ ッ ク し ます。

空のチ ェ ッ ク ボ ッ クス ( ) は、 条件がソ フ ト ウ ェ アにま った く 影響されないこ と を示し ます。 ソ フ ト ウェ ア条件

を無効にするには、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスが空になるまで繰り返し ク リ ッ ク し ます。

[ 機能 ] タ ブ

メ モ • [ 機能 ] タ ブは、 カス タム アクシ ョ ンに条件を作成する と きのみ表示されます。

[ 機能 ] タ ブでは、 カス タム アクシ ョ ンの条件に対する機能要件を選択できます。 カス タム アクシ ョ ンは選択さ

れた機能がイ ンス ト ールされるよ う設定されている場合のみ実行されます。

[ コ ンテンツ ソース パス ] ダイアログ ボ ッ クス

[ コ ンテンツ ソース パス ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [IIS 構成 ] ビ ューで Web サイ ト の " コ ンテンツ ソース パス (

ローカル または UNC)" 設定にある UNC ボタ ンを ク リ ッ クする と開きます。 このダイアログ ボ ッ クスには、 以下

の設定が含まれます :

[ カス タム エラー ] ダイアログ ボ ッ クス

[ カス タム エラー ] ダイアログ ボ ッ クスは、 Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または IIS 仮想デ ィ レ ク ト リ用にカ

ス タ マイズ可能な HTTP エラーをすべてを一覧表示し ます。 カス タム エラーは、 URL またはサーバー上のフ ァ イ

ルへのポイ ン ターのいずれかです。

テーブル 8-6 • [ コ ンテンツ ソース パス ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

Universal Naming Convention コ ンテ

ンツ ソース パス

IIS Web サイ ト に含まれる フ ァ イルの UNC パスを指定し ます。 例 :

\\server\share
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タ スク : エラー メ ッ セージを構成するには、 以下の手順を実行し て く だ さい。

1. [ カス タム エラー ] ダイアログ ボ ッ クスで 1 つまたは複数のエラーを選択し ます。

2. [ 編集 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ エラー マ ッ ピングのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. メ ッ セージの種類を選択し、 必要に応じ て、 フ ァ イルまたは URL を指定し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

[ デフ ォル ト 値に設定 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 選択し たエラーをデフ ォル ト 設定に戻すこ とができます。

[ 依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ フ ァ イル ] ビ ューの [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンのアイテムを右ク リ ッ ク し て、 [ ビルド

時に依存関係をスキャ ン ] を選択する と、 [ 依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クスに依存関係の一覧が表示されます。

ダイアログ ボ ッ クスはアセンブ リ DLL の結果を表示し ます。 Microsoft Visual Studio からダイアログを起動し た場

合、 ダイアログ ボ ッ クスはプロジ ェ ク ト 出力の結果を表示し ます。 Visual Studio の外で InstallShield から起動し た

場合、 [ ビルド時に依存関係をスキャ ン ] はプロジ ェ ク ト 出力で無効にな り ます。

メ モ • これはポータ ブル実行可能フ ァ イル ( 例、 EXE、 DLL、 OCX) と、 ([ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ

クス内の "COM と .NET の設定 " タ ブを使用し て )" ビルド時に .NET スキャ ン " プロパテ ィ に " 依存関係と プロパ

テ ィ " が設定されている場合のみ有効です。 探し ている依存関係、 またはその内の一つが見つからなかった場合

は赤いアイ コ ンが表示されます。

ダイアログ ボ ッ クスの設定

依存関係

このセクシ ョ ンにはすべての依存関係が一覧で表示され、 各フ ァ イルの横にはチ ェ ッ ク ボ ッ クスがあ り ます。 ビ

ルドから依存関係を除外する場合、 フ ァ イル横のチ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択を解除し ます。 [OK] を ク リ ッ ク し てダ

イアログを閉じ ます。

メ モ • ビルド時に検出された新たな依存関係 ([ 依存関係 ] ダイアログ ボ ッ クスを閉じ た後で追加されたフ ァ イル ) 

はビルド に追加されます。

[ ダイアログのイ メ ージ ] ダイアログ ボ ッ クス

[ ダイアログ イ メ ージ ] ダイアログ ボ ッ クスを使用し て、 イ ンス ト ールのダイアログに表示する イ メ ージ (.bmp、

.gif、 .jpg、 または .ibd) を追加し ます。
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全画面イ メ ージ

外部ダイアログの全画面背景になるグラ フ ィ ッ ク フ ァ イルを参照し ます。 外部ダイアログは、 イ ンス ト ールの最

初または最後に表示されるダイアログで、 InstallWelcome および SetupCompleteSuccess( イ ンス ト ール成功時に最

後に表示されるダイアログ ) などがあ り ます。 全画面のイ メ ージ サイズは、 499x312 ピ クセルです。

バナーイ メ ージ

内部ダイアログの上部で実行されるグラ フ ィ ッ ク フ ァ イルを参照し ます。 内部ダイアログはイ ンス ト ール ダイア

ログの最初と最後の間に表示され、 [ 使用許諾契約 ] ダイアログと [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログを含みま

す。 バナーのイ メ ージ サイズは 499x58 ピ クセルです。

[ セ ッ ト ア ッ プのデジ タル署名 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ セ ッ ト ア ッ プのデジ タル署名 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ イ ンス ト ールのビルド ] 

ページにある [ セ ッ ト ア ッ プにデジ タル署名する ] を ク リ ッ クする と表示されます。 このダイアログ ボ ッ クスで、

オブジ ェ ク ト 内のコー ドが発行以来変更または破損されていないこ と をエン ド ユーザーに対し て保証できます。

テーブル 8-7 • [ セ ッ ト ア ッ プのデジ タル署名 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

セ ッ ト ア ッ プにデジ タル

署名する

イ ンス ト ールにデジ タル署名するには、 このボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 このダイアログの他の設定が有効にされま

す。

証明書 URL 完全修飾 URL を入力し ます ( 例、 http://www.mydomain.com)。 この URL は、 デジ タ

ル証明書 の中で、 エン ド ユーザーが製品や組織、 会社に関し ての情報を得るため

のリ ン ク先と し て使用されます。

デジ タル証明書フ ァ イル 

(SPC または PFX)

証明機関によ り発行されたデジ タル証明書フ ァ イル (.spc または .pfx) の場所を指定

し ます。 フ ァ イルへのパスを入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを使ってフ ァ イルの場所

に移動し ます。

.spc フ ァ イルを指定し た場合は、 .pvk フ ァ イルも指定する必要があり ます。

プラ イベー ト  キー フ ァ

イル (PVK)

.spc フ ァ イルを使用する場合、 証明機関から提供されたプ ラ イベー ト  キー フ ァ イ

ル (.pvk) の場所も指定し ます。 フ ァ イルへのパスを入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを

使ってフ ァ イルの場所に移動し ます。

証明書パスワー ド コマン ド ラ イ ンから リ リースをビルド中、 アプ リ ケーシ ョ ンにデジ タル署名するた

めに .pvk フ ァ イルまたは .pfx フ ァ イルのパスワー ド を ISCmdBld.exe に渡す場合、 そ

のパスワー ド を このボ ッ クスに入力し ます。 InstallShield はパスワー ド を暗号化し

てプロジ ェ ク ト  (.ise) フ ァ イルに保存し ます。 

コマン ド ラ イ ンから リ リースをビルド中、 このボ ッ クスにパスワー ド を指定し ない

で リ リースにデジ タル署名する場合、 コマン ド ラ イ ンから リ リースをビルド するた

びご と プロンプ ト でパスワー ド を手入力する必要があ り ます。
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ヒ ン ト • [ リ リース ] ビ ューの [ 署名 ] タ ブでは、 ビルド時に、 イ ンス ト ールのどの部分に対し てデジ タル署名を

行うかを指定できます。 InstallShield は、 作業中のプロジ ェ ク ト の種類に応じ て、 リ リースに含まれる次の任意お

よびすべてのフ ァ イルに署名する こ とができます。

• Express プロジ ェ ク ト の Windows Installer パッ ケージ (.msi フ ァ イル )

• Express プロジ ェ ク ト の Setup.exe フ ァ イル

• リ リースの任意のフ ァ イル ( アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを含む )

詳細については、 「ビルド時に リ リース と そのフ ァ イルにデジ タル署名を行う」 を参照し て く だ さい。

Windows ロゴ • イ ンス ト ールのすべての実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、 .ocx、 .sys、 .cpl、 .drv、 および .scr フ ァ イル ) 

は、 Windows ロゴ プログラムに準拠するためにデジ タル署名が必要です。

[ レジス ト リ データの編集 ] ダイアログ ボ ッ クス

このダイアログ ボ ッ クスでは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト でレジス ト リ データ を編集できます。 このダイアロ

グ ボ ッ クスを起動するには、 [ レジス ト リ ] ビ ューの値を右ク リ ッ ク を し て [ 変更 ] を選択し ます。

[ エラー マ ッ ピングのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

[ エラー マ ッ ピングのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、IIS 仮想デ ィ レ ク ト リ エラーコー ド と そのデフ ォル ト  

プロパテ ィ を表示し ます。 [ メ ッ セージの種類 ] リ ス ト を利用し て メ ッ セージに URL またはポイ ン ターにサー

バー上のフ ァ イルを設定する こ とができます。 メ ッ セージに URL を設定する場合、 URL を完全な形で指定し ま

す。 エラー メ ッ セージにフ ァ イルポイ ン ターを設定する場合、 エラー メ ッ セージ と し て使用する フ ァ イルを参照、

または、 そのフ ァ イルの完全パスを入力し ます。 これには、 システムには既に存在し ていて、 作成中のプロジ ェ

ク ト には存在し ないフ ァ イルを含みます。

テーブル 8-8 • [ レジス ト リデータの編集 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

値名 値名は、 このダイアログ ボ ッ クスで読み取り専用です。 値の名前を変更する場合、

このダイアログ ボ ッ クスを終了し て、 名前を変更する値を選択し、 F2 キーを押し

ます。

値データ ターゲッ ト マシンで表示するのと同様に、 このレジス ト リ値に対し てデータ を入力

し ます。
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[ フ ァ イルの詳細 ] ダイアログ ボ ッ クス

システム検索ウ ィ ザー ドの [ 詳細 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 このダイアログ ボ ッ クスにアクセス し ます。 このボ

タ ンは、 検索方法を定義し て検索する フ ァ イルを指定する と アク テ ィ ブにな り ます。 このダイアログ ボ ッ クスで

は次の詳細を指定する こ とによ り、 検索を拡張できます ：

メ モ • 編集フ ィ ールド に入力する情報はオプシ ョ ンです。 フ ィ ールドは空白で残すこ と もできます。

テーブル 8-9 • [ デバイス フ ァ イル ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

最小バージ ョ ン フ ァ イルがターゲッ ト  システムに存在し、 バージ ョ ンが入力し た値よ り高けれ

ば、 検索は成功です。

メ モ • 署名テーブルの MinVersion プロパテ ィ は、 " よ り大きい " バージ ョ ンのフ ァ

イルのみを検索し ます。 従って、 1.00.11 を検索する場合、 MinVersion プロパテ ィ

の値には 1.00.10 を入れる必要があ り ます。 Windows Installer 資料にはこれが違っ

た形で説明されています。

最大バージ ョ ン フ ァ イルがターゲッ ト  システムに存在し、 バージ ョ ンが入力し た値と等しいか、

または低ければ検索は成功です。

最小の日付 チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 最小日で検索し ます。 フ ァ イルがターゲッ ト  シ

ステムに存在し、 日付が入力し た値と等しいか、 または大きければ検索は成功で

す。

最大の日付 チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 最大日で検索し ます。 フ ァ イルがターゲッ ト  シ

ステムに存在し、 日付が入力し た値と等しいか、 または小さければ、 検索は成功

です。

最小サイズ フ ァ イルがターゲッ ト  システムに存在し、 サイズが ( バイ ト で ) 指定し た値と等

しいか、 または大きければ、 検索は成功です。 

最大サイズ フ ァ イルがターゲッ ト  システムに存在し、 サイズが ( バイ ト で ) 指定し た値と等

しいか、 または小さければ、 検索は成功です。

Languages [ 参照 (…)] ボタ ンを ク リ ッ ク し て [ 言語 ] ダイアログ ボ ッ クスを表示し ます。 検

索の条件と し て複数言語を選択する こ とができます。 リ ス ト された言語から最低 

1 つマ ッ チすれば、 検索は成功です。
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[ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

フ ァ イルの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 そのフ ァ イルがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされる

と きに設定される様々な属性を決定し ます。

[ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスで構成される設定で、 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イルを設定する こ とはできま

せん。 詳細については、 「ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの制限事項」 を参照し て く だ さい。

タ スク : [ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスを開 く には、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を選択し ます。

このダイアログ ボ ッ クスでは次のタ ブが利用できます。

• 全般 

• COM と .NET の設定 

• 詳細 

[ 全般 ] タ ブ

[ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 全般 ] タ ブを使って、 フ ァ イルを ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールする

と きに様々なプロパテ ィ を上書きする こ とができます。

ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イルのフ ァ イルのプロパテ ィ は設定できません。 詳細については、 「ダイナ ミ ッ ク フ ァ

イル リ ン クの制限事項」 を参照し て く ださい。

テーブル 8-10 • [ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 全般 ] タ ブにある設定

設定 説明

場所 この読み取り専用フ ィ ールドは、 このフ ァ イルが含まれる コ ンポーネン ト の保存

先に従って、 ターゲッ ト  システムにこのフ ァ イルを イ ンス ト ールするデ ィ レ ク ト

リ を表示し ます。

フ ォ ン ト  タ イ ト ル フ ォ ン ト を イ ンス ト ールし ている場合、 こ こでフ ォ ン ト  タ イ ト ルを FontTitle 

(FontType) の形式で指定できます ( 例、 Roman (All res))。 フ ォ ン ト がシステムに登

録されている場合、 InstallShield がフ ォ ン ト 名を提供し ます。

.ttf または .ttc フ ォ ン ト に対し てフ ォ ン ト  タ イ ト ルを指定し ないで く だ さい。

Windows Installer では、 埋め込みフ ォ ン ト 名を読み取って登録を行います。 また、

InstallShield では、 .ttf または .ttc フ ァ イル用にこのフ ィ ールド に [ フ ァ イルから

読み込むタ イ ト ル ] と マーク し ます。

さ らに詳しい情報は、 Windows Installe ｒ  ヘルプ ラ イブ ラ リの 「ICE07」 を参照し

て く ださい。
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システム属性のオーバー

ラ イ ド

このフ ァ イルを、 開発システムでこのフ ァ イルに現在設定されている同じ システ

ムのプロパテ ィ でイ ンス ト ールするには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ま

す。

フ ァ イルの 1 つ以上のプロパテ ィ をオーバーラ イ ド するには、 [ システム属性の

オーバーラ イ ド ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから、 以下のチ ェ ッ ク ボ ッ クス

から 1 つ以上を選択し ます。

• 読み取り専用 —Windows Installer がフ ァ イルを イ ンス ト ールする と きに、 これ

を読み取り専用にする場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

• 隠し フ ァ イル —Windows Installer がフ ァ イルを イ ンス ト ールする と きに、 これ

を隠し フ ァ イルにする場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

• フ ァ イル ハッ シュの使用 — このオプシ ョ ンは、 バージ ョ ン指定されていな

いフ ァ イルにのみ使用できます。 Windows Installer はフ ァ イルのハッ シュ を

使用し てバージ ョ ン指定されていないフ ァ イルの不要なコ ピーを避けた り、

検出し た り できます。 Windows Installer が既存フ ァ イルをア ッ プグレー ド す

るかど うか判断する と きに、 イ ンス ト ールに含まれる フ ァ イル ハッ シュ と

ターゲッ ト  システム上の対応する フ ァ イルのフ ァ イル ハッ シュ と を比較す

る場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

• システム —Windows Installer がフ ァ イルをシステム フ ァ イルと し てイ ンス

ト ールする場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

• 重要 — このフ ァ イルがコ ンポーネン ト の操作に必須である こ と を示す場合、

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 何らかの理由によ って重要フ ァ イルが

イ ンス ト ールされないと、 コ ンポーネン ト も イ ンス ト ールされません。 必須

フ ァ イルがイ ンス ト ールされない場合、 通常表示される [ 中止 ]、 [ 再試行 ]、

および [ 無視 ] ボタ ンではな く 、 [ 再試行 ] および [ キャ ンセル ] オプシ ョ ン

を含むエラー メ ッ セージがエン ド ユーザーに対し て表示されます。 ( これに

よ って、 エン ド ユーザーはそのフ ァ イルを イ ンス ト ールし ないでイ ンス ト ー

ル処理を完了できます。 )

システムのサイズを変更

する

" サイズ " 設定は、 " システム サイズのオーバーラ イ ド " 設定がク リ ア された と

き、 フ ァ イルのサイズを表示し ます。

Windows Installer がイ ンス ト ールの必要デ ィ スク容量を計算する と きに、 選択さ

れたフ ァ イルの実際のサイズを無視し て、 指定された値をそのフ ァ イルのサイズ

と し て判断するよ う に設定するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから " サ

イズ " 設定で適切な値をバイ ト 単位で入力し ます。

テーブル 8-10 • [ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 全般 ] タ ブにある設定 ( 続き )

設定 説明
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[COM と .NET の設定 ] タ ブ

[COM と .NET 設定 ] タ ブを使って、 イ ンス ト ールでフ ァ イルの COM および .NET プロパテ ィ を設定する こ とがで

きます。 このタ ブは、 InstallShield によ り フ ァ イルがポータ ブル実行可能である と判別された場合にのみ使用でき

ます。 [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルの拡張子 ] タ ブで、 ポータ ブル実行可能フ ァ イルと し て扱

う フ ァ イルを指定する こ とができます。

システムのバージ ョ ンを

変更する

フ ァ イルのバージ ョ ンが指定されている場合、 " システムバージ ョ ンの上書き " 

設定がク リ ア されたと きに、 " バージ ョ ン " 設定にはフ ァ イルのバージ ョ ンが表

示されます。

Windows Installer が選択されたフ ァ イルの実際のバージ ョ ン番号を無視し て、 そ

の代わり に指定された番号をバージ ョ ン番号と判断するよ う に設定するには、 こ

のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから、 " バージ ョ ン " 設定に適切なバージ ョ ン番

号を入力し ます。 実行時、 このフ ァ イルがターゲッ ト  システム上にある フ ァ イル

と同じ名前および同じ ターゲッ ト 場所を持つ場合、 Windows Installer がターゲッ

ト  システムのフ ァ イルを現在のイ ンス ト ールに含まれているバージ ョ ンでア ッ プ

デー ト するか、 フ ァ イルをそのままに残すかを決定する と き、 指定されたバー

ジ ョ ン番号を使用し ます。

たと えば、 プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルのバージ ョ ンが 2.0.0.0 で、 上書き

バージ ョ ンを 3.0.0.0 と入力し た場合、 Windows Installer は、 ターゲ ッ ト  システム

上のフ ァ イル バージ ョ ンが 3.0.0.1 以降の場合は置換し ますが、 3.0.0.0 以前の場合

は置換し ません。

Windows Installer が既存フ ァ イルを上書きするかど うかを判断する方法について

の詳細は、 「ターゲッ ト  マシン上でフ ァ イルを上書きする」 を参照し て く ださい。

フ ァ イルの最大バージ ョ ン番号は、 65535.65535.65535.65535 です。

システムの言語を変更す

る

Windows Installer が選択されたフ ァ イルの言語を無視し て、 その代わり に指定さ

れた言語を使用するよ う に設定する場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てか

ら [ 言語 ] ボ ッ クスの言語識別コー ド に 10  進数値を入力し ます。 実行時、 この

フ ァ イルがターゲッ ト  システム上にある フ ァ イルと同じ名前および同じ ターゲッ

ト 場所を持つ場合、 Windows Installer がフ ァ イルを現在のイ ンス ト ールに含まれ

ているバージ ョ ンでア ッ プデー ト するか、 フ ァ イルをそのままに残すかを決定す

る と き、 イ ンス ト ールに含まれている フ ァ イルの言語が指定された言語である と

判断し ます。

Windows Installer が既存フ ァ イルを上書きするかど うかを判断する方法について

の詳細は、 「ターゲッ ト  マシン上でフ ァ イルを上書きする」 を参照し て く ださい。

フ ォ ン ト は埋め込み言語 ID リ ソースを持たないため、 Font フ ァ イルは言語 ID と

共に作成し ません。 フ ォ ン ト フ ァ イルには、 このエン ト リ を空白で残し ます。

アクセス許可 フ ァ イルのアクセス許可を設定するには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

テーブル 8-10 • [ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 全般 ] タ ブにある設定 ( 続き )

設定 説明
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ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イルの COM および .NET の設定を構成する こ とはできません。 詳細については、 「ダイ

ナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの制限事項」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-11 • [ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [COM と .NET の設定 ] タ ブにある設定

設定 説明

登録タ イプ このプロパテ ィ を使ってフ ァ イルの登録方法を指定する こ とができます。 フ ァ イ

ルの種類別に、 次のオプシ ョ ンから選ぶこ とができます。

• な し — 選択フ ァ イルを ターゲッ ト  マシンに保存ない場合、 このオプシ ョ ンを

選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 すべてのフ ァ イルに対し てデフ ォル ト の設

定になっています。

• COM 情報の抽出 — セ ッ ト ア ッ プ中に、 InstallShield によ りすべての COM 登録

データ を フ ァ イルから取り出し てシステムに登録する場合は、 このオプシ ョ

ンを選択し ます。 COM オブジ ェ ク ト 登録の際は、 このオプシ ョ ンをお勧めし

ます。

• 自己登録 — 実行する フ ァ イルが自己登録をサポー ト し ている場合、 このオプ

シ ョ ンを選択できます。 自動登録は、 Windows Installer で COM 情報を取り出

すこ とによ り フ ァ イルを登録または登録解除する場合に比べて信頼性に欠け

ます。

ビルド時にスキャ ン ビルド時に、 .NET 依存関係、 またはプロパテ ィ についてスキャ ンするには、 次の

オプシ ョ ンから 1 つを選んで く だ さい。

• な し —.NET 依存関係またはプロパテ ィ のスキャ ンが不要な場合はこれを選び

ます。

• プロパテ ィ のみ —.NET プロパテ ィ のみスキャ ン し ます。

• 依存関係と プロパテ ィ —.NET 依存関係と プロパテ ィ の存在をスキャ ン し て確

認し ます。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に足り ない依存関係およびプロパテ ィ

を追加し ます。

アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イ

ル

プロジ ェ ク ト がビルド時にスキャ ン される際、 このプロパテ ィ が使われます。 ス

キャナーはその他の情報と共にこのプロパテ ィ を使用し て、 アセンブ リの [ フ ァ

イルアプ リ ケーシ ョ ン ] プロパテ ィ  の値を決定し ます。

Installer ク ラス イ ンス ト ール時にアセンブ リの Install、 Commit、 Rollback、 および Uninstall メ

ソ ッ ドが適切な タ イ ミ ングで呼び出されるよ う にするには、 このオプシ ョ ンを選

択し ます。

COM Interop このアセンブ リ で .NET COM interop が使用できるよ う にする場合はこの選択肢を

選びます。 イ ンス ト ール時に、 COM オブジ ェ ク ト でアセンブ リ を呼び出すレジス

ト リ エン ト リがターゲッ ト  システムに作成されます。
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[ 詳細 ] タ ブ

[ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 詳細 ] タ ブで、 フ ァ イルの登録方法と フ ァ イルを イ ンス ト ール

するオペレーシ ョ ン システムを指定する こ とができます。

ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イルのフ ァ イルでこれらの設定を構成する こ とはできません。 詳細については、 「ダイ

ナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの制限事項」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-12 • [ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 詳細 ] タ ブにある設定

設定 説明

ターゲッ ト  オペレーテ ィ

ング システム

場合によ って、 ターゲッ ト  システムのオペレーテ ィ ング システムに合わせて、

異なるバージ ョ ンの機能を イ ンス ト ールする必要があり ます。 " ターゲッ ト  オペ

レーテ ィ ング システム " 設定を使って、 フ ァ イルを イ ンス ト ールするオペレー

テ ィ ング システムを指定できます。 詳細については、 「製品のオペレーテ ィ ング 

システム要件を指定する」 を参照し て く だ さい。

すべてのサポー ト 対象のプ ラ ッ ト フ ォームにフ ァ イルを イ ンス ト ールするには、 [

すべてのオペレーテ ィ ング システム ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 デフ ォル

ト ではこのオプシ ョ ンが選択されています。 フ ァ イルが対象にする特定のオペ

レーテ ィ ング システムを選択するには、 このボ ッ クスを ク リ ア し ます。

イ ンス ト ール / アン イ ン

ス ト ールのプロパテ ィ

[ イ ンス ト ール / アン イ ンス ト ールのプロパテ ィ ] エ リ アでは、 イ ンス ト ーラー

が、 イ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ールに関し てこのフ ァ イルをどのよ う に処

理するか指定できます。 有効なオプシ ョ ンは次のとおり です :

• パーマネン ト — このフ ァ イルを永久にターゲッ ト  システム上に残す場合、 こ

のオプシ ョ ンを選択し ます。 イ ンス ト ーラーは、 アン イ ンス ト ール中にこの

フ ァ イルを削除し ません。

• 共有 —[ 共有 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 イ ンス ト ーラーがこのフ ァ

イルの参照カウン ト  ("refcount") を行う よ う にする こ とができます。

フ ァ イルが共有にマーク される と、 参照カウン ト が存在し ない場合には 

Windows Installer によ り参照カウン ト が作成され、 存在する場合には増分され

ます。 Windows Installer は、 すべての共有フ ァ イルのカウン ト が個別に保持し

ますが、 標準の参照カウン ト は以下のレジス ト リ キーの下に保存されます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Share

dDLLs

このカウン ト は、 フ ァ イルがアン イ ンス ト ールされる と減少されます。
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フ ァ イル 削除の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

フ ァ イル 削除の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスには、 ターゲッ ト  システムから削除するよ う に選択された

フ ァ イルまたはフ ォルダーの情報が表示されます。 このフ ァ イルと フ ォルダーの削除機能は、 アプ リ ケーシ ョ ン

によ って作成される フ ァ イルの削除など、 イ ンス ト ールが追跡を行わない処理に使用する と便利です。

タ スク : [ フ ァ イルの削除プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスを開 く には、 以下の手順に従います :

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで、 構成し たいフ ァ イル削除項目を含むフ ォルダーを

ク リ ッ ク し ます。

3. [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンで、 構成する フ ァ イル削除項目を右ク リ ッ ク し てから、 [

プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イルの上書きプロパ

テ ィ

[ フ ァ イルの上書きプロパテ ィ ] 領域では、 フ ァ イルがターゲッ ト  システムに既

に存在する場合、 イ ンス ト ーラーがこのフ ァ イルをどのよ う に処理するか指定で

きます。

Windows Installer バージ ョ ン規則 ( 推奨 )— このオプシ ョ ンを選択する と、 ター

ゲッ ト  システムに既に存在する フ ァ イルを置き換えするかど うかを判別に 

Windows Installer バージ ョ ン規則が使われます。 Windows Installer は次の規則を強

制し ます。

• バージ ョ ン付き フ ァ イル — ターゲッ ト  マシン上のフ ァ イルの方がイ ンス ト ー

ルされるバージ ョ ンよ り新しい場合でも、 常に最新バージ ョ ンのフ ァ イルが

保持されます。 さ らに、 バージ ョ ン指定されていないフ ァ イルではな く 、

バージ ョ ン指定されたフ ァ イルが保持されます。 

• フ ァ イル言語 — 他の要素が同じ場合、 イ ンス ト ールと同じ言語を持つフ ァ イ

ルが他言語のバージ ョ ンよ り優先的に保持されます。 この規則に対する例外

はフ ァ イルが複数言語だった場合にのみ適用されます。 単一言語のバージ ョ

ンのフ ァ イルに対し て複数言語のフ ァ イルが保持されます。 

• 日付 — ターゲッ ト マシン上に既に存在する フ ァ イルの変更日がそのフ ァ イル

の作成日以降であった場合、 フ ァ イルは上書き されません。 この規則によ っ

てア ッ プグレー ド または再イ ンス ト ール中にユーザー環境設定フ ァ イルが消

去されるのを防ぐ こ とができます。 

上書き し ない — このオプシ ョ ンを選択する と、 ( ターゲッ ト  システムに存在する

場合 ) フ ァ イルは、 フ ァ イルのバージ ョ ンに関係な く 、 決し て上書き されません。

常に上書き — このオプシ ョ ンを選択する と、 ( ターゲッ ト  システムに存在する場

合 ) フ ァ イルは、 フ ァ イルのバージ ョ ンに関係な く 、 常に上書き されます。

テーブル 8-12 • [ フ ァ イルのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 詳細 ] タ ブにある設定 ( 続き )

設定 説明
InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド ISE-2100-UG00 423



第 8 章 : 

ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
InstallShield では、 削除するよ う に構成されたフ ァ イルまたはフ ォルダーを識別するために赤い X 印のアイ コ

ンが使用されます。

フ ァ イルと フ ォルダーの削除項目をプロジ ェ ク ト に追加する方法については、 「ターゲッ ト  システムから フ ァ イル

と フ ォルダーを削除する」 を参照し て く だ さい。

[ フ ォルダーのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

このダイアログ ボ ッ クスには、 InstallShield で定義されたフ ォルダーの種類と場所についての情報と、 セ ッ ト ア ッ

プのビルド時のフ ァ イルの動的取得方法を決定するオプシ ョ ンを用意されています。

このダイアログからは、 次の 2 つのタ ブが使用できます。

• 全般 

• フ ァ イルのリ ン ク 

テーブル 8-13 • [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

場所 この設定は、 削除するよ う に構成されている選択済みの項目の場所を示し ます。

フ ォルダーが空の場合

は削除する

選択された削除項目が、 ターゲッ ト  システム上で空白の場合に削除する フ ォルダー

である場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

フ ァ イルを フ ォルダー

から削除する

選択された削除項目が " 場所設定 " 識別される フ ォルダー内にある フ ァ イルで、 こ

れを ターゲッ ト  システムから削除する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

フ ァ イル名 この設定は、 [ フ ァ イルを フ ォルダーから削除する ] オプシ ョ ンを選択する と使用で

きます。

変更する フ ァ イルの名前を指定し ます。

削除のスケジューリ ン

グ

ターゲッ ト  システムから選択し たフ ァ イルまたはフ ォルダーを削除する タ イ ミ ング

を指定し ます。 フ ァ イルまたはフ ォルダーに関連付けられた機能が、 次の 1 つの方

法で処理される と きに削除処理が発生し ます :

• 機能のイ ンス ト ール — 選択された項目の機能がイ ンス ト ールされる と き、 フ ォ

ルダー削除項目の場合は、 そのフ ォルダーが空の場合に、 選択された項目が削

除されます。

• 機能のアン イ ンス ト ール — 選択された項目のコ ンポーネン ト がアン イ ンス ト ー

ルされる と き、 フ ォルダー削除項目の場合は、 そのフ ォルダーが空の場合に、

選択された項目が削除されます。

• 機能のイ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ール — 選択された項目の機能がイ ンス

ト ール、 またはアン イ ンス ト ールされる と きに、 フ ォルダー削除項目の場合

は、 そのフ ォルダーが空の場合に、 選択された項目が削除されます。
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[ 全般 ] タ ブ

[ フ ォルダーのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 一般 ] パネルには、 選択デ ィ レ ク ト リ に置いたフ ァ イル数、

およびそれらのフ ァ イルに必要な全体のデ ィ スク容量などの情報が表示されます。 このパネルの情報は編集でき

ません。 [ フ ォルダープロパテ ィ ] パネルを表示するには、 [ フ ァ イル ] ビ ューでイ ンス ト ール先フ ォルダーを右

ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を選択し ます。

[ フ ァ イルのリ ン ク ] タ ブ

[ フ ォルダーのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルのリ ン ク ] タ ブでは、 ダイナ ミ ッ ク フ ォルダーを指

定できます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 [ フ ァ イル ] ビ ューのイ ンス ト ール先フ ォルダーを右ク リ ッ ク し て、 [

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク ] を選択する こ と でアクセスできます。

テーブル 8-14 • [ フ ォルダーのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルのリ ン ク ] タ ブにある設定

設定 説明

ソース フ ォルダー 動的に リ ン クする フ ォルダーへのフルパスを入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ

ク し てフ ァ イルを指定し ます。 

サブ フ ォルダーを含め

る

各サブ フ ォルダー内のフ ァ イルにダイナ ミ ッ ク リ ン ク を持たせるには、 このチ ェ ッ

ク ボ ッ クスを選択し ます。

InstallShield で、 サブ フ ォルダー内にあるダイナ ミ ッ ク リ ン ク を持つフ ァ イルにコ

ンポーネン ト がど う作成されるかについては、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イ

ルの適切なコ ンポーネン ト 作成方法を判別する」 を参照し て く だ さい。

すべてのフ ァ イルの自

己登録

ダイナ ミ ッ ク リ ン クのすべてのフ ァ イルを自己登録する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ

クスを選択し ます。
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ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス メ

ソ ッ ド を使って作成

ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルのコ ンポーネン ト を作成する と き、 ベス ト  プ

ラ クテ ィ スを順守する こ と を指定する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

コ ンポーネン ト 作成のベス ト  プラ ク テ ィ スに従う と、 選択と除外のフ ィ ルター基準

を満たすすべてのフ ァ イルに対し て、 次のタ スクがビルド時に実行されます :

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ォルダーにある各ポータ ブル実行可能 (PE) フ ァ

イルについてコ ンポーネン ト が別々に作成されます。 各 PE フ ァ イルは、 その

コ ンポーネン ト のキー フ ァ イルです。

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クのルー ト  レベルにあるすべての非 PE フ ァ イルがリ ン ク を

含むコ ンポーネン ト に追加されます。

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クにサブフ ォルダーが含まれている場合、 サブフ ォルダー内

にあるすべての非 PE フ ァ イルに新しいコ ンポーネン ト が作成されます。 ダイ

ナ ミ ッ ク リ ン クに複数のサブフ ォルダーが含まれている場合、 各サブ フ ォル

ダー内のすべての非 PE フ ァ イルにコ ンポーネン ト が １  つずつ別々に作成され

ます。

ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルのコ ンポーネン ト を作成する と き、 ベス ト  プ

ラ クテ ィ スを順守し ないこ と を指定する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ま

す。 コ ンポーネン ト 作成メ ソ ッ ド では、 選択と除外のフ ィ ルター基準を満たすすべ

てのフ ァ イルに対し て、 次のタ スクがビルド時に実行されます :

• フ ァ イルの種類に関わらず、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある ソース フ ォルダーの

ルー ト  レベルにあるすべてのフ ァ イルにコ ンポーネン ト が 1 つ作成されます。

• ダイナ ミ ッ ク リ ン クに 1 つまたは複数のサブ フ ォルダーが含まれている場合、

フ ァ イルの種類に関わらず、 各サブ フ ォルダーのすべてのフ ァ イルにコ ンポー

ネン ト が 1 つずつ作成されます。 サブ フ ォルダーのコ ンポーネン ト 内にある最

初のダイナ ミ ッ ク リ ン クが付いたフ ァ イルが、 そのコ ンポーネン ト のキー 

フ ァ イルです。

すべての新しいダイナ ミ ッ ク リ ン クについて、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスがデフ ォル

ト で選択されています。

ヒ ン ト • コ ンポーネン ト は、 個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位です。

InstallShield Express Edition では、 コ ンポーネン ト が自動で作成されます。 詳細につ

いては、 「イ ンス ト ールの基本」 を参照し て く だ さい。

詳細については、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルの適切なコ ンポーネン ト 作

成方法を判別する」 を参照し て く だ さい。

すべてのフ ァ イルを含

める

イ ンス ト ール内のリ ン クがあるデ ィ レ ク ト リの全コ ンテンツを含める場合、 このオ

プシ ョ ンを選択し ます。

テーブル 8-14 • [ フ ォルダーのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルのリ ン ク ] タ ブにある設定 ( 続き )

設定 説明
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メ モ • ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの制限の詳細については、 「ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク」 を参照し て く だ

さい。

[InstallShield 前提条件のプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

[InstallShield 前提条件プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで選択された 

InstallShield 前提条件を右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする と開きます。 このダイアログ ボ ッ クス

では、 選択された InstallShield 前提条件の場所を指定する こ とができます。 詳細については、 「リ リース レベルで

の InstallShield 前提条件のラ ン タ イムの場所を指定する」 を参照し て く だ さい。

ビルドの場所

このリ ス ト から適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 次の 3 つのオプシ ョ ンがあり ます。

• Web からダウンロー ド する — プロジ ェ ク ト に含まれるすべての InstallShield 前提条件フ ァ イルを、 必要に応じ

て各前提条件の InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq) で指定された URL からダウンロー ド する場合、 このオプ

シ ョ ンを選択し ます。

• Setup.exe から抽出する — 実行時に抽出されるよ う に InstallShield 前提条件フ ァ イルを Setup.exe に圧縮する場

合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• ソース メ デ ィ アから コ ピーする —InstallShield 前提条件フ ァ イルを ソース メ デ ィ アのルー ト  デ ィ レ ク ト リ に

格納する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

ヒ ン ト • [Setup.exe から抽出する ] オプシ ョ ンまたは [ ソース メ デ ィ アから コ ピーする ] オプシ ョ ンを選択し てか

ら、 コ ンピ ューター上で利用できない InstallShield 前提条件を含むリ リースをビルド し た場合、 前提条件が必要と

する各フ ァ イルについて 1 つまたは複数のビルド エラーが生成されます。 これらのビルド エラーを回避するに

次のワイルド カー ド パ

ターンを基にフ ァ イル

を選択 / 除外する

フ ァ イルの種類を選択または除外する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 先頭に

アス タ リ スク (*) をつけて、 拡張子を " 選択 " または " 除外 " フ ィ ールド に入力し

ます。 複数のエン ト リはカ ンマで区切り ます。

た と えば、 すべての画像フ ァ イルがサウン ド フ ァ イルと共に 1 つのフ ォルダーの中

にある と き、 画像フ ァ イルのみダイナ ミ ッ ク リ ン ク を付加する場合、 ダイナ ミ ッ ク 

リ ン クがある フ ォルダーに .bmp フ ァ イルと .ico フ ァ イルのみを含めるよ う に指定

する こ とができます。 これを行う には、 以下の例のよ う に、 選択パターンにアス タ

リ スク (*) を使用し ます :

*.bmp、 *.ico

特定のフ ァ イルを選択または除外する場合、 選択また除外のパターン ボ ッ クスに完

全なフ ァ イル名を入力し ます。

テーブル 8-14 • [ フ ォルダーのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルのリ ン ク ] タ ブにある設定 ( 続き )

設定 説明
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は、 イ ン ターネ ッ ト から コ ンピ ューターへ InstallShield 前提条件のダウンロー ド を行な うか、 リ リースをビルド す

る前にプロジ ェ ク ト から削除し ます。

[Windows Installer 4.0 以降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイアログ 
ボ ッ クス

[ 一般情報 ] ビ ューにある [MSI ログの作成 ] 設定で [ 参照 (...)] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [Windows Installer 4 ログ

記録オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。 このダイアログ ボ ッ クスを使う と、 Windows Installer 4.0 

がイ ンス ト ールをログ記録するかど うかについて、 コマン ド ラ イ ンの使用やレジス ト リ でのログ パラ メ ーターの

構成の必要な しに、 プロジ ェ ク ト 全体を通し て指定する こ とができます。 このダイアログ ボ ッ クスを使用し て、

ログ記録される メ ッ セージの種類を カス タ マイズする こ と もできます。

テーブル 8-15 • [Windows Installer 4.0 以降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

オプシ ョ ン 説明

いいえ イ ンス ト ールはログ記録されません。 これがデフ ォル ト の値です。

はい (MsiLogging は 

voicewarmupx のデ

フ ォル ト 値に設定さ

れます )

InstallShield によ って voicewarmupx のデフ ォル ト 値が MsiLogging プロパテ ィ に挿入され

ます。

Windows Installer 4.0 が搭載された ターゲッ ト  システム上でイ ンス ト ールが実行される

と、 次の処理が行なわれます。

• voicewarmupx のデフ ォル ト  ログ モー ド に従って、 イ ンス ト ーラーがログ フ ァ イル

を作成し ます。

• イ ンス ト ーラーが、 MsiLogFileLocation プロパテ ィ に、 ログ フ ァ イルのパスを挿入

し ます。

• SetupCompleteSuccess、 SetupCompleteError および SetupInterrupted ダイアログに 

[Windows Installer ログを表示 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが追加されます。 エン ド ユーザー

がこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから [ 終了 ] を ク リ ッ クする と、 テキス ト  

フ ァ イル ビ ューアーまたはエデ ィ ターでログ フ ァ イルが開きます。

以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこの設定を無視し ます。 以前のバージ ョ ンの 

Windows Installer を実行中のシステム上で表示される実行時ダイアログでは、 [Windows 

Installer ログを表示 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスは表示されません。
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重要 • MsiLogFileLocation プロパテ ィ は、 読み取り専用のため、 ログ フ ァ イルの場所の設定および変更には使用で

きません。

[ マージ モジュールの構成可能な値 ] ダイアログ ボ ッ クス

構成可能な再配布可能フ ァ イルは、 マージ モジュールまたは ModuleConfiguration で少な く と も 1 つの行を持ち、

ModuleSubstitution テーブルで少な く と も 1 行によ って参照されるオブジ ェ ク ト です。 これによ って再配布可能

フ ァ イルの値を変更する こ とができます。

[ マージ モジュールの構成可能な値 ] ダイアログ ボ ッ クスの表示

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー内で構成可能なマージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト を選択する と、 [ マージ モ

ジュール構成可能値 ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されます。 選択された再配布可能フ ァ イルがオブジ ェ ク ト の場

合、 [ マージ モジュールの構成可能な値 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドが終了し た と き表示

されます。

構成可能なマージ モジュールまたはオブジ ェ ク ト を右ク リ ッ ク し て、 [ マージ モジュールの構成 ] を選択する こ

と もできます。

ダイアログ ボ ッ クスの設定

ダイアログ ボ ッ クスには、 構成可能値を変更できるグ リ ッ ドが含まれています。 左の列には構成可能値の名前が

含まれています。 右の列には、 値のオプシ ョ ンが含まれています。 ド ロ ッ プダウン メ ニューから新しい値を選択

する こ とができます。 値に関する情報については、 再配布可能フ ァ イル ベンダーのマニュアルを参照し て く ださ

い。 

カス タム MsiLogging 

値

InstallShield は、 このボ ッ クスに指定された値を MsiLogging プロパテ ィ に挿入し ます。

Windows Installer 4.0 が搭載された ターゲッ ト  システム上でイ ンス ト ールが実行される

と、 次の処理が行なわれます。

• このボ ッ クスに指定されたカス タム値に基づいて、 イ ンス ト ーラーがログ フ ァ イ

ルを作成し ます。

• イ ンス ト ーラーが、 MsiLogFileLocation プロパテ ィ に、 ログ フ ァ イルのパスを挿入

し ます。

• SetupCompleteSuccess、 SetupCompleteError および SetupInterrupted ダイアログに 

[Windows Installer ログを表示 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが追加されます。 エン ド ユーザー

がこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから [ 終了 ] を ク リ ッ クする と、 テキス ト  

フ ァ イル ビ ューアーまたはエデ ィ ターでログ フ ァ イルが開きます。

以前のバージ ョ ンの Windows Installer はこの設定を無視し ます。 以前のバージ ョ ンの 

Windows Installer を実行中のシステム上で表示される実行時ダイアログでは、 [Windows 

Installer ログを表示 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスは表示されません。

テーブル 8-15 • [Windows Installer 4.0 以降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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使用する値を指定し たあと、 OK を ク リ ッ ク し て新しい値を保存し ます。 これらの値は、 プロジ ェ ク ト をビルド す

る と き、 .msi パッ ケージをビルド するために使用されます。

デフ ォル ト に戻す

このボタ ンを ク リ ッ ク し て、 再配布可能フ ァ イルのデフ ォル ト の設定を復元し ます。 再配布可能フ ァ イル内の構

成可能な値はすべてデフ ォル ト に戻されます。

[ マージ モジュールのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クス

[ マージ モジュールのプロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで選択されたマージ モ

ジュールまたは再配布可能フ ァ イルを右ク リ ッ クする と表示されます。

ダイアログ ボ ッ クスの設定

GUID

マージ モジュールの一意の GUID を表示し ます。

作成者

マージ モジュールの作成者を表示し ます。

バージ ョ ン

マージ モジュールのバージ ョ ンを表示し ます。

Destination

マージ モジュールのフ ァ イルの保存先を指定し ます。 デフ ォル ト 設定 ( マージ モジュールのデフ ォル ト のイ ンス

ト ール先を使用する ) の使用をお勧めし ます。

[MIME の種類 ] ダイアログ ボ ッ クス

[MIME の種類 ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 フ ァ イル名拡張子と、 Web サーバーから ブ ラウザまたはメ ール ク

ラ イアン ト にス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルと し て提供される対応コ ンテンツの種類とのマ ッ ピングを追加、 編集、 また

は削除し ます。
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[MIME の種類 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [IIS 構成 ] ビ ュー内から利用する こ とができます。 このダイアログ ボ ッ

クスを開 く には、 エクスプローラーで Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リ を ク リ ッ ク し ま

す。 次に、 "MIME の種類 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

[MSI 値 ] ダイアログ ボ ッ クス

[MSI 値 ] ダイアログ ボ ッ クスで、 表示された Windows Intaller パッ ケージの Registry テーブルにあるプラ イマ リ 

キーを作成または変更できます。 詳細については、 「Registry のプ ラ イマ リ キーを指定する」 を参照し て く だ さ

い。

[ 複数行文字列値 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ 複数行の文字列値 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 選択し たレジス ト リ値を各ヌル区切り文字列に行を タ イプする こ

と で変更する こ とができます。

タ スク : [ 複数行の文字列値 ] ダイアログ ボ ッ クスに複数行の文字列値を入力するには ：

1. レジス ト リ値をどのよ う に変更するかを選択し ます。 次のオプシ ョ ンから選択できます。

• 後に追加する 

• 前に追加 

• Replace 

テーブル 8-16 • [MIME の種類 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

追加 フ ァ イル名拡張子と、 Web サーバーから ブ ラウザまたはメ ール ク ラ イアン ト にス

タ テ ィ ッ ク フ ァ イルと し て提供される対応コ ンテンツの種類とのマ ッ ピングのた

めのエン ト リ を追加し ます。 これによ って、 [MIME の種類を追加 ] ダイアログ 

ボッ クス が開きます。

編集 既存する MIME の種類を編集するには、 MIME の種類を選択し て、 このボタ ンを ク

リ ッ ク し ます。

Delete 既存する MIME の種類を削除するには、 MIME の種類を選択し て、 このボタ ンを ク

リ ッ ク し ます。
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2. ダイアログ ボ ッ クスのグ リ ッ ド部分で、 各ヌル区切り文字列の行を入力するか変更し ます。 グ リ ッ ド を右ク

リ ッ ク し てコ ンテキス ト メ ニューを表示するか、 次の動作に関連し た以下のグリ ッ ド で次のキーを押し ます。

3. 各ヌル区切り文字列の行入力が終わったら、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。 文字列は自動的に連結されます。 

メ モ • 文字列にはスペースだけを含める こ とはできますが、 空白にし た り、 文字列の区切り文字である [~] を使う

こ とはできません。

[ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クス

InstallShield で新規プロジ ェ ク ト を作成する と き、 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 このダ

イアログ ボ ッ クスではプロジ ェ ク ト の種類を選択し た り、 プロジ ェ ク ト に名前を付けた り、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イ

ルの場所を指定し た り できます。 プロジ ェ ク ト  タ イプを選択し てから [OK] を ク リ ッ クする と、 InstallShield イ ン

ス ト ール開発環境 (IDE) が開きます。

メ モ • Express プロジ ェ ク ト を選択する と、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト が起動され、 プロジ ェ ク ト の作成をお手伝

いし ます。

テーブル 8-17 • グ リ ッ ド で文字列を入力するためのコ ンテキス ト メ ニュー コマン ド

アクシ ョ ン シ ョ ー ト カ ッ ト  キー

文字列の追加 Ins

文字列の名前変更 F2

文字列の削除 Delete

上へ移動

下へ移動

テーブル 8-18 • [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

プロジ ェ ク ト 名 このフ ィ ールド にプロジ ェ ク ト 名を入力し ます。

プロジ ェ ク ト 言語 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で利用する言語を選択し ます。
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エデ ィ シ ョ ン • InstallShield の Premier Edition と InstallShield Professional Edition では、 新規プロジ ェ ク ト を作成す

る と き、 追加の機能が提供されています。 た と えば、 Premier Edition では同イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で複数言

語を使用する こ とができます。

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスを使う と、 InstallShield イ ンス ト ール開発環境 (IDE) におけるプロジ ェ ク ト 作成

と作業環境を指定する こ とができます。 これらのグローバル設定を表示および編集するには、 [ ツール ] メ ニュー

で [ オプシ ョ ン ] を選択し ます。

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスは、 複数のタ スク関連タ ブで構成されています :

• 全般 

• フ ァ イルの場所 

• プ リ フ ァ レンス 

• マージモジュール 

• 品質 

• ア ッ プデー ト  

• .NET 

• [ フ ァ イル ] ビ ュー 

• フ ァ イル拡張子 

• 前提条件 

場所 場所を入力するか、 [ 参照 ] を ク リ ッ ク し てプロジ ェ ク ト の場

所に移動し ます。 表示されているデフ ォル ト のプロジ ェ ク ト

の場所を変更するには、[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの 

[ フ ァ イルの場所 ] タ ブにある [ プロジ ェ ク ト の場所 ] パスを

変更し ます。

[ プロジ ェ ク ト 名 ] サブ

フ ォルダーにプロジ ェ ク

ト フ ァ イルを作成

このオプシ ョ ンを選択する と、 InstallShield は、 プロジ ェ ク ト

フ ォルダーの下にプロジ ェ ク ト の名前を持つサブ フ ォルダー

を作成し ます。

テーブル 8-18 • [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ 全般 ] タ ブ

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 全般 ] タ ブでは、 ヘルプ システムと ビルド エラーのプ リ フ ァ レンスを指

定し ます。

[ フ ァ イルの場所 ] タ ブ

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルの場所 ] タ ブでは、 プロジ ェ ク ト  フ ァ イルのデフ ォル ト  デ ィ レ

ク ト リ を設定し ます。

[ プ リ フ ァ レンス ] タ ブ

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ プ リ フ ァ レンス ] タ ブでは、 コ マン ドの実行およびプロジ ェ ク ト の再ロー

ドのためのプ リ フ ァ レンスを指定し ます。

テーブル 8-19 • [ 全般 ] タ ブの設定

設定 説明

ヘルプ ウ ィ ン ド ウを常に手前に表

示する

ヘルプ ウ ィ ン ド ウを IDE の手前に固定し たい場合は、 このチ ェ ッ ク 

ボッ クスを選択し ます。 IDE 内を ク リ ッ ク し たと きにヘルプウ ィ ン ド ウ

を背景に表示する場合は、 このボ ッ クスのチ ェ ッ ク を外し ます。

最初のエラーの発生時にビルド プ

ロセスを停止

ビルド エラーが発生し た と きにビルド プロセスを中止するには、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

テーブル 8-20 • [ フ ァ イルの場所 ] タ ブの設定

設定 説明

プロジ ェ ク ト の場所 このフ ィ ールド には、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルの保存場所を参照す

るか、 そのパスを入力し ます。

この場所は、 新しいイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト フ ォルダーにな り ま

す。 プロジ ェ ク ト  (.ise) フ ァ イル、 イ ンス ト ール パッ ケージ (.msi フ ァ イル )、 お

よびデ ィ スク イ メ ージ フ ァ イルなどのソース フ ァ イルやリ リース フ ァ イルはす

べて、 [ プロジ ェ ク ト の場所 ] のサブ フ ォルダーに保管されています。

デフ ォル ト では、 プロジ ェ ク ト はハー ド ド ラ イブのルー ト 階層にある InstallShield 

2014 Projects フ ォルダーに格納されます。

テーブル 8-21 • [ プ リ フ ァ レンス ] タ ブの設定

設定 説明

イ ンス ト ール前にアン イ

ンス ト ールする

[ ビルド ] メ ニューから イ ンス ト ールを再試行する前に、 自動的に製品ををアン イ

ンス ト ールする場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。
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[ マージ モジュールのオプシ ョ ン ] タ ブ

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ マージ モジュールのオプシ ョ ン ] タ ブでは、 マージ モジュールの場所と

フ ァ イル検索のプ リ フ ァ レンスを指定し ます。

起動時に最後に開いたプ

ロジ ェ ク ト を再ロー ド す

る

InstallShield を起動し たと きに、 最後に開いたプロジ ェ ク ト を自動的に再ロー ド す

るよ う に設定するには、 このボ ッ クスを選択し ます。

テーブル 8-22 • [ マージ モジュールのオプシ ョ ン ] タ ブの設定

設定 説明

マージ モジュールの場所 

( 現在のユーザー ) と マー

ジ モジュールの場所 (All 

Users)

マージ モジュール (.msm フ ァ イル ) を格納する場所へのパスを入力し ます。 パス

を追加するには、 次の例のよ う にカ ンマで区切り ます。

C:\MergeModules,C:\My Files\MergeModules

以下の例のよ う に、 パスにはパス変数を使用できます :

<ISProductFolder>\Modules\i386,<ISProjectFolder>\MyCustomModules

パスには環境変数を使用できます。

All Users オプシ ョ ンは、 ユーザー設定を簡単に更新できないシステム アカウン ト

でコ マン ド ラ イ ンのビルド を実行し ている場合に使用できます。

InstallShield では、 マージ モジュールを含むフ ォルダーを指定するその他の方法

も提供されています。 詳細については、 「マージ モジュールを含むデ ィ レ ク ト リ

を指定する」 を参照し て く だ さい。

メ モ • [ すべてのユーザー ] オプシ ョ ンを構成するためには、 InstallShield を管理者

権限で実行する必要があり ます。 管理者権限を持っていない場合、 このオプシ ョ

ンは無効です。 詳細については、 「InstallShield を管理者権限を使って、 または管

理者権限を持たずに起動する違い」 を参照し て く だ さい。

一致する フ ァ イルは同じ

バージ ョ ンでなければな

らない

フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加し た と き、 InstallShield はマージ モジュールを検

索し、 同じ フ ァ イルを含むモジュールがないかど うかを確認し ます。 一致する

フ ァ イルがあった場合はそれを通知し ます。

一致する フ ァ イルがバージ ョ ン も同じ ものでな く てはならない場合、 このチ ェ ッ

ク ボ ッ クスを選択し ます。

テーブル 8-21 • [ プ リ フ ァ レンス ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ 品質 ] タ ブ

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 品質 ] タ ブには、 フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アからのソ フ ト ウ ェ ア とサービ

スの品質と信頼性を向上させるためのカス タ マー エクスペ リ エンス向上プログラムへの参加オプシ ョ ンがあ り ま

す。

参加は必須ではあ り ませんが、 是非ご協力いただけますよ う お願い申し上げます。

[ 更新 ] タ ブ

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 更新 ] タ ブでは、 FlexNet Connect が InstallShield のア ッ プデー ト を確認す

る頻度を指定し ます。 またデフ ォル ト で、 InstallShield を使って作成し た新規プロジ ェ ク ト に対し て、 自動ア ッ プ

デー ト 通知を有効にするかど うかも指定する こ とができます。

一致する フ ァ イルはすべ

て同じ イ ンス ト ール先を

持つ

フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加し た と き、 InstallShield はマージ モジュールを検

索し、 同じ フ ァ イルを含むモジュールがないかど うかを確認し ます。 一致する

フ ァ イルがあった場合はそれを通知し ます。

一致する フ ァ イルのイ ンス ト ール先も同じ でな く てはならない場合、 このチ ェ ッ

ク ボ ッ クスを選択し ます。

テーブル 8-23 • [ 更新 ] タ ブの設定

設定 説明

ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プ

デー ト を確認する

このリ ス ト からオプシ ョ ンを選択し て、 InstallShield でソ フ ト ウ ェ ア ア ッ プデー

ト を確認する頻度を指定し ます。

メ モ • このオプシ ョ ンを構成するためには、 InstallShield を管理者権限で実行する

必要があり ます。 管理者権限を持っていない場合、 このオプシ ョ ンは無効です。

詳細については、 「InstallShield を管理者権限を使って、 または管理者権限を持た

ずに起動する違い」 を参照し て く だ さい。

すべての新規のプロジ ェ

ク ト での自動ア ッ プデー

ト 通知を有効にする

InstallShield で作成し たすべての新しいプロジ ェ ク ト で自動ア ッ プデー ト 通知を有

効にする と き、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 必要に応じ て、 指定し たプ

ロジ ェ ク ト に対し て、 この自動ア ッ プデー ト 通知設定を上書きする こ と もできま

す。

メ モ • FlexNet Connect が元のイ ンス ト ールで無効になっていた場合、 FlexNet 

Connect を イ ンス ト ールのア ッ プグレー ド を配布するために使用する こ とはでき

ません。

テーブル 8-22 • [ マージ モジュールのオプシ ョ ン ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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[.NET] タ ブ

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [.NET] タ ブでは、 .NET プロジ ェ ク ト の環境設定を行います。 また、 こ こで

は .NET Framework と共に含まれるユーテ ィ リ テ ィ  Regasm.exe および InstallUtilLib.dll フ ァ イルの場所も指定し ます。

これらのユーテ ィ リ テ ィ は COM interop と .NET カス タム アクシ ョ ンで利用されます。

[ フ ァ イル ビ ュー ] タ ブ

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イル ビ ュー ] タ ブでは、[ フ ァ イル ] ビ ューおよび [ フ ァ イルと機能 ] 

ビ ューに表示する列を選択し ます。 表示する列を選択し た後、 プロジ ェ ク ト を一度閉じ てから開 く と変更点が有

効にな り ます。

重要 • [ バージ ョ ン ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 [ フ ァ イル ] ビ ューおよび [ フ ァ イルと機能 ] ビ ューが遅 く

な り ます。

テーブル 8-24 • [.NET] タ ブの設定

設定 説明

デフ ォル ト のビルド時 

.NET スキャ ン フ ァ イル設

定

このリ ス ト では、 プロジ ェ ク ト に追加される新規ポータ ブル実行可能フ ァ イルの 

" ビルド時の .NET スキャ ン " 設定の構成方法を選択し ます。

.NET Framework フ ァ イル

の場所

Regasm.exe と InstallUtilLib.dll は .NET Framework の各バージ ョ ンに含まれるユーテ ィ

リ テ ィ です。 .NET イ ンス ト ーラー ク ラスおよび COM Interop を含むリ リースのビ

ルド時に使用する、 これらのフ ァ イルのバージ ョ ンを含むデ ィ レ ク ト リのパスを

指定し ます。

メ モ • これらのオプシ ョ ンを構成するためには、 InstallShield を管理者権限で実行

する必要があり ます。 管理者権限を持っていない場合、 このオプシ ョ ンは無効で

す。 詳細については、 「InstallShield を管理者権限を使って、 または管理者権限を

持たずに起動する違い」 を参照し て く だ さい。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition または InstallShield Professional Edition 

を 64 ビ ッ ト  システム上で使用し ている場合、 Regasm.exe および InstallUtilLib.dll の 

64 ビ ッ ト の場所を指定できます。 InstallShield Express Edition では 64 ビ ッ ト の場

所を設定する こ とはできません。
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[ フ ァ イルの拡張子 ] タ ブ

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イルの拡張子 ] タ ブでは、 [ ポータ ブル実行可能フ ァ イル ] (PE フ ァ イ

ル ) のプレ フ ァ ラ ンスを指定し ます。 InstallShield は、 プロジ ェ ク ト にコ ンポーネン ト を作成する と き、 この PE 

フ ァ イル一覧を参照し ます。 ( コ ンポーネン ト は、 個別にイ ンス ト ール可能な最小の製品構成単位です。

InstallShield Express Edition では、 コ ンポーネン ト が自動で作成されます。 詳細については、 「イ ンス ト ールの基

本」 を参照し て く だ さい。 ) 例 :

• [ フ ァ イル ] ビ ューの [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンで PE フ ァ イルを フ ォルダーに

追加する と、 新しいコ ンポーネン ト が作成され、 そのコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルと し て設定されます。

• ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を作成する と きベス ト  プラ ク テ ィ ス メ ソ ッ ド を使用する と、 ビルド時に、 ダ

イナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ォルダー内にある各 PE フ ァ イルについてコ ンポーネン ト が別々に作成されます。

各 PE フ ァ イルは、 そのコ ンポーネン ト のキー フ ァ イルです。 [ ベス ト  プラ クテ ィ ス ] ダイナ ミ ッ ク フ ァ イ

ル リ ン クについては、 「ダイナ ミ ッ ク リ ン クがある フ ァ イルの適切なコ ンポーネン ト 作成方法を判別する」

を参照し て く だ さい。

以下は、 このタ ブで提供されている設定です :

テーブル 8-25 • [ フ ァ イルの拡張子 ] タ ブの設定

設定 説明

ポータ ブル実行可能フ ァ

イルの拡張子

このボ ッ クスには、 InstallShield に PE フ ァ イルと し て認識させる フ ァ イル拡張子

を入力し ます。 拡張子を コ ンマで分けます。 以下は、 このボ ッ クスのデフ ォル ト

のエン ト リ です ：

AX,EXE,DLL,OCX,VXD,CHM,HLP,TLB
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[ 前提条件 ] タ ブ

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 前提条件 ] タ ブで、 InstallShield 前提条件に関するプ リ フ ァ レンスを設定す

る こ とができます。

[ 出力 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ 出力 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 フ ァ イル システム エデ ィ ターでプロジ ェ ク ト 出力グループについての情報を表

示し ます。 このダイアログ ボ ッ クスは、 Microsoft Visual Studio で作成された InstallShield プロジ ェ ク ト で使用でき

ます。

タ スク : [ 出力 ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 以下のいずれかを実行し ます。

• プロジ ェ ク ト 出力グループがフ ァ イル システム エデ ィ ターで選択された と き、 [ プロパテ ィ ] ウ ィ ン ド ウで "

出力 " プロパテ ィ を選択し ます。

• [ フ ァ イル ] ビ ューの [ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンでアイテムを右ク リ ッ ク し、 [ プロジ ェ ク

ト 出力の解決 ] を選択し ます。

• [ フ ァ イル ] ビ ューの [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンでアイテムを右ク リ ッ ク し、 [ プロ

ジ ェ ク ト 出力の解決 ] を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 8-26 • [ 前提条件 ] タ ブの設定

設定 説明

前提条件フ ァ イルの場

所 ( 現在のユーザー ) と

前提条件フ ァ イルの場

所 ( すべてのユーザー )

InstallShield 前提条件フ ァ イル (.prq フ ァ イル ) を格納する フ ォルダのパスを指定し ま

す。

複数の場所を指定する場合、 次の例のよ う に、 各パスを カ ンマで区切り ます :

C:\Prerequisites,C:\My Files\Prerequisites

以下の例のよ う に、 パスにはパス変数を使用できます :

<ISProductFolder>\SetupPrerequisites,<ISProjectFolder>\MyCustomPrerequisites

All Users オプシ ョ ンは、 ユーザー設定を簡単に更新できないシステム アカウン ト で

コマン ド ラ イ ンのビルド を実行し ている場合に使用できます。

InstallShield では、 InstallShield 前提条件フ ァ イル フ ァ イルを含むフ ォルダーを指定

するその他の方法も提供されています。 詳細については、 「InstallShield 前提条件を

含むデ ィ レ ク ト リ を指定する」 を参照し て く だ さい。

メ モ • [ すべてのユーザー ] オプシ ョ ンを構成するためには、 InstallShield を管理者権

限で実行する必要があ り ます。 管理者権限を持っていない場合、 このオプシ ョ ンは

無効です。 詳細については、 「InstallShield を管理者権限を使って、 または管理者権

限を持たずに起動する違い」 を参照し て く だ さい。
InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド ISE-2100-UG00 439



第 8 章 : 

ダイアログ ボ ッ クス リ フ ァ レンス
メ モ • 複数のプロジ ェ ク ト 出力グループが選択された場合、 情報は最初の選択されたグループに対し てのみ表示さ

れます。

ダイアログ ボ ッ クスの設定

ターゲ ッ ト 名

選択されたプロジ ェ ク ト 出力グループのフ ァ イル名を ターゲッ ト  コ ンピ ューターで表示される とお り に表示し ま

す。 このフ ィ ールドは読み取り専用です。 

ソース パス

開発コ ンピ ューター上でのプロジ ェ ク ト 出力グループ フ ァ イルへのパスを表示し ます。 このフ ィ ールドは読み取

り専用です。

フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リの [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ ク
ス

[ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスで、 ロ ッ クダウン された環境で製品を実行するエン ド ユーザーのために、

フ ァ イルと フ ォルダーを保護するための設定を構成する こ とができます。 フ ァ イルまたはフ ォルダーのアクセス

許可を特定のグループ とユーザーに割り当てる こ とができます。 た と えば、 管理者グループに特定のフ ァ イルに

ついての [ 読み取り ]、 [ 書き込み ]、 および [ 削除 ] アクセス許可を割り当てる こ とができますが、 別のグループ

のすべてにユーザーについては [ 読み取り ] 許可のみ割り当てる こ とができます。

プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューにある " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定の選択に従って、 InstallShield は 

ISLockPermissions テーブルまたは LockPermissions テーブルのどち らかにアクセス許可データ を追加し ます。 詳細

については、 「ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのセキュ リ テ ィ 保護」 を

参照し て く ださい。
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次のテーブルは、 [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域についての説明です。

テーブル 8-27 • [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域

領域 説明

名前 このグリ ッ ド で、 ド メ イ ン名およびユーザー名を任意に組み合わせて入

力できます。 エン ト リ を追加するには、 グリ ッ ド上で右ク リ ッ ク し て [

新規 ] を ク リ ッ ク し ます。 同じ コ ンテキス ト メ ニューを利用し て、 エン

ト リ を変更または削除する こ とができます。

現在のユーザーのド メ イ ンを指定するには、 " ド メ イ ン " フ ィ ールド に 

[%USERDOMAIN] を選択し ます。 現在イ ンス ト ールを実行中のユーザーを

指定するには、 " ユーザー " フ ィ ールド に [LogonUser] を選択し ます。

ローカル システム上におけるユーザー アカウン ト のアクセス許可を設

定するには、 " ド メ イ ン " フ ィ ールド を空白のままにし ます。 " ド メ イ

ン " または " ユーザー " フ ィ ールド には、 実行時に設定される任意の 

Windows Installer プロパテ ィ を入力できます ( 例、 [MYPROPERTY]）。

[ 一般情報 ] ビ ューの " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定で [ カス タム 

InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンを選択し た場合、 " ユーザー " フ ィ ールド

には、 よ く 使用されるセキュ リ テ ィ 識別子 (SID) の一覧が表示されます。

ほとんどの SID は、 [ 従来型の Windows Installer 処理 ] オプシ ョ ンではサ

ポー ト されていません。

[ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンは、 " ユーザー " フ ィ ールド に

一覧されているすべての SID の翻訳された名前をサポー ト し ます。 従来

型のオプシ ョ ンで、 非英語システム上で翻訳された名前を使ってアクセ

ス許可を設定する と、 イ ンス ト ールが失敗する可能性があり ます。

ヒ ン ト • カス タム InstallShield 処理オプシ ョ ン と、 従来型の Windows 

Installer 処理オプシ ョ ンについての詳細は、 「ロ ッ クダウン環境における

フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのセキュ リ テ ィ 保護」 を

参照し て く だ さい。

アクセス許可 [ 名前 ] 領域で名前を選択し、 [ アクセス許可 ] ボ ッ クスにあるチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択またはク リ ア し て、 対応する フ ァ イルまたはフ ォルダー

のアクセス許可を構成し ます。 アクセス許可を選択する と、 [ 詳細 ] ボタ

ンを ク リ ッ ク し て、 他の関連するアクセス許可と詳細設定を指定する こ

とができます。
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[ 特殊なアクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスで [ 詳細設定 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ 特殊なアクセス許可 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスが開きます。 次のテーブルは、 [ 特殊なアクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域についての説明

です。

アクセス拒否 [ アクセス許可 ] ボ ッ クスで選択するアクセス許可を明示的に拒否するに

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 [ 一般情報 ] ビ ューにある " ロ ッ クダウンの

設定方法 " 設定で [ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンが選択されて

いる場合のみ利用できます。 [ 従来型の Windows Installer 処理 ]  オプシ ョ

ンは、 この動作をサポー ト し ません。

ヒ ン ト • カス タム InstallShield 処理オプシ ョ ン と、 従来型の Windows 

Installer 処理オプシ ョ ンについての詳細は、 「ロ ッ クダウン環境における

フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのセキュ リ テ ィ 保護」 を

参照し て く だ さい。

テーブル 8-28 • [ 特殊なアクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域

領域 説明

特殊なアクセス許可 このボ ッ クスで、 設定するアクセス許可のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。

これらのアクセス許可を子オブ

ジ ェ ク ト に適用する

フ ォルダーのアクセス許可を構成する と き、 すべてのフ ォルダーのサブ

フ ォルダーと フ ァ イルにアクセス許可を適用するには、 このチ ェ ッ ク 

ボッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 [ 一般情報 ] ビ ューにある " ロ ッ クダウンの

設定方法 " 設定で [ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンが選択されて

いる場合のみ利用できます。 [ 従来型の Windows Installer 処理 ]  オプシ ョ

ンは、 この動作をサポー ト し ません。

ヒ ン ト • カス タム InstallShield 処理オプシ ョ ン と、 従来型の Windows 

Installer 処理オプシ ョ ンについての詳細は、 「ロ ッ クダウン環境における

フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのセキュ リ テ ィ 保護」 を

参照し て く だ さい。

テーブル 8-27 • [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域 ( 続き )

領域 説明
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レジス ト リ キーの [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスで、 ロ ッ クダウン された環境で製品を実行するエン ド ユーザーのために、 レ

ジス ト リ キーを保護するための設定を構成する こ とができます。 レジス ト リ キーのアクセス許可を特定のグルー

プ とユーザーに割り当てる こ とができます。 た と えば、 管理者グループに特定のレジス ト リ キーについての [ 読

み取り ]、 [ 書き込み ]、 および [ 削除 ] アクセス許可を割り当てる こ とができますが、 別のグループのすべてに

ユーザーについては [ 読み取り ] 許可のみ割り当てる こ とができます。

プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューにある " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定の選択に従って、 InstallShield は 

ISLockPermissions テーブルまたは LockPermissions テーブルのどち らかにアクセス許可データ を追加し ます。 詳細

については、 「ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのセキュ リ テ ィ 保護」 を

参照し て く ださい。

次のテーブルは、 [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域についての説明です。

テーブル 8-29 • [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域

領域 説明

名前 このグリ ッ ド で、 ド メ イ ン名およびユーザー名を任意に組み合わせて入

力できます。 エン ト リ を追加するには、 グリ ッ ド上で右ク リ ッ ク し て [

新規 ] を ク リ ッ ク し ます。 同じ コ ンテキス ト メ ニューを利用し て、 エン

ト リ を変更または削除する こ とができます。

現在のユーザーのド メ イ ンを指定するには、 " ド メ イ ン " フ ィ ールド に 

[%USERDOMAIN] を選択し ます。 現在イ ンス ト ールを実行中のユーザーを

指定するには、 " ユーザー " フ ィ ールド に [LogonUser] を選択し ます。

ローカル システム上におけるユーザー アカウン ト のアクセス許可を設

定するには、 " ド メ イ ン " フ ィ ールド を空白のままにし ます。 " ド メ イ

ン " または " ユーザー " フ ィ ールド には、 実行時に設定される任意の 

Windows Installer プロパテ ィ を入力できます ( 例、 [MYPROPERTY]）。

[ 一般情報 ] ビ ューの " ロ ッ クダウンの設定方法 " 設定で [ カス タム 

InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンを選択し た場合、 " ユーザー " フ ィ ールド

には、 よ く 使用されるセキュ リ テ ィ 識別子 (SID) の一覧が表示されます。

ほとんどの SID は、 [ 従来型の Windows Installer 処理 ] オプシ ョ ンではサ

ポー ト されていません。

[ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンは、 " ユーザー " フ ィ ールド に

一覧されているすべての SID の翻訳された名前をサポー ト し ます。 従来

型のオプシ ョ ンで、 非英語システム上で翻訳された名前を使ってアクセ

ス許可を設定する と、 イ ンス ト ールが失敗する可能性があり ます。

ヒ ン ト • カス タム InstallShield 処理オプシ ョ ン と、 従来型の Windows 

Installer 処理オプシ ョ ンについての詳細は、 「ロ ッ クダウン環境における

フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのセキュ リ テ ィ 保護」 を

参照し て く だ さい。
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[ 特殊なアクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスで [ 詳細設定 ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 [ 特殊なアクセス許可 ] ダイアロ

グ ボ ッ クスが開きます。 次のテーブルは、 [ 特殊なアクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域についての説明

です。

アクセス許可 [ 名前 ] 領域で名前を選択し、 [ アクセス許可 ] ボ ッ クスにあるチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択またはク リ ア し て、 対応するレジス ト リ キーのアクセス

許可を構成し ます。 アクセス許可を選択する と、 [ 詳細 ] ボタ ンを ク リ ッ

ク し て、 他の関連するアクセス許可と詳細設定を指定する こ とができま

す。

アクセス拒否 [ アクセス許可 ] ボ ッ クスで選択するアクセス許可を明示的に拒否するに

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 [ 一般情報 ] ビ ューにある " ロ ッ クダウンの

設定方法 " 設定で [ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンが選択されて

いる場合のみ利用できます。 [ 従来型の Windows Installer 処理 ]  オプシ ョ

ンは、 この動作をサポー ト し ません。

ヒ ン ト • カス タム InstallShield 処理オプシ ョ ン と、 従来型の Windows 

Installer 処理オプシ ョ ンについての詳細は、 「ロ ッ クダウン環境における

フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのセキュ リ テ ィ 保護」 を

参照し て く だ さい。

テーブル 8-30 • [ 特殊なアクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域

領域 説明

特殊なアクセス許可 このボ ッ クスで、 設定するアクセス許可のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。

テーブル 8-29 • [ アクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域 ( 続き )

領域 説明
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[ アイ コ ンの選択 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ アイ コ ンの選択 ] ダイアログ ボ ッ クスを使う と、 .ico フ ァ イル、 .dll フ ァ イル、 .exe フ ァ イルのアイ コ ンを参照す

る こ とができます。 これによ り アイ コ ン フ ァ イルの場所と フ ァ イルの中のアイ コ ンのイ ンデッ クスを指定するプ

ロセスが簡単にな り ま し た。

タ スク : アイ コ ンを選択するには、 以下の手順に従います :

1. [ フ ァ イル名 ] ボ ッ クスにフ ァ イルへのパスを入力し て ENTER を押すか、 または [ フ ォルダーを開 く ] を ク

リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し、 表示する フ ァ イルを探し ます。 フ ァ イルの中のすべてのアイ コ ンがリ ス ト に

表示されます。

2. アイ コ ン フ ァ イルが見つかったら、 マウスまたはカーソルキーを使って使用するアイ コ ンを選択する こ とが

できます。 [ 大きいアイ コ ンで表示する ] オプシ ョ ン と [ 小さいアイ コ ンで表示する ] オプシ ョ ンを使用し て、

リ ス ト のアイ コ ンのプレビ ューを表示し、 標準の 32x32 サイズおよび 16x16 サイズでどのよ う に表示される

か見る こ とができます。 

メ モ • [ 大きいアイ コ ンで表示する ] ラジオ ボタ ン と [ 小さいアイ コ ンで表示する ] ラジオ ボタ ンは、 選択された

アイ コ ンのイ ンデッ クスに影響し ません。 各サイズでアイ コ ンをプレビ ューする目的でのみ利用されます。

これらのアクセス許可を子オブ

ジ ェ ク ト に適用する

レジス ト リ キーのアクセス許可を構成する と き、 すべてのキーのサブ

キーにアクセス許可を適用するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 [ 一般情報 ] ビ ューにある " ロ ッ クダウンの

設定方法 " 設定で [ カス タム InstallShield 処理 ] オプシ ョ ンが選択されて

いる場合のみ利用できます。 [ 従来型の Windows Installer 処理 ]  オプシ ョ

ンは、 この動作をサポー ト し ません。

ヒ ン ト • カス タム InstallShield 処理オプシ ョ ン と、 従来型の Windows 

Installer 処理オプシ ョ ンについての詳細は、 「ロ ッ クダウン環境における

フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーのセキュ リ テ ィ 保護」 を

参照し て く だ さい。

テーブル 8-30 • [ 特殊なアクセス許可 ] ダイアログ ボ ッ クスの各領域 ( 続き )

領域 説明
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[INSTALLDIR の設定 ] ダイアログ ボ ッ クス /[DATABASEDIR の
設定 ] ダイアログ ボ ッ クス

このダイアログ ボ ッ クスを使用し て、 デ ィ レ ク ト リの参照、 新規作成、 名前の変更、 または削除を行います。

[OK] を ク リ ッ クする と、 使用中のダイアログに応じ て、 INSTALLDIR または DATABASEDIR に選択されたデ ィ レ

ク ト リが設定されます。

ダイアログ ボ ッ クスの設定

イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ

このフ ィ ールド には、 現在使用できるすべてのイ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リが一覧表示されます。 このフ ィ ール

ド で、 デ ィ レ ク ト リの選択、 作成 、 名前の変更 、 または 削除 を行う こ とができます。

デ ィ レ ク ト リの選択

タ スク : デ ィ レ ク ト リ を選択するには、 次の操作を実行し ます。

1. 選択するデ ィ レ ク ト リ を ク リ ッ ク し ます。

2. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

デ ィ レ ク ト リの新規作成

タ スク : 新しいデ ィ レ ク ト リ を作成するには、 次の手順を実行し ます。

1. デ ィ レ ク ト リ名を入力し ます。

2. 必要であれば デ ィ レ ク ト リ識別子 を入力し ます。

デ ィ レ ク ト リ名の変更

タ スク : デ ィ レ ク ト リの名前を変更するには、 次の操作を実行し ます。

1. デ ィ レ ク ト リ またはイ ンス ト ール先コ ンピ ューターを選択し て F2 を押すか、 右ク リ ッ ク し て [ 名前の変更 ] 

を ク リ ッ ク し ます。

2. 新しいデ ィ レ ク ト リ名を入力し ます。 定義済みのデ ィ レ ク ト リ名は変更できないこ とにご注意 く だ さい。

3. 必要に応じ て、 デ ィ レ ク ト リ識別子を変更し て、 デ ィ レ ク ト リの新しい名前と統一させます。
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デ ィ レ ク ト リの削除

タ スク : デ ィ レ ク ト リ を選択するには、 次の操作を実行し ます。

デ ィ レ ク ト リ を選択し て DELETE キーを押すか、 デ ィ レ ク ト リ を右ク リ ッ ク し て [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。 定義

済みデ ィ レ ク ト リは削除できないこ とにご注意 く だ さい。

メ モ • デ ィ レ ク ト リ を削除する と、 選択し たデ ィ レ ク ト リの下にあるすべてのサブデ ィ レ ク ト リ も一緒に削除され

ます。

デ ィ レ ク ト リ識別子

[ デ ィ レ ク ト リ識別子 ] フ ィ ールド を使用し て、 使いやすい名前を付ける こ とができます。 た と えば、

ProgramFilesFolder\MyProgram\Graphics\Jpg とい う デ ィ レ ク ト リがあった場合、 デ ィ レ ク ト リ パスを識別するために、

JPG とい う名前を使用する こ とができます。 InstallShield イ ン ターフ ェ イスで、 次のよ う なパスが表示されます。

{JPG} [ProgramFilesFolder]MyProgram\Graphics\Jpg

メ モ • デ ィ レ ク ト リ識別子は、 有効な  MSI 識別子 である必要があ り ます。

[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 InstallShield が現在開いているプロジ ェ ク ト のイ ンス ト ールをビルド する方法

について、 その環境を設定する こ とができます。

タ スク : 設定ダイアログ ボ ッ クスを開 く には、 以下の手順を実行し ます。

[ ビルド ] メ ニューで [ 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスでは次のタ ブが利用できます :

• [MSI ログ フ ァ イル ] タ ブ (Windows Installer プロジ ェ ク ト のみ )
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[MSI ログフ ァ イル ] タ ブ

[ 設定 ] ダイアログ ボ ッ クスにある [MSI ログ フ ァ イル ] タ ブでは、 InstallShield 内から イ ンス ト ールを実行中に利

用可能なログ フ ァ イルを作成する こ とができます。 さ らに、 このタ ブではログフ ァ イルに書き込まれる情報の種

類を選択する こ と もできます。

[ システム ハー ド ウ ェ ア要件 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ システム ハー ド ウ ェ ア要件 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 製品のオペレーテ ィ ング システム要件を設定できます。

ターゲッ ト  システムが設定し たオペレーテ ィ ング システムの要件を満た さ ない場合、 製品のイ ンス ト ールは許可

されません。

このダイアログ ボ ッ クスオペレーテ ィ ング システムの要件を設定する と き、 次のいずれかを実行し ます。

• 製品にオペレーテ ィ ング システム条件を設定し ない場合、 [ すべてのオペレーテ ィ ング システム ] チ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択し ます。

• サポー ト 対象のオペレーテ ィ ング システムのリ ス ト に制限を加える場合、 [ すべてのオペレーテ ィ ング シス

テム ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。 それから、 製品でサポー ト されているオペレーテ ィ ング システム

のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

ヒ ン ト • 製品のオペレーテ ィ ング システムの要件を指定する と、 実質的に製品をサポー ト し ないオペレーテ ィ ン

グ システムが除外する こ とにな り ます。

たと えば、 最新 Windows オペレーテ ィ ング システムのチ ェ ッ ク ボ ッ クスのみを選択し た場合、 [ 要件 ] ページで

選択し なかったオペレーテ ィ ング システムを除外する起動条件が作成されます。 この起動条件タ イプでは、 将来

的に リ リース される Windows オペレーテ ィ ング システムのバージ ョ ンが自動的にサポー ト されます。 これは起動

条件で除外されていないためです。

テーブル 8-31 • [MSI ログ フ ァ イル ] タ ブの設定

設定 説明

MSI ログ フ ァ イル オプシ ョ ン ログフ ァ イルで表示する メ ッ セージの種類のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し

ます。 チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と き、 対応する引数が [MsiExec.EXE 

コマン ド ラ イ ン引数 ] ボ ッ クスに追加されます。

MsiExec.EXE コ マン ド ラ イ ン引数 イ ンス ト ールの実行時に MsiExec.exe に渡すコマン ド ラ イ ンの引数を入力

し ます。 チ ェ ッ ク ボ ッ クスが MSI ログフ ァ イルのオプシ ョ ン領域から選

択される と、 対応する コマン ド ラ イ ンパラ メ ーターが、 このボ ッ クスに

追加されます。

ログフ ァ イル イ ンス ト ール実行時に作成されるログフ ァ イルの名前を入力し ます。
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[ マージ モジュール検索パスのア ッ プデー ト ] ダイアログ ボ ッ
クス

このダイアログ ボ ッ クスは、 [ マージ モジュールを参照 ] コマン ド を使用し て、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に

マージ モジュールを追加し た場合に表示されます。オプシ ョ ン ダイアログでマージ モジュール検索パス ( マージ 

モジュールの場所フ ィ ールド ) に追加されるパスが表示されます。

[OK] を ク リ ッ ク し てアクシ ョ ンを承認し ます。

[Express プロジ ェ ク ト 名のア ッ プグレー ド ] ダイアログ ボ ッ ク
ス

InstallShield の最新バージ ョ ンにイ ンポー ト する Ｉ ｎ ｓ ｔ ａ ｌ ｌ Ｓ ｈ ｉ ｅ ｌ ｄ  Express 2.x プロジ ェ ク ト を選択し た

後、 作成する新規プロジ ェ ク ト フ ァ イルのパスや名前を入力するプロンプ ト が表示されます。

完全なフ ァ イル名を入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てフ ァ イルを作成する フ ォルダーに移動し ます。
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ウ ィ ザー ド リ フ ァ レンス
InstallShield は、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の作成を支援する多 く のウ ィ ザー ド を装備し ています。

プロジ ェ ク ト • すべてのウ ィ ザー ドが、 すべてのプロジ ェ ク ト の種類で使用できるわけではあ り ません。

InstallShield で利用できるウ ィ ザー ドは次の通り です。

• 新規 QuickPatch ウ ィ ザー ド

• DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド

• ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド

• 文字列テーブルのエクスポー ト  ウ ィ ザー ド

• REG フ ァ イルのイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド

• 文字列テーブルのイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド

• ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド

• システム検索ウ ィ ザー ド

• Visual Basic .NET、 Visual C++ .NET および C# .NET 用の Visual Studio .NET ウ ィ ザー ド

• Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド

• Web の配布ウ ィ ザー ド

新規 QuickPatch ウ ィ ザー ド

QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 規模の小さいシングル ア ッ プデー ト をエン ド ユーザーへ配布し たいイ ンス ト ール作

成者へお勧めし ます。 QuickPatch プロジ ェ ク ト の作成は [ 新規 QuickPatch 作成 ] ウ ィ ザー ド で始めます。

新規 QuickPatch 作成ウ ィ ザー ド には、 次の関連パネルがあり ます。

• よ う こそ 

• プロジ ェ ク ト 名 

• パッ チする リ リース 

• 完了 

[ よ う こそ ] パネル

QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 規模の小さいシングル ア ッ プデー ト をエン ド ユーザーへ配布し たいセ ッ ト ア ッ プ作

成者へお勧めし ます。 新しい QuickPatch の作成ウ ィ ザー ド を実行する と、 2 つの種類の配布可能フ ァ イル (*.msp 

と *.exe フ ァ イル ) が作成されます。
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QuickPatch プロジ ェ ク ト の作成は常に、 [ 新規 QuickPatch 作成 ] ウ ィ ザー ドから始めます。 ウ ィ ザー ド に従う と、

QuickPatch プロジ ェ ク ト に必要な基本条件をすべて満たすこ とができます。

続行するには [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。

メ モ • ウ ィ ザー ドの [ キャ ンセル ] または [ 終了 ] を ク リ ッ クする と、 QuickPatch プロジ ェ ク ト は未完成と な り、

QuickPatch プロジ ェ ク ト を InstallShield で開 く こ とはできません。

[ プロジ ェ ク ト 名 ] パネル

QuickPatch の作成には、 元のイ ンス ト ールまたは Setup.exe フ ァ イルのどの部分を変更あるいはパッ チするのかに

ついてセ ッ ト ア ッ プ作成者の知識が重要なので、 作成者自身がオ リ ジナル イ ンス ト ールへのパスを指定する必要

があ り ます。 元のセ ッ ト ア ッ プは新規パッ チのベース と なるセ ッ ト ア ッ プです。 新規 QuickPatch 作成ウ ィ ザー ド

は、 このイ ンス ト ールのみを更新する こ とができるパッ チを作成し ます。

このパネルでは次の設定を構成し ます。

[ パッ チのリ リース ] パネル

このパネルでは、 パッ チをビルド する元と なるプロジ ェ ク ト のリ リースを選択し ます。 ビルド済みのリ リース 1 

つのみを選択する こ とができます。 外部リ リースを指定するオプシ ョ ン もあり ます。 このオプシ ョ ンを有効にす

るため、 関連付けられたラジオボタ ンを ク リ ッ ク し て リ リースを参照し ます。

[ 完了 ] パネル

このウ ィ ザー ドパネルは、 新規 QuickPatch 作成ウ ィ ザー ドが無事に完了し た後に表示されます。 このパネルが表

示される と、 プロジ ェ ク ト の管理イ ンス ト ールがま もな く 起動されます。 管理イ ンス ト ールが完了し た後、

InstallShield は ウ ィ ザー ド パネルに入力された情報を使って QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成し ます。

テーブル 8-1 • [ プロジ ェ ク ト 名 ] パネルの設定

設定 説明

QuickPatch プロジ ェ ク ト

名

QuickPatch プロジ ェ ク ト の名前を入力するか、 [ 参照 ] ボタ ン

を ク リ ッ ク し て既存プロジ ェ ク ト を開きます。 場合によ って、

既存プロジ ェ ク ト の上書きをするのかど うかを確認するプロ

ンプ ト が表示されます。

パッ チするビルド済み 

MSI パッ ケージまたは 

Setup.exe

ビルド済み MSI パッ ケージまたは Setup.exe の場所を指定す

るか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て既存セ ッ ト ア ッ プを指定

し ます。 新規 QuickPatch 作成ウ ィ ザー ド は、 このセ ッ ト ア ッ

プのみを有効にする こ とができるパッ チを作成し ます。
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DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド

DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド を使って、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に Microsoft DirectX 9c 再配布可能フ ァ イ

ルを含み、 い く つかのオプシ ョ ンを設定する こ とができます。

メ モ • DirectX オブジ ェ ク ト に含める フ ァ イルについては、 「DirectX 9.0 オブジ ェ ク ト を含める」 を参照し て く だ さ

い。

DirectX 9c の ManagedDX コ ンポーネン ト  ( オプシ ョ ン ) は、 .NET Framework 1.1 以降がシステムに イ ンス ト ールさ

れている必要があ り ます。

DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド には、 次の関連するウ ィ ザー ドパネルがあ り ます。

• よ う こそ

• オブジ ェ ク ト の設定

• 概要

DirectX に関する詳しい情報は、 http://msdn.microsoft.com/directx をご覧 く だ さい。

[ よ う こそ ] パネル

DirectX オブジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ド を使って、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に Microsoft DirectX 9c 再配布可能フ ァ イ

ルを含み、 い く つかのオプシ ョ ンを設定する こ とができます。

メ モ • DirectX オブジ ェ ク ト に含める フ ァ イルについては、 「DirectX 9.0 オブジ ェ ク ト を含める」 を参照し て く だ さ

い。

DirectX 9c の ManagedDX コ ンポーネン ト  ( オプシ ョ ン ) は、 .NET Framework 1.1 以降がシステムに イ ンス ト ールさ

れている必要があ り ます。

DirectX に関する詳しい情報は、 http://msdn.microsoft.com/directx をご覧 く だ さい。
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[ オブジ ェ ク ト の設定 ] パネル

[ オブジ ェ ク ト 設定 ] パネルでは、 次のオプシ ョ ンを設定する こ とができます。

DirectX に関する詳しい情報は、 http://msdn.microsoft.com/directx をご覧 く だ さい。

[ 概要 ] パネル

[ 概要 ] パネルでは、 [ オブジ ェ ク ト の設定 ] パネル で構成し たオプシ ョ ンを確認する こ とができます。 設定を使

用し て、 プロジ ェ ク ト に DirectX 9 再配布可能フ ァ イルを追加するには [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て く ださい。

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは、 実行可能フ ァ イルの実行中にシステムを監視する使い易いツールです。

ウ ィ ザー ド では実行可能フ ァ イルが必要とする可能性のある .dll および .ocx フ ァ イルのリ ス ト が表示され、 それ

ぞれをプロジ ェ ク ト に含めるかど うかを指定できます。 ウ ィ ザー ド を使ってプロジ ェ ク ト に既に含まれている実

行可能フ ァ イルをスキャ ンするか、 スキャ ン処理を開始する前にウ ィ ザー ドの [ 実行可能フ ァ イルの指定 ] パネル

を使ってスキャ ンする新しい実行可能フ ァ イルを選択し てプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。

タ スク : ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を起動するには、 次の手順を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 依存関係 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ダイナ ミ ッ ク スキャ ンの実行 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド には、 次のよ う な関連パネルがあ り ます。

テーブル 8-2 • [ オブジ ェ ク ト の設定 ] パネルのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

DirectX フ ァ イルを Disk1 フ ォ

ルダー内のフ ォルダーに配置

する

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 ビルド時に作成中のイ ンス ト ールに対

し て DirectX フ ォルダーが作成され、 リ リースの Disk1 フ ォルダーに配置され

ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする と、 DirectX 再配布可能フ ァ イルが .msi 

フ ァ イルにス ト リームされます。 単一実行可能イ ンス ト ールを作成し ている

場合、 フ ァ イルが .msi フ ァ イルに含められるよ う にこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを

ク リ アにし ます。

オブジ ェ ク ト に含める DirectX フ ァ イルについては、 「DirectX 9.0 オブジ ェ ク

ト を含める」 を参照し て く だ さい。

DirectX 9 のイ ンス ト ールを開

始する前に Microsoft DirectX 

EULA を表示する

デフ ォル ト では、 Microsoft DirectX EULA が DirectX 9 のイ ンス ト ールが始ま

る前にエン ド ユーザーに対し て表示されます。 EULA が表示されないよ う に

するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。
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• よ う こそ 

• フ ァ イルのフ ィ ルター 

• 実行プログラムの指定 

• アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルの指定 

• アプ リ ケーシ ョ ンの起動 

• アプ リ ケーシ ョ ンの実行中 

• フ ァ イルの選択 

• スキャ ン結果 

• ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドの完了 

[ よ う こそ ] パネル

The Dynamic Scanning Wizard provides you with an easy path to add your application’s dependency files to your project.

スキャナーを使用する前に、 対象の実行可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する こ と をお勧めし ます。

ウ ィ ザー ドの使用を開始するには、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

[ フ ァ イルのフ ィ ルター ] パネル

The Dynamic Scanning Wizard may list as dependencies certain files that you do not want to add to your installation. 例え

ば、 ターゲッ ト  マシン上に既存する一般的なシステムフ ァ イルは通常、 再イ ンス ト ールする必要があ り ません。

スキャナーを実行し た時にこれらのフ ァ イルがプロジ ェ ク ト に追加される こ と を回避するには、 [ フ ァ イルのフ ィ

ルター ] パネルで [ フ ァ イルのフ ィ ルター ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

スキャ ンから除外する フ ァ イル リ ス ト を カス タ マイズする方法については、 「依存関係スキャナーでフ ァ イルを

フ ィ ルターする」 を参照し て く だ さい。

[ 実行可能フ ァ イルの指定 ] パネル

The Specify the Executable panel is where you specify whether you want to scan an executable file that is already 

included in your project, or one that has not yet been added.

テーブル 8-3 • [ 実行可能フ ァ イルの指定 ] パネルの設定

設定 説明

マイプロジ ェ ク ト から実行フ ァ

イルを選択する

スキャ ンする実行可能フ ァ イルがプロジ ェ ク ト に既に追加されている場合

は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

新しい実行可能フ ァ イルを選択

する

スキャ ンする実行可能フ ァ イルが現在プロジ ェ ク ト に含まれていない場合

は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
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[ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルの指定 ] パネル

[ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルの指定 ] パネルでは、 スキャ ンする特定の実行可能フ ァ イル (.exe) を選択し ます。 さ

らに、 フ ァ イルや作業フ ォルダーのコマン ド ラ イ ンパラ メ ーターを指定する こ とができます。

アプ リ ケーシ ョ ンの起動

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド によるアプ リ ケーシ ョ ンのスキャ ンを実行する前に、 該当するアプ リ ケーシ ョ

ンの起動が必要です。 ウ ィ ザー ド によるアプ リ ケーシ ョ ンの起動後、 アプ リ ケーシ ョ ンのメ ニュー項目や機能が

使用可能になっているか、 できるだけ多 く を試し てみて く だ さい。 これは、 依存関係フ ァ イルの場所を見つけて

プロジ ェ ク ト に追加するのに役立ちます。

[ 次へ ] を ク リ ッ ク し て、 アプ リ ケーシ ョ ンを起動し、 依存関係のスキャ ンを開始し ます。

[ アプ リ ケーシ ョ ンが実行中です ] パネル

[ アプ リ ケーシ ョ ンが実行中です ] パネルはアプ リ ケーシ ョ ンを実行し ている間、 表示されます。 アプ リ ケーシ ョ

ンを終了し てから、 [ 完了 ] ボタ ンを ク リ ッする と、 スキャ ン結果が表示されます。 スキャ ン結果を確認し なけれ

ば、 フ ァ イルは追加されません。

テーブル 8-4 • [ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルの指定 ] パネルの設定

設定 説明

アプ リ ケーシ ョ ン スキャ ンする実行可能フ ァ イルを指定し ます。 プロジ ェ ク ト に既に含まれてい

る フ ァ イルをスキャ ンする場合は、 プロジ ェ ク ト に既存する実行可能フ ァ イル

のリ ス ト から選択し ます。 まだプロジ ェ ク ト の一部になっていないフ ァ イルを

スキャ ンする場合は、 フ ァ イルへのパスを入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し てフ ァ イルへ移動し ます。

コマン ド ラ イ ン 実行可能フ ァ イルに渡すコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを入力し ます。 これら

のパラ メ ーターはスキャ ン処理中のみ使用され、 ウ ィ ザー ドの終了後は使用さ

れません。

作業用フ ォルダー このアプ リ ケーシ ョ ンに対する作業フ ォルダーへのパスを入力するか、[ 参照 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し てデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 デフ ォル ト では、 デ ィ レ ク

ト リは、 スキャ ンするアプ リ ケーシ ョ ンが格納されている フ ォルダーと同じ

フ ォルダーに設定されています。
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[ フ ァ イル選択 ] パネル

[ フ ァ イルの選択 ] パネルには、 プロジ ェ ク ト に追加する必要がある可能性の高いフ ァ イルおよびマージ モジュー

ルのリ ス ト が表示されます。 このパネルを使って、 イ ンス ト ールに含める フ ァ イルおよびマージ モジュールを選

択できます。 詳細については、 「依存関係スキャナー結果の確認」 を参照し て く だ さい。

[ スキャ ン結果 ] パネル

[ スキャ ン結果 ]  パネルには、 ウ ィ ザー ドが識別し た依存関係の中から プロジ ェ ク ト に追加する こ とが選択された

フ ァ イルが表示されます。

これらの依存関係をプロジ ェ ク ト に追加するには、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 依存関係を追加し ないで

ウ ィ ザー ド を終了するには、 [ キャ ンセル ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 再び依存関係の可能性がある フ ァ イルのリ

ス ト を表示し て、 それら を追加または削除するには、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

[ ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド完了 ] パネル

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドが [ ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドの完了 ] パネルを表示する段階で、 ウ ィ

ザー ドは実行可能フ ァ イルの依存関係をプロジ ェ ク ト に追加済みです。 まだプロジ ェ ク ト に含まれていない実行

可能フ ァ イルのスキャ ンを選択し た場合、 その .exe フ ァ イルも追加されます。

[ 完了 ] を ク リ ッ クする と、 ウ ィ ザー ド を閉じ て InstallShield に戻り ます。

文字列テーブルのエクスポー ト  ウ ィ ザー ド

[ 文字列テーブルをエクスポー ト ] ウ ィ ザー ド を使う と、 文字列テーブルをテキス ト  ( .txt) フ ァ イルにエクスポー

ト し て、 翻訳し てから InstallShield にイ ンポー ト し直すこ とができます。 [ 文字列テーブルのエクスポー ト ] ウ ィ

ザー ド には、 次のよ う な関連パネルがあ り ます。

• よ う こそ 

• フ ァ イル名 

テーブル 8-5 • [ フ ァ イル選択 ] パネルの設定

設定 説明

File 該当するチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 プロジ ェ ク ト に追加する フ ァ イ

ルおよびマージ モジュールを指定し ます。

すべて選択解除 すべてのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする場合は、 このボタ ンを ク リ ッ ク

し ます。 その後、 プロジ ェ ク ト に追加する フ ァ イルまたはモジュールに

対応する各チ ェ ッ ク ボ ッ クスを手作業で選択できます。

すべて選択 すべてのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する場合は、 このボタ ンを ク リ ッ ク し

ます。 その後、 プロジ ェ ク ト に追加する フ ァ イルまたはモジュールに対

応する各チ ェ ッ ク ボ ッ クスを手作業でク リ アできます。
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• ウ ィ ザー ドの終了 

[ よ う こそ ] パネル

セ ッ ト ア ッ プのラ ン タ イム文字列を翻訳する最も簡単な方法は、 テキス ト  (.txt) フ ァ イルにエクスポー ト し、 翻訳

する こ と です。 翻訳が完了し たら、 イ ンス ト ールのローカ ラ イズされたバージ ョ ンのセ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト

に、 これらの文字列を再びイ ンポー ト する こ とができます。 文字列テーブルのエクスポー ト ウ ィ ザー ドは、 テキ

ス ト フ ァ イルへの文字列すべてのエクスポー ト の手順を示し ます。

[ フ ァ イル名 ] パネル

このパネルでは、 文字列すべてのエクスポー ト 先と なるテキス ト フ ァ イルの場所およびフ ァ イル名を指定できま

す。

[ ウ ィ ザー ドの完了 ] パネル

この時点で、 直前のパネルで指定し たフ ァ イルに、 文字列のすべてが送られています。 [ キャ ンセル ] を ク リ ッ ク

し て変更を破棄するか、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て変更を保存し IDE に戻り ます。

REG フ ァ イルのイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド

REG フ ァ イルのイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を利用し て、 既存のレジス ト リデータ (.reg) を InstallShield プロジ ェ ク ト に

イ ンポー ト する こ とができます。 このレジス ト リデータは、 セ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト 中にターゲッ ト  システム

のレジス ト リ に追加されます。

レジス ト リ フ ァ イルイ ンポー ト ウ ィ ザー ド には、 次のよ う な関連パネルがあり ます。

• よ う こそ 

• レジス ト リ フ ァ イルのイ ンポー ト  

• 競合オプシ ョ ンのイ ンポー ト  

• イ ンポー ト 処理状況 

テーブル 8-6 • [ フ ァ イル名 ] パネルの設定

設定 説明

フ ァ イル名 文字列すべてのエクスポー ト 先と なるテキス ト フ ァ イルのパ

スおよびフ ァ イル名を入力するか、 または [ 参照 ] ボタ ンを

ク リ ッ ク し てこのフ ァ イルを指定し ます。
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[ よ う こそ ] パネル

REG フ ァ イルのイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を利用し て、 既存のレジス ト リデータ (.reg) を InstallShield プロジ ェ ク ト に

イ ンポー ト する こ とができます。 このレジス ト リデータは、 セ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト 中にターゲッ ト  システム

のレジス ト リ に追加されます。

メ モ • レジス ト リ データ を イ ンポー ト する前に、 このデータの追加先と し て正しい機能が選択されているか確認

し て く ださい。 機能を指定するには、 ウ ィ ザー ド をキャ ンセルし て、 [ レジス ト リ ] ビ ューの [ 機能 ] リ ス ト から

該当する機能を選択し ます。

[ 次へ ] を ク リ ッ クする と、 .reg フ ァ イルのイ ンポー ト を開始し ます。

注意 • InstallShield は、 Regedit のエクスポー ト によ って作成された .reg フ ァ イル、 またはそのフ ォーマ ッ ト に厳密

に従ったフ ァ イルからのみイ ンポー ト する こ とができます。 また、 InstallShield は複数行のレジス ト リ値もサポー

ト し ていません。

[ レジス ト リ フ ァ イルのイ ンポー ト ] パネル

このパネルでは、 イ ンポー ト する .reg フ ァ イルを指定できます。

テーブル 8-7 • [ レジス ト リ フ ァ イルのイ ンポー ト ] パネルの設定

プロパテ ィ 説明

レジス ト リ フ ァ イル イ ンポー ト する .reg フ ァ イルのパスを入力するか、 [ 参照 ] ボ

タ ンを ク リ ッ ク し てこのフ ァ イルに移動し ます。

注意 • InstallShield は、 Regedit のエクスポー ト によ って作成さ

れた .reg フ ァ イル、 またはそのフ ォーマ ッ ト に厳密に従った

フ ァ イルからのみイ ンポー ト する こ とができます。 また、

InstallShield は複数行のレジス ト リ値もサポー ト し ていませ

ん。
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[ 競合オプシ ョ ンのイ ンポー ト ] パネル

イ ンポー ト する .reg フ ァ イルに、 セ ッ ト ア ッ プのレジス ト リ データ と競合する設定が含まれている場合は、 競合

をどのよ う に解決するかを選択できます。

[ イ ンポー ト 進行状況 ] パネル

このパネルには、 REG フ ァ イルのイ ンポー ト の進行状況が表示されます。 [ キャ ンセル ] を ク リ ッ ク し てイ ンポー

ト を中止するか、 ウ ィ ザー ド によ り REG フ ァ イルのイ ンポー ト が終了するまで待ち、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し IDE 

に戻り ます。

文字列テーブルのイ ンポー ト  ウ ィ ザー ド

文字列テーブルのイ ンポー ト ウ ィ ザー ド を使用し て、 InstallShield に文字列テーブルを イ ンポー ト し ます。 この

ウ ィ ザー ドは、 翻訳し た文字列を InstallShield に再びイ ンポー ト する タ スクの手順を説明し ます。 [ 文字列テーブ

ルのイ ンポー ト ] ウ ィ ザー ド には、 次のよ う な関連パネルがあ り ます。

• よ う こそ

• フ ァ イル名

• ウ ィ ザー ドの終了 

[ よ う こそ ] パネル

セ ッ ト ア ッ プのローカ ラ イズ版を作成し ている場合、 ラ ン タ イム文字列のすべてを変換用にエクスポー ト する方

法がと ても簡単です。 文字列は一度変換する と、 セ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト にイ ンポー ト できます。 文字列テー

ブルのイ ンポー ト ウ ィ ザー ド では、 イ ンポー ト するすべての変換済みラ ン タ イム文字列を含むテキス ト  (.txt) フ ァ

イルを指定できます。

文字列テーブルを イ ンポー ト する場合、 既存の文字列のすべては、 イ ンポー ト し ている文字列によ り上書き され

ます。 し たがって、 変換バージ ョ ンを イ ンポー ト する前に、 オ リ ジナルの文字列のコ ピーを必ず作成し て く だ さ

い。

テーブル 8-8 • [ 競合オプシ ョ ンのイ ンポー ト ] パネルの設定

設定 説明

レジス ト リ データ を上書

きする

イ ンポー ト し ている REG フ ァ イル内のデータ で、 すでにイ ン

ス ト ール プロジ ェ ク ト にある競合データ を上書きする場合、

このオプシ ョ ンを選択し ます。

レジス ト リ データ を上書

き し ない

イ ンポー ト 中に競合が発生し た場合に、 すでにイ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト にあるデータ を保持する場合、 このオプシ ョ ン

を選択し ます。 競合し ないレジス ト リデータがすべてイ ン

ポー ト されます。
460 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 8 章 : 

ウ ィ ザー ド リ フ ァ レンス
[ フ ァ イル名 ] パネル

このダイアログでは、 イ ンポー ト する特定のテキス ト  (.txt) フ ァ イルを選択できます。

[ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 これらの文字列をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し ます。 既存の文字列は上書き され

ます。

[ ウ ィ ザー ドの完了 ] パネル

この時点で、 指定し たテキス ト フ ァ イル内に含まれる文字列は、 セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト されて

います。 変更を保存せずにウ ィ ザー ド を終了する場合、 [ キャ ンセル ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 完了 ] を ク

リ ッ クする と、 変更を保存し て IDE に戻り ます。

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を利用し て、 プロジ ェ ク ト 含まれている フ ァ イルをスキャ ン し て必要な依存関

係があるかど うかをチ ェ ッ クする こ とができます。 このウ ィ ザー ドはプロジ ェ ク ト にあるすべての .exe、 .dll、

.ocx、 .sys、 .com、 .drv、 .scr、 および .cpl フ ァ イルをスキャ ン し、 検出し た依存関係を イ ンス ト ールに追加し ます。

プロジ ェ ク ト に追加された新規フ ァ イルは、 フ ァ イルが依存し ている同じ機能に追加されるので、 イ ンス ト ール

が必要な と きに確実に実行される こ と を確認し ます。

タ スク : ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を起動するには、 次の操作を実行し ます。

1. [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] の下にあるビ ュー リ ス ト で、 [ 依存関係 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ ス タ テ ィ ッ ク スキャ ンの実行 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド には、 次のよ う な関連パネルがあ り ます :

• よ う こそ 

• フ ァ イルのフ ィ ルター 

• スキャ ンの進行状況 

• フ ァ イルの選択 

• スキャ ン結果 

• ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドの終了 

テーブル 8-9 • [ フ ァ イル名 ] パネルの設定

設定 説明

フ ァ イル名 イ ンポー ト する文字列を含むテキス ト  (.txt) フ ァ イルのパスお

よびフ ァ イル名を入力するか、 または [ 参照 ] ボタ ンを ク

リ ッ ク し てこのフ ァ イルに移動し ます。
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[ よ う こそ ] パネル

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を利用し て、 プロジ ェ ク ト 含まれている フ ァ イルをスキャ ン し て必要な依存関

係があるかど うかをチ ェ ッ クする こ とができます。 このウ ィ ザー ドはプロジ ェ ク ト にあるすべての .exe、 .dll、

.ocx、 .sys、 .com、 .drv、 .scr、 および .cpl フ ァ イルをスキャ ン し、 検出し た依存関係を イ ンス ト ールに追加し ます。

[ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ イルの依存関係を調べるスキャ ンを開始し ます。

[ フ ァ イルのフ ィ ルター ] パネル

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは、 イ ンス ト ールに追加する必要のないフ ァ イルを依存関係と し て リ ス ト する

場合があ り ます。 例えば、 ターゲッ ト  マシン上に既存する一般的なシステムフ ァ イルは通常、 再イ ンス ト ールす

る必要があ り ません。 スキャナーを実行し た時にこれらのフ ァ イルがイ ンス ト ールに追加される こ と を回避する

には、 [ フ ァ イルのフ ィ ルター ] パネルで [ フ ァ イルのフ ィ ルター ] を選択し ます。

スキャ ンから除外する フ ァ イル リ ス ト を カス タ マイズする方法については、 「依存関係スキャナーでフ ァ イルを

フ ィ ルターする」 を参照し て く だ さい。

[ スキャ ンの進行状況 ] パネル

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドがプロジ ェ ク ト に含まれるすべての .exe、 .dll、 .ocx、 .sys、 .com、 .drv、 .scr、

および .cpl フ ァ イルをスキャ ン し て依存関係を調べている最中に [ スキャ ンの進行状況 ] パネルが表示されます。

スキャ ン結果を確認し なければ、 フ ァ イルは追加されません。
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[ フ ァ イル選択 ] パネル

[ フ ァ イルの選択 ] パネルには、 プロジ ェ ク ト に追加する必要がある可能性の高いフ ァ イルおよびマージ モジュー

ルのリ ス ト が表示されます。 このパネルを使って、 イ ンス ト ールに含める フ ァ イルおよびマージ モジュールを選

択できます。 詳細については、 「依存関係スキャナー結果の確認」 を参照し て く だ さい。

[ スキャ ン結果 ] パネル

[ スキャ ン結果 ]  パネルには、 ウ ィ ザー ドが識別し た依存関係の中から プロジ ェ ク ト に追加する こ とが選択された

フ ァ イルが表示されます。

これらの依存関係をプロジ ェ ク ト に追加するには、 [ 次へ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 依存関係を追加し ないで

ウ ィ ザー ド を終了するには、 [ キャ ンセル ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 再び依存関係の可能性がある フ ァ イルのリ

ス ト を表示し て、 それら を追加または削除するには、 [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

テーブル 8-10 • [ フ ァ イル選択 ] パネルの設定

設定 説明

File 該当するチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 イ ンス ト ールに追加する フ ァ イルを

指定し ます。 各種アイ コ ンが示す意味は次のとお り です。

• : このアイ コ ンは、 フ ァ イルがシステムまたはド ラ イバー フ ァ イルで

ある こ と を示し ます。 このタ イプのフ ァ イルは通常イ ンス ト ールの一部と

し て再配布される ものではな く 、 イ ンス ト ール先コ ンピ ューターの実行不

能の原因と なる可能性があ り ます。 これらのフ ァ イルが必要かど うか、 含

める前に確認し て く ださい。

• : このアイ コ ンは、 システムフ ァ イルではないこ と を示し ます。 イ ンス

ト ールにこのフ ァ イルを含めるには、 アイ コ ンの左側のチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを選択し て く ださい。

• : このアイ コ ンはマージ モジュールを示し ます。 指定のマージ モ

ジュールをプロジ ェ ク ト に追加するには、 アイ コ ンの左側のチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択し ます。

• : これは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の .NET アセンブ リのアイ コ ンで

す。

• : このアイ コ ンは、 ス タ テ ィ ッ ク スキャナーが検出し たものの、 既に

プロジ ェ ク ト に含まれている フ ァ イルを識別し ます。

すべて選択解除 すべてのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ アする場合は、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ま

す。 その後、 プロジ ェ ク ト に追加する フ ァ イルまたはモジュールに対応する各

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを手作業で選択できます。

すべて選択 すべてのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する場合は、 このボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

その後、 プロジ ェ ク ト に追加する フ ァ イルまたはモジュールに対応する各

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを手作業でク リ アできます。
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[ ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドの完了 ] パネル

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドが [ ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドの完了 ] パネルを表示する段階で、 ウ ィ

ザー ドは選択された依存関係をプロジ ェ ク ト に追加済みです。

[ 完了 ] を ク リ ッ クする と、 ウ ィ ザー ド を閉じ て InstallShield に戻り ます。

システム検索ウ ィ ザー ド

InstallShield の [ 要件 ] ビ ューでは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のターゲッ ト  システム要件を指定できます。 シス

テム ソ フ ト ウ ェ ア要件を指定する と き、 システム検索ウ ィ ザー ド を実行し な く てはな り ません。 [ システム検索

ウ ィ ザー ド ] は、 イ ンス ト ール前にターゲッ ト のシステム上にある特定のフ ァ イル、 フ ォルダー、 レジス ト リ

キーまたは .ini 値を探す Windows Installer 機能を提供し ます。

タ スク : システム検索ウ ィ ザー ドが起動するには、 次の手順を実行し ます。

1. ビ ュー リ ス ト の [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] の下にある [ 要件 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. エクスプローラーで、 項目を右ク リ ッ ク し てから [ 新規起動条件の作成 ] ( システム検索ウ ィ ザー ド )] を選択

し ます。

システム検索ウ ィ ザー ド には、 以下のパネルがあ り ます。

• よ う こそ 

• 検索する対象を指定し て く だ さい 

• 検索方法 

• この値の処理方法を指定し て く だ さい 

[ よ う こそ ] パネル

システム検索ウ ィ ザー ドの [ よ う こそ ] パネルこのウ ィ ザー ド を使って、 プロジ ェ ク ト にシステム検索を追加また

は変更する こ とができます。 システム検索を追加または変更するには [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

検索する対象を指定し て く だ さいパネル

システム検索ウ ィ ザー ドの [ 検索内容 ] パネルを使って、 検索するアイテムの種類、 およびターゲッ ト  システム

内で検索する場所を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• フ ァ イル パス ( フ ォルダーを検索 )

• フ ォルダーパス、 全てのド ラ イブを検索する

• フ ォルダー パス、 特定のフ ォルダーを検索する

• フ ォルダー パス ( 特定のフ ァ イルを検索 )
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• フ ァ イル パス ( レジス ト リ エン ト リ で指定 )

• フ ォルダー パス ( レジス ト リ エン ト リ で指定 )

• レジス ト リ エン ト リ

• フ ァ イル パス (.ini フ ァ イル値で指定 )

• フ ォルダー パス (.ini フ ァ イル値で指定 )

• .ini フ ァ イル値

検索方法パネル ( システム検索メ ソ ッ ドの定義 )

[ 検索内容 ] パネルには、 検索を カス タ マイズするための設定があり ます。 このパネルの設定は、 前のパネルで選

択し た検索の種類によ って異な り ます。

テーブル 8-11 • 検索を カス タ マイズする

検索の種類 構成が必要な対応する設定

フ ァ イル パス ( フ ォルダーを検

索 )

フ ァ イルの詳細と その検索場所を指定し ます。

詳細については、 「[ フ ァ イルの詳細の指定 ] パネル ( フ ァ イル検索オプシ ョ

ン )」 を参照し て く だ さい。

フ ォルダーパス、 全てのド ラ イ

ブを検索する

検索する フ ォルダー名およびサブ フ ォルダーの階層数を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル ( フ ォルダー検索オプシ ョ ン )」 を参照し

て く だ さい。

フ ォルダー パス、 特定のフ ォ

ルダーを検索する

フ ォルダー名と、 それを ターゲッ ト  システム上で探す場所を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル ( 特定のフ ォルダーオプシ ョ ン )」 を参照

し て く だ さい。

フ ォルダー パス ( 特定のフ ァ イ

ルを検索 )

フ ァ イルの詳細と その検索場所を指定し ます。

詳細については、 「[ フ ァ イルの詳細の指定 ] パネル ( フ ァ イル検索オプシ ョ

ン )」 を参照し て く だ さい。

フ ァ イル パス ( レジス ト リ エ

ン ト リ で指定 )

レジス ト リ エン ト リの詳細を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル ( レジス ト リ検索オプシ ョ ン )」 を参照し

て く だ さい。

フ ォルダー パス ( レジス ト リ 

エン ト リ で指定 )

レジス ト リ エン ト リの詳細を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル ( レジス ト リ検索オプシ ョ ン )」 を参照し

て く だ さい。
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[ フ ァ イルの詳細の指定 ] パネル ( フ ァ イル検索オプシ ョ ン )

[ フ ァ イル パス ( フ ォルダーを検索 )] タ イプのシステム検索を構成する場合、 または [ フ ォルダー パス ( 特定の

フ ァ イルを検索 )] タ イプの検索を構成する場合、 [ フ ァ イルの詳細と その検索場所を指定 ] パネルには、 次の設定

が表示されます ：

レジス ト リ エン ト リ レジス ト リ エン ト リの詳細を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル ( レジス ト リ検索オプシ ョ ン )」 を参照し

て く だ さい。

フ ァ イル パス (.ini フ ァ イル値

で指定 )

.ini フ ァ イル値についての詳細を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル (.ini フ ァ イル検索 オプシ ョ ン )」 を参照

し て く だ さい。

フ ォルダー パス (.ini フ ァ イル

値で指定 )

.ini フ ァ イル値についての詳細を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル (.ini フ ァ イル検索 オプシ ョ ン )」 を参照

し て く だ さい。

.ini フ ァ イル値 .ini フ ァ イル値についての詳細を指定し ます。

詳細については、 「検索方法パネル (.ini フ ァ イル検索 オプシ ョ ン )」 を参照

し て く だ さい。

テーブル 8-12 • [ フ ァ イルの詳細と その検索場所を指定 ] パネルの設定

設定 説明

フ ァ イル名 探すフ ァ イルまたはアプ リ ケーシ ョ ンの完全名と拡張子を入力し ます。

メ モ • フ ァ イル名を入力する と、 [ 詳細 ] ボタ ンが有効化されます。 特定のバー

ジ ョ ン、 作成日、 サイズ、 または言語を含む検索に限定し たい場合は、 このボタ

ンを ク リ ッ ク し ます。 詳細については、 「[ フ ァ イルの詳細 ] ダイアログ ボ ッ ク

ス」 を参照し て く だ さい。

検索先 ターゲッ ト  システム上で Windows Installer を検索する場所を指定し ます。

検索するサブ フ ォルダー

の最大数

ターゲッ ト  システム上で検索する フ ァ イルのサブ フ ォルダーの最大数を指定し

ます。

テーブル 8-11 • 検索を カス タ マイズする ( 続き )

検索の種類 構成が必要な対応する設定
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検索方法パネル ( フ ォルダー検索オプシ ョ ン )

[ フ ォルダー パス ( すべてのド ラ イバーを検索 )] タ イプのシステム検索を構成する場合、 [ 検索方法 ] パネルには、

次の設定が表示されます ：

検索方法パネル ( 特定のフ ォルダーオプシ ョ ン )

[ フ ォルダー パス ( 特定のフ ォルダーを検索 )] タ イプのシステム検索を構成する場合、 [ 検索方法 ] パネルには、

次の設定が表示されます ：

テーブル 8-13 • 検索方法パネルの設定

設定 説明

フ ォルダー名 Windows Installer が検索する フ ォルダーの完全名と拡張子を入力し ます。

検索先 ターゲッ ト  システム上で Windows Installer を検索する場所を指定し ます。

検索するサブ フ ォルダー

数

ターゲッ ト  システム上で Windows Installer が検索するサブ フ ォルダーの階層数を

指定し ます。

テーブル 8-14 • 検索方法パネルの設定

設定 説明

フ ォルダー名 検索する フ ォルダーの完全名と拡張子を入力し ます。

検索先 ターゲッ ト  システム上で Windows Installer を検索する場所を指定し ます。 完全パ

スを指定するか、 前回の検索で使用し たパスを選択できます。

完全パスを指定するには、 既存デ ィ レ ク ト リ を選択し て [ 参照 ] ボタ ンを ク リ ッ

クするか、 新しいパスを作成し ます。

前回の検索からのパスを指定する場合、 一覧から選択し ます。 リ ス ト が空白の場

合、 プロジ ェ ク ト にその他の検索が含まれていないこ と を示し ます。

検索するサブ フ ォルダー

数

ターゲッ ト  システム上で Windows Installer が検索するサブ フ ォルダーの階層数を

指定し ます。
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検索方法パネル ( レジス ト リ検索オプシ ョ ン )

[ フ ォルダー パス ( レジス ト リ エン ト リ で指定 )] タ イプのシステム検索、 またはレジス ト リ エン ト リ タ イプのシ

ステム検索を構成する場合、 [ 検索方法 ] パネルに次の設定が表示されます ：

検索方法パネル (.ini フ ァ イル検索 オプシ ョ ン )

[ フ ァ イル パス (.ini フ ァ イル値で指定 )] タ イプのシステム検索、または .ini フ ァ イル値 タ イプのシステム検索を構

成する場合、 [ 検索方法 ] パネルに次の設定が表示されます ：

テーブル 8-15 • 検索方法パネルの設定

設定 説明

レジス ト リ ルー ト ターゲッ ト  システム上で Windows Installer が検索するレジス ト リ ルー ト を指定し

ます。

レジス ト リ キー 検索する項目と関連し たレジス ト リキーを正確に入力し ます。 例えば、

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Adobe\Acrobat を ターゲッ ト  システムで検索し た

い場合、 この設定に SOFTWARE\Adobe\Acrobat のよ う に入力し ます。

ヒ ン ト • Windows レジス ト リ エデ ィ ターから正しいキー名を コ ピーし て構文が正

しいこ と を確認し て く だ さい。

レジス ト リ値 ( オプシ ョ

ン )

特定のレジス ト リ値を検索するには、 Windows レジス ト リ エデ ィ ターに表示され

るレジス ト リ値を正確に入力し ます。

メ モ • この設定が空白の場合、 システム検索はレジス ト リ キーのデフ ォル ト 値を

探し ます。

レジス ト リの 64 ビ ッ ト の

部分を検索

64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムは、 通常 2 つの HKEY_LOCAL_MACHINE\Software 

キーを持ちます :

• HKLM\Software - 64 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン用

• HKLM\Software\Wow6432Node - 32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン用

Windows Instaler が 64 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システム上でレジス ト リの  64 ビ ッ ト  部

分をチ ェ ッ クする場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

テーブル 8-16 • 検索方法パネルの設定

設定 説明

INI フ ァ イル名 .ini フ ァ イル名を ターゲッ ト  システムに表示される とお り に指定し ます。 このフｧ

イルは、 Windows フ ォルダーに既存する フ ァ イルです。
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この値の処理方法を指定し て く だ さいパネル

[ 値の処理方法 ] パネルで、 検索条件が検出された場合、 または検出されなかった場合にイ ンス ト ールを続行する

かど うかを指定し ます。

このパネルでは、 検索条件に合致し なかったためにイ ンス ト ールが中断された場合に表示するテキス ト を入力す

る こ と もできます。

Visual Basic .NET、 Visual C++ .NET および C# .NET 用の Visual 
Studio .NET ウ ィ ザー ド

Visual Studio .NET ウ ィ ザー ドは新しい InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成し て、それを Microsoft Visual 

Studio .NET ソ リ ューシ ョ ンへ追加し ます。

メ モ • Visual Studio .NET ウ ィ ザー ドは、 システムに Microsoft Visual Studio .NET がイ ンス ト ールされている場合の

み使用可能です。

InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成中の場合、 Visual Studio .NET ウ ィ ザー ドは以下の処理を行います。

• 新しい InstallShield プロジ ェ ク ト を作成し て ([ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスで指定されたフ ァ イ

ル名 ) 、 ソ リ ューシ ョ ン (.sln フ ァ イル ) に追加し ます。 

• [ ビルド時にスキャ ン ] オプシ ョ ンが [ 依存関係と プロパテ ィ ] ([ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの .NET タ

ブ ) に設定されている場合、 ビルド時にすべての依存関係をプロジ ェ ク ト へ追加し ます。 

• ソ リ ューシ ョ ンにある各プロジ ェ ク ト から InstallShield プロジ ェ ク ト にプラ イマ リ出力を追加し ます。 

• リ リース設定をア ッ プデー ト し てダウンロー ド で .NET Framework の適切なバージ ョ ンを配布し ます。 

ウ ィ ザー ド を起動するには、 [ 新規プロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クス の該当するアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

[ よ う こそ ] パネル

Visual Studio .NET ウ ィ ザー ド は、 InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を Microsoft Visual Studio .NET ソ リ ュー

シ ョ ンに追加し ます。

INI セクシ ョ ン名 Windows Installer で検索する値を含む .ini フ ァ イルのセクシ ョ ン名を指定し ます。

INI キー名 Windows Installer で検索する値を含むキーの名前を指定し ます。

行全体を読み込む Windows Installer が .ini フ ァ イルの行全体を読み込む場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを選択し ます。

テーブル 8-16 • 検索方法パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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Visual Studio .NET ウ ィ ザー ドは、 システムに Microsoft Visual Studio .NET がインス ト ールされている場合のみ使用

可能です。

[ 次へ ] を ク リ ッ ク し てソ リ ューシ ョ ンを選択し て く だ さい。

[ ソ リ ューシ ョ ン ] パネル

[ ソ リ ューシ ョ ン ] パネルでは、 InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を追加する Visual Studio .NET ソ リ ュー

シ ョ ンへのパスを入力または参照し ます。

[ 完了 ] を ク リ ッ ク し て、 InstallShield プロジ ェ ク ト を作成し、 選択済みのソ リ ューシ ョ ンを追加し ます。

Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ
ザー ド

Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を使って、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたは

マージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ise) にイ ンポー ト する こ とができます。 複

数の Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する場合、 このウ ィ ザー ド を繰り返し使

用する こ とができます。

重要 • InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ またはマージ モジュール プロジ ェ ク

ト に 1 つ以上のプロジ ェ ク ト 出力が含まれている場合、 その InstallShield は、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたは

マージ モジュール プロジ ェ ク ト およびそのプロジ ェ ク ト のすべての依存関係を含む、 同じ Visual Studio ソ リ ュー

シ ョ ンに含まれていな く てはな り ません。

タ スク : Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を起動するには、 以下の手順の 1 つを行います

:

• InstallShield を Visual Studio に統合し ないで使用し ている場合 : [ プロジ ェ ク ト ] メ ニューから [Visual Studio デ

プロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

• InstallShield を Visual Studio 内部から使用し ている場合 : InstallShield ツールバーから、 [Visual Studio デプロ イ

メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド ] を ク リ ッ ク し ます。

このウ ィ ザー ド には、 以下のパネルがあ り ます :

• よ う こそ 

• プロジ ェ ク ト  フ ァ イル 

• オプシ ョ ン 

• 概要 
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[ よ う こそ ] パネル

Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を使って、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたは

マージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ise) にイ ンポー ト する こ とができます。 複

数の Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する場合、 このウ ィ ザー ド を繰り返し使

用する こ とができます。

重要 • InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ またはマージ モジュール プロジ ェ ク

ト に 1 つ以上のプロジ ェ ク ト 出力が含まれている場合、 その InstallShield は、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたは

マージ モジュール プロジ ェ ク ト およびそのプロジ ェ ク ト のすべての依存関係を含む、 同じ Visual Studio ソ リ ュー

シ ョ ンに含まれていな く てはな り ません。

ウ ィ ザー ドの使用を開始するには、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

[ プロジ ェ ク ト フ ァ イル ] パネル

[ プロジ ェ ク ト  フ ァ イル ] パネルを使って、 イ ンポー ト する Visual Studio プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を指定し ます。 プ

ロジ ェ ク ト には、 セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト を選択できます。

[ オプシ ョ ン ] パネル

Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を使って、 プロジ ェ ク ト 出力、 フ ァ イル、 レジ

ス ト リ キー、 フ ァ イル拡張子、 カス タム アクシ ョ ン、 ターゲッ ト  システム検索、 および前提条件を Visual Studio 

プロジ ェ ク ト から InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト できます。 [ オプシ ョ ン ] パネルでは、 適切な場合、 ど

のプロパテ ィ を Visual Studio プロジ ェ ク ト から InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト するのかも選択できます。

メ モ • オプシ ョ ンのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield プロジ ェ ク ト 内の既存の値が Visual Studio プロ

ジ ェ ク ト で構成された値で上書き されます。 た と えば、 [ 製品名 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield 

プロジ ェ ク ト の " 製品名 " 設定の値が Visual Studio プロジ ェ ク ト で設定された値で上書き されます。

テーブル 8-17 • イ ンポー ト で使用できるオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

製品名 イ ンポー ト し ている Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された 

ProductName プロパテ ィ を InstallShield プロジ ェ ク ト で使用するには、 こ

のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

製品名は、 InstallShield の [ 一般情報 ] ビ ューで構成されます。

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト には

適用し ません。
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製品バージ ョ ン イ ンポー ト し ている Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された 

ProductVersion プロパテ ィ の値を InstallShield プロジ ェ ク ト で使用するに

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

製品バージ ョ ンは、 InstallShield の [ 一般情報 ] ビ ューで構成されます。

INSTALLDIR イ ンポー ト し ている Visual Studio プロジ ェ ク ト のアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ

オルダに構成された DefaultLocation プロパテ ィ の値を InstallShield プロ

ジ ェ ク ト で使用するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield は [ 一般情報 ] ビ ュー

の INSTALLDIR 設定の値を、 Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成されたパ

スでア ッ プデー ト し ます。

メ モ • Visual Studio では、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ォルダーに複数のフ ォー

マ ッ ト されたプロパテ ィ が含まれたデ ィ レ ク ト リ パス ( 例、

[ProgramFilesFolder][Manufacturer]\[ProductName]) を指定できます。

Visual Studio プロジ ェ ク ト は、 実行時にデ ィ レ ク ト リ カス タム アクシ ョ

ンを使用し て、 パスを解決し ます。 ただ し、 InstallShield では、 この種類

のデ ィ レ ク ト リ パスはサポー ト されていません。 し たがって、

InstallShield はパスを変換処理中に解決し、 パスの INSTALLDIR プロパ

テ ィ を使用し ます。

エデ ィ シ ョ ン • Premier Edition と Professional Edition には 64 ビ ッ ト  サ

ポー ト が含まれていますが、 Express Edition には含まれていません。

Visual Studio プロジ ェ ク ト の DefaultLocation プロパテ ィ が 

[ProgramFiles64Folder] のよ う な 64 ビ ッ ト の場所を使用する場合で、

Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ドのこ

のパネルで INSTALLDIR チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield 

Express Edition はそのフ ォルダーに対応する 32 ビ ッ ト の場所を使用し ま

す ( 例、 [ProgramFilesFolder])。 Premier Edition と Professional Edition は 

64 ビ ッ ト の場所を使用し ます。

テーブル 8-17 • イ ンポー ト で使用できるオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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[ プログラムの追加と削除 ] のプロ

パテ ィ

Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された " プログラムの追加と削除 " プ

ロパテ ィ  (AddRemoveProgramsIcon、 Manufacturer、 Description、

ManufacturerUrl、 Author、 SupportUrl、 および SupportPhone) を 

InstallShield プロジ ェ ク ト で使用する場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを

選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield は [ 一般情報 ] ビ ュー

にある次の設定の値を、 Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された値で

ア ッ プデー ト し ます。

• 表示アイ コ ン (Visual Studio プロジ ェ ク ト では、

AddRemoveProgramsIcon プロパテ ィ )

• 発行者 (Visual Studio プロジ ェ ク ト では、 Manufacturer プロパテ ィ )

• [ プログラムの追加と削除 ] のコ メ ン ト  (Visual Studio プロジ ェ ク ト

では、 Description プロパテ ィ )

• 発行元 / 製品 URL (Visual Studio プロジ ェ ク ト では、 ManufacturerUrl 

プロパテ ィ )

• サポー ト 連絡先 (Visual Studio プロジ ェ ク ト では、 Author プロパテ ィ

)

• サポー ト  URL

• サポー ト 電話番号

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト には

適用し ません。

テーブル 8-17 • イ ンポー ト で使用できるオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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[ 概要情報ス ト リーム ] のプロパ

テ ィ

イ ンポー ト し ている Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された Summary 

Information Stream プロパテ ィ  (Title、 Subject、 Keywords、 および 

TargetPlatform) を InstallShield プロジ ェ ク ト で使用するには、 このチ ェ ッ

ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield は [ 一般情報 ] ビ ュー

にある次の設定の値を、 Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された値で

ア ッ プデー ト し ます。

• タ イ ト ル

• サブジ ェ ク ト

• キーワー ド

• " テンプレー ト の概要 " 設定の " プロセ ッサ " の種類 (Visual Studio 

プロジ ェ ク ト では、 TargetPlatform プロパテ ィ )

エデ ィ シ ョ ン • TargetPlatform 値のイ ンポー ト は InstallShield Premier 

Edition と Professional Edition でサポー ト されています。

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト には

適用し ません。

製品コー ド イ ンポー ト し ている Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された 

ProductCode プロパテ ィ の値を InstallShield プロジ ェ ク ト で使用するに

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

製品コー ドは、 InstallShield の [ 一般情報 ] ビ ューで構成されます。

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト には

適用し ません。

ア ッ プグレー ド コー ド イ ンポー ト し ている Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された 

UpgradeCode プロパテ ィ の値を InstallShield プロジ ェ ク ト で使用するに

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

ア ッ プグレー ド コー ドは、 InstallShield の [ 一般情報 ] ビ ューで構成され

ます。

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト には

適用し ません。

テーブル 8-17 • イ ンポー ト で使用できるオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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[ 概要 ] パネル

[ 概要 ] パネルでは、 Visual Studio デプロ イ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド で指定し た設定を確認で

きます。 設定のいずれかを変更する場合は、 該当するパネルが表示されるまで [ 戻る ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト するには、 [ 完了 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

すべてのユーザー イ ンポー ト し ている Visual Studio プロジ ェ ク ト で構成された 

InstallAllUsers プロパテ ィ の値を InstallShield プロジ ェ ク ト で使用するに

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 InstallShield は [ 一般情報 ] ビ ュー

の ALLUSERS 設定の値を、 Visual Studio プロジ ェ ク ト の InstallAllUsers プ

ロパテ ィ で構成された値に基づいてア ッ プデー ト し ます。

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト には

適用し ません。

プロジ ェ ク ト 言語 イ ンポー ト し ている Visual Studio プロジ ェ ク ト の Localization プロパテ ィ

で選択された言語を InstallShield プロジ ェ ク ト で使用するには、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

言語は、 InstallShield の [ 一般情報 ] ビ ューの " セ ッ ト ア ッ プ言語 " 設定

で構成されます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ていて、 Visual Studio プロジ ェ ク ト の言

語が InstallShield プロジ ェ ク ト の言語と一致し なかった場合、

InstallShield はプロジ ェ ク ト 内の既存の文字列エン ト リの値を Visual 

Studio プロジ ェ ク ト の言語のデフ ォル ト 文字列エン ト リ値と置換し ます。

た と えば、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ていて、 InstallShield プロ

ジ ェ ク ト の言語がスペイ ン語で、 Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語がド

イ ツ語であった場合、 InstallShield はプロジ ェ ク ト 内のスペイ ン語のラ ン

タ イム文字列をデフ ォル ト のド イ ツ語翻訳で置換し ます。 このため、 [

一般情報 ] ビ ュー内の " 発行者 " 設定を更新し ている場合など、 文字列

エン ト リの値を編集し た後に Visual Studio プロジ ェ ク ト の言語を イ ン

ポー ト する と、 InstallShield は " 発行者 " 設定の値およびその他の文字列

の値を、 デフ ォル ト のド イ ツ語の文字列エン ト リの値に置換し ます。

プロジ ェ ク ト • このプロパテ ィ は、 マージ モジュール プロジ ェ ク ト には

適用し ません。

テーブル 8-17 • イ ンポー ト で使用できるオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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Web の配布ウ ィ ザー ド

Web 配布ウ ィ ザー ド では、 Web 配布を実現するためのセ ッ ト ア ッ プをビルド する こ とができます。 このウ ィ ザー

ド を使う と、 セ ッ ト ア ッ プに リ ン クする Web ページを自動的に作成できるほか、 Windows Installer エンジンを含め

るか指定し た り、 デジ タル署名やセキュ リ テ ィ 情報を提供する こ とができます。 このウ ィ ザー ドの関連パネルを

以下に示し ます。

• よ う こそ 

• リ ン ク タ イプ 

• Windows Installer エンジンのオプシ ョ ン 

• Windows Installer の場所 

• 詳細設定 

• Internet Explorer を ターゲッ ト するためのデジ タル署名と セキュ リ テ ィ  

• 概要 

[ よ う こそ ] パネル

The Web Deployment Wizard enables you to build a setup for Web deployment. このウ ィ ザー ド を使う と、 セ ッ ト ア ッ プ

に リ ン クする Web ページを自動的に作成できるほか、 Windows Installer エンジンを含めるか指定し た り、 デジ タル

署名やセキュ リ テ ィ 情報を提供する こ とができます。

[ リ ン ク タ イプ ] パネル

[ リ ン クの種類 ] パネルでは、 Web ページに配置する リ リースへのハイパーリ ン クの種類を選択し ます。 リ ン クに

は、 イ ンス ト ールを自動的に開始する One-Click Install テ ク ノ ロジを使用し た リ ン ク と、 エン ド ユーザーがイ ンス

ト ールを実行または保存するよ う指示されるダイアログを表示する リ ン クがあり ます。

One-Click Install リ ン ク を作成する場合は、 [ はい ] を、 エン ド ユーザーがリ ン ク を ク リ ッ ク し た と きに標準の [

保存 / 実行 ] ダイアログを表示する場合は [ いいえ ] を選択し ます。

[Windows Installer エンジン オプシ ョ ン ] パネル

[Windows Installer エンジンのオプシ ョ ン ] パネルでは、 作成中のイ ンス ト ールに Windows Installer イ ンス ト ールを

含めるかど うかを指定し ます。 次のオプシ ョ ンを設定できます。

テーブル 8-18 • [Windows Installer エンジン オプシ ョ ン ] パネルの設定

設定 説明

Windows Installer 3.1 エン

ジンを含める —Windows 

2000 SP3 またはそれ以降

イ ンス ト ールに Windows Installer 3.1 エンジンを含める場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ

クスを選択し ます。
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Windows Installer Location Panel

セ ッ ト ア ッ プに Windows Installer を含めるよ う選択し た場合、 イ ンス ト ールがセ ッ ト ア ッ プエンジンを探す場所と

し て 2 つのオプシ ョ ンがあり ます。

ラ ンチャ警告を抑制する オペレーテ ィ ング システムに、 イ ンス ト ールでア ッ プデー ト できない Windows 

Installer サービスがある場合にエン ド ユーザーに表示される警告を非表示にする

こ とができます。

Windows Installer の再起動

を遅延する

イ ンス ト ールが完了する前に Windows Installer エンジン イ ンス ト ールが再起動を

必要とする場合に、 これを遅延するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

必要時に、 Windows Installer エンジンを イ ンス ト ールまたは更新し た直後にシステ

ムが再起動できるよ う にするには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し ます。 

テーブル 8-19 • [Windows Installer の場所 ] パネルの設定

設定 説明

以下に指定し た Web から

エンジンをロー ド する

イ ンス ト ールが、 必要に応じ て Windows Installer エンジン再配布可能フ ァ イルを

指定された URL からダウンロー ド する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 デ

フ ォル ト の URL (http://www.installengine.com/Msiengine30) は、 便宜上、 フ レ クセ

ラ ・ ソ フ ト ウ ェ アが維持し ています。

このオプシ ョ ンを選択する と、 イ ンス ト ールのサイズを縮小できる利点があ り ま

す。 ただ し、 エン ド ユーザーは Windows Installer エンジンが必要な と きにイ ン

ターネ ッ ト に接続できなければならないこ と、 また、 エンジンのイ ンス ト ールを

ダウンロー ド するのに時間がかかる可能性がある とい う欠点があり ます。

Setup.exe から エンジンを

抽出する

選択し た Windows Installer エンジン再配布可能フ ァ イル ( 複数可 ) を Setup.exe に

圧縮し、 実行時に必要に応じ て抽出するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

このオプシ ョ ンを選択する と Setup.exe のサイズが増大し ますが、 エンジンをダ

ウンロー ド する必要がないため、 イ ンス ト ールがよ り早 く 完了する利点があ り ま

す。 また、 このオプシ ョ ンにはイ ン ターネ ッ ト 接続が不要です。

テーブル 8-18 • [Windows Installer エンジン オプシ ョ ン ] パネルの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ 詳細設定 ] パネル

[ 詳細設定 ] パネルでは 2 つの追加オプシ ョ ンを使用できます。

[Internet Explorer 対象のデジ タル署名と セキュ リ テ ィ ] パネル

[ デジ タル署名と セキュ リ テ ィ ] パネルでは、 InstallShield がフ ァ イルに署名する と きに使用するデジ タル署名に関

する情報 ( 証明機関よ り付与されたデジ タル署名フ ァ イルを含む ) を指定し ます。

テーブル 8-20 • [ 詳細設定 ] パネルの設定

設定 説明

メ デ ィ ア サイズの最適化 このオプシ ョ ンが選択されている と、 Setup.exe のサイズが縮小されます。 ただ

し、 これを選択する と、 ビルド プロセスの所要時間は長 く な り ます。

ターゲッ ト マシンに メ

デ ィ アを コ ピーする

.msi フ ァ イルやその他のイ ンス ト ール フ ァ イルを ターゲッ ト  システムにキャ ッ

シュする場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 キャ ッ シュの場所を指定し ま

す。 フ ァ イルのキャ ッ シュ を行わない場合は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを ク リ ア し

ます。

.msi フ ァ イルやその他のイ ンス ト ール フ ァ イルを ターゲッ ト  システム上にキャ ッ

シュする と、 アプ リ ケーシ ョ ンのメ ンテナンスや修復の際に便利です。

次のパスワー ド で 

Setup.exe をパスワー ド で

保護する

イ ンス ト ールをパスワー ド で保護し て、 エン ド ユーザーがプロジ ェ ク ト を イ ンス

ト ールする と きに有効なパスワー ドの入力を求めるには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し て、 有効なパスワー ド を入力し ます。

テーブル 8-21 • [Internet Explorer 対象のデジ タル署名と セキュ リ テ ィ ] パネルの設定

設定 説明

Internet Explorer のメ デ ィ アに署名す

る

イ ンス ト ール パッ ケージにデジ タル署名を行う には、 このチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択し てから、 このパネル内のその他の設定を完了し ます。

URL 完全修飾 URL を入力し ます ( 例、 http://www.mydomain.com)。 この 

URL は、 デジ タル証明書 の中で、 エン ド ユーザーが製品や組織、 会社

に関し ての情報を得るためのリ ン ク先と し て使用されます。 

SPC フ ァ イル 証明機関によ り発行されたデジ タル証明書フ ァ イル (.spc) の場所を指

定し ます。 フ ァ イルへのパスを入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを使って

フ ァ イルの場所に移動し ます。

PVK フ ァ イル 証明機関よ り発行されたプラ イベー ト キー (.pvk) フ ァ イルの場所を指

定し ます。 フ ァ イルへのパスを入力するか、 [ 参照 ] ボタ ンを使って

フ ァ イルの場所に移動し ます。
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[ 概要 ] パネル

[ 概要 ] パネルには、 Web 配布のために、 それまでのパネルで提供し た設定情報が表示されます。 これらの設定を

見て、 内容が正確か確認し て く だ さい。 選択し たオプシ ョ ンによ って、 [ 完了 ] を ク リ ッ クする と Web 配布ウ ィ

ザー ドが終了し て リ リースがビルド される場合と、 ただウ ィ ザー ドが終了する場合があり ます。
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ビ ュー リ フ ァ レンス
InstallShield イ ンス ト ール開発環境 (IDE) は、 あらゆる範囲にわたる機能をま とめた複数のビ ューで構成されます。

[ ビ ュー リ フ ァ レンス ] セクシ ョ ンは、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスの各ビ ューについて説明し ます。

[ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] ビ ュー

何かを構築する場合、 最初にし っかり し た基礎を築 く 必要があり ます。 イ ンス ト ールのベースは、 [ 一般情報 ] 

ビ ューを通し たアプ リ ケーシ ョ ン情報の指定、 [ 機能 ] ビ ューでの機能の作成、 [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューで

のセ ッ ト ア ッ プの種類の指定、 および [ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューでのア ッ プデー ト 通知の準備を行な う こ とに

よ って形成されます。 [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] の下にある各ビ ューについての説明は次の通り です。

テーブル 8-1 • [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] ビ ューの下にあるビ ュー

表示 説明

一般情報 [ 一般情報 ] ビ ュー には、 プロジ ェ ク ト 、 会社、 および製品に関する基本情報が表

示されます。 新しいイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成する場合、 プロジ ェ ク ト の [

一般情報 ] ビ ューの設定を構成する必要があ り ます。 InstallShield は、 デフ ォル ト の

設定を使用し て新しいプロジ ェ ク ト を作成し ますが、 独自のニーズに合ったデータ

をプロジ ェ ク ト に含めるためには、 独自の値を設定する こ と をお勧めし ます。

Features 機能は、 セ ッ ト ア ッ プの構成要素です。 これらは、 プログラムフ ァ イル、 ヘルプ

フ ァ イル、 ク リ ッ プアー ト など、 アプ リ ケーシ ョ ンの特徴的な部分をエン ド ユー

ザーに表示し ます。 機能やサブ機能は、 [ 機能 ] ビ ューで作成できます。

セ ッ ト ア ッ プの種類 [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] では、 製品の異なる構成がエン ド ユーザーに提供されます。

これらの構成は、 製品の実行のために必須ではないサイズが大きな機能を配布する

場合に役立ちます。

ア ッ プグレー ド パス 以前のバージ ョ ンのアプ リ ケーシ ョ ンを配布済みで、 エン ド ユーザーのシステムに

イ ンス ト ールされている以前のバージ ョ ンを現在のバージ ョ ンに更新する場合、 [

ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューでア ッ プグレー ド情報を表示する こ とができます。
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[ 一般情報 ] ビ ュー

[ 一般情報 ] ビ ューでは、 セ ッ ト ア ッ プ、 会社、 およびイ ンス ト ールし ているアプ リ ケーシ ョ ンの基本情報を見る

こ とができます。 このビ ューに入力する情報には、 参照だけに使用する情報、 Windows ロゴ要件を満たすために

使用する情報、 さ らにセ ッ ト ア ッ プの基本的なイ ンス ト ールの設定に関する情報があり ます。

新しいイ ンス ト ール プロジ ェ ク ト を作成する場合、 プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューの設定を構成する必要が

あ り ます。 InstallShield は、 デフ ォル ト の設定を使用し て新しいプロジ ェ ク ト を作成し ますが、 独自のニーズに

合ったデータ をプロジ ェ ク ト に含めるためには、 独自の値を設定する こ と をお勧めし ます。

[ 一般情報 ] ビ ューは、 次の要素で構成されます :

• ボタ ンの列

• 設定を表示するグ リ ッ ド

次のテーブルは、 [ 一般情報 ] ビ ューに表示されるボタ ンについて説明し ます。

[ 一般情報 ] ビ ューの各設定についての説明は、 「一般情報の設定」 を参照し て く だ さい。

ア ッ プデー ト 通知 [ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューでは、 元のイ ンス ト ールの FlexNet Connect を有効にす

る こ とができます。

注意 • プロジ ェ ク ト で自動ア ッ プデー ト 通知を有効にする と、 作成中のイ ンス ト ー

ルに約 600 KB のフ ァ イルが追加されます。 FlexNet Connect を動作させるためには、

これらのフ ァ イルをアプ リ ケーシ ョ ン と共に配布し な く てはな り ません。 サーバー

の帯域幅の制限や、 その他の理由のためにイ ンス ト ールにこれらのフ ァ イルを含む

こ とができない場合、 [ いいえ ] を選択し て自動ア ッ プデー ト 通知を無効にする こ

と もできます。 ただ し、 元のイ ンス ト ールの自動通知が有効でない場合、 エン ド

ユーザーにア ッ プデー ト を配布する と きに FlexNet Connect を利用する こ とはでき

ません。 し たがって [ いいえ ] を選択する と、 将来的に自動ア ッ プデー ト 通知機能

を活用する こ とができな く な り ます。

テーブル 8-2 • [ 一般情報 ] ビ ューのコ ン ト ロール

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン 説明

カテゴ リー別 カテゴ リ ご とに設定を並べ替えます。

アルフ ァベ ッ ト 順 設定をアルフ ァベ ッ ト 順に並べ替えます。

テーブル 8-1 • [ セ ッ ト ア ッ プの編成 ] ビ ューの下にあるビ ュー ( 続き )

表示 説明
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一般情報の設定

[ 一般情報 ] ビ ューの設定は、 次のメ イ ン カテゴ リ に分かれています :

• 全般 

• 概要情報ス ト リーム 

•  プログラムの追加と削除 

•  ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ 

[ 全般 ] の設定

[ 一般情報 ]  ビ ューの " 全般 " 領域では、 製品名や製品バージ ョ ンなどの詳細を指定し ます。 この領域には、 以下

の設定があ り ます。

テーブル 8-3 • 全般設定

設定 説明

製品名 製品の名前を入力し ます。 製品名がどのよ う に使用されるかについては、 「製品

名の指定」 を参照し て く だ さい。

製品バージ ョ ン 製品のバージ ョ ン番号を入力し ます。 バージ ョ ンには、 数値のみを使用できま

す。 一般的なフ ォーマ ッ ト は aaa.bbb.ccccc または aaa.bbb.ccccc.ddddd で、 aaa は

メ ジャー バージ ョ ン番号、 bbb はマイナー バージ ョ ン番号、 ccccc はビルド番

号、 および ddddd はバージ ョ ン番号を示し ます。 aaa と bbb の最大値は 255 です。

ccccc と ddddd の最大値は、 65,535 です。

4 番目のフ ィ ールド (ddddd) を含める こ と もできますが、 イ ンス ト ールは異なる製

品バージ ョ ンを区別する と きに製品バージ ョ ンのこの部分を無視し ます。 詳細に

ついては、 「製品バージ ョ ンを指定する」 を参照し て く だ さい。

リ リースに Setup.exe が含まれる場合、 指定し た製品バージ ョ ンが Setup.exe の [ プ

ロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示されます。 詳細については、 「セ ッ ト ア ッ

プ起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ マイズする」 を参照し て く だ さ

い。

製品コー ド この製品を固有に識別する GUID を入力し ます。 InstallShield 使って、 自動的に異

なる GUID を作成するには、 この設定の [ 新しい GUID の生成 ] ボタ ン ({...}) を ク

リ ッ ク し ます。

このコー ドは製品を一意的に識別するため、 リ リースを既に配布し ている場合は

製品コー ドの変更はお薦めできません。

詳細については、 「製品コー ドの設定」 を参照し て く だ さい。
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ア ッ プグレー ド コー ド この製品を固有に識別する GUID を入力し ます。 InstallShield 使って、 自動的に異

なる GUID を作成するには、 この設定の [ 新しい GUID の生成 ] ボタ ン ({...}) を ク

リ ッ ク し ます。

製品 GUID は、 アン イ ンス ト ールまたはメ ンテナンスを元のイ ンス ト ールと関連

付けるのに使用されます。 新しい GUID は、 ( 既存のプロジ ェ ク ト のコ ピーを含む

) 作成し た各新規プロジ ェ ク ト に対し て自動的に生成されます。 プロジ ェ ク ト の

製品 GUID を変更する と、 以前の GUID を回復する こ とはできません。 このため、

プロジ ェ ク ト の製品 GUID の変更は、 通常必要な く 、 変更する場合は注意が必要

です。

詳細については、 「ア ッ プグレー ド コー ド を設定する」 を参照し て く だ さい。

INSTALLDIR Windows Installer プロパテ ィ  INSTALLDIR の値を指定し ます。 この値は、 実行時に

製品のフ ァ イルのほとんどがイ ンス ト ールされる イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を

示し ます。 次は、 デフ ォル ト の値です :

[ProgramFilesFolder] 会社名 \ 製品名

パスをハー ド コー ド化する代わり に、 パスの一部と し てデ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ

を入力する こ とができます。 デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ を選択するには、 この設定

で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 こ こで、 適切なデ ィ レ ク ト リ を リ ス ト

から選択するか、 定義済みデ ィ レ ク ト リ内に新しいデ ィ レ ク ト リ を作成できま

す。 円記号を使用し て、 サブデ ィ レ ク ト リの下位レベルを 

[ProgramFilesFolder]MyApp\Bin のよ う に区切り ます。

Windows ロゴ • Windows ロゴ プログラムに準拠するためには、 製品のデフ ォル ト

のイ ンス ト ール先が Program Files フ ォルダーのサブ フ ォルダー 

([ProgramFilesFolder]) である必要があ り ます。 これは、 システムのロケールや

ユーザー設定によ って異なる こ とがあり ます。

詳細については、 「デフ ォル ト の製品イ ンス ト ール先フ ォルダー (INSTALLDIR) の

設定」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-3 • 全般設定 ( 続き )
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ロ ッ クダウンの設定方法 ロ ッ クダウン環境で製品を実行するエン ド ユーザー向けに、 フ ァ イル、 フ ォル

ダー、 およびレジス ト リ キーを保護するためのアクセス許可の種類を選択し ま

す。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとおり です :

• カス タム InstallShield 処理 —  InstallShield は、 プロジ ェ ク ト に

ISLockPermissions テーブルと カス タム アクシ ョ ンを追加し て、 ターゲッ ト  

システム上のアクセス許可を設定し ます。 このオプシ ョ ンがデフ ォル ト 値で

す。

• 従来型の Windows Installer 処理 — InstallShield は、 .msi データベースの 

LockPermissions テーブルを使って、 製品のアクセス許可情報を格納し ます。

多 く の場合、 従来型の Windows Installer 処理よ り も、 カス タム InstallShield 処理の

方が有利です。 例 :

• カス タム オプシ ョ ンを使う と、 従来のオプシ ョ ンではサポー ト されていな

い、 多 く のよ く 知られているセキュ リ テ ィ 識別子 (SID) を使用できます。

• 従来型のオプシ ョ ン とは違い、 カス タム オプシ ョ ンでは、 多 く のよ く 知られ

ている SID に翻訳されたユーザー名を使用できます。 従来型のオプシ ョ ン

で、 非英語システム上で翻訳された名前を使ってアクセス許可を設定する

と、 イ ンス ト ールが失敗する可能性があり ます。

• カス タム オプシ ョ ンを使う と、 指定するアクセス許可を特定のユーザーまた

はグループが所持する こ と を拒否できます。 従来型の処理で、 これは不可能

です。 つま り、 従来型の処理の場合、 特定のアクセス許可を設定する こ との

みが可能で、 アクセス許可を拒否する こ とはできません。

この機能はプロジ ェ ク ト 全体に反映される設定で、 プロジ ェ ク ト に含まれる フ ァ

イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーに設定する新しいアクセス許可すべて

に適用し ます。 プロジ ェ ク ト で既にい く つかのアクセス許可を構成済みの場合に

この設定の値を変更する場合、 InstallShield では、 既存アクセス許可に別の処理方

法を使用するかど うかを指定できます。

この設定の構成方法については、 「ロ ッ クダウン環境における フ ァ イル、 フ ォル

ダー、 およびレジス ト リ キーのセキュ リ テ ィ 保護」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-3 • 全般設定 ( 続き )
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DATABASEDIR これはすべてのアプ リ ケーシ ョ ンのデータベース フ ァ イルのデフ ォル ト のイ ンス

ト ール先フ ォルダーを指定し ます。

メ モ • アプ リ ケーシ ョ ンのデータベース フ ァ イルのイ ンス ト ール先フ ォルダーを

指定する と き、 閉じ角かっ こ (]) または円記号 (\) の前後にスペースを入れる こ と

はできません。 た と えば、 次のよ う なパスは有効ではあり ません。

[ProgramFilesFolder] \MyApp\Bin

[ProgramFilesFolder]MyApp\ Bin

DATABASEDIR などのイ ンス ト ーラー フ ォルダー プロパテ ィ を使用する と、 デ

フ ォル ト 値が指定されるので、 注意し て く だ さい。 エン ド ユーザーは、 コ マン ド

ラ イ ンで Msiexec.exe を起動する時にプロパテ ィ を設定し た り、 [ データベース 

フ ォルダー ] ダイアログで機能に対し て新しいイ ンス ト ール先フ ォルダーを選択

する こ とによ り、 この値を変更できます。

デフ ォル ト フ ォ ン ト イ ンス ト ールがユーザー イ ン ターフ ェ イスに使用する フ ォ ン ト を選択するには、

この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 フ ォ ン ト を指定し なかった場

合、 イ ンス ト ーラーはデフ ォル ト のシステムフ ォ ン ト を使用し ます。

テーブル 8-3 • 全般設定 ( 続き )
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ALLUSERS プロジ ェ ク ト で、 Windows Installer の ALLUSERS プロパテ ィ をど う設定するかを

指定し ます。 ALLUSERS プロパテ ィ は、 Windows Installer がマシンご とのイ ンス

ト ールを実行するか、 またはユーザーご とのイ ンス ト ールを実行するかを指定し

ます。 有効なオプシ ョ ンは次のとお り です :

• ALLUSERS="" ( ユーザーご と イ ンス ト ール )—Windows Installer はユーザーご

と イ ンス ト ールを実行し、 構成情報はユーザーの個人プロ フ ァ イルに格納さ

れます。 

• ALLUSERS=1 ( マシンご と イ ンス ト ール )—ALLUSERS の値が 1 に設定されて

いる場合、 Windows Installer はマシンご とのイ ンス ト ールを試みます。 マシン

ご とのイ ンス ト ールの場合、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リ エン ト リ などの構

成情報は All Users のプロ フ ァ イルに格納されます。

Windows Vista 以降のシステムでは、 [ ユーザー アカウン ト 制御 ] が有効にさ

れていて、 ユーザーが管理者権限を持たないと き、 製品を イ ンス ト ールする

ためには管理資格情報が必要です。

他のシステムでは、 ユーザーが管理者権限を持たないと き、 イ ンス ト ールは

エラー メ ッ セージを表示し て終了し ます。 

• ALLUSERS=2 ( ユーザーご と またはマシンご と イ ンス ト ール )—Windows Vista 

以降のシステムで、 Windows Installer はマシンご とのイ ンス ト ールを試みま

す。 以前のプ ラ ッ ト フ ォームでは、 ユーザーに権限がある場合、 Windows 

Installer は、 マシンご とのイ ンス ト ールを試みます。 それ以外の場合、

Windows Installer はユーザーご とのイ ンス ト ールを実行し ます。 

すべての新規プロジ ェ ク ト のデフ ォル ト 値は、 ALLUSERS=1 ( マシンご と イ ンス

ト ール ) です。

メ モ • こ こで ALLUSERS に指定する値は、 実行時に上書き される場合があ り ま

す。 詳細については、 「ユーザーご とのイ ンス ト ールと マシンご とのイ ンス ト ー

ルの違い」 を参照し て く だ さい。
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MSI ログ記録の作成 Windows Installer 4.0 以降でイ ンス ト ールをログ記録するかど うかを指定するには、

この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 [Windows Installer 4.0 以降のログ

記録オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスを起動し ます。このダイアログ ボ ッ クスで 

Windows Installer がイ ンス ト ールのログ記録を行うかど うかを指定し ます。 このダ

イアログ ボ ッ クスを使用し て、 ログ記録される メ ッ セージの種類を カス タ マイズ

する こ と もできます。

この設定には 3 種類の値から選択する こ とができます。

• いいえ — イ ンス ト ールはログ記録されません。 これがデフ ォル ト の値です。

• はい —voicewarmupx のデフ ォル ト 値が MsiLogging プロパテ ィ に挿入されま

す。

• カス タム — [Windows Installer 4.0 以降のログ記録オプシ ョ ン ] ダイアログ 

ボ ッ クスで指定し た値が MsiLogging プロパテ ィ に挿入されます。

この設定の値が [ はい ] または [ カス タム ] の場合に、 イ ンス ト ールが Windows 

Vista 以降または Windows Server 2008 以降において、 Windows Installer 4.0 以降を

使って実行された と き、 以下の処理が行われます :

• イ ンス ト ーラーが、 適切なログ記録モー ド ("MSI ログ記録の作成 " 値が [ は

い ] の場合は voicewarmupx、 または [Windows Installer 4.0 以降のログ記録オ

プシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスで指定し た任意のカス タム値 ) に従って、 ロ

グ フ ァ イルを作成し ます。

• イ ンス ト ーラーが、 MsiLogFileLocation プロパテ ィ に、 ログ フ ァ イルのパス

を挿入し ます。

• SetupCompleteSuccess、 SetupCompleteError および SetupInterrupted ダイアロ

グに [Windows Installer ログを表示 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが追加されます。 エン

ド ユーザーがこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから [ 終了 ] を ク リ ッ クする

と、 テキス ト  フ ァ イル ビ ューアーまたはエデ ィ ターでログ フ ァ イルが開き

ます。

"MSI ログの作成 " 設定は、 Windows Vista 以降のシステムまたは Windows Server 

2008 以降のシステム上で Windows Installer 4.0 以降を使って実行する イ ンス ト ール

に適用し ます。 Windows Installer の古いバージ ョ ンを実行する以前のシステム上で

は、 実行時ダイアログで [Windows Installer ログを表示する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスは

表示されません。

ログ記録される メ ッ セージの種類を カス タ マイズする方法についてなど、 詳しい

情報は 「Windows Installer イ ンス ト ールをログ記録するかど うかを指定する」 を参

照し て く だ さい。
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概要情報ス ト リームの設定

Windows Installer データベースは COM 構造化ス ト レージ と し て実装され、 通常、 COM 構造化ス ト レージ フ ァ イル

には Summary Information Stream が含まれています。 Summary Information Stream には、 会社や、 イ ンス ト ール中

のソ フ ト ウ ェ アに関する情報が含まれます。

[ 一般情報 ] ビ ューの [ 概要情報ス ト リーム ] 領域には、 次の設定があ り ます。

高速イ ンス ト ール サイズが大きい Windows Installer パッ ケージを イ ンス ト ールするのに要する時間

を短縮するには、 次のオプシ ョ ンから 1 つ以上選択する こ と を考慮し て く ださい

:

• このイ ンス ト ールでシステム復元ポイ ン ト を保存し ない

• フ ァ イル コステ ィ ングのみを実行し て、 その他のコス ト  チ ェ ッ ク をスキッ

プする

• 進行状況メ ッ セージの頻度を減らす

この設定は、 Windows Installer プロパテ ィ  MSIFASTINSTALL を構成し ます。 この

プロパテ ィ は、 コマン ド ラ イ ンで設定可能です。

Windows Installer 5 で、 この設定がサポー ト されています。 以前のバージ ョ ンの 

Windows Installer はこれを無視し ます。

テーブル 8-4 • 概要情報ス ト リームの設定

設定 説明

タ イ ト ル 作成するデータベースの種類を指定し ます。 製品イ ンス ト ールの場合、 デフ ォル

ト 値は イ ンス ト ール データベース です。 これが推奨される値です。

入力し た値は、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 概要 ] タ ブに使用され、

Windows Installer データベースを右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クす

る と表示されます。

サブジ ェ ク ト 製品の名前を入力し ます。

入力し た値は、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 概要 ] タ ブに使用され、

Windows Installer データベースを右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クす

る と表示されます。

作成者 会社名を指定し ます。

入力し た値は、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 概要 ] タ ブに使用され、

Windows Installer データベースを右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クす

る と表示されます。
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キーワー ド 製品の Windows Installer データベースを説明するキーワー ド を指定し ます。

入力し た値は、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 概要 ] タ ブに使用され、

Windows Installer データベースを右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クす

る と表示されます。

[ 概要情報ス ト リーム ] の

コ メ ン ト

製品に関する任意のコ メ ン ト を入力し ます。 この設定の通常の値は、 次の通り で

す :

このイ ンス ト ーラー データベースには、 MyProduct を イ ンス ト ールするために必要なロ

ジ ッ ク とデータが含まれています。

入力し た値は、 [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 概要 ] タ ブに使用され、

Windows Installer データベースを右ク リ ッ ク し てから [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クす

る と表示されます。

スキーマ この設定を使って、 イ ンス ト ール パッ ケージに必要な Windows Installer の最小

バージ ョ ンを識別する整数を指定し ます。 Windows Installer 2.0 を最小バージ ョ ン

とする場合、 200 と入力し ます。 Windows Installer 3.0 を最小バージ ョ ン とする場

合、 300 と入力し ます。 Windows Installer 3.1 を最小バージ ョ ン とする場合、 301 と

入力し ます。 Windows Installer 4.5 を最小バージ ョ ン とする場合、 405 と入力し ま

す。

エン ド ユーザーのシステム上にある Windows Installer のバージ ョ ンが、 " スキー

マ " 設定で指定された最小要件よ り も古い場合 ( た と えば、 イ ンス ト ールが 

Windows Installer 4.5 の機能を使用するため、 スキーマの値が 405 に設定されてい

るが、 エン ド ユーザーの Windows Installer バージ ョ ンが 3.1 の場合 )、 イ ンス ト ー

ル時にエラー メ ッ セージが表示され、 イ ンス ト ールは途中で終了し ます。

" スキーマ " 設定で入力し た名前は、Windows Installer データベースの Page Count 

Summary  プロパテ ィ に使用されます。
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[ プログラムの追加と削除 ] の設定

コ ン ト ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] ( 最新バージ ョ ンの Windows では [ プログラム ]) には、 サポー

ト へのリ ン ク、 連絡先の電話番号、 製品のア ッ プデー ト 情報、 および製品の製造元に関する情報をエン ド ユー

ザーに提供できます。 イ ンス ト ールの構成の仕方によ って、 エン ド ユーザーはボタ ンを ク リ ッ ク し てイ ンス ト ー

ルの削除、 修復、 変更を選択する こ とができます。 プロジ ェ ク ト でこの情報を指定するには、 [ 一般情報 ] ビ ュー

にある [ プログラムの追加と削除 ] の設定を構成し ます。

管理者特権が必要 イ ンス ト ールが管理者権限を必要とするかど うかを指定し ます。 デフ ォル ト の設

定は [ はい ] です。

[ いいえ ] を設定し た場合、 InstallShield は Word Count Summary プロパテ ィ の 3 

ビ ッ ト 目を設定し て、 .msi パッ ケージのイ ンス ト ールにシステム権限が必要でな

いこ と を示し ます。 [ いいえ ] が選択された状態で、 適切な権限を もたずに .msi 

パッ ケージがタ スク を実行し よ う とする と、 Windows Installer によ って実行時エ

ラーが表示される場合があり ます。

この設定は、 Windows Vista 以降のシステムまたは Windows Server 2008 以降のシ

ステム上で Windows Installer 4.0 以降を使って実行する イ ンス ト ールに適用し ま

す。 以前のバージ ョ ンの Windows Installer と Windows は、 この設定を無視し ます。

エン ド ユーザーのイ ンス ト ール エクスペ リ エンスは、 イ ンス ト ールが必要とす

る権限によ ってのみ実行された場合、 安全性がよ り一層向上し ます。 アプ リ ケー

シ ョ ンは、 システム管理者のみによる実行が必須の場合を除き、 最も低い権限で

実行される こ とが理想的です。

テーブル 8-5 • [ プログラムの追加と削除 ] の設定

設定 説明

[ プログラムの追加と削除

] エン ト リの表示

コ ン ト ロール パネルの [ プログラムの追加と削除 ] でアプ リ ケーシ ョ ンのエン ト

リ を表示するかど うかを示し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• はい — 製品のエン ト リが、 ターゲッ ト  システムの [ プログラムの追加と削除

] で表示されます。 これがデフ ォル ト の値です。

• いいえ — 製品のエン ト リが、 ターゲッ ト  システムの [ プログラムの追加と削

除 ] で表示されません。 エン ド ユーザーが [ プログラムの追加と削除 ] を

使って、 製品の削除やメ ンテナンスを行った り、 サポー ト 情報を表示できな

く な り ます。 このオプシ ョ ンを選択し た場合、 InstallShield はその他の " プロ

グラムの追加と削除 " 設定を無効にし ます。

アイ コ ンの表示 [ プログラムの追加と削除] で製品のエン ト リ に使用するアイ コ ン フ ァ イルへ (.ico 

または .exe) の、 開発システム上でのパスを入力し ます。 パス と フ ァ イル名を手

作業で入力する代わり に、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 フ ァ

イルを参照できます。

テーブル 8-4 • 概要情報ス ト リームの設定 ( 続き )

設定 説明
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変更ボタ ンの無効 [ プログラムの追加と削除 ] で、 製品の [ 変更 ] ボタ ンを無効にするかど うかを指

定し ます。 [ 変更 ] ボタ ンは、 エン ド ユーザーが製品のイ ンス ト ール後、 イ ンス

ト ール オプシ ョ ンを変更できるボタ ンです。 エン ド ユーザーは必要に応じ て機

能を追加または削除できます。

削除ボタ ンの無効 [ プログラムの追加と削除 ] で、 製品の [ 削除 ] ボタ ンを無効にするかど うかを指

定し ます。 [ 削除 ] ボタ ンを使用する と、 エン ド ユーザーは 1 つのボタ ンを ク

リ ッ クするだけで製品を削除する こ とができます。 この場合、 アン イ ンス ト ー

ラーはコ ンパク ト なユーザー イ ン ターフ ェ イスで実行し ます。

エン ド ユーザーが [ 削除 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て製品を削除する と、 プロジ ェ ク

ト の [ ユーザー イ ン ターフ ェ イス ] シーケンス内のアクシ ョ ンが実行されます。

修復ボタ ンの無効 [ プログラムの追加と削除 ] で、 製品の [ 修復 ] ボタ ンを無効にするかど うかを指

定し ます。 [ 修復 ] ボタ ンを使う と、 フ ァ イルが削除されていた、 または壊れてい

た場合、 エン ド ユーザーは Windows Installer の修復オプシ ョ ンを実行する こ とが

できます。

発行者 製品を作成し た会社の名前を指定し ます。 この情報は、 [ プログラムの追加と削

除 ] で製品のエン ト リ に表示されます。 入力し た値は、 Windows Installer 

Manufacturer プロパテ ィ に格納されます。

Windows ロゴ • Windows ロゴ プログラムの要件に準拠するには、 発行元の指定が

必要です。

発行元 / 製品 URL 会社または製品の一般的な URL を入力し て く だ さい ( 例、 http://

www.installshield.com)。

Windows の一部のバージ ョ ンでは、 [ サポー ト 情報 ] ダイアログ ボ ッ クスに表示

される発行元の名前は、 この URL へのハイパーリ ン クです。 [ サポー ト 情報 ] ダ

イアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが [ プログラムの追加と削除 ] で製品のエ

ン ト リ用のサポー ト 情報ハイパーリ ン ク を ク リ ッ クする と表示されます。

サポー ト 連絡先 エン ド ユーザーのテ クニカルサポー ト 窓口と なる担当者または部門の名前を入力

し ます。

Windows の一部のバージ ョ ンでは、 この情報は、 [ プログラムの追加と削除 ] で製

品のエン ト リ用の [ サポー ト 情報 ] ダイアログ ボ ッ クスで表示されます。

テーブル 8-5 • [ プログラムの追加と削除 ] の設定 ( 続き )

設定 説明
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ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの設定

[ 一般情報 ] ビ ューの [ ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ ] 領域を使って、 イ ンス ト ールに ISO/IEC 19770-2 ソ フ ト ウ ェ ア識

別タグを含めるかど うかを指定できます。 タグが含まれている場合、 この領域で、 [ 一般情報 ] ビ ューの他の領域

でまで指定されていない識別情報を指定する こ と もできます。

サポー ト  URL エン ド ユーザーが製品のテ クニカル サポー ト 情報を参照できる URL を入力し ま

す。 この URL は、 [ プログラムの追加と削除 ] で製品のエン ト リ に表示されます。

Windows ロゴ • Windows ロゴ プログラムの要件に準拠するには、 有効な URL の入

力が必要です。

サポー ト 電話番号 製品のテ クニカル サポー ト の電話番号を入力し ます。

Windows の一部のバージ ョ ンでは、 この情報は、 [ プログラムの追加と削除 ] で製

品のエン ト リ用の [ サポー ト 情報 ] ダイアログ ボ ッ クスで表示されます。

README 製品の Readme フ ァ イルの名前、 またはパスを入力し ます。 その代わり に、 有効

な URL を指定し てイ ン ターネ ッ ト 上の Readme フ ァ イルのリ ン ク を表示する こ と

もできます。

Windows の一部のバージ ョ ンでは、 この情報は、 [ プログラムの追加と削除 ] で製

品のエン ト リ用の [ サポー ト 情報 ] ダイアログ ボ ッ クスで表示されます。

メ モ • リ ス ト から選択し たデ ィ レ ク ト リ識別子およびフ ァ イルまたはフ ォルダー

名の間に円記号 (\) を使用する必要はあ り ません。 たと えば、

[INSTALLDIR]MyFolder\Readme.txt が有効なパス フ ォーマ ッ ト です。

製品ア ッ プデー ト  URL エン ド ユーザーが製品のア ッ プデー ト 情報を参照、 または最新バージ ョ ンをダウ

ンロー ド できる URL を指定し ます。

Windows の一部のバージ ョ ンでは、 この情報は、 [ プログラムの追加と削除 ] で製

品のエン ト リ用の [ サポー ト 情報 ] ダイアログ ボ ッ クスで表示されます。

[ プログラムの追加と削除

] のコ メ ン ト

製品についてのコ メ ン ト を入力し ます。 この情報は、 [ プログラムの追加と削除 ] 

で製品のエン ト リ に表示されます。

テーブル 8-5 • [ プログラムの追加と削除 ] の設定 ( 続き )

設定 説明
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詳細については、 「製品のソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含める」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-6 • ソ フ ト ウェ ア識別タグの設定

設定 説明

ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを

使用

イ ンス ト ールに、 ISO/IEC 19770-2 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含めるかど うか指定

し ます。 [ はい ] を選択し た場合、 [ 一般情報 ] ビ ューのこの領域にある、 他のタ

グ関係の設定を使って、 [ 一般情報 ] ビ ューの他の領域でまで指定されていない

識別情報を指定する こ とができます。

ソ フ ト ウ ェ ア エン タ イ ト

ルメ ン ト が必須である

ソ フ ト ウ ェ アが正し く 運用されている こ と を判断するために、 製品に対応する ソ

フ ト ウ ェ ア エン タ イ ト ルメ ン ト がある こ と を条件とするかど うかを指定し ます。

一般的に、 有料ソ フ ト ウ ェ アの場合、 この設定には [ はい ] を選択し、 無償ソ フ

ト ウ ェ アである場合には、 この設定に [ いいえ ] を選択し ます。

一意な ID この特定の製品の特定のバージ ョ ンを識別する一意の ID を入力し ます。

InstallShield 使って、 自動的に異なる GUID を作成するには、 この設定の [ 新しい 

GUID の生成 ] ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield では、 タグ フ ァ イルの名前の一部と し て入力し た値 

(TagCreatorID_UniqueID.swidtag) が使用されますので注意し て く だ さい。 し たがって、

入力する ID に、 フ ァ イル名には使えない文字は使用できません。

タグ作成者 タグを作成し た組織の名前を指定し ます。
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タグ作成者 ID タグを作成し た組織の登録 ID を入力し ます。 この ID は、 同じ作成者名を持ち、

かつ、 異なる国に属する法的組織が複数ある と き、 それら を区別するために有益

です。

登録 ID の表示規則は、 次のとお り です :

regid.YYYY-MM.ReversedDomainName,division 

登録 ID ビ ューは、 次の部分から構成されます :

• regid.— 文字列 regid は、 XML 部分がソ フ ト ウ ェ ア識別タグの登録 ID である こ

と を示し ます。 この文字列の後には、 必ずピ リ オ ド (.) が必要です。

• YYYY-MM.— 登録 ID のこの部分は、 ド メ イ ン名がタグ作成者によ って丸 1 ヶ

月所有された最初の年月 (YYYY) および (MM) を示し ます。 たと えば、 タグを

作成する と き、 ド メ イ ン名を 1999 年 2 月 15 日に購入し ている場合、登録 ID 

のこの部分に 1999-03 を使用し ます。 つま り、 ド メ イ ン名を完全な １  ヶ月

間所有し た最初の年月は 1999 年 (1999) の 3 月 (03) と な り ます。 年と月は、

必ずダ ッ シュで区切り ます。

• ReversedDomainName— この部分は、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを作成し ている組

織のド メ イ ン名を逆さにし たものです。 た と えば、 flexerasoftware.com がド

メ イ ン名である とする と、 その逆さ表示は com.flexerasoftware と な り ます。

com.flexerasoftware 

• ,division - この部分はオプシ ョ ンで、 コ ンマ (,) で始ま り、 追加文字列が続き

ます。 組織内の異なる部署や部門によ って区別するのに役立つ文字列を入力

できます。 登録 ID に、 このオプシ ョ ンの区別を使用し ない場合は、 コ ンマ

も追加文字列も不要です。

InstallShield では、 タグ フ ァ イルの名前の一部と し て入力し た値 

(TagCreatorID_UniqueID.swidtag) が使用されますので注意し て く だ さい。 し たがって、

入力する ID に、 フ ァ イル名には使えない文字は使用できません。

ソ フ ト ウ ェ ア作成者 ソ フ ト ウ ェ アを作成し た組織の名前を指定し ます。

この設定はオプシ ョ ンです。 この設定を空白のままにし てお く と、 ソ フ ト ウ ェ ア

作成者の名前に " タグ作成者 " 設定の値が使用されます。

テーブル 8-6 • ソ フ ト ウェ ア識別タグの設定 ( 続き )

設定 説明
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ソ フ ト ウ ェ ア作成者 ID ソ フ ト ウ ェ アを作成し た組織の登録 ID を入力し ます。 この ID は、 同じ作成者名

を持ち、 かつ、 異なる国に属する法的組織が複数ある と き、 それら を区別するた

めに有益です。

この設定はオプシ ョ ンです。 この設定を空白のままにし てお く と、 ソ フ ト ウ ェ ア

作成者 ID に " タグ作成者 ID" 設定の値が使用されます。

登録 ID の表示規則は、 次のとお り です :

regid.YYYY-MM.ReversedDomainName,division 

登録 ID ビ ューは、 次の部分から構成されます :

• regid.— 文字列 regid は、 XML 部分がソ フ ト ウ ェ ア識別タグの登録 ID である こ

と を示し ます。 この文字列の後には、 必ずピ リ オ ド (.) が必要です。

• YYYY-MM.— 登録 ID のこの部分は、 ド メ イ ン名がタグ作成者によ って丸 1 ヶ

月所有された最初の年月 (YYYY) および (MM) を示し ます。 たと えば、 タグを

作成する と き、 ド メ イ ン名を 1999 年 2 月 15 日に購入し ている場合、登録 ID 

のこの部分に 1999-03 を使用し ます。 つま り、 ド メ イ ン名を完全な １  ヶ月

間所有し た最初の年月は 1999 年 (1999) の 3 月 (03) と な り ます。 年と月は、

必ずダ ッ シュで区切り ます。

• ReversedDomainName— この部分は、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを作成し ている組

織のド メ イ ン名を逆さにし たものです。 た と えば、 flexerasoftware.com がド

メ イ ン名である とする と、 その逆さ表示は com.flexerasoftware と な り ます。

com.flexerasoftware 

• ,division - この部分はオプシ ョ ンで、 コ ンマ (,) で始ま り、 追加文字列が続き

ます。 組織内の異なる部署や部門によ って区別するのに役立つ文字列を入力

できます。 登録 ID に、 このオプシ ョ ンの区別を使用し ない場合は、 コ ンマ

も追加文字列も不要です。

ソ フ ト ウ ェ ア ラ イセン

サー

ソ フ ト ウ ェ アの著作権を所有する組織の名前を入力し ます。

この設定はオプシ ョ ンです。 この設定を空白のままにし てお く と、 ソ フ ト ウ ェ ア 

ラ イセンサーの名前に " タグ作成者 " 設定の値が使用されます。

テーブル 8-6 • ソ フ ト ウェ ア識別タグの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ 機能 ] ビ ュー

機能およびサブ機能は、 アプ リ ケーシ ョ ン と セ ッ ト ア ッ プ用の関連アクセサリのパッ ケージ化に対し てほとんど

無制限の柔軟性を与えます。 機能は、 [ 機能 ] ビ ューで作成および設定できます。

機能は、 エン ド ユーザーから見たプ リ ケーシ ョ ンの構成要素です。 つま り、 ヘルプ フ ァ イルや製品パッ ケージの

一部など製品の特殊機能を表し、 エン ド ユーザーの選択によ ってイ ンス ト ールし た り アン イ ンス ト ールし た り で

きます。 アプ リ ケーシ ョ ン全体は特定の目的を実行する機能ご とに分ける必要があり ます。

複雑なアプ リ ケーシ ョ ンを容易にレ イアウ ト するために、 InstallShield では機能とサブ機能の両方が作成できます。

サブ機能は機能を さ らに分割し たものです。 機能は、 ユーザーが選択し てイ ンス ト ールできる、 アプ リ ケーシ ョ

ンまたはアプ リ ケーシ ョ ン スイー ト に含まれた自己完結型の要素である必要があ り ます。 そのため、 アプ リ ケー

シ ョ ンの各部分をある " 親 " 機能のサブ機能と し て構成するのが、 最も合理的な方法と言えます。 機能はすべて

可視的である こ と を想定するため、 エン ド ユーザーは機能のどの部分を イ ンス ト ールするかを Custom Setup ダイ

アログで選択できるよ う にな り ます。

ソ フ ト ウ ェ ア ラ イセン

サー ID

ソ フ ト ウ ェ アの著作権を所有する組織の登録 ID を入力し ます。 この ID は、 同じ

ラ イセンサー名を持ち、 かつ、 異なる国に属する法的組織が複数ある と き、 それ

ら を区別するために有益です。

この設定はオプシ ョ ンです。 この設定を空白のままにし てお く と、 ソ フ ト ウ ェ ア 

ラ イセンサー ID に " タグ作成者 ID" 設定の値が使用されます。

登録 ID の表示規則は、 次のとお り です :

regid.YYYY-MM.ReversedDomainName,division 

登録 ID ビ ューは、 次の部分から構成されます :

• regid.— 文字列 regid は、 XML 部分がソ フ ト ウ ェ ア識別タグの登録 ID である こ

と を示し ます。 この文字列の後には、 必ずピ リ オ ド (.) が必要です。

• YYYY-MM.— 登録 ID のこの部分は、 ド メ イ ン名がタグ作成者によ って丸 1 ヶ

月所有された最初の年月 (YYYY) および (MM) を示し ます。 たと えば、 タグを

作成する と き、 ド メ イ ン名を 1999 年 2 月 15 日に購入し ている場合、登録 ID 

のこの部分に 1999-03 を使用し ます。 つま り、 ド メ イ ン名を完全な １  ヶ月

間所有し た最初の年月は 1999 年 (1999) の 3 月 (03) と な り ます。 年と月は、

必ずダ ッ シュで区切り ます。

• ReversedDomainName— この部分は、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを作成し ている組

織のド メ イ ン名を逆さにし たものです。 た と えば、 flexerasoftware.com がド

メ イ ン名である とする と、 その逆さ表示は com.flexerasoftware と な り ます。

com.flexerasoftware 

• ,division - この部分はオプシ ョ ンで、 コ ンマ (,) で始ま り、 追加文字列が続き

ます。 組織内の異なる部署や部門によ って区別するのに役立つ文字列を入力

できます。 登録 ID に、 このオプシ ョ ンの区別を使用し ない場合は、 コ ンマ

も追加文字列も不要です。

テーブル 8-6 • ソ フ ト ウェ ア識別タグの設定 ( 続き )

設定 説明
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デフ ォル ト の機能である [ 常にイ ンス ト ール ] は名前を変更し た り、 プロジ ェ ク ト から削除し た り、 サブ フ ォル

ダーを追加し た りする こ とはできません。 この機能には、 セ ッ ト ア ッ プの一部と し てイ ンス ト ールが必要なフ ァ

イルが含まれています。

作成できるサブ機能は最大 15 までですが、 編成のためにデザイ ンを可能な限り単純にし てお く こ と をお勧めし ま

す。

メ モ • 機能ビ ューを リ フ レ ッ シュするには、 F5 キーを押し ます。

機能の設定

機能の設定は以下のとお り です。

テーブル 8-7 • 機能の設定

設定 説明

説明 機能の簡単な説明を入力し ます。 機能の説明は、 エン ド ユーザーが機能またはサ

ブ機能を ク リ ッ ク し た と きに [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログに表示されま

す。

リ モー ト  イ ンス ト ール 機能のデフ ォル ト のイ ンス ト ール状態を示し ます。 有効なオプシ ョ ンは次のとお

り です :

• ソースを優先する — この機能のフ ァ イルは、 デフ ォル ト で CD-ROM または

ネ ッ ト ワークの場所といったソース メ デ ィ アから直接実行されます。

• ローカルを優先する — この機能のフ ァ イルは、 デフ ォル ト で ターゲッ ト  シ

ステム上にイ ンス ト ールされます。

• 親を優先する — サブ機能のデフ ォル ト 状態は、 親機能のそれと同じ です。 こ

のオプシ ョ ンは、 機能がサブ機能である場合にのみ使用できます。

詳細については、 「機能の " リ モー ト  イ ンス ト ール " 設定を設定する」 を参照し

て く だ さい。
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Visible 機能の " 表示 " プロパテ ィ を設定する こ とによ って、 [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] 

ダイアログでの機能の表示方法を指定し ます。 次のオプシ ョ ンから選択し て く だ

さい。

• 閉じ て表示する — デフ ォル ト でサブ機能が閉じ た状態で、 [ カス タム セ ッ ト

ア ッ プ ] ダイアログの機能が表示されます。

• 展開し て表示する — デフ ォル ト でサブ機能が展開された状態で [ カス タム 

セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログの機能が表示されます。

• 非表示 — 機能は、 エン ド ユーザーに対し て [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイ

アログに表示されません。

この設定によ って、 機能がイ ンス ト ールされるかど うかについて、 直接影響を及

ぼすこ とはあり ません。 非表示にし た機能は、 自動的にすべてイ ンス ト ールされ

る とい うわけではな く 、 イ ンス ト ールが必要な機能の場合は選択解除できず、 イ

ンス ト ールするべきではない機能の場合は選択できないよ う にな り ます。

詳細については、 「機能をエン ド ユーザーへ表示する」 を参照し て く だ さい。

ア ドバタ イズ この機能の適切なア ドバタ イズ オプシ ョ ンを選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ン

は以下のとお り です :

• ア ドバタ イズを許可する — エン ド ユーザーは、 [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダ

イアログで、 この機能のア ドバタ イズ オプシ ョ ンを選択できます。 ア ドバタ

イズは許可されますが、 イ ンス ト ール実行時のデフ ォル ト のオプシ ョ ンでは

あり ません。

• ア ドバタ イズを優先する — この機能はデフ ォル ト でア ド バタ イズされます。

エン ド ユーザーは、 Custom Setup ダイアログの機能の " ア ドバタ イズ " オプ

シ ョ ンを変更できます。

• ア ドバタ イズを許可し ない — この機能のア ドバタ イズを許可し ない場合は、

このオプシ ョ ンを選択し ます。 エン ド ユーザーは、 [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ

] ダイアログで機能をア ドバタ イズできません。

• サポー ト されていない場合ア ドバタ イズ不可 — ア ドバタ イズは、 Internet 

Explorer 4.01 以降がイ ンス ト ールされたシステムでのみ機能し ます。 この条

件を満た さ ないターゲッ ト  システムでは、 ア ドバタ イズは許可されません。

ターゲッ ト  システムがア ドバタ イズをサポー ト する場合、 ア ドバタ イズは許

可されます。

詳細については、 「機能のア ドバタ イズ」 を参照し て く だ さい。

Required ターゲッ ト  システム上で機能が必要かど うかを示し ます。 機能が必要な場合、 エ

ン ド ユーザーは、 [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログでこれを選択解除する こ

とができません。

テーブル 8-7 • 機能の設定 ( 続き )

設定 説明
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[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ュー

[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューから、 イ ンス ト ール中に表示されるセ ッ ト ア ッ プの種類、 セ ッ ト ア ッ プの種類の名

前および各セ ッ ト ア ッ プの種類に関連付けられる機能を設定できます。 以下は、 セ ッ ト ア ッ プの種類が通常どの

よ う に定義されているかを説明し ています。

条件 この設定は、 この機能に条件が設定されているかど うかを示し ます。 1 つ以上の

条件を指定するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 詳細に

ついては、 「機能の条件を設定する」 を参照し て く だ さい。

条件を追加する と、 InstallShield によ って、 その条件の機能設定のグ リ ッ ド に新し

い行が追加されます。

条件を追加するか、 既存の条件を編集または削除するには、 " 条件 " 設定で省略

記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

Comments 機能に対する変更の履歴を残し た り、 将来の参照のためにコ メ ン ト を入力し ま

す。 機能のコ メ ン ト はプロジ ェ ク ト フ ァ イルにのみ保存され、 イ ンス ト ールでは

一切使用されません。

ビルド時にマージする 

REG フ ァ イル

ビルド時に .reg フ ァ イルを機能のレジス ト リ エン ト リ と マージする場合、 .reg 

フ ァ イルの完全パスを入力し ます。 その代わり に、 この設定で省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し て、 .reg フ ァ イルを参照する こ と もできます。

キー名 この読み取り専用設定は、 機能を代表するのに使用される Windows Installer キー

を表示し ます。 このキーを カス タム アクシ ョ ンで使用し て、 機能にアクセスでき

ます。

テーブル 8-8 • セ ッ ト ア ッ プの種類

セ ッ ト ア ッ プの種類 説明

標準 [ 標準 ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプは通常、 プログラムの大部分の機能を含んでいます。

た と えば、 セ ッ ト ア ッ プにマルチ メ デ ィ ア チュー ト リ アルが含まれている場合、 そ

れは標準セ ッ ト ア ッ プの一部と し て含まれます。

最小 このセ ッ ト ア ッ プの種類は、 通常アプ リ ケーシ ョ ンを実行するために必要な機能だ

けを含みます。 このセ ッ ト ア ッ プ タ イプはデ ィ スクの容量に制限がある ノ ー ト ブ ッ

ク コ ンピ ューターなどのユーザーのためにデザイ ン されています。

カス タム このセ ッ ト ア ッ プの種類では、 イ ンス ト ールする機能をユーザーが選択する こ とが

できます。 も ちろん、 必要な機能が確実にイ ンス ト ールされるよ う にマーク されて

いる必要があ り ます。 しかし、 オン ラ イ ンヘルプのよ う な機能はイ ンス ト ールする

必要がないかも しれません。 エン ド ユーザーは、 不要な機能を イ ンス ト ールするか

ど うか選択できます。

テーブル 8-7 • 機能の設定 ( 続き )

設定 説明
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[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューでセ ッ ト ア ッ プの種類を選択する と、 以下の設定を構成できます :

[ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ュー

[ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューで、 製品の更新方法を特定する情報を指定する こ とができます。 た と えば、 現在の

バージ ョ ンを更新する製品について、 以前のバージ ョ ンのア ッ プグレー ド コー ド ( 製品 GUID) や、 最小 / 最大

バージ ョ ン、 言語識別子、 またその他の情報を提供する こ とができます。

[ ア ッ プグレー ド パス ] ビ ューを使う と、 メ ジャー ア ッ プグレー ドが適用されたと きにターゲッ ト  システムのグ

ローバル アセンブ リ キャ ッ シュ (GAC) からアセンブ リが削除される とい う問題を避ける こ と もできます。 詳細に

ついては、 「ア ッ プグレー ド中にグローバル アセンブ リ キャ ッ シュからアセンブ リが削除されるのを防ぐ方法」

を参照し て く ださい。

テーブル 8-9 • セ ッ ト ア ッ プの種類

設定 説明

説明 このセ ッ ト ア ッ プの種類の説明を入力し ます。 説明は、 [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダ

イアログでエン ド ユーザーに表示されます。

複数行にわたる説明を入力するには、 エスケープ シーケンス \n を使います。 た と

えば、 InstallShield\nExpress と入力し た場合、 [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイアログで説

明が次のよ う に表示されます :

InstallShield 

Express 
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ア ッ プグレー ド パスの設定

ア ッ プグレー ド パスの設定を指定する と、 エン ド ユーザーが以前に配布された Windows Installer を使うバージ ョ

ンの製品を イ ンス ト ールし ている場合や、 イ ンス ト ールされているバージ ョ ンが現在のリ リース と違う製品コー

ドやバージ ョ ン番号を持つ場合、 エン ド ユーザーのシステムにどのよ う な影響を与えるか設定する こ とができま

す。 各ア ッ プグレー ド エン ト リのプロパテ ィ の説明を以下に示し ます。

テーブル 8-10 • ア ッ プグレー ド パスの設定

設定 説明

ア ッ プグレー ド コー ド この設定には、 アプ リ ケーシ ョ ンのバージ ョ ンを置換する製品バージ ョ ンのア ッ

プグレー ド コー ド GUID の値が含まれています。 現在のバージ ョ ンのイ ンス ト ー

ルが開始される と、 Windows Installer エンジンはターゲッ ト  システムを検索し て、

指定されたア ッ プグレー ド コー ド を探し ます。 一致するア ッ プグレー ド コー ド

が、 他のア ッ プグレー ド プロパテ ィ と一緒に検出される と、 Windows Installer は

新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ールし て ターゲッ ト  システムをア ッ プグレー ド し ま

す。

システムの .msi フ ァ イルを選択する こ とによ り、 ア ッ プグレー ド パス ツ リーに 

ア ッ プグレー ド エン ト リ を追加 する と、 その .msi フ ァ イルのア ッ プグレー ド 

コー ドは自動的に " ア ッ プグレー ド コー ド " 設定に書き込まれます。 ア ッ プグ

レー ド する製品バージ ョ ンの .msi フ ァ イルがシステム上にない場合は、 この設定

にア ッ プグレー ド コー ド を入力する こ とができます。

また、 省略記号ボタ ン (...) を使用し て、 システム上の .msi フ ァ イルまたは .msi 

フ ァ イルが含まれる Setup.exe フ ァ イルを参照し て、 " ア ッ プグレー ド コー ド " 設

定に値を入力する こ と もできます。

注意 • ア ッ プグレー ド コー ドは、 Windows Installer テ ク ノ ロジを使ってイ ンス ト ー

ルされた以前のバージ ョ ンの製品と同じ である必要があり ます。
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最小バージ ョ ン " 最小バージ ョ ン " 設定は、 Windows Installer によるア ッ プグレー ド対象のイ ンス

ト ール済みバージ ョ ン検索を定義し ます。 以前にイ ンス ト ールされたバージ ョ ン

のア ッ プグレー ド コー ドは、 " ア ッ プグレー ド コー ド " 設定に指定された値と ま

ず一致し ている必要があり ます。 一致するア ッ プグレー ド コー ドが検出される

と、 指定の最小 / 最大バージ ョ ンや、 そのバージ ョ ンを含めるか除外するか (" 最

小バージ ョ ンを含める " と " 最大バージ ョ ンを含める " 設定で指定 ) によ って検

索を絞り込むこ とができます。

この設定には、 現在のバージ ョ ンの更新対象と なる製品の最小バージ ョ ンが含ま

れています。 設定には次の方法のいずれかで書き込むこ とができます :

• システムの .msi または Setup.exe フ ァ イルを参照し てア ッ プグレー ド パス ツ

リーに ア ッ プグレー ド エン ト リ を追加する と、 InstallShield は " 最小バー

ジ ョ ン " 設定にある .msi フ ァ イルのバージ ョ ンを使用し ます。

• また、 この設定に、 0.00.0000 または 00.00.0000 ( ゼロはバージ ョ ン番号を表

す ) の形式で最小バージ ョ ンを入力する こ と もできます。

注意 • バージ ョ ンの設定 ( 最小バージ ョ ン、 最大バージ ョ ン、 または両方 ) の値

は、 最低でも １  つ指定する必要があ り ます 。

最小バージ ョ ンを含める ア ッ プグレー ド に、 " 最小バージ ョ ン " 設定で指定し た最小バージ ョ ンを含める

かど うか指定し ます。

Windows Installer がターゲッ ト  システム上にイ ンス ト ールされている以前のバー

ジ ョ ンの製品の最小バージ ョ ンを検索対象に含める場合は [ はい ] を選択し ます。

テーブル 8-10 • ア ッ プグレー ド パスの設定 ( 続き )

設定 説明
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最大バージ ョ ン " 最大バージ ョ ン " 設定は、 Windows Installer によるア ッ プグレー ド対象のイ ンス

ト ール済みのバージ ョ ン検索を定義し ます。 以前にイ ンス ト ールされたバージ ョ

ンのア ッ プグレー ド コー ドは、 " ア ッ プグレー ド コー ド " 設定に指定された値と

まず一致し ている必要があり ます。 一致するア ッ プグレー ド コー ドが検出される

と、 指定の最小 / 最大バージ ョ ンや、 そのバージ ョ ンを含めるか除外するか (" 最

小バージ ョ ンを含める " と " 最大バージ ョ ンを含める " 設定で指定 ) によ って検

索を絞り込むこ とができます。

この設定には、 現在のバージ ョ ンの更新対象と なる製品の最大バージ ョ ンが含ま

れています。 設定には次の方法のいずれかで書き込むこ とができます :

• システムの .msi または Setup.exe フ ァ イルを参照し てア ッ プグレー ド パス ツ

リーに ア ッ プグレー ド エン ト リ を追加する と、 InstallShield は " 最大バー

ジ ョ ン " 設定にある .msi フ ァ イルのバージ ョ ンを使用し ます。

• また、 この設定に、 0.00.0000 または 00.00.0000 ( ゼロはバージ ョ ン番号を表

す ) の形式で最大バージ ョ ンを入力する こ と もできます。

注意 • バージ ョ ンの設定 ( 最小バージ ョ ン、 最大バージ ョ ン、 または両方 ) の値

は、 最低でも １  つ指定する必要があ り ます 。

最大バージ ョ ンを含める ア ッ プグレー ド に、 " 最大バージ ョ ン " 設定で指定し た最大バージ ョ ンを含める

かど うか指定し ます。

Windows Installer がターゲッ ト  システム上にイ ンス ト ールされている以前のバー

ジ ョ ンの製品の最大バージ ョ ンを検索対象に含める場合は [ はい ] を選択し ます。

テーブル 8-10 • ア ッ プグレー ド パスの設定 ( 続き )

設定 説明
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言語識別子 (ID) " 言語 ID" 設定は、 Windows Installer によるア ッ プグレー ド対象のイ ンス ト ール済

みバージ ョ ンの検索を さ らに詳し く 定義し ます。 以前にイ ンス ト ールされたバー

ジ ョ ンのア ッ プグレー ド コー ドは、 " ア ッ プグレー ド コー ド " 設定に指定された

値と まず一致し ている必要があり ます。 一致するア ッ プ グレー ド コー ドが検出さ

れる と、 指定し た言語や、 それを含めるか除外するか (" 言語検索基準 " 設定で指

定 ) などによ って検索を絞り込むこ とができます。

この設定は、 ア ッ プグレー ド対象の製品バージ ョ ン用の 10 進数の 言語 ID を識別

し ます。

ア ッ プグレー ド対象の製品バージ ョ ン用の 10 進数の 言語 ID を提供するには、 以下の手順
に従います :

1. 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ 言語の選択 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

2. このア ッ プグレー ド で更新する各言語バージ ョ ンのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択

し ます。

3. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

別の方法と し て、 この設定に 10 進数値 ( 複数可 ) を入力する こ と もできます。

二ヶ国語以上を入力する場合は、 言語 ID を コ ンマ (,) で区切り ます。

メ モ • システムの .msi フ ァ イル参照し て選択する方法で、[ ア ッ プグレー ド パス ] 

エクスプローラーに ア ッ プグレー ド エン ト リ を追加する と、 その .msi フ ァ イル

の 10 進数値による言語の値がデフ ォル ト で自動的に " 言語 ID" 設定に使用され

ます。

言語検索基準 Windows Installer で ターゲッ ト  システム上にイ ンス ト ールされている以前の製品

バージ ョ ンを検索する と きに、 " 言語識別子 " 設定で指定されている言語識別子

を検索対象に含めるかど うかを指定し ます。 すべての言語を含める場合、 この設

定を空白のままにし ます。

削除エラーを無視する ターゲッ ト  システムに既存する製品の以前のバージ ョ ンを削除できなかった場合

に、 Windows Installer が現在のバージ ョ ンのイ ンス ト ールを続行するかど うかを指

定し ます。

[ いいえ ] を選択する と、 ターゲッ ト  システムに既存する製品の以前のバージ ョ

ンを削除できなかった場合に、 Windows Installer は現在のバージ ョ ンのイ ンス ト ー

ルを中止し ます。

テーブル 8-10 • ア ッ プグレー ド パスの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ュー

FlexNet Connect を利用し て、 Web に接続し ているエン ド ユーザーに対し てアプ リ ケーシ ョ ンのパッ チ、 ア ッ プ

デー ト 、 および製品情報が入手可能である こ と を自動的に通知し ます。 [ ア ッ プデー ト 通知 ] ビ ューでは、 元のイ

ンス ト ールの自動通知を有効にする こ とができます。

FlexNet Connect の利用は簡単です。 FlexNet Connect を有効にする と、 InstallShield は Software Manager を イ ンス

ト ールに含めます。 このデスク ト ッ プ ツールはアプ リ ケーシ ョ ン と一緒に発送されるので、 エン ド ユーザーは、

最新のア ッ プデー ト を確認するツールと し て利用する こ とができます。 エン ド ユーザーにア ッ プデー ト を公開す

る場合、 FlexNet Connect パブ リ ッ シャー サイ ト とい う名前の Web ベースの管理ポータルを使用し ます。

FlexNet Connect には様々なオプシ ョ ンがあ り、 完全ソ リ ューシ ョ ン と し て本製品と共に購入する こ と もできます

し、 またはカス タ マイズ ソ リ ューシ ョ ン と し て個別に購入する こ と もできます。 詳しい情報は、 フ レ クセラ ・ ソ

フ ト ウ ェ ア Web サイ ト をご覧 く ださい。

[ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] ビ ュー

アプ リ ケーシ ョ ン データには、 イ ンス ト ールに追加するすべてのフ ァ イルが含まれます。 フ ァ イルは、 [ フ ァ イ

ル ] ビ ューを使って、 再配布可能フ ァ イルを通し て、 または依存関係のスキャ ンを行って追加できます。

機能の状態を移行する ア ッ プグレー ド時に、 イ ンス ト ール済みの製品バージ ョ ンから新しいバージ ョ ン

に機能選択の状態を移行するかど うかを指定し ます。 製品の前のバージ ョ ンを イ

ンス ト ールし た と きに、 エン ド ユーザーが特定の機能を イ ンス ト ールするよ う に

選択し ている場合があり ます。 " 機能の状態を移行する " 設定で [ はい ] を選択

する と、 製品の新しいバージ ョ ンにア ッ プグレー ド中、 以前に選択された機能が

デフ ォル ト で選択されます。

た と えば、 元の製品に Feature1、 Feature2、 および Feature3 が含まれていて、 エ

ン ド ユーザーが Feature1 と Feature3 のみを イ ンス ト ールし た場合、 ア ッ プグ

レー ドが実行された と き、 イ ンス ト ールで Feature1 と Feature3 がデフ ォル ト で

選択されます。 デフ ォル ト で Feature2 は選択されないままです。

テーブル 8-11 • [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] ビ ューの下にあるビ ュー

表示 説明

フ ァ イル [ フ ァ イル ] ビ ューは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にフ ァ イルを追加する主な方法

です。 このビ ューは、 Windows エクスプローラーと同様に機能するため、 イ ンス

ト ール プロジ ェ ク ト にフ ァ イルを ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする こ とができます。

フ ァ イルおよび機能 フ ァ イルに追加する機能は [ フ ァ イル ] ビ ューで選択できますが、 イ ンス ト ールに

フ ァ イルを追加し た後で、 フ ァ イルに関連付ける機能を変更するよ う な場合には、 [

フ ァ イルおよび機能 ] ビ ューで変更する必要があ り ます。

テーブル 8-10 • ア ッ プグレー ド パスの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ フ ァ イル ] ビ ュー

フ ァ イルは、 イ ンス ト ールの中心と な り ます。 イ ンス ト ール プログラムの主な目的は、 フ ァ イルを ソース メ デ ィ

アから ターゲッ ト マシンのイ ンス ト ール先に転送する こ と です。 [ フ ァ イル ] ビ ューは、 4 つのペイ ンに分けられ

ます : 左の 2 つのペイ ンにはフ ォルダーが含まれ、 右の 2 つのペイ ンには、 これらのフ ォルダー内のフ ァ イルが

表示されます。 上記の 4 つのペイ ンを [ 機能 ] リ ス ト と呼びます。 フ ァ イルを イ ンス ト ールに追加する前に、 フ ァ

イルを関連付ける機能を選択する必要があ り ます。 ボ ッ クスに表示される機能は、 フ ァ イルが追加される機能で

す。

再配布可能フ ァ イル 再配布可能フ ァ イル (InstallShield 前提条件、 マージ モジュールおよびオブジ ェ ク ト

) を利用する と、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に個別の機能を追加する こ とができま

す。 このタ イプの機能の例と し ては、 Visual Basic のラ ン タ イム DLL および 

Microsoft C のラ ン タ イム ラ イブラ リ などがあ り ます。

依存関係 [ 依存関係 ] ビ ューには、 依存関係を イ ンス ト ールに追加する 3 種類のスキャナー

が含まれています。 これらのスキャナーは、 Visual Basic プロジ ェ ク ト スキャナー、

既にプロジ ェ ク ト に含まれている フ ァ イルをスキャ ン し てその依存関係を追加する

ス タ テ ィ ッ クスキャナー、 およびあらゆる依存関係について実行中のアプ リ ケー

シ ョ ンをスキャ ンするダイナ ミ ッ クスキャナーです。

テーブル 8-12 • [ フ ァ イル ] ビ ューにあるペイ ン

ペイ ン 説明

ソース コ ンピ ューター

のフ ォルダー ( 左上 )

[ ソース コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンは、 Windows エクスプローラーの左

のペイ ンに似ています。 このペイ ンには、 ローカルまたはネ ッ ト ワーク上にある

フ ォルダーが含まれます。 このペイ ンで、 イ ンス ト ールに追加する フ ァ イルを含む

フ ォルダーに移動できます。

ソース コ ンピ ューター

のフ ァ イル ( 右上 )

[ ソース コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンには、 [ ソース コ ンピ ューターのフ ォ

ルダー ] ペイ ンで現在選択されている フ ォルダーに含まれる フ ァ イルが表示されま

す。 このペイ ンから、 イ ンス ト ール先ペイ ンの 1 つにフ ァ イルを ド ラ ッ グできま

す。 下部のペイ ンに ド ロ ッ プ し たフ ァ イルは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加さ

れます。

テーブル 8-11 • [ アプ リ ケーシ ョ ン データの指定 ] ビ ューの下にあるビ ュー ( 続き )

表示 説明
InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド ISE-2100-UG00 507



第 8 章 : 

ビ ュー リ フ ァ レンス
次の 3 つのいずれかの方法を実行し て、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にフ ァ イルを追加できます。 各方法を以下に

説明し ます。

イ ンス ト ール先コ ン

ピ ューターのフ ォル

ダー ( 左下 )

[ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ォルダー ] ペイ ンには、 プロジ ェ ク ト に追加済

みのフ ォルダーだけでな く 、 定義済みのイ ンス ト ール先一覧が含まれています。

イ ンス ト ールがターゲッ ト  システム上に作成する カス タム フ ォルダーを追加する

には、 このビ ューでフ ォルダーを右ク リ ッ ク し てから、 [ 新しいフ ォルダー ] を ク

リ ッ ク し ます。

一部の定義済みフ ォルダーは、 デフ ォル ト で非表示になっています。 これらのフ ォ

ルダーについての詳細は、 「[ フ ァ イル ] ビ ューで定義済みフ ォルダーを表示する」

を参照し て く だ さい。

フ ァ イルと フ ォルダーを ターゲッ ト  システム上の 64 ビ ッ ト の場所に追加する処理

については、 「32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム両方をサポー ト する難

し さについて」 を参照し て く だ さい。

イ ンス ト ール先コ ン

ピ ューターのフ ァ イル (

右上 )

[ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのフ ァ イル ] ペイ ンには、 現在選択されている イ ン

ス ト ール先のフ ォルダーに追加されている フ ァ イルがすべて表示されます。 このペ

イ ンでフ ァ イルを右ク リ ッ クする と、 フ ァ イルの切り取り、 コ ピー、 貼り付け、 削

除、 またはプロパテ ィ の編集を行う こ とができます。

テーブル 8-13 • プロジ ェ ク ト へフ ァ イルを追加する方法

メ ソ ッ ド 説明

ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ

プ

フ ァ イルを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加する最も簡単な方法は、 [ フ ァ イル ] 

ビ ューでペイ ンを使用する こ と です。 このビ ューの上部の 2 つのペイ ンは、 機能的

に Windows エクスプローラーと同じ です。 下部の 2 つのペイ ンは、 フ ァ イルの宛先

を示し ます。 上部のペイ ンから、 下部のペイ ンのイ ンス ト ール先フ ォルダーにソー

スフ ァ イルを ド ラ ッ グするだけです。

メ モ • [ ソースフ ォルダー ] から [ イ ンス ト ール先フ ォルダー ] にフ ォルダーを ド

ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プする と、 フ ォルダーをそのフ ォルダーのダイナ ミ ッ ク リ ン ク

にするかど うかたずねるダイアログが表示されます。

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル

リ ン ク

フ ァ イルを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加する別の方法は、 全体のフ ォルダーの

内容、 またはフ ォルダーの特定のフ ァ イルにリ ン クする こ と です。 この方法を使用

する と、 イ ンス ト ールのフ ァ イルを含む、 ローカルまたはネ ッ ト ワーク上の特定の

フ ォルダーを指定できます。 イ ンス ト ールをビルド するたびに、 選択されたフ ォル

ダーの内容が機能に追加されます。 また、 ワイルド カー ド を使用し て、 イ ンス ト ー

ルに追加する フ ァ イルを フ ィ ルタ リ ングできます。

テーブル 8-12 • [ フ ァ イル ] ビ ューにあるペイ ン ( 続き )

ペイ ン 説明
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メ モ • [ フ ァ イル ] ビ ューのいずれかのペイ ンを更新するには、 更新するペイ ンを ク リ ッ ク し て、 F5 を押し ます。

イ ンス ト ール先フ ォルダー

イ ンス ト ールにフ ァ イルを追加するには、 イ ンス ト ール先フ ォルダーにそのフ ァ イルを配置し ます。 次の定義済

みイ ンス ト ール先フ ォルダーが、 デフ ォル ト と し て [ フ ァ イル ] ビ ューに表示されます。 それぞれはダイナ ミ ッ ク

です。 つま り、 ハー ド コー ド化されたパスは必要あ り ません。 その代わり、 各イ ンス ト ール先のフ ォルダーの値

は、 ターゲッ ト  マシンのオペレーテ ィ ング システムから取得されます。

一部の定義済みフ ォルダーは、 デフ ォル ト で非表示になっています。 これらの非表示フ ォルダーについての詳細

は、 「[ フ ァ イル ] ビ ューで定義済みフ ォルダーを表示する」 を参照し て く だ さい。

以下のプロパテ ィ は、 エン ド ユーザーのシステムの多 く のフ ォルダーへの完全修飾パスを保持し ます。

依存関係 スキャ ン フ ァ イルを イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加する 3 番目の方法は、 [ 依存関係 ] 

ビ ューを使用する こ と です。 このビ ューには、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト または実

行中のアプ リ ケーシ ョ ン内のすべての依存関係フ ァ イルをスキャ ン し て、 それら を

イ ンス ト ールに追加できるウ ィ ザー ドが含まれています。 これらのウ ィ ザー ドは、 [

ツール ] メ ニューから起動する こ と もできます。

テーブル 8-14 • 定義済みのイ ンス ト ール先フ ォルダー

プロパテ ィ 説明

AdminToolsFolder 管理ツールのある フ ォルダーを指し ます。

AppDataFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーのアプ リ ケーシ ョ ン データ フ ォルダーへの

完全パスを保持し ます。 デフ ォル ト で、 このプロパテ ィ は 「none」 になっていま

す。

CommonAppDataFolder これは、 すべてのユーザーのアプ リ ケーシ ョ ン データ を含むフ ォルダーへの完全

パスです。 共通パスは､次のとおり です。

C:\ProgramData

CommonFiles64Folder このプロパテ ィ の値は、 64 ビ ッ ト  Common Files フ ォルダーへの完全修飾パスで

す。

ターゲッ ト  システム上の 64 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールする処理については、

「32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム両方をサポー ト する難し さについ

て」 を参照し て く だ さい。

CommonFilesFolder このプロパテ ィ の値は、 Common Files フ ォルダーへの完全修飾パスです。

テーブル 8-13 • プロジ ェ ク ト へフ ァ イルを追加する方法 ( 続き )

メ ソ ッ ド 説明
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DATABASEDIR このプロパテ ィ には、 イ ンス ト ールのデータベース フ ァ イルのイ ンス ト ール先が

格納されます。 [ 一般情報 ] ビ ューで DATABASEDIR の初期値を設定できます。 ま

た、 [ 変更 ] ボタ ンを表示する と、 エン ド ユーザーが実行時に [ データベース 

フ ォルダー ] ダイアログでこの値を修正できるよ う にな り ます。

DesktopFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ デスク ト ッ プ ] フ ォルダーへの完全パス

を保持するために使用し ます。 セ ッ ト ア ッ プが All Users に対し て実行されている

と きに、 ALLUSERS プロパテ ィ が設定されている場合、 DesktopFolder プロパテ ィ

には All Users デスク ト ッ プ フ ォルダーへの完全パスが保持されます。

FavoritesFolder FavoritesFolder プロパテ ィ は現在のユーザーの [ お気に入り ] フ ォルダーまでの完

全パスを含みます。

FontsFolder このプロパテ ィ は、 Fonts フ ォルダーへの完全パスを保持し ます。

GlobalAssemblyCache このプロパテ ィ は、 グローバル アセンブ リ キャ ッ シュ (GAC) への完全パスを含

みます。

INSTALLDIR このプロパテ ィ はイ ンス ト ールの保存先を格納し ます。 [ 一般情報 ] ビ ューで、 

INSTALLDIR の初期値を設定する こ とができます。

IISROOTFOLDER このプロパテ ィ は、 ターゲッ ト  システムの Web サーバーのルー ト  デ ィ レ ク ト リ

を格納し ます。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で IIS 機能を使用し ていて、 Web サイ

ト が既に追加されている場合 IISROOTFOLDER は自動的に追加されます。

メ モ • [ フ ァ イル ] ビ ューの IISROOTFOLDER デ ィ レ ク ト リ に追加し たフ ァ イルは

すべて、 ターゲッ ト  マシンの Web サーバーのルー ト  デ ィ レ ク ト リ にイ ンス ト ー

ルされます。 IIS がターゲッ ト マシン上に存在し ない場合、 フ ァ イルはルー ト フ ォ

ルダーへコ ピーされます。

LocalAppDataFolder ローカルに保存されたアプ リ ケーシ ョ ンデータの場所。 このプロパテ ィ の通常の

値は、 次の通り です :

C:\Users\UserName\AppData\Local

MyPicturesFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ マイ ピ クチャ ] フ ォルダーへの完全パス

を保持し ます。

PersonalFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの個人フ ォルダーへの完全パスを保持し ま

す。

PrimaryVolumePath このプロパテ ィ は、 イ ンス ト ールのプ ラ イマ リ フ ォルダーを示す、

PRIMARYFOLDER で指定されたパスに設定されます。

テーブル 8-14 • 定義済みのイ ンス ト ール先フ ォルダー ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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ProgramFiles64Folder このプロパテ ィ は、 64 ビ ッ ト  Program Files フ ォルダーまでの完全パスを保持し

ます。

ターゲッ ト  システム上の 64 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールする処理については、

「32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム両方をサポー ト する難し さについ

て」 を参照し て く だ さい。

ProgramFilesFolder このプロパテ ィ は、 32 ビ ッ ト  Program Files フ ォルダーまでの完全パスを保持し

ます。

ProgramMenuFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ プログラム ] メ ニューへの完全パスを保

持するために使用されます。 イ ンス ト ールが All Users に対し て実行されている と

きに、 ALLUSERS プロパテ ィ が設定されている場合、 ProgramMenuFolder プロパ

テ ィ には All Users の [ プログラム ] メ ニューへの完全パスが保持されます。

SendToFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの SendTo フ ォルダーへの完全パスを保持し

ます。

StartMenuFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ ス ター ト ] メ ニューへの完全修飾パスを

保持するために使用されます。 イ ンス ト ールが All Users に対し て実行されている

と きに、 ALLUSERS プロパテ ィ が設定されている場合、 StartMenuFolder プロパ

テ ィ には All Users [ プログラム ] メ ニューへの完全修飾パスが保持されます。

StartupFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ ス ター ト ア ッ プ ] フ ォルダーへの完全修

飾パスを保持するために使用されます。 セ ッ ト ア ッ プが All Users に対し て実行さ

れている と きに、 ALLUSERS プロパテ ィ が設定されている場合、 StartupFolder プ

ロパテ ィ には All Users [ プログラム ] メ ニューへの完全パスが保持されます。

System16Folder このプロパテ ィ は、 システムの 16 ビ ッ ト  DLL を含むフ ォルダーまでの完全パス

を保持し ます。

System64Folder このプロパテ ィ は、 64 ビ ッ ト  Windows System フ ォルダーまでの完全パスを保持

し ます。

ターゲッ ト  システム上の 64 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールする処理については、

「32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム両方をサポー ト する難し さについ

て」 を参照し て く だ さい。

SystemFolder このプロパテ ィ は、 32 ビ ッ ト  Windows System フ ォルダーまでの完全パスを保持

し ます。

TempFolder このプロパテ ィ は、 Temp フ ォルダーまでの完全パスを保持し ます。

TemplateFolder このプロパテ ィ は、 現在のユーザーの [ テンプレー ト ] フ ォルダーへの完全パス

を保持し ます。

テーブル 8-14 • 定義済みのイ ンス ト ール先フ ォルダー ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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[ フ ァ イルおよび機能 ] ビ ュー

フ ァ イルを機能に関連付けるのに最適な タ イ ミ ングは、 セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト にこれらのフ ァ イルを初めて

追加する と きです。 フ ァ イルを追加た後、 そのフ ァ イルが関連付けられた機能を変更する場合は、 [ フ ァ イルと機

能 ] ビ ューを通し てのみ行な う こ とができます。 

タ スク : フ ァ イルが関連付けられた機能を変更するには ：

1. 現在フ ァ イルを含む機能を ク リ ッ ク し て、 その機能に関連付けられている全フ ァ イルのリ ス ト を表示し ます。 

2. 移動する フ ァ イルを選択し て、 新しい機能に ド ラ ッ グし ます。 

メ モ • ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プではな く 、 大きなグループ と し てまたは個別に、 フ ァ イルを切り取って貼り付け

る こ と もできます。

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューには、 InstallShield に含まれるいる InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 およ

びオブジ ェ ク ト がすべて含まれています。

InstallShield 前提条件

InstallShield 前提条件 は、 製品が必要とする製品、 またはテ ク ノ ロジ フ レームワークのためのイ ンス ト ールです。

既存の InstallShield 前提条件は、 どれでも イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。

プロジ ェ ク ト に InstallShield 前提条件を含める と、 複数のイ ンス ト ールを連鎖する こ とができるため、 1 度に 1 つ

の実行シーケンスのみしか実行できない Windows Installer 制限をバイパスできます。 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ン

チャーは、 連鎖を管理するブー ト ス ト ラ ッ プ アプ リ ケーシ ョ ン と し ての役割を果たし ます。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition と InstallShield Professional Edition には、 InstallShield 前提条件エデ ィ

ターが含まれています。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターを利用し て、 カス タム InstallShield 前提条件を定義し た

り、 既存の InstallShield 前提条件の設定を編集し た り できます。

InstallShield では、 次の 2 つのタ イプの InstallShield 前提条件がサポー ト されています :

WindowsFolder このプロパテ ィ は、 Windows フ ォルダーへの完全パスを保持し ます。

WindowsVolume このプロパテ ィ は、 Windows フ ォルダーのボリ ュームを保持し ます。 このプロパ

テ ィ は Windows がイ ンス ト ールされている ド ラ イブに設定されます。

テーブル 8-14 • 定義済みのイ ンス ト ール先フ ォルダー ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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• セ ッ ト ア ッ プ前提条件 — この種類の前提条件のイ ンス ト ールは、 イ ンス ト ールの実行の前に実行されます。

• 機能前提条件 — この種類の前提条件は、 1 つまたは複数の機能に関連付けられています。 機能前提条件は、

前提条件を含む機能がイ ンス ト ールされた と きに、 その前提条件がシステム上に既にイ ンス ト ールされてい

ない場合にイ ンス ト ールされます。 し たがって、 機能の条件がターゲッ ト  システム上で満たされていない場

合、 またはエン ド ユーザーが機能のイ ンス ト ールを行わないこ と を選択し た場合、 その機能はイ ンス ト ール

されません。 その結果、 イ ンス ト ールされる別の機能にも機能前提条件が関連付けられていない限り、 関連

付けられた機能前提条件はいずれも イ ンス ト ールされません。

マージ モジュール

マージ モジュール (.msm フ ァ イル ) には、 個別機能を イ ンス ト ールするために必要なロジ ッ ク と フ ァ イルのすべ

てが含まれています。 た と えば、 多 く のアプ リ ケーシ ョ ンには Microsoft Visual Basic ラ ン タ イム .dll が必要です。

機能にフ ァ イルを含めてイ ンス ト ール要件を調べる必要はな く 、 プロジ ェ ク ト に含まれる機能の 1 つに Visual 

Basic 仮想マシン マージ モジュールを添付するだけでこれを実行できます。

メ モ • [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに含まれているマージ モジュールの多 く は Microsoft またはその他のサー ド

パーテ ィ による ものです。 InstallShield では、 これらのモジュールを無料配布する こ とによ って、 イ ンス ト ール プ

ロジ ェ ク ト の作成を支援し ます。 ただ し、 サー ドパーテ ィ が作成し たモジュールに存在する問題を InstallShield が

修正し た り直すこ とはできません。 サー ド パーテ ィ が作成し たモジュールに関する問題は、 ベンダーへお問い合

わせ く ださい。 

オブジ ェ ク ト

オブジ ェ ク ト には、 マージ モジュール同様、 個別の機能を イ ンス ト ールするために必要なロジ ッ ク と フ ァ イルが

すべて含まれています。 InstallShield に含まれる DirectX オブジ ェ ク ト などのオブジ ェ ク ト は、 ウ ィ ザー ド を使っ

てカス タ マイズする必要があ り ます。 オブジ ェ ク ト を イ ンス ト ールに追加する と、 すぐに該当する カス タ マイズ

ウ ィ ザー ドが開きます。 オブジ ェ ク ト を追加時点でカス タ マイズする こ と も、 ウ ィ ザー ド をいったんキャ ンセル

し、 後でオブジ ェ ク ト を右ク リ ッ ク し て [ オブジ ェ ク ト の設定変更 ] を選択する こ とによ ってカス タ マイズする こ

と もできます。

ラ イブ再配布可能フ ァ イルギャ ラ リー

多 く の再配布可能フ ァ イルはサイズが大きいため、 プロジ ェ ク ト で利用可能なものでも InstallShield のイ ンス ト ー

ルと同時にコ ンピ ューターへ追加されない場合があ り ます。 その場合も、 これらの再配布可能フ ァ イルはイ ン

ターネ ッ ト から コ ンピ ューターへダウンロー ド する こ とができます。

構成可能マージ モジュール

構成可能な再配布可能フ ァ イルは、 マージ モジュールまたは ModuleConfiguration テーブルで少な く と も 1 つの行

を持ち、 ModuleSubstitution テーブルで少な く と も 1 行によ って参照されるオブジ ェ ク ト です。 これによ って再配

布可能フ ァ イルの値を変更する こ とができます。 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで構成可能モジュールを選択し た

場合、 表示される [ マージ モジュール構成可能値 ] ダイアログ ボ ッ クスでモジュール追加時にそれを構成する こ

とができます。 マージ モジュールを後でカス タ マイズするには、 それを右ク リ ッ ク し て [ マージ モジュールの構

成 ] を選択し ます。
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[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューを使って作業する

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューは、 次の要素で構成されます :

• ボタ ン行と その他のコ ン ト ロール

• グループ ボ ッ クス領域 ( ボタ ン行の下 )

• 再配布可能フ ァ イルの一覧

• 選択された再配布可能フ ァ イルついての情報を表示する、 詳細ペイ ン

次の表では、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューに表示されるすべてのボタ ン と、 その他のコ ン ト ロールについて説明

し ます。

テーブル 8-15 • [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューのコ ン ト ロール

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン 説明

すべてのグループを

展開する

グループを使って行を階層形式に編成する場合に、 グループに

含まれるすべての行を表示し ます。

すべてのグループを

折り たたむ

グループを使って行を階層形式に編成する場合に、 グループに

含まれるすべての行を隠し ます。

詳細の表示 提供されている再配布可能フ ァ イルの一覧から選択された 

InstallShield 前提条件、 マージ モジュール、 またはオブジ ェ ク ト

の詳細を表示するビ ュー内の右側にあるペイ ンの表示 / 非表示

を切り替えます。 この詳細ペイ ンで、 再配布可能フ ァ イルがイ

ンス ト ールする フ ァ イルなどの情報を確認する こ とができます。

グループ ボ ッ クスの

表示

このビ ューのボタ ン行の下にある [ グループ ボ ッ クス ] 領域の

表示 / 非表示を切り替えます。

リ フ レ ッ シュ 再配布可能フ ァ イルのリ ス ト を更新し ます。

文字列のフ ィ ルター

条件を入力

この検索ボ ッ クスで指定し た文字列に従って、 [ 再配布可能フ ァ

イル ] ビ ューに表示される再配布可能フ ァ イルをダイナ ミ ッ ク

にフ ィ ルターし ます。 このボ ッ クスに文字列を入力する と、 そ

れを含まない行すべてが非表示と な り ます。

[ 再配布可能フ ァ イル

] ビ ュー ヘルプ

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューのヘルプを表示し ます。
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次の表は、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューの各列について説明し ます。

グループ化する列の

ヘ ッ ダーを こ こに ド

ラ ッ グ

このグループ ボ ッ クス領域を使って、 ビ ュー内の行をグループ

分けし ます。 ビ ューでは、 列のヘ ッ ダーをグループ ボ ッ クスに

ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プするだけで複数階層にグループ化する

こ とができます。 ビ ュー内の行は、 グループ ボ ッ クスの配列に

従って階層構造で表示されます。

詳細については、 「様々なビ ューで、 [ グループ ボ ッ クス ] 領域

を使って作業する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-16 • [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューの列

列 説明

チ ェ ッ ク ボ ッ クス この列には、 各再配布可能フ ァ イルのチ ェ ッ ク ボ ッ クスが表示されます。 再配

布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加するには、 そのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択

し ます。

タ イプ / 状態 この列には、 再配布可能フ ァ イルの種類を示すアイ コ ン と、 再配布可能フ ァ イ

ルの状態が表示されます。 各アイ コ ンの詳細については、 「再配布可能フ ァ イル

ギャ ラ リーを管理する」 を参照し て く ださい。

名前 この列には、 各再配布可能フ ァ イルの名前が表示されます。

バージ ョ ン この列には、 再配布可能フ ァ イルのバージ ョ ン番号が表示されます。

種類 この列には、 再配布可能フ ァ イルの種類がリ ス ト されます。

場所 この列には、 再配布可能フ ァ イルが使用中のマシン上でローカルにイ ンス ト ー

ル済みか、 ダウンロー ドが必要であるかが示されます。 詳細については、 「再配

布可能フ ァ イルを コ ンピ ューターにダウンロー ド する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-15 • [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューのコ ン ト ロール ( 続き )

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン 説明
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[ 依存関係 ] ビ ュー

ある フ ァ イルが、 他のフ ァ イルの関数に依存し て タ スク を実行する こ とがよ く あり ます。 ただ し、 イ ンス ト ール 

プロジ ェ ク ト にアプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルを含める際に、 「依存関係」 と呼ばれる他のフ ァ イルに気が付かない場

合があ り ます。 InstallShield では、 これらのフ ァ イルを見つけて作業を行う次のスキャ ン ウ ィ ザー ドが用意されて

います。 これらのスキャナーには、 [ 依存関係 ] ビ ューからアクセスできます :

ス タ テ ィ ッ クおよびダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ド を使用する場合、 InstallShield を使ってス タ テ ィ ッ クまたは

ダイナ ミ ッ ク スキャ ンを実行する と き必ず自動的に選択または除外される フ ァ イルを指定する こ とができます。

詳細については、 「依存関係スキャナーでフ ァ イルを フ ィ ルターする」 を参照し て く だ さい。

[ ターゲ ッ ト  システムの構成 ] ビ ュー

イ ンス ト ールでは、 ターゲッ ト  システムの変更が必ず発生し ます。 最も単純なイ ンス ト ールでは、 単にフ ァ イル

がコ ピーされるだけです。 よ り複雑なイ ンス ト ールでは、 レジス ト リの変更、 .ini フ ァ イルの編集、 シ ョ ー ト カ ッ

ト の作成、 その他の変更が行われます。 InstallShield には、 詳細設定用に次のよ う なサブビ ューがあ り ます。 

テーブル 8-17 • InstallShield の依存関係スキャナー

スキャ ンのオプシ ョ ン 関数

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ンの実

行

ス タ テ ィ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは、 プロジ ェ ク ト のポータ ブル実行可能

フ ァ イル ( 例、 .exe、 .ocx、 .com、 .tlb、 .hlp、 および .chm) を探し、 必要な依存

関係を検出し ます。

ダイナ ミ ッ ク スキャ ンの実

行

ダイナ ミ ッ ク スキャ ン ウ ィ ザー ドは、 実行可能フ ァ イルが実行中にシステム

を監視し て、 実行可能フ ァ イルで必要と なる可能性がある .dll または .ocx フ ァ

イルを確認し ます。

テーブル 8-18 • [ ターゲッ ト  システムの構成 ] ビ ューの下にあるビ ュー

表示 説明

シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォ

ルダー

シ ョ ー ト カ ッ ト を使用する と、 イ ンス ト ールし たアプ リ ケーシ ョ ンにすばや く アク

セスできます。 シ ョ ー ト カ ッ ト およびフ ォルダーは、 デスク ト ッ プ上や [ ス ター ト

] メ ニュー、 その他さ まざまな場所に作成する こ とができます。

レジス ト リ [ レジス ト リ ] ビ ューでは、 レジス ト リ エン ト リ を作成し た り、 既存のレジス ト リ

データ を イ ンス ト ールにイ ンポー ト する こ とができます。

ODBC リ ソース [ODBC リ ソース ] ビ ューでは、 ド ラ イバー、 ト ラ ンスレーターおよびデータ ソース

をアプ リ ケーシ ョ ンの 1 つまたは複数の機能に追加できます。 イ ンス ト ールされた 

ODBC リ ソースを選択するか、 または新しい リ ソースを リ ス ト に追加し、 それら を

機能に関連付けた後、 その属性を カス タ マイズし ます。

INI フ ァ イルの変更 このビ ューを使って、 ターゲッ ト  システム上の .ini フ ァ イルを編集し ます。
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[ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] ビ ュー

[ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] ビ ューは、 ターゲッ ト  システム上のアプ リ ケーシ ョ ンへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成

するためのシンプルかつビジュアルな方法を提供し ます。 このビ ューには、 シ ョ ー ト カ ッ ト とサブ フ ォルダーを

作成できる一組の定義済みのイ ンス ト ール先フ ォルダーを表示する [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーがあり ま

す。 InstallShield には標準で次のシ ョ ー ト カ ッ ト のイ ンス ト ール先があり ます。

フ ァ イル拡張子 製品にフ ァ イル拡張子を関連付ける必要がある場合は、 [ フ ァ イル拡張子 ] ビ ュー

で関連付けを作成できます。

環境変数 ターゲッ ト  システムの環境変数を作成または変更し た り、 ターゲッ ト  システムか

ら環境変数を削除する場合、 [ 環境変数 ] ビ ューでそのプロパテ ィ を定義付ける こ と

ができます。

イ ン ターネ ッ ト  イ ン

フ ォ メ ーシ ョ ン サービ

ス

[IIS 構成 ] ビ ューを利用する と、 ターゲッ ト  システム上での IIS Web サイ ト 、 アプ

リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リの作成並びに管理が可能です。

コ ンポーネン ト  サービ

ス

[ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューでは、 イ ンス ト ール パッ ケージ用の COM+ サー

バー アプ リ ケーシ ョ ン と コ ンポーネン ト を管理できます。

サービス [ サービス ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ール中にイ ンス ト ール、 およびアン イ ンス

ト ール中に削除するサービスの情報を指定し ます。

テーブル 8-19 • シ ョ ー ト カ ッ ト の標準イ ンス ト ール先

シ ョ ー ト カ ッ ト のイ ン
ス ト ール先 説明

[ プログラム ] メ ニュー

と [ ス ター ト ア ッ プ ]

[ プログラム ] と [ ス ター ト ア ッ プ ] フ ォルダーは、 [ ス ター ト  メ ニュー ] の中にあ

り ます。 [ プログラム メ ニュー ] フ ォルダーは、 製品のシ ョ ー ト カ ッ ト を イ ンス ト ー

ルする業界標準の場所と なっています。 [ ス ター ト ア ッ プ ] フ ォルダーには、 

Windows が起動すと きに常に起動する必要があるアイテムだけを配置し ます。

テーブル 8-18 • [ ターゲッ ト  システムの構成 ] ビ ューの下にあるビ ュー ( 続き )

表示 説明
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新しいシ ョ ー ト カ ッ ト を追加する と、 このビ ューの [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーに追加されたシ ョ ー ト

カ ッ ト が新しい ノ ー ド と し て追加されます。 新しいシ ョ ー ト カ ッ ト  ノ ー ドは、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト がターゲッ ト  

システム上に既に存在する フ ァ イルに割り当てられていない場合、 シ ョ ー ト カ ッ ト の " アイ コ ン フ ァ イル " 設定

で選択されたアイ コ ン ( 実行時に、 シ ョ ー ト カ ッ ト がターゲッ ト  システムに追加されたと きに使用されます ) と

同じ アイ コ ン と共に表示されます。

既に存在する フ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト の場合、 アイ コ ン フ ァ イルは実行時まで判明し ません。 し たがって、 [

シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーでは、 ターゲッ ト  システム上で実行時に使用されるアイ コ ンの代わり に、 各

シ ョ ー ト カ ッ ト に次のアイ コ ンが表示されます。

アイ コ ン フ ァ イルがアイ コ ンを含まない場合、 このアイ コ ンが [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] エクスプローラーのシ ョ ー ト

カ ッ ト に使用されます。

SendTo [ 送る ] フ ォルダーは、 ユーザーがフ ァ イルを右ク リ ッ ク し た と きに利用できます。

このコ ンテキス ト  メ ニューには [ 送る ] と呼ばれる コマン ドが含まれています。 こ

のフ ォルダーにプログラムのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し た場合、 エン ド ユーザーは任

意のフ ァ イルを ク リ ッ ク し て製品に送る こ とができます。

た と えば、 エン ド ユーザーがメ モ帳で HTML ページを開けるよ う にし たいと し ま

す。 [ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] ビ ューの [ 送る ] フ ォルダーに、 メ モ帳への

シ ョ ー ト カ ッ ト を作成する と、 エン ド ユーザーは HTML フ ァ イルを右ク リ ッ ク し た

と きに [ 送る ] メ ニューから メ モ帳を ク リ ッ クする こ とができます。 このページの

ソースフ ァ イルがメ モ帳で開かれます。

メ モ • Send to で作成されたシ ョ ー ト カ ッ ト は、 イ ンス ト ールを実行中のユーザ - の 

Send to に設定されます。 これは Windows Installer が [ 送る ] プロパテ ィ を現在の

ユーザーの [ 送る ] フ ォルダーへの絶対パスに設定するためです。

Send to フ ォルダーのシ ョ ー ト カ ッ ト はア ドバタ イズできません。

デスク ト ッ プ [ デスク ト ッ プ ] フ ォルダーには、 エン ド ユーザーのデスク ト ッ プのシ ョ ー ト カ ッ ト

が含まれています。 デスク ト ッ プ フ ォルダー上にシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する と、 エ

ン ド ユーザーのデスク ト ッ プに製品のアイ コ ンが表示されます。

メ モ • デスク ト ッ プはシ ョ ー ト カ ッ ト の配置場所と し ては一番わかりやすい場所です

が、 シ ョ ー ト カ ッ ト を多 く 配置しすぎる と エン ド ユーザーのデスク ト ッ プが混雑す

る可能性があ り ます。

テーブル 8-19 • シ ョ ー ト カ ッ ト の標準イ ンス ト ール先 ( 続き )

シ ョ ー ト カ ッ ト のイ ン
ス ト ール先 説明
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メ モ • 動的に リ ン ク されたフ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する こ とはできません。 詳細については、 「ダイナ

ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの制限事項」 を参照し て く だ さい。

シ ョ ー ト カ ッ ト と フ ォルダーについて構成可能な各設定についての詳細は、 以下を参照し て く だ さい :

• シ ョ ー ト カ ッ ト の設定

• フ ォルダーの設定

シ ョ ー ト カ ッ ト の設定

[ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] ビ ューで、 シ ョ ー ト カ ッ ト の設定は次のメ イ ン カテゴ リ で構成されています :

• 概観 

• 動作 

• 全般 
InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド ISE-2100-UG00 519



第 8 章 : 

ビ ュー リ フ ァ レンス
概観

シ ョ ー ト カ ッ ト の " 外観 " 設定を使って、 シ ョ ー ト カ ッ ト の説明やアイ コ ンなどの詳細を指定し ます。

テーブル 8-20 • 外観の設定

設定 説明

表示リ ソース 複数言語アプ リ ケーシ ョ ン用のイ ンス ト ールを準備中で、 シ ョ ー ト カ ッ ト の表示

名用 .mui フ ァ イルと言語ニュー ト ラルなポータ ブル実行可能フ ァ イルを切り離す

場合、 以下の設定を使用し ます :

• 表示リ ソース — 複数言語ユーザー イ ン ターフ ェ イス (MUI) マニフ ェ ス ト を含

む DLL フ ァ イルを参照するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し ます。

DLL フ ァ イルを参照し てから選択するか、 " 表示リ ソース DLL " 設定でパス

と フ ァ イル名を手入力し た場合、 InstallShield はこの設定にパス と フ ァ イル名

を リ ス ト し ます。 " 表示リ ソース イ ンデッ クス " 設定で指定された リ ソース 

イ ンデ ッ クスも リ ス ト し ます。

• 表示リ ソース DLL — MUI マニフ ェ ス ト を含む DLL フ ァ イルのパス と フ ァ イル

名を手動で指定する場合は、 それを入力し ます。 ハー ド コー ド化されたデ ィ

レ ク ト リ パスの代り に、 Windows Installer デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ  ( 例、

[INSTALLDIR]MyResource.dll) を含める こ とができます。

" 表示リ ソース " 設定で省略記号ボタ ンを ク リ ッ ク し て DLL フ ァ イルを参照

し た場合、 InstallShield は " 表示リ ソース DLL" 設定で [#filekey]  形式を使っ

て DLL フ ァ イルを識別し ます。

• 表示リ ソース イ ンデッ クス — シ ョ ー ト カ ッ ト の表示名イ ンデッ クスを指定

し ます。 この値に、 負の数値は指定できません。

メ モ • DLL を指定する場合、 " 表示リ ソース イ ンデッ クス " 設定の値も入力し な

く てはな り ません。

これらの設定によ り、 言語依存フ ァ イルをすべて含む .mui フ ァ イルから、 言語

ニュー ト ラルなポータ ブル実行可能フ ァ イルを分離する こ とができるため、 後で

追加言語のリ ソースを追加する際、 アプ リ ケーシ ョ ンの再コ ンパイルや再リ ン ク

の必要がな く な り ます。

Windows Vista 以降および Windows Server 2008 以降は、 表示リ ソースをサポー ト

し ます。 それ以前のシステムは、 これを無視し ます。

説明 シ ョ ー ト カ ッ ト の説明を入力し ます。 入力するテキス ト は、 エン ド ユーザーが

シ ョ ー ト カ ッ ト の上にマウス ポイ ン ターを置いた と きにツールヒ ン ト と し て表示

されます。 また、 シ ョ ー ト カ ッ ト の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの " 説明

" フ ィ ールド にも表示されます。
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説明リ ソース 複数言語アプ リ ケーシ ョ ン用のイ ンス ト ールを準備中で、 シ ョ ー ト カ ッ ト の説明

用 .mui フ ァ イルと言語ニュー ト ラルなポータ ブル実行可能フ ァ イルを切り離す場

合、 以下の設定を使用し ます :

• 説明リ ソース — 複数言語ユーザー イ ン ターフ ェ イス (MUI) マニフ ェ ス ト を含

む DLL フ ァ イルを参照するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し ます。

DLL フ ァ イルを参照し てから選択するか、 " 説明リ ソース DLL " 設定でパス

と フ ァ イル名を手入力し た場合、 InstallShield はこの設定にパス と フ ァ イル名

を リ ス ト し ます。 " 説明リ ソース イ ンデッ クス " 設定で指定された リ ソース 

イ ンデ ッ クスも リ ス ト し ます。

この設定に値が含まれている場合、 " 説明 " 設定の値は無視されます。 この

設定を空白のままにし てお く と、 Windows Installer は " 説明 " 設定の値を使

用し ます。

• 説明リ ソース — DLL  MUI マニフ ェ ス ト を含む DLL フ ァ イルのパス と フ ァ イ

ル名を手動で指定する場合は、 それを入力し ます。 ハー ド コー ド化された

デ ィ レ ク ト リ パスの代り に、 Windows Installer デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ  ( 例、

[INSTALLDIR]MyResource.dll) を含める こ とができます。

" 説明リ ソース " 設定で省略記号ボタ ンを ク リ ッ ク し て DLL フ ァ イルを参照

し た場合、 InstallShield は " 説明リ ソース DLL" 設定で [#filekey]  形式を使っ

て DLL フ ァ イルを識別し ます。

• 説明リ ソース イ ンデッ クス — シ ョ ー ト カ ッ ト の説明イ ンデッ クスを指定し

ます。 この値に、 負の数値は指定できません。

メ モ • DLL を指定する場合、 " 説明リ ソース イ ンデッ クス " 設定の値も入力し な

く てはな り ません。

これらの設定によ り、 言語依存フ ァ イルをすべて含む .mui フ ァ イルから、 言語

ニュー ト ラルなポータ ブル実行可能フ ァ イルを分離する こ とができるため、 後で

追加言語のリ ソースを追加する際、 アプ リ ケーシ ョ ンの再コ ンパイルや再リ ン ク

の必要がな く な り ます。

Windows Vista 以降および Windows Server 2008 以降は、 説明リ ソースをサポー ト

し ます。 それ以前のシステムは、 これを無視し ます。

テーブル 8-20 • 外観の設定 ( 続き )

設定 説明
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動作

シ ョ ー ト カ ッ ト の " 動作 " 設定を使って、 ターゲッ ト やキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト などの詳細を指定し ます。

アイ コ ン シ ョ ー ト カ ッ ト に表示するアイ コ ンを指定するには、 以下の設定を使用し ます :

• アイ コ ン — 作成するシ ョ ー ト カ ッ ト のアイ コ ンを含むフ ァ イルを指定し ま

す。 アイ コ ン リ ソースを含む .ico フ ァ イル、 または実行可能フ ァ イル (.dll ま

たは .exe) を指定する必要があり ます。 この設定で表示されている省略記号

ボタ ン (...) フ ァ イルを ク リ ッ ク し てフ ァ イルを選択するか、 " アイ コ ン フ ァ

イル " 設定でパス と フ ァ イル名を手動で入力し た場合、 この設定にアイ コ ン 

パス と イ ンデッ クスがリ ス ト されます。

• アイ コ ン フ ァ イル — アイ コ ンを含むフ ァ イルのパス と フ ァ イル名を手動で

指定する場合は、 それを入力し ます。

• アイ コ ン イ ンデッ クス — 指定し たアイ コ ン フ ァ イルに 1 つ以上のアイ コ ン 

リ ソースがある場合、 この設定にイ ンデッ クスを入力し ます。

負の数以外の整数を指定する と、 実行可能フ ァ イルのアイ コ ン リ ソースの順

番が参照されます。 たと えば、 0 はフ ァ イル内の最初のアイ コ ン、 1 は 2 番

目のアイ コ ン、 2 は 3 番目のアイ コ ンを参照し ます。

負の数字は特定のリ ソース ID を参照するために使用し ます。 た と えばアイ

コ ン イ ンデッ クス -12 は、 リ ソース ID が 12 のアイ コ ンを示し ます。

テーブル 8-21 • 動作の設定

設定 説明

ターゲッ ト エン ド ユーザーがシ ョ ー ト カ ッ ト を起動し た と きに起動される、 ターゲッ ト  シ

ステム上にある フ ァ イルへのパスを入力し ます。 ハー ド コー ド化されたデ ィ レ ク

ト リ パスではな く 、 Windows Installer デ ィ レ ク ト リ プロパテ ィ  ( 例、

[INSTALLDIR]File.exe) を使います。 値をテ入力する代り に、 省略記号ボタ ン (...) を

ク リ ッ ク し てシ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ ト を参照する こ と もできます。

テーブル 8-20 • 外観の設定 ( 続き )

設定 説明
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引数 このシ ョ ー ト カ ッ ト 用のコマン ド ラ イ ン引数を入力し ます。 引数が、 ターゲッ ト  

システム上でシ ョ ー ト カ ッ ト の [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの " ターゲッ

ト " 値に追加されます。 これらの引数は、 他のコマン ド ラ イ ン引数と同様に機能

し ます。 た と えば、 1 つのフ ァ イルを実行可能フ ァ イルに リ ン ク させた り、 また

はコ マン ド ラ イ ン引数を渡し て実行可能フ ァ イルをサイ レン ト に実行するよ う に

設定できます。

メ モ • InstallShield では構文の確認が行われないので、 構文が正しいこ と を確認し

て く だ さい。

ヒ ン ト • 選択されたフ ァ イル名の引数には %1 を使用し て く だ さい。 た と えば、 エ

ン ド ユーザーが C:\File.ext を右ク リ ッ ク し て、 このシ ョ ー ト カ ッ ト の引数が -p %1 

と想定し ます。 この場合、 コマン ド ラ イ ンの引数は -p C:\File.ext にな り ます。 場

合によ っては、 スペースを含むフ ァ イル名を正し く 処理するために、 "%1" のよ う

に %1 引数を引用符で囲む必要があ り ます。

作業デ ィ レ ク ト リ シ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ ト の作業デ ィ レ ク ト リ を入力するか、 省略記号ボタ ン 

(...) を ク リ ッ ク し てデ ィ レ ク ト リ を選択または作成し ます。

指定し たデ ィ レ ク ト リは、 ターゲッ ト  システム上でシ ョ ー ト カ ッ ト の [ プロパ

テ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの " 作業フ ォルダー " フ ィ ールド に表示されます。 作

業デ ィ レ ク ト リは、 製品が使用する現在のデ ィ レ ク ト リ であるだけでな く 、 標準

の [ フ ァ イルを開 く ] および [ フ ァ イルの保存 ] ダイアログ ボ ッ クスで表示され

るデフ ォル ト のデ ィ レ ク ト リ でもあり ます。

プロジ ェ ク ト • たと えば、 作業デ ィ レ ク ト リ を Files とい う INSTALLDIR のサブ

デ ィ レ ク ト リ に設定する場合は、 一覧から [INSTALLDIR] を選択し て、 その末尾

に Files を追加し ます。 設定が完了する と、 [INSTALLDIR]Files と表示されます。

テーブル 8-21 • 動作の設定 ( 続き )

設定 説明
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ホ ッ ト  キー この設定は、 シ ョ ー ト カ ッ ト に割り当てられたキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト の 10 

進数値を含みます。 キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を製品のシ ョ ー ト カ ッ ト に割り当

てる と、 エン ド ユーザーは適切なホ ッ ト  キーを押し てシ ョ ー ト カ ッ ト を起動で

きます。

InstallShield を使って、 キーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト の 10 進数値を自動的に計算す

るには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 「シ ョ ー ト カ ッ ト にアクセスできるキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト

を指定する」 を参照し て く だ さい。

注意 • ターゲッ ト  システム上の既存のキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト と競合する可能

性があるため、 シ ョ ー ト カ ッ ト のキーボー ド シ ョ ー ト カ ッ ト を構成する こ とは避

ける こ と をお推めし ます。

実行 エン ド ユーザーがシ ョ ー ト カ ッ ト を起動し た と きに、 ターゲッ ト  フ ァ イルが使

用するウ ィ ン ド ウのス タ イルを選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお

り です :

• 標準ウ ィ ン ド ウ — フ ァ イルを標準サイズのウ ィ ン ド ウで起動し ます。

• 最大ウ ィ ン ド ウ — プログラムを全画面表示で起動し ます。

• 最小ウ ィ ン ド ウ  — フ ァ イルが最小ウ ィ ン ド ウで起動し、 タ スクバーだけに

表示されます。

Windows 8 [ 開始 ] 画面に

ピン留めする

Windows 8 ターゲッ ト  マシン上で、 シ ョ ー ト カ ッ ト をデフ ォル ト で [ ス ター ト ] 

画面にピン留めするかど うかを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお

り です :

• はい - シ ョ ー ト カ ッ ト が Windows 8 システムにイ ンス ト ールされる と き、 [

ス ター ト ] 画面にピン留めされます。 エン ド ユーザーは、 オプシ ョ ンで

シ ョ ー ト カ ッ ト のピン留めを外すこ とができます。 デフ ォル ト では、 これが

設定されています。

• いいえ - シ ョ ー ト カ ッ ト が Windows 8 システムにイ ンス ト ールされる と き、 [

ス ター ト ] 画面にピン留めされません。 システム上のすべてのアプ リ ケー

シ ョ ンへのシ ョ ー ト カ ッ ト を含むアプ リのリ ス ト に表示されます。

詳細については、 「Windows 8 [ ス ター ト ] 画面にシ ョ ー ト カ ッ ト をピン留めする

かど うかを指定する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-21 • 動作の設定 ( 続き )

設定 説明
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General

シ ョ ー ト カ ッ ト の " 全般 " 設定を使って、 シ ョ ー ト カ ッ ト を含む機能などの詳細を指定し ます。

フ ォルダーの設定

[ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] ビ ューに作成する新しいフ ォルダーには、 以下の設定を構成できます。

[ レジス ト リ ] ビ ュー

InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ューによ って、 エン ド ユーザーのレジス ト リ を変更する作業が簡単にな り ま し た。

Windows のレジス ト リ エデ ィ ターと似た要領で、 このビ ューを使用し てキーおよび値を作成し ます。

さ らに、 " 一般情報 " プロパテ ィ  に指定し た値に基づいて、 特定のレジス ト リ エン ト リ も自動的に作成されます。

これらの 「情報キー」 は、 Windows ロゴガイ ド ラ イ ンで必要と な り ます。

イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト のレジス ト リ データすべてを表示するには、 ビ ューの上部にある [ 機能 ] リ ス ト から 

[ すべてのアプ リ ケーシ ョ ンデータ ] を選択し ます。 このオプシ ョ ンが選択されている場合、 レジス ト リデータ を

変更または削除する こ とはできますが、 新しいキーまたはバリ ューを追加する こ とはできません。

ヒ ン ト • 64 ビ ッ ト  イ ンス ト ールを作成し ていて、 レジス ト リ エン ト リ を 64 ビ ッ ト  レジス ト リの場所 

(HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node ではな く 、 HKEY_LOCAL_MACHINE\Software の下 ) にイ ンス ト ー

ルし たい場合、 そのエン ト リ を SOFTWARE (64 ビ ッ ト ) ノ ー ド、 またはそのサブ ノ ー ド に追加し て く だ さい。 64 

ビ ッ ト  イ ンス ト ールを 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムで実行する こ とはできません。 詳細については、 「32 ビ ッ

ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システム両方をサポー ト する難し さについて」 を参照し て く だ さい。

64 ビ ッ ト  システム上で 32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンによるレジス ト リの表示を確認するには、 32 ビ ッ ト  バー

ジ ョ ンのレジス ト リ エデ ィ ター (SysWOW64 フ ォルダーの regedit.exe フ ァ イル ) を起動し ます。

テーブル 8-22 • 全般設定

設定 説明

Feature この設定は、 シ ョ ー ト カ ッ ト が関連付けられている機能をすべて示し ます。

コ メ ン ト このシ ョ ー ト カ ッ ト に関する コ メ ン ト を入力し ます。 コ メ ン ト は参考のためにプ

ロジ ェ ク ト フ ァ イルに保存され、 エン ド ユーザーへは表示されません。

テーブル 8-23 • フ ォルダーの設定

設定 説明

説明 フ ォルダーの説明を入力し ます。 InstallShield がこのフ ォルダーを [ 常にイ ンス

ト ール ] 機能に追加し ます。 し たがって、 このフ ォルダーは、 それに含まれる

シ ョ ー ト カ ッ ト がイ ンス ト ールされない場合で も常にイ ンス ト ールされます。
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[ODBC リ ソース ] ビ ュー

システム構成のよ り複雑な領域の 1 つに、 ODBC ド ラ イバー、 データ ソース名 (DSN)、 ト ラ ンスレーターの設定が

あ り ます。 ODBC リ ソースは、 すべての必須属性と と もにシステムに正し く 登録されている必要があ り ます。 ま

た、 ド ラ イバーおよび ト ラ ンスレーターの場合、 セ ッ ト ア ッ プ DLL などの必要なフ ァ イルを イ ンス ト ールする必

要があ り ます。 このプロセスは、 [ODBC リ ソース ] ビ ューで大幅に簡略化できます。 このビ ューでは、 開発シス

テムにイ ンス ト ールされている ド ラ イバー、 データ ソース、 ト ラ ンスレーターのチ ェ ッ クマーク を外すこ とがで

きます。

すべての ODBC ド ラ イバー、 データ ソース名 (DSNs)、 およびシステムに登録されている ト ラ ンスレーターは、

[ODBC リ ソース ] ビ ューで表示されます。 DSN は、 関連ド ラ イバーの 「子」 と し て表示されます。 ツ リーを展開

する と、 既存の ODBC リ ソースがすべて表示されます。 セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト のほとんどのデータ と同様

に、 ODBC リ ソースも機能に関連付ける必要があ り ます。 機能がイ ンス ト ールされる と、 ODBC リ ソースは、 全

体の機能の一部と し てイ ンス ト ールされます。

ヒ ン ト • [ODBC リ ソース ] ビ ューは、 ODBC 関連リ ソースのイ ンス ト ール専用です。 コ ア ODBC フ ァ イルを イ ン

ス ト ールするには、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで MDAC マージ モジュールを選択し ます。

ODBC リ ソースの設定

ODBC リ ソース属性、 および利用できる値のユニバーサル リ ス ト はあり ません。 イ ンス ト ール用に指定する もの

がわからない場合は、 フ ァ イルのベンダーまたは作成者にお問い合わせ く だ さい。 ただ し以下に示すよ う に、

ODBC リ ソースの各種類で共通する属性がい く つかあ り ます。

メ モ • 独自の ODBC 属性を追加するには、 [ODBC リ ソース ] ビ ューの最終行を ク リ ッ ク し てプロパテ ィ と値を指

定し ます。

ド ラ イバー

以下の必須属性のほかに、 ド ラ イバーにはツ リー上で表示する名前が必要です。 この名前は、 ド ラ イバーの説明

と し て登録されます。 ド ラ イバーの名前は、 ローカ ラ イズできません。 つま り、 [ テキス ト と メ ッ セージ ] ビ ュー

を介し てこの名前を翻訳する こ とはできないので、 システムの言語に関係な く 同じ名前を使用する必要があり ま

す。

テーブル 8-24 • ODBC ド ラ イバー属性

属性 予期される値

ド ラ イバー 

DLL

開発システム上にある DLL フ ァ イルで、 ODBC ド ラ イバーと し て機能する フ ァ イルへのパス

を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 フ ァ イルを参照し ます。

セ ッ ト ア ッ プ 

DLL

開発システム上のセ ッ ト ア ッ プ DLL へのパスを入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し て、 フ ァ イルを参照し ます。 ド ラ イバー フ ァ イルもセ ッ ト ア ッ プ DLL である場合、 この

設定を空白のまま残し ます。
526 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 8 章 : 

ビ ュー リ フ ァ レンス
データ ソース

以下の必須属性のほかに、 DSN にはツ リー上で表示する名前が必要です。 この名前は、 DSN の説明と し て登録さ

れます。 DSN の名前は、 ローカ ラ イズできません。 つま り、 [ テキス ト と メ ッ セージ ] ビ ューを介し てこの名前を

翻訳する こ とはできないので、 システムの言語に関係な く 同じ名前を使用する必要があり ます。

ト ラ ンスレーター

以下の必須属性のほかに、 ト ラ ンスレーターにはツ リー上で表示する名前が必要です。 この名前は、 ト ラ ンス

レーターの説明と し て登録されます。 ト ラ ンスレーターの名前は、 ローカ ラ イズできません。 つま り、 [ テキス ト

と メ ッ セージ ] ビ ューを介し てこの名前を翻訳する こ とはできないので、 システムの言語に関係な く 同じ名前を

使用する必要があ り ます。

メ モ • ト ラ ンスレーターに属性を追加する こ とはできません。

テーブル 8-25 • ODBC データ ソース属性

属性 予期される値

登録 システム データ ソースまたはユーザー データ ソースのどち ら を使用するか指定

し ます。

• システム データ ソース — データ ソースは、 システムのすべてのユーザーが

使用できます。 

• ユーザー データ ソース — データ ソースは、 現在のユーザーにだけ登録され

ます。 

テーブル 8-26 • ODBC ト ラ ンスレーター属性

属性 予期される値

ト ラ ンスレー

ター DLL

開発システム上にある DLL フ ァ イルで、 ト ラ ンスレーターと し て機能する フ ァ イルへのパス

を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 フ ァ イルを参照し ます。

セ ッ ト ア ッ プ 

DLL

開発システム上のセ ッ ト ア ッ プ DLL へのパスを入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し て、 フ ァ イルを参照し ます。
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[INI フ ァ イルの変更 ] ビ ュー

ターゲッ ト  システム上の .ini フ ァ イル、 特に Boot.ini といった、 オペレーテ ィ ング システムが使用する .ini フ ァ イ

ルを編集する こ とは危険です。 InstallShield では、 .ini フ ァ イルの変更を InstallShield イ ン ターフ ェ イス上で正し く

行な う こ とができます。 .ini フ ァ イルの編集には、 以下に説明する 3 つのタ スクがあ り ます。

.ini フ ァ イルの変更で構成可能な各設定の詳細については、 次を参照し て く だ さい : 

• .ini フ ァ イルの設定

• .ini フ ァ イル キーワー ドの設定

.ini フ ァ イルの設定

イ ンス ト ールに .ini フ ァ イルの変更を含める場合、 ターゲッ ト および機能の設定を行な う必要があ り ます。 これら

を設定するには、 [INI フ ァ イル変更 ] ビ ューを開いて INI フ ァ イル エクスプローラーで .ini フ ァ イルを選択し ます。

テーブル 8-27 • .ini フ ァ イルの編集に関する タ スク

タ スク 説明

.ini フ ァ イルの追加 .ini フ ァ イル変更作成の最初の手順は、 編集する フ ァ イルへのリ フ ァ レンスを作成す

る こ と です。 リ フ ァ レンスを作成するには、 編集する フ ァ イルの名前および場所を

知っている必要があ り ます。 指定し た場所にフ ァ イルがない場合、 フ ァ イルを変更

する こ とはできません。 .ini フ ァ イルを イ ンポー ト する こ と もできます。

.ini フ ァ イルのセクシ ョ

ンを指定する

編集する .ini フ ァ イルを指定し たら、 次の手順で変更する フ ァ イルのセクシ ョ ンを

指定できます。 .ini フ ァ イルは、 セクシ ョ ンに分割され、 それぞれのセクシ ョ ンには

キーワー ドがあ り ます。 セクシ ョ ンは、 [SectionName] のよ う に角かっ こ [ ] で囲ま

れて識別されます。

.ini フ ァ イルのキーワー

ド と その値を指定する

INI フ ァ イル キーワー ドは、 INI フ ァ イルの最下位の編成レベルです。 これらのキー

ワー ド には、 アプ リ ケーシ ョ ンの終了から次回の起動までの間に保持し てお く 必要

のあるデータ を格納し ます。

テーブル 8-28 • .ini フ ァ イルの設定

設定 説明

Feature この .ini フ ァ イルの変更を関連付ける機能を選択し ます。

選択された機能がイ ンス ト ールされる と、 .ini フ ァ イルが変更されます。 選択され

た機能がイ ンス ト ールされていない場合、 変更されません。
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.ini フ ァ イル キーワー ドの設定

キーワー ドは、 .ini フ ァ イルの最下位の編成レベルです。 キーワー ド には、 アプ リ ケーシ ョ ンの終了から次に起動

するまでの間に保持し てお く 必要のあるデータ を格納し ます。 キーワー ドの設定について、 以下に説明し ます。

ターゲッ ト ターゲッ ト  システムにある .ini フ ァ イルの保存場所を指定し て く だ さい。 パスを

ハー ド コー ド化するのではな く 、 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から Windows Installer 

フ ォルダーのプロパテ ィ を選択し ます。

ヒ ン ト • サブ フ ォルダーと フ ォルダーのプロパテ ィ を円記号で区切らず、 下位レ

ベルのサブ フ ォルダーを円記号で区切り ます ( 例、

[ProgramFilesFolder]MyCompany\Subdirectory)。

テーブル 8-29 • .ini フ ァ イル キーワー ドの設定

設定 説明

アクシ ョ ン 実行するアクシ ョ ンを選択し ます。 有効なオプシ ョ ンは次のとおり です :

• 古い値を置き換える — 既存の値は、 [ データ値 ] 設定に入力された値で置換

されます。 値が存在し ない場合は、 イ ンス ト ーラーによ って作成されます。

• 上書き し ない — キーワー ドが既に存在し ない場合は、 .ini フ ァ イルにその値

が追加されます。 .ini フ ァ イルにキーワー ドが存在する場合、 キーワー ドは変

更されません。

• タグを追加する — イ ンス ト ールは既存の値に新しい値を追加し ます。 新しい

値と既存の値はカ ンマで区切り ます。 タグの追加先と なるキーワー ドが存在

し ない場合、 変更されません。

• 値全体を削除する —  キーワー ド およびその値は両方と も .ini フ ァ イルから削

除されます。 指定し たキーワー ドが存在し ない場合、 キーワー ドは変更され

ません。 このオプシ ョ ンを選択する場合は、 " データ値 " 設定を空白に残し

ます。

• タグを削除する — キーワー ドの複数値はタグと し て認識されます。 タグはコ

ンマで区切られています。 キーワー ドの値から タグを外すには、 このオプ

シ ョ ンを選択し ます。 " データ値 " 設定で、 削除する タグを入力し て く ださ

い。

テーブル 8-28 • .ini フ ァ イルの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ フ ァ イルの拡張子 ] ビ ュー

フ ァ イルの拡張子を使用する と、 特定のフ ァ イルの種類を製品にリ ン ク させる こ とができます。 このフ ァ イルを

ダブルク リ ッ クする と、 製品が起動し て、 そのフ ァ イルを開きます。 テキス ト  (.txt) フ ァ イルを開 く と、 そのテキ

ス ト フ ァ イルの内容を表示するためメ モ帳を起動するよ う に、 オペレーテ ィ ング システムに指示する メ ッ セージ

を送信し ている こ とにな り ます。 製品やそのフ ァ イルに同じ よ う な機能を提供する場合、 フ ァ イル拡張子関連付

けを作成し ます。

フ ァ イルの関連付けの構成可能な各設定についての詳細は、 「フ ァ イル拡張子設定」 を参照し て く だ さい :

フ ァ イル拡張子設定

フ ァ イル拡張子設定では、 関連する フ ァ イル タ イプの詳細情報を指定できます。 これらの設定にアクセスするに

は、 [ フ ァ イル拡張子 ] ビ ューを開いて、 [ フ ァ イル拡張子 ] エクスプローラーから編集する フ ァ イル拡張子を選

択し ます。

各フ ァ イル拡張子設定について、 以下に説明し ます。

データ値 キーワー ドの値を入力し ます。 値を追加または付加する場合、 新しい値を入力し

ます。 タグを削除する場合、 削除する タグを入力し ます。 キーワー ド と値を削除

する場合、 この設定を空白のまま残し ます。

キーワー ドの値と し て Windows Installer のプロパテ ィ を使用できます。 Windows 

Installer のプロパテ ィ を使用するには、 プロパテ ィ を角かっ こで囲みます ( 例、

[INSTALLDIR])。

テーブル 8-30 • フ ァ イル拡張子設定

設定 説明

Feature このフ ァ イル タ イプ と関連付ける機能を選択し ます。 選択し た機能がイ ンス ト ー

ルされている場合、 フ ァ イル タ イプが関連付けられます。

File フ ァ イル拡張子を関連付ける実行可能フ ァ イルを リ ス ト から選択し ます。 イ ンス

ト ール プロジ ェ ク ト に必要なフ ァ イルをまだ追加し ていない場合、 ド ロ ッ プダウ

ン リ ス ト には表示されません。

重要 • ダイナ ミ ッ ク リ ン ク フ ァ イルにフ ァ イル拡張子の関連付けを行う こ とはで

きません。 関連付けを構成する場合、 ス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルと し てプロジ ェ ク ト

に含めな く てはな り ません。

テーブル 8-29 • .ini フ ァ イル キーワー ドの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ 環境変数 ] ビ ュー

環境変数は、 イ ンス ト ール プログラムと共にターゲッ ト  システム上に設定できる名前と値の組み合わせで、 アプ

リ ケーシ ョ ンおよび実行されているその他のプログラムによ ってアクセスできます。

InstallShield を使う と、 イ ンス ト ール プログラムを使って ターゲッ ト  システム上に環境変数を作成、 設定 ( または

変更 ) し た り、 システム上の環境変数を削除する こ とができます。 環境変数を指定するには、 [ ビ ュー リ ス ト ] に

ある [ 環境変数 ] ビ ューを開きます。

コマン ド Open 動詞のコ ンテキス ト  メ ニューに表示するテキス ト を入力し ます。 この設定

を空白のままにする と、 この種類のフ ァ イルのコ ンテキス ト  メ ニューに最初のコ

マン ド と し て [ 開 く (O)] が表示されます。 MyProduct の編集 (E) と表示する場合、 こ

の設定に 「MyProduct の編集 (&E)」 と入力し ます。

引数 このタ イプのフ ァ イルを開いた と き、 製品に渡すコマン ド ラ イ ン引数を入力し ま

す。 引数と し て %1 を使用する と、 現在選択されている フ ァ イル名を引数の一部

と し て渡すこ とができます。 た と えば、 -p %1 は、 -p C:\MyFile.ext と解決されま

す。

ProgID フ ァ イル拡張子と関連付ける製品の progID を入力し ます。

ProgID の説明 この説明は、 ターゲッ ト  システムのレジス ト リ で progID のデフ ォル ト 値と し て

登録されます。

アイ コ ン この種類のフ ァ イルに表示するアイ コ ンを指定するには、 以下の設定を使用し ま

す :

• Icon—.ico フ ァ イル、 またはアイ コ ン リ ソースを含む .ico または .exe フ ァ イ

ルを参照するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イルを参照し てから選択するか、 " アイ コ ン フ ァ イル " 設定でパス と

フ ァ イル名を手入力し た場合、 InstallShield はこの設定にアイ コ ン パス と イ

ンデッ クスを リ ス ト し ます。

• アイ コ ン フ ァ イル — アイ コ ンを含むフ ァ イルのパス と フ ァ イル名を手動で

指定する場合は、 それを入力し ます。

• アイ コ ン イ ンデッ クス — 指定し たアイ コ ン フ ァ イルに 1 つ以上のアイ コ ン 

リ ソースがある場合、 この設定にイ ンデッ クスを入力し ます。

負の数以外の整数を指定する と、 実行可能フ ァ イルのアイ コ ン リ ソースの順

番が参照されます。 た と えば、 0 はフ ァ イル内の最初のアイ コ ン、 1 は 2 番

目のアイ コ ン、 2 は 3 番目のアイ コ ンを参照し ます。

負の数字は特定のリ ソース ID を参照するために使用し ます。 たと えばアイ

コ ン イ ンデッ クス -12 は、 リ ソース ID が 12 のアイ コ ンを示し ます。

テーブル 8-30 • フ ァ イル拡張子設定 ( 続き )

設定 説明
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環境変数の設定

環境変数の設定を行な う と、 ターゲッ ト  システム上にある既存の変数の変更方法を指定し た り、 新しい変数を作

成し た り できます。 各環境変数設定について、 次に説明し ます。

テーブル 8-31 • 環境変数の設定

設定 説明

Feature この環境変数と関連付ける機能を選択し ます。

環境変数と関連付けられた機能がイ ンス ト ールされる と、 ターゲッ ト  システム上

で環境変数の作成、 変更、 または削除が行われます。

メ モ • この環境変数がアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール時に確実に作成、 変更ま

たは削除されるよ う にするには、 [ 常にイ ンス ト ール ] を選択し ます。 環境変数を

特定の機能のみと関連付ける場合は、 その機能を選択し ます。

値 この環境変数のパスまたは値を入力し ます。 [INSTALLDIR]bin— などのよ う に、 定義

済みフ ォルダーを この値の一部に使用できます。

複数のパスを入力する場合は、 パスをセ ミ コ ロン (;) で区切り ます。

メ モ • " イ ンス ト ール時 " 設定に [ 削除する ] を選択する と、 " 値 " 設定に入力さ

れた値はすべてク リ ア されて、 " 値 " 設定が読み取り専用と な り ます。

イ ンス ト ール時 関連付けられた機能がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされた と きに発生する

動作を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとおり です :

• 作成する — 指定された環境変数がターゲッ ト  システムに既存し ない場合、

イ ンス ト ールはその環境変数を作成し て値を設定し ます。

• 設定する — " 配置 " 設定と組み合わせて使用し て、 既存の環境変数の値を設

定し ます。 このオプシ ョ ンを選択し た場合で、 ターゲッ ト  システムに環境変

数が存在し ないと きは、 イ ンス ト ールは環境変数を作成し て、 その値を設定

し ます。 ターゲッ ト  システムに環境変数が存在する場合、 イ ンス ト ールはそ

の値を設定し ます。

• 削除する — イ ンス ト ールは、 指定された環境変数を ターゲッ ト  システムか

ら削除し ます。

メ モ • " イ ンス ト ール時 " 設定に [ 削除する ] を選択する と、 " 値 " 設定に入力さ

れた値はすべてク リ ア されて、 " 値 " 設定が読み取り専用と な り ます。
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Placement 指定された環境変数の既存値に相対し て、 " 値 " フ ィ ールド に配置する値を指定

し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとおり です :

• 後に追加する — イ ンス ト ールは、 " 値 " 設定に入力された新しい値を既存す

る値の終わり に追加し ます。

• 前に追加する — イ ンス ト ールは、 " 値 " 設定に入力された新しい値を既存す

る値の始ま り に追加し ます。

• 置換する — イ ンス ト ールは、 指定された環境変数の値を " 値 " 設定に入力さ

れた新しい値で置換し ます。

メ モ • " イ ンス ト ール時 " 設定で [ 作成 ] を選択し、 かつ指定された環境変数が

ターゲッ ト  システムに存在し た場合、 " 配置 " 設定は新しい値が既存の環境変数

値に追加された状態か、 または既存の環境変数値を置き換えた状態かを指定し ま

す。 ただ し、 この場合において、 指定された環境変数がターゲッ ト  システムにな

い場合、 その値は作成され、 " 配置 " 設定は無視されます。

アン イ ンス ト ール時 環境変数が関連付けられた機能がアン イ ンス ト ールされた と き、 その環境変数を

更新するかど うかを示し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとおり です :

• 削除する —" 配置 " 設定に [ 前に追加 ] または [ 後に追加 ] が選択されてい

て、 アン イ ンス ト ール時にターゲッ ト  システム上の環境変数値に指定された

値が含まれる場合、 その値のみが既存する変数の値から削除されます。

" 配置 " 設定で [ 置換する ] を選択し た場合で、 アン イ ンス ト ール時に条件 

（ターゲッ ト  システム上の値が指定された値と一致する、 またはターゲッ ト  

システム上の値が空白である） のどち らかが True 評価されたと き、 環境変数

全体が削除されます。

その他すべての状況下では、 環境変数と その値がターゲッ ト  システムにその

まま残り ます。

• 削除し ない — 環境変数と ( 存在する場合 ) その値がターゲッ ト  システムにそ

のまま残り ます。

種類 環境変数名がシステム変数または環境変数のどち らの種類であるかを示し ます。

選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• システム — イ ンス ト ールは、 指定されたシステム環境変数を作成、 変更また

は削除し ます。

• ユーザー — イ ンス ト ールは、 エン ド ユーザー環境から環境変数を作成、 変

更または削除し ます。 指定された環境変数は、 イ ンス ト ール時にログオン し

ているエン ド ユーザー以外は使用できません。

テーブル 8-31 • 環境変数の設定 ( 続き )

設定 説明
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 » [IIS 構成 ] ビ ュー

[IIS 構成 ] ビ ューでは、 新しい IIS Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リ を作成および管理す

る こ とができます。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Express Edition では、 1 イ ンス ト ールにつき 1 つの Web サイ ト を イ ンス ト ールできま

す。

InstallShield の以下のエデ ィ シ ョ ンでは、 1 イ ンス ト ールにつき複数の Web サイ ト を作成する こ とができます。 こ

れらのエデ ィ シ ョ ンでは、 IIS アプ リ ケーシ ョ ン プールや Web サービス拡張を管理する こ と もできます :

• Premier

• Professional

さ らに InstallShield Premier Edition には、 既存の IIS Web サイ ト をチ ェ ッ ク し て Web サイ ト 、 その仮想デ ィ レ ク ト

リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 およびアプ リ ケーシ ョ ン プールの設定に関するデータ を記録する IIS スキャナーも含ま

れています。 その IIS データ を InstallShield Premier Edition の [IIS の構成 ] ビ ューにイ ンポー ト できます。 IIS デー

タ をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し てから、 必要に応じ て、 [IIS 構成 ] ビ ューを使って IIS の設定を変更できます。

[IIS 構成 ] ビ ューの設定は、 次のメ イ ン領域に分かれています :

• [Web サイ ト ] の設定

• " アプ リ ケーシ ョ ン " と " 仮想デ ィ レ ク ト リ " の設定

次のテーブルは、 [IIS 構成 ] ビ ューの設定の上に表示されるボタ ンについて説明し ます。 これらのボタ ンは、 中央

ペイ ンで Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リが選択されている場合に表示されます。

[Web サイ ト ] の設定

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Express Edition では、 1 イ ンス ト ールにつき 1 つの Web サイ ト を イ ンス ト ールできま

す。

InstallShield の以下のエデ ィ シ ョ ンでは、 1 イ ンス ト ールにつき複数の Web サイ ト を作成する こ とができます。 こ

れらのエデ ィ シ ョ ンでは、 IIS アプ リ ケーシ ョ ン プールや Web サービス拡張を管理する こ と もできます :

• Premier

• Professional

テーブル 8-32 • [IIS 構成 ] ビ ューのコ ン ト ロール

コ ン ト ロールの名前 アイ コ ン 説明

カテゴ リー別 カテゴ リ ご とに設定を並べ替えます。

アルフ ァベ ッ ト 順 設定をアルフ ァベ ッ ト 順に並べ替えます。
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さ らに InstallShield Premier Edition には、 既存の IIS Web サイ ト をチ ェ ッ ク し て Web サイ ト 、 その仮想デ ィ レ ク ト

リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 およびアプ リ ケーシ ョ ン プールの設定に関するデータ を記録する IIS スキャナーも含ま

れています。 その IIS データ を InstallShield Premier Edition の [IIS の構成 ] ビ ューにイ ンポー ト できます。 IIS デー

タ をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し てから、 必要に応じ て、 [IIS 構成 ] ビ ューを使って IIS の設定を変更できます。

[IIS 構成 ] ビ ューの Web サイ ト 項目を利用し て Web サイ ト の追加および削除を行い、 またシステム全体を通し て 

Web サーバーを構成する こ とができます。

Web サーバー の設定

[IIS 構成 ] ビ ューで [Web サイ ト ] エクスプローラーを選択する と、 次の Web サーバーの設定が表示されます。

テーブル 8-33 • Web サーバー の設定

設定 説明

IIS を構成し た後、 Web 

サーバーを再起動する 

(IIS 6 以前のみ )

イ ンス ト ールで IIS の変更がシステムに加えられた と き、 毎回イ ンス ト ールの完了

時に IIS を再起動する場合、 [ はい ] を選択し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンによ っては、

IIS の再起動が必要です。

この設定は IIS 6 以前に適用し ます。 IIS 7 は、 この設定を無視し ます。
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メ モ • 上記の Web サーバーの設定は、 IIS アイテム (Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 または仮想デ ィ レ ク ト リ ) が

何も イ ンス ト ールされなかった場合、 ターゲッ ト  システムで更新されません。

[Web サイ ト ] の設定

エクスプローラーで Web サイ ト を選択する と、 多 く の設定が表示されます。 Web サイ ト の設定は、 い く つかのメ

イ ン カテゴ リ で構成されています :

• 識別 

SSIEnableCmdDirective レ

ジス ト リ値

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\W3SVC\Parameters レ

ジス ト リ キーの SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を ターゲ ッ ト  システムでどの

よ う に設定するかを指定し ます。 SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値は、 サーバー

側イ ン クルー ド (SSI) の #exec CMD デ ィ レ ク テ ィ ブがシ ェル コマン ドの実行に使

用される こ と を Web サーバーが許可するかど うかを制御し ます。 有効なオプシ ョ

ンは次のとお り です :

• 無視する — ターゲッ ト  システム上の SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を変

更し ません。 デフ ォル ト では、 これが設定されています。

• FALSE (0)— ターゲッ ト  システム上の SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を 0 

に設定し ます。 これによ り、 サーバー側イ ン クルー ドの #exec CMD デ ィ レ ク

テ ィ ブがシ ェル コマン ドの実行に使用されるを防ぐ こ とができます。 この値

を選択する と、 IIS Web サーバーに #exec CMD デ ィ レ ク テ ィ ブに依存するアプ

リ ケーシ ョ ンが存在し た場合、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の Web サイ ト およ

び仮想デ ィ レ ク ト リがイ ンス ト ールされたあと、 これらのアプ リ ケーシ ョ ンが

誤作動を起こす可能性があり ます。

• TRUE (1)— ターゲッ ト  システム上の SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値を 1 

に設定し ます。 これによ り、 サーバー側イ ン クルー ドの #exec CMD デ ィ レ ク

テ ィ ブがシ ェル コマン ドの実行で使用できるよ う にな り ます。

FALSE または TRUE オプシ ョ ンを選択する と、 値 (FALSE の場合 0、 TRUE の場合 

1) が INSTALLSHIELD_SSI_PROP プロパテ ィ に格納されます。

セキュ リ テ ィ に関する懸念によ り、 デフ ォル ト の SSIEnableCmdDirective 値は 

FALSE (0) になっています。 FALSE (0) 値によ り、 エン ド ユーザーによ って承認され

ていないサーバー側での実行可能フ ァ イルの実行を防ぐ こ とができます。

メ モ • 製品のイ ンス ト ール中に SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値が変更された場

合でも、 ターゲッ ト  システムから製品がアン イ ンス ト ールされる と きに、

SSIEnableCmdDirective レジス ト リ値が変更される こ とはあり ません。

詳細については、 「Web サーバーで CMD コマン ドが SSI #exec デ ィ レ ク テ ィ ブに使

用されるのを許可するかど うかを指定する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-33 • Web サーバー の設定 ( 続き )

設定 説明
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• 全般 

• ホーム デ ィ レ ク ト リ 

• アプ リ ケーシ ョ ンの設定 

• セキュ リ テ ィ  

• 詳細 

識別の設定

[IIS 構成 ] ビ ューの Web サイ ト にある [ 識別 ] 領域には、 次の設定があり ます :

テーブル 8-34 • Web サイ ト の識別の設定

設定 説明

名前 Web サイ ト の名前を入力し ます。

IP ア ド レス 特定の IP ア ド レスを ターゲッ ト する場合に入力し ます。

代り に、 デフ ォル ト 値のアステ リ スク (*) のままに残すこ と もできます。 この設

定の値をアステ リ スク または空白にする と、 現在使用中でない任意の IP ア ド レス

が使用されます。

TCP ポー ト IIS Web サイ ト 用の TCP ポー ト 設定は、 ターゲッ ト マシン上でサービスが実行さ

れているポー ト 番号を示し ます。 IIS Web サーバーには複数の Web サイ ト をホス

ト できるバージ ョ ン もあり ます。 それぞれの Web サイ ト は固有のポー ト 番号に関

連付けられています。

ターゲッ ト  システムのポー ト 番号の指定が難しい場合、 この設定で 0 を入力し ま

す。

Web サイ ト がイ ンス ト ールされた と き、 Web サイ ト が使用するポー ト 番号とサイ

ト 番号についての詳細は、 「TCP ポー ト 番号とサイ ト 番号の構成」 を参照し て く

だ さい。

ホス ト  ヘ ッ ダー名 イ ンス ト ール中にイ ンス ト ールされる IIS Web サイ ト を識別するホス ト  ヘ ッ ダー

名を指定するには、 このボ ッ クスにその名前を入力し ます。 例 :

www.mycompany.com

ホス ト  ヘ ッ ダー ( ド メ イ ン名と も呼ばれます ) を利用し て、複数の Web サイ ト を 

Web サーバー上の IP ア ド レスに割り当てる こ とができます。
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[ 全般 ] の設定

[IIS 構成 ] ビ ューの Web サイ ト にある [ 全般 ] 領域には、 次の設定があり ます :

サイ ト 番号 " サイ ト 番号 " 設定は Web サイ ト が作成される場所のパスに含まれる番号を示し

ます ( 例、 w3svc/3)。 デフ ォル ト 値は 0 です。

ターゲッ ト  システムのサイ ト 番号の指定が難しい場合、 この設定で 0 を入力し ま

す。

Web サイ ト がイ ンス ト ールされた と き、 Web サイ ト が使用するポー ト 番号とサイ

ト 番号についての詳細は、 「TCP ポー ト 番号とサイ ト 番号の構成」 を参照し て く

だ さい。

テーブル 8-35 • Web サイ ト の全般の設定

設定 説明

Feature Web サイ ト が関連付けられている機能を選択し ます。

選択された機能がイ ンス ト ールされる と き、 Web サイ ト と そのアプ リ ケーシ ョ ン

および仮想デ ィ レ ク ト リのすべてがイ ンス ト ールされます。 選択された機能がイ

ンス ト ールされない場合、 Web サイ ト と そのアプ リ ケーシ ョ ンおよび仮想デ ィ レ

ク ト リはイ ンス ト ールされません。

ASP.NET バージ ョ ン Web サイ ト の ASP.NET バージ ョ ンを設定するには、 完全なバージ ョ ン番号を入力

するか、 一覧からそれを選択し ます。

た と えば、 バージ ョ ン 2 の ASP.NET を指定する場合、 2.0.50727 と入力し ます。

バージ ョ ン 1.1 の ASP.NET を指定するには、 1.1.4322 と入力し ます。

Web サイ ト の ASP.NET バージ ョ ンを指定する と、 IIS はそのバージ ョ ン番号をす

べての Web サイ ト のアプ リ ケーシ ョ ンに使用し ます。

重要 • イ ンス ト ールが Windows Vista 以降のシステムで実行される可能性がある場

合、 ASP.NET バージ ョ ンを指定し ないほうがよい場合があり ます。 また、 バー

ジ ョ ン 3 の ASP.NET を指定する と、 実行時にエラーが発生し ますので注意し て く

だ さい。 詳細については、 「Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンの ASP.NET バー

ジ ョ ンを設定する」 を参照し て く だ さい。

アン イ ンス ト ール時に削

除する

選択し た Web サイ ト をアン イ ンス ト ール中に削除するかど うかを指定し ます。

詳細については、 「Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および仮想デ ィ レ ク ト リの

アンイ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-34 • Web サイ ト の識別の設定 ( 続き )

設定 説明
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[ ホーム デ ィ レ ク ト リ ] の設定

[IIS 構成 ] ビ ューの Web サイ ト にある [ ホーム デ ィ レ ク ト リ ] 領域には、 次の設定があ り ます :

デフ ォル ト  ド キュ メ ン ト Web サイ ト のデフ ォル ト  ページの名前を入力し ます。 複数のページを指定するに

は、 名前を コ ンマで区切り ます。

Web サイ ト は、 ブ ラウザーのリ クエス ト で ド キュ メ ン ト 名が指定されない場合

に、 デフ ォル ト  ページ と し て使用されます。

テーブル 8-36 • Web サイ ト のホーム デ ィ レ ク ト リの設定

設定 説明

コ ンテンツ ソース パス (

ローカルまたは UNC)

この設定は、 Web サイ ト のフ ァ イルを格納するローカル パスまたはネ ッ ト ワー

ク デ ィ レ ク ト リのパスを識別し ます。

• Web サイ ト のコ ンテンツがターゲッ ト  システムに存在する場合、 この設定

の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 ローカル パスを指定し ます。 [

デ ィ レ ク ト リの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 このダイアログ 

ボ ッ クスでは、 Windows Installer プロパテ ィ  ( た と えば、

[IISROOTFOLDER]) を選択するか、 または新しいプロパテ ィ を作成できま

す。

デフ ォル ト では、 これらのフ ァ イルは IISROOTFOLDER に格納されていま

す。

• Web サイ ト のコ ンテンツがターゲッ ト  システムに存在する場合、 この設定

の [UNC] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 ネ ッ ト ワークの場所を指定し ます。 参考

例 :

\\server\share

ヒ ン ト • 各 Web サイ ト には一意の物理パスが必要です。 一意のパスは、 Web サ

イ ト が Windows Vista 以降または Windows Server 2008 以降のシステムにイ ンス

ト ールされる場合、 特に重要です。 詳細については、 「IIS サポー ト の実行時要

件」 を参照し て く ださい。

スク リ プ ト ソースへのアク

セス

読み取り または書き込み許可のどち らかが設定されている場合にエン ド ユー

ザーがソース コー ド へアクセスできるよ う にするかど うかを指定し ます。 ソー

ス コー ド には ASP アプ リ ケーシ ョ ンのスク リ プ ト が含まれます。

読み取り アクセス エン ド ユーザーが Web サイ ト に読み取り アクセスできるよ う にするかど うかを

指定し ます。

テーブル 8-35 • Web サイ ト の全般の設定 ( 続き )

設定 説明
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アプ リ ケーシ ョ ンの設定

[IIS 構成 ] ビ ューの Web サイ ト にある [ アプ リ ケーシ ョ ン ] 領域には、 次の設定があり ます :

書き込みアクセス エン ド ユーザーが Web サイ ト に書き込みアクセスできるよ う にするかど うかを

指定し ます。 これによ り、 エン ド ユーザーがターゲッ ト  マシン上の Web サイ

ト のプロパテ ィ を変更できるよ う にな り ます。

デ ィ レ ク ト リの参照 エン ド ユーザーが、 この Web サイ ト の下にあるすべての仮想デ ィ レ ク ト リ とサ

ブデ ィ レ ク ト リ を参照できるかど うかを指定し ます。

アクセスのログ記録 ログ フ ァ イルに、 この Web サイ ト へのアクセスを記録するかど うかを指定し ま

す。 この Web サイ ト のログ記録が有効な場合のみ、 アクセスが記録されます。

このリ ソースにイ ンデッ ク

スを付ける

Microsoft イ ンデッ クス サービスが Web サイ ト の全文イ ンデッ クス上に この

デ ィ レ ク ト リ を含むよ う にするかど うかを指定し ます。

この設定は IIS 6 以前に適用し ます。 IIS 7 は、 この設定を無視し ます。

テーブル 8-37 • Web サイ ト のアプ リ ケーシ ョ ンの設定

設定 説明

アプ リ ケーシ ョ ン マ ッ ピン

グ

デ ィ レ ク ト リのアプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピングを カス タ マイズするには、 この

設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 これによ って [ アプ リ ケーシ ョ

ンのマ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 こ こではフ ァ イル名拡張子

と それらのフ ァ イルを処理するアプ リ ケーシ ョ ン との間のマ ッ ピングを編集ま

たは削除する こ とができます。

MIME タ イプ 選択し た Web サイ ト に MIME の種類を追加、 変更、 または削除するには、 この

設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [MIME の種類 ] ダイアログ ボ ッ

クス が開きます。 こ こで、 フ ァ イル名拡張子と、 ターゲッ ト  システム上の Web 

サーバーから ブラウザまたはメ ール ク ラ イアン ト にス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルと し

て提供される対応コ ンテンツの種類とのマ ッ ピングを追加、 編集、 または削除

し ます。

セ ッ シ ョ ン タ イムアウ ト (

分 )

サーバーが自動的に終了する前にセ ッ シ ョ ンをアイ ドル状態に保つ時間を分単

位で指定し ます。 エン ド ユーザーがこのタ イムアウ ト 期間中にページを更新し

た り ページを要求し ないと セ ッ シ ョ ンが終了し ます。 デフ ォル ト 値は 20 分で

す。

ASP スク リ プ ト  タ イムアウ

ト ( 秒 )

.asp ページでスク リ プ ト が実行でき、 Windows イベン ト ログ記録に書き込むこ

とができる時間を秒数で指定し ます。 このプロパテ ィ の最小値は 1 秒で、 デ

フ ォル ト 値は 90 秒です。

テーブル 8-36 • Web サイ ト のホーム デ ィ レ ク ト リの設定 ( 続き )

設定 説明
540 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 8 章 : 

ビ ュー リ フ ァ レンス
セキュ リ テ ィ の設定

[IIS 構成 ] ビ ューで Web サイ ト を選択する と、 [ セキュ リ テ ィ ] 領域にい く つかのセキュ リ テ ィ 関連の設定が表示

されます。 [ セキュ リ テ ィ ] 領域では、 ユーザー ID を検証できるよ う に Web サーバーを構成する こ とができます。

ユーザーを認証する こ と で、 認証されていないユーザーによる制限された内容への Web (HTTP) 接続を不可能にし

ます。 詳細については、 IIS マニュアルを参照し て く だ さい。

[ セキュ リ テ ィ ] 領域の設定は、 い く つかのカテゴ リ に分かれています :

• 匿名接続

• 認証済みアクセス

• セキュ リ テ ィ で保護された通信

[ 匿名接続 ] 領域の設定は次のとお り です :

テーブル 8-38 • [ セキュ リ テ ィ の設定 ] 領域にある [ 匿名接続 ] の設定

設定 説明

匿名アクセスを有効にす

る

ユーザーが匿名アクセスできるよ う にするかど うかを指定し ます。 匿名接続を許

可する場合、 適切な Windows ユーザー アカウン ト 情報も入力し ます。

エン ド ユーザーがコ ンテンツにアクセスする前に Web サーバーによる ID の確認

を必要と し ない場合、 この設定に [ いいえ ] を選択し ます。

IIS による匿名パスワー

ドの制御

匿名パスワー ド設定がターゲッ ト  システム上の Windows での設定と自動的に統一

されるよ う にするかど うかを指定し ます。 匿名アカウン ト 用に入力し たパスワー

ドが Windows のパスワー ド と異なる場合、 匿名認証は正し く 動作し ません。

メ モ • パスワー ドの同期化はリ モー ト  コ ンピ ューター上の匿名アカウン ト ではな

く 、 ローカル コ ンピ ューター上で定義された匿名ユーザー アカウン ト と共に使用

し な く てはな り ません。

匿名ユーザー名 匿名接続を有効にする場合、 匿名アカウン ト の名前を入力し ます。

匿名パスワー ド [IIS による匿名パスワー ドの制御 ] 設定で [ いいえ ] を選択し た場合は、 匿名ユー

ザー アカウン ト のパスワー ド を入力し ます。 パスワー ドは Windows 内でのみ利用

されます。 匿名ユーザーはユーザー名とパスワー ド を使ってログオン し ません。
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[ 認証済みアクセス ] 領域の設定は次のとおり です :

[ セキュ リ テ ィ で保護された通信 ] 領域の設定は、 次の通り です。

テーブル 8-39 • [ セキュ リ テ ィ の設定 ] 領域にある [ 認証済みアクセス ] の設定

設定 説明

基本認証 基本の認証メ ソ ッ ド を使って、 Web サイ ト にアクセスするエン ド ユーザーのユー

ザー名とパスワー ド情報を収集するかど うかを指定し ます。

重要 • 基本の認証方法では、 ネ ッ ト ワーク を介し てユーザー名とパスワー ドが送信

される と きに情報が暗号化されません。 ネ ッ ト ワーク監視ツールを利用する無法

なエン ド ユーザーによ って、 ユーザー名およびパスワー ドが傍受される可能性が

あり ます。

統合 Windows 認証 統合 Windows 認証を有効化するかど うかを指定し ます。 統合 Windows 認証は、

ユーザー ID を確認するためにユーザーのブ ラウザーと暗号化されたやり取り を行

います。

統合 Windows 認証が有効になっている場合、 Web サーバーは次の条件下でのみそ

れを利用し ます。 

• 匿名アクセスは無効です。

• Windows フ ァ イルシステム アクセス許可が設定されいているため、 匿名アク

セスは拒否されます。 エン ド ユーザーは制限されたコ ンテンツへ接続を確立

する前に Windows ユーザー名とパスワー ド を提示するよ う求められます。

テーブル 8-40 • [ セキュ リ テ ィ の設定 ] 領域にある [ セキュ リ テ ィ で保護された通信 ] の設定

設定 説明

SSL 証明書 ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールする必要があるサーバー証明書を指定するに

は、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てから、 適切なセキュ リ テ ィ 証明

書フ ァ イル (.cer または .pfx) を選択し ます。 プロジ ェ ク ト に １  つまたは複数の証

明書が既に含まれている場合は、 リ ス ト から証明書を選択できます。

.cer フ ァ イルが Binary テーブルに格納されます。

証明書のイ ンス ト ールが構成されていない場合、 この設定は空白です。

SSL 証明書のパスワー ド 指定し た証明書にパスワー ドがある場合、 それを この設定に入力し ます。
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詳細設定

[IIS 構成 ] ビ ューの Web サイ ト にある [ 詳細 ] 領域には、 次の設定があり ます。

" アプ リ ケーシ ョ ン " と " 仮想デ ィ レ ク ト リ " の設定

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Express Edition では、 1 イ ンス ト ールにつき 1 つの Web サイ ト を イ ンス ト ールできま

す。

InstallShield の以下のエデ ィ シ ョ ンでは、 1 イ ンス ト ールにつき複数の Web サイ ト を作成する こ とができます。 こ

れらのエデ ィ シ ョ ンでは、 IIS アプ リ ケーシ ョ ン プールや Web サービス拡張を管理する こ と もできます :

• Premier

• Professional

さ らに InstallShield Premier Edition には、 既存の IIS Web サイ ト をチ ェ ッ ク し て Web サイ ト 、 その仮想デ ィ レ ク ト

リ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 およびアプ リ ケーシ ョ ン プールの設定に関するデータ を記録する IIS スキャナーも含ま

れています。 その IIS データ を InstallShield Premier Edition の [IIS の構成 ] ビ ューにイ ンポー ト できます。 IIS デー

タ をプロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し てから、 必要に応じ て、 [IIS 構成 ] ビ ューを使って IIS の設定を変更できます。

[IIS] ビ ューで、 Web サイ ト にアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ を追加する こ とができます。 このビ ュー

でアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ を選択する と、 多 く の設定が表示されます。 この設定は、 い く つか

のメ イ ン カテゴ リ で構成されています :

• 全般 

• 仮想デ ィ レ ク ト リ 

• アプ リ ケーシ ョ ンの設定 

• セキュ リ テ ィ  

• 詳細 

テーブル 8-41 • Web サイ ト の詳細の設定

設定 説明

カス タム エラー Web サーバー エラーが発生し た と きにク ラ イアン ト に送信される HTTP エラー

を カス タ マイズするには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を選択し ます。 [ カス

タム エラー ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 こ こで 1 つまたは複数の HTTP エ

ラーで表示するページを指定できます。

管理者は汎用 HTTP 1.1 エラー、 IIS が提供する詳細なカス タム エラー ページ、

またはイ ンス ト ールに含めた独自のカス タム エラーを使用できます。
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[ 全般 ] の設定

[IIS 構成 ] ビ ューの アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ にある [ 全般 ] 領域には、 次の設定があり ます。

テーブル 8-42 • アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ における全般の設定

設定 説明

名前 アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リの名前を入力し ます。

ASP.NET バージ ョ ン

メ モ • この設定はアプ リ ケーシ ョ ンで使用できますが、 仮想デ ィ レ ク ト リ には無

効です。

アプ リ ケーシ ョ ンの ASP.NET バージ ョ ンを設定するには、 完全なバージ ョ ン番号

を入力するか、 一覧からそれを選択し ます。

た と えば、 バージ ョ ン 2 の ASP.NET を指定する場合、 2.0.50727 と入力し ます。

バージ ョ ン 1.1 の ASP.NET を指定するには、 1.1.4322 と入力し ます。

Web サイ ト の ASP.NET バージ ョ ンを指定する と、 IIS はそのバージ ョ ン番号をす

べての Web サイ ト のアプ リ ケーシ ョ ンに使用し ます。

重要 • イ ンス ト ールが Windows Vista 以降のシステムで実行される可能性がある場

合、 ASP.NET バージ ョ ンを指定し ないほうがよい場合があり ます。 また、 バー

ジ ョ ン 3 の ASP.NET を指定する と、 実行時にエラーが発生し ますので注意し て く

だ さい。 詳細については、 「Web サイ ト またはアプ リ ケーシ ョ ンの ASP.NET バー

ジ ョ ンを設定する」 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト  ド キュ メ ン ト アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リのデフ ォル ト  ページの名前を入力し ま

す。 複数のページを指定するには、 名前を コ ンマで区切り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リは、 ブ ラウザーのリ クエス ト で ド キュ

メ ン ト 名が指定されない場合に、 デフ ォル ト  ページ と し て使用されます。
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[ 仮想デ ィ レ ク ト リ ] の設定

[IIS 構成 ] ビ ューの アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ にある [ 仮称デ ィ レ ク ト リ ] 領域には、 次の設定が

あ り ます。

テーブル 8-43 • アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ における仮想デ ィ レ ク ト リの設定

設定 説明

コ ンテンツ ソース パス (

ローカルまたは UNC)

この設定は、 アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リのデフ ォル ト  フ ァ イル

を格納するローカル パスまたはネ ッ ト ワーク デ ィ レ ク ト リ パスを識別し ます。

• アプ リ ケーシ ョ ン、 または Web デ ィ レ ク ト リのコ ンテンツがターゲッ ト  シ

ステムに存在する場合、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、

ローカル パスを指定し ます。 [ デ ィ レ ク ト リの参照 ] ダイアログ ボ ッ クス

が開きます。

デフ ォル ト では、 これらのフ ァ イルは IISROOTFOLDER に格納されていま

す。

• アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リのコ ンテンツがターゲッ ト  シス

テムに存在する場合、 この設定の [UNC] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 ネ ッ ト

ワークの場所を指定し ます。 参考例 :

\\server\share

ヒ ン ト • 各アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ には一意の物理パスが必

要です。 一意のパスは、 仮想デ ィ レ ク ト リが Windows Vista 以降または Windows 

Server 2008 以降のシステムにイ ンス ト ールされる場合、 特に重要です。 詳細に

ついては、 「IIS サポー ト の実行時要件」 を参照し て く だ さい。

スク リ プ ト ソースへのアク

セス

読み取り または書き込み許可のどち らかが設定されている場合にエン ド ユー

ザーがソース コー ド へアクセスできるよ う にするかど うかを指定し ます。 ソー

ス コー ド には ASP アプ リ ケーシ ョ ンのスク リ プ ト が含まれます。

読み取り アクセス エン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンまたは Web サイ ト に読み取り アクセスでき

るよ う にするかど うかを指定し ます。

書き込みアクセス エン ド ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンまたは Web サイ ト に書き込みアクセスでき

るよ う にするかど うかを指定し ます。 これによ り、 エン ド ユーザーがターゲッ

ト マシン上のアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リのプロパテ ィ を変更で

きるよ う にな り ます。

デ ィ レ ク ト リの参照 エン ド ユーザーが、 このアプ リ ケーシ ョ ンまたは Web サイ ト の下にあるすべて

の仮想デ ィ レ ク ト リ とサブデ ィ レ ク ト リ を参照できるかど うかを指定し ます。

アクセスのログ記録 ログ フ ァ イルに、 このアプ リ ケーシ ョ ンまたは Web サイ ト へのアクセスを記録

するかど うかを指定し ます。 アクセス数は、 ログ記録が有効化されている場合

のみ記録されます。
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アプ リ ケーシ ョ ンの設定

[IIS 構成 ] ビ ューの アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ にある [ アプ リ ケーシ ョ ンの設定 ] 領域には、 次の

設定があ り ます。

このリ ソースにイ ンデッ ク

スを付ける

Microsoft のイ ンデッ クス サービスを許可し て、 このアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮

想デ ィ レ ク ト リ を全文イ ンデッ クスに含めるかど うかを指定し ます。

この設定は IIS 6 以前に適用し ます。 IIS 7 は、 この設定を無視し ます。

テーブル 8-44 • アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ におけるアプ リ ケーシ ョ ンの設定

設定 説明

アプ リ ケーシ ョ ン名 選択し た仮想デ ィ レ ク ト リ をアプ リ ケーシ ョ ン と関連付けるには、 アプ リ ケー

シ ョ ンの名前を指定し ます。

メ モ • この設定は仮想デ ィ レ ク ト リ で使用できますが、 アプ リ ケーシ ョ ンには

無効です。

仮想デ ィ レ ク ト リが InstallShield 2009 以前で作成されていて、 InstallShield の現

在のバージ ョ ンにア ッ プグレー ド されている場合、 この設定が表示されます。

それ以外の場合、 この設定は含まれません。

アプ リ ケーシ ョ ン マ ッ ピン

グ

デ ィ レ ク ト リのアプ リ ケーシ ョ ンのマ ッ ピングを カス タ マイズするには、 この

設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 これによ って [ アプ リ ケーシ ョ

ンのマ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 こ こではフ ァ イル名拡張子

と それらのフ ァ イルを処理するアプ リ ケーシ ョ ン との間のマ ッ ピングを編集ま

たは削除する こ とができます。

MIME タ イプ 選択し たアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リの MIME の種類を追加、 変

更、 または削除するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

[MIME の種類 ] ダイアログ ボ ッ クス が開きます。 こ こで、 フ ァ イル名拡張子

と、 ターゲッ ト  システム上の Web サーバーから ブ ラウザまたはメ ール ク ラ イ

アン ト にス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルと し て提供される対応コ ンテンツの種類との

マ ッ ピングを追加、 編集、 または削除し ます。

セ ッ シ ョ ン タ イムアウ ト (

分 )

サーバーが自動的に終了する前にセ ッ シ ョ ンをアイ ドル状態に保つ時間を分単

位で指定し ます。 エン ド ユーザーがこのタ イムアウ ト 期間中にページを更新し

た り ページを要求し ないと セ ッ シ ョ ンが終了し ます。 デフ ォル ト 値は 20 分で

す。

ASP スク リ プ ト  タ イムアウ

ト ( 秒 )

.asp ページでスク リ プ ト が実行でき、 Windows イベン ト ログ記録に書き込むこ

とができる時間を秒数で指定し ます。 このプロパテ ィ の最小値は 1 秒で、 デ

フ ォル ト 値は 90 秒です。

テーブル 8-43 • アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ における仮想デ ィ レ ク ト リの設定 ( 続き )

設定 説明
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セキュ リ テ ィ の設定

[IIS 構成 ] ビ ューでアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ を選択する と、 [ セキュ リ テ ィ ] 領域にい く つかの

セキュ リ テ ィ 関連の設定が表示されます。 [ セキュ リ テ ィ ] 領域では、 ユーザー ID を検証できるよ う にアプ リ

ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ を構成する こ とができます。 ユーザーを認証する こ と で、 認証されていない

ユーザーによる制限された内容への Web (HTTP) 接続を不可能にし ます。 詳細については、 IIS マニュアルを参照

し て く ださい。

[ セキュ リ テ ィ ] 領域の設定は、 次のカテゴ リ に分かれています :

• 匿名接続

• 認証済みアクセス

実行アクセス許可 選択し たアプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ に対し て許可する、 プログ

ラムの実行レベルを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• な し — HTML やイ メ ージ フ ァ イルといったス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルのみアク

セス可能です。

• スク リ プ ト のみ — ASP スク リ プ ト などのスク リ プ ト のみ実行可能です。

• スク リ プ ト と実行可能フ ァ イル — すべてのフ ァ イル タ イプにアクセスまた

はそれら を実行できます。

アプ リ ケーシ ョ ン保護

メ モ • この設定はアプ リ ケーシ ョ ンで使用できますが、 仮想デ ィ レ ク ト リ には

無効です。

保護レベルを指定し ます :

• 高 — アプ リ ケーシ ョ ンは、 別の処理とは切り離された単独の処理で実行し

ます。

• 中 — アプ リ ケーシ ョ ンはその他のアプ リ ケーシ ョ ン と共に切り離された

プール プロセスで実行し ます。

• 低 — アプ リ ケーシ ョ ンは Web サービス と同じ処理で実行し ます。

この設定は IIS 5 以前に適用し ます。 それ以降のバージ ョ ンはこの設定を無視し

ます。

テーブル 8-44 • アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ におけるアプ リ ケーシ ョ ンの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ 匿名接続 ] 領域の設定は次のとお り です :

[ 認証済みアクセス ] 領域の設定は次のとおり です :

テーブル 8-45 • [ セキュ リ テ ィ の設定 ] 領域にある [ 匿名接続 ] の設定

設定 説明

匿名アクセスを有効にす

る

ユーザーが匿名アクセスできるよ う にするかど うかを指定し ます。 匿名接続を許

可する場合、 適切な Windows ユーザー アカウン ト 情報も入力し ます。

エン ド ユーザーがコ ンテンツにアクセスする前に Web サーバーによる ID の確認

を必要と し ない場合、 この設定に [ いいえ ] を選択し ます。

IIS による匿名パスワー

ドの制御

匿名パスワー ド設定がターゲッ ト  システム上の Windows での設定と自動的に統一

されるよ う にするかど うかを指定し ます。 匿名アカウン ト 用に入力し たパスワー

ドが Windows のパスワー ド と異なる場合、 匿名認証は正し く 動作し ません。

メ モ • パスワー ドの同期化はリ モー ト  コ ンピ ューター上の匿名アカウン ト ではな

く 、 ローカル コ ンピ ューター上で定義された匿名ユーザー アカウン ト と共に使用

し な く てはな り ません。

匿名ユーザー名 匿名接続を有効にする場合、 匿名アカウン ト の名前を入力し ます。

匿名パスワー ド [IIS による匿名パスワー ドの制御 ] 設定で [ いいえ ] を選択し た場合は、 匿名ユー

ザー アカウン ト のパスワー ド を入力し ます。 パスワー ドは Windows 内でのみ利用

されます。 匿名ユーザーはユーザー名とパスワー ド を使ってログオン し ません。

テーブル 8-46 • [ セキュ リ テ ィ の設定 ] 領域にある [ 認証済みアクセス ] の設定

設定 説明

基本認証 基本の認証メ ソ ッ ド を使って、 アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ にアク

セスするエン ド ユーザーのユーザー名とパスワー ド情報を収集するかど うかを指

定し ます。

重要 • 基本の認証方法では、 ネ ッ ト ワーク を介し てユーザー名とパスワー ドが送信

される と きに情報が暗号化されません。 ネ ッ ト ワーク監視ツールを利用する無法

なエン ド ユーザーによ って、 ユーザー名およびパスワー ドが傍受される可能性が

あり ます。
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詳細設定

[IIS 構成 ] ビ ューの アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ にある [ 詳細 ] 領域には、 次の設定があり ます。

[ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ュー

[ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューでは、 イ ンス ト ール パッ ケージ用の COM+ サーバー アプ リ ケーシ ョ ン と コ ン

ポーネン ト を管理できます。

InstallShield のコ ンポーネン ト  サービスに関する次の情報をお読み く だ さい。

• COM+ システム アプ リ ケーシ ョ ン以外のみプロジ ェ ク ト に追加する こ とができます。 し たがって、

InstallShield は [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ュー の [COM+ アプ リ ケーシ ョ ン ] エクスプローラーの下に、

COM+ システム アプ リ ケーシ ョ ン以外のみを表示し ます。

• ローカル マシンにイ ンス ト ールされている COM+ アプ リ ケーシ ョ ンのみが、 [ コ ンポーネン ト  サービス ] 

ビ ューに表示され、 プロジ ェ ク ト に追加する こ とが可能です。

[ コ ンポーネン ト  サービス ]  ビ ューで COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを選択する と き、 以下のタ ブが表示されます :

• イ ンス ト ール

• 全般

統合 Windows 認証 統合 Windows 認証を有効化するかど うかを指定し ます。 統合 Windows 認証は、

ユーザー ID を確認するためにユーザーのブ ラウザーと暗号化されたやり取り を行

います。

統合 Windows 認証が有効になっている場合、 Web サーバーは次の条件下でのみそ

れを利用し ます。 

• 匿名アクセスは無効です。

• Windows フ ァ イルシステム アクセス許可が設定されいているため、 匿名アク

セスは拒否されます。 エン ド ユーザーは制限されたコ ンテンツへ接続を確立

する前に Windows ユーザー名とパスワー ド を提示するよ う求められます。

テーブル 8-47 • アプ リ ケーシ ョ ンまたは仮想デ ィ レ ク ト リ における詳細の設定

設定 説明

カス タム エラー Web サーバー エラーが発生し た と きにク ラ イアン ト に送信される HTTP エラー

を カス タ マイズするには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を選択し ます。 [ カス

タム エラー ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 こ こで 1 つまたは複数の HTTP エ

ラーで表示するページを指定できます。

管理者は汎用 HTTP 1.1 エラー、 IIS が提供する詳細なカス タム エラー ページ、

またはイ ンス ト ールに含めた独自のカス タム エラーを使用できます。

テーブル 8-46 • [ セキュ リ テ ィ の設定 ] 領域にある [ 認証済みアクセス ] の設定 ( 続き )

設定 説明
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• セキュ リ テ ィ

• ID

• アクテ ィ ベーシ ョ ン

• キュー

• 詳細

• ダンプ

• プール / 再利用

[ イ ンス ト ール ] タ ブの設定は、 InstallShield 固有の設定です。 その他のタ ブにある設定は、 コ ン ト ロール パネル

にある [ コ ンポーネン ト  サービス ] 管理ツールにある設定に類似し ています。 [ イ ンス ト ール ] タ ブにある各設定

についての詳細は、 「[ イ ンス ト ール ] タ ブ」 を参照し て く だ さい。 その他のタ ブにある設定については、 「コ ン

ポーネン ト  サービス ] ヘルプを参照し て く だ さい。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition と InstallShield Professional Edition では、COM+ サーバー アプ リ ケーシ ョ

ン と アプ リ ケーシ ョ ン プロキシ両方を管理する こ とができる追加機能が [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューで提

供されています。 COM+ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシはサーバー アプ リ ケーシ ョ ン属性のサブセ ッ ト で構成され、

これはク ラ イアン ト  コ ンピ ューターからアプ リ ケーシ ョ ンが存在するマシンへのリ モー ト  アクセスを可能にし

ます。

[ イ ンス ト ール ] タ ブ

[ イ ンス ト ール ] タ ブは、 [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューで COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを選択し た と きに表示さ

れる タ ブの 1 つです。

テーブル 8-48 • [ イ ンス ト ール ] タ ブの設定

設定 説明

機能 選択し た COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを含める機能を選択し ます。 COM+ ア

プ リ ケーシ ョ ンを新しい機能に追加するには、 まず [ 機能 ] ビ ューで機

能を作成し てから、 この一覧でそのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

ビルド時にク ラ イアン ト マシンか

ら COM+ 設定を リ フ レ ッ シュする

[ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューでは、 ローカル マシンのコ ンポーネ

ン ト  サービスで使用できる COM+ の設定が表示されます。

プロジ ェ ク ト で表示されている COM+ の設定をローカル マシンのコ ン

ポーネン ト  サービスで提供されている設定で更新する場合、 このチ ェ ッ

ク ボ ッ クスを選択し ます。 リ リースをビルド し た と き、 そのつど設定が

リ フ レ ッ シュ されます。

ロールと共にユーザー ID を イ ンス

ト ールする

選択し た COM+ アプ リ ケーシ ョ ンをローカル マシンの COM+ アプ リ

ケーシ ョ ンについて構成し たユーザー ID と ロールと共にイ ンス ト ールす

る場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。
550 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 8 章 : 

ビ ュー リ フ ァ レンス
エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition と InstallShield Professional Edition では、COM+ サーバー アプ リ ケーシ ョ

ン と アプ リ ケーシ ョ ン プロキシ両方を管理する こ とができる追加機能が [ コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューで提

供されています。 COM+ アプ リ ケーシ ョ ン プロキシはサーバー アプ リ ケーシ ョ ン属性のサブセ ッ ト で構成され、

これはク ラ イアン ト  コ ンピ ューターからアプ リ ケーシ ョ ンが存在するマシンへのリ モー ト  アクセスを可能にし

ます。

[ サービス ] ビ ュー

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Express Edition は、 サービスのイ ンス ト ール中にサービスを イ ンス ト ール、 およびアン

イ ンス ト ール中にサービスを削除するサポー ト を含みます。 また、 オプシ ョ ンでイ ンス ト ール後にサービスを開

始、 システム起動時に毎回自動的にサービスを開始、 または ( サービス コ ン ト ロール マネージャ を通し てサービ

スが要求されたと きに ) オンデマン ド でサービスを開始するサポー ト が含まれています。

InstallShield Premier Edition および Professional Edition は、 サービスに関するその他の柔軟性も提供し ます。 これら

のエデ ィ シ ョ ンをでは、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中にサービスを開始、 停止、 または削除する こ と

ができます。 これらのエデ ィ シ ョ ンではまた、 Windows Installer 5 で利用可能な拡張サービス カス タ マイズ オプ

シ ョ ンを構成する こ と もできます。 さ らに、 Premier Edition および Professional Edition では、 ターゲッ ト  システム

に既存するサービスを構成する こ と もできます。

[ サービス ] ビ ューを使って、 イ ンス ト ール中にイ ンス ト ール、 およびアン イ ンス ト ール中に削除するサービスの

情報を指定し ます。 サービスを追加するには、 まず [ フ ァ イル ] ビ ューを使ってプロジ ェ ク ト にサービス実行可能

フ ァ イルを追加し ます。 次に、 [ サービス ] ビ ューで [ サービス ] ノ ー ド を右ク リ ッ ク し てから [ サービスの追加 ] 

を選択し ます。 次に、 構成を行うサービスのサービス名を指定し ます。 こ こで入力する名前は、 サービスの [ プ

ロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表示される名前と一致し な く てはな り ません。

InstallFinalize アク シ ョ ンの後でイ

ンス ト ールする

選択し た COM+ アプ リ ケーシ ョ ンに、 グローバル アセンブ リ キャ ッ

シュ (GAC) にイ ンス ト ールする必要がある .NET アセンブ リが含まれて

いる場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを選択する と、 ISComponentServiceFinalize アクシ ョ ンは選択し た 

COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを InstallFinalize アクシ ョ ンの後でイ ンス ト ール

し ます。 Windows Installer は、 InstallFinalize が実行されるまでスク リ プ ト

内のセ ッ シ ョ ンで加えられた変更を コ ミ ッ ト し ません。

Destination COM+ アプ リ ケーシ ョ ンのデフ ォル ト のイ ンス ト ール先は、

[ProgramFilesFolder]COMPlus Applications\{UID} です。

COM+ フ ァ イルを別の場所にイ ンス ト ールする場合、 ターゲッ ト 先を選

択し ます。 指定する イ ンス ト ール先が一覧にない場合、 [ デ ィ レ ク ト リ 

エン ト リ を参照、 作成、 または変更し ま ] オプシ ョ ンを選択し ます。

テーブル 8-48 • [ イ ンス ト ール ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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メ モ • Windows Installer はド ラ イバー サービスをサポー ト し ていないので、 サービスは単一実行可能フ ァ イル 

(.exe) である必要があり ます。

サービスの設定を構成するにあたっては、 サービスの技術的な詳細についてよ く 知ってお く 必要があり ます。

サービスに構成可能な各設定についての詳細は、 「[ サービス ] ビ ューの設定」 を参照し て く だ さい。

[ サービス ] ビ ューの設定

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Express Edition は、 サービスのイ ンス ト ール中にサービスを イ ンス ト ール、 およびアン

イ ンス ト ール中にサービスを削除するサポー ト を含みます。 また、 オプシ ョ ンでイ ンス ト ール後にサービスを開

始、 システム起動時に毎回自動的にサービスを開始、 または ( サービス コ ン ト ロール マネージャ を通し てサービ

スが要求されたと きに ) オンデマン ド でサービスを開始するサポー ト が含まれています。

InstallShield Premier Edition および Professional Edition は、 サービスに関するその他の柔軟性も提供し ます。 これら

のエデ ィ シ ョ ンをでは、 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中にサービスを開始、 停止、 または削除する こ と

ができます。 これらのエデ ィ シ ョ ンではまた、 Windows Installer 5 で利用可能な拡張サービス カス タ マイズ オプ

シ ョ ンを構成する こ と もできます。 さ らに、 Premier Edition および Professional Edition では、 ターゲッ ト  システム

に既存するサービスを構成する こ と もできます。

ヒ ン ト • [ サービス ] ビ ューの上部にある [ ビ ュー フ ィ ルター ] を使って、 ビ ューに表示するサービス データ を含

む機能を選択し ます。 ビ ューフ ィ ルターは、 プロジ ェ ク ト の機能およびサブ機能の階層を リ ス ト 表示し ます。 機

能を選択する と、 その機能に含まれるすべてのサービスが表示されます。

[ サービス ] ビ ューの [ サービス ] エクスプローラーでサービスを選択し て、 次の設定を構成する こ とができます。

イ ンス ト ールの設定

[ イ ンス ト ールの設定 ] 領域を使って、 サービスの表示名や説明などの情報、 およびサービスの開始条件を指定し

ます。

テーブル 8-49 • イ ンス ト ールの設定

設定 説明

ターゲッ ト この設定は、 サービスを含む実行可能フ ァ イルを指定し ます。 これを変

更するには、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

表示名 サービス コ ン ト ロール マネージャーにおける、 このサービスの表示名

を入力し ます。 この設定を空白のままにする と、 サービスの名前 ([ 詳細

設定 ] ノ ー ドの下にあるサービスのサブ ノ ー ドの名前に使用されている

テキス ト ) が使用されます。
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説明 サービスの説明を入力し ます。 この説明は、 サービスがイ ンス ト ールさ

れる時にターゲッ ト  システムに登録され、 サービス コ ン ト ロール マ

ネージャーの [ 説明 ] 列に表示されます。 また、 サービスの [ プロパ

テ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスの [ 一般 ] タ ブにある [ 説明 ] ボ ッ クスにも

表示されます。

サービスの種類 イ ンス ト ールするサービスの種類を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ン

は以下のとお り です :

• 独自のプロセスで実行する Win32

• プロセスを共有する Win32

WIN32_OWN_PROCESS タ イプのサービスには、 1 つのサービスのコー ド

が含まれす。 WIN32_SHARE_PROCESS タ イプのサービスには、 1 つ以上

のサービスのコー ドが含まれてお り、 コー ドの共有が可能です。

デスク ト ッ プ と対話する サービスがデスク ト ッ プ と イ ン タ ラ ク ト するかど うかを指定し ます。

サービスにユーザー イ ン ターフ ェ イスが含まれている場合は、 [ はい ] 

を選択し ます。

[ はい ] を選択し た場合、 " ユーザー名 " 設定は空白のままでな く てはな

り ません。 これは、 サービスが組み込み LocalSystem アカウン ト で実行

するよ う にイ ンス ト ールされるためです。

開始の種類 サービスの開始時期を指定し て く ださい。 選択可能なオプシ ョ ンは以下

のとお り です :

• 自動 — サービスはシステムが開始し た と きに自動的に開始し ます。

• オン デマン ド — サービスは、 サービス コ ン ト ロール マネージャー

を通し て要求されたと きに開始し ます。

• 無効 — サービスを開始する こ とはできません。

一部のサービスは、 別の開始タ イプ ( オペレーテ ィ ング システムの初期

化中、 またはオペレーテ ィ ング システム ローダによる ) をサポー ト し ま

す。 ただし、 Windows Installer はこれらのサポー ト を含まないため、 こ

れらのオプシ ョ ンは " 開始の種類 " 設定では使用できません。

エラーコ ン ト ロール サービスの開始に失敗し た場合に、 サービス コ ン ト ロール マネー

ジャーが行う適切な操作を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下の

とお り です :

• エラーをログに記録し てから作業を継続する

• エラーをログに記録し てから、 メ ッ セージを表示し て作業を継続す

る

• エラーをログに記録し て再起動する

テーブル 8-49 • イ ンス ト ールの設定 ( 続き )

設定 説明
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失敗時にイ ンス ト ールを中止する サービスがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールできない場合は、 イ ンス

ト ール全体を失敗とするかど うかを指定し ます。 デフ ォル ト 値は [ いい

え ] です。

メ モ • この設定で [ はい ] を選択し て、 エン ド ユーザーがサイ レン ト ま

たは基本の UI モー ド でイ ンス ト ールを実行する場合、 ターゲッ ト  シス

テムには Windows Installer 3 以降が必須と な り ます。

ロー ド順序グループ このサービスがメ ンバーであるロー ド順グループがある場合、 その名前

を入力し ます。

依存関係 このサービスが必要とするサービス、 またはロー ド順グループを入力し

て く ださい。 このサービスを開始する前に、 システムは必要なサービ

ス、 またはロー ド順グループから最低 1 つのメ ンバーの開始を試行し ま

す。

複数の依存関係はコ ンマ (,) で区切り ます。

サービス コ ン ト ロール マネージャーがサービス と ロー ド順グループを

区別できるよ う に、各ロー ド順グループ名の前に SC_GROUP_IDENTIFIER 

( 通常は、 プラス記号 (+)) を付ける必要があり ます。

ユーザー名 サービスにログオンするアカウン ト を入力し て く ださい。 ローカル シス

テム アカウン ト の下にサービスを イ ンス ト ールするには、 この設定を空

白のままに残し ます。 (Microsoft は単一ユーザーの権限を偽装するサー

ビスのイ ンス ト ールを推奨し ません。 )

サービス タ イプが独自のプロセスで実行する Win32 の場合、 入力する値

には次の形式を使用し ます :

ド メ イ ン名 \ ユーザー名

サービスがビル ト イ ン ド メ イ ンの下にログ記録される場合、 次の形式を

使用し ます :

.\UserName

Password このサービスのパスワー ド を入力し て く ださい。 " ユーザー名 " 設定が

空白の場合 ( つま り、 サービスがローカル システム アカウン ト の下でロ

グオンを されている と き ) は、 この設定を空白に残し て く ださい。 ユー

ザー名を指定し ていない限りパスワー ドは使用されません。

開始パラ メ ーター サービスの実行に必要なコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターまたはプロパテ ィ

を入力し ます。

テーブル 8-49 • イ ンス ト ールの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ セ ッ ト ア ッ プ外観のカス タ マイズ ] ビ ュー

セ ッ ト ア ッ プの外観は、 競合他社に差をつける上で非常に重要です。 セ ッ ト ア ッ プの外観や動作は、 以下に示す

ビ ューで簡単にカス タ マイズできます。

[ ダイアログ ] ビ ュー

セ ッ ト ア ッ プのユーザー イ ン ターフ ェ イスは様々な意味で重要ですが、 特に、 エン ド ユーザーの入力や設定が通

常ユーザー イ ン ターフ ェ イスを通じ て処理される とい う点で非常に重要です。 ユーザー イ ン ターフ ェ イスで目的

の画面を表示する こ とが困難だった り、 理解しに く いと、 ユーザーは製品を イ ンス ト ールする際、 問題を抱える

こ とにな り ます。 イ ンス ト ールの作成手順や、 エン ド ユーザーの操作を簡素化するために、 InstallShield ではい く

つかの定義済みダイアログの利用が可能です。

イ ンス ト ール時に開始 イ ンス ト ール中にサービスを開始するかど うかを指定し ます。

[ はい ] を選択する場合、 " 引数 " 設定でサービスに渡す引数を指定し ま

す。

引数 サービスに渡す引数を指定し ます。 複数の引数はコ ンマ (,) で区切り ま

す。

テーブル 8-50 • [ セ ッ ト ア ッ プ概観のカス タ マイズ ] ビ ューの下にあるビ ュー

表示 説明

ダイアログ [ ダイアログ ] ビ ューでは、 セ ッ ト ア ッ プ過程で表示されるダイアログを選択する

こ とができます。 また、 選択し たダイアログにカス タムバナーやイ メ ージを追加し

て、 その外観を カス タ マイズする こ とができます。

ビルボー ド ビルボー ド とは、 イ ンス ト ールのフ ァ イル転送段階で、 指定された時間表示される

イ メ ージまたは Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルです。 ビルボー ドは、 エン

ド ユーザーと連絡を取った り、 広告、 教育、 およびエン ターテイ ン メ ン ト を提示す

るために使用する こ とができます。 た と えば、 ビルボー ド を使ってイ ンス ト ール中

の製品に含まれる新しい機能の概要や貴社の他の製品についての情報を提供できま

す。 各ビルボー ドは、 貴社のグラ フ ィ ッ ク担当者がフ ァ イル転送の外観を完全にカ

ス タ マイズできる フ ァ イルです。

テキス ト と メ ッ セージ セ ッ ト ア ッ プで使用される文字列は、 [ テキス ト と メ ッ セージ ] ビ ューからアクセ

スできます。 このビ ューでは、 ダイアログに表示されるテキス ト やエン ド ユーザー

に対し て表示されるエラー メ ッ セージを変更する こ とができます。

テーブル 8-49 • イ ンス ト ールの設定 ( 続き )

設定 説明
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使用できるダイアログは提供されている ものに限られていますが、 それらの多 く はカス タ マイズでき、 必要な外

観や機能性を持たせる こ とができます。 た と えば、 ダイアログそれぞれの上部にカス タ マイズし たイ メ ージを追

加できるので、 会社のロゴを使用し て強い印象を与える こ とができます。

両方のダイアログ テーマのサンプル スク リーン シ ョ ッ ト および各ダイアログのカス タ マイズに関する情報につ

いて、 次を参照し て く だ さい :

• [ スプラ ッ シュ ] ダイアログ 

• [ イ ンス ト ール - よ う こそ ] ダイアログ 

• [ 使用許諾契約 ] ダイアログ 

• Readme ダイアログ 

• [ ユーザー情報 ] ダイアログ 

• [ イ ンス ト ール先のフ ォルダー ] ダイアログ 

• [ データベース フ ォルダー ] ダイアログ 

• [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイアログ 

• [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログ 

• [ イ ンス ト ールの準備完了 ] ダイアログ 

• [ セ ッ ト ア ッ プ進行状況 ] ダイアログ 

• [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログ 

プロジ ェ ク ト のすべてのダイアログに影響するグローバル設定に関する情報については、 「すべてのエン ド ユー

ザー ダイアログのためのグローバル ダイアログ設定」 を参照し て く だ さい。

[ ビルボー ド ] ビ ュー

ビルボー ド をプロジ ェ ク ト に追加し て、 イ ンス ト ール処理中にエン ド ユーザーに対し て情報を提供できます。 ビ

ルボー ドは、 エン ド ユーザーと連絡を取った り、 広告、 教育、 およびエン ターテイ ン メ ン ト を提示するために使

用する こ とができます。 た と えば、 ビルボー ド を使ってイ ンス ト ール中の製品に含まれる新しい機能の概要や貴

社の他の製品についての情報を提供できます。 各ビルボー ドは、 貴社のグラ フ ィ ッ ク担当者がフ ァ イル転送の外

観を完全にカス タ マイズできる フ ァ イルです。

プロジ ェ ク ト に 1 つ以上のビルボー ド を追加する と、 実行時に Windows Installer がシステムに追加し ている変更に

ついて [ セ ッ ト ア ッ プの進行状況 ] ダイアログ がレポー ト を提示するのと同時に、 ビルボー ドが表示されます。

ビルボー ドが表示される時間および場所は、 [ ビルボー ド ] ビ ューで設定を構成する こ とによ って制御できます。

[ ビルボー ド ] ビ ューの設定についての詳細は、 次の項目を参照し て く だ さい :

• ビルボー ド設定 — これらは、 プロジ ェ ク ト 共通のビルボー ド の設定です。

• Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド と イ メ ージ ビルボー ド の設定 — これらの設定は、 中央ペ

イ ンで Flash ビルボー ド またはイ メ ージ ビルボー ド を ク リ ッ クする と、 [ ビルボー ド ] ビ ューの右側のペイ ン

に表示されます。
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[ ビルボー ド ] ビ ューの中央ペイ ンで [ ビルボー ド ] エクスプローラーを ク リ ッ クする と、 右側のペイ ンに以下の

設定が表示されます。 これらは、 プロジ ェ ク ト 共通のビルボー ドの設定です。

テーブル 8-51 • ビルボー ド設定

設定 説明

ビルボー ドの種類 イ ンス ト ールに使用するビルボー ドの種類を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ン

は以下のとお り です :

• 全画面表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クスを表示 — イ ンス ト ールが標準エ

ン ド ユーザー ダイアログを表示する と きに、 全画面の背景も表示し ます。

フ ァ イルの転送中、 イ ンス ト ールが全画面背景を使用し、 ビルボー ド を前画

面に、 また小さい進行状況ボ ッ クスを画面の右下に表示し ます。

• ウ ィ ン ド ウ表示、 標準の進行状況を表示する — フ ァ イルの転送中、 イ ンス

ト ールはビルボー ド を表示する標準サイズのダイアログを表示し ます。 この

ダイアログの下の部分に、 進行状況バーが表示されます。 このス タ イルの場

合、 イ ンス ト ールは背景を表示し ません。

• ウ ィ ン ド ウ表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クスを表示する ( ビルボー ド な

し ) — フ ァ イル転送中、 イ ンス ト ールは画面右下に小さい進行状況ボ ッ クス

を表示し ますが、 ビルボー ド または背景は表示し ません。

さ らに詳しい情報、 ならびに各ビルボー ド タ イプのサンプル スク リーンシ ョ ッ

ト は、 「ビルボー ドの種類」 を参照し て く だ さい。

ビルボー ドのループ イ ンス ト ールがフ ァ イルの転送が完了するまでイ メ ージ ビルボー ド をループ し

て、 適切な [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログを表示するかど うかを指定し ます。

この設定で [ いいえ ] を選択し て、 ビルボー ド に割り当てた時間よ り も フ ァ イル

の転送に時間がかかった場合、 イ ンス ト ールはフ ァ イルの転送が終了するまで、

最後のイ メ ージ ビルボー ド を表示し続けます。

この設定で [ はい ] を選択し て、 ビルボー ド に割り当てた時間よ り も フ ァ イルの

転送に時間がかかった場合、 イ ンス ト ールは最初のビルボー ドから再び表示し ま

す。 必要な場合、 ループはフ ァ イルの転送が終了するまで継続し ます。

この設定のデフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

この設定は、 Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド には効果があり

ません。
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Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド と イ メ ージ ビルボー ドの設定

Flash またはイ メ ージ ビルボー ドの設定では、 表示する フ ァ イル、 その表示時間、 および画面上の表示位置を決定

し ます。 これらの設定にアクセスするには、 [ ビルボー ド ] ビ ューを開いて、 [ ビルボー ド ] エクスプローラーか

ら構成するビルボー ド を選択し ます。

テーブル 8-52 • Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド と イ メ ージ ビルボー ドの設定

設定 説明

フ ァ イル名 以下のいずれかを実行し ます。

• Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ドの場合 — 選択されたビル

ボー ド に使用する Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル (.swf) へのパスを入力す

るか、 省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し ます。

Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルは、 ビデオ、 動画、 音声、 イ ン タ ラ ク テ ィ

ブ イ ン ターフ ェ イス、 ゲーム、 テキス ト 、 その他の .swf フ ァ イルがサポー ト

するあらゆる要素で構成されます。 Flash ビデオ フ ァ イル (.flv) や MP3 オー

デ ィ オ フ ァ イルは .swf フ ァ イルに埋め込んで、フ ァ イル転送中にターゲッ ト  

システム上のローカルで使用できるよ う にする こ とが推奨されます。 .swf 

フ ァ イルは Web サイ ト 上に配置された外部フ ァ イルを参照する こ とが可能で

すが、 この外部実装ではエン ド ユーザーがイ ン ターネ ッ ト に接続されている

こ とが必須と な り ます。

• イ メ ージ ビルボー ドの場合 — 選択されたビルボー ド に使用する イ メ ージ 

フ ァ イル (.bmp、 .gif、 .jpg、 または .jpeg) へのパスを入力するか、 省略記号 (...) 

ボタ ンを ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し ます。

動画 .gif フ ァ イルはサポー ト されていませんので、 ご注意 く だ さい。 ビル

ボー ド で動画を使用し たい場合は、 Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル 

ビルボー ドの使用をご検討 く だ さい。

メ モ • .swf フ ァ イルの作成に使用し た Flash またはその他のツールのバージ ョ ンが

ターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされている Flash Player よ り も新しい場合、

ターゲッ ト  システム上で一部の Flash 機能が予定どお り に動作し ない可能性があ

り ます。

期間 ビルボー ドが表示される時間を、 秒単位で入力し て く だ さい。 入力する数字は、

1 から 32767 まで (9 時間と少し ) でな く てはな り ません。

期間が実行時の動作に及ぼす影響は、 イ ンス ト ールが Flash ビルボー ドかイ メ ー

ジ ビルボー ドのどち ら を表示するかによ って異な り ます。 詳細については、 「ビ

ルボー ド を含むイ ンス ト ールの実行時の動作」 を参照し て く だ さい。
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元の場所 画面上でビルボー ド を表示する場所を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下

のとお り です :

• 右上

• 左上

• 右下

• 左下

• 中央揃え

X および Y 座標は、 この点から測定されます。

メ モ • この設定は、 " ビルボー ドの種類 " 設定で [ 全画面表示、 右下に小さい進行

状況ボ ッ クスを表示する ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。

X 軸 ビルボー ドの横位置を " 原点 " 設定で選択し た場所に相対し て変更するには、 距

離をピ クセルで指定し ます。 た と えば、 ビルボー ドの原点が左下で、 X 座標値が 

100 の場合、 画面の左側から 100 ピ クセル離れたビルボー ドの左側に表示されま

す。

メ モ • この設定は、 " ビルボー ドの種類 " 設定で [ 全画面表示、 右下に小さい進行

状況ボ ッ クスを表示する ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。

Y 軸 ビルボー ドの縦位置を " 原点 " 設定で選択し た場所に相対し て変更するには、 距

離をピ クセルで指定し ます。 た と えば、 ビルボー ドの原点が左下で、 Y 座標値が 

100 の場合、 画面の下側から 100 ピ クセル離れたビルボー ドの下側に表示されま

す。

メ モ • この設定は、 " ビルボー ドの種類 " 設定で [ 全画面表示、 右下に小さい進行

状況ボ ッ クスを表示する ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。

効果 このビルボー ドの移動効果を選択し ます。 画面に表示されて、 指定し た時間の経

過後に非表示にするだけではな く 、 移動効果では、 ビルボー ド と ビルボー ドの変

更がよ り スムーズに行われます。

メ モ • この設定は、 イ メ ージ ビルボー ド に適用されますが、 Adobe Flash アプ リ

ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド には適用されません。

また、 この設定は [ ビルボー ドの種類 ] 設定で、 [ ウ ィ ン ド ウ表示、 標準の進行状

況を表示する ] オプシ ョ ンまたは、 [ 全画面表示、 右下に小さい進行状況ボ ッ クス

を表示する ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。

テーブル 8-52 • Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド と イ メ ージ ビルボー ドの設定 ( 続き )

設定 説明
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背景色 この設定には、 現在選択されているビルボー ドの背景色が表示されます。 この色

を変更するには、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 背景色に希望する色を

選択、 またはカス タム色を定義できる [ 色 ] ダイアログ ボ ッ クスが表示されま

す。

メ モ • この設定は、 " ビルボー ドの種類 " 設定で [ 全画面表示、 右下に小さい進行

状況ボ ッ クスを表示する ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。

タ イ ト ル 背景の左上に表示される、 このビルボー ドのタ イ ト ルを入力し ます。

ヒ ン ト • イ ンス ト ールが実行時にタ イ ト ルと し て表示できる最大文字数は、 その

フ ォ ン ト 、 フ ォ ン ト  サイズ、 フ ォ ン ト の属性、 およびこの設定に指定する タ イ ト

ル文字列の長さによ って異な り ます。 また、 ターゲッ ト  システムのスク リーン解

像度にも左右されます。 このため、 長いタ イ ト ルを指定する場合は、 異なるスク

リーン解像度を使ってビルボー ド をプレビ ューし て、 タ イ ト ル全体が実行時に表

示されるかど うかをテス ト し て く だ さい。

メ モ • この設定は、 " ビルボー ドの種類 " 設定で [ 全画面表示、 右下に小さい進行

状況ボ ッ クスを表示する ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。

背景ス タ イル 使用する背景のス タ イルを選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り で

す :

• グラデーシ ョ ン — 背景は濃い色から薄い色へ徐々に変化し ます。

• 純色 — 背景は単一色で表示されます。

メ モ • この設定は、 " ビルボー ドの種類 " 設定で [ 全画面表示、 右下に小さい進行

状況ボ ッ クスを表示する ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。

フ ォ ン ト 省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 選択されたビルボー ドの背景にある タ イ ト

ルに使用する フ ォ ン ト を選択し ます。 ターゲッ ト マシンに指定し たフ ォ ン ト がな

い場合、 デフ ォル ト のシステム フ ォ ン ト が使用されます。

メ モ • この設定は、 " ビルボー ドの種類 " 設定で [ 全画面表示、 右下に小さい進行

状況ボ ッ クスを表示する ] オプシ ョ ンが選択されている場合のみ有効です。

テーブル 8-52 • Adobe Flash アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル ビルボー ド と イ メ ージ ビルボー ドの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ テキス ト と メ ッ セージ ] ビ ュー

通常、 ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを使用するにあたって最初に経験するのは、 ソ フ ト ウェ アのイ ンス ト ールで

す。 セ ッ ト ア ッ ププロセスの操作が難しかった り、 ダイアログのメ ッ セージがわかり に く かった りする と、 第一

印象が悪 く なる こ と もあ り ます。 そ う ならないよ う にするために、 セ ッ ト ア ッ プで表示されるテキス ト を、 すべ

てカス タ マイズする こ とができます。 また、 すべてのラ ン タ イム文字列をエクスポー ト し て翻訳し、 グローバル

化されたセ ッ ト ア ッ プバージ ョ ンの IDE に新しい言語を イ ンポー ト する こ と もできます。

[ テキス ト と メ ッ セージ ] ビ ューには、 イ ンス ト ール プロセス中に表示できるすべてのダイアログと メ ッ セージが

一覧表示されます。 これらのダイアログの 1 つを ク リ ッ クする と、 そのダイアログの画像、 およびそのダイアロ

グに関連付けられているすべての文字列が表示されます。 このビ ューからはすべてのラ ン タ イム文字列にアクセ

スできます。

[ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] ビ ュー

カス タム アクシ ョ ン と セ ッ ト ア ッ プ要件は、 どち ら も、 Windows Installer サービスで本来サポー ト されていない機

能を実行するために役立つ方法です。 カス タム アクシ ョ ンを使って、 実行可能フ ァ イルを起動、 スク リ プ ト を実

行、 または DLL から関数を呼び出すこ とができます。 要件を設定する こ と で、 ソ フ ト ウ ェ アのハー ド ウェ ア要件

に一致し ないマシンに対し て製品がイ ンス ト ールされないよ う にできます。

[ 要件 ] ビ ュー

[ 要件 ] ビ ューでは、 アプ リ ケーシ ョ ンが正し く 動作するために必要なソ フ ト ウ ェ ア と特定のマシン環境を指定す

る こ とができます。 システムまたはソ フ ト ウ ェ アの必要条件が満た されない場合、 イ ンス ト ールは終了し ます。

ハー ド ウ ェ アまたはソ フ ト ウ ェ アの必要条件に合わないシステムにはアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールできない

ので、 必要条件を自由に設定し て く だ さい。

テーブル 8-53 • [ セ ッ ト ア ッ プ要件およびアクシ ョ ンの定義 ] ビ ューの下にあるビ ュー

表示 説明

セ ッ ト ア ッ プ要件 特定のハー ド ウ ェ アまたはオペレーテ ィ ング システム要件が満たされなければアプ

リ ケーシ ョ ンが正常に動作し ないよ う な場合には、 これらの要件を満た さ ないマシ

ンにはアプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ールされないよ う にする こ とができます。

カス タム アクシ ョ ン カス タム アクシ ョ ンでは、 Windows Installer が本来サポー ト し ていない機能を イ ン

ス ト ールに追加する こ とができます。 これらのアクシ ョ ンは、 Readme フ ァ イルの

表示から レジス ト リ エン ト リの消去などあらゆる用途に使用できます。

セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル イ ンス ト ール時に、 特定のフ ァ イルをセ ッ ト ア ッ プで使用できるよ う にする場合、

これらのフ ァ イルを [ セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] ビ ューに追加する こ とができます。
InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド ISE-2100-UG00 561



第 8 章 : 

ビ ュー リ フ ァ レンス
システム ハー ド ウ ェ ア要件

次のテーブルには可能なオプシ ョ ンが記述されています。

システム ソ フ ト ウ ェ ア要件

ソ フ ト ウ ェ ア要件の指定についての詳細は、 「製品のソ フ ト ウェ アの要件を指定する」 を参照し て く ださい。

[ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ュー

Windows Installer は多機能ですが、 必要な機能をすべて備えているわけではあ り ません。 そのため Microsoft では、

カス タム アクシ ョ ンを使用し て、 Windows Installer で直接サポー ト されていない機能を イ ンス ト ールに柔軟に追加

できるよ う にし ています。

InstallShield は、 DLL 関数を呼び出すか、 実行可能フ ァ イルを起動するか、 または VBScript あるいは JScript を使

用する カス タム アクシ ョ ンをサポー ト し ます。 カス タム アクシ ョ ンの使用が推奨されるシナ リ オは、 例えば次の

よ う な場合です。

• イ ンス ト ール実行時にエン ド ユーザーが入力し たシ リ アル番号を検証する

• 製品がイ ンス ト ールされているかど うかを確認する

• イ ンス ト ール後にターゲッ ト  マシンを再起動する

[ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューでカス タム アクシ ョ ンを追加する場合、 使用可能なシーケンスの 1 つにそのカス

タム アクシ ョ ンをスケジュールし な く てはな り ません。 たと えば、 イ ンス ト ール中、 [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイ

アログが表示された直後に特定のカス タム アクシ ョ ンを起動する場合があ り ます。 その場合、 カス タム アクシ ョ

ンを [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューの [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログの後項目に追加し ます。 アクシ ョ ンを

テーブル 8-54 • システム要件の条件

条件 説明

OS バージ ョ ン オペレーテ ィ ング システム要件を指定または変更するには、 この設定の省略記号ボ

タ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。

この設定のデフ ォル ト 値は ( 任意の OS バージ ョ ン )  で、 製品が特定のオペレー

テ ィ ング システムを必要と し ないこ と を示し ます。

この設定に特定のオペレーテ ィ ング システムがリ ス ト されている場合、 イ ンス ト ー

ルはそれらのオペレーテ ィ ングシステム上で実行可能と な り ます。 リ ス ト されてい

ないオペレーテ ィ ング システムでイ ンス ト ールが実行される と、 イ ンス ト ールが終

了し て、 製品はイ ンス ト ールされません。

プロセ ッサ 製品に最低限必要なプロセ ッサを選択し ます。

RAM 製品を実行するのに最低限必要な RAM を選択し ます。

画面の解像度 製品に最低限必要な画面解像度を選択し ます。

カ ラー深度 製品に最低限必要なカ ラー深度を選択し ます。
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シーケンスに追加し た後、 必要に応じ てスケジュールし直すこ と もできます。 詳細については、 「カス タム アク

シ ョ ンを起動する タ イ ミ ングの変更」 を参照し て く だ さい。

[ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューでカス タム アクシ ョ ンを選択する と、 その設定を構成する こ とができます。 詳し

く は、 次を参照し て く だ さい。

• MSI DLL カス タム アクシ ョ ンの設定

• DLL カス タム アク シ ョ ン設定

• 実行可能フ ァ イル カス タム アクシ ョ ンの設定

• VBScript カス タム アクシ ョ ンの設定

• JScript カス タム アクシ ョ ンの設定

カス タム アクシ ョ ンの各種類の比較は、 「カス タム アクシ ョ ンを使用する」 を参照し て く だ さい。

MSI DLL カス タム アクシ ョ ンの設定

Windows Installer DLL (MSI DLL) カス タム アクシ ョ ンを [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューを使ってプロジ ェ ク ト に追

加する場合、 その設定を構成する必要があ り ます。

テーブル 8-55 • MSI DLL カス タム アクシ ョ ンの設定

設定 説明

ソースの場所 カス タム アクシ ョ ンに使用される フ ァ イルのある場所を指定し ます :

• フ ァ イル システムの参照 — このカス タム アクシ ョ ンに使用される フ ァ イル

はシステム上にあり ます。

• 製品と一緒にイ ンス ト ール — フ ァ イルはターゲッ ト  システムにイ ンス ト ール

されます。

カス タム アクシ ョ ンを イ ンス ト ール、 アン イ ンス ト ール、 またはメ ンテナン

スのどの部分にスケジュールするかによ って、 このオプシ ョ ンが使用できな

い場合もあり ます。 た と えば、 イ ンス ト ールの [ フ ァ イル転送の前 ] 部分で

カス タム アクシ ョ ンをスケジュールし た場合、 カス タム アクシ ョ ンはフ ァ

イルがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされる前に実行されるため、 [ 製

品と一緒にイ ンス ト ール ] オプシ ョ ンは使用する こ とはできません。

フ ァ イル名 " ソースの場所 " 設定で [ フ ァ イルシステムの参照 ] を選択し た場合、 " フ ァ イル

名 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 カス タム アクシ ョ ンに使用する 

DLL フ ァ イルを参照し ます。 イ ンス ト ールをビルド する と、 このフ ァ イルは自動

的にイ ンス ト ールに組み込まれます。 カス タム アクシ ョ ンはイ ンス ト ール中に実

行されますが、 イ ンス ト ールのあと フ ァ イルは削除されます。

" ソースの場所 " 設定で [ 製品と一緒にイ ンス ト ール ] を選択し た場合、 " フ ァ イ

ル名 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イル ] ビ ューを使ってプ

ロジ ェ ク ト に追加し たフ ァ イルの一覧から フ ァ イルを指定できます。 ターゲッ ト  

システムにイ ンス ト ールされている フ ァ イルが、 ターゲッ ト  システムのイ ンス

ト ール先から起動されます。
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関数名 Windows Installer DLL から呼び出すエン ト リ ポイ ン ト 関数の名前を入力し ます。

関数は以下ののシグネチャで定義し な く てはな り ません :

UINT __stdcall FunctionName (MSIHANDLE hInstall) {...}

関数名には異なる名前を使用できますが、 戻り値の型、 呼び出し規則、 および単

一のパラ メ ーターには、 前述のシグネチャで指定された型を使用する必要があ り

ます。 関数シグネチャで使用される MSIHANDLE データ型は、 実行中のイ ンス

ト ールへのハン ドルです。

スク リ プ ト 内実行 選択し たカス タム アクシ ョ ンを ト リ ガーするシーケンスの反復を選択し ます。 各

オプシ ョ ンの詳細については、 「アクシ ョ ンの実行のオプシ ョ ン」 を参照し て く

だ さい。

この設定は、 すべてのシーケンスに適用するわけではあり ません。 た と えば、 初

期化の後 ( 最初のダイアログの前 ) の下にカス タム アク シ ョ ンを追加し た場合、

そのアクシ ョ ンは即時実行と し てスケジュールされます。 遅延、 ロールバッ ク、

コ ミ ッ ト 実行と し てスケジュールする こ とはできません。

アクシ ョ ンの待機 カス タム アクシ ョ ンが終了するまでイ ンス ト ール、 アン イ ンス ト ール、 またはメ

ンテナンスを待機し てから、 残りのイ ンス ト ール処理を行うかど うかを指定し ま

す。

[ いいえ ] を選択する と、 カス タム アクシ ョ ンを実行中にイ ンス ト ール、 アン イ

ンス ト ール、 またはメ ンテナンスが続行し ます。

終了コー ド を無視する Windows Installer がこのカス タム アクシ ョ ンの戻り値を無視し て、 イ ンス ト ール、

アンイ ンス ト ール、 またはメ ンテナンスを続行するかど うかを指定し ます。

Comments このカス タム アクシ ョ ンに関する コ メ ン ト を入力し ます。 入力し たコ メ ン ト は参

照する目的でのみ使用され、 エン ド ユーザーに表示される こ とはあり ません。

条件 この設定を使って、 選択し たカス タム アクシ ョ ンを実行するためには True 評価

が必要な 1 つ以上の条件を指定できます。 たと えば、 ターゲッ ト  システムで特定

のオペレーテ ィ ング システムまたは最小システム要件をチ ェ ッ クする条件を作成

できます。 実行時に条件が True 評価される と、 カス タム アクシ ョ ンが実行し ま

す。 1 つ以上の条件が False 評価される と、 カス タム アクシ ョ ンは実行し ません。

1 つ以上の条件を指定するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ま

す。

条件を追加する と、 InstallShield によ って " 条件 " 設定の下に新しい設定が追加さ

れます。 この新しい設定は、 追加された条件の条件ステー ト メ ン ト を表示し ま

す。

条件を編集または削除するには、 " 条件 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し ます。

テーブル 8-55 • MSI DLL カス タム アクシ ョ ンの設定 ( 続き )

設定 説明
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DLL カス タム アクシ ョ ン設定

DLL カス タム アク シ ョ ンを [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューに追加する場合、 その設定を構成する必要があり ます。

テーブル 8-56 • DLL カス タム アクシ ョ ンの設定

設定 説明

ソースの場所 カス タム アクシ ョ ンに使用される フ ァ イルのある場所を指定し ます :

• フ ァ イル システムの参照 — このカス タム アクシ ョ ンに使用される フ ァ イル

はシステム上にあり ます。

カス タム アクシ ョ ンを イ ンス ト ール、 アン イ ンス ト ール、 またはメ ンテナン

スのどの部分にスケジュールするかによ って、 このオプシ ョ ンが使用できな

い場合もあり ます。 た と えば、 カス タム アクシ ョ ンを イ ンス ト ールの [ フ ァ

イル転送の後 ] にスケジュールし た場合、 このソースの場所オプシ ョ ンは該

当し ない場合があり ます。

• 製品と一緒にイ ンス ト ール — フ ァ イルはターゲッ ト  システムにイ ンス ト ール

されます。

カス タム アクシ ョ ンを イ ンス ト ール、 アン イ ンス ト ール、 またはメ ンテナン

スのどの部分にスケジュールするかによ って、 このオプシ ョ ンが使用できな

い場合もあり ます。 た と えば、 イ ンス ト ールの [ フ ァ イル転送の前 ] 部分で

カス タム アクシ ョ ンをスケジュールし た場合、 カス タム アクシ ョ ンはフ ァ

イルがターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされる前に実行されるため、 [ 製

品と一緒にイ ンス ト ール ] オプシ ョ ンは使用する こ とはできません。

MSI DLL カス タム アクシ ョ ンは、 標準 DLL カス タム アクシ ョ ンよ り も ソースの

場所オプシ ョ ンにおける柔軟性に優れています。 詳細については、 「Windows 

Installer DLL カス タム アクシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

フ ァ イル名 " ソースの場所 " 設定で [ フ ァ イルシステムの参照 ] を選択し た場合、 " フ ァ イル

名 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 カス タム アクシ ョ ンに使用する 

DLL フ ァ イルを参照し ます。 イ ンス ト ールをビルド する と、 このフ ァ イルは自動

的にイ ンス ト ールに組み込まれます。 カス タム アクシ ョ ンはイ ンス ト ール中に実

行されますが、 イ ンス ト ールのあと フ ァ イルは削除されます。

" ソースの場所 " 設定で [ 製品と一緒にイ ンス ト ール ] を選択し た場合、 " フ ァ イ

ル名 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イル ] ビ ューを使ってプ

ロジ ェ ク ト に追加し たフ ァ イルの一覧から フ ァ イルを指定できます。 ターゲッ ト  

システムにイ ンス ト ールされている フ ァ イルが、 ターゲッ ト  システムのイ ンス

ト ール先から起動されます。
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関数名 DLL から呼び出す関数名を入力し ます。 関数によ りパラ メ ーターが受け入れられ

る必要があり ますが、 この設定にパラ メ ーターを一覧表示する必要はあ り ませ

ん。 た と えば、 使用する関数が以下のプロ ト タ イプを持つ場合、 関数名に 

MyFunction と入力し ます。

CHAR WINAPI MyFunction(HWND, LPSTR , LPSTR, LPSTR, LPSTR);

詳細については、 「Classic DLL カス タム アクシ ョ ン関数プロ ト タ イプ」 または

「新しい DLL カス タム アクシ ョ ン関数プロ ト タ イプ」 を参照し て く だ さい。

関数の署名 DLL 関数が使用する フ ォーマ ッ ト を選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下の

とお り です :

• ク ラシ ッ ク — このフ ォーマ ッ ト の場合、 エン ト リポイ ン ト 関数の正確なプロ

ト タ イプが必要です。 このフ ォーマ ッ ト は、 InstallShield Express の古いバー

ジ ョ ンで使用されています。 詳細については、 「Classic DLL カス タム アク

シ ョ ン関数プロ ト タ イプ」 を参照し て く だ さい。

• 新規作成 — このフ ォーマ ッ ト を使って、 現在実行中の .msi データベースのハ

ン ドルを取得する こ とができます。 データベースのハン ドルを取得する と、

任意の Windows Installer API を呼び出すこ とができます。 詳細については、

「新しい DLL カス タム アクシ ョ ン関数プロ ト タ イプ」 を参照し て く だ さい。

この種類の DLL のプロ ト タ イプは、 MSI DLL カス タム アクシ ョ ンが必要とす

るシグネチャ と同じ シグネチャ を使用し ます。 プロジ ェ ク ト に追加する新し

いカス タム アクシ ョ ンにこの種類のシグネチャ を使用する場合、 標準 DLL 

よ り も柔軟なスケジュール オプシ ョ ンが提供されている MSI DLL カス タム 

アクシ ョ ンを使用する こ と をお勧めし ます。 詳細については、 「Windows 

Installer DLL カス タム アクシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

スク リ プ ト 内実行 選択し たカス タム アクシ ョ ンを ト リ ガーするシーケンスの反復を選択し ます。 各

オプシ ョ ンの詳細については、 「アクシ ョ ンの実行のオプシ ョ ン」 を参照し て く

だ さい。

この設定は、 すべてのシーケンスに適用するわけではあり ません。 た と えば、 初

期化の後 ( 最初のダイアログの前 ) の下にカス タム アク シ ョ ンを追加し た場合、

そのアクシ ョ ンは即時実行と し てスケジュールされます。 遅延、 ロールバッ ク、

コ ミ ッ ト 実行と し てスケジュールする こ とはできません。

アクシ ョ ンの待機 カス タム アクシ ョ ンが終了するまでイ ンス ト ール、 アン イ ンス ト ール、 またはメ

ンテナンスを待機し てから、 残りのイ ンス ト ール処理を行うかど うかを指定し ま

す。

[ いいえ ] を選択する と、 カス タム アクシ ョ ンを実行中にイ ンス ト ール、 アン イ

ンス ト ール、 またはメ ンテナンスが続行し ます。

終了コー ド を無視する Windows Installer がこのカス タム アクシ ョ ンの戻り値を無視し て、 イ ンス ト ール、

アンイ ンス ト ール、 またはメ ンテナンスを続行するかど うかを指定し ます。

テーブル 8-56 • DLL カス タム アクシ ョ ンの設定 ( 続き )

設定 説明
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Comments このカス タム アクシ ョ ンに関する コ メ ン ト を入力し ます。 入力し たコ メ ン ト は参

照する目的でのみ使用され、 エン ド ユーザーに表示される こ とはあり ません。

条件 この設定を使って、 選択し たカス タム アクシ ョ ンを実行するためには True 評価

が必要な 1 つ以上の条件を指定できます。 たと えば、 ターゲッ ト  システムで特定

のオペレーテ ィ ング システムまたは最小システム要件をチ ェ ッ クする条件を作成

できます。 実行時に条件が True 評価される と、 カス タム アクシ ョ ンが実行し ま

す。 1 つ以上の条件が False 評価される と、 カス タム アクシ ョ ンは実行し ません。

1 つ以上の条件を指定するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ま

す。

条件を追加する と、 InstallShield によ って " 条件 " 設定の下に新しい設定が追加さ

れます。 この新しい設定は、 追加された条件の条件ステー ト メ ン ト を表示し ま

す。

条件を編集または削除するには、 " 条件 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し ます。

テーブル 8-56 • DLL カス タム アクシ ョ ンの設定 ( 続き )

設定 説明
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.exe フ ァ イルを起動する カス タム アクシ ョ ンを [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューに追加する場合、 その設定を構成

する必要があ り ます。

テーブル 8-57 • 実行可能フ ァ イル カス タム アクシ ョ ンの設定

設定 説明

ソースの場所 カス タム アクシ ョ ンに使用される フ ァ イルのある場所を指定し ます :

• フ ァ イル システムの参照 — このカス タム アクシ ョ ンに使用される フ ァ イル

はシステム上にあり ます。

• 製品と一緒にイ ンス ト ール — フ ァ イルはターゲッ ト  システムにイ ンス ト ール

されます。 カス タム アクシ ョ ンを イ ンス ト ール、 アン イ ンス ト ール、 または

メ ンテナンスのどの部分でスケジュールするかによ っては、 [ 製品と一緒に

イ ンス ト ール ] オプシ ョ ンが使えない場合もあ り ます。 たと えば、 イ ンス

ト ールの [ フ ァ イル転送の前 ] 部分でカス タム アクシ ョ ンをスケジュールし

た場合、 カス タム アクシ ョ ンはフ ァ イルがターゲッ ト  システムにイ ンス

ト ールされる前に実行されるため、 [ 製品と一緒にイ ンス ト ール ] オプシ ョ ン

は使用する こ とはできません。

• フ ァ イルがターゲッ ト  システムに存在する — フ ァ イルがターゲッ ト  システ

ム上に既存し ます。

ヒ ン ト • [ ターゲッ ト  システムに存在する フ ァ イル ] を選択し、 " フ ァ イルの場所

" 設定を [SUPPORTDIR] に設定する と、 [ セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] ビ ューに追加

し たフ ァ イルを カス タム アクシ ョ ン と し て起動する こ とができます。

フ ァ イル名 " ソースの場所 " 設定で [ フ ァ イルシステムの参照 ] を選択し た場合、 " フ ァ イル

名 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 カス タム アクシ ョ ンに使用する 

.exe フ ァ イルを参照し ます。 イ ンス ト ールをビルド する と、 このフ ァ イルは自動

的にイ ンス ト ールに組み込まれます。 カス タム アクシ ョ ンはイ ンス ト ール中に実

行されますが、 イ ンス ト ールのあと フ ァ イルは削除されます。

" ソースの場所 " 設定で [ 製品と一緒にイ ンス ト ール ] を選択し た場合、 " フ ァ イ

ル名 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イル ] ビ ューを使ってプ

ロジ ェ ク ト に追加し たフ ァ イルの一覧から フ ァ イルを指定できます。 ターゲッ ト  

システムにイ ンス ト ールされている フ ァ イルが、 ターゲッ ト  システムのイ ンス

ト ール先から起動されます。

この設定は、 " ソースの場所 " 設定で次のオプシ ョ ンの 1 つが選択されている場

合に表示されます :

• フ ァ イルシステムの参照

• 製品と一緒にイ ンス ト ール
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フ ァ イルの場所 起動する実行可能フ ァ イルを含むターゲッ ト  システム上にある フ ォルダーを選択

するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 フ ォルダーを選択または作成し ま

す。

た と えば、 Notepad.exe を起動する場合、 " フ ァ イルの場所 " 設定に [SystemFolder] 

と入力し、 " フ ァ イル名と コマン ド ラ イ ン " 設定に Notepad.exe と入力し ます。

この設定は、 " ソースの場所 " 設定で [ フ ァ イルがターゲッ ト  システムに存在す

る ] が選択されている場合のみ表示されます。

コマン ド ラ イ ン 実行可能フ ァ イルに渡すコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを入力し ます。 た と えば、

実行可能フ ァ イルと し て Notepad を選択し た場合、 コマン ド ラ イ ンでフ ァ イル名

を渡し て実行可能フ ァ イルが起動される と きにフ ァ イルを開 く こ とができます。

この場合、 E:/Readme.txt と入力する と、 Readme フ ァ イルを起動できます。 長い

フ ァ イル名は引用符で囲んで く だ さい。

この設定は、 " ソースの場所 " 設定で次のオプシ ョ ンの 1 つが選択されている場

合に表示されます :

• フ ァ イルシステムの参照

• 製品と一緒にイ ンス ト ール

フ ァ イル名と コマン ド ラ

イ ン

フ ァ イルの名前を入力し ます。 フ ァ イル名の前にはデ ィ レ ク ト リ を付けません。

これは " フ ァ イルの場所 " 設定に表示されます。 フ ァ イル名の後、 実行可能フ ァ

イルに送る任意のコマン ド ラ イ ンを入力し ます。

た と えば、 Notepad.exe を起動する場合、 " フ ァ イルの場所 " 設定に [SystemFolder] 

と入力し、 " フ ァ イル名と コマン ド ラ イ ン " 設定に Notepad.exe と入力し ます。

この設定は、 " ソースの場所 " 設定で [ フ ァ イルがターゲッ ト  システムに存在す

る ] が選択されている場合のみ表示されます。

スク リ プ ト 内実行 選択し たカス タム アクシ ョ ンを ト リ ガーするシーケンスの反復を選択し ます。 各

オプシ ョ ンの詳細については、 「アクシ ョ ンの実行のオプシ ョ ン」 を参照し て く

だ さい。

この設定は、 すべてのシーケンスに適用するわけではあり ません。 た と えば、 初

期化の後 ( 最初のダイアログの前 ) の下にカス タム アク シ ョ ンを追加し た場合、

そのアクシ ョ ンは即時実行と し てスケジュールされます。 遅延、 ロールバッ ク、

コ ミ ッ ト 実行と し てスケジュールする こ とはできません。

アクシ ョ ンの待機 カス タム アクシ ョ ンが終了するまでイ ンス ト ール、 アン イ ンス ト ール、 またはメ

ンテナンスを待機し てから、 残りのイ ンス ト ール処理を行うかど うかを指定し ま

す。

[ いいえ ] を選択する と、 カス タム アクシ ョ ンを実行中にイ ンス ト ール、 アン イ

ンス ト ール、 またはメ ンテナンスが続行し ます。

テーブル 8-57 • 実行可能フ ァ イル カス タム アクシ ョ ンの設定 ( 続き )

設定 説明
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VBScript カス タム アクシ ョ ンを [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューに追加する場合、 その設定を構成する必要があり

ます。

終了コー ド を無視する Windows Installer がこのカス タム アクシ ョ ンの戻り値を無視し て、 イ ンス ト ール、

アンイ ンス ト ール、 またはメ ンテナンスを続行するかど うかを指定し ます。

Comments このカス タム アクシ ョ ンに関する コ メ ン ト を入力し ます。 入力し たコ メ ン ト は参

照する目的でのみ使用され、 エン ド ユーザーに表示される こ とはあり ません。

条件 この設定を使って、 選択し たカス タム アクシ ョ ンを実行するためには True 評価

が必要な 1 つ以上の条件を指定できます。 たと えば、 ターゲッ ト  システムで特定

のオペレーテ ィ ング システムまたは最小システム要件をチ ェ ッ クする条件を作成

できます。 実行時に条件が True 評価される と、 カス タム アクシ ョ ンが実行し ま

す。 1 つ以上の条件が False 評価される と、 カス タム アクシ ョ ンは実行し ません。

1 つ以上の条件を指定するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ま

す。

条件を追加する と、 InstallShield によ って " 条件 " 設定の下に新しい設定が追加さ

れます。 この新しい設定は、 追加された条件の条件ステー ト メ ン ト を表示し ま

す。

条件を編集または削除するには、 " 条件 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し ます。

テーブル 8-58 • VBScript カス タム アクシ ョ ンの設定

設定 説明

ソースの場所 カス タム アクシ ョ ンに使用される フ ァ イルのある場所を指定し ます :

• フ ァ イル システムの参照 — このカス タム アクシ ョ ンに使用される フ ァ イル

はシステム上にあり ます。

• 製品と一緒にイ ンス ト ール — フ ァ イルはターゲッ ト  システムにイ ンス ト ール

されます。 カス タム アクシ ョ ンを イ ンス ト ール、 アン イ ンス ト ール、 または

メ ンテナンスのどの部分でスケジュールするかによ っては、 [ 製品と一緒に

イ ンス ト ール ] オプシ ョ ンが使えない場合もあ り ます。 たと えば、 イ ンス

ト ールの [ フ ァ イル転送の前 ] 部分でカス タム アクシ ョ ンをスケジュールし

た場合、 カス タム アクシ ョ ンはフ ァ イルがターゲッ ト  システムにイ ンス

ト ールされる前に実行されるため、 [ 製品と一緒にイ ンス ト ール ] オプシ ョ ン

は使用する こ とはできません。

テーブル 8-57 • 実行可能フ ァ イル カス タム アクシ ョ ンの設定 ( 続き )

設定 説明
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フ ァ イル名 " ソースの場所 " 設定で [ フ ァ イルシステムの参照 ] を選択し た場合、 " フ ァ イル

名 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 カス タム アクシ ョ ンに使用する 

VBScript フ ァ イルを参照し ます。 イ ンス ト ールをビルド する と、 このフ ァ イルは

自動的にイ ンス ト ールに組み込まれます。 カス タム アクシ ョ ンはイ ンス ト ール中

に実行されますが、 イ ンス ト ールのあと フ ァ イルは削除されます。

" ソースの場所 " 設定で [ 製品と一緒にイ ンス ト ール ] を選択し た場合、 " フ ァ イ

ル名 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イル ] ビ ューを使ってプ

ロジ ェ ク ト に追加し たフ ァ イルの一覧から フ ァ イルを指定できます。 ターゲッ ト  

システムにイ ンス ト ールされている フ ァ イルが、 ターゲッ ト  システムのイ ンス

ト ール先から起動されます。

関数名 .vbs フ ァ イルで関数を定義し た場合、 実行する関数名を入力し ます。 これは、

VBScript の後で実行されます。 VBScript 関数は、 引数を カス タム アクシ ョ ンから

取得できません。 さ らに、 カス タム アクシ ョ ンは最初にスク リ プ ト を実行し てか

ら、 指定されている関数がある場合それを呼び出すので、 関数は不要です。

スク リ プ ト 内実行 選択し たカス タム アクシ ョ ンを ト リ ガーするシーケンスの反復を選択し ます。 各

オプシ ョ ンの詳細については、 「アクシ ョ ンの実行のオプシ ョ ン」 を参照し て く

だ さい。

この設定は、 すべてのシーケンスに適用するわけではあり ません。 た と えば、 初

期化の後 ( 最初のダイアログの前 ) の下にカス タム アク シ ョ ンを追加し た場合、

そのアクシ ョ ンは即時実行と し てスケジュールされます。 遅延、 ロールバッ ク、

コ ミ ッ ト 実行と し てスケジュールする こ とはできません。

アクシ ョ ンを待機する カス タム アクシ ョ ンが終了するまでイ ンス ト ール、 アン イ ンス ト ール、 またはメ

ンテナンスを待機し てから、 残りのイ ンス ト ール処理を行うかど うかを指定し ま

す。

[ いいえ ] を選択する と、 カス タム アクシ ョ ンを実行中にイ ンス ト ール、 アン イ

ンス ト ール、 またはメ ンテナンスが続行し ます。

終了コー ド を無視する Windows Installer がこのカス タム アクシ ョ ンの戻り値を無視し て、 イ ンス ト ール、

アンイ ンス ト ール、 またはメ ンテナンスを続行するかど うかを指定し ます。

Comments このカス タム アクシ ョ ンに関する コ メ ン ト を入力し ます。 入力し たコ メ ン ト は参

照する目的でのみ使用され、 エン ド ユーザーに表示される こ とはあり ません。

テーブル 8-58 • VBScript カス タム アクシ ョ ンの設定 ( 続き )

設定 説明
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JScript カス タム アクシ ョ ンを [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューに追加する場合、 その設定を構成する必要があり ま

す。

条件 この設定を使って、 選択し たカス タム アクシ ョ ンを実行するためには True 評価

が必要な 1 つ以上の条件を指定できます。 たと えば、 ターゲッ ト  システムで特定

のオペレーテ ィ ング システムまたは最小システム要件をチ ェ ッ クする条件を作成

できます。 実行時に条件が True 評価される と、 カス タム アクシ ョ ンが実行し ま

す。 1 つ以上の条件が False 評価される と、 カス タム アクシ ョ ンは実行し ません。

1 つ以上の条件を指定するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ま

す。

条件を追加する と、 InstallShield によ って " 条件 " 設定の下に新しい設定が追加さ

れます。 この新しい設定は、 追加された条件の条件ステー ト メ ン ト を表示し ま

す。

条件を編集または削除するには、 " 条件 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し ます。

テーブル 8-59 • JScript カス タム アクシ ョ ンの設定

設定 説明

ソースの場所 カス タム アクシ ョ ンに使用される フ ァ イルのある場所を指定し ます :

• フ ァ イル システムの参照 — このカス タム アクシ ョ ンに使用される フ ァ イル

はシステム上にあり ます。

• 製品と一緒にイ ンス ト ール — フ ァ イルはターゲッ ト  システムにイ ンス ト ール

されます。 カス タム アクシ ョ ンを イ ンス ト ール、 アン イ ンス ト ール、 または

メ ンテナンスのどの部分でスケジュールするかによ っては、 [ 製品と一緒に

イ ンス ト ール ] オプシ ョ ンが使えない場合もあ り ます。 たと えば、 イ ンス

ト ールの [ フ ァ イル転送の前 ] 部分でカス タム アクシ ョ ンをスケジュールし

た場合、 カス タム アクシ ョ ンはフ ァ イルがターゲッ ト  システムにイ ンス

ト ールされる前に実行されるため、 [ 製品と一緒にイ ンス ト ール ] オプシ ョ ン

は使用する こ とはできません。

テーブル 8-58 • VBScript カス タム アクシ ョ ンの設定 ( 続き )

設定 説明
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フ ァ イル名 " ソースの場所 " 設定で [ フ ァ イルシステムの参照 ] を選択し た場合、 " フ ァ イル

名 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 カス タム アクシ ョ ンに使用する 

JScript フ ァ イルを参照し ます。 イ ンス ト ールをビルド する と、 このフ ァ イルは自

動的にイ ンス ト ールに組み込まれます。 カス タム アクシ ョ ンはイ ンス ト ール中に

実行されますが、 イ ンス ト ールのあと フ ァ イルは削除されます。

" ソースの場所 " 設定で [ 製品と一緒にイ ンス ト ール ] を選択し た場合、 " フ ァ イ

ル名 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イル ] ビ ューを使ってプ

ロジ ェ ク ト に追加し たフ ァ イルの一覧から フ ァ イルを指定できます。 ターゲッ ト  

システムにイ ンス ト ールされている フ ァ イルが、 ターゲッ ト  システムのイ ンス

ト ール先から起動されます。

関数名 .js フ ァ イル内で関数を定義し た場合、 JScript から呼び出す関数の名前を入力し

ます。 JScript 関数は、 引数を カス タム アクシ ョ ンから取得できません。

カス タム アクシ ョ ンは最初にスク リ プ ト を実行し、 指定されている関数がある場

合それを呼び出すので、 関数を持っている必要はあり ません。

スク リ プ ト 内実行 選択し たカス タム アクシ ョ ンを ト リ ガーするシーケンスの反復を選択し ます。 各

オプシ ョ ンの詳細については、 「アクシ ョ ンの実行のオプシ ョ ン」 を参照し て く

だ さい。

この設定は、 すべてのシーケンスに適用するわけではあり ません。 た と えば、 初

期化の後 ( 最初のダイアログの前 ) の下にカス タム アク シ ョ ンを追加し た場合、

そのアクシ ョ ンは即時実行と し てスケジュールされます。 遅延、 ロールバッ ク、

コ ミ ッ ト 実行と し てスケジュールする こ とはできません。

アクシ ョ ンの待機 カス タム アクシ ョ ンが終了するまでイ ンス ト ール、 アン イ ンス ト ール、 またはメ

ンテナンスを待機し てから、 残りのイ ンス ト ール処理を行うかど うかを指定し ま

す。

[ いいえ ] を選択する と、 カス タム アクシ ョ ンを実行中にイ ンス ト ール、 アン イ

ンス ト ール、 またはメ ンテナンスが続行し ます。

終了コー ド を無視する Windows Installer がこのカス タム アクシ ョ ンの戻り値を無視し て、 イ ンス ト ール、

アンイ ンス ト ール、 またはメ ンテナンスを続行するかど うかを指定し ます。

Comments このカス タム アクシ ョ ンに関する コ メ ン ト を入力し ます。 入力し たコ メ ン ト は参

照する目的でのみ使用され、 エン ド ユーザーに表示される こ とはあり ません。

テーブル 8-59 • JScript カス タム アクシ ョ ンの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ セ ッ ト ア ッ プのフ ァ イル ] ビ ュー

セ ッ ト ア ッ プまたはサポー ト  フ ァ イルは、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール処理の間だけターゲッ ト  システムで

利用できる フ ァ イルです。 イ ンス ト ールが始まる と、 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルとサブ フ ォルダーはターゲッ ト  シス

テムのテンポラ リデ ィ レ ク ト リ にコ ピーされ、 イ ンス ト ールが完了し た と きに削除されます。 サポー ト デ ィ レ ク

ト リ (SUPPORTDIR) はダイナ ミ ッ ク フ ァ イルの場所を表し、 ターゲッ ト  システムご とに異な り ます。 また、 同じ

システムでも イ ンス ト ールするたびに異な り ます。

[ セ ッ ト ア ッ プフ ァ イル ] ビ ューはまた Disk1 ノ ー ド を含んでいてお り、 ソース メ デ ィ アのルー ト にフ ァ イルを追

加する こ とができます。

[ リ リースの準備 ] ビ ュー

セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト 作成の最後の手順では、 イ ンス ト ールのビルド と テス ト を行います。 InstallShield は、

InstallShield 内から イ ンス ト ールをテス ト できる機能、 および様々な選択可能な メ デ ィ タ イプを提供し ます。

条件 この設定を使って、 選択し たカス タム アクシ ョ ンを実行するためには True 評価

が必要な 1 つ以上の条件を指定できます。 たと えば、 ターゲッ ト  システムで特定

のオペレーテ ィ ング システムまたは最小システム要件をチ ェ ッ クする条件を作成

できます。 実行時に条件が True 評価される と、 カス タム アクシ ョ ンが実行し ま

す。 1 つ以上の条件が False 評価される と、 カス タム アクシ ョ ンは実行し ません。

1 つ以上の条件を指定するには、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ま

す。

条件を追加する と、 InstallShield によ って " 条件 " 設定の下に新しい設定が追加さ

れます。 この新しい設定は、 追加された条件の条件ステー ト メ ン ト を表示し ま

す。

条件を編集または削除するには、 " 条件 " 設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し ます。

テーブル 8-60 • [ リ リースの準備 ] ビ ューの下にあるビ ュー

表示 説明

リ リース [ リ リース ] ビ ューでは、 配布メ デ ィ アの構成 / ビルド / テス ト のほか、 それをエ

ン ド ユーザーに配布する こ とができます。

テーブル 8-59 • JScript カス タム アクシ ョ ンの設定 ( 続き )

設定 説明
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[ リ リース ] ビ ュー

リ リースをビルド する と、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト からすべての情報が収集され、 サポー ト されている 

Windows プラ ッ ト フ ォームに製品を イ ンス ト ールする こ とができる Windows Installer イ ンス ト ール パッ ケージ 

(.msi フ ァ イル ) にコ ンパイルされます。

InstallShield でプロジ ェ ク ト の設計が完了し たら、 テス ト 用にリ リースをビルド する こ とができます。 そ し て、 最

終的には、 顧客に配布する こ とができます。 [ リ リース ] ビ ューには、 リ リースのビルド 方法を指定できる設定が

含まれています。 [ リ リース ] ビ ューの設定に関する詳しい情報は、 次を参照し て く だ さい。

• Express の設定

• メ デ ィ アの種類

• [ ビルド ] タ ブ

• Setup.exe タ ブ

• [ 署名 ] タ ブ

• [.NET/J#] タ ブ

• [ イ ン ターネ ッ ト ] タ ブ

• [ イベン ト ] タ ブ

リ リースをビルド する と、 プロジ ェ ク ト からすべての情報が収集され、 サポー ト されている Windows プ ラ ッ ト

フ ォームに製品を イ ンス ト ールする こ とができるパッ ケージにコ ンパイルされます。

Express の設定

[ リ リース ] ビ ューの中央ペイ ンにある Express アイテムには、 すべてのプロジ ェ ク ト  リ リースに適用する次の設

定があ り ます。

テーブル 8-61 • Express 設定

設定 説明

パッ ケージ コー ド [ 一般情報 ] ビ ューで入力済みのデフ ォル ト  パッ ケージ コー ド をオーバーラ イ ド する

には、 新しい GUID を入力し ます。 InstallShield 使って、 自動的に異なる GUID を作成

するには、 この設定の [ 新しい GUID の生成 ] ボタ ン ({...}) を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • " パッ ケージ コー ドの生成 " 設定で [ はい ] が選択されている場合、 このパッ

ケージ コー ドは無視されます。
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メ デ ィ アの種類

メ デ ィ ア タ イプ、 またはリ リース タ イプは、 イ ンス ト ールを配布する際に使用する、 デ ィ スクの種類やその他の

電子メ デ ィ アを表し ます。 使用可能な リ リースの種類を以下に示し ますが、 最も一般的な リ リースの種類は CD-

ROM です。

パッ ケージ コー ドの

生成

リ リースがビルド されるたびに InstallShield が新しいパッ ケージ コー ド を生成するか

ど うかを指定し ます :

• はい — ビルド時に InstallShield が新しいパッ ケージ コー ド を生成し て、 それを 

.msi パッ ケージに含みます。

• いいえ — ビルド時に InstallShield は新しいパッ ケージ コー ド を生成し ません。 "

パッ ケージ コー ド " 設定にパッ ケージ コー ド を入力し た場合、 そのパッ ケージ 

コー ドが使用されます。 リ リースにパッ ケージ コー ド を指定し なかった場合、

最初にプロジ ェ ク ト を作成し た と きに InstallShield によ って生成されたパッ ケー

ジ コー ドが使用されます。

パッ ケージ コー ドは " 概要情報ス ト リーム " の一部であり、 特定のデータベースを

識別し ます。 同じパッ ケージ コー ド を持つ 2 つの .msi データベースの内容は同じ で

なければな り ません。 そのため、 パッ ケージ コー ドはビルド ご とに変更し な く ては

な り ません。

MSI パッ ケージ フ ァ

イル名

InstallShield がビルド時に生成する .msi フ ァ イルに使用する フ ァ イル名を指定し ます (

ピ リ オ ド または拡張子は除きます )。 この設定が空白の場合、 製品名が使用されます。

セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イ

ル名

InstallShield がビルド時に生成するセ ッ ト ア ッ プ起動ツール フ ァ イルに使用する フ ァ

イル名を指定し ます (.exe フ ァ イル拡張子は除きます )。 この設定が空白の場合、

InstallShield はデフ ォル ト 値 Setup を使用し、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールの名前は 

Setup.exe と な り ます。

テーブル 8-62 • リ リース タ イプ

リ リース タ イプ 説明

CD-ROM イ ンス ト ールを CD で配布する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 メ デ ィ アのこの

種類の最大サイズは、 CD 一枚につき 650 MB です。

カス タム 配布し ている メ デ ィ アがメ デ ィ アの種類の一覧の中にない場合は、 このオプシ ョ ンを

選択し ます。 たと えば、 Zip デ ィ スクでイ ンス ト ールを配布できます。

DVD-5 イ ンス ト ールを 4.38 GB DVD で配布する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

DVD-9 イ ンス ト ールを 7.95 GB DVD で配布する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

DVD-10 イ ンス ト ールを 8.75 GB DVD で配布する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

テーブル 8-61 • Express 設定 ( 続き )

設定 説明
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イ ンス ト ールで複数のデ ィ スク を必要とする場合、 InstallShield は自動的に必要な数のデ ィ スクに分割し ます。

注意 • 複数デ ィ スクのイ ンス ト ールをビルド する場合は、 2 枚目以降のデ ィ スクのボリ ューム ラベルを設定する必

要があ り ます。

[ ビルド ] タ ブ

[ ビルド ] タ ブでは、 リ リースのパッ ケージ方法を構成し ます。

DVD-18 イ ンス ト ールを 15.83 GB DVD で配布する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

SingleImage イ ンス ト ールをネ ッ ト ワーク上に配置する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 こ

のメ デ ィ アの種類には、 サイズの制限はあ り ません。

WebDeployment Web 上で配布するよ う にデザイ ン されたイ ンス ト ールを作成し ている と き、 このオプ

シ ョ ンを選択する こ と をお勧めし ます。 このメ デ ィ アの種類には、 サイズの制限はあ

り ません。 WebDeployment セ ッ ト ア ッ プには、 特定の設定が関連付けられています。

テーブル 8-63 • [ ビルド ] タ ブの設定

設定 メ デ ィ アの種類 説明

リ リースの場所 カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

リ リースのビルド を開始する ト ッ プレベルのデ ィ レ ク ト リのパスを入

力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て場所を参照し ます。

メ デ ィ ア サイズ カス タム、 CD-

ROM、 DVD

この設定は、 現在選択されている メ デ ィ アのサイズを表示し ます。 こ

の設定はカス タムのメ デ ィ アを除き、 すべてのメ デ ィ アに対し て読み

取り専用です。 10 進法の区切り文字はピ リ オ ド (.) です。 リ リースをビ

ルド する と、 この設定で指定された値以下のデ ィ スク イ メ ージ フ ォル

ダーにフ ァ イルが分割されます。

" メ デ ィ ア サイズ単位 " 設定は、 " メ デ ィ ア サイズ " 設定の値がメ ガ

バイ ト 単位とギガバイ ト 単位のどち らであるかを示し ます。

メ デ ィ ア サイズ

単位

カス タム、 CD-

ROM、 DVD

この設定は、 現在のメ デ ィ アのユニ ッ ト  サイズを表示し ます。 た と え

ば、 CD はメ ガバイ ト 単位で、 DVD はギガバイ ト 単位で容量が計測さ

れます。 この設定の変更は、 カス タム メ デ ィ ア タ イプを使用する場合

のみ可能です。

テーブル 8-62 • リ リース タ イプ ( 続き )

リ リース タ イプ 説明
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ク ラス タ サイズ カス タム、 CD-

ROM、 DVD

ク ラス タ とは、 デ ィ スク上の空き領域の最小単位です。 このサイズは

バイ ト 単位で計測され、 各フ ァ イルに対し て割り当てられる領域の最

小値です。 ク ラス タサイズを 1024 バイ ト に設定し、 フ ァ イルが 2000 

バイ ト の場合、 そのフ ァ イルには、 デ ィ スクで 2 ク ラス タ必要です。

フ ァ イルが 1000 バイ ト の場合は 1 ク ラス タのみ必要です。 ただ し、 ク

ラス タにある残りの領域を、 他のフ ァ イルが使用する こ とはできませ

ん。

あらかじめ定義された メ デ ィ ア タ イプのク ラス タ サイズは変更できま

せん。 カス タム メ デ ィ ア タ イプを構成する場合を除き、 この設定は読

み取り専用です。

圧縮 カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

製品のデータ フ ァ イルを圧縮するかど うかを指定し ます :

• 圧縮 — InstallShield が製品のすべてのデータ フ ァ イルを .cab フ ァ

イルに圧縮し ます。

• 非圧縮 —InstallShield が製品のフ ァ イルを .cab フ ァ イルに圧縮し ま

せん。

メ モ • ビルド プロセスの出力は、 ビルド する メ デ ィ アの種類 (CD-

ROM、 DVD-5、 または SingleImage など ) や、 圧縮方法 (" 圧縮 " 設定で

指定 )、 およびセ ッ ト ア ッ プ起動ツールを含めるかど うか (Setup.exe タ

ブにある " セ ッ ト ア ッ プ起動ツール " 設定で指定 ) によ って異な り ま

す。

た と えば、 " 圧縮 " 設定で [ 圧縮 ] を選択し、 " セ ッ ト ア ッ プ起動ツー

ル " 設定で [ はい ] を選択し て、 SingleImage リ リースをビルド し た場

合、 データ フ ァ イルが .cab フ ァ イルに圧縮され、 .cab フ ァ イルが 

Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされます。 " 圧縮 " 設定に [ 非圧縮 ] を

選択し、 " セ ッ ト ア ッ プ起動ツール " 設定に [ いいえ ] を選択し て、

CD-ROM リ リースをビルド し た場合、 データ フ ァ イルは圧縮されず

に、 .msi フ ァ イルを含むフ ォルダーのサブ フ ォルダーに配置されます。

テーブル 8-63 • [ ビルド ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
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Cab 最適化の種類 カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

" 圧縮 " 設定で [ 圧縮 ] を選択し た場合、 このリ リースの .cab フ ァ イ

ルをビルド する と きに使用する圧縮の種類も指定し ます。 選択可能な

オプシ ョ ンは以下のとお り です :

• LZX — InstallShield は LZX 圧縮を使って、 製品のデータ フ ァ イル

を .cab フ ァ イルに圧縮し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 最

もサイズの小さい .cab フ ァ イルが作成されますが、 実行時に .cab 

フ ァ イルからデータが抽出される と き、 最も時間がかかり ます。

• MSZIP — InstallShield は MSZIP 圧縮を使って、 製品のデータ フ ァ

イルを .cab フ ァ イルに圧縮し ます。 デフ ォル ト では、 これが設定

されています。

• な し — .cab フ ァ イルが作成される と き、 圧縮は行われません。

重要 • 圧縮を行う と、 一般的に圧縮フ ァ イルのサイズが減少し ます。

ただ し、 ビルド プロセスの完了までの時間が長 く なる こ とがあ り ます。

圧縮される フ ァ イルのサイズと その数によ って、 LZX 圧縮と ビルド に

数時間かかる場合もあ り ます。 し たがって、 LZX オプシ ョ ンを選択し

た場合、 ビルドが完了するまでの所要時間をできるだけ短縮できるよ

う、 ビルド マシンに最新のハー ド ウ ェ アを搭載する こ とが推奨されま

す。

Autorun.inf を作成

する

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

イ ンス ト ールを CD-ROM または DVD-ROM で配布する と きに、

Autoplay 機能をサポー ト する場合、 [ はい ] を選択し ます。 イ ンス ト ー

ルを自動再生するための指示が含まれた Autorun.inf とい う テキス ト  

フ ァ イルがデ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーのルー ト に作成されます。

このフ ァ イルを編集し て AutoPlay オプシ ョ ンを追加し た り、 コマン ド

ラ イ ン パラ メ ーターを MsiExec.exe、 Setup.exe、 または Update.exe に渡し

た り できます。

テーブル 8-63 • [ ビルド ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
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Setup.exe タ ブ

メ モ • Windows Installer 再配布可能フ ァ イルを イ ンス ト ールに含める と きの情報ついては、 「Windows Installer 再配

布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 をご覧 く だ さい。

Setup.exe タ ブでは、 Setup.exe フ ァ イルの設定を構成し ます。 また、 Windows Installer 3.1 以前の再配布可能フ ァ イ

ルを イ ンス ト ールに含めるかど うかも指定する こ とができます。 Windows Installer 再配布可能フ ァ イルについての

詳細は、 「Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く ださい。

未使用のデ ィ レ ク

ト リ を保持する

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

このリ リースをビルド し た と き、 .msi フ ァ イルの Directory テーブルか

ら未使用のデ ィ レ ク ト リ を削除するかど うかを指定し ます。 選択可能

なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• いいえ — Directory テーブルの Directory 列に一覧されているデ ィ

レ ク ト リが .msi フ ァ イル内の既知の場所で参照されていない場

合、 InstallShield はビルド時に作成する .msi フ ァ イルの Directory 

テーブルからそのデ ィ レ ク ト リ を削除し ます。 これはマージ モ

ジュールがマージ されてから削除されますが、 .msi フ ァ イルに存

在するデ ィ レ ク ト リのみが削除の対象と な り ます。 し たがって、

マージ モジュールの Directory テーブルに新しい未使用のデ ィ レ

ク ト リが含まれている場合、 そのデ ィ レ ク ト リはイ ンス ト ールに

追加されます。

• はい — InstallShield がビルド時に作成する .msi フ ァ イルの 

Directory テーブルにあるデ ィ レ ク ト リは、 そのまま保持されま

す。 

デフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

メ モ • 特定の条件下では、 定義済みデ ィ レ ク ト リが解決されないため

にイ ンス ト ールが失敗する場合があ り ます。 Directory テーブルから未

使用デ ィ レ ク ト リ を削除する こ と で、 無駄なエラーを回避する こ とが

できます。 し たがって、 この設定に [ いいえ ] を選択する こ とが推奨

されます。

テーブル 8-64 • Setup.exe タ ブの設定

設定 メ デ ィ アの種類 説明

セ ッ ト ア ッ プ起動

ツール

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ ラ ンチャーを作成するかど うかを指定し ます。

セ ッ ト ア ッ プ起動ツールが必要になるシナ リ オについては、 「セ ッ ト

ア ッ プ起動ツールの作成」 をご覧 く だ さい。

テーブル 8-63 • [ ビルド ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
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必要実行レベル カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

" 必要実行レベル " 設定を使用し て、 イ ンス ト ールの Setup.exe フ ァ イ

ルが Windows Vista プ ラ ッ ト フ ォーム上でイ ンス ト ール ( セ ッ ト ア ッ プ

起動ツール、 すべての InstallShield 前提条件、 および .msi フ ァ イル ) を

実行する と きに必要な最低権限レベルを指定できます。 選択可能なオ

プシ ョ ンは、 以下のとお り です。

• 管理者 — Setup.exe の実行には、 管理者権限が必要です。 管理者

は、 Setup.exe の実行を承認する必要があ り ます。 非管理者は、 管

理者と し ての認証が必要にな り ます。

• 最高権限 — Setup.exe の実行には、 管理者権限が推奨されます。 管

理者は、 Setup.exe の実行を承認する必要があ り ます。 非管理者

は、 管理者権限を持たずに Setup.exe を実行し ます。

• 起動者 — Setup.exe の実行に、 管理者権限は必要あ り ません。 し た

がって、 管理者権限を持たないユーザーも Setup.exe を実行する

こ とができます。 Setup.exe は、 資格情報または同意 ( コ ンセン ト ) 

を求める UAC メ ッ セージを表示し ません。 デフ ォル ト では、 これ

が設定されています。

InstallShield は Windows アプ リ ケーシ ョ ン マニフ ェ ス ト を Setup.exe ラ

ンチャに埋め込みます。 このマニフ ェ ス ト は選択された実行レベルを

指定し ます。 Windows Vista よ り も古いバージ ョ ンのオペレーテ ィ ング 

システムでは、 必要実行レベルは適用されません。

必要実行レベルを昇格する こ との利点は、 Setup.exe を実行するための

権限の昇格が、 必要な場合 1 度で済むとい う点です。 またこれらの権

限はイ ンス ト ールに含まれるすべての前提条件および .msi フ ァ イルに

も適用できるため、 承認を得るためのプロンプ ト を複数回にわたって

行う 必要があ り ません。 た と えば、 すべての前提条件のう ち ２  つが管

理者権限を必要とする場合、 この設定を [ 管理者 ] に変更し ます。 そ

う する こ とによ り、 イ ンス ト ール中、 Windows Installer が Setup.exe 

フ ァ イルを実行する前、 プロンプ ト はエン ド ユーザーに対し て一度の

み表示されます。 ただ し、 権限を昇格し て、 イ ンス ト ールの終わり で

もアプ リ ケーシ ョ ンを起動する場合、 この昇格された権限はアプ リ

ケーシ ョ ンに適用されますので注意し て く ださい。 ほとんどの場合、

Windows Vista 以降では、 昇格された権限を使用し たアプ リ ケーシ ョ ン

の実行は推奨されていません。

詳細については、 「イ ンス ト ール中におけるユーザー アカウン ト 制御

のプロンプ ト の数を最小化する」 を参照し て く ださい。

テーブル 8-64 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
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MSI エンジンを含

める

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

Windows Installer 3.1 の再配布可能フ ァ イルを含めるかど うかを指定し

ます。

メ モ • この設定は、 Windows Installer 3.1 の再配布可能フ ァ イルに適用し

ます。 様々なバージ ョ ンの Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプ

ロジ ェ ク ト に追加する異なる方法についての詳細は、「Windows Installer 

再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く ださい。

MSI 3.1 エンジン

の場所

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

メ モ • この設定は、 Windows Installer 3.1 の再配布可能フ ァ イルに適用し

ます。 様々なバージ ョ ンの Windows Installer 再配布可能フ ァ イルをプ

ロジ ェ ク ト に追加する異なる方法についての詳細は、「Windows Installer 

再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く ださい。

Windows Installer エンジンのイ ンス ト ーラーの場所を指定し ます。 選択

可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• [ ソース メ デ ィ アから コ ピーする ] — 選択し た Windows Installer エ

ンジン イ ンス ト ーラーを ソース メ デ ィ アのルー ト 上に残し ます。

このオプシ ョ ンは、 すべてのフ ァ イルを Setup.exe に圧縮し ている 

WebDeployment または SingleImage メ デ ィ ア タ イプでは使用でき

ません。

• Setup.exe からエンジンを抽出する — Windows Installer エンジン イ

ンス ト ーラーを Setup.exe に圧縮し、 実行時に抽出し ます。

• Web からエンジンをダウンロー ド する — 指定し た URL から必要に

応じ て Windows Installer エンジン イ ンス ト ーラーをダウンロー ド

し ます。 この設定を選択し た場合は、 必ず URL 設定を適切な Web 

の場所に設定するか、 デフ ォル ト 値をそのままにし ておきます。

MSI 3.1 エンジン 

URL

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

この設定は、 必要に応じ てセ ッ ト ア ッ プ起動ツールが Windows Installer 

3.1 エンジンをダウンロー ド する場所を指定し ます。 このプロパテ ィ

は、 現在のリ リースの "MSI 3.1 エンジンの場所 " 設定が [Web からエ

ンジンをダウンロー ド する ] に設定されている場合のみ適用されます。

URL にフ ァ イル名を指定し ないで く ださい。

メ モ • デフ ォル ト の URL (http://www.installengine.com/Msiengine30) は、

便宜上、 フ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アが保守し ているサイ ト です。 3.1 エ

ンジンはこの場所からダウンロー ド する こ とができます。

テーブル 8-64 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
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MSI エンジンの再

起動を遅延する

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

メ モ • この設定は、 Windows Installer 3.1 以前の再配布可能フ ァ イルに適

用し ます。 様々なバージ ョ ンの Windows Installer 再配布可能フ ァ イル

をプロジ ェ ク ト に追加する異なる方法についての詳細は、 「Windows 

Installer 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く

だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールが完了するまで、 ターゲッ ト  システ

ム上での Windows Installer エンジンのイ ンス ト ールまたはア ッ プデー

ト に関連し た再起動を遅延するかど うかを指定し ます。

必要な場合、 再起動を遅延するには [ はい ] を選択し ます。 [ いいえ ] 

を選択する と、 Windows Installer エンジンがイ ンス ト ールまたは更新さ

れた直後 ( アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール前 ) に、 必要に応じ てシ

ステムが再起動し ます。

MSI をローカルに

キャ ッ シュ

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

現在のビルド について、 .msi フ ァ イルまたは他のイ ンス ト ール フ ァ イ

ルを ターゲ ッ ト  システムにキャ ッ シュするかど うか指定し ます。

• [ はい ] — .msi フ ァ イルおよびその他のンス ト ール フ ァ イルがター

ゲッ ト  システム上にキャ ッ シュ され、 アプ リ ケーシ ョ ンのメ ンテ

ナンスや修復のと きに使用されます。 現在のリ リースの " キャ ッ

シュ パス " 設定は、 フ ァ イルをキャ ッ シュする場所を指定し ま

す。

• [ いいえ ] — .msi フ ァ イルおよびその他のイ ンス ト ール フ ァ イルは

ターゲ ッ ト  システム上にキャ ッ シュ されません。 

メ モ • この設定は、 ターゲッ ト システム上で .msi フ ァ イルが Setup.exe 

フ ァ イルと同じ フ ォルダーに存在し ない リ リースに対し て有効です。

キャ ッ シュ パス カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

キャ ッ シュ された .msi フ ァ イルおよび他のキャ ッ シュ されたイ ンス

ト ール フ ァ イルを保存するエン ド ユーザーのシステム上の場所を指定

し ます。 C:\CachedFiles などハー ド コー ド化された値を入力する こ と

もできますが、 一覧から選択し たイ ンス ト ール先変数を使ってフ ァ イ

ルをパスにキャ ッ シュする こ と をお勧めし ます。 デフ ォル ト 値は 

[LocalAppDataFolder] ダウンロー ド されたイ ンス ト ール です。

メ モ • この設定は、 現在のリ リースの "MSI をローカルにキャ ッ シュ " 

設定が [ はい ] に設定されている場合にのみ使用されます。

テーブル 8-64 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
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最短初期化時間 カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

エン ド ユーザーがこのリ リースを実行し た時に、 イ ンス ト ールが初期

化ダイアログを表示する最短時間 ( 秒 ) を指定し ます。

InstallShield は、 この設定で指定し た値を Setup.ini フ ァ イルの 

SplashTime キー名の値と し て使用し ます。

イ ンス ト ールの初期化中、 デフ ォル ト で、 初期化ダイアログが表示さ

れます。 スプ ラ ッ シュ画面が使用されている場合、 それも このと きに

表示されます。 この設定で最短初期化時間を指定する と、 初期化ダイ

アログと スプ ラ ッ シュ画面が少な く と も指定された秒数の間表示され

ます。 初期化の時間が指定された時間を超えた場合、 ダイアログと ス

プ ラ ッ シュ画面は、 イ ンス ト ールが初期化を完了するまで続けて表示

されます。 初期化が指定された時間以内に終了し た場合、 イ ンス ト ー

ルは指定された時間が経過するまでダイアログと スプ ラ ッ シュ画面を

表示し、 それから イ ンス ト ールを続行し ます。

ラ ンチャ をパス

ワー ド で保護

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

イ ンス ト ールをパスワー ド で保護するには、 [ はい ] を選択し てから "

起動ツールのパスワー ド " 設定でパスワー ド を入力し ます。

この設定は、 " セ ッ ト ア ッ プ起動ツール " 設定で [ はい ] が選択されて

いる場合のみ利用できます。

ラ ンチャ パス

ワー ド

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

イ ンス ト ールを保護するパスワー ド を入力し ます。 パスワー ドは大文

字と小文字を区別し ます。

この設定は、 " 起動ツールをパスワー ド で保護 " 設定で [ はい ] が選択

されている場合のみ利用できます。

カス タム バー

ジ ョ ンのプロパ

テ ィ を使用する

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

Setup.exe のデフ ォル ト の著作権情報と フ ァ イルの説明を独自の著作権

情報と フ ァ イルの説明でオーバーラ イ ド するかど うかを指定し ます。 [

はい ] を選択し た場合、 " 起動ツールの著作権 " 設定と " フ ァ イルの

説明 " 設定に独自の情報を入力し ます。

著作権情報と説明が、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイ

アログ ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ

クスは、 エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルが右ク リ ッ ク し て、 [ プ

ロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し た と きに表示されます。

詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を

カス タ マイズする」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-64 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
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ラ ンチャの著作権 カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

Setup.exe のデフ ォル ト の著作権情報を製品の著作権情報でオーバーラ

イ ド するには、 製品の著作権情報を入力し ます。 このと き、 " カス タ

ム バージ ョ ンのプロパテ ィ を使用する " 設定で [ はい ] も選択し て く

だ さい。

著作権情報が、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、

エン ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルが右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] 

を ク リ ッ ク し た と きに表示されます。

詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を

カス タ マイズする」 を参照し て く だ さい。

フ ァ イルの説明 カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

Setup.exe のデフ ォル ト のフ ァ イルの説明をオーバーラ イ ド するには、

適切な説明を入力し ます。 このと き、 " カス タム バージ ョ ンのプロパ

テ ィ を使用する " 設定で [ はい ] も選択し て く ださい。

説明が、 セ ッ ト ア ッ プ起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ ク

スに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン

ド ユーザーが Setup.exe フ ァ イルが右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を

ク リ ッ ク し た と きに表示されます。

詳細については、 「セ ッ ト ア ッ プ起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を

カス タ マイズする」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-64 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
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InstallShield 前提

条件の場所

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで選択された InstallShield 前提条件があ

る場所を指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• 個々の選択に従う —[ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで各 InstallShield 

前提条件のプロパテ ィ に指定し た場所を使用し ます。

• Web からダウンロー ド する — プロジ ェ ク ト に含まれるすべての 

InstallShield 前提条件フ ァ イルを、 必要に応じ て各前提条件の 

InstallShield 前提条件 (.prq) フ ァ イルで指定された URL からダウン

ロー ド し ます。 このオプシ ョ ンは、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ュー

で各 InstallShield 前提条件のプロパテ ィ に指定し た場所をオーバー

ラ イ ド し ます。

このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ールがイ ン ターネ ッ ト からダウン

ロー ド されるパッ ケージサイズと ダウンロー ド時間を最小化し た

い場合に推奨されます。 InstallShield 前提条件は、 適切なバージ ョ

ンが既にターゲッ ト  マシンにある場合はダウンロー ド されませ

ん。

• Setup.exe から抽出する — InstallShield 前提条件フ ァ イルを 

Setup.exe に圧縮し て、 必要に応じ て実行時に抽出し ます。 このオ

プシ ョ ンは、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで各 InstallShield 前提

条件のプロパテ ィ に指定し た場所をオーバーラ イ ド し ます。

このオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ール全体が Setup.exe に完全に含まれ

ていなければならない場合に選択し ます。 [Web からダウンロー ド

する ] オプシ ョ ンを選択する と、 イ ンス ト ールが小さ く な り ダウ

ンロー ド時間も短縮されますが、 [Setup.exe から抽出する ] オプ

シ ョ ンは完全に独立し たイ ンス ト ールを提供し ます。

• [ ソース メ デ ィ アから コ ピーする ]— InstallShield 前提条件フ ァ イル

を ソース メ デ ィ アに格納し ます。 このオプシ ョ ンは、 [ 再配布可

能フ ァ イル ] ビ ューで各 InstallShield 前提条件のプロパテ ィ に指定

し た場所をオーバーラ イ ド し ます。

InstallShield 前提条件が別の前提条件の依存フ ァ イルと し てプロジ ェ ク

ト に追加される場合、 前提条件依存フ ァ イルの場所は、 それを必要と

する前提条件の場所設定に従います。

ヒ ン ト • [Setup.exe から抽出する ] オプシ ョ ンまたは [ ソース メ デ ィ ア

から コ ピーする ] オプシ ョ ンを選択し てから、 コ ンピ ューター上で利

用できない InstallShield 前提条件を含むリ リースをビルド し た場合、 前

提条件が必要とする各フ ァ イルについて 1 つまたは複数のビルド エ

ラーが生成されます。 これらのビルド エラーを回避するには、 [ 再配布

可能フ ァ イル ] ビ ューを使ってイ ン ターネ ッ ト から コ ンピ ューターへ 

InstallShield 前提条件のダウンロー ド を行うか、 リ リースをビルド する

前にプロジ ェ ク ト から削除し ます。

詳細については、 「リ リース レベルでの InstallShield 前提条件のラ ン タ

テーブル 8-64 • Setup.exe タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
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[ 署名 ] タ ブ

[ 署名 ] タ ブでは、 InstallShield がフ ァ イルに署名する と きに使用するデジ タル署名に関する情報 ( 証明機関よ り付

与されたデジ タル署名フ ァ イルなど ) を指定し ます。 [ 署名 ] タ ブでまた、 ビルド時にデジ タル署名をする イ ンス

ト ール内のフ ァ イルを指定する こ と もできます。

テーブル 8-65 • [ 署名 ] タ ブの設定

設定 メ デ ィ アの種類 説明

証明書 URL カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

完全修飾 URL を入力し ます ( 例、 http://www.mydomain.com)。 この 

URL は、 デジ タル証明書 の中で、 エン ド ユーザーが製品や組織、 会社

に関し ての情報を得るためのリ ン ク先と し て使用されます。

デジ タル証明書

フ ァ イル (SPC ま

たは PFX)

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

証明機関によ り発行されたデジ タル証明書フ ァ イル (.spc または .pfx) 

の場所を指定し ます。 フ ァ イルへのパスを入力するか、 [ 参照 ] ボタ ン

を使ってフ ァ イルの場所に移動し ます。

.spc フ ァ イルを指定し た場合は、 .pvk フ ァ イルも指定する必要があ り

ます。

プラ イベー ト  

キー フ ァ イル 

(PVK)

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

.spc フ ァ イルを使用する場合、 証明機関から提供されたプラ イベー ト  

キー フ ァ イル (.pvk) の場所も指定し ます。 フ ァ イルへのパスを入力す

るか、 [ 参照 ] ボタ ンを使ってフ ァ イルの場所に移動し ます。

証明書パスワー ド カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

コマン ド ラ イ ンから リ リースをビルド中、 アプ リ ケーシ ョ ンにデジ タ

ル署名するために .pvk フ ァ イルまたは .pfx フ ァ イルのパスワー ド を 

ISCmdBld.exe に渡す場合、 そのパスワー ド を このボ ッ クスに入力し ま

す。 InstallShield はパスワー ド を暗号化し て、 プロジ ェ ク ト  (.ise) フ ァ

イルに保存し ます。

コマン ド ラ イ ンから リ リースをビルド中、 このボ ッ クスにパスワー ド

を指定し ないで リ リースにデジ タル署名する場合、 コマン ド ラ イ ンか

ら リ リースをビルド するたびご と プロンプ ト でパスワー ド を手入力す

る必要があ り ます。
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出力フ ァ イルに署

名する

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

署名を行う フ ァ イルを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のと

お り です :

• な し — イ ンス ト ールに署名を行わない場合、 このオプシ ョ ンを選

択し ます。

• Setup.exe — Setup.exe フ ァ イルに署名する場合、 このオプシ ョ ンを

選択し ます。

• [ ソース メ デ ィ アから コ ピーする ] — Setup.exe フ ァ イルと Windows 

Installer パッ ケージ (.msi) に署名する場合、 このオプシ ョ ンを選択

し ます。

• Windows Installer パッ ケージ —Windows Installer パッ ケージ (.msi) に

署名する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

パッ ケージ内の

フ ァ イルに署名す

る

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

リ リースに含まれる任意のフ ァ イルに署名するかど うかを指定し ます。

[ はい ] を選択する場合、 " 含めるパターン と フ ァ イル " 設定と " 除外

するパターン と フ ァ イル " 設定を使って、 署名を行う フ ァ イルを示し

ます。

Windows ロゴ • イ ンス ト ールのすべての実行可能フ ァ イル (.exe、 .dll、

.ocx、 .sys、 .cpl、 .drv、 および .scr フ ァ イル ) は、 Windows ロゴ プログ

ラムに準拠するためにデジ タル署名が必要です。

既に署名されてい

る フ ァ イルに署名

する

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

プロジ ェ ク ト にデジ タル署名されている フ ァ イルが既に存在する場合、

InstallShield で、 既存のデジ タル署名を [ 署名 ] タ ブで指定し たデジ タ

ル署名で置き換えるかど うかを指定し ます。 これは、 " 含めるパター

ン と フ ァ イル " 設定と " 除外するパターン と フ ァ イル " 設定で指定さ

れた要件を満たすフ ァ イルにのみ適用されますので注意し て く ださい。

• 既にフ ァ イルに含められている既存のデジ タル署名情報の代わり

に、 [ 署名 ] タ ブで指定するデジ タル署名情報を使ってフ ァ イルに

署名をする場合は、 [ はい ] を選択し ます。

• 既に署名されている フ ァ イルについて、 既存のデジ タル署名情報

をそのまま残す場合は、 [ いいえ ] を選択ます。

デフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

テーブル 8-65 • [ 署名 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
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元の場所にある

フ ァ イルに署名す

る

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

InstallShield で署名をする と き、 元のフ ァ イルにも署名をするか、 また

はリ リースに組み込まれる フ ァ イルのみ署名するかを指定し ます。

• 各フ ァ イルの一時コ ピーに署名し て、 その署名された一時コ ピー

を使って リ リースをビルド する場合、 [ いいえ ] を選択し ます。 こ

こで [ いいえ ] を選択する と、 元のフ ァ イルは変更も署名も され

ませんので注意し て く だ さい。

• InstallShield で元のフ ァ イルに署名する場合、 [ はい ] を選択し ま

す。

デフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。

含めるパターン と

フ ァ イル

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

ビルド時にデジ タル署名する フ ァ イルおよびフ ァ イル パターンを指定

するには、 以下の手順の 1 つを行います。

• た と えば *.dll のよ う なフ ァ イル パターンだけでな く 、 現在プロ

ジ ェ ク ト に含まれているすべてのス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルの一覧か

ら、 1 つ以上のフ ァ イル名またはフ ァ イル パターンを選択するに

は、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イル

を参照 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 1 つ以上のパターンおよび

フ ァ イルを選択できます。 アイテムの選択が完了する と、 " 次の

パターン と フ ァ イルを含める " 設定の下に 1 つ以上の新しい " 含

める " 設定が追加されます。

• フ ァ イル名またはパターンを手入力するには、 この設定の [ 追加 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が " 次のパターン と フ ァ イ

ルを含める " 設定の下に新しい " 含める " 設定を追加し ます。 こ

の新しい設定を使って、 フ ァ イル名またはパターンを指定できま

す。

テーブル 8-65 • [ 署名 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
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含める カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

ビルド時にデジ タル署名する フ ァ イルまたはフ ァ イル パターンを指定

し ます。 次の事項に注意し て く だ さい。

• ワイルド カー ド文字の指定には、 アス タ リ スク (*) を使用し ます。

た と えば、 すべての .exe フ ァ イルに署名する場合、 *.exe のよ う

に指定し ます。 .exe

ワイルド カー ド文字の使用は、 プロジ ェ ク ト に動的に リ ン ク され

たフ ァ イル含め、 特定のパターンに一致するすべてのフ ァ イルに

署名を行う場合、 特に便利です。

• 署名し ないフ ァ イルと フ ァ イル パターンは、 すべての署名する

フ ァ イルと フ ァ イル パターンをオーバーラ イ ド し ますので注意し

て く だ さい。 た と えば、 " 含める " 設定および " 除外する " 設定

に *.exe を指定する と、 InstallShield は .exe フ ァ イルに署名を行い

ません。

フ ァ イルまたはフ ァ イル パターンを削除するには、 この設定で [ 削除

] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

別のフ ァ イルまたはフ ァ イル パターンを追加するには、 " 含めるパ

ターン と フ ァ イル " 設定を使います。

除外するパターン

と フ ァ イル

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

ビルド時にデジ タル署名し ないフ ァ イルおよびフ ァ イル パターンを指

定するには、 以下の手順の 1 つを行います。

• た と えば *.dll のよ う なフ ァ イル パターンだけでな く 、 現在プロ

ジ ェ ク ト に含まれているすべてのス タ テ ィ ッ ク フ ァ イルの一覧か

ら、 1 つ以上のフ ァ イル名またはフ ァ イル パターンを選択するに

は、 この設定で省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イル

を参照 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 1 つ以上のパターンおよび

フ ァ イルを選択できます。 アイテムの選択が完了する と、 " 次の

パターン と フ ァ イルを除外する " 設定の下に 1 つ以上の新しい "

除外する " 設定が追加されます。

• フ ァ イル名またはパターンを手入力するには、 この設定の [ 追加 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が " 除外するパターン と

フ ァ イル " 設定の下に新しい " 除外する " 設定を追加し ます。 こ

の新しい設定を使って、 フ ァ イル名またはパターンを指定できま

す。

テーブル 8-65 • [ 署名 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
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[.NET/J#] タ ブ

.NET/J# タ ブで、 .NET Framework 1.0、 1.1、 または 2.0 の 32 ビ ッ ト  バージ ョ ンのサポー ト を追加する こ とができ

ます。 また、 プロジ ェ ク ト に J# のサポー ト も追加する こ とができます。

メ モ • プロジ ェ ク ト に別のバージ ョ ンの .NET Framework 再配布可能フ ァ イルを含める場合、 [ 再配布可能フ ァ イル

] ビ ューを使って、 Microsoft .NET Framework 用の適切な InstallShield 前提条件をプロジ ェ ク ト に追加し ます。

除外する カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

ビルド時にデジ タル署名し ないフ ァ イルまたはフ ァ イル パターンを指

定し ます。 次の事項に注意し て く だ さい。

• ワイルド カー ド文字の指定には、 アス タ リ スク (*) を使用し ます。

た と えば、 .drv フ ァ イルはどれも署名し ない場合 *.drv のよ う に指

定し ます。

ワイルド カー ド文字の使用は、 プロジ ェ ク ト に動的に リ ン ク され

たフ ァ イルが含まれていて、 特定のパターンに一致するすべての

フ ァ イルに署名を行わない場合、 特に便利です。

• 署名し ないフ ァ イルと フ ァ イル パターンは、 すべての署名する

フ ァ イルと フ ァ イル パターンをオーバーラ イ ド し ますので注意し

て く だ さい。 た と えば、 " 含める " 設定および " 除外する " 設定

に *.exe を指定する と、 InstallShield は .exe フ ァ イルに署名を行い

ません。

フ ァ イルまたはフ ァ イル パターンを削除するには、 この設定で [ 削除

] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

別のフ ァ イルまたはフ ァ イル パターンを追加するには、 " 除外するパ

ターン と フ ァ イル " 設定を使います。

テーブル 8-65 • [ 署名 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
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詳細については、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ追加する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-66 • .NET/J# タ ブの設定

設定 メ デ ィ アの種類 説明

.NET Framework  

の場所

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

.NET Framework ラ ン タ イムのある場所を指定し ます。 .NET Framework 

は、 .NET 機能を使用するアプ リ ケーシ ョ ンには必須です。 有効なオプ

シ ョ ンは次のとお り です :

• ソース メ デ ィ アから コ ピーする — .NET Framework ラ ン タ イムが

ソース メ デ ィ アのルー ト に残されます。 このオプシ ョ ンは、 すべ

てのフ ァ イルを Setup.exe に圧縮し ている WebDeployment または 

SingleImage メ デ ィ ア タ イプには適用できません。

• Setup.exe から抽出 — .NET Framework ラ ン タ イムが Setup.exe に圧

縮され、 実行時に抽出されます。

• Web からダウンロー ド — 指定の URL から ( 必要に応じ て ) .NET 

Framework のラ ン タ イムがダウンロー ド されます。 このオプシ ョ

ンを選択し た場合、 ".NET と J# Framework URL" 設定の値を適切

な Web の場所に設定する必要があり ます。

• 含めない — 選択し た リ リースに、 .NET Framework 1.0、 1.1、 または 

2.0 の再配布可能フ ァ イルは含まれません。

.NET Framework 

バージ ョ ン

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

イ ンス ト ールと共に配布する .NET Framework のバージ ョ ンを選択し ま

す。

メ モ • プロジ ェ ク ト に .NET Framework 3.5、 3.0 SP1、 3.0、 2.0 SP1 再配

布可能フ ァ イルを含めるには、 [ 再配布可能フ ァ イル ] ビ ューで 

Microsoft .NET Framework 用の適切な InstallShield 前提条件をプロジ ェ

ク ト に追加し ます。

詳細については、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロジ ェ ク ト

へ追加する」 を参照し て く だ さい。

.NET 1.1/2.0 コ ア

言語

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

".NET Framework バージ ョ ン " 設定で .NET バージ ョ ン 1.1 を選択し た

場合、 配布する .NET コア言語を １  つ指定できます。 これは、 .NET 1.1 

コア再配布可能フ ァ イルのイ ンス ト ール中に使用される言語です。

バージ ョ ン 2.0 を選択する と、 すべての言語オプシ ョ ンは、 このバー

ジ ョ ンの再配布可能フ ァ イルに含まれているので､選択され無効にされ

ます。

コア言語を変更するには、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク

し ます。
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Dotnetfx.exe へ渡

すコマン ド ラ イ ン

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

メ モ • この設定は、 ".NET Framework バージ ョ ン " 設定で .NET 1.1 が選

択されている場合のみ適用されます。

マイ ク ロ ソ フ ト の DotNetFx.exe フ ァ イルに渡すコマン ド ラ イ ンを入力

し ます。

.NET 1.1/2.0 言語

パッ ク

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

.NET 言語パッ ク を含めるには、 この設定の省略記号ボタ ン (...) を ク

リ ッ ク し ます。 ビルド マシンにイ ンス ト ールし たマイ ク ロ ソ フ ト 言語

パッ クに応じ て利用できるオプシ ョ ンが異な り ます。 省略記号ボタ ン

を ク リ ッ クする と、 追加で使用可能な言語パッ ク をダウンロー ド でき

ます。

言語パッ クへ渡す

コマン ド ラ イ ン

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

メ モ • この設定は、 ".NET Framework バージ ョ ン " 設定で .NET 1.1 が選

択されている場合のみ適用されます。

イ ンス ト ールに含まれるすべての Microsoft LangPack.exe フ ァ イルに送

る コマン ド ラ イ ンを入力し ます。

[.NET のオプシ ョ

ン ] ダイアログを

表示する

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

Setup.exe で、 ターゲッ ト  システムに .NET Framework を イ ンス ト ールす

るかど うかをエン ド ユーザーに確認する [ はい / いいえ ] メ ッ セージ 

ボ ッ クスを表示するかど うかを示し ます。 この設定はイ ンス ト ールに 

.NET Framework を含めるかど うかを決定する ものではあ り ません。 エ

ン ド ユーザーにイ ンス ト ールする選択肢を与えるかど うかを指定する

だけです。

• [ いいえ ] — 必要な場合、 エン ド ユーザーに メ ッ セージ ボ ッ クスを

表示せずに .NET Framework を イ ンス ト ールし ます。

• [ はい ] — .NET オプシ ョ ン ダイアログ ボ ッ クスを表示し、 エン ド

ユーザーが .NET Framework を イ ンス ト ールするかど うかを指定す

る こ とができます。

[ はい ] を選択する と、 メ ッ セージ ボ ッ クスが実行時にターゲッ ト  シ

ステムで表示されます。 メ ッ セージ ボ ッ クスは、 イ ンス ト ールはオプ

シ ョ ンで Microsoft .NET Framework を使用する こ と を通知し、 イ ンス

ト ールするかど うかをたずねます。

テーブル 8-66 • .NET/J# タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
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.NET Framework の

イ ンス ト ール時に

完全なユーザー 

イ ン ターフ ェ イス

を表示する

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

NET Framework イ ンス ト ール用の完全イ ン ターフ ェ イスを表示するか

ど う かを指定し ます。

[ はい ] を選択する と、 dotnetfx.exe がターゲッ ト  コ ンピ ューターに 

.NET Framework を イ ンス ト ールする と き、 Microsoft .NET Framework (

英語 ) セ ッ ト ア ッ プ ウ ィ ザー ドが表示されます。 ウ ィ ザー ドは .NET 

Framework イ ンス ト ールの進行状況を表示し ます。

[ いいえ ] を選択する と、 dotnetfx.exe がターゲッ ト  コ ンピ ューターに 

.NET Framework を イ ンス ト ールする と き、 InstallShield Wizard が表示さ

れます。 InstallShield Wizard は .NET Framework イ ンス ト ールの進行状況

を表示し ます。

.NET ビルド構成 カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

この設定には、 .NET ソ リ ューシ ョ ンのビルド構成の名前が含まれま

す。 InstallShield はこの設定を使用し て、 プロジ ェ ク ト 出力フ ァ イル (

デバッ グやリ リースなど ) の場所を決定し ます C# および VB.NET プロ

ジ ェ ク ト  ウ ィ ザー ドは、 新しいプロジ ェ ク ト 作成時やプロジ ェ ク ト  ソ

リ ューシ ョ ン変更時に自動的にこのフ ィ ールド を作成し ます。

.NET と J# 

Framework URL

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

イ ンス ト ールが .NET Framework ラ ン タ イムと J# 再配布可能フ ァ イル (

含まれている場合 ) をダウンロー ド する場所を指定し ます。 この URL 

では、 フ ァ イル名を指定する必要はあ り ません。

この設定は、 現在のリ リースについて、 ".NET Framework の場所 " 設定

または "J# 再配布可能フ ァ イルの場所 " 設定 ( 含まれている場合 ) が 

[Web からダウンロー ド する ] に設定されている場合のみ必要です。

まず、 イ ンス ト ールが、 InstallShield フ ァ イル Dotnetfx.exe をダウンロー

ド し て実行し ます。 次いで、 マイ ク ロ ソ フ ト  Web サイ ト から 

Dotnetredist.exe をダウンロー ド し ます。 この動作は Dotnetfx.exe にハー ド

コー ド化されているため、 ホス ト する場所を問いません。

テーブル 8-66 • .NET/J# タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
594 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 8 章 : 

ビ ュー リ フ ァ レンス
J# 再配布可能

フ ァ イルの場所

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

J# 再配布可能フ ァ イルの場所を指定し ます。 .NET Framework は、 .NET 

機能を使用するアプ リ ケーシ ョ ンに必須です。 選択可能なオプシ ョ ン

は以下のとお り です :

• ソース メ デ ィ アから コ ピーする — J# 再配布可能フ ァ イルを ソー

ス メ デ ィ アのルー ト 上に残し ます。 このオプシ ョ ンは、 すべての

フ ァ イルを Setup.exe に圧縮し ている WebDeployment または 

SingleImage メ デ ィ ア タ イプには適用できません。 

• Setup.exe から を抽出する — J# 再配布可能フ ァ イルを Setup.exe に

圧縮し て実行時に抽出し ます。

• Web からダウンロー ド — ".NET および J# Framework URL" 設定で

指定し た URL から ( 必要に応じ て ) J# 再配布可能フ ァ イルをダウ

ンロー ド し ます。

• 含めない — 選択し た リ リースに J# 再配布可能フ ァ イルを含めま

せん。

メ モ • 使用される J# バージ ョ ン番号は、 .NET Framework に選択し た

バージ ョ ン番号と一致し ます。 これらの再配布可能フ ァ イルから J# 

1.1、 および .NET 2.0 を イ ンス ト ールする こ とはできません。

J# 再配布可能

フ ァ イルへ渡すコ

マン ド ラ イ ン

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

vjredist.exe に渡すコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを指定し ます。 有効な

コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターについては Microsoft サポー ト に問い合

わせて く だ さい。

J# オプシ ョ ンダ

イアログを表示す

る

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

ターゲッ ト  システムに J# を イ ンス ト ールするかど うかをエン ド ユー

ザが指定できるダイアログを イ ンス ト ールで表示するかど う を指定し

ます。

メ モ • .NET Framework 1. １  も イ ンス ト ールに含まれている場合、 ダイ

アログは、 .NET Framework 1.1 も イ ンス ト ールされる こ と を通知し ま

す。

イ ンス ト ールをサ

イ レン ト で実行す

る場合、 J# を イ

ンス ト ール

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

( イ ンス ト ールがサイ レン ト で実行される場合など ) J# オプシ ョ ン ダ

イアログが表示されない場合にターゲッ ト  システムに J# を イ ンス

ト ールするかど うかを指定し ます。

テーブル 8-66 • .NET/J# タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
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[ イ ン ターネ ッ ト ] タ ブ

[ イ ン ターネ ッ ト ] タ ブでは、 WebDeployment タ イプのリ リースについての Web に関連する情報を指定し ます。 こ

のタ ブは他のリ リース タ イプでは無効にされています。

[ イベン ト ] タ ブ

[ イベン ト ] タ ブでは、 ビルド時またはオンデマン ド で リ リースを フ ォルダーまたは FTP サイ ト に自動的に配布で

きるよ う にする設定を構成する こ とができます。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Ediion の [ イベン ト ] タ ブには、 ビルド プロセスの様々な段階で実行する コ マ

ン ド を指定できる追加の設定が提供されています。 た と えば、 製品のデータ フ ァ イルを .cab フ ァ イルに格納する

場合、 InstallShield が .msi パッ ケージ と .cab フ ァ イルをビルド し た後に実行する コ マン ド を指定できます。 このイ

テーブル 8-67 • [ イ ン ターネ ッ ト ] タ ブの設定

設定 説明

One-Click Install 

の生成

One-Click Install を作成するかど うかを指定し ます。 One-Click Install は、 最初のユーザー 

イ ン ターフ ェ イスが HTML ページのイ ンス ト ール プログラムです。 エン ド ユーザーが 

Web ページにアクセス し て [ イ ンス ト ール ] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 イ ンス ト ール フ ァ

イルがターゲッ ト  システムにダウンロー ド され、 起動し ます。

この設定を [ はい ] に設定し た場合、 "One-Click HTML ベース名 " 設定と "One-Click .cab 

ベース名 " 設定にフ ァ イル名を指定する必要があ り ます。

One-Click HTML 

ベース名

InstallShield がビルド時に生成する HTML フ ァ イルのベース フ ァ イル名を指定し ます。 指

定し たベース名の末尾には .htm フ ァ イル名拡張子が付けられ、 生成されたフ ァ イルは現

在のリ リースの場所の Disk1 フ ォルダーに作成されます。

この設定は、 "One-Click Install の生成 " 設定の値が [ はい ] の場合にのみ有効です。

One-Click .cab 

ベース名

ビルド プロセスによ って One-Click Install イ ンス ト ールに生成されるキャ ビネ ッ ト  フ ァ

イル (.cab) のベース フ ァ イル名を指定し ます。

こ こで指定された名前に .cab フ ァ イル名拡張子が追加されます。 生成されたフ ァ イルは、

現在のリ リースの Disk1 フ ォルダーに作成されます。

この設定で指定し た名前は、 イ ンス ト ールにデジ タル署名を行なった場合、 実行時にデジ

タル証明書に表示されます。

この設定は、 "One-Click Install の生成 " 設定の値が [ はい ] の場合にのみ有効です。
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ベン ト は、 .msi パッ ケージにデジ タル署名が行われ、 Setup.exe フ ァ イルにス ト リームされる前に発生し ます。

テーブル 8-68 • [ イベン ト ] タ ブの設定

設定 メ デ ィ アの種類 説明

フ ォルダーにコ

ピー

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

リ リースを自動的にフ ォルダーへ配布する場合、 その場所を指定し ま

す。 コ ピーされたフ ォルダーと同じ名前の既存のフ ォルダーは上書き

されますが、 フ ォルダーは削除されません。 この設定でパスを入力す

るか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し て場所を参照し て、 フ ォル

ダーのパスを指定し ます。

ヒ ン ト • [ リ リース ] ビ ューで リ リースを右ク リ ッ ク し て [ 配布 ] を ク

リ ッ ク し た と き、 そのつど指定されたフ ォルダーに リ リースに関連す

るすべてのフ ァ イルがコ ピーされます。

ビルド を行う度にビルド エンジンが指定されたフ ォルダーにリ リース

を コ ピーするよ う に設定するには、 " ビルド後、 配布する " 設定を [ は

い ] に選択し ます。

メ モ • この設定でフ ォルダーを指定し、 [ イベン ト ] タ ブで FTP ロケー

シ ョ ン も指定し た場合、 リ リースは FTP ロケーシ ョ ンにのみコ ピーさ

れます。

FTP ロケーシ ョ ン カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

リ リースを特定の FTP サーバーに自動的に配布できるよ う にするに

は、 その場所の FTP URL を指定し ます。 プロジ ェ ク ト の各リ リース

に、 異なる FTP ロケーシ ョ ンを指定する こ とができます。

メ モ • FTP デフ ォル ト  フ ォルダー以外のパスに リ リースを配布する場

合は、 ダブル スラ ッ シュ (//) を使います。 たと えば、 リ リースを、

FTP の URL が ftp://ftp.mydomain.com とい う myproduct とい う名前の

ルー ト レベル フ ォルダーへ配布する場合、 FTP の場所に ftp://

ftp.mydomain.com//myproduct と入力し ます。

ヒ ン ト • [ リ リース ] ビ ューで リ リースを右ク リ ッ ク し て [ 配布 ] を ク

リ ッ ク し た と き、 そのつど指定された FTP ロケーシ ョ ンにリ リースに

関連するすべてのフ ァ イルがコ ピーされます。

ビルド を行う度にビルド エンジンが指定された場所にリ リースを コ

ピーするよ う に設定するには、 " ビルド後、 配布する " 設定を [ はい ] 

に選択し ます。
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QuickPatch プロジ ェ ク ト

QuickPatch プロジ ェ ク ト は、 規模の小さい単一のア ッ プグレー ド をエン ド ユーザーに配布し たいイ ンス ト ール作

成者へお勧めする特殊な Windows Installer ベースのプロジ ェ ク ト です。 QuickPatch プロジ ェ ク ト ご とに、 独自の

ビ ューがあ り ます。

[ パッ チ設定の定義 ] ビ ュー

[ パッ チ設定の定義 ] ビ ューは、 QuickPatch プロジ ェ ク ト を作成または開いたと きに利用できます。 QuickPatch プ

ロジ ェ ク ト を開 く 、 または作成し た後、 [ パッ チ設定の定義 ] ビ ューで基本的な設定の一部を構成する こ とができ

ます。 このビ ューを利用し て、 QuickPatch を構成し ます。

FTP サイ ト  ユー

ザー名

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

指定する FTP ロケーシ ョ ンへのア ッ プロー ド にユーザー名が必要な場

合、 ユーザー名を入力し ます。

メ モ • プロジ ェ ク ト 内のリ リースの 1 つにユーザー名を入力する と、

そのユーザー名が同じ プロジ ェ ク ト と他の Express プロジ ェ ク ト の他

のリ リースにも使用されます。

FTP サイ ト  パス

ワー ド

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

指定する FTP ロケーシ ョ ンへのア ッ プロー ド にパスワー ドが必要な場

合、 パスワー ド を入力し ます。

メ モ • プロジ ェ ク ト 内のリ リースの 1 つにパスワー ド を入力する と、

そのパスワー ドが同じ プロジ ェ ク ト と他の Express プロジ ェ ク ト の他

のリ リースにも使用されます。

ビルドの後、 配布

する

カス タム、 CD-

ROM、 DVD、

SingleImage、

WebDeployment

ビルド する度に、 ビルド エンジンが自動的に指定し た場所へリ リース

を配布するよ う にするかど うかを指定し ます。

ヒ ン ト • ビルドの実行ご と ではな く 、 オンデマン ド で リ リースを素早

く 配布するには、 リ リースを右ク リ ッ ク し て、 [ 配布 ] を ク リ ッ ク し ま

す。 [ 配布 ] コマン ドは、 リ リースが少な く と も 1 度ビルド されている

場合のみ利用する こ とができます。

テーブル 8-68 • [ イベン ト ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 メ デ ィ アの種類 説明
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次のテーブルは、 [ パッ チ設定の定義 ] ビ ューの下にあるビ ューについて説明し ます。

[ 一般情報 ] ビ ュー

[ 一般情報 ] ビ ューには、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に関する基本的な情報が含まれています。 このビ ューでは製品

プロパテ ィ 、 ビルド設定、 パッ チ履歴、 およびカス タム アクシ ョ ンを表示し、 構成する こ と もできます。

製品のプロパテ ィ

[ 一般情報 ] ビ ューで [ 製品のプロパテ ィ ] を ク リ ッ クする と、 以下が表示されます。

ビルドの設定

[ 一般情報 ] ビ ューで [ ビルドの設定 ] を ク リ ッ クする と、 以下のタ ブが表示されます。

• [ 共通 ] タ ブ

テーブル 8-69 • [ パッ チ設定の定義 ] ビ ューの下にあるビ ュー

表示 説明

一般情報 製品およびオ リ ジナル イ ンス ト ールについての情報を入力し ます。 現在のプロジ ェ

ク ト がパッ チする リ リースを指定し、 プロジ ェ ク ト に含める カス タム アクシ ョ ンを

選択し ます。

フ ァ イル パッ チにフ ァ イルを追加し てフ ァ イルパッ チオプシ ョ ンを指定し ます。

レジス ト リ どのレジス ト リ値が追加、 変更、 または削除されたかを調べます。

テーブル 8-70 • 製品のプロパテ ィ の設定

設定 説明

元のセ ッ ト ア ッ プ パス こ こでは、 製品名とオ リ ジナル イ ンス ト ール イ メ ージへのパス

が表示されます。 パス ボ ッ クスは読み取り専用です。

製品バージ ョ ン [ オ リ ジナル セ ッ ト ア ッ プのバージ ョ ン ] ボ ッ クスには、 オ リ

ジナル イ ンス ト ールの製品バージ ョ ンが表示されます。 この

ボ ッ クスは読み取り専用です。 [QuickPatch バージ ョ ン ] ボ ッ ク

スで、 QuickPatch プロジ ェ ク ト の製品バージ ョ ンを変更する こ

とができます。 このボ ッ クスへの入力はオプシ ョ ンです。

FlexNet Connect の統合 FlexNet Connect がオ リ ジナル イ ンス ト ールで有効にされてい

て、 FlexNet Connect が製品を識別するために使用する カス タム 

バージ ョ ン番号を指定する場合 (Windows Installer が使用する標

準バージ ョ ン スキームを使わずにとい う意味で )、 このボ ッ ク

スで作成中の QuickPatch に新しいカス タム バージ ョ ン番号を

入力し ます。
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• [ 識別 ] タ ブ

• [ デジ タル署名 ] タ ブ

• [ 詳細 ] タ ブ

[ 共通 ] タ ブ

[ 一般情報 ] ビ ューで [ ビルドの設定 ] を ク リ ッ クする と、 い く つかのタ ブが表示されます。 [ 共通 ] タ ブには、

QuickPatch のためのよ く 利用されるビルドの設定があ り ます。

ビルドの場所

パッ チ フ ァ イルをビルド する場所を指定、 または既存フ ォルダーを検索し ます。

ラ ンチャの設定

こ こでは、 次のよ う なラ ンチャー設定を構成する こ とができます。

パッ チのアン イ ンス ト ール

アプ リ ケーシ ョ ン全体と他の QuickPatch パッ ケージをアン イ ンス ト ールし て再度イ ンス ト ールし直す手間を掛け

ずにパッ チをアン イ ンス ト ールできるよ う にする場合、 [ パッ チのアン イ ンス ト ールを許可する (Windows Installer 

3.0 が必要 )] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 QuickPatch パッ ケージのアン イ ンス ト ールは一定の条件下のみで

動作し ますのでご注意 く だ さい。 た と えば、 バージ ョ ン 3.0 よ り も前の Windows Installer はアプ リ ケーシ ョ ンから 

QuickPatch のみを削除する こ とができません。 さ らに詳しい情報は、 Windows Installe ｒ ヘルプの 「パッ チの削除」

を参照し て く ださい。

[ 識別 ] タ ブ

QuickPatch プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューで [ ビルドの設定 ] を ク リ ッ クする と、 い く つかのタ ブが表示され

ます。 [ 識別 ] タ ブには、 表示文字列の設定があり ます。 表示文字列は、 [ プログラムの追加と削除 ] で表示され

るパッ チに関する情報に使用されます。 メ タデータは、 ターゲッ ト マシンの適用されたパッ チを検索し カ タ ログ

する Windows Installer 3.0 以降の API によ っても使用されます。

テーブル 8-71 • 構成可能なラ ンチャー設定

設定 説明

Update.exe の作成 現在の QuickPatch パッ ケージに Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャ を作成する

場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャーが必要になる場合についての詳細は、

「パッ チ時の考慮事項」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer 3.1 エンジン

を含める

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て Windows Installer 3.1 エンジン をパッ チパッ

ケージに含めます。

.NET Framework を含める このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 .NET Framework をパッ チパッ ケージに含

めます。
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メ モ • パッ チのメ タデータはパッ チ (.msp) フ ァ イルに直接格納され、 .msi パッ ケージには格納されません。 .msp 

フ ァ イルのコ ンテンツはローカ ラ イズされません。 し たがって、 文字列テーブルのエン ト リは、 以下のメ タデー

タの設定には使用する こ とができません。

[ デジ タル署名 ] タ ブ

QuickPatch プロジ ェ ク ト の [ 一般情報 ] ビ ューで [ ビルドの設定 ] を ク リ ッ クする と、 い く つかのタ ブが表示され

ます。 [ デジ タル署名 ] タ ブで、 パッ チにデジ タル署名をする と きの設定を指定する こ とができます。

テーブル 8-72 • パッ チのアン イ ンス ト ールの設定

設定 説明

表示名 パッ チの名前を指定し ます。

サポー ト  URL エン ド ユーザーにテ クニカルサポー ト を提供する URL を指定し ます。

説明 パッ チの簡単な説明を指定し ます。

製造元の名前 アプ リ ケーシ ョ ンの製品メ ーカーの名前を指定し ます。

ターゲッ ト 製品名 アプ リ ケーシ ョ ンまたはターゲッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン スイー ト の名前を指

定し ます。

分類 ア ッ プグレー ドのカテゴ リーを指定し ます。 た と えば､ク リ テ ィ カルア ッ プ

デー ト 、 ホ ッ ト フ ィ ッ クス、 および、 サービスパッ ク等。

テーブル 8-73 • [ デジ タル署名 ] タ ブの設定

設定 説明

パッ チパッ ケージに署名する パッ チパッ ケージにデジ タル署名する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ

クスを選択し ます。

Update.exe に署名する Update.exe フ ァ イルにデジ タル署名する場合は、 このチ ェ ッ ク 

ボッ クスを選択し ます。

URL 完全修飾 URL を入力し ます。 この URL は、 デジ タル証明書 の

中で、 エン ド ユーザーが製品や組織、 会社に関し ての情報を得

るためのリ ン ク先と し て使用されます。

ソ フ ト ウ ェ ア発行元証明書フ ァ イル 認証情報フ ァ イルの場所を指定し ます。

対応するプラ イベー ト キーフ ァ イル ソ フ ト ウ ェ ア発行元証明書フ ァ イル用のプ ラ イベー ト  キーフ ァ

イルの場所を指定し ます。
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[ 詳細 ] タ ブ

[ 一般情報 ] ビ ューで [ ビルドの設定 ] を ク リ ッ クする と、 い く つかのタ ブが表示されます。 [ 詳細 ] タ ブには、

QuickPatch 用に構成する こ とができるビルドの設定がすべてあ り ます。

ビルドの場所

[ ビルドの保存場所 ] 領域では、 次の設定を行います。

Password 証明書にパスワー ドが必要な場合、 このボ ッ クスにパスワー ド

を入力し ます。 InstallShield はパスワー ド を暗号化し て、 プロ

ジ ェ ク ト  (.ism) フ ァ イルに保存し ます。

テーブル 8-74 • ビルドの場所に関する設定

プロパテ ィ 説明

ビルドの場所 パッ チ フ ァ イルをビルド する場所を指定、 または既存フ ォルダーを検索し ます。

Update.exe の作成 現在の QuickPatch パッ ケージに Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャ を作成するか

ど うかを指定し ます。

Update.exe ア ッ プデー ト  ラ ンチャーが必要になる場合についての詳細は、 「パッ

チ時の考慮事項」 を参照し て く だ さい。

置換するパッ チ GUID のリ

ス ト

現在の QuickPatch で、 １  つまたは複数の以前のイ ンス ト ール済みのパッ チを置

換するには、 このプロパテ ィ にそれらのパッ チのパッ チ GUID を カ ンマで区切っ

て設定し ます。 例 :

{C86838C9-DEDC-4451-B96F-94AFB9460F15},{C8633E5B-AC44-45d8-B487-C68B3B1F60D6}

[ 履歴 ] ビ ューに QuickPatch プロジ ェ ク ト が複数あっても、 このプロパテ ィ の設

定は通常、 必要あ り ません。 ただ し QuickPatch プロジ ェ ク ト が以前の 

QuickPatch プロジ ェ ク ト に追加されたフ ァ イルを上書き し ない場合、 このプロ

パテ ィ の設定が必要な場合もあり ます。

置換するパッ チの GUID が分からない場合、 このプロパテ ィ を ク リ ッ ク し てか

ら、 省略記号 (...) ボタ ンを ク リ ッ ク し て参照し ます。 パッ チ  (.msp または .exe 

フ ァ イル ) を選択する と、 対応する GUID がこのプロパテ ィ に InstallShield に

よ って追加されます。

テーブル 8-73 • [ デジ タル署名 ] タ ブの設定 ( 続き )

設定 説明
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新規 “UpgradedImage” フ ォ

ルダーを作成し ます

この設定を利用し て、 既存の UpgradedImage フ ォルダーと共に QuickPatch パッ

ケージをビルド する こ とが可能にな り ます。 このオプシ ョ ンを利用するには、 こ

のパッ ケージを少な く と も 1 度ビルド し ている必要があり ます ( UpgradedImage 

フ ォルダーが必要な為 ) 。 このオプシ ョ ンを [ いいえ ] に設定する と、 既存の 

UpgradedImage フ ォルダーからパッ ケージをビルド し ます。 この方法で 

UpgradedImage フ ォルダーにある MSI パッ ケージを微調整し て、 その .msi データ

を QuickPatch プロジ ェ ク ト で利用する こ とができます。 このオプシ ョ ンを [ は

い ] ( デフ ォル ト 値 ) にする と、 パッ ケージをビルド する度に UpgradedImage 

フ ォルダーに .msi フ ァ イルが再生成されます。

MsiPatchOldAssembly テー

ブルの生成

MsiPatchOldAssemblyFile および MsiPatchOldAssemblyName テーブルのエン ト リ

を自動的に生成するかど うかを指定し ます。 これらのエン ト リ を利用する と 

Windows Installer 3.0 以降で実行されるパッ チ パッ ケージが元のイ ンス ト ール 

ソースを実行時に要求する こ と な く 、 GAC ( グローバル アセンブ リ キャ ッ シュ ) 

のアセンブ リ をパッ チする こ とができます。 詳細については、 「グローバル アセ

ンブ リ キャ ッ シュのアセンブ リ をパッ チする」 を参照し て く ださい。

パッ チ シーケンスのエン

ト リ作成

QuickPatch にパッ チ シーケンシングを使用するかど うかを指定し ます。 パッ チ 

シーケンスを参照し て、 も う使われていないパッ チ、 入れ替わったパッ チ、 また

は製品に既に適用済みのパッ チを見る こ とができます。 シーケンスは、 パッ チが

ターゲッ ト マシンに提供された順番に関係な く 、 どの順番で Windows Installer 

バージ ョ ン 3.0 以上がイ ンス ト ールされた製品にパッ チを適用するかを指定し ま

す。 バージ ョ ン 3.0 以前の Windows Installer の場合、 パッ チ シーケンスは無視さ

れ、 すべてのパッ チは、 ターゲッ ト マシンに提供された順番で製品に適用されま

す。

テーブル 8-74 • ビルドの場所に関する設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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QuickPatch の簡素化 QuickPatch パッ ケージの簡素化を行い、 最もシンプルなパッ ケージをビルド す

るかど うかを指定し ます。 デフ ォル ト の値は [ はい ] です。

QuickPatch の簡素化を行う と、 通常の QuickPatch パッ ケージに比べて新しいサ

ブ機能と カス タム アクシ ョ ンの数が少ない QuickPatch パッ ケージを生成できま

す。

た と えば、 QuickPatch プロジ ェ ク ト に新しいフ ァ イルと レジス ト リ エン ト リが

含まれていて、 が QuickPatch の簡素化を行わなかった場合、 そのフ ァ イルと レ

ジス ト リ エン ト リ用に新しいサブ機能が作成されます。 さ らに、 特定の 

Windows Installer  パッ チ要件に対応するため、 1 つまたは複数のビルド済み カス

タム アクシ ョ ンが追加されます。 これに対し、 InstallShield が QuickPatch の簡素

化を行う場合、 フ ァ イルまたはレジス ト リ エン ト リは既存する機能に追加され

るため、 特別なビルド済み InstallShield カス タム アク シ ョ ンは必要あ り ません。

メ モ • 次のシナ リ オにおいて、 InstallShield が QuickPatch パッ ケージの作成処理

を簡素化する こ とはできません。

• QuickPatch パッ ケージがイ ンス ト ール済みのフ ァ イルを削除する。

• QuickPatch パッ ケージがレジス ト リ キーを削除する、 またはその名前を変更

する。

• QuickPatch パッ ケージが、 簡素化されていない通常の QuickPatch イ メ ージを

ターゲッ ト とする。 つま り、 [ 一般情報 ] ビ ューの [ 履歴 ] 領域で、 簡素化を

行わなかった QuickPatch のチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た場合、 QuickPatch 

の簡素化はできないとい う こ と です。 1 つまたは複数の簡素化されていない 

QuickPatch イ メ ージを ターゲッ ト とする簡素化された QuickPatch のビルド を

試みる と、 ビルド警告が表示され、 簡素化は行われません。

ラ ンチャ をパスワー ド で保

護

QuickPatch パッ チをパスワー ド で保護するには、 [ はい ] を選択し てから " ラ ン

チャ パスワー ド " 設定でパスワー ド を入力し ます。 QuickPatch パッ チをパス

ワー ド で保護する と、 QuickPatch パッ チを適用するエン ド ユーザーは、 ア ッ プ

デー ト を起動するために大文字小文字の区別があるパスワー ド を入力する必要が

あ り ます。

この設定は Update.exe フ ァ イルを使用する QuickPatch パッ チのみに適用し ます。

ラ ンチャ パスワー ド アプ リ ケーシ ョ ンを保護するパスワー ド を入力し ます。 パスワー ド保護をアク

テ ィ ブにするには、 " ラ ンチャ をパスワー ド で保護 " 設定で [ はい ] を選択する

必要があ り ます。

パッ チをパスワー ド で保護する と、 パッ チを適用するエン ド ユーザーは、 ア ッ

プデー ト を起動するために大文字小文字の区別があるパスワー ド を入力する必要

があ り ます。

この設定は Update.exe フ ァ イルを使用するパッ チのみに適用し ます。

テーブル 8-74 • ビルドの場所に関する設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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Windows Installer エンジン

こ こでは、 Windows Installer エンジンのための次のよ う な設定を構成する こ とができます。

Microsoft .NET Framework

こ こでは、 Microsoft .NET Framework エンジンのための次のよ う な設定を構成する こ とができます。

テーブル 8-75 • Windows Installer エンジンの設定

プロパテ ィ 説明

Windows Installer 3.1 エンジ

ンを含める

Windows Installer エンジンをパッ チパッ ケージに含めるかど うか指定し ます。

エンジンの場所 次のオプシ ョ ンから選択し て く ださい。

• Web から エンジンをダウンロー ド する — Windows Installer エンジンのイ ンス

ト ールが必要な場合、 実行時にダウンロー ド されます。

• Update.exe からエンジンを抽出する — ビルドは Windows Installer エンジンを 

Update.exe フ ァ イルにス ト リームし、 顧客に配布する単一フ ァ イルを生成し

ます。 エンジンは、 実行時に Update.exe フ ァ イルから抽出され必要に応じ

てイ ンス ト ールされます。

• ソース メ デ ィ アから コ ピーする — ビルドは、 Windows Installer エンジンを 

Update.exe フ ァ イルと同じデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。

Windows Installer 3.1 エンジ

ン URL

エンジン場所の URL を指定し ます。 Update.exe フ ァ イルは、 この場所を、 実行時

に、 エンジンをダウンロー ド する場所と し て使います。 便宜上、 デフ ォル ト の 

URL の場所はフ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アが運営する ラ イブ サイ ト と なっていま

す。

テーブル 8-76 • Microsoft .NET Framework の設定

プロパテ ィ 説明

ビルド に含める パッ チに Microsoft .NET Framework を含めるかど うかを指定し ます。

エンジンの場所 次のオプシ ョ ンから選択し て く だ さい。

• Web からエンジンをダウンロー ド する — .NET Framework エンジンのイ ンス

ト ールが必要な場合、 実行時にダウンロー ド されます。

• Update.exe からエンジンを抽出する — ビルドは .NET Framework を Update.exe 

フ ァ イルにス ト リームし、 顧客に配布するシングルフ ァ イルを生成し ます。

エンジンは、 実行時に Update.exe フ ァ イルから抽出され必要に応じ てイ ン

ス ト ールされます。

• ソース メ デ ィ アから コ ピーする — ビルドは、 .NET Framework を Update.exe 

フ ァ イルと同じデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。
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ア ッ プデー ト 起動ツールの設定

この領域では、 Update.exe 起動ツールにおける次の設定を構成する こ とができます :

エンジン URL .NET Framework の場所の URL を指定し ます。 Update.exe フ ァ イルは、 この場所

を、 実行時に、 .NET Framework をダウンロー ド する場所と し て使います。 便宜

上、 デフ ォル ト の URL の場所はフ レ クセラ ・ ソ フ ト ウ ェ アが運営する ラ イブ サ

イ ト と なっています。

テーブル 8-77 • ア ッ プデー ト 起動ツールの設定

プロパテ ィ 説明

会社名 Update.exe のデフ ォル ト の会社名を独自の会社名でオーバーラ イ ド するには、

こ こに会社名を入力し ます。

会社名が、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに

表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザー

が Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする

と表示されます。

詳細については、 「ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く ださい。

製品名 Update.exe のデフ ォル ト の製品名を独自の製品名でオーバーラ イ ド するには、

こ こに製品名を入力し ます。

製品名が、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに

表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザー

が Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ クする

と表示されます。

詳細については、 「ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く ださい。

製品バージ ョ ン Update.exe のデフ ォル ト の製品バージ ョ ンを独自の製品バージ ョ ンでオーバー

ラ イ ド するには、 こ こに製品バージ ョ ンを入力し ます。

製品バージ ョ ンが、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ 

ボ ッ クスに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン

ド ユーザーが Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク

リ ッ クする と表示されます。

詳細については、 「ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く ださい。

テーブル 8-76 • Microsoft .NET Framework の設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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説明 Update.exe のデフ ォル ト の説明を独自の説明でオーバーラ イ ド するには、 適切

な説明を入力し ます。

説明が、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスに表

示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユーザーが 

Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し た と

きに表示されます。

詳細については、 「ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く ださい。

著作権情報 Update.exe のデフ ォル ト の著作権情報を製品の著作権情報でオーバーラ イ ド す

るには、 製品の著作権情報を入力し ます。

著作権情報が、 ア ッ プデー ト 起動ツールの [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ ク

スに表示されます。 この [ プロパテ ィ ] ダイアログ ボ ッ クスは、 エン ド ユー

ザーが Update.exe フ ァ イルを右ク リ ッ ク し てから、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク

する と表示されます。

詳細については、 「ア ッ プデー ト 起動ツールのフ ァ イルのプロパテ ィ を カス タ

マイズする」 を参照し て く ださい。

テーブル 8-77 • ア ッ プデー ト 起動ツールの設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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履歴

[ 一般情報 ] ビ ュー内の [ 一般情報 ] エクスプローラーにある [ 履歴 ] 項目は QuickPatch プロジ ェ ク ト の概要です。

すべての関連リ リースの一覧を表示し、 現在の QuickPatch プロジ ェ ク ト でどのリ リースをパッ チするのかを指定

する こ とができます。

注意 • [ 履歴 ] に表示される リ リースを開いて変更を加えた場合、 最新プロジ ェ ク ト は動作不可能と な り ます。 こ

れは [ 履歴 ] にある リ リース間で共有されている中間データが不足または改定された可能性があるためです。

必要実行レベル " 必要実行レベル " 設定を使用し て、 イ ンス ト ールの Update.exe フ ァ イルが 

Windows Vista プラ ッ ト フ ォーム上でイ ンス ト ール ( セ ッ ト ア ッ プ起動ツール、

すべての InstallShield 前提条件、 および .msi フ ァ イル ) を実行する と きに必要

な最低権限レベルを指定できます。 選択可能なオプシ ョ ンは、 以下のとお り

です。

• 管理者 — Update.exe の実行には、 管理者権限が必要です。 管理者は、

Setup.exe の実行を承認する必要があ り ます。 非管理者は、 管理者と し て

の認証が必要にな り ます。

• 最高権限 — Update.exe の実行には、 管理者権限が推奨されます。 管理者

は、 Setup.exe の実行を承認する必要があ り ます。 非管理者は、 管理者権

限を持たずに Setup.exe を実行し ます。

• 起動者 — Update.exe の実行に、 管理者権限は必要あ り ません。 し たがっ

て、 管理者権限を持たないユーザーも Update.exe を実行する こ とができ

ます。 Update.exe は、 資格情報または同意 ( コ ンセン ト ) を求める UAC 

メ ッ セージを表示し ません。

• 前のセ ッ ト ア ッ プ マニフ ェ ス ト を使用 — Update.exe マニフ ェ ス ト は前の

セ ッ ト ア ッ プで指定された必要実行レベルと同じ レベルを使用し ます。

デフ ォル ト では、 これが設定されています。

[Update.exe を作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている場合、

InstallShield は Update.exe 起動ツールにアプ リ ケーシ ョ ン マニフ ェ ス ト を埋め

込みます。 このマニフ ェ ス ト は選択された実行レベルを指定し ます。 Windows 

Vista よ り も古いバージ ョ ンのオペレーテ ィ ング システムでは、 必要実行レベ

ルは適用されません。

[Update.exe を作成する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスがク リ ア されている場合、

InstallShield は Update.exe 起動ツールに Windows アプ リ ケーシ ョ ン マニフ ェ ス

ト を埋め込みません。

詳細については、 「イ ンス ト ール中におけるユーザー アカウン ト 制御のプロ

ンプ ト の数を最小化する」 を参照し て く ださい。

テーブル 8-77 • ア ッ プデー ト 起動ツールの設定 ( 続き )

プロパテ ィ 説明
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メ モ • [ 履歴 ] でどのリ リースをパッ チするかを指定する場合、 それを識別するために InstallShield は各リ リースに

関連する特定のバージ ョ ンを検索し ます。

カス タム アクシ ョ ン

[ 一般情報 ] ビ ュー内の [ 一般情報 ] エクスプローラーにある [ カス タム アクシ ョ ン ] 項目は、 パッ チを作成し てい

るオ リ ジナル イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で定義されている カス タム アクシ ョ ンのリ ス ト です。 現在の 

QuickPatch プロジ ェ ク ト で実行する カス タム アクシ ョ ンを指定する こ とができます。

[ フ ァ イル ] ビ ュー

[ フ ァ イル ] ビ ューで、 QuickPatch のフ ァ イルを管理を し た り、 オ リ ジナル イ ンス ト ールに使われている フ ァ イル

のバージ ョ ン番号、 言語および他の情報を見た りする こ とができます。 [ パッ チする フ ァ イル ] および [ 元のセ ッ

ト ア ッ プ フ ァ イル ] エクスプローラー内のすべてのフ ァ イルはキーフ ァ イル順にリ ス ト されています。

 [ 元のセ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] エクスプローラーの中のフ ァ イルを ク リ ッ クする と、 フ ァ イル名、 イ ンス ト ール

先、 バージ ョ ン番号、 および他の関連する情報が右のペイ ンに表示されます。 このエクスプローラーから [ パッ

チする フ ァ イル ] エクスプローラーにフ ァ イルを ド ラ ッ グ アン ド ド ロ ッ プする こ とができます。 [ パッ チする

フ ァ イル ] エクスプローラーでは、 QuickPatch が元のイ ンス ト ールに適用された と きに追加、 変更または削除さ

れる フ ァ イルがすべて表示されます。

新規フ ァ イルの設定

[ フ ァ イル ] ビ ュー内の [ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーで新規フ ァ イルを ク リ ッ クする と、 右のペイ ン

で次のよ う な設定を構成する こ とができます。
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フ ァ イルの設定

統合の設定

フ ァ イルの保存先、 および、 このフ ァ イルと関連付ける機能を選択し ます。

メ モ • このイ ンス ト ール状態には機能の関連付けが必要です。 QuickPatch プロジ ェ ク ト へ新規データ を追加する

場合、 それを機能と関連付ける必要があ り ます。 新規データは対応する機能がイ ンス ト ールされている場合のみ

イ ンス ト ールされます。

変更 / 削除されたフ ァ イルの設定

[ フ ァ イル ] ビ ュー内の [ パッ チする フ ァ イル ] エクスプローラーでオ リ ジナル イ ンス ト ールに追加し たフ ァ イル

を ク リ ッ クする と、 次のよ う な設定を構成する こ とができます。

テーブル 8-78 • [ フ ァ イルの設定 ] 領域にある設定

設定 説明

パッ チセ ッ ト ア ッ プに追加する

フ ァ イルを指定し ます。

オ リ ジナル イ ンス ト ールに含まれる フ ァ イルに変更を行う と き、 パッ チ

が適用される と きにターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールする フ ァ イルの

最新バージ ョ ンを指定し ます。

自己登録 追加する フ ァ イルが自己登録 DLL または OCX フ ァ イルの場合、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

メ モ • このオプシ ョ ンは .exe または .tlb フ ァ イルの自己登録を行いませ

ん。

COM 情報の抽出 フ ァ イルが COM サーバーの場合で、 パッ チのビルド時にフ ァ イルから 

COM 情報を自動的に抽出するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。
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ア ッ プデー ト されたフ ァ イル

テーブル 8-79 • [ ア ッ プデー ト されたフ ァ イル ] 領域の設定

設定 説明

フ ァ イルの最新バージ ョ ンを指定

する

オ リ ジナル イ ンス ト ールに含まれる フ ァ イルに変更を行う と き、 パッ チ

が適用される と きにターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールする フ ァ イルの

最新バージ ョ ンを指定し ます。

既存のフ ァ イルをすべて上書きす

る

選択し たフ ァ イルを、 バイ ト  レベルのフ ァ イルの差分だけではな く 、 1 

つのフ ァ イルと し てパッ チに含める場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択

を考慮し て く だ さい。 その場合、 InstallShield は Windows Installer が選択

されたフ ァ イルの実際のバージ ョ ン番号をすべて無視し、 また ターゲッ

ト  システムのフ ァ イルを QuickPatch パッ ケージに含まれるバージ ョ ン

でア ッ プデー ト するかし ないかを決定する と きに、 選択されたフ ァ イル

がバージ ョ ン 1.0.0.0 である と想定するよ う にパッ チを構成し ます。

ターゲッ ト  システムのフ ァ イルを QuickPatch パッ ケージに含まれる

バージ ョ ン指定がされていない対応する新しいフ ァ イルで常に上書きす

る場合、 バージ ョ ンが指定されていないフ ァ イルでこのチ ェ ッ ク ボ ッ ク

スを選択する と便利です。 Windows Installer フ ァ イルの上書き規則では、

バージ ョ ンが指定されている フ ァ イルが、 バージ ョ ンが指定されていな

いフ ァ イルに優先し ます。 し たがって、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択す

る と、 Windows Installer はバージ ョ ンが指定されていないフ ァ イルを 

QuickPatch パッ ケージに含まれる フ ァ イルでア ッ プデー ト し ます。 これ

は、 QuickPatch に含まれる フ ァ イルのバージ ョ ンが指定されている と判

断するためです。

重要 • Windows Installer フ ァ イルの上書き規則による と、 ターゲッ ト  シス

テム上のフ ァ イルの方がイ ンス ト ールされるバージ ョ ンよ り新しい場合

でも、 常に最新バージ ョ ンのフ ァ イルが保持されます。 このため、 ター

ゲッ ト  システム上のフ ァ イルのバージ ョ ンが指定されている場合、 一部

の状況において、 ターゲッ ト  システム上のフ ァ イルがア ッ プデー ト され

ない可能性があるため、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスの選択は避けたほうが良

い場合があり ます。 た と えば、 ターゲッ ト  システム上のフ ァ イル バー

ジ ョ ンが 1.1.0.0 で、 QuickPatch プロジ ェ ク ト のフ ァ イル バージ ョ ンが 

2.0.0.0 の時にこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 実行時、 ターゲッ ト  

システム上のフ ァ イルはア ッ プデー ト されません。 これは、 QuickPatch 

パッ ケージのフ ァ イルの実際のバージ ョ ン番号がターゲッ ト  システム上

のフ ァ イルのバージ ョ ン番号よ り も新しいにも関わらず、 Windows 

Installer が QuickPatch のフ ァ イル バージ ョ ンを ターゲッ ト  システム上

のフ ァ イル バージ ョ ンよ り も古い 1.0.0.0 と判断し たためです。
InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド ISE-2100-UG00 611



第 8 章 : 

ビ ュー リ フ ァ レンス
元のフ ァ イルの情報

[ オ リ ジナル フ ァ イル情報 ] では、 オ リ ジナル イ ンス ト ールのオ リ ジナル フ ァ イルについての情報を見る こ とが

できます。

このボ ッ クスをチ ェ ッ ク し て、 フ ァ イルをセ ッ ト ア ッ プからパッ チで削除する

パッ チが適用される と き、 ターゲッ ト  マシンから フ ァ イルを削除する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。

[ レジス ト リ ] ビ ュー

QuickPatch プロジ ェ ク ト の [ レジス ト リ ] ビ ューでは、 現在ソースマシンに存在する項目をビジュアル表示、 また

はイ ンス ト ール先 / ターゲッ ト  システム上でパッ チプロジ ェ ク ト がビルド され、 適用された後にパッ チを行う項

目をビジュアル表示し ます。 [ イ ンス ト ール先コ ンピ ューターの [ レジス ト リ ] ビ ュー ] ペイ ンおよび [ イ ンス

ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ データ ] ペイ ンは、 元のイ ンス ト ールのレジス ト リ エン ト リが予め挿入さ

れています。

COM 情報の抽出 フ ァ イルが COM サーバーの場合で、 パッ チのビルド時にフ ァ イルから 

COM 情報を自動的に抽出するには、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは、 ベース .msi パッ ケージの Class または 

TypeLib テーブルに COM 情報を含むパッ チ フ ァ イルのデフ ォル ト と し

て選択されています。

メ モ • パッ チを行う既存のフ ァ イルを指定する と き、 InstallShield は自動

的に、 そのフ ァ イルが自己登録型であるかど うかを検出し ます。 元に

フ ァ イルが自己登録型である場合、 パッ チに含まれる フ ァ イルも自己登

録型に設定されます。

テーブル 8-79 • [ ア ッ プデー ト されたフ ァ イル ] 領域の設定 ( 続き )

設定 説明
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イ ンス ト ール先コ ンピ ューターのレジス ト リ データペイ ンに表示される各項目は、 値タ イプ とデータの現在の状

況を示すアイ コ ンの隣に表示されます。 変更されたデータ値のアイ コ ンは水色 ( ターコ イズ ) の鉛筆があ り ます。

新規データ値のアイ コ ンは右上に赤い星印と共に表示されます。 ターゲッ ト  システムから削除されるレジス ト リ

値のアイ コ ンは、 赤い X 印が付いています。 以下のサンプルアイ コ ン と説明を参照し て く ださい。

テーブル 8-80 • QuickPatch プロジ ェ ク ト の [ レジス ト リ ] ビ ューのアイ コ ン

アイ コ ン 説明

このアイ コ ンは、 QuickPatch が適用される と き ターゲッ ト  システムに追加される新規 DWORD 

値を示し ます。

このアイ コ ンは、 QuickPatch が適用される と き ターゲッ ト  システムで更新される変更済みの 

DWORD 値を示し ます。

このアイ コ ンは、 以前のイ ンス ト ールから ターゲッ ト  システム上にある既存 DWORD 値を示し

ます。

このアイ コ ンは、 ターゲッ ト  システム上に存在し、 QuickPatch プロジ ェ ク ト が適用される と き

削除される DWORD 値を示し ます。
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エラーと警告
次の ト ピ ッ クは、 イ ンス ト ール作成作業中に起こ る可能性のあるエラーおよび警告についての情報を提供し ます。

Windows Installer の実行時エラーの詳細については、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの  Windows Installer Error 

Messages  を参照し て く ださい。

ビルド エラーと警告

下記の表は、 ビルド エラーや警告が発生し た際の ト ラ ブルシューテ ィ ングについて説明し ます。

テーブル 8-1 • エラーおよび警告 ト ピ ッ クのリ ス ト

ト ピ ッ ク 説明

ビルド エラーと警告 ビルド処理中に発生する可能性があるエラーと警告を リ ス ト し

ます。

ア ッ プグレー ド エラーと警告 以前のバージ ョ ンの InstallShield で作成されたプロジ ェ ク ト を現

在のバージ ョ ンにア ッ プグレー ド し たと きに発生する可能性が

あるエラーと警告を リ ス ト し ます。

Windows Installer ラ ン タ イム エラー 実行時に発生する可能性がある Windows Installer エラーを リ ス

ト し ます。 このエラーは、 一部の種類の機能をサポー ト するた

めに InstallShield プロジ ェ ク ト に自動的に追加されるビル ト イ ン 

InstallShield カス タム アクシ ョ ンに関連し ています。

Setup.exe ラ ン タ イム エラーと警告 Setup.exe の実行時に発生する可能性があるエラーを リ ス ト し ま

す。

Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エ

ラーと警告

次のどち らかの処理を行ったと きに発生する可能性のあるエ

ラーと警告を リ ス ト し ます :

• Visual Studio セ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト  (.vdproj) を 

InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ise) に変換。

• Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロ

ジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ise) にイ ン

ポー ト 。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告

エラー 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

-32000 ビルドがユーザーによ ってキャ

ンセルされま し た。

このエラーが発生するのは、 ビルド プロセスの途中でビルド

が終了し た場合のみです。
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-7256 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグ フ ァ イル

にデジ タル署名するためには、

.NET Framework 3.5 のイ ンス ト ー

ルが必要です。

プロジ ェ ク ト にソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含めるよ う に構成し

た場合、 ビルド する リ リースに .pfx フ ァ イルを使用し て リ

リースにデジ タル署名を行う と、 InstallShield はビルド時に作

成する タグにデジ タル署名を行います。 ビルド マシンに .NET 

Framework 3.5 がイ ンス ト ールされていない場合、 このビルド

警告が表示されます。

このビルド警告を解決するためには、 ビルド マシンに .NET 

Framework 3.5 を イ ンス ト ールし て く だ さい。

-7255 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグフ ァ イル

のデジ タル署名には、 .pfx フ ァ

イルのみ使用できます。

プロジ ェ ク ト にソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含めるよ う に構成し

た場合、 ビルド する リ リースに .spc フ ァ イルおよび .pvk を使

用し て リ リースにデジ タル署名を行う と、 InstallShield がこの

ビルド警告を生成し ます。

このビルド警告を解決するためには、 .spc フ ァ イルと .pvk 

フ ァ イルを .pfx フ ァ イルに切り替えて く だ さい。 デジ タル署

名付きのタグが不要な場合、 この警告は無視できます。

-7236 [ 一般情報 ] ビ ューの %1  設定の

値が無効であるため、

InstallShield は、 ソ フ ト ウ ェ ア識

別タグを作成できませんで し た。

以下の文字が含まれていないこ

と を確認し て く だ さい :

\ / : * ?" < > |

InstallShield は、 タグフ ァ イル  (TagCreatorID_UniqueID.swidtag) の

名前の一部と し て、 入力済みの " 一意な ID" および " タグ作

成者 ID" 設定の値を使用し ます。 し たがって、 入力する ID 

に、 フ ァ イル名には使えない文字は使用できません。

この問題を解決するためには、 警告メ ッ セージで通知された

設定に有効な値を入力し て く だ さい。

詳細については、 「製品のソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含める」 を

参照し て く だ さい。

-7235 [ 一般情報 ] ビ ューの %1  設定が

空白であるため、 InstallShield 

は、 ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを作

成できませんで し た。

ソ フ ト ウ ェ ア識別タグを作成するには、 [ 一般情報 ] ビ ューに

あるい く つかの設定に値が必要です。 この警告を解決するに

は、 警告メ ッ セージで通知された設定に適切な値を入力する

か、 または " ソ フ ト ウ ェ ア識別タグの使用 " 設定で [ いいえ ] 

を選択し ます。

詳細については、 「製品のソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含める」 を

参照し て く だ さい。
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エラーと警告
-7234 テンプレー ト  フ ァ イル 

Swidtag.xml を開 く こ とができな

かったため、 InstallShield はソ フ

ト ウ ェ ア識別タグを作成できま

せんで し た。

InstallShield はタグ フ ァ イルをビルド する際に、 以下のいずれ

かの場所にイ ンス ト ールされている Swidtag.xml フ ァ イルを使

用し ます :

InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0409

InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\0411

この問題を解決するには、ロ ッ クが解除されている Swidtag.xml 

フ ァ イルが存在する こ と を確認し て く ださい。

詳細については、 「製品のソ フ ト ウ ェ ア識別タグを含める」 を

参照し て く だ さい。

-7222 メ デ ィ アにサポー ト 言語が含ま

れていません。 メ デ ィ アに最低 

1 つのサポー ト 言語を選択し な

く てはな り ません。

このエラーはメ デ ィ アにサポー ト 言語がない場合のみ発生し

ます。

-7211 圧縮済みネ ッ ト ワーク イ メ ージ 

Setup.exe をビルド し ています。

その他のビルド の種類は、

InstallShield の評価モー ド では使

用できません。

InstallShield を評価モー ド で使用し ている ( つま り、 アクテ ィ

ベー ト し ていない ) 場合、 圧縮済み Setup.exe フ ァ イルをビル

ド できますが、 その他のリ リースの種類をビルド する こ とは

できません。 Windows Installer ベースのリ リースを作成する

と、 .msi データベースが常に Setup.exe フ ァ イル内に組み込ま

れます。

評価モー ド で非圧縮リ リースをビルド し よ う とする と、 非圧

縮オプシ ョ ンは無視されて、 InstallShield によ ってビルド警告

が表示されます。

InstallShield のアクテ ィ ベーシ ョ ンを行う と、 評価モー ドの制

限が解除されます。
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-7209 現在の Windows Installer パッ

ケージ名には Unicode 文字が含

まれているため、 圧縮済みネ ッ

ト ワーク イ メ ージ Setup.exe を

ビルド する際にラ ン タ イム エ

ラーが発生する可能性があ り ま

す。

このビルド警告は、 以下の条件が当てはまる場合に発生し ま

す :

• .msi パッ ケージの名前に、 ビルド マシンの ANSI コー ド 

ページでサポー ト されていない Unicode 文字が含まれて

いる。

• リ リースにセ ッ ト ア ッ プ起動ツール (Setup.exe file) が含ま

れている。

この警告は、 Windows Installer パッ ケージが Setup.exe から ター

ゲッ ト  システム上の一時保管場所に抽出された場合に、 エ

ラー 1152 が発生する可能性がある こ と を通知し ます。

この警告を解決するには、 マシンの ANSI コー ド ページでサ

ポー ト されていない Unicode 文字を含まないよ う に .msi パッ

ケージの名前を変更し ます。 そのためには、 [ リ リース ] 

ビ ューにある Express ノ ー ド を ク リ ッ クする と表示される 

"MSI パッ ケージ フ ァ イル名 " 設定を使用し ます。

-7208 このパッ ケージの現在の場所は、

Windows Installer が .cab フ ァ イル

を抽出し よ う と し た と きにラ ン

タ イム エラーの原因と なる 

Unicode 文字を含みます。

この警告は、 以下の条件が当てはまる場合に発生し ます :

• InstallShield がビルド し ている リ リースのパスにビルド マ

シンの ANSI コー ド ページでサポー ト されていない 

Unicode 文字が含まれている。

• 製品のプログラム フ ァ イルが .cab フ ァ イルに圧縮される

よ う に リ リースを構成し ている。

エン ド ユーザーがビルド マシンの ANSI コー ド ページでサ

ポー ト されていない Unicode 文字を含まないパスの場所から

リ リースを起動する場合は、 この警告を無視できます。

エン ド ユーザーがターゲッ ト  システムの ANSI コー ド ページ

でサポー ト されていない Unicode 文字を含むパスから イ ンス

ト ールを起動し よ う とする と、 Windows Installer が .cab フ ァ イ

ルを抽出し よ う と し た と きにラ ン タ イム エラー 1311 が発生

し ます。
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-7185 %1 ト ラ ンスレーシ ョ ン ( 文字列 

ID %2) には、 コー ド ページ %3 で

使用できない文字が含まれてい

ます。

このエラーは、 指定言語に入力された文字列の値に、 その言

語のコー ド ページでは使用できない文字が含まれている と き

発生し ます。 このエラーを解決するには、 適切なコー ド ペー

ジから文字を使用するよ う に、 [ 文字列エデ ィ ター ] ビ ューで

文字列の値を編集し ます。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield の Premier および Professional 

Edition では、 .msi データベースに UTF-8 エン コー ド を使用す

る リ リースをビルド できます。 UTF-8 エン コー ドは、 すべて

の言語の文字を同時にサポー ト するため、 エン ド ユーザーに

表示するテキス ト およびフ ァ イル名と レジス ト リ キーの両方

で、 た と えば日本語と ド イ ツ語、 またはロシア語とポーラ ン

ド語のよ う に自由に言語を組み合わせて使用できます。 組み

合わされた言語は、 ターゲッ ト  システムの現在の言語設定に

関わらず正し く 表示されます。

-7184 %1 列 (%2 テーブル ) に、 コー ド

ページ %3 で使用できない文字が

含まれています : "%4"

このエラーは、 プロジ ェ ク ト の一部に、 1 つまたは複数の

ターゲ ッ ト 言語のコー ド ページで使用できない文字が含まれ

ている と きに発生し ます。

このエラーを解決するには、 適切なコー ド ページからの文字

を使用するよ う に、 エラー メ ッ セージで説明されたデータ を

変更し ます。 た と えば、 エラー メ ッ セージが Shortcut テーブ

ルについて記述し ている場合、 その文字列を [ シ ョ ー ト カ ッ

ト / フ ォルダー ] ビ ューで変更し てみて く だ さい。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield の Premier および Professional 

Edition では、 .msi データベースに UTF-8 エン コー ド を使用す

る リ リースをビルド できます。 UTF-8 エン コー ドは、 すべて

の言語の文字を同時にサポー ト するため、 エン ド ユーザーに

表示するテキス ト およびフ ァ イル名と レジス ト リ キーの両方

で、 た と えば日本語と ド イ ツ語、 またはロシア語とポーラ ン

ド語のよ う に自由に言語を組み合わせて使用できます。 組み

合わされた言語は、 ターゲッ ト  システムの現在の言語設定に

関わらず正し く 表示されます。
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エラーと警告
-7128 setup.exe.manifest の埋め込みエ

ラー。

このエラーは、 Setup.exe ラ ンチャでのアプ リ ケーシ ョ ン マニ

フ ェ ス ト の埋め込みに問題がある と きに発生し ます。 アプ リ

ケーシ ョ ン マニフ ェ ス ト では、 Windows Vista 以降のプ ラ ッ ト

フ ォーム上でイ ンス ト ール ( セ ッ ト ア ッ プ起動ツール、

InstallShield 前提条件および .msi フ ァ イル ) を実行するための

イ ンス ト ールの Setup.exe フ ァ イルによ って必要と される最低

特権レベルを指定し ます。

このエラーは、 InstallShield Support フ ォルダーから テンプレー

ト  マニフ ェ ス ト  フ ァ イルが不足し ている場合にも発生し ま

す。 また、 Setup.exe テンプレー ト が InstallShield 

Redist\Language Independent\i386 フ ォルダーから不足し ている場

合にも発生し ます。

このエラーを解決するには、 InstallShield の修復を実行し て く

だ さい。

-7124 MSBuild を起動できませんで し

た。 .NET Framework %1 が、 シス

テムの '%2' にイ ンス ト ールされ

ている こ と を確認し て く だ さい。

Visual Studio 内から InstallShield 

を実行する と き、 Visual Studio 

2005 以降が必要です。

MSBuild を使って、 InstallShield プロジ ェ ク ト を含む Visual 

Studio ソ リ ューシ ョ ンをビルド するには、 開発マシンに .NET 

Framework 3.5 以降が必要です。 また、 Visual Studio 2005 以降

を使用し な く てはな り ません。

-7113 %1 の言語サポー ト は、 この 

Edition には含まれていません。

このエラーは、 ひとつのプロジ ェ ク ト でデフ ォル ト の数を超

える数の言語を有効化し た場合、 Premier Edition 以外では 2 

言語以上を使ってビルド し た と きに発生し ます。 ( 最初のエ

ラーで停止するよ う設定されていない限り ) ビルドは成功し

ますが、 デフ ォル ト の数を超えるの言語はビルド されません。

制限数以内の最初の 2 つの言語はビルド されます。 %1 はこの

リ リースに含まれていない言語の名前で置換されます。 この

エラーを解決するには、 リ リースのビルド に InstallShield 

Premier Edition を使って く だ さい。

-7084 VBScript カス タム アクシ ョ ン %1 

は有効な VBS フ ァ イルをポイ ン

ト し ていません。

この警告メ ッ セージは、 イ ンス ト ールに VBScript カス タム ア

クシ ョ ンを追加する と き、 カス タム アクシ ョ ンに指定された

フ ァ イルが VBScript ではないと きに表示されます。 このエ

ラーを解決するには、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューで指定

されたカス タム アクシ ョ ンに対し て適切な タ イプのフ ァ イル

を選択し ます。

-7076 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。
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エラーと警告
-7075 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7074 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7073 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7072 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7071 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7069 XML 読み取り オブジ ェ ク ト  

(MSXML3.dll) を作成する こ とが

できませんで し た。 このフ ァ イ

ルがシステムに登録されている

こ と を確認し て く だ さい。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7064 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7063 コ ンポーネン ト  %2 のフ ァ イル 

% １  を Windows Fonts フ ォル

ダーにイ ンス ト ール中ですが、

Font テーブルに対応するレ コー

ドがあ り ません。 Font はター

ゲッ ト  システムに適切に登録さ

れません。

この警告を解決するには、 [ フ ァ イル ] ビ ューを開いて、 メ ッ

セージの中で指摘のあったフ ォ ン ト を削除し、そのあと Fonts 

フ ォルダーにも う一度そのフ ォ ン ト を追加し ます。

InstallShield は Font テーブルに対応するレ コー ド を自動的に

追加し ます。

-7062 ク ラ イアン ト  マシンから COM+ 

に関する設定を リ フ レ ッ シュ中

です。 ク ラ イアン ト  マシンから 

COM+ の設定を リ フ レ ッ シュ中

に、 エラーが発生し ま し た。

このビルド エラーは、 例外エラーが、 [ コ ンポーネン ト  サー

ビス ] ビ ューで選択された COM+ アプ リ ケーシ ョ ンで起きた

と きに発生し ます。 COM+ 設定を リ フ レ ッ シュするオプシ ョ

ンが、 ビルド プロセスの最中に提供されます。 ビルド エラー 

-7062 は、 このオプシ ョ ンを選択し て、 リ フ レ ッ シュ プロセ

スが失敗し た と き発生し ます。 このエラーを解決するには、 [

コ ンポーネン ト  サービス ] ビ ューを開いて COM+ アプ リ ケー

シ ョ ンを選択し、 イ ンス ト ール タ ブでビルド時にク ラ イアン

ト  マシンから COM+ 設定を リ フ レ ッ シュするチ ェ ッ ク ボ ッ

クスを ク リ ア し ます。
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-7061 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7060 ラ イセンス要件に従い、

InstallShield では MSI 3.0 Beta か

ら MSI 3.0 エンジン再配布可能

フ ァ イルを提供する必要があ り

ます。instmsi.exe を MSI 3.0 Beta 

フ ォルダーから \redist\Language 

Independent\i386\MSI3.0\instmsiw

.exe へコ ピーし て く だ さい。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7059 " 最新のパッ チ バージ ョ ン " プ

ロパテ ィ をア ッ プデー ト する こ

とができません。 従って、 この

プロジ ェ ク ト からの将来のパッ

チ ビルドは適切に配列されない

可能性があ り ます。 プロジ ェ ク

ト が読み取り専用になっていな

いこ と を必ず確認し て く だ さい。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7058 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7057 この配布に FlexNet Connect が有

効になっていますが、 ア ッ プ

デー ト を確認するための URL が

指定されていません。 これは 

’CD-ROM’ 配布構成に必要です。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7053 " イ ン ターネ ッ ト " 配布構成が

有効になっていますが、 " イ ン

ス ト ール先 " フ ィ ールドが作成

されていません。 配布を実行し

た と きにエラーが発生し ます。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7052 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7051 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7050 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )
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-7049 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7048 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7045 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7044 メ イ ン アプ リ ケーシ ョ ン マニ

フ ェ ス ト を リ リース固有の場所

へコ ピー中にエラーが発生し ま

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7042 プ ラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン ア

センブ リのソースの場所を決定

中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7041 デフ ォル ト のデプロ イ メ ン ト  マ

ニフ ェ ス ト を初期化し ています。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7040 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7038 リ リースの場所にベースのデプ

ロ イ メ ン ト  フ ォルダーを作成中

にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7037 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7036 プ ラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン ア

センブ リのロー ド 中にエラーが

発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7035 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7030 ビルドが必要な リ リースをロー

ド中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7029 ビルド エンジンが ‘CE-ROM’ リ

リース タ イプ用の設定をロー ド

する こ とができません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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-7028 ビルド エンジンが ‘ フ ァ イル共

有 ’ リ リース タ イプ用の設定を

ロー ド する こ とができません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7027 ビルド エンジンが ‘ イ ン ター

ネ ッ ト ’ リ リース タ イプ用の設

定をロー ド する こ とができませ

ん。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7026 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7025 COM+ コ ンポーネン ト  サーバー 

フ ァ イル '%1' が、 システムで見

つかり ません。 コ ンポーネン ト  

'%2' はターゲッ ト  システムにイ

ンス ト ールされません。 COM+ 

アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ー

ルされた後に、 コ ンポーネン ト

を手動でイ ンス ト ールする必要

があり ます。

%1 は、 不足し ている COM+ DLL を参照し、 %2 は ProgID を参

照し ます。 この警告を解決するためには、 システムの適切な

場所に DLL を追加するか、 プロジ ェ ク ト から COM+ コ ンポー

ネン ト を削除し ます。

-7024 J# をビルド に含むには、 .NET 

1.1 も含める必要があり ます。

J# には、 .NET Framework 再頒布可能パッ ケージ バージ ョ ン 

1.1 が必要ですが、 イ ンス ト ールに含まれていません。 エン ド

ユーザーのシステム上に .NET Framework 1.1 がある こ とが確

実に分かっている場合は、 この警告メ ッ セージを無視し て く

だ さい。 .NET Framework 1.1 を持っていない可能性がある場

合、 それを イ ンス ト ールに追加し ます。 .NET Framework がエ

ン ド ユーザーのシステム上にない場合、 J# を イ ンス ト ールの

一部と し てイ ンス ト ールする際、 問題が起きる可能性があ り

ます。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )
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-7023 内部ビルド エラー。 このエラーは、 マージ モジュールが適切に構成されていな

い、 または破損し ている と きに発生し ます。 プロジ ェ ク ト に

マージ モジュールが複数存在する と きに、 どち らがエラーの

原因になっているか分からない場合、 まず最初にその問題に

なっているマージ モジュールを特定する必要があり ます。 方

法と し て、 まず、 プロジ ェ ク ト からマージ モジュールのどち

らか 1 つを削除し、 リ リースをビルド し てみます。 エラーが

続けて起こ るよ う であれば、 その問題になっているマージ モ

ジュールを特定し たこ とにな り ます。 そ う でない場合、 別の

マージ モジュールを削除し て、 またビルド し ます。 エラーの

原因になっているマージ モジュールの特定ができた時点で、

再イ ンス ト ールし てみます。 エラーがそれでも解決されない

よ う であれば、 作成者に問い合わせて最新のバージ ョ ンを取

得し て く だ さい。

-7012 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-7011 %1 が GlobalAssemblyCache へイ

ンス ト ールされるためにはス ト

ロング ネームが必要です。

ス ト ロング ネームが使われている場合のみ、 Global Assembly 

Cache にアセンブ リ を イ ンス ト ールする こ とができます。 ス

ト ロング ネームには、 アセンブ リの簡易テキス ト 名、 バー

ジ ョ ン番号、 カルチャ情報 （利用可能な場合）、 パブ リ ッ ク 

キーおよびデジ タル署名が使われます。 Global Assembly 

Cache でス ト ロング ネームのアセンブ リ を使って、 複数の異

なるバージ ョ ンの .dll フ ァ イルを同名で持つアセンブ リ を複

数バージ ョ ン持つこ とができます。 Global Assembly Cache に

保存されているアセンブ リはコ ンピ ューター上で異なるアプ

リ ケーシ ョ ン間で共有する こ とができます。 このエラー メ ッ

セージを解決する と き、 ２  つのオプシ ョ ンがあり ます。

• アセンブ リ を他のアプ リ ケーシ ョ ン と共有する こ とが明

示的に要求されていない場合、 アセンブ リのターゲッ ト  

イ ンス ト ール先を Global Assembly Cache 以外の場所に変

えます。 COM interop がアセンブ リ にアクセスできるよ う

にするためには、 アセンブ リ を Global Assembly Cache に

イ ンス ト ールする必要はあ り ませんので注意し て く ださ

い。

• Global Assembly Cache にイ ンス ト ールするためにス ト ロ

ング ネームが使われているアセンブ リ を選択し ます。 ア

センブ リは、 １  度作成される と、 ス ト ロング ネームで署

名できませんので注意し て く だ さい。 アセンブ リは、 作

成時のみス ト ロング ネームで署名できます。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )
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-6654 フ ァ イル %1 はコ ンポーネン ト  

%2 のキーフ ァ イルではあ り ませ

ん。 製品と と もにイ ンス ト ール

される標準 DLL の機能を呼び出

すと きに、 そのアクシ ョ ンが遅

延実行と し てスケジュールされ

る場合、 呼び出される DLL はコ

ンポーネン ト のキーフ ァ イルで

なければな り ません。

このエラーは、 以下のいずれかが True のと き発生し ます。

• フ ァ イルが PE と し て認識されなかったため、

InstallShield は このフ ァ イルを コ ンポーネン ト のキーフ ァ

イルと し て設定し ませんで し た。

• フ ァ イルがダイナ ミ ッ ク ( 動的 ) に リ ン ク されているた

め、 InstallShield は このフ ァ イルを コ ンポーネン ト のキー

フ ァ イルと し て設定し ませんで し た。 動的に リ ン ク され

たフ ァ イル を コ ンポーネン ト のキーフ ァ イルに設定する

こ とはできません。

このビルド エラーを解決するには、 次のいずれか 1 つを実行

し ます。

• [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスの [ フ ァ イル拡張子 ] 

タ ブで必ず DLL が PE フ ァ イルと し て リ ス ト されている

こ と を確認し て く だ さい。

• 動的に リ ン ク されたフ ォルダーからのフ ァ イルを除外し

て、 そのフ ァ イルをダイナ ミ ッ ク リ ン ク を張らずにプロ

ジ ェ ク ト に追加し ます。 

-6653 イ ンス ト ールの機能 %1 には、

1600 以上のコ ンポーネン ト が含

まれています。 1 機能につき、

含める こ とのできる最大コ ン

ポーネン ト 数は 1600 です。

このエラーを解決するには、 エラー メ ッ セージで示された機

能をサブ機能に分けて、 機能のフ ァ イルを これらのサブ機能

に再割り当て し ます。

-6651 ビルド し ているセ ッ ト ア ッ プに 

32,767 を超える フ ァ イルがあり

ます。 セ ッ ト ア ッ プ パッ ケージ

を適当な MSI スキーマに自動的

に切り替えます。

この警告は、 イ ンス ト ール パッ ケージに含まれる フ ァ イルが 

32,767 フ ァ イルを超える場合に表示されます。 InstallShield は

自動的に大きなパッ ケージ スキーマを適用し ます。

注意 • パッ ケージで大きなパッ ケージ スキーマを使う場合、

パッ チに問題があ り ます。 パッ チをビルド する場合、 エラー

「プ ラ イマ リ ト ラ ンスフ ォームを生成できません。」 が ト リ

ガーされます。 

-6647 フ ァ イルを '%1' から '%2' へ移動

できません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )
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-6646 マージ モジュール '%2' の '%1' プ

ロパテ ィ が NULL に設定されて

います。 このプロパテ ィ は NULL

を受け付けません。 プロパテ ィ

を NULL にする こ とはできませ

ん。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6645 %1 はロー ド に失敗し ま し た。 エ

ラー : %2 エラーの説明 : %3

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6641 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6640 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6639 マージ モジュール '%1' は次の

マージ モジュールのどれか 1 つ

をセ ッ ト ア ッ プへ含むこ と を必

要と し ます : %2

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6638 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6637 "C:\RegTest\SingleSlashl"=dword:

2 のイ ンポー ト 中、 コ ンポーネン

ト  NewComponent1 の無効レジス

ト リ データ ( イ タ リ ッ ク体の情

報が無効データ を示し ます )。

こ こに示し た無効データは円記号を 2 つではな く  1 つしか使

わなかった例です。 別の例では dword ではな く  DWORD を入

力し ています。
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-6636 キーフ ァ イル %1 および %2 が 

File テーブルで見つかり ま し た。

大文字小文字に関わらず、 キー

が同一名の場合、 フ ァ イルが

ターゲッ ト  システムにイ ンス

ト ールされた と き予期し ない結

果が招 く こ とがあ り ます。 これ

は、 キャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに圧

縮されたフ ァ イルがフ ァ イル

キーを使って名前が付けられる

ためです。 この問題を解決する

ためには、 圧縮セ ッ ト ア ッ プま

たはマージ モジュールをビルド

する場合、 フ ァ イルキーの 1 つ

をキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルで一意

になるよ う に変更し ます。 [ ダイ

レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューで

フ ァ イル キー名を変更する こ と

ができます。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6635 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6634 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6633 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6632 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6624 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6623 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6622 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6620 キー同期用の参照パッ ケージ 

'%1' を開 く こ とができませんで

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。
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-6619 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6618 動的に作成されたコ ンポーネン

ト へのキーパスの設定中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6617 フ ァ イル '%1' を同期マ ッ プへ追

加中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6616 コ ンポーネン ト  '%1' へのキーパ

スの設定中にエラーが発生し ま

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6615 フ ァ イル '%1' の File.FileName を

ア ッ プデー ト する こ とができま

せんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6613 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6612 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6611 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6558 InstallExecuteSequence テーブル

のカス タム アクシ ョ ン %1 はイ

ンス ト ールされたフ ァ イルから

実行されます。 カス タム アク

シ ョ ンを問題な く 実行するには、

ソース フ ァ イルがローカルにイ

ンス ト ールされたこ と を確認す

る条件が必要な場合があ り ます。

イ ンス ト ールされたフ ァ イルから実行される カス タム アク

シ ョ ンを問題な く に実行するには、 条件ステー ト メ ン ト を

使って確実にフ ァ イルをローカルにイ ンス ト ールし な く ては

な り ません。 

• カス タム アクシ ョ ンが RemoveFiles の前にシーケンス さ

れている場合  機能がローカルにイ ンス ト ールされている

場合のみアクシ ョ ンを実行し ます。

• カス タム アクシ ョ ンが RemoveFiles と InstalLFiles の間に

シーケンス されている場合  機能がローカルにイ ンス ト ー

ルされている場合のみアクシ ョ ンを実行し ます。 アン イ

ンス ト ールではアクシ ョ ンを実行し ません。

• カス タム アクシ ョ ンが InstallFiles の後にシーケンス され

ている場合  機能がローカルにイ ンス ト ールされる場合の

みアクシ ョ ンを実行し ます。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )
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エラーと警告
-6557 <InstallShield>\Support\NetCF.ini 

フ ァ イルから指定されたプ ラ ッ

ト フ ォーム / プロセ ッサの .NET 

Compact Framework が見つかり

ませんで し た。

.NET Compact Framework が正しい場所にあるか確認し て く だ

さい。

-6556 セ ッ ト ア ッ プへ .NET Compact 

Framework .cab フ ァ イルを含む

際にエラーが発生し ま し た。

このエラーは次の理由で発生し た可能性があ り ます : 

• InstallShield Program Files フルダー \Support\.NetCR.ini file 

フ ァ イルで指定された場所に .NET Compact Framework 

フ ァ イルが見つかり ませんで し た。 

• CEDefault.ico フ ァ イルが InstallShield プログラム フ ァ イル 

フ ォルダー \Program\04xx フ ォルダーにあ り ません。 

• ISCEInstall テーブルへの書き込みエラー。 

-6555 <InstallShield>\Support\CFAppMgr

.ini フ ァ イルを一時保管場所にコ

ピーする こ とができません。

CFAppMgr.ini フ ァ イルが InstallShield Program Files フ ォルダー

\Support フ ォルダーにある こ と を確認し て く だ さい。 この

フ ァ イルがない場合、 InstallShield セ ッ ト ア ッ プを修復モー ド

で起動し て く だ さい。 一時フ ァ イルをすべて削除し てシステ

ム上の空きスペースを増やし て く だ さい。

-6553 プロセ ッサの .NET Compact 

Framework .cab フ ァ イルが見つ

かり ませんで し た。

InstallShield Program Files フ ォルダー \Support\NetCF.ini フ ァ イル

を開き、 このプロセ ッサの .NET CF 選択を構成し て問題を解

決し て く だ さい。

-6551 NewComponent1 コ ンポーネン ト

のレジス ト リ レ コー ド である 

Registry1 の名前列と値列が空で

す。 Windows Installer では、 空の

文字列にデフ ォル ト 値の 

HKEY_LOCAL_MACHINE\New Key 

#1 が設定されます。 " デフ ォル

ト " 値を " 設定し ない " に設定

する場合、 [ レジス ト リ ] ビ ュー

で " 存在し ない場合はイ ンス

ト ールする、 存在する場合はア

ン イ ンス ト ールする " をその

キーに設定し ます。 キーがター

ゲッ ト マシン上に既に存在する

場合は、 ( デフ ォル ト ) 値は変更

されません。

この警告は、 プロジ ェ ク ト に追加されて、 デフ ォル ト のキー

が手動で設定されなかったすべてのレジス ト リ で表示されま

す。 " デフ ォル ト " 値を " 設定し ない " に設定するには、 [ レ

ジス ト リ ] ビ ューで " 存在し ない場合はイ ンス ト ールする、

存在する場合はアン イ ンス ト ールする " をそのキーに設定す

る必要があ り ます。 

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
630 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 8 章 : 

エラーと警告
-6550 %1 はグローバル アセンブ リ 

キャ ッ シュにイ ンス ト ールでき

る有効な  .NET アセンブ リ では

あり ません (%1 には完全パスを

差し替える )。

有効なフ ァ イルのみグローバル アセンブ リ キャ ッ シュにイ ン

ス ト ールされます。 イ ンス ト ール用に選択し たフ ァ イルが有

効なアセンブ リ である こ と を確認し て く ださい。

-6530 ア ッ プグレー ド 項目 [2] のセ ッ

ト ア ッ プ [1] 処理エラー。 これ

は有効なセ ッ ト ア ッ プではあ り

ません。

このエラーは [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューにア ッ プグレー ド エ

ン ト リが存在し、 指定された以前のイ ンス ト ールが指定の場

所に存在し ない場合に発生し ます。 これは、 以前のイ ンス

ト ールが [ ア ッ プグレー ド ] ビ ューで されたために移動され

たか、 または以前のイ ンス ト ールを含むフ ォルダーが権限に

関する問題でアクセスできないために起きます。 また、 これ

エラーは、 参照された以前のイ ンス ト ール (Setup.exe または 

.msi) が有効な Windows Installer ベースのイ ンス ト ールではな

い場合も起きます。

-6525 InstallExecuteSequence テーブル

のカス タム アクシ ョ ン %1 はイ

ンス ト ールされたフ ァ イルから

実行されます。 %2 アクシ ョ ンの

後にシーケンス し なければな り

ません。 カス タム アクシ ョ ンが

適切にシーケンス され、 ベース 

アクシ ョ ンがシーケンスに存在

する こ と を確認し て く だ さい。

このエラーは、 セ ッ ト ア ッ プの最中にイ ンス ト ールされた

フ ァ イルから実行する カス タム アクシ ョ ンをオーサリ ングし

た と きに発生し ます。 カス タム アクシ ョ ンはイ ンス ト ールの 

After Setup Complete Success ダイアログの部分で起動し ます。

さ もなければ、 Windows Installer がカス タム アクシ ョ ンを実

行し た と きにフ ァ イルがターゲッ ト  システムに存在し ませ

ん。

-6499 シャ ローフ ォルダー構造設定は

複数デ ィ スク リ リースでは利用

し ないで下さい。

シャ ローフ ォルダー構造設定は [ リ リース ] ビ ューの [ リ リー

ス ] プロパテ ィ グリ ッ ドから設定する こ とができます。 エ

ラー -6499 が発生し た場合、 シャ ローフ ォルダー構造オプ

シ ョ ンを [ いいえ ] に変更し て標準ビルド フ ォルダー構造を

作成するよ う にし ます。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド ISE-2100-UG00 631



第 8 章 : 
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-6479 内部ビルド エラー。 プロジ ェ ク ト 内の破損し たマージ モジュールがエラーの原因

と なっています。 InstallShield と共に出荷されたサー ドパー

テ ィ  マージ モジュール以外、 または Microsoft Visual Studio 

.NET 2003 のベータ版と共に出荷されたマージ モジュールで

エラー メ ッ セージが報告されています。

このエラーを解決するため問題の原因と なっているマージ モ

ジュールを判断し、 それをプロジ ェ ク ト から削除し ます。

マージ モジュールを見つけるには、 [ 再配布可能フ ァ イル ] 

ビ ューでプロジ ェ ク ト からすべてのマージ モジュールを削除

し ます。 そ し てプロジ ェ ク ト へ 1 つずつマージ モジュールを

追加し、 エラー -6479 が発生するまで リ リースをビルド し ま

す。 これがエラーの原因と なっているマージ モジュールで

す。

エラーの原因と なっているマージ モジュールを判断し たら、

そのモジュールのベンダーへ詳細を問い合わせて く ださい。

マージ モジュールが Microsoft 固有モジュールの場合、 Visual 

Studio の最新サービスパッ ク をダウンロー ド し てそのア ッ プ

デー ト を取得し ます。 マージ モジュールが Visual Studio .NET 

固有モジュールの場合、 Visual Studio .NET の最新サービス

パッ クから取得し たものである こ と を確認し ます。

-6478 FON フ ァ イルはフ ォ ン ト タ イ ト

ルを持たな く てはな り ません。

%2 機能の %1 フ ォ ン ト

フ ァ イルの [ フ ォ ン ト タ イ ト ル ] プロパテ ィ を設定し ます。

これを行な う には、 [ フ ァ イル ] ビ ューでフ ァ イルを右ク リ ッ

ク し てプロパテ ィ を選択し、 [ フ ォ ン ト  タ イ ト ル ] フ ィ ール

ド にタ イ ト ルを入力し ます。 フ ォ ン ト タ イ ト ルがない場合は、

イ ンス ト ール時に実行エラーが発生し ます。

-6274 Setup.exe が次の Disk1 の場所に

見つかり ませんで し た : %1。 に

見つかり ません。 ビルド テーブ

ルのみを実行し ている場合は、

リ リースの前の完全ビルド が完

了し ているか確認し て く だ さい。

このエラーは、 セ ッ ト ア ッ プが Setup.exe からス タ ンプを取得

し よ う と し たにもかかわらず、 Setup.exe が Disk1 フ ォルダー

に存在し なかった場合に発生し ます。 これは完全ビルド を途

中でキャ ンセルし てから [ ビルド テーブルのみ ] オプシ ョ ン

を実行し た場合に発生し ます。

-6271 フ ァ イル %1 が見つかり ません。

このフ ァ イルの MsiFileHash テー

ブルをビルド中にエラーが発生

し ま し た。 指定し た場所にフ ァ

イルが存在する こ と を確認し ま

す。

指定し た場所に識別されたフ ァ イルが存在する こ と を確認し

ます。

フ ァ イルに定義済みフ ォルダー VSSolutionFolder が含まれる

場合は、 「Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンで VSSolutionFolder パ

ス 変数を使用する」 を参照し て く だ さい。
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-6270 アイ コ ンテーブルのレ コー ド %1 

が %2 文字制限を超えています。

そのためビルド でデータベース

を維持できません。

レ コー ドが制限文字数内である こ と を確認し て く ださい。

-6269 デ ィ レ ク ト リ %1 を %2 へコ ピー

中にエラーが発生し ま し た。

ソース デ ィ レ ク ト リのパスが正

しいこ と を確認し て く だ さい。

ソース デ ィ レ ク ト リのパスを確認し て く だ さい。

-6268 内部ビルド エラー このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6267 cab フ ァ イル %1 を %2 の場所に

抽出中にエラーが発生し ま し た。

この場所が正確か確認し て く だ さい。

-6266 %1 の CAB 抽出エンジンを作成

および初期化中にエラーが発生

し ま し た

このエラーは、 1 つ以上のフ ァ イルが登録されていない場合

に発生する こ とがあ り ます。 すべてのフ ァ イルが登録されて

いる こ と を確認し て く だ さい。

-6265 機能 '%1' をビルド中にエラーが

発生し ま し た。 この機能はプロ

ジ ェ ク ト の別の機能と同じ名前

で、 大文字小文字が違います。

標準プロジ ェ ク ト では機能名を

重複できません。 機能の 1 つの

名前を変更し てこのエラーを修

正し て く だ さい。

機能の 1 つを削除するか名前を変更し て く ださい。

-6264 %1 テーブルのレ コー ドは文字列 

ID %2 を列 %3 に使用し ています

が、 この文字列は空白で、 列は

ヌル不可能です。

列で使用する文字列を指定し て く だ さい。

-6260 内部ビルド エラー このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6259 内部ビルド エラー このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。
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-6258 フ ァ イル 「%1」 からデジ タル署

名情報を抽出中にエラーが発生

し ま し た。 IDE に提供されたデ

ジ タル署名情報が正しいか確認

し て く だ さい。

デジ タル署名情報が正しいこ と を確認し て く ださい。 [ リ リー

ス ] ビ ューの [ 署名 ] タ ブで、 デジ タル署名情報にアクセスす

る こ とができます。

-6257 PRODUCT_NAME がプロジ ェ ク ト

で定義されている こ と をビルド 

エンジンが検出し ま し た。 実行

時にイ ンス ト ールは IDE で定義

された製品名値ではな く 、 この

値が製品名と し て表示し ます。

この警告メ ッ セージは、 ID PRODUCT_NAME が文字列テーブ

ルで定義されている と きに発生し ます。 この文字列テーブル 

ID は [ 一般情報 ] ビ ューで設定し た製品名値よ り も優先され

ます。 このエラーの解決法については、 ナレ ッ ジベース 記事 

Q109136、 「ERRDOC: Build Error -6257」 を参照し て く だ さい。

-6255 内部ビルド エラー このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6254 フ ァ イル %1 の MsiFileHash テー

ブルをビルド中にエラーが発生

し ま し た

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6253 内部ビルド エラー このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6252 内部ビルド エラー このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6251 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6250 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6248 機能 %2 の 依存関係 %1 が見つか

り ませんで し た

このフ ァ イルは機能のキーフ ァ イルに必要です。 このフ ァ イ

ルが機能のキーフ ァ イルと同じデ ィ レ ク ト リのビルド システ

ムにある こ と を確認し て く だ さい。 

依存関係が必要ない場合は、 機能の .NET 依存関係スキャ ンを

オフにする こ とができます。 依存関係スキャ ンをオフにする

には、 機能の " ビルド時に .NET をスキャ ン " プロパテ ィ を [

な し ] か [ プロパテ ィ のみ ] に設定し ます。
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-6247 .NET Framework 再配布可能フ ァ

イル %1 がシステムに見つかり ま

せん。 %2

http://www.installshield.com/products/dotnet.asp から 

InstallShield .NET ア ッ プデー ト をダウンロー ド し て く だ さい。

Visual Studio リ リースの候補がある場合は、 dotnetfx.exe を 

Windows Component Update CD の dotnetframework デ ィ レ ク ト

リ から InstallShield Program Files フ ォルダー \Redist\0409\i386 に

コ ピーできます。

-6245 プロジ ェ ク ト に含まれる 1 つ以

上の機能に、 .NET Framework を

必要とする .NET プロパテ ィ が含

まれています。 リ リースに .NET 

Framework を含める こ と をお勧

めし ます。

最初に [ リ リース ] ビ ューで メ デ ィ アの種類を選択し て .NET 

Framework をプロジ ェ ク ト に追加し ます。 メ デ ィ ア タ イプを

選択し た と き、 ビルド プロパテ ィ が表示されます。 ".NET 

Framework の場所 " プロパテ ィ で適切なオプシ ョ ンを選択し

て く だ さい。

• ソース メ デ ィ アから コ ピーする — このオプシ ョ ンを選択

する と、 .NET Framework のラ ン タ イムがソース メ デ ィ ア

のルー ト に残されます。 このオプシ ョ ンは、 すべての

フ ァ イルを Setup.exe に圧縮し ている Web メ デ ィ ア タ イ

プまたはネ ッ ト ワーク イ メ ージ メ デ ィ ア タ イプでは使

用できません。 

• Setup.exe から抽出 — このオプシ ョ ンを選択する と、 .NET 

Framework ラ ン タ イムが Setup.exe に圧縮され、 実行時に

抽出されます。 

• Web からダウンロー ド — このオプシ ョ ンを選択する と、 (

必要に応じ て ) 指定の URL から .NET Framework ラ ン タ イ

ム がダウンロー ド されます。 このオプシ ョ ンを選択し た

場合、 .NET Framework URL プロパテ ィ を適切な Web の場

所に設定する必要があ り ます。 

".NET Framework バージ ョ ン " プロパテ ィ では、 イ ンス ト ール

と共に配布する .NET バージ ョ ンを選択し ます。

-6244 プロジ ェ ク ト に含まれる 1 つ以

上の機能に、 .NET Framework を

必要とする .NET プロパテ ィ が含

まれています。 ただ し .NET 

Framework を検出する こ とがで

きません。 %2

http://www.installshield.com/products/dotnet.asp から 

InstallShield .NET ア ッ プデー ト をダウンロー ド し て く だ さい。

Visual Studio リ リースの候補がある場合は、 dotnetfx.exe を 

Windows Component Update CD の dotnetframework デ ィ レ ク ト

リ から InstallShield Program Files フ ォルダー \Redist\0409\i386 に

コ ピーできます。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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-6243 InstallUtilLib.dll がシステムに見つ

かり ません。

このフ ァ イルはイ ンス ト ーラーカス タム アクシ ョ ンに必要で

す。 セ ッ ト ア ッ プを実行し直し て、 Microsoft .NET Framework 

再配布可能フ ァ イルを イ ンス ト ールし直す必要があ り ます。

このフ ァ イルは http://www.installshield.com/products/

dotnet.asp からダウンロー ド するか、 (Visual Studio リ リースの

候補があれば )、 Windows Feature Update CD の 

dotnetframework デ ィ レ ク ト リから dotnetfx.exe を InstallShield 

Program Files フ ォルダー \Redist\0409\i386 にコ ピーする こ とが

できます。

-6242 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6241 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6240 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6239 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6238 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6237 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6236 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6235 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6234 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6233 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6232 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )
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-6231 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6230 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6229 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6228 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6227 機能 %1 の .NET スキャ ンが失敗

し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6226 Visual Studio .NET ソ リ ューシ ョ

ンを開いています。

ソ リ ューシ ョ ンが指定の場所に存在するか確認し て く ださい。

さ らに、 Visual Studio がビルド マシンにイ ンス ト ールされて

いる こ と を確認し て く だ さい。

-6225 Visual Studio .NET プロジ ェ ク ト

出力 "%1" を解決し ています

プロジ ェ ク ト がソ リ ューシ ョ ンに存在するか確認し て く ださ

い。 さ らに、 そのプロジ ェ ク ト に指定された出力があるか確

認し て く だ さい。

-6224 機能 %2 のマージ モジュール %1 

を処理し ています

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6223 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6222 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6221 機能 %2 から Visual Studio .NET 

プロジ ェ ク ト 出力 "%1" を解決で

きませんで し た

プロジ ェ ク ト がソ リ ューシ ョ ンに存在するか確認し て く ださ

い。 さ らに、 そのプロジ ェ ク ト に指定された出力があるか確

認し て く だ さい。

-6219 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6218 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6217 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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-6216 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6215 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6214 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6213 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6212 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6211 機能 %1 のイ ンス ト ール先は 

GlobalAssemblyCache ですが、

キーフ ァ イルは .NET アセンブ リ

ではあ り ません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6208 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6207 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル %s をビ

ルド中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6205 機能 '%1' をビルド中にエラーが

発生し ま し た。 機能のイ ンス

ト ール先デ ィ レ ク ト リ %2 が 

directory テーブルにあり ません。

機能のイ ンス ト ール先を有効な

場所に変更し て く だ さい。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6204 機能 %2 に %1 を イ ンポー ト 中に

エラーが発生し ま し た。 指定の

場所にフ ァ イルが存在する こ と

と、 フ ァ イルが有効な REG フ ァ

イルであるかど う かを確認し て

く だ さい。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6203 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )
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-6202 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6201 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6200 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6199 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6197 %1 を %2 へス ト リーム中に、 エ

ラーが発生し ま し た。 .msi パッ

ケージが、 現在別のプロセスで

使用されていないこ と を確認し

て く だ さい。

.msi パッ ケージが現在別のプロセスで使用されていないこ と

を確認し て く だ さい。

-6196 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6195 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6194 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6193 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6192 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6191 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6190 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6189 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6188 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )
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-6187 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6186 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6185 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6184 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6183 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6182 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6181 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6180 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6179 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6178 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6177 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6176 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6175 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6174 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6173 フ ァ イル %1 の名前を %2 に変更

中にエラーが発生し ま し た。

interm フ ォルダーを含む製品構成のド ラ イブに十分な空き容

量があるか確認し て く だ さい ( た と えば、 \MySetups\Your 

Project Name-27\Product Configuration 1\Interm)。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
640 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 8 章 : 

エラーと警告
-6172 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6171 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6170 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6169 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6168 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6167 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6166 概要情報ス ト リームの Word 

Count Summary プロパテ ィ を更

新中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6165 テーブル %1 をエクスポー ト 中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6164 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6163 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6162 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6161 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6160 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6158 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6156 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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-6155 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6154 ビルドがユーザーによ ってキャ

ンセルされま し た。

このエラーが発生するのは、 ビルド プロセスの途中でビルド

が終了し た場合のみです。

-6153 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6152 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6151 ターゲッ ト データベースを保存

できませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6150 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6149 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6148 指定されたテーブルにレ コー ド

を挿入できませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6147 テーブルの指定ターゲッ ト

フ ィ ールド を、 更新できません

で し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6146 指定されたテーブルで、 新規レ

コー ド を作成できませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6145 テーブルの指定列から値を取り

出せませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6144 テーブル %1 のデータベース

ビ ューを開 く こ とができません

で し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6143 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6142 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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-6141 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6140 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6139 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6137 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6136 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6135 指定された機能が、 セ ッ ト ア ッ

プの種類と関連付けられていま

せんで し た。

指定された機能を、 セ ッ ト ア ッ プの種類と関連付けて く ださ

い。

-6134 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6133 現在の製品構成で指定されたプ

ロパテ ィ を更新中にエラーが発

生し ま し た。

製品構成の指定プロパテ ィ を調べて、 それが有効であるか確

認し て く だ さい。

-6131 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6130 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6129 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6128 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6127 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6126 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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-6125 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6124 未定義の例外。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6123 未定義の例外。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6122 ビルド する機能が 1 つもあ り ま

せんで し た。

ビルド には、 少な く と も 1 つの機能を含める必要があ り ます。

-6121 ビルド し たマージ モジュールを

モジュールフ ォルダーにコ ピー

する際に、 エラーが発生し ま し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6120 リ ソース リ ン カが、 指定された 

DLL のビルド に失敗し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6118 リ ソース コ ンパイ ラが、 DLL の

リ ン クに必要な指定 RES フ ァ イ

ルのビルド に失敗し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6116 次のプロジ ェ ク ト からの rc フ ァ

イルのエクスポー ト に失敗し ま

し た : %1。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6115 ISScript.msi から IDriver.exe の

バージ ョ ンを取り出せませんで

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6114 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6113 増分ビルド中に、 エラーが発生

し ま し た。

[ テーブルのみをビルド する ] および [ テーブルをビルド し て

フ ァ イルを更新する ] を選択する前に、 前のメ デ ィ アがビル

ド されたか確認し、 また前のメ デ ィ アが削除されていないこ

と を確認し て く だ さい。

-6112 Setup.exe にス ト リームし ている

フ ァ イルの削除でエラーが発生

し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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-6111 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6110 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6109 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6108 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6107 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6106 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6105 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6104 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6103 フ ァ イル %1 が見つかり ませんで

し た。

指定し た位置にフ ァ イルが存在する こ と確認し て く ださい。

フ ァ イルに定義済みフ ォルダー VSSolutionFolder が含まれる

場合は、 「Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンにリ フ ァ レンスを追加

する」 を参照し て く だ さい。

-6102 "%1" に一致するダイナ ミ ッ ク

フ ァ イルを検索中にエラーが発

生し ま し た。

指定し たダイナ ミ ッ ク フ ァ イルのフ ラグが有効である こ と を

確認し て く だ さい。

-6101 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6100 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6099 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6098 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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-6097 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6096 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6095 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6094 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6093 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6092 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6091 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6090 コ ン ト ロール '%2' に指定された

スク ロール可能テキス ト  フ ァ イ

ル '%1' が存在し ません。

このビルド エラーは [ 使用許諾契約 ] ダイアログ ボ ッ クス用

に (1) が指定されたスク ロール可能テキス ト  コ ン ト ロール、

または [Readme] ダイアログ ボ ッ クス と (2) が無効な .rtf  フ ァ

イルをポイ ン ト し てる こ とが原因と なっています。

このエラー メ ッ セージを解決するには、 [ ダイアログ ] 

ビ ューを開き、 [ ダイアログ ] ノ ー ド を展開し てから [ 使用許

諾契約 ] ノ ー ド を選択し ます。 " ラ イセンス フ ァ イル " プロ

パテ ィ を \Redist\0409\Eula.rtf に設定し ます。 Readme ノ ー ド

を選択し ます。 "Readme フ ァ イル " プロパテ ィ を 

\Redist\0409\Readme.rtf に設定し ます。

別の方法と し て、 [ ラ イセンスフ ァ イル ] プロパテ ィ または 

[Readme フ ァ イル ] プロパテ ィ を適切なパスを使って独自の

フ ァ イルに設定する こ と もできます。 ビルダーがこのプロパ

テ ィ に指定されているパスでフ ァ イルを見つける こ とができ

る限り、 エラーは発生し ないはずです。

-6088 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6087 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )

エラー 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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-6086 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6085 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6084 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6083 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6082 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6081 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6080 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6079 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6078 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6077 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6076 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6075 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6074 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6073 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6072 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )
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-6071 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6070 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6069 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6068 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6067 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6066 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6065 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6064 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6063 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6062 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6061 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6060 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6059 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6058 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6057 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。
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-6056 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6055 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6054 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6053 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6052 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6051 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6050 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6049 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6048 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6047 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6046 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6045 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6044 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6043 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6042 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )
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-6041 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6040 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6039 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6038 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6037 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6036 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6035 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6034 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6033 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6032 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6031 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6030 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6029 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6028 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6027 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )
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-6026 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6025 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6024 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6023 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6022 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6021 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6020 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6019 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6018 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6017 ビルドは COM 情報を抽出できま

せんで し た。 管理者と し て実行

し ている こ と を確認し て く だ さ

い。

InstallShield で COM 情報を抽出するためには、 管理者権限が

必要です。 詳細については、 「InstallShield を管理者権限を

使って、 または管理者権限を持たずに起動する違い」 を参照

し て く だ さい。

-6016 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6015 次のフ ァ イルの短いフ ァ イル名

を作成中にエラーが発生し ま し

た : %1。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6014 機能のシ ョ ー ト カ ッ ト がアイ コ

ン リ ソースを参照し ていないた

め、 無効です。

これを解決するには、 アイ コ ン フ ァ イルと アイ コ ン イ ンデッ

クスを、 シ ョ ー ト カ ッ ト に指定し て く ださい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )
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-6013 指定された機能の条件が無効で

す。

[ 機能 ] ビ ューから、 指定機能の [ 条件 ] プロパテ ィ を修正し

て く だ さい。

-6012 言語 %1 のコー ド ページを設定で

きませんで し た。

指定し た言語用のコー ド ページを イ ンス ト ールし て く ださい。

-6011 文字列テーブルを開けませんで

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6009 Internet Explorer の Web メ デ ィ ア

の作成中に、 エラーが発生し ま

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6008 Internet Explorer の Web メ デ ィ ア

の作成中に、 エラーが発生し ま

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6007 指定された非圧縮セ ッ ト ア ッ プ

フ ァ イルの Disk1 へのコ ピー中

に、 エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6006 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6005 パッ ケージ定義フ ァ イルを作成

中にエラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6004 Msi エンジンのデジ タル証明書

の Setup.exe へのス ト リーム中

に、 エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6003 "%1" の Setup.exe へのス ト リー

ム中に、 エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6002 オブジ ェ ク ト のカス タム ビルド 

セ ッ ト ア ッ プを実行中にエラー

が発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-6001 ISObjectProperty の前処理中に、

エラーが発生し ま し た。 すべて

の項目に有効な IncludeInBuild タ

グが付いているか、 確認し て く

だ さい。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-2 • ビルド エラーと警告 ( 続き )
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-6000 補足マージ モジュール情報の収

集中に、 エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5099 ビルド レポー ト を作成中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5098 Directory テーブルに循環参照が

含まれています。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5097 _Validation テーブルにカス タムレ

コー ド を書き込めませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5096 標準テーブルリ ス ト を読み出せ

ませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5095 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5094 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5093 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5092 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5091 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5090 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5089 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5088 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5087 最初のエラー発生時に中止し ま

し た。

ユーザーが、 [ ツール ] の [ オプシ ョ ン ] メ ニューで [ 最初の

エラーの発生時にビルド プロセスを停止 ] を選択し ています。

エラーが発生し たため、 ビルド を中止し ま し た。

-5086 警告をエラーと し て処理し ます。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。
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-5085 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5084 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5083 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5082 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5081 Setup.ini に書き込めませんで し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5080 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5079 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5078 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5077 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5076 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5075 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5074 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5072 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5071 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5070 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。
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-5069 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5068 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5066 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5065 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5064 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5063 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5062 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5061 指定されたフ ァ イル名は、 既に

存在し ます。

機能の " ソースの場所 " プロパテ ィ を使う と、 このエラーは

発生し ません。

-5060 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5059 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5058 マージ モジュールの依存関係を

取得できませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5057 マージ モジュールカ タ ログを取

得できませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5056 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5054 フ ァ イル "%1" のサイズを判別で

きませんで し た。

指定し たフ ァ イルが存在する こ と を確認し て く ださい。

-5053 フ ァ イル "%1" が見つかり ません

で し た。

指定し たフ ァ イルが存在する こ と を確認し て く ださい。
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-5052 ボリ ューム %1 の空き容量を判別

できませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5051 フ ァ イル "%1" から読み取り専用

の属性を削除できませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5050 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5049 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5048 フ ァ イル "%1" を作成できません

で し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5047 デ ィ レ ク ト リ %1 を作成できませ

んで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5046 以前のビルド レポー ト を保存で

きませんで し た。

このビルド エラーは、 リ リースが存在するが、 対応する リ

リース フ ォルダー内の Reports フ ォルダーが存在し ない時に

発生し ます。 この状況は一般的に、 Reports フ ォルダーを手動

で削除し ているが、 デ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーを削除し て

いない場合に発生し ます。 この状況はまた、 プロジ ェ ク ト を 

InstallShield の以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド し ている

場合にも発生し ます。

このエラーを解決するには、 [ リ リース フ ォルダーを開 く ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 現在のリ リース フ ォルダーが開き

ます。 そのフ ォルダー内のすべてのフ ァ イルを削除し ます。

その後、 リ リースを再ビルド し ます。

-5045 以前のビルド ログを保存できま

せんで し た。

このビルド エラーは、 リ リースが存在するが、 対応する リ

リース フ ォルダー内の LogFiles フ ォルダーが存在し ない時に

発生し ます。 この状況は一般的に、 LogFiles フ ォルダーを手

動で削除し ているが、 デ ィ スク イ メ ージ フ ォルダーを削除し

ていない場合に発生し ます。 この状況はまた、 プロジ ェ ク ト

を InstallShield の以前のバージ ョ ンからア ッ プグレー ド し てい

る場合にも発生し ます。

このエラーを解決するには、 [ リ リース フ ォルダーを開 く ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 現在のリ リース フ ォルダーが開き

ます。 そのフ ォルダー内のすべてのフ ァ イルを削除し ます。

その後、 リ リースを再ビルド し ます。
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-5044 デ ィ レ ク ト リ %1 を削除できませ

んで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5043 ボリ ュームが、 存在し ません。 [ リ リース ] ビ ューを調べて、 指定し たボリ ュームが存在する

こ と を確認し て く だ さい。

-5042 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5041 機能または機能のイ ンス ト ール

先の指定に、 文字列 ID "%1" が

使用されています。

イ ンス ト ール先の指定に、 文字列 ID は使えません。 この文字

列 ID を使っている機能を検索し、 デ ィ レ ク ト リ識別子を使っ

てイ ンス ト ール先を変更し て く だ さい。

-5040 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5039 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5038 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5037 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5036 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5033 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5025 パッ ケージを保存できませんで

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5024 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5019 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5018 論理デ ィ スクに、 機能が 1 つも

含まれていません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5017 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。
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-5016 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5015 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5014 アイ コ ン "%1" をビルド中にエ

ラーが発生し ま し た。 指定され

たアイ コ ンキーがアイ コ ンテー

ブルに見つかり ませんで し た。

このエラーについての情報は、 ナレ ッ ジベース記事 Q105625 

を参照し て く だ さい。

-5013 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5011 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5010 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5009 スキーマ概要ス ト リームは、 200 

以上である必要があ り ます。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5008 この 32 ビ ッ ト  パッ ケージを 64 

ビ ッ ト  データに含める こ とはで

きません。 64 ビ ッ ト  データは、

マージ モジュールに含まれてい

る可能性があ り ます。

プロジ ェ ク ト に 64 ビ ッ ト の場所にイ ンス ト ールするよ う に構

成された 1 つ以上のフ ァ イル、 フ ォルダー、 またはレジス ト

リ エン ト リが含まれていない場合、InstallShield がビルド時に 

32 ビ ッ ト  .msi パッ ケージを作成し よ う と し ます。 ただし、 32 

ビ ッ ト  .msi パッ ケージに 1 つ以上の 64 ビ ッ ト  コ ンポーネン

ト を含む 64 ビ ッ ト  マージ モジュールを含める こ とはできま

せん。

このビルド エラーを解決するために、 次のオプシ ョ ンを考慮

し て く だ さい :

• 64 ビ ッ ト  マージ モジュールを 32 ビ ッ ト 版に置換する。

• 64 ビ ッ ト  パッ ケージを生成するため、 プロジ ェ ク ト の 

64 ビ ッ ト の場所に 1 つ以上のフ ァ イル、 フ ォルダー、 ま

たはレジス ト リ エン ト リ を追加する。 ただし、 64 ビ ッ ト  

パッ ケージを 32 ビ ッ ト  ターゲッ ト  システムで実行する

こ とはできません。

詳細については、 「32 ビ ッ ト と 64 ビ ッ ト のターゲッ ト  システ

ム両方をサポー ト する難し さについて」 を参照し て く ださい。
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-5007 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5006 "%1" を保存できませんで し た。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5005 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5004 プロジ ェ ク ト を書き込みアクセ

スで開けませんで し た。

プロジ ェ ク ト が IDE で既に開かれていないか確認し て く ださ

い。

-5003 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5002 内部ビルド エラー。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-5001 setup.ini を コ ピーできませんで

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4701 One-Click Install Web ページをビ

ルド中に、 エラーが発生し ま し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4354 ビルドが、 機能のフ ァ イルから 

COM 情報を抽出できませんで し

た。

フ ァ イルが自動登録される こ と、 および自動登録プロセスに

問題がないか確認し て く だ さい。

-4349 動的に抽出された COM 機能の 

%1 情報のビルド に失敗し ま し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4348 動的に抽出された COM 機能の 

%1 情報のビルド に失敗し ま し

た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4347 動的に抽出された COM 機能の情

報のビルド に失敗し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4346 動的に抽出された COM 機能の情

報のビルド に失敗し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。
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-4345 動的に抽出された COM 機能の情

報のビルド に失敗し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4344 動的に抽出された COM 機能の情

報のビルド に失敗し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4343 動的に抽出された COM 機能の情

報のビルド に失敗し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4340 COM 抽出モジュールの初期化に

失敗し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4303 指定された機能でフ ァ イルキー

を同期させる際、 予期し ないエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4302 機能 %2 でフ ァ イルキー %1 を同

期させる際に、 競合が発生し ま

し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4301 キー同期用の .msi フ ァ イルが見

つかり ませんで し た。

指定の MSI フ ァ イルが存在する こ と を確認し て く だ さい。

-4092 MSI データベース %1 を開 く 際

に、 エラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4075 フ ァ イルが見つかり ません。 機

能 ‘%2’ のモジュール ‘%1’ を

マージ中にエラーが発生し ま し

た。

マージ モジュール検索パスにマージ モジュールが存在する こ

と を確認し て く だ さい。

-4072 %1 の依存関係の取得中に、 エ

ラーが発生し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-4006 デ ィ レ ク ト リの全フ ァ イルの削

除に失敗し ま し た

ビルド出力先デ ィ レ ク ト リ (Disk1) 内の使用中のフ ァ イルを閉

じ ます。 

Msidb.exe が開いている場合は、 閉じ て く だ さい。

-3876 Summary Stream の不正なテンプ

レー ト  %1 を無視し ています。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-3713 関数ブロ ッ クは " モジュール ::

関数 " の形式である必要があ り

ます。

関数ブロ ッ ク を " モジュール :: 関数 " の形式に変更し て く だ

さい。
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-3114 アプ リ ケーシ ョ ンパス %1 は、 関

連機能 %2 のイ ンス ト ール先フ ォ

ルダーを含んでいません。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ン パスはレジス ト リ エン ト リ でもあるため、

次のよ う なレジス ト リ パスが作成されていてパス エン ト リが

ない場合、 このエラーが発生する可能性があ り ます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Ap

p Paths

これを訂正するには、 パスエン ト リ を設定し ます。

-3028 指定されたテーブルの文字列 ID 

の置換中に、 エラーが発生し ま

し た。

指定されたテーブルで、 必要な文字列 ID が空欄にされていま

す。 文字列 ID を指定し て く ださい。

-3016 Binary テーブル %1 をパッ ケージ

へ追加する際にエラーが発生し

ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-2200 フ ァ イルを上書きできません。 指定のフ ァ イルが読み取り専用でないこ と を確認し て く ださ

い。

-1531 デ ィ スクに指定されたサイズが、

この機能には小さすぎます。

リ リース ウ ィ ザー ド で、 [ メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト ] 設定を

大きなサイズに変更し て く だ さい。

-1530 デ ィ スクに指定されたサイズが、

このフ ァ イルには小さすぎます。

リ リース ウ ィ ザー ド で、 [ メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト ] 設定を

大きなサイズに変更し て く だ さい。

-1527 プロジ ェ ク ト にフ ァ イルが含ま

れていません。

この警告は、 プロジ ェ ク ト 中に 1 つも フ ァ イルが入っていな

い場合に発生し ます。 [ フ ァ イル ] ビ ューから プロジ ェ ク ト に

フ ァ イルを追加する と、 このエラーは発生し ません。

-1505 CAB フ ァ イルを MSI パッ ケージ

に追加できませんで し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-1501 "%1" を "%2" に圧縮できません

で し た。

IsCmdBld.exe が必ず相対デ ィ レ ク ト リ で実行されるよ う にし

て く だ さい。 それにはエラー メ ッ セージで指定されたフ ァ イ

ルを見つけてそのデ ィ レ ク ト リ で IsCmdBld.exe を起動し ます。

-1027 %1 の署名に失敗し ま し た。 現在のリ リースに提供されているデジ タル書名情報 ( デジ タ

ルキーおよびパスワー ド ) を確認し て く だ さい。

-1024 フ ァ イルが見つかり ません。

Binary テーブルにフ ァ イルをス

ト リームできません。

指定し たフ ァ イルが存在する こ と を確認し て く ださい。
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ア ッ プグレー ド エラーと警告

次のテーブルは、 プロジ ェ ク ト を InstallShield の以前のバージ ョ ンから現在のバージ ョ ンにア ッ プグレー ド し た と

きに発生する可能性のあるエラーと警告について説明し ます。 また、 問題解決のためのヒ ン ト も提供し ます。

-1014 デ ィ レ ク ト リの名前を変更でき

ません。

Windows エクスプローラーまたは DOS プロンプ ト がリ リース

出力フ ォルダー (Disk1) のサブ フ ォルダーまたは Interm フ ォル

ダーをポイ ン ト 中かロ ッ ク し ている可能性があ り ます。 現在

のデ ィ レ ク ト リ を変更し て く だ さい。 Disk1 フ ォルダー内の開

かれている フ ァ イルを閉じ て く だ さい。 Msidb.exe が開いてい

る場合は、 閉じ て く だ さい。

-1013 指定されたフ ァ イルは、 他のプ

ログラムによ って使われていま

す。

現在このフ ァ イルを使っているアプ リ ケーシ ョ ンを閉じ て、

ビルド プロセスを再実行し て く だ さい。

-1009 デ ィ スク容量が不足し ているか、

またはターゲッ ト ド ラ イブが見

つかり ません。

ビルド ターゲッ ト 上のデ ィ スク領域を増やすか、 ビルドの

ターゲ ッ ト を新規に選んで く だ さい。 ターゲッ ト ド ラ イブを

指定できない場合は、 新しいターゲッ ト を選択するか、 ある

いはターゲッ ト ド ラ イブのアクセス許可が正し く 設定されて

いるか確認し て く だ さい。

-1001 MSI データベースを開 く 際にエ

ラーが発生し ま し た

MSI エンジンが破損し ている可能性があ り ます。 エンジンの

修復、 または再イ ンス ト ールが必要です。 このエラーの情報

について、 ナレ ッ ジベース記事 Q105892 を調べるか、 テ クニ

カル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-1000 製品構成が無効です。 デ ィ レ ク

ト リの作成に失敗し ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ ク

ニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-3 • ア ッ プグレー ド エラーと警告

エラー 説明 ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

-72 Config.sys はサポー ト し

な く な り ま し た。

Config.sys への変更はサポー ト されていません。 これらの変更は移行さ

れません。

メ モ • IInstallShield Program Files フ ォルダー \Samples フ ォルダーに、

Config.sys を変更する カス タム アクシ ョ ン例があり ます。
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-73 Autoexec.bat は現在サ

ポー ト されていません。

Autoexec.bat への変更はサポー ト されていません。 これらの変更は移行

されません。

メ モ • 環境変数は、 [ 環境変数 ] ビ ュー から変更できます。

-74 アン イ ンス ト ール アイ

コ ンは現在サポー ト さ

れていません。

詳細については、 「アン イ ンス ト ール シ ョ ー ト カ ッ ト の作成」 を参照

し て く だ さい。

-75 スプュ ッ シュ画面をサ

ポー ト し な く な り ま し

た。

[ スプラ ッ シュ ] スク リーンは [ スプラ ッ シュ ] ダイアログに置換され

ま し た。

-77 ロゴ ビ ッ ト マ ッ プは現

在サポー ト されていま

せん。

セ ッ ト ア ッ プのこの部分は移行されません。

-78 背景色は現在サポー ト

されていません。

セ ッ ト ア ッ プのこの部分は移行されません。

-248 フ ァ イルグループ %1 に

よ り、 Windows NT3.51 

がターゲッ ト  OS と し

てマーク されています。

NT4 へマイグレー ト し

ます。

Windows Installer アーキテ クチャでは NT3.51 のオペレーテ ィ ング シス

テムをサポー ト し ていないため、 指定されたフ ァ イルグループが 

NT3.51 機能と し て移行されない場合があり ます。 作成された新しい機

能は Windows NT4 に指定されます。

-249 ターゲッ ト デ ィ レ ク ト

リ %1  を直接、 移行で

きませんで し た。 機能 

%3 　 のイ ンス ト ール先

フ ォルダー 　 %2 への移

行

指定されたデ ィ レ ク ト リ を 1 つのま と ま り と し て移行できませんで し

た。 現在、 指定されたイ ンス ト ール先フ ォルダーに、 移行された ター

ゲッ ト デ ィ レ ク ト リの内容が含まれています。

-250 不正なイ ンス ト ール先

<SRCDIR> のフ ァ イル 

グループを

[INSTALLDIR] に変換し

ま し た。

INSTALLDIR は、 すべてのセ ッ ト ア ッ プのフ ァ イルに対するデフ ォル ト

のイ ンス ト ール先フ ォルダーです。

テーブル 8-3 • ア ッ プグレー ド エラーと警告 ( 続き )

エラー 説明 ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド ISE-2100-UG00 663



第 8 章 : 

エラーと警告
-251 <SRCDISK> はサポー ト

されていません。 イ ン

ス ト ール先を

[INSTALLDIR] に変換し

ています。

SRCDISK は新しい InstallShield でサポー ト されていません。

INSTALLDIR は、 すべてのセ ッ ト ア ッ プのフ ァ イルに対するデフ ォル ト

のイ ンス ト ール先フ ォルダーです。

-405 レジス ト リハイブ %1 は

サポー ト されていませ

ん。 このキーは無視さ

れます。

指定されたレジス ト リハイブは Windows Installer でサポー ト されていま

せん。 し たがって、 そのハイブに含まれている情報は移行されません

で し た。

-406 レジス ト リの種類 %1 は

サポー ト されていませ

ん。 このエン ト リは無

視されます。

指定されたレジス ト リの種類は Windows Installer でサポー ト されていま

せん。 し たがって、 そのエン ト リ に含まれている情報は移行されませ

んで し た。

-407 古いプロジ ェ ク ト では、

アン イ ンス ト ールのた

めのマークがこのレジ

ス ト リ エン ト リ に付い

ていませんで し た。 こ

れは次のバージ ョ ンで

アン イ ンス ト ールされ

ます。

指定されたレジス ト リ エン ト リは、 アン イ ンス ト ール時に、 製品の残

りの部分と一緒にアン イ ンス ト ールされます。

-535 再起動オプシ ョ ンは移

行されません。 「カス タ

ム アクシ ョ ン」 ビ ュー

で再起動アクシ ョ ンを

追加し て く だ さい。

イ ンス ト ール中のシステム再起動はカス タム アク シ ョ ンを通じ て処理

されます。 詳細については、 「カス タム アクシ ョ ン ギャ ラ リー」 を参

照し て く だ さい。

-536 個々のフ ァ イルグルー

プの選択はサポー ト さ

れていません。

フ ァ イルグループが存在し ないため、 この設定は移行できません。

-537 Welcome ダイアログが

必要です

この必須ダイアログはセ ッ ト ア ッ プに追加されています。

-538 SetupComplete ダイア

ログが必要です

この必須ダイアログはセ ッ ト ア ッ プに追加されています。
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Windows Installer ラ ン タ イム エラー

次のテーブルは、 イ ンス ト ールの実行時に発生する可能性のある Windows Installer エラーの一覧です。 このエラー

は、 異なる機能をサポー ト するために InstallShield プロジ ェ ク ト に自動的に追加されるビル ト イ ン InstallShield カ

ス タム アクシ ョ ンに関連し ています。 カス タム アクシ ョ ンの一覧は、 「InstallShield カス タム アクシ ョ ン リ フ ァ

レンス」 を参照し て く だ さい。

-541 Temp フ ァ イルは現在サ

ポー ト されていません

一時フ ァ イルの使用は InstallShield でサポー ト されていません。 これら

のフ ァ イルは移行されません。 [ セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イル ] ビ ューを使用

し て、 イ ンス ト ール中にターゲッ ト  システムで使用する フ ァ イルを追

加し ます。

-542 Disk1 フ ァ イルは現在サ

ポー ト されていません。

これらの変更は移行されません。

-544 LicenseAgreement ダイ

アログの .txt フ ァ イル

は、 Express 3.0 で使用

できるよ う .rtf フ ァ イ

ルに変換されま し た。

InstallShield では、 LicenseAgreement ダイアログにリ ッ チ テキス ト  ( 

.rtf) フ ァ イルが必要です。 テキス ト  ( .txt) フ ァ イルは InstallShield に

よ って .rtf に変換されま し た。

-545 ReadMeFileBrowser ダイ

アログの .txt フ ァ イル

は、 Express 3.0 で使用

できるよ う .rtf フ ァ イ

ルに変換されま し た。

InstallShield では、 ReadMeFileBrowser ダイアログに リ ッ チ テキス ト  ( 

.rtf) フ ァ イルが必要です。 テキス ト  ( .txt) フ ァ イルは InstallShield に

よ って .rtf に変換されま し た。

-601 拡張子 %1 を移行できま

せん。

指定された拡張子を移行する こ とができません。 この拡張子を [ フ ァ

イル拡張子 ] ビ ューでも う一度作成し て く ださい。

-602 最初に見つかったフ ァ

イル %1 を拡張子 %2 の

バイナ リ フ ァ イルと し

て使用し ます。

指定されたフ ァ イルは拡張子のバイナリ に移行されま し た。
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ヒ ン ト • 一部のラ ン タ イム エラーについての詳細 ( 解決策を含む ) は、 ナレ ッ ジ ベースを参照し て く だ さい。

テーブル 8-4 • Windows Installer ラ ン タ イム エラー

エラー番号  メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ング情報

27500 このセ ッ ト ア ッ プには、 IIS 仮

想ルー ト の設定に IIS (Internet 

Information Server) 4.0 以降が

必要です。 IIS 4.0 以降がある

こ と を確認し て く だ さい。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [IIS 構成 ] ビ ューで

構成された IIS データが含まれている場合に発生し ま

す。

このエラーが発生し た場合、 ターゲッ ト  システムに 

IIS 4.0 以降が搭載されている こ と を確認し て く だ さ

い。

27501 このセ ッ ト ア ッ プでは、 IIS 

Virtual Roots の設定に管理者

権限が必要です。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [IIS 構成 ] ビ ューで

構成された IIS データが含まれている場合に発生し ま

す。

このエラーは、 IIS 仮想デ ィ レ ク ト リの設定に必要な

管理者権限がない状態で、 IIS 仮想デ ィ レ ク ト リ を設

定する イ ンス ト ールを実行し たと きに発生し ます。

27508 COM+ アプ リ ケーシ ョ ン [2] の

イ ンス ト ール中にエラーが発

生し ま し た。 [3]

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [ コ ンポーネン ト  

サービス ] ビ ューで構成された COM+ アプ リ ケー

シ ョ ンが含まれる場合に発生し ます。

このエラーは、 COM+ コ ンポーネン ト  DLL の依存関

係が不足し ている場合、 または COM+ アプ リ ケー

シ ョ ンの設定に誤りがある場合に発生し ます。 この

エラーを解決するためには、 プロジ ェ ク ト に依存関

係を追加するか、 プロジ ェ ク ト に含まれる COM+ ア

プ リ ケーシ ョ ンを確認し て、 必要な変更を加えて く

ださい。

27509 COM+ アプ リ ケーシ ョ ン [2] の

アン イ ンス ト ール中にエラー

が発生し ま し た。 [3]

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [ コ ンポーネン ト  

サービス ] ビ ューで構成された COM+ アプ リ ケー

シ ョ ンが含まれる場合に発生し ます。

このエラーは、 ラ ン タ イムがシステムから COM+ ア

プ リ ケーシ ョ ンを削除するのに失敗し た場合に発生

し ます。
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Setup.exe ラ ン タ イム エラーと警告

以下は、 Setup.exe を実行し た時に発生する可能性のあるエラーの一覧表です。 Setup.exe を起動するために 

CreateProcess() を呼び出すと きに、 これらの戻り値を ト ラ ッ プする こ とができます。 ただ し、 Setup.exe が 

MsiExec.exe からのエラー コー ド を戻すこ とはあ り ません。

27510 COM+ アプ リ ケーシ ョ ン [2] の

イ ンス ト ール中にエラーが発

生し ま し た。 Microsoft(R) .NET 

ク ラス ラ イブラ リ をロー ド で

きませんで し た。 .NET サービ

ス コ ンポーネン ト の登録を行

う ためには、 Microsoft(R) .NET 

Framework のイ ンス ト ールが

必要です。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [ コ ンポーネン ト  

サービス ] ビ ューで構成された COM+ アプ リ ケー

シ ョ ンが含まれる場合に発生し ます。

このエラーの発生を防ぐためには、 プロジ ェ ク ト へ

の .NET Framework の追加を考慮し て く ださい。 詳し

く は、 「.NET Framework 再配布可能フ ァ イルをプロ

ジ ェ ク ト へ追加する」 をご覧 く ださい。

その他、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト の [ 要件 ] ペー

ジを使って、 プロジ ェ ク ト に .NET Framework 要件を

追加する こ と もできます。 ターゲッ ト  システムに 

.NET Framework の適切なバージ ョ ンが搭載されてい

ない場合、 イ ンス ト ールはエラー メ ッ セージを表示

し て製品のイ ンス ト ールを行いません。

27517 このイ ンス ト ールには、COM+ 

アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス

ト ールするための管理者権限

が必要です。 管理者と し てロ

グオン し、 このイ ンス ト ール

を再実行し て く だ さい。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト に [ コ ンポーネン ト  

サービス ] ビ ューで構成された COM+ アプ リ ケー

シ ョ ンが含まれる場合に発生し ます。

このエラーは、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス

ト ールに必要な管理者権限がない状態で、 COM+ ア

プ リ ケーシ ョ ンを含むイ ンス ト ールを実行し たと き

に発生し ます。

27555 オブジ ェ ク ト  '[2]' にアクセス

許可を適用し よ う と し た と き

に、 エラーが発生し ま し た。

システム エラー : [3] ([4])

このエラーは、 プロジ ェ ク ト のフ ァ イル、 フ ォルダ、

またはレジス ト リ キーの保護にカス タム InstallShield 

処理を使用し た場合に発生する場合があ り ます。 こ

の機能に関する詳細については、 「ロ ッ クダウン環境

における フ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ 

キーのセキュ リ テ ィ 保護」 を参照し て く ださい。

テーブル 8-4 • Windows Installer ラ ン タ イム エラー ( 続き )

エラー番号  メ ッ セージ ト ラ ブルシューテ ィ ング情報
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メ モ • エラーが発生し た時に表示される文字列は、 ご使用のオペレーテ ィ ング システムが英語版ではないと きは、

英語で表示されない場合があ り ます。

テーブル 8-5 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと警告

エラー 説明 ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

-1 セ ッ ト ア ッ プがユー

ザーによ ってキャ ンセ

ルされま し た

Esc キーまたは [ キャ ンセル ] ボタ ンを押さずにセ ッ ト ア ッ プを も う一

度実行し て く だ さい。

1150 セ ッ ト ア ッ プが互換性

のない Windows のバー

ジ ョ ンを検出し ま し た。

[OK] を ク リ ッ ク し、

Windows 95、 Windows 

NT 4.0、 またはそれ以

降のバージ ョ ンでセ ッ

ト ア ッ プを再起動し て

く だ さい。

Windows Installer は Windows NT 4.0 またはそれ以降、および Windows 9x 

と互換性があ り ます。 ご使用の Windows のバージ ョ ンを確認し、 必要

な場合は互換性のあるバージ ョ ンにア ッ プグレー ド し て く だ さい。

1151 一時デ ィ レ ク ト リへの

書き込みエラー

一時デ ィ レ ク ト リへ書き込むには、 環境変数 TEMP が設定されている

必要があ り ます。 一時フ ォルダーが存在し ていて、 セ ッ ト ア ッ プを格

納するのに十分なデ ィ スク容量がある こ と を確認し て く だ さい。 一時

フ ォルダーにフ ァ イルがある場合は、 それら を削除し て Setup.exe を

再実行し て く だ さい。

1152 一時デ ィ レ ク ト リへの 

< フ ァ イル名 > の抽出

エラー

Temp フ ォルダーが書き込み可能である こ と を確認し て く だ さい ( 上の

エラーを参照 )。 Temp フ ォルダーが書き込み可能な場合は、 セ ッ ト

ア ッ プ中のフ ァ イルが壊れている可能性があり ます。 壊れている フ ァ

イルがないこ と を確認し、 Setup.exe を再実行し て く だ さい。

1153 セ ッ ト ア ッ プ初期化

フ ァ イルの読み取り エ

ラー

Setup.ini フ ァ イル は、 Setup.exe と同じ フ ォルダーに配置し な く てはな

り ません。 そ う でない場合、 適切な場所に Setup.ini を移動させます。

1154 イ ンス ト ーラーが < パ

ス > で見つかり ません。

Windows Installer が正し く イ ンス ト ールされていないか、 古いバージ ョ

ンが使用されている可能性があり ます。 必要に応じ て再イ ンス ト ール

し ます。

1155 フ ァ イル < フ ァ イル名

> が見つかり ません。

.msi フ ァ イルがある こ と を確認し て く ださい。 .msi フ ァ イルがある場

合は、 それが Setup.exe と同じ フ ォルダー内にある こ と を確認し て く

だ さい。
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1157 MsiExec.exe の起動に失

敗し ま し た

ターゲッ ト  プラ ッ ト フ ォームに Windows Installer の正しいバージ ョ ン

を配布し ている こ と を確認し て く だ さい。

MsiExec.exe コマン ド ラ イ ン引数の構文を確認し て く だ さい。

1158 文字列の作成エラー Setup.ini の文字列がすべて有効である こ と を確認し て く だ さい。 詳細

は InstallShield 使用許諾契約書を参照し て く だ さい。

1201 セ ッ ト ア ッ プは、 < フ ォ

ルダー > に < 容量 > KB 

の空き容量が必要です。

空き容量を増やし て再

度実行し て く だ さい。

ターゲッ ト 位置のデ ィ スク容量が不充分です。 セ ッ ト ア ッ プを イ ンス

ト ールする ド ラ イブに 10 MB 以上の空き容量がある こ と を確認し て く

だ さい。

1202 このイ ンス ト ールを完

了するための十分な権

限がマシンのすべての

ユーザーにあ り ません。

管理者と し てログオン

し、 このイ ンス ト ール

を再実行し て く だ さい。

このイ ンス ト ールを完了するためには、 管理者権限が必要です。

1208 < 言語 > の ANSI コー ド

ページがシステムにイ

ンス ト ールされていな

いので、 選択された言

語でセ ッ ト ア ッ プを実

行できません。 セ ッ ト

ア ッ プを実行し、 他の

言語を選択し て く だ さ

い。

セ ッ ト ア ッ プを実行し、 他の言語を選択し て く だ さい。

1603 一般的な Windows 

Installer エンジンのエ

ラー Setup.ini に必要な

デ ィ スク容量を増やし、

再度実行し て く だ さい。

InstMsiW.exe (Windows NT および 2000 用 ) または InstMsiA.exe (Windows 

9x 用 ) を実行し て Windows Installer を も う 1 度イ ンス ト ールし て く だ

さい。

1614 フ ァ イルをダウンロー

ド中にエラーが発生し

ま し た

ターゲッ ト マシンの接続状況とデ ィ スク容量をチ ェ ッ ク し て、 ダウン

ロー ド を再試行し て く だ さい。 ターゲッ ト マシンに Internet Explorer 

3,02 以降がイ ンス ト ールされている こ と を確認し て く ださい。

テーブル 8-5 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと警告 ( 続き )

エラー 説明 ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エラーと警告
Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告

このテーブルは、 以下のどち らかの処理を行った と きに発生する可能性のあるエラーと警告を リ ス ト し ます :

• Visual Studio セ ッ ト ア ッ ププロジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ise) に変換。

1627 フ ァ イルを保存できま

せん

指定のフ ァ イルを保存できませんで し た。 ターゲッ ト マシンに対し て

十分な権限がない、 接続が失われた、 スペース不足など、 さ まざまな

理由が考えられます。 ターゲッ ト デ ィ レ ク ト リ にアクセスできる こ と

を確認し て く だ さい。

テーブル 8-5 • Setup.exe ラ ン タ イム エラーと警告 ( 続き )

エラー 説明 ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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• Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト  (.vdproj) を InstallShield プロジ ェ ク ト  (.ise) 

にイ ンポー ト 。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告

エラー / 警告番
号 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト

-9000 不明な例外が発生し ま し た。 このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ

クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-9001 不明な COM 例外が発生し

ま し た。

このエラーの情報について ナレ ッ ジ ベースを調べるか、 テ

クニカル サポー ト にご連絡 く だ さい。

-9002 プロジ ェ ク ト  %1 をロー ド中

にエラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損し ている場合、 また

は InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性があ

り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  

にご連絡 く だ さい。

-9003 プロジ ェ ク ト  %1 を作成中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーは、 InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プ

ロジ ェ ク ト から Express プロジ ェ ク ト を作成できないと きに

発生し ます。 InstallShield は、 プロジ ェ ク ト を Visual Studio 

プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.vdproj) を含んでいる フ ォルダーに

作成し よ う と し ます。

このエラーを解決するには、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを含むフ ォルダーが読み取り専用になっていない

かど うかを確認し、 読み取り専用の場合、 それを書き込み

可能にし ます。

-9004 プロジ ェ ク ト  %1 を保存中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーは、 InstallShield が Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プ

ロジ ェ ク ト から Express プロジ ェ ク ト を作成できないと きに

発生し ます。 InstallShield は、 プロジ ェ ク ト を Visual Studio 

プロジ ェ ク ト  フ ァ イル (.vdproj) を含んでいる フ ォルダーに

保存し よ う と し ます。

このエラーを解決するには、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルを含むフ ォルダーが読み取り専用になっていない

かど うかを確認し、 読み取り専用の場合、 それを書き込み

可能にし ます。

-9005 プロジ ェ ク ト を変換中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。
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-9006  プロジ ェ ク ト の種類を判別

中にエラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9007 セクシ ョ ン '%1' を解析中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9008 セクシ ョ ン %1 (%2 の下 ) に

開き大かっ こがあり ません。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9009 セクシ ョ ン %1 (%2 の下 ) に

閉じ大かっ こがあり ません。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9010 無効なエン ト リ %1 が見つか

り ま し た ( セクシ ョ ン %1 

(%2 の下 ))。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9011 プロパテ ィ  %1 をセクシ ョ ン 

%2 に追加中にエラーが発生

し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9012 セクシ ョ ン %1 をセクシ ョ ン 

%2 に追加中にエラーが発生

し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エラーと警告
-9013 セクシ ョ ン % 1 が存在し ま

せん。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9014 製品のプロパテ ィ を変換中

にエラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9015 フ ァ イルを変換中にエラー

が発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9016 フ ァ イルの種類 %1 が無効で

す。 フ ァ イル %2 は変換され

ませんで し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9017 フ ァ イル %1 を変換中にエ

ラーが発生し ま し た。 種類 : 

%2

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9018 機能を変換中にエラーが発

生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9019 機能 %1 を変換中にエラーが

発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。
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エラーと警告
-9020 フ ォルダーを変換中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9021 フ ォルダー %1 を変換中にエ

ラーが発生し ま し た。 種類 : 

%2

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9022 フ ォルダーの種類 %1 が無効

です。 フ ォルダー %2 は変換

されませんで し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9023 カス タム アクシ ョ ンを変換

中にエラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9024 カス タム アクシ ョ ン %1 を

変換中にエラーが発生し ま

し た。 種類 : %2

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9025 カス タム アクシ ョ ンの種類 

%1 が無効です。 カス タム ア

クシ ョ ン %2 は変換されませ

んで し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9026 ソース フ ァ イル %1 ( カス タ

ム アクシ ョ ン %2) のコ ン

ポーネン ト が見つかり ませ

んで し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。
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エラー / 警告番
号 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
674 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 8 章 : 

エラーと警告
-9027 フ ァ イルの種類を変換中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9028 フ ァ イル拡張子 %1 を変換中

にエラーが発生し ま し た。

種類 : %2

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9029 フ ァ イル拡張子の種類 %1 が

無効です。 フ ァ イル拡張子 

%2 は変換されませんで し

た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9030 動詞 %1 を変換中にエラーが

発生し ま し た。 種類 : %2

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9031 動詞の種類 %1 が無効です。

動詞 %2 は変換されませんで

し た。

このエラーは、 Visual Studio プロジ ェ ク ト  フ ァ イルが破損

し ている場合、 または InstallShield が Visual Studio プロジ ェ

ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込めないと きに発生する可能性

があ り ます。 このエラーを解決するには、 テ クニカル サ

ポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9032 フ ァ イル 拡張子 %1 のコマ

ン ドが指定されていません。

フ ァ イル拡張子は変換され

ませんで し た。 

この警告は、 Visual Studio のフ ァ イルの種類エデ ィ ターで指

定されたフ ァ イルの種類の Command プロパテ ィ が空白のま

ま残された と き発生し ます。 この警告は、 変換処理中に 

InstallShield がフ ァ イル拡張子を変換できなかったこ と をア

ラー ト し ます。

この問題を解決するには、 Visual Studio でフ ァ イル タ イプ

のコマン ド を指定し てから、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プ

ロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換し ます。 そ う

でない場合、 InstallShield の [ フ ァ イル拡張子 ] ビ ューでフ ァ

イル拡張子を追加および構成する こ とができます。
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エラーと警告
-9033 コ マン ド %1 ( フ ァ イル拡張

子 %2) のコ ンポーネン ト が

見つかり ませんで し た。

フ ァ イル拡張子は変換され

ませんで し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9034 レジス ト リ を変換中にエ

ラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9035 レジス ト リ キー %1 を変換

中にエラーが発生し ま し た。

種類 : %2

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9036 レジス ト リ キーの種類 %1 

が無効です。 レジス ト リ 

キー %2 は変換されませんで

し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9037 レジス ト リ値 %1 を変換中に

エラーが発生し ま し た。 種

類 : %2

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9038 レジス ト リ値の種類 %1 が無

効です。 レジス ト リ値 %2 は

変換されませんで し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9039 シ ョ ー ト カ ッ ト を変換中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。
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エラーと警告
-9040 シ ョ ー ト カ ッ ト  %1 を変換中

にエラーが発生し ま し た。

種類 : %2

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9041 シ ョ ー ト カ ッ ト の種類 %1 が

無効です。 シ ョ ー ト カ ッ ト  

%2 は変換されませんで し

た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9042 シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ

ト  %1 が無効です。 シ ョ ー ト

カ ッ ト  %2 は変換されません

で し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9043 起動条件を変換中にエラー

が発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9044 起動条件 %1 を変換中にエ

ラーが発生し ま し た。 種類 : 

%2

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9045 起動条件の種類 %1 が無効で

す。 起動条件 %2 は変換され

ませんで し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9046 ロケータ を変換中にエラー

が発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。
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-9047 ロケーター %1 を変換中にエ

ラーが発生し ま し た。 種類 : 

%2

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9048 ロケータの種類 %1 が無効で

す。 ロケータ %2 は変換され

ませんで し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9049 製品のアイ コ ンを変換中に

エラーが発生し ま し た。

このエラーは、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  

フ ァ イルが破損し ている場合、 または InstallShield が Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト  フ ァ イルを正し く 読み込

めないと きに発生する可能性があ り ます。 このエラーを解

決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡 く だ さい。

-9050 プロジ ェ ク ト に言語 '%1' は 

InstallShield に含まれていま

せん。 言語は変換されませ

んで し た。

この警告は、 言語のサポー ト を含む Visual Studio プロジ ェ

ク ト を変換する と き、 InstallShield にその言語のビル ト イ ン 

サポー ト がないと き発生し ます。

-9052 フ ァ イルの種類 '%1' は拡張

子が指定されていません。

フ ァ イルの種類は変換され

ませんで し た。

この警告は、 Visual Studio のフ ァ イルの種類エデ ィ ターで指

定されたフ ァ イルの種類の Extensions プロパテ ィ が空白の

まま残された と き発生し ます。 この警告は、 イ ンポー ト ま

たは変換処理中に InstallShield がフ ァ イル拡張子を構成でき

なかったこ と をアラー ト し ます。

この問題を解決するには、 Visual Studio でフ ァ イルの種類に 

1 つ以上のフ ァ イル拡張子を指定し てから、 Visual Studio プ

ロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に変換またはイ ン

ポー ト し ます。 これ以外の方法と し ては、 Visual Studio プロ

ジ ェ ク ト を変換またはイ ンポー ト し た後に InstallShield の [

フ ァ イルの拡張子 ] ビ ューでフ ァ イル拡張子を追加または構

成できます。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )
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-9053 起動条件 '%1' で条件が指定

されていません。 起動条件

は変換されませんで し た。

この警告は、 Visual Studio の起動条件エデ ィ ターで指定され

た起動条件の Condition プロパテ ィ が空白のまま残されたと

き発生し ます。 この警告は、 イ ンポー ト または変換処理中

に InstallShield が起動条件を構成できなかったこ と をアラー

ト し ます。

この問題を解決するには、 Visual Studio で条件を指定し てか

ら、 Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト

に変換またはイ ンポー ト し ます。 これ以外の方法と し ては、

Visual Studio プロジ ェ ク ト を変換またはイ ンポー ト し た後に 

InstallShield の [ 要件 ] ビ ューで起動条件を追加または構成で

きます。

-9054 フ ァ イル検索 '%1' のフ ァ イ

ル名が指定されていません。

フ ァ イル検索は変換されま

せんで し た。

この警告は、 Visual Studio の起動条件エデ ィ ターで指定され

たフ ァ イル検索の FileName プロパテ ィ が空白のまま残され

た と き発生し ます。 この警告は、 イ ンポー ト または変換処

理中に InstallShield がフ ァ イル検索を構成できなかったこ と

をアラー ト し ます。

この問題を解決するには、 Visual Studio でフ ァ イル検索の

フ ァ イル名を指定し てから、 Visual Studio プロジ ェ ク ト を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に変換またはイ ンポー ト し ます。

これ以外の方法と し ては、 Visual Studio プロジ ェ ク ト を変換

またはイ ンポー ト し た後に InstallShield の [ 要件 ] ビ ューで

フ ァ イル検索処理を追加または構成できます。

-9055 機能 '%1' は、 InstallShield プ

ロジ ェ ク ト に既に存在し ま

す。 機能は変換されません

で し た。

エデ ィ シ ョ ン• この警告は InstallShield Premier Edition および 

Professional Edition で発生する可能性があ り ます。

この警告は Express Edition には適用し ません。 Express 

Edition では、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ン データが Visual 

Studio プロジ ェ ク ト から InstallShield プロジ ェ ク ト の [ すべ

てイ ンス ト ール ] 機能に追加されます。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定の機能が含ま

れていて、 同じ機能が既に含まれている InstallShield プロ

ジ ェ ク ト にその Visual Studio プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト し

た場合に発生し ます。 この状況は、 同じ Visual Studio プロ

ジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に複数回にわたってイ

ンポー ト する場合に起こ り ます。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )
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-9056 デ ィ レ ク ト リ '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 フ ォル

ダー '%2' は変換されません

で し た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定のフ ォルダー

が含まれていて、 同じ フ ォルダーが既に含まれている 

InstallShield プロジ ェ ク ト にその Visual Studio プロジ ェ ク ト

を イ ンポー ト し た場合に発生し ます。 この状況は、 同じ 

Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に複

数回にわたってイ ンポー ト する場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ フ ァ イル ] ビ ューをチ ェ ッ ク し

て、 警告メ ッ セージに示されたフ ォルダーが InstallShield プ

ロジ ェ ク ト から不足し ていないかど うか確認し て く ださい。

-9057 フ ァ イル キー '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 フ ァ イル 

'%2' は変換されませんで し

た。

この警告は、 特定のフ ァ イル キーと関連付けられている

フ ァ イルを含む Visual Studio プロジ ェ ク ト を、 同じ フ ァ イ

ル キーを持つフ ァ イルを既に含む InstallShield プロジ ェ ク ト

にイ ンポー ト し た と きに発生し ます。 この状況は、 同じ 

Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に複

数回にわたってイ ンポー ト する場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ フ ァ イル ] ビ ューをチ ェ ッ ク し

て、 警告メ ッ セージに示されたフ ァ イルが InstallShield プロ

ジ ェ ク ト から不足し ていないかど うか確認し て く ださい。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition および 

Professional Edition には [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューが

あ り、 こ こにプロジ ェ ク ト に含まれる各フ ァ イルに関連付

けられたフ ァ イル キーが表示されます。 フ ァ イル キーは、

.msi テーブルの File テーブルのプ ラ イマ リ キーです。 File 

テーブルは、 重複する フ ァ イル キーを持つこ とができませ

ん。

InstallShield Premier Edition および Professional Edition では、

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ フ ァ イル ] 領域でフ ァ イル 

キー情報も参照できます。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )
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-9058 シ ョ ー ト カ ッ ト  キー '%1' 

は、 InstallShield プロジ ェ ク

ト に既に存在し ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト  '%2' は変換

されませんで し た。

この警告は、 特定のシ ョ ー ト カ ッ ト  キーと関連付けられて

いるシ ョ ー ト カ ッ ト を含む Visual Studio プロジ ェ ク ト を、

同じ シ ョ ー ト カ ッ ト  キーを持つシ ョ ー ト カ ッ ト を既に含む 

InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し た と きに発生し ま

す。 この状況は、 同じ Visual Studio プロジ ェ ク ト を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に複数回にわたってイ ンポー ト す

る場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ シ ョ ー ト カ ッ ト / フ ォルダー ] 

ビ ューをチ ェ ッ ク し て、 警告メ ッ セージに示されたシ ョ ー

ト カ ッ ト が InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し ていないか

ど うか確認し て く だ さい。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition および 

Professional Edition には [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューが

あ り、 こ こにプロジ ェ ク ト に含まれる各シ ョ ー ト カ ッ ト に

関連付けられたシ ョ ー ト カ ッ ト  キーが表示されます。

シ ョ ー ト カ ッ ト  キーは、 .msi テーブルの Shortcut テーブル

のプ ラ イマ リ キーです。 Shortcut テーブルは、 重複する

シ ョ ー ト カ ッ ト  キーを持つこ とができません。

-9059 拡張子 '%1' は、 InstallShield 

プロジ ェ ク ト に既に存在し

ます。 フ ァ イルの種類 '%2' 

は変換されませんで し た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定の拡張子が含

まれていて、 同じ拡張子が既に含まれている InstallShield プ

ロジ ェ ク ト にその Visual Studio プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト

し た場合に発生し ます。 この状況は、 同じ Visual Studio プ

ロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に複数回にわたって

イ ンポー ト する場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ フ ァ イル拡張子 ] ビ ューを

チ ェ ッ ク し て、 警告メ ッ セージに示されたフ ァ イル拡張子

が InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し ていないかど うか確

認し て く だ さい。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )
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-9060 レジス ト リ キー '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 レジス ト

リ エン ト リ ' キー : %2 値 : 

%3 データ : %4' は変換されま

せんで し た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定のレジス ト リ 

エン ト リが含まれていて、 同じ レジス ト リ エン ト リが既に

含まれている InstallShield プロジ ェ ク ト にその Visual Studio 

プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト し た場合に発生し ます。 この状

況は、 同じ Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロ

ジ ェ ク ト に複数回にわたってイ ンポー ト する場合に起こ り

ます。

この警告が発生し た場合、 [ レジス ト リ ] ビ ューをチ ェ ッ ク

し て、 警告メ ッ セージに示されたレジス ト リ エン ト リが 

InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し ていないかど うか確認

し て く だ さい。

-9061 カス タム アクシ ョ ン '%1' 

は、 InstallShield プロジ ェ ク

ト に既に存在し ます。 カス

タム アクシ ョ ン %2 は変換

されませんで し た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定のカス タム 

アクシ ョ ンが含まれていて、 同じ名前を持つカス タム アク

シ ョ ンが既に含まれている InstallShield プロジ ェ ク ト にその 

Visual Studio プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト し た場合に発生し ま

す。 この状況は、 同じ Visual Studio プロジ ェ ク ト を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に複数回にわたってイ ンポー ト す

る場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ カス タム アクシ ョ ン ] ビ ューを

チ ェ ッ ク し て、 警告メ ッ セージに示されたカス タム アク

シ ョ ンが InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し ていないかど

うか確認し て く だ さい。

-9062 起動条件 '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 起動条件 

%2 は変換されませんで し

た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定の起動条件が

含まれていて、 同じ名前を持つ起動条件が既に含まれてい

る InstallShield プロジ ェ ク ト にその Visual Studio プロジ ェ ク

ト を イ ンポー ト し た場合に発生し ます。 この状況は、 同じ 

Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に複

数回にわたってイ ンポー ト する場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ 要件 ] ビ ューをチ ェ ッ ク し て、

警告メ ッ セージに示された起動条件が InstallShield プロジ ェ

ク ト から不足し ていないかど うか確認し て く ださい。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )
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-9063 RegLocator '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 レジス ト

リ検索 '%2' は変換されませ

んで し た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定のレジス ト リ

検索が含まれていて、 同じ名前を持つレジス ト リ検索が既

に含まれている InstallShield プロジ ェ ク ト にその Visual 

Studio プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト し た場合に発生し ます。 こ

の状況は、 同じ Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プ

ロジ ェ ク ト に複数回にわたってイ ンポー ト する場合に起こ

り ます。

この警告が発生し た場合、 [ 要件 ] ビ ューをチ ェ ッ ク し て、

警告メ ッ セージに示されたレジス ト リ検索が InstallShield プ

ロジ ェ ク ト から不足し ていないかど うか確認し て く ださい。

-9064 DrLocator '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 フ ァ イル

検索 '%2' は変換されません

で し た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定のフ ァ イルま

たはフ ォルダー検索が含まれていて、 同じ名前を持つフ ァ

イルまたはフ ォルダー検索が既に含まれている InstallShield 

プロジ ェ ク ト にその Visual Studio プロジ ェ ク ト を イ ンポー

ト し た場合に発生し ます。 この状況は、 同じ Visual Studio 

プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に複数回にわたっ

てイ ンポー ト する場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ 要件 ] ビ ューをチ ェ ッ ク し て、

警告メ ッ セージに示されたフ ァ イルまたはフ ォルダー検索

が InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し ていないかど うか確

認し て く だ さい。

-9065 CompLocator '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 Windows 

Installer 検索 '%2' は変換され

ませんで し た。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に特定のフ ァ イルま

たはフ ォルダー検索が含まれていて、 同じ名前を持つフ ァ

イルまたはフ ォルダー検索が既に含まれている InstallShield 

プロジ ェ ク ト にその Visual Studio プロジ ェ ク ト を イ ンポー

ト し た場合に発生し ます。 この状況は、 同じ Visual Studio 

プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト に複数回にわたっ

てイ ンポー ト する場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ 要件 ] ビ ューをチ ェ ッ ク し て、

警告メ ッ セージに示されたフ ァ イルまたはフ ォルダー検索

が InstallShield プロジ ェ ク ト から不足し ていないかど うか確

認し て く だ さい。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )
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-9069 64 ビ ッ ト の場所を解決する 

Windows Installer プロパテ ィ

は、 ご使用中の InstallShield 

のエデ ィ シ ョ ンではサポー

ト されていません。 フ ォル

ダー '%1' は '%2' に変換され

ま し た。

エデ ィ シ ョ ン • 64 ビ ッ ト の場所を解決する Windows Installer 

プロパテ ィ のサポー ト は、 以下の InstallShield のエデ ィ シ ョ

ンで利用できます :

• Premier

• Professional

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト 内の DefaultLocation 

プロパテ ィ が 64 ビ ッ ト の場所 ([ProgramFiles64Folder]、

[CommonFiles64Folder]、 または [System64Folder]) を使用す

る場合に、 Visual Studio デプロイ メ ン ト  プロジ ェ ク ト  イ ン

ポー ト  ウ ィ ザー ド で Visual Studio プロジ ェ ク ト から 

INSTALLDIR 値を イ ンポー ト する こ と を指定し た と きに発生

し ます。 この警告が発生し た場合、 InstallShield Express 

Edition は対応する 32 ビ ッ ト の場所を使用し ます ( 例、

[ProgramFilesFolder])。 Premier Edition と Professional Edition 

は 64 ビ ッ ト の場所を使用し ます。

イ ンス ト ールで 64 ビ ッ ト  サポー ト が必要な場合、

InstallShield Premier Edition または Professional Edition への

ア ッ プグレー ド を考慮し て く だ さい。 これらのエデ ィ シ ョ

ンでは、 64 ビ ッ ト  パッ ケージの作成、 64 ビ ッ ト の場所への

イ ンス ト ール、 およびその他の 64 ビ ッ ト 関連の設定を構成

する こ とができます。

-9070 前提条件を変換中にエラー

が発生し ま し た。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition と InstallShield 

Professional Edition には、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターが

含まれています。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターを利用し

て、 カス タム InstallShield 前提条件を定義し た り、 既存の 

InstallShield 前提条件の設定を編集し た り できます。 これら

の InstallShield のエデ ィ シ ョ ンの 1 つをご利用の場合、 製品

のイ ンス ト ール中に Microsoft 再配布可能フ ァ イルのイ ンス

ト ールを行う独自の InstallShield 前提条件を作成する こ とが

できます。

このエラーは、 前提条件を含む Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ 

プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト する と きに、 InstallShield が 

Visual Studio 前提条件を対応する InstallShield 前提条件に

マ ッ プ し よ う と し て問題が起こ った場合に発生し ます。

このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡

く だ さい。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エラーと警告
-9071 InstallShield には、 '%1' に対

応する InstallShield 前提条件

があり ません。 前提条件は

変換されませんで し た。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition と InstallShield 

Professional Edition には、 InstallShield 前提条件エデ ィ ターが

含まれています。 InstallShield 前提条件エデ ィ ターを利用し

て、 カス タム InstallShield 前提条件を定義し た り、 既存の 

InstallShield 前提条件の設定を編集し た り できます。 これら

の InstallShield のエデ ィ シ ョ ンの 1 つをご利用の場合、 製品

のイ ンス ト ール中に Microsoft 再配布可能フ ァ イルのイ ンス

ト ールを行う独自の InstallShield 前提条件を作成する こ とが

できます。

この警告は、 前提条件を含む Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ プ

ロジ ェ ク ト を イ ンポー ト する と きに、 InstallShield で対応す

る InstallShield 前提条件がない場合に発生し ます。

この警告を解決するには、InstallShield Premier Edition または 

Professional Edition へのア ッ プグレー ド を考慮し て く だ さ

い。 これらのエデ ィ シ ョ ンでは、 独自の InstallShield 前提条

件を作成し て、 InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に追

加する こ とができます。

-9072 起動条件が、 ご使用中の 

InstallShield のエデ ィ シ ョ ン

でサポー ト されていません。

起動条件 %1 は変換されませ

んで し た。

エデ ィ シ ョ ン • 次のデ ィ シ ョ ンでは、 起動条件を作成する こ

とができます。

• Premier

• Professional

 ターゲッ ト  システム上の起動条件のう ち 1 つ以上が False 

評価された場合、 イ ンス ト ールは終了し てエラー メ ッ セー

ジが表示されます。

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト に起動条件が含まれ

ていて、 そのプロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ

ンポー ト し よ う と し た場合に発生し ます。

この警告を解決するには、InstallShield Premier Edition または 

Professional Edition へのア ッ プグレー ド を考慮し て く だ さ

い。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エラーと警告
-9073 Windows Installer 検索は、 ご

使用中の InstallShield のエ

デ ィ シ ョ ンでサポー ト され

ていません。 Windows 

Installer 検索 '%1' は変換され

ませんで し た。

エデ ィ シ ョ ン • 以下の InstallShield のエデ ィ シ ョ ンに含まれ

るシステム検索ウ ィ ザー ド を使って、 Windows Installer 検索

を作成できます。

• Premier

• Professional

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト にターゲッ ト  シス

テム上で特定のコ ンポーネン ト  ID の存在を確認する 

Windows Installer 検索が含まれている場合に、 そのプロジ ェ

ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し よ う とする

と発生し ます。

この警告を解決するには、 この種類のターゲッ ト  システム

検索をサポー ト する InstallShield Premier Edition または 

Professional Edition へのア ッ プグレー ド を考慮し て く だ さ

い。

-9074 プロジ ェ ク ト 出力を変換中

にエラーが発生し ま し た。

このエラーは、 1 つ以上のプロジ ェ ク ト 出力を含む Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト

を変換する と き、 InstallShield が プロジ ェ ク ト 出力を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に組み込むと きに問題が発生し た

場合に起こ り ます。

このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡

く だ さい。

-9075 プロジ ェ ク ト 出力 %1 を変換

中にエラーが発生し ま し た。

種類 : %2

このエラーは、 1 つ以上のプロジ ェ ク ト 出力を含む Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト

を変換する と き、 InstallShield が プロジ ェ ク ト 出力を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に組み込むと きに問題が発生し た

場合に起こ り ます。

このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡

く だ さい。

-9076 プロジ ェ ク ト 出力の種類 %1 

が無効です。 プロジ ェ ク ト

出力 %2 は変換されませんで

し た。

このエラーは、 1 つ以上のプロジ ェ ク ト 出力を含む Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト

を変換する と き、 プロジ ェ ク ト 出力の 1 つが無効な場合に

起こ り ます。

このエラーを解決するためには、 Visual Studio プロジ ェ ク ト

のプロジ ェ ク ト 出力を確認し て、 問題をすべて解決し て く

だ さい。 その後、 Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield 

プロジ ェ ク ト に変換し ます。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エラーと警告
-9077 フ ァ イル キー '%1' は、

InstallShield プロジ ェ ク ト に

既に存在し ます。 プロジ ェ

ク ト 出力 '%2' は変換されま

せんで し た。

この警告は、 特定のフ ァ イル キーと関連付けられている

フ ァ イル持つプロジ ェ ク ト 出力を含む Visual Studio プロ

ジ ェ ク ト を、 同じ フ ァ イル キーを持つフ ァ イルを既に含む 

InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し た と きに発生し ま

す。 この状況は、 同じ Visual Studio プロジ ェ ク ト を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に複数回にわたってイ ンポー ト す

る場合に起こ り ます。

この警告が発生し た場合、 [ フ ァ イル ] ビ ューをチ ェ ッ ク し

て、 警告メ ッ セージに示されたフ ァ イルが InstallShield プロ

ジ ェ ク ト から不足し ていないかど うか確認し て く ださい。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield Premier Edition および 

Professional Edition には [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューが

あ り、 こ こにプロジ ェ ク ト に含まれる各フ ァ イルに関連付

けられたフ ァ イル キーが表示されます。 フ ァ イル キーは、

.msi テーブルの File テーブルのプ ラ イマ リ キーです。 File 

テーブルは、 重複する フ ァ イル キーを持つこ とができませ

ん。

InstallShield Premier Edition および Professional Edition では、

[ コ ンポーネン ト ] ビ ューの [ フ ァ イル ] 領域でフ ァ イル 

キー情報も参照できます。

-9078 InstallShield プロジ ェ ク ト が 

Visual Studio ソ リ ューシ ョ

ンにあり ません。 プロジ ェ

ク ト 出力 '%1' は変換されま

せんで し た。

このエラーは、 InstallShield プロジ ェ ク ト が InstallShield で開

かれていて、 Visual Studio 内部から開かれていない場合に、

プロジ ェ ク ト 出力を含む Visual Studio プロジ ェ ク ト を 

InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し よ う とする と発生

し ます。

このエラーを解決するには、 InstallShield プロジ ェ ク ト を 

Visual Studio 内部から開いて、 そこに Visual Studio プロジ ェ

ク ト を イ ンポー ト し ます。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エラーと警告
-9079 現在の Visual Studio ソ

リ ューシ ョ ン内で Visual 

Studio プロジ ェ ク ト  '%1' が

見つかり ませんで し た。 プ

ロジ ェ ク ト 出力 '%2' は変換

されませんで し た。

プロジ ェ ク ト 出力含む Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたは

マージ モジュール プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク

ト にイ ンポー ト する場合、 その Visual Studio プロジ ェ ク ト

は、 そのプロジ ェ ク ト のすべての依存関係と同じ ソ リ ュー

シ ョ ン内にな く てはな り ません。 そ う でない場合、 Visual 

Studio プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト し よ う と し た と きに、 この

エラーが発生し ます。

このエラーを解決するには、 イ ンポー ト する Visual Studio 

セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト を含ん

でいるのと同じ Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンに InstallShield 

プロジ ェ ク ト がある こ と を確認し て く ださい。 また、 その

ソ リ ューシ ョ ンに Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ 

モジュール プロジ ェ ク ト の依存関係であるその他の Visual 

Studio プロジ ェ ク ト のすべてが含まれている こ と も確認し て

く だ さい。 確認が終わってから、 Visual Studio セ ッ ト ア ッ プ

またはマージ モジュール プロジ ェ ク ト を InstallShield プロ

ジ ェ ク ト にイ ンポー ト できます。

-9080 プロジ ェ ク ト 出力グループ 

'%1' が Visual Studio プロ

ジ ェ ク ト  '%2' 中に見つかり

ませんで し た。 プロジ ェ ク

ト 出力 '%3' は変換されませ

んで し た。

このエラーは、 プロジ ェ ク ト 出力を含む Visual Studio セ ッ

ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト を変換する

際に、 InstallShield がそのグループのプロジ ェ ク ト 出力を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に組み込むと きに問題が発生し た

場合に起こ り ます。

このエラーを解決するには、 テ クニカル サポー ト  にご連絡

く だ さい。

-9081 フ ァ イル '%1' は、 セ ッ ト

ア ッ プまたはマージ モ

ジュールから除外するよ う

に指定さ ています。 フ ァ イ

ルは変換されませんで し た。

この警告は、 Exclude プロパテ ィ が True に設定されている

フ ァ イルを含む Visual Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モ

ジュール プロジ ェ ク ト を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ン

ポー ト する場合に発生し ます。

指定されたフ ァ イルを InstallShield プロジ ェ ク ト から除外す

る場合は、 この警告を無視し て く ださい。

指定されたフ ァ イルを InstallShield プロジ ェ ク ト に含める場

合は、 InstallShield の [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを使っ

てこれを追加できます。 詳細については、 「フ ァ イルと フ ォ

ルダーをプロジ ェ ク ト に追加する」 を参照し て く ださい。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エラーと警告
-9082 プロジ ェ ク ト 出力 '%1' は、

セ ッ ト ア ッ プまたはマージ 

モジュールから除外するよ

う に指定さ ています。 プロ

ジ ェ ク ト 出力は変換されま

せんで し た。

この警告は、 プロジ ェ ク ト 出力にフ ァ イルを含む Visual 

Studio セ ッ ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト

を InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト する場合で、 その

フ ァ イルの Exclude プロパテ ィ に True が選択されている と

きに発生し ます。

指定されたフ ァ イルを InstallShield プロジ ェ ク ト から除外す

る場合は、 この警告を無視し て く ださい。

指定されたフ ァ イルを InstallShield プロジ ェ ク ト に含める場

合は、 InstallShield の [ フ ァ イルと フ ォルダー ] ビ ューを使っ

てこれを追加できます。 詳細については、 「Visual Studio ソ

リ ューシ ョ ンに リ フ ァ レンスを追加する」 を参照し て く だ

さい。

-9083 Visual Studio のデフ ォル ト

起動条件は、 InstallShield で

サポー ト されていません。

起動条件 %1 は変換されませ

んで し た。

この警告は、 デフ ォル ト 起動条件を含む Visual Studio セ ッ

ト ア ッ プまたはマージ モジュール プロジ ェ ク ト を 

InstallShield プロジ ェ ク ト にイ ンポー ト し た と きに発生し ま

す。

指定された起動条件を InstallShield プロジ ェ ク ト から除外す

る場合は、 この警告を無視し て く ださい。

Visual Studio が元のプロジ ェ ク ト に追加し たデフ ォル ト 起動

条件を ターゲッ ト  システム上でチ ェ ッ クする起動条件を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に追加するには、 InstallShield の [

要件 ] ビ ューを使います。 詳細については、 「製品のソ フ ト

ウ ェ アの要件を指定する」 を参照し て く ださい。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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-9084 64 ビ ッ ト の場所を解決する 

Windows Installer プロパテ ィ

は、 ご使用中の InstallShield 

のエデ ィ シ ョ ンではサポー

ト されていません。 '%2' と

い う名前のフ ァ イル検索の 

Folder プロパテ ィ  '%1' が '%3' 

に変換されま し た

エデ ィ シ ョ ン • 64 ビ ッ ト の場所を解決する Windows Installer 

プロパテ ィ のサポー ト は、 以下の InstallShield のエデ ィ シ ョ

ンで利用できます :

• Premier

• Professional

この警告は、 Visual Studio の起動条件エデ ィ タ で指定された

フ ァ イル検索の Folder プロパテ ィ に 64 ビ ッ ト  フ ォルダの

場所が含まれている場合に発生し ます。 この警告が発生し

た場合、 InstallShield Express Edition は対応する 32 ビ ッ ト の

場所を使用し ます ( 例、 [ProgramFilesFolder])。 Premier 

Edition と Professional Edition は 64 ビ ッ ト の場所を使用し ま

す。

イ ンス ト ールで 64 ビ ッ ト  サポー ト が必要な場合、

InstallShield Premier Edition または Professional Edition への

ア ッ プグレー ド を考慮し て く だ さい。 これらのエデ ィ シ ョ

ンでは、 64 ビ ッ ト  パッ ケージの作成、 64 ビ ッ ト の場所への

イ ンス ト ール、 およびその他の 64 ビ ッ ト 関連の設定を構成

する こ とができます。

-9085 '%2' とい う名前のカス タム 

アクシ ョ ンの Condition '%1' 

は、 InstallShield のこのエ

デ ィ シ ョ ンではサポー ト さ

れていません。 Condition プ

ロパテ ィ は変換されません

で し た。

エデ ィ シ ョ ン • InstallShield の以下のエデ ィ シ ョ ンでは、 カス

タム アクシ ョ ンの詳細条件の作成がサポー ト されています。

• Premier

• Professional

この警告は、 Visual Studio プロジ ェ ク ト を InstallShield プロ

ジ ェ ク ト にイ ンポー ト し よ う と し たと きに、 Visual Studio プ

ロジ ェ ク ト に使用中の InstallShield のエデ ィ シ ョ ンではサ

ポー ト されていない種類の条件を持つカス タム アクシ ョ ン

が含まれている場合に発生し ます。

この警告を解決するためには、 InstallShield の [ カス タム ア

クシ ョ ン ] ビ ューを使って Visual Studio プロジ ェ ク ト を変換

またはイ ンポー ト し た後にカス タム アクシ ョ ンに条件を追

加し ます。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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エラーと警告
-9086 '%2' と名づけられたフ ァ イ

ル検索の MinDate '%1' が無

効です。 MinDate プロパ

テ ィ は変換されませんで し

た。

この警告は、 MinDate プロパテ ィ に無効な値を持つフ ァ イル

検索を含む Visual Studio セ ッ ト ア ッ プを イ ンポー ト または

変換し よ う と し た と きに発生し ます。

この警告を解決するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield の [ 要件 ] ビ ューを開きます。

2. フ ァ イル検索を右ク リ ッ ク し てから、 [起動条件の変更] 

を ク リ ッ ク し ます。 システム検索ウ ィ ザー ドが開きま

す。

3. このウ ィ ザー ドの 2 番目のパネルで、 [ 詳細 ] ボタ ンを

ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イルの詳細 ] ダイアログ ボ ッ ク

スが開きます。

4. 適切な詳細を入力し ます。

-9087 '%2' と名づけられたフ ァ イ

ル検索の MaxDate '%1' が無

効です。 MaxDate  プロパ

テ ィ は変換されませんで し

た。

この警告は、 MaxDate e プロパテ ィ に無効な値を持つフ ァ イ

ル検索を含む Visual Studio セ ッ ト ア ッ プを イ ンポー ト また

は変換し よ う と し た と きに発生し ます。

この警告を解決するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield の [ 要件 ] ビ ューを開きます。

2. フ ァ イル検索を右ク リ ッ ク し てから、 [起動条件の変更] 

を ク リ ッ ク し ます。 システム検索ウ ィ ザー ドが開きま

す。

3. このウ ィ ザー ドの 2 番目のパネルで、 [ 詳細 ] ボタ ンを

ク リ ッ ク し ます。 [ フ ァ イルの詳細 ] ダイアログ ボ ッ ク

スが開きます。

4. 適切な詳細を入力し ます。

-9088 InstallShield では Visual 

Studio Web セ ッ ト ア ッ プ プ

ロジ ェ ク ト を InstallShield プ

ロジ ェ ク ト に変換する こ と

はできません。

このエラーは、 Visual Studio Web セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク

ト を InstallShield にイ ンポー ト または変換し よ う と し たと き

に発生し ます。 InstallShield は、 Visual Studio Web セ ッ ト ア ッ

プ プロジ ェ ク ト の変換をサポー ト し ません。 この種類のエ

ラーが発生し た場合、 InstallShield で新しいプロジ ェ ク ト を

作成し、[IIS 構成 ] ビ ューを使って ターゲッ ト  システム上の 

IIS Web サイ ト を管理する方法を考慮し て く だ さい。

-9089 InstallShield では Visual 

Studio CAB プロジ ェ ク ト を 

InstallShield プロジ ェ ク ト に

変換する こ とはできません。

このエラーは、 Visual Studio CAB セ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク

ト を InstallShield にイ ンポー ト または変換し よ う と し たと き

に発生し ます。 InstallShield は、 Visual Studio CAB セ ッ ト

ア ッ プ プロジ ェ ク ト の変換をサポー ト し ません。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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-9090 Visual Studio プロジ ェ ク ト

の種類を識別できませんで

し た。 このため、 プロジ ェ

ク ト は変換されませんで し

た。

このエラーは、 InstallShield がその種類を識別できない 

Visual Studio プロジ ェ ク ト を イ ンポー ト または変換し よ う と

し た と きに発生し ます。

-10000 ユーザーによ り変換がキャ

ンセルされま し た。

このエラーは、 変換処理を途中でキャ ンセルし たと きに発

生し ます。

テーブル 8-6 • Visual Studio プロジ ェ ク ト のイ ンポー ト  エラーと警告 ( 続き )

エラー / 警告番
号 説明 ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
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InstallShield カス タム アクシ ョ ン リ フ ァ レンス
このセクシ ョ ンでは、 様々な機能をサポー ト するために InstallShield プロジ ェ ク ト に自動的に追加されるビル ト イ

ン InstallShield カス タム アクシ ョ ンそれぞれについて説明し ます。

_serial_verifyCA_isx

SERIALNUMVALRETRYLIMIT プロパテ ィ の値を 1 減ら し ます。

_serial_verifyCA_isx_helper

SERIALNUMVALRETRYLIMIT プロパテ ィ の値を 1 減ら し ます。

CheckForProductUpdates

FlexNet Connect を使用し て、 製品のア ッ プデー ト を確認し ます。

カス タム アクシ ョ ンは Agent.exe とい う名前の実行可能フ ァ イルを起動し て、 次の内容を渡し ます。

/au[ProductCode] /EndOfInstall

CheckForProductUpdatesOnReboot

FlexNet Connect を使用し て、 起動時に製品のア ッ プデー ト を確認し ます。

カス タム アクシ ョ ンは Agent.exe とい う名前の実行可能フ ァ イルを起動し て、 次の内容を渡し ます。

/au[ProductCode] /EndOfInstall /Reboot

DLLWrapCleanup

抽出されたデータ を ク リーンア ッ プする標準 DLL ラ ッパー。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は dllwrap.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン

ト は DLLWrapCleanup です。

DLLWrapStartup

呼び出し を説明するデータ を抽出する標準 DLL ラ ッパー。

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は dllwrap.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

DLLWrapStartup です。

ISComponentServiceCosting

ISComPlusApplication テーブルから情報を抽出し、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンの一時フ ァ イルに保存し ます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は iscomsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン

ト は ISComponentServiceCosting です。

ISComponentServiceFinalize

イ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ール時に、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを コ ミ ッ ト し ます。
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これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は iscomsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン

ト は ISComponentServiceFinalize です。

ISComponentServiceInstall

イ ンス ト ール時に、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールし ます。

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は iscomsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISComponentServiceInstall です。

ISComponentServiceRollback

イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールが失敗し た と き、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンをロールバッ ク し ます。

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は iscomsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISComponentServiceRollback です。

ISComponentServiceUninstall

アン イ ンス ト ール時に、 COM+ アプ リ ケーシ ョ ンを削除し ます。

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は iscomsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISComponentServiceUninstall です。

ISIISCleanup

IIS イ ンス ト ールの一時フ ァ イルと レジス ト リ エン ト リ を削除し ます。

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は IISHelper.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISIISCleanup です。

ISIISCosting

IIS イ ンス ト ールの一時フ ァ イルにアクシ ョ ン一覧を作成し ます。 他の IIS アクシ ョ ンの CustomActionData プロパ

テ ィ を設定し ます。

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は IISHelper.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は ISIISCosting 

です。

ISIISInstall

IIS イ ンス ト ールに Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 および他のアイテムを作成し ます。

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は IISHelper.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は ISIISInstall 

です。

ISIISRollback

IIS のロールバッ ク中に Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 および他のアイテムを削除し ます。

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は IISHelper.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISIISRollback です。
694 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 8 章 : 

InstallShield カス タム アクシ ョ ン リ フ ァ レンス
ISIISUninstall

IIS のアン イ ンス ト ール中に Web サイ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 仮想デ ィ レ ク ト リ、 および他のアイテムを削除し ま

す。

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は IISHelper.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISIISUninstall です。

ISInstallPrerequisites

機能と関連付けられた前提条件のイ ンス ト ールを起動し ます。

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は PrqLaunch.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

InstallPrerequisites です。

ISJITCompileActionAtInstall

イ ンス ト ール時に、 .NET アセンブ リ をプ リ コ ンパイルし ます。

このカス タム アクシ ョ ンは、 ngen.exe とい う名前の Microsoft 実行可能フ ァ イルを起動し ます。

ISJITCompileActionAtUnInstall

アン イ ンス ト ール時にプ リ コ ンパイル済み .NET アセンブ リ を削除し ます。

このカス タム アクシ ョ ンは、 ngen.exe とい う名前の Microsoft 実行可能フ ァ イルを起動し ます。

ISLockPermissionsCost

ISLockPermissionsInstall アクシ ョ ンの CustomActionData プロパテ ィ を設定し ます。

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は ISLockPermissions.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISLockPermissionsCostAction です。

ISLockPermissionsInstall

製品がイ ンス ト ールされる と きのアクセス許可を設定し ます。

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は ISLockPermissions.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISLockPermissionsInstallAction です。

ISNetApiInstall

.ini フ ァ イルからユーザーおよびグループを作成し ます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は ISNetAPI.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン

ト は ISNetApiInstall です。

ISNetApiRollback

ユーザーとグループの変更をロールバッ ク し ます。

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は ISNetAPI.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISNetApiRollback です。
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ISNetCreateIniForOneUser

ユーザーとグループ用の一時フ ァ イルに操作を抽出し ます。

これは、 ISNetAPI.dll とい う名前の .dll カス タム アクシ ョ ンです。

ISNetDeleteIniFile

ユーザーとグループ用の一時フ ァ イルを ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 ISNetAPI.dll とい う名前の .dll カス タム アクシ ョ ンです。

ISNetGetGroups

グループを コ ンボ ボ ッ クスに加えます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は ISNetAPI.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン

ト は ISNetGetGroups です。

ISNetGetServers

サーバーの一覧を コ ンボ ボ ッ クスに加えます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は ISNetAPI.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン

ト は ISNetGetServers です。

ISNetGetUsers

ユーザーの一覧を コ ンボ ボ ッ クスに加えます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は ISNetAPI.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン

ト は ISNetGetUsers です。

ISNetSetLogonName

LogonInformation ダイアログで入力された " ユーザー "、 " グループ "、 および " サーバー " プロパテ ィ を格納し ま

す。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は ISNetAPI.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン

ト は ISNetSetLogonName です。

ISNetValidateLogonName

LogonInformation ダイアログで、 有効な組み合わせのユーザー名、 サーバー、 パスワー ドが入力されたこ と を検証

し て く ださい。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は ISNetAPI.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン

ト は ISNetValidateLogonName です。

ISNetValidateNewUserInformation

LogonInformation ダイアログで入力された " ユーザー "、 " グループ "、 および " サーバー " プロパテ ィ を格納し ま

す。
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これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は ISNetAPI.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン

ト は ISNetValidateNewUserInformation です。

ISPrint

ダイアログ上の ScrollableText コ ン ト ロールの内容を印刷し ます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は SetAllUsers.dll で、 そのエン ト リ ポイ

ン ト は PrintScrollableText です。

ISQuickPatchFinalize

QuickPatch の共有参照カウン ト を ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は QuickPatchHelper.dll で、 そのエン ト リ 

ポイ ン ト は ISQuickPatchFinalize です。

ISQuickPatchFixShortcut

QuickPatch のシ ョ ー ト カ ッ ト を再イ ンス ト ールし ます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は QuickPatchHelper.dll で、 そのエン ト リ 

ポイ ン ト は ISQuickPatchFixShortcut です。

ISQuickPatchHelper

QuickPatch のク リーンな機能の状態を適用し ます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は QuickPatchHelper.dll で、 そのエン ト リ 

ポイ ン ト は ISQuickPatchHelper です。

ISQuickPatchInit

QuickPatch のコ ンポーネン ト と機能の状態を ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は QuickPatchHelper.dll で、 そのエン ト リ 

ポイ ン ト は ISQuickPatchInit です。

ISQuickPatchInit9X

QuickPatch のコ ンポーネン ト と機能の状態を ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は QuickPatchHelper.dll で、 そのエン ト リ 

ポイ ン ト は ISQuickPatchInit9X です。

ISQuickPatchInit9X2

QuickPatch のコ ンポーネン ト と機能の状態を ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は QuickPatchHelper.dll で、 そのエン ト リ 

ポイ ン ト は ISQuickPatchInit9X2 です。
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ISRunSetupTypeAddLocalEvent

[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイアログの [ 次へ ] ボタ ンに関連付けられている AddLocal イベン ト を実行し ます。 この

アクシ ョ ンは、 イ ンス ト ールが [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイアログを表示し ない場合に呼び出す必要があり ます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は ISXExpHlp.dll で、 そのエン ト リ ポイ

ン ト は RunSetupTypeAddLocalEvent です。

ISSelfRegisterCosting

自己登録用の一時フ ァ イルに操作を抽出し ます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は isregsvr.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン

ト は ISSelfRegisterCosting です。

ISSelfRegisterFiles

自己登録フ ァ イルを登録し ます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は isregsvr.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン

ト は ISSelfRegisterFiles です。

ISSelfRegisterFinalize

自己登録用の一時フ ァ イルを ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は isregsvr.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン

ト は ISSelfRegisterFinalize です。

ISSetAllUsers

ア ッ プグレー ド または初回イ ンス ト ール要件の ALLUSERS を設定し ます

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は SetAllUsers.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

SetAllUsers です。

ISSetTARGETDIR

TARGETDIR を [INSTALLDIR] に設定し ます。

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は SetAllUsers.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

SetTARGETDIR です。

ISSetupFilesCleanup

サポー ト  フ ァ イルの一時デ ィ レ ク ト リ を ク リーンア ッ プ し ます。

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は SFHelper.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

SFCleanupEx です。

ISSetupFilesExtract

一時デ ィ レ ク ト リ に、 サポー ト  フ ァ イルを抽出し ます。
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これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は SFHelper.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

SFStartupEx です。

ISUnSelfRegisterFiles

自己登録フ ァ イルの登録を解除し ます。

これは、 .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は issqlsrv.dll で、 そのエン ト リ ポイ ン ト は 

ISUnSelfRegisterFiles です。

LaunchProgramFileFromSetupCompleteSuccess

イ ンス ト ールの終わり で実行可能フ ァ イルを起動し ます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は SerialNumCAHelper.dll で、 そのエン ト

リ ポイ ン ト は LaunchProgram です。

LaunchReadmeFileFromSetupCompleteSuccess

イ ンス ト ールの終わり で Readme フ ァ イルを起動し ます。

これは、 Windows Installer .dll カス タム アクシ ョ ンです。 .dll フ ァ イルの名前は SerialNumCAHelper.dll で、 そのエン ト

リ ポイ ン ト は LaunchReadMe です。

setAllUsersProfile2K

ALLUSERSPROFILE  デ ィ レ ク ト リ識別子を初期化し ます。

SetARPINSTALLLOCATION

[ プログラムの追加と削除 ] の "Readme" プロパテ ィ で使われるデ ィ レ ク ト リ識別子を解決し ます。 このカス タム 

アクシ ョ ンが必要な理由は、 ARPREADME が Windows Installer プロパテ ィ であるため、 自動的にフ ォーマ ッ ト され

ないためです。 

setUserProfileNT

USERPROFILE デ ィ レ ク ト リ識別子を初期化し ます。

ShowMsiLog

エン ド ユーザーが SetupCompleteSuccess、 SetupCompleteError、 または SetupInterrupted ダイアログで "Windows 

Installer のログを表示 " チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て [ 完了 ] を ク リ ッ ク し たと き、 メ モ帳で Windows Installer ロ

グ フ ァ イルを表示し ます。 これは、 Windows Installer 4.0 以降でのみ使用できます。
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コ マン ド ラ イ ン ツール
グラ フ ィ ッ ク ユーザー イ ン ターフ ェ イスの他に、 InstallShield はビルド時 ( たと えば、 バッ チ処理の一部、 または

イ ンス ト ールの動作を カス タ マイズするための実行時 ) に利用できるい く つかのコマン ド ラ イ ン アプ リ ケーシ ョ

ン も提供し ます。 このセクシ ョ ンでは、 それらのアプ リ ケーシ ョ ンのコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターが説明されて

います。

• IsCmdBld.exe

• MsiExec.exe

• Setup.exe

IsCmdBld.exe

Express プロジ ェ ク ト では、 IsCmdBld.exe を使って、 コマン ド ラ イ ンから リ リースをビルド する こ とができます。

構文

次に、 ISCmdBld.exe を実行し てオセロベータ (Othello Beta) のリ リースをビルド する際のステー ト メ ン ト の例を示し

ます。

ISCmdBld.exe -p "C:\InstallShield 2014 Projects\My Othello Project\Othello.ise" -r "SingleImage" -c COMP

上記の例の -p で始まる 最初のパラ メ ーターは、 ビルド する .ise フ ァ イルへのパスです。 次に、 -r Othello Beta はメ

デ ィ アの種類です。 パラ メ ーター -c COMP は、 パッ ケージを 1 つのフ ァ イルに圧縮するかど う かを指定し ます。

コマン ド ラ イ ン ビルドがエラーを発生せずに完了し た場合、 InstallShield によ って環境変数 ERRORLEVEL が 0 に

設定されます。 コマン ド ラ イ ン ビルドの最中にエラーが発生し た場合、 ERRORLEVEL は 1 に設定されます。

ERRORLEVEL がその他の値に設定された場合、 一般的に、 無効なパラ メ ターが ISCmdBld.exe に渡されたこ と を示

し、 そのエラー原因が ISCmdBld.exe を実行中のコマン ド プロンプ ト  ウ ィ ン ド ウに表示されます。

コマン ド ラ イ ン パラ メ ーター

ISCmdBld.exe は、 次のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターをサポー ト し ます。

テーブル 8-1 • コマン ド ラ イ ン ビルドのパラ メ ーター

パラ メ ーター 説明

-b ‹ ビルドの場所 › 出力先フ ォルダーと フ ァ イルの保存先フ ォルダーへの完全なパスです。 UNC パス

を使用できます。 ビルド済みイ ンス ト ールのフ ァ イルは、 指定し た場所の Disk 

Images\Disk1 サブ フ ォルダーに格納されます。

長いフ ァ イル名は引用符で囲んで く だ さい。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。
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-c < 圧縮オプシ ョ ン > このパラ メ ーターを使用し て、 リ リースを単一フ ァ イルに圧縮するか、 複数の

フ ァ イルに非圧縮のまま残すか指定する こ とができます。 このパラ メ ーターの有

効な引数は COMP および UNCOMP です。 リ リースを 1 つのフ ァ イルに圧縮する

よ う指定するには、 引数 COMP を使用し ます。 リ リースを圧縮し ない場合は、 引

数 UNCOMP を使用し ます。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。 リ リース名が既に存在する場合は、 IDE で

の指定内容に基づいて構成が行われます。 新規リ リースでこの構成を使用し ない

場合、 新規パッ ケージは圧縮されません。

-e <Y/N> セ ッ ト ア ッ プ 

パッ ケージ

このパラ メ ーターを使って、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト と同時に Setup.exe も作

成するかど うかを指定する こ とができます。 Setup.exe をビルド するには Y を、 イ

ンス ト ール パッ ケージのみを作成するには N を選択し ます。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。

-i <.ini フ ァ イル パス > すべてのパラ メ ーターを コマン ド ラ イ ンで渡す代わり に、 すべてのパラ メ ーター

を初期化 (.ini) フ ァ イルに含めておき、 その .ini フ ァ イルを コマン ド ラ イ ンから呼

び出すこ とができます。 詳細については、 「.ini フ ァ イルでコマン ド ラ イ ン ビルド 

パラ メ ーターを渡す」 を参照し て く だ さい。

絶対および相対パスを使用できます。 長いフ ァ イル名は引用符で囲んで く だ さ

い。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。

-o < マージ モジュール検

索パス >

このパラ メ ーターは、 プロジ ェ ク ト で参照させるマージ モジュール (.msm) フ ァ

イルを含むフ ォルダーを コ ンマ区切り で指定し ます ( 複数指定可 )。

InstallShield では、 マージ モジュールを含むフ ォルダーを指定するその他の方法

も提供されています。 詳細については、 「マージ モジュールを含むデ ィ レ ク ト リ

を指定する」 を参照し て く だ さい。

-p < プロジ ェ ク ト の場所 > プロジ ェ ク ト  (.ise) フ ァ イルへのパスを渡し ます。 このパスは、 完全修飾パス、

相対パス、 またはただのフ ァ イル名にできます。 UNC パスも使用できます。 プロ

ジ ェ ク ト のフ ァ イル名のみを渡し た場合、 フ ァ イルは現在の作業デ ィ レ ク ト リ を

基準にし て検索されます。 例 :

IsCmdBld.exe -p "C:\InstallShield 2014 Projects\MyProject1\MyProject1.ise"

これは唯一の必須パラ メ ーターです。

長いフ ァ イル名は引用符で囲んで く だ さい。

テーブル 8-1 • コマン ド ラ イ ン ビルドのパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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-prqpath <InstallShield 前提

条件の検索パス >

このパラ メ ーターは、 プロジ ェ ク ト で参照される InstallShield 前提条件フ ァ イル 

(.prq) フ ァ イルを含むフ ォルダーを コ ンマで区切って指定し ます ( 複数指定可 )。

InstallShield では、 InstallShield 前提条件フ ァ イル フ ァ イルを含むフ ォルダーを指

定するその他の方法も提供されています。 詳細については、 「InstallShield 前提条

件を含むデ ィ レ ク ト リ を指定する」 を参照し て く だ さい。

-r < リ リースの種類 >  リ リース タ イプ を指定する場合にこのパラ メ ーターを使用し ます ( 例、

SingleImage、 WebDeployment)。 有効なオプシ ョ ンは次のとお り です :

• カス タム

• CD_ROM

• DVD-10

• DVD-18

• DVD-5

• DVD-9

• SingleImage

• WebDeployment

このパラ メ ーターを指定せずにコマン ド ラ イ ンから ビルド する と、 コマン ド ラ イ

ンのビルドは IDE で前回ビルド し た リ リースの種類と同じ種類を使用し ます。IDE 

で リ リースをビルド し たこ とがない場合、 コマン ド ラ イ ン ビルドは SingleImage 

リ リース タ イプを使用し ます。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。

-s このパラ メ ーターを使用する と、 サイ レン ト  モー ド で リ リースをビルド できま

す。 サイ レン ト  ビルドは、 ビルドの実行時にエラーや警告メ ッ セージが表示され

ないよ う にする場合に便利です。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。

-u このパラ メ ーターを使って、 リ リースをビルド ではな く 、 ア ッ プグレー ド する こ

とができます。 このパラ メ ーターを使って、 InstallShield の以前で作成し たイ ンス

ト ール プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド できます。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。

-w このパラ メ ーターはビルド プロセス中に発生する警告をエラーと し て処理し ま

す。 警告が発生するたびに、 エラーカウン ト が 1 ずつ増加し ます。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。

テーブル 8-1 • コマン ド ラ イ ン ビルドのパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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MsiExec.exe

MsiExec.exe は Windows Installer の実行可能プログラムで、 イ ンス ト ール パッ ケージの解析と ターゲッ ト  システム

への製品のイ ンス ト ールに使用されます。 リ リースのビルド完了後に、 Windows Installer パッ ケージ (.msi) を コマ

ン ド ラ イ ンから イ ンス ト ールできます。 現在、 Setup.exe コマン ド ラ イ ン以外に Windows Installer パラ メ ーターを渡

すサポー ト はあ り ません。 Windows Installer がターゲッ ト  システムにイ ンス ト ールされている こ と を確認するた

め、 InstallShield はデフ ォル ト でアプ リ ケーシ ョ ンの Setup.exe を作成し ます。 Setup.exe は、 ターゲッ ト  システムに

検出されなければ Windows Installer を イ ンス ト ールし、 古いバージ ョ ンがあればこれをア ッ プグレー ド し ます。

製品のリ リースをビルド し た後で、 コマン ド ラ イ ンから リ リースを イ ンス ト ールできます。

MSIExec.exe の完全リ フ ァ レンスについては、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの Command-Line Options を参照

し て く ださい。 MsiExec.exe コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを Setup.exe に渡す方法については、 「Setup.exe」 を参照

し て く ださい。

Setup.exe

コ ンパイルされた .msi フ ァ イルと同様に、 Setup.exe では限られた数のコマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを利用でき

ます。 このパラ メ ーターを使用する こ と で、 イ ンス ト ールを実行する言語を指定し、 Setup.exe をサイ レン ト で実

行するか決定できます。 含まれている .msi フ ァ イルに Setup.exe を通し てパラ メ ーターを渡すこ と も可能です。

Setup.exe が受け取る こ とができる コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ン と その説明は以下のとお り です。

• /v : コマン ド ラ イ ンのパラ メ ーターを .msi パッ ケージに渡し ます。 

• /s : サイ レン ト  

• /p : パスワー ド モー ド 

-x エラーが発生し たら ビルド を中止する場合は、 -x パラ メ－タ を使用し ます。 警告

の遭遇時にビルド を中止する場合は、 このパラ メ ーターを -w パラ メ－タ と組み

合わせて使用し ます。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。

-y < 製品バージ ョ ン > このパラ メ ーターを使用し て、 コマン ド ラ イ ンから製品のバージ ョ ンを指定する

こ とができます。 これは、 製品バージ ョ ンのビルド バージ ョ ン (3 番目のフ ィ ー

ルド ) を増加する と きに、 特に便利です。 た と えば、 製品バージ ョ ンを 1.0.5 に設

定するには、 次のよ う に入力し ます。

ISCmdBld.exe -y "1.0.5"

有効な製品バージ ョ ン番号については、 「製品バージ ョ ンを指定する」 を参照し

て く だ さい。

このパラ メ ーターはオプシ ョ ンです。

テーブル 8-1 • コマン ド ラ イ ン ビルドのパラ メ ーター ( 続き )

パラ メ ーター 説明
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• /a : 管理イ ンス ト ール 

• /j : ア ドバタ イズ モー ド 

• /x : アン イ ンス ト ール モー ド 

• /f : 修復モー ド 

• /ua : Windows 9x MSI エンジンを イ ンス ト ール 

• /uw : Windows NT MSI エンジンを イ ンス ト ール 

• /b : イ ンス ト ールをローカルにキャ ッ シュ 

• /debuglog : デバッ グのログ フ ァ イルを生成する 

• /w : 待機 

Setup.exe 内の .msi フ ァ イルにパラ メ ーターを渡す

Setup.exe を イ ンス ト ールの一部と し て含めた場合、 場合によ って Setup.exe 内に保存されている .msi パッ ケージに

コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを渡す必要があ り ます。 .msi フ ァ イルに引数を渡すには、 /v オプシ ョ ンを使用し ま

す。 このオプシ ョ ンを指定する と、 Msiexec.exe に渡すこ とができるサポー ト されたパラ メ ーターをすべて一覧表

示できます。 たと えば、 イ ンス ト ールの詳細ログを作成する場合は、 次のよ う に入力し ます :

Setup.exe /v"/l*v \"c:\My Log Files\test.log\""

この方法でパラ メ ーターを渡す場合に従う特定の書式の規則がい く つかあり ます。 まず、 既存の引用中にある引

用符の前には円記号 (\) を置 く 必要があり ます。 た と えば、 上記のコマン ド ラ イ ンには、 以下のものがあり ます : 

v"/l*v \"c:\My Log Files\test.log\"。 ログ フ ァ イルへのパスは長いパスなので、 引用符を使用する必要があ り ます。 た

だし、 完全な引数には引用符が必要なため、 すべての内部引用符の前に円記号を使用し なかった場合、 コ マン ド

ラ イ ンステー ト メ ン ト は失敗し ます。

上記の例のよ う に、 コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン (/v) と渡し ている引数の間にスペースを入れてはいけないとい う

書式上の規則があ り ます。

また、 /v オプシ ョ ンを使用し て複数のパラ メ ーターを渡す場合、 それら を次のよ う に空白で区切る必要があ り ま

す :

Setup.exe /v"/l*v \"c:\My Log Files\test.log\" /qn"

このコマン ドはログ フ ァ イルを作成し、 イ ンス ト ールをサイ レン ト で実行し ます。

また代わり に、 次の例のよ う に、 コマン ド ラ イ ンで /v オプシ ョ ンを複数回 ( 引数ご とに 1 つずつ ) 使用する こ と

もできます :

Setup.exe /v"/l*v \"c:\My Log Files\test.log\"" /v"/qn"

Setup.exe をサイ レン ト で実行

Setup.exe フ ァ イルの起動時に進捗状況バーを表示し ない場合、 /s コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを使用し ます。 た

と えば、 次のコマン ド ラ イ ン ステー ト メ ン ト を入力する と、 Setup.exe は起動し ますが、 ユーザー イ ン ターフ ェ イ

スは表示されません :

Setup.exe /s
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.msi セ ッ ト ア ッ プ もサイ レン ト で実行する場合は、 次のよ う に /v パラ メ ーターを使用し て Setup.exe を通し て /qn 

コマン ド ラ イ ン パラ メ ーターを渡す必要があ り ます :

Setup.exe /s /v/qn

メ モ • イ ンス ト ールがパスワー ド保護されている場合は、 /p パラ メ ーターも渡す必要があ り ます。

コマン ド ラ イ ンからパスワー ド を指定する

/p パラ メ ーターを使用し てパスワー ド保護のセ ッ ト ア ッ プのパスワー ド を指定できます。 パスワー ド保護をサイ

レン ト モー ド で実行する場合、 コマン ド ラ イ ンパスワー ド を指定し ないと イ ンス ト ールは失敗し ます。

パスワー ド保護のセ ッ ト ア ッ プをサイ レン ト で実行する場合、 次のステー ト メ ン ト を コ マン ド ラ イ ンで入力し て

く ださい。

Setup.exe /s /v/qn /p"password"

コマン ド ラ イ ンから イ ンス ト ール モー ド を指定する

/a ( 管理 )、 /j ( ア ドバタ イズ )、 /x ( アン イ ンス ト ール )、 または /f ( 修復 ) パラ メ ーターを使用し て、 イ ンス ト ー

ルを実行するモー ド を定義する こ とができます。 各オプシ ョ ンについては、 次に説明し ます。

管理

イ ンス ト ールを管理モー ド で実行する と、 イ ンス ト ール イ メ ージをネ ッ ト ワークにイ ンス ト ールでき、 そのデ ィ

レ ク ト リ にアクセスできるユーザーは、 管理イ ンス ト ールを実行し た管理者と し ての権限で全員ローカル マシン

にイ ンス ト ールを イ ンス ト ールできるよ う にな り ます。 このオプシ ョ ンに追加パラ メ ーターは必要あり ません。

ア ド バタ イズ

ア ドバタ イズは、 イ ンス ト ーラーから要求があった と きに機能がイ ンス ト ールされ、 イ ンス ト ール中にすぐには

イ ンス ト ールされない 「ジャス ト イ ン タ イム」 タ イプのイ ンス ト ールです。 /j package オプシ ョ ンを使用し て 

MsiExec.exe を起動する と、 機能はエン ド ユーザーのシステムでア ドバタ イズされますが即座にイ ンス ト ールされ

ません。 ほとんどの場合、 ユーザーは [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログの機能をア ドバタ イズするオプシ ョ

ンがあ り ます。 このパラ メ ーターに対する適切な構文については、 Windows Installer ヘルプ ラ イブ ラ リの 

Command-Line Options を参照し て く だ さい。

アン イ ンス ト ール

メ ンテナンス ダイアログを表示せずにコマン ド ラ イ ンから イ ンス ト ールをアン イ ンス ト ールする場合、 次のよ う

に /x オプシ ョ ンを使用する必要があり ます :

Setup.exe /v/x

追加パラ メ ーターは必要あ り ません。

修復

修復モー ド でイ ンス ト ールを起動する と、 すべてのポータ ブル実行可能フ ァ イル (.exe、 .com、 .ocx、 .tlb) とヘルプ 

フ ァ イル (.chm と .hlp) が壊れずに存在し ているかが確認されます。 イ ンス ト ールは、 これらのフ ァ イルの 1 つが

存在し ない、 または壊れている と検出し た場合、 フ ァ イルの修復を試みます。 コマン ド ラ イ ンから イ ンス ト ール
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を修復モー ド で起動するには、 /f オプシ ョ ンを使用し ます。 このパラ メ ーターの適切な構文についての情報は、

「MsiExec.exe」 を参照し て く だ さい。

コマン ド ラ イ ンを使用し て Windows Installer エンジンの場所を指定する

コマン ド ラ イ ンから、 Web 配布用イ ンス ト ールにダウンロー ド する Windows Installer エンジンの場所を指定できま

す。 この指定を行う には、 次の構文を使用し ます ：

Windows 9x MSI エンジン

Setup.exe /ua"http://www.installshield.com/msiengine20/InstmsiA.exe"

Windows NT MSI エンジン

Setup.exe /uw"http://www.installshield.com/msiengine20/InstmsiW.exe"

キャ ッ シュする場所を指定する

ア ドバタ イズやアプ リ ケーシ ョ ン修復など、 Windows Installer の高度機能を使用するために、 イ ンス ト ールのコ

ピーを ターゲッ ト マシンに置 く こ とができます。 これを行う には、 完全修飾パス と共に次の構文を使用し ます。

Setup.exe /b"C:\Storage\MyCachedPrograms\"

メ モ • イ ンス ト ールは、 指定された場所のサブデ ィ レ ク ト リ にキャ ッ シュ されます。 このサブデ ィ レ ク ト リ にはイ

ンス ト ールのパッ ケージ コー ド GUID の名前が付けられます。 その場所に展開する際に問題がある場合、 イ ンス

ト ールは別の場所を要求し ます。

このオプシ ョ ンは、 SingleImage、 カス タムおよび WebDeployment ビルド でのみ使用できます。

デバッ グ用のログ フ ァ イルを生成する

/debuglog パラ メ ーターを使って、 Setup.exe のログ フ ァ イルを生成できます。

長い名前を持つ InstallShield.log を Setup.exe フ ァ イルと同じデ ィ レ ク ト リ に生成するには、 コマン ド ラ イ ン パラ メ ー

ターのみを渡し ます。 Setup.exe フ ァ イルが読み取り専用の場所にある と き、 この処理は実行できません。 例 :

Setup.exe /debuglog

ログ フ ァ イルの名前と場所を指定するには、 パス と名前を次の要領で渡し ます。

Setup.exe /debuglog"C:\PathToLog\setupexe.log"

Setup.exe の待機を要求する

/w コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンは、Setup.exe が終了する前に MsiExec.exe が完了するまで Setup.exe を待機させる場合

に使用し ます。 さ らに、 /w コマン ドは MsiExec.exe で生成されたすべてのリ ターン コー ド を返し ます。

バッ チ フ ァ イルで /w オプシ ョ ンを使用し ている場合、 Setup.exe コ マン ド ラ イ ン引数全体を start /WAIT で優先させ

る こ と をお勧めし ます。 正しい形式の使用例は次の通り です。

start /WAIT setup.exe /w
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エン ド ユーザー ダイアログ
このセクシ ョ ンは、 InstallShield で利用できるエン ド ユーザー ダイアログの参照情報と し て利用できます。 ほとん

どのダイアログには、 [ ダイアログ ] ビ ューからアクセスできます。

すべてのエン ド ユーザー ダイアログのためのグローバル ダイ
アログ設定

グローバル ダイアログ設定を使う と、 プロジ ェ ク ト で使用されているすべてのダイアログに共通のダイアログ設

定に変更を加える こ とができます。

[ ダイアログ ] ビ ューにある [ ダイアログ ] エクスプローラーを ク リ ッ クする と、 次のグローバル ダイアログ設定

が表示されます。

テーブル 8-1 • グローバル ダイアログの設定

設定 説明

グローバル ダイアログ イ

メ ージ

グローバル ダイアログ イ メ ージ と し て使用する画像のパス と フ ァ イル名を入力

するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し ます。 た と えば 

InstallWelcome のよ う な、 完全なダイアログ イ メ ージを持つプロジ ェ ク ト の各ダ

イアログは、 このフ ァ イルを イ メ ージ と し て表示し ます。 このイ メ ージはダイア

ログスペース一杯に収まる もので、 499 ( 幅 ) x 312 ( 高さ ) ピ クセルである必要が

あり ます。

この設定への入力値は、 完全ダイアログ ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージを含む各ダイア

ログの " ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ " 設定のデフ ォル ト 値と し て使用されます。 各ダ

イアログに選択されたイ メ ージをオーバーラ イ ド するには、 [ ダイアログ ] 

ビ ューでダイアログを選択し てから、 " ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ " 設定のパスを変

更し ます。

メ モ • [ ダイアログ ] ビ ューにリ ス ト されていないダイアログには、 " グローバル 

ダイアログ イ メ ージ " 設定で指定し たイ メ ージが使用されます。 1 つの例は、 イ

ンス ト ールが中断された と きに表示されるダイアログです。 このため、 イ ンス

ト ールの視覚的プレゼンテーシ ョ ンを変更する場合、 グローバル ダイアログ イ

メ ージを指定する必要があり ます。

注意 • 特定のダイアログに関し て " ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ " 設定の値を変更し た

後に、 この " グローバル ダイアログ イ メ ージ " 設定の値を変更する と、 " ビ ッ ト

マ ッ プ イ メ ージ " 設定の値は " グローバル ダイアログ イ メ ージ " 設定の値で上

書き されます。
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グローバル ダイアログ バ

ナー

グローバル ダイアログ バナーと し て使用する画像のパス と フ ァ イル名を入力す

るか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し ます。 「使用許諾契約

書」 など、 ダイアログの上部にバナー イ メ ージを表示するプロジ ェ ク ト 内の各ダ

イアログでは、 このフ ァ イルをバナーと し て表示し ます。 イ メ ージは、 499 ( 幅 ) 

x 58 ( 高さ ) ピ クセルである必要があ り ます。

この設定への入力値は、 バナー イ メ ージを含む各ダイアログの " バナー イ メ ー

ジ " 設定のデフ ォル ト 値と し て使用されます。 各ダイアログに選択されたイ メ ー

ジをオーバーラ イ ド するには、 [ ダイアログ ] ビ ューでダイアログを選択し てか

ら、 " バナー イ メ ージ " 設定のパスを変更し ます。

注意 • 特定のダイアログに関し て " バナー イ メ ージ " 設定の値を変更し た後に、

この " グローバル ダイアログ バナー " 設定の値を変更する と、 " バナー イ メ ー

ジ " 設定の値は " グローバル ダイアログ バナー " 設定の値で上書き されます。

グローバル ダイアログ 

テーマ

ダイアログ テーマは、 エン ド ユーザー ダイアログに統一感のとれた個性的な印

象を与える こ とができる、 あらかじめ定義されている 1 セ ッ ト のイ メ ージです。

プロジ ェ ク ト に含まれるダイアログに使用するテーマを選択し ます。 詳細につい

ては、 「ダイアログのテーマ」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-1 • グローバル ダイアログの設定 ( 続き )

設定 説明
710 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 8 章 : 

エン ド ユーザー ダイアログ
[ スプ ラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ ] ダイアログ

[ スプラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ ] ダイアログは、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ールを起動し たと きに最初に表示され

るダイアログです。 通常このダイアログには、 会社や製品の名前やロゴが入ったイ メ ージ (.bmp または .jpg フ ァ イ

ル ) が含まれます。

All Users オプシ ョ ンの表

示

エン ド ユーザーが製品をすべてのユーザー、 または現在のユーザーのみにイ ンス

ト ールするかを選択できるオプシ ョ ンを提供するかど うかを指定し ます。 選択可

能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• いいえ — エン ド ユーザーが製品を イ ンス ト ールする方法を指定できるオプ

シ ョ ンを表示し ません。

• はい (Windows 7 以降のみ )— ターゲッ ト  システムに Windows 7 または 

Windows Server 2008 R2 がイ ンス ト ールされている場合、 [ イ ンス ト ールの準

備 ] ダイアログにボタ ンが追加されます。 これらのボタ ンを使って、 エン ド 

ユーザーは製品を イ ンス ト ールする方法を指定できます。 昇格された権限が

必要な場合、 [ すべてのユーザー ] ボタ ンにシールド アイ コ ンが含まれます。

エン ド ユーザーが [ ユーザーご と ] ボタ ンを選択し た場合、 ALLUSERS プロ

パテ ィ が 2 に、 MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ が 1 に設定されます。 エン

ド ユーザーが [ ユーザーご と ] ボタ ンを選択し た場合、 ALLUSERS プロパ

テ ィ が 1 に設定され、 MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ は設定されません。

• はい ( すべてのシステム )— ターゲッ ト  システムに Windows 7 または Windows 

Server 2008 R2 がイ ンス ト ールされている場合、 [ イ ンス ト ールの準備 ] ダイ

アログにボタ ンが追加されます。 これらのボタ ンを使って、 エン ド ユーザー

は製品を イ ンス ト ールする方法を指定できます。 昇格された権限が必要な場

合、 [ すべてのユーザー ] ボタ ンにシールド アイ コ ンが含まれます。 エン ド 

ユーザーが [ ユーザーご と ] ボタ ンを選択し た場合、 ALLUSERS プロパテ ィ

が 2 に、 MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ が 1 に設定されます。 エン ド ユー

ザーが [ ユーザーご と ] ボタ ンを選択し た場合、 ALLUSERS プロパテ ィ が 1 

に設定され、 MSIINSTALLPERUSER プロパテ ィ は設定されません。

ターゲッ ト  システムに Windows Vista 以前、 または Windows Server 2008 以前

がイ ンス ト ールされている場合、 InstallShield は [ ユーザー情報 ] ダイアログ

にラジオボタ ンを追加し ます。 これらのラジオ ボタ ンを使って、 エン ド 

ユーザーはプロジ ェ ク ト を イ ンス ト ールする方法を指定できます。 エン ド 

ユーザーが [ すべてのユーザー ] ラジオ ボタ ンを選択し た場合で、 エン ド 

ユーザーが昇格された権限を持つ場合、 ALLUSERS プロパテ ィ は 1 に設定さ

れます。 エン ド ユーザーが [ ユーザーご と ] ボタ ンを選択し た場合で、 エン

ド ユーザーが昇格された権限を持つ場合、 ALLUSERS プロパテ ィ は空白文字

列 ("") に設定されます。

デフ ォル ト 値は [ いいえ ] です。 よ り詳しい情報は、 「ユーザーご とのイ ンス ト ー

ルと マシンご とのイ ンス ト ールの違い」 をご覧 く だ さい。

テーブル 8-1 • グローバル ダイアログの設定 ( 続き )

設定 説明
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このダイアログはオプシ ョ ンで、 デフ ォル ト では選択されていません。

図 8-1: Classic テーマの [ スプ ラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ ] ダイアログ

図 8-2: InstallShield Blue テーマの [ スプ ラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ ] ダイアログ
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ダイアログのカス タ マイズ

設定を編集し て、 このダイアログを カス タ マイズできます。 これらの設定は [ スプ ラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ ] ダイ

アログを選択する と、 ダイアログ エクスプローラーの右に表示されます。 [ スプ ラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ ] ダイア

ログには以下の設定があ り ます。

[ イ ンス ト ール - よ う こそ ] ダイアログ

[ スプラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ ] ダイアログを表示するよ う に選択し たかど うかで、 [ イ ンス ト ール - よ う こそ ] ダ

イアログがイ ンス ト ールの起動時に表示される最初のダイアログになるかど うかが決定し ます。 このダイアログ

には、 2 つの目的があ り ます。 １  つ目は、 ユーザーにイ ンス ト ールが実行中である こ と を知らせます。 [ 一般情報

] ビ ューの " 製品名 " 設定に入力する名前をよ う こそ メ ッ セージ と一緒に表示する こ とによ って、 セ ッ ト ア ッ プの

起動をユーザーに知らせます。 [ よ う こそ ] ダイアログの ２  つ目の目的は、 イ ンス ト ールの著作権情報を表示す

る こ と です。

[ よ う こそ ] ダイアログはセ ッ ト ア ッ プ作成の必須項目ですが、 ダイアログの外観と表示する内容はカス タ マイズ

できます。

テーブル 8-2 • [ スプラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ プ ] ダイアログの設定

設定 説明

スプラ ッ シュ ビ ッ ト マ ッ

プ

スプ ラ ッ シュ画面ダイアログに使用する イ メ ージ フ ァ イル (.bmp または .jpg) のパ

ス と名前を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し ま

す。 イ メ ージは、 465 ( 幅 ) x 281 ( 高さ ) ピ クセルである必要があ り ます。

Sunken スプ ラ ッ シュ イ メ ージが く ぼんで見えるよ う にダイアログに表示する場合は、 [

はい ] を選択し ます。 ダイアログのイ メ ージを平坦に表示する場合は、 [ いいえ ] 

を選択し ます。
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図 8-3: Classic テーマの [ イ ンス ト ール - よ う こそ ] ダイアログ

図 8-4: InstallShield Blue テーマの [ イ ンス ト ール - よ う こそ ] ダイアログ
714 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



第 8 章 : 

エン ド ユーザー ダイアログ
ダイアログのカス タ マイズ

設定を編集し て、 このダイアログを カス タ マイズできます。 これらの設定は [ イ ンス ト ールへよ う こそ ] ダイアロ

グを選択する と、 ダイアログ エクスプローラーの右に表示されます。 [ イ ンス ト ールへよ う こそ ] ダイアログには

以下の設定があ り ます。

[ 使用許諾契約書 ] ダイアログ

[ 使用許諾契約 ] ダイアログには、 エン ド ユーザー使用許諾契約書 (EULA) が表示されます。 このダイアログが表

示される と、 ユーザーはイ ンス ト ールを継続する前に使用許諾契約に承諾し な く てはな り ません。 このダイアロ

グは必須ではあ り ませんが、 デフ ォル ト では選択されています。

図 8-5: Classic テーマの [ 使用許諾契約書 ] ダイアログ

テーブル 8-3 • [ イ ンス ト ールへよ う こそ ] ダイアログの設定

設定 説明

ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ ダイアログの背景に使用する イ メ ージ フ ァ イル (.bmp または .jpg) のパス と名前を

入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し ます。 イ メ ー

ジは、 499 ( 幅 ) x 312 ( 高さ ) ピ クセルである必要があ り ます。

著作権の表示 製品の著作権情報を含めるかど うかを指定し ます。

[ はい ] を選択する場合は、 " 著作権テキス ト " 設定に適切なテキス ト を入力し ま

す。

著作権テキス ト 製品の著作権情報を入力し ます。 " 著作権の表示 " 設定を [ はい ] に設定し ない

限り、 この情報は表示されません。
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図 8-6: InstallShield Blue テーマの [ 使用許諾契約書 ] ダイアログ

ダイアログのカス タ マイズ

設定を編集し て、 このダイアログを カス タ マイズできます。 これらの設定は [ 使用許諾契約 ] ダイアログを選択す

る と、 ダイアログ エクスプローラーの右に表示されます。 [ 使用許諾契約 ] ダイアログには以下の設定があり ま

す。

Readme ダイアログ

Readme ダイアログには、 アプ リ ケーシ ョ ンの Readme フ ァ イルが表示されます。 このダイアログはオプシ ョ ン

で、 デフ ォル ト では選択されていません。

テーブル 8-4 • [ 使用許諾契約書 ] ダイアログ

設定 説明

バナー ビ ッ ト マ ッ プ ダイアログのバナー ( ダイアログの上部 ) に使用する イ メ ージ フ ァ イル (.bmp ま

たは .jpg) のパス と名前を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イ

ルを参照し ます。 イ メ ージは、 499 ( 幅 ) x 58 ( 高さ ) ピ クセルである必要があり

ます。

ラ イセンス フ ァ イル 使用許諾契約書を含むリ ッ チ テキス ト  フ ァ イル (.rtf) のパスを入力するか、 省略

記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し ます。

メ モ • フ ァ イルは RTF 形式でなければな り ません。 プレーンテキス ト フ ァ イルは

受け付けません。
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図 8-7: Classic テーマの Readme ダイアログ

図 8-8: InstallShield Blue テーマの Readme ダイアログ
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ダイアログのカス タ マイズ

設定を編集し て、 このダイアログを カス タ マイズできます。 これらの設定は Readme ダイアログを選択する と、

ダイアログ エクスプローラーの右に表示されます。 Readme ダイアログには以下の設定があ り ます。

[ ユーザー情報 ] ダイアログ

[ ユーザー情報 ] ダイアログでは、 エン ド ユーザーからユーザー名、 会社名などの情報を集める こ とができます。

さ らに、 ソ フ ト ウ ェ アの不正使用を避けるために、 シ リ アル番号を検証する DLL に リ ン クする こ と もできます。

このダイアログは必須ではあ り ませんが、 デフ ォル ト では選択されています。

[ ユーザー情報 ] ダイアログでは、 エン ド ユーザーが製品をすべてのユーザー、 または現在のユーザーのみにイ ン

ス ト ールするかを選択できるオプシ ョ ンを提供する こ と もできます。 詳細については、 「ユーザーご とのイ ンス

ト ールと マシンご とのイ ンス ト ールの違い」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8-5 • Readme ダイアログの設定

設定 説明

バナー ビ ッ ト マ ッ プ ダイアログのバナー ( ダイアログの上部 ) に使用する イ メ ージ フ ァ イル (.bmp ま

たは .jpg) のパス と名前を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イ

ルを参照し ます。 イ メ ージは、 499 ( 幅 ) x 58 ( 高さ ) ピ クセルである必要があり

ます。

Readme フ ァ イル readme 情報を含むリ ッ チ テキス ト  フ ァ イル (.rtf) のパスを入力するか、 省略記号

ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し ます。

メ モ • フ ァ イルは RTF 形式でなければな り ません。 プレーンテキス ト フ ァ イルは

受け付けません。
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図 8-9: Classic テーマの [ ユーザー情報 ] ダイアログ

図 8-10: InstallShield Blue テーマの [ ユーザー情報 ] ダイアログ
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ダイアログのカス タ マイズ

設定を編集し て、 このダイアログを カス タ マイズできます。 これらの設定は、 エクスプローラーから [ ユーザー

情報 ] ダイアログを選択する と、 [ ダイアログ ] エクスプローラーの右に表示されます。 [ ユーザー情報 ] ダイアロ

グには以下の設定があ り ます。

テーブル 8-6 • [ ユーザー情報 ] ダイアログの設定

設定 説明

バナー ビ ッ ト マ ッ プ ダイアログのバナー ( ダイアログの上部 ) に使用する イ メ ージ フ ァ イル (.bmp ま

たは .jpg) のパス と名前を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イ

ルを参照し ます。 イ メ ージは、 499 ( 幅 ) x 58 ( 高さ ) ピ クセルである必要があり

ます。

シ リ アル番号の表示 ダイアログに " シ リ アル番号 " フ ィ ールド を表示するかど うかを指定し ます。 エ

ン ド ユーザーがシ リ アル番号を入力する と き、 その番号を " シ リ アル番号検証 

DLL" 設定で指定する DLL で検証する こ とができます。 詳細については、 「シ リ ア

ル番号を検証する カス タム アクシ ョ ンを使用する」 を参照し て く だ さい。

[ いいえ ] を選択する と、 シ リ アル番号の設定は無効にな り ます。

シ リ アル番号テンプレー

ト

製品のシ リ アル番号の形式を指定し ます :

• 疑問符 (?) を英数文字にあたる部分に入力し ます。

• 数記号 (#) を数字にあたる部分に入力し ます。

• ダ ッ シュ (-) を使って、 文字列をグループに分けし ます。 ダ ッ シュ (-) は、 1 

つの文字グループがそこで終わり、 次のグループがそこから始まる とい う こ

と を示すシ リ アル番号内のブレーク ポイ ン ト を意味し ます。

た と えばシ リ アル番号フ ォーマ ッ ト が ###-???? の場合、 [ ユーザー情報 ] ダイア

ログの " シ リ アル番号 " フ ィ ールド には 2 つのボ ッ クスが表示されます。 エン ド 

ユーザーは、 最初のボ ッ クスに 3 つの数字、 2 番目のボ ッ クスに 4 つの英数字し

か入力する こ とができません。

シ リ アル番号検証 DLL シ リ アル番号の検証関数を含む DLL へのパスを入力するか、 または省略記号ボタ

ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し ます。 関数のフ ォーマ ッ ト 方法について

は、 「シ リ アル番号を検証する カス タム アクシ ョ ンを使用する」 をご覧 く ださい。

検証関数 シ リ アル番号を検証する  DLL 関数の名前を入力し ます。 た と えば、 DLL に 

ValidateSN() と呼ばれる関数が含まれる場合、 以下のよ う に入力し ます。

ValidateSN

これには特別なフ ォーマ ッ ト は必要あり ません。 ただ し、 この関数は、 " シ リ ア

ル番号の検証 DLL" 設定で指定する DLL に存在し ている必要があり ます。

正常時戻り値 正常時に戻される、 検証の関数の値を指定し ます。

この戻り値のデータ型は、 長整数型でな く てはな り ません。 ゼロはアクシ ョ ンが

失敗し たこ と を示すため、 こ こにはゼロ以外の任意の数字を入力し ます。 
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[ イ ンス ト ール先のフ ォルダー ] ダイアログ

[ イ ンス ト ール先のフ ォルダー ] ダイアログには、 イ ンス ト ール パッ ケージのイ ンス ト ール先を表示し、 そのイ ン

ス ト ール先を変更できる機能があ り ます。 このダイアログはオプシ ョ ンで、 デフ ォル ト では選択されていません。

図 8-11: Classic テーマの [ イ ンス ト ール先フ ォルダー ] ダイアログ

再試行回数制限 イ ンス ト ールを終了する前に受け入れる、 失敗し た戻り値の最大試行回数を指定

し ます。 この設定に入力する数が少ない方が、 第三者にシ リ アル番号を読まれる

危険性が低 く な り ます。

テーブル 8-6 • [ ユーザー情報 ] ダイアログの設定 ( 続き )

設定 説明
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図 8-12: InstallShield Blue テーマの [ イ ンス ト ール先フ ォルダー ] ダイアログ

ダイアログのカス タ マイズ

設定を編集し て、 このダイアログを カス タ マイズできます。 これらの設定は [ イ ンス ト ール先のフ ォルダー ] ダイ

アログを選択する と、 ダイアログ エクスプローラーの右に表示されます。 [ イ ンス ト ール先のフ ォルダー ] ダイア

ログには以下の設定があ り ます。

[ データベース フ ォルダー ] ダイアログ

[ データベース フ ォルダー ] ダイアログには、 イ ンス ト ール時にイ ンス ト ールされるデータベース フ ァ イルのイ

ンス ト ール先が表示されます。 た と えば、 ネ ッ ト ワーク ユーザーのためのイ ンス ト ールを作成し て、 全ユーザー

のために共通のデータベースを イ ンス ト ールする場合、 ローカルの各マシンにデータベースを イ ンス ト ールする

代わり にネ ッ ト ワークにイ ンス ト ールし ます。 データベース フ ァ イルのデフ ォル ト  イ ンス ト ール先フ ォルダーを

設定するには、 [ 一般情報 ] ビ ューの DATABASEDIR 設定を使用し ます。

テーブル 8-7 • [ イ ンス ト ール先のフ ォルダー ] ダイアログの設定

設定 説明

バナー ビ ッ ト マ ッ プ ダイアログのバナー ( ダイアログの上部 ) に使用する イ メ ージ フ ァ イル (.bmp ま

たは .jpg) のパス と名前を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イ

ルを参照し ます。 イ メ ージは、 499 ( 幅 ) x 58 ( 高さ ) ピ クセルである必要があり

ます。

イ ンス ト ール先変更の表

示

このダイアログに、 エン ド ユーザーが製品の新しいイ ンス ト ール先フ ォルダーを

定義できる [ 変更 ] ボタ ンを含むかど うかを指定し ます。 このボタ ンは、 [ セ ッ ト

ア ッ プの種類 ] ダイアログと [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログにも表示でき

ます。
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このダイアログはオプシ ョ ンで、 デフ ォル ト では選択されていません。

図 8-13: Classic テーマの [ データベース フ ォルダー ] ダイアログ

図 8-14: InstallShield Blue テーマの [ データベース フ ォルダー ] ダイアログ
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ダイアログのカス タ マイズ

設定を編集し て、 このダイアログを カス タ マイズできます。 これらの設定は [ データベース フ ォルダー ] ダイア

ログを選択する と、 ダイアログ エクスプローラーの右に表示されます。 [ データベース フ ォルダー ] ダイアログ

には 2 つの設定があり ます。

[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイアログ

[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイアログには、 [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューで定義し た さ まざまなセ ッ ト ア ッ プの構成

が表示されます。 こ こでエン ド ユーザーは、 任意のセ ッ ト ア ッ プの種類を選択し て、 独自のニーズに合わせてイ

ンス ト ールを カス タ マイズできます。 製品のイ ンス ト ール先を表示し、 そのイ ンス ト ール先を変更できる機能も

あ り ます。

[ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ビ ューで複数のセ ッ ト ア ッ プ タ イプを選択し ている場合、 [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイア

ログが自動的にイ ンス ト ールに含まれます。 選択されているセ ッ ト ア ッ プの種類が 1 つのみの場合、 このダイア

ログは表示されません。

テーブル 8-8 • [ データベース フ ォルダー ] ダイアログの設定

設定 説明

バナー ビ ッ ト マ ッ プ ダイアログのバナー ( ダイアログの上部 ) に使用する イ メ ージ フ ァ イル (.bmp ま

たは .jpg) のパス と名前を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イ

ルを参照し ます。 イ メ ージは、 499 ( 幅 ) x 58 ( 高さ ) ピ クセルである必要があり

ます。

イ ンス ト ール先変更の表

示

このダイアログに、 エン ド ユーザーが製品の新しいデータベースのイ ンス ト ール

先フ ォルダーを定義できる [ 変更 ] ボタ ンを含むかど うかを指定し ます。 このボ

タ ンは、 [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイアログと [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアロ

グにも表示できます。
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図 8-15: Classic テーマの [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイアログ

図 8-16: InstallShield Blue テーマの [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイアログ
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設定を編集し て、 このダイアログを カス タ マイズできます。 これらの設定は、 ダイアログ エクスプローラーで [

セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイアログを選択する と、 エクスプローラーの右に表示されます。 [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] 

ダイアログには、 次の設定があ り ます。

[ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログ

[ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログは、 ユーザーが [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] セ ッ ト ア ッ プ タ イプを選択し た

場合のみ表示されます。 し たがって、 このダイアログをセ ッ ト ア ッ プに含むためには、 [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] 

ビ ューでカス タム セ ッ ト ア ッ プを許可する必要があ り ます。 このダイアログでは、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ー

ルする機能を選択できます。 セ ッ ト ア ッ プのイ ンス ト ール先を表示し、 そのイ ンス ト ール先を変更できる機能も

あ り ます。

図 8-17: Classic テーマの [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログ

テーブル 8-9 • [ セ ッ ト ア ッ プの種類 ] ダイアログの設定

設定 説明

バナー ビ ッ ト マ ッ プ ダイアログのバナー ( ダイアログの上部 ) に使用する イ メ ージ フ ァ イル (.bmp ま

たは .jpg) のパス と名前を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イ

ルを参照し ます。 イ メ ージは、 499 ( 幅 ) x 58 ( 高さ ) ピ クセルである必要があり

ます。
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図 8-18: InstallShield Blue テーマの [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログ

ダイアログのカス タ マイズ

設定を編集し て、 このダイアログを カス タ マイズできます。 これらの設定は [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアロ

グを選択する と、 ダイアログ エクスプローラーの右に表示されます。 [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログには

以下の設定があ り ます。

[ イ ンス ト ールの準備完了 ] ダイアログ

[ イ ンス ト ールの準備完了 ] ダイアログは、 フ ァ イル転送の開始前に表示される最後のダイアログです。 つま り、

エン ド ユーザーが、 InstallShield Wizard がシステムを変更する前に、 イ ンス ト ール オプシ ョ ンを変更またはキャ ン

セルできる最後の機会です。 既に設定済みの情報の概要を、 このダイアログに表示する こ と もできます。 このダ

イアログはオプシ ョ ンですが、 デフ ォル ト では選択されています。

テーブル 8-10 • [ カス タム セ ッ ト ア ッ プ ] ダイアログの設定

設定 説明

バナー ビ ッ ト マ ッ プ ダイアログのバナー ( ダイアログの上部 ) に使用する イ メ ージ フ ァ イル (.bmp ま

たは .jpg) のパス と名前を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イ

ルを参照し ます。 イ メ ージは、 499 ( 幅 ) x 58 ( 高さ ) ピ クセルである必要があり

ます。

イ ンス ト ール先変更の表

示

このダイアログに、 エン ド ユーザーが製品の新しいイ ンス ト ール先フ ォルダーを

定義できる [ 変更 ] ボタ ンを含むかど うかを指定し ます。 このボタ ンは [ イ ンス

ト ール先のフ ォルダー ] ダイアログでも表示できます。
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イ ンス ト ールが Windows Vista 以降のシステム上で実行されている と き、 イ ンス ト ールが昇格された権限でまだ実

行されていない場合、 [ イ ンス ト ールの準備完了 ] ダイアログの [ イ ンス ト ール ] ボタ ンに [ ユーザー アカウン ト

制御 (UAC)] シールド アイ コ ンが表示されます。

[ イ ンス ト ールの準備 ] ダイアログでは、 エン ド ユーザーが製品をすべてのユーザー、 または現在のユーザーのみ

にイ ンス ト ールするかを選択できるオプシ ョ ンを提供する こ と もできます。 詳細については、 「ユーザーご とのイ

ンス ト ールと マシンご とのイ ンス ト ールの違い」 を参照し て く だ さい。

イ ンス ト ールが Windows Vista 以降のシステム上で実行されている と き、 イ ンス ト ールが昇格された権限でまだ実

行されていない場合、 [ イ ンス ト ールの準備完了 ] ダイアログの [ イ ンス ト ール ] ボタ ンに [ ユーザー アカウン ト

制御 (UAC)] シールド アイ コ ンが表示されます。

ヒ ン ト • InstallShield は昇格された権限で実行されます。 このため、 Windows Vista 以降のシステムでイ ンス ト ール

を InstallShield 内から起動し た と き、 イ ンス ト ールは昇格された権限で実行され、 [ ユーザー アカウン ト 制御 

(UAC)] シールド アイ コ ンは [ イ ンス ト ール ] ボタ ンに表示されません。

図 8-19: Classic テーマの [ イ ンス ト ールの準備完了 ] ダイアログ
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図 8-20: InstallShield Blue テーマの [ イ ンス ト ールの準備完了 ] ダイアログ

ダイアログのカス タ マイズ

設定を編集し て、 このダイアログを カス タ マイズできます。 これらの設定は [ イ ンス ト ールの準備 ] ダイアログを

選択する と、 ダイアログ エクスプローラーの右に表示されます。 [ イ ンス ト ールの準備 ] ダイアログには、 以下の

設定があ り ます。

[ イ ンス ト ールの準備 ] ダイアログ

[ セ ッ ト ア ッ プ進行状況 ] ダイアログを使用する と、 フ ァ イル転送などのイ ンス ト ール中に実行されているすべて

のアクシ ョ ンを表示できます。 このダイアログは必須ではあり ません。

テーブル 8-11 • [ イ ンス ト ールの準備 ] ダイアログの設定

設定 説明

バナー ビ ッ ト マ ッ プ ダイアログのバナー ( ダイアログの上部 ) に使用する イ メ ージ フ ァ イル (.bmp ま

たは .jpg) のパス と名前を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イ

ルを参照し ます。 イ メ ージは、 499 ( 幅 ) x 58 ( 高さ ) ピ クセルである必要があり

ます。

現在の設定の表示 このダイアログにエン ド ユーザーが指定し たイ ンス ト ール設定の概要を含めるか

ど うかを指定し ます。 エン ド ユーザーは、 この情報を [ イ ンス ト ールの準備完了

] ダイアログから編集する こ とはできませんが、 必要であれば戻って設定を変更

する こ とができます。
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図 8-21: Classic テーマの [ セ ッ ト ア ッ プ進行状況 ] ダイアログ

図 8-22: InstallShield Blue テーマの [ セ ッ ト ア ッ プ進行状況 ] ダイアログ
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ダイアログのカス タ マイズ

設定を編集し て、 このダイアログを カス タ マイズできます。 これらの設定は [ セ ッ ト ア ッ プ進行状況 ] ダイアログ

を選択する と、 ダイアログ エクスプローラーの右に表示されます。 [ セ ッ ト ア ッ プの進行状況 ] ダイアログには、

次の設定があ り ます。

[ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログ

イ ンス ト ールが正常に完了する と、 [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログが表示されます。 このダイアログでは、 エ

ン ド ユーザーに、 イ ンス ト ールが完了し たこ とが通知されます。 また、 エン ド ユーザーはオプシ ョ ンで、 製品の

最新ア ッ プデー ト の確認、 製品の起動、 または Readme フ ァ イルの表示を行う こ とができます。 これは、 必須ダ

イアログです。

[ 一般情報 ] ビ ューでログ記録を有効にする と、 Windows Installer 4.0 が製品のイ ンス ト ール中にログ フ ァ イルを作

成し て、 ログ フ ァ イルのパスを MsiLogFileLocation 設定に挿入し ます。 また、 [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログ

に [Windows Installer ログの表示 ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが追加されま し た。 エン ド ユーザーがこのチ ェ ッ ク ボ ッ クス

を選択し てから [ 終了 ] を ク リ ッ クする と、 テキス ト  フ ァ イル ビ ューアーまたはエデ ィ ターでログ フ ァ イルが開

きます。 詳細については、 「Windows Installer イ ンス ト ールをログ記録するかど うかを指定する」 を参照し て く だ

さい。

テーブル 8-12 • [ セ ッ ト ア ッ プ進行状況 ] ダイアログの設定

設定 説明

バナー ビ ッ ト マ ッ プ ダイアログのバナー ( ダイアログの上部 ) に使用する イ メ ージ フ ァ イル (.bmp ま

たは .jpg) のパス と名前を入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イ

ルを参照し ます。 イ メ ージは、 499 ( 幅 ) x 58 ( 高さ ) ピ クセルである必要があり

ます。

進行状況バーの表示 このダイアログに進行状況バーを含めるかど うかを指定し ます。 進行状況バー

は、 イ ンス ト ール処理がど こ まで完了し たか、 またどれだけ残っているかをエン

ド ユーザーに視覚的に表示し ます。
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図 8-23: Classic テーマの [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログ

図 8-24: InstallShield Blue テーマの [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログ
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ダイアログのカス タ マイズ

設定を編集し て、 このダイアログを カス タ マイズできます。 これらの設定は [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログを

選択する と、 ダイアログ エクスプローラーの右に表示されます。 [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログには以下の設

定があ り ます。

テーブル 8-13 • [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログの設定

設定 説明

ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージ ダイアログの背景に使用する イ メ ージ フ ァ イル (.bmp または .jpg) のパス と名前を

入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し ます。 このイ

メ ージはダイアログスペース一杯に収まる もので、 499 ( 幅 ) x 312 ( 高さ ) ピ クセ

ルである必要があり ます。

FlexNet Connect イ ン ター

フ ェ イスを使用する

イ ンス ト ールで自動ア ッ プデー ト 通知を有効にし て、 [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダ

イアログに [ はい、 セ ッ ト ア ッ プが完了し たあと、 プログラムのア ッ プデー ト  (

推奨 ) を確認し ます ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを追加する場合、 この設定に [ はい ] を

選択し ます。 エン ド ユーザーがこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから、 [ 完了 ] 

ボタ ンを ク リ ッ ク し てイ ンス ト ールを終了する と、 FlexNet Connect が起動されま

す。 詳細については、 「FlexNet Connect を利用し てエン ド ユーザーにア ッ プグ

レー ドの通知をする」 を参照し て く だ さい。

このプ設定に [ はい ] を選択し た場合、 ダイアログに含まれるその他の設定は無

効です。

[ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログに [ はい、 プログラムのア ッ プデー ト を確認し

ます ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを含めない場合、 この設定には [ いいえ ] を選択し ます。

起動プログラムの表示 ダイアログに [ プログラムを起動する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを含めるかど うかを指

定し ます。 エン ド ユーザーがこのチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し てから、 [ 完了 ] ボ

タ ンを ク リ ッ ク し てイ ンス ト ールを終了する と、 製品が起動されます。

[ はい ] を選択する場合、 " プログラム フ ァ イル " 設定から起動する実行可能

フ ァ イルを選択し な く てはな り ません。

プログラム フ ァ イル エン ド ユーザーが [ プログラムを起動する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し た場合に

起動する実行可能フ ァ イルを選択し ます。 " 起動プログラムの表示 " 設定には、 [

はい ] を選択し な く てはな り ません。

コマン ド ラ イ ン パラ メ ー

ター

" プログラム フ ァ イル " 設定で指定し た実行可能フ ァ イルに渡すコマン ド ラ イ ン 

パラ メ ーターを入力し ます。

Readme の表示 イ ンス ト ールが完了し た後、 Readme フ ァ イルを起動するオプシ ョ ンをユーザー

に提供するかど うかを指定し ます。 [ はい ] を選択する と、 InstallShield が [ セ ッ

ト ア ッ プの完了 ] ダイアログにチ ェ ッ ク ボ ッ クスを追加し ます。 このチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスが選択される と、 Readme 設定で指定し た Readme フ ァ イルが起動され

ます。
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MsiRMFilesInUse ダイアログ

イ ンス ト ール終了後のシステム再起動は、 エン ド ユーザーにと って不都合なものです。 Windows ロゴ プログラム

の要件の 1 つに、 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール完了後自動的にアプ リ ケーシ ョ ンを閉じ て再起動を行う こ とが

できるオプシ ョ ンを含まな く てはならないとい う項目があ り ます。

[ 使用中のフ ァ イル ( 再起動マネージャー )] ダイアログは、 Express イ ンス ト ールにデフ ォル ト で含まれています。

イ ンス ト ール中に更新が必要なフ ァ イル ( 複数可 ) が他のアプ リ ケーシ ョ ンによ って使用中の場合、Windows Vista 

以降のシステム上では [ 使用中のフ ァ イル ( 再起動マネージャー )]  ダイアログが表示されます。 ダイアログには、

エン ド ユーザーが選択できる次の 2 つのオプシ ョ ンが含まれます。

• エン ド ユーザーは選択で、 イ ンス ト ールの完了後、 自動的にフ ァ イルを使用中のアプ リ ケーシ ョ ンを閉じ て、

再起動する こ とができる。

• エン ド ユーザーは、 アプ リ ケーシ ョ ンを閉じ ない選択ができる。 イ ンス ト ールの終わり で再起動が必要。

図 8-25: Classic テーマの [ 使用中のフ ァ イル ( 再起動マネージャー )] ダイアログ

Readme フ ァ イル [Readme フ ァ イルを表示する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスに関連付ける フ ァ イルのパスを

入力するか、 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し てフ ァ イルを参照し ます。

テーブル 8-13 • [ セ ッ ト ア ッ プの完了 ] ダイアログの設定 ( 続き )

設定 説明
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図 8-26: InstallShield Blue テーマの [ 使用中のフ ァ イル ( 再起動マネージャー )] ダイアログ

このダイアログの詳細は、 「Windows Vista 以降のシステムの再起動を最小限にする」 を参照し て く だ さい。
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よ く 寄せられる質問 (FAQ)
このセクシ ョ ンには、 ト ピ ッ クご とに一般的な質問、 およびその回答へのリ ン クが掲載されています。

• Windows Installer ラ ン タ イム エラーについての情報を探す

• アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール先フ ォルダーを指定する方法 

• ターゲッ ト  マシンに Windows Installer サービスがある こ と を確認する方法 

• InstallShield で行なった変更を イ ンス ト ールの実行時に有効にする方法 

• 使用許諾契約書の表示方法 

• シ ョ ー ト カ ッ ト の作成方法 

• フ ァ イルの種類をアプ リ ケーシ ョ ンに関連付ける方法 

• イ ンス ト ールから外部アプ リ ケーシ ョ ンを起動する方法 

• ターゲッ ト  マシンのオペレ－テ ィ ング システムに基づいてイ ンス ト ールを条件付でイ ンス ト ールする方法 

• アプ リ ケーシ ョ ンをア ッ プグレー ド する方法 

• Windows Installer が上書きする フ ァ イルを判別する方法 

• イ ンス ト ールに自己展開型実行可能フ ァ イルを作成する方法 

• ビルド中に製品バージ ョ ンを変更する方法 

• Web ベースのイ ンス ト ールを作成する方法 

• イ ンス ト ールが 1 枚のフ ロ ッ ピーデ ィ スクに収ま らない理由 

• イ ンス ト ールのサイズを縮小する方法 

• ターゲッ ト  オペレ－テ ィ ング システムに基づいてフ ァ イルを イ ンス ト ールするよ う にイ ンス ト ールを作成す

る方法 

• COM 情報抽出と自己登録の違い 

• InstallShield Premier Edition または Professional Edition にア ッ プグレー ド する と きに必要な手順 
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その他の質問に対する答えの多 く は、 ナレ ッ ジベースに用意されています。
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用語集
用語 定義

.bin フ ァ イル Unix プラ ッ ト フ ォームで実行可能なバイナ リ  フ ァ イル。 アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル

は通常 .bin 拡張子を持ちます。

.bmp フ ァ イル ビ ッ ト の配列と し て表示される イ メ ージのビ ッ ト マ ッ プフ ァ イル。 ビ ッ ト マ ッ プ グラ

フ ィ ッ クでは、 イ メ ージは集合体と し てパターンを形成するピ クセルと呼ばれる小さ
な四角の集ま り でスク リーン上に表示されます。 イ メ ージ内の各ピ クセルは、 1 つま

たは複数のビ ッ ト に対応し ます。

.cab フ ァ イル 「キャ ビネ ッ ト  フ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

.command フ ァ イル Mac OS X  プ ラ ッ ト フ ォーム上で実行可能なコマン ド フ ァ イル。 アプ リ ケーシ ョ ン

フ ァ イルは通常 .command 拡張子を持ちます。

.cub フ ァ イル フ ァ イル内部整合性評価プログラム (ICE) のカス タム アクシ ョ ンを格納し、 アクセス

を提供する検証モジュール。 「カス タム アクシ ョ ン」 および 「内部整合性評価プログ

ラム」 も参照し て く だ さい。

.exe フ ァ イル Windows プラ ッ ト フ ォーム上で実行可能なバイナ リ フ ァ イル。 アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ

イルは通常 .exe 拡張子を持ちます。
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.gif フ ァ イル Web 上でサポー ト されているグラ フ ィ ッ ク交換形式フ ァ イル。 このフ ァ イルの種類

は、 ビ ッ ト マ ッ プ イ メ ージを表示するのに利用されるビ ッ ト マ ッ プ グラ フ ィ ッ ク  
フ ァ イル形式です。 これらのフ ァ イルはデータが損なわれないロスレス圧縮メ ソ ッ ド
を使います。 このフ ァ イルタ イプは 256 色までサポー ト し ます。 そのほか透明色もサ

ポー ト し、 背景に透明を設定する こ と で下にあるレ イヤーの色が見えるよ う にする こ
とが可能です。 このフ ァ イル形式は、 線画のよ う な限られた色のみを使ったイ メ ージ
の場合 .jpg 形式よ り も適し ています。

.idt フ ァ イル エクスポー ト された Windows Installer データベース テーブル。

.ism フ ァ イル InstallShield がプロジ ェ ク ト 情報を保存するために利用する作業フ ァ イル。 リ リース

をビルド する際、 InstallShield は .ism フ ァ イルを使用し て配布用 .msi フ ァ イルを作成

し ます。

.jar フ ァ イル イ ンス ト ールに必要なク ラス、 イ メ ージ、 およびサウン ド  フ ァ イルを含み、 単一フ ァ

イルに zip されている Java アーカ イブ フ ァ イルです。

.jpg フ ァ イル JPEG と し て知られる。 標準化し た委員会の元の名称を と った Joint Photographic 
Experts Group の略語。 このフ ァ イルの種類は 256 色までサポー ト し ます。 そのほか

透明色もサポー ト し、 背景に透明を設定する こ と で下にあるレ イヤーの色が見えるよ
う にする こ とが可能です。 フ ァ イルは非可逆圧縮を利用し ます。 この種類の圧縮はカ
ラーおよびグレースケールの濃淡イ メ ージを圧縮し、 余分な情報または不必要な情報
を省略するためにデータが失われます。 これらのイ メ ージは 1600 万色をサポー ト し、

写真や複雑なグラ フ ィ ッ クに適し ています。

.mif フ ァ イル ハー ド ウ ェ アまたはソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト について記述するために使われる管

理情報フ ォーマ ッ ト  フ ァ イル。

.msi フ ァ イル 完成し た状態の Windows Installer イ ンス ト ール パッ ケージ。 イ ンス ト ール リ ソース

フ ァ イルを含み、 アプ リ ケーシ ョ ンのデータ フ ァ イルすべてを圧縮し て格納する こ と
ができます。 .msi フ ァ イルはエン ド ユーザーに配布される フ ァ イルで、 Windows 
Installer サービス と イ ン タ ラ ク ト し てアプ リ ケーシ ョ ンをマシンにイ ンス ト ールし ま

す。

.msm フ ァ イル マージ モジュールのデータベースフ ァ イル。 このフ ァ イル タ イプはモジュールのイ

ンス ト ール プロパテ ィ およびイ ンス ト ール ロジ ッ クすべてを含みます。 「マージ モ
ジュール」 も参照し て く だ さい。

.msp フ ァ イル Windows Installer パッ チ フ ァ イル。 このフ ァ イルの種類は概要情報ス ト リーム、 ト ラ

ンスフ ォーム サブス ト レージ、 およびキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルで構成されます。 .msp 
フ ァ イルは、 ターゲッ ト とする イ ンス ト ールパッ ケージのデータベースにパッ チ情報
を追加するデータベース ト ラ ンスフ ォームが 1 つ以上含まれます。 イ ンス ト ーラはこ

のパッ チ情報を利用し てキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルに格納されているパッ チフ ァ イルを適

用し ます。

用語 定義
740 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



用語集
.mst フ ァ イル ト ラ ンスフ ォーム パッ ケージ。 このフ ァ イルの種類は、 2 つの .msi データベース間

の差分を含む簡素化された Windows Installer データベースです。 ト ラ ンスフ ォームを

使う と、 管理者がイ ンス ト ールパッ ケージを配布する際、 変更し た設定をデータベー
スに適用する こ とができます。 「 ト ラ ンスフ ォーム」 も参照し て く だ さい。

.NET 情報、 人間、 システム、 そし てデバイスをつなげるために Microsoft が作成し たオペ

レーテ ィ ング システムプ ラ ッ ト フ ォーム。 .NET 環境を利用する と、 開発者は共通言

語ラ ン タ イムを通し て好みの言語を使ってアプ リ ケーシ ョ ンおよび Web サービスを

ビルド、 作成、 そし て配布する こ とができます。

.NET Compact 
Framework

モバイル デバイスなど、 リ ソースに制限のあるデバイス上で実行できるよ う デザイ ン

された .NET Framework の縮小版。 .NET Compact Framework は現在、 Pocket PC と  
Windows CE .NET デバイスでのみ使用できます。 他のデバイスのサポー ト は今後の

リ リースで実現し てい く 予定です。

.NET Framework アプ リ ケーシ ョ ンおよび Web サービスのよ う な .NET 技術を利用し たサービスをビル

ド、 配布、 および実行するために Microsoft が作成し たプログラムの基盤。 .NET 
Framework は 3 つの主要な部分で構成されます。 一般言語ラ ン タ イム、 統一されたク

ラスラ イブ ラ リが階層に分かれたセ ッ ト 、 および ASP.NET と呼ばれる Active Server 
Pages のコ ンポーネン ト 化されたバージ ョ ン。

.ocx フ ァ イル OLE (Object Linking and Embedding ) カス タム コ ン ト ロール フ ァ イル。 このフ ァ イ

ルタ イプは、 ウ ィ ン ド ウサイズの変更などを可能にする機能を実行するためにアプ リ
ケーシ ョ ンによ って呼び出される、 ク ロスプラ ッ ト フ ォームの COM フ ァ イルです。

.p12 フ ァ イル PKCS (Public-Key Cryptography Standard) 番号 12 に準拠する証明書フ ァ イル。 これ

はユーザーのプ ラ イベー ト キー、 証明、 機密情報、 またはその他の情報を安全に保管
し た り移動し た りするためのポータ ブルフ ォーマ ッ ト を指定し ます。

.pcp フ ァ イル Windows Installer パッ チ作成プロパテ ィ  フ ァ イル。

.prq フ ァ イル メ イ ンのアプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ールされる前にターゲッ ト マシン上に既にイ ン
ス ト ール済みでな く てはならない、 ベースアプ リ ケーシ ョ ンまたはコ ンポーネン ト に
ついての情報を含む前提条件フ ァ イル。 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト にセ ッ ト ア ッ プ前

提条件を含める と、 開発者は複数のイ ンス ト ーラ  フ ァ イルを単一の実行可能フ ァ イル

にま とめる こ とができます。

.reg フ ァ イル 「レジス ト リ  フ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

.scm フ ァ イル ScreenCam ムービー フ ァ イル。

.wmf フ ァ イル Windows メ タ フ ァ イル形式のフ ァ イル。 この種類のグラ フ ィ ッ ク  フ ァ イルは 
Microsoft Windows ベースのアプ リ ケーシ ョ ン間でグラ フ ィ ッ ク情報を交換するのに

使用されます。
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ActiveX オブジ ェ ク ト 指向プログラ ミ ング技術およびそのツールのセ ッ ト 。 ActiveX  を利用す

る と、 開発者は他のアプ リ ケーシ ョ ンやオペレーテ ィ ング システムが呼び出すよ う に

アプ リ ケーシ ョ ンを作成する こ とができます。 ActiveX 技術はス タ テ ィ ッ クページで

はな く 、 アプ リ ケーシ ョ ンのよ う な外観を持ち作動する イ ン タ ラ ク テ ィ ブ Web ペー

ジの作成を可能にし ます。

AlwaysInstallElevate
d

次のレジス ト リ  キーの下で Windows プ ラ ッ ト フ ォーム用に構成可能なユーザーポリ

シー : HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Polices\
Microsoft\Windows\Installer and HKEY_CURRENT_USER\Software\Polices\
Microsoft\Windows\Installer ハイ レベルなシステム権限でパッ ケージを イ ンス ト ール

するには、 これら両方のレジス ト リキーの下にある AlwaysInstallElevated の値を 1 に
設定し ます。

American Standard 
Code for Information 
Interchange (ASCII)

各キャ ラ ク タに 0 から  127 が割り当てられている、 文字、 数字、 句読点および他の

キャ ラ ク タ を表すコー ド。 このコー ド によ って、 異なる種類のコ ンピ ュータ と コ ン
ピ ュータ  アプ リ ケーシ ョ ン間でデータ を交換できます。

API 「アプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング イ ン ターフ ェ イス」 を参照し て く だ さい。

ASCII 「American Standard Code for Information Interchange (ASCII)」 を参照し て く だ さい。

ATL 「アク テ ィ ブ テンプレー ト  ラ イブラ リ」 を参照し て く ださい。

Binary テーブル ビ ッ ト マ ッ プやアイ コ ンなどのバイナ リ  データ を収納するテーブル。 カス タム アク

シ ョ ンのデータ も含みます。

CBT 「コ ンピ ュータ  ベース ト レーニング」 を参照し て く だ さい。

CD 「コ ンパク ト  デ ィ スク」 を参照し て く だ さい。

CD ブラウザ CD がド ラ イブに挿入された時に起動されるグラ フ ィ ッ クユーザー イ ン ターフ ェ イ

ス。 CD に含まれる 1 つまたは複数のアプ リ ケーシ ョ ンを起動するのに利用されます。

CD-ROM 「コ ンパク ト  デ ィ スク  読み取り専用メ モ リ」 を参照し て く だ さい。

COM 「コ ンポーネン ト  オブジ ェ ク ト  モデル」 を参照し て く だ さい。

COM サーバー コ ンポーネン ト オブジ ェ ク ト モデル仕様に従って他のアプ リ ケーシ ョ ンにオブジ ェ ク
ト を公開する実行可能フ ァ イル。 COM サーバーによ り公開されるオブジ ェ ク ト の種

類には、 ActiveX コ ン ト ロール、 ActiveX ド キュ メ ン ト 、 Automation オブジ ェ ク ト 、

MTS コ ンポーネン ト があ り ます。

COM フ ァ イル 製品間で共有できる再利用可能なコー ドが含まれるバイナ リ  ソ フ ト ウ ェ ア コ ンポー

ネン ト です。 COM フ ァ イルの代表的な例は、 Word 文書に埋めこ まれた Microsoft 
Excel スプレ ッ ド シー ト です。 この場合 Excel が COM サーバーと し て作動し、 Word 
はそのク ラ イアン ト と し て作動し ます。

用語 定義
742 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



用語集
COM+ フ ァ イル 拡張 COM フ ァ イル。 イ ンス ト ールに関し て、 COM+ は配布されたコ ンポーネン ト の

ビルド用にさ らなる拡張サポー ト を追加し ます。 たと えば、 appID キーおよび値をレ

ジス ト リ に作成し、 これによ って様々な COM コ ンポーネン ト を リ モー ト で実行また

は権限つきで実行するよ う構成する こ とが可能です。

DBMS 「データベース管理システム」 を参照し て く ださい。

DCOM 「分散コ ンポーネン ト  オブジ ェ ク ト  モデル」 を参照し て く だ さい。

DCOM フ ァ イル ネ ッ ト ワーク全体で通信できる ソ フ ト ウ ェ ア コ ンポーネン ト 。 DCOM ( 以前はネ ッ ト

ワーク  OLE と呼ばれる ) によ って、 1 つのアプ リ ケーシ ョ ンのコ ンポーネン ト を複数

のネ ッ ト ワーク  コ ンピ ュータに渡って配布できるよ う にな り ます。

DLL 「ダイナ ミ ッ ク  リ ン ク  ラ イブラ リ」 を参照し て く だ さい。

EXE メ デ ィ ア タ イプ 単一の自己展開型フ ァ イルに含まれるすべてのイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール 
フ ァ イル。

GUI Graphical user interface ( グラ フ ィ カル ユーザー イ ン ターフ ェ イス )。

GUID 「Globally Unique Identifier (GUID)」 を参照し て く だ さい。

HTML 「hypertext markup language ( ハイパーテキス ト  マークア ッ プ言語 )」 を参照し て く だ

さい。

IAT 「イ ンポー ト  ア ド レス テーブル」 を参照し て く だ さい。

ICE 「Internal Consistency Evaluator ( 内部整合性評価プログラム )」 を参照し て く だ さい。

IDE 「イ ン タ ラ ク テ ィ ブ開発環境」 または 「統合開発環境」 を参照し て く だ さい。

IDriver.exe InstallShield スク リ プ ト  ラ ン タ イム エンジン。 IDriver.exe は、 InstallShield で作成し

たイ ンス ト ールの一部を実行するためにコ ンピ ュータ上で必要です。 IDriver.exe はデ

フ ォル ト では次の一般フ ァ イルロケーシ ョ ンの 1 つまたは両方にあり ます。

C:\Program Files\Common Files\InstallShield\Driver\7\Intel 32 または C:\Program 
Files\Common Files\InstallShield\Driver\8\Intel 32。 一部のイ ンス ト ール エラー メ ッ

セージは、 IDriver.exe を参照する場合があり ます。

IE 「イ ン ターネ ッ ト  エクスプローラ」 を参照し て く だ さい。

ikernel.exe InstallShield エンジン。 「エンジン」 も参照し て く ださい。

INSTALLDIR イ ンス ト ールのルー ト  イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を指定するシステム変数。

INSTALLLEVEL デフ ォル ト で機能のイ ンス ト ールは "ON" に選択されている初期レベル。
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InstallShield スク リ

プ ト  ラ ン タ イム

「IDriver.exe」 を参照し て く だ さい。

ISM 「.ism フ ァ イル」 を参照し て く ださい。

ISScript.msi InstallScript エンジン イ ンス ト ーラ。 ISScript.msi はイ ンス ト ールを実行するのに必要

なフ ァ イルを イ ンス ト ールし ます。 InstallScript エンジンは、 InstallShield スク リ プ ト  
ラ ン タ イムと し ても知られています。 InstallScript はイ ンス ト ールを作成するのに利

用されるプログラム言語です。

JAR Java アーカ イブ フ ァ イルの頭文字。 「.jar フ ァ イル」 も参照し て く だ さい。

Java アーカ イブ 「.jar フ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

Java 仮想マシン 
(JVM)

バイ ト コー ド にコ ンパイルされた Java プログラムを解釈する擬似コ ンピ ュータ。

Java プログラムは通常 .class フ ァ イルに保存されています。

Java ネイテ ィ ブ イ ン

ターフ ェ イス (JNI)
共有ラ イブ ラ リのネイテ ィ ブ コー ド を呼び出すための Java コー ド を有効にする Java 
の仕様。 JNI ラ イブラ リのネイテ ィ ブ コー ドは、 JNI を通し て Java コー ド を呼び出す

こ と もできます。

JNI 「Java ネイテ ィ ブ イ ン ターフ ェ イス」 を参照し て く だ さい。

JPEG 「.jpg フ ァ イル」 を参照し て く ださい。

JVM 「Java 仮想マシン」 を参照し て く ださい。

KB 「ナレ ッ ジ ベース」 を参照し て く だ さい。

LogDB 「ログ データベース」 を参照し て く だ さい。

MD 「メ デ ィ ア デ ィ スク リ プ タ」 を参照し て く だ さい。

MFC 「Microsoft Foundation Classes」 を参照し て く だ さい。

Microsoft Developer 
Network (MSDN)

Microsoft の製品およびテ ク ノ ロジを使用し てアプ リ ケーシ ョ ンを作成し ている開発者

を支援するためにデザイ ン されたオン ラ イ ンおよびオフ ラ イ ン サービス。

Microsoft 
Foundation Classes 
(MFC)

開発者が Win32 アプ リ ケーシ ョ ンを書 く 際に使用する こ とができる大規模な C++ ク
ラスラ イブ ラ リ。 MFC を使用するアプ リ ケーシ ョ ンを実行するには、 MFC エンジン

がターゲッ ト マシンにイ ンス ト ールされている必要があ り ます。

Microsoft デ ィ スク  
オペレーテ ィ ング シ
ステム (MS-DOS)

Microsoft が開発し た一番最初のオペレーテ ィ ング システム。 MS-DOS は、 Windows 
95、 98 および ME の基礎と なるオペレーテ ィ ング システムです。 Windows NT、

2000 および XP システムは存在する DOS アプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト し ています。
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Microsoft ビルド  エ
ンジン (MSBuild)

SQL Server と完全互換性があるデスク ト ッ プおよび共有ソ リ ューシ ョ ンのビルドの

ためのデータ  エンジン。 SQL Server 7.0 への簡単な移行パスを提供し ます。 MSDE 
で構築されたソ リ ューシ ョ ンは、 コー ド を 1 行も変えずに SQL サーバ 7.0 に完全に

移行する こ とができます。

MIDI 「musical instrument digital interface」 を参照し て く だ さい。

MIME 「multipurpose internet mail extensions」 を参照し て く だ さい。

MM 「マージ モジュール」 を参照し て く だ さい。

MS-DOS 「Microsoft デ ィ スク  オペレーテ ィ ング システム」 を参照し て く だ さい。

MS-DOS プロンプ ト MS-DOS(Microsoft Disk Operating System) プロンプ ト は、 MS-DOS が新しいコマン

ド を受け付けられる状態にある こ と を示す [ コマン ド プロンプ ト ] ウ ィ ン ド ウ内のビ

ジュアル イ ンジケーターです。 デフ ォル ト の MS-DOS プロンプ ト は、 通常、 C:> プ
ラス点滅カーソルです。

MSDE 「Microsoft Data Engine」 を参照し て く だ さい。

MSDE オブジ ェ ク ト  
テンプレー ト

MSDE マージ モジュールのベース。 MSDE マージ モジュールを Windows Installer プ
ロジ ェ ク ト または InstallScript プロジ ェ ク ト に追加する と、 InstallShield アプ リ ケー

シ ョ ンは、 このマージ モジュールのベースフ ァ イル ( または、 ス タ ブ ) と共に起動し

ます。 アプ リ ケーシ ョ ンが、 べースフ ァ イルに設定を適用できるよ う に、 このマージ 
モジュールを構成する必要があ り ます。

MSDE 名前付き イ ン

ス タ ンス

MSDE (Microsoft Data Engine) イ ンス ト ールの名前付き イ ンス タ ンス。 「名前付き イ ン

ス タ ンス」 も参照し て く ださい。

MSDN 「Microsoft Developer Network」 を参照し て く だ さい。

MSI 「.msi フ ァ イル」 を参照し て く ださい。

MSM 「.msm フ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

MSP 「.msp フ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

MST 「.mst フ ァ イル」 を参照し て く だ さい。

multipurpose 
Internet mail 
extensions (MIME)

Web ク ラ イアン ト に送る フ ァ イルを識別する Web サーバーが使用する規格。 MIME 
規格は、 送る と きのフ ァ イルの種類およびそれをオ リ ジナルの形式に戻す方法を指定
する方法です。
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musical instrument 
digital interface 
(MIDI)

音楽をデジ タルシンセサイザーで録音 / 再生するために設計されたプロ ト コル。 実際

のサウン ド ( 音声または音楽 ) をデジ タル録音する .wav フ ァ イルとは異な り、 MIDI 
フ ァ イルは単純に楽器、 旋律、 および、 それをどのよ う に再生するかを定義するだけ
です。 エン ド ユーザーのシステム上にあるシンセサイザ ( 一般に MIDI 可能なサウン

ド ボー ドの 1 部 ) は MIDI 楽器を " 読み " 込んで、 音楽を再生し ます。 MIDI フ ァ イル

には実際の音楽ではな く 命令のみが含まれているので、 サイズは同じ長さのデジ タル 
オーデ ィ オ フ ァ イルに比較し て何倍も小さ く なっています。 また、 MIDI フ ァ イルは

再生においても、 よ り少ないプロセ ッサパワーが必要です。

NT サービス サービス と し て実行するために Windows NT にイ ンス ト ールされたアプ リ ケーシ ョ

ン。 つま り、 イ ンス ト ールされた後は自動的に実行され、 ユーザーには表示されず、
サービスを開始するためにユーザーがログイ ンする必要もあ り ません。 NT はレジス

ト リ で定義、 および記述されているサービスを管理し ます。

One Really Cool 
Application (ORCA)

Windows Installer フ ァ イルを編集するための外部ツール。

One-Click Install One-Click Install イ ンス ト ールを使用する と、 エン ド ユーザーは最小限の労力でアプ

リ ケーシ ョ ンをダウンロー ド し、 すぐに使用する こ とができます。 ユーザーによる イ
ンプ ッ ト は最小限で、 イ ンス ト ールが自動的にダウンロー ド され、 圧縮解除され、 そ
し て実行されます。 エン ド ユーザーにダウンロー ド場所を問い合わせる こ と もな く 、
イ ンス ト ールを手動で起動する必要もあ り ません。

ORCA 「One Really Cool Application」 を参照し て く だ さい。

OS 「オペレーテ ィ ング システム」 を参照し て く だ さい。

PKCS 「public-key cryptography standards」 を参照し て く ださい。

public-key 
cryptography 
standards (PKCS)

RSA Security Inc. によ って開発され、 こ こで定義されている仕様は、 パブ リ ッ クキー

暗号化に関する既存の規格団体が扱っていない部分を標準化するために開発されま し
た。

QuickPatch アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルおよびイ ンス ト ールを特定バージ ョ ンにア ッ プデー ト す
るのに必要なデータベースの一部のみを含む、 特殊な種類のパッ チ パッ ケージ。

QuickPatch プロジ ェ ク ト を使用し て、 InstallShield で QuickPatch を作成する こ とが

できます。

Readme フ ァ イル 重要な情報を含むアプ リ ケーシ ョ ンの配布に含まれているテキス ト フ ァ イル。 この情
報は通常、 イ ンス ト ール、 アン イ ンス ト ール、 または機能に関する、 他のド キュ メ ン
ト に含まれていない可能性がある情報です。

red green blue 
(RGB)

混ぜて他の色を作成する こ とができる光の三原色。 色付きのイ メ ージは通常、 RGB 
三重項のシーケンス、 または、 別々の赤、 緑、 青のオーバーレ イ と し て格納されます
が、 これらに限り ません。 これらの三色は、 カ ラー ブ ラウン管 (CRT) の三本の 
&#xD2; ガン &#xD3; と人間の眼の色レセプ ターに相当し ます。
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Regedt32.exe、
Regedit.exe

Windows Registry Editor の ２  つのバージ ョ ン。 レジス ト リ  エデ ィ タ を使用し て、 レ

ジス ト リ内のエン ト リの編集をする こ とができます。 Regedt32 には、 よ り多 く のレ

ジス ト リ編集機能が用意されています。 イ ンス ト ール中にエラーが発生し た場合、 イ
ンス ト ールを完了するためにレジス ト リの編集が必要な場合があ り ます。 Windows 
XP コ ンピ ュータ では、 Regedt32.exe と  Regedit.exe が既に融合されているので、 新

しいオペレーテ ィ ング システム上では、 これらの ２  つのアプ リ ケーシ ョ ンは同じ機

能を実行し ます。

RGB 「red green blue」 を参照し て く だ さい。

RPC ス タ ブ 「リ モー ト  プロシージャ  コール ス タ ブ」 を参照し て く ださい。

RTF 「リ ッ チ テキス ト  フ ォーマ ッ ト 」 を参照し て く だ さい。

SCM 「サービス コ ン ト ロール マネージャ」 を参照し て く だ さい。

SDK 「Software Development Kit ( ソ フ ト ウエア開発キッ ト )」 を参照し て く ださい。

Section 508 ( 米国リ

ハビ リ テーシ ョ ン法 
508 条 )

リハビ リ テーシ ョ ン法を改訂し て、 連邦政府各機関に対し て障害を持つ人々もその電
子情報技術にアクセスできるよ う に要求し た米国の法律。 508 条は、 情報技術におけ

るバリ アの除去、 障害を持つ人々に新たな機会の提供、 およびこれらの目的を達成す
る こ と を支援する技術の開発を推進する こ と を目的に制定されま し た。 この法律は、
電子情報技術を使用、 開発、 購入、 メ ンテナンスをするすべての連邦政府各機関に適
用し ます。 508 条の下で連邦政府各機関は、 障害を持つ被雇用者および一般の人々に

対し て他の人々と同様の情報へのアクセシビ リ テ ィ を提供する こ とが義務付けられて
います。

Setup.inx コ ンパイルされたスク リ プ ト  フ ァ イル。 イ ンス ト ーラ  エンジンが実行するオブジ ェ

ク ト  コー ド。

SP 「サービス パッ ク」 を参照し て く だ さい。

SQL 「Structured Query Language ( 構造化クエ リ言語 )」 を参照し て く だ さい。

SQL ステー ト メ ン ト キーワー ド で始ま り実行されるアクシ ョ ンを完全に記述する SQL の完全フ レーズ。

例、 SELECT * FROM Orders。

TARGETDIR Windows Installer ベースのイ ンス ト ールでは、 TARGETDIR プロパテ ィ はイ ンス ト ー

ルのルー ト  イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 InstallScript イ ンス ト ールで

は、 TARGETDIR システム変数はデフ ォル ト でイ ンス ト ールのルー ト  イ ンス ト ール先

デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。

UI 「ユーザー イ ン ターフ ェ イス」 を参照し て く だ さい。

uniform/universal 
resource locator 
(URL)

Web サイ ト / ページの場所を示し ます。
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unInstallShield エン ド ユーザーの PC から製品をアン イ ンス ト ールするセ ッ ト ア ッ プ ウ ィ ザー ド に含

まれている コ ンポーネン ト 。

Update Manager 
(Windows または 
Java)

エン ド ユーザーがア ッ プデー ト のスケジュールを設定する際、 またはエージ ェ ン ト に
よ って実行されるア ッ プデー ト のク エ リ をサイ レンスにするために使用する こ とがで
きるオプシ ョ ンの Win32 または Java ベースのク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ン。 

URL 「uniform/universal resource locator (URL)」 を参照し て く だ さい。

VP 「バリ ューパッ ク」 を参照し て く ださい。

Web イ ンス ト ール エン ド ユーザーが Web サイ ト にアクセス し て、 そこから実行する イ ンス ト ール。

Web サイ ト World Wide Web 上の場所

WinDir Win16 on Win32 (WOW) 用の実行可能フ ァ イルへのパスを格納し ます。

Windows API Windows アプ リ ケーシ ョ ン プログラム イ ン ターフ ェ イス (API) は、 Windows プラ ッ

ト フ ォーム用に書かれたアプ リ ケーシ ョ ンが利用するビルド ブロ ッ ク を提供し ます。
各 API はコ ンピ ュータ  オペレーテ ィ ング システム、 またはアプ リ ケーシ ョ ン プログ

ラムが指定する特定のメ ソ ッ ド です。 アプ リ ケーシ ョ ンを作成するプログラマーは、
Windows API を利用し てオペレーテ ィ ング システム、 または別のアプ リ ケーシ ョ ン

を要求する こ とができます。 各 API を適切に実行するための要件は異な り ます。

Windows Installer (1) イ ンス ト ールおよび構成サービス。 Microsoft Windows Installer は、 データ  ド リ ブ

ン モデルのエンジンで、 すべてのイ ンス ト ールデータおよび命令が 1 つの完結し た

パッ ケージになっています。 データ  ド リ ブン イ ンス ト ール モデルでは、 イ ンス ト ー

ル テーブルのマス ターセ ッ ト は、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ン リ ソース ( フ ァ イル、

レジス ト リキー等 ) がそれがサポー ト する コ ンポーネン ト または機能に明確に関連し

ている と こ ろに作成されます。 ユーザーがイ ンス ト ールするオブジ ェ ク ト 、 イ ンス
ト ールする場所を選択する と、 その手続き命令は Windows Installer によ って処理され

ます。

(2) .msi パッ ケージのサービス、 プロパテ ィ 、 およびテーブルを意味し ます。

Windows Installer 
サービス

アプ リ ケーシ ョ ン イ ンス ト ールの構成、 およびアプ リ ケーシ ョ ンのアン イ ンス ト ール
を一元的に管理するオペレーテ ィ ング システム コ ンポーネン ト 。

Windows NT サービ

ス

「Windows サービス」 を参照し て く ださい。

Windows イ ンス ト ー

ル CD
Windows オペレーテ ィ ング システムを含むコ ンパク ト デ ィ スク。 コ ンピ ュータ製作

会社によ ってコ ンピ ュータにオペレーテ ィ ング システムがイ ンス ト ールされた場合、

通常マニュアルと共にイ ンス ト ール CD が付属されています。 自分で Windows オペ

レーテ ィ ング システムを イ ンス ト ールし た場合、 そのと きに使った CD がイ ンス ト ー

ル CD です。
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Windows サービス それ自身の Windows セ ッ シ ョ ンで長期にわたって作動する実行可能アプ リ ケーシ ョ

ン。 例、 イベン ト  ログに メ ッ セージを書き込むアプ リ ケーシ ョ ン。

Windows システム 
フ ォルダ

Windows System フ ォルダは、 コ ンピ ュータが適切に稼動し続けるために必要なコ ア 
オペレーテ ィ ング システムを含みます。 イ ンス ト ール中に発生するエラーの原因と し

ては、 System フ ォルダに含まれている フ ァ イルが破損し ているか、 または存在し て

いないこ とが考えられます。

WYSIWYG What You See Is What You Get ( 見たとお りのものが結果に反映される こ と ) の略 。

XCopyFile 1 つ、 または複数のフ ァ イルおよび / またはサブデ ィ レ ク ト リ を、 必要に応じ て ター

ゲッ ト  マシンにサブデ ィ レ ク ト リ を作成し て、 ターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リ にコ ピーす

る InstallScript 関数。

XML 「拡張マークア ッ プ言語」 を参照し て く ださい。

XSL 「拡張ス タ イルシー ト 言語」 を参照し て く ださい。

アク シ ョ ン イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール ウ ィ ザー ドの実行中に特定の時点で処理を行な

う コマン ド。 イ ンス ト ール パッ ケージの開発者はビル ト イ ン標準アクシ ョ ンを利用、

および独自のカス タム アクシ ョ ンを作成する こ とができます。 アクシ ョ ンはエン ド

ユーザーに対し て処理状況を表示し た り、 処理をキャ ンセルできるよ う にする こ とが
可能です。

アクセシビ リ テ ィ 障害者を含めてすべての人々に対する有用性、 または利用の可能性。

アク テ ィ ブ デ ィ レ ク

ト リ

管理者がネ ッ ト ワーク上に存在するオブジ ェ ク ト を検索する こ とが出来る Microsoft 
Windows 2000 がサポー ト する構造。 アク テ ィ ブ デ ィ レ ク ト リは、 分散コ ンピ ュータ

環境用 Windows 2000 Server で使用されるデ ィ レ ク ト リ です。

アク テ ィ ブ テンプ

レー ト  ラ イブ ラ リ  
(ATL)

たと えば MFC などのバイナリ よ り も小さい COM コ ン ト ロールを書 く ための一連の

ク ラス。

圧縮 1 つまたは複数のフ ァ イルを基に、 オ リ ジナルフ ァ イルの合計サイズよ り も小さいサ

イズの新しいフ ァ イルを作成し ます。 この新しいフ ァ イルからオ リ ジナルフ ァ イルを
複製する こ とが可能です。

圧縮解除 「伸張」 を参照し て く ださい。

ア ッ プグレー ド アプ リ ケーシ ョ ンの古いバージ ョ ンから よ り最新のバージ ョ ン ( 通常、 アプ リ ケー

シ ョ ンの改善版 ) への移動。

ア ッ プグレー ド処理 既存ソ フ ト ウ ェ アの新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ールするための処理。

ア ッ プグレー ド コー
ド

既存ソ フ ト ウ ェ アの新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ールするために必要なコー ド。
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ア ドバタ イズ アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール処理中に機能がイ ンス ト ールされない &#xD2; ジャ

ス ト  イ ン タ イム &#xD3; イ ンス ト ール。 その代わり、 要求された時に直ちにイ ンス

ト ールされます。 機能のア ドバタ イズを有効にする と、 ア ドバタ イズを阻止するその
他の要素がない限り、 イ ンス ト ールが実行されているモー ド にかかわらず機能はア ド
バタ イズされます °/jm オプシ ョ ンを使ってコマン ド ラ イ ンから  MsiExec.exe を起動

する と、 機能はエン ド ユーザーのマシンにア ドバタ イズされます。 /ju 関数を利用する

と、 機能は現在のエン ド ユーザーにア ドバタ イズされます。 Custom Setup ダイアログ

で、 エン ド ユーザーはすぐにイ ンス ト ールする機能とあと で使用する機能を制御でき
ます。 ア ドバタ イズには assigning ( 割り当て ) および publish ( パブ リ ッ シュ ) の 2 つ
の種類があ り ます。 「割り当て」、 および 「パブ リ ッ シュ」 も参照し て く ださい。

ア ドバタ イズする アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール処理中に直ちにイ ンス ト ールされない機能をエン ド
ユーザーに向けて表示する処理。 その代わり、 これらの機能は要求された時に直ちに
イ ンス ト ールされます。 「ア ドバタ イズ」 も参照し て く ださい。

ア ドバタ イズ シーケ

ンス

ア ドバタ イズ シーケンスには、 ユーザーが /j コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを使ってイ

ンス ト ールを起動し たと きに実行されるアクシ ョ ンのリ ス ト が含まれます。検証規則  
ICE78  では、 ア ドバタ イズ ユーザー イ ン ターフ ェ イス シーケンスが空でな く てはな

り ません。

ア ドバタ イズ シ ョ ー

ト カ ッ ト

エン ド ユーザーがシ ョ ー ト カ ッ ト を初めて起動するまでイ ンス ト ールされない、 製品
または機能へのシ ョ ー ト カ ッ ト 。 イ ンス ト ールの実行時、 " エン ド ユーザーがシ ョ ー

ト カ ッ ト を持つ製品または機能に対し て 要求があった場合に、 この機能を イ ンス ト ー

ルし ます " オプシ ョ ンを選択し た場合、 シ ョ ー ト カ ッ ト が作成されますが、 コ ンポー

ネン ト のフ ァ イルはユーザーがシ ョ ー ト カ ッ ト を起動するまでイ ンス ト ールされませ
ん。 シ ョ ー ト カ ッ ト を初めて起動する と、 Windows Installer サービスはコ ンポーネン

ト のフ ァ イルと他のデータ を イ ンス ト ールし、 その後、 シ ョ ー ト カ ッ ト によ って ター
ゲッ ト  フ ァ イルが起動されます。 その後、 シ ョ ー ト カ ッ ト を使用する と常に、 通常の

シ ョ ー ト カ ッ ト と同じ よ う に動作し ます。

アプ リ ケーシ ョ ン パ
ス

システムのパスにアプ リ ケーシ ョ ン と その .dll フ ァ イルの場所が指定されていない場

合に、 Windows がそれらの検索に使用するレジス ト リキー。 app パスエン ト リは、 コ

ンポーネン ト の詳細設定で設定する こ とができます。

アプ リ ケーシ ョ ン プ
ログラ ミ ング イ ン

ターフ ェ イス (API)

アプ リ ケーシ ョ ンがコ ンピ ュータのオペレーテ ィ ング システムと コ ミ ュニケーシ ョ ン

を と るために利用する、 またオペレーテ ィ ング システムがアプ リ ケーシ ョ ンに対し て

サービスを有効にするために利用する一連のルーチン。

アン イ ンス ト ール イ ンス ト ールを取り消す処理です。 アン イ ンス ト ールは、 エン ド ユーザーが製品フ ァ
イルを削除し、 イ ンス ト ール中にマシンに対し て加えられた変更を元に戻すイ ンス
ト ールのメ ンテナンス オプシ ョ ンです。

アン イ ンス ト ール ロ
グ フ ァ イル

イ ンス ト ール中に発生するすべてのアン イ ンス ト ール関連のイベン ト の記録です。 ロ
グフ ァ イルはイ ンス ト ールの始めに初期化されます。 このログフ ァ イルが破損し た場
合、 アン イ ンス ト ール中にエラーが発生する可能性があ り ます。
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移行 1 つのオペレーテ ィ ング環境から他の一般的によ り優れている と思われているオペ

レーテ ィ ング環境に移るプロセス。 たと えば、 Windows NT Server から  Windows 
2000 Server へ変える こ と も、 このプロセスによ って新しい機能が生かされ、 古い設

定は今後変更が必要な く な り、 現在のアプ リ ケーシ ョ ンが継続し て新しい環境で動作
するよ う にい く つかの手順がと られるので、 移行と考える こ とができます。 また、
Windows NT から  UNIX ベースのオペレーテ ィ ング システム ( または、 その逆 ) も移

行と考えられます。 また、 １  つのデータベースを違う種類のデータベースに移行する

こ と も可能です。 このためには、 通常、 データ を古いデータベースからアウ ト プ ッ ト
し て新しいデータベースにイ ンプ ッ ト できる共通のフ ォーマ ッ ト にデータ を変換する
必要があ り ます。 また、 データ を 1 つの記憶装置から別の記憶装置に移すといった単

純なプロセスも移行といいます。

依存関係 別のソ フ ト ウ ェ ア オブジ ェ ク ト が必要とする ソ フ ト ウ ェ ア オブジ ェ ク ト 。

一時デ ィ レ ク ト リ オペレーテ ィ ング システムまたはアプ リ ケーシ ョ ンを使用中に、 そのフ ァ イルを一時

的に保管するハー ド ド ラ イブ上のフ ォルダ。 アプ リ ケーシ ョ ンが終了し たと き、 一時
フ ァ イルは削除されます。 一時デ ィ レ ク ト リから手作業でフ ァ イルを ク リーン、 また
は削除する必要がある場合もあ り ます。

イ ンス ト ーラ コ ンピ ュータ上でのイ ンス ト ールおよび構成サービス。

イ ンス ト ーラ  データ

ベース

アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールに必要な情報すべてを含むデータベース。 アプ リ
ケーシ ョ ンのグループを イ ンス ト ールするのに必要な情報を含む関係データベースを
構成する、 多 く の相互に関係するテーブルで構成されます。

イ ンス ト ーラ  プロパ

テ ィ

イ ンス ト ール中に利用される変数。

イ ンス ト ーラ関数 アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ーラ  サービスを取得するために呼び出すアプ リ ケーシ ョ

ン プログラム イ ン ターフ ェ イス。

イ ンス ト ール プログラムと その構成フ ァ イル、 機能、 およびコ ンポーネン ト を ソース メ デ ィ アから

ターゲッ ト  システムへ転送する こ と。 「イ ンス ト ール プロセス」 も参照し て く だ さ

い。

イ ンス ト ール オン デ
マン ド

フ ァ イルが存在し ない機能でも、 ユーザーやアプ リ ケーシ ョ ンに対し てその機能の提
供を可能にする Windows Installer の機能性。

イ ンス ト ール シーケ

ンス

実行時に、 アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルのイ ンス ト ール、 アクシ ョ ンの実行、 およぶダ

イアログの表示が行われる順番 ( シーケンス )。 イ ンス ト ール シーケンスは、 たと え

ば イ ンス ト ールのラ ンチャ をダブルク リ ッ クするなど し てイ ンス ト ールを起動し た と

きにデフ ォル ト で実行されます。

イ ンス ト ール タ イプ エン ド ユーザーがイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールを選択する こ とができる、 予
め定義された機能のグループ。

イ ンス ト ール パッ

ケージ

アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールのために合わせて使われる 
1 つまたは複数のフ ァ イル。
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イ ンス ト ール パッ

ケージ オーサリ ング 
ツール

ユーザーがイ ンス ト ールパッ ケージを作成するのに利用できるサー ドパーテ ィ  ツー

ル。

イ ンス ト ール プロ

ジ ェ ク ト

イ ンス ト ール作成中、 イ ンス ト ールを構成する ソースフ ァ イル、 ダイアログ、 アク
シ ョ ンおよび条件の集合体。

イ ンス ト ール プロセ

ス

パッ ケージまたはアプ リ ケーシ ョ ンのコ ンテンツを ターゲッ ト  コ ンピ ュータにイ ンス

ト ールする全プロセス。 イ ンス ト ール処理は、 取得段階、 実行段階、 およびイ ンス
ト ールに失敗し た場合、 ロールバッ クの 3 つの段階で構成されています。

イ ンス ト ール レベル 機能のイ ンス ト ールレベルは、 イ ンス ト ールのデフ ォル ト でそれが選択されているか
ど うかを部分的に判断し ます。 その値は Windows Installer プロパテ ィ  の 
INSTALLLEVEL と比較され、 どの機能のイ ンス ト ールが選択されたかを判断し ます。

機能のイ ンス ト ールレベルプロパテ ィ が、 INSTALLLEVEL の値と同等またはそれ以下

の場合、 その機能がイ ンス ト ールされます。

イ ン ターネ ッ ト  エク

スプローラ  (IE)
Microsoft によ って開発され、 Windows オペレーテ ィ ング システムと共に配付される

ブ ラウザ。

イ ン ターフ ェ イス 独立システムが相互にコ ミ ュニケーシ ョ ンを と るポイ ン ト 。 アプ リ ケーシ ョ ンのユー
ザー イ ン ターフ ェ イスは一般的にツールバー、 メ ニュー、 ボタ ン、 ウ ィ ン ド ウ、 およ

びその他のアイテムで構成されます。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ開
発環境 (IDE)

ソ フ ト ウ ェ ア プログラムのイ ン ターフ ェ イス。 「統合開発環境」 と も呼ばれます。

イ ンポー ト  ア ド レス 
テーブル (IAT)

.dll フ ァ イルまたは実行可能フ ァ イルを イ ンポー ト するのに使用されるテーブル。

ウ ィ ザー ド (1) ステ ッ プ バイ  ステ ッ プ方式でユーザーが不慣れな タ スク を完了する こ とができる

対話型ガイ ド  プログラム ユーテ ィ リ テ ィ °

(2) InstallShield Wizard はイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールの実行時に表示され

るウ ィ ザー ド です。 イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールの手順をエン ド ユーザーに
フ レキシブルに案内する、 予め定義されたひと ま と ま りのダイアログのこ と を指し ま
す。

ウ ィ ザー ド  イ ン ター

フ ェ イス

実行時にエン ド ユーザーがウ ィ ザー ド と イ ン タ ラ ク ト するために使用されます。

ウ ィ ザー ド  ダイアロ

グ

イ ンス ト ール / アン イ ンス ト ールの最中にエン ド ユーザーに表示されるダイアログ。

情報ウ ィ ン ド ウによ って、 エン ド ユーザーは情報を読み込んだ り指定し た り し ながら
オペレーシ ョ ン と イ ン タ ラ ク ト できます。

ウ ィ ン ド ウ 開かれたアプ リ ケーシ ョ ンがスク リーン上に表示される領域。
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エンジン 基本の関数を実行し、 その他のプログラムの処理を全体的に調整するプログラム。 エ
ンジンは内部的に動作し ます。 InstallShield は、 イ ンス ト ールを駆動するために 
InstallScript エンジン (ISScript.msi) および Windows Installer エンジンを使用し ます。

InstallShield はまた、 ikernel と呼ばれる独自の専用エンジン も装備し ています。

エン ド ユーザー 製品を イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールするユーザー。

エン ド ユーザー マシ

ン

エン ドが製品を イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールするマシン ( コ ンピ ュータ )。

オー ト ノ ミ ッ ク  コ ン

ピ ューテ ィ ング

人体の自律神経系にちなんで名づけられ、 またそのパターンに従った自己管理コ ン
ピ ューテ ィ ング モデル。 オー ト ノ ミ ッ ク  コ ンピ ューテ ィ ング システムは、 ユーザー

がイ ンプ ッ ト する こ と な く コ ンピ ュータ  アプ リ ケーシ ョ ンおよびシステムの機能を コ

ン ト ロールし ます。 これは人体の自律神経系が身体を調節および保護するのと同じ原
理です。

オブジ ェ ク ト (1) 個別の機能を イ ンス ト ールするために必要なロジ ッ ク と フ ァ イルがすべて含まれ

たパッ ケージ。

オペレーテ ィ ング シ
ステム (OS)

メ モ リの中のス ト レージ スペースを割り当てた り、 入力または出力関数を制御し た り

する こ と で、 コ ンピ ュータのオペレーシ ョ ンを制御し、 プログラムの処理を管理する
ソ フ ト ウ ェ ア。

親 / 子イ ンス ト ール 「ネス ト  イ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

外部ユーザー イ ン

ターフ ェ イス

イ ンス ト ールパッ ケージの作成者によ って開発されたユーザー イ ン ターフ ェ イス。 イ

ンス ト ーラで利用可能な内部ユーザー イ ン ターフ ェ イス機能は利用し ません。

概要情報ス ト リーム Windows Installer パッ ケージのために定義されアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール時に

イ ンス ト ーラによ って使用される タ イ ト ル、 作成者、 パッ ケージ コー ド、 テンプレー

ト 、 概要およびスキーマ等のプロパテ ィ 。

拡張可能ス タ イル
シー ト 言語 (XSL)

XML 情報をどのよ う に表示するかを記述するのに使われる言語。

拡張マーク ア ッ プ言
語 (XML)

(1) 実質的に Standard Generalized Markup Language (SGML) を簡素化し たプログラ

ム言語。 開発者はこれを使用し てカス タ マイズされたタグを作成し、 効率良 く コ ンテ
ンツを編成および配布する こ とができます。

(2) MultiPlatform プロジ ェ ク ト の出力フ ォーマ ッ ト です。

(3) InstallShield で作成された Windows ベースの プロジ ェ ク ト は、 ソースコー ド管理

ソ フ ト ウ ェ アで保存できるよ う に XML に変換する こ と も可能です。

カス タム アクシ ョ ン Windows Installer 組み込まれた標準アクシ ョ ンに対し て、 イ ンス ト ール作成者によ っ

て作成されたアクシ ョ ン。 アクシ ョ ンは、 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール、 アン イ
ンス ト ール、 またはメ ンテナンス中に実行される関数を カプセル化し ます。
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簡易 ユーザー イ ン

ターフ ェ イス (UI)
簡易レベル UI は、 イ ンス ト ール時に作成されたモー ド レス ダイアログ、 ビル ト イ ン 
モーダル エラー メ ッ セージ、 および デ ィ スク  プロンプ ト  メ ッ セージを表示し ます。

この UI レベルは、 作成されたモーダル ダイアログの表示はし ません。 この UI レベル

では、 イ ンス ト ーラの内部ユーザー イ ン ターフ ェ イス 機能が使われます。 「モーダ

ル」、 「モー ド レス」 および 「内部ユーザー イ ン ターフ ェ イス」 も参照し て く だ さい。

環境変数 ターゲッ ト  システム上の複数のプログラムでアクセスできる変数。

間接ビルド ペイ ロー ド フ ァ イルのみに リ フ ァ レンスを作成する フルビルド。 つま り イ ンス ト ール
時、 ペイ ロー ドはビルド時にあった場所と同じ場所にな く てはな り ません。 たと え
ば、 ペイ ロー ドがネ ッ ト ワーク  サーバーにある場合、 イ ンス ト ールは同じ ネ ッ ト ワー

ク  サーバー上でペイ ロー ド を探し ます。

完全ア ッ プデー ト 製品のア ッ プデー ト  バージ ョ ンで以前のバージ ョ ンを上書きする イ ンス ト ール。

完全ユーザー イ ン

ターフ ェ イス (UI)
イ ンス ト ーラの内部ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) 性能レベルのひとつ。 完全 UI レ
ベルでビルド される イ ンス ト ール パッ ケージは、 内部 UI に含まれるモーダル ダイア

ログおよびモー ド レス ダイアログの両方を表示する こ とができます。

管理 物事を管理する処理またはその動作。

管理イ ンス ト ール 管理イ ンス ト ールはデータ フ ァ イルをユーザーが指定し たデ ィ レ ク ト リ にコ ピー ( お

よび展開 ) し ますが、 シ ョ ー ト カ ッ ト の作成や COM サーバーの登録、 またはアン イ

ンス ト ールログは作成し ません。

管理シーケンス ユーザーが /a コマン ド ラ イ ン オプシ ョ ンを使ってイ ンス ト ールを起動し た場合に実

行されるアクシ ョ ンのリ ス ト 。 これは、 ネ ッ ト ワーク管理者がネ ッ ト ワーク上に共通
のイ ンス ト ールポイ ン ト を提供し、 複数のユーザーに対し て異なる イ ンス ト ール基準
を設定する場合に便利です。 各管理シーケンスは、 ユーザー イ ン ターフ ェ イスシーケ

ンス と実行シーケンスから構成されます。

管理者権限 コ ンピ ュータ  ユーザーに与えられる最も高いレベルの権限。 ネ ッ ト ワーク環境ではシ

ステムのセキュ リ テ ィ を確保し、 コ ンピ ュータのハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ アに
対するダ メ ージを防ぐためにアクセス許可レベルが必要です。 管理者権限を持つユー
ザーはソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール及びアン イ ンス ト ール、 並びにコ ンピ ュータの構
成を変更する こ とが可能です。 管理者権限は通常 Windows NT 4.0、 2000、 または 
XP マシンに付属し ていますが、 Windows 95、 98、 または ME マシンには付属し ませ

ん。

キー パス コ ンポーネン ト の有無を検出するために Windows Installer が使用する各コ ンポーネン

ト の一意のレジス ト リ値。 コ ンポーネン ト にはキーフ ァ イルまたはキーパスのいずれ
かを割り当てる こ とができますが、 両方を割り当てる こ とはできません。

キーフ ァ イル コ ンポーネン ト の有無を検出するために Windows Installer が使用する各コ ンポーネン

ト 専用に 1 つだけ存在する フ ァ イル。 コ ンポーネン ト の詳細設定やシ ョ ー ト カ ッ ト を

作成するには、 キーフ ァ イルを指定する必要があ り ます。
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機能 製品の機能についての論理表現。 たと えば、 イ ンス ト ールにデータベース、 メ イ ン ア
プ リ ケーシ ョ ン フ ァ イル、 およびヘルプ システム フ ァ イルを含む場合があ り ます。

データベース、 アプ リ ケーシ ョ ン、 およびヘルプシステムはすべて製品の機能です。
機能はエン ド ユーザーに表示されますが、 機能を構成する各フ ァ イルは機能のコ ン
ポーネン ト 内部にあ り ます。 「コ ンポーネン ト 」 も参照し て く ださい。

基本の UI イ ンス ト ーラの内部ユーザー イ ン ターフ ェ イス (UI) 性能レベルのひとつ。 一般的に、

基本の UI レベルを使ってビルド される イ ンス ト ールパッ ケージは処理状況メ ッ セー

ジおよびデ ィ スク プロンプ ト  メ ッ セージを表示するモー ド レスのビル ト イ ンダイアロ

グを表示し ます。 作成されたダイアログは表示し ません。

キャ ッ シュ cash と同じ読み方で、 頻繁にアクセス されるデータの一時的な格納場所。 キャ ッ

シュの目的は、 頻繁にアクセス される情報を簡単にアクセスできる場所へ保存する こ
と で、 コ ンピ ュータの効率を高める こ と です。 キャ ッ シュには次の 2 種類あり ます ：

メ モ リキャ ッ シュ、 デ ィ スクキャ ッ シュ。 メ モ リキャ ッ シュはデータおよび メ イ ン メ
モ リ内でデータが保存されているア ド レスを保存し ます。 ほとんどのアプ リ ケーシ ョ
ンは同じデータに繰り返し アクセスするため、 メ モ リキャ ッ シュは便利です。 デ ィ ス
ク  キャ ッ シュはメ イ ン メ  モ リ を使用し ます。 ハー ド  デ ィ スクが最近要求し た情報、

またはハー ド  デ ィ スクに最近書き込まれた情報を保存するのに使用されます。 一般

に、 イ ンス ト ールは通常デ ィ スク  キャ ッ シュ を使用し ます。 データがメ イ ン メ モ リ

から読み出される、 または書き込まれる と き、 そのコ ピーがメ モ リキャ ッ シュに保存
されます。 データが呼び出される と き、 コ ンピ ュータはまず メ モ リキャ ッ シュ を
チ ェ ッ ク し てからデ ィ スクキャ ッ シュ、 最後に メ イ ン メ モ リ をチ ェ ッ ク し ます。

キャ ビネ ッ ト  フ ァ イ

ル

い く つかの圧縮フ ァ イルを含む単一フ ァ イル。 アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール中、
圧縮フ ァ イルは圧縮が解除され、 コ ンピ ュータにコ ピーされます。 キャ ビネ ッ ト  フ ァ

イルはソ フ ト ウ ェ ア配布中に容量と時間を節約できる とい う点で効率的です。 キャ ビ
ネ ッ ト  フ ァ イルは通常フ ァ イル拡張子 .cab を持ちます。 フ ァ イルが破損または不足

し ている場合はイ ンス ト ールの完了を妨げる こ とにな り ます。 オペレーテ ィ ング シス

テム フ ァ イル、 または InstallShield フ ァ イルの不足または破損フ ァ イルは、 キャ ビ

ネ ッ ト  フ ァ イルから抽出し て置換する必要があり ます。

キャ プシ ョ ン ウ ィ ン ド ウの表題にあたるテキス ト 。 ウ ィ ン ド ウキャ プシ ョ ンは、 スク リーン上でア
ク テ ィ ブウ ィ ン ド ウの位置を変更する際にユーザーがク リ ッ ク  アン ド  ド ラ ッ グする

部分です。

ギャ ラ リー (4) 共有可能な使用できる リ ソースのコ レ クシ ョ ン。

行 特定の要素を記述する関連する列のセ ッ ト 。 レ コー ド と も呼ばれます。

グローバル一意識別
子 (GUID)

製品を識別するために InstallShield が生成する長い数値の文字列。 InstallShield では、

文字列 GUID を次の形式で入力し ます。 {XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-
XXXXXXXXXXXX}.

結果セ ッ ト SELECT ステー ト メ ン ト の実行によ って作成される行のセ ッ ト 。

検証 検証処理。 データが適切な形式である こ と を確認する こ と。
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構造化ク エ リ言語 
(SQL)

データベースを操作する と きに使用される言語。

コス ト 分析 フ ァ イル コス ト 分析は、 現在のイ ンス ト ールで必要なデ ィ スク容量の合計を判断する

ために InstallShield が利用する処理です。

コマン ド (1) コ ンピ ュータに与えられる指示。

(2) 特定のタ スク を実行するために オペレーテ ィ ング システムがコマン ド ラ イ ンか

ら、 または [ コマン ド プロンプ ト ] ウ ィ ン ド ウから実行する指示。 イ ンス ト ール中に

エラーが発生し た場合、 たと えばユーテ ィ リ テ ィ を実行するため、 コ ンピ ュータの
デ ィ レ ク ト リ を検索するため、 またはフ ァ イルを削除するためなどの目的でコマン ド
を実行する必要がある場合があ り ます。

コマン ド  プロンプ ト  
ウ ィ ン ド ウ

[ コマン ド プロンプ ト ] ウ ィ ン ド ウは MS-DOS へのイ ン ターフ ェ イスです。 [ コマン

ド プロンプ ト ] ウ ィ ン ド ウへアクセスするには、 [ ス ター ト ] メ ニューで [ フ ァ イル名

を指定し て実行 ] を ク リ ッ ク し、 Windows 95、 98、 および ME では command.com 
を入力、 Windows NT、 2000、 または XP では cmd.exe を入力し ます。 イ ンス ト ール

中にエラーが発生し た場合、 たと えばコマン ド を入力し てユーテ ィ リ テ ィ を実行す
る、 またはコ ンピ ュータのデ ィ レ ク ト リ を検索するなどの目的で [ コマン ド プロンプ

ト ] ウ ィ ン ド ウを開 く 必要があ り ます。

コマン ド  ラ イ ン コマン ドが入力される [ コマン ド プロンプ ト ] ウ ィ ン ド ウの領域。 コマン ド ラ イ ンは、

実行可能フ ァ イル ( 例、 .exe、 .bin) にコマン ド を渡すのに利用されます。

コマン ド ラ イ ン オプ

シ ョ ン

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンは、 コマン ドの実行方法を変更する コマン ドへの引数で
す。 「コマン ド」 も参照し て く ださい。

コ ミ ッ ト 実行 イ ンス ト ールがフ ァ イルの転送、 COM サーバーの登録、 およびシ ョ ー ト カ ッ ト 並び

にレジス ト リ  エン ト リの作成を完了し た時に発生する InstallFinalize アクシ ョ ンの完

了と同時に Windows Installer アクシ ョ ンを実行し ます。

コ ンテキス ト  メ
ニュー

コ ンテキス ト メ ニュー ( 右ク リ ッ ク メ ニューまたはポ ッ プア ッ プ メ ニューと も呼ばれ

る ) は、 デスク ト ッ プ、 Windows エクスプローラ、 またはアプ リ ケーシ ョ ンにある項

目を右ク リ ッ クする と表示される メ ニューです。

コ ンパク ト  デ ィ スク  
(CD)

電子録音、 保存、 およびオーデ ィ オ、 ビデオの再生、 並びにその他のデジ タル形式の
情報に利用されるデ ィ スク。

コ ンパク ト  デ ィ スク  
読み取り専用メ モ リ  
(CD-ROM)

読み取り専用のコ ンパク ト  デ ィ スク。

コ ンピ ュータ  ベース 
ト レーニング (CBT)

コ ンピ ュータ を用いて行なわれる指導。 人材を指導するために CBT ではよ く グラ

フ ィ ッ ク、 サウン ド、 および動画が用いられます。
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用語集
コ ンポーネン ト イ ンス ト ール開発者の視点から見たアプ リ ケーシ ョ ンの要素。 コ ンポーネン ト はエン
ド ユーザーには表示されません。 エン ド ユーザーがイ ンス ト ール用の機能を選択する
と、 イ ンス ト ーラによ ってその機能に関連し たコ ンポーネン ト が判断され、 それらの
コ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされます。 アプ リ ケーシ ョ ンのコ ンポーネン ト には実
行可能バイナ リ フ ァ イル、 データ フ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 ヘルプ システムフ ァ イ

ル、 およびレジス ト リ  エン ト リ などが含まれます。

コ ンポーネン ト  オブ

ジ ェ ク ト  モデル 
(COM)

コ ンポーネン ト ベースのアプ リ ケーシ ョ ンの作成を可能にする Microsoft が開発し た

ソ フ ト ウ ェ ア アーキテ クチャ。 コ ンポーネン ト ベースのアプ リ ケーシ ョ ンは、 その他

のコ ンポーネン ト および他のアプ リ ケーシ ョ ンが機能を利用できるよ う にし、 プログ
ラムに機能を追加し ます。

サービス Windows Installer ベースまたは InstallScript ベースのプロジ ェ ク ト では、 これはコ ン

ピ ュータがオンになっている と き常にバッ クグラウン ド で実行されるプログラムで
す。 サービスはソ フ ト ウ ェ ア イ ンス ト ール、 プロセス モニ タ リ ング、 フ ァ イル転送、

タ スク  スケジューリ ング、 ネ ッ ト ワーク管理、 その他多数のユーザー側の対話操作を

必要と し ないタ スク を実行し ます。 Win32 では、 サービスはサービス コ ン ト ロール 
マネージャによ って管理されます。

サービス コ ン ト ロー

ル マネージャ  (SCM)
サービスに使用するシステムのデータベースを メ ンテナンス し、 これらのサービスを
制御する イ ン ターフ ェ イスを提供し ます。

サービス パッ ク  (SP) 既存の問題を修正し、 製品強化を図るためのソ フ ト ウ ェ ア製品のア ッ プデー ト 。 製品
の次回のバージ ョ ンには前回まで リ リース されたすべてのサービスパッ クが取り込ま
れています。

再イ ンス ト ール 製品が既にマシンにイ ンス ト ールされている状態でイ ンス ト ールを も う一度実行する
と、 既存のフ ァ イル、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 およびレジス ト リ  エン ト リが上書き され、 製

品が再イ ンス ト ールされます。

再配布可能フ ァ イル イ ンス ト ールまたはアプ リ ケーシ ョ ン と共に合法的に配布する こ とができるマージ モ
ジュール、 オブジ ェ ク ト 、 または他のフ ァ イル。

サイ レン ト  イ ンス

ト ール

ユーザー イ ン ターフ ェ イスまたはエン ド ユーザーの介入な し で実行される イ ンス ト ー

ル。

差分リ リース 既存リ リースの指定し たセ ッ ト に存在し ないフ ァ イル ( 複数可 ) のみを含むリ リース。

差分リ リースは、 既存のリ リースによ ってイ ンス ト ールた製品のバージ ョ ンをア ッ プ
デー ト するのに使用し ます。

参照カウン ト 共有フ ァ イルがイ ンス ト ールされるたびに増える カウン ト の集計。 
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\
Windows\CurrentVersion\SharedDLLs に保存されます。

シーケンス イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト で連続し て実行される 1 セ ッ ト のアクシ ョ ン と ダイアログ

です。
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シーケンス テーブル イ ンス ト ール プロセスの制御および実行順序を指定するアクシ ョ ンを リ ス ト するテー

ブル。

自己修復 「自動修復」 を参照し て く ださい。

自己登録フ ァ イル Windows レジス ト リ にそれ自身についての情報をエン ト リーし て、 アン イ ンス ト ール

時にその情報を削除する こ とができる フ ァ イル。 他の種類のフ ァ イルも情報をレジス
ト リ にエン ト リする こ と な く 使用する こ とができます。 自己登録フ ァ イルを イ ンス
ト ールするには、 そのフ ァ イルを希望の場所にイ ンス ト ールし、 それから コ ンピ ュー
タに登録し ます。

システム ポ リ シー システムが準拠し ていなければならない規則。

システム権限 各ユーザーが利用できるシステム、 プログラム、 および関数。

実行可能 (.bin) フ ァ イ

ル

UNIX プラ ッ ト フ ォームで実行可能なプログラムを含むフ ァ イル。

実行可能 (.exe) フ ァ

イル

Windows プラ ッ ト フ ォームで実行可能なプログラムを含むフ ァ イル。

実行時 ターゲッ ト マシンでアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ール / アン イ ンス ト ールするために、

イ ンス ト ールが、 イ ンス ト ーラ と イ ン タ ラ ク ト する時間。

実行スク リ プ ト Windows Installer イ ンス ト ール用の イ ンス ト ーラ  アクシ ョ ン。 実行スク リ プ ト はイ

ンス ト ールの取得段階で生成され、 実行段階で実行されます。

実行段階 イ ンス ト ーラのアクシ ョ ンが実行される段階。

自動修復 イ ンス ト ーラがアプ リ ケーシ ョ ンを元の状態に戻す自動復元。 機能と関連付けられて
いる フ ァ イルが不足、 または破損し ている場合、 アプ リ ケーシ ョ ンの部分的、 または
完全な再イ ンス ト ールが必要な場合があ り ます。

修飾コ ンポーネン ト ポイ ン タに類似する単一レベル イ ンダイ レ クシ ョ ンのメ ソ ッ ド。 修飾コ ンポーネン ト

は、 主と し て、 並列機能を持つコ ンポーネン ト を複数のカテゴ リーにグループ分けす
るのに使用されます。

修復モー ド 修復モー ド では、 紛失または破損されたフ ァ イル、 不正確なレジス ト リ  エン ト リ およ

び自己登録フ ァ イル等のすべての種類の不具合がイ ンス ト ールによ ってチ ェ ッ ク され
ます。 不具合が見つかった場合、 イ ンス ト ールは修正を試みます。 「メ ンテナンス 
モー ド」 も参照し て く ださい。

取得段階 イ ンス ト ール処理で、 イ ンス ト ーラがデータベースを参照し て指示を得る段階。 取得
段階の後に実行段階が続きます。
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シ ョ ー ト カ ッ ト アプ リ ケーシ ョ ンをポイ ン ト する フ ァ イル。 シ ョ ー ト カ ッ ト を ク リ ッ クするだけでア
プ リ ケーシ ョ ンを素早 く 開 く こ とができます。 シ ョ ー ト カ ッ ト は、 通常 [ ス ター ト ] 
メ ニューまたはデスク ト ッ プに配置されます。 「ア ドバタ イズ シ ョ ー ト カ ッ ト 」 も参

照し て く ださい。

昇格された権限 標準の権限よ り も高いレベルの権限で、 通常は一時的なもの。 権限とは、 システム上
で特定の動作を行う こ とができる権限のこ と です。

条件 プロパテ ィ の値を固定値と比較する、 またはプロパテ ィ が定義されているかど うかを
判断する論理のステー ト メ ン ト 。 条件はオブジ ェ ク ト 、 機能、 コ ンポーネン ト 、 アク
シ ョ ン、 またはその他の条件と関連付けられている項目がイ ンス ト ール、 または実行
される場合 true 評価し な く てはな り ません。

条件付き イ ンス ト ー
ル

特定条件が満たされた場合のみ、 その項目を イ ンス ト ールする。 たと えば、 オペレー
テ ィ ング システム条件がアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールに関連付けられている場

合、 ターゲッ ト マシンが特定のオペレーテ ィ ング システムを実行し ている場合のみア

プ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールし ます。

消費 / コ ンシューム イ ンス ト ールがマージ モジュールまたは InstallShield オブジ ェ ク ト などの再配布可能

フ ァ イル パッ ケージに対し て行な う処理。

進行状況バー 実行フ ァ イルの進行状況を視覚的に表示するバー。

伸張 スペース文字を削除し てフ ァ イルのサイズを最小化する圧縮解除プロセス。 この処理
はフ ァ イルを元の状態に戻し ます。

スキーマ データ  ソース内における現在のテーブルおよびビ ューの構造の記述。 スキーマは各

テーブルが持っている列、 各列のデータ  タ イプおよびテーブル間の関係について説明

し ます。

スパイウ ェ ア 個人または組織から知られる こ と な しにその情報を集める こ と を手助けするテ ク ノ ロ
ジ。 スパイウ ェ アは、 イ ン ターネ ッ ト 上で、 個人のコ ンピ ュータ上に置かれ、 ユー
ザーについての情報をひそかに集め、 それを広告主または他の関連団体に伝えるプロ
グラムです。 スパイウ ェ アはソ フ ト ウ ェ ア ウ ィ ルスまたは新しいプログラムを イ ンス

ト ールし たと きの結果と し てコ ンピ ュータにロー ド する こ とが可能です。 正確には、
ユーザーの知る知らないに限らずイ ンス ト ールされるデータ収集プログラムについ
て、 ユーザーがどのデータが収集されていて、 それが誰と共有されているかを理解し
ている場合はスパイウ ェ ア とは呼びません。

スプラ ッ シュ画面 製品のイ ンス ト ールの起動中にエン ド ユーザーに表示される イ メ ージ。 表示する イ
メ ージ、 表示時間、 ローカ ラ イズされたイ メ ージの有無を指定する こ とができます。

スモール ア ッ プデー

ト

イ ンス ト ール済みパッ ケージ と最新バージ ョ ンのパッ ケージのバージ ョ ン番号が同じ
場合にパッ ケージをア ッ プグレー ド するパッ チ。
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セーフ  モー ド セーフモー ドは、 Windows 95、 98、 ME および 2000 で提供されている ト ラ ブル

シューテ ィ ング モー ド です。 セーフモー ド でコ ンピ ュータ を起動する と、 オペレー

テ ィ ング システム、 マウス、 キーボー ド およびデ ィ スプレ イ ド ラ イバのみがロー ド さ

れます。 コ ンピ ュータが何を し ても起動し ないと きでも、 セーフモー ド を使用する と
起動できる場合があ り ます。 また、 セーフ  モー ド では、 オペレーテ ィ ング システム

を ト ラブルシュー ト し て適切に機能し ていない箇所を見つける こ とができます。

制限付きパブ リ ッ ク  
プロパテ ィ

イ ンス ト ール作成者が設定または変更可能範囲を制限する こ とができるグローバル変
数。 制限付きパブ リ ッ ク  プロパテ ィ の操作は、 通常、 システム管理者のみが行う こ と

ができます。 制限は、 安全な環境を維持するために使用されます。

製品 実際にイ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ールするアプ リ ケーシ ョ ン。

製品コー ド 製品を一意に識別する文字列。

セキュ リ テ ィ  ツール ト ロ イの木馬、 スパイウ ェ ア、 ア ド ウ ェ アおよびハッ カー ツールなど破壊的なペス ト

を コ ンピ ュータ上で検出し除去するプラ イバシー ツール。 ウイルス対策およびフ ァ イ

ヤー ウォール ソ フ ト ウ ェ アを補完し、 エン ド ユーザーの既存のセキュ リ テ ィ を回避

し個人情報を侵害する こ とができる非ウ ィ ルス系の悪質なソ フ ト ウ ェ アからのプロテ
クシ ョ ンを強化し ます。

絶対パス 指定された ド ラ イブのルー ト  デ ィ レ ク ト リ を起点にし てフ ァ イル検索をするのに必要

な情報をすべて含む絶対パス。 たと えば、 C:\Program Files\IS12 は、 C ド ラ イブにイ

ンス ト ールされたと きの InstallShield フ ォルダへの絶対パスです。

セ ッ ト ア ッ プ 「イ ンス ト ール」 を参照し て く ださい。

セ ッ ト ア ッ プ プロ

ジ ェ ク ト

「イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 」 を参照し て く だ さい。

ソース リ ス ト イ ンス ト ーラがイ ンス ト ール フ ァ イルを検索する場所を指定する リ ス ト 。 ソース リ
ス ト のエン ト リは、 ネ ッ ト ワークの場所、 URL およびコ ンパク ト  デ ィ スクが可能で

す。

相対パス 現在のド ラ イブ上の現在のフ ォルダを起点にし て、 フ ァ イル検索に必要な情報をすべ
て含むパス ( 例、 IS12\Support)。 フ ォルダは、 現在のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合の

み、 相対パスで検索する こ とができます。

即時実行 イ ンス ト ール段階に使われる用語。 一般的に InstallScript プロジ ェ ク ト でイ ンス ト ー

ラがスク リ プ ト をビルド する と きに直ぐに実行される カス タム アクシ ョ ンを指し ま

す。

ソ フ ト ウ ェ  ア開発

キッ ト (SDK)
開発者が特定のオペレーテ ィ ング システムを ターゲッ ト し たアプ リ ケーシ ョ ンおよび

ラ イブ ラ リ を作成する こ とができるよ う にデザイ ン された ド キュ メ ン ト 、 サンプル §
コマン ド ラ イ ン コ ンパイ ラ、 デバッ グ ツール、 ユーテ ィ リ テ ィ 、 およびツール。

SDK は通常、 オペレーテ ィ ング システムの製造元によ り提供されます。
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ダイアログ イ ンス ト ール / アン イ ンス ト ールの最中にエン ド ユーザーに表示される情報ウ ィ ン ド

ウ。 情報ウ ィ ン ド ウによ って、 エン ド ユーザーは情報を読み込んだ り指定し た り し な
がらオペレーシ ョ ン と イ ン タ ラ ク ト できます。 「ウ ィ ザー ド」 も参照し て く ださい。

ダイアログ ボッ クス アプ リ ケーシ ョ ン イ ン ターフ ェ イス内で表示され、 ユーザーが情報を入力し た り コマ

ン ド を指定し た りする こ とができるウ ィ ン ド ウ。

ダイナ ミ ッ ク  リ ン ク  
ラ イブラ リ  (DLL)

他のアプ リ ケーシ ョ ンから呼び出される関数を含むコー ド ベースの共有フ ァ イル。

タ スク  マネージャ コ ンピ ュータのパフ ォーマンス、 およびコ ンピ ュータ上で実行中のアプ リ ケーシ ョ ン
並びに処理についての情報を提供する Windows プ ラ ッ ト フ ォームで利用可能なツー

ル。 場合によ っては、 イ ンス ト ールする前に、 競合を避けるために [ タ スクマネー

ジャ ] を使って実行中のアプ リ ケーシ ョ ンを終了する必要があ り ます。

チ ェ ッ クサム 破損がないかをテス ト するためにデータに適用される計算値。 チ ェ ッ クサムは、 フ ァ
イル内のデータのバイ ト を系統立てて順に結合する こ とによ り得られます。 転送やス
ト レージ圧縮の後、 チ ェ ッ クサムの計算が再び行われ、 結果が以前の結果と比較され
ます。 数値が一致し ない場合は、 保存または転送されたデータにエラーがある可能性
があ り ます。

遅延実行 イ ンス ト ール スク リ プ ト の実行と同時にイ ンス ト ール アクシ ョ ンを実行する。

抽出 キャ ビネ ッ ト  フ ァ イルなどの圧縮フ ァ イルから フ ァ イルを除外、 または圧縮解除する

こ と。 圧縮されたフ ァ イルは、 1 つまたは複数の他のフ ァ イルを含む単一フ ァ イルで

す。 圧縮フ ァ イルはサイズが縮小されているので、 容量を節約できます。 圧縮された
フ ァ イルを使用するには、 まず、 圧縮されたフ ァ イルから  " 引き出す " 必要があ り ま

す。 フ ァ イルを抽出するには、 Extract.exe と呼ばれる コマン ド ラ イ ン ユーテ ィ リ

テ ィ を利用する こ とができます。 イ ンス ト ール中に破損または不足し ているオペレー
テ ィ ング システム フ ァ イルまたは InstallShield フ ァ イルは、 イ ンス ト ールを完了す

るために圧縮フ ァ イルから抽出する必要がある場合もあ り ます。

ツ リー 木のよ う な構造を持つ追加データ。

ツ リー ノ ー ド データ構造は、 ゼロまたはそれ以上の " 子 " ノ ー ド を含みます。 ノ ー ドはツ リーの "
ルー ト " です。 " 子 " を含まないツ リー ノ ー ドは、 一般的に " リーフ " と呼ばれます。

データベース データベース管理システム (DBMS) の個別の部分からなるデータの集ま り。

データベース ハン ド

ル

データベース関数が呼び出されたと きにデータベースを指定する構成要素。

データベース関数 データベースで作動する関数。

データベース管理シ
ステム (DBMS)

編成、 保存、 および多 く のユーザー用のデータの読み出し を コ ン ト ロールするアプ リ
ケーシ ョ ンのセ ッ ト 。
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データベースのコ
ミ ッ ト

Windows Installer データベースについて蓄積された変更。 変更はデータベースがコ

ミ ッ ト されるまで、 つま り  MsiDatabaseCommit が呼び出されるまで反映されませ

ん。

テーブル データ行の集ま り。

デジ タル署名 アプ リ ケーシ ョ ン内のコー ドがリ リース後に改ざんまたは変更されていないこ と をエ
ン ド ユーザーに対し て保証するため、 アプ リ ケーシ ョ ンにデジ タル署名を付ける こ と
ができます。 アプ リ ケーシ ョ ンにデジ タル署名を付ける と、 エン ド ユーザーが製品を
ダウンロー ド する と きにデジ タル証明書が表示されます。

展開 (1) 圧縮フ ァ イルをオ リ ジナルのサイズに復元する こ と。 圧縮フ ァ イルとは、 た と え

ばキャ ビネ ッ ト  フ ァ イルのよ う な 1 つまたは複数の他のフ ァ イルを含む単一のフ ァ イ

ル。 圧縮フ ァ イルはサイズが縮小されているので、 容量を節約できます。

(2) 圧縮フ ァ イルを復元するのに利用される DOS コマン ド。 イ ンス ト ール中に破損ま

たは不足し ているオペレーテ ィ ング システム フ ァ イルまたは InstallShield フ ァ イル

は、 イ ンス ト ールを完了するために圧縮フ ァ イルから展開する必要がある場合もあ り
ます。

テンプレー ト 規定する、 またはひな型と し て利用できる もの。

動画 動作を表現するために、 1 秒間に特定数のフ レームが交互に表示される複数のグラ

フ ィ ッ ク イ メ ージ。

同期実行 非同期実行の反対。 非同期実行の場合、 プロセス制御は全プロセスが完了するまで リ
リース されません。

統合開発環境 (IDE) ソ フ ト ウ ェ ア プログラムのイ ン ターフ ェ イス。 「イ ン タ ラ ク テ ィ ブ開発環境」 と も呼

ばれます。

ド ラ ッ グ アイテムを選択し て別の場所へ移動させる動作。

ト ラ ンスフ ォーム ト ラ ンスフ ォーム (.mst フ ァ イル ) は、 2 つのイ ンス ト ール データベースの違いを表

し ます。 たと えば、 ネ ッ ト ワーク管理者がある製品を会社の部署によ って異なる構成
で配布する場合があ り ます。 この場合、 製品の各構成に対し ト ラ ンスフ ォームを作成
し、 必要に応じ て適切な ト ラ ンスフ ォームを適用し ます。

ト ラ ンスフ ォーム エ
ラー条件フ ラグ

ト ラ ンスフ ォームのエラー条件を設定する際に使用するプロパテ ィ のセ ッ ト 。

ト ラ ンスフ ォーム検
証フ ラグ

ト ラ ンスフ ォームが Windows Installer パッ ケージに適用可能である こ と を検証するの

に利用されるプロパテ ィ のセ ッ ト 。

内部整合性評価プロ
グラム (ICE)

エラーの可能性 ( またはエラーそのもの ) を警告するために Windows Installer データ

ベース上で実行できるテス ト  (Orca、 Msival2、 または InstallShield の Premier Edition 
または Professional Edition を使用 )。
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内部ソース フ ァ イル イ ンス ト ール アーカ イブ フ ァ イルに含まれる フ ァ イル。

内部ユーザー イ ン

ターフ ェ イス

イ ンス ト ール中にエン ド ユーザーに表示される、 グラ フ ィ ッ ク  ユーザー イ ン ター

フ ェ イスの作成に利用できる イ ンス ト ーラのビル ト イ ン機能。

名前付き イ ンス タ ン
ス

イ ンス タ ンス とは、 規定のサーバー上にある SQL Server の完成された独立イ ンス

ト ールです。 ひとつのデフ ォル ト のイ ンス タ ンスおよび名前付き イ ンス タ ンスの任意
の番号 (16 まで ) を単一の サーバーにイ ンス ト ールする こ とができます。 イ ンス タ ン

ス間で共有される管理ツールおよびク ラ イアン ト  コネク テ ィ ビテ ィ  コ ンポーネン ト

以外、 各イ ンス タ ンスは原則的にス タ ン ド アロンです。 各イ ンス タ ンスは独自のセ
キュ リ テ ィ を持ち、 個別に開始、 および停止させる こ とができます。 さ らに同じサー
バー上にあるその他のイ ンス タ ンスに対し て個別にサービスパッ ク を当てる こ とがで
きます。

ナレ ッ ジ ベース (KB) ソ フ ト ウ ェ アのヘルプ情報の範囲外にあるテ クニカル情報、 手順、 記事を集めたも
の。 マク ロヴ ィ ジ ョ ン ナレ ッ ジベースでは、 ヒ ン ト 、 こつ、 およびテ クニ ッ クに加

え、 FAQ( よ く 聞かれる質問 )、 技術およびデザイ ン上の問題に関する記事を参照する

こ とができます。 マク ロヴ ィ ジ ョ ンの Web サイ ト  (http://www.installshield.com) 上で

は、 ナレ ッ ジベースの内容が定期的に更新されています。

ネス ト  イ ンス ト ール 実行中のイ ンス ト ール ( 「親製品」 と呼ぶ ) から別のイ ンス ト ールパッ ケージ ( 「子製

品」 と呼ぶこ と もある ) を イ ンス ト ールまたは削除する カス タム アクシ ョ ンの一種。

ネ ッ ト ワーク ハー ド ウ ェ ア、 ソ フ ト ウ ェ ア、 および情報を共有するため相互に接続された 2 台以上

のコ ンピ ュータ。 イ ンス ト ール中、 ソ フ ト ウ ェ アを適切にイ ンス ト ールするため、
ネ ッ ト ワーク上にある イ ンス ト ールフ ァ イルを コ ンピ ュータのハー ド ド ラ イブへ移動
する必要がある場合があ り ます。

ハー ド  ド ラ イブ コ ンピ ュータの主要な記憶デバイス。 ハー ド ド ラ イブには、 磁気的にデータが読み書
き されるデ ィ スクが含まれます。 &#xD2; ハー ド &#xD3; とい う用語はハー ド ド ラ イブ

で利用されるアル ミ ニウムやガラス製のデ ィ スク を、 プラスチ ッ クでできたフ ロ ッ
ピーデ ィ スクから区別するのに使われます。

ハイパーテキス ト  
マーク ア ッ プ言語  
(HTML)

ハイパーリ ン クやテキス ト 形式のマークア ッ プを含む Web ページを作成するための

言語。

配布メ デ ィ ア ユーザーに配布される CD-ROM またはその他のメ デ ィ ア フ ォーマ ッ ト 。

パス コ ンピ ュータ  オペレーテ ィ ング システムで、 パスは特定のフ ァ イルへのフ ァ イルシ

ステム内の経路。 パス名はそのパスを詳述し ます。 各オペレーテ ィ ング システムは、

パス名の指定に独自のフ ォーマ ッ ト を持ちます。 DOS、 Windows、 および OS/2 オペ

レーテ ィ ング システムは、 次のフ ォーマ ッ ト を使用し ます ：

driveletter:directorynamesubdirectorynamefilename.suffixUNIX ベース システムは、 次

のフ ォーマ ッ ト を使用し ます :/directory/subdirectory/filename
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パス変数 プロジ ェ ク ト を移動し た り、 フ ォルダ構造を変更するたびに各ソースフ ァ イルのパス
を変更する必要がな く なるよ う、 中央ロケーシ ョ ンに 1 度だけ定義するだけで済むロ

ケーシ ョ ンを示す変数。 代わり にパス変数を使用し て、 l 共通に使われるパスを 1 度
定義するだけで済みます。 共通パスは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト の開発中に使用さ

れます。 これらのパスは、 アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ールされる ターゲッ ト マシン
には適用されません。 代わり に、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト に含める必要があるの

ソースフ ァ イルに リ ン クするために使用されます。 プロジ ェ ク ト をビルド する際、 こ
れらのリ ン クが評価され、 ポイ ン ト 先のフ ァ イルがイ ンス ト ール パッ ケージに組み込

まれます。

パッ ケージ イ ンス ト ールデータベースフ ァ イル、 アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イル ( イ ンス ト ール

データベースフ ァ イルとは別、 またはイ ンス ト ールデータベースフ ァ イルに圧縮され
たもの )、 および 実行可能フ ァ イル ( 上記すべてのフ ァ イルを圧縮し て含むこ とが可

能 ) を含む、 イ ンス ト ールの実行に必要なすべてのフ ァ イル。

パッ ケージ コー ド イ ンス ト ール パッ ケージの Globally Unique Identifier (GUID)。 「globally unique 
identifier (GUID)」 も参照し て く ださい。

パッ チ アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルおよびイ ンス ト ールを特定バージ ョ ンにア ッ プデー ト す
る、 または以前のバージ ョ ンのバグを修正するのに必要なアプ リ ケーシ ョ ンの一部の
みを含む、 特殊な タ イプのイ ンス ト ールパッ ケージ。

パッ チ フ ァ イル パッ チに利用されるパッ チパッ ケージ。 パッ チパッ ケージ (.msp) フ ァ イルには、 イ

ンス ト ールされた 1 つ以上の製品バージ ョ ンをア ッ プグレー ド するのに必要な ト ラ ン

スフ ォームおよび指示が含まれています。 Windows Installer はパッ チパッ ケージを利

用し てローカルイ ンス ト ールおよび管理イ ンス ト ールをパッ チ し ます。 パッ チパッ
ケージは通常のイ ンス ト ールパッ ケージのよ う なデータベースを含みません。 その代
わり、 ターゲッ ト とする イ ンス ト ールパッ ケージのデータベースにパッ チ情報を追加
するデータベース ト ラ ンスフ ォームが 1 つ以上含まれます。 イ ンス ト ーラはこの情報

を利用し て、 パッ チパッ ケージのキャ ビネ ッ ト  フ ァ イル ス ト リームに格納されてい

るパッ チフ ァ イルを適用し ます。

パッ チの適用 アプ リ ケーシ ョ ン全体ではな く 、 変更された部分のみを置換する イ ンス ト ールのア ッ
プデー ト 方法。 これによ って、 エン ド ユーザーは製品全体ではな く 規模の小さい製品
のパッ チをダウンロー ド する こ とができます。

パネル エン ド ユーザーが構成できる １  つ以上の関連する設定を含むウ ィ ザー ド内にある

ウ ィ ン ド ウ。 「ウ ィ ザー ド」 も参照し て く ださい。

パブ リ ッ ク  プロパ

テ ィ

エン ド ユーザーまたはシステム管理者によ ってその値が設定されるグローバル変数。
パブ リ ッ ク  プロパテ ィ は、 イ ンス ト ール中、 ユーザー イ ン ターフ ェ イス との対話、

コマン ド ラ イ ンでのプロパテ ィ の設定、 ト ラ ンスフ ォームの適用、 あるいは標準また
はカス タム アクシ ョ ンの使用によ って設定または変更する こ とができます。 プ ラ イ

ベー ト  プロパテ ィ の値とは異な り、 パブ リ ッ ク  プロパテ ィ の値は変更可能です。 パ

ブ リ ッ ク  プロパテ ィ 名には、 小文字は使えません。
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パブ リ ッ シュ ア ドバタ イズ (" ジャス ト イ ン タ イム " イ ンス ト ール ) の一種。 イ ンス ト ール中にコ ン

ポーネン ト のユーザー イ ン ターフ ェ イス要素は作成されませんが、 コ ンポーネン ト は 
[ コ ン ト ロール パネル ] の [ プログラムの追加と削除 ] アプレ ッ ト から イ ンス ト ールす

る こ とができます。 また、 イ ンス ト ールされたコ ンポーネン ト がイ ンス ト ーラからパ
ブ リ ッ シュ されたコ ンポーネン ト を要求し た際にも イ ンス ト ールできます。

バリ ューパッ ク  (VP) イ ンス ト ールされたアプ リ ケーシ ョ ンの機能をア ッ プグレー ド する イ ンス ト ール。

左ク リ ッ ク マウスの左ボタ ンを選択し てク リ ッ クする動作。

ビ ッ ト マ ッ プ ビ ッ ト の配列と し て表示される イ メ ージ。 ビ ッ ト マ ッ プ グラ フ ィ ッ クでは、 イ メ ージ

は集合体と し てパターンを形成するピ クセルと呼ばれる小さ な四角の集ま り でスク
リーン上に表示されます。 イ メ ージ内の各ピ クセルは、 1 つまたは複数のビ ッ ト に対

応し ます。

非同期実行 イ ンス ト ーラがメ イ ンのイ ンス ト ールを実行中に独立し てスレ ッ ド を実行し続ける カ
ス タム アクシ ョ ンです。

非分割  CD/DVD メ
デ ィ ア タ イプ

ペイ ロー ドは CD/DVD アーカ イブにレ イアウ ト されますが、 複数メ デ ィ アへの分割

はされません。

標準アク シ ョ ン イ ンス ト ール開発ソ フ ト ウ ェ ア製品に組み込まれているアクシ ョ ン。 InstallShield 製
品は、 カス タム アクシ ョ ンの作成と使用もサポー ト し ています。 「アクシ ョ ン」、 「カ

ス タム アクシ ョ ン」 も参照し て く だ さい。

ビルボー ド イ ンス ト ール中に表示する こ とが可能なマーケテ ィ ング メ ッ セージなどのイ メ ージ。

フ ァ イル フ ァ イルシステム内のデータ格納要素。

フ ァ イル拡張子 フ ァ イルに格納されているデータの種類を示す、 最終ド ッ ト に続 く フ ァ イル名の一
部。

フ ォーマ ッ ト 済み データが保存または表示のために分割、 または配列された状態。

フ ォールス ポジテ ィ

ブ

テス ト で true 評価を出すが実際はそ う ではないもの。 多 く の場合、 false positive は
ウ ィ ルス対策ソ フ ト ウ ェ アに存在し ます。 たと えば、 ウ ィ ルス対策ソ フ ト ウ ェ アは 
InstallShield フ ァ イルの中にウ ィ ルスを発見し たと報告するが、 実際はそ う ではない

場合があ り ます。 ソ フ ト ウ ェ アのウ ィ ルス定義をア ッ プデー ト する必要があ り ます。

復元性 必要に応じ てコ ンポーネン ト を再イ ンス ト ールするアプ リ ケーシ ョ ンの機能。 コ ン
ポーネン ト が誤って削除された り壊れた り し た場合でも、 Windows Installer の技術に

よ り アプ リ ケーシ ョ ンの自己修復が可能です。

プラ ッ ト フ ォーム イ ンス ト ール プログラムがターゲッ ト にするオペレーテ ィ ング システム。 ある イ ン

ス ト ール テ ク ノ ロジは、 特定のプ ラ ッ ト フ ォームへのイ ンス ト ールの作成に限られて

いる こ と もあ り ます。
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プレビ ュー モー ド ユーザー イ ン ターフ ェ イスのデザイ ン、 またはダイアログおよびビルボー ド の現在の

概観を表示するモー ド。 プレビ ューモー ドは Windows Installer で使われている用語で

す。

プロパテ ィ イ ンス ト ールまたはアン イ ンス ト ール中にイ ンス ト ーラまたはアン イ ンス ト ーラに
よ って使用される イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト 内のオブジ ェ ク ト に配置された値。

分散コ ンポーネン ト  
オブジ ェ ク ト  モデル 
(DCOM)

拡張型コ ンポーネン ト  オブジ ェ ク ト  モデル (COM)。 コ ンポーネン ト ベースのアプ リ

ケーシ ョ ンの作成を可能にする Microsoft が開発し たソ フ ト ウ ェ ア アーキテ クチャ。

分離アプ リ ケーシ ョ
ン

も と も と開発およびテス ト を行な うのに利用し た .dll フ ァ イルなどのコ ンポーネン ト

のバージ ョ ンを常にロー ド するよ う修正されたアプ リ ケーシ ョ ン。

変換プロジ ェ ク ト (1) 別のタ イプに変換されたフ ァ イル。

(2) InstallShield の MSI/MSM オープン ウ ィ ザー ドは、 イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト  
(.msi フ ァ イル ) やマージ モジュール (.msm フ ァ イル ) を、 InstallShield で変更と ビル

ドが可能な InstallShield イ ンス ト ール プロジ ェ ク ト  (.ism フ ァ イル ) に変換するため

のツールです。

編集フ ィ ールド  オブ

ジ ェ ク ト

ユーザーによる フ ィ ールドへのテキス ト 入力を可能にする対話型オブジ ェ ク ト 。

変数 コ ンピ ュータに格納されている値。 値は、 印刷可能な文字、 数値、 およびテキス ト を
使って作成する こ とができます。 値が変化し ない定数とは違い、 変数はいつでも値を
変更する こ とが可能です。

ホ ッ ト フ ィ ッ クス、
または、 修正プログ
ラム

アプ リ ケーシ ョ ンの次のリ リースまで配布を延期する こ とができない、 重要かつ規模
の小さいバグ修正。 ほとんどのホ ッ ト フ ィ ッ クスは小さいパッ チ形式で、 ソ フ ト ウ ェ
アベンダーの Web サイ ト からダウンロー ド する こ とができます。

ボ リ ューム 1 つのメ デ ィ ア上にある、 ブロ ッ ク単位の空きスペースの総容量。

マージ モジュール 
(MM)

ラ ン タ イム .dll フ ァ イルや仮想マシンなど特定の機能のイ ンス ト ールに必要なすべて

のロジ ッ クおよびフ ァ イルを含むパッ ケージ。 マージ モジュールは一度ビルド する

と、 他のセ ッ ト ア ッ プ プロジ ェ ク ト に追加できます。

マイナー ア ッ プグ

レー ド

イ ンス ト ールに加えられる変更の為に製品コー ド を変更する必要がない製品のア ッ プ
デー ト 。

マク ロ (1) ひと ま と ま りの命令群からなる命令。

マネージ ド  アプ リ

ケーシ ョ ン

アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールにシステム権限が使われた場合、 アプ リ ケーシ ョ ン
は 「マネージ ド  アプ リ ケーシ ョ ン」 と呼ばれます。

マルチ メ デ ィ ア サウン ド、 ビデオ、 グラ フ ィ ッ ク、 および動画など、 情報を伝える為にま とめて利用
される様々な メ デ ィ アの集合。

用語 定義
766 ISE-2100-UG00 InstallShield 2014 Express Edition ユーザー ガイ ド



用語集
メ ジャー ア ッ プグ

レー ド

ProductCode プロパテ ィ で変更が必要な製品の完全ア ッ プデー ト 。 同じ マシンに 同
じ製品の 2 つのバージ ョ ンを イ ンス ト ールする場合、 新しい製品コー ドが必要にな り

ます。

メ タ フ ァ イル 標準 Windows メ タ フ ァ イル形式で保存されたイ メ ージ メ タ フ ァ イルは 1 セ ッ ト のド

ローイ ング命令群です。 Windows メ タ フ ァ イルは .wmf とい う フ ァ イル拡張子を持っ

ています。

メ デ ィ ア デ ィ スク リ

プ タ  (MD)
イ ンス ト ール可能な単位 (IU) の意味。 通常フ ァ イルと し て存在するデータの物理的な

ソースに対し て、 デプロ イ メ ン ト  デ ィ スク リ プ タ  (DD) で要素のマ ッ ピングを行いま

す。

メ ンテナンス モー ド 既に製品がイ ンス ト ールされているシステム上で、 2 回目 ( およびそれ以降 ) にイ ン

ス ト ール プログラムを実行をする と、 イ ンス ト ールはメ ンテナンス モー ド で行われ

ます。 このメ ンテナンスモー ド でユーザーは、 最初のイ ンス ト ールで選択し た機能の
変更、 イ ンス ト ール済みの機能の修復、 およびプログラム全体の削除が行えます。

モーダル アプ リ ケーシ ョ ンが続行する前に、 ダイアログを表示しユーザーからの返答を待ちま
す。 その間ユーザーのウ ィ ン ド ウまたはダイアログ ボ ッ クスを使っての操作は制限さ

れます。 「モー ド レス」 も参照し て く ださい。

モー ド レス ユーザーが他のウ ィ ン ド ウ、 ダイアログ ボッ クス と対話できるよ う にし ます。 「モー

ダル」 も参照し て く ださい。

文字列テーブル すべてのサポー ト 言語に対する文字列 ID、 値、 コ メ ン ト を保存するデータベース。 こ

れらの文字列は、 実行時にエン ド ユーザーに表示されるダイアログおよび メ ッ セージ 
ボ ッ クスで使われます。

ユーザー イ ン ター

フ ェ イス (UI)
ソ フ ト ウ ェ アのユーザーへのアクセス。

ユーザー プロ フ ァ イ

ル

シ ョ ー ト カ ッ ト 、 お気に入り、 アプ リ ケーシ ョ ン、 デ ィ スプレ イ、 並びにハー ド ウ ェ
アの設定など、 各エン ド ユーザーの設定についての記録。 ユーザープロ フ ァ イルは、
複数のユーザーがそれぞれの環境設定を保持し ながら  1 台のコ ンピ ュータ を共有する

こ と を可能にし ます。

ラ イブラ リ 予備に保存されている類似オブジ ェ ク ト のコ レ クシ ョ ン。 たと えば、 ソースコー ド ま
たはオブジ ェ ク ト コー ド形式のプログラム、 データ フ ァ イル、 スク リ プ ト およびテン
プレー ト 。 プログラム ラ イブ ラ リは、 プログラマーがコー ド を書いている と きに " 呼

び出す " こ とができるプ リ コ ンパイル済み、 再利用可能プログラム ルーチンのコ レ ク

シ ョ ンです。

リ ッ チ テキス ト  
フ ォーマ ッ ト  (RTF)

フ ォ ン ト やマージン等のフ ォーマ ッ ト 情報を表示する特殊コマン ド を含む Microsoft 
のフ ァ イル フ ォーマ ッ ト 。 RTF を使用する と、 異なるワー ド プロセ ッサーおよびオ

ペレーテ ィ ング システム間でフ ァ イルを交換する こ とができます。
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リ フ レ ッ シュ  ビルド このタ イプのビルドはカス タムコー ドのみ再コ ンパイルし ます。 また、 全イ ンス ト ー
ルを リ ビルド する こ と無しに変更があった単一フ ァ イルのみリ ビルド および追加 / 変

更ができるので、 単一フ ァ イルの置換も可能です。 このタ イプのビルドは、
InstallScript プロジ ェ ク ト でのみ使用する こ とができます。

リ モー ト  プロシー

ジャ  コール ス タ ブ 
(RPC)

他のコ ンピ ュータ上のサービスを要求するのに使用されるプログラムの中の小さいサ
イズのルーチン。 RPC は、 プロ ト コルまたは予め合意されたデータ送信のための

フ ォーマ ッ ト で、 これをプログラムで使用する こ とによ り、 他のコ ンピ ュータにある
プログラムからサービスを要求する こ とが可能にな り ます。 ス タ ブはプログラムから
のリ ク エス ト 受け入れて、 それを リ モー ト プロシージャへ転送し ます。 プロシージャ
が完了する と、 ス タ ブは結果を受け取り、 リ ク エス ト を し たプログラムへまた戻し ま
す。

リ リース ノ ー ト アプ リ ケーシ ョ ンの配布と共に含まれる フ ァ イル。 このフ ァ イルには、 アプ リ ケー
シ ョ ンのイ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ールに関する重要な情報が含まれていま
す。 また、 他の製品ド キュ メ ン ト に含まれていない可能性がある情報も含まれる こ と
があ り ます。

リ リース ビルド リ リースに適し た完全リ ビルド。

レジス ト リ 個人設定およびコ ンピ ュータにイ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ アおよびハー ド ウ ェ ア
を記録するために Windows オペレーテ ィ ング システムによ って使用される中央デー

タベース。 イ ンス ト ール時、 イ ンス ト ールに関し て選択された項目はレジス ト リ に書
き込まれます。

レジス ト リ  フ ァ イル 定義済み形式のテキス ト フ ァ イルで、 レジス ト リ にマージできるキーと値が含まれて
います。

列 縦に並んだ一連の情報。

ローカ リゼーシ ョ ン 製品またはサービスを特定の言語および文化に翻訳適合するプロセス。

ロー ド順グループ サービスの中には、 起動前に他のサービスが既に実行されていなければならないもの
があ り ます。 そのため、 サービスをグループ化し て指定し た順序でロー ド するよ う設
定する必要があ り ます。 サービスロー ド順グループは 
HKEY_LOCAL_MACHINE\System\CurrentControl
Set\Control\ServiceGroupOrder に一覧表示されています。 サービスの [ 起動タ イプ ] 
プロパテ ィ によ り、 グループ内でいつロー ド されるかが決定されます。

ロールバッ ク イ ンス ト ールは、 イ ンス ト ール プロセス中に行われた変更をすべて記録し てお り、 エ

ラーが発生し てイ ンス ト ールが中止された場合でも、 これらの変更は " ロールバッ ク

" され、 マシンは元の状態に復元されます。

ログ データベース 
(LogDB)

イ ンス ト ール / アン イ ンス ト ール中にログを記録するよ う に構成されたすべてのログ

を含むターゲッ ト マシン上にあるデータベース。
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ログ フ ァ イル フ ァ イルには、 コ ンピ ュータ  ワークステーシ ョ ンまたは Web サーバー上でソ フ ト

ウ ェ ア プロセス中 ( イ ンス ト ール、 ビルド、 ダウンロー ド等 ) に発生し たアク テ ィ ビ

テ ィ の記録が含まれています。 たと えば、 Web サーバーは、 すべてのサーバーへのリ

ク エス ト を リ ス ト し、 コ ピーされたフ ァ イル、 転送されたバイ ト 数、 リ ク エス ト され
たページ、 イ メ ージおよびフ ァ イルを要約し て、 ログフ ァ イルのメ ンテナンスを行い
ます。 ビル ド ログ フ ァ イルは、 ビルド に含められたすべての機能、 セ ッ ト ア ッ プ タ
イプ、 マージ モジュール、 ダイナ ミ ッ ク  リ ン ク、 およびフ ァ イルを リ ス ト し ます。

ログの記録 イ ンス ト ール、 ビルド またはダウンロー ド等のソ フ ト ウ ェ ア プロセス のアク テ ィ ビ

テ ィ をログフ ァ イルに記録するプロセス。

割り当て ア ドバタ イズの種類。 管理者がアプ リ ケーシ ョ ンをマシンに割り当てる と、 次回マシ
ンを起動または再起動し たと きにイ ンス ト ール プログラムが自動的に実行し ます。 管

理者がアプ リ ケーシ ョ ンをユーザーに割り当てる と、 イ ンス ト ール プログラムはユー

ザーのマシン上にある [ ス ター ト ] メ ニューにシ ョ ー ト カ ッ ト を配置し ます。 ユー

ザーがシ ョ ー ト カ ッ ト を選択する、 または割り当てられたアプ リ ケーシ ョ ンに関連付
けられた文書を起動し たと き、 アプ リ ケーシ ョ ンがイ ンス ト ールされます。
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